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【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

本
研
究
班
は
、
宗
内
の
各
寺
院
に
結
縁
授
戒
を
勧
め
、
浄
土

宗
の
円
頓
戒
を
一
般
・
檀
信
徒
に
、
よ
り
広
く
周
知
し
実
践
を

促
す
事
を
研
究
の
目
的
と
す
る
。
さ
ら
に
、
教
師
が
授
戒
の
戒

師
と
し
て
、
受
者
に
戒
を
授
け
る
事
で
、
教
師
自
身
も
我
が
身

を
省
み
る
機
会
と
な
り
、
持
戒
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
、
資

質
向
上
に
も
資
す
る
効
果
を
期
待
す
る
。

本
研
究
班
で
は
、
現
状
の
授
戒
会
よ
り
短
期
間
で
経
済
的
負

担
も
少
な
く
、
少
人
数
の
ス
タ
ッ
フ
で
実
施
で
き
る
新
た
な
授

戒
の
あ
り
方
を
想
定
し
、そ
の
手
引
と
な
る「
授
戒
実
践
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
完
全
原
稿
形
式
で
作
成
す
る
。

【
作
業
大
綱
】

従
来
の
授
戒
会
よ
り
短
期
間
で
経
済
的
負
担
も
少
な
く
、
少

人
数
の
ス
タ
ッ
フ
で
実
施
で
き
る
授
戒
の
あ
り
方
を
本
研
究
班

は
提
唱
し
、そ
の
た
め
の
「
授
戒
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、

研
究
会
に
て
検
討
し
た
。
そ
の
際
、
以
下
の
有
識
者
を
講
師
に

招
聘
し
、「
授
戒
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作
成
に
向
け
て
参
考

に
し
た
。

・
梶
田
真
章
貫
主　
　
　
　

�「
法
然
院
に
お
け
る『
一
日
授
戒
会
』

に
つ
い
て
」

・
齊
藤
舜
健
主
任
研
究
員　
「
机
授
戒
に
つ
い
て
」

・
中
村
瑞
貴
先
生　
　
　
　
「
授
戒
会
開
筵
に
つ
い
て
」

令
和
三
年
度　

研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

現
代
社
会
に
お
け
る
戒
と
倫
理
―
授
戒
の
意
義
―
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研究活動報告

【
進
捗
状
況
】

本
研
究
班
で
は
、
現
代
の
人
々
が
円
頓
戒
を
意
識
し
た
生
活

に
結
び
つ
け
る
た
め
に
、
以
下
の
新
た
な
授
戒
の
機
会
を
提
案

し
た
。

一
、�

遺
族
・
親
族
な
ど
を
対
象
に
し
た
、
年
中
行
事
・
中
陰
・

年
忌
等
の
法
要
後
に
短
期
間
（
一
時
間
程
度
）
で
行
う
事

の
で
き
る
授
戒
（「
机
授
戒
」
※
『
続
浄
』
一
二
）。

二
、�

一
般
・
檀
信
徒
を
対
象
に
し
た
一
日
で
行
う
事
の
で
き
る

授
戒
（「
一
日
授
戒
」）。

以
上
の
一
、
二
の
二
種
類
の
授
戒
の
あ
り
方
を
想
定
し
た
儀

式
、
説
戒
の
内
容
に
つ
い
て
の
「
授
戒
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

作
成
し
、『
教
化
研
究
』
本
号
に
て
研
究
ノ
ー
ト
と
し
て
発
表

し
た
。

【
研
究
会
開
催
日
】

第
1
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
27
日　

検
討
会

第
2
回
研
究
会　

�

令
和
3
年
4
月
29
日　
調
査�

 
（
法
然
院
：
一
日
授
戒
会
の
見
学
）

第
3
回
研
究
会　

�

令
和
3
年
5
月
18
日　
勉
強
会�

 

（
講
師
：
梶
田
真
章
貫
主
）

第
4
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
1
日　

検
討
会

第
5
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
29
日　

検
討
会

第
6
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
20
日　

検
討
会

第
7
回
研
究
会　

�

令
和
3
年
9
月
7
日　
勉
強
会�

 

（
講
師
：
齊
藤
舜
健
主
任
研
究
員
）

第
8
回
研
究
会　

令
和
3
年
10
月
12
日　

検
討
会

第
9
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
1
日　

検
討
会

第
10
回
研
究
会　

令
和
3
年
12
月
7
日　

検
討
会

第
11
回
研
究
会　

�

令
和
4
年
1
月
11
日　
勉
強
会�

 

（
講
師
：
中
村
瑞
貴
先
生
）

第
12
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
1
日　

検
討
会

第
13
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
15
日　

検
討
会

第
14
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
1
日　

検
討
会

第
15
回
研
究
会　

�

令
和
4
年
3
月
14
日　
成
果
報
告
校
正
作
業

第
16
回
研
究
会　

�
令
和
4
年
3
月
16
日　
成
果
報
告
校
正
作
業
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第
17
回
研
究
会　

�

令
和
4
年
3
月
18
日　
成
果
報
告
校
正
作
業

第
18
回
研
究
会　

�

令
和
4
年
3
月
19
日　
成
果
報
告
校
正
作
業

第
19
回
研
究
会　

�

令
和
4
年
3
月
23
日　
成
果
報
告
校
正
作
業

第
20
回
研
究
会　

�

令
和
4
年
3
月
25
日　
成
果
報
告
校
正
作
業

第
21
回
研
究
会　

�
令
和
4
年
3
月
26
日　
成
果
報
告
校
正
作
業

第
22
回
研
究
会　

�
令
和
4
年
3
月
28
日　
成
果
報
告
校
正
作
業

第
23
回
研
究
会　

�

令
和
4
年
3
月
29
日　
成
果
報
告
校
正
作
業

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
井
野
周
隆

研
究
員　
　
　
　

�

齊
藤
舜
健　
市
川
定
敬　
田
中
芳
道�

 

柴
田
泰
山　
八
橋
秀
法

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

南
宏
信　
曽
田
俊
弘　
伊
藤
茂
樹�

 

安
達
俊
英　

善
裕
昭　
上
野
忠
昭�

 

中
川
正
業　
鵜
飼
秀
徳　
粟
飯
原
岳
志�

 

角
野
玄
樹　
岩
井
正
道　
田
中
裕
成

�

【
文
責
】
井
野
周
隆
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研究活動報告

【
研
究
目
的
】

現
在
、
イ
エ
制
度
の
衰
退
に
伴
う
葬
送
や
墓
制
に
対
す
る
意

識
の
変
化
、
ま
た
居
住
地
の
移
動
や
二
、
三
世
代
同
居
率
の
低

下
に
伴
い
、
家
庭
内
で
の
信
仰
継
承
が
困
難
な
状
況
が
生
じ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
菩
提
寺
か
ら
の
離
檀
や
改

葬
も
増
加
し
て
い
る
。
浄
土
宗
開
宗
八
五
〇
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
寺
檀
関
係
を
如
何
に
継
続
し
て
い
く
か
、
ま
た
お
念
仏

の
信
仰
を
如
何
に
継
承
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
具
体
的
な
方
策

を
提
案
す
る
こ
と
が
本
研
究
班
の
目
的
で
あ
る
。

今
期
は
研
究
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
、
親
の
葬
儀
の
喪
主
と
な
り
、

寺
檀
関
係
の
後
継
者
と
し
て
密
に
関
わ
り
始
め
る
人
た
ち
と
し

た
。
年
齢
層
で
い
う
な
ら
ば
、
お
よ
そ
四
十
代
中
盤
か
ら
六
十

代
中
盤
の
世
代
と
な
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
ら
の
兄
弟
姉
妹
や
縁
者

で
、
定
年
退
職
を
迎
え
そ
ろ
そ
ろ
自
分
の
今
後
を
考
え
始
め
る

人
々
、
つ
ま
り
新
た
に
寺
と
縁
を
結
ぶ
可
能
性
が
あ
る
人
々
も

念
頭
に
お
い
た
。
こ
れ
ら
次
世
代
を
担
う
人
々
を
「
ネ
ク
ス
ト

ス
テ
ー
ジ
」
と
称
し
た
。

【
研
究
内
容
】

こ
れ
ら
の
人
々
に
対
し
て
、
法
然
上
人
の
み
教
え
を
伝
え
る

機
縁
と
し
て
、
阿
弥
陀
仏
・
法
然
上
人
と
縁
を
結
ぶ
た
め
の
新

た
な
儀
礼
で
あ
る
「
慈
悲
つ
む
ぎ
法
要
」、
浄
土
宗
の
教
え
や

令
和
三
年
度　

研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

次
世
代
継
承
に
関
す
る
研
究
―
ネ
ク
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
へ
の
儀
礼
の
創
造
―
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仏
事
の
基
礎
知
識
な
ど
を
簡
易
に
伝
え
る
五
コ
マ
か
ら
な
る
セ

ミ
ナ
ー
「
慈
悲
つ
む
ぎ
セ
ミ
ナ
ー
」
の
資
料
を
作
成
し
た
。

【
研
究
の
成
果
】

「
慈
悲
つ
む
ぎ
法
要
・
セ
ミ
ナ
ー
」
に
関
す
る
様
々
な
資
料

作
成
を
行
な
っ
た
が
、
法
要
と
セ
ミ
ナ
ー
の
普
及
を
考
え
、
今

期
の
成
果
発
表
方
法
と
し
て
は
『
教
化
研
究
』
へ
の
「
研
究
成

果
報
告
」
の
掲
載
、「
慈
悲
つ
む
ぎ
法
要
・
セ
ミ
ナ
ー　

実
践

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
発
行
（
浄
土
宗
寺
院
に
『
宗
報
』
二
〇
二
二
年

六
月
号
同
封
で
配
布
）
の
ほ
か
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
の
成
果
物
公
開
を
行
い
、
閲
覧
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

が
行
え
る
よ
う
に
し
た
。

な
お
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
成
果
物
公
開
に
あ
た
っ
て
は
、
資

料
の
二
次
的
利
用
を
避
け
る
た
め
、
以
下
の
二
つ
の
入
手
方
法

に
分
け
て
公
開
を
行
っ
た
。

①�

「
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
」
に
て
申
請
し
入
手
（
浄
土
宗
教
師

の
み
資
料
入
手
可
能
）

＊�

浄
土
宗
総
合
研
究
所
Ｈ
Ｐ
の
「
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
」
よ

り
申
込
み
の
う
え
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

・�

慈
悲
つ
む
ぎ
セ
ミ
ナ
ー
講
義
用
パ
ワ
ー
ポ
ン
ト
資
料
・
読
み

原
稿

�

（
＊
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
資
料
は
二
次
利
用
を
避
け
る
た
め
、

編
集
不
可
の
設
定
と
し
た
。）

・�

セ
ミ
ナ
ー
講
義
動
画　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
用
（
第
一
講
か
ら
五

講
ま
で
）

②�

浄
土
宗
総
合
研
究
所
Ｈ
Ｐ
か
ら
自
由
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
・
視

聴＊�

以
下
の
資
料
は
、
広
く
普
及
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
浄
土

宗
総
合
研
究
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
自
由
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
・
視
聴

で
き
る
よ
う
に
し
た
。

・
慈
悲
つ
む
ぎ
法
要
・
セ
ミ
ナ
ー
紹
介
動
画
（
＊
視
聴
用
）

・�

セ
ミ
ナ
ー
講
義
動
画　
（
第
一
講
か
ら
五
講
ま
で
）（
＊
視
聴

用
）

・�
慈
悲
つ
む
ぎ
法
要
・
セ
ミ
ナ
ー　

実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
＊
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
用
）

・�

慈
悲
つ
む
ぎ
法
要
差
定
、表
白・説
示（
＊
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
用
）
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・�
十
夜
法
要
併
修
慈
悲
つ
む
ぎ
法
要　

差
定
、
表
白
・
説
示
例

（
＊
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
用
）

・�

セ
ミ
ナ
ー
檀
信
徒
向
け
配
布
レ
ジ
ュ
メ
（
第
一
講
か
ら
五
講

ま
で
）（
＊
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
用
）

研
究
成
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
号
『
教
化
研
究
』「
研

究
成
果
報
告
」
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
第
二
十
七
期
全
国

浄
土
宗
青
年
会
は
、「
慈
悲
つ
む
ぎ
法
要
・
セ
ミ
ナ
ー
」
を
会

の
推
進
事
業
と
し
て
採
用
し
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

【
研
究
会
開
催
日
】

第
1
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
12
日

第
2
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
19
日

第
3
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
10
日

第
4
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
24
日

第
5
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
31
日

第
3
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
7
日

第
6
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
21
日

第
7
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
28
日

第
8
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
5
日

第
9
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
12
日

第
10
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
26
日

第
11
回
研
究
会　

令
和
3
年
8
月
2
日

第
12
回
研
究
会　

令
和
3
年
8
月
20
日

第
13
回
研
究
会　

令
和
3
年
9
月
2
日

第
13
回
研
究
会　

令
和
3
年
9
月
14
日

第
14
回
研
究
会　

令
和
3
年
9
月
22
日

第
15
回
研
究
会　

令
和
3
年
10
月
4
日

第
16
回
研
究
会　

令
和
3
年
10
月
11
日

第
17
回
研
究
会　

令
和
3
年
10
月
25
日

第
18
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
8
日

第
19
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
15
日

第
20
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
17
日

第
21
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
22
日

第
22
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
30
日

第
23
回
研
究
会　

令
和
3
年
12
月
7
日
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第
24
回
研
究
会　

令
和
3
年
12
月
13
日

第
25
回
研
究
会　

令
和
3
年
12
月
20
日

第
26
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
11
日

第
27
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
17
日

第
28
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
21
日

第
29
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
24
日

第
30
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
28
日

第
31
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
31
日

第
32
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
1
日

第
33
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
7
日

第
34
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
14
日

第
35
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
22
日

第
36
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
24
日

第
37
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
28
日

第
38
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
7
日

第
39
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
13
日

第
40
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
17
日

第
41
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
22
日

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
名
和
清
隆

研
究
員　
　
　
　

�

袖
山
榮
輝　
東
海
林
良
昌　
宮
坂
直
樹�

 

和
田
典
善　
工
藤
量
導

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

武
田
道
生　
菅
波
正
行　
鍵
小
野
和
敬�

 

石
上
壽
應

�

【
文
責
】
名
和
清
隆
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【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、
今
後
の
僧
侶
や
寺
庭
に
と
っ
て
必
要

不
可
欠
な
ス
キ
ル
で
あ
る
が
、「
人
間
＝
凡
夫
」
と
い
う
人
間

観
に
立
つ
浄
土
宗
に
お
い
て
は
、
傾
聴
に
お
い
て
重
視
さ
れ
る

「
共
感
・
受
容
」
と
い
っ
た
内
容
を
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る
の

か
と
い
う
問
題
に
直
面
す
る
。
本
研
究
会
で
は
、
こ
う
い
っ
た

問
題
に
つ
い
て
中
原
実
道
師
の
理
論
を
ベ
ー
ス
に
置
き
な
が
ら
、

浄
土
宗
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
理
論
の
確
立
の
た
め
に
検
討
を
加
え

て
き
た
。
本
年
度
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
実
際
の
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
成
し
た
。

【
作
業
大
綱
】

臨
床
心
理
士
・
臨
床
宗
教
師
等
の
視
点
を
導
入
し
つ
つ
、
浄

土
宗
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
お
い
て
提
示
す
べ
き
内
容
や
具
体
的

な
研
修
内
容
に
つ
い
て
研
究
し
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し

実
験
的
な
研
修
を
開
催
し
た
。

【
進
捗
状
況
】

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
に
基
づ
き
、
実
験
的
な
研
修
会
を

開
催
し
た
の
で
、
今
後
は
そ
の
結
果
に
基
づ
き
な
が
ら
、
修
正

を
施
し
て
い
き
た
い
。

令
和
三
年
度　

研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
宗
寺
院
に
お
け
る
対
人
援
助
の
研
究
―
浄
土
宗
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
―
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【
研
究
会
開
催
日
】

第
1
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
19
日

第
2
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
24
日

第
3
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
21
日

第
4
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
27
日

第
5
回
研
究
会　

令
和
3
年
9
月
27
日

第
6
回
研
究
会　

令
和
3
年
10
月
25
日

第
7
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
29
日

第
8
回
研
究
会　

令
和
3
年
12
月
25
日

第
9
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
24
日

第
10
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
21
日

第
11
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
28
日

第
12
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
28
日

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
代
表　
　
　
石
川
到
覚

研
究
主
務　
　
　
曽
根
宣
雄

研
究
員　
　
　
　
郡
嶋
昭
示　
宮
坂
直
樹　
春
本
龍
彬

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

曽
田
俊
宏　
大
河
内
大
博　
樋
口
広
思�

 

大
島
慎
也　

籠
島
浩
貴　
小
野
静
法�

 

高
瀬
顕
功　
平
間
俊
宏

�

【
文
責
】
曽
根
宣
雄
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【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

科
学
技
術
が
進
展
し
社
会
に
普
及
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の

生
活
様
式
や
意
識
、
価
値
観
な
ど
が
変
化
し
て
い
く
。
そ
れ
に

よ
っ
て
生
じ
る
浄
土
宗
寺
院
の
教
化
・
運
営
の
課
題
を
把
握
、

宗
門
お
よ
び
各
寺
院
で
の
対
応
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

令
和
二
年
度
か
ら
二
年
間
の
予
定
で
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
記
録
さ
れ

た
遺
伝
情
報
（
ゲ
ノ
ム
）
を
自
在
に
書
き
換
え
る
技
術
で
あ
る

「
ゲ
ノ
ム
編
集
」
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
昨
年
度
は
、

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
の
原
理
、
各
分
野
に
お
け
る
応
用
の
可
能
性

と
現
状
、
問
題
点
な
ど
を
調
査
し
、
報
告
書
に
ま
と
め
る
作
業

を
行
っ
た
。本
年
度
は
、こ
の
技
術
が
社
会
に
普
及
す
る
こ
と
で
、

と
く
に
私
た
ち
の
意
識
や
価
値
観
、
社
会
の
あ
り
方
に
及
ぼ
す

変
化
に
つ
い
て
懸
念
材
料
を
検
討
し
、
浄
土
宗
の
立
場
か
ら
ど

の
よ
う
に
考
え
向
き
あ
っ
て
ゆ
く
べ
き
か
を
議
論
し
て
ゆ
く
。

【
作
業
大
綱
】

本
年
度
は
ま
ず
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
の
登
場
と
普
及
に
よ
り

今
後
、
人
々
の
身
体
観
や
生
命
観
、
家
族
の
あ
り
方
や
人
間
関

係
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
メ
ン
バ
ー
の

問
題
意
識
を
披
露
し
合
い
、
討
議
な
ら
び
に
必
要
な
調
査
を
実

施
し
て
懸
念
点
を
抽
出
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
浄
土
宗
の
信
仰

を
持
つ
者
な
い
し
仏
教
者
と
し
て
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
の
普
及

ひ
い
て
は
科
学
技
術
の
進
展
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
向
き
合
い

令
和
三
年
度　

研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

科
学
技
術
の
進
展
に
伴
う
社
会
の
変
化
と
浄
土
宗
の
対
応
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対
応
し
て
ゆ
く
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
た
。
加
え

て
、
進
展
の
早
い
領
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
度
に
報
告
を

ま
と
め
た
分
野
も
含
め
て
最
新
情
報
の
フ
ォ
ロ
ー
に
も
努
め
た
。

そ
し
て
年
度
後
半
に
は
、
こ
れ
ら
を
各
担
当
毎
に
ま
と
め
、
読

み
合
わ
せ
を
行
い
な
が
ら
成
果
報
告
書
を
作
成
し
て
い
っ
た
。

ま
た
、
令
和
三
年
度
の
研
究
所
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
当
班

に
て
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、「
ゲ
ノ
ム
編
集
と
私
た
ち
―
科

学
技
術
の
進
展
に
宗
教
者
は
ど
う
向
き
合
う
か
―
」
と
題
し
て

当
班
メ
ン
バ
ー
が
研
究
成
果
を
発
表
し
た
。
な
お
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
参
加
申
込
者
に
限
っ
て
の
措
置
で
は
あ
る
が
、
見
逃
し
・
見

直
し
配
信
と
し
て
当
日
の
録
画
動
画
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
上
に

て
公
開
し
、
よ
り
広
い
発
信
に
も
留
意
し
た
。

本
研
究
に
際
し
て
は
、
多
く
の
関
連
分
野
も
含
め
継
続
的
な

情
報
収
集
が
必
須
で
あ
る
。
こ
の
た
め
日
本
生
命
倫
理
学
会
や

教
団
付
置
研
究
所
懇
話
会
・
生
命
倫
理
研
究
部
会
を
は
じ
め
と

し
た
各
種
学
会
や
研
究
会
へ
の
参
加
、
専
門
家
を
招
い
て
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
な
ど
も
随
時
実
施
し
た
。

【
進
捗
状
況
】

令
和
三
年
度
開
始
後
に
当
班
に
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
担
当
す

る
こ
と
が
決
ま
り
、
研
究
の
進
捗
に
多
少
の
影
響
が
生
じ
た
。

成
果
報
告
書
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
で
は
、
研
究
成
果
そ
の
も
の

は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
趣
旨
や
発
表
の
力
点
・
分
量
な
ど
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
の
形
状
は
か
な
り
異
な
っ
て
く
る
。
研
究
成
果
を
取

り
ま
と
め
る
年
度
終
盤
に
二
通
り
の
作
業
を
併
行
す
る
こ
と
に

な
り
、
と
く
に
成
果
報
告
書
に
つ
い
て
練
り
上
げ
の
時
間
が
不

足
し
て
し
ま
っ
た
が
、
各
メ
ン
バ
ー
の
奮
励
に
よ
り
何
と
か
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
報
告
書
の
具
体
的
な
内
容
は
本
誌
別

掲
の
「
研
究
成
果
報
告
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

【
研
究
会
開
催
日
】

第
1
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
12
日

第
2
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
10
日

第
3
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
7
日

第
4
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
5
日
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第
5
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
26
日

第
6
回
研
究
会　

令
和
3
年
8
月
23
日

第
7
回
研
究
会　

令
和
3
年
9
月
13
日

第
8
回
研
究
会　

令
和
3
年
9
月
27
日

第
9
回
研
究
会　

令
和
3
年
10
月
20
日

第
10
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
8
日

第
11
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
24
日

第
12
回
研
究
会　

令
和
3
年
12
月
13
日

第
13
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
11
日

第
14
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
24
日

第
15
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
7
日

第
16
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
14
日

第
17
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
16
日

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

令
和
4
年
2
月
21
日

「�

ゲ
ノ
ム
編
集
と
私
た
ち
―
科
学
技
術
の
進
展
に
宗
教
者
は

ど
う
向
き
合
う
か
―
」

第
18
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
16
日

第
19
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
28
日

第
20
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
31
日

（
教
団
付
置
研
究
所
懇
話
会・第
22
回
生
命
倫
理
研
究
部
会
併
催
）

講
師
・
水
島 

淳 

氏
（
反
出
生
主
義
研
究
会
代
表
）

講
題
「�

反
出
生
主
義
と
は
何
か
？
―
ケ
ア
の
視
点
と
宗
教
、

社
会
か
ら
考
え
る
―
」

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
吉
田
淳
雄

研
究
員　
　
　
　

�

今
岡
達
雄　
戸
松
義
晴　
袖
山
榮
輝�

 

林
田
康
順　
工
藤
量
導　
若
林
隆
仁

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

坂
上
雅
翁　
水
谷
浩
志　
伊
藤
竜
信�

 

熊
谷
信
是　
岡
崎
秀
麿　
平
子
泰
弘

�

【
文
責
】
吉
田
淳
雄
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【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

近
年
社
会
貢
献
を
行
う
宗
教
団
体
は
、FBO

（Faith 

Based O
rganization:

信
仰
に
基
づ
く
組
織
）
と
呼
ば
れ
、

信
仰
に
基
づ
い
た
使
命
や
信
念
か
ら
、
指
導
者
、
ス
タ
ッ
フ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
う
活
動
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

本
研
究
で
は
、
宗
内
各
地
で
広
が
っ
て
い
る
草
の
根
の

FBO

活
動
「
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
寺

院
の
活
動
に
限
定
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
地
域
を
超
え
て
行
わ
れ
、

よ
り
力
強
い
結
び
つ
き
を
持
っ
た
活
動
と
し
て
発
展
さ
せ
る
可

能
性
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
本
研
究
の
成
果
は
カ

フ
ェ
開
催
寺
院
が
地
域
を
超
え
た
連
携
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
大
き
な
社
会
課
題
と
し
て
の
介
護
者
支
援
に
浄
土
宗
が
役

割
を
果
た
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
と
想
定
し
て
い
る
。

上
半
期
は
研
究
班
内
で
の
情
報
共
有
と
北
欧
老
年
学
会
（
令

和
三
年
六
月
）
お
よ
び
浄
土
宗
総
合
学
術
大
会
学
術
大
会
（
同

九
月
）
で
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
作
成
を
中
心
に
研
究
会

を
開
催
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
、
掲
示
と
聴
衆
に
対
す
る
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
下
半
期
は
、
東
京
大
学
成
瀬
昂

先
生
か
ら
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
浄
土
宗
寺
院
で
の
社

会
事
業
と
の
連
携
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
講
義
と
意
見
交
換
を

行
う
研
究
会
（
同
十
一
月
）
を
開
催
し
た
。

ま
た
、
地
域
を
超
え
た
社
会
事
業
の
実
施
例
と
し
て
、「
お

寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
」
開
催
寺
院
の
連
携
が
行
わ
れ
て
い
る
、

令
和
三
年
度　

研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
宗
寺
院
に
お
け
る
社
会
事
業
の
地
域
間
連
携
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研究活動報告

大
阪
や
京
都
の
寺
院
の
連
携
体
制
と
僧
侶
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
（
同
十
月
）
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
川
室
記
念
病
院
、
東
京

都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
と
の
研
究
協
力
を
得
な
が

ら
、
新
潟
県
上
越
市
エ
リ
ア
に
あ
る
浄
土
宗
寺
院
、
お
よ
び
他

宗
寺
院
と
の
社
会
事
業
の
連
携
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
実
地
調

査
（
同
十
一
月
）
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
カ
フ
ェ
開
催
寺
院
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
調
査
も
行
っ
た
（
令
和
四
年

二
月
、
三
月
）。

当
班
の
研
究
成
果
報
告
と
し
て
「
浄
土
宗
寺
院
に
お
け
る
社

会
事
業
の
地
域
間
連
携
の
必
要
性
」
と
題
す
る
成
果
報
告
書
を

作
成
し
た
。

【
研
究
会
開
催
日
】

第
1
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
19
日

第
2
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
17
日

第
3
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
28
日

第
4
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
26
日

第
5
回
研
究
会　

令
和
3
年
8
月
23
日

第
6
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
12
日

第
7
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
1
日

第
8
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
8
日

第
9
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
15
日

第
10
回
研
究
会　

令
和
3
年
12
月
20
日

第
11
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
24
日

第
12
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
7
日

第
13
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
14
日

第
14
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
7
日

第
15
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
14
日

第
16
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
28
日
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【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
東
海
林
良
昌

研
究
員　
　
　
　

�

中
野
孝
昭　

名
和
清
隆　
田
中
芳
道�

 

吉
田
淳
雄　
宮
入
良
光　
工
藤
量
導�

 
大
橋
雄
人

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

伊
藤
竜
信　
岩
田
照
賢　
小
川
有
閑�

 

下
村
達
郎　
高
瀬
顕
功　
石
井
稜
月�

 

小
林
惇
道　
山
下
千
朝

�

【
文
責
】
東
海
林
良
昌
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研究活動報告

【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

浄
土
宗
は
多
く
の
宗
立
宗
門
学
校
を
抱
え
て
い
る
（
中
学
校

十
二
校
、
高
校
十
七
校
）。
毎
年
数
千
人
の
生
徒
を
相
手
に
仏

教
教
育
を
行
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
学
校
現
場
の
経
験
や
事
例
の

中
に
は
、
十
代
の
若
者
が
興
味
を
持
つ
内
容
、
生
徒
の
悩
み
の

解
決
に
寄
与
し
た
内
容
な
ど
、「
中
高
生
世
代
へ
の
教
化
」
と

い
う
点
で
知
見
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
本
研
究
班
は
、
担
当
の
教
学
部
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
こ
う
し
た
宗
立
宗
門
学
校
の
仏
教
教
育
の
内
容
調
査
を
通

し
て
、
以
下
の
二
点
を
目
標
と
す
る
。

①　

�

全
国
の
浄
土
宗
寺
院
と
浄
土
宗
教
師
が
中
高
生
世
代
の

檀
信
徒
へ
の
教
化
に
あ
た
っ
て
有
効
な
仏
教
の
要
素
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と

②　

�

学
校
間
で
種
々
の
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
り
宗
立

宗
門
学
校
で
の
仏
教
教
育
の
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と

合
わ
せ
て
各
校
で
情
報
を
共
有
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

【
作
業
大
綱
】

令
和
三
年
四
月
に
回
収
が
完
了
し
た
「
仏
教
教
育
の
現
状
調

査
」
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
を
行
な
い
、
宗
立
宗
門
学
校
に
お
け

る
仏
教
教
育
の
概
要
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

令
和
三
年
度　

研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

宗
立
宗
門
学
校
に
お
け
る
仏
教
教
育
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【
進
捗
状
況
】

・�
ア
ン
ケ
ー
ト
分
析
結
果
を
浄
土
宗
学
術
大
会
に
て
三
名
に
て

発
表
。

・�

前
述
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
教
員
向
け
の
も
の
で
、
生
徒
の
意
識

調
査
も
行
う
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
か
ら
、
令
和
四
年
度
の

新
入
生
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
を
検
討
し
た
。

・�

公
開
研
究
会「「
生
命
尊
重
」の
価
値
を
ど
う
伝
え
る
か
～『
い

の
ち
の
教
育
』
の
後
退
へ
の
問
題
提
起
～
」（
講
師
・
弓
山

達
也
先
生
（
東
京
工
業
大
学
教
授
））
を
開
催
し
た
。

【
研
究
会
開
催
日
】

第
1
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
16
日

第
2
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
26
日

第
3
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
29
日

第
4
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
14
日

第
5
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
20
日

第
6
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
25
日

第
7
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
29
日

第
8
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
29
日

第
9
回
研
究
会　

令
和
3
年
8
月
1
日

第
10
回
研
究
会　

令
和
3
年
8
月
20
日

第
11
回
研
究
会　

令
和
3
年
9
月
2
日

第
12
回
研
究
会　

令
和
3
年
9
月
6
日

第
13
回
研
究
会　

令
和
3
年
9
月
8
日

第
14
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
18
日

第
15
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
25
日

第
16
回
研
究
会　

令
和
3
年
12
月
28
日

第
17
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
20
日

第
18
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
14
日

第
19
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
22
日

第
20
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
5
日

第
21
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
14
日

第
22
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
24
日
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研究活動報告

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
宮
坂
直
樹

研
究
員　
　
　
　

�
今
岡
達
雄　
袖
山
榮
輝　
林
田
康
順�

 
名
和
清
隆　
工
藤
量
導　
石
田
一
裕�
 

青
木
篤
史

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

高
瀬
顕
功　
大
屋
正
順　
平
間
理
俊�

 

齋
藤
知
明　
神
田
眞
雄　
渡
邉
龍
彦

�
【
文
責
】
宮
坂
直
樹
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【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

・
研
究
目
的

本
研
究
会
の
目
的
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
問
題
に
関
す
る
最
新

の
情
報
、
と
く
に
各
宗
教
団
体
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
て

い
る
の
か
を
調
査
し
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
法
然
上
人
の
平
等
思

想
を
基
底
と
す
る
浄
土
宗
寺
院
お
よ
び
教
団
が
こ
の
問
題
と
い

か
に
関
わ
り
、
社
会
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
て
ゆ
く
べ
き
か
を
検
討
し
て
提
言
す
る
こ
と
で
あ
る
。
浄
土

宗
の
寺
院
が
誰
に
と
っ
て
も
足
が
運
び
や
す
く
、
僧
侶
が
安
心

の
存
在
で
あ
る
た
め
に
、
教
学
・
布
教
・
法
式
の
各
分
野
に
お

い
て
ど
の
よ
う
な
点
に
配
慮
す
べ
き
か
を
ま
と
め
る
。

・
研
究
内
容

浄
土
宗
総
合
研
究
所
で
は
、
二
〇
一
八
年
に
総
研
叢
書
第
10

集
『
そ
れ
ぞ
れ
の
か
が
や
き
：
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
知
る
』
を
刊
行
、

二
〇
一
九
年
に
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
法
然
上
人
に
み
る
平
等

思
想
―
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
考
え
る
視
座
と
し
て
」
を
開
催
し
て
、
寺

院
お
よ
び
僧
侶
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
当
事
者
の
抱
え
る
困
難
や
生
き

づ
ら
さ
を
知
り
、
ど
の
よ
う
に
共
に
社
会
を
生
き
て
ゆ
く
か
を

考
え
る
た
め
の
第
一
歩
と
し
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
以
降
は
具
体

的
な
展
開
を
欠
い
た
ま
ま
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。

現
在
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
へ
の
社
会
的
な
関
心
は
よ
り
高
ま
っ
て

お
り
、
小
・
中
・
高
・
大
学
な
ど
の
教
育
機
関
や
各
種
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
に
お
け
る
進
展
は
も
と
よ
り
、
宗
教
界
お
よ
び
仏
教
界
に

令
和
三
年
度　

研
究
活
動
報
告

総
合
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
宗
の
平
等
思
想
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
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研究活動報告

お
い
て
も
個
々
の
事
例
で
は
あ
る
が
、
少
し
ず
つ
支
援
の
輪
が

広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
二
〇
一
八
年
に
は
牧
師
か
つ
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
の
当
事
者
で
も
あ
る
中
村
吉
基
氏
（
本
研
究
班
ス
タ
ッ
フ
）

が
「
宗
教
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
、
本
研

究
班
に
属
す
る
工
藤
、
石
田
も
こ
れ
に
名
を
連
ね
て
い
る
。

こ
の
問
題
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
や
取
り
組
み
は
、
多
様
性
、

社
会
的
包
摂
、
公
益
性
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
っ
た
現
代
社
会
の
宗

教
者
・
宗
教
団
体
に
期
待
さ
れ
る
示
準
と
も
直
結
す
る
重
要
な

課
題
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
状
況
を
フ
ォ
ロ
ー
し
な
が
ら
、
浄
土

宗
寺
院
お
よ
び
教
団
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
可
能
か
を
研
究
し
、
提
言
を
ま

と
め
て
ゆ
く
。

【
進
捗
状
況
】

本
年
度
の
研
究
活
動
の
主
た
る
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

な
お
、
本
研
究
会
の
研
究
主
務
（
工
藤
）
が
「
包
括
宗
教
法
人

に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
の
あ
り
方
（
企
画
調
整
室

委
託
研
究
）」
の
研
究
主
務
を
兼
任
し
て
い
た
都
合
も
あ
り
、

本
研
究
会
は
本
年
度
下
半
期
（
具
体
的
に
は
二
〇
二
一
年
一
二

月
以
降
）
か
ら
の
活
動
で
あ
る
こ
と
も
明
記
し
て
お
き
た
い
。

（
１
）
他
教
団
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

・�

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
（「
曹
洞
宗
こ
こ
ろ
の
問
題
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
研
究
メ
ン
バ
ー
）

他
教
団
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
関
す
る
特
筆
す
べ
き
研
究
成
果
と

し
て
、
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
が
発
行
し
た
冊
子
『
と
も

に
生
き
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
～
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
枠
組

み
を
こ
え
て
～
』（
二
〇
二
一
年
）
が
あ
る
。
本
書
は
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
々
の
生
き
づ
ら
さ
に
つ
い
て
僧
侶
や

寺
族
が
学
び
、
そ
の
方
々
を
温
か
く
迎
え
入
れ
る
こ
と
の
で
き

る
寺
院
を
目
指
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
目
次
は
、

①
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
周
辺
の
基
礎
事
項
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
、
Ｓ
Ｏ

Ｇ
Ｉ
な
ど
）、②
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
人
生
に
関
わ
る
時
（
カ

ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
、
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
）、
③
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
（
乳
児
期
・
学
生
期
・
就
職
・
結
婚
＆
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・

壮
年
高
年
期
・
供
養
）
に
お
け
る
相
談
と
僧
侶
側
の
対
応
姿
勢
、
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④
Ｑ
＆
Ａ
、⑤
社
会
的
取
り
組
み
、に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

現
段
階
で
発
行
さ
れ
て
い
る
仏
教
教
団
関
係
の
発
行
物
と
し
て

は
、
も
っ
と
も
充
実
し
た
先
進
的
な
内
容
と
言
っ
て
よ
い
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
は
、
当
時
作
成
を
担
っ
た
曹
洞
宗
こ
こ
ろ

の
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
メ
ン
バ
ー
（
宇
野
全
智
、
本
多

清
寛
、
金
子
宗
元
、
君
島
真
実
、
秋
央
文
）
を
対
象
に
行
っ
た
。

具
体
的
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
内
容
と
し
て
は
、
冊
子
『
と
も
に
生
き

る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
』
作
成
の
経
緯
、
冊
子
作
成

時
に
論
点
と
な
っ
た
課
題
（
と
く
に
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
相

談
と
対
応
の
項
目
に
つ
い
て
）、
曹
洞
宗
の
教
義
や
儀
礼
と
の

関
係
（
授
戒
、
葬
儀
、
結
婚
式
な
ど
）、
ま
た
刊
行
後
の
曹
洞

宗
各
寺
院
か
ら
の
反
響
、
そ
の
他
曹
洞
宗
内
に
お
け
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
に
お
け
る
取
組
み
（
人
権
関
係
の
部
局
な
ど
）
に
つ
い
て

聴
取
し
、
そ
の
上
で
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
特
筆
す

べ
き
は
、
曹
洞
宗
と
浄
土
宗
で
は
儀
礼
の
教
義
的
な
裏
付
け
や

前
提
条
件
が
多
分
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
葬
儀
、
結

婚
式
な
ど
で
は
そ
の
点
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

（
２
）
講
師
招
聘

・�

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ
ァ
ー
ス
ト
を
考
え
る
会・東
京
（
代

表
・
松
灘
か
ず
み
、
同
理
事
・
金
井
聡
）

今
年
度
の
講
師
と
し
て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ
ァ
ー
ス

ト
を
考
え
る
会
・
東
京
代
表
の
松
灘
か
ず
み
先
生
、
同
理
事
の

金
井
聡
先
生
を
招
聘
し
て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
支
援
ハ
ウ
ス
事
業
に
つ

い
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
。

同
団
体
は
貧
困
な
ど
の
理
由
で
住
ま
い
を
失
っ
た
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

当
事
者
へ
の
シ
ェ
ル
タ
ー
提
供
と
社
会
復
帰
に
向
け
た
相
談
支

援
を
主
た
る
事
業
と
し
て
行
い
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
関
係
団
体
や
生
活

困
窮
者
支
援
な
ど
に
関
わ
っ
て
き
た
各
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
協
力
や
専
門

職
の
有
志
に
よ
る
チ
ー
ム
で
支
援
に
あ
た
っ
て
い
る
。
市
民
か

ら
の
寄
付
や
助
成
金
な
ど
を
財
源
と
し
て
、
二
〇
一
八
年
よ
り

東
京
都
内
で
シ
ェ
ル
タ
ー
（
2
部
屋
）
を
運
営
し
、
こ
れ
ま
で

12
人
の
方
が
自
立
生
活
に
向
け
た
足
が
か
り
と
し
て
利
用
し
て

い
る
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
支
援
ハ
ウ
ス
の
シ
ェ
ル

タ
ー
開
設
の
経
緯
、
事
業
の
現
況
や
運
営
体
制
、
入
居
者
へ
の
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支
援
の
流
れ
、
相
談
内
容
の
傾
向
、
入
居
者
・
相
談
者
の
事
例
、

事
業
の
課
題
や
展
望
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
い
た
。
そ

の
上
で
東
京
以
外
で
の
シ
ェ
ル
タ
ー
事
業
の
状
況
や
宗
教
的
な

サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
す
る
場
面
が
あ
る
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い

て
意
見
を
交
換
し
た
。
ま
だ
事
例
は
少
な
い
が
、
難
民
の
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
の
方
で
宗
教
的
な
サ
ポ
ー
ト
へ
の
配
慮
が
必
要
な
場
面
に

遭
遇
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
シ
ェ
ル
タ
ー
の
情
報

提
供
を
す
る
た
め
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
等
を

開
催
し
た
り
す
る
場
所
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
信
頼
性
が
高

い
寺
院
が
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意

見
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
た
。

（
３
）
研
究
報
告
・
情
報
交
換

・エ
リ
カ・バ
ッ
フ
ェ
ッ
リ
先
生（
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
教
授
）

国
際
交
流
基
金
の
助
成
お
よ
び
東
洋
大
学
の
外
国
人
研
究
員

制
度
（
社
会
学
部
国
際
社
会
学
科
の
高
橋
典
史
教
授
に
よ
る
受

け
入
れ
）
に
よ
り
来
日
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
大
学
の
エ
リ
カ
・
バ
ッ
フ
ェ
ッ
リ
教
授
と
情
報
交
換
を

行
っ
た
。エ
リ
カ
教
授
は
現
代
日
本
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
宗
教（
と

く
に
新
宗
教
）
を
研
究
領
域
と
し
て
い
る
。

具
体
的
な
情
報
交
換
の
内
容
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
と

東
洋
大
学
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
宗
教
と
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
―
世
俗
社
会
に
お
け
る
生
き
ら
れ
た
宗
教
、
移
民
、
マ
ー

ジ
ナ
リ
テ
ィ
」
に
つ
い
て
、
異
な
る
文
化
的
・
社
会
的
文
脈
に

お
い
て
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
の
構
築
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る

か
と
い
う
観
点
か
ら
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
い
た

だ
い
た
。

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
と
宗
教
に
関
す
る

現
況
に
つ
い
て
事
例
報
告
を
い
た
だ
い
た
。
ま
ず
キ
リ
ス
ト
教

の
事
例
と
し
て
、
セ
ン
ト
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
イ
マ
ヌ
エ
ル
英
国
国

教
会
（St Jam

es and Em
m

anuel Church

）
の
ニ
ッ
ク・

バ
ン
ド
ッ
ク
司
祭
（Rev.N

ick Bundock

）
に
よ
る
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
・
チ
ャ
ー
チ
（Inclusive Church

）
の
活
動
を
紹

介
い
た
だ
い
た
。
本
教
会
で
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
当
事
者
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
、
さ
ら
に
ニ
ッ
ク
司
祭
は
「
同
性
愛
は
罪
で
は
な

い
」
と
す
る
教
義
的
解
釈
を
発
信
し
て
い
る
と
い
う
。
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次
に
イ
ス
ラ
ム
教
の
事
例
と
し
て
、
ヒ
ダ
ヤ
（H

ID
A

Y
A

H
 

: Gender, Sexuality &
 Islam

）と
い
う
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
グ
ル
ー

プ
に
つ
い
て
紹
介
を
い
た
だ
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
イ
ス

ラ
ム
教
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
宗
教
で
あ
り
、
そ
の
中
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
当
事
者
は
い
わ
ば
「
ダ
ブ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
に
あ
た
る
。

ヒ
ダ
ヤ
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
集
ま
り
（M

onthly Restorative 

H
ealing Circles

）
を
中
心
と
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

・�

中
村
吉
基
先
生
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
代
々
木
上
原
教
会
主

任
牧
師
）

本
研
究
班
の
研
究
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
中
村
吉
基
先
生
に
よ
り

「
壁
の
な
い
社
会
へ
―
宗
教
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
研
究
報
告
を
い
た
だ
い
た
。
中
村
先
生
は
宗
教
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
で
あ
り
、
ま
た
臨
床
宗
教
師
の
資
格
も
取

得
さ
れ
て
い
る
。

研
究
報
告
の
内
容
と
し
て
は
、
宗
教
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、
翻
訳
を
担
当
し
た
ト
ム
・
ハ
ー
パ
ー
『
い

の
ち
の
水
』（
新
教
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）
の
概
要
、
日
本
を

取
り
巻
く
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
現
況
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
当
事
者
の
割
合
な
ど
）、
キ
リ
ス

ト
教
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
（
聖
書
で
は
同

性
愛
が
「
罪
」
に
あ
た
る
と
理
解
さ
れ
て
き
た
が
、
20
世
紀
後

半
か
ら
「
性
」
に
関
す
る
記
述
が
誤
読
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
分

か
り
、
一
部
の
教
会
は
姿
勢
を
転
換
し
た
）、
性
的
指
向
へ
の
対

応
に
関
す
る
世
界
各
国
に
お
け
る
現
況
、
ア
メ
リ
カ
や
韓
国
に

お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
歴
史
と
現
況
、
日
本
の
宗

教
界
に
お
け
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
へ
の
取
り
組
み
、
さ
ら
に

は
こ
れ
ま
で
の
宗
教
と
こ
れ
か
ら
の
宗
教
に
お
け
る
課
題
と
展

望
（
多
様
性
と
寄
り
添
い
、
人
間
社
会
の
壁
を
こ
わ
す
取
り
組

み
）
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
最
後
に
国
際
カ
ミ
ン
グ

ア
ウ
ト
デ
イ
の
イ
ベ
ン
ト
動
画
と
し
て
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
一
〇
〇

人
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
二
〇
二
一【
す
べ
て
の
人
に
結
婚
の
自
由
を
】

（https://w
w

w
.youtube.com

/w
atch?v=1ueerfX

_3kg

）

を
紹
介
い
た
だ
い
た
。
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【
研
究
会
開
催
日
お
よ
び
協
議
内
容
】

第
1
回
研
究
会　

令
和
3
年
12
月
6
日

　

�

通
常
研
究
会
…
研
究
の
課
題
、
手
順
、
計
画
等
の
検
討

第
2
回
研
究
会　

令
和
3
年
12
月
22
日

　

�

情
報
交
換
…
テ
ー
マ
：
宗
教
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
―
世
俗
社

会
に
お
け
る
生
き
ら
れ
た
宗
教
、移
民
、マ
ー
ジ
ナ
リ
テ
ィ
、

報
告
者
：
エ
リ
カ
・
バ
ッ
フ
ェ
ッ
リ
先
生
（
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
大
学
教
授
）

第
3
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
19
日

　

�

研
究
報
告
…
テ
ー
マ
：
壁
の
な
い
社
会
へ
―
宗
教
と
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
、
報
告
者
：
中
村
吉
基
（
当
研
究
会
ス
タ
ッ
フ
）

第
4
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
9
日

　

�

通
常
研
究
会
…
ヒ
ア
リ
ン
グ
団
体
お
よ
び
招
聘
講
師
の
候

補
検
討

第
5
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
10
日

　

�

講
師
招
聘
…
テ
ー
マ
：
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
支
援
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て

　

�

講
師
：�

松
灘
か
ず
み
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ
ァ
ー
ス

ト
を
考
え
る
会
・
東
京
代
表
）、
金
井
聡
（
同
・

理
事
）

第
6
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
23
日

　

�

通
常
研
究
会
…
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
発
行

　

�『
講
演
録
（
森
山
氏
貴
先
生
）：
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
生
き
づ
ら
さ
』
に
つ
い
て

第
7
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
2
日

　

�

通
常
研
究
会
…
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
発
行

　

�『
と
も
に
生
き
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
～
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
の
枠
組
み
を
こ
え
て
～
』
に
つ
い
て

第
8
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
15
日

　

�

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
…
講
師
：
宇
野
全
智
、
本
多
清
寛
、
金

子
宗
元
、
君
島
真
実
、
秋
央
文
（
い
ず
れ
も
曹
洞
宗
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
「
曹
洞
宗
こ
こ
ろ
の
問
題
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
研
究
メ
ン
バ
ー
）、
テ
ー
マ
：『
と
も
に
生
き
る
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
～
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
枠
組
み
を
こ

え
て
～
』
発
行
の
経
緯
と
背
景
に
つ
い
て
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【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
工
藤
量
導

研
究
員　
　
　
　

�

東
海
林
良
昌　
石
田
一
裕　
宮
坂
直
樹�

 

宮
入
良
光　
大
橋
雄
人　
青
木
篤
史

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�
吉
水
岳
彦　
服
部
祐
淳　
関
光
恵　

�
 

山
下
千
朝　
中
村
吉
基　
西
村
宏
堂

�

【
文
責
】
工
藤
量
導
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研究活動報告

【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
法
然
上
人
『
和
語
灯
録
』
全
七

巻
（「
浄
土
宗
聖
典
」
第
四
巻
所
収
）
の
現
代
語
訳
を
進
め
、

そ
の
刊
行
を
目
指
し
て
い
る
。
す
で
に
当
研
究
所
に
お
い
て
、

「
浄
土
三
部
経
」（「
浄
土
宗
聖
典
」
第
一
巻
所
収
）、
及
び
、『
法

然
上
人
行
状
絵
図
』（『
四
十
八
巻
伝
』）（「
浄
土
宗
聖
典
」
第

六
巻
所
収
）
の
現
代
語
訳
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
本
研
究
は
そ

う
し
た
「
浄
土
宗
聖
典
」
現
代
語
訳
作
業
の
一
貫
で
あ
る
。
か

つ
て
、
当
研
究
所
法
語
班
に
お
い
て
多
く
の
法
語
が
現
代
語
訳

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
人
的
資
源
が
蓄
積
さ
れ
て
い

る
。
そ
う
し
た
資
産
を
大
い
に
活
用
し
、
着
実
に
成
果
を
積
み

重
ね
、『
和
語
灯
録
』
全
七
巻
の
現
代
語
訳
を
完
遂
し
た
い
。

『
和
語
灯
録
』
に
所
収
さ
れ
る
法
然
上
人
御
遺
文
の
現
代
語

訳
は
、
宗
学
・
教
学
の
興
隆
に
寄
与
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
布

教
の
充
実
に
直
結
し
、
本
宗
の
一
層
の
教
線
拡
大
を
促
す
こ
と

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

【
作
業
大
綱
】

令
和
二
・
三
年
度
の
作
業
大
綱
は
概
ね
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
現
代
語
訳
に
取
り
組
む
テ
キ
ス
ト
の
底
本
は
、「
浄
土
宗

聖
典
」
第
四
巻
所
収
の
『
和
語
灯
録
』
の
釈
文
と
す
る
。
法
然

上
人
の
御
遺
文
集
で
あ
る
『
黒
谷
上
人
語
灯
録
（
和
語
）』（「
和

語
灯
録
」）
は
正
篇
全
五
巻
、及
び
、『
拾
遺
黒
谷
語
録
（
和
語
）』

令
和
三
年
度　

研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
和
語
灯
録
」
現
代
語
訳
の
研
究
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（「
拾
遺
和
語
灯
録
」）
は
全
二
巻
、
都
合
全
七
巻
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
中
、
令
和
二
・
三
年
度
は
、『
黒
谷
上
人
語

灯
録　
巻
第
十
二
』
の
現
代
語
訳
を
目
指
し
た
。

本
巻
は
次
の
五
編
の
法
語
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。

　

①　
念
仏
往
生
要
義
抄　
第
四

　

②　
三
心
義　
第
五

　

③　
七
箇
条
起
請
文　
第
六

　

④　
念
仏
大
意　
第
七

　

⑤　
浄
土
宗
略
抄　
第
八

こ
れ
ら
の
御
法
語
を
全
研
究
員
が
分
担
し
て
試
訳
を
作
成
し
、

全
体
会
で
そ
れ
を
検
討
し
て
、
順
次
完
成
稿
を
ま
と
め
て
い
っ

た
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
註
を
作
成
し
て
い
る
。

【
進
捗
状
況
】

令
和
二
年
度
は
、
①
念
仏
往
生
要
義
抄
、
②
三
心
義
、
③
七

箇
条
起
請
文
の
現
代
語
訳
作
業
を
終
え
、
令
和
三
年
度
は
、
④

念
仏
大
意
、
⑤
浄
土
宗
略
抄
の
現
代
語
訳
作
業
を
終
え
た
。
そ

の
後
、
全
体
の
体
裁
を
整
え
、
あ
わ
せ
て
現
代
語
訳
の
精
度
を

高
め
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
を
取
り
ま
と
め
て
『
教
化
研
究
』
第
三
三
号

に
掲
載
し
て
成
果
報
告
と
す
る
。
な
お
、
今
後
も
作
業
を
継
続

し
、『
和
語
灯
録
』
全
七
巻
現
代
語
訳
の
刊
行
を
目
指
し
た
い
。

【
研
究
会
開
催
日
】

第
1
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
5
日

第
2
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
19
日

第
3
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
10
日

第
4
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
17
日

第
5
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
24
日

第
6
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
7
日

第
7
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
14
日

第
8
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
21
日

第
9
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
28
日

第
10
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
5
日

第
11
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
26
日

第
12
回
研
究
会　

令
和
3
年
8
月
2
日
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研究活動報告

第
13
回
研
究
会　

令
和
3
年
8
月
23
日

第
14
回
研
究
会　

令
和
3
年
8
月
30
日

第
15
回
研
究
会　

令
和
3
年
9
月
6
日

第
16
回
研
究
会　

令
和
3
年
10
月
4
日

第
17
回
研
究
会　

令
和
3
年
10
月
11
日

第
18
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
1
日

第
19
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
8
日

第
20
回
研
究
会　

令
和
3
年
12
月
6
日

第
21
回
研
究
会　

令
和
3
年
12
月
13
日

第
22
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
17
日

第
23
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
24
日

第
24
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
28
日

第
25
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
28
日

※�

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
現
代
語
訳
作
業
の
一
次
試
訳
作
成
後
、
若

麻
績
実
豊
上
人
（
長
野
教
区
上
小
組
・
西
念
寺
ご
住
職
）
に

細
部
に
わ
た
る
ご
指
導
を
頂
戴
し
た
。
こ
こ
に
深
甚
の
謝
意

を
表
し
た
い
。

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
林
田
康
順

研
究
員　
　
　
　

�

袖
山
榮
輝　
曽
根
宣
雄　
和
田
典
善�

 

東
海
林
良
昌　
佐
藤
堅
正　
郡
嶋
昭
示�

 

石
田
一
裕　
工
藤
量
導　
大
橋
雄
人�

 

春
本
龍
彬　
青
木
篤
史

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

石
川
琢
道　
吉
水
岳
彦　
石
上
壽
應�

 

杉
山
裕
俊

�

【
文
責
】
林
田
康
順
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【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

百
年
以
上
前
、
宗
門
の
先
人
た
ち
は
日
本
移
民
を
追
う
よ
う

に
海
外
に
出
向
き
、
日
本
仏
教
を
弘
め
た
。
現
在
、
現
地
の
日

系
人
は
四
世
、
五
世
の
世
代
に
な
っ
て
い
る
が
、
第
二
次
世
界

大
戦
に
お
い
て
日
本
が
敵
国
と
な
り
、
各
国
で
日
本
語
を
禁
じ

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
日
系
人
同
士
の
間
で
も
日
本
語
の
会
話
が

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。ゆ
え
に
今
、「
言
語
」

が
国
内
と
海
外
開
教
区
と
の
間
の
大
き
な
壁
と
な
っ
て
い
る
。

先
人
の
意
志
を
継
ぎ
、
浄
土
宗
劈
頭
宣
言
の
一
つ
で
あ
る
「
世

界
に
共
生
を
」
を
実
現
す
べ
く
、
法
然
上
人
の
教
え
を
世
界
の

人
々
に
広
め
続
け
る
た
め
、今
後
、必
要
と
さ
れ
る
人
材
、教
材
、

文
例
な
ど
に
つ
い
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
考
え
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

【
作
業
大
綱
】

京
都
分
室
で
は
こ
れ
ま
で
、
日
常
勤
行
式
の
多
言
語
化
研
究

を
通
し
て
、
海
外
開
教
区
と
の
繋
が
り
を
築
い
て
き
た
。
そ
し

て
現
在
は
、
各
国
語
の
翻
訳
体
制
を
整
え
、「
表
白
・
引
導
の

多
言
語
化
研
究
」
を
通
し
て
、
海
外
開
教
区
で
の
儀
式
等
に
使

わ
れ
る
引
導
、
表
白
等
の
文
例
の
翻
訳
を
行
っ
て
い
る
。

浄
土
宗
の
教
え
を
海
外
開
教
区
の
次
世
代
に
繋
げ
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
浄
土
宗
社
会
部
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
作

業
を
進
め
て
い
る
。

令
和
三
年
度　

研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

海
外
開
教
使
養
成
研
究
及
び
海
外
開
教
区
用
儀
式
文
例
作
成
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研究活動報告

【
進
捗
状
況
】

年
間
を
通
し
て
翻
訳
作
業
を
進
め
て
お
り「
御
忌
表
白
」、「
春

彼
岸
表
白
①
」、「
秋
彼
岸
表
白
①
」、「
開
眼
式
表
白
（
位
牌
）」

の
英
訳
は
終
了
し
、
他
言
語
へ
の
翻
訳
は
進
行
中
で
あ
る
。
上

半
期
に
は
非
日
本
人
僧
侶
養
成
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
作
成
し

た
。

【
研
究
会
開
催
日
】

第
1
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
20
日

第
2
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
25
日

第
3
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
21
日

第
4
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
12
日

第
5
回
研
究
会　

令
和
3
年
9
月
13
日

第
6
回
研
究
会　

令
和
3
年
10
月
29
日

第
7
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
19
日

第
8
回
研
究
会　

令
和
3
年
12
月
20
日

第
9
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
24
日

第
10
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
8
日

第
11
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
15
日

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
田
中
芳
道

研
究
員　
　
　
　

�

齊
藤
舜
健　
市
川
定
敬　
井
野
周
隆　

�
 

八
橋
秀
法

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

南
宏
信　

前
田
信
剛　

下
村
達
郎　

林
雅
清　

原
マ
リ　

角
野
玄
樹　
石
川
広
宣�

 

吹
田
隆
徳　
岩
井
正
道

�

【
文
責
】
田
中
芳
道
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【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

本
研
究
の
目
的
は
、
釈
尊
聖
語
を
通
じ
て
開
宗
八
五
〇
年
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
「
お
念
仏
か
ら
は
じ
ま
る
幸
せ
」
へ
の
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
広
報
や
布
教
の
た
め
の
資
料
を
提

示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
つ
い
て
は
、
当
研

究
所
よ
り
そ
の
解
釈
を
提
示
し
た
（『
教
化
研
究
』
三
〇
号
）。

本
研
究
は
そ
の
解
釈
を
踏
ま
え
、
阿
含
・
ニ
カ
ー
ヤ
な
ど
の

初
期
経
典
に
基
づ
い
た
仏
教
的
な
幸
せ
の
理
解
を
示
す
と
と
も

に
、
三
部
経
や
法
語
と
の
関
連
を
提
示
す
る
。
こ
れ
は
浄
土
宗

教
師
が
日
常
的
な
布
教
を
行
う
際
の
資
料
と
し
活
用
さ
れ
る
こ

と
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
る

広
報
・
教
化
に
資
す
る
た
め
、
原
文
を
踏
ま
え
た
短
い
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
作
成
す
る
。

【
作
業
大
綱
】

本
年
度
は
ま
ず
中
部
経
典
の
現
代
語
訳
を
読
解
し
、
訳
出
経

典
と
し
て
『
マ
ッ
ジ
マ
ニ
カ
ー
ヤ
』
所
収
の
「
聖
求
経
」
を
選

定
し
た
。

そ
の
後
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
版
を
底
本
と
し
て
パ
ー
リ
語
原
典
か
ら
の

現
代
語
訳
を
試
み
た
。
訳
出
に
当
た
っ
て
は
、
パ
ー
リ
語
原
文

を
ス
リ
ラ
ン
カ
三
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
版
の
電
子
テ
キ
ス
ト
と
比

較
し
、
片
山
一
良
『
中
部
経
典
』
の
現
代
語
訳
を
参
照
し
た
。

訳
出
の
後
は
、
研
究
班
に
よ
る
現
代
語
訳
に
基
づ
い
た

令
和
三
年
度　

研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

釈
尊
聖
語
の
広
報
・
布
教
用
現
代
語
訳
研
究
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キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
作
成
と
関
連
す
る
法
語
や
三
部
経
の
文
言

を
選
び
、
解
説
を
付
し
た
。

【
進
捗
状
況
】

原
典
の
訳
出
に
つ
い
て
は
九
割
を
終
え
た
。
そ
の
現
代
語
訳

に
基
づ
き
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
解
説
の
作
成
を
行
っ
た
。
こ

の
成
果
に
基
づ
き
研
究
ノ
ー
ト
を
作
成
し
た
が
、
分
量
を
鑑
み

て
今
号
で
は
「
聖
求
経
」
全
体
の
三
分
の
二
に
あ
た
る
分
量
を

提
示
す
る
。

【
研
究
会
開
催
日
】

第
1
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
13
日

第
2
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
27
日

第
3
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
13
日

第
4
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
19
日

第
5
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
25
日

第
6
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
1
日

第
7
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
8
日

第
8
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
15
日

第
9
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
22
日

第
10
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
29
日

第
11
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
5
日

第
12
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
20
日

第
13
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
27
日

第
14
回
研
究
会　

令
和
3
年
8
月
3
日

第
15
回
研
究
会　

令
和
3
年
8
月
24
日

第
16
回
研
究
会　

令
和
3
年
9
月
7
日

第
17
回
研
究
会　

令
和
3
年
9
月
14
日

第
18
回
研
究
会　

令
和
3
年
10
月
26
日

第
19
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
2
日

第
20
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
9
日

第
21
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
16
日

第
22
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
30
日

第
23
回
研
究
会　

令
和
3
年
12
月
7
日

第
24
回
研
究
会　

令
和
3
年
12
月
15
日

第
25
回
研
究
会　

令
和
3
年
12
月
22
日
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第
26
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
12
日

第
27
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
19
日

第
28
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
25
日

第
29
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
2
日

第
30
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
8
日

第
31
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
15
日

第
32
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
25
日

第
33
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
2
日

第
34
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
9
日

第
35
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
29
日

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
石
田
一
裕

研
究
員　
　
　
　

�

袖
山
榮
輝　
佐
藤
堅
正　
北
條
竜
士　

�
 

春
本
龍
彬

研
究
ス
タ
ッ
フ　
渡
邉
眞
儀

�

【
文
責
】
石
田
一
裕
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【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
浄
土
宗
劈
頭
宣
言
「
愚
者
の
自
覚
を　

家
庭
に
み
仏
の
光
を　

社
会
に
慈
し
み
を　

世
界
に
共
生
を
」

に
基
づ
き
、
浄
土
宗
の
教
え
を
世
界
に
発
信
す
る
た
め
、『
浄

土
宗
聖
典
』
の
英
訳
・
出
版
を
目
的
す
る
。
現
在
は
『
和
語
灯

録
』
の
英
訳
作
業
、『
観
経
疏
』
の
英
訳
作
業
、『
四
十
八
巻
伝
』

英
訳
本
（Coats and Ishizuka

『H
onen T

he Buddhist 

Saint

』）
の
公
開
準
備
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
対
外
的
な

活
動
と
し
て
、
仏
教
聖
典
英
訳
に
関
す
る
国
際
学
会
・
会
議
・

研
究
会
な
ど
に
参
加
し
、
翻
訳
に
関
す
る
研
究
動
向
・
現
状
を

把
握
し
、
そ
の
成
果
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
反
映
す
る
こ
と
を

行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
英
訳
作
業
の
将
来
的
な
展
望
と
し
て
、

Ａ
Ｉ
翻
訳
技
術
の
導
入
を
想
定
し
、
そ
の
情
報
収
集
や
研
究
会

等
を
開
催
し
て
い
る
。

【
作
業
大
綱
・
進
捗
状
況
】

①
英
訳
『
和
語
灯
録
』
に
つ
い
て

・�

新
規
英
訳
作
業
…
本
作
業
は
『
和
語
灯
録
』
の
全
英
訳
を
目

指
す
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
の
仏
教

学
教
授
で
あ
る
マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム
先
生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
研
究

会
を
開
催
し
、
本
年
度
は
「
語
灯
録
瑞
夢
事
」（『
浄
土
宗
聖

典
』
四
、
釈
文
五
六
○
・
一
～
五
六
一
・
一
一
）、「
諸
人
伝

説
の
こ
と
ば
」（『
浄
土
宗
聖
典
』
四
、
釈
文
四
七
六
・
一
四

令
和
三
年
度　

研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
宗
基
本
典
籍
の
英
訳
研
究
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～
五
六
一
・
一
三
）
の
新
規
英
訳
作
業
を
行
っ
た
。
本
年
度

終
了
時
点
で
『
和
語
灯
録
』
全
体
の
７
３
％
の
英
訳
作
業
を

完
了
し
た
。

・�『
教
化
研
究
』
掲
載
原
稿
の
編
集
作
業
…
日
本
人
研
究
員
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
研
究
会
に
て
、本
年
度
『
教
化
研
究
』「
研

究
ノ
ー
ト
」
に
掲
載
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
本
研
究
班
で
英

訳
が
完
了
し
た
ご
法
語
の
中
か
ら
、「
念
仏
往
生
義
」「
東
大

寺
十
問
答
」「
御
消
息
」「
あ
る
人
の
も
と
へ
遣
わ
す
御
消
息
」

「
熊
谷
入
道
へ
遣
わ
す
御
返
事
」「
後
序
」「
語
灯
録
瑞
夢
事
」

の
編
集
作
業
を
行
っ
た（『
浄
土
宗
聖
典
』四
、釈
文
五
二
三・

七
～
五
四
六
・
一
一
、
五
五
九
・
一
～
五
六
二
・
三
）。

・�

グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
作
成
作
業
…
日
本
人
研
究
員
に
よ
っ
て
英
訳

『
和
語
灯
録
』
の
既
存
デ
ー
タ
を
元
に
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
作
成

作
業
を
行
な
っ
て
い
る
。
本
年
度
は
新
規
英
訳
作
業
、『
教

化
研
究
』
掲
載
原
稿
の
編
集
作
業
を
優
先
さ
せ
る
た
め
作
業

は
行
わ
な
か
っ
た
。

②
英
訳
『
観
経
疏
』
に
つ
い
て

マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム
先
生
と
柴
田
泰
山
研
究
員
に
よ
っ
て
オ
ン

ラ
イ
ン
研
究
会
を
開
催
し
、『
観
経
疏
』
散
善
義
上
品
上
生
中

段
か
ら
上
品
下
生
ま
で
（『
浄
土
宗
聖
典
』
三
、
釈
文
二
九
六・

一
五
～
三
○
八
・
八
）
の
新
規
英
訳
作
業
を
行
っ
た
。

③
『
四
十
八
巻
伝
』
英
訳
本
の
公
表
作
業
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
に
『
四
十
八
巻
伝
』
英
訳
本
（Coats and 

Ishizuka

『H
onen T

he Buddhist Saint

』）
を
Ｏ
Ｃ
Ｒ

作
業
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
化
し
、
現
代
に
適
し
た
訳
語
へ
の
修
正

作
業
を
終
え
て
い
る
。
本
デ
ー
タ
は
浄
土
宗
総
合
研
究
所
の
英

語
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
予
定
で
あ
る
が
、
現
在
、
同
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
が
更
新
作
業
中
の
た
め
、
本
作
業
は
保
留
中
で
あ
る
。

④
Ａ
Ｉ
翻
訳
研
究
会
に
つ
い
て

本
研
究
会
は
英
訳
作
業
の
将
来
的
展
望
と
し
て
従
来
の
翻
訳

者
に
よ
る
英
訳
作
業
に
加
え
て
、
Ａ
Ｉ
翻
訳
技
術
を
英
訳
作
業

工
程
に
導
入
し
、
効
率
的
に
作
業
を
進
め
る
た
め
の
考
察
・
研

究
を
行
な
っ
て
い
る
。
現
在
は
国
立
研
究
開
発
法
人
情
報
通
信

研
究
機
構
（N

ICT

）
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
「
み
ん
な
の
自

動
翻
訳
＠T

exT
ra

テ
キ
ス
ト
ラ
（
自
動
翻
訳
サ
イ
ト
、
高

精
度
自
動
翻
訳
エ
ン
ジ
ン
）
の
利
用
を
前
提
と
し
て
、
本
年
度
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は
テ
キ
ス
ト
ラ
に
組
み
込
む
た
め
の
デ
ー
タ
（
浄
土
宗
総
合
研

究
所
編
、
浄
土
宗
発
行
『
現
代
語
訳 

浄
土
三
部
経
』
と
『
英

訳 
浄
土
三
部
経
』）
の
利
用
を
決
定
し
た
。
そ
の
デ
ー
タ
編
集

を
埼
玉
工
業
大
学
の
村
田
仁
樹
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
先
生
方

に
依
頼
し
、
編
集
作
業
に
お
け
る
方
針
の
決
定
や
問
題
点
の
整

理
を
行
な
っ
た
。

⑤�

本
年
度
の
各
種
国
際
学
会
、
研
究
会
等
は
、
延
期
・
中
止
、

あ
る
い
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
さ
れ
た
た
め
、
各
自
の
研

究
員
に
よ
る
個
別
の
参
加
に
努
め
た
。

【
研
究
会
実
施
日
】

〔
英
訳
『
和
語
灯
録
』
新
規
英
訳
作
業
研
究
会
（
マ
ー
ク
・
ブ

ラ
ム
先
生
、
他
日
本
人
メ
ン
バ
ー
〕

第
1
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
26
日

第
2
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
10
日

第
3
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
18
日

第
4
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
2
日

第
5
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
30
日

第
6
回
研
究
会　

令
和
3
年
8
月
27
日

第
7
回
研
究
会　

令
和
3
年
9
月
3
日

第
8
回
研
究
会　

令
和
3
年
9
月
17
日

第
9
回
研
究
会　

令
和
3
年
10
月
1
日

第
10
回
研
究
会　

令
和
3
年
10
月
22
日

第
11
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
5
日

第
12
回
研
究
会　

令
和
3
年
12
月
19
日

第
13
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
9
日

第
14
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
29
日

第
15
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
19
日

第
16
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
5
日

第
17
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
27
日

〔『
教
化
研
究
』
原
稿
編
集
作
業
研
究
会
（
日
本
人
メ
ン
バ
ー

の
み
）〕

第
1
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
16
日

第
2
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
30
日

第
3
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
21
日

第
4
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
28
日



38

第
5
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
4
日

第
6
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
25
日

第
7
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
12
日

第
8
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
26
日

第
9
回
研
究
会　

令
和
3
年
12
月
3
日

第
10
回
研
究
会　

令
和
3
年
12
月
10
日

第
11
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
14
日

第
12
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
21
日

第
13
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
4
日

第
14
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
25
日

〔
英
訳
『
観
経
疏
』
研
究
会
（
マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム
先
生
、
柴
田

研
究
員
〕

第
1
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
2
日

第
2
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
30
日

第
3
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
14
日

第
4
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
28
日

第
5
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
11
日

第
6
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
25
日

〔
Ａ
Ｉ
翻
訳
研
究
会
〕

第
1
回
研
究
会　

�

令
和
3
年
4
月
30
日
（
英
訳
班
メ
ン
バ
ー
の

み
）

第
2
回
研
究
会　

�

令
和
3
年
6
月
16
日
（
埼
玉
工
業
大
学
と
の

打
ち
合
わ
せ
）

第
3
回
研
究
会　

�

令
和
3
年
10
月
15
日
（
埼
工
大
村
田
先
生
と

の
打
ち
合
わ
せ
）

〔
浄
土
宗
英
文
ペ
ー
ジ
用
語
集
の
修
正
研
究
会
（
社
会
部
事
業

協
力
依
頼
）〕

第
1
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
4
日

第
2
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
30
日

第
3
回
研
究
会　

令
和
3
年
8
月
6
日

第
4
回
研
究
会　

令
和
3
年
8
月
20
日

第
5
回
研
究
会　

令
和
3
年
9
月
9
日

第
6
回
研
究
会　

令
和
3
年
9
月
30
日

第
7
回
研
究
会　

令
和
3
年
10
月
8
日

第
8
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
2
日
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【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
北
條
竜
士

研
究
員　
　
　
　

�
戸
松
義
晴　
齊
藤
舜
健　
柴
田
泰
山�

 
佐
藤
堅
正　
石
田
一
裕　
田
中
芳
道�
 

春
本
龍
彬　
青
木
篤
史

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

高
瀨
顕
功　
平
間
理
俊　
安
孫
子
稔
章	

 

里
見
奎
周　
渡
邉
眞
儀　
酒
井
仁
成�

 

マ
ー
ク
・
ブ
ラ
ム
（
業
務
委
託
）�

 

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ワ
ッ
ツ

�

【
文
責
】
北
條
竜
士
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【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

本
研
究
会
は
、『
浄
土
宗
聖
典
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
浄

土
宗
基
本
文
献
の
書
き
下
し
と
翻
刻
を
作
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

『
浄
土
宗
聖
典
』
で
は
三
部
経
を
は
じ
め
と
す
る
浄
土
宗
の

基
本
文
献
が
総
ル
ビ
で
書
き
下
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
価
値
は
高

い
。
し
か
し
、
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
を
見
渡
す
と
、
法
然
上

人
の
文
献
は
『
選
択
集
』
と
『
和
語
灯
録
』、
善
導
大
師
の
文

献
は
『
観
経
疏
』、
聖
光
上
人
の
も
の
は
『
授
手
印
』
と
『
徹

選
択
集
』
と
、
限
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
る
。

そ
こ
で
本
研
究
は
『
浄
土
宗
聖
典
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い

基
本
典
籍
に
つ
い
て
書
き
下
し
文
の
作
成
を
試
み
る
も
の
で
あ

る
。
本
年
度
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
浄
土
宗
祖
師
の
諸
伝
記
を

取
り
上
げ
、了
恵
道
光
撰
『
然
阿
上
人
伝
』
の
書
き
下
し
文
（
総

ル
ビ
）
を
作
成
し
た
。

【
作
業
大
綱
】

天
保
版
『
然
阿
上
人
伝
』
を
底
本
と
し
、
で
き
る
だ
け
そ
の

カ
ナ
及
び
返
り
点
に
基
づ
き
な
が
ら
書
き
下
し
を
作
成
す
る
。

【
進
捗
状
況
】

天
保
版
『
然
阿
上
人
伝
』
の
書
き
下
し
作
成
（
ル
ビ
ふ
り
含

む
）
が
終
了
し
た
。

令
和
三
年
度　

研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
宗
祖
師
の
諸
伝
記
の
研
究
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【
研
究
会
開
催
日
】

第
1
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
15
日

第
2
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
16
日

第
3
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
23
日

第
4
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
30
日

第
5
回
研
究
会　

令
和
3
年
9
月
17
日

第
6
回
研
究
会　

令
和
3
年
9
月
24
日

第
7
回
研
究
会　

令
和
3
年
10
月
1
日

第
8
回
研
究
会　

令
和
3
年
10
月
15
日

第
9
回
研
究
会　

令
和
3
年
12
月
10
日

第
10
回
研
究
会　

令
和
3
年
12
月
23
日

第
11
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
14
日

第
12
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
1
日

第
13
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
17
日

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
郡
嶋
昭
示

研
究
員　
　
　
　
吉
田
淳
雄　
青
木
篤
史

研
究
ス
タ
ッ
フ　
伊
藤
茂
樹

�

【
文
責
】
郡
嶋
昭
示
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【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

近
年
の
情
報
化
の
進
展
に
伴
い
、
浄
土
宗
学
・
仏
教
学
・
宗

教
学
・
宗
教
社
会
学
な
ど
を
含
む
人
文
科
学
分
野
の
研
究
に
お

い
て
も
、
情
報
処
理
技
術
を
駆
使
し
て
基
本
的
な
典
籍
を
調
査

分
析
す
る
方
法
が
一
般
的
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
調
査

分
析
方
法
を
用
い
る
た
め
に
は
、
典
籍
が
電
子
的
情
報
に
変
換

（
電
子
テ
キ
ス
ト
化
）さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
本
研
究
会
は
、

わ
が
宗
の
宗
典
を
統
一
的
な
デ
ー
タ
形
式
に
基
づ
い
て
電
子
化

す
べ
く
、
電
子
テ
キ
ス
ト
化
の
基
本
的
な
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

本
年
度
は
、
テ
キ
ス
ト
・
画
像
・
音
声
・
映
像
な
ど
の
電
子

デ
ー
タ
を
保
存
す
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
を
念
頭
に

置
い
て
以
下
の
作
業
を
行
な
っ
た
。
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開

さ
れ
て
い
る
浄
土
宗
全
書
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
以
下
、

浄
全
Ｄ
Ｂ
）
お
よ
び
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
（
以
下
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
大
辞
典
）
の
保
守
・
管
理
、
②
浄
土
宗
関
係
典
籍
の

電
子
化
。

【
作
業
大
綱
】

① 

浄
全
Ｄ
Ｂ
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
大
辞
典
の
保
守
・
管
理

②�

『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』（
以
下
、『
昭
法
全
』）
の
電
子

化

令
和
三
年
度　

研
究
活
動
報
告

応
用
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

浄
土
宗
関
連
情
報
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
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【
進
捗
状
況
】

①� 
浄
全
Ｄ
Ｂ
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
大
辞
典
の
保
守
・
管
理
を
行
っ
て

い
る
。

②�

『
昭
法
全
』
の
目
次
と
註
の
電
子
テ
キ
ス
ト
化
を
業
者
に
発

注
し
た
。
三
月
末
日
に
納
品
さ
れ
た
。

【
研
究
会
開
催
日
】

第
1
回
研
究
会　

�

令
和
3
年
4
月
12
日　
『
昭
法
全
』
の
電
子

テ
キ
ス
ト
化
、
デ
ー
タ
サ
ー
バ
に
つ
い
て
、

今
年
度
の
研
究
の
進
め
方
を
検
討
。

第
2
回
研
究
会　

�

令
和
3
年
5
月
17
日　
『
昭
法
全
』
の
電
子

テ
キ
ス
ト
化
に
つ
い
て
検
討
。

第
3
回
研
究
会　

�

令
和
3
年
6
月
7
日　
『
昭
法
全
』
の
電
子

テ
キ
ス
ト
化
に
つ
い
て
検
討
。
入
力
業
者
と

打
合
せ
。

第
4
回
研
究
会　

�

令
和
3
年
7
月
5
日　
『
昭
法
全
』
の
電
子

テ
キ
ス
ト
化
に
つ
い
て
検
討
。

第
5
回
研
究
会　

�

令
和
3
年
7
月
19
日　
『
昭
法
全
』
の
電
子

テ
キ
ス
ト
化
に
つ
い
て
検
討
。

第
6
回
研
究
会　

�

令
和
3
年
8
月
2
日　
『
昭
法
全
』
の
電
子

テ
キ
ス
ト
化
に
つ
い
て
検
討
。

第
7
回
研
究
会　

�

令
和
3
年
10
月
4
日　
『
昭
法
全
』
の
電
子

テ
キ
ス
ト
化
に
つ
い
て
検
討
。

第
8
回
研
究
会　

�

令
和
3
年
10
月
18
日 

『
昭
法
全
』
の
電
子
テ

キ
ス
ト
化
に
つ
い
て
入
力
業
務
と
打
合
せ
。

第
9
回
研
究
会　

�

令
和
3
年
11
月
9
日　
『
昭
法
全
』
の
電
子

テ
キ
ス
ト
化
に
つ
い
て
入
力
業
者
と
打
合
せ
。

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
佐
藤
堅
正

研
究
員　
　
　
　

�

齊
藤
舜
健　
柴
田
泰
山　
市
川
定
敬�

 

大
橋
雄
人　
工
藤
量
導　
春
本
龍
彬

研
究
ス
タ
ッ
フ　
石
川
琢
道　
後
藤
真
法

�

【
文
責
】
佐
藤
堅
正
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【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

今
ま
で
法
式
関
係
の
研
究
班
は
「
現
代
教
化
儀
礼
の
研
究
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
現
代
教
化
儀
礼
の
構
築
と
伝
承
儀
礼
の
保

存
と
い
う
内
容
を
研
究
対
象
と
し
て
き
た
。
過
去
に
は
「
特
殊

法
要
」「
節
念
仏
」「
声
明
」「
比
較
浄
土
儀
礼
」
な
ど
を
研
究

対
象
と
し
て
き
た
が
、近
年
は
「
六
道
講
式
」「
三
途
講
式
」「
知

恩
講
式
」
各
種
講
式
、「
半
月
布
薩
」「
般
舟
讃
」「
放
生
会
」「
地

蔵
講
式
・
地
蔵
尊
供
養
」
な
ど
具
体
的
法
要
を
取
り
上
げ
て
き

た
。
こ
れ
ら
は
本
宗
に
お
い
て
『
宗
規
』
に
お
け
る
特
殊
法
要

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
部
で
伝
承
さ
れ
修
さ
れ
て
い
る

も
の
、
寺
院
に
よ
っ
て
各
々
独
自
に
修
さ
れ
て
い
る
も
の
、
経

本
法
則
本
は
存
在
す
る
が
現
在
は
修
さ
れ
て
い
な
い
も
の
な
ど

が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
復
興
伝
承
を
目
的
と
し
て
き
た
。
ま
た
復

興
伝
承
だ
け
で
は
な
く
、
現
代
に
対
応
す
べ
く
内
容
の
要
約
化
、

一
般
寺
院
で
行
え
る
よ
う
少
人
数
で
も
修
せ
る
よ
う
に
簡
略
化

を
行
い
、
次
第
を
新
た
に
作
成
し
現
代
版
と
し
て
提
案
し
て
き

た
。
以
上
の
研
究
成
果
を
、
公
開
講
座
に
て
内
容
の
講
義
と
共

に
発
表
を
行
い
、
教
化
研
究
に
掲
載
す
る
と
共
に
、
研
究
成
果

の
音
声
及
び
映
像
記
録
も
行
っ
た
。

現
在
法
式
研
究
班
で
は
、
各
種
法
要
・
作
法
の
映
像
化
を
志

し
て
い
る
。
令
和
二
年
度
以
降
は
、
伝
承
儀
礼
の
保
存
と
い
う

観
点
か
ら
、
古
式
の
復
興
だ
け
で
は
な
く
、
現
在
修
さ
れ
て
い

る
法
要
の
映
像
化
と
保
存
を
行
っ
て
い
く
事
と
し
た
。

令
和
三
年
度　

研
究
活
動
報
告

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

法
式
研
究
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儀
礼
の
伝
承
は
、
経
本
法
則
本
と
そ
れ
を
修
し
て
き
た
寺
院

と
、
そ
れ
に
関
わ
る
人
の
記
憶
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

本
研
究
班
で
は
そ
れ
ら
を
映
像
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
で
修
す
た
め

の
参
考
と
な
る
も
の
と
し
た
い
。
今
ま
で
の
研
究
対
象
と
し
て

き
た
法
要
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
古
式
法
要
・
儀
礼
等
他
、
現

代
各
寺
院
で
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
法
要
の
映
像
化
保
存
を
行

う
。ま

た
浄
土
宗
に
お
け
る
法
式
は
威
儀
・
犍
稚
・
音
声
と
い
っ

た
基
礎
的
な
こ
と
と
、
更
に
は
各
種
法
要
儀
式
作
法
に
至
る
ま

で
、
原
則
的
に
宗
の
定
め
る
『
法
要
集
』
に
基
づ
い
て
い
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
現
在
は
『
法
要
集
』
の
威
儀
部
・
犍
稚
部
及

び
「
日
常
勤
行
式
」
は
映
像
化
さ
れ
て
い
る
が
、
差
定
部
に
所

載
の
各
種
法
要
は
映
像
化
さ
れ
て
い
な
い
。
主
だ
っ
た
法
要
次

第
を
映
像
化
し
、
設
え
な
ど
も
含
め
、
地
域
性
、
独
自
性
を
持

た
せ
ず
、
基
本
に
忠
実
な
も
の
と
し
て
、
今
後
修
す
る
場
合
の

参
考
と
な
る
も
の
と
し
、
保
存
目
的
と
す
る
。

【
作
業
大
綱
】

各
種
法
要
作
法
の
映
像
化
の
本
年
度
以
降
の
研
究
課
題
は
、

「
盂
蘭
盆
会
・
施
餓
鬼
会
」
と
し
、
ま
ず
は
「
盂
蘭
盆
会
」
を

取
り
上
げ
、
基
礎
的
な
研
究
を
開
始
し
た
。

「
盂
蘭
盆
」
は
七
月
十
日
に
先
祖
の
霊
を
自
宅
に
迎
え
て
供

養
す
る
と
い
う
、
日
本
古
来
の
霊
魂
観
と
先
祖
崇
拝
を
伴
う
代

表
的
な
仏
教
行
事
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
由
来
は
目
連
尊
者
の

母
が
餓
鬼
道
に
堕
ち
て
い
た
事
を
知
り
、
釈
尊
の
教
え
に
従
い

僧
の
安
居
の
終
わ
る
七
月
十
五
日
（
僧
自
恣
の
日
）
に
飲
食
供

物
な
ど
を
も
っ
て
衆
僧
に
供
養
し
、
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
母
を

救
っ
た
と
い
う
『
盂
蘭
盆
経
』
の
故
事
に
よ
る
。
こ
れ
に
対
し

て「
施
餓
鬼
」は『
救
抜
焔
口
餓
鬼
陀
羅
尼
経
』の
経
説
に
よ
る
、

阿
難
の
修
行
の
妨
げ
と
な
っ
た
焔
口
餓
鬼
に
飲
食
を
施
し
福
徳

寿
命
を
増
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
釈
尊
の
教
え
に
由
来
し

て
い
る
。「
盂
蘭
盆
」
と
「
施
餓
鬼
」
は
本
来
異
な
る
も
の
で

あ
る
が
共
に
「
餓
鬼
道
の
苦
し
み
か
ら
救
う
」
こ
と
か
ら
諦
忍

の
『
盆
供
施
餓
鬼
問
弁
』
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
両
者
の
混
同
が
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古
く
か
ら
見
ら
れ
、近
年
で
も
全
国
的
に
は
八
月
の
「
盂
蘭
盆
」

の
時
期
に
「
施
餓
鬼
」
を
行
う
こ
と
が
多
い
。
い
わ
ゆ
る
「
盆

施
餓
鬼
」
で
あ
る
。
そ
の
為
に
現
行
『
法
要
集
』
に
は
「
盂
蘭

盆
会
」
の
差
定
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
伝
統
的
に
そ
の
差
定

に
基
づ
き
「
盂
蘭
盆
会
」
を
行
っ
て
い
る
寺
院
は
少
な
い
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
次
第
中
の
九
位
奉
唱
の
音
声
が
特
徴
的
で
難
し

く
、
習
得
が
困
難
で
あ
る
事
も
要
因
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
過
去
か
ら
の
「
盂
蘭
盆
会
」
の
次
第
を
比

較
研
究
し
た
。
現
行
『
法
要
集
』「
盂
蘭
盆
会
」
の
次
第
の
原

点
は
元
照
『
蘭
盆
献
供
儀
』
と
み
ら
れ
、
他
版
と
し
て
二
念
庵

蔵
版
『
縁
山
蘭
盆
献
供
儀
』
が
あ
り
、
そ
の
他
の
版
で
三
康
図

書
館
よ
り
三
縁
山
蔵
版
元
照
『
盂
蘭
盆
経
並
献
供
儀
』
も
確
認

し
た
。
同
様
の
次
第
は
『
浄
業
課
誦
附
録
』
に
も
み
ら
れ
昭
和

十
四
年
版
『
法
要
集
』
を
経
て
現
行
『
法
要
集
』「
盂
蘭
盆
会
」

の
典
拠
と
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
次
第
に
多
少
の
相
違
は
見

ら
れ
る
も
の
の
盂
蘭
盆
修
法
を
奉
請
六
位
か
ら
始
め
、
呪
願
、

懺
悔
、
九
位
奉
唱
を
中
心
と
し
た
同
じ
系
統
の
次
第
で
あ
る
と

い
え
る
が
、
現
行
『
法
要
集
』
や
他
の
現
行
「
盂
蘭
盆
」
次
第

と
の
比
較
で
は
、
各
次
第
と
も
使
用
文
字
の
相
違
な
ど
多
少
の

違
い
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
『
法
要
集
』
の
「
盂
蘭
盆
会
」
で

は
誦
経
と
し
て
『
盂
蘭
盆
経
』
が
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、『
浄

土
宗
聖
典
』
等
に
も
掲
載
が
無
く
、
そ
の
音
に
関
し
て
も
多
く

の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
、
今
後
の
検
討
課
題
と
な
っ
た
。

他
の
系
統
と
し
て
天
和
三
年
版
『
声
明
集
』、『
諸
廻
向
宝
鑑
』、

『
浄
土
苾
蒭
宝
庫
』、
増
上
寺
刊
行
明
治
四
十
三
年
版
『
浄
土
宗

法
要
集
並
声
明
』、
明
治
四
十
三
年
初
版
『
浄
土
宗
聖
典
』、
大

正
十
三
年
版
『
浄
土
宗
法
要
集
』
な
ど
で
確
認
で
き
る
次
第
が

あ
り
、
奉
請
六
位
に
始
ま
る
が
、
仏
・
法
・
僧
・
釈
迦
・
観
音

を
称
揚
し
、
七
如
来
及
び
五
如
来
の
尊
号
を
讃
嘆
す
る
な
ど
次

第
を
多
少
異
に
す
る
。
特
徴
的
な
の
は
明
治
以
前
の
次
第
に
は
、

如
来
尊
号
は
七
如
来
を
用
い
、
大
正
以
降
は
五
如
来
を
用
い
て

い
る
。
こ
の
中
で
増
上
寺
刊
行
明
治
四
十
三
年
『
浄
土
宗
法
要

集
並
声
明
』
掲
載
の
次
第
に
は
現
在
増
上
寺
で
実
際
に
修
し
て

い
る
「
施
餓
鬼
会
」
と
供
に
「
盂
蘭
盆
会
」
が
目
安
博
士
を
附

し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
四
十
三
年
増
上
寺
版

旧
「
盂
蘭
盆
会
」
の
復
興
を
試
み
た
。
現
在
の
勤
行
式
の
法
則
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と
は
多
少
異
な
る
次
第
で
あ
る
が
、
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
と

し
た
。

ま
た
参
考
と
し
て
、知
恩
院
で
修
さ
れ
て
い
る
「
盂
蘭
盆
会
」

と
、
増
上
寺
で
盂
蘭
盆
次
第
を
一
部
含
む
「
記
主
忌
」
の
取
材

を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
か
ら
現
行
『
法
要
集
』
の
「
施
餓
鬼
会
」
と
、
復
興

増
上
寺
版
旧
「
盂
蘭
盆
会
」
の
両
者
を
映
像
化
す
る
こ
と
と
し

て
次
第
・
荘
厳
・
威
儀
・
音
声
を
検
討
し
、
研
鑽
と
習
得
、
習

礼
を
行
っ
た
。
以
上
を
整
え
、関
西
研
究
員
を
中
心
に
現
行「
盂

蘭
盆
会
」、
関
東
研
究
員
を
中
心
に
復
興
増
上
寺
版
旧
「
盂
蘭

盆
会
」
撮
影
を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
の
作
業
に
並
行
し
て
、
法
式
関
係
資
料
の
一
覧
作
り

と
デ
ー
タ
化
保
存
を
行
っ
て
い
る
。
過
去
に
研
究
所
で
行
っ
た

法
式
に
関
す
る
記
録
、
法
式
研
究
班
で
研
究
対
象
と
し
た
音
声

映
像
記
録
の
確
認
を
行
い
、
研
究
所
所
有
の
資
料
を
加
え
一
覧

を
作
成
し
て
い
る
。
所
有
の
音
声
映
像
記
録
に
関
し
て
は
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、
Ｍ
Ｄ
、
Ｄ
Ａ
Ｔ
や
Ｖ
Ｈ
Ｓ
、
８
ミ
リ
ビ
デ
オ

な
ど
様
々
な
媒
体
で
保
存
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
一
部
を
デ
ー

タ
化
し
た
。

以
後
は
、
引
き
続
き
各
種
法
要
映
像
化
を
行
う
と
共
に
、
研

究
所
に
て
以
前
に
撮
影
、
録
音
さ
れ
て
き
た
も
の
を
全
て
デ
ー

タ
化
整
理
し
て
、
伝
承
儀
礼
の
保
存
に
役
立
て
、
ま
た
そ
れ
ら

を
閲
覧
可
能
に
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
各
種
法
要
を
執
行
す

る
場
合
の
参
考
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

【
進
捗
状
況
】

今
年
度
か
ら
は
『
法
要
集
』
か
ら
「
盂
蘭
盆
会
・
施
餓
鬼
会
」

を
取
り
上
げ
、ま
ず
は
「
盂
蘭
盆
」
を
対
象
と
し
て
基
礎
研
究
と
、

現
行
『
法
要
集
』
掲
載
「
盂
蘭
盆
会
」
と
明
治
四
十
三
年
『
浄

土
宗
法
要
集
並
声
明
』
掲
載
の
復
興
「
盂
蘭
盆
会
」
の
次
第
と

作
法
を
映
像
化
し
た
。
来
年
度
は
「
施
餓
鬼
会
」
の
映
像
化
を

行
い
、
今
後
も
法
要
式
次
第
を
順
次
研
究
し
、
映
像
化
を
行
う

予
定
で
あ
る
。
ま
た
今
年
度
は
未
だ
コ
ロ
ナ
禍
中
と
い
う
こ
と

で
、
東
西
研
究
班
全
員
で
の
対
面
研
究
会
の
開
催
は
難
し
か
っ

た
が
、
東
西
各
々
で
の
研
究
会
を
重
ね
、
全
体
的
な
研
究
会
を

研
究
所
と
分
室
又
は
個
人
で
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
に
て
開
催
し
、
無
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事
撮
影
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
状
況
に
応
じ
て
研
究

会
を
開
催
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

【
研
究
会
開
催
日
】

第
1
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
12
日

第
2
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
20
日

第
3
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
30
日

第
4
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
20
日

第
5
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
28
日

第
6
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
1
日

第
7
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
17
日

第
8
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
24
日

第
9
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
5
日

第
10
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
6
日

第
11
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
15
日

第
12
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
26
日

第
13
回
研
究
会　

令
和
3
年
8
月
10
日

第
14
回
研
究
会　

令
和
3
年
9
月
17
日

第
15
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
7
日

第
16
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
10
日

第
17
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
25
日

第
18
回
研
究
会　

令
和
3
年
12
月
13
日

第
19
回
研
究
会　

令
和
3
年
12
月
21
日

第
20
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
17
日

第
21
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
24
日

第
22
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
27
日

第
23
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
14
日

第
24
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
21
日

第
25
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
9
日

第
26
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
10
日

第
27
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
24
日
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【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
中
野
孝
昭

研
究
員　
　
　
　

�
西
城
宗
隆　
荒
木
信
道　
柴
田
泰
山�

 
八
橋
秀
法　
若
林
隆
仁　
青
木
篤
史�
 

大
橋
雄
人

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

坂
上
典
翁　
山
本
晴
雄　
清
水
秀
浩�

 

粟
飯
原
岳
志　
井
上
良
昭　
八
尾
敬
俊�

 

遠
田
憲
弘　
青
木
玄
秀　
井
川
直
樹�

 

吉
原
寛
樹

�

【
文
責
】
中
野
孝
昭
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【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

当
研
究
班
は
、
寺
院
・
僧
侶
の
布
教
教
化
活
動
に
つ
い
て
、

主
に
布
教
師
の
視
点
か
ら
研
究
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

令
和
三
年
度
は
〝
檀
信
徒
教
化
に
直
接
つ
な
が
る
研
究
〟
と

し
て
、「
常
用
の
偈
文
を
通
し
た
法
話
の
研
究
」
と
題
し
、
後

述
の
日
程
で
研
究
会
を
開
催
し
た
。
こ
こ
で
想
定
し
た「
法
話
」

と
は
、
基
本
的
に
檀
信
徒
の
年
回
法
要
の
前
後
に
行
う
、
五
～

一
〇
分
程
度
の
短
い
時
間
の
法
話
で
あ
る
。
な
お
、
本
研
究
の

期
間
は
二
年
間
と
す
る
。

本
研
究
は
、
特
に
初
学
の
浄
土
宗
僧
侶
に
法
話
に
親
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
、
偈
文
の
解
説
や
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り

易
い
形
に
ま
と
め
、
報
告
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
法

具
や
作
法
に
つ
い
て
も
若
干
取
り
扱
う
予
定
で
あ
る
。
そ
し
て

当
研
究
が
、
寺
報
や
掲
示
物
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
作
成
の
際
に

も
参
考
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
僧
侶
も
檀

信
徒
の
方
々
も
共
に
、
本
宗
の
教
旨
や
法
要
の
意
義
等
に
つ
い

て
、
よ
り
深
い
信
仰
と
理
解
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

【
作
業
大
綱
】

・�

研
究
班
内
に
お
い
て
各
自
坊
の
法
要
次
第
を
参
考
に
協
議
し
、

日
常
最
も
多
用
す
る
偈
文
等
を
「
常
用
の
偈
文
」
と
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
偈
文
で
構
成
さ
れ
た
法
要
次
第
を
、
宗
定

の
も
の
を
基
に
し
て
〝
仮
に
〟
組
み
立
て
た
。

令
和
三
年
度　

研
究
活
動
報
告

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

布
教
研
究
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・�

各
偈
文
に
つ
い
て
、
①
本
文
②
訓
読
③
訳
文
④
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
⑤
解
説
⑥
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
（
法
話
原
稿
・
ポ
イ
ン

ト
・
解
説
補
足
な
ど
）
と
い
う
報
告
フ
ォ
ー
ム
を
作
成
し
た
。

・�

①
②
③
は
、
宗
定
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
記
し
、

⑤
に
つ
い
て
は
『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
の
該
当
項
目
を
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

・�

④
⑥
に
つ
い
て
は
、
各
偈
文
に
つ
き
研
究
班
員
三
名
が
執
筆

を
担
当
し
た
。

【
進
捗
状
況
】

基
本
的
な
法
要
次
第
の
骨
と
な
る
、
香
偈
・
三
宝
礼
・
四
奉

請
・
歎
仏
偈
・
懺
悔
偈
・
開
経
偈
・
四
誓
偈
・
本
誓
偈
・
発
願

文
・
摂
益
文
・
念
仏
一
会
・
総
回
向
偈
・
総
願
偈
・
三
身
礼
・

送
仏
偈
に
つ
い
て
、
報
告
フ
ォ
ー
ム
の
通
り
執
筆
検
討
し
た
。

そ
の
内
容
は
、「
常
用
の
偈
文
を
通
し
た
法
話
の
研
究
（
一
）」

と
し
て
『
教
化
研
究
』
本
号
の
研
究
成
果
報
告
に
掲
載
し
た
。

そ
の
他
の
偈
文
や
仏
具
・
作
法
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
『
教
化

研
究
』
に
て
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。

【
研
究
会
開
催
日
】

第
1
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
9
日

第
2
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
23
日

第
3
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
28
日

第
4
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
11
日

第
5
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
18
日

第
6
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
21
日

第
7
回
研
究
会　

令
和
3
年
8
月
27
日

第
8
回
研
究
会　

令
和
3
年
9
月
17
日

第
9
回
研
究
会　

令
和
3
年
10
月
1
日

第
10
回
研
究
会　

令
和
3
年
10
月
15
日

第
11
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
5
日

第
12
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
26
日

第
13
回
研
究
会　

令
和
3
年
12
月
10
日

第
14
回
研
究
会　

令
和
3
年
12
月
17
日

第
15
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
14
日

第
16
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
28
日
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第
17
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
4
日

第
18
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
18
日

第
19
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
4
日

第
20
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
11
日

第
21
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
25
日

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
宮
入
良
光

研
究
員　
　
　
　

�

青
木
篤
史　
井
野
周
隆　
郡
嶋
昭
示�

 

北
條
竜
士

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

岩
井
正
道　
大
髙
源
明　
工
藤
大
樹�

 

後
藤
真
法　
遠
田
憲
弘　
中
川
正
業�

 

宮
田
恒
順　
八
木
英
哉　
山
田
紹
隆

�

【
文
責
】
宮
入
良
光
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【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

・
研
究
目
的

善
導
大
師
の
『
観
経
疏
』
の
全
文
現
代
語
訳
は
以
前
か
ら
学

界
は
も
と
よ
り
、
浄
土
宗
寺
院
の
現
場
か
ら
も
そ
の
必
要
性
が

強
く
要
請
さ
れ
て
い
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
遂
行
に
よ
り
、

内
外
に
浄
土
宗
の
教
学
水
準
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と

も
に
、
今
後
は
こ
の
現
代
語
訳
が
『
観
経
疏
』
研
究
の
指
針
と

な
っ
て
い
く
。
ま
た
教
化
の
現
場
に
あ
っ
て
は
、
善
導
大
師
の

教
え
や
言
葉
を
具
体
的
に
分
か
り
や
す
く
理
解
す
る
一
助
と
な

る
と
と
も
に
、
伝
法
の
現
場
に
あ
っ
て
も
凡
入
報
土
の
本
義
を

理
解
す
る
一
助
と
な
る
。
ま
た
来
た
る
善
導
大
師
一
三
五
〇
年

遠
忌
を
記
念
し
て
、『
観
経
疏
』
全
文
の
訳
註
を
上
梓
す
る
予

定
で
も
あ
る
。

・
研
究
内
容

当
研
究
班
は
善
導
大
師
の
主
著
で
あ
り
、
ま
た
法
然
上
人
が

自
身
の
信
仰
と
実
践
と
教
学
の
根
拠
と
し
た
『
観
経
疏
』
の
全

文
現
代
語
訳
の
完
成
を
目
的
と
し
て
い
る
。『
観
経
疏
』
は
そ

の
重
要
性
は
認
識
さ
れ
つ
つ
も
、
内
容
の
難
解
さ
、
お
よ
び
中

国
浄
土
教
や
善
導
教
学
へ
の
理
解
も
必
要
な
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
部
分
的
抄
訳
は
多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
全
文
訳
注
は

い
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
。

こ
の
た
び
中
国
浄
土
教
研
究
を
専
門
と
す
る
研
究
者
が
複
数
、

令
和
三
年
度　

研
究
活
動
報
告

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

教
学
研
究
Ⅰ
（
東
京
）
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こ
の
研
究
班
に
属
す
る
こ
と
で
、『
観
経
疏
』
の
全
文
現
代
語

訳
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
作
業
方
法
と
し
て
善
導
教
学
を

専
門
と
す
る
研
究
主
務
の
柴
田
が
下
訳
を
作
成
し
、
そ
の
訳
文

を
良
忠
『
観
経
疏
伝
通
記
』
に
お
け
る
注
釈
な
ど
を
参
照
と
し

つ
つ
、
研
究
班
全
体
で
検
証
し
な
が
ら
訳
文
を
作
成
す
る
方
法

を
採
用
し
て
い
る
。
な
お
所
属
メ
ン
バ
ー
が
す
べ
て
地
方
在
住

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
主
に
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
研
究
会
を
実
施

し
て
い
る
。

【
進
捗
状
況
】

す
で
に
「
玄
義
分
」
と
「
序
分
義
」
と
定
善
義
」（
第
一
観

〜
第
三
観
）
の
訳
出
を
終
え
て
お
り
、
本
年
度
は
「
定
善
義
」

第
四
観
か
ら
第
九
観
（『
浄
全
』
二
巻
、
五
〇
頁
上
段
一
行
目
）

ま
で
の
訳
出
を
行
っ
た
。

【
研
究
会
開
催
日
】

第
1
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
4
日

第
2
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
7
日

第
3
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
14
日

第
4
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
21
日

第
5
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
28
日

第
6
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
6
日

第
7
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
12
日

第
8
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
19
日

第
9
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
4
日

第
10
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
9
日

第
11
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
10
日

第
12
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
17
日

第
13
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
23
日

第
14
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
30
日

第
15
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
10
日

第
16
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
15
日

第
17
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
21
日

第
18
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
22
日

第
19
回
研
究
会　

令
和
3
年
10
月
7
日

第
20
回
研
究
会　

令
和
3
年
10
月
14
日
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第
21
回
研
究
会　

令
和
3
年
10
月
21
日

第
22
回
研
究
会　

令
和
3
年
10
月
28
日

第
23
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
6
日

第
24
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
13
日

第
25
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
20
日

第
26
回
研
究
会　

令
和
4
年
1
月
27
日

第
27
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
10
日

第
28
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
24
日

第
29
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
3
日

第
30
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
11
日

第
31
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
17
日

第
32
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
18
日

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
柴
田
泰
山

研
究
員　
　
　
　
工
藤
量
導

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�

坂
上
雅
翁　
長
尾
光
恵　
小
川
法
道�

 

石
上
壽
應

�

【
文
責
】
柴
田
泰
山
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【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
現
在
の
浄
土
宗
の
基
盤
が
確

立
し
た
の
は
江
戸
期
で
あ
る
と
の
考
え
に
基
づ
き
、
現
代
浄
土

宗
の
教
学
・
布
教
・
法
式
に
つ
い
て
考
え
る
為
に
、
江
戸
期
の

教
学
・
布
教
・
法
式
等
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

令
和
二
年
度
か
ら
は
、
四
休
庵
貞
極
（
一
六
七
七
〜
一
七
五

六
）
の
研
究
を
開
始
し
て
い
る
。
貞
極
は
、
江
戸
時
代
の
浄
土

宗
を
代
表
す
る
学
僧
の
一
人
で
あ
り
、
教
学
・
布
教
・
法
式
な

ど
多
く
の
分
野
で
、
同
時
代
だ
け
で
な
く
後
世
に
い
た
る
ま
で

多
大
な
影
響
を
与
え
た
。

た
と
え
ば
、
伝
法
改
革
を
試
み
た
福
田
行
誡
『
伝
語
』
は
、

養
鸕
徹
定
『
伝
語
匡
謬
』・
勤
息
義
城
『
伝
語
金
鍮
論
』・
佐
伯

領
巌
『
浄
土
宗
伝
語
正
謬
』
な
ど
の
批
判
書
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
貞
極
の
『
五
重
廃
立
鈔
』
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。

貞
極
の
著
作
は
『
四
休
菴
貞
極
全
集
』（
以
下
『
全
集
』）
三

巻
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
体
系
的
に
研
究
さ
れ
た
こ
と
が

少
な
い
人
物
で
も
あ
る
。
過
去
に
京
都
分
室
で
行
っ
て
き
た
文

献
調
査
等
の
研
究
成
果
も
活
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
本
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
扱
う
こ
と
と
し
た
。

【
作
業
大
綱
・
進
捗
状
況
】

令
和
三
年
度
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、『
全
集
』
冒
頭
所
収

令
和
三
年
度　

研
究
活
動
報
告

基
礎
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

教
学
研
究
Ⅱ
（
京
都
分
室
）
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の
『
五
重
廃
立
鈔
』
の
精
読
・
現
代
語
訳
を
行
っ
た
。『
全
集
』

を
元
に
し
た
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
修
正
と
写
本
と
の
対
校
を
し

つ
つ
『
五
重
廃
立
鈔
』
上
巻
の
現
代
語
訳
を
終
え
た
。

本
年
度
、
対
校
に
用
い
た
写
本
は
、
次
の
四
種
で
あ
る
。（
い

ず
れ
も
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵
）

〇�

奥
蓮
社
仁
譽
舜
統
書
写
本
（
秋
浦
文
庫
二
七
九
）　
三
冊
〔
法

（
上
・
中
本
）、
報
（
中
末
）、
化
（
下
）〕
弘
化
二
年
（
一
八

四
五
）
写

〇�

顔
譽
巍
堂
（
一
光
寺
隠
居
）
書
写
本
（
旧 
二
四
八
・
一
・

二
七
）　

八
冊
〔
上
、
中
本
一
・
二
・
三
、
中
之
末
乾
・
坤
、

下
一
・
二
〕　
文
久
四
年
（
一
八
六
四
）
写

〇�

辨
教
書
写
本
（
成
願
寺
二
九
六
）　
一
冊　
書
写
年
不
明

〇�

書
写
者
不
明
本
（
宗
書
五
九
一
）　
一
冊　
書
写
年
不
明

ま
た
、
本
論
で
あ
る
中
巻
以
降
の
作
業
に
か
か
る
前
に
、
貞

極
の
論
旨
の
梗
概
を
知
る
た
め
に
、
前
身
書
の
『
五
重
相
承
私

記
』『
五
重
相
承
節
要
』
の
精
読
・
現
代
語
訳
を
行
う
こ
と
に

し
た
。
本
年
度
は
『
五
重
相
承
節
要
』
を
読
了
し
た
。

【
研
究
会
開
催
日
】

第
1
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
13
日

第
2
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
11
日

第
3
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
8
日

第
4
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
6
日

第
5
回
研
究
会　

令
和
3
年
9
月
28
日

第
6
回
研
究
会　

令
和
3
年
10
月
26
日

第
7
回
研
究
会　

令
和
3
年
11
月
30
日

第
8
回
研
究
会　

令
和
3
年
12
月
21
日

第
9
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
25
日

第
10
回
研
究
会　

令
和
4
年
3
月
22
日
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【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
主
務　
　
　
八
橋
秀
法

研
究
員　
　
　
　

�

齊
藤
舜
健　
市
川
定
敬　
井
野
周
隆	

 

田
中
芳
道

研
究
ス
タ
ッ
フ　

�
粟
飯
原
岳
志　
伊
藤
茂
樹　
岩
井
正
道�

 
岩
谷
隆
法　
小
川
法
道　

角
野
玄
樹�

 

曽
田
俊
弘　
陳
敏
齢　
永
田
真
隆�

 

松
尾
善
匠　
南
宏
信

�
【
文
責
】
八
橋
秀
法
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【
研
究
目
的
・
研
究
内
容
】

（
１
）
研
究
目
的

本
研
究
班
は
企
画
調
整
室
か
ら
の
依
頼
に
も
と
づ
き
組
織
さ

れ
た
浄
土
宗
総
合
研
究
所
の
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

本
研
究
会
の
目
的
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
各
宗
教
団
体
が
ど

の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
調
査
し
、
そ
の
う
え
で

法
然
上
人
の
教
え
、
あ
る
い
は
21
世
紀
劈
頭
宣
言
（
愚
者
の
自

覚
を
／
家
庭
に
み
仏
の
光
を
／
社
会
に
慈
し
み
を
／
世
界
に
共

生
を
）
を
基
底
と
す
る
浄
土
宗
教
団
が
こ
の
問
題
と
い
か
に
関

わ
り
、
社
会
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
―
ジ
を
伝
え
て
ゆ

く
べ
き
か
を
検
討
し
、
提
言
す
る
こ
と
で
あ
る
。
検
討
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
理
念
に
も
と
づ
き
、
宗
務
事
務
所
と
し
て
で
き
る

取
り
組
み
や
支
援
の
あ
り
方
を
具
体
的
に
ま
と
め
て
報
告
書
を

提
出
す
る
。

（
２
）
研
究
内
容

包
括
宗
教
法
人
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
お
お
よ
そ
次
の
手
順
お
よ
び
ス

ケ
ジ
ュ
―
ル
で
研
究
会
の
活
動
を
行
っ
た
。

　
・
研
究
方
針
の
確
認
・
検
討

　
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
基
礎
的
な
文
献
調
査

　
・�

他
教
団
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
（
曹
洞
宗
、
日
蓮
宗
、
築
地
本
願
寺
）

令
和
三
年
度　

研
究
活
動
報
告

委
託
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

包
括
宗
教
法
人
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
の
あ
り
方�

�
�

（
企
画
調
整
室
委
託
）
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・�

法
然
上
人
の
教
え
お
よ
び
21
世
紀
劈
頭
宣
言
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
理
念
の
関
係
に
つ
い
て
検
討

　
・
宗
務
庁
と
し
て
取
り
組
み
、
支
援
の
あ
り
方
の
検
討

　
・�
総
合
学
術
大
会
パ
ネ
ル
発
表
「
浄
土
宗
教
団
に
お
け
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
の
あ
り
方
」

　
・
宗
議
会
に
む
け
て
概
要
報
告
書
（
Ａ
４
×
６
枚
）
を
作
成

　
・�『
仏
教
論
叢
』
原
稿
「
浄
土
宗
教
団
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

へ
の
取
り
組
み
の
あ
り
方
」
を
作
成

　
・�

中
外
日
報
・
論
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
導
入
を
め
ぐ
る
是
非
―
浄
土

宗
の
ケ
―
ス
」（
工
藤
量
導
）
を
寄
稿

　
・�

長
島
美
紀
先
生
講
義
「
包
括
宗
教
法
人
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
へ
の
取
り
組
み
の
あ
り
方
」

　
・�

教
化
高
等
講
習
会「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
こ
れ
か
ら
の
寺
院
活
動
」

へ
出
講
（
今
岡
、
東
海
林
、
工
藤
）

　
※�

な
お
、
教
化
高
等
講
習
会
に
お
け
る
講
師
の
人
選
は
当

研
究
班
か
ら
の
推
薦
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

　
・
報
告
書
の
作
成
と
提
出

（
３
）
報
告
書
の
目
次
お
よ
び
担
当
者

報
告
書
本
体
は
依
頼
主
で
あ
る
企
画
調
整
室
へ
提
出
し
、『
教

化
研
究
』
に
は
掲
載
し
な
い
。
報
告
書
は
次
の
よ
う
な
目
次
お

よ
び
担
当
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
第
１
章　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
基
本
理
念
／
今
岡
達
雄

　
　
１
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は

　
　
２
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
疑
問

　
　
　
２
―
１
．
経
済
成
長
主
義
の
延
命
策
で
は
な
い

　
　
　
２
―
２
．
多
発
す
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
」

　
　
　
２
―
３
．
必
要
な
の
は
消
費
の
抑
制
で
は
な
い
か

　
　
３
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
応
す
べ
き
か

　
　
　
３
―
１
．
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
、
啓
蒙
の
必
要
性

　
　
　
３
―
２
．
宗
教
教
団
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
応
す
べ
き
か

　
　
４
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
浄
土
宗
の
基
本
ス
タ
ン
ス

　
　
　
４
―
１
．
浄
土
宗
の
社
会
事
業
の
歴
史

　
　
　
４
―
２
．
社
会
貢
献
と
浄
土
宗

　
第
２
章　

各
教
団
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
位
置
づ
け

　
　
１
、�
伝
統
教
団
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
／
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東
海
林
良
昌

　
　
　
１
―
１
．
曹
洞
宗

　
　
　
１
―
２
．
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

　
　
　
１
―
３
．
日
蓮
宗

　
　
　
１
―
４
．
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
１
―
５
．
全
日
本
仏
教
青
年
会

　
　
２
、�

新
宗
教
教
団
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み

／
名
和
清
隆

　
　
　
２
―
１
．
金
光
教

　
　
　
２
―
２
．
本
門
仏
立
宗

　
　
　
２
―
３
．
立
正
佼
成
会

　
　
　
２
―
４
．
創
価
学
会

　
　
　
２
―
５
．
真
如
苑

　
　
　
２
―
６
．
天
理
教

　
　
３
、�

超
宗
派
お
よ
び
国
際
的
な
団
体
で
の
取
り
組
み
／

東
海
林
良
昌

　
　
　
３
―
１
．
カ
ト
リ
ッ
ク

　
　
　
３
―
２
．
世
界
仏
教
徒
大
学

　
　
　
３
―
３
．
世
界
仏
教
徒
青
年
連
盟

　
　
４
、�

調
査
を
踏
ま
え
た
上
で
の
取
り
組
み
の
可
能
性
に

つ
い
て
／
東
海
林
良
昌

　
第
３
章　
浄
土
宗
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
位
置
づ
け

　
　
１
、�

釈
尊
お
よ
び
法
然
上
人
の
言
葉
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
／
石

田
一
裕

　
　
　
１
―
１
．
は
じ
め
に

　
　
　
１
―
２
．
釈
尊
の
言
葉
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　
　
　
１
―
３
．
法
然
上
人
の
言
葉
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　
　
２
、
浄
土
宗
の
教
え
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
／
工
藤
量
導

　
　
　
２
―
１
．
各
宗
派
の
教
義
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

　
　
　
２
―
２
．�「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
の
解
釈
を
め

ぐ
っ
て

　
　
　
２
―
３
．�

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
導
入
の
意
義
―
浄
土
宗
21
世
紀

劈
頭
宣
言
を
め
ぐ
っ
て

　
第
４
章　
教
育
現
場
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
／
大
橋
雄
人

　
　
１
、
教
育
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
関
連

　
　
２
、�
日
本
の
学
校
教
育
現
場
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
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り
組
み

　
　
３
、
仏
教
系
大
学
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み

　
　
４
、
ま
と
め

　
第
５
章　
浄
土
宗
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み

　
　
１
、
宗
派
事
務
所
で
で
き
る
こ
と
／
今
岡
達
雄

　
　
２
、�

既
存
の
本
宗
寺
院
や
僧
侶
の
活
動
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で

捉
え
直
す
こ
と
／
石
田
一
裕

　
お
わ
り
に
／
工
藤
量
導

（
４
）
そ
の
他
の
研
究
成
果

前
述
し
た
通
り
、
本
研
究
班
が
作
成
し
た
報
告
書
本
体
は
掲

載
し
な
い
が
、
研
究
経
過
お
よ
び
研
究
成
果
の
一
部
を
公
表
し

た
も
の
と
し
て
次
の
研
究
報
告
お
よ
び
メ
デ
ィ
ア
掲
載
記
事
が

あ
る
。

《
研
究
報
告
》

・�

中
外
日
報
〈
論
〉
工
藤
量
導
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
導
入
を
め
ぐ
る
是

非
―
浄
土
宗
の
ケ
ー
ス
」（
令
和
3
年
11
月
12
日
7
面
）

※�

同
記
事
は
中
外
日
報
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
令
和
3
年
11
月
29

日
公
開
）
に
全
文
転
載
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
班
に
よ
る

研
究
成
果
の
総
括
的
内
容
で
あ
る
た
め
必
要
に
応
じ
て
参

照
さ
れ
た
い
。

　

�（https://w
w

w
.chugainippoh.co.jp/article/ron-

kikou/ron/20211112-001.htm
l

）

・�

浄
土
宗
総
合
学
術
大
会
・
パ
ネ
ル
発
表
報
告
「
浄
土
宗
教
団

に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
の
あ
り
方
」（『
仏
教
論

叢
』
六
六
号
、
二
〇
二
二
年
）

・�『
和
合
』
連
載
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
こ
れ
か
ら
の
寺
院
活
動
」（
令

和
4
年
4
月
号
～
9
月
号
）

《
メ
デ
ィ
ア
掲
載
記
事
》

・�

中
外
日
報
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
議
論
（
浄
土
宗
総
合

学
術
大
会
パ
ネ
ル
発
表
）」
令
和
3
年
年
9
月
15
日
1
面

・�
文
化
時
報
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
課
題
と
利
点
（
第
４
９
４
回
教
化

高
等
講
習
会
）」
令
和
4
年
2
月
22
日
2
面
・
4
面



63　 

研究活動報告

【
研
究
会
開
催
日
お
よ
び
協
議
内
容
】

第
1
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
19
日

　
　
研
究
の
課
題
、
手
順
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
検
討

第
2
回
研
究
会　

令
和
3
年
4
月
28
日

　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
本
概
念
に
つ
い
て

第
3
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
12
日

　
　
掬
池
友
絢
（
全
日
本
仏
教
会
国
際
部
長
）
先
生
講
義

　
　
　

�「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
概
要
お
よ
び
各
教
団
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
」�
【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

第
4
回
研
究
会　

令
和
3
年
5
月
17
日　

　
　
企
画
調
整
室
ヒ
ア
リ
ン
グ�

【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

第
5
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
7
日

　
　
新
宗
教
教
団
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

第
6
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
14
日

　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
と
21
世
紀
劈
頭
宣
言
に
つ
い
て

第
7
回
研
究
会　

令
和
3
年
6
月
21
日

　
　
曹
洞
宗
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
の
調
査

�

【
対
面
：
曹
洞
宗
宗
務
庁
】

第
8
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
5
日

　
　
教
育
現
場
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

第
9
回
研
究
会　

令
和
3
年
7
月
19
日

　
　
築
地
本
願
寺
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
の
調
査

�

【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

第
10
回
研
究
会　

令
和
3
年
8
月
2
日

　
　
日
蓮
宗
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
の
調
査

�

【
対
面
：
日
蓮
宗
宗
務
庁
】

第
11
回
研
究
会　

令
和
3
年
8
月
23
日

　
　

各
教
団
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

第
12
回
研
究
会　

令
和
3
年
9
月
6
日

　
　
浄
土
宗
総
合
学
術
大
会
の
パ
ネ
ル
発
表
に
つ
い
て

第
13
回
研
究
会　

令
和
3
年
9
月
10
日

　
　
浄
土
宗
総
合
学
術
大
会
パ
ネ
ル
発
表
【
オ
ン
ラ
イ
ン
】

　
　
　

�「
浄
土
宗
教
団
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
の

あ
り
方
」

　
　
　
・�

今
岡
達
雄「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
疑
問
と
基
本
ス
タ
ン
ス
」
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・�

工
藤
量
導
「
釈
尊
お
よ
び
法
然
上
人
の
言
葉
と
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
」

　
　
　
・�

東
海
林
良
昌
「
各
宗
教
教
団
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

　
　
　
・�
大
橋
雄
人
「
教
育
現
場
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

　
　
　
・�
戸
松
義
晴
「
各
発
表
へ
の
コ
メ
ン
ト
」

第
14
回
研
究
会　

令
和
3
年
9
月
13
日

　
　
報
告
書
の
作
成
に
向
け
て
（
1
）

第
15
回
研
究
会　

令
和
3
年
10
月
4
日

　
　
報
告
書
の
作
成
に
向
け
て
（
2
）

第
16
回
研
究
会　

令
和
3
年
10
月
13
日

　
　
報
告
書
の
作
成
に
向
け
て
（
3
）

第
17
回
研
究
会　

令
和
3
年
12
月
20
日

　
　

�

長
島
美
紀
先
生
（
一
般
社
団
法
人
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
市
民
社
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
）
講
義

第
18
回
研
究
会　

令
和
4
年
2
月
1
日
～
2
日

　
　
第
４
９
４
回
教
化
高
等
講
習
会

　
　
　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
こ
れ
か
ら
の
寺
院
活
動
」

　
　
　
・�

長
島
美
紀
「
続
か
な
い
世
界
か
ら
続
く
世
界
へ
―
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
」

　
　
　
・�

今
岡
達
雄
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
基
本
ス
タ
ン
ス
」

　
　
　
・�

西
永
亜
紀
子
「
築
地
本
願
寺
お
よ
び
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
お
て

ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
と
し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」

　
　
　
・�

東
海
林
良
昌
「
他
教
団
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り

組
み
」

　
　
　
・�

工
藤
量
導
「
浄
土
宗
僧
侶
と
社
会
貢
献
活
動
」

　
　
　
・�

森
岡
達
圭
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
通
じ
た
地
域
と
の

つ
な
が
り
」

　
　
　
・�

萩
生
田
祐
司
「
か
み
の
や
ま
こ
ど
も
食
堂
『
か
え
る

家
』
の
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
活
動
」
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研究活動報告

【
研
究
ス
タ
ッ
フ
一
覧
】

研
究
代
表　
小
澤
憲
珠

研
究
主
務　
工
藤
量
導

研
究
員　
　

�

今
岡
達
雄　
戸
松
義
晴　
東
海
林
良
昌�
 

名
和
清
隆　
石
田
一
裕　
大
橋
雄
人　
若
林
隆
仁

�

【
文
責
】
工
藤
量
導





研
究
成
果
報
告
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黒
谷
上
人
語
灯
録　
　
巻
第
十
二

�

欣
浄
沙
門
了
恵
集
録

和
語　
第
二
之
二　
当
巻
に
五
篇
あ
り

念
仏
往
生
要
義
抄　
第
四

三
心
義　
第
五

七
箇
条
起
請
文　
第
六

念
仏
大
意　
第
七

浄
土
宗
略
抄　
第
八

令
和
三
年
度　
『
和
語
灯
録
』
現
代
語
訳
の
研
究　

研
究
成
果
報
告

『
黒
谷
上
人
語
灯
録
』（
和
語
）　

現
代
語
訳
②　

巻
第
十
二

黒
谷
上
人
語
灯
録
（
念
仏
生
活
の
灯
火
と
す
る
た
め
に
収
集
し
た
法
然
上
人
の

遺
文
集
）
第
十
二
巻

　

�

欣
浄
沙
門
了
恵
集
録
（
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
を
願
う
沙
門
了
恵
道
光
が
集

め
収
録
し
た
。）

黒
谷
上
人
語
灯
録　
第
二
（
和
語
）
の
第
二
巻　
当
巻
に
五
篇
が
あ
る
。

念
仏
往
生
要
義
抄　
　
第
四
篇

三
心
義　
　
第
五
篇

七
箇
条
起
請
文　
第
六
篇

念
仏
大
意　
第
七
篇

浄
土
宗
略
抄　
第
八
篇
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研究成果報告

念
仏
往
生
要
義
抄　
第
四

�

源
空
作

そ
れ
念
仏
往
生
は
十
悪
五
逆
を
簡
ば
ず
、
迎

摂
す
る
に
十
声
一
声
を
も
て
す
。
聖
道
諸
宗
の

成
仏
は
上
根
上
智
を
本
と
す
る
故
に
声
聞
菩
薩

を
機
と
す
。

し
か
る
に
世
す
で
に
末
法
に
な
り
人
み
な
悪

人
な
り
。
は
や
く
修
し
難
き
教
を
学
せ
ん
よ
り

は
、
行
じ
易
き
弥
陀
の
名
号
を
称
え
て
こ
の
度

生
死
の
家
を
出
ず
べ
き
な
り
。
た
だ
し
い
ず
れ

の
経
論
も
釈
尊
の
説
き
置
き
た
ま
え
る
経
教
な

り
。し

か
れ
ば
『
法
華
』『
涅
槃
』
等
の
大
乗
経

を
修
行
し
て
仏
に
成
る
に
何
の
難
き
事
か
あ
ら

ん
。
そ
れ
に
と
り
て
い
ま
少
し
『
法
華
経
』
は

三
世
の
諸
仏
も
こ
の
『
経
』
に
よ
り
て
仏
に
成

念
仏
往
生
要
義
抄　
第
四
篇

�

黒
谷
源
空
（
法
然
）
上
人
作

そ
も
そ
も
お
念
仏
に
よ
る
浄
土
往
生
は
、
十
悪
や
五
逆
を
犯
し
た
者
さ
え
分

け
隔
て
る
こ
と
は
な
く
、
わ
ず
か
十
遍
や
一
遍
の
お
念
仏
を
称
え
た
だ
け
で
も

阿
弥
陀
仏
は
来
迎
し
て
浄
土
に
お
救
い
下
さ
い
ま
す
。
聖
道
門
の
諸
宗
に
お
い

て
自
分
の
力
で
仏
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
教
え
は
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
資
質

と
智
慧
を
具
え
た
者
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、声
聞
や
菩
薩
と
い
っ

た
勝
れ
た
修
行
者
を
、
そ
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
世
は
す
で
に
末
法
と
な
り
、
人
々
は
悪
行
を
犯
さ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
今
の
時
代
に
は
も
う
修
め
が
た
い

聖
道
門
の
教
え
を
学
ぼ
う
と
す
る
よ
り
、
す
ぐ
に
で
も
修
め
や
す
い
お
念
仏
を

称
え
て
、
今
生
こ
そ
は
生
死
を
繰
り
返
す
こ
の
迷
い
の
家
か
ら
離
れ
出
て
い
く

べ
き
な
の
で
す
。
そ
も
そ
も
、
ど
の
経
典
や
論
疏
も
釈
尊
が
説
き
遺の

こ
さ
れ
た
教

え
で
す
。

し
た
が
っ
て
『
法
華
経
』
や
『
涅
槃
経
』
な
ど
の
大
乗
の
経
典
に
説
か
れ
て

い
る
教
え
に
基
づ
き
修
行
し
て
仏
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
う
し
て
難
し
い

こ
と
な
ど
あ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
述
べ
る
な

ら
ば
、『
法
華
経
』
に
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
す
べ
て
の
諸
仏
も
こ
の
経



70

り
、
十
方
の
如
来
も
こ
の
『
経
』
に
よ
り
て
正

覚
を
成
り
た
ま
う
。
し
か
る
に
『
法
華
経
』
な

ん
ど
を
読
み
た
て
ま
つ
ら
ん
に
何
の
不
足
か
あ

ら
ん
。

か
よ
う
に
申
す
日
は
ま
こ
と
に
さ
る
べ
き
事

な
れ
ど
も
、
我
ら
が
器
量
は
こ
の
教
に
及
ば
ざ

る
な
り
。
そ
の
故
は
『
法
華
』
に
は
菩
薩
声
聞

を
機
と
す
る
故
に
我
ら
凡
夫
は
叶
う
べ
か
ら
ず

と
思
う
べ
き
な
り
。

し
か
る
に
阿
弥
陀
仏
の
本
願
は
末
代
の
我
ら

が
た
め
に
発
し
た
ま
え
る
願
な
れ
ば
利
益
今
の

時
に
決
定
往
生
す
べ
き
な
り
。
我
が
身
は
女
人

な
れ
ば
と
思
う
事
な
く
、
我
が
身
は
煩
悩
悪
業

の
身
な
れ
ば
と
い
う
事
な
か
れ
。

も
と
よ
り
阿
弥
陀
仏
は
罪
悪
深
重
の
衆
生
の

三
世
の
諸
仏
も
十
方
の
如
来
も
捨
て
さ
せ
た
ま

い
た
る
我
ら
を
迎
え
ん
と
誓
い
た
ま
い
け
る
願

の
教
え
に
よ
っ
て
仏
に
な
り
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
如
来
も
こ
の
経
の
教
え
に

よ
っ
て
さ
と
り
を
得
ら
れ
た
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

『
法
華
経
』
な
ど
を
拝
読
す
る
こ
と
に
、ど
の
よ
う
な
不
足
が
あ
る
も
の
で
し
ょ

う
か
。

こ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
う
ち
は
確
か
に
当
然
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
り
ま
す

が
、
私
達
の
器
量
は
こ
の
聖
道
門
の
教
え
に
適
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な

ぜ
な
ら
『
法
華
経
』
の
教
え
は
声
聞
や
菩
薩
を
教
え
の
対
象
と
し
て
い
る
の
で
、

「
私
達
凡
夫
に
は
実
践
で
き
な
い
」
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
す
。

一
方
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
、
と
り
わ
け
第
十
八
・
念
仏
往
生
願
は
、
末
法
の

世
に
生
き
る
私
達
凡
夫
の
た
め
に
お
誓
い
に
な
っ
た
願
で
す
の
で
、
そ
の
利
益

は
現
在
に
及
ん
で
お
り
、
間
違
い
な
く
往
生
は
叶
う
の
で
す
。
で
す
か
ら
「
私

は
女
性
で
あ
る
か
ら
往
生
な
ど
叶
わ
な
い
」
と
思
う
こ
と
な
ど
必
要
な
い
で
す

し
、「
私
は
煩
悩
に
さ
い
な
ま
れ
続
け
、
悪
し
き
行
い
を
積
み
重
ね
て
き
た
身

で
あ
る
か
ら
往
生
な
ど
叶
わ
な
い
」
な
ど
と
受
け
と
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

も
と
も
と
阿
弥
陀
仏
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
す
べ
て
の
諸
仏
も
、
あ
ら

ゆ
る
世
界
の
如
来
も
お
見
捨
て
に
な
ら
れ
た
、
多
く
の
罪
悪
を
積
み
重
ね
て
き

た
私
達
衆
生
を
迎
え
よ
う
と
お
誓
い
に
な
り
ま
し
た
。
私
達
は
そ
の
誓
願
に
お
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に
遇
い
た
て
ま
つ
れ
り
。
往
生
疑
な
し
と
深
く

思
い
入
れ
て
南
無
阿
弥
陀
仏
南
無
阿
弥
陀
仏
と

申
せ
ば
、
善
人
も
悪
人
も
、
男
子
も
女
人
も
、

十
人
は
十
人
な
が
ら
、
百
人
は
百
人
な
が
ら
、

み
な
往
生
を
遂
ぐ
る
な
り
。

問
い
て
い
わ
く
、
称
名
念
仏
申
す
人
は
み
な

往
生
す
べ
し
や
。

答
え
て
い
わ
く
、
他
力
の
念
仏
は
往
生
す
べ

し
。
自
力
の
念
仏
は
全
く
往
生
す
べ
か
ら
ず
。

問
い
て
い
わ
く
、
そ
の
他
力
の
様
、
い
か
ん
。

答
え
て
い
わ
く
、
た
だ
一
筋
に
我
が
身
の
善

悪
を
顧
み
ず
決
定
往
生
せ
ん
と
欲
い
て
申
す
を

他
力
の
念
仏
と
い
う
。
喩
え
ば
麒き

麟り
ん

の
尾
に
付

き
た
る
蠅は

え
の
一ひ

と

跳は
ね

に
千
里
を
駆
け
り
、
輪
王
の

御み
ゆ
き幸

に
遇
い
ぬ
る
卑ひ

夫ふ

の
一
日
に
四
天
下
を
巡

る
が
ご
と
し
。
こ
れ
を
他
力
と
申
す
な
り
。

遇
い
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、「
自
身
の
往
生
に
疑
い
は
な
い
」

と
深
く
心
に
留
め
て
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
…
」
と
お
称
え
す

る
と
、
善
人
で
あ
れ
悪
人
で
あ
れ
、
男
性
で
あ
れ
女
性
で
あ
れ
、
十
人
い
れ
ば

十
人
が
、
百
人
い
れ
ば
百
人
が

（
（
（

、
み
な
等
し
く
往
生
を
遂
げ
る
の
で
す
。

お
尋
ね
し
ま
す
。
声
に
出
し
て
お
念
仏
を
称
え
る
人
は
皆
、
往
生
が
叶
う
の

で
し
ょ
う
か
。

お
答
え
し
ま
す
。
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
お
力
（
他
力
）
に
す
が
っ
て
お
念
仏

す
る
人
は
往
生
し
ま
す
が
、
阿
弥
陀
仏
を
頼
り
と
せ
ず
、
自
身
の
力
（
自
力
）

を
頼
り
に
お
念
仏
す
る
人
は
決
し
て
往
生
で
き
ま
せ
ん
。

お
尋
ね
し
ま
す
。
そ
の
他
力
と
は
、
い
か
な
る
あ
り
様
な
の
で
す
か
。

お
答
え
し
ま
す
。
わ
が
身
の
善
し
悪
し
を
気
に
か
け
る
こ
と
な
く
、「
阿
弥

陀
仏
の
お
力
に
す
が
っ
て
必
ず
往
生
を
遂
げ
る
の
だ
」
と
の
思
い
で
、
た
だ
ひ

た
す
ら
お
念
仏
を
称
え
る
こ
と
を
他
力
の
念
仏
と
い
う
の
で
す
。
例
え
て
言
え

ば
、
麒
麟
の
尾
に
つ
い
た
蠅
が
、
麒
麟
の
ひ
と
跳
ね
に
よ
っ
て
麒
麟
と
共
に
千

里
を
駆
け
巡
る
こ
と
が
で
き
た
り

（
（
（

、
転
輪
聖
王

（
（
（

の
行
幸
に
出
会
い
、
そ
れ
に

伴
う
こ
と
が
で
き
た
庶
民
が
一
日
で
四
つ
の
あ
ら
ゆ
る
世
界
（
四
天
下
）

（
（
（

を

巡
っ
た
り
す
る
よ
う
な
も
の
で
す

（
（
（

。
こ
れ
を
他
力
と
言
い
ま
す
。
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ま
た
大
き
な
る
石
を
船
に
入
れ
つ
れ
ば
時
の

程
に
向
い
の
岸
に
届
く
が
ご
と
し
。
全
く
こ
れ

は
石
の
力
に
は
あ
ら
ず
、
船
の
力
な
り
。
そ
れ

か
よ
う
に
我
ら
が
力
に
て
は
な
し
、
阿
弥
陀
仏

の
御
力
な
り
。
こ
れ
す
な
わ
ち
他
力
な
り
。

問
い
て
い
わ
く
、
自
力
と
い
う
は
い
か
ん
。

答
え
て
い
わ
く
、
煩
悩
具
足
し
て
悪
き
身
を

も
て
煩
悩
を
断
じ
悟
を
現
し
て
成
仏
す
と
心
得

て
昼
夜
に
励
め
ど
も
、
無
始
よ
り
貪
瞋
具
足
の

身
な
る
が
故
に
永
く
煩
悩
を
断
ず
る
事
難
き
な

り
。
か
く
断
じ
難
き
無
明
煩
悩
を
三
毒
具
足
の

心
に
て
断
ぜ
ん
と
す
る
事
、
喩
え
ば
須し

ゅ
弥み

を
針

に
て
砕
き
大
海
を
芥け

子し

の
杓ひ

さ
く

に
て
汲
み
尽
く
さ

ん
が
ご
と
し
。
た
と
い
針
に
て
須
弥
を
砕
き
芥

子
の
杓
に
て
大
海
を
汲
み
尽
く
す
と
も
、
我
ら

が
悪
業
煩
悩
の
心
に
て
は
曠
劫
多
生
を
経
と
も

仏
に
成
ら
ん
事
難
し
。

ま
た
、
大
き
な
石
で
あ
っ
て
も
船
に
乗
せ
る
と
、
わ
ず
か
の
う
ち
に
向
こ
う

岸
へ
と
運
ば
れ
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
こ
れ
は
石
そ
の
も
の
の
力
で
は
ま
っ
た

く
な
く
、
船
の
力
に
よ
る
の
で
す
。
そ
の
よ
う
に
私
達
の
往
生
も
自
分
自
身
の

力
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
阿
弥
陀
仏
の
お
力
に
よ
る
の
で
す
。
そ
の
お
力
を
他

力
と
い
う
の
で
す
。

お
尋
ね
し
ま
す
。
自
力
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

お
答
え
し
ま
す
。
私
達
は
、
煩
悩
を
具
え
て
い
る
悪
し
き
身
で
あ
り
な
が
ら
、

「
煩
悩
を
断
ち
、
さ
と
り
を
開
い
て
成
仏
す
る
の
だ
」
と
心
得
て
、
日
夜
修
行

に
励
ん
だ
と
し
て
も
、
遙
か
遠
い
過
去
よ
り
貪
り
や
怒
り
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い

身
な
の
で
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
煩
悩
を
断
つ
こ
と
が
難
し
い
の
で
す
。
こ
の

よ
う
に
断
つ
の
が
難
し
い
遙
か
遠
い
過
去
か
ら
続
く
煩
悩
を
、
今
も
こ
の
身
に

具
わ
る
貪
り
・
瞋
り
・
愚
か
な
心
の
ま
ま
で
断
と
う
と
臨
む
こ
と
は
、
例
え
る

な
ら
ば
、
天
を
も
突
き
抜
け
る
須し

ゅ

弥み

山せ
ん

（
（
（を

針
で
砕
き
、
大
海
の
水
を
芥け

子し

粒つ
ぶ

（
（
（

ほ
ど
の
小
さ
な
柄ひ

杓し
ゃ
く

で
汲
み
尽
く
そ
う
と
す
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
た
と
え
手

に
針
を
持
っ
て
須
弥
山
を
砕
き
尽
く
し
た
と
し
て
も
、
あ
る
い
は
芥
子
粒
の
よ

う
な
柄
杓
で
大
海
の
水
を
汲
み
干
す
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
悪
業
に
絡
め

ら
れ
煩
悩
に
ま
み
れ
た
私
達
の
心
で
は
、
い
く
た
び
も
生
ま
れ
変
わ
り
、
ど
れ

ほ
ど
永
い
時
間
を
か
け
た
と
こ
ろ
で
、
自
分
の
力
で
さ
と
り
を
開
い
て
成
仏
を
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そ
の
故
は
念ね

ん

念ね
ん

歩ぶ

歩ぶ

に
思
い
と
思
う
事
は
三さ

ん

途ず

八は
ち

難な
ん

の
業
、
寐ね

て
も
寤さ

め
て
も
案
じ
と
案
ず

る
事
は
六
趣
四
生
の
絆
な
り
。
か
か
る
身
に
て

は
い
か
で
か
修
行
学
道
を
し
て
成
仏
は
す
べ
き

や
。
こ
れ
を
自
力
と
は
申
す
な
り
。

問
い
て
い
わ
く
、
聖
人
の
申
す
念
仏
と
、
在

家
の
者
の
申
す
念
仏
と
、
勝
劣
い
か
ん
。

答
え
て
い
わ
く
、
聖
人
の
念
仏
と
世
間
者
の

念
仏
と
、
功
徳
等
し
く
し
て
全
く
替
り
目
あ
る

べ
か
ら
ず
。

疑
い
て
い
わ
く
、
こ
の
条
な
お
不
審
な
り
。

そ
の
故
は
女
人
に
も
近
づ
か
ず
不
浄
の
食
も
せ

ず
し
て
申
さ
ん
念
仏
は
貴
か
る
べ
し
、
朝
夕
に

女
境
に
む
つ
れ
酒
を
飲
み
不
浄
食
を
し
て
申
さ

ん
念
仏
は
定
め
て
劣
る
べ
し
。
功
徳
い
か
で
か

遂
げ
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、一
念
一
念
、一
歩
一
歩
、心
に
浮
か
ん
で
は
消
え
る
思
い
は
み
な
、

三
途

（
（
（

に
堕
ち
た
り
八
難

（
（
（

の
境
界
に
生
ま
れ
た
り
す
る
働
き
と
な
る
こ
と
ば
か

り
で
あ
り
、
寝
て
も
醒
め
て
も
思
い
描
く
こ
と
は
み
な
、
六
趣

（
（1
（

を
輪
廻
し
、
四

生
（
（1
（

に
結
び
付
く
絆
と
な
る
こ
と
ば
か
り
だ
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な
身
で
は
、

ど
う
し
て
行
を
修
め
学
問
を
究
め
、
成
仏
を
遂
げ
る
こ
と
な
ど
で
き
ま
し
ょ
う

か
。
こ
れ
を
自
力
と
い
う
の
で
す
。

お
尋
ね
し
ま
す
。
僧
侶
が
称
え
る
お
念
仏
と
出
家
せ
ず
俗
世
に
と
ど
ま
る
者

が
称
え
る
お
念
仏
と
で
は
、
往
生
の
た
め
の
功
徳
の
勝
劣
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。お

答
え
し
ま
す
。
僧
侶
が
称
え
る
お
念
仏
も
俗
世
に
あ
る
者
が
称
え
る
お
念

仏
も
、
そ
の
功
徳
は
等
し
く
、
ま
っ
た
く
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。

疑
問
が
あ
る
の
で
お
尋
ね
し
ま
す
。
こ
の
件
は
い
ま
だ
に
腑
に
落
ち
ま
せ
ん
。

そ
の
理
由
は
女
性
に
も
近
づ
か
ず
、
不
浄
な
も
の
を
口
に
せ
ず
、
戒
を
守
っ
て

食
事
を
し
て
い
る
僧
侶
が
称
え
る
お
念
仏
は
尊
い
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
日

頃
か
ら
女
性
と
た
わ
む
れ
、
酒
を
飲
み
、
不
浄
な
も
の
を
口
に
し
て
称
え
る
お

念
仏
は
間
違
い
な
く
劣
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
ど
う
し
て
功
徳
が
等
し
い
も
の
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等
し
か
る
べ
き
や
。

答
え
て
い
わ
く
、
功
徳
等
し
く
し
て
勝
劣
あ

る
べ
か
ら
ず
。
そ
の
故
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の

故
を
知
ら
ざ
る
者
の
か
か
る
お
か
し
き
疑
を
ば

す
る
な
り
。
し
か
る
故
は
昔
阿
弥
陀
仏
二
百
一

十
億
の
諸
仏
の
浄
土
の
荘
厳
宝
楽
等
の
誓
願
利

益
に
至
る
ま
で
世
自
在
王
仏
の
御
前
に
し
て
こ

れ
を
見
た
ま
う
に
、
我
ら
ご
と
き
の
妄
想
顚
倒

の
凡
夫
の
生
ま
る
べ
き
事
の
な
き
な
り
。

さ
れ
ば
善
導
和
尚
釈
し
て
い
わ
く
「
一
切
の

仏
土
み
な
厳
浄
な
れ
ど
も
、
凡
夫
の
乱
想
恐
ら

く
は
生
じ
難
し
」
と
い
え
り
。
こ
の
文
の
意
は

「
一
切
の
仏
土
は
妙
な
れ
ど
も
乱
想
の
凡
夫
は

生
ま
る
る
事
な
し
」
と
釈
し
た
ま
う
な
り
。
各

の
御
身
を
計
ら
い
て
御
覧
ず
べ
き
な
り
。
そ
の

故
は
口
に
経
を
読
み
身
に
は
仏
を
礼
拝
す
れ
ど

も
心
に
は
思
わ
じ
事
の
み
思
わ
れ
て
一
時
も
止

で
し
ょ
う
か
。

お
答
え
し
ま
す
。
功
徳
は
等
し
く
、
勝
劣
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
不

審
を
抱
く
人
は
、
阿
弥
陀
仏
が
本
願
を
お
建
て
に
な
っ
た
本
当
の
理
由
を
知
ら

な
い
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
お
か
し
な
疑
い
を
持
つ
の
で
す
。
そ
の
理
由
は
次
の

通
り
で
す
。
遙
か
遠
い
昔
、阿
弥
陀
仏
が
二
百
一
十
億
の
諸
仏
の
浄
土
の
中
か
ら
、

す
ぐ
れ
た
荘
厳
や
宝
玉
の
よ
う
な
妙
な
る
調
べ
な
ど
に
関
す
る
誓
願
か
ら
始

ま
っ
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
た
利
益
に
至
る
ま
で
、
世
自
在
王
仏
の
御

前
で
こ
れ
を
詳
し
く
ご
覧
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、
私
達
の
よ
う
な
誤
っ
た
考
え
を

抱
き
、
迷
い
に
と
ら
わ
れ
た
凡
夫
が
そ
れ
ら
の
浄
土
に
往
生
で
き
る
事
例
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
ゆ
え
善
導
大
師
は
、
こ
の
経
文
を
解
釈
し
て
「
一
切
の
仏
土
は
す
べ
て

厳
か
で
、
清
ら
か
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
心
が
乱
れ
て
い
る
凡
夫
が
往
生
す
る
の

は
お
よ
そ
不
可
能
で
あ
る
」

（
（1
（

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
一
文
の
趣
旨
は「
一

切
の
仏
の
国
土
は
言
葉
で
表
せ
な
い
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
が
、
心
が
乱
れ
て
い
る

凡
夫
は
決
し
て
往
生
で
き
な
い
」
と
解
釈
な
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

ご
自
身
の
姿
を
振
り
返
っ
て
ご
覧
に
な
る
べ
き
で
す
。
な
ぜ
か
と
言
え
ば
、
私

達
は
口
に
経
文
を
拝
読
し
、
身
に
仏
を
礼
拝
し
て
は
い
て
も
、
心
に
は
余
計
な

こ
と
ば
か
り
が
浮
か
び
上
が
り
、
一い

っ

時と
き

た
り
と
も
そ
れ
が
と
ど
ま
る
こ
と
な
ど
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ま
る
事
な
し
。

し
か
れ
ば
我
ら
が
身
を
も
て
い
か
で
か
生
死

を
離
る
べ
き
。
か
か
り
け
る
時
に
曠
劫
よ
り
こ

の
か
た
三
途
八
難
を
住
処
と
し
て
烔と

う

燃ね
ん

猛み
ょ
う

火か

に

身
を
焦
が
し
て
出
ず
る
期
な
か
り
け
る
な
り
。

悲
し
き
か
な
や
、
善
心
は
年
年
に
随
い
て
薄
く

な
り
、
悪
心
は
日
日
に
随
い
て
い
よ
い
よ
増
る
。

さ
れ
ば
古
人
の
い
え
る
事
あ
り
「
煩
悩
は
身

に
添
え
る
影
、
去
ら
ん
と
す
れ
ど
も
去
ら
ず
。

菩
提
は
水
に
浮
か
べ
る
月
、
取
ら
ん
と
す
れ
ど

も
取
ら
れ
ず
」
と
。
こ
の
故
に
阿
弥
陀
仏
五
劫

に
思
惟
し
て
立
て
た
ま
い
し
深
重
の
本
願
と
申

す
は
、
善
悪
を
隔
て
ず
、
持
戒
破
戒
を
嫌
わ
ず
、

在
家
出
家
を
も
簡
ば
ず
、
有
智
無
智
を
も
論
ぜ

ず
、
平
等
の
大
悲
を
発
し
て
仏
に
成
り
た
ま
い

た
れ
ば
、
た
だ
他
力
の
心
に
住
し
て
念
仏
申
さ

ば
一
念
須し

ゅ
臾ゆ

の
間
に
阿
弥
陀
仏
の
来
迎
に
預
か

あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
私
達
の
身
の
程
で
は
、
生
死
を
繰
り
返
す
こ
の
迷
い
の
世
界
を

離
れ
出
る
こ
と
な
ど
ど
う
し
て
で
き
ま
し
ょ
う
。
こ
う
し
て
い
る
間
に
も
、
私

達
衆
生
は
、
遙
か
な
過
去
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、
三
途
や
八
難
の
世
界
を
住す

み
か処

と
し
、
激
し
く
燃
え
た
ぎ
る
煩
悩
の
炎
に
こ
の
身
を
焦
が
し
て
、
迷
い
の
世
界

か
ら
離
れ
出
る
機
会
を
失
っ
て
い
る
の
で
す
。
な
ん
と
悲
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

善
を
行
お
う
と
す
る
心
は
年
を
追
う
ご
と
に
弱
く
な
り
、
悪
を
犯
そ
う
と
す
る

心
は
日
一
日
と
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
ゆ
え
、
古
人
が
「
煩
悩
と
は
こ
の
身
に
付
き
従
う
影
の
よ
う
で
あ
り
、

自
身
か
ら
遠
ざ
け
よ
う
と
し
て
も
遠
ざ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
さ
と
り
の
境

地
と
は
水
面
に
浮
か
ぶ
月
の
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
手
に
つ
か
も
う
に
も
つ
か
め

な
い
」

（
（1
（

と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
阿
弥
陀
仏
は
五
劫
と
い
う
途

方
も
な
く
永
い
時
間
を
か
け
て
考
え
抜
か
れ
、
慈
悲
深
く
尊
い
本
願
を
誓
わ
れ

た
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の
本
願
の
通
り
に
、
善
人
と
悪
人
と
を
分
け
隔
て
せ
ず
、

戒
律
の
守
れ
る
と
守
れ
な
い
と
を
嫌
う
こ
と
な
く
、
在
家
と
出
家
と
を
選
り
分

け
ず
、
智
慧
の
あ
る
な
し
を
問
う
こ
と
な
く
、
す
べ
て
の
衆
生
の
た
め
に
平
等

の
大
慈
悲
を
お
こ
し
て
、
仏
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
ひ
た
す
ら
阿
弥

陀
仏
の
お
力
を
信
じ
て
往
生
す
る
の
だ
、
と
の
心
持
ち
で
お
念
仏
を
称
え
れ
ば
、
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る
べ
き
な
り
。

生
ま
れ
て
よ
り
こ
の
か
た
女
人
を
目
に
見
ず

酒
肉
五
辛
永
く
断
じ
て
五
戒
十
戒
等
堅
く
持
ち

て
や
ん
ご
と
な
き
聖
人
も
、
自
力
の
心
に
住
し

て
念
仏
申
さ
ん
に
お
き
て
は
仏
の
来
迎
に
預
か

ら
ん
事
、
千
人
が
一
人
、
万
人
が
一
二
人
な
ん

ど
や
そ
う
ら
わ
ん
ず
ら
ん
。
そ
れ
も
善
導
和
尚

は
「
千
中
無
一
」
と
仰
せ
ら
れ
て
そ
う
ら
え
ば
、

い
か
が
あ
る
べ
く
そ
う
ろ
う
ら
ん
と
覚
え
そ
う

ろ
う
。

お
よ
そ
阿
弥
陀
仏
の
本
願
と
申
す
事
は
様
も

な
く
、
我
が
心
を
澄
ま
せ
と
に
も
あ
ら
ず
、
不

浄
の
身
を
浄
め
よ
と
に
も
あ
ら
ず
、
た
だ
寐
て

も
寤
め
て
も
一
筋
に
御
名
を
称
う
る
人
を
ば
臨

終
に
は
必
ず
来
た
り
て
迎
え
た
ま
う
な
る
も
の

を
、
と
い
う
心
に
住
し
て
申
せ
ば
、
一
期
の
終

り
に
は
仏
の
来
迎
に
預
ら
ん
事
疑

う
た
が
い

あ
る
べ
か

命
終
の
際
、
わ
ず
か
一
瞬
の
う
ち
に
そ
の
来
迎
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

生
ま
れ
て
か
ら
今
に
至
る
ま
で
女
性
の
姿
を
目
で
追
っ
た
こ
と
も
な
く
、
ま

た
長
い
間
、
酒
や
肉
、
五
辛

（
（1
（

を
口
に
す
る
こ
と
も
せ
ず
、
さ
ら
に
は
五
戒
や

十
戒
な
ど

（
（1
（

を
厳
格
に
守
っ
て
き
た
尊
い
僧
侶
で
あ
っ
て
も
、
自
分
の
力
で
往

生
を
遂
げ
よ
う
と
の
思
い
で
お
念
仏
を
称
え
た
な
ら
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
来
迎
に

あ
ず
か
れ
る
の
は
、
千
人
に
一
人
、
あ
る
い
は
万
人
に
一
人
、
二
人
す
ら
い
な

い
で
し
ょ
う
。
と
い
う
の
も
、
善
導
大
師
が
「
千
人
に
一
人
も
い
な
い
」

（
（1
（

と
仰

せ
な
の
で
す
か
ら
、
私
達
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
心
に
留
め
る
べ
き
で
し
ょ

う
。総

じ
て
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
誓
わ
れ
た
お
念
仏
に
は
、
か
し
こ
ま
っ
た
形
式

も
い
ら
ず
、
わ
が
心
を
澄
み
渡
ら
せ
よ
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
煩
悩
に
ま
み
れ

た
身
を
清
め
よ
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。「
寝
て
も
醒
め
て
も
、
た
だ

ひ
た
す
ら
お
名
号
を
称
え
る
人
の
臨
終
に
は
、
必
ず
阿
弥
陀
仏
は
来
迎
し
て
下

さ
る
の
だ
か
ら
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
」
と
信
じ
て
お
念
仏
を
称
え
れ
ば
、
命
尽

き
る
時
に
は
阿
弥
陀
仏
の
来
迎
に
あ
ず
か
る
こ
と
に
疑
い
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

自
身
が
女
性
で
あ
る
か
ら
来
迎
が
な
く
往
生
は
定
ま
ら
な
い
、
ま
た
、
在
家
の
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ら
ず
。
我
が
身
は
女
人
な
れ
ば
、
ま
た
在
家
の

者
な
れ
ば
、
と
い
う
事
な
く
、
往
生
は
一
定
と

思お
ぼ
し
め召

す
べ
き
な
り
。

問
い
て
い
わ
く
、
心
の
澄
む
時
の
念
仏
と
妄

心
の
中
の
念
仏
と
そ
の
勝
劣
い
か
ん
。

答
え
て
い
わ
く
、
そ
の
功
徳
等
し
く
し
て
あ

え
て
差
別
な
し
。

疑
い
て
い
わ
く
、
こ
の
条
な
お
不
審
な
り
。

そ
の
故
は
心
の
澄
む
時
の
念
仏
は
余
念
も
な
く

一
向
極
楽
世
界
の
事
の
み
思
わ
れ
弥
陀
の
本
願

の
み
案
ぜ
ら
る
る
が
故
に
雑ま

じ
う
る
も
の
な
け
れ

ば
清
浄
の
念
仏
な
り
。
心
の
散
乱
す
る
時
は
三

業
不
調
に
し
て
口
に
は
名
号
を
称
え
手
に
は
念

珠
を
回
す
ば
か
り
に
て
は
こ
れ
不
浄
の
念
仏
な

り
。
い
か
で
か
等
し
か
る
べ
き
。

答
え
て
い
わ
く
、
こ
の
疑
を
な
す
は
い
ま
だ

本
願
の
故
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
阿
弥
陀
仏
は
悪

業
の
衆
生
を
済
わ
ん
た
め
に
生
死
の
大
海
に
弘

者
で
あ
る
か
ら
来
迎
が
な
く
往
生
は
定
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
往
生

は
確
か
な
も
の
で
あ
る
と
お
思
い
に
な
る
べ
き
で
す
。

お
尋
ね
し
ま
す
。
心
が
澄
ん
で
い
る
時
に
称
え
る
お
念
仏
の
功
徳
と
迷
い
の

心
の
中
で
称
え
る
お
念
仏
の
功
徳
と
、
そ
の
勝
劣
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

お
答
え
し
ま
す
。
両
者
の
功
徳
は
等
し
く
、
ま
っ
た
く
差
別
は
あ
り
ま
せ
ん
。

疑
問
が
あ
る
の
で
お
尋
ね
し
ま
す
。こ
の
件
は
、い
ま
だ
に
腑
に
落
ち
ま
せ
ん
。

そ
の
理
由
は
、
心
が
澄
ん
で
い
る
時
の
お
念
仏
に
は
他
の
思
い
も
な
く
、
た
だ

ひ
た
す
ら
極
楽
浄
土
の
こ
と
だ
け
を
思
い
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
み
を
思
い
描

い
て
雑
念
が
な
く
な
る
の
で
清
浄
な
念
仏
と
言
え
ま
す
。
一
方
、
心
が
散
乱
し

て
い
る
時
は
、
身
・
口
・
心
の
三
業

（
（1
（

が
調
わ
な
い
ま
ま
に
、
口
に
は
阿
弥
陀

仏
の
名
号
を
称
え
、
手
に
は
数
珠
を
繰
る
だ
け
な
の
で
、
こ
れ
で
は
不
浄
な
念

仏
と
言
え
ま
す
。
ど
う
し
て
こ
れ
で
等
し
い
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

お
答
え
し
ま
す
。
こ
う
し
た
疑
問
を
抱
く
と
い
う
こ
と
は
、
い
ま
だ
に
本
願

が
建
て
ら
れ
た
い
わ
れ
を
理
解
し
て
い
な
い
か
ら
と
言
え
ま
す
。
阿
弥
陀
仏
は

悪
し
き
行
為
を
積
み
重
ね
る
私
達
衆
生
を
救
お
う
と
す
る
た
め
に
、
生
死
の
大
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誓
の
船
を
浮
か
べ
た
ま
え
る
な
り
。
た
と
え
ば

船
に
重
き
石
、
軽
き
麻あ

さ

殻が
ら

を
一
つ
船
に
入
れ
て

向
い
の
岸
に
届
く
が
ご
と
し
。
本
願
の
殊
勝
な

る
事
は
い
か
な
る
衆
生
も
た
だ
名
号
を
称
う
る

外
は
別
の
事
な
き
な
り
。

問
い
て
い
わ
く
、
一
声
の
念
仏
と
十
声
の
念

仏
と
功
徳
の
勝
劣
い
か
ん
。

答
え
て
い
わ
く
、
た
だ
同
じ
事
な
り
。

疑
て
い
わ
く
、
こ
の
事
ま
た
不
審
な
り
。
そ

の
故
は
一
声
十
声
す
で
に
数
の
多
少
あ
り
。
い

か
で
か
等
し
か
る
べ
き
や
。

答
う
、
こ
の
疑
は
一
声
十
声
と
申
す
事
は
最

期
の
時
の
事
な
り
。
死
す
る
時
一
声
申
す
者
も

往
生
す
、
十
声
申
す
者
も
往
生
す
と
い
う
事
な

り
。
往
生
だ
に
も
等
し
く
ば
功
徳
な
ん
ぞ
劣
な

ら
ん
。

本
願
の
文
に
「
も
し
我
れ
仏
を
得
た
ら
ん
に
、

十
方
の
衆
生
、
至
心
に
、
信
楽
し
て
、
我
が
国

海
に
広
大
な
誓
願

（
（1
（

の
船
を
浮
か
べ
ら
れ
ま
し
た
。
例
え
る
な
ら
ば
、
重
い
石

と
軽
い
麻あ

さ

殻が
ら

を
一
隻
の
船
に
積
ん
で
、
向
か
い
の
岸
に
届
け
る
よ
う
な
も
の
で

す
。
本
願
の
働
き
が
殊
に
勝
れ
て
い
る
と
い
う
事
は
、ど
の
よ
う
な
衆
生
で
あ
っ

て
も
、
た
だ
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
る
以
外
、
と
り
た
て
て
何
も
修
め
な
く

て
も
良
い
と
い
う
点
に
あ
る
の
で
す
。

お
尋
ね
し
ま
す
。
一
遍
の
お
念
仏
と
十
遍
の
お
念
仏
と
で
は
、
功
徳
の
勝
劣

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

お
答
え
し
ま
す
。
ま
っ
た
く
同
じ
こ
と
で
す
。

疑
問
が
あ
る
の
で
お
尋
ね
し
ま
す
。
こ
の
件
も
ま
た
腑
に
落
ち
ま
せ
ん
。
そ

の
理
由
は
、
一
遍
と
十
遍
で
は
数
の
多
少
が
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、

ど
う
し
て
功
徳
が
等
し
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。

お
答
え
し
ま
す
。
こ
の
疑
い
に
指
摘
さ
れ
る
一
遍
や
十
遍
の
お
念
仏
を
称
え

て
往
生
す
る
の
は
、
臨
終
の
時
の
事
な
の
で
す
。
臨
終
の
時
、
一
遍
称
え
た
者

も
往
生
し
ま
す
し
、
十
遍
称
え
た
者
も
往
生
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
往
生
が

叶
う
こ
と
さ
え
等
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
功
徳
が
劣
っ
て
い
る
と
言
え

る
で
し
ょ
う
か
。

第
十
八
・
念
仏
往
生
願
の
文
に
「
も
し
私
（
法
蔵
菩
薩
）
が
仏
（
阿
弥
陀
仏
）

と
な
っ
た
な
ら
ば
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
（
十
方
）
に
住
む
す
べ
て
の
衆
生
が
、
ま
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に
生
ぜ
ん
と
欲
し
て
、
乃
至
十
念
せ
ん
に
、
も

し
生
ぜ
ず
ん
ば
正
覚
を
取
ら
じ
」。

こ
の
文
の
意
は
法
蔵
比
丘
「
我
れ
仏
に
成
り

た
ら
ん
時
、
十
方
の
衆
生
、
極
楽
に
生
ま
れ
ん

と
欲
い
て
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
も
し
は
十
声
も

し
は
一
声
申
さ
ん
衆
生
を
迎
え
ず
は
仏
に
成
ら

じ
」
と
誓
い
た
ま
う
。
か
る
が
故
に
数
の
多
少

を
論
ぜ
ず
、
往
生
の
得
分
は
同
じ
き
な
り
。
本

願
の
文
顕け

ん

然ね
ん

な
り
。
な
ん
ぞ
疑
わ
ん
や
。

問
い
て
い
わ
く
、
最
期
の
念
仏
と
平
生
の
念

仏
と
い
ず
れ
か
勝
れ
た
る
や
。

答
え
て
い
わ
く
、
た
だ
同
じ
事
な
り
。
そ
の

故
は
平
生
の
念
仏
・
臨
終
の
念
仏
と
て
何
の
替

り
目
か
あ
ら
ん
。
平
生
の
念
仏
の
死
ぬ
れ
ば
臨

こ
と
の
心
を
も
っ
て
、
深
く
私
の
誓
い
を
信
じ
、
私
が
建
立
し
た
極
楽
浄
土
に

往
生
を
願
い
、
わ
が
名
号
を
称
え
る
こ
と
が
わ
ず
か
十
遍
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

必
ず
往
生
を
叶
え
よ
う
。
も
し
そ
れ
が
叶
わ
な
け
れ
ば
、
私
は
決
し
て
さ
と
り

を
開
か
な
い
」

（
（1
（

と
あ
り
ま
す
。

こ
の
文
の
意
味
は
、
法
蔵
菩
薩
が
、「
私
（
法
蔵
菩
薩
）
が
仏
（
阿
弥
陀
仏
）

に
な
っ
た
暁
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
（
十
方
）
の
衆
生
が
、
極
楽
浄
土
に
往
生

し
た
い
と
願
っ
て
、
わ
ず
か
十
遍
や
一
遍
で
あ
っ
て
も
〈
南
無
阿
弥
陀
仏
〉
と

称
え
た
な
ら
ば
、
衆
生
を
迎
え
摂
ろ
う
。
も
し
そ
れ
が
叶
わ
な
け
れ
ば
、
仏
に

な
ら
な
い
」

（
（2
（

と
お
誓
い
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
お
念
仏
の

数
の
多
い
少
な
い
を
問
題
に
す
る
こ
と
な
く
、
私
達
が
往
生
を
遂
げ
る
と
い
う

利
益
は
等
し
い
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
文
に
明
白
で
す
。

ど
う
し
て
疑
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

お
尋
ね
し
ま
す
。
臨
終
に
称
え
る
お
念
仏
（
最
期
の
念
仏
）
と
常
日
頃
か
ら

称
え
て
い
る
お
念
仏
（
平
生
の
念
仏
）
で
は
ど
ち
ら
の
功
徳
が
勝
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

お
答
え
し
ま
す
。
ま
っ
た
く
同
じ
も
の
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
平
生
の
念
仏

と
臨
終
の
念
仏
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
ど
こ
に
そ
の
違
い
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

常
日
頃
お
念
仏
を
称
え
て
い
た
時
に
死
を
迎
え
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
臨
終
の
念
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終
の
念
仏
と
な
り
、
臨
終
の
念
仏
の
延
ぶ
れ
ば

平
生
の
念
仏
と
な
る
な
り
。

難
じ
て
い
わ
く
、
最
期
の
一
念
は
百
年
の
業

に
勝
れ
た
り
と
見
え
た
り
、
い
か
ん
。

答
え
て
い
わ
く
、
こ
の
疑
は
こ
の
文
を
知
ら

ざ
る
難
な
り
。
息
の
止
ま
る
時
の
一
念
は
悪
業

強こ
は

く
し
て
善
業
に
勝
れ
た
り
、
善
業
強こ

は
く
し
て

悪
業
に
勝
れ
た
り
と
い
う
事
な
り
。
た
だ
し
こ

の
申
す
人
は
念
仏
者
に
て
は
な
し
。
も
と
よ
り

悪
人
の
沙
汰
を
い
う
事
な
り
。
平
生
よ
り
念
仏

申
し
て
往
生
を
願
う
人
の
事
を
ば
と
も
か
く
も

さ
ら
に
沙
汰
に
及
ば
ぬ
事
な
り
。

問
い
て
い
わ
く
、
摂
取
の
益や

く
を
蒙
る
事
は
平

生
か
臨
終
か
、
い
か
ん
。

仏
に
な
り
ま
す
し
、
臨
終
に
お
念
仏
を
称
え
て
い
た
時
に
命
が
延
び
た
な
ら
ば
、

そ
れ
は
平
生
の
念
仏
に
な
る
の
で
す
。

次
の
よ
う
な
反
論
が
あ
る
の
で
お
尋
ね
し
ま
す
。「
臨
終
の
時
に
称
え
る
一

遍
の
お
念
仏
の
功
徳
は
、
百
年
に
わ
た
っ
て
称
え
る
お
念
仏
の
功
徳
に
勝
れ
て

い
る
」

（
（2
（

な
ど
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

お
答
え
し
ま
す
。
こ
の
疑
い
は
こ
の
文
の
道
理
を
よ
く
知
ら
な
い
こ
と
か
ら

く
る
物
言
い
と
い
え
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
こ
こ
で
説
か
れ
て
い
る
息
が
止
ま
ろ

う
と
す
る
時
に
称
え
る
一
遍
の
お
念
仏
に
よ
る
往
生
を
論
じ
て
い
る
の
は
、
悪

業
の
働
き
が
強
く
善
業
の
働
き
よ
り
も
勝ま

さ
っ
て
い
る
と
往
生
が
叶
わ
な
い
と
か
、

善
業
の
働
き
が
強
く
悪
業
よ
り
も
勝
っ
て
い
る
と
往
生
が
叶
う
と
か
、
と
い
う

自
業
自
得
の
道
理
を
論
じ
て
い
る
の
で
す
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
臨
終
の
一
念

に
こ
だ
わ
っ
て
論
じ
て
い
る
人
は
、
念
仏
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
臨

終
の
一
念
は
、
生
涯
を
通
じ
て
仏
の
教
え
に
出
会
え
な
か
っ
た
悪
人
の
救
済
に

つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
す
。
平
生
か
ら
お
念
仏
を
称
え
て
往
生
を
願
う
人
の
事

に
つ
い
て
は
、
最
期
の
一
念
な
ど
と
あ
れ
こ
れ
と
論
じ
る
必
要
な
ど
ま
っ
た
く

な
い
の
で
す
。

お
尋
ね
し
ま
す
。
阿
弥
陀
仏
の
救
い
の
光
明
に
あ
ず
か
る
の
は
平
生
の
時
で

す
か
、
そ
れ
と
も
臨
終
の
時
で
す
か
、
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
。
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答
え
て
い
わ
く
、
平
生
の
時
な
り
。
そ
の
故

は
往
生
の
心
ま
こ
と
に
て
我
が
身
を
疑
う
事
な

く
て
来
迎
を
待
つ
人
は
こ
れ
三
心
具
足
の
念
仏

申
す
人
な
り
。

こ
の
三
心
具
足
し
ぬ
れ
ば
必
ず
極
楽
に
生
ま

る
と
い
う
事
は
『
観
経
』
の
説
な
り
。
か
か
る

こ
こ
ろ
ざ
し
あ
る
人
を
阿
弥
陀
仏
は
八
万
四
千

の
光
明
を
放
ち
て
照
ら
し
た
ま
う
な
り
。
平
生

の
時
照
ら
し
始
め
て
最
期
ま
で
捨
て
た
ま
わ
ぬ

な
り
。
か
る
が
故
に
不
捨
の
誓
約
と
申
す
な
り
。

問
い
て
い
わ
く
、
智
者
の
念
仏
と
愚
者
の
念

仏
と
い
ず
れ
も
差
別
な
し
や
。

答
え
て
い
わ
く
、
仏
の
本
願
に
届
か
ば
少
し

の
差
別
も
な
し
。
そ
の
故
は
阿
弥
陀
仏
、
仏ほ

と
け

に

成
り
た
ま
わ
ざ
り
し
昔
「
十
方
の
衆
生
、
我
が

名
を
称
え
ば
乃
至
十
声
ま
で
も
迎
え
ん
」
と
誓

い
を
立
て
た
ま
い
け
る
は
智
者
を
簡
び
愚
者
を

お
答
え
し
ま
す
。
平
生
の
時
か
ら
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
往
生
し
た
い
と
い

う
心
に
嘘
偽
り
が
な
く
、
こ
の
よ
う
な
わ
が
身
こ
そ
救
い
の
対
象
で
あ
る
と
深

く
信
じ
て
、
阿
弥
陀
仏
の
来
迎
を
待
つ
人
は
、
三
心
が
具
わ
っ
た
お
念
仏
を
称

え
て
い
る
人
な
の
で
す
。

「
三
心
を
具
え
た
な
ら
ば
必
ず
極
楽
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

（
（2
（

と
い
う

こ
と
は
『
観
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
志
で
お
念
仏
を
称

え
る
人
を
阿
弥
陀
仏
は
限
り
な
い
光
明
を
放
っ
て
照
ら
し
て
下
さ
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
平
生
の
時
に
照
ら
し
始
め
て
、
最
後
臨
終
の
時
に
至
る
ま
で
お
見
捨

て
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
理
由
で
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
は
お
念
仏
を

称
え
る
者
を
決
し
て
お
見
捨
て
に
な
ら
な
い
ご
誓
約
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

の
で
す
。

お
尋
ね
し
ま
す
。
智
慧
あ
る
者
が
称
え
る
お
念
仏
と
愚
か
な
者
が
称
え
る
お

念
仏
と
で
は
、
そ
の
功
徳
に
差
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

お
答
え
し
ま
す
。
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
適
っ
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、

少
し
の
差
も
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
の
も
、
阿
弥
陀
仏
が
仏
と
な
ら
れ
る
以
前

の
遙
か
い
に
し
え
の
昔
、「
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
衆
生
が
、
わ
が
名
号
を
称
え
れ
ば
、

た
と
え
そ
れ
が
わ
ず
か
十
遍
で
あ
っ
た
と
し
て
も
迎
え
摂
ろ
う
」

（
（2
（

と
誓
い
を
立

て
ら
れ
た
の
は
、
智
慧
あ
る
者
だ
け
を
選
び
取
り
、
愚
か
な
者
を
見
捨
て
よ
う
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捨
て
ん
と
に
は
あ
ら
ず
。
さ
れ
ば
『
五
会
法
事

讃
』
に
い
わ
く
「
多
聞
と
浄
戒
を
持た

も
つ
と
を
簡

ば
ず
、
破
戒
と
罪
根
の
深
き
と
を
簡
ば
ず
、
た

だ
心
を
廻
し
て
多
く
念
仏
せ
し
む
れ
ば
、
能
く

瓦が

礫り
ゃ
く

を
変
じ
て
金こ

が
ね

と
成
さ
し
む
」。

こ
の
文
の
意
は
、
智
者
も
愚
者
も
、
持
戒
も

破
戒
も
、
た
だ
念
仏
申
さ
ば
み
な
往
生
す
と
い

う
事
な
り
。

こ
の
心
に
住
し
て
我
が
身
の
善
悪
を
顧
み
ず

仏
の
本
願
を
憑
み
て
念
仏
申
す
べ
き
な
り
。
こ

の
度
輪
廻
の
絆
を
離
る
る
事
念
仏
に
過
ぎ
た
る

事
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。

こ
の
書
き
置
き
た
る
も
の
を
見
て
誹
り
謗
ぜ

ん
輩
は
必
ず
九
品
の
台う

て
な

に
縁
を
結
び
、
互
い
に

順
逆
の
縁
虚
し
か
ら
ず
し
て
一
仏
浄
土
の
侶と

も
た

ら
ん
。

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
法
照
禅
師
は
『
五
会
法
事
讃
』

の
中
で
、「
仏
法
を
よ
く
聞
い
て
博
学
な
者
も
穢
れ
な
き
戒
を
守
る
者
も
区
別

す
る
こ
と
な
く
、
戒
を
破
る
者
も
罪
深
き
者
も
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
た
だ
心

を
極
楽
浄
土
に
向
け
て
念
仏
を
多
く
称
え
れ
ば
、
瓦
や
石
こ
ろ
に
喩
え
ら
れ
る

よ
う
な
罪
深
い
凡
夫
で
あ
っ
て
も
往
生
を
遂
げ
さ
せ
て
、
金
色
に
輝
く
菩
薩
の

姿
に
な
ら
し
め
よ
う
」

（
（2
（

と
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
解
釈
さ
れ
た
の
で
す
。

こ
の
文
の
意
味
は
、
智
慧
あ
る
者
も
愚
か
な
者
も
、
戒
を
守
っ
て
い
る
者
も

破
っ
て
し
ま
う
者
も
、
た
だ
お
念
仏
さ
え
称
え
た
な
ら
ば
、
誰
で
も
往
生
が
叶

う
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
心
に
刻
み
込
み
、
我
が
身
の
善
し
悪
し
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願

（
（2
（

を
頼
り
と
し
て
お
念
仏
を
称
え
る
べ
き
な
の
で
す
。

今
生
に
お
い
て
輪
廻
の
絆
か
ら
解
き
放
た
れ
る
に
は
、
お
念
仏
よ
り
勝
れ
た
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
書
き
留
め
た
も
の
を
見
て
非
難
し
謗
る
者
と
い
え
ど
も
、
必
ず
や
蓮

の
台

（
（2
（

に
乗
じ
て
往
生
を
遂
げ
、
極
楽
浄
土
で
縁
を
結
ぶ
こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
仏
の
道
を
素
直
に
求
め
て
来
た
順
縁
の
者
も
、
仏
の
教
え
を
非
難
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
仏
道
に
入
る
こ
と
と
な
っ
た
逆
縁
の
者
も
、
お
互

い
に
そ
の
願
い
ど
お
り
に
浄
土
往
生
の
縁
と
な
っ
て
、
同
じ
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
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そ
も
そ
も
機
を
い
え
ば
五
逆
重
罪
を
簡
ば
ず

女
人
闡
提
を
も
捨
て
ず
、
行
を
い
え
ば
一
念
十

念
を
も
て
す
。
こ
れ
に
よ
て
五
障
三
従
を
恨
む

べ
か
ら
ず
。
こ
の
願
を
憑
み
、
こ
の
行
を
励
む

べ
き
な
り
。

念
仏
の
力
に
あ
ら
ず
ば
善
人
な
お
生
ま
れ
難

し
、
い
わ
ん
や
悪
人
を
や
。
五
念
に
五
障
を
消

し
三
念
に
三
従
を
滅
し
て
一
念
に
臨
終
の
来
迎

を
蒙
ら
ん
と
、
行
住
坐
臥
に
名
号
を
称
う
べ
し
。

時
処
諸
縁
に
こ
の
願
を
憑
む
べ
し
。
あ
な
か
し

こ
、
あ
な
か
し
こ
。
南
無
阿
弥
陀
仏　

南
無
阿

弥
陀
仏

に
お
い
て
朋
友
と
な
る
の
で
す
。

そ
も
そ
も
、
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
人
間
の
素
質
や
能
力
を
い
え
ば
、
五
逆

罪
の
よ
う
な
重
い
罪
を
犯
し
た
者
を
分
け
隔
て
る
こ
と
も
な
く
、
女
性
や
仏
に

な
れ
な
い
と
見
做
さ
れ
て
い
る
人

（
（2
（

を
見
捨
て
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
浄
土

に
往
生
す
る
行
の
こ
と
を
言
え
ば
、
一
遍
や
十
遍
の
お
念
仏
で
充
分
な
の
で
す
。

こ
う
し
た
わ
け
で
す
か
ら
、女
性
は
五
つ
の
境
涯
に
な
れ
な
い
と
い
う
障
り
（
五

障
）

（
（2
（

や
女
性
は
父
や
夫
や
息
子
に
従
う
べ
き
と
い
う
し
き
た
り
（
三
従
）

（
（2
（

を
恨

み
に
思
う
必
要
な
ど
ま
っ
た
く
な
い
の
で
す
。
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
頼
り
と
し

て
、
お
念
仏
に
励
む
べ
き
な
の
で
す
。

お
念
仏
の
力
で
な
け
れ
ば
、
善
人
で
さ
え
も
浄
土
に
は
生
ま
れ
難
い
の
に
、

悪
人
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら
生
ま
れ
難
い
も
の
で
す
。
わ
ず
か
五
遍
の
お
念
仏

に
よ
っ
て
女
性
は
五
つ
の
境
涯
に
な
れ
な
い
と
い
う
障
り
を
打
ち
消
し
、
わ
ず

か
三
遍
の
お
念
仏
に
よ
っ
て
女
性
は
父
や
夫
や
息
子
に
従
う
べ
き
と
い
う
し
き

た
り
を
滅
ぼ
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
で
す
か
ら
、わ
ず
か
一
遍
の
お
念
仏
で
あ
っ

て
も
、
臨
終
の
時
、
阿
弥
陀
仏
の
来
迎
に
あ
ず
か
ろ
う
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、

歩
い
て
い
て
も
止
ま
っ
て
い
て
も
、
座
っ
て
い
て
も
横
に
な
っ
て
い
て
も
、
阿

弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
る
べ
き
で
す
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
い
か
な
る
状
況
で

あ
っ
て
も
、阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
頼
り
と
す
べ
き
で
す
。謹
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
。
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三
心
義　
第
五

『
観
無
量
寿
経
』
に
は
「
も
し
衆
生
あ
り
て

か
の
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ぜ
ば
、
三
種
の
心
を
発

す
べ
し
。
す
な
わ
ち
往
生
す
。
何
等
を
か
三
つ

と
す
、
一
つ
に
は
至
誠
心
、
二
つ
に
は
深
心
、

三
つ
に
は
廻
向
発
願
心
な
り
。
三
心
を
具
す
る

者
は
必
ず
か
の
国
に
生
ず
」
と
い
え
り
。

『
礼
讃
』
に
は
三
心
を
釈
し
已
り
て
「
三
心

を
具
す
れ
ば
、
必
ず
往
生
す
る
こ
と
を
得
。
も

し
一
心
を
も
少か

け
ぬ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
生
ず
る

こ
と
を
得
ず
」
と
い
え
り
。
し
か
れ
ば
三
心
を

具
す
べ
き
な
り
。

一
つ
に
至
誠
心
と
い
う
は
真
実
の
心
な
り
。

身
に
礼
拝
を
行
じ
、
口
に
名
号
を
称
え
、
心
に

相
好
を
想
う
、
み
な
真
実
を
須も

ち
い
よ
。
す
べ
て

こ
れ
を
い
う
に
、
穢
土
を
厭
い
浄
土
を
欣
い
て

南
無
阿
弥
陀
仏　
南
無
阿
弥
陀
仏

三
心
義　
第
五
篇

『
観
無
量
寿
経
』
に
は
、「
極
楽
浄
土
に
往
生
し
た
い
と
願
う
者
は
、
三
種

の
心
を
発
し
た
な
ら
ば
往
生
で
き
る
。
何
が
そ
の
三
種
か
と
い
う
と
、
第
一
に

至
誠
心
、
第
二
に
深
心
、
第
三
に
回
向
発
願
心
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
心
を
具
え

る
者
は
必
ず
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

（
（3
（

と
説
か
れ
て
い
ま
す
。

善
導
大
師
の
『
往
生
礼
讃
』
に
は
、
三
心
を
解
釈
す
る
末
尾
に
「
三
心
を
具

え
れ
ば
必
ず
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
そ
の
う
ち
一
つ
の
心
で
も
欠
け

て
し
ま
え
ば
、
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」

（
（3
（

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
三
心
を
具
え
る
べ
き
で
す
。

第
一
に
至
誠
心
と
は
真
実
の
心
で
す
。
身
体
で
は
阿
弥
陀
仏
を
礼
拝
し
、
口

に
は
南
無
阿
弥
陀
仏
と
名
号
を
称
え
、
心
に
は
阿
弥
陀
仏
の
姿
形
を
思
い
描
く

に
あ
た
っ
て
、
み
な
真
実
の
心
を
用
い
な
さ
い
。
こ
れ
ら
を
総
じ
て
い
え
ば
、

迷
い
の
世
界
を
厭
い
離
れ
て
、
極
楽
浄
土
を
欣ね

が
い
求
め
て
、
こ
の
よ
う
な
往
生
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諸
の
行
業
を
修
せ
ん
者
み
な
真
実
を
も
て
勤
む

べ
し
。

こ
れ
を
勤
修
せ
ん
に
、
外ほ

か
に
は
賢
善
精
進
の

相
を
現
じ
内う

ち
に
は
愚
悪
懈
怠
の
心
を
懐
き
て
修

す
る
と
こ
ろ
の
行
業
は
、
日
夜
十
二
時
に
間ひ

ま
な

く
こ
れ
を
行
ず
と
も
往
生
を
得
ず
。
外
に
は
愚

悪
懈
怠
の
相か

た
ち

を
現
し
て
内
に
は
賢
善
精
進
の
思

い
に
住
し
て
こ
れ
を
修
行
す
る
者
、
一
時
一
念

な
り
と
も
そ
の
行
虚
し
か
ら
ず
必
ず
往
生
を
得
。

こ
れ
を
至
誠
心
と
名
づ
く
。

二
つ
に
深
心
と
い
う
は
深
く
信
ず
る
心
な
り
。

こ
れ
に
つ
い
て
二
つ
あ
り
。
一
つ
に
は
我
は
こ

れ
罪
悪
不
善
の
身
、
無
始
よ
り
こ
の
か
た
六
道

に
輪
廻
し
て
往
生
の
縁
な
し
と
信
じ
、
二
つ
に

は
罪
人
な
り
と
い
え
ど
も
、
仏
の
願
力
を
も
て

強ご
う

縁え
ん

と
し
て
必
ず
往
生
を
得
ん
こ
と
疑
な
く

慮う
ら
も
い

な
し
と
信
ず
。

こ
れ
に
つ
い
て
ま
た
二
つ
あ
り
。
一
つ
に
は

行
を
修
め
よ
う
と
す
る
者
は
み
な
真
実
の
心
を
も
っ
て
勤
め
る
べ
き
で
す
。

こ
れ
ら
往
生
行
を
勤
め
る
に
あ
た
り
、
外
見
は
賢
き
善
人
の
よ
う
に
精
進
し

て
い
る
姿
を
表
し
な
が
ら
も
、
内
心
に
愚
か
な
悪
人
の
よ
う
な
怠
け
心
を
抱
い

た
ま
ま
修
め
る
行
で
は
、
一
日
中
絶
え
間
な
く
行
じ
て
い
た
と
し
て
も
往
生
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
外
見
は
愚
か
な
悪
人
の
よ
う
に
怠
け
た
姿
を
表
し
な

が
ら
も
、
内
心
で
は
賢
く
善
人
の
よ
う
に
精
進
す
る
思
い
で
修
行
す
る
者
は
、

そ
れ
が
一
時
で
あ
れ
、
一
瞬
で
あ
れ
、
そ
の
修
行
は
虚
し
い
も
の
で
は
な
く
、

必
ず
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
こ
れ
を
至
誠
心
と
い
う
の
で
す
。

第
二
に
深
心
と
は
、
深
く
信
じ
る
心
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
二
つ
の
側
面

が
あ
り
ま
す
。
第
一
に
は
、
自
身
は
悪
業
を
犯
し
て
し
ま
い
、
善
業
を
修
め
ら

れ
な
い
罪
深
い
身
で
あ
り
、
は
て
し
な
い
古

い
に
し
え

の
過
去
か
ら
今
日
ま
で
六
道
を

輪
廻
し
続
け
て
浄
土
往
生
の
縁
な
ど
ま
っ
た
く
な
い
と
素
直
に
信
じ
て（
信
機
）、

第
二
に
は
、
私
は
そ
の
よ
う
な
罪
深
い
身
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
阿
弥
陀
仏
の

本
願
の
働
き
に
あ
ず
か
っ
て
、
そ
れ
を
力
強
い
ご
縁
と
す
れ
ば
必
ず
浄
土
往
生

が
叶
う
と
一
点
の
疑
い
も
な
く
、何
の
迷
い
も
な
く
信
じ
る
（
信
法
）
こ
と
で
す
。

こ
の
信
法
に
つ
い
て
、
ま
た
二
つ
あ
り
ま
す
。
第
一
に
は
、
御
仏
な
ど
を
は
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人
に
就
き
て
信
を
立
つ
、
二
つ
に
は
行
に
就
き

て
信
を
立
つ
。
人
に
就
き
て
信
を
立
つ
と
い
う

は
、
出
離
生
死
の
道
多
し
と
い
え
ど
も
大
き
に

分
か
ち
て
二
つ
あ
り
。

一
つ
に
は
聖
道
門
、
二
つ
に
は
浄
土
門
な
り
。

聖
道
門
と
い
う
は
こ
の
娑
婆
世
界
に
て
煩
悩
を

断
じ
菩
提
を
証
す
る
道
な
り
。
浄
土
門
と
い
う

は
こ
の
娑
婆
世
界
を
厭
い
か
の
極
楽
を
欣
い
て

善
根
を
修
す
る
門
な
り
。
二
門
あ
り
と
い
え
ど

も
聖
道
門
を
閣さ

し
お

き
て
浄
土
門
に
帰
す
。

し
か
る
に
も
し
人
あ
り
て
多
く
経
論
を
引
き

て
「
罪
悪
の
凡
夫
、
往
生
す
る
こ
と
を
得
じ
」

と
い
わ
ん
。
こ
の
こ
と
ば
を
聞
き
て
退
心
を
な

さ
ず
い
よ
い
よ
信
心
を
増
す
べ
し
。

故
い
か
ん
と
な
れ
ば
罪
障
の
凡
夫
の
浄
土
に

往
生
す
と
い
う
事
は
こ
れ
釈
尊
の
誠
言
な
り
。

凡
夫
の
妄
執
に
あ
ら
ず
。
我
す
で
に
仏
の
言
を

じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
徳
を
見
き
わ
め
て
信
心
を
確
立
す
る
こ
と
（
就
人

立
信
）、
第
二
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
が
持
つ
性
格
を
見
定
め
て
信
心
を
確
立

す
る
こ
と
（
就
行
立
信
）
で
す
。
ま
ず
、
こ
の
就
人
立
信
に
つ
い
て
述
べ
る
に

あ
た
り
、
生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
を
繰
り
返
す
輪
廻
の
世
界
を
離
れ
出
る

道
が
多
く
あ
る
中
、
大
き
く
次
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

第
一
に
聖
道
門
、
第
二
に
浄
土
門
で
す
。
聖
道
門
と
は
、
こ
の
迷
い
多
き
娑

婆
世
界
に
お
い
て
煩
悩
を
断
ち
切
り
、
さ
と
り
を
体
得
す
る
教
え
で
す
。
浄
土

門
と
は
、
こ
の
娑
婆
世
界
を
厭
い
離
れ
、
浄
土
往
生
を
欣
い
求
め
て
善
行
を
積

む
教
え
で
す
。
こ
れ
ら
二
つ
の
教
え
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
聖
道
門
は
し
ば
ら

く
差
し
置
い
て
、
浄
土
門
に
帰
依
す
べ
き
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
も
し
あ
る
人
が
多
く
の
経
論
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、「
悪
業

を
犯
し
て
き
た
罪
深
い
凡
夫
は
往
生
す
る
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
は
ず
が
な
い
」

と
言
っ
た
と
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
も
信
心
を
後
退
さ
せ
る
こ
と

な
く
、
な
お
一
層
信
心
を
増
進
さ
せ
る
べ
き
で
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
仏
道
の
妨
げ
と
な
る
悪
し
き
行
い
を
犯
し
て
き
た
凡
夫

が
浄
土
に
往
生
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
釈
尊
の
嘘
偽
り
の
な
い
真
実
の
言
葉
だ

か
ら
で
す
。
決
し
て
凡
夫
の
で
た
ら
め
な
考
え
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
達
一
人
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信
じ
て
深
く
浄
土
を
欣
求
す
。

た
と
い
諸
仏
菩
薩
来
た
り
て
「
罪
障
の
凡
夫
、

浄
土
に
生
ま
る
べ
か
ら
ず
」
と
の
た
ま
う
と
も

こ
れ
を
信
ず
べ
か
ら
ず
。
故
い
か
ん
と
な
れ
ば

菩
薩
は
仏
の
弟
子
な
り
、
も
し
ま
こ
と
に
こ
れ

菩
薩
な
ら
ば
仏
説
を
背
く
べ
か
ら
ず
。
し
か
る

に
す
で
に
仏
説
に
違
い
て
往
生
を
得
ず
と
の
た

ま
う
、
ま
こ
と
の
菩
薩
に
あ
ら
ず
。

ま
た
仏
は
こ
れ
同
体
の
大
悲
な
り
、
ま
こ
と

に
仏
な
ら
ば
釈
迦
の
説
に
違
う
べ
か
ら
ず
。

し
か
れ
ば
す
な
わ
ち
『
阿
弥
陀
経
』
に
「
一

日
七
日
、
弥
陀
の
名
号
を
念
じ
て
必
ず
生
ま
る

る
こ
と
を
得
」
と
説
け
り
。
こ
れ
を
六
方
恒
沙

の
諸
仏
、
釈
迦
仏
に
同
じ
く
こ
れ
を
証
誠
し
た

ま
え
り
。

し
か
る
に
い
ま
釈
迦
の
説
を
背
き
て
往
生
せ

ず
と
い
う
。
か
る
が
故
に
知
り
ぬ
、
ま
こ
と
の

ひ
と
り
は
、
今
現
に
御
仏
の
言
葉
を
信
じ
て
、
深
く
浄
土
を
欣
い
求
め
て
い
る

の
で
す
。

た
と
え
諸
仏
や
菩
薩
が
や
っ
て
来
て
、「
悪
し
き
行
い
を
犯
し
て
き
た
凡
夫

は
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
」
と
仰
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
言
葉

を
信
じ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
ま
ず
菩
薩
は
仏
の
弟
子
で
す
。

も
し
本
当
に
こ
の
者
が
菩
薩
で
あ
る
な
ら
ば
、
仏
の
説
か
れ
た
教
え
に
背
く
は

ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
に
仏
の
教
え
に
違
え
て
、「
往
生

す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
」
と
仰
る
な
ら
ば
、
本
物
の
菩
薩
で
は
な
い
と
う
こ

と
で
す
。

ま
た
す
べ
て
の
仏
は
同
じ
大
慈
悲
の
心
を
具
え
て
い
ま
す
。
も
し
本
当
に
こ

の
者
が
仏
で
あ
る
な
ら
ば
、
釈
尊
の
教
え
に
違
う
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、『
阿
弥
陀
経
』
に
は
、「
あ
る
い
は
一
日
で
あ
っ
て
も
、
も
し
く

は
七
日
で
あ
っ
て
も
、
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
た
な
ら
ば
、
必
ず
往
生
す
る

こ
と
が
で
き
る
」

（
（3
（

と
説
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

世
界
に
お
ら
れ
る
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
数
ほ
ど
多
く
の
諸
仏
が
、
釈
尊
と
同
じ

よ
う
に
こ
の
こ
と
を
真
実
で
あ
る
と
証
明
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
に
な
っ
て
釈
尊
の
説
示
に
背
い
て
、「（
悪
し
き

行
い
を
犯
し
て
き
た
凡
夫
は
念
仏
を
称
え
た
だ
け
で
は
）
往
生
で
き
な
い
」
な



88

仏
に
あ
ら
ず
、
こ
れ
天
魔
の
変
化
な
り
。
こ
の

義
を
も
て
の
故
に
仏
菩
薩
の
説
な
り
と
も
信
ず

べ
か
ら
ず
。
い
か
に
い
わ
ん
や
余
説
を
や
。

汝
が
執し

ゅ
う

す
る
と
こ
ろ
の
大
小
殊
な
り
と
い
え

ど
も
み
な
仏
果
を
期
す
る
穢
土
の
修
行
、
聖
道

門
の
心
な
り
。
我
ら
が
修
す
る
と
こ
ろ
は
正
雑

不
同
な
れ
ど
も
と
も
に
極
楽
を
欣
う
往
生
の
行

業
は
浄
土
門
の
心
な
り
。

聖
道
門
は
こ
れ
汝
が
有
縁
の
行
、
浄
土
門
と

い
う
は
我
ら
が
有
縁
の
行
、
こ
れ
を
も
て
か
れ

を
難
ず
べ
か
ら
ず
、
か
れ
を
も
て
こ
れ
を
難
ず

べ
か
ら
ず
。
か
く
の
ご
と
く
信
ず
る
も
の
を
ば

就
人
立
信
と
名
づ
く
。

次
に
行
に
就
き
て
信
を
立
つ
と
い
う
は
、
往

生
極
楽
の
行
区ま

ち
ま
ち区

な
り
と
い
え
ど
も
二
種
を
ば

ど
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
う
し
た
物
言
い
は
釈
尊
の
説
示
に
背
い
て
い
る

の
で
す
か
ら
、
彼
等
は
本
当
の
仏
で
は
な
く
、
天
界
の
魔
王

（
（3
（

が
人
々
を
惑
わ

せ
る
た
め
に
仏
の
姿
を
現
出
さ
せ
た
に
過
ぎ
な
い
と
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
こ
の
よ
う
な
道
理
が
あ
る
の
で
、
一
見
、
仏
や
菩
薩
の
説
示
に
思
え
て
も

容
易
に
信
じ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。
ま
し
て
や
他
の
人
師
に
よ
る
説
示
に

至
っ
て
は
な
お
さ
ら
で
す
。

あ
な
た
達
が
こ
だ
わ
っ
て
い
る
教
え
は
大
乗
・
小
乗
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、

み
な
成
仏
を
目
指
し
て
、
こ
の
穢
れ
た
世
界
で
行
を
修
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
が
聖
道
門
の
心
と
い
え
ま
す
。
私
達
が
修
め
て
い
る
教
え
は
正
行
・
雑

行
（
（3
（

の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
共
に
極
楽
を
欣
っ
て
、
往
生
を
目
指
す
行
を
修

め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
浄
土
門
の
心
と
い
え
ま
す
。

聖
道
門
は
あ
な
た
達
に
と
っ
て
縁
の
あ
る
行
で
、
浄
土
門
は
私
達
に
と
っ
て

縁
の
あ
る
行
で
す
。
こ
ち
ら
の
教
え
に
よ
っ
て
そ
ち
ら
の
教
え
を
非
難
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
し
、
そ
ち
ら
の
教
え
に
よ
っ
て
こ
ち
ら
の
教
え
を
非
難
し
て
も
い

け
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
信
じ
る
こ
と
を
、「
さ
ま
ざ
ま
な
人
徳
を
見
き
わ
め

て
信
心
を
確
立
す
る
こ
と
（
就
人
立
信
）」
と
名
付
け
る
の
で
す
。

次
に「
そ
れ
ぞ
れ
の
行
が
持
つ
性
格
を
見
定
め
て
信
心
を
確
立
す
る
こ
と（
就

行
立
信
）」
と
い
う
の
は
、
極
楽
に
往
生
す
る
た
め
の
行
は
さ
ま
ざ
ま
あ
る
と
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出
ず
。
一
つ
に
は
正
行
、
二
つ
に
は
雑
行
な
り
。

正
行
と
い
う
は
阿
弥
陀
仏
に
お
き
て
親
し
き

行
な
り
。
雑
行
と
い
う
は
阿
弥
陀
仏
に
お
き
て

疎
き
行
な
り
。
ま
ず
正
行
と
い
う
は
こ
れ
に
つ

き
て
五
つ
あ
り
。
一
つ
に
は
い
わ
く
読
誦
、
い

わ
ゆ
る
三
部
経
を
読
む
な
り
。
二
つ
に
は
観か

ん

察ざ
つ

、

い
わ
ゆ
る
極
楽
の
依
正
を
観
ず
る
な
り
。
三
つ

に
は
礼
拝
、
い
わ
ゆ
る
阿
弥
陀
仏
を
礼
拝
す
る

な
り
。
四
つ
に
は
称
名
、
い
わ
ゆ
る
弥
陀
の
名

号
を
称
す
る
な
り
。
五
つ
に
は
讃
歎
供
養
、
い

わ
ゆ
る
阿
弥
陀
仏
を
讃
歎
し
供
養
す
る
な
り
。

こ
の
五
つ
を
も
て
合
わ
せ
て
二
つ
と
す
。
一

つ
に
は
、
一
心
に
専
ら
弥
陀
の
名
号
を
念
じ
て

行
住
坐
臥
に
時
節
の
久
近
を
問
わ
ず
、
念
念
に

捨
て
ざ
る
、
こ
れ
を
正
定
業
と
名
づ
く
、
か
の

仏
の
願
に
順
ず
る
が
故
に
。
二
つ
に
は
前
の
五

つ
が
中
の
称
名
の
外
の
礼
拝
読
誦
等
を
み
な
助

業
と
名
づ
く
。

は
い
え
、
二
種
に
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。
一
つ
に
は
正
行
、
二
つ
に
は
雑
行
で
す
。

正
行
と
は
阿
弥
陀
仏
と
の
関
係
が
親
し
い
行
で
あ
り
、
雑
行
と
は
阿
弥
陀
仏

と
の
関
係
が
疎
遠
な
行
で
す
。
ま
ず
、
正
行
に
は
五
種
あ
り
ま
す
。
一
つ
に
は

読
誦
正
行
、
す
な
わ
ち
『
無
量
寿
経
』『
観
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』
の
「
浄

土
三
部
経
」
を
読
誦
す
る
こ
と
で
す
。
二
つ
に
は
観
察
正
行
、
す
な
わ
ち
極
楽

浄
土
の
あ
り
さ
ま
や
阿
弥
陀
仏
の
お
姿
を
心
を
静
め
て
想
い
描
く
こ
と
で
す
。

三
つ
に
は
礼
拝
正
行
、
す
な
わ
ち
阿
弥
陀
仏
を
礼
拝
す
る
こ
と
で
す
。
四
つ
に

は
称
名
正
行
、
す
な
わ
ち
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
る
こ
と
で
す
。
五
つ
に
は

讃
歎
供
養
正
行
、
す
な
わ
ち
阿
弥
陀
仏
を
讃
歎
し
て
供
養
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
五
種
の
正
行
は
次
の
二
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
つ
に

は
、
た
だ
ひ
た
す
ら
心
か
ら
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
て
、
歩
い
て
い
る
時
も
、

止
ま
っ
て
い
る
時
も
、
座
っ
て
い
る
時
も
、
横
に
な
っ
て
い
る
時
も
、
時
間
の

長
短
に
か
か
わ
ら
ず
絶
え
間
な
く
続
け
る
こ
と
（
第
四
の
称
名
正
行
）、
こ
れ

を
正
定
業
と
名
付
け
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
阿
弥
陀
仏
の
第
十
八
・
念
仏

往
生
の
願
に
適
っ
た
行
で
あ
る
か
ら
で
す
。
二
つ
に
は
、
こ
れ
以
外
の
礼
拝
や

読
誦
な
ど
の
正
行
を
み
な
助
業
と
名
付
け
ま
す
。
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次
に
雑
行
と
い
う
は
前さ

き
の
五
種
の
正
助
二
業

を
除
き
て
已い

外げ

の
諸
の
読
誦
大
乗・発
菩
提
心・

持
戒
・
勧
進
等
の
一
切
の
行
な
り
。

こ
の
正
助
二
行
に
つ
き
て
五
種
の
得
失
あ
り
。

一
つ
に
は
親
疎
対
、
い
わ
ゆ
る
正
行
は
阿
弥
陀

仏
に
親
し
く
雑
行
は
疎
く
、
二
つ
に
は
近ご

ん

遠の
ん

対
、

い
わ
ゆ
る
正
行
は
阿
弥
陀
仏
に
近
く
雑
行
は
阿

弥
陀
仏
に
遠
し
、
三
つ
に
は
有
間
無
間
対
、
い

わ
ゆ
る
正
行
は
念お

も
い

を
係か

く
る
に
無
間
な
り
、
雑

行
は
念
を
係
く
る
に
間
断
あ
り
、
四
つ
に
は
廻

向
不
廻
向
対
、
い
わ
ゆ
る
正
行
は
廻
向
を
用
い

ざ
れ
ど
も
お
の
ず
か
ら
往
生
の
業
と
な
る
、
雑

行
は
廻
向
せ
ざ
る
時
は
往
生
の
業
と
な
ら
ず
。

五
つ
に
は
純
雑
対
、
い
わ
ゆ
る
正
行
は
純
極
楽

の
業
な
り
、
雑
行
は
し
か
ら
ず
、
十
方
の
浄
土

乃
至
人
天
の
業
な
り
。
か
く
の
ご
と
き
信
ず
る

を
就
行
立
信
と
名
づ
く
。

次
に
雑
行
と
は
、
今
述
べ
た
五
種
の
正
行
（
正
定
業
と
助
業
）
以
外
の
、
さ

ま
ざ
ま
な
大
乗
経
典
を
読
誦
し
た
り
、
さ
と
り
を
目
指
す
心
を
発
し
た
り
、
戒

律
を
守
っ
た
り
、
人
々
に
さ
ま
ざ
ま
な
行
を
勧
め
る
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
行
の
こ

と
で
す
。

こ
れ
ら
五
種
の
正
行
と
そ
れ
以
外
の
雑
行
に
は
五
組
の
利
点
と
欠
点
（
五
番

相
対
）
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
に
は
親
疎
対
、
す
な
わ
ち
正
行
を
修
め
る
者
は
阿

弥
陀
仏
と
親
密
と
な
る
の
に
対
し
、
雑
行
を
修
め
る
者
は
阿
弥
陀
仏
と
疎
遠
と

な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
二
つ
に
は
近
遠
対
、
す
な
わ
ち
正
行
を
修
め
る
者
は

阿
弥
陀
仏
が
い
つ
も
近
く
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
に
対
し
、
雑
行
を
修
め
る
者
は

遠
く
離
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
三
つ
に
は
無
間
有
間
対

（
（3
（

、
す
な
わ
ち

正
行
を
修
め
る
者
は
阿
弥
陀
仏
に
寄
せ
る
思
い
に
絶
え
間
が
な
い
（
無
間
）
の

に
対
し
、
雑
行
を
修
め
る
者
は
そ
の
思
い
が
途
切
れ
が
ち
に
な
る
（
有
間
）
と

い
う
こ
と
で
す
。
四
つ
に
は
不
回
向
回
向
対

（
（3
（

、
す
な
わ
ち
正
行
を
修
め
れ
ば
、

そ
れ
を
こ
と
さ
ら
に
振
り
向
け
な
く
と
も
そ
れ
自
体
が
往
生
の
業
で
あ
る
（
不

回
向
）
の
に
対
し
、
雑
行
は
往
生
の
た
め
に
振
り
向
け
な
け
れ
ば
往
生
の
業
と

は
な
ら
な
い
（
回
向
）
と
い
う
こ
と
で
す
。
五
つ
に
は
純
雑
対
、
す
な
わ
ち
正

行
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
た
め
の
純
粋
な
行
で
あ
る
の
に
対

し
、
雑
行
は
そ
う
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
浄
土
や
人
間
界
、
天
界
な
ど
種
々
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三
つ
に
廻
向
発
願
心
と
い
う
は
過
去
及
び
今

生
の
身
口
意
業
に
修
す
る
と
こ
ろ
の
一
切
の
善

根
を
真
実
の
心
を
も
て
極
楽
に
廻
向
し
て
往
生

を
欣
求
す
る
な
り
。
こ
れ
を
廻
向
発
願
心
と
名

づ
く
。

こ
の
三
心
を
具
し
ぬ
れ
ば
必
ず
往
生
す
る
な

り
。七

箇
条
の
起
請
文　
第
六

お
よ
そ
往
生
浄
土
の
人
の
要
法
は
多
し
と
い

え
ど
も
浄
土
宗
の
大
事
は
三
心
の
法
門
に
あ
る

な
り
。
も
し
三
心
を
具
せ
ざ
る
者
は
日
夜
十
二

時
に
頭こ

う
べ

の
火
を
払
う
が
ご
と
く
に
す
れ
ど
も
遂

に
往
生
を
得
ず
と
い
え
り
。
極
楽
を
欣
わ
ん
人

は
い
か
に
も
し
て
三
心
の
様
を
心
得
て
念
仏
す

雑
多
な
世
界
に
赴
く
た
め
の
行
な
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
信
じ
る
の
を
「
そ
れ

ぞ
れ
の
行
が
持
つ
性
格
を
見
定
め
て
信
心
を
確
立
す
る
こ
と
（
就
行
立
信
）」

と
い
う
の
で
す
。

第
三
に
回
向
発
願
心
と
は
、
遥
か
遠
い
過
去
か
ら
今
現
在
に
至
る
ま
で
、
自

分
が
身
や
言
葉
や
心
で
修
め
て
き
た
善
行
の
功
徳
や
他
人
が
修
め
て
き
た
善
行

に
随
喜
し
た
功
徳
、
そ
れ
ら
一
切
の
功
徳
を
嘘
偽
り
の
な
い
真
実
の
心
で
極
楽

に
振
り
向
け
て
往
生
し
よ
う
と
欣
い
求
め
る
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
心
を
回
向

発
願
心
と
名
付
け
ま
す
。

こ
れ
ら
の
三
心
を
具
え
た
な
ら
ば
阿
弥
陀
仏
が
ま
し
ま
す
極
楽
浄
土
へ
と
必

ず
往
生
が
叶
う
の
で
す
。

七
箇
条
の
起
請
文　
第
六
篇

概
し
て
浄
土
往
生
を
願
う
人
に
と
っ
て
肝
要
な
教
え
は
多
い
も
の
で
す
が
、

浄
土
宗
に
お
い
て
最
も
大
切
な
こ
と
は
三
心
の
教
え
で
す
。
も
し
、
三
心
を
具

え
て
い
な
い
者
が
、
昼
と
な
く
夜
と
な
く
一
日
中
、
頭
に
付
い
た
火
の
粉
を
振

り
払
う
よ
う
に
努
め
た
と
し
て
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
往
生
を
得
ら
れ
な
い
と
善

導
大
師
は
述
べ
て
い
ま
す
。
極
楽
往
生
を
願
う
人
は
、
ぜ
ひ
と
も
三
心
の
様
相

を
心
得
て
お
念
仏
を
称
え
る
べ
き
で
す
。
三
心
と
は
、
一
つ
に
は
至
誠
心
、
二
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べ
き
な
り
。三
心
と
い
う
は
、一
つ
に
は
至
誠
心
、

二
つ
に
は
深
心
、
三
つ
に
は
廻
向
発
願
心
な
り
。

ま
ず
至
誠
心
と
い
う
は
、
大
師
釈
し
て
の
た

ま
わ
く
「
至
と
い
う
は
真
な
り
、
誠
と
い
う
は

実
な
り
」
と
い
え
り
。
た
だ
真
実
心
を
至
誠
心

と
善
導
は
仰
せ
ら
れ
た
る
な
り
。
真
実
と
い
う

は
諸
の
虚
仮
の
心
の
な
き
を
い
う
な
り
。
虚
仮

と
い
う
は
貪
瞋
等
の
煩
悩
を
起
し
て
正
念
を
失

う
を
虚
仮
心
と
釈
す
る
な
り
。

す
べ
て
諸
の
煩
悩
の
起
る
事
は
源

み
な
も
と

貪
瞋
を

母
と
し
て
出
生
す
る
な
り
。
貪
と
い
う
に
つ
い

て
喜
足
小
欲
の
貪
あ
り
、
不
喜
足
大
欲
の
貪
あ

り
。今

浄
土
宗
に
制
す
る
と
こ
ろ
は
不
喜
足
大
欲

の
貪
煩
悩
な
り
。
ま
ず
行
者
か
よ
う
の
道
理
を

心
得
て
念
仏
す
べ
き
な
り
。
こ
れ
が
真
実
の
念

仏
に
て
あ
る
な
り
。
喜
足
小
欲
の
貪
は
苦
し
か

ら
ず
。

つ
に
は
深
心
、
三
つ
に
は
回
向
発
願
心
で
す
。

ま
ず
至
誠
心
に
つ
い
て
、
善
導
大
師
が
解
釈
し
て
仰
る
に
は
「
至
と
は
真
の

こ
と
で
あ
り
、
誠
と
は
実
の
こ
と
で
あ
る
」

（
（3
（

と
お
示
し
で
す
。
こ
の
よ
う
に
善

導
大
師
は
、
端
的
に
真
実
心
を
至
誠
心
と
仰
せ
で
す
。
真
実
と
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
嘘
偽
り
（
虚
仮
）
の
心
の
な
い
こ
と
を
言
う
の
で
す
。
嘘
偽
り
と
は
、
貪
り

や
瞋
り
等
の
煩
悩
が
起
こ
っ
て
正
し
い
心
を
失
っ
て
し
ま
う
状
態
を
い
い
、
こ

れ
を
虚
仮
心
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
す
。

お
よ
そ
す
べ
て
の
煩
悩
は
、
貪む

さ
ぼ

り
や
瞋い

か
り
を
そ
も
そ
も
の
源
と
し
て
生
ま
れ

出
る
も
の
で
す
。
貪
り
に
は
、
一
定
程
度
満
た
さ
れ
て
い
る
状
況
に
対
し
て
、

足
り
て
い
る
こ
と
を
喜
ぶ
小
欲
の
貪
り
と
、
常
に
不
足
を
訴
え
て
し
ま
う
大
欲

の
貪
り
が
あ
り
ま
す
。

今
、
浄
土
宗
で
制
止
す
る
の
は
、
常
に
不
足
を
訴
え
る
大
欲
の
貪
り
の
煩
悩

で
す
。
ま
ず
も
っ
て
念
仏
の
行
者
は
、
貪
り
に
は
大
欲
と
小
欲
が
あ
り
、
浄
土

宗
で
は
こ
の
よ
う
に
大
欲
を
戒
め
て
い
る
と
い
う
道
理
を
心
得
て
お
念
仏
す
べ

き
で
す
。
こ
れ
が
真
実

（
（3
（

心
を
具
え
た
お
念
仏
で
す
。
足
り
て
い
る
こ
と
を
喜

ぶ
小
欲
の
貪
り
は
、
念
仏
生
活
に
差
し
障
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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瞋
煩
悩
も
敬き

ょ
う

上じ
ょ
う

慈じ

下げ

の
心
を
破
ら
ず
し
て
道

理
を
心
得
解ほ

ど
く
な
り
。

痴
煩
悩
と
い
う
は
愚
か
な
る
心
な
り
。
こ
の

心
を
賢
く
な
す
べ
き
な
り
。
ま
ず
生
死
を
厭
い

浄
土
を
欣
い
て
往
生
を
大
事
と
営
み
て
諸
の
家

業
を
事
と
せ
ざ
れ
ば
痴
煩
悩
な
き
な
り
。
少
少

の
痴
は
往
生
の
障
に
は
な
ら
ず
。

こ
れ
程
心
得
つ
れ
ば
貪
瞋
等
の
虚
仮
の
心
は

失
せ
て
真
実
心
は
易
く
起
る
な
り
。
こ
れ
を
浄

土
の
菩
提
心
と
い
う
な
り
。
詮
ず
る
と
こ
ろ
生

死
の
報
を
軽
し
め
念
仏
の
一
行
を
励
む
が
故
に

真
実
心
と
は
い
う
な
り
。

二
つ
に
深
心
と
い
う
は
深
く
念
仏
を
信
ず
る

心
な
り
。
深
く
念
仏
を
信
ず
と
い
う
は
余
行
な

く
一
向
に
念
仏
に
な
る
な
り
。
も
し
余
行
を
兼

ぬ
れ
ば
深
心
少か

け
た
る
行
者
と
い
う
な
り
。

ま
た
瞋
り
の
煩
悩
に
つ
い
て
も
、
上
の
者
を
敬
い
下
の
者
を
慈
し
む
心
を
失

わ
な
い
な
ど
、
誰
に
で
も
隔
て
な
く
思
い
や
り
の
心
を
向
け
る
と
い
う
道
理
を

心
得
て
振
る
舞
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

愚
痴
の
煩
悩
と
は
、
愚
か
な
心
の
こ
と
で
す
。
こ
の
愚
か
な
心
を
賢
く
す
べ

き
で
す
。
つ
ま
り
、
ま
ず
生
き
死
に
を
繰
り
返
す
輪
廻
の
世
界
を
厭
い
浄
土
を

欣
っ
て
、
往
生
を
人
生
の
一
大
事
と
受
け
と
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
業
に
か
か

り
き
り
に
な
ら
ず

（
（3
（

に
お
念
仏
を
相
続
す
る
な
ら
ば
、
愚
痴
の
煩
悩
は
な
い
も

同
然
な
の
で
す
。
少
し
ば
か
り
の
愚
痴
の
煩
悩
は
往
生
の
障
り
に
は
な
り
ま
せ

ん
。こ

う
し
た
こ
と
を
心
得
れ
ば
、
貪
り
や
瞋
り
等
の
嘘
偽
り
の
心
は
消
え
失
せ
、

真
実
心
は
た
や
す
く
起
こ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
を
浄
土
宗
の
菩
提
心
と
い
う
の

で
す
。
要
す
る
に
、
生
き
死
に
を
繰
り
返
す
よ
う
な
世
俗
の
営
み
を
お
念
仏
よ

り
も
重
く
受
け
と
め
る
こ
と
な
く
、
お
念
仏
の
一
行
に
努
め
励
む
故
に
真
実
心

と
い
う
の
で
す
。

第
二
に
深
心
と
は
、
お
念
仏
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
こ
と
を
深
く
信
じ
る
心
で

す
。
お
念
仏
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
こ
と
を
深
く
信
じ
る
と
い
う
の
は
、
他
の
行

に
は
目
も
く
れ
ず
、
た
だ
ひ
た
す
ら
お
念
仏
を
称
え
る
身
と
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
も
し
他
の
行
も
兼
ね
合
わ
せ
て
修
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
深
心
が
欠
け
た
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詮
ず
る
と
こ
ろ
釈
迦
の
浄
土
三
部
経
は
偏
に

念
仏
の
一
行
を
説
く
と
心
得
、
弥
陀
の
四
十
八

願
は
称
名
の
一
行
を
本
願
と
す
と
心
得
て
、
二ふ

た

心ご
こ
ろ

な
く
念
仏
す
る
を
深
心
具
足
と
い
う
な
り
。

三
つ
に
廻
向
発
願
心
と
い
う
は
無
始
よ
り
こ

の
か
た
の
所
作
の
諸
の
善
根
を
偏
に
往
生
極
楽

と
祈
る
な
り
。
ま
た
常
に
退
す
る
事
な
く
念
仏

す
る
を
廻
向
発
願
心
と
い
う
な
り
。
こ
れ
は
恵

心
の
御
義
な
り
。
こ
の
心
な
ら
ば
至
誠
心
・
深

心
具
足
し
て
の
上
に
常
に
念
仏
の
数
遍
を
す
べ

し
。
も
し
念
仏
退
転
せ
ば
廻
向
発
願
心
少か

け
た

る
者
な
り
。

浄
土
宗
の
人
は
三
心
の
様
を
よ
く
よ
く
心
得

て
念
仏
す
べ
き
な
り
。
三
心
の
中
に
一
つ
も
少か

け
な
ば
往
生
は
叶
う
ま
じ
き
な
り
。
三
心
具
足

し
ぬ
れ
ば
往
生
は
無
下
に
易
く
な
る
な
り
。

す
べ
て
我
ら
が
輪
廻
生
死
の
振
る
舞
い
は
た

行
者
と
い
う
の
で
す
。

要
す
る
に
釈
尊
は
「
浄
土
三
部
経
」
に
お
い
て
、
も
っ
ぱ
ら
お
念
仏
一
行
で

救
わ
れ
る
と
説
き
示
し
、
阿
弥
陀
仏
は
四
十
八
願
に
お
い
て
、
称
名
念
仏
の
一

行
を
浄
土
往
生
の
本
願
行
に
誓
わ
れ
て
い
る
、
と
心
得
て
、
二
心
な
く
お
念
仏

を
称
え
る
さ
ま
を
深
心
が
具
わ
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。

第
三
に
回
向
発
願
心
と
は
、
遙
か
な
過
去
か
ら
、
ま
が
り
な
り
に
も
積
み
重

ね
て
き
た
諸
々
の
善
根
を
極
楽
に
振
り
向
け
て
、
ひ
た
す
ら
浄
土
往
生
を
叶
え

た
い
と
祈
る
心
で
す
。
ま
た
、
決
し
て
退
く
こ
と
な
く
お
念
仏
を
相
続
す
る
姿

を
回
向
発
願
心
が
具
わ
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。
こ
れ
は
恵
心
僧
都
源
信
の

ご
解
釈
で
す
。
こ
の
回
向
発
願
心
が
具
わ
っ
た
な
ら
ば
、
至
誠
心
と
深
心
を
具

え
た
上
に
、
終
生
お
念
仏
を
称
え
続
け
る
べ
き
な
の
で
す
。
も
し
お
念
仏
が
相

続
さ
れ
な
く
な
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
回
向
発
願
心
が
欠
け
て
し
ま
っ
た
者
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

浄
土
宗
の
教
え
を
信
じ
る
人
は
、
三
心
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
よ
く
よ
く
心

得
て
お
念
仏
す
べ
き
で
す
。
三
心
の
う
ち
、
一
つ
で
も
欠
け
て
し
ま
え
ば
往
生

は
決
し
て
叶
わ
な
い
の
で
す
。
三
心
を
具
え
た
な
ら
ば
、
浄
土
往
生
は
き
わ
め

て
た
や
す
く
叶
え
ら
れ
る
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
を
繰
り
返
し
て
き
た
私
達
の
す
べ
て
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だ
貪
瞋
痴
の
煩
悩
の
絆
に
よ
り
て
な
り
。
貪
瞋

痴
起
ら
ば
な
お
悪
趣
へ
行
く
べ
き
惑ま

ど
い

の
起
り
た

る
ぞ
と
心
得
て
こ
れ
を
止
む
べ
き
な
り
。

し
か
れ
ど
も
い
ま
だ
煩
悩
具
足
の
我
ら
な
れ

ば
、
か
く
は
心
得
た
れ
ど
も
常
に
煩
悩
は
起
る

な
り
。
起
れ
ど
も
煩
悩
を
ば
心
の
客ま

ろ
う
ど人

と
し
念

仏
を
ば
心
の
主あ

る
じ人

と
し
つ
れ
ば
強
ち
に
往
生
を

ば
障
え
ぬ
な
り
。
煩
悩
を
心
の
主
人
と
し
て
念

仏
を
心
の
客
人
と
す
る
事
は
雑
毒
虚
仮
の
善
に

て
往
生
に
は
嫌
わ
る
る
な
り
。

詮
ず
る
と
こ
ろ
前
念
・
後
念
の
間
に
は
煩
悩

を
交ま

じ
う
と
い
う
と
も
、
構
え
て
南
無
阿
弥
陀
仏

の
六
字
の
中
に
貪
等
の
煩
悩
を
起
す
ま
じ
き
な

り
。一

つ
、
我
は
阿
弥
陀
を
こ
そ
憑
み
た
れ
、
念

仏
を
こ
そ
信
じ
た
れ
と
て
、
諸
仏
菩
薩
の
悲
願

の
振
る
舞
い
は
、
た
だ
貪
り
や
瞋い

か
り
や
痴お

ろ
か
さ
と
い
う
煩
悩
の
束
縛
か
ら
も
た

ら
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
貪
り
や
瞋
り
や
痴
か
さ
が
起
こ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ

は
ま
た
も
悪
し
き
境
涯
に
生
ま
れ
変
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
煩
悩
が
沸
き
起
こ
っ

て
き
た
の
だ
と
心
得
て
、
こ
れ
を
抑
え
る
べ
き
な
の
で
す
。

そ
う
は
い
っ
て
も
、
い
ま
だ
に
煩
悩
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
私
達
な
の
で
、
こ

の
よ
う
に
心
得
た
と
し
て
も
、
常
に
煩
悩
が
沸
き
起
こ
っ
て
く
る
の
で
す
。
煩

悩
が
沸
き
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
私
達
の
心
の
中
に
入
り
込
ん
で
し

ま
っ
た
客
人
と
し
て
扱
い
、
お
念
仏
こ
そ
私
達
の
心
の
主
人
と
し
て
接
す
れ
ば
、

決
し
て
往
生
の
妨
げ
と
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
逆
に
煩
悩
を
私
達
の
心
の
主
人

と
し
て
接
し
、
お
念
仏
を
私
達
の
心
の
客
人
と
し
て
扱
っ
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
、

そ
れ
は
煩
悩
と
い
う
毒
が
入
り
混
じ
っ
た
偽
り
の
善
行
と
な
っ
て
し
ま
い
、
浄

土
往
生
と
い
う
功
徳
か
ら
嫌
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

結
局
、
前
に
称
え
た
お
念
仏
と
後
に
称
え
た
お
念
仏
の
間
に
煩
悩
を
交
え
て

し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
間
違
っ
て
も
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
六
字
の
名
号
を
称

え
る
中
に
は
、
貪
り
等
の
煩
悩
を
起
こ
し
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

一
つ
、「
私
は
阿
弥
陀
仏
を
こ
そ
頼
り
と
し
て
い
る
の
だ
、
お
念
仏
を
こ
そ

信
じ
て
い
る
の
だ
」
な
ど
と
言
い
放
っ
て
、
そ
の
他
の
多
く
の
御
仏
や
菩
薩
が
、
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を
軽
し
め
た
て
ま
つ
り
、『
法
華
』『
般
若
』
等

の
め
で
た
き
経
ど
も
を
悪わ

ろ
く
思
い
謗
る
事
は
ゆ

め
ゆ
め
あ
る
べ
か
ら
ず
。
万
の
仏
た
ち
を
謗
り

諸
の
聖
教
を
疑
い
謗
り
た
ら
ん
ず
る
罪
は
ま
ず

阿
弥
陀
の
御み

意こ
こ
ろ

に
契
う
ま
じ
け
れ
ば
念
仏
す
と

も
悲
願
に
漏
れ
ん
事
は
一
定
な
り
。

一
つ
、
罪
を
造
ら
じ
と
身
を
慎
ん
で
よ
か
ら

ん
と
す
る
は
阿
弥
陀
仏
の
願
を
軽
し
む
る
に
て

こ
そ
あ
れ
、
ま
た
念
仏
を
多
く
申
さ
ん
と
て
日

日
に
六
万
遍
な
ん
ど
を
繰
り
居
た
る
は
他
力
を

疑
う
に
て
こ
そ
あ
れ
と
い
う
事
の
多
く
聞
こ
ゆ

る
、
か
よ
う
の
僻
事
ゆ
め
ゆ
め
用
う
べ
か
ら
ず
。

ま
ず
い
ず
れ
の
と
こ
ろ
に
か
阿
弥
陀
は
罪
造

れ
と
勧
め
た
ま
い
け
る
。
偏
に
我
が
身
に
悪
を

慈
悲
に
基
づ
い
て
お
立
て
に
な
っ
た
誓
願
を
軽
視
し
て
し
ま
っ
た
り
、『
法
華

経
』
や
『
般
若
経
』
な
ど
数
多
く
の
尊
い
経
典
を
毛
嫌
い
し
て
謗
り
非
難
す
る

よ
う
な
こ
と
が
決
し
て
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
幾
万
に
も
ま
し
ま
す
多
く
の

御
仏
を
謗
り
、
諸
々
の
尊
い
経
典
が
説
示
す
る
教
え
を
疑
っ
て
謗
っ
て
し
ま
う

よ
う
な
罪
は
、
ま
ず
も
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
御
心
に
沿
う
も
の
で
は
決
し
て
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
ど
れ
ほ
ど
お
念
仏
を
称
え
た
と
し
て
も
、
す
べ
て
の
衆
生
を
救

お
う
と
い
う
阿
弥
陀
仏
の
大
慈
悲
に
基
づ
く
誓
願
か
ら
漏
れ
落
ち
て
し
ま
う
こ

と
に
な
る
の
は
疑
い
の
な
い
こ
と
で
す
。

一
つ
、「『
罪
を
犯
さ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
』
な
ど
と
わ
が
身
の
振
る
舞
い
を

慎
ん
で
そ
れ
を
良
し
と
す
る
の
は
、
罪
を
犯
し
た
者
も
漏
れ
な
く
救
い
摂
る
と

い
う
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
軽
ん
じ
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
、
ま
た
『
お
念

仏
を
多
く
称
え
よ
う
』
な
ど
と
い
っ
て
、
毎
日
六
万
遍
も
の
お
念
仏
を
数
珠
で

繰
っ
て
称
え
て
い
る
の
は
、
わ
ず
か
一
遍
や
十
遍
の
お
念
仏
を
称
え
た
者
に
至

る
ま
で
漏
れ
な
く
救
い
摂
る
と
い
う
阿
弥
陀
仏
の
お
力
を
疑
う
こ
と
に
他
な
ら

な
い
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
事
が
私
の
耳
に
数
多
く
聞
こ
え
て
き
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
誤
っ
た
理
解
を
決
し
て
用
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ま
ず
、
い
か
な
る
仏
典
に
、
阿
弥
陀
仏
が
「
罪
を
造
り
な
さ
い
」
と
お
勧
め

に
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
、
そ
ん
な
箇
所
は
ど
こ
に
も
あ
り
ま
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も
止
め
得
ず
、
罪
の
み
造
り
居い

た
る
ま
ま
に
、

か
か
る
行
方
ほ
と
り
も
な
き
虚
言
を
企た

く
み
出い

だ
し

て
、
物
も
知
ら
ぬ
男
女
の
輩
を
賺す

か
し
ほ
ら
か
し

て
、
罪
業
を
勧
め
煩
悩
を
起
さ
し
む
る
事
、
か

え
す
が
え
す
天
魔
の
類
な
り
、
外
道
の
仕
業
な

り
、
往
生
極
楽
の
仇あ

だ

敵か
た
き

な
り
と
思
う
べ
し
。

ま
た
念
仏
の
数
を
多
く
申
す
者
を
自
力
を
励

む
と
い
う
事
、
こ
れ
ま
た
物
も
覚
え
ず
浅
ま
し

き
僻
事
な
り
。
た
だ
一
念
・
二
念
を
称
う
と
も

自
力
の
心
な
ら
ん
人
は
自
力
の
念
仏
と
す
べ
し
。

千
遍
・
万
遍
を
称
う
と
も
百
日
・
千
日
夜
昼
励

み
積
む
と
も
、
偏
に
願
力
を
憑
み
他
力
を
仰
ぎ

た
ら
ん
人
の
念
仏
は
、
声
声
念
念
し
か
し
な
が

ら
他
力
の
念
仏
に
て
あ
る
べ
し
。

せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
言
い
放
っ
て
い
る
人
々
は
、
ま
っ
た
く
自
身
の
悪
行
を
と

ど
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
罪
ば
か
り
を
作
り
続
け
て
、
そ
の
結
果
が
ど
の
よ
う

な
事
態
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
か
も
分
か
ら
な
い
よ
う
な
嘘
偽
り
の
言
葉

を
た
く
ら
み
作
り
出
し
て
、
仏
の
教
え
の
一
節
さ
え
も
知
り
得
な
い
よ
う
な

人
々
を
だ
ま
し
貶お

と
し

め
て
、
罪
を
犯
す
こ
と
を
勧
め
、
か
え
っ
て
煩
悩
を
沸
き
起

こ
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
事
は
、
つ
く
づ
く
天
界
の
魔
王
と
同
類
で
あ
り
、

邪
な
教
え
を
説
く
外
道
の
仕
業
で
あ
り
、
極
楽
へ
の
往
生
を
目
指
す
者
に
と
っ

て
は
仇
敵
で
あ
る
と
思
う
べ
き
で
す
。

ま
た
、
お
念
仏
の
数
を
多
く
称
え
る
者
に
対
し
て
「
あ
な
た
た
ち
は
、
自
身

の
力
で
浄
土
往
生
を
遂
げ
る
の
だ
と
い
う
自
力
の
念
仏
に
精
を
出
す
者
で
あ
り
、

阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
疑
っ
て
い
る
者
だ
」
な
ど
と
言
い
放
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
同
様
に
御
仏
の
教
え
の
道
理
を
わ
き
ま
え
な
い
、

嘆
か
わ
し
い
誤
っ
た
物
言
い
で
す
。
わ
ず
か
一
遍
や
二
遍
の
お
念
仏
を
称
え
る

こ
と
で
十
分
だ
と
受
け
と
め
て
い
る
者
で
あ
っ
て
も
、
自
力
の
心
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
る
人
は
自
力
の
お
念
仏
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
方
、
幾
千
遍
・
幾

万
遍
も
の
お
念
仏
を
称
え
て
い
よ
う
と
も
、
百
日
間
・
千
日
間
も
の
間
、
昼
夜

を
問
わ
ず
お
念
仏
に
励
ん
で
、
そ
の
数
を
積
み
重
ね
よ
う
と
も
、
た
だ
ひ
と
え

に
本
願
を
頼
り
と
し
て
阿
弥
陀
仏
の
お
力
（
他
力
）
を
仰
ぎ
尊
ば
れ
る
人
の
お
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さ
れ
ば
三
心
を
起
し
た
る
人
の
念
仏
は
日
日

夜
夜
・
時
時
刻
刻
に
称
う
れ
ど
も
、
し
か
し
な

が
ら
願
力
を
仰
ぎ
他
力
を
憑
み
た
る
心
に
て
称

え
居
た
れ
ば
、
掛
け
て
も
触
れ
て
も
自
力
の
念

仏
と
は
い
う
べ
か
ら
ず
。

一
つ
、
三
心
と
申
す
事
は
知
り
た
る
人
の
念

仏
に
三
心
具
足
し
て
あ
ら
ん
事
は
左さ

う右
に
及
ば

ず
。
つ
や
つ
や
三
心
の
名
を
だ
に
も
知
ら
ぬ
無

智
の
輩
の
念
仏
に
は
よ
も
三
心
は
具
し
そ
う
ら

わ
じ
。
三
心
少か

け
ば
往
生
し
そ
う
ら
う
な
ん
や

と
申
す
事
極
め
た
る
不
審
に
て
そ
う
ら
え
ど
も
、

こ
れ
は
阿
弥
陀
仏
の
法
蔵
菩
薩
の
昔
、
五
劫
の

間
、
夜
昼
心
を
砕
き
て
案
じ
立
て
て
成
就
せ
さ

せ
た
ま
い
た
る
本
願
の
三
心
な
れ
ば
、
徒あ

だ
あ
だ徒

し

く
い
う
べ
き
事
に
あ
ら
ず
。

念
仏
は
、
ひ
と
声
ひ
と
声
、
一
遍
一
遍
の
お
念
仏
が
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
他
力

の
お
念
仏
と
な
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
三
心
を
具
え
た
人
の
お
念
仏
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、
時
々
刻
々

常
に
相
続
し
て
称
え
続
け
た
と
し
て
も
、
そ
の
ま
ま
で
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
お

力
を
仰
い
だ
、
他
力
を
頼
り
と
す
る
心
の
ま
ま
に
称
え
て
い
る
こ
と
と
な
る
の

で
、
絶
対
に
自
力
の
お
念
仏
と
は
言
わ
な
い
の
で
す
。

一
つ
、「
三
心
は
、
そ
れ
を
よ
く
理
解
し
て
い
る
人
が
称
え
る
お
念
仏
の
中

に
具
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
れ
こ
れ
と
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
っ
た
く

三
心
に
つ
い
て
理
解
せ
ず
、
そ
の
名
称
さ
え
知
ら
な
い
無
智
の
者
達
が
称
え
る

お
念
仏
の
中
に
は
間
違
っ
て
も
三
心
が
具
わ
る
こ
と
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
三
心

が
一
つ
で
も
欠
け
て
し
ま
え
ば
、
往
生
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」
な

ど
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
は
な
は
だ
し
い
誤
解
な
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
そ
も
そ
も
阿
弥
陀
仏
が
そ
の
前
身
で
あ
る
法
蔵
菩
薩
で
あ
っ
た
遙
か

昔
、
五
劫
と
い
う
と
て
つ
も
な
い
永
い
間
に
わ
た
り
、
昼
夜
を
問
わ
ず
心
を
砕

い
て
、
あ
れ
こ
れ
と
思
い
巡
ら
せ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
第
十
八
・
念
仏
往
生
願

の
中
に
定
め
ら
れ
た
三
心
で
す
か
ら
、
無
責
任
に
と
や
か
く
言
う
べ
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん

（
（4
（

。
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い
か
に
無
智
な
ら
ん
者
も
こ
れ
を
具
し
、
三

心
の
名
を
知
ら
ぬ
者
に
て
も
必
ず
空
に
具
せ
ん

ず
る
様よ

う
を
設つ

く
ら
せ
た
ま
い
た
る
三
心
な
れ
ば
、

阿
弥
陀
を
憑
み
た
て
ま
つ
り
て
少
し
も
疑
う
心

な
く
し
て
こ
の
名
号
を
称
う
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏

必
ず
我
を
迎
え
て
極
楽
に
往
か
せ
た
ま
う
と
聞

き
て
、
こ
れ
を
深
く
信
じ
て
少
し
も
疑
う
心
な

く
迎
え
さ
せ
た
ま
え
と
思
い
て
念
仏
す
れ
ば
、

こ
の
心
が
す
な
わ
ち
三
心
具
足
の
心
に
て
あ
れ

ば
、
た
だ
ひ
ら
に
信
じ
て
だ
に
も
念
仏
す
れ
ば

す
ず
ろ
に
三
心
は
あ
る
な
り
。

さ
れ
ば
こ
そ
世
に
浅
ま
し
き
一
文
不
通
の
輩

の
中
に
、
一
筋
に
念
仏
す
る
者
は
臨
終
正
念
に

し
て
め
で
た
き
往
生
ど
も
を
す
る
は
、
現
に
証

拠
験あ

ら
た

な
る
事
な
れ
ば
露つ

ゆ

塵ち
り

も
疑
う
べ
か
ら
ず
。

な
か
な
か
よ
く
も
知
ら
ぬ
三
心
沙
汰
し
て
悪
し

様
に
心
得
た
る
人
人
は
、
臨
終
の
悪わ

ろ
く
の
み
在あ

り
遇
い
た
る
は
そ
れ
に
て
誰た

れ
た
れ誰

も
心
得
べ
き
な

ど
れ
ほ
ど
無
智
な
者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
三
心
を
具
え
る
こ
と
が
で
き
、
三

心
の
名
称
さ
え
知
ら
な
い
者
で
あ
っ
た
と
し
て
も
必
ず
知
ら
ぬ
間
に
具
え
ら
れ

る
よ
う
に
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
下
さ
っ
た
三
心
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
阿
弥

陀
仏
の
救
い
を
頼
り
と
し
て
、
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
そ
れ
を
疑
う
心
を
発
す
こ

と
な
く
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
い
う
お
名
号
を
称
え
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
は
必

ず
こ
の
私
を
迎
え
に
来
て
、
極
楽
に
往
生
さ
せ
て
下
さ
る
こ
と
を
聞
い
て
、
こ

の
こ
と
を
深
く
信
じ
て
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
疑
い
の
心
を
発
す
こ
と
な
く
、
わ

が
身
を
お
迎
え
下
さ
い
と
思
っ
て
お
念
仏
を
称
え
れ
ば
、
こ
の
私
の
心
が
そ
の

ま
ま
三
心
を
具
え
た
心
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
た
だ
ひ
た
す

ら
阿
弥
陀
仏
の
救
い
を
信
じ
る
だ
け
で
も
、
お
念
仏
さ
え
称
え
て
い
れ
ば
、
自

ず
と
三
心
は
具
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
実
に
愚
か
で
仏
の
教
え
の
一
端
さ
え
理
解
の
及
ば

な
い
者
の
中
に
お
い
て
、
た
だ
ひ
た
す
ら
お
念
仏
を
称
え
た
者
が
、
命
終
え
る

時
に
臨
ん
で
心
が
乱
れ
る
こ
と
な
く
、
尊
く
往
生
を
遂
げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
現

に
そ
の
証
拠
が
明
ら
か
で
す
か
ら
、
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
疑
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
か
え
っ
て
、
し
っ
か
り
と
理
解
で
き
な
い
ま
ま
で
三
心
に
つ
い
て
あ
れ
こ

れ
と
論
じ
て
、
誤
っ
て
心
得
て
い
る
人
々
が
、
臨
終
の
様
子
が
悪
く
な
っ
て
天

界
の
魔
王
な
ど
に
遇
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
意
味
合
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り
。一

つ
、
時
時
別
時
の
念
仏
を
修
し
て
心
を
も

身
を
も
励
ま
し
調
え
進
む
べ
き
な
り
。
日に

ち
に
ち日

に

六
万
遍
を
申
せ
ば
、
七
万
遍
を
称
う
れ
ば
と
て

た
だ
あ
る
も
、
い
わ
れ
た
る
事
に
て
は
あ
れ
ど

も
、
人
の
心
様
は
い
た
く
目
も
慣
れ
耳
も
慣
れ

ぬ
れ
ば
、
い
そ
い
そ
と
進
む
心
も
な
く
、
明あ

け

暮く
れ

は
心
忙い

そ
が

し
き
様
に
て
の
み
疎
略
に
な
り
ゆ
く
な

り
。そ

の
心
を
矯た

め
直
さ
ん
料り

ょ
う

に
、
時
時
別
時
の

念
仏
は
す
べ
き
な
り
。
し
か
れ
ば
善
導
和
尚
も

慇
ろ
に
勧
め
た
ま
う
。
恵
心
の
『
往
生
要
集
』

に
も
勧
め
さ
せ
た
ま
い
た
る
な
り
。
道
場
を
も

引
き
繕
い
花
香
を
も
参
ら
せ
ん
事
、
殊
に
力
の

堪
え
ん
に
随
い
て
飾
り
参
ら
せ
て
、
我
が
身
を

も
殊
に
浄
め
て
道
場
に
入
り
て
、
あ
る
い
は
三

時
あ
る
い
は
六
時
な
ん
ど
に
念
仏
す
べ
し
。
も

い
か
ら
で
あ
る
と
誰
も
が
心
得
る
べ
き
で
す
。

一
つ
、
時
折
、
別
時
念
仏

（
（4
（

を
勤
め
て
、
私
達
の
心
と
身
体
を
励
ま
し
調
え

て
精
進
す
べ
き
で
す
。「
毎
日
六
万
遍
の
お
念
仏
を
称
え
て
い
る
の
で･･･

」、

あ
る
い
は
、「
七
万
遍
の
お
念
仏
を
称
え
た
の
で･･･

」
な
ど
と
言
っ
て
、
そ
れ

を
よ
し
と
し
て
い
る
の
は
、
も
っ
と
も
な
こ
と
の
よ
う
で
す
が
、
凡
夫
の
心
の

あ
り
さ
ま
は
実
に
い
い
加
減
で
、
見
慣
れ
聞
き
慣
れ
て
い
る
内
に
心
の
こ
も
ら

な
い
お
念
仏
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
喜
び
勇
ん
で
お
念
仏

に
精
進
し
よ
う
と
す
る
心
な
ど
湧
き
起
こ
ら
ず
、
明
け
て
も
暮
れ
て
も
、
た
だ

六
万
遍
・
七
万
遍
の
お
念
仏
を
こ
な
す
こ
と
ば
か
り
に
心
が
奪
わ
れ
て
、
お
念

仏
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

そ
う
し
た
心
を
正
し
く
改
め
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
時
に
応
じ
て
別
時
念
仏

を
行
う
べ
き
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
善
導
大
師

（
（4
（

も
丁
寧
に
お
勧
め
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。
ま
た
源
信
の
『
往
生
要
集
』

（
（4
（

で
も
同
様
に
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

道
場
を
正
し
く
し
つ
ら
え
た
り
、
花
や
香
を
御
仏
に
供
養
し
た
り
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
た
だ
力
の
及
ぶ
範
囲
で
そ
れ
ら
を
飾
り
整
え
て
、
自
分
の
身
体
を

特
に
浄
め
て
道
場
に
入
り
、
例
え
ば
、
あ
る
時
は
晨
朝
・
日
中
・
日
没
の
一
日

三
回

（
（4
（

で
あ
っ
た
り
、
あ
る
時
は
初
夜
・
中
夜
・
後
夜
を
加
え
た
一
日
六
回

（
（4
（

で
あ
っ

た
り
な
ど
、
時
間
を
定
め
て
お
念
仏
を
修
め
る
べ
き
で
す
。
も
し
志
を
同
じ
く
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し
同
行
な
ん
ど
数あ

ま
た多

あ
ら
ん
時
は
、
替
る
替
る

入
り
て
不
断
念
仏
に
も
修
す
べ
し
。
か
よ
う
の

事
は
各

お
の
お
の

事
柄
に
随
い
て
計
ら
う
べ
し
。

さ
て
善
導
の
仰
せ
ら
れ
た
る
は
、
月
の
一
日

よ
り
八
日
に
至
る
ま
で
、
あ
る
い
は
八
日
よ
り

十
五
日
に
至
る
ま
で
、
あ
る
い
は
十
五
日
よ
り

二
十
三
日
に
至
る
ま
で
、
あ
る
い
は
二
十
三
日

よ
り
晦つ

ご
も
り日

に
至
る
ま
で
と
仰
せ
ら
れ
た
り
。

各お
の
お
の

差
し
合
わ
ざ
ら
ん
時
を
計
ら
い
て
七
日
の

別
時
を
常
に
修
す
べ
し
。
ゆ
め
ゆ
め
す
ず
ろ
事

と
も
い
う
も
の
に
す
か
さ
れ
て
不
善
の
心
あ
る

べ
か
ら
ず
。

一
つ
、
い
か
に
も
い
か
に
も
最
期
の
正
念
を

成
就
し
て
、
目
に
は
阿
弥
陀
仏
を
見
た
て
ま
つ

り
、
口
に
は
弥
陀
の
名
号
を
称
え
、
心
に
は
聖

衆
の
来
迎
を
待
ち
た
て
ま
つ
る
べ
し
。
年
ご
ろ

日
ご
ろ
い
み
じ
く
念
仏
の
功
を
積
み
た
り
と
も
、

臨
終
に
悪
縁
に
も
遇
い
悪
し
き
心
も
起
り
ぬ
る

す
る
仲
間
が
多
く
い
る
時
は
、
交
代
で
道
場
に
入
っ
て
片
時
も
お
念
仏
を
絶
や

さ
な
い
不
断
念
仏
と
し
て
修
め
る
べ
き
で
す
。
こ
う
し
た
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
情
に
応
じ
て
適
切
に
取
り
計
ら
う
べ
き
で
す
。

例
え
ば
善
導
大
師
は
、
月
の
一
日
か
ら
八
日
に
至
る
ま
で
、
あ
る
い
は
八
日

か
ら
十
五
日
に
至
る
ま
で
、
あ
る
い
は
十
五
日
か
ら
二
十
三
日
に
至
る
ま
で
、

あ
る
い
は
二
十
三
日
よ
り
月
末
ま
で
な
ど
と
ひ
と
月
を
四
分
割
し
て
、
そ
の
い

ず
れ
か
を
別
時
念
仏
の
期
間
と
せ
よ
と
仰
せ
で
す

（
（4
（

。
で
す
か
ら
、
各
々
が
差

し
支
え
な
い
日
取
り
を
考
慮
し
て
、
心
を
正
し
く
整
え
る
た
め
、
七
日
間
の
別

時
念
仏
を
毎
月
一
度
は
常
に
修
め
る
べ
き
で
す
。
決
し
て
「
多
く
の
お
念
仏
を

称
え
れ
ば
そ
れ
で
充
分
で
あ
る
」
な
ど
と
い
う
思
慮
の
な
い
こ
と
を
言
う
者
に

そ
そ
の
か
さ
れ
て
、
お
念
仏
を
こ
な
す
こ
と
ば
か
り
に
心
が
奪
わ
れ
て
、
お
念

仏
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
し
ま
う
不
善
の
心
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

一
つ
、
な
ん
と
し
て
も
臨
終
に
お
い
て
安
ら
い
だ
境
地
と
な
り
、
目
に
は
阿

弥
陀
仏
を
拝
見
し
、
口
に
は
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
、
心
に
は
阿
弥
陀
仏
や
菩

薩
方
の
来
迎
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
年
を
重
ね
日
を
重
ね
、

実
に
多
く
の
お
念
仏
の
功
徳
を
積
ん
だ
と
し
て
も
、
臨
終
に
悪
縁
に
遭
っ
て
、

悪
し
き
心
が
起
こ
っ
て
し
ま
え
ば
、
命
終
の
後
、
た
だ
ち
に
往
生
す
る
こ
と
を

し
損
な
い
、
一
度
や
二
度
生
ま
れ
変
わ
っ
て
も
、
三
度
や
四
度
生
ま
れ
変
わ
っ
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も
の
な
ら
ば
、
順
次
の
往
生
、
し
外
し
て
、
一

生
二
生
な
り
と
も
三
生
四
生
な
り
と
も
、
生
死

の
流
れ
に
随
い
て
苦
し
か
ら
ん
事
は
口
惜
し
き

事
ぞ
か
し
。

さ
れ
ば
善
導
和
尚
勧
め
て
仰
せ
ら
れ
た
る
様

は
「
願
わ
く
は
弟
子
等
、命
終
の
時
に
臨
ん
で
」

乃
至
「
阿
弥
陀
仏
国
に
上
品
往
生
せ
し
め
た
ま

え
」
と
あ
り
。
い
よ
い
よ
臨
終
の
正
念
は
祈
り

も
し
願
う
べ
き
事
な
り
。「
臨
終
の
正
念
を
祈

る
は
弥
陀
の
本
願
を
憑
ま
ぬ
も
の
ぞ
」
な
ん
ど

申
す
は
、
善
導
に
は
い
か
程
勝
り
た
る
学が

く

生し
ょ
う

ぞ

と
思
う
べ
き
な
り
。
あ
な
あ
さ
ま
し
、
恐
ろ
し

恐
ろ
し
。

一
つ
、
念
仏
は
常
に
怠
ら
ぬ
が
一
定
往
生
す

て
も
、
生
死
を
繰
り
返
す
迷
い
の
世
界
の
流
れ
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
苦
し
み
を

味
わ
い
続
け
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
の
は
実
に
口
惜
し
い
こ
と
で
す
。

そ
う
で
あ
る
か
ら
善
導
大
師
は
、「
願
わ
く
は
極
楽
往
生
を
志
す
弟
子
達
よ
、

次
の
こ
と
を
心
得
よ
。
命
終
わ
る
時
に
臨
ん
で
、
心
が
動
転
す
る
こ
と
な
く
、

心
が
錯
乱
す
る
こ
と
な
く
、
心
が
散
乱
す
る
こ
と
な
く
、
身
も
心
も
さ
ま
ざ
ま

な
苦
痛
が
な
く
、
身
も
心
も
お
だ
や
か
で
揺
れ
動
く
こ
と
な
い
深
淵
な
境
地
に

入
っ
て
い
く
よ
う
で
あ
る
よ
う
に
。
そ
し
て
、
極
楽
の
阿
弥
陀
仏
や
菩
薩
方
よ
、

我
ら
の
眼
前
に
来
迎
し
給
え
。
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
乗
じ
て
、
そ
の
極
楽
浄
土

の
上
品
上
生

（
（4
（

の
位
に
往
生
さ
せ
給
え
」

（
（4
（

と
お
示
し
で
す
。
ま
す
ま
す
私
達
は
、

臨
終
に
お
け
る
安
ら
い
だ
境
地
を
祈
り
願
う
べ
き
な
の
で
す
。「
臨
終
に
お
い

て
安
ら
い
だ
境
地
に
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
の
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
頼

り
に
し
て
い
な
い
者
だ
」
な
ど
と
言
い
募
る
者
は
、
善
導
大
師
よ
り
ど
れ
程
優

れ
た
学
僧
で
あ
る
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
、
こ
の
こ
と
を
よ
く
よ
く
考
え
な
さ

い
。
そ
の
よ
う
に
考
え
て
し
ま
う
の
は
、
た
い
へ
ん
嘆
か
わ
し
く
、
実
に
恐
ろ

し
い
こ
と
で
す
。

一
つ
、
お
念
仏
は
常
に
怠
ら
ず
称
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
往
生
は
確
定
す
る
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る
事
に
て
あ
る
な
り
。
さ
れ
ば
善
導
勧
め
て
の

た
ま
わ
く
「
一
た
び
発
心
し
て
已
後
、
誓
い
て

こ
の
生
を
畢
る
ま
で
、
退
転
あ
る
こ
と
な
く
、

た
だ
浄
土
を
以
て
期
と
す
」。
ま
た
い
わ
く「
一

心
に
専
ら
弥
陀
の
名
号
を
念
じ
て
、
行
住
坐
臥

に
時
節
の
久
近
を
問
わ
ず
、
念
念
に
捨
て
ざ
る
、

こ
れ
を
正
定
の
業
と
名
づ
く
、
か
の
仏
の
願
に

順
ず
る
が
故
に
」
文
、
と
い
え
り
。

か
よ
う
に
勧
め
ま
し
ま
し
た
る
事
は
多
け
れ

ど
も
こ
と
ご
と
く
に
書
き
載
せ
ず
。
憑
む
べ
し
、

仰
ぐ
べ
し
。
さ
ら
に
疑
う
べ
か
ら
ず
。

一
つ
、
実げ

に
実げ

に
し
く
念
仏
を
行
じ
て
実
に

実
に
し
き
人
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
万
の
人
を
見
る

に
「
み
な
我
が
心
に
は
劣
り
た
り
。
あ
さ
ま
し

く
悪わ

ろ
け
れ
ば
、
我
が
身
の
善
き
ま
ま
に
は
ゆ
ゆ

し
き
念
仏
者
に
て
あ
る
も
の
か
な
。
誰た

れ
た
れ誰

に
も

勝
れ
た
り
」
と
思
う
な
り
。
こ
の
事
を
ば
よ
く

の
で
す
。
で
す
か
ら
善
導
大
師
が
お
勧
め
に
な
っ
た
仰
せ
に
は
「
ひ
と
度
、
浄

土
へ
の
往
生
を
願
う
心
を
起
こ
し
て
以
降
、
誓
っ
て
こ
の
命
を
終
え
る
ま
で
、

退
転
す
る
こ
と
な
く
、
ひ
た
す
ら
浄
土
往
生
だ
け
を
願
い
続
け
る
べ
き
で
あ

る
」

（
（4
（

と
あ
り
ま
す
。
ま
た
別
の
仰
せ
に
は
「
心
を
一
つ
に
し
て
も
っ
ぱ
ら
阿
弥

陀
仏
の
名
号
を
称
え
て
、
歩
い
て
い
て
も
留
ま
っ
て
い
て
も
座
っ
て
い
て
も
横

に
な
っ
て
い
て
も
、
時
間
の
長
短
に
か
か
わ
ら
ず
、
心
を
込
め
て
一
遍
一
遍
の

念
仏
を
称
え
る
こ
と
、
こ
れ
を
正
に
浄
土
往
生
が
定
ま
っ
た
勤
め
と
名
付
け
る
。

な
ぜ
な
ら
、
念
仏
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
順し

た
が

っ
て
い
る
行
だ
か
ら
で
あ
る
」

（
（5
（

と

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
善
導
大
師
が
お
勧
め
に
な
ら
れ
た
こ
と
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、

す
べ
て
こ
こ
に
書
き
載
せ
る
こ
と
は
致
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
ご
説
示
を
頼
り

と
す
べ
き
で
す
、
仰
ぐ
べ
き
で
す
。
決
し
て
疑
う
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
つ
、
誠
実
に
お
念
仏
を
称
え
て
、
い
か
に
も
立
派
な
お
念
仏
の
行
者
に
な

る
と
、
と
も
す
る
と
世
間
の
多
く
の
人
々
を
見
て
「
誰
し
も
皆
、
私
の
心
に
比

べ
て
劣
っ
て
い
る
。
彼
等
は
甚
だ
悪
い
心
で
あ
り
、
私
自
身
は
善
き
振
る
舞
い

を
し
て
い
る
か
ら
と
て
も
立
派
な
念
仏
者
だ
。
あ
の
人
達
よ
り
も
私
の
方
が
勝

れ
て
い
る
」
と
思
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
物
の
見
方
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
を
充
分
に
用
心
し
て
慎
む
べ
き
で
す
。
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よ
く
心
得
て
慎
む
べ
き
事
な
り
。

世
も
広
し
、
人
も
多
け
れ
ば
、
山
の
中
、
林

の
中
に
籠
り
居
て
、
人
に
も
知
ら
れ
ぬ
念
仏
者

の
貴
く
め
で
た
き
さ
す
が
に
多
く
あ
る
を
、
我

が
聞
か
ず
知
ら
ぬ
に
て
こ
そ
あ
れ
。

さ
れ
ば
我
程
の
念
仏
者
よ
も
あ
ら
じ
と
思
う

は
僻
事
な
り
。
大
憍
慢
に
て
あ
れ
ば
、
そ
れ
を

便た
よ
り

に
て
魔
縁
の
付
き
て
往
生
を
妨
ぐ
る
な
り
。

さ
れ
ば
我
が
身
の
い
み
じ
く
て
罪
を
も
滅
し
、

極
楽
へ
も
参
ら
ば
こ
そ
あ
ら
め
、
偏
に
阿
弥
陀

の
願
力
に
て
こ
そ
煩
悩
を
も
罪
業
を
も
滅
ぼ
し

失
い
て
、
忝

か
た
じ
け

な
く
弥
陀
仏
の
て
ず
か
ら
み
ず

か
ら
迎
え
取
り
て
極
楽
へ
返
ら
せ
ま
し
ま
す
事

な
れ
。

さ
れ
ば
我
が
力
に
て
往
生
す
る
事
な
ら
ば
こ

そ
我
れ
賢
し
と
い
う
慢
心
を
ば
起
さ
め
。
憍
慢

の
心
だ
に
も
起
り
ぬ
れ
ば
た
ち
ど
こ
ろ
に
阿
弥

陀
仏
の
願
に
は
背
き
ぬ
る
も
の
な
れ
ば
、
弥
陀

世
間
は
広
く
、人
の
あ
り
さ
ま
も
多
様
な
の
で
、山
の
中
や
林
の
中
に
籠
っ
て
、

世
間
の
人
に
知
ら
れ
な
く
と
も
貴
く
立
派
な
念
仏
行
者
が
実
に
多
く
お
ら
れ
る

の
に
、
私
達
が
聞
い
た
こ
と
も
な
く
、
知
ら
な
い
だ
け
な
の
で
す
。

で
す
か
ら
「
私
ほ
ど
の
念
仏
者
な
ど
決
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
」
な
ど
と
思
っ

て
し
ま
う
の
は
と
ん
で
も
な
い
誤
り
で
す
。
そ
れ
は
甚
だ
し
い
驕
慢
の
心
で
あ

り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
て
天
魔
の
悪
縁
が
つ
け
こ
ん
で
浄
土
往

生
を
妨
げ
て
し
ま
う
の
で
す
。
つ
ま
り
、
自
分
自
身
が
尊
い
念
仏
行
者
で
あ
る

か
ら
と
い
っ
て
、
こ
と
ご
と
く
罪
の
報
い
を
滅
し
、
極
楽
へ
往
生
で
き
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
す
。
ひ
と
え
に
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
に
よ
っ
て
煩
悩
も
罪
業
も

滅
せ
ら
れ
、
も
っ
た
い
な
く
も
阿
弥
陀
仏
が
自
ら
私
達
を
お
迎
え
に
な
り
、
そ

の
手
で
摂
め
取
っ
て
極
楽
へ
お
戻
り
に
な
る
の
で
す
。

そ
も
そ
も
、
自
分
の
力
で
浄
土
往
生
す
る
の
だ
と
受
け
と
め
て
し
ま
う
か
ら
、

自
分
こ
そ
尊
い
念
仏
行
者
で
あ
る
な
ど
と
い
う
高
慢
な
心
を
発
し
て
し
ま
う
の

で
す
。
驕
り
高
ぶ
る
心
が
発
っ
て
し
ま
う
だ
け
で
、
た
ち
ま
ち
阿
弥
陀
仏
の
本

願
に
背
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
阿
弥
陀
仏
も
諸
仏
も
そ
ん
な
私
達
の
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も
諸
仏
も
護
念
し
た
ま
わ
ず
な
り
ぬ
れ
ば
悪
魔

の
た
め
に
も
悩
ま
さ
る
る
な
り
。
か
え
す
が
え

す
も
憍
慢
の
心
を
起
す
べ
か
ら
ず
。
あ
な
か
し

こ
、
あ
な
か
し
こ
。

念
仏
大
意　
第
七

末
代
悪
世
の
衆
生
、
往
生
の
こ
こ
ろ
ざ
し
を

致
さ
ん
に
お
き
て
は
ま
た
他
の
勤つ

と
め

あ
る
べ
か
ら

ず
。
た
だ
善
導
の
釈
に
つ
い
て
一
向
専
修
の
念

仏
門
に
入
る
べ
き
な
り
。
し
か
る
を
一
向
に
信

を
致
し
て
そ
の
門
に
入
る
人
は
極
め
て
有
り
難

し
。
そ
の
故
は
、
あ
る
い
は
他
の
行
に
心
を
染

め
、
あ
る
い
は
念
仏
の
功
徳
を
重
く
せ
ざ
る
な

る
べ
し
。
つ
ら
つ
ら
こ
れ
を
思
う
に
、
ま
こ
と

し
く
往
生
浄
土
の
願
深
き
心
を
専
ら
に
す
る
人
、

有
り
難
き
故
か
。
ま
ず
こ
の
道
理
を
よ
く
よ
く

心
得
べ
き
な
り
。

す
べ
て
天
台
法
相
の
経
論
も
教
も
、
そ
の
勤

こ
と
を
護
念
し
て
下
さ
ら
な
い
こ
と
と
な
り
、
天
魔
に
つ
け
こ
ま
れ
て
私
達
の

心
は
ま
す
ま
す
苦
悩
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
驕
り
高
ぶ
る
心
を
発

し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
謹
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
。

念
仏
大
意　
第
七
篇

悪
事
の
は
び
こ
る
末
法
の
世
に
生
き
る
衆
生
が
、
浄
土
往
生
の
志
し
を
達
成

す
る
た
め
に
は
、
お
念
仏
以
外
の
行
を
修
め
る
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

迷
う
こ
と
な
く
善
導
大
師
の
お
示
し
に
し
た
が
っ
て
、
ひ
た
す
ら
お
念
仏
を
修

め
る
法
門
に
入
る
べ
き
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
ひ
た
む
き
に
信
仰
の
心
を
発
し
て

そ
の
法
門
に
入
る
人
は
め
っ
た
に
お
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
お
念
仏
以
外
の

行
に
心
を
向
け
て
し
ま
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
お
念
仏
の
功
徳
を
軽
ん
じ
て
し

ま
っ
た
り
す
る
に
違
い
な
い
か
ら
で
す
。
よ
く
よ
く
こ
の
こ
と
を
考
え
て
み
ま

す
と
、
心
の
底
か
ら
お
浄
土
へ
の
往
生
を
願
い
、
そ
の
深
い
志
を
貫
き
通
す
人

は
め
っ
た
に
お
ら
れ
な
い
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
ま
ず
、
次
に
述
べ
る
道

理
を
し
っ
か
り
と
心
得
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

天
台
宗
や
法
相
宗
を
は
じ
め
諸
宗
で
依
り
ど
こ
ろ
と
す
る
す
べ
て
の
経
典
や
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を
致
さ
ん
に
一
つ
と
し
て
徒あ

だ
な
る
べ
き
に
は
あ

ら
ず
。
た
だ
し
仏
道
修
行
は
よ
く
よ
く
身
を
計

り
時
を
計
る
べ
き
な
り
。
仏
の
滅
後
、
第
四
の

五
百
年
に
だ
に
智
慧
を
瑩み

が
き
て
煩
悩
を
断
ず
る

事
難
く
、
心
を
澄
ま
し
て
禅
定
を
得
ん
事
難
き

が
故
に
、
人
多
く
念
仏
門
に
入
り
け
り
。
す
な

わ
ち
道
綽
・
善
導
等
の
浄
土
宗
の
聖
人
、
こ
の

時
の
人
な
り
。
い
わ
ん
や
こ
の
ご
ろ
は
第
五
の

五
百
年
、
闘と

う

諍じ
ょ
う

堅け
ん

固ご

の
時
な
り
。
他
の
行
法
さ

ら
に
成
就
せ
ん
事
難
し
。

し
か
の
み
な
ら
ず
念
仏
に
お
き
て
は
末
法
の

後
な
お
利
益
あ
る
べ
し
。
い
わ
ん
や
今
の
世
は

末
法
万
年
の
始
め
な
り
。
一
念
も
弥
陀
を
念
ぜ

ん
に
な
ん
ぞ
往
生
を
遂
げ
ざ
ら
ん
や
。
た
と
い

我
こ
そ
そ
の
器

う
つ
わ
も
の

に
あ
ら
ず
と
い
う
と
も
末
法

論
疏
の
説
示
も
そ
れ
に
基
づ
く
教
え
も
、
そ
こ
に
説
か
れ
る
行
を
修
め
て
み
れ

ば
、
ど
れ
一
つ
と
し
て
空
し
い
結
果
に
終
わ
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

な
が
ら
、
仏
道
を
修
行
す
る
に
は
し
っ
か
り
と
わ
が
身
を
省
み
て
、
今
の
世
の

あ
り
さ
ま
を
見
据
え
る
べ
き
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
お
釈
迦
さ
ま
が
入
滅
さ
れ
て

か
ら
千
五
百
年
以
上
の
時
を
経
て
以
降
、
あ
る
程
度
の
教
え
が
残
っ
て
い
る
五

百
年
間

（
（5
（

で
さ
え
、
智
慧
を
磨
い
て
煩
悩
を
断
つ
こ
と
な
ど
難
し
く
、
ま
た
、

心
を
澄
ま
せ
て
、
ゆ
る
ぎ
な
い
境
地
に
至
る
こ
と
も
難
し
か
っ
た
の
で
す
。
で

す
か
ら
、
多
く
の
人
が
お
念
仏
の
教
え
に
帰
入
し
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
道
綽
禅

師
や
善
導
大
師
な
ど
、
浄
土
宗
で
聖
者
と
し
て
崇
め
て
い
る
方
々
は
、
ま
さ
に

そ
の
時
代
を
生
き
た
方
な
の
で
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
今
日
は
、
さ
ら
に
そ
の

時
代
に
続
く
五
百
年
間
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
教
え
が
残
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
争

い
に
明
け
暮
れ
る
闘
諍
堅
固

（
（5
（

の
時
代
で
す
。
お
念
仏
以
外
の
行
を
成
し
遂
げ

る
こ
と
な
ど
、
な
お
さ
ら
で
き
よ
う
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
お
念
仏
に
つ
い
て
は
、
末
法
の
世
が
過
ぎ
、
す
べ
て

の
教
え
が
滅
び
去
る
時
代
に
な
っ
て
も
、
な
お
浄
土
往
生
の
利
益
が
得
ら
れ
る

の
で
す
。
ま
し
て
今
の
時
代
は
、一
万
年
続
く
と
い
う
末
法
の
世
が
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
す
か
ら
な
お
さ
ら
で
す
。
た
と
え
一
遍
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
お

念
仏
を
称
え
れ
ば
、
ど
う
し
て
往
生
を
遂
げ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
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の
末
の
衆
生
に
は
さ
ら
に
似
る
べ
か
ら
ず
。

か
つ
う
は
釈
尊
在
世
の
時
す
ら
即
身
成
仏
に

お
き
て
は
竜
女
の
外
は
い
と
有
り
難
し
。
た
と

い
ま
た
即
身
成
仏
ま
で
に
あ
ら
ず
と
い
う
と
も
、

こ
の
聖
道
門
を
行
い
合
い
た
ま
い
け
ん
菩
薩
・

声
聞
た
ち
、
そ
の
外
の
権
者
・
聖
た
ち
、
そ
の

後
の
比
丘
・
比
丘
尼
等
、
今
に
至
る
ま
で
経
論

の
学
者
、『
法
華
経
』
の
持
者
、
い
く
ぞ
ば
く

ぞ
や
。
こ
こ
に
我
ら
憖な

ま
じ

い
に
聖
道
を
学
ぶ
と
い

う
と
も
、
か
の
人
人
に
は
さ
ら
に
及
ぶ
べ
か
ら

ず
。か

く
の
ご
と
き
の
末
代
の
衆
生
を
阿
弥
陀
仏

予か

ね
て
解さ

と
り
た
ま
い
て
、
五
劫
の
間
思
惟
し
て

四
十
八
願
を
発
し
た
ま
え
り
。
そ
の
中
の
第
十

八
の
願
に
い
わ
く
「
十
方
の
衆
生
、
心
を
至
し

て
、
信
楽
し
て
、
我
が
国
に
生
ま
れ
ん
と
欲ね

が
い

か
。
仮
に
あ
る
人
が
、「
そ
も
そ
も
私
は
浄
土
往
生
で
き
る
器
で
は
な
い
」
と

言
い
張
ろ
う
と
も
、
ど
う
し
て
法
滅
の
時
代
に
近
い
末
法
一
万
年
の
世
の
最
後

の
時
代
の
環
境
や
そ
こ
に
生
き
る
人
々
の
能
力
と
同
じ
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
釈
尊
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
時
代
で
す
ら
、
こ
の
身
こ
の
ま
ま
で
成

仏
を
遂
げ
た
の
は
、『
法
華
経
』
に
説
か
れ
る
龍
女
以
外
に
は
お
り
ま
せ
ん
。

た
と
え
、
こ
の
身
こ
の
ま
ま
で
成
仏
を
遂
げ
ら
れ
な
い
に
し
て
も
、
こ
の
世
で

さ
と
り
を
開
く
こ
と
を
目
指
す
聖
道
門
の
行
を
修
め
て
こ
ら
れ
た
多
く
の
菩
薩

や
声
聞

（
（5
（

を
は
じ
め
、
そ
の
他
の
諸
々
の
権
者

（
（5
（

や
聖

（
（5
（

、
さ
ら
に
時
代
が
下
っ
た

今
日
の
僧
や
尼
僧
ま
で
も
含
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
典
や
論
疏
を
学
ん
だ
者
、

と
り
わ
け
『
法
華
経
』
を
常
に
身
に
備
え
、
読
誦
し
て
崇
め
尊
ん
で
い
た
者
は
、

ど
れ
程
の
数
に
及
ぶ
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
末
法
の
世
に
生
き
る
私

達
が
、
な
ま
じ
っ
か
聖
道
門
の
教
え
を
学
ぼ
う
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
方
々
に

は
決
し
て
及
ぶ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
末
法
に
生
き
る
衆
生
が
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
の
か
を
阿
弥

陀
仏
は
と
う
の
昔
に
充
分
に
受
け
と
め
た
上
で
、
そ
ん
な
私
達
を
な
ん
と
か
し

て
救
お
う
と
五
劫
と
い
う
大
変
永
い
歳
月
を
思
い
巡
ら
せ
、
考
え
抜
か
れ
て
四

十
八
の
誓
願
を
起
こ
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
中
の
第
十
八
願
で
、
阿
弥
陀
仏
は

「
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
衆
生
が
嘘
偽
り
な
く
心
の
底
か
ら
わ
が
極
楽
浄
土
に
往
生
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て
、
乃
至
十
念
せ
ん
に
、
も
し
生
ま
れ
ず
と
い

わ
ば
正
覚
を
取
ら
じ
」
と
誓
い
た
ま
い
て
す
で

に
正
覚
を
成な

り
た
ま
え
り
。
こ
れ
を
ま
た
釈
尊

説
き
た
ま
え
る
経
、
す
な
わ
ち
『
観
無
量
寿
』

等
の
三
部
経
な
り
。
し
か
れ
ば
た
だ
念
仏
門
な

り
。た

と
い
悪
業
の
衆
生
等
、
弥
陀
の
誓ち

か
い

ば
か
り

に
な
お
信
を
至
さ
ず
と
い
う
と
も
、
釈
迦
の
こ

れ
を
一
一
に
説
き
た
ま
え
る
三
部
経
、
あ
に
一ひ

と

こ
と
ば
も
空
し
か
ら
ん
や
。
そ
の
上
ま
た
六
方

十
方
の
諸
仏
の
証
誠
、こ
の
『
経
』
に
見
え
た
り
。

他
の
行
に
お
き
て
は
か
く
の
ご
と
き
の
証
誠
見

え
ず
。

し
か
れ
ば
時
も
過
ぎ
、
身
も
堪こ

た
う
ま
じ
か
ら

ん
禅
定
智
慧
を
修
せ
ん
よ
り
は
、
利
益
現
在
し

て
し
か
も
許そ

こ
ば
く多

の
仏
た
ち
証
誠
し
た
ま
え
る
弥

陀
の
名
号
を
称
念
す
べ
き
な
り
。

し
た
い
と
願
い
、
念
仏
を
称
え
る
こ
と
が
わ
ず
か
十
遍
で
あ
っ
て
も
、
も
し
往

生
が
叶
わ
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
決
し
て
私
は
仏
に
な
ら
な
い
」
と
お
誓
い
に

な
ら
れ
、
す
で
に
も
う
仏
に
な
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
釈
尊
が
こ
う
し
た
こ
と

を
お
説
き
に
な
っ
た
の
が
『
観
無
量
寿
経
』
を
は
じ
め
と
す
る
「
浄
土
三
部
経
」

で
す
。
こ
れ
ら
の
経
典
は
専
ら
念
仏
法
門
を
説
く
も
の
で
す
。

た
と
え
、
悪
事
を
く
り
返
し
て
き
た
人
々
が
「
阿
弥
陀
仏
の
誓
願
の
お
力
だ

け
で
往
生
な
ど
叶
う
は
ず
が
な
い
」
と
受
け
と
め
て
信
じ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

釈
尊
が
こ
の
教
え
を
一
々
詳
し
く
説
か
れ
た
「
浄
土
三
部
経
」
に
、
わ
ず
か
ひ

と
言
で
も
空
し
い
言
葉
な
ど
ど
う
し
て
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
ま
た
、
あ

ら
ゆ
る
世
界
の
諸
仏
が
、
そ
の
教
え
が
真
実
で
あ
る
と
証
明
さ
れ
た
と
、
こ
の

中
の
『
阿
弥
陀
経
』
に
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
の
行
に
は
、
諸
仏
に
よ
る
こ
の

よ
う
な
真
実
の
証
明
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
時
は
流
れ
末
法
と
な
っ
た
今
、
身
に
堪
え
よ
う
も
な
い
、
心
の
澄

み
き
っ
た
ゆ
る
ぎ
な
い
境
地
に
至
る
禅
定
を
修
め
た
り
、
物
事
を
あ
り
の
ま
ま

に
見
つ
め
る
智
慧
の
体
得
を
目
指
し
た
り
す
る
よ
り
も
、
救
い
の
利
益
が
現
在

の
末
法
の
衆
生
に
も
及
ん
で
お
り
、
し
か
も
多
く
の
御
仏
が
浄
土
往
生
を
証
明

さ
れ
た
阿
弥
陀
仏
の
お
名
号
を
称
え
る
べ
き
で
す
。
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そ
も
そ
も
後
世
者
の
中
に
、
極
楽
は
浅
く
弥

陀
は
下
れ
り
、
期ご

す
る
と
こ
ろ
密
厳
華
蔵
の
世

界
な
り
、
と
心
を
係か

く
る
人
も
は
ん
べ
る
に
や
。

そ
れ
甚
だ
お
お
け
な
し
。
か
の
土
は
断
無
明
の

菩
薩
の
外ほ

か
は
入
る
事
な
し
。

ま
た
一
向
専
修
の
念
仏
門
に
入い

る
中
に
も
、

日
別
に
三
万
遍
、
も
し
は
五
万
遍
、
六
万
遍
乃

至
十
万
遍
と
い
う
と
も
、
こ
れ
を
勤
め
已お

わ
り
な

ん
後
、
年
ご
ろ
受
持
読
誦
の
功
積
も
り
た
る
諸

経
を
も
読
み
た
て
ま
つ
ら
ん
事
罪
に
な
る
べ
き

か
、
と
不
審
を
な
し
て
欺あ

ざ
む

く
輩
も
雑ま

じ
わ
れ
り
。

そ
れ
は
罪
に
な
る
べ
き
に
て
は
い
か
で
か
は
は

ん
べ
る
べ
き
。

末
代
の
衆
生
、
そ
の
行
成
就
し
難
き
に
よ
り

て
、
ま
ず
弥
陀
の
願
力
に
乗
り
て
念
仏
往
生
を

遂
げ
て
後
、
浄
土
に
て
阿
弥
陀
如
来
観
音
勢
至

そ
も
そ
も
後
の
世
を
願
う
者
の
中
に
、「
西
方
極
楽
は
格
の
低
い
浄
土
で
あ
り
、

阿
弥
陀
仏
は
位
の
低
い
仏
で
あ
っ
て
、
希

こ
い
ね
が

う
と
こ
ろ
は
大
日
如
来
の
密
厳
浄

土
で
あ
り
、
毘
盧
舎
那
仏
の
蓮
華
蔵
世
界
な
ど
で
あ
る
」
な
ど
と
言
い
募
り
、

心
を
そ
う
し
た
仏
の
世
界
に
向
け
る
人
な
ど
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
し

た
浄
土
は
、
私
達
に
は
甚
だ
身
に
余
る
世
界
で
す
。
密
厳
浄
土
や
蓮
華
蔵
世
界

な
ど
は
煩
悩
を
断
じ
き
っ
た
境
地
に
あ
る
菩
薩
以
外
、
誰
も
入
る
こ
と
な
ど
叶

わ
な
い
世
界
だ
か
ら
で
す
。

ま
た
、
ひ
た
す
ら
お
念
仏
を
相
続
す
る
教
え
に
帰
入
し
て
、
一
日
に
三
万
遍
、

五
万
遍
、
六
万
遍
な
い
し
十
万
遍
と
お
念
仏
を
称
え
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の

勤
め
を
終
え
た
後
、「
こ
れ
ま
で
長
年
大
切
に
読
誦
し
て
、
功
徳
を
重
ね
て
き

た
さ
ま
ざ
ま
な
経
典
を
お
読
み
申
す
こ
と
は
罪
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
」
な
ど
と
疑
い
を
起
こ
し
て
欺
い
て
く
る
者
た
ち
も
、
多
く
の
人
々
の
中
に

は
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
罪
に
な
る
は
ず
が
ど
う
し
て
あ
り

ま
し
ょ
う
か
。（
さ
ま
ざ
ま
な
経
典
の
読
誦
が
罪
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

あ
え
て
お
念
仏
の
時
間
を
割
い
て
ま
で
、
読
誦
す
る
必
要
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。）

末
法
の
世
に
生
き
る
衆
生
に
と
っ
て
は
、
こ
の
身
こ
の
ま
ま
で
成
仏
を
遂
げ

る
な
ど
の
行
を
実
践
し
て
そ
れ
を
体
得
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
ま
ず
阿
弥

陀
仏
の
本
願
の
お
力
に
乗
じ
て
、
お
念
仏
を
称
え
て
浄
土
へ
往
生
を
遂
げ
た
後
、
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に
値
い
た
て
ま
つ
り
て
、
諸
の
聖
教
を
も
学
し

悟
を
も
開
く
べ
き
な
り
。

ま
た
末
代
の
衆
生
、
念
仏
を
専
ら
に
す
べ
き

事
そ
の
釈
多
か
る
中
に
、
か
つ
う
は
十
方
恒
沙

の
仏
証
誠
し
た
ま
う
。

ま
た
『
観
経
疏
』
の
第
三
に
善
導
の
た
ま
わ

く
「
自
余
の
衆
行
も
こ
れ
善
と
名
づ
く
と
い
え

ど
も
、
も
し
念
仏
に
比
す
れ
ば
全
く
比
校
に
非

ず
。
こ
の
故
に
諸
経
の
中
、
処
処
に
広
く
念
仏

の
功
能
を
讃
ず
。『
無
量
寿
経
』
の
四
十
八
願

の
中
の
ご
と
き
、
た
だ
専
ら
名
号
を
念
じ
て
生

ず
る
こ
と
を
得
る
こ
と
を
明
か
す
。

ま
た
『
弥
陀
経
』
の
中
の
ご
と
き
、
一
日
七

日
専
ら
弥
陀
の
名
号
を
念
じ
て
生
ず
る
こ
と
を

得
。
ま
た
十
方
恒
沙
の
諸
仏
、
不
虚
を
証
誠
し

た
ま
う
。
ま
た
こ
の『
経
』の
定
散
の
文
の
中
に
、

た
だ
専
ら
名
号
を
念
じ
て
生
ず
る
こ
と
を
得
る

そ
こ
で
阿
弥
陀
仏
や
観
音
菩
薩
・
勢
至
菩
薩
に
親
し
く
お
目
に
か
か
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
尊
い
教
え
を
学
ん
で
さ
と
り
を
開
く
べ
き
な
の
で
す
。

ま
た
、
末
法
の
世
に
生
き
る
衆
生
が
専
ら
お
念
仏
を
称
え
る
べ
き
こ
と
に
つ

い
て
は
多
く
の
人
師
に
よ
る
解
釈
が
あ
り
ま
す
が
、
す
で
に
そ
の
一
方
で
『
阿

弥
陀
経
』
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
多
く
の
御
仏
が
念
仏
往
生
の
教
え

が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
証
明
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、『
観
経
疏
』
巻
第
三
「
定
善
義
」
の
中
で
善
導
大
師
は
、「
念
仏
以
外

の
諸
行
が
た
と
え
善
行
と
名
付
け
ら
れ
た
と
し
て
も
、
念
仏
と
は
ま
っ
た
く
比

較
に
な
ら
な
い

（
（5
（

。
だ
か
ら
こ
そ
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
典
の
随
所
に
広
く
念
仏
の

功
徳
が
誉
め
讃
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
も
っ
て
『
無
量
寿
経
』
に
説

か
れ
る
四
十
八
願
の
中
に
、
た
だ
阿
弥
陀
仏
の
名
号

（
（5
（

を
ひ
た
す
ら
称
え
れ
ば

浄
土
往
生
が
叶
う
と
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、『
阿
弥
陀
経
』
の
中
に
、
一
日
な
い
し
七
日
の
間
、
も
っ
ぱ
ら
阿
弥

陀
仏
の
名
号
を
称
え
る
者
は
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

あ
ら
ゆ
る
世
界
の
多
く
の
御
仏
が
念
仏
往
生
の
教
え
が
真
実
で
あ
る
こ
と

（
（5
（

を

証
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
『
観
無
量
寿
経
』
の
定
善
や
散
善
を
明
か
す

文
の
中
に
、
た
だ
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
ひ
た
す
ら
称
え
て
極
楽
浄
土
に
往
生
す
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こ
と
を
標
す
。
こ
の
例
、
一
に
非
ず
。
広
く
念

仏
三
昧
を
顕あ

ら
わ

し
畢
ん
ぬ
」
と
あ
り
。

ま
た
善
導
の
『
往
生
礼
讃
』
の
中
の
専
修
、

雑
修
の
文
等
に
も
「
雑
修
の
者
は
往
生
を
得
る

こ
と
万
が
中
に
一
二
な
お
難
し
。
専
修
の
者
は

百
に
百
な
が
ら
生
ま
る
」
と
い
え
り
。
こ
れ
ら

は
す
な
わ
ち
何
事
も
そ
の
門
に
入
り
な
ん
に
は

一
向
に
専
ら
他
の
心
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
故
な
り
。

喩
え
ば
今
生
に
も
主
君
に
仕
え
人
を
あ
い
憑

む
道
、
他
人
に
こ
こ
ろ
ざ
し
を
分
く
る
と
一
向

に
あ
い
憑
む
と
等
し
か
ら
ざ
る
事
な
り
。

た
だ
し
家
豊
か
に
し
て
乗
物
僮ど

う

僕ぼ
く

も
叶
い
面め

ん

面め
ん

に
こ
こ
ろ
ざ
し
を
致
す
力
も
堪
え
た
る
輩

と
も
が
ら

は
、
方か

た

方が
た

に
こ
こ
ろ
ざ
し
を
分
く
と
い
え
ど
も

そ
の
功
虚
し
か
ら
ず
。

る
こ
と
が
標
榜
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
例
は
一
つ
で
は
な
い
。
以
上
、
広
く

ひ
た
す
ら
念
仏
を
称
え
る
こ
と
（
念
仏
三
昧
）
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
き

た
」

（
（5
（

と
仰
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
善
導
大
師
の
『
往
生
礼
讃
』
の
中
に
あ
る
、
お
念
仏
を
専
ら
修
め
る

専
修
と
諸
行
を
雑
多
に
交
え
修
め
る
雑
修
と
を
明
か
す
文
な
ど
に
も
、「
雑
修

の
者
が
往
生
を
遂
げ
る
こ
と
は
、
一
万
人
に
一
、
二
人
で
す
ら
難
し
い
。
そ
れ

に
対
し
て
、
専
修
の
者
は
百
人
い
れ
ば
百
人
す
べ
て
の
往
生
が
か
な
う
」

（
（6
（

と
説

か
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
お
示
し
の
意
図
は
、
何
事
に
つ
け
て
も
そ
の
道
に

入
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
ひ
た
す
ら
心
を
向
け
て
、
他
に
心
を
移
し
て
は
い
け

な
い
か
ら
な
の
で
す
。

例
え
ば
、
こ
の
世
に
お
い
て
主
君
に
仕
え
、
そ
の
人
を
頼
り
に
す
る
道
を
あ

な
た
が
生
き
て
行
く
と
し
て
、
複
数
の
人
に
仕
え
て
気
持
ち
を
分
散
さ
せ
て
し

ま
う
場
合
と
、
ひ
た
す
ら
一
人
だ
け
を
頼
り
に
す
る
場
合
と
で
は
、
大
き
な
違

い
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
家
が
豊
か
で
、
乗
り
物
や
使
用
人
も
思
い
通
り
に
な
っ
て
、
各
方

面
に
自
分
の
意
向
を
自
由
に
振
り
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
者
な
ら
ば
、

あ
ち
こ
ち
気
を
配
っ
た
と
し
て
も
そ
の
成
果
が
無
意
味
に
な
る
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
。
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か
く
の
ご
と
き
の
力
に
堪
え
ざ
る
者
は
所
所

を
兼
ぬ
る
間
、
身
は
疲つ

か
る
と
い
え
ど
も
そ
の
験し

る
し

を
得
難
し
。
一
向
に
人
一
人
を
憑
め
ば
貧
し
き

者
も
必
ず
そ
の
哀

あ
わ
れ
み

を
得
る
な
り
。

す
な
わ
ち
末
代
悪
世
の
無
智
の
衆
生
は
か
の

貧
し
き
者
の
ご
と
き
な
り
。
昔
の
権
者
聖
人
は

家
豊
か
な
る
衆
生
の
ご
と
き
な
り
。
し
か
れ
ば

無
智
の
身
を
も
て
智
者
の
行
を
学
ば
ん
に
お
き

て
は
貧
し
き
者
の
得と

く

人に
ん

を
学
ば
ん
が
ご
と
き
な

り
。ま

た
な
お
譬
を
取
ら
ば
、
高
き
山
の
人
も
通

う
べ
く
も
な
か
ら
ん
岩
石
を
、
力
堪
え
ざ
ら
ん

者
、
石
の
角か

ど
木き

の
根
に
取
り
縋す

が
り
て
登
ら
ん
と

励
ま
ん
は
、
雑
行
を
修
し
て
往
生
を
欣
わ
ん
が

ご
と
き
な
り
。
か
の
山
の
嶺
よ
り
強
き
綱
を
下

ろ
し
た
ら
ん
に
縋
り
て
登
ら
ん
は
、
弥
陀
の
願

力
を
深
く
信
じ
て
一
向
に
念
仏
を
勤
め
ば
往
生

せ
ん
が
ご
と
き
な
る
べ
し
。

こ
の
よ
う
な
財
力
が
な
い
者
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
複
数
の
人
に
仕
え
て
、
疲

れ
果
て
る
ほ
ど
働
い
た
と
し
て
も
、
何
の
成
果
も
あ
げ
ら
れ
な
い
も
の
で
す
。

一
方
、ひ
た
す
ら
一
人
だ
け
を
頼
り
に
し
て
い
れ
ば
、た
と
え
貧
し
い
者
で
あ
っ

て
も
必
ず
そ
の
方
か
ら
哀
れ
み
を
受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

す
な
わ
ち
、
末
法
の
世
に
生
き
る
無
智
の
衆
生
と
は
、
こ
う
し
た
貧
し
い
者

の
よ
う
で
す
。
か
つ
て
、
仏
菩
薩
が
衆
生
を
救
う
た
め
に
仮
の
姿
で
現
れ
た
権

者
や
聖
達
は
、
先
の
例
で
い
え
ば
、
家
が
豊
か
な
人
々
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
無
智
の
身
の
上
を
も
っ
て
智
者
の
修
行
を
学
ぼ
う
と
す
る
の
は
、

貧
し
い
者
が
無
理
を
し
て
裕
福
な
人
の
ま
ね
ご
と
を
す
る
よ
う
な
も
の
な
の
で

す
。ま

た
、
さ
ら
に
例
え
を
挙
げ
て
み
ま
す
と
、
高
い
山
に
お
い
て
人
の
行
き
来

を
妨
げ
る
岩
を
前
に
し
て
、
力
量
の
な
い
者
が
、
ど
う
に
か
石
の
角
や
木
の
根

に
取
り
す
が
っ
て
登
ろ
う
と
努
力
す
る
の
は
、
阿
弥
陀
仏
や
極
楽
に
直
接
関
係

し
な
い
雑
行
を
修
め
て
浄
土
往
生
を
願
う
よ
う
な
も
の
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、

山
の
峰
か
ら
強
靭
な
綱
が
垂
ら
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
す
が
っ
て
登
ろ
う
と
す

る
の
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
を
深
く
信
じ
て
、
ひ
た
す
ら
お
念
仏
を
称
え
れ

ば
浄
土
往
生
が
叶
え
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
す
。



113　『黒谷上人語灯録』（和語）　現代語訳②　巻第十二

研究成果報告

ま
た
一
向
専
修
に
は
殊
に
三
心
を
具
足
す
べ

き
な
り
。
三
心
と
い
う
は
、
一
つ
に
は
至
誠
心
、

二
つ
に
は
深
心
、
三
つ
に
は
廻
向
発
願
心
な
り
。

至
誠
心
と
い
う
は
、
余
仏
を
礼
せ
ず
弥
陀
を
礼

し
、
余
行
を
修
せ
ず
弥
陀
を
念
じ
て
専
ら
に
し

て
専
ら
な
ら
し
む
る
な
り
。

深
心
と
い
う
は
、
弥
陀
の
本
願
を
深
く
信
じ

て
、
我
が
身
は
無
始
よ
り
こ
の
か
た
罪
悪
生
死

の
凡
夫
と
し
て
生
死
を
免
る
べ
き
道
な
き
を
、

弥
陀
の
本
願
不
可
思
議
な
る
に
よ
り
て
、
か
の

名
号
を
一
向
に
称
念
し
て
疑
を
な
す
心
な
け
れ

ば
、
一
念
の
間
に
八
十
億
劫
の
生
死
の
罪
を
滅

し
て
最
期
臨
終
の
時
必
ず
弥
陀
の
来
迎
に
預
る

な
り
。

廻
向
発
願
心
と
い
う
は
、
自
他
の
行
を
真
実

の
心
の
中
に
廻
向
発
願
す
る
な
り
。

ま
た
、
ひ
た
す
ら
お
念
仏
を
称
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
特
に
次
の
三
心
を
具

え
る
べ
き
で
す
。
三
心
と
は
、
一
つ
に
は
至
誠
心
、
二
つ
に
は
深
心
、
三
つ
に

は
回
向
発
願
心
の
こ
と
で
す
。
至
誠
心
と
は
、
他
の
仏
を
礼
拝
す
る
こ
と
な
く

た
だ
阿
弥
陀
仏
を
礼
拝
し
、
他
の
行
を
修
め
ず
に
た
だ
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
て
、

ひ
た
す
ら
お
念
仏
を
勤
め
る
こ
と
で
す
。

深
心
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
次
の
よ
う
に
深
く
信
じ
る
こ
と
で
す
。
自

分
自
身
は
、
遡
り
得
な
い
ほ
ど
遙
か
な
過
去
か
ら
罪
悪
を
犯
し
続
け
て
輪
廻
を

繰
り
返
し
て
き
た
凡
夫
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
離
れ
出
る
手
立
て
が
な
い
け
れ
ど

も
、阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
力
は
、私
達
の
思
議
が
及
ば
な
い
ほ
ど
広
大
で
あ
っ
て
、

阿
弥
陀
仏
の
御
名
を
ひ
た
す
ら
称
え
れ
ば
往
生
が
叶
う
と
信
じ
る
の
で
す
。
そ

し
て
、
そ
の
こ
と
を
疑
う
心
が
な
け
れ
ば
、
一
遍
の
お
念
仏
を
称
え
る
度
に
、

こ
れ
か
ら
先
、
八
十
億
劫
も
の
輪
廻
を
繰
り
返
す
べ
き
罪
の
報
い
を
消
滅
し
て
、

最
期
臨
終
の
時
に
は
必
ず
や
阿
弥
陀
仏
の
来
迎
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。

回
向
発
願
心
と
は
、
嘘
偽
り
な
く
深
く
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
信
じ
る
心
を
内

に
具
え
な
が
ら
、
自
分
の
積
ん
だ
功
徳
と
他
者
の
善
行
に
随
喜
し
た
功
徳
を
振

り
向
け
て
、
浄
土
に
往
生
し
よ
う
と
願
う
心
の
こ
と
で
す
。
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こ
の
三
心
一
つ
も
少か

け
ぬ
れ
ば
往
生
を
遂
げ

難
し
。
し
か
れ
ば
他
の
行
を
雑
え
ん
に
よ
り
て

罪
に
な
る
べ
か
ら
ず
と
い
え
ど
も
、
な
お
念
仏

往
生
を
不
定
に
存
じ
て
、
い
さ
さ
か
の
疑
を
残

し
て
他
事
を
加
う
る
に
て
は
ん
べ
る
べ
き
な
り
。

た
だ
し
こ
の
三
心
の
中
に
至
誠
心
を
様
様
に

心
得
て
殊
に
誠
を
至
す
事
を
か
た
く
申
し
な
す

輩
も
は
ん
べ
る
に
や
。

し
か
ら
ば
弥
陀
の
本
願
の
本
意
に
も
違
い
て

信
心
は
少か

け
ぬ
る
に
て
あ
る
べ
き
な
り
。
い
か

に
信
力
を
至
す
と
い
う
輩
も
、
造
悪
の
凡
夫
の

身
の
信
力
に
て
願
を
成
就
せ
ん
程
の
信
力
は
い

か
で
か
は
ん
べ
る
べ
き
。

た
だ
一
向
に
往
生
を
決
定
せ
ん
ず
れ
ば
こ
そ

本
願
の
不
思
議
に
て
は
は
ん
べ
る
べ
け
れ
。
さ

こ
の
三
心
は
一
つ
で
も
欠
け
て
し
ま
え
ば
、
往
生
を
遂
げ
る
こ
と
は
難
し
い

も
の
で
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
お
念
仏
以
外
の
行
を
交
え
た
と
し
て
も

罪
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
と
は
い
え
、
あ
い
か
わ
ら
ず
念
仏
一
行
を
修
め
る
だ

け
で
は
往
生
が
定
ま
ら
な
い
な
ど
と
受
け
と
め
て
し
ま
い
、
つ
い
わ
ず
か
ば
か

り
の
疑
い
の
心
を
残
し
て
、
お
念
仏
以
外
の
行
を
加
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

も
の
で
す
。

そ
の
一
方
、
こ
の
三
心
の
中
の
至
誠
心
を
あ
れ
こ
れ
と
理
解
し
た
上
で
、
と

く
に
嘘
偽
り
の
な
い
真
実
の
心
を
尽
く
す
こ
と
を
と
て
も
難
し
い

（
（6
（

と
主
張
す

る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。

も
し
そ
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
が
本
願
を
建
て
た

本
意
に
背
い
て
、
信
心
が
欠
け
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ど
れ
ほ

ど
信
心
の
力
を
嘘
偽
り
の
な
い
真
実
に
至
ら
せ
て
い
る
と
い
う
者
が
い
た
と
し

て
も
、
所
詮
、
悪
を
造
り
続
け
て
い
る
凡
夫
の
身
の
上
で
起
こ
し
た
信
心
に
過

ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
自
身
の
力
だ
け
で
誓
願
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
信
心
の
力
な
ど
ど
う
し
て
あ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
、
い
や
決
し
て
あ
り
は

し
ま
せ
ん
。

た
だ
ひ
た
す
ら
お
念
仏
を
称
え
る
だ
け
で
必
ず
往
生
が
叶
う
か
ら
こ
そ
、
阿

弥
陀
仏
の
本
願
は
私
達
の
思
議
も
及
ば
な
い
尊
い
も
の
な
の
で
す
。
こ
の
よ
う
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よ
う
に
信
力
も
深
く
善
か
ら
ん
人
の
た
め
に
は
、

か
く
強あ

な
が

ち
に
不
思
議
の
本
願
を
発
し
た
ま
う
べ

き
に
あ
ら
ず
。
こ
の
道
理
を
ば
存
じ
な
が
ら
、

ま
こ
と
し
く
専
修
念
仏
の
一
行
に
入
る
人
は
い

み
じ
く
有
り
難
き
な
り
。

し
か
る
を
道
綽
禅
師
は
決
定
往
生
の
先
達
な

り
。
智
慧
深
く
し
て
講
説
を
修
し
た
ま
い
き
。

曇
鸞
法
師
の
三
世
已
下
の
弟
子
な
り
。
か
の
曇

師
は
智
慧
高
遠
な
り
と
い
え
ど
も
、
四
論
の
講

説
を
捨
て
て
偏
に
往
生
の
業
を
修
し
て
、
一
向

に
専
ら
弥
陀
を
念
じ
て
相
続
無
間
に
し
て
現
に

往
生
し
た
ま
え
り
。

か
く
の
ご
と
き
道
綽
は
講
説
を
止や

め
て
念
仏

を
修
し
、
善
導
は
雑
修
を
嫌
い
て
専
修
を
勤
め

た
ま
い
き
。
ま
た
道
綽
禅
師
の
勧
に
よ
り
て
、

幷へ
い

州し
ゅ
う

の
三
県
の
人
、
七
歳
已
後
、
一
向
に
念
仏

を
修
す
と
い
え
り
。

に
、
信
心
の
力
も
深
く
、
な
お
か
つ
善
人
で
あ
る
方
の
た
め
に
、
強
い
て
阿
弥

陀
仏
は
本
願
を
発
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
道
理
を
弁
え

た
上
で
、
嘘
偽
り
の
な
い
真
実
の
心
で
専
修
念
仏
一
筋
の
道
に
入
ら
れ
る
方
は

実
に
尊
く
あ
り
が
た
い
の
で
す
。

そ
う
し
た
中
、
道
綽
禅
師
は
、
揺
る
ぎ
な
い
浄
土
往
生
の
信
仰
を
具
え
て
往

生
を
遂
げ
ら
れ
た
先
達
で
す
。
禅
師
の
智
慧
は
深
く
、
か
つ
て
『
涅
槃
経
』
の

講
義
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
禅
師
は
、
曇
鸞
大
師
か
ら
三
世
代
、
お
よ
そ
百
年

を
経
た
弟
子
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
曇
鸞
大
師
も
智
慧
が
大
変
す
ぐ
れ
て
い
た
方

で
す
が
、
四
論
（『
中
論
』『
百
論
』『
十
二
門
論
』『
大
智
度
論
』）
の
講
義
を

や
め
て
、
ひ
と
え
に
浄
土
往
生
の
た
め
の
実
践
行
を
修
め
て
、
ひ
た
す
ら
阿
弥

陀
仏
の
名
号
を
称
え
、
絶
え
る
こ
と
な
く
相
続
し
て
、
現
に
往
生
を
遂
げ
ら
れ

た
の
で
す
。

曇
鸞
大
師
と
同
じ
よ
う
に
、
道
綽
禅
師
も
『
涅
槃
経
』
の
講
義
を
や
め
て
お

念
仏
を
修
め
る
こ
と
と
な
り
、
善
導
大
師
は
さ
ま
ざ
ま
な
行
を
交
え
て
修
め
る

の
を
嫌
っ
て
、
も
っ
ぱ
ら
お
念
仏
を
お
勤
め
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
道
綽
禅

師
の
お
勧
め
に
よ
っ
て
、
教
化
の
及
ん
だ
中
国
の
并
州

（
（6
（

（
現
・
山
西
省
）
の
三

県
（
晋
陽
・
太
原
・
汶
水
）
に
住
む
人
々
は
、
七
歳
以
上
に
な
る
と
ひ
た
す
ら
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し
か
れ
ば
我
が
朝
の
末
法
の
衆
生
、
な
ん
ぞ

強
ち
に
雑
修
を
好
ま
ん
や
。
た
だ
速
や
か
に
弥

陀
如
来
の
願
、
釈
迦
如
来
の
説
、
道
綽
善
導
の

釈
を
学
ぶ
に
、
雑
修
を
修
し
て
極
楽
の
果
を
不

定
に
存
ぜ
ん
よ
り
は
、
専
修
の
業
を
行
じ
て
往

生
の
望
を
決
定
す
べ
き
な
り
。
か
の
道
綽
善
導

等
の
釈
は
念
仏
門
の
人
人
の
事
な
れ
ば
左
右
に

及
ぶ
べ
か
ら
ず
。

法
相
宗
に
お
き
て
は
専
修
念
仏
門
を
ば
信
向

せ
ざ
る
か
と
存
ず
る
と
こ
ろ
に
、
慈
恩
大
師
の

『
西
方
要
決
』
に
い
わ
く
「
末
法
万
年
に
余
経

こ
と
ご
と
く
滅
す
。
弥
陀
の
一
教
の
み
あ
り
て

利
物
偏
に
増
す
」
と
釈
し
た
ま
え
り
。
ま
た
同

じ
き
書
に
い
わ
く
「
三さ

ん

空く
う

九く

断だ
ん

の
文
、
十じ

ゅ
う

地じ

五ご

修し
ゅ

の
教
、
生し

ょ
う

期ご

分ぶ
ん

促そ
く

、
死し

路ろ

非ひ

運う
ん

な
り
。
し
ば

ら
く
多
聞
の
広
学
を
息や

め
て
、
念
仏
の
軍
修
を

専
に
せ
ん
に
は
し
か
じ
」
と
い
え
り
。

お
念
仏
を
称
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
わ
が
日
本
に
お
い
て
末
法
の
世
に
生
き
る
衆
生
は
、
ど
う
し
て

こ
と
さ
ら
に
好
ん
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
を
交
え
て
修
め
る
必
要
が
あ
り
ま
し
ょ
う

か
。
迷
う
こ
と
な
く
速
や
か
に
阿
弥
陀
仏
の
本
願
と
釈
尊
の
説
示
、
そ
し
て
、

道
綽
禅
師
と
善
導
大
師
の
解
釈
を
学
び
と
っ
て
、
種
々
雑
多
な
行
を
修
め
て
浄

土
往
生
と
い
う
果
報
を
不
確
か
な
も
の
と
す
る
よ
り
も
、
も
っ
ぱ
ら
お
念
仏
を

修
め
る
こ
と
で
浄
土
往
生
の
望
み
を
確
実
な
も
の
と
す
べ
き
で
す
。
か
の
道
綽

禅
師
や
善
導
大
師
な
ど
の
解
釈
は
、
ま
さ
に
お
念
仏
の
教
え
に
深
く
帰
依
さ
れ

た
方
々
の
ご
説
示
な
の
で
、
と
や
か
く
言
わ
ず
大
切
に
す
べ
き
で
す
。

法
相
宗
で
は
、
専
修
念
仏
の
教
え
に
信
心
を
向
け
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
慈
恩
大
師
の
『
西
方
要
決
』
に
は
、「
末
法
の
時
代
に
入
っ
て

一
万
年
が
経
過
す
る
と
他
の
経
典
の
教
え
は
す
べ
て
消
滅
し
て
し
ま
う
が
、
阿

弥
陀
仏
の
教
え
だ
け
が
残
っ
て
、
人
々
を
救
う
役
割
が
ひ
と
え
に
増
す
こ
と
と

な
る
」

（
（6
（

と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
書
に
は
「
法
相
宗
で
は
、
三
空
九

断
（
（6
（

の
文
や
十
地
五
修

（
（6
（

の
教
え

（
（6
（

を
通
じ
て
種
々
の
実
践
が
説
か
れ
て
い
る
も
の

の
、
私
達
の
生
涯
は
と
り
わ
け
せ
わ
し
い
も
の
で
、
死
に
至
る
道
程
は
定
め
が

た
い
の
で
、
そ
れ
ら
の
行
を
成
し
遂
げ
る
の
は
難
し
い
。
し
ば
し
、
多
く
の
仏

の
教
え
を
幅
広
く
学
び
と
る
こ
と
を
止
め
て
、
も
っ
ぱ
ら
念
仏
の
行
の
み
に
専
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し
か
の
み
な
ら
ず
ま
た『
大
聖
竹
林
寺
の
記
』

に
い
わ
く
、
五
台
山
竹
林
寺
の
大
講
堂
の
中
に

し
て
普
賢
文
殊
、
東
西
に
対
座
し
て
諸
の
衆
生

の
た
め
に
妙
法
を
説
き
た
ま
う
時
、
法
照
禅
師
、

跪ひ
ざ
ま
ず

き
て
文
殊
に
問
い
た
て
ま
つ
り
き
。「
未
来

悪
世
の
凡
夫
、
い
ず
れ
の
法
を
行
い
て
か
永
く

三
界
を
出
で
て
浄
土
に
生
ま
る
る
事
を
得
べ

き
」
と
。

文
殊
答
え
て
の
た
ま
わ
く
「
往
生
浄
土
の

計は
か
り
ご
と

弥
陀
の
名
号
に
過
ぎ
た
る
は
な
く
、
頓
証

菩
提
の
道
た
だ
称
念
の
一
門
に
あ
り
。
こ
れ
に

よ
て
釈
迦
一
代
の
聖
教
に
多
く
讃ほ

む
る
と
こ
ろ

み
な
弥
陀
に
あ
り
。
い
か
に
い
わ
ん
や
未
来
悪

世
の
凡
夫
を
や
」
と
答
え
た
ま
え
り
。

か
く
の
ご
と
き
の
要
文
等
、
智
者
た
ち
の
教

を
見
て
も
な
お
信
心
な
く
し
て
、
有
り
難
き
人

念
す
る
こ
と
に
勝
る
も
の
は
な
い
」

（
（6
（

と
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
法
照
禅
師
自
ら
が
感
得
し
た
奇
瑞
を
記
し
た
『
大
聖

竹
林
寺
記
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。「
五
台
山
に
あ
る
竹
林
寺
の
大

講
堂
の
中
で
、
普
賢
菩
薩
と
文
殊
菩
薩
が
東
西
に
対
座
し
て
、
多
く
の
衆
生
の

た
め
に
妙
な
る
仏
の
教
え
を
説
法
さ
れ
て
い
た
時
、
法
照
禅
師
が
ひ
ざ
ま
ず
い

て
文
殊
菩
薩
に
次
の
よ
う
に
お
尋
ね
に
な
り
ま
し
た
。『
未
来
に
訪
れ
る
悪
し

き
末
法
の
世
に
生
を
享
け
る
凡
夫
は
、
ど
の
よ
う
な
行
を
修
め
て
迷
い
の
世
界

を
永
遠
に
離
れ
出
て
、
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
』
と
。

文
殊
菩
薩
は
、
そ
れ
に
対
し
て
『
浄
土
往
生
を
叶
え
る
た
め
の
方
策

（
（6
（

と
し

て
は
、
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
る
以
上
の
行
は
な
く
、
凡
夫
が
速
や
か
に
悟

り
の
境
地
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
道
は
、
た
だ
称
名
念
仏
の
教
え
が
あ
る
の
み

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
訳
で
釈
尊
が
生
涯
を
か
け
て
説
か
れ
た
教
え
の
中
で
阿

弥
陀
仏
の
こ
と
を
多
く
讃
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
し
て
や
、
未
来
の
悪
し
き
末
法

の
世
を
生
き
る
こ
と
と
な
る
凡
夫
に
と
っ
て
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ

る
』
と
お
答
え
に
な
り
ま
し
た
」
と
。

（
（6
（

こ
の
よ
う
に
重
要
な
文
言
や
高
僧
方
の
お
示
し
な
ど
を
目
に
し
て
も
、
な
お

信
心
を
発
さ
ず
、
せ
っ
か
く
生
ま
れ
難
い
人
間
界
に
生
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
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界
を
受
け
て
往
き
易
き
浄
土
に
入
ら
ざ
ら
ん
事
、

後
悔
何
事
か
こ
れ
に
し
か
ん
や
。
か
つ
う
は
ま

た
か
く
の
ご
と
き
の
専
修
念
仏
の
輩
を
当
世
に

専
ら
難
を
加
え
て
嘲

あ
ざ
け
り

を
な
す
輩
多
く
聞
こ
ゆ
。

こ
れ
ま
た
昔
の
権
者
た
ち
予か

ね
て
ま
ず
暁さ

と
り
知
り

た
ま
え
る
事
な
り
。

文
殊
の
た
ま
わ
く
「
未
来
世
に
お
い
て
、
悪

衆
生
、
西
方
の
弥
陀
の
号
を
称
念
し
て
、
仏
の

本
願
に
依
り
て
生
死
を
出
で
て
、
直
心
を
以
ち

て
の
故
に
極
楽
に
生
ま
る
」
と
、
云
云
。

善
導
の
『
法
事
讃
』
に
い
わ
く
、「
世
尊
説

法
の
時
ま
さ
に
了
ら
ん
と
す
。
慇お

ん
ご
ん懃

に
弥
陀
の

名
を
付
属
し
た
ま
う
。
五
濁
増
の
時
疑
謗
多
く
、

道
俗
相
嫌
い
て
聞
く
こ
と
を
用
い
ず
。
修
行
す

る
こ
と
あ
る
を
見
て
は
瞋
毒
を
起
し
、
方
便
破

壊
し
て
競
い
て
怨あ

だ
を
生な

す
。
か
く
の
ご
と
き
の

生
盲
闡
提
の
輩
、
頓
教
を
毀
滅
し
て
永
く
沈
淪

ら
ず
、
往
き
や
す
い
極
楽
浄
土
に
生
ま
れ
よ
う
と
し
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
の

後
悔
は
他
に
何
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
ま
た
、
近
年
こ
の
よ
う
な
も
っ

ぱ
ら
お
念
仏
を
称
え
て
い
る
方
達
を
非
難
し
て
あ
ざ
笑
っ
て
い
る
人
が
多
く
い

る
と
耳
に
し
ま
す
。こ
れ
も
ま
た
昔
、娑
婆
世
界
に
仮
に
姿
を
表
さ
れ
た
権
者
が
、

か
ね
て
よ
り
よ
く
よ
く
ご
存
じ
の
こ
と
で
す
。

そ
の
上
で
『
大
聖
竹
林
寺
記
』
に
お
い
て
、
文
殊
菩
薩
は
「
そ
の
よ
う
な
未

来
の
末
法
の
世
を
生
き
る
こ
と
と
な
る
悪
し
き
凡
夫
が
、
西
方
浄
土
の
阿
弥
陀

仏
の
名
号
を
称
え
念
じ
て
、
そ
の
本
願
に
乗
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
き
死
に
を

繰
り
返
す
輪
廻
を
抜
け
出
る
こ
と
が
で
き
、
素
直
な
信
心
を
具
え
て
い
た
の
で

極
楽
に
往
生
す
る
の
で
あ
る
」
と
仰
っ
て
い
る
の
で
す
。

善
導
大
師
の
『
法
事
讃
』
に
は
「
説
法
が
ま
さ
に
終
わ
ろ
う
と
す
る
時
、
釈

尊
は
懇
ろ
に
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
後
の
世
に
伝
え
る
よ
う
に
阿
難
に
託
さ
れ
た
。

時
代
が
下
り
五
濁

（
（7
（

が
増
す
時
に
あ
っ
て
は
、
疑
い
を
抱
く
者
や
謗
り
を
な
す

者
が
は
び
こ
り
、
出
家
修
行
者
も
在
家
信
者
も
そ
れ
ぞ
れ
に
厭
い
合
っ
て
互
い

の
話
を
聞
こ
う
と
し
な
い
。
別
の
者
が
修
行
し
て
い
る
姿
を
見
て
怒
り
の
心
を

発
し
て
し
ま
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
用
い
て
、
そ
の
修
行
者
の
信
仰
を
破
り

壊
そ
う
と
勇
ん
で
害
を
及
ぼ
そ
う
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
仏
の
教
え
を
聞
い
て
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せ
ん
。
大
地
微
塵
劫
を
超
過
す
と
も
、
い
ま
だ

三
途
の
身
を
離
る
る
こ
と
を
得
べ
か
ら
ず
。
大

衆
同
心
に
皆
所あ

ら
ゆ
る有

破
法
罪
の
因
縁
を
懺
悔
せ

よ
」
云
云
。

『
平
等
覚
経
』
に
い
わ
く
「
も
し
善
男
子
善

女
人
あ
り
て
か
く
の
ご
と
き
ら
の
浄
土
の
法
門

を
説
く
を
聞
き
て
、
悲
喜
を
な
し
て
身
の
毛い

よ
だ竪

つ
事
を
し
て
抜
き
出
す
が
ご
と
く
す
る
は
、
し

か
る
べ
し
、
こ
の
人
過
去
に
す
で
に
仏
道
を
な

し
て
来
た
れ
る
な
り
。
ま
た
こ
れ
を
聞
く
と
い

う
と
も
す
べ
て
信し

ん

楽ぎ
ょ
う

せ
ざ
ら
ん
に
お
き
て
は
、

知
る
べ
し
、
こ
の
人
初
め
て
三
悪
道
の
中
よ
り

来
た
れ
る
な
り
」。

し
か
れ
ば
か
く
の
ご
と
き
の
謗
難
の
輩
は

左さ

う右
な
き
罪
人
の
由
を
知
り
て
、
論
談
に
値
う

も
信
心
を
発
す
こ
と
な
く
誹
謗
を
重
ね
る
者
は
、
極
楽
浄
土
に
お
い
て
速
や
か

に
さ
と
り
を
開
く
教
え
を
打
ち
壊
し
滅
ぼ
す
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生

死
を
繰
り
返
す
輪
廻
の
世
界
に
永
く
沈
み
続
け
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し

て
、
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
の
永
い
時
間

（
（7
（

を
経
た
と
し
て
も
、
地
獄
・
餓
鬼
・

畜
生
と
い
っ
た
三
悪
道
の
世
界
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
を
聞
い
た
人
々
は
皆
、
心
を
等
し
く
し
て
、
仏
の
教
え
を
破
壊
し
よ
う
と

す
る
罪
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
因
縁
を
懺
悔
せ
よ
」

（
（7
（

と
あ
り
ま
す
。

『
平
等
覚
経
』
に
は
、「
も
し
、
深
く
仏
道
に
心
を
寄
せ
る
男
女
が
い
て
、

こ
の
よ
う
な
浄
土
の
法
門
が
説
か
れ
る
の
を
聞
い
て
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
教

え
に
出
会
っ
た
こ
と
を
心
か
ら
喜
び
、
身
の
毛
が
よ
だ
つ
ほ
ど
に
こ
の
穢
土
を

恐
れ
厭
い
、
心
か
ら
浄
土
を
目
指
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
ち
が
い
な
く
こ
の

人
達
は
、
過
去
世
に
お
い
て
す
で
に
仏
道
を
修
め
て
来
た
者
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
法
門
を
聞
い
た
と
し
て
も
、
ま
っ
た
く
そ
れ
を
信
じ
願
わ
な
い
者
が
い
れ

ば
、
こ
の
人
は
初
め
て
三
悪
道
か
ら
抜
け
出
し
て
、
よ
う
や
く
人
と
し
て
生
ま

れ
た
者
で
あ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
」

（
（7
（

と
あ
り
ま
す
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
謗
り
を
す
る
者
は
、
あ
れ
こ
れ
考
え
る
ま
で

も
な
く
罪
人
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
由
縁
を
理
解
す
れ
ば
、
議
論
に
値
す
べ
き
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べ
か
ら
ざ
る
事
な
り
。
ま
た
十
善
堅
く
持
た
ず

し
て
忉と

う
利り

都と

率そ
つ

を
願
わ
ん
、
極
め
て
叶
い
難
し
。

極
楽
は
五
逆
の
者
念
仏
に
よ
り
て
生
ま
る
、
い

わ
ん
や
十
悪
に
お
い
て
は
障さ

わ
り

と
な
る
べ
か
ら
ず
。

ま
た
慈
尊
の
出
世
を
期
せ
ん
に
も
五
十
六
億
七

千
万
歳
い
と
待
ち
遠ど

お
な
り
。

い
ま
だ
知
ら
ず
、
他
方
の
浄
土
そ
の
所
所
に

は
か
く
の
ご
と
き
の
本
願
な
し
。
極
楽
は
専
ら

弥
陀
の
願
力
甚
だ
深
し
。
な
ん
ぞ
他
を
求
む
べ

き
。こ

の
度
仏
法
に
縁
を
結
び
て
三
生
四
生
に
得

脱
せ
ん
と
望
を
係
く
る
輩
あ
り
。
こ
の
願
極
め

て
不
定
な
り
。

大
通
結
縁
の
人
、
信
楽
慚
愧
の
衣
の
裏
に
一

乗
無む

価げ

の
玉
を
繋か

け
て
、
隔き

ゃ
く

生し
ょ
う

即そ
く

忘も
う

し
て
三
千

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
天
界
に
生
ず
る
戒
と
さ
れ
て
い
る
十
善

（
（7
（

を

堅
く
保
ち
も
せ
ず
に
帝
釈
天
の
お
ら
れ
る
忉
利
天
や
弥
勒
菩
薩
の
お
ら
れ
る
兜

率
天
に
生
ま
れ
た
い
と
願
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
き
わ
め
て
叶
え
難
い
も
の

で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
極
楽
浄
土
は
、
五
逆

（
（7
（

と
い
う
き
わ
め
て
重
い
罪
を
犯

し
た
者
で
も
お
念
仏
に
よ
っ
て
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
ま
し
て
や
、

そ
れ
よ
り
軽
い
十
悪

（
（7
（

を
犯
し
た
罪
な
ど
、
往
生
の
障
り
に
な
る
は
ず
も
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
兜
率
天
に
お
ら
れ
る
弥
勒
菩
薩
が
成
仏
さ
れ
て
こ
の
世
界
に

出
現
さ
れ
る
の
を
待
ち
望
ん
だ
と
し
て
も
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
五
十
六
億
七

千
万
年
と
い
う
歳
月
は
、
ま
こ
と
に
遠
く
待
ち
難
い
も
の
で
す
。

い
ま
だ
に
私
は
、
西
方
浄
土
以
外
の
浄
土
に
お
い
て
、
い
か
な
る
罪
を
犯
し

た
者
で
も
救
い
摂
る
と
い
う
本
願
を
見
出
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
極
楽
浄
土
に
つ

い
て
は
、
ひ
と
え
に
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
お
力
が
は
な
は
だ
深
く
及
ぶ
の
で
す
。

ど
う
し
て
他
の
浄
土
へ
の
往
生
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

今
生
に
お
い
て
仏
法
と
縁
を
結
ん
で
、
こ
の
先
、
三
回
あ
る
い
は
四
回
生
ま

れ
変
わ
っ
た
後
に
迷
い
の
世
界
を
離
れ
出
よ
う
と
望
み
を
か
け
る
人
が
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
願
い
は
、
は
な
は
だ
不
確
か
な
も
の
で
す
。

『
法
華
経
』
に
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
大
通
智
勝
仏
か

ら
直
接
教
え
を
受
け
た
十
六
王
子
は
、
そ
の
教
え
を
再
説
し
て
人
々
と
縁
を
結
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塵
点
が
間
六
趣
に
輪
廻
せ
し
に
あ
ら
ず
や
。

た
と
い
ま
た
三
四
生
に
縁
を
結
び
て
必
定
得

脱
す
べ
き
に
て
も
、
そ
れ
を
待
ち
つ
け
ん
輪
廻

の
間
の
苦
、
い
と
堪
え
難
か
る
べ
し
、
い
と
待

ち
遠ど

お
な
る
べ
し
。
ま
た
か
の
聖
道
門
に
お
い
て

は
三
乗
五
乗
の
得
道
な
り
。
こ
の
行
は
多
百
千

劫
な
り
。

こ
こ
に
我
ら
こ
の
度
初
め
て
人
界
の
生
を
受

け
た
る
に
て
も
あ
ら
ず
、
世
世
生
生
を
経
て
如

来
の
教
化
に
も
菩
薩
の
弘ぐ

経き
ょ
う

に
も
い
く
ぞ
ば
く

か
遇
い
た
て
ま
つ
り
た
り
け
ん
。
た
だ
不
信
に

び
ま
し
た
。
彼
等
は
、
そ
の
教
え
を
深
く
信
じ
て
心
の
底
か
ら
懺
悔
し
た
こ
と

か
ら
、
勝
れ
た
価
値
を
具
え
た
宝
を
自
身
の
衣
の
裏
に
縫
い
付
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
す
べ
て
の
衆
生
が
仏
と
な
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
ん

な
彼
等
も
、
生
を
隔
て
る
と
す
ぐ
さ
ま
そ
う
し
た
尊
い
ご
縁
を
忘
れ
去
っ
て
し

ま
い
、
釈
尊
が
成
仏
を
遂
げ
ら
れ
る
ま
で
の
と
て
つ
も
な
い
長
い
時
間

（
（7
（

、
六

道
と
い
う
迷
い
の
世
界
に
輪
廻
を
繰
り
返
し
て
し
ま
っ
た
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

仮
に
こ
の
先
、
三
回
あ
る
い
は
四
回
生
ま
れ
変
わ
っ
た
後
に
仏
法
と
縁
を
結

ん
で
必
ず
迷
い
の
世
界
を
離
れ
出
る
こ
と
が
で
き
る
に
し
て
も
、
そ
れ
を
待
ち

迎
え
る
ま
で
輪
廻
す
る
間
に
蒙
る
苦
し
み
は
、
実
に
堪
え
難
い
も
の
で
あ
り
ま

し
ょ
う
、実
に
待
ち
焦
が
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。ち
な
み
に
聖
道
門
で
は
、

声
聞
乗
・
縁
覚
乗
・
菩
薩
乗
の
三
乗
の
者

（
（7
（

や
そ
れ
に
人
乗
・
天
乗
を
加
え
た

五
乗

（
（7
（

の
者
が
さ
と
り
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
た

め
に
修
め
る
行
の
期
間
は
、
百
千
劫
と
い
う
と
て
つ
も
な
い
長
い
時
間
が
か
か

る
も
の
で
す
。

さ
て
、
私
達
は
、
こ
の
度
は
じ
め
て
人
間
と
し
て
の
生
を
受
け
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
を
繰
り
返
す
中
で
如
来
の
教
化
に

も
菩
薩
の
布
教
に
も
少
な
か
ら
ず
お
遇
い
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
た

だ
私
達
が
そ
れ
ら
を
信
じ
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
教
化
か
ら
漏
れ
続
け
て
今
に
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し
て
教
化
に
漏
れ
来
れ
る
な
る
べ
し
。
三
世
諸

仏
、
十
方
菩
薩
、
思
え
ば
み
な
こ
れ
昔
の
友
な

り
。
釈
迦
も
五
百
塵
点
の
前
、
弥
陀
も
十
劫
成

道
の
前
は
、
忝

か
た
じ
け

な
く
父
母
師
弟
と
も
互
い
に

成
り
た
ま
い
け
ん
。

仏
は
前
仏
の
教き

ょ
う

を
受
け
善
知
識
の
教お

し
え

を
信

じ
て
早
く
発
心
修
行
し
た
ま
い
て
成
仏
し
て
久

し
く
な
り
た
ま
い
に
け
る
、
我
ら
は
信
心
疎お

ろ
か

な
る
故
に
今
に
生
死
に
止と

ま
れ
る
な
る
べ
し
。
過

去
の
輪
転
を
思
え
ば
未
来
も
ま
た
か
く
の
ご
と

し
。た

と
い
二
乗
の
心
を
発
す
と
い
う
も
、
菩
提

心
を
ば
発
し
難
し
。
如
来
は
勝
方
便
と
し
て
行

い
た
ま
え
り
。
濁
世
の
衆
生
、
自
力
を
励
ま
さ

ん
に
は
百
千
万
億
劫
、
難
行
苦
行
を
致
す
と
い

う
と
も
そ
の
勤つ

と
め

及
ぶ
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。

至
っ
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
過
去
・
現
在
・
未
来
に
ま
し
ま
す
諸
々
の
仏
、

あ
ら
ゆ
る
世
界
に
お
ら
れ
る
菩
薩
の
こ
と
を
思
い
巡
ら
し
て
み
れ
ば
、
彼
等
は

み
な
過
去
に
お
い
て
善
き
友
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。『
法
華
経
』
で
い
え
ば
釈

尊
も
五
百
塵
点
劫

（
（8
（

と
い
う
遠
い
昔
に
、『
無
量
寿
経
』
な
ど
で
い
え
ば
阿
弥
陀

仏
も
十
劫
と
い
う
遠
い
昔
に
、
そ
れ
ぞ
れ
さ
と
り
を
開
か
れ
る
以
前
は
、
恐
れ

多
く
も
私
達
と
父
母
や
師
弟
の
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
仏
は
、
過
去
に
お
い
て
そ
の
時
お
ら
れ
た
仏
の
教
え
を
受
け
、
あ

る
い
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
善
き
導
き
手
の
教
え
を
信
じ
て
、
速
や
か
に
さ
と
り
を

目
指
す
心
を
お
こ
し
て
行
を
修
め
、
成
仏
を
遂
げ
ら
れ
て
か
ら
長
い
時
間
を
経

て
お
ら
れ
る
の
で
す
。
一
方
、
私
達
は
信
心
が
希
薄
な
の
で
、
今
に
至
る
ま
で

生
き
死
に
を
繰
り
返
す
輪
廻
の
世
界
に
留
ま
り
続
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
過

去
か
ら
続
く
輪
廻
転
生
を
思
い
巡
ら
し
て
み
れ
ば
、
未
来
に
お
い
て
も
ま
た
同

じ
よ
う
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

仮
に
自
己
の
さ
と
り
の
み
を
目
指
す
声
聞
や
縁
覚
の
よ
う
な
二
乗
の
心
を
発

し
た
と
し
て
も
、
広
く
す
べ
て
の
人
々
を
救
お
う
と
い
う
大
乗
の
菩
提
心
は
発

し
難
い
も
の
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
如
来
は
、
菩
提
心
の
実
現
の
た
め
に
す
ぐ

れ
た
方
法
を
用
い
て
、
行
を
修
め
ら
れ
た
の
で
す
。
一
方
、
濁
り
き
っ
た
世
に

生
を
享
け
た
衆
生
は
、
自
ら
の
力
を
励
ま
し
て
百
千
万
億
劫
と
表
現
さ
れ
る
ほ
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ま
た
か
の
聖
道
門
は
よ
く
清
浄
に
し
て
そ
の

器う
つ
わ
も
の

に
足
れ
ら
ん
人
の
勤
む
べ
き
行
な
り
。

懈け
だ
い
ふ
し
ん

怠
不
信
に
し
て
は
な
か
な
か
行
ぜ
ざ
ら
ん
よ

り
も
罪
業
の
因
と
な
る
方
も
あ
り
ぬ
べ
し
。
念

仏
門
に
お
い
て
は
行
住
坐
臥
寐ね

て
も
寤さ

め
て
も

持
念
す
る
に
そ
の
便た

よ
り

過と
が

な
く
し
て
、
そ
の
器
を

嫌
わ
ず
、
こ
と
ご
と
く
往
生
の
因
と
な
る
事
疑

い
な
し
。

　

�

か
の
仏
の
因
中
に
弘ぐ

ぜ
い誓

を
立
つ
。
名
を
聞

い
て
我
れ
を
念
ぜ
ば
総す

べ

て
来
迎
せ
ん
。

貧び
ん
ぐ
う窮

と
富ふ

き貴
と
を
簡え

ら

ば
ず
、
下
智
と

高こ
う
ざ
い才

と
を
簡
ば
ず
、
多
聞
と
浄
戒
を
持た

も

つ
と
を
簡
ば
ず
、
破
戒
と
罪
根
の
深
き
と

を
簡
ば
ず
、
た
だ
心
を
廻え

し
て
多
く
念
仏

ど
の
果
て
し
な
い
時
間
を
か
け
て
難
行
・
苦
行
を
尽
く
し
た
と
し
て
も
、
そ
の

功
徳
は
さ
と
り
を
開
く
ま
で
に
は
遠
く
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
聖
道
門
は
、
ま
こ
と
に
清
ら
か
な
教
え
で
あ
っ
て
、
こ
の
身
こ
の
ま
ま

で
さ
と
り
を
開
く
道
を
成
し
遂
げ
ら
れ
る
力
を
充
分
に
具
え
て
い
る
人
が
励
む

べ
き
修
行
で
す
。
行
を
怠
け
て
い
て
信
心
が
定
ま
ら
な
い
こ
と
は
、
ま
っ
た
く

行
を
修
め
ず
に
い
る
こ
と
よ
り
も
、
罪
を
犯
し
て
し
ま
う
原
因
と
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
念
仏
門
に
お
い
て
は
、
歩
い
て
い
て
も
留
ま
っ
て

い
て
も
座
っ
て
い
て
も
横
に
な
っ
て
い
て
も
、
寝
て
も
覚
め
て
も
い
つ
い
か
な

る
時
も
、
常
に
お
念
仏
を
称
え
て
、
ど
の
よ
う
な
称
え
方
で
あ
っ
て
も
誤
り
と

な
る
こ
と
は
な
く
、
お
念
仏
を
称
え
る
人
の
能
力
に
よ
っ
て
選
別
さ
れ
る
こ
と

も
な
く
、
行
じ
た
お
念
仏
が
す
べ
て
極
楽
に
往
生
す
る
た
め
の
要
因
と
な
る
の

は
疑
い
な
い
こ
と
で
す
。

　

�
阿
弥
陀
仏
は
菩
薩
と
し
て
の
修
行
中
に
広
大
な
誓
い
を
立
て
ら
れ
た
。
わ

が
名
号
の
功
徳
を
聞
い
て
、
わ
が
名
を
称
え
れ
ば
、
す
べ
て
極
楽
浄
土
よ

り
来
迎
し
よ
う
、
と
。
貧
し
く
て
困
窮
す
る
者
と
富
み
豊
か
な
者
と
を
選

別
せ
ず
、
智
慧
な
き
者
と
智
慧
深
き
者
と
を
選
別
せ
ず
、
仏
法
を
よ
く
学

ぶ
者
や
清
浄
な
戒
律
を
守
る
者
と
戒
律
を
破
る
者
や
罪
深
い
者
と
を
選
別

す
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
ひ
と
え
に
阿
弥
陀
仏
の
救
い
の
働
き
を
信
じ
て
、
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せ
し
む
れ
ば
、
能
く
瓦が

り
ゃ
く礫

を
変
じ
て
金こ

ん

と
成
さ
し
む
。

と
い
え
り
。
ま
た
い
み
じ
き
経
論
聖し

ょ
う

教ぎ
ょ
う

の
智
者

と
い
え
ど
も
、
最
期
臨
終
の
時
そ
の
文
を
暗あ

ん
じ
ゅ誦

す
る
に
能
わ
ず
。
念
仏
に
お
い
て
は
命
を
窮き

わ
む

る
に
至
る
ま
で
称
念
す
る
に
そ
の
煩

わ
ず
ら
い

な
し
。

ま
た
仏
の
誓
願
の
験た

め
し

を
引
か
ん
に
も
、
薬
師

の
十
二
の
誓
願
に
は
不
取
正
覚
の
願
な
く
、
千

手
の
願
は
ま
た
不
取
正
覚
と
誓
い
た
ま
え
る
も

い
ま
だ
正
覚
成
り
た
ま
わ
ず
。
弥
陀
は
不
取
正

覚
の
願
を
発
し
て
正
覚
成
り
て
す
で
に
十
劫
を

経
た
ま
え
り
。
か
く
の
ご
と
き
の
誓ち

か
い

に
信
を
致

さ
ざ
ら
ん
人
は
、
ま
た
他
の
法
門
を
も
信
仰
す

る
に
及
ば
ず
。

し
か
れ
ば
か
え
す
が
え
す
も
一
向
専
修
の
念

一
遍
で
も
多
く
念
仏
を
称
え
れ
ば
、
あ
た
か
も
瓦が

礫れ
き

を
黄お

う

金ご
ん

に
変
え
る
よ

う
に
、
極
楽
浄
土
に
お
い
て
阿
弥
陀
仏
は
い
か
な
る
凡
夫
も
菩
薩
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
ら
せ
て
下
さ
る
。

（
（8
（

と
法
照
禅
師
も
『
五
会
法
事
讃
』
で
仰
せ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
素
晴
ら

し
い
経
典
や
論
書
を
学
び
、
そ
こ
に
説
か
れ
る
教
え
に
精
通
し
た
智
者
で
あ
っ

て
も
、
最
期
臨
終
に
至
っ
て
は
、
そ
れ
ら
聖
典
の
文
を
暗
唱
す
る
こ
と
は
容
易

に
は
で
き
ま
せ
ん
。
お
念
仏
に
お
い
て
は
、
い
の
ち
尽
き
る
ま
で
称
え
た
と
し

て
も
、
そ
う
し
た
心
配
に
は
及
ば
な
い
の
で
す
。

ま
た
、
諸
仏
の
誓
願
の
例
を
挙
げ
て
み
て
も
、『
薬
師
本
願
経
』
に
説
か
れ

る
薬
師
如
来
の
十
二
の
誓
願
に
は
、「
不
取
正
覚
（
自
身
の
誓
い
が
果
た
さ
れ

な
け
れ
ば
仏
に
な
ら
な
い
と
い
う
）」
と
あ
る
本
願
は
見
出
せ
ま
せ
ん

（
（8
（

。『
千

手
経
』
に
説
か
れ
る
千
手
観
音
の
十
の
誓
願
に
は
、「
不
取
正
覚
」
と
誓
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
観
音
は
菩
薩
に
留
ま
り
仏
と
な
っ
て
お
ら
れ
ま
せ
ん

（
（8
（

。

阿
弥
陀
仏
は
「
不
取
正
覚
」
の
誓
願
を
発
し
て
さ
と
り
を
得
、
す
で
に
十
劫
も

の
年
月
を
経
て
お
ら
れ
る
の
で
す

（
（8
（

。
こ
の
よ
う
な
阿
弥
陀
仏
の
誓
願
に
自
身

の
信
を
捧
げ
な
い
人
は
、
ま
た
他
の
法
門
で
あ
っ
て
も
信
仰
す
る
に
は
至
ら
な

い
も
の
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
よ
く
よ
く
、
た
だ
ひ
た
す
ら
お
念
仏
を
修
め
る
教
え
に
深
く
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仏
に
信
を
致
し
て
他
の
心
な
く
、
日
夜
朝
暮
行

住
坐
臥
に
怠
る
事
な
く
称
念
す
べ
き
な
り
。
専

修
念
仏
を
致
す
輩

と
も
が
ら

当
世
に
も
往
生
を
遂
ぐ
る

聞
こ
え
そ
の
数
多
し
。
雑
修
の
人
に
お
い
て
は

そ
の
聞
こ
え
極
め
て
有
り
難
し
。

そ
も
そ
も
こ
れ
を
見
て
も
な
お
横よ

こ
ざ
ま様

の

僻ひ
が
い
ん胤

に
入
り
て
物も

の

難な
ん

ぜ
ん
と
思
わ
ん
輩
は
、
定

め
て
い
よ
い
よ
憤

い
き
ど
お
り

を
な
し
て
「
し
か
ら
ば
昔

よ
り
仏
の
説
き
置
き
た
ま
え
る
経
論
聖
教
、
み

な
も
て
無
益
の
徒い

た
ず
ら
も
の物

に
て
失
せ
な
ん
と
す
る
に

こ
そ
」
な
ん
ど
嘲
り
申
さ
ん
ず
ら
ん
。

そ
れ
は
天
台
法
相
の
本
寺
本
山
に
修
学
を
営

み
て
名
を
も
存そ

ん

し
、
公

お
お
や
け

に
も
仕
え
て
官
位
を

も
望
ま
ん
と
思
わ
ん
に
お
い
て
は
左さ

う右
に
及
ぶ

べ
か
ら
ず
。
ま
た
上
根
利
智
の
人
は
そ
の
限
り

に
あ
ら
ず
。
こ
の
心
を
得
て
よ
く
了
見
す
る
人

は
、
誤
り
て
聖
道
門
を
殊
に
重
く
す
る
故
と
存

信
を
捧
げ
て
、他
の
行
に
心
を
運
ぶ
こ
と
な
く
、一
日
中
歩
い
て
い
て
も
留
ま
っ

て
い
て
も
座
っ
て
い
て
も
横
に
な
っ
て
い
て
も
、
い
つ
い
か
な
る
時
も
怠
る
こ

と
な
く
お
念
仏
を
称
え
る
べ
き
で
す
。
た
だ
ひ
た
す
ら
お
念
仏
を
実
践
す
る
者

達
が
極
楽
往
生
を
遂
げ
て
い
る
と
い
う
話
は
、
今
の
世
に
も
数
多
く
聞
こ
え
て

き
ま
す
。
お
念
仏
以
外
の
雑
多
な
行
を
修
め
て
い
る
者
が
浄
土
往
生
を
遂
げ
た

と
い
う
話
は
、
ほ
と
ん
ど
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
、
こ
う
し
た
状
況
を
見
て
も
、
な
お
道
理
に
合
わ
ぬ
間
違
っ
た
理

解
（
（8
（

に
基
づ
い
て
、
何
と
か
し
て
お
念
仏
の
教
え
を
非
難
し
よ
う
と
考
え
て
い

る
者
達
は
、
き
っ
と
い
っ
そ
う
腹
を
立
て
て
、「
そ
う
い
っ
た
こ
と
で
あ
れ
ば
、

昔
か
ら
御
仏
が
説
き
残
し
て
下
さ
っ
た
経
典
や
そ
こ
に
説
か
れ
る
教
え
は
、
み

な
無
駄
な
役
に
立
た
な
い
も
の
だ
か
ら
必
ず
や
滅
び
て
し
ま
う
だ
ろ
う
こ
と
は

間
違
い
な
い
」
な
ど
と
愚
弄
し
よ
う
と
す
る
で
し
ょ
う
。

そ
う
し
た
物
言
い
は
、
天
台
宗
や
法
相
宗
な
ど
の
本
寺
や
本
山

（
（8
（

に
お
い
て

学
問
に
励
ん
で
名
声
も
あ
り
、
朝
廷
に
仕
え
て
官
位
を
求
め
よ
う
と
す
る
の
で

あ
れ
ば
致
し
方
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、そ
れ
と
は
別
に
仏
道
修
行
の
資
質
に
優
れ
、

智
慧
あ
る
人
は
、
今
述
べ
た
よ
う
な
人
達
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
事

情
を
充
分
に
理
解
し
て
考
え
の
深
く
及
ぶ
人
は
、
彼
等
が
誤
っ
た
解
釈
に
よ
っ

て
聖
道
門
を
特
別
に
重
ん
じ
て
い
る
の
だ
と
理
解
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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ず
べ
き
な
り
。

し
か
る
を
な
お
念
仏
に
値あ

い
、
兼
ね
て
勤つ

と
め

を

致
さ
ん
事
は
、
聖
道
門
を
す
で
に
念
仏
の
助
行

に
用
い
る
べ
き
か
。
そ
の
条
こ
そ
か
え
す
が
え

す
聖
道
門
を
失
う
に
て
は
は
ん
べ
り
け
れ
。

た
だ
こ
の
念
仏
門
は
、
か
え
す
が
え
す
も
、

ま
た
他
の
心
な
く
、
後
世
を
思
わ
ん
輩
の
由
な

き
僻
胤
に
趣
き
て
、
時
を
も
身
を
も
計
ら
ず
、

雑
行
を
修
し
て
こ
の
度
た
ま
た
ま
有
り
難
き
人

界
に
生
ま
れ
て
、
さ
ば
か
り
値
い
難
か
る
べ
き

弥
陀
の
誓
を
捨
て
て
、
ま
た
三
途
の
旧ふ

る
さ
と里

に
帰

り
て
生
死
に
輪
転
し
て
多
百
千
劫
を
経
ん
悲
し

さ
を
思
い
知
ら
ん
人
の
身
の
た
め
を
申
す
な
り
。

さ
ら
ば
諸
宗
の
憤

い
き
ど
お
り

に
は
及
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
事

な
り
。

そ
れ
な
の
に
ま
だ
、
お
念
仏
の
教
え
に
出
会
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

あ
わ
せ
て
聖
道
門
の
行
を
修
め
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
聖
道
門
の
修
行
を
、
す

べ
て
そ
の
ま
ま
お
念
仏
を
助
け
る
た
め
の
行
に
用
い
る
つ
も
り
な
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
よ
う
な
受
け
と
め
方
こ
そ
、
つ
く
づ
く
聖
道
門
の
存
在
価
値
を
失
っ

て
し
ま
う
こ
と
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
念
仏
門
の
教
え
を
説
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
決
し
て
他
意
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
は
、
後
の
世
を
思
い
患
う
人
た
ち
の
中
に
、
た
い
し
た
根
拠
も
な
い
考

え
に
心
が
向
か
い
、
時
代
や
身
の
程
を
省
み
る
こ
と
な
く
、
お
念
仏
以
外
の
雑

多
な
行
を
修
め
て
し
ま
い
、
今
生
に
お
い
て
、
幸
運
に
も
生
ま
れ
難
い
人
の
世

に
生
を
授
か
り
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
遇
い
難
い
阿
弥
陀
仏
の
お
誓
い
に
出
会
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
捨
て
去
り
、
ふ
た
た
び
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
と

い
う
迷
い
の
故
郷
に
舞
い
戻
っ
て
、
生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
を
繰
り
返
す

迷
い
の
世
界
に
輪
廻
し
て
、
百
千
劫
と
い
う
限
り
な
い
時
間
を
幾
度
も
経
巡
っ

て
し
ま
う
悲
し
さ
を
思
い
知
る
で
あ
ろ
う
人
の
身
の
上
を
案
じ
て
申
し
て
い
る

の
で
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
諸
宗
の
人
が
腹
を
立
て
る
道
理
な
ど
ま
っ
た
く
な

い
の
で
す
。
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浄
土
宗
略
抄　
第
八

こ
の
度
生
死
を
離
る
る
道
、
浄
土
に
生
ま
る

る
に
過
ぎ
た
る
は
な
し
。
浄
土
に
生
ま
る
る
行
、

念
仏
に
過
ぎ
た
る
は
な
し
。
大
方
憂
き
世
を
出

で
て
仏
道
に
入
る
に
多
く
の
門
あ
り
と
い
え
ど

も
、
大
き
に
分
か
ち
て
二
門
を
出
で
ず
。
す
な

わ
ち
聖
道
門
と
浄
土
門
と
な
り
。

始
め
に
聖
道
門
と
い
は
、
こ
の
娑
婆
世
界
に

あ
り
な
が
ら
惑ま

ど
い

を
断
ち
悟さ

と
り

を
開
く
道
な
り
。
こ

れ
に
つ
き
て
大
乗
の
聖
道
あ
り
、
小
乗
の
聖
道

あ
り
。
大
乗
に
ま
た
二
つ
あ
り
。
す
な
わ
ち
仏

乗
と
菩
薩
乗
と
な
り
。
こ
れ
ら
を
総
じ
て
四
乗

と
名
づ
く
。
た
だ
し
こ
れ
ら
は
み
な
こ
の
ご
ろ

の
我
ら
が
身
に
堪
え
た
る
事
に
あ
ら
ず
。

こ
の
故
に
道
綽
禅
師
は
「
聖
道
の
一
種
は

今こ
ん
じ時

に
証
し
難
し
」
と
の
た
ま
え
り
。
さ
れ
ば

浄
土
宗
略
抄　
第
八
篇

今
の
こ
の
私
に
と
っ
て
、
生
ま
れ
か
わ
り
死
に
か
わ
り
を
繰
り
返
す
輪
廻
を

離
れ
る
た
め
の
仏
道
は
、
極
楽
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
に
勝
る
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。浄
土
に
生
ま
れ
る
た
め
の
修
行
は
、お
念
仏
に
勝
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
お
よ
そ
、
苦
し
み
の
多
い
は
か
な
い
こ
の
世
か
ら
逃
れ
て
仏
道
に
入
る
た
め

に
は
、
た
く
さ
ん
の
教
え
の
門
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
大
別
す
る
と
二
つ
の
門

よ
り
他
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
聖
道
門
と
浄
土
門
で
す
。

は
じ
め
に
聖
道
門
と
い
う
の
は
、
こ
の
娑
婆
世
界
に
い
な
が
ら
煩
悩
を
断
ち
、

こ
の
身
こ
の
ま
ま
で
さ
と
り
を
開
く
仏
道
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
大
乗
仏
教

の
聖
道
門
と
小
乗
仏
教
の
聖
道
門
と
が
あ
り
ま
す
。
大
乗
仏
教
の
聖
道
門
に
は
、

ま
た
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
仏
乗
（
す
ぐ
さ
ま
仏
を
目
指
す
道
）
と
菩

薩
乗
（
菩
薩
行
を
通
じ
て
仏
を
目
指
す
道
）
で
す
。
こ
れ
ら
仏
乗
と
菩
薩
乗
、

声
聞
乗（
釈
尊
の
教
え
を
聞
い
て
さ
と
り
を
目
指
す
声
聞
の
道
）と
縁
覚
乗（
独

力
で
さ
と
り
を
目
指
す
縁
覚
の
道
）
を
ま
と
め
て
四
乗

（
（8
（

と
名
付
け
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
今
の
末
法
の
世
を
生
き
る
私
達
の
身
に
堪
え
ら
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
故
、
道
綽
禅
師
は
「（
仏
道
に
聖
道
門
と
浄
土
門
と
二
種
あ
る
中
、）
聖

道
門
で
は
今
の
末
法
の
時
代
に
さ
と
り
を
開
く
こ
と
は
難
し
い
」

（
（8
（

と
仰
っ
て
い
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各お
の
お
の

の
行
う
様
を
申
し
て
詮
な
し
。
た
だ
聖
道

門
は
聞
き
遠
く
し
て
解さ

と
り
難
く
、
惑
い
易
く
し

て
我
が
分
に
思
い
も
よ
ら
ぬ
道
な
り
と
思
い
放

つ
べ
き
な
り
。

次
に
浄
土
門
と
い
は
、
こ
の
娑
婆
世
界
を
厭

い
捨
て
て
急
ぎ
て
極
楽
に
生
ま
る
る
な
り
。
か

の
国
に
生
ま
る
る
事
は
阿
弥
陀
仏
の
誓
に
て
、

人
の
善
悪
を
簡
ば
ず
た
だ
仏
の
誓
を
憑
み
憑
ま

ざ
る
に
よ
る
な
り
。
こ
の
故
に
道
綽
は
「
浄
土

の
一
門
の
み
あ
り
て
通
入
す
べ
き
路
な
り
」
と

の
た
ま
え
り
。
さ
れ
ば
こ
の
ご
ろ
生
死
を
離
れ

ん
と
欲
わ
ん
人
は
証
し
難
き
聖
道
を
捨
て
て
、

往
き
易
き
浄
土
を
欣
う
べ
き
な
り
。

こ
の
聖
道
浄
土
を
ば
難
行
道
易
行
道
と
名
づ

け
た
り
。
譬
を
取
り
て
こ
れ
を
い
う
に
「
難
行

道
は
険
し
き
道
を
徒か

ち歩
に
て
行
く
が
ご
と
し
、

ま
す
。
で
す
か
ら
、
各
々
が
修
め
て
い
る
聖
道
門
の
行
の
あ
り
さ
ま
を
あ
れ
こ

れ
と
論
じ
た
と
し
て
も
無
益
な
こ
と
で
す
。
も
っ
ぱ
ら
聖
道
門
は
、
そ
の
教
え

を
聞
い
て
も
実
に
深
淵
で
時
代
を
経
た
末
法
の
世
を
生
き
る
私
達
に
は
理
解
す

る
こ
と
は
難
し
く
、
さ
と
る
こ
と
は
困
難
で
、
ま
た
惑
い
や
す
い
の
で
、
私
の

よ
う
な
身
に
は
分
不
相
応
な
仏
道
で
あ
る
と
受
け
と
め
て
、
聖
道
門
へ
の
望
み

を
捨
て
去
る
べ
き
な
の
で
す
。

次
に
浄
土
門
と
い
う
の
は
、
こ
の
娑
婆
世
界
を
厭
い
捨
て
て
、
急
い
で
極
楽

浄
土
に
往
生
す
る
仏
道
で
す
。
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の

本
願
の
働
き
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
善
人
や
悪
人
を
選
ぶ
こ
と
な
く
、
た
だ
仏

の
本
願
を
頼
み
に
す
る
か
頼
み
に
し
な
い
か
に
よ
る
の
で
す
。
そ
れ
故
、
道
綽

禅
師
は
「
私
達
す
べ
て
の
凡
夫
に
と
っ
て
、
浄
土
の
一
門
の
み
が
、
こ
の
迷
い

の
世
界
か
ら
さ
と
り
の
世
界
へ
と
通
じ
、
進
ん
で
行
く
こ
と
が
で
き
る
道
な
の

で
す
」

（
（8
（

と
仰
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
を

繰
り
返
す
輪
廻
の
世
界
を
離
れ
た
い
と
欲
す
る
人
は
さ
と
り
難
い
聖
道
門
を
捨

て
て
、
往
生
し
や
す
い
浄
土
門
を
願
う
べ
き
で
す
。

こ
の
聖
道
門
と
浄
土
門
を
難
行
道
と
易
行
道
と
名
付
け
ま
す
。
こ
の
難
行
道

と
易
行
道
を
例
え
て
い
う
と
「
難
行
道
は
険
し
い
道
を
徒
歩
で
進
む
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
易
行
道
は
海
路
を
船
に
乗
っ
て
進
む
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」

（
（9
（

と
説
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易
行
道
は
海
路
を
船
に
乗
り
て
行
く
が
ご
と

し
」
と
い
え
り
。
足
な
え
目
し
い
た
ら
ん
人
は

か
か
る
道
に
は
向
か
う
べ
か
ら
ず
。
た
だ
船
に

乗
り
て
の
み
向
い
の
岸
に
は
着
く
な
り
。

し
か
る
に
こ
の
ご
ろ
の
我
ら
は
智
慧
の
眼
し

い
て
行
法
の
足
折
れ
た
る
輩
な
り
。
聖
道
難
行

の
険
し
き
道
に
は
総
じ
て
望
み
を
断
つ
べ
し
。

た
だ
弥
陀
の
本
願
の
船
に
乗
り
て
生
死
の
海
を

渡
り
極
楽
の
岸
に
着
く
べ
き
な
り
。
今
こ
の
船

は
す
な
わ
ち
弥
陀
の
本
願
に
譬
う
る
な
り
。

そ
の
本
願
と
い
は
、
弥
陀
の
昔
初
め
て
道
心

を
発
し
て
国
王
の
位
を
捐す

て
て
出
家
し
て
、
仏

に
成
り
て
衆
生
を
済
わ
ん
と
思お

ぼ
し
め召

し
し
時
、
浄

土
を
設
け
ん
た
め
に
四
十
八
願
を
発
し
た
ま
い

し
中
に
、
第
十
八
の
願
に
い
わ
く
「
も
し
我
れ

仏
に
成
ら
ん
に
、
十
方
の
衆
生
我
が
国
に
生
ま

れ
ん
と
願
い
て
、
我
が
名
号
を
称
う
る
こ
と
下

十
声
に
至
る
ま
で
、
我
が
願
力
に
乗
じ
て
も
し

か
れ
て
い
ま
す
。
足
の
不
自
由
な
方
や
目
の
不
自
由
な
方
は
、
そ
の
よ
う
な
難

行
道
に
進
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
船
に
乗
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
対

岸
へ
と
辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

さ
て
、
末
法
の
世
に
生
き
る
私
達
は
真
理
を
見
抜
く
べ
き
智
慧
の
眼
が
曇
り
、

修
行
を
進
め
る
べ
き
足
が
な
え
た
者
達
で
す
。
聖
道
門
・
難
行
道
の
険
し
い
道

に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
望
み
を
絶
つ
べ
き
で
す
。
も
っ
ぱ
ら
阿
弥
陀
仏
の
本
願

の
船
に
乗
っ
て
、
生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
を
繰
り
返
す
輪
廻
の
海
を
渡
っ

て
、
極
楽
浄
土
と
い
う
彼
の
岸
に
辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
今
こ
の

船
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
救
い
の
本
願
を
例
え
た
も
の
で
す
。

そ
の
本
願
と
い
う
の
は
、
阿
弥
陀
仏
が
、
遙
か
遠
い
い
に
し
え
の
昔
、
は
じ

め
て
さ
と
り
を
求
め
る
心
を
発
し
、国
王
の
位
を
捨
て
て
出
家
し
て
、仏
と
な
っ

て
衆
生
を
救
済
し
よ
う
と
思
わ
れ
た
時
、
救
い
の
場
と
し
て
の
浄
土
を
建
立
し

よ
う
と
志
し
て
四
十
八
の
誓
願
を
打
ち
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
の
第
十
八

番
目
の
願
い
に
は
「
も
し
私
が
成
仏
を
遂
げ
た
な
ら
ば
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
衆

生
が
、
私
の
国
に
往
生
し
た
い
と
願
っ
て
、
私
の
名
前
を
称
え
る
こ
と
が
、
わ

ず
か
十
遍
の
者
に
至
る
ま
で
、
私
の
誓
願
の
力
に
乗
じ
て
、
そ
の
願
い
を
叶
え

よ
う
。
も
し
往
生
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
私
は
仏
に
成
ら
な
い
」

（
（9
（

と
お
誓
い
に
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生
ま
れ
ず
ば
我
れ
仏
に
成
ら
じ
」
と
誓
い
た
ま

い
て
、
そ
の
願
を
行
い
顕
し
て
今
す
で
に
仏
に

成
り
て
十
劫
を
経
た
ま
え
り
。

さ
れ
ば
善
導
の
釈
に
は
「
か
の
仏
、
今
現
に

世
に
在
し
て
成
仏
し
た
ま
え
り
。
ま
さ
に
知
る

べ
し
、
本
誓
重
願
虚
し
か
ら
ず
。
衆
生
称
念
せ

ば
、
必
ず
往
生
す
る
こ
と
を
得
」
と
の
た
ま
え

り
。こ

の
理
を
思
う
に
、
弥
陀
の
本
願
を
信
じ
て

念
仏
申
さ
ん
人
は
往
生
疑
う
べ
か
ら
ず
。
よ
く

よ
く
こ
の
理
を
思
い
解
き
て
、
い
か
さ
ま
に
も

ま
ず
阿
弥
陀
仏
の
誓
を
憑
み
て
、
一
筋
に
念
仏

を
申
し
て
、
異こ

と
さ
と
り解

の
人
の
と
か
く
い
い
妨
げ
ん

に
つ
き
て
仏
の
誓
を
疑
う
心
ゆ
め
ゆ
め
あ
る
べ

か
ら
ず
。

か
よ
う
に
心
得
て
、
前さ

き
の
聖
道
門
は
我
が
分

に
あ
ら
ず
と
思
い
捨
て
て
、
こ
の
浄
土
門
に
入

り
て
一
筋
に
仏
の
誓
を
仰
ぎ
て
名
号
を
称
う
る

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
誓
願
を
達
成
す
る
た
め
に
修
行
を
積
み
重
ね
、

そ
の
結
果
、
さ
と
り
の
境
地
を
明
ら
か
に
し
て
、
今
す
で
に
成
仏
を
遂
げ
て
か

ら
十
劫
と
い
う
途
方
も
な
く
永
い
時
間
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
善
導
大
師
の
注
釈
に
は
「
か
の
阿
弥
陀
仏
は
、
今
、
現
に
極
楽

浄
土
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、成
仏
さ
れ
て
い
る
。
よ
く
よ
く
心
得
て
お
く
が
よ
い
。

法
蔵
菩
薩
の
時
代
に
発
さ
れ
た
甚
だ
重
要
な
誓
願
は
決
し
て
虚
し
い
も
の
で
は

な
い
。
衆
生
が
念
仏
を
称
え
れ
ば
、必
ず
往
生
が
叶
う
」

（
（9
（

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
道
理
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
信
じ
て
お
念
仏
を
称

え
る
人
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
浄
土
往
生
が
叶
え
ら
れ
る
こ
と
を
疑
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
よ
く
よ
く
こ
の
道
理
を
理
解
し
て
、
ぜ
ひ
と
も
、
ま
ず
阿
弥
陀
仏
の

誓
願
を
た
の
み
と
し
て
、
ひ
と
筋
に
お
念
仏
を
称
え
て
、
異
な
る
理
解
の
人
々

が
あ
れ
こ
れ
と
言
っ
て
お
念
仏
を
妨
げ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
仏
の
誓

願
を
決
し
て
疑
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
心
得
て
、
前
に
述
べ
た
聖
道
門
は
私
の
能
力
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で

は
な
い
と
見
限
り
捨
て
去
っ
て
、
こ
の
浄
土
門
に
入
っ
て
、
ひ
と
筋
に
仏
の
誓

い
を
仰
い
で
名
号
を
称
え
る
者
を
、
浄
土
門
の
修
行
者
と
呼
ぶ
の
で
す
。
こ
う



131　『黒谷上人語灯録』（和語）　現代語訳②　巻第十二

研究成果報告

を
、
浄
土
門
の
行
者
と
は
申
す
な
り
。
こ
れ
を

聖
道
浄
土
の
二
門
と
申
す
な
り
。

次
に
浄
土
門
に
入
り
て
行
う
べ
き
行
に
つ
き

て
申
さ
ば
、
心
と
行
と
相
応
す
べ
き
な
り
。
す

な
わ
ち
安
心
起
行
と
名
づ
く
。

そ
の
安
心
と
い
は
心こ

こ
ろ
づ
か
い遣

の
あ
り
さ
ま
な
り
。

す
な
わ
ち
『
観
無
量
寿
経
』
に
説
い
て
い
わ
く

「
も
し
衆
生
あ
り
て
か
の
国
に
生
ま
れ
ん
と
願

ず
る
者
は
三
種
の
心
を
発
し
て
す
な
わ
ち
往
生

す
べ
し
。
何
等
を
か
三
つ
と
す
る
。
一
つ
に
は

至
誠
心
、
二
つ
に
は
深
心
、
三
つ
に
は
廻
向
発

願
心
な
り
。
三
心
を
具
す
る
者
は
必
ず
か
の
国

に
生
ま
る
」
と
い
え
り
。

善
導
和
尚
こ
の
三
心
を
釈
し
て
の
た
ま
わ
く

「
始
め
の
至
誠
心
と
い
は
、
至
と
い
は
真
な
り
、

誠
と
い
は
実
な
り
。
一
切
衆
生
の
身
口
意
業
に

修
せ
ん
と
こ
ろ
の
解
行
、
必
ず
真
実
心
の
中
に

な
す
べ
き
こ
と
を
明
か
さ
ん
と
欲お

も
う
。
外ほ

か
に
は

し
た
こ
と
を
聖
道
門
・
浄
土
門
の
二
つ
の
門
と
い
う
の
で
す
。

次
に
浄
土
門
に
入
っ
て
、
修
め
る
べ
き
行
に
つ
い
て
い
う
な
ら
ば
、
心
と
行

と
が
相
応
す
る
べ
き
で
す
。
す
な
わ
ち
そ
れ
を
安
心
と
起
行
と
名
付
け
ま
す
。

そ
の
安
心
と
い
う
の
は
、具
え
る
べ
き
心
の
あ
り
よ
う
で
す
。
す
な
わ
ち『
観

無
量
寿
経
』
に
「
極
楽
浄
土
に
往
生
し
た
い
と
願
う
者
は
、
三
種
の
心
を
発
し

た
な
ら
ば
往
生
で
き
る
。
何
が
そ
の
三
種
か
と
い
う
と
、
第
一
に
至
誠
心
、
第

二
に
深
心
、
第
三
に
回
向
発
願
心
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
心
を
具
え
る
者
は
必
ず

極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

（
（9
（

と
説
か
れ
て
い
ま
す
。

善
導
大
師
は
、
こ
の
三
心
を
解
釈
し
て
「
は
じ
め
の
至
誠
心
と
は
、
至
と
は

真
で
あ
り
、
誠
と
は
実
で
あ
る
。
す
べ
て
の
衆
生
が
身
と
口
と
心
の
三
業
で
修

め
る
と
こ
ろ
の
教
え
の
理
解
と
そ
の
上
に
立
っ
た
実
践
は
、
必
ず
真
実
の
心
の

ま
ま
に
行
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
外

面
で
は
賢
く
て
立
派
な
修
行
者
と
し
て
努
力
し
て
い
る
ふ
り
を
し
な
が
ら
、
内
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賢
善
精
進
の
相
を
現
じ
て
内う

ち
に
は
虚
仮
を
懐
く

こ
と
を
得
ざ
れ
」。

ま
た
「
内
外
明
闇
を
簡き

ら
わ
ず
、
必
ず
真
実
を

須
い
る
が
故
に
至
誠
心
」
と
説
か
れ
た
る
は
、

す
な
わ
ち
真
実
心
の
意
な
り
。
真
実
と
い
う
は
、

身
に
振
る
舞
い
、口
に
い
い
、心
に
思
わ
ん
事
も
、

内
虚
し
く
し
て
外
を
飾
る
心
な
き
を
い
う
な
り
。

詮
じ
て
は
ま
こ
と
に
穢
土
を
厭
い
浄
土
を
欣

い
て
外
相
と
内
心
と
相
応
す
べ
き
な
り
。
外
に

は
賢
き
相
を
現
じ
て
内
に
は
悪
を
造
り
、
外
に

は
精
進
の
相
を
現
じ
て
内
に
は
懈
怠
な
る
事
な

か
れ
と
い
う
意
な
り
。
か
る
が
故
に
「
外
に
は

賢
善
精
進
の
相
を
現
じ
て
内
に
虚
仮
を
懐
く
こ

と
な
か
れ
」
と
い
え
り
。

念
仏
を
申
さ
ん
に
つ
い
て
人
目
に
は
六
万
七

万
申
す
と
披
露
し
て
、
ま
こ
と
に
は
さ
ほ
ど
も

申
さ
ず
や
。
ま
た
人
の
見
る
折
は
貴
げ
に
し
て

面
に
は
そ
れ
と
裏
腹
に
外
面
ば
か
り
を
飾
り
た
て
よ
う
と
す
る
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
」

（
（9
（

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
内
と
外
、
表
と
裏
と
い
う
区
別
を
つ
け
る
こ
と
な
く
、
必
ず
真
実
の

心
を
用
い
る
か
ら
こ
そ
至
誠
心
と
い
う
」

（
（9
（

と
説
か
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
ま
ま

真
実
の
心
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
真
実
と
は
、
身
の
振
る
舞
い
に
お
い
て
も
、

言
葉
を
口
に
す
る
と
き
も
、
心
に
思
う
と
き
も
、
内
面
と
は
裏
腹
に
外
面
ば
か

り
を
飾
り
た
て
よ
う
と
す
る
心
の
な
い
こ
と
を
い
う
の
で
す
。

つ
ま
り
、
嘘
偽
り
の
な
い
ま
こ
と
の
心
で
穢
土
を
厭
い
浄
土
を
求
め
て
、
外

面
に
表
れ
出
る
言
葉
や
姿
と
内
面
に
抱
く
思
い
が
相
応
じ
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
外
面
で
は
賢
そ
う
に
振
る
舞
い
な
が
ら
内
面
に
は
粗
悪
な
心
を

抱
き
、
外
面
で
は
修
行
に
励
ん
で
い
る
ふ
り
を
し
な
が
ら
内
面
に
は
怠
惰
な
気

持
ち
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
意
味
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
善
導
大
師

は
「
外
面
で
は
賢
く
て
立
派
な
修
行
者
と
し
て
努
力
し
て
い
る
ふ
り
を
し
な
が

ら
、
内
面
に
は
そ
れ
と
裏
腹
の
気
持
ち
を
抱
く
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
」 

（
（9
（

と
仰
っ
て
い
る
の
で
す
。

お
念
仏
を
称
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
内
面
と
は
裏
腹
に
外
面
ば
か
り
を
飾

り
た
て
よ
う
と
す
る
」
と
は
、
世
間
に
は
「
私
は
日
々
六
万
遍
や
七
万
遍
を
称

え
て
い
る
」
と
言
い
ふ
ら
し
な
が
ら
も
、実
際
に
は
そ
れ
ほ
ど
称
え
て
い
な
い
か
、
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念
仏
申
す
由
を
見
え
、
人
も
見
ぬ
と
こ
ろ
に
は

念
仏
申
さ
ず
な
ん
ど
す
る
様
な
る
心
ば
え
な
り
。

さ
れ
ば
と
て
悪
か
ら
ん
事
を
も
外
に
現
さ
ん

が
善
か
る
べ
き
事
に
て
は
な
し
。
た
だ
詮
ず
る

と
こ
ろ
は
ま
め
や
か
に
仏
の
御お

ん
こ
こ
ろ心

に
契
わ
ん
事

を
思
い
て
、
内
に
ま
こ
と
を
発
し
て
外
相
を
ば

譏
嫌
に
随
う
べ
き
な
り
。
譏
嫌
に
随
う
が
善
き

事
な
れ
ば
と
て
、
や
が
て
内
心
の
ま
こ
と
も
破

る
る
ま
で
振
る
舞
わ
ば
、
ま
た
至
誠
心
少
け
た

る
心
に
な
り
ぬ
べ
し
。
た
だ
内
の
心
の
ま
こ
と

に
て
、
外
を
ば
と
て
も
か
く
て
も
あ
る
べ
き
な

り
。
か
る
が
故
に
至
誠
心
と
名
づ
く
。

二
つ
に
深
心
と
い
は
、
す
な
わ
ち
善
導
釈
し

て
の
た
ま
わ
く
「
深
心
と
い
は
、
深
く
信
ず
る

心
な
り
。
こ
れ
に
二
つ
あ
り
。
一
つ
に
は
決
定

し
て
我
が
身
は
こ
れ
煩
悩
を
具
足
せ
る
罪
悪
生

死
の
凡
夫
な
り
、
善
根
薄
少
に
し
て
、
曠
劫
よ

ま
た
人
が
見
て
い
る
際
に
は
、
い
か
に
も
尊
く
映
り
そ
う
な
姿
で
お
念
仏
を
称

え
て
い
る
素
振
り
を
見
せ
、
人
が
見
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
お
念
仏
を
ま
っ
た

く
称
え
な
い
な
ど
と
い
っ
た
心
の
あ
り
様
の
こ
と
な
の
で
す
。

そ
う
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
内
面
の
悪
し
き
心
を
そ
の
ま
ま
外
面
に
表
そ

う
と
す
る
こ
と
が
正
し
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
結
局
の
と
こ

ろ
は
、
阿
弥
陀
仏
の
御
心

（
（9
（

に
適
う
よ
う
誠
実
に
努
め
、
内
面
に
は
嘘
偽
り
の

な
い
ま
こ
と
の
心
を
発
し
、
外
面
は
世
間
の
謗
り
を
招
か
ぬ
よ
う
に
す
る
の
が

よ
い
の
で
す
。
世
間
の
そ
し
り
を
招
か
ぬ
よ
う
に
す
る
か
ら
と
言
っ
て
、
ほ
か

な
ら
ぬ
大
事
な
内
面
の
ま
こ
と
の
心
を
乱
す
ほ
ど
に
振
舞
う
な
ら
、
至
誠
心
は

欠
け
て
し
ま
い
ま
す
。
た
だ
内
面
に
は
ま
こ
と
の
心
を
保
ち
、
と
も
か
く
外
面

の
振
る
舞
い
に
つ
い
て
は
そ
の
時
々
に
応
じ
て
い
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
そ
れ
故
、

至
誠
心
と
名
付
け
る
の
で
す
。

二
つ
に
深
心
と
い
う
の
は
、
善
導
大
師
は
こ
れ
を
解
釈
し
て
、「
深
心
と
は
、

深
く
信
じ
る
心
で
あ
る
。
こ
れ
に
二
種
類
あ
る
。
一
つ
に
は
、
我
が
身
は
煩
悩

に
ま
み
れ
て
罪
を
犯
し
、
生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
を
繰
り
返
す
迷
い
の
世

界
を
さ
ま
よ
い
続
け
る
凡
夫
で
あ
り
、
さ
と
り
の
境
地
に
つ
な
が
る
よ
う
な
善

い
行
い
も
き
わ
め
て
少
な
く
、
遠
い
過
去
の
世
か
ら
永
い
間
ず
っ
と
迷
い
の
世
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り
こ
の
か
た
常
に
三
界
に
流
転
し
て
出
離
の
縁

な
し
、
と
深
く
信
ず
べ
し
。

二
つ
に
は
深
く
か
の
阿
弥
陀
仏
、
四
十
八
願

を
も
て
衆
生
を
摂
受
し
た
ま
う
、
す
な
わ
ち
名

号
を
称
う
る
こ
と
下
十
声
に
至
る
ま
で
、
か
の

仏
の
願
力
に
乗
じ
て
定
め
て
往
生
を
得
と
信
じ

て
、
乃
至
一
念
も
疑
う
心
な
き
が
故
に
深
心
と

名
づ
く
」。

ま
た
「
深
心
と
い
は
、
決
定
し
て
心
を
立
て

て
仏
の
教
に
順
じ
て
修
行
し
て
永
く
疑
い
を
除

き
て
、
一
切
の
別
解
別
行
異
学
異
見
異
執
の
た

め
に
退
失
傾
動
せ
ら
れ
ざ
れ
」
と
い
え
り
。

こ
の
釈
の
心こ

こ
ろ

は
、
始
め
に
我
が
身
の
程
を
信

じ
て
後
に
は
仏
の
誓ち

か
い

を
信
ず
る
な
り
。
後
の
信

心
の
た
め
に
始
め
の
信
を
ば
挙
ぐ
る
な
り
。
そ

の
故
は
往
生
を
願
わ
ん
諸
の
人
、
弥
陀
の
本
願

の
念
仏
を
申
し
な
が
ら
、
我
が
身
貪
欲
瞋
恚
の

界
を
流
転
し
て
、
迷
い
の
世
界
を
離
れ
よ
う
に
も
そ
の
縁
す
ら
な
い
と
深
く
信

じ
て
疑
わ
な
い
の
で
あ
る
。

二
つ
に
は
、
阿
弥
陀
仏
は
自
ら
成
就
し
た
四
十
八
願
の
働
き
を
め
ぐ
ら
せ
て

衆
生
を
救
い
摂
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
名
号
を
称
え
れ
ば
、
た
と
え
十
遍
で

あ
ろ
う
と
一
遍
で
あ
ろ
う
と
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
に
乗
じ
て
必
ず
往
生
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
深
く
信
じ
て
、
わ
ず
か
一
遍
の
念
仏
で
あ
っ
て
も
往
生
を
疑

う
心
が
な
い
の
で
深
心
と
名
付
け
る
の
で
あ
る
」

（
（9
（

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
深
心
と
は
、
自
ら
の
信
心
を
揺
る
ぎ
な
く
確
立
し
、
釈
尊
の
教
え
の

ま
ま
に
行
を
修
め
て
永
く
疑
い
の
心
を
取
り
除
き
、
す
べ
て
の
異
な
っ
た
解
釈
、

異
な
っ
た
修
行
、
異
な
っ
た
学
問
、
異
な
っ
た
見
方
、
異
な
っ
た
執
着
の
た
め

に
私
達
の
念
仏
の
実
践
が
後
退
し
た
り
、
信
心
が
動
揺
し
た
り
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

（
（9
（

と
仰
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
善
導
大
師
の
解
釈
が
意
図
す
る
と
こ
ろ

（
（10
（

は
、
は
じ
め
に
我
が

身
の
至
ら
な
さ
を
嘘
偽
り
な
く
信
じ
て
、
そ
の
上
で
阿
弥
陀
仏
の
誓
願
を
信
じ

る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
力
を
信
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た

め
に
、
わ
が
身
の
至
ら
な
さ
を
嘘
偽
り
な
く
信
じ
る
べ
き
こ
と
を
先
に
挙
げ
て

い
る
の
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
往
生
を
願
う
多
く
の
衆
生
が
、
阿
弥
陀
仏
の
本
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煩
悩
を
も
起
し
、
十
悪
破
戒
の
罪
悪
を
も
造
る

に
恐
れ
て
、
濫み

だ
り
に
我
が
身
を
軽
し
め
て
却か

え
り

て
仏
の
本
願
を
疑
う
。

善
導
は
予
て
こ
の
疑
い
を
鑑か

が
み
て
二
つ
の
信

心
の
様よ

う
を
挙
げ
て
、
我
ら
が
ご
と
き
の
煩
悩
を

も
起
し
罪
を
も
造
る
凡
夫
な
り
と
も
、
深
く
弥

陀
の
本
願
を
仰
ぎ
て
念
仏
す
れ
ば
、
十じ

っ
し
ょ
う
い
っ
し
ょ
う

声
一
声

に
至
る
ま
で
決
定
し
て
往
生
す
る
旨
を
釈
し
た

ま
え
り
。

ま
こ
と
に
始
め
の
我
が
身
を
信
ず
る
様
を
釈

し
た
ま
わ
ざ
り
せ
ば
、
我
ら
が
心
ば
え
の
あ
り

さ
ま
に
て
は
い
か
に
念
仏
申
す
と
も
か
の
仏
の

本
願
に
契
い
難
く
、
今
一
念
十
念
に
往
生
す
る

と
い
う
は
煩
悩
を
も
起
さ
ず
罪
を
も
造
ら
ぬ
め

で
た
き
人
に
て
こ
そ
あ
る
ら
め
、
我
ら
ご
と
き

の
輩
に
て
は
よ
も
あ
ら
じ
、
な
ん
ど
身
の
程
思

願
念
仏
を
称
え
な
が
ら
も
、
と
も
す
る
と
わ
が
身
に
貪
り
や
瞋
り
の
煩
悩
を
起

こ
し
て
、
十
悪
や
破
戒
な
ど
の
罪
悪
を
犯
し
て
し
ま
う
た
び
、
こ
の
よ
う
な
わ

が
身
の
浄
土
往
生
な
ど
叶
う
は
ず
が
な
い
と
恐
れ
お
の
の
い
て
、
む
や
み
に
自

分
自
身
を
極
端
に
卑
下
す
る
あ
ま
り
、
か
え
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
疑
う
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

善
導
大
師
は
あ
ら
か
じ
め
こ
の
よ
う
な
疑
い
が
起
こ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
鑑

み
て
、
二
つ
の
信
心
の
あ
り
様
を
示
し
て
、「
私
達
の
よ
う
に
煩
悩
が
湧
き
起

こ
り
、
罪
を
造
ら
ざ
る
を
得
な
い
凡
夫
で
あ
っ
て
も
、
深
く
阿
弥
陀
仏
の
本
願

を
信
じ
て
念
仏
す
れ
ば
、
た
と
え
十
遍
や
一
遍
の
念
仏
で
あ
っ
て
も
必
ず
往
生

が
叶
う
の
で
あ
る
」

（
（10
（

と
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
す
。

実
際
、
善
導
大
師
が
は
じ
め
に
わ
が
身
を
省
み
る
信
心
の
あ
り
様
を
明
ら
か

に
し
て
下
さ
ら
な
け
れ
ば
、「
私
達
の
よ
う
な
煩
悩
に
揺
れ
動
く
心
の
あ
り
様

で
は
、
ど
ん
な
に
お
念
仏
を
称
え
た
と
し
て
も
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
適
う
こ
と

は
難
し
く
、
今
こ
こ
で
一
遍
あ
る
い
は
十
遍
の
お
念
仏
で
往
生
す
る
な
ど
と

言
っ
て
い
る
の
は
、
ま
っ
た
く
煩
悩
を
発
さ
ず
、
い
か
な
る
罪
も
犯
さ
な
い
よ

う
な
尊
い
方
で
あ
る
か
ら
こ
そ
叶
う
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
し
、
私
達
の
よ
う
な

凡
夫
で
は
決
し
て
叶
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
な
ど
と
身
の
程
を
勝
手
に
受
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い
知
ら
れ
て
往
生
も
憑
み
難
き
ま
で
危
う
く
覚

え
な
ま
し
に
、
こ
の
二
つ
の
信
心
を
釈
し
た
ま

い
た
る
事
い
み
じ
く
身
に
染
み
て
思
う
べ
き
な

り
。こ

の
釈
を
心
得
分
け
ぬ
人
は
み
な
我
が
心
の

悪わ
ろ

け
れ
ば
往
生
は
叶
わ
じ
な
ん
ど
こ
そ
は
申
し

あ
い
た
れ
。
そ
の
疑
を
な
す
は
、
や
が
て
往
生

せ
ぬ
心
ば
え
な
り
。
こ
の
旨
を
心
得
て
、
永
く

疑
う
心
の
あ
る
ま
じ
き
な
り
。
心
の
善
悪
を
も

顧
み
ず
罪
の
軽
重
を
も
沙
汰
せ
ず
、
た
だ
口
に

南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
せ
ば
仏
の
誓
に
よ
り
て
必

ず
往
生
す
る
ぞ
と
決
定
の
心
を
起
す
べ
き
な
り
。

そ
の
決
定
の
心
に
よ
り
て
往
生
の
業
は
定
ま

る
な
り
。
往
生
は
不
定
に
思
え
ば
不
定
な
り
、

一
定
と
思
え
ば
一
定
す
る
事
な
り
。
詮
じ
て
は

深
く
仏
の
誓
を
憑
み
て
い
か
な
る
と
こ
ろ
を
も

嫌
わ
ず
、
一
定
迎
え
た
ま
う
ぞ
と
信
じ
て
疑
う

心
の
な
き
を
深
心
と
は
申
し
そ
う
ろ
う
な
り
。

け
と
め
て
、
ど
う
せ
浄
土
往
生
を
頼
り
に
し
た
と
こ
ろ
で
叶
う
は
ず
が
な
い
と

不
安
に
駆
ら
れ
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
恐
れ
て
善
導
大
師
が
こ
の
二

つ
の
信
心
を
明
ら
か
に
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
は
、
深
く
心
の
底
に
思
い
留
め
て

お
く
べ
き
で
す
。

善
導
大
師
の
解
釈
を
こ
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
な
い
者
は
、
み
な
自
分
自

身
が
悪
し
き
心
を
具
え
て
い
る
か
ら
往
生
は
叶
わ
な
い
の
だ
な
ど
と
言
い
合
っ

て
い
る
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
疑
い
の
心
を
抱
く
の
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
往

生
が
叶
わ
な
い
心
の
あ
り
様
な
の
で
す
。
こ
の
趣
旨
を
よ
く
よ
く
理
解
し
て
、

永
久
に
疑
い
の
心
を
抱
い
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
心
の
善
し
悪
し
を
省
み
る
こ
と

も
な
く
、
罪
の
軽
い
重
い
を
論
ず
る
必
要
も
な
く
、
た
だ
声
に
出
し
て
「
南
無

阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
誓
願
の
お
力
に
よ
っ
て
必
ず
往
生
す

る
の
だ
と
い
う
揺
る
ぎ
な
い
信
心
を
確
立
す
べ
き
で
す
。

そ
の
揺
る
ぎ
な
い
信
心
を
具
え
た
お
念
仏
を
称
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
往
生
へ

の
勤
め
は
確
か
な
も
の
と
な
る
の
で
す
。
各
々
が
浄
土
往
生
な
ど
定
ま
る
は
ず

も
な
い
と
決
め
つ
け
て
お
念
仏
を
称
え
た
な
ら
ば
自
身
の
往
生
は
定
ま
る
こ
と

は
な
く
、
各
々
が
浄
土
往
生
は
定
ま
る
と
心
に
決
め
て
お
念
仏
を
称
え
た
な
ら

ば
往
生
は
定
ま
る
の
で
す
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
深
く
阿
弥
陀
仏
の
誓
願
に
お
す

が
り
し
て
、「
阿
弥
陀
仏
は
私
達
が
い
か
な
る
境
遇
に
あ
ろ
う
と
も
、
臨
終
に
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い
か
な
る
過
を
も
嫌
わ
ね
ば
と
て
法
に
任
せ

て
振
る
舞
う
べ
き
に
は
あ
ら
ず
。
さ
れ
ば
善
導

も
「
不
善
の
三
業
を
ば
真
実
心
の
中
に
捨
つ
べ

し
、善
の
三
業
を
ば
真
実
心
の
中
に
作
す
べ
し
」

と
こ
そ
は
釈
し
た
ま
い
た
れ
。
ま
た
「
善
業
に

あ
ら
ざ
る
を
ば
敬
て
こ
れ
を
遠
ざ
か
れ
、
ま
た

随
喜
せ
ざ
れ
」
な
ん
ど
釈
し
た
ま
い
た
れ
ば
、

心
の
及
ば
ん
程
は
罪
を
も
恐
れ
善
に
も
進
む
べ

き
事
と
こ
そ
は
心
得
ら
れ
た
れ
。

た
だ
弥
陀
の
本
誓
の
善
悪
を
も
嫌
わ
ず
名
号

を
称
う
れ
ば
必
ず
迎
え
た
ま
う
と
信
じ
、
名
号

の
功
徳
の
い
か
な
る
過
を
も
除
滅
し
て
一
念
十

念
も
必
ず
往
生
を
得
る
事
の
め
で
た
き
事
を
、

深
く
信
じ
て
疑
う
心
一
念
も
な
か
れ
と
い
う
意

な
り
。

は
必
ず
お
迎
え
下
さ
る
の
だ
」
と
信
じ
て
疑
わ
な
い
こ
と
を
深
心
と
い
う
の
で

す
。も

っ
と
も
、
た
と
え
い
か
な
る
罪
を
犯
し
た
者
で
も
分
け
隔
て
な
く
お
迎
え

下
さ
る
と
は
い
え
、
そ
う
し
た
阿
弥
陀
仏
の
誓
願
を
い
い
こ
と
に
罪
を
も
恐
れ

ぬ
振
る
舞
い
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
故
、
善
導
大
師
も
「
身
と
口
と
心

の
三
種
の
働
き
に
よ
る
善
か
ら
ぬ
行
い
は
、
必
ず
真
実
の
心
を
も
っ
て
厭
い
捨

て
る
べ
き
で
あ
る
。
逆
に
、
そ
れ
ら
の
働
き
に
よ
る
善
い
行
い
は
、
必
ず
真
実

の
心
を
も
っ
て
修
め
る
べ
き
で
あ
る
」

（
（10
（

と
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
ま
た「
善

か
ら
ぬ
行
い
に
つ
い
て
は
、
敬
遠
し
て
関
わ
ら
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
り
、

ま
た
、
そ
れ
を
喜
び
讃
え
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」

（
（10
（

な
ど
と
説

か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
心
の
行
き
届
く
限
り
は
罪
を
恐
れ
、
善
行
の
道
に
進

む
べ
き
で
あ
る
と
心
得
て
下
さ
い
。

深
心
と
は
、
ひ
と
え
に
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
は
、
善
悪
の
行
い
を
問
題
に
す

る
こ
と
な
く
、
そ
の
名
号
を
称
え
れ
ば
必
ず
お
迎
え
下
さ
る
と
信
じ
、
名
号
に

具
わ
っ
た
功
徳
は
、
い
か
な
る
過
ち
で
あ
っ
て
も
そ
の
報
い
を
取
り
除
き
、
一

遍
で
も
十
遍
で
も
お
念
仏
を
称
え
れ
ば
必
ず
往
生
が
叶
う
こ
と
の
尊
さ
を
私
達

は
深
く
信
じ
て
、
一
瞬
で
も
疑
い
の
心
を
生
じ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
意
味

な
の
で
す
。
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ま
た
一
念
に
往
生
す
れ
ば
と
て
必
ず
し
も
一

念
に
限
る
べ
か
ら
ず
。
弥
陀
の
本
願
の
意
は
、

名
号
を
称
え
ん
事
も
し
は
百
年
に
て
も
、
十
二

十
年
に
て
も
、
も
し
は
四
五
年
に
て
も
、
も
し

は
一
二
年
に
て
も
、
も
し
は
七
日
一
日
十
声
ま

で
も
信
心
を
起
し
て
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
せ
ば

必
ず
迎
え
た
ま
う
な
り
。

総
じ
て
こ
れ
を
い
え
ば
、
上
は
念
仏
申
さ
ん

と
思
い
始
め
た
ら
ん
よ
り
命
終
る
ま
で
も
申
す

な
り
。
中
は
七
日
一
日
も
申
し
、
下
は

十じ
っ
し
ょ
う
い
っ
し
ょ
う

声
一
声
ま
で
も
弥
陀
の
願
力
な
れ
ば
必
ず

往
生
す
べ
し
と
信
じ
て
、
い
く
ら
程
こ
そ
本
願

な
れ
と
定
め
ず
、
一
念
ま
で
も
定
め
て
往
生
す

と
思
い
て
退
転
な
く
命
終
ら
ん
ま
で
申
す
べ
き

な
り
。

ま
た
ま
め
や
か
に
往
生
の
こ
こ
ろ
ざ
し
あ
り

て
弥
陀
の
本
願
を
憑
み
て
念
仏
申
さ
ん
人
、
臨

終
の
悪わ

ろ
き
事
は
何
事
に
か
あ
る
べ
き
。
そ
の
故

ま
た
、
一
遍
の
お
念
仏
で
も
往
生
が
叶
う
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
一
遍

に
留
ま
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
意
趣
は
、
そ
の
名
号
を
称

え
る
こ
と
が
、
あ
る
い
は
百
年
で
も
、
十
年
で
も
二
十
年
で
も
、
あ
る
い
は
四

年
で
も
五
年
で
も
、
ま
た
は
一
年
で
も
二
年
で
も
、
も
し
く
は
七
日
で
も
一
日

で
も
、
そ
し
て
、
わ
ず
か
十
遍
に
至
る
ま
で
、
信
心
を
起
こ
し
て
「
南
無
阿
弥

陀
仏
」
と
称
え
れ
ば
、
必
ず
お
迎
え
下
さ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

総
じ
て
い
え
ば
、
お
念
仏
は
称
え
よ
う
と
思
い
立
っ
た
そ
の
時
か
ら
命
尽
き

る
ま
で
の
長
き
に
わ
た
る
相
続
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
い
は
七
日
や
一
日
ほ
ど
で

命
尽
き
る
短
い
相
続
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
い
は
わ
ず
か
十
遍
や
一
遍
称
え
た
だ

け
で
命
尽
き
た
と
し
て
も
、
い
ず
れ
に
し
て
も
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
お
力
が
働

く
の
で
す
か
ら
、
必
ず
往
生
で
き
る
と
信
じ
な
さ
い
。
い
っ
た
い
ど
れ
ほ
ど
称

え
れ
ば
本
願
に
適
う
の
か
な
ど
と
決
め
る
こ
と
な
く
、
た
だ
一
遍
の
お
念
仏
で

あ
っ
て
も
間
違
い
な
く
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
定
め
、
命
尽
き
る
ま

で
退
転
す
る
こ
と
な
く
称
え
る
べ
き
で
す
。

ま
た
、
心
か
ら
極
楽
へ
往
生
し
た
い
と
い
う
志
を
抱
い
て
、
阿
弥
陀
仏
の
本

願
を
頼
り
と
し
て
お
念
仏
を
称
え
た
人
の
臨
終
の
あ
り
さ
ま
が
良
く
な
い
こ
と

な
ど
ど
う
し
て
あ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。
何
故
か
と
い
う
と
、
阿
弥
陀
仏
が
来
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は
仏
の
来
迎
し
た
ま
う
故
は
行
者
の
臨
終
正
念

の
た
め
な
り
。

そ
れ
を
心
得
ぬ
人
は
み
な
我
が
臨
終
正
念
に

て
念
仏
申
し
た
ら
ん
折
ぞ
仏
は
迎
え
た
ま
う
べ

き
と
の
み
心
得
た
る
は
、
仏
の
本
願
を
信
ぜ
ず
、

経
の
文
を
心
得
ぬ
な
り
。

『
称
讃
浄
土
経
』
に
は
「
慈
悲
を
も
て
加
え

祐た
す

け
て
心
を
し
て
乱
ら
し
め
た
ま
わ
ず
」
と
説

か
れ
た
る
な
り
。
た
だ
の
時
よ
く
よ
く
申
し
置

き
た
る
念
仏
に
よ
り
て
必
ず
仏
は
来
迎
し
た
ま

う
な
り
。
仏
の
来
た
り
て
現
じ
た
ま
え
る
を
見

て
正
念
に
は
住
す
と
申
す
べ
き
な
り
。
そ
れ
に

前
の
念
仏
を
ば
空
し
く
思
い
な
し
て
由よ

し
な
き
臨

終
正
念
を
の
み
祈
る
人
の
多
く
あ
る
、
ゆ
ゆ
し

き
僻ひ

が
い
ん胤

の
事
な
り
。

さ
れ
ば
仏
の
本
願
を
信
ぜ
ん
人
は
予か

ね
て
臨
終

迎
さ
れ
る
の
は
、
臨
終
に
あ
た
り
念
仏
行
者
を
心
静
か
な
安
ら
か
な
状
態
に
導

く
た
め
だ
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
こ
と
を
心
得
な
い
人
が
皆
、「
自
ら
が
臨
終
の
時
に
心

静
か
に
お
念
仏
を
称
え
る
か
ら
こ
そ
、
阿
弥
陀
仏
の
お
迎
え
が
あ
る
の
だ
」
と

の
み
思
い
込
ん
で
い
る
の
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
信
じ
る
こ
と
な
く
、
経
文

の
真
意
を
読
み
取
れ
な
い
か
ら
で
す
。

（『
阿
弥
陀
経
』
の
異
訳
経
典
で
あ
る
）『
称
讃
浄
土
経
』
に
は
、「
念
仏
行

者
を
救
お
う
と
慈
悲
を
振
り
向
け
て
、
心
が
乱
れ
な
い
よ
う
に
導
い
て
下
さ

る
」

（
（10
（

と
説
か
れ
て
い
ま
す
。
常
日
頃
か
ら
、
よ
く
よ
く
称
え
て
い
た
お
念
仏
の

功
徳
に
よ
っ
て
、
必
ず
阿
弥
陀
仏
は
来
迎
し
て
下
さ
る
の
で
す
。
阿
弥
陀
仏
が

念
仏
行
者
を
迎
え
に
来
て
、
そ
の
お
姿
を
表
し
て
下
さ
る
の
を
目
の
当
た
り
に

す
る
こ
と
で
、
安
ら
か
な
心
持
ち
に
導
か
れ
る
と
い
う
べ
き
な
の
で
す
。
そ
れ

な
の
に
、
前
に
述
べ
た
よ
う
な
常
日
頃
の
お
念
仏
に
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
な

ど
と
思
い
込
ん
で
、「
自
ら
の
力
で
臨
終
の
時
に
心
静
か
に
お
念
仏
を
称
え
る

か
ら
こ
そ
、
阿
弥
陀
仏
の
お
迎
え
が
あ
る
の
だ
」
な
ど
と
い
う
経
典
に
根
拠
の

な
い
祈
り
を
す
る
人
が
多
く
い
ま
す
が
、
そ
う
し
た
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、

と
ん
で
も
な
い
誤
り
で
す
。

で
す
か
ら
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
信
じ
る
者
は
、
前
も
っ
て
「
自
分
の
臨
終
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を
疑
う
心
あ
る
べ
か
ら
ず
。
当
時
申
さ
ん
念
仏

を
ぞ
い
よ
い
よ
心
を
至
し
て
申
す
べ
き
。
い
つ

か
は
仏
の
本
願
に
も
臨
終
の
時
念
仏
申
し
た
ら

ん
人
を
の
み
迎
え
ん
と
は
立
て
た
ま
い
た
る
。

臨
終
の
念
仏
に
て
往
生
す
と
申
す
事
は
、
も
と

は
往
生
を
も
願
わ
ず
し
て
偏
に
罪
を
造
り
た
る

悪
人
の
、
す
で
に
死
な
ん
と
す
る
時
初
め
て
善

知
識
の
勧す

す
め

に
遇
い
て
念
仏
し
て
往
生
す
と
こ
そ

『
観
経
』
に
も
説
か
れ
た
れ
。

も
と
よ
り
念
仏
を
信
ぜ
ん
人
は
臨
終
の
沙
汰

を
ば
強あ

な
が

ち
に
す
べ
き
様
も
な
き
事
な
り
。
仏
の

来
迎
一
定
な
ら
ば
臨
終
の
正
念
は
ま
た
一
定
と

こ
そ
は
思
う
べ
き
理
な
れ
。
こ
の
意
を
よ
く
よ

く
意
を
留
め
て
心
得
べ
き
事
な
り
。

ま
た
別
解
別
行
の
人
に
破
ら
れ
ざ
れ
と
い
は
、

解さ
と
り
こ
と異

に
行お

こ
な
い
こ
と異

な
ら
ん
人
の
い
わ
ん
事
に
つ
き

て
、
念
仏
を
も
捨
て
往
生
を
も
疑
う
心
な
か
れ

の
時
、
心
静
か
に
お
念
仏
を
称
え
ら
れ
な
か
っ
た
ら
お
迎
え
を
い
た
だ
け
な
い

の
で
は
な
い
か
」
な
ど
と
疑
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
今
、
称
え
て
い
る

お
念
仏
を
な
お
い
っ
そ
う
心
を
込
め
て
称
え
る
べ
き
な
の
で
す
。
い
っ
た
い
い

つ
、
阿
弥
陀
仏
が
、
そ
の
本
願
に
お
い
て
臨
終
の
時
に
お
念
仏
を
称
え
た
者
の

み
を
迎
え
摂
ろ
う
と
誓
わ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
臨
終
の
時
に
称
え
た
お
念
仏
に

よ
っ
て
往
生
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
も
と
も
と
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
を
も
願
わ

ず
、
も
っ
ぱ
ら
罪
を
重
ね
て
し
ま
っ
た
悪
人
が
、
ま
さ
に
死
に
臨
む
時
、
お
念

仏
を
勧
め
る
善
知
識
の
導
き
に
は
じ
め
て
巡
り
会
う
こ
う
と
が
で
き
、
そ
れ
に

よ
っ
て
称
え
た
お
念
仏
で
往
生
す
る
と
い
う
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
、
そ
の
こ

と
は
『
観
無
量
寿
経
』
に
も
説
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
お
念
仏
の
教
え
を
信
じ
て
い
る
者
は
、
臨
終
に
は
か
く
あ
る
べ

き
と
い
う
こ
と
を
強
い
て
論
じ
る
必
要
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
阿
弥
陀
仏
の
来
迎

は
確
か
な
こ
と
な
の
で
、
臨
終
の
時
に
心
安
ら
か
に
し
て
下
さ
る
の
も
、
ま
た

確
か
な
こ
と
で
あ
る
と
思
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
は
違
う
こ
と
な
き
道
理
だ
か

ら
で
す
。
こ
う
し
た
経
典
の
真
意
に
よ
く
よ
く
心
を
留
め
て
理
解
す
べ
き
で
す
。

ま
た
、
善
導
大
師
が
「
私
達
と
は
別
の
解
釈
や
別
の
行
を
修
め
て
い
る
人
に

念
仏
往
生
の
志
を
破
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」

（
（10
（

と
述
べ
ら
れ
て
い

る
の
は
、
教
え
の
解
釈
が
異
な
り
、
修
め
る
行
も
異
な
る
人
が
言
っ
て
い
る
こ
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と
い
う
事
な
り
。

解
異
な
る
人
と
申
す
は
天
台
法
相
等
の
八
宗

の
学
匠
な
り
。
行
異
な
る
人
と
申
す
は
真
言
止

観
の
一
切
の
行
者
な
り
。
こ
れ
ら
は
聖
道
門
を

習
い
行
う
な
り
。
浄
土
門
の
解
行
に
は
異
な
る

が
故
に
別
解
別
行
と
名
づ
く
る
な
り
。

ま
た
総
じ
て
同
じ
く
念
仏
を
申
す
人
な
れ
ど

も
、
弥
陀
の
本
願
を
ば
憑
ま
ず
し
て
自
力
を
励

み
て
、
念
仏
ば
か
り
に
て
は
い
か
が
往
生
す
べ

き
、
異
功
徳
を
作
り
異こ

と
ほ
と
け仏

に
も
仕
え
て
力
を
合

わ
せ
て
こ
そ
往
生
程
の
大
事
を
ば
遂
ぐ
べ
け
れ
、

た
だ
阿
弥
陀
仏
ば
か
り
に
て
は
叶
わ
じ
も
の
を
、

な
ん
ど
疑
を
な
し
い
い
妨
げ
ん
人
の
あ
ら
ん
に

も
、
実げ

に
も
、
と
思
い
て
一
念
も
疑
う
心
な
く

て
、
い
か
な
る
理

こ
と
わ
り

を
聞
く
と
も
往
生
決
定
の

心
を
失
う
事
な
か
れ
と
申
す
な
り
。
人
に
い
い

と
に
影
響
さ
れ
て
、
お
念
仏
の
行
を
捨
て
た
り
、
浄
土
往
生
を
疑
っ
た
り
し
て

は
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
私
達
と
は
解
釈
の
異
な
る
人
」
と
は
、
天
台
宗
や
法
相
宗
な
ど
八
宗

（
（10
（

の

教
え
を
学
ん
で
い
る
僧
侶
の
こ
と
で
す
。「
私
達
と
は
修
行
が
異
な
る
人
」と
は
、

真
言
を
唱
え
た
り
止
観

（
（10
（

を
実
践
し
た
り
す
る
あ
ら
ゆ
る
行
者
の
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
人
は
聖
道
門
の
教
え
を
学
び
、
行
を
修
め
て
い
る
人
で
す
。
浄
土
門

の
解
釈
や
修
行
と
異
な
っ
て
い
る
た
め
、「
私
達
と
は
別
の
解
釈
、
別
の
修
行
」

と
名
付
け
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
お
よ
そ
お
念
仏
を
称
え
る
人
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、「
阿

弥
陀
仏
の
本
願
だ
け
を
頼
り
と
せ
ず
に
自
力
の
修
行
に
励
む
べ
き
で
あ
り
、
お

念
仏
を
称
え
る
だ
け
で
ど
う
し
て
往
生
な
ど
遂
げ
ら
れ
よ
う
か
。
お
念
仏
以
外

の
諸
々
の
功
徳
を
積
み
、
他
の
仏
に
も
お
仕
え
す
る
、
こ
う
し
た
功
徳
を
合
わ

せ
て
こ
そ
浄
土
往
生
と
い
う
大
事
を
遂
げ
ら
れ
る
の
だ
。
た
だ
阿
弥
陀
仏
の
本

願
の
お
力
だ
け
で
浄
土
往
生
が
叶
う
も
の
で
は
な
い
」
な
ど
と
、
念
仏
往
生
に

疑
い
を
向
け
て
言
い
惑
わ
せ
よ
う
と
す
る
人
が
い
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
そ

う
し
た
人
に
対
し
て
は
「
な
る
ほ
ど
、
こ
の
よ
う
な
人
も
い
る
の
だ
な
ぁ
」
と

受
け
と
め
つ
つ
、
あ
え
て
「
ほ
ん
の
一
瞬
で
あ
っ
て
も
疑
う
心
を
発
さ
ず
、
ど

ん
な
理
屈
を
聞
い
て
も
、
必
ず
や
往
生
を
遂
げ
る
の
だ
と
い
う
心
（
決
定
往
生
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破
ら
る
ま
じ
き
理
を
善
導
細
か
に
釈
し
た
ま
え

り
。意

を
取
り
て
申
さ
ば
、
た
と
い
仏
ま
し
ま
し

て
十
方
世
界
に
遍
く
充
ち
満
ち
て
光
を
輝
か
し

舌
を
舒
べ
て
「
煩
悩
罪
悪
の
凡
夫
、
念
仏
し
て

一
定
往
生
す
と
い
う
事
、
僻
事
な
り
、
信
ず
べ

か
ら
ず
」
と
の
た
ま
う
と
も
そ
れ
に
よ
り
て
一

念
も
疑
う
べ
か
ら
ず
。

そ
の
故
は
、
仏
は
み
な
同
心
に
衆
生
を
引
導

し
た
ま
う
に
、
す
な
わ
ち
ま
ず
阿
弥
陀
仏
、
浄

土
を
設
け
て
願
を
発
し
て
の
た
ま
わ
く
「
十
方

衆
生
、
我
が
国
に
生
ま
れ
ん
と
願
い
て
、
我
が

名
号
を
称
え
ん
者
、
も
し
生
ま
れ
ず
ば
正
覚
を

取
ら
じ
」
と
誓
い
た
ま
え
る
を
、
釈
迦
仏
こ
の

世
界
に
出
で
て
、
衆
生
の
た
め
に
か
の
仏
の
願

を
説
き
た
ま
え
り
。

六
方
恒
沙
の
諸
仏
は
舌
相
を
三
千
世
界
に
覆

の
心
）
を
失
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
申
し
上
げ
る
べ
き
で
す
。
こ

の
よ
う
に
人
に
言
い
破
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
道
理
を
善
導
大
師
は
細
か
く
解
釈

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
趣
旨
を
汲
み
取
る
な
ら
ば
、
た
と
え
、
と
あ
る
仏
が
現
れ
て
、
あ
ら
ゆ

る
世
界
に
あ
ま
ね
く
行
き
渡
る
よ
う
に
光
明
を
照
ら
し
、
広
く
長
い
舌
を
出
し

て
（
（10
（

「
煩
悩
に
ま
み
れ
、
罪
悪
を
犯
し
て
き
た
凡
夫
が
、
ひ
た
す
ら
お
念
仏
を
称

え
れ
ば
必
ず
浄
土
往
生
が
叶
う
と
い
う
教
え
は
間
違
い
で
あ
っ
て
信
じ
て
は
な

ら
な
い
」
と
言
い
募
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
瞬
た
り
と
も
疑
い
の

心
を
抱
い
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
理
由
は
、
次
の
よ
う
に
御
仏
は
み
な
同
じ
心
で
衆
生
を
導
い
て
下
さ
る

か
ら
で
す
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
阿
弥
陀
仏
は
浄
土
を
建
立
し
よ
う
と
い
う
願
を

発
さ
れ
て
、「
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
す
べ
て
の
衆
生
が
、
私
の
建
立
し
た
浄
土
に

生
ま
れ
た
い
と
願
っ
て
、
私
の
名
号
を
称
え
た
な
ら
ば
そ
の
願
い
を
叶
え
よ
う
、

も
し
も
わ
が
浄
土
に
生
ま
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
私
は
仏
に
な
ら
な
い
」
と
誓

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
釈
尊
は
こ
の
私
達
の
世
界
に
お
出
ま
し
に
な
っ
て
、

私
達
衆
生
の
た
め
に
こ
の
阿
弥
陀
仏
の
誓
願
を
お
説
き
に
な
っ
た
の
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
方
角

（
（10
（

に
お
ら
れ
る
数
限
り
な
い

（
（11
（

諸
仏
は
、
舌
を
広
げ
、
そ
れ
ぞ



143　『黒谷上人語灯録』（和語）　現代語訳②　巻第十二

研究成果報告

う
て
虚こ

ご
ん言

せ
ぬ
相
を
現
し
て
「
釈
迦
仏
の
、
弥

陀
の
本
願
を
称ほ

め
て
一
切
衆
生
を
勧
め
て
か
の

仏
の
名
号
を
称
う
れ
ば
定
め
て
往
生
す
と
の
た

ま
え
る
は
決
定
に
し
て
疑

う
た
が
い

な
き
事
な
り
。
一

切
衆
生
、
み
な
こ
の
事
を
信
ず
べ
し
」
と
証し

ょ
う
じ
ょ
う誠

し
た
ま
え
り
。

か
く
の
ご
と
く
一
切
諸
仏
一
仏
も
残
ら
ず
、

同
心
に
一
切
凡
夫
念
仏
し
て
決
定
し
て
往
生
す

べ
き
旨
を
勧
め
た
ま
え
る
上
に
は
、
い
ず
れ
の

仏
の
ま
た
往
生
せ
ず
と
は
の
た
ま
う
べ
き
ぞ
と

い
う
理
を
も
て
、
仏
来
た
り
て
の
た
ま
う
と
も

驚
く
べ
か
ら
ず
と
は
申
す
な
り
。

仏
な
お
し
か
り
、
い
わ
ん
や
声
聞
縁
覚
を
や
、

い
か
に
い
わ
ん
や
凡
夫
を
や
と
心
得
つ
れ
ば
、

一ひ
と
た
び度

こ
の
念
仏
往
生
を
信
じ
て
ん
後
は
、
い
か

な
る
人
と
か
く
い
い
妨
ぐ
と
も
疑
う
心
あ
る
べ

か
ら
ず
と
申
す
事
な
り
。
こ
れ
を
深
心
と
は
申

れ
が
教
化
を
担
当
す
る
十
億
も
の
世
界

（
（11
（

を
覆
い
尽
く
し
て
、
決
し
て
嘘
偽
り

を
述
べ
な
い
姿
を
お
示
し
に
な
り
、「
釈
尊
が
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
ほ
め
讃
え
、

阿
弥
陀
仏
の
名
を
称
え
れ
ば
必
ず
往
生
す
る
と
あ
ら
ゆ
る
衆
生
に
勧
め
ら
れ
た

こ
と
は
、
定
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
疑
う
余
地
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
す

べ
て
の
衆
生
は
皆
こ
の
こ
と
を
信
じ
な
さ
い
」
と
証
明
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
数
限
り
な
い
一
切
の
諸
仏
が
、
た
だ
お
一
人
の
御
仏
も
残
さ

ず
心
を
一
つ
に
し
て
、「
す
べ
て
の
凡
夫
は
念
仏
を
称
え
て
、
必
ず
や
往
生
す

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
教
え
を
お
勧
め
下
さ
っ
て
い
る
か
ら
に
は
、
そ
れ

と
は
別
に
「
ど
ん
な
仏
が
、『
念
仏
だ
け
で
は
往
生
し
な
い
』
と
述
べ
ら
れ
る

こ
と
な
ど
あ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
、
い
や
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
あ
り
え

な
い
と
い
う
道
理
を
心
得
、
も
し
仮
に
仏
が
そ
う
し
た
内
容
を
説
か
れ
た
と
し

て
も
驚
い
て
は
い
け
な
い
」
と
申
し
上
げ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
仏
に
よ
る
非
難
は
も
ち
ろ
ん
、
ま
し
て
や
声
聞

（
（11
（

や
縁
覚

（
（11
（

と
い
っ

た
者
達
に
よ
る
非
難
、
さ
ら
に
は
異
な
っ
た
理
解
や
別
の
行
を
修
め
て
い
る
凡

夫
に
よ
る
非
難
に
驚
い
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
と
心
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

ひ
と
度
こ
の
念
仏
往
生
の
誓
願
を
信
じ
た
後
は
、
ど
ん
な
人
が
あ
の
手
こ
の
手

で
言
い
妨
げ
よ
う
と
し
て
も
、
そ
の
誓
願
を
疑
う
心
を
発
し
て
は
な
ら
な
い
、
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す
な
り
。

三
つ
に
廻
向
発
願
心
と
い
は
、
善
導
こ
れ
を

釈
し
て
の
た
ま
わ
く
「
過
去
及
び
今
生
の
身
口

意
業
に
修
す
る
と
こ
ろ
の
世
出
世
の
善
根
及
び

他
の
身
口
意
業
に
修
す
る
と
こ
ろ
の
世
出
世
の

善
根
を
随
喜
し
て
、
こ
の
自
他
所
修
の
善
根
を

も
て
こ
と
ご
と
く
真
実
深
心
の
中
に
廻
向
し
て

か
の
国
に
生
ま
れ
ん
と
願
う
な
り
。
か
る
が
故

に
廻
向
発
願
心
と
名
づ
く
る
な
り
。
ま
た
廻
向

発
願
し
て
生
ま
る
と
い
は
、
必
ず
決
定
し
て
真

実
心
の
中
に
廻
向
し
て
生
ま
る
る
こ
と
を
得
る

思
い
を
名
づ
く
る
な
り
。

こ
の
心
深
く
し
て
な
お
し
金
剛
の
ご
と
く
し

て
、
一
切
の
異
見
異
学
別
解
別
行
の
人
の
た
め

に
動
乱
破
壊
せ
ら
れ
ざ
れ
」
と
い
え
り
。

こ
の
釈
の
意
は
、
ま
ず
我
が
身
に
つ
き
て
前

世
に
も
造
り
と
作
り
た
ら
ん
功
徳
を
み
な
こ
と

と
申
し
上
げ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
信
心
を
深
心
と
い
う
の
で
す
。

三
つ
に
回
向
発
願
心
と
い
う
の
は
、
善
導
大
師
が
こ
れ
を
注
釈
し
て
、「
過

去
と
今
現
在
の
生
涯
に
お
い
て
自
分
自
身
の
身
と
口
と
心
で
修
め
た
世
間
一
般

の
善
行
と
出
家
修
行
の
功
徳
を
、
ま
た
、
他
の
人
が
身
と
口
と
心
で
修
め
た
世

間
一
般
の
善
行
と
出
家
修
行
の
功
徳
を
心
か
ら
喜
び
、
こ
れ
ら
自
分
と
他
の
人

が
修
め
た
善
行
を
す
べ
て
嘘
偽
り
の
な
い
真
実
の
心
と
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
深

く
信
じ
る
心
を
も
っ
て
振
り
向
け
て
、
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
浄
土
へ
往
生
し
た
い

と
願
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
理
由
で
回
向
発
願
心
と
名
付
け
る
。
ま
た
、
回

向
し
発
願
し
て
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
と
い
う
の
は
、
嘘
偽
り
の
な
い
真
実
の

心
を
も
っ
て
す
べ
て
の
善
行
の
功
徳
を
振
り
向
け
て
必
ず
確
実
に
浄
土
往
生
を

遂
げ
る
の
だ
、
と
い
う
思
い
を
持
つ
こ
と
を
名
付
け
る
の
で
あ
る

（
（11
（

。

こ
う
し
た
心
で
深
く
本
願
を
信
じ
る
あ
り
さ
ま
は
、
あ
た
か
も
金
剛
石
の
よ

う
に
堅
固
で
あ
っ
て
、
見
解
や
学
問
が
異
な
り
、
理
解
や
修
行
方
法
が
異
な
る

す
べ
て
の
人
に
よ
っ
て
そ
の
心
を
か
き
乱
さ
れ
た
り
、
壊
さ
れ
た
り
し
て
は
い

け
な
い
の
で
あ
る
」

（
（11
（

と
仰
い
ま
し
た
。

こ
の
解
釈
の
意
味
は
、
ま
ず
自
分
自
身
に
つ
い
て
今
生
ば
か
り
か
、
遙
か
遠

い
過
去
に
お
い
て
も
ひ
た
す
ら
積
み
続
け
た
す
べ
て
の
功
徳
を
極
楽
浄
土
に
振
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ご
と
く
極
楽
に
廻
向
し
て
往
生
を
願
う
な
り
。

我
が
身
の
功
徳
の
み
な
ら
ず
一
切
凡
聖
の
功
徳

な
り
。
凡
と
い
は
凡
夫
の
造
り
た
ら
ん
功
徳
を

も
、
聖
と
い
は
仏
菩
薩
の
造
り
た
ま
わ
ん
功
徳

を
も
、
随
喜
す
れ
ば
我
が
功
徳
と
な
る
を
も
、

み
な
極
楽
に
廻
向
し
て
往
生
を
願
う
な
り
。

詮
ず
る
と
こ
ろ
往
生
を
願
う
よ
り
外
に
異
事

を
ば
願
う
ま
じ
き
な
り
。
我
が
身
に
も
人
の
身

に
も
、
こ
の
界
の
果
報
を
祈
り
、
ま
た
同
じ
く

後
世
の
事
な
れ
ど
も
極
楽
な
ら
ぬ
浄
土
に
生
ま

れ
ん
と
も
願
い
、
も
し
は
人
中
天
上
に
生
ま
れ

ん
と
も
願
い
、
か
く
の
ご
と
く
か
れ
こ
れ
に
廻

向
す
る
事
な
か
れ
と
な
り
。

も
し
こ
の
理
を
思
い
定
め
ざ
ら
ん
前
に
こ
の

土
の
事
を
も
祈
り
、
あ
ら
ぬ
方
へ
廻
向
し
た
ら

ん
功
徳
を
も
み
な
取
り
返
し
て
、
今
は
一
筋
に

極
楽
に
廻
向
し
て
往
生
せ
ん
と
願
う
べ
き
な
り
。

一
切
の
功
徳
を
み
な
極
楽
に
廻
向
せ
よ
と
い
え

り
向
け
て
往
生
を
願
う
の
で
す
。
自
分
自
身
が
積
ん
で
き
た
功
徳
だ
け
で
は
な

く
、
あ
ら
ゆ
る
「
凡
聖
」
が
積
ん
で
き
た
功
徳
も
振
り
向
け
る
の
で
す
。「
凡
」

と
い
う
の
は
凡
夫
が
積
ん
だ
功
徳
で
あ
り
、「
聖
」
と
い
う
の
は
仏
や
菩
薩
が

積
み
続
け
た
功
徳
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
心
か
ら
喜
び
讃
歎
す
れ
ば
自
分
自
身
の

功
徳
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
み
な
極
楽
に
振
り
向
け
て
往
生
を
願
う

の
で
す
。

要
す
る
に
、
浄
土
往
生
を
願
う
以
外
に
別
の
こ
と
を
願
っ
て
は
な
ら
な
い
の

で
す
。
自
分
の
身
に
も
、他
人
の
身
に
も
、こ
の
世
の
果
報
を
祈
っ
た
り
、ま
た
、

同
じ
後
の
世
の
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
極
楽
で
は
な
い
浄
土
に
生
ま
れ
よ
う
と

願
っ
た
り
、
も
し
く
は
、
人
の
世
や
天
人
の
世
に
生
ま
れ
よ
う
と
願
っ
た
り
、

こ
の
よ
う
に
、
あ
れ
こ
れ
色
々
な
所
に
振
り
向
け
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
す
。

も
し
も
、
こ
う
し
た
道
理
に
心
を
定
め
て
い
な
か
っ
た
時
に
、
こ
の
世
の
こ

と
を
祈
る
た
め
に
振
り
向
け
た
り
、
望
ま
し
く
な
い
世
界
へ
生
ま
れ
よ
う
と
振

り
向
け
た
り
し
て
し
ま
っ
た
功
徳
を
す
べ
て
取
り
返
し
て
、
今
は
た
だ
ひ
と
筋

に
極
楽
浄
土
に
振
り
向
け
て
往
生
し
よ
う
と
願
う
べ
き
で
す
。
た
だ
し
、
す
べ

て
の
功
徳
を
み
な
極
楽
浄
土
に
振
り
向
け
よ
と
言
っ
て
も
、
お
念
仏
を
称
え
る
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ば
と
て
、
ま
た
念
仏
の
外
に
わ
ざ
と
功
徳
を
造

り
集
め
て
廻
向
せ
よ
と
い
う
に
は
あ
ら
ず
。
た

だ
過
ぎ
ぬ
る
方
の
功
徳
を
も
今
は
一
向
に
極
楽

に
廻
向
し
、
こ
の
後
な
り
と
も
お
の
ず
か
ら
便た

よ
り

に
随
い
て
僧
を
も
供
養
し
、
人
に
物
を
も
施
し

与
え
た
ら
ん
を
も
、
造
ら
ん
に
随
い
て
み
な
往

生
の
た
め
に
廻
向
す
べ
し
と
い
う
意
な
り
。

こ
の
心
金
剛
の
ご
と
く
し
て
、
あ
ら
ぬ
解さ

と
り

の

人
に
教
え
ら
れ
て
か
れ
こ
れ
に
廻
向
す
る
事
な

か
れ
と
い
う
な
り
。
金
剛
は
い
か
に
も
破
れ
ぬ

も
の
な
れ
ば
、
譬た

と
え

に
取
り
て
こ
の
心
を
廻
向
発

願
し
て
生
ま
る
と
申
す
な
り
。
三
心
の
あ
り
さ

ま
粗あ

ら
あ
ら粗

か
く
の
ご
と
し
。

「
こ
の
三
心
を
具
し
て
必
ず
往
生
す
。
も
し

一
心
も
少か

け
ぬ
れ
ば
生
ま
る
る
こ
と
を
得
ず
」

と
善
導
は
釈
し
た
ま
い
た
れ
ば
、
最
も
こ
の
心

を
具
足
す
べ
き
な
り
。
し
か
る
に
か
よ
う
に
申

以
外
に
さ
ま
ざ
ま
な
功
徳
を
こ
と
さ
ら
積
ん
で
、
そ
れ
ら
を
集
め
て
振
り
向
け

な
さ
い
、
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
積
ん
で
き
た
さ
ま

ざ
ま
な
功
徳
も
、
今
は
ひ
た
す
ら
極
楽
浄
土
に
振
り
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
後
で

あ
っ
て
も
、
状
況
に
応
じ
て
僧
侶
に
供
養
の
品
を
献
じ
た
り
、
誰
か
に
物
を
施

し
与
え
た
り
す
る
こ
と
を
も
功
徳
を
積
む
た
び
に
み
な
浄
土
往
生
の
た
め
に
振

り
向
け
な
さ
い
、
と
い
う
意
味
で
す
。

こ
う
し
た
心
で
深
く
本
願
を
信
じ
る
あ
り
さ
ま
を
金
剛
石
の
よ
う
に
固
く

保
っ
て
、
私
達
と
は
異
な
る
理
解
の
人
に
そ
そ
の
か
さ
れ
て
、
極
楽
浄
土
以
外

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
振
り
向
け
る
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
金
剛
石
は
ど
の
よ
う
に
し
て
も
打
ち
砕
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
善
導

大
師
は
譬
え
と
し
て
用
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
金
剛
石
の
よ
う
に
固
い

心
を
「
回
向
し
発
願
し
て
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
」
と
申
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

三
心
の
あ
り
方
は
、
お
お
よ
そ
こ
の
様
な
も
の
で
す
。

「
こ
の
三
心
を
具
え
て
い
れ
ば
必
ず
往
生
す
る
。
も
し
、
一
つ
で
も
欠
け
て

し
ま
え
ば
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

（
（11
（

」
と
善
導
大
師
が
解
釈
し
て
お
ら
れ

ま
す
か
ら
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
心
を
具
え
る
べ
き
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
に
申
し
上
げ
る
と
、
一
つ
一
つ
の
心
は
別
々
で
仰
々
し
い
よ
う
で
す
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し
立
つ
る
時
は
、
別
別
に
し
て
こ
と
ご
と
し
き

よ
う
な
れ
ど
も
、
心
得
解
け
ば
易
く
具
し
ぬ
べ

き
心
な
り
。
詮
じ
て
は
ま
こ
と
の
心
あ
り
て
、

深
く
仏
の
誓
を
憑
み
て
、
往
生
を
願
わ
ん
と
す

る
心
な
り
。

深
く
浅
き
事
こ
そ
替
り
目
あ
り
と
も
、
誰
も

往
生
を
求
む
る
程
の
人
は
さ
ほ
ど
の
心
な
き
事

や
は
あ
る
べ
き
。
か
よ
う
の
事
は
疎
く
思
え
ば

大
事
に
覚
え
、
取
り
寄
り
て
沙
汰
す
れ
ば
さ
す

が
に
易
き
事
な
り
。
か
よ
う
に
細
か
に
沙
汰
し

知
ら
ぬ
人
も
具
し
ぬ
べ
く
、
ま
た
よ
く
よ
く
知

り
た
る
人
も
少か

く
る
事
あ
り
ぬ
べ
し
。

さ
れ
ば
こ
そ
賤
し
く
愚
か
な
る
者
の
中
に
も

往
生
す
る
事
も
あ
り
。
い
み
じ
く
貴た

と
げ
な
る
聖ひ

じ
り

の
中
に
も
臨
終
悪わ

ろ
く
往
生
せ
ぬ
も
あ
れ
。
さ
れ

ど
も
こ
れ
を
具
足
す
べ
き
様よ

う
を
も
疾と

く
疾と

く
心

得
分
け
て
、
我
が
心
に
具
し
た
り
と
も
知
り
、

が
、
そ
の
あ
り
様
を
次
の
よ
う
に
心
得
れ
ば
、
そ
の
心
は
た
や
す
く
具
え
ら
れ

る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
要
す
る
に
三
心
と
は
、
真
実
の
心
を
も
っ
て
、
阿
弥

陀
仏
の
本
願
を
深
く
頼
り
と
し
て
、
浄
土
往
生
を
願
お
う
と
す
る
心
な
の
で
す
。

そ
の
思
い
に
浅
い
深
い
の
違
い
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
誰
で
あ
っ
て
も
浄
土

往
生
を
求
め
る
ほ
ど
の
人
な
ら
ば
、
わ
ず
か
ば
か
り
で
も
、
そ
う
し
た
心
が
な

い
こ
と
な
ど
あ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。
三
心
を
具
え
る
事
は
、
そ
れ
自
体
を
縁

遠
い
と
思
っ
て
い
る
と
大
が
か
り
な
こ
と
に
思
え
て
し
ま
い
、
一
方
、
そ
の
こ

と
を
身
近
に
拠
り
所
と
し
て
い
る
な
ら
ば
実
に
た
や
す
い
こ
と
だ
と
分
か
る
の

で
す
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
三
心
に
つ
い
て
細
か
い
解
釈
を
知
ら
な
い
人
で

あ
っ
て
も
三
心
を
具
え
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
充
分
に
理
解
し
て
い
る
人
で

あ
っ
て
も
三
心
を
具
え
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
身
分
が
低
く
と
る
に
足
り
な
い
者
の
中
に
も
三
心

を
具
え
て
往
生
す
る
者
が
い
る
一
方
、
実
に
貴
く
み
え
る
聖
の
中
に
も
、
三
心

を
欠
い
て
い
ま
わ
の
際
が
悪
く
、
往
生
で
き
な
い
者
も
い
る
の
で
す
。
三
心
を

知
ら
ず
と
も
浄
土
往
生
が
叶
う
と
は
い
え
、
三
心
を
具
え
る
べ
き
こ
と
を
一
刻

も
早
く
理
解
し
て
、
私
の
心
に
三
心
が
具
わ
っ
た
と
知
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
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ま
た
少か

け
た
り
と
も
思
わ
ん
を
ば
、
構
え
て
構

え
て
具
足
せ
ん
と
励
む
べ
き
事
な
り
。
こ
れ
を

安
心
と
名
づ
く
る
な
り
。
こ
れ
ぞ
往
生
す
る
心

の
あ
り
さ
ま
な
る
。
こ
れ
を
よ
く
よ
く
心
得
分

く
べ
き
な
り
。

次
に
起
行
と
い
は
、
善
導
の
御
心
に
よ
ら
ば

「
往
生
の
行
多
し
と
い
え
ど
も
、
大
き
に
分
か

ち
て
二
つ
と
す
。
一
つ
に
は
正
行
、
二
つ
に
は

雑
行
な
り
」。
正
行
と
い
は
、
こ
れ
に
ま
た

数あ
ま
た多

の
行
あ
り
。
読
誦
正
行
、
観
察
正
行
、
礼

拝
正
行
、
称
名
正
行
、
讃
歎
供
養
正
行
、
こ
れ

ら
を
五
種
の
正
行
と
名
づ
く
。
讃
歎
と
供
養
と

を
二
行
と
分
か
つ
時
に
は
六
種
の
正
行
と
も
申

す
な
り
。

こ
の
正
行
に
つ
き
て
、
総ふ

さ
ね
て
二
つ
と
す
。

一
つ
に
は
、「
一
心
に
専
ら
弥
陀
の
名
号
を
称

え
て
、
行
住
坐
臥
に
夜
昼
忘
る
る
事
な
く
、
念

念
に
捨
て
ざ
る
を
正
定
の
業
と
名
づ
く
、
か
の

あ
る
い
は
、
も
し
三
心
が
欠
け
て
い
た
と
思
っ
た
な
ら
ば
、
必
ず
や
三
心
を
具

え
よ
う
と
励
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
安
心
と
名

付
け
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
浄
土
往
生
を
目
指
す
者
が
具
え
る
心
の
あ
り
さ
ま
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
よ
く
よ
く
理
解
す
べ
き
で
す
。

次
に
、
起
行
と
い
う
の
は
、
善
導
大
師
の
み
心
に
よ
る
な
ら
ば
、「
極
楽
浄

土
に
往
生
す
る
た
め
の
行
は
数
多
く
あ
る
け
れ
ど
も
、
大
き
く
分
け
る
と
二
つ

に
な
る
。
一
つ
は
正
行
で
あ
り
、
二
つ
は
雑
行
で
あ
る

（
（11
（

」
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

正
行
と
は
、
こ
れ
に
ま
た
種
々
の
行
が
あ
り
ま
す
。
読
誦
正
行
・
観
察
正
行
・

礼
拝
正
行
・
称
名
正
行
・
讃
歎
供
養
正
行

（
（11
（

、
こ
れ
ら
を
五
種
の
正
行
と
名
付

け
ま
す
。
讃
歎
供
養
正
行
を
讃
歎
と
供
養
の
二
つ
の
行
に
分
け
る
時
に
は
、
六

種
の
正
行
と
も
言
い
ま
す
。

こ
の
正
行
に
つ
い
て
、
二
つ
に
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。
一
つ
に
は
、「
心
を
一

つ
に
し
て
専
ら
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
て
、
い
つ
い
か
な
る
時
も
、
夜
も
昼

も
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
絶
え
間
な
く
称
え
続
け
る
こ
と
、
こ
れ
を
正
定
の
業
と

名
付
け
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
順
じ
た
行
だ
か
ら
で
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仏
の
願
に
順
ず
る
が
故
に
」
と
い
い
て
、
念
仏

を
も
て
正
し
く
定
め
た
る
往
生
の
業
に
立
て
て

「
も
し
礼
誦
等
に
よ
る
を
ば
、
名
づ
け
て
助
業

と
す
」
と
い
い
て
、
念
仏
の
外
に
阿
弥
陀
仏
を

礼
し
、
も
し
は
三
部
経
を
読
み
、
も
し
は
極
楽

の
あ
り
さ
ま
を
観
ず
る
も
、
讃
歎
供
養
し
た
て

ま
つ
る
事
も
、
み
な
称
名
念
仏
を
助
け
ん
が
た

め
な
り
。
正
し
く
定
め
た
る
往
生
の
業
は
た
だ

念
仏
ば
か
り
と
い
う
な
り
。

こ
の
正
と
助
と
を
除
き
て
他
の
諸
行
を
ば
、

布
施
を
せ
ん
も
、
戒
を
持た

も
た
ん
も
、
精
進
な
ら

ん
も
、
禅
定
な
ら
ん
も
、
か
く
の
ご
と
く
の
六

度
万
行
、『
法
華
経
』
を
読
み
、
真
言
を
行
い
、

諸も
ろ
も
ろ

の
行

お
こ
な
い

を
ば
こ
と
ご
と
く
み
な
雑
行
と
名
づ

く
。た

だ
極
楽
に
往
生
せ
ん
と
欲お

も
わ
ば
一
向
に
称

名
の
正
定
業
を
修
す
べ
き
な
り
。
こ
れ
す
な
わ

ち
弥
陀
本
願
の
行
な
る
が
故
に
。
我
ら
が
自
力

あ
る

（
（11
（

」
と
い
っ
て
、
ま
さ
に
お
念
仏
を
阿
弥
陀
仏
が
定
め
た
浄
土
往
生
の
た

め
の
行
と
し
て
中
心
に
据
え
、「
も
し
、
礼
拝
や
読
誦
等
の
正
行
に
よ
る
な
ら
ば
、

こ
れ
ら
を
名
付
け
て
助
業
と
い
う

（
（12
（

」
と
い
っ
て
、
お
念
仏
を
称
え
る
以
外
の
、

阿
弥
陀
仏
を
礼
拝
す
る
こ
と
も
、
あ
る
い
は
「
浄
土
三
部
経
」
を
読
誦
す
る
こ

と
も
、
あ
る
い
は
極
楽
浄
土
の
あ
り
さ
ま
を
観
察
す
る
こ
と
も
、
阿
弥
陀
仏
を

讃
歎
し
供
養
し
た
て
ま
つ
る
こ
と
も
、
み
な
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
る
お
念

仏
を
促
し
進
め
る
た
め
の
業
と
す
る
の
で
す
。
正
し
く
定
め
ら
れ
た
往
生
の
た

め
の
行
い
は
た
だ
お
念
仏
だ
け
な
の
で
す
。

こ
の
正
定
の
業
と
助
業
と
を
除
い
た
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
、
例
え
ば
、
布
施

を
す
る
の
も
、
戒
を
持た

も
つ
の
も
、
精
進
す
る
の
も
、
禅
定
を
修
す
る
の
も
、
こ

の
よ
う
な
六
波
羅
蜜
に
収
ま
る
あ
ら
ゆ
る
行

（
（12
（

も
、
ま
た
、『
法
華
経
』
を
読
誦

す
る
こ
と
も
、
真
言
を
唱
え
る
こ
と
も
、
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
行
を
す
べ
て

み
な
雑
行
と
名
付
け
る
の
で
す
。

ひ
と
筋
に
極
楽
浄
土
に
往
生
し
よ
う
と
望
む
の
な
ら
ば
、
阿
弥
陀
仏
に
よ
っ

て
正
し
く
定
め
ら
れ
た
行
で
あ
る
称
名
念
仏
を
ひ
た
す
ら
修
め
る
べ
き
で
す
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
行
は
阿
弥
陀
仏
が
お
誓
い
下
さ
っ
た
浄
土
往
生
の
た
め
の
本
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に
て
生
死
を
離
れ
ぬ
べ
く
ば
必
ず
し
も
本
願
の

行
に
限
る
べ
か
ら
ず
と
い
え
ど
も
、
他
力
に
よ

ら
ず
ば
往
生
を
遂
げ
難
き
が
故
に
弥
陀
の
本
願

の
力
を
籍か

り
て
一
向
に
名
号
を
称
え
よ
と
善
導

は
勧
め
た
ま
え
る
な
り
。

自
力
と
い
は
我
が
力
を
励
み
て
往
生
を
求
む

る
な
り
。
他
力
と
い
は
た
だ
仏
の
力
を
憑
み
た

て
ま
つ
る
な
り
。
こ
の
故
に
正
行
を
行
ず
る
者

を
ば
専せ

ん
じ
ゅ修

の
行
者
と
い
い
、
雑ぞ

う
ぎ
ょ
う行

を
行
ず
る

を
ば
雑ざ

っ
し
ゅ修

の
行
者
と
申
す
な
り
。「
正
行
を
修

す
る
は
心
常
に
か
の
国
に
親し

ん
ご
ん近

し
て
憶
念
間ひ

ま
な

し
。
雑
行
を
行
ず
る
者
は
心
常
に
間
断
す
。
廻

向
し
て
生
ま
る
る
こ
と
を
得
べ
し
と
い
え
ど
も

疎
雑
の
行
と
名
づ
く
」
と
い
い
て
、
極
楽
に
疎う

と

き
行
と
い
え
り
。

願
の
行
だ
か
ら
で
す
。
自
力
に
よ
っ
て
生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
を
繰
り
返

す
迷
い
の
世
界
を
離
れ
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
私
達
が
修
め
る
行
は
必

ず
し
も
浄
土
往
生
を
目
指
す
本
願
の
行
に
限
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

他
力
に
よ
ら
な
け
れ
ば
浄
土
往
生
を
遂
げ
る
こ
と
は
困
難
な
の
で
す
か
ら
、「
阿

弥
陀
仏
の
本
願
の
お
力
に
あ
ず
か
っ
て
、
た
だ
ひ
た
す
ら
名
号
を
称
え
よ
」

（
（12
（

と

善
導
大
師
は
お
勧
め
に
な
っ
た
の
で
す
。

自
力
と
い
う
の
は
、
自
分
自
身
の
力
に
よ
っ
て
修
行
に
励
ん
で
浄
土
往
生
を

求
め
る
こ
と
で
す
。
他
力
と
い
う
の
は
、
た
だ
阿
弥
陀
仏
の
お
力
を
頼
り
と
し

て
浄
土
往
生
を
求
め
る
こ
と
で
す
。
こ
の
故
に
、
お
念
仏
を
中
心
に
阿
弥
陀
仏

に
親
し
い
行
（
正
行
）
を
修
め
る
者
を
専
修
の
行
者
と
い
い
、そ
れ
以
外
の
種
々

雑
多
な
行
（
雑
行
）
を
修
め
る
者
を
雑
修
の
行
者
と
呼
ぶ
の
で
す
。「
正
行
を

修
め
る
者
の
心
は
、
常
に
極
楽
浄
土
に
親
し
み
近
づ
い
て
、
絶
え
間
な
く
浄
土

を
思
い
続
け
る
こ
と
と
な
る
。
雑
行
を
修
め
る
者
の
心
は
、
阿
弥
陀
仏
や
極
楽

浄
土
に
対
す
る
思
い
が
継
続
せ
ず
途
切
れ
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、
雑
行
を

修
め
た
功
徳
を
回
向
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
極
楽
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
っ
て
も
、
浄
土
に
疎
遠
で
あ
る
種
々
雑
多
な
行
と
名
付
け
る
の
で
あ
る
」

（
（12
（

と
い
い
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
先
程
か
ら
申
し
上
げ
て
い
る
種
々
の
行
は
雑
行
で
あ

り
、
極
楽
に
疎
遠
な
行
と
善
導
大
師
は
仰
っ
て
い
ま
す
。
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ま
た
「
専
修
の
者
は
十
人
は
十
人
な
が
ら
生

ま
れ
、
百
人
は
百
人
な
が
ら
生
ま
る
。
何
を
も

て
の
故
に
。
外ほ

か
に
雑
縁
な
く
し
て
正
念
を
得
る

が
故
に
。
弥
陀
の
本
願
と
相
応
す
る
が
故
に
。

釈
迦
の
教
に
順
ず
る
が
故
に
。
雑
修
の
者
は
百

人
に
は
一
二
人
生
ま
れ
、
千
人
に
は
四
五
人
生

ま
る
。
何
を
も
て
の
故
に
。
弥
陀
の
本
願
と
相

応
せ
ざ
る
が
故
に
。
釈
迦
の
教
に
順
ぜ
ざ
る
が

故
に
。
憶
想
間
断
す
る
が
故
に
。
名
利
と
相
応

す
る
が
故
に
。
み
ず
か
ら
も
障さ

え
、
人
の
往
生

を
も
障さ

う
る
が
故
に
」
と
釈
し
た
ま
い
た
れ
ば
、

善
導
を
信
じ
て
浄
土
宗
に
入
ら
ん
人
は
、
一
向

に
正
行
を
修
し
て
日
日
の
所
作
に
一
万
二
万
乃

至
五
万
六
万
十
万
を
も
器
量
の
堪
え
ん
に
従
い

て
、
い
く
ら
な
り
と
も
励
み
て
申
す
べ
き
な
り

と
こ
そ
心
得
ら
れ
た
れ
。
そ
れ
に
こ
れ
を
聞
き

な
が
ら
念
仏
の
外
に
余
行
を
加
う
る
人
の
多
く

あ
る
は
心
得
ら
れ
ぬ
事
な
り
。

ま
た
善
導
大
師
は
「
念
仏
を
中
心
と
し
た
専
修
の
行
者
は
、
十
人
中
十
人
す

べ
て
が
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
、
百
人
中
百
人
す
べ
て
が
往
生
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
理
由
は
、
極
楽
浄
土
に
心
を
寄
せ
る
以
外
の
種
々
雑
多
な
縁
が
な

く
な
る
の
で
、
浄
土
往
生
へ
の
正
し
い
思
い
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
阿
弥
陀
仏
が
本
願
に
誓
わ
れ
た
行
と
相
応
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

釈
尊
の
本
懐
の
教
え
に
順
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
雑
修
の
行
者

は
、
百
人
中
わ
ず
か
一
人
か
二
人
が
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
、
千
人
中
わ
ず
か

四
人
か
五
人
が
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
阿
弥

陀
仏
の
本
願
の
行
と
相
応
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
釈
尊
の
本
懐
の

教
え
に
順
じ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
阿
弥
陀
仏
や
極
楽
浄
土
に
対
す

る
思
い
が
継
続
せ
ず
途
切
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
現
世
的
な
名
誉
や
利
益

を
求
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
自
ら
の
往
生
に
も
支
障
を
き
た

し
、
他
者
の
往
生
に
も
支
障
を
き
た
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
」

（
（12
（

と
『
往
生
礼

讃
』
に
注
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
善
導
大
師
の
お
言
葉
を
信
じ
て
浄
土

宗
に
帰
入
す
る
人
は
、
正
行
の
中
心
と
な
る
お
念
仏
を
ひ
た
す
ら
修
め
、
そ
の

毎
日
の
勤
め
と
し
て
一
万
遍
や
二
万
遍
か
ら
五
万
遍
や
六
万
遍
、
さ
ら
に
は
十

万
遍
ま
で
を
も
、
そ
の
人
の
力
量
に
応
じ
て
、
何
遍
で
あ
っ
た
と
し
て
も
励
ん

で
お
念
仏
を
称
え
る
べ
き
で
あ
る
と
心
得
ら
れ
て
き
た
の
で
す
。
こ
う
し
た
事
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そ
の
故
は
善
導
の
勧
め
た
ま
わ
ぬ
事
を
ば
少

し
な
り
と
も
加
う
べ
き
道
理
ゆ
め
ゆ
め
な
き
な

り
。
勧
め
た
ま
え
る
正
行
を
だ
に
も
な
お
物
憂

き
身
に
て
、
い
ま
だ
勧
め
た
ま
わ
ぬ
雑
行
を
加

う
べ
き
事
は
ま
こ
と
し
か
ら
ぬ
方
も
あ
り
ぬ
べ

し
。ま

た
罪
造
り
た
る
人
だ
に
も
往
生
す
れ
ば
、

ま
し
て
功
徳
な
れ
は
『
法
華
経
』
な
ん
ど
を
読

ま
ん
は
何
か
は
苦
し
か
る
べ
き
な
ん
ど
申
す
人

も
あ
り
。
そ
れ
ら
は
無
下
に
汚
き
事
な
り
。
往

生
を
助
け
ば
こ
そ
い
み
じ
か
ら
め
、
妨
げ
に
な

ら
ぬ
ば
か
り
を
い
み
じ
き
事
と
て
加
え
行
わ
ん

事
は
何
か
は
詮
あ
る
べ
き
。

悪
を
ば
、
さ
れ
ば
仏
の
御
心
に
好
み
て
造
れ

と
や
勧
め
た
ま
え
る
。
構
え
て
止
め
よ
と
こ
そ

誡
め
た
ま
え
ど
も
、
凡
夫
の
習
、
当
時
の
惑ま

ど
い

に

を
聞
い
て
い
な
が
ら
、
お
念
仏
以
外
の
余
行
を
さ
ら
に
加
え
る
人
が
多
く
あ
る

な
ど
と
い
う
こ
と
は
承
服
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
善
導
大
師
が
お
勧
め
に
な
ら
な
い
事
を
、
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も

加
え
る
べ
き
道
理
は
ま
っ
た
く
な
い
か
ら
で
す
。
善
導
大
師
が
お
勧
め
に
な
る

正
行
さ
え
も
、
満
足
に
勤
め
ら
れ
な
い
身
で
あ
る
の
に
、
い
ま
だ
お
勧
め
に
な

ら
な
い
雑
行
を
加
え
る
こ
と
は
、
善
導
大
師
の
教
え
を
本
当
は
信
じ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
「
罪
業
を
造
っ
て
し
ま
っ
た
人
で
あ
っ
て
も
浄
土
往
生
す
る
の
だ
か
ら
、

ま
し
て
や
功
徳
が
あ
る
『
法
華
経
』
な
ど
を
読
誦
す
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
往

生
の
差
し
障
り
が
あ
ろ
う
か
」
な
ど
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
物
言

い
は
、
は
な
は
だ
見
苦
し
い
こ
と
で
す
。
往
生
の
助
け
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
素

晴
ら
し
い
こ
と
で
す
が
、
往
生
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
素
晴
ら

し
い
功
徳
が
あ
る
か
ら
加
え
て
行
お
う
と
し
た
と
し
て
も
、
ど
う
し
て
効
果
が

あ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。

悪
に
つ
い
て
言
え
ば
、
仏
の
御
心
に
「
好
ん
で
悪
事
を
犯
し
な
さ
い
」
な
ど

と
お
勧
め
に
な
る
こ
と
な
ど
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
間
違
い
な
く
「
悪
事
を
犯
す

こ
と
は
や
め
な
さ
い
」
と
誡
め
て
下
さ
る
の
で
す
が
、
そ
こ
は
凡
夫
の
は
か
な
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引
か
れ
て
悪
を
造
る
事
は
力
及
ば
ぬ
事
な
れ
ば
、

慈
悲
を
起
し
て
捨
て
た
ま
わ
ぬ
に
こ
そ
あ
れ
。

ま
こ
と
に
悪
を
造
る
人
の
よ
う
に
余
行
ど
も

の
加
え
た
が
ら
ん
は
力
及
ば
ず
。
た
だ
し
経
な

ん
ど
を
読
ま
ん
事
を
悪
造
る
に
い
い
並
べ
て
、

そ
れ
も
苦
し
か
ら
ね
ば
ま
し
て
こ
れ
も
な
ん
ど

と
い
わ
ん
は
不ふ

び
ん便

の
事
な
り
。
深
き
御み

の
り法

も
悪あ

し

く
心
得
る
者
に
遇
い
ぬ
れ
ば
、
返
り
て
物
な
ら

ず
、
あ
さ
ま
し
く
か
な
し
き
事
な
り
。

た
だ
あ
ら
ぬ
解さ

と
り

の
人
の
と
も
か
く
も
申
さ
ん

事
を
ば
聞
き
入
れ
ず
し
て
、
進
み
ぬ
べ
か
ら
ん

人
を
ば
拵こ

し
ら

え
勧
む
べ
し
。
解さ

と
り

違た
が

い
て
あ
ら
ぬ
様さ

ま

な
ら
ん
人
な
ん
ど
に
論
じ
あ
ふ
事
な
ん
ど
は
、

ゆ
め
ゆ
め
あ
る
ま
じ
き
事
な
り
。
た
だ
我
が
身

一い
ち
に
ん人

ま
ず
よ
く
よ
く
往
生
を
願
い
て
念
仏
を
励

み
て
、
位
高
く
往
生
し
て
、
急
ぎ
還
り
来
た
り

さ
で
、
そ
の
時
々
の
煩
悩
に
引
き
ず
ら
れ
て
悪
事
を
犯
し
て
し
ま
う
の
は
、
私

達
の
力
の
及
ば
な
い
こ
と
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
阿
弥
陀
仏
が
慈
悲
の
心
を
起

こ
し
て
救
い
摂
り
お
見
捨
て
に
な
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
。

ま
っ
た
く
、
ま
る
で
悪
事
を
働
く
人
の
よ
う
に
様
々
な
修
行
を
お
念
仏
に
加

え
よ
う
と
す
る
者
に
は
、
私
達
の
誡
め
の
力
は
及
び
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
経
典

を
読
誦
す
る
こ
と
な
ど
を
悪
事
を
犯
す
こ
と
と
同
列
に
言
い
並
べ
て
、「
浄
土

往
生
に
は
悪
事
を
犯
す
こ
と
も
差
し
障
り
が
な
い
の
だ
か
ら
、
ま
し
て
や
経
典

を
読
誦
す
る
こ
と
も
差
し
障
り
が
な
い
の
だ
」
な
ど
と
言
い
募
る
人
が
い
る
こ

と
は
実
に
憐
れ
む
べ
き
で
す
。
奥
深
い
功
徳
を
具
え
た
お
念
仏
の
教
え
も
間

違
っ
て
解
釈
す
る
者
に
出
会
う
と
、
か
え
っ
て
、
た
い
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う

に
受
け
と
め
ら
れ
て
し
ま
う
の
は
、
実
に
嘆
か
わ
し
く
悲
し
い
こ
と
で
す
。

た
だ
他
の
信
仰
の
人
が
ど
の
よ
う
に
言
い
募
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
聞
き

入
れ
る
こ
と
な
く
、
念
仏
信
仰
の
道
を
進
も
う
と
し
て
い
る
人
を
導
き
勧
め
る

べ
き
な
の
で
す
。
教
え
の
理
解
も
違
い
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
信
仰
の
人
と
議
論

し
合
う
こ
と
な
ど
、
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す

（
（12
（

。
他
で
も
な
い
自

分
自
身
は
、
ま
ず
も
っ
て
ひ
た
す
ら
浄
土
往
生
を
願
っ
て
お
念
仏
に
励
ん
で
、

一
刻
も
早
く
こ
の
娑
婆
世
界
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
高
い
位
で
の
浄
土
往
生
を

遂
げ
て
、
急
い
で
お
浄
土
か
ら
還
っ
て
来
て
、
迷
え
る
人
々
を
救
い
導
こ
う
と
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て
人
人
を
引
導
せ
ん
と
思
う
べ
き
な
り
。

ま
た
善
導
の
『
往
生
礼
讃
』
に
「
問
い
て
い

わ
く
、
阿
弥
陀
仏
を
称
念
礼
観
す
る
に
、
現
世

に
い
か
な
る
功
徳
利
益
か
あ
る
。
答
え
て
い
わ

く
、
阿
弥
陀
仏
を
称
う
る
こ
と
一
声
す
れ
ば
、

す
な
わ
ち
八
十
億
劫
の
重
罪
を
除
滅
す
。

ま
た
『
十
往
生
経
』
に
い
わ
く
、
も
し
衆
生

あ
り
て
阿
弥
陀
仏
を
念
じ
て
往
生
を
願
う
者
は
、

か
の
仏
す
な
わ
ち
二
十
五
の
菩
薩
を
遣
わ
し
て

行
者
を
護
念
し
た
ま
う
。
も
し
は
行
、
も
し
は

坐
、
も
し
は
住
、
も
し
は
臥
、
も
し
は
夜
、
も

し
は
昼
、
一
切
の
時
、
一
切
の
処
に
、
悪
鬼
悪

神
を
し
て
そ
の
便た

よ
り

を
得
し
め
た
ま
わ
ず
と
。

ま
た
『
観
経
』
に
い
う
ご
と
き
は
、
阿
弥
陀

仏
を
称
念
し
て
か
の
国
に
往
生
せ
ん
と
欲お

も
え
ば
、

か
の
仏
す
な
わ
ち
無
数
の
化
仏
、
無
数
の
化
観

音
勢
至
菩
薩
を
遣
わ
し
て
行
者
を
護
念
し
た
ま

う
。
前さ

き
の
二
十
五
の
菩
薩
の
百
重
千
重
に
行
者

思
う
べ
き
な
の
で
す
。

ま
た
善
導
大
師
の『
往
生
礼
讃
』に
は
、次
の
様
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
質

問
す
る
。
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
、
阿
弥
陀
仏
を
礼
拝
し
観
察
し
た
な
ら
ば
、

現
世
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
功
徳
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
答
え
る
。
阿
弥
陀
仏
の

名
号
を
ひ
と
声
称
え
た
な
ら
ば
、
こ
れ
か
ら
先
、
八
十
億
劫
の
間
、
生
死
輪
廻

を
繰
り
返
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
罪
が
取
り
除
か
れ
滅
せ
ら
れ
る
。

ま
た
『
十
往
生
経
』
に
は
次
の
様
に
説
か
れ
て
い
る
。
も
し
阿
弥
陀
仏
の
名

号
を
称
え
て
往
生
を
願
う
衆
生
が
い
る
な
ら
ば
、
ま
さ
し
く
そ
の
阿
弥
陀
仏
が

二
十
五
菩
薩
を
遣
わ
し
て
そ
の
行
者
を
守
り
念
じ
て
下
さ
る
。
そ
の
二
十
五
菩

薩
は
、歩
い
て
い
る
時
も
、留
ま
っ
て
い
る
時
も
、座
っ
て
い
る
時
も
、横
に
な
っ

て
い
る
時
も
、
夜
も
、
昼
も
、
す
べ
て
の
時
、
す
べ
て
の
場
所
に
お
い
て
、
邪

悪
な
心
を
も
っ
た
悪
鬼
や
悪
神
に
人
々
を
悩
ま
せ
よ
う
と
す
る
き
っ
か
け
を
与

え
な
い

（
（12
（

、
と
あ
る
。

ま
た
、『
観
経
』
に
は
次
の
様
に
説
か
れ
て
い
る
。
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
、

極
楽
浄
土
に
往
生
し
た
い
と
願
っ
た
な
ら
ば
、
ま
さ
し
く
そ
の
阿
弥
陀
仏
が
数

え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
化
仏

（
（12
（

や
化
観
世
音
菩
薩
・
化
勢
至
菩
薩

（
（12
（

を
遣
わ
し
て
念

仏
の
行
者
を
守
り
念
じ
て
下
さ
る

（
（12
（

、
と
あ
る
。
先
に
あ
げ
た
二
十
五
の
菩
薩

は
幾
重
に
も
幾
重
に
も
念
仏
行
者
を
取
り
囲
み
、
行
住
坐
臥
を
問
う
こ
と
な
く
、
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を
囲い

繞に
ょ
う

し
て
行
住
坐
臥
を
問
わ
ず
、
一
切
の
時

処
に
、
も
し
は
昼
、
も
し
は
夜
、
常
に
行
者
を

離
れ
た
ま
わ
ず
」
と
。

ま
た
い
わ
く
「
弥
陀
を
念
じ
て
往
生
せ
ん
と

思
う
者
は
常
に
六
方
恒
沙
等
の
諸
仏
の
た
め
に

護
念
せ
ら
る
。
か
る
が
故
に
護
念
経
と
名
づ
く
。

い
ま
す
で
に
こ
の
増
上
縁
の
誓
願
の
憑
む
べ
き

あ
り
。
諸
の
仏
子
等
い
か
で
か
心
を
励
ま
ざ
ら

ん
や
」
と
い
え
り
。

か
の
文
の
意
は
弥
陀
の
本
願
を
深
く
信
じ
て

念
仏
し
て
往
生
を
願
う
人
を
ば
、
弥
陀
仏
よ
り

始
め
た
て
ま
つ
り
て
十
方
の
諸
仏
菩
薩
観
音
勢

至
無
数
の
菩
薩
、
こ
の
人
を
囲
繞
し
て
行
住
坐

臥
夜
昼
を
も
嫌
わ
ず
影
の
ご
と
く
に
添
い
て
、

諸
の
横
悩
を
な
す
悪
鬼
悪
神
の
便た

よ
り

を
祓は

ら
い
除
き

た
ま
い
て
、
現
世
に
は
横
様
な
る
煩

わ
ず
ら
い

な
く
安

穏
に
し
て
、
命
終
の
時
は
極
楽
へ
迎
え
た
ま
う

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、昼
も
夜
も
、常
に
念
仏
行
者
を
離
れ
る
こ
と
が
な
い
」

（
（13
（

と
。

ま
た
『
往
生
礼
讃
』
に
は
次
の
様
に
も
説
か
れ
て
い
ま
す
。「（『
阿
弥
陀
経
』

に
は
）
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
称
え
て
浄
土
に
往
生
し
た
い
と
願
う
者
は
、
常
に

あ
ら
ゆ
る
世
界
の
数
限
り
な
い
御
仏
が
守
り
念
じ
て
下
さ
る
。
そ
れ
故
、『
阿

弥
陀
経
』
を
「
護
念
経
」
と
名
付
け
る
。
我
々
は
、
今
す
で
に
こ
う
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
勝
れ
た
働
き
を
も
た
ら
し
続
け
て
い
る
阿
弥
陀
仏
の
誓
願
を
頼
り
と
す

べ
き
で
あ
る
。
諸
々
の
仏
弟
子
達
よ
、
ど
う
し
て
こ
の
救
い
の
誓
願
に
心
を
奮

い
立
た
せ
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
」

（
（13
（

と
説
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
『
往
生
礼
讃
』
の
説
示
の
意
趣
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
深
く
信
じ
て

お
念
仏
を
称
え
て
往
生
を
願
う
人
に
対
し
て
、
阿
弥
陀
仏
か
ら
始
ま
っ
て
、
あ

ら
ゆ
る
世
界
の
御
仏
、
観
音
菩
薩
や
勢
至
菩
薩
な
ど
無
数
の
菩
薩
が
、
念
仏
者

を
取
り
囲
み
、
歩
い
て
い
る
時
も
、
留
ま
っ
て
い
る
時
も
、
座
っ
て
い
る
時
も
、

横
に
な
っ
て
い
る
時
も
、
昼
も
夜
も
嫌
う
こ
と
な
く
、
影
が
そ
の
身
に
添
う
よ

う
に
お
守
り
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
い
を
も
た
ら
す
悪
鬼
や
悪
神
が
つ
け
い

る
手
が
か
り
を
払
い
除
か
れ
る
の
で
、
現
世
に
お
い
て
は
道
理
を
外
れ
た
煩
い

が
な
く
穏
や
か
で
安
ら
い
だ
心
持
ち
と
な
り
、
命
終
の
時
に
は
極
楽
浄
土
に
迎
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な
り
。

さ
れ
ば
念
仏
を
信
じ
て
往
生
を
願
う
人
、

故こ
と
さ
ら

に
悪
魔
を
祓
わ
ん
た
め
に
、
万よ

ろ
ず

の
仏ほ

と
け

神か
み

に

祈い
の
り

を
も
し
慎

つ
つ
し
み

を
も
す
る
事
は
な
じ
か
は
あ
る

べ
き
。
い
わ
ん
や
仏
に
帰
し
、
法
に
帰
し
、
僧

に
帰
す
る
人
に
は
、
一
切
の
神じ

ん

王の
う

恒
沙
の
鬼
神

を
眷
属
と
し
て
、
常
に
こ
の
人
を
護
り
た
ま
う

と
い
え
り
。
し
か
れ
ば
か
く
の
ご
と
き
の
諸
仏

諸
神
、
囲
繞
し
て
護
り
た
ま
わ
ん
上
は
、
ま
た

い
ず
れ
の
仏
神
か
あ
り
て
悩
ま
し
礙さ

ま
た

ぐ
る
事
あ

ら
ん
。

ま
た
宿
業
限
り
あ
り
て
受
く
べ
か
ら
ん
病
は

い
か
な
る
諸
の
仏ほ

と
け
か
み神

に
祈
る
と
も
そ
れ
に
よ
る

ま
じ
き
事
な
り
。
祈い

の
り

に
よ
り
て
病
も
息や

み
命
も

延
ぶ
る
事
あ
ら
ば
、
誰
か
は
一
人
と
し
て
病
み

死
ぬ
る
人
あ
ら
ん
。
い
わ
ん
や
ま
た
仏
の
御
力

は
、
念
仏
を
信
ず
る
者
を
ば
転て

ん
じ
ゅ
う
き
ょ
う
じ
ゅ

重
軽
受
と
い

い
て
、
宿
業
限
り
あ
り
て
重
く
受
く
べ
き
病
を

え
て
下
さ
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
お
念
仏
の
教
え
を
信
じ
て
往
生
を
願
う
人
は
、
わ
ざ
わ
ざ
天
魔

波
旬
を
は
じ
め
と
す
る
邪
な
悪
神
達
に
よ
る
災
い
を
払
い
除
く
た
め
に
、
多
く

の
仏
や
神
に
祈
り
を
捧
げ
た
り
、
物
忌
み
を
し
た
り
す
る
必
要
が
ど
う
し
て
あ

る
も
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
し
て
や
、
仏
に
帰
依
し
、
法
に
帰
依
し
、
僧
に
帰
依

す
る
人
に
は
、
仏
教
を
守
護
す
る
あ
ら
ゆ
る
善
神
達
が
は
か
り
し
れ
な
い
数
の

鬼
神
達
を
従
え
て
、
常
に
こ
の
人
を
守
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

（
（13
（

。
で
す

か
ら
、
こ
の
よ
う
に
諸
仏
や
神
々
が
、
念
仏
者
を
取
り
巻
い
て
お
守
り
下
さ
る

の
で
す
か
ら
、
他
の
い
か
な
る
仏
や
神
が
念
仏
者
を
悩
ま
し
た
り
、
妨
げ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
遠
い
過
去
か
ら
の
因
縁
に
よ
っ
て
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
病
は
、

い
か
な
る
仏
や
神
に
祈
り
を
捧
げ
た
と
し
て
も
そ
れ
で
治
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ

ん
。
祈
り
に
よ
っ
て
病
が
治
っ
た
り
、
寿
命
が
延
び
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
な

ら
ば
、
誰
ひ
と
り
と
し
て
病
ん
だ
り
死
ん
だ
り
す
る
人
な
ど
い
な
い
で
し
ょ
う
。

ま
し
て
や
、
御
仏
の
御
力
は
、
お
念
仏
の
教
え
を
信
じ
る
者
に
対
し
て
は
、
転

重
軽
受
と
い
っ
て
、
遠
い
過
去
か
ら
の
因
縁
に
よ
っ
て
重
く
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
病
を
軽
く
受
け
さ
せ
て
下
さ
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
遠
い
過
去
か
ら
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軽
く
受
け
さ
せ
た
ま
う
。
い
わ
ん
や
非
業
を
祓

い
た
ま
わ
ん
事
ま
し
ま
さ
ざ
ら
ん
や
。
さ
れ
ば

念
仏
を
信
ず
る
人
は
、
た
と
い
い
か
な
る
病
を

受
く
れ
ど
も
み
な
こ
れ
宿
業
な
り
、
こ
れ
よ
り

も
重
く
こ
そ
受
く
べ
き
に
仏
の
御
力
に
て
こ
れ

程
も
受
く
る
な
り
と
こ
そ
は
申
す
事
な
れ
。

我
ら
が
悪
業
深
重
な
る
を
滅
し
て
極
楽
に
往

生
す
る
程
の
大
事
を
す
ら
遂
げ
さ
せ
た
ま
う
。

ま
し
て
こ
の
世
に
い
か
程
な
ら
ぬ
命
を
延
べ
病

を
助
く
る
力
ま
し
ま
さ
ざ
ら
ん
や
と
申
す
事
な

り
。さ

れ
ば
後
生
を
祈
り
本
願
を
憑
む
心
も
薄
き

人
は
、
か
く
の
ご
と
く
囲
繞
に
も
護
念
に
も
預

か
る
事
な
し
と
こ
そ
善
導
は
の
た
ま
い
た
れ
。

同
じ
く
念
仏
す
と
も
、
深
く
信
を
発
し
て
穢
土

を
厭
い
極
楽
を
欣ね

が
う
べ
き
事
な
り
。
構
え
て
意こ

こ
ろ

を
留
め
て
こ
の
理

こ
と
わ
り

を
思
い
解ほ

ど

き
て
、
一
向
に

信
心
を
致
し
て
努
め
さ
せ
た
ま
う
べ
き
な
り
。

の
因
縁
に
よ
ら
な
い
災
い
を
払
わ
れ
な
い
こ
と
な
ど
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
で
す

か
ら
、
お
念
仏
の
教
え
を
信
じ
る
人
は
、
た
と
え
ど
の
よ
う
な
病
を
患
っ
た
と

し
て
も
、
み
な
遠
い
過
去
か
ら
の
因
縁
で
あ
り
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
よ
り

も
重
く
受
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
病
を
御
仏
の
御
力
に
よ
っ
て
こ
の
程
度
に
受

け
て
い
る
の
だ
、
と
申
し
上
げ
て
い
る
の
で
す
。

阿
弥
陀
仏
は
、
私
達
の
深
く
重
い
悪
業
の
働
き
を
滅
し
て
、
極
楽
浄
土
に
往

生
さ
せ
る
程
の
大
事
で
す
ら
成
し
遂
げ
て
下
さ
る
の
で
す
。
ま
し
て
や
、
こ
の

世
の
限
り
あ
る
寿
命
を
延
ば
し
、
病
を
癒
や
す
力
が
な
い
こ
と
な
ど
あ
り
ま

し
ょ
う
か
、
と
申
し
上
げ
て
い
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
後
生
を
祈
り
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
頼
り
と
す
る
心
の
と
ぼ
し
い

人
は
、
こ
の
よ
う
に
仏
や
神
に
取
り
囲
ま
れ
た
り
、
お
守
り
い
た
だ
い
た
り
す

る
功
徳
に
預
か
る
こ
と
が
な
い
、
と
善
導
大
師
は
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す

（
（13
（

。
同

じ
よ
う
に
お
念
仏
を
称
え
る
に
し
て
も
、
よ
り
深
く
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
信
じ

る
心
を
発
し
て
、
穢
土
を
厭
い
極
楽
を
欣
う
べ
き
な
の
で
す
。
ぜ
ひ
と
も
こ
の

こ
と
に
留
意
し
て
、
こ
う
し
た
道
理
を
理
解
し
て
、
ひ
た
す
ら
信
心
の
限
り
を

尽
く
し
て
お
念
仏
に
精
進
い
た
だ
く
べ
き
で
す
。
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こ
れ
ら
は
か
よ
う
に
細
か
に
申
し
述
べ
た
る

は
、
私
の
こ
と
ば
多
く
し
て
謬

あ
や
ま
り

や
あ
ら
ん
と

侮あ
な
ず

り
思お

ぼ
し
め召

す
事
ゆ
め
ゆ
め
あ
る
べ
か
ら
ず
。
偏

に
善
導
の
御お

ん
こ
と
ば
を
学
び
古
き
文
釈
の
意こ

こ
ろ

を

抜
き
出
し
て
申
す
事
な
り
。
疑
を
な
す
心
な
く

て
、
構
え
て
意
を
留
め
て
御
覧
じ
解と

き
て
心
得

さ
せ
た
ま
う
べ
き
な
り
。
あ
な
か
し
こ
、
あ
な

か
し
こ
。

こ
の
定じ

ょ
う

に
心
得
て
念
仏
申
さ
ん
に
過
ぎ
た
る

往
生
の
義
は
あ
る
ま
じ
き
事
に
て
そ
う
ろ
う
な

り
。本ほ

ん
に
い
わ
く
、
こ
の
書
は
鎌
倉
の
二
位
の
禅

尼
の
請し

ょ
う

に
よ
て
、
記
し
進
ぜ
ら
る
る
書
也
。
云

云
。黒

谷
上
人
語
灯
録
巻
第
十
二

こ
の
よ
う
に
細
か
く
申
し
述
べ
た
内
容
に
つ
い
て
、
私
的
な
解
釈
が
多
い
の

で
誤
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
と
、
決
し
て
軽
く
お
受
け
と
め
に
な
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
ひ
と
え
に
善
導
大
師
の
御
言
葉
を
学
び
、
古
来
、
尊

ば
れ
て
い
る
典
籍
の
説
示
の
意
趣
を
抜
き
出
し
て
申
し
上
げ
て
い
る
の
で
す
。

疑
い
の
心
を
抱
か
ず
、
し
か
と
胸
に
留
め
て
ご
理
解
い
た
だ
い
て
ご
納
得
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
謹
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
に
し
た
た
め
た
よ
う
に
心
得
て
、
お
念
仏
を
称
え
る
こ
と
に
勝
る
往
生

の
教
え
は
決
し
て
な
い
と
お
受
け
と
め
下
さ
い
。

私
、
道
光
が
収
集
し
た
原
本
に
は
「
そ
も
そ
も
こ
の
書
（
浄
土
宗
略
抄
）
は
、

鎌
倉
の
二
位
の
禅
尼
（
北
条
政
子
）
の
要
請
に
よ
っ
て
、法
然
上
人
が
し
た
た
め
、

進
呈
さ
れ
た
書
簡
で
あ
る
（
云
云
）」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

黒
谷
上
人
語
灯
録
巻
第
十
二
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注（
1
）『
往
生
礼
讃
』（
浄
全
四
・
三
五
六
下
）

（
2
）
王
褒
『
四
子
講
徳
論
』（
李
善
注
文
選
五
一
・
九
丁
ウ
）
趣
意

（
3
）
輪
王
―
イ
ン
ド
に
お
け
る
理
想
の
王
と
さ
れ
る
。
転
輪
聖
王

の
こ
と
。
武
器
を
用
い
ず
に
世
界
を
統
一
す
る
。

（
4
）
四
天
下
―
四
天
王
が
住
む
世
界
の
下
に
あ
る
と
さ
れ
る
四
つ

の
大
陸
。
東
勝
身
洲
、
南
贍
部
洲
、
西
牛
貨
洲
、
北
倶
盧
洲
の

こ
と
。

（
5
）『
往
生
論
註
』
下
（
浄
全
一
・
二
五
六
上
）
趣
意

（
6
）
須
弥
山
―
仏
教
の
世
界
観
に
お
け
る
世
界
の
中
心
に
あ
る
大

き
な
山
。
そ
の
山
が
須
弥
山
で
あ
る
。
須
弥
山
を
中
心
に
し
た

宇
宙
論
は
須
弥
山
説
と
呼
ば
れ
る
。

（
7
）
芥
子
粒
―
か
ら
し
菜
の
実
。
非
常
に
小
さ
い
た
め
、
も
の
が

細
微
で
あ
る
こ
と
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
、
極
め

て
長
い
時
間
の
譬
え
話
に
も
よ
く
出
て
く
る
。

（
8
）
三
途
―
輪
廻
の
中
に
あ
る
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
の
三
つ
の
世

界
の
こ
と
。
三
悪
趣
と
も
い
う
。

（
9
）八
難
―
仏
と
法
に
無
関
係
な
八
種
類
の
境
界
。『
大
乗
義
章
』（
正

蔵
四
四
・
六
二
八
下
）
に
よ
れ
ば
、
地
獄
・
畜
生
・
餓
鬼
・
盲

聾
瘖
瘂
・
世
智
弁
聡
・
仏
前
仏
後
・
鬱う

っ

単た
ん

越の
つ

国
・
長
寿
天
の
こ
と
。

（
10
）
六
趣
―
六
道
の
こ
と
。
地
獄
道
・
餓
鬼
道
・
畜
生
道
・
阿
修

羅
道
・
人
道
・
天
道
の
六
種
類
の
世
界
。

（
11
）
四
生
―
世
に
生
き
て
い
る
も
の
の
生
ま
れ
方
。
卵
生
・
胎
生
・

湿
生
・
化
生
の
四
種
類
の
こ
と
。

（
12
）『
法
事
讃
』
下
（
浄
全
四
・
一
六
下
）

（
13
）『
大
般
涅
槃
経
』（
北
本
）
巻
一
四
／
『
大
般
涅
槃
経
』（
南
本
）

巻
一
三
（
正
蔵
一
二
・
四
四
九
下
／
正
蔵
一
二
・
六
九
一
下
）

趣
意

（
14
）
五
辛
―
仏
教
徒
が
食
す
る
こ
と
を
敬
遠
す
る
五
種
類
の
野
菜
。

韮に
ら

、
薤

ら
っ
き
ょ
う

、
葱ね

ぎ

、
蒜

に
ん
に
く

、
薑

は
じ
か
み

が
代
表
的
で
あ
る
。

（
15
）
五
戒
や
十
戒
な
ど
―
優
婆
塞
と
優
婆
夷
が
受
持
す
る
戒
を
五

戒
（
不
殺
生
戒
・
不
偸
盗
戒
・
不
邪
婬
戒
・
不
妄
語
戒
・
不
飲

酒
戒
）
と
い
う
が
、
一
方
で
沙
弥
と
沙
弥
尼
が
受
持
す
る
戒
を

十
戒
と
い
う
。『
沙
弥
十
戒
法
幷
威
儀
』（
正
蔵
二
四
・
九
二
六
中
）

に
は
、
十
戒
と
し
て
不
殺
生
戒
・
不
盗
戒
・
不
婬
戒
・
不
妄
語
戒
・

不
飲
酒
戒
・
不
著
香
華
鬘
不
香
塗
身
戒
・
不
歌
舞
倡
妓
不
往
観

聴
戒
・
不
坐
高
広
大
床
戒
・
不
非
時
食
戒
・
不
捉
持
生
像
金
銀

宝
物
戒
が
説
か
れ
る
。
ま
た
、
他
に
は
、
六
斎
日
に
在
家
の
信

者
が
守
る
八
斎
戒
、
在
家
の
信
者
が
保
つ
べ
き
十
善
戒
、
式
叉

摩
那
が
保
つ
六
法
戒
、
比
丘
と
比
丘
尼
が
実
践
す
る
具
足
戒
、

菩
薩
が
受
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
三
聚
浄
戒
、
三
聚
浄
戒
の

中
の
摂
律
儀
戒
を
指
す
十
無
尽
戒
な
ど
が
あ
る
。

（
16
）『
往
生
礼
讃
』（
浄
全
四
・
三
五
七
上
）

（
17
）
三
業
―
身
と
口
と
意
（
心
）
に
よ
る
三
種
類
の
働
き
の
こ
と
。

こ
れ
ら
は
か
よ
う
に
細
か
に
申
し
述
べ
た
る

は
、
私
の
こ
と
ば
多
く
し
て
謬

あ
や
ま
り

や
あ
ら
ん
と

侮あ
な
ず

り
思お

ぼ
し
め召

す
事
ゆ
め
ゆ
め
あ
る
べ
か
ら
ず
。
偏

に
善
導
の
御お

ん
こ
と
ば
を
学
び
古
き
文
釈
の
意こ

こ
ろ

を

抜
き
出
し
て
申
す
事
な
り
。
疑
を
な
す
心
な
く

て
、
構
え
て
意
を
留
め
て
御
覧
じ
解と

き
て
心
得

さ
せ
た
ま
う
べ
き
な
り
。
あ
な
か
し
こ
、
あ
な

か
し
こ
。

こ
の
定じ

ょ
う

に
心
得
て
念
仏
申
さ
ん
に
過
ぎ
た
る

往
生
の
義
は
あ
る
ま
じ
き
事
に
て
そ
う
ろ
う
な

り
。本ほ

ん
に
い
わ
く
、
こ
の
書
は
鎌
倉
の
二
位
の
禅

尼
の
請し

ょ
う

に
よ
て
、
記
し
進
ぜ
ら
る
る
書
也
。
云

云
。黒

谷
上
人
語
灯
録
巻
第
十
二

こ
の
よ
う
に
細
か
く
申
し
述
べ
た
内
容
に
つ
い
て
、
私
的
な
解
釈
が
多
い
の

で
誤
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な
ど
と
、
決
し
て
軽
く
お
受
け
と
め
に
な
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
ひ
と
え
に
善
導
大
師
の
御
言
葉
を
学
び
、
古
来
、
尊

ば
れ
て
い
る
典
籍
の
説
示
の
意
趣
を
抜
き
出
し
て
申
し
上
げ
て
い
る
の
で
す
。

疑
い
の
心
を
抱
か
ず
、
し
か
と
胸
に
留
め
て
ご
理
解
い
た
だ
い
て
ご
納
得
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
謹
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
に
し
た
た
め
た
よ
う
に
心
得
て
、
お
念
仏
を
称
え
る
こ
と
に
勝
る
往
生

の
教
え
は
決
し
て
な
い
と
お
受
け
と
め
下
さ
い
。

私
、
道
光
が
収
集
し
た
原
本
に
は
「
そ
も
そ
も
こ
の
書
（
浄
土
宗
略
抄
）
は
、

鎌
倉
の
二
位
の
禅
尼
（
北
条
政
子
）
の
要
請
に
よ
っ
て
、法
然
上
人
が
し
た
た
め
、

進
呈
さ
れ
た
書
簡
で
あ
る
（
云
云
）」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

黒
谷
上
人
語
灯
録
巻
第
十
二
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身
業
・
口
業
・
意
業
の
三
つ
を
指
す
。

（
18
）
弘
誓
―
広
大
な
誓
願
の
こ
と
。
菩
薩
が
悟
り
を
求
め
衆
生
を

救
お
う
と
誓
う
こ
と
。
そ
の
内
容
と
決
意
が
広
大
で
あ
る
か
ら

弘
誓
と
い
う
。

（
19
）『
無
量
寿
経
』
上
（
聖
典
一
・
二
二
七
／
浄
全
一
・
七
）

（
20
）『
往
生
礼
讃
』（
浄
全
四
・
三
七
六
上
）、『
観
念
法
門
』（
浄
全
四
・

二
三
三
上
）
趣
意

（
21
）『
往
生
要
集
』（
浄
全
一
五
・
一
一
六
上
）

（
22
）『
観
無
量
寿
経
』（
聖
典
一
・
一
七
六
／
浄
全
一
・
四
六
）

（
23
）『
無
量
寿
経
』
上
（
聖
典
一
・
二
八
／
浄
全
一
・
七
）

（
24
）『
五
会
法
事
讃
』
本
（
浄
全
六
・
六
八
六
上
）

（
25
）本
願
―
こ
こ
で
は『
無
量
寿
経
』に
説
か
れ
る
第
十
八
願
文「
も

し
我
仏
を
得
た
ら
ん
に
、
十
方
の
衆
生
至
心
に
信
楽
し
て
、
我

が
国
に
生
ぜ
ん
と
欲
し
て
、
乃
至
十
念
せ
ん
に
、
も
し
生
ぜ
ず

ん
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
」（
聖
典
一
・
二
二
七
／
浄
全
一
・
七
）

を
指
す
。

（
26
）
九
品
の
台
―
本
来
、
九
品
の
台
は
、『
観
無
量
寿
経
』
に
説
示

さ
れ
る
上
品
上
生
か
ら
下
品
下
生
ま
で
、
九
通
り
に
往
生
す
る

者
そ
れ
ぞ
れ
が
、蓮
の
花
の
台
に
乗
じ
て
往
生
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
い
か
な
る
者
も
等
し
く
浄
土
往
生
を
叶
え
、
極
楽

の
蓮
の
台
に
縁
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
合
い
で
用

い
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

（
27
）
闡
提
―
仏
の
教
え
を
信
じ
ず
、成
仏
す
る
因
縁
を
も
た
な
い
者
。

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
お
け
る
意
味
は
、
望
む
者
・
欲
す
る
者
で

あ
る
が
、
仏
典
の
用
例
で
は
、
因
果
や
来
世
を
信
じ
ず
、
仏
の

教
え
を
誹
謗
し
て
成
仏
の
縁
を
欠
く
者
を
い
う
。
闡
提
の
成
仏

に
つ
い
て
は
各
宗
で
意
見
が
異
な
る
が
、
浄
土
宗
で
は
阿
弥
陀

仏
の
本
願
力
に
よ
り
闡
提
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
り
な
く
往

生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
捉
え
る
（
闡
提
往
生
）。

（
28
）
五
障
―
女
性
の
資
質
や
能
力
か
ら
、
女
性
に
は
達
成
で
き
な

い
と
さ
れ
る
五
つ
の
境
涯
。
梵
天
・
帝
釈
天
・
魔
王
・
転
輪
聖
王
・

仏
を
指
す
。
し
か
し
、
法
然
上
人
が
提
唱
す
る
念
仏
往
生
は
、

男
女
等
の
性
別
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

（
29
）
三
従
―
女
性
の
生
涯
を
年
少
・
結
婚
後
・
老
年
の
三
期
に
区

分
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
父
・
夫
・
息
子
に
従
う
べ
き
と
す
る

考
え
方
。
女
性
は
生
涯
に
わ
た
り
家
族
内
に
あ
っ
て
従
属
的
で

あ
る
と
す
る
思
想
に
基
づ
く
。
し
か
し
、
法
然
上
人
が
提
唱
す

る
念
仏
往
生
は
、
男
女
等
の
性
別
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

（
30
）『
観
無
量
寿
経
』（
聖
典
一
・
三
〇
五
～
三
〇
六
／
浄
全
一
・

四
六
）

（
31
）『
往
生
礼
讃
』（
浄
全
四
・
三
五
四
下
）

（
32
）『
阿
弥
陀
経
』（
聖
典
一
・
三
一
八
～
三
一
九
／
浄
全
一
・
五
四
）

趣
意

（
33
）
天
魔
―
他
化
自
在
天
の
魔
王
の
こ
と
。
仏
道
修
行
を
妨
げ
る
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存
在
と
し
て
説
か
れ
る

（
34
）
正
行
・
雑
行
―
浄
土
に
往
生
す
る
た
め
の
実
践
行
で
、
正
行

と
は
読
誦
・
観
察
・
礼
拝
・
称
名
・
讃
歎
供
養
の
五
種
正
行
で

あ
り
、
雑
行
と
は
正
行
を
除
く
さ
ま
ざ
ま
な
行
を
い
う
。

（
35
）
有
間
無
間
対
―
五
番
相
対
の
う
ち
第
三
の
名
称
に
つ
い
て
は
、

こ
の
他
に『
選
択
集
』第
二
章
段
に
お
い
て「
第
三
無
間
有
間
体
」

（
聖
典
三
・
一
六
）
と
の
用
例
が
あ
り
定
ま
り
を
見
な
い
。
こ
こ

で
は
正
行
の
評
価
を
先
に
述
べ
雑
行
の
評
価
を
後
か
ら
述
べ
て

相
対
を
説
明
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
訳
文
に
お
い
て
は
「
無
間

有
間
対
」
を
採
用
し
た
。

（
36
）回
向
不
回
向
対
―
五
番
相
対
の
う
ち
第
四
の
名
称
に
つ
い
て
は
、

こ
の
他
に
『
選
択
集
』
第
二
章
段
に
お
い
て
「
第
四
不
回
向
回

向
体
」（
聖
典
三
・
一
六
）
と
の
用
例
が
あ
り
定
ま
り
を
見
な
い
。

こ
こ
で
は
正
行
の
評
価
を
先
に
述
べ
雑
行
の
評
価
を
後
か
ら
述

べ
て
相
対
を
説
明
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
訳
文
に
お
い
て
は
「
不

回
向
回
向
対
」
を
採
用
し
た
。

（
37
）
至
と
い
う
は
真
な
り
、
誠
と
い
う
は
実
な
り
―
『
観
経
疏
』

散
善
義
（
聖
典
二
・
二
八
八
／
浄
全
二
・
五
五
下
）

（
38
）
真
実
―
聖
典
釈
文
に
は
「
信
実
」（
聖
典
四
・
三
三
五
）
と
あ

る
が
、
詞
書
に
は
「
真
実
」（
聖
典
四
・
五
四
）
と
あ
る
の
で
、

こ
こ
で
は
詞
書
に
よ
っ
た
。

（
39
）
事
―
聖
典
釈
文
に
は
「
縡
」（
聖
典
四
・
三
三
五
）
と
あ
る
が
、

詞
書
に
は
「
事
」（
聖
典
四
・
五
五
）
と
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は

詞
書
に
よ
っ
た
。

（
40
）
本
願
の
三
心
―
『
要
義
問
答
』
に
お
い
て
法
然
上
人
は
、「
こ

の
文
に
至
心
と
い
う
は
『
観
経
』
に
明
か
す
と
こ
ろ
の
三
心
の

中
の
至
誠
心
に
当
た
れ
り
。
信
楽
と
い
う
は
深
心
に
当
た
れ
り
。

欲
生
我
国
は
廻
向
発
願
心
に
当
た
れ
り
」（
聖
典
四
・
三
八
九
／

昭
法
全
六
二
六
）
と
説
示
し
、
阿
弥
陀
仏
の
第
十
八
・
念
仏
往

生
願
に
誓
わ
れ
て
い
る
「
至
心
信
楽
欲
生
我
国
」
の
一
節
を
『
観

無
量
寿
経
』
の
上
品
上
生
釈
に
釈
尊
が
説
示
さ
れ
て
い
る
「
至

誠
心
・
深
心
・
回
向
発
願
心
」
の
三
心
に
配
当
し
て
い
る
。

（
41
）
別
時
念
仏
―
時
間
や
道
場
を
特
別
に
設
け
て
行
う
称
名
念
仏

の
こ
と
。
別
時
、
別
時
念
仏
と
も
い
う
。
法
然
上
人
は
、
私
達

は
日
々
の
日
課
念
仏
を
修
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
な
が
ら

も
、
日
々
の
生
活
の
中
で
、
お
念
仏
を
称
え
る
際
の
心
持
ち
が

粗
雑
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
時
に
応
じ
て
そ
の
心
持
ち
を
正

す
た
め
別
時
念
仏
を
修
め
る
べ
き
で
あ
る
と
お
示
し
で
あ
る
。

（
42
）『
観
念
法
門
』（
浄
全
四
・
二
二
六
上
～
下
）

（
43
）『
往
生
要
集
』
中
（
浄
全
一
五
・
一
〇
八
上
）

（
44
）三
時
―
一
昼
夜
の
時
間
区
分
で
あ
る
六
時
の
内
の
三
時
。
晨
朝
・

日
中
・
日
没
を
合
わ
せ
て
昼
三
時
、
初
夜
・
中
夜
・
後
夜
を
合

わ
せ
て
夜
三
時
と
も
い
う
。

（
45
）
六
時
―
一
昼
夜
を
六
分
割
し
た
仏
教
の
時
間
区
分
。
晨
朝
・
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日
中
・
日
没
・
初
夜
・
中
夜
・
後
夜
の
六
を
指
す
。

（
46
）『
観
念
法
門
』（
浄
全
四
・
二
二
六
上
）

（
47
）
上
品
上
生
─
浄
土
往
生
以
前
の
行
業
に
よ
る
極
楽
で
の
階
位

で
あ
る
九
品
の
一
つ
。『
観
経
』
に
は
上
品
上
生
・
上
品
中
生
・

上
品
下
生
・
中
品
上
生
・
中
品
中
生
・
中
品
下
生
・
下
品
上
生
・

下
品
中
生
・
下
品
下
生
の
九
種
の
階
位
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
最
高
位
に
あ
た
る
。
法
然
上
人
は
罪
人
と
善
人
が
同
じ
浄
土

に
往
生
す
る
と
す
れ
ば
人
々
に
慢
心
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
、釈
尊
が
方
便
と
し
て
定
め
ら
れ
た
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
48
）『
往
生
礼
讃
』「
発
願
文
」（
浄
全
四
・
三
六
〇
上
）。
現
代
語

訳
に
あ
た
っ
て
、「
心
顚
倒
せ
ず
、
心
錯
乱
せ
ず
、
心
失
念
せ
ず
、

身
心
に
諸
の
苦
痛
な
く
、身
心
快
楽
に
し
て
禅
定
に
入
る
が
如
く
、

聖
衆
現
前
し
た
ま
え
。
仏
の
本
願
に
乗
じ
て
」
を
加
え
た
。

（
49
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
三
〇
二
／
浄
全
二
・
六
二
上
）

（
50
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
九
四
／
浄
全
二
・
五
八
下
）

（
51
）
五
百
年
―
仏
教
の
時
代
観
の
一
つ
で
あ
る
五
五
百
年
説
を
受

け
た
五
百
年
の
一
つ
。
五
五
百
年
説
と
は
、
釈
尊
の
在
世
か
ら

時
間
が
五
百
年
経
る
毎
に
仏
教
と
世
間
が
荒
廃
し
て
ゆ
く
と
す

る
説
。
こ
こ
で
は
第
四
の
五
百
年
が
説
か
れ
て
お
り
、
寺
院
や

堂
塔
の
建
立
が
盛
ん
な
造
塔
堅
固
の
時
代
と
さ
れ
る
。

（
52
）
闘
諍
堅
固
―
争
い
の
み
に
明
け
暮
れ
る
こ
と
、ま
た
そ
の
時
代
。

五
五
百
年
説
の
う
ち
、
第
五
の
五
百
年
の
状
況
を
指
す
。
こ
の

時
代
を
過
ぎ
る
と
仏
の
教
え
が
滅
す
る
と
さ
れ
る
。

（
53
）
声
聞
―
小
乗
仏
教
の
出
家
修
行
者
の
こ
と
。
大
乗
仏
教
に
お

い
て
利
他
行
を
行
う
菩
薩
に
対
し
て
、
自
己
の
悟
り
の
み
を
求

め
て
衆
生
を
救
済
す
る
こ
と
が
な
い
者
と
さ
れ
る
。

（
54
）
権
者
―
仏
・
菩
薩
が
衆
生
を
救
う
た
め
に
仮
に
姿
を
現
し
た
者
。

（
55
）
聖
―
修
行
を
積
ん
だ
徳
の
高
い
聖
人
。

（
56
）
比
す
―
原
文
に
は
「
比
」
に
つ
い
て
「
た
く
ら
ふ
」
と
右
訓

が
配
当
さ
れ
て
い
る
が
、
釈
文
で
は
、「
比
す
」
と
あ
る
の
で
釈

文
に
よ
る
。
他
の
箇
所
も
同
様
と
す
る
。

（
57
）
名
号
―
元
亨
版
に
は
「
弥
陀
の
」（
詞
書
、
聖
典
四
・
六
三
）

は
な
い
。
一
方
、『
観
経
疏
』
定
善
義
に
は
「
弥
陀
の
」（
浄
全
二
・

四
九
上
）
の
記
載
が
あ
り
、
聖
典
の
釈
文
で
は
補
っ
た
よ
う
で

あ
る
（
聖
典
四
・
三
四
四
）。

（
58
）
不
虚
―
元
亨
版
に
は
、「
不
虚
」
を
「
ム
ナ
シ
カ
ラ
ス
」
と
訓

じ
て
い
る
。

（
59
）『
観
経
疏
』（
聖
典
二
・
二
七
三
／
浄
全
二
・
四
九
上
）

（
60
）『
往
生
礼
讃
』（
浄
全
四
・
三
五
六
下
～
三
五
七
上
）
趣
意

（
61
）
か
た
く
―
釈
文
に
は
「
頑
く
」（
聖
典
四
・
三
四
六
）
と
あ
る
が
、

詞
書
で
は
「
か
た
く
」（
聖
典
四
・
六
五
）
と
だ
け
あ
り
、
こ
こ

で
は
「
難
く
」
の
意
で
現
代
語
訳
し
た
。

（
62
）
併
州
─
聖
典
の
釈
文
で
は
「
併
州
」（
聖
典
五
・
三
四
六
）
と

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
詞
書
で
は
「
并
州
」（
聖
典
五
・
六
六
）
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と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
63
）『
西
方
要
決
』（
浄
全
六
・
六
〇
三
下
）

（
64
）
三
空
九
断
─
法
相
宗
で
は
、
遍
計
所
執
性
・
依
他
起
性
・
円

成
実
性
の
三
性
の
一
つ
ひ
と
つ
に
空
の
義
が
あ
る
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
に
無
性
空
・
異
性
空
・
自
性
空
の
三
空
を
説
く
。
ま
た『
日

講
私
記
』
で
は
、
人
空
・
法
空
・
倶
空
を
三
空
と
し
て
い
る
（
浄

全
九
・
七
五
八
下
）。
九
断
は
、
愛
結
・
恚
結
・
慢
結
・
無
明
結
・

見
結
・
取
結
・
疑
結
・
嫉
結
・
慳
結
と
い
う
九
種
類
の
煩
悩
（
九

結
）
を
断
ず
る
こ
と
。
ま
た
『
日
講
私
記
』
で
は
、九
惑
（
九
結
）

を
断
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
（
浄
全
九
・
七
五
八
下
～
七
五
九
上
）。

（
65
）十
地
五
修
─
十
地
は
大
乗
菩
薩
の
階
位
で
あ
り
、こ
の
位
に
入
っ

て
無
明
を
断
じ
て
真
如
を
証
し
、
誓
願
と
修
行
を
完
成
さ
せ
る
。

五
修
と
は
五
重
唯
識
観
を
修
め
る
こ
と
で
、
法
相
宗
に
お
い
て

は
唯
識
の
道
理
を
段
階
的
に
区
分
し
て
説
き
、
こ
れ
ら
を
順
次

に
観
じ
る
修
行
法
。

（
66
）
教
―
聖
典
の
詞
書
は
「
訓
」（
聖
典
四
・
六
六
）、釈
文
は
「
教
」

（
聖
典
四
・
三
四
七
）
に
な
っ
て
い
る
が
、元
亨
版
で
は
「
訓
」（
四

八
表
）
に
な
っ
て
い
る
。『
西
方
要
決
』
の
原
文
で
は
、「
訓
」（
浄

全
六
・
六
〇
五
下
）
に
な
っ
て
い
る
。

（
67
）『
西
方
要
決
』（
浄
全
六
・
六
〇
五
下
）
趣
意

（
68
）
計
─
釈
文
で
は
、「
計

は
か
り
ご
と

」（
聖
典
四
・
三
四
七
）
と
記
さ
れ
て

い
る
が
、
詞
書
（
聖
典
四
・
六
七
）
及
び
元
亨
版
（
四
八
丁
裏
）

で
は
、「
ハ
か
り
事
」
と
あ
る
。

（
69
）『
大
聖
竹
林
寺
の
記
』
―
『
大
聖
竹
林
寺
記
』
は
散
逸
。

（
70
）
五
濁
─
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
増
進
す
る
五
つ
の
け
が
れ
の

こ
と
。
①
劫
濁
―
時
代
の
乱
れ
の
こ
と
で
あ
り
、
戦
乱
・
飢
饉
・

疫
病
な
ど
が
多
く
な
る
こ
と
。
②
見
濁
―
思
想
の
乱
れ
の
こ
と

で
あ
り
、邪
悪
な
思
想
が
は
び
こ
る
こ
と
。
③
煩
悩
濁
―
貪
・
瞋
・

痴
の
三
毒
煩
悩
な
ど
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
。
④
衆
生
濁
―
人
々

の
資
質
が
低
下
し
て
教
え
の
理
解
力
が
劣
化
す
る
こ
と
。
⑤
命

濁
―
人
々
の
寿
命
が
短
く
な
る
こ
と
。

（
71
）
大
地
微
塵
劫
─
非
常
に
長
い
時
間
を
表
す
。
大
地
を
す
り
つ

ぶ
し
て
塵
と
し
、
そ
の
塵
一
粒
を
一
劫
に
例
え
、
そ
の
塵
の
総

数
を
時
間
に
あ
て
は
め
て
微
塵
劫
と
い
う
。

（
72
）『
法
事
讃
』（
浄
全
四
・
二
五
下
）

（
73
）『
平
等
覚
経
』（
浄
全
一
・
一
〇
二
上
）（
趣
意
）

（
74
）十
善
─
身
口
意
の
三
業
で
修
す
る
十
種
の
善
業
。
不
殺
・
不
盗
・

不
邪
婬
・
不
妄
語
・
不
両
舌
・
不
悪
口
・
不
綺
語
・
不
貪
欲
・

不
瞋
恚
・
不
邪
見
の
こ
と
。

（
75
）
五
逆
─
五
つ
の
重
罪
。
殺
父
（
父
を
殺
す
）・
殺
母
（
母
を
殺

す
）・
殺
阿
羅
漢
（
阿
羅
漢
を
殺
す
）・
出
仏
身
血
（
仏
身
を
傷

つ
け
出
血
さ
せ
る
）・
破
和
合
僧
（
教
団
の
和
合
を
破
壊
す
る
）。

（
76
）
十
悪
─
身
口
意
の
三
業
で
犯
す
十
種
の
悪
業
。
殺
生
・
偸
盗
・

邪
淫
・
妄
語
・
両
舌
・
悪
口
・
綺
語
・
貪
欲
・
瞋
恚
・
邪
見
の
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こ
と
。

（
77
）
三
千
塵
点
─
三
千
塵
点
劫
の
こ
と
。
遙
か
に
長
い
時
間
を
表

わ
し
、
大
通
智
勝
仏
の
滅
度
以
来
の
久
遠
の
時
間
を
指
す
。

（
78
）
三
乗
─
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
こ
と
。
法
相
宗
で
は
五
姓
各

別
の
考
え
に
基
づ
き
、
三
乗
を
た
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
な
三

種
の
さ
と
り
へ
の
道
が
あ
る
と
す
る
。

（
79
）
五
乗
─
人
・
天
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
五
つ
の
機
根
の
こ
と
。

（
80
）
五
百
塵
点
劫
─
遙
か
に
長
い
時
間
を
表
わ
し
、
釈
尊
成
道
以

来
の
久
遠
の
時
間
を
指
す
。

（
81
）『
五
会
法
事
讃
』（
浄
全
六
・
六
八
六
上
）

（
82
）薬
師
の
十
二
の
誓
願
─『
薬
師
瑠
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経
』（
広

く
『
薬
師
本
願
経
』
と
呼
称
さ
れ
る
）（
正
蔵
一
四
・
四
〇
五
上

～
中
）。

（
83
）
千
手
の
願
─
『
千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩
広
大
円
満
無
礙
大
慈

悲
心
陀
羅
尼
経
』（
広
く
『
千
手
経
』
と
呼
称
さ
れ
る
）
所
説
の

十
大
願
に
は
、「
不
成
正
覚
」
と
い
う
文
が
確
認
で
き
る
（
正
蔵

二
〇
・
一
〇
七
上
）。

（
84
）
不
取
正
覚
の
願
─
『
往
生
拾
因
』
に
は
、「
彼
の
薬
師
の
如
き
は
、

得
菩
提
の
時
と
立
て
、
不
取
正
覚
と
誓
わ
ず
。
又
、
千
手
の
如

き
は
、
不
取
正
覚
と
誓
え
ど
も
、
な
お
未
だ
菩
提
を
証
得
せ
ず
。

而
る
に
我
が
法
蔵
比
丘
は
…
」（
浄
全
一
五
・
三
九
一
下
）
等
と

あ
る
。

（
85
）
僻
胤
─
『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』
巻
二
（
浄
全
九
・
七
六
一
下
）

に
お
い
て
、「
僻
胤
」
は
「
僻
事
」
と
同
意
で
あ
る
と
の
指
摘
が

あ
る
。

（
86
）
本
寺
・
本
山
─
『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』
二
に
よ
れ
ば
、
本

寺
と
は
東
大
寺
や
興
福
寺
、
本
山
と
は
比
叡
山
や
高
野
山
を
指

す
と
あ
る
（
浄
全
九
・
七
六
一
下
）。

（
87
）
四
乗
─
正
徳
版
で
は
、「
小
乗
に
ま
た
二
あ
り
。
声
聞
乗
と
縁

覚
乗
な
り
」（
浄
全
九
・
五
一
八
上
）
と
あ
り
、
四
乗
を
仏
乗
・

菩
薩
乗
・
縁
覚
乗
・
声
聞
乗
と
し
て
い
る
の
で
、
現
代
語
訳
は

そ
れ
に
基
づ
く
。『
往
生
大
要
抄
』に
ほ
ぼ
同
文
あ
り（
聖
典
四
・

三
〇
〇
／
昭
法
全
四
七
）。

（
88
）『
安
楽
集
』（
浄
全
一
・
六
九
三
上
）

（
89
）『
安
楽
集
』（
浄
全
一
・
六
九
三
上
）

（
90
）『
往
生
論
註
』（
浄
全
一・
二
一
九
上
）
趣
意
、『
十
住
毘
婆
沙
論
』

（
正
蔵
二
六
・
四
一
中
）
趣
意

（
91
）『
無
量
寿
経
』（
浄
全
一・
七
）
趣
意
、『
観
念
法
門
』（
浄
全
四
・

二
三
三
上
）
趣
意
。『
選
択
集
』
第
三
章
段
所
説
の
「
乃
至
下
至
」

の
解
釈
を
踏
ま
え
て
現
代
語
訳
を
施
し
て
い
る
。

（
92
）『
往
生
礼
讃
』（
浄
全
四
・
三
七
六
上
）

（
93
）『
観
無
量
寿
経
』（
聖
典
一
・
三
〇
五
～
三
〇
六
／
浄
全
一
・

四
六
）

（
94
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
八
八
／
浄
全
二
・
五
五
下
）
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（
95
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
八
九
／
浄
全
二
・
五
六
上
）

（
96
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
八
九
／
浄
全
二
・
五
六
上
）

（
97
）
仏
の
御
心
―
詞
書
で
は
「
御
心
」（
聖
典
四
・
七
五
）
と
あ
り
、

正
徳
版
で
は
「
御
意
」（
浄
全
九
・
五
二
〇
下
）
と
あ
り
、
聖
典

釈
文
で
は
「
御
意
」（
聖
典
四
・
三
五
五
）
と
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
詞
書
に
従
っ
た
。

（
98
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
八
九
／
浄
全
二
・
五
六
上
）、

『
往
生
礼
讃
』（
浄
全
四
・
三
五
四
下
）

（
99
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
九
〇
～
二
九
一
／
浄
全
二
・

五
七
上
）

（
100
）
心
―
詞
書
で
は
「
心
」（
聖
典
四
・
七
六
）
と
あ
り
、
正
徳
版

で
は
「
意
」（
浄
全
九
・
五
二
一
上
）
と
あ
り
、
聖
典
釈
文
で
は

「
意
」（
聖
典
四
・
三
五
六
）
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
詞
書
に
従
っ

た
。

（
101
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
一
二
一
／
浄
全
二
・
五
六
上
）

（
102
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
八
九
／
浄
全
二
・
五
六
上
）

（
103
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
八
八
／
浄
全
二
・
五
六
上
）

（
104
）『
称
讃
浄
土
経
』（
浄
全
一
・
一
八
八
上
）

（
105
）『
観
経
疏
』（
聖
典
二
・
二
九
一
）
趣
意

（
106
）
八
宗
─
法
然
上
人
在
世
時
、
わ
が
国
に
展
開
し
て
い
た
八
つ

の
宗
派
の
こ
と
。
平
城
京（
奈
良
）を
中
心
に
展
開
し
た
六
宗（
倶

舎
宗
・
成
実
宗
・
三
論
宗
・
法
相
宗
・
華
厳
宗
・
律
宗
）
と
平

安
京
（
京
都
）
を
中
心
に
展
開
し
た
二
宗
（
天
台
宗
・
真
言
宗
）

を
合
わ
せ
た
八
宗
。

（
107
）
止
観
─
止
と
観
の
合
成
語
。
止
と
は
精
神
を
集
中
し
て
心
を

静
寂
に
保
つ
こ
と
、
観
と
は
対
象
や
真
理
を
あ
り
の
ま
ま
に
観

察
す
る
こ
と
。

（
108
）
舌
を
舒
べ
て
─
舌
を
出
し
広
げ
て
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
嘘
偽

り
を
述
べ
て
い
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
。『
阿
弥
陀
経
』
に

は
六
方
に
お
ら
れ
る
諸
仏
が
舌
を
出
し
て
三
千
大
千
世
界
を

覆
っ
て
阿
弥
陀
仏
に
よ
る
救
済
の
真
実
性
を
証
明
し
て
い
る
。

（
109
）
六
方
─
東
・
西
・
南
・
北
・
上
・
下
の
こ
と
。
す
べ
て
の
方

角
を
表
す
総
称
。『
阿
弥
陀
経
』
に
は
六
方
に
お
ら
れ
る
諸
仏
が

説
か
れ
て
い
る
。

（
110
）
恒
沙
─
数
限
り
な
い
こ
と
を
表
す
単
位
。
ガ
ン
ジ
ス
川
の
砂

粒
の
数
と
い
う
意
味
に
由
来
し
て
い
る
。

（
111
）
三
千
世
界
─
一
人
の
仏
が
教
化
を
担
当
す
る
世
界
。
須
弥
山

を
中
心
と
す
る
一
つ
の
世
界
が
千
集
ま
っ
た
世
界
を
小
千
世
界
、

こ
れ
が
千
集
ま
っ
た
世
界
を
中
千
世
界
、
こ
れ
が
千
集
ま
っ
た

世
界
を
大
千
世
界
と
い
い
、
ま
た
三
千
大
千
世
界
と
い
う
。

（
112
）
声
聞
─
さ
と
り
を
目
指
し
て
修
行
す
る
出
家
修
行
者
の
こ
と
。

大
乗
仏
教
で
は
利
他
行
を
目
指
さ
な
い
者
と
し
て
劣
っ
た
修
行

者
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
声
聞
、
縁
覚
、
菩
薩
の
順
で
優
劣

が
深
ま
る
。
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（
113
）
縁
覚
─
さ
と
り
を
目
指
し
て
修
行
す
る
出
家
修
行
者
の
こ
と
。

大
乗
仏
教
で
は
声
聞
と
同
じ
く
利
他
行
を
目
指
さ
な
い
者
と
し

て
劣
っ
た
修
行
者
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
声
聞
、
縁
覚
、
菩

薩
の
順
で
優
劣
が
深
ま
る
。

（
114
）
生
ま
る
と
い
は
、・・・
名
づ
く
る
な
り
─
『
観
経
疏
』
に
は
「
生

ぜ
ん
と
願
ず
る
者
は
、・
・
・
な
す
べ
し
」（
聖
典
二
・
二
九
五

／
浄
全
二
・
五
九
上
）
と
あ
る
。

（
115
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
九
五
／
浄
全
二
・
五
八
下

～
五
九
上
）

（
116
）『
往
生
礼
讃
』
前
序
（
浄
全
四
・
三
五
四
下
）

（
117
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
九
四
／
浄
全
二
・
五
八
下
）

（
118
）
読
誦
正
行
・
観
察
正
行
・
礼
拝
正
行
・
称
名
正
行
・
讃
歎
供

養
正
行
─
読
誦
正
行
と
は
浄
土
三
部
経
を
読
誦
す
る
こ
と
、
観

察
正
行
と
は
極
楽
の
国
土
と
阿
弥
陀
仏
や
諸
々
の
菩
薩
の
姿
を

観
察
す
る
こ
と
、
礼
拝
正
行
と
は
阿
弥
陀
仏
を
礼
拝
す
る
こ
と
、

称
名
正
行
と
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
る
こ
と
、
讃
歎
供

養
正
行
と
は
阿
弥
陀
仏
を
讃
歎
し
供
養
す
る
こ
と
で
あ
る
。

（
119
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
九
四
／
浄
全
二
・
五
八
下
）

（
120
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
九
四
／
浄
全
二
・
五
八
下
）

（
121
）
六
度
万
行
─
六
度
と
は
六
波
羅
蜜
の
こ
と
で
、
布
施
・
持
戒
・

忍
辱
・
精
進
・
禅
定
・
智
慧
の
完
成
を
表
す
。
六
度
に
含
ま
れ

る
す
べ
て
の
行
と
い
う
意
味
で
六
度
万
行
と
い
う
。

（
122
）『
観
経
疏
』
散
善
義
に
「
上
来
定
散
両
門
の
益
を
説
く
と
い
え

ど
も
、
仏
の
本
願
に
望
む
れ
ば
、
意
、
衆
生
を
し
て
一
向
に
専

ら
弥
陀
仏
の
名
を
称
せ
し
む
る
に
在
り
」（
聖
典
二
・
三
二
三
～

三
二
四
／
浄
全
二
・
七
一
下
）
と
あ
る
文
の
取
意
か
。

（
123
）『
観
経
疏
』
散
善
義
（
聖
典
二
・
二
九
四
～
二
九
五
／
浄
全
二
・

五
八
下
）

（
124
）『
往
生
礼
讃
』（
浄
全
四
・
三
五
六
下
～
三
五
七
上
）

（
125
）
解
違
い
て
あ
ら
ぬ
様
な
ら
ん
人
─
『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』

に
は
、「
解
違
い
て
あ
ら
ぬ
様
な
ら
ん
人
な
ん
ど
に
論
じ
あ
ふ
事

な
ん
ど
は
、
ゆ
め
ゆ
め
あ
る
ま
じ
き
事
な
り
」
の
箇
所
を
解
釈

し
て
「
元
祖
の
七
箇
條
の
内
に
も
第
二
に
別
解
別
行
の
輩
に
あ

ひ
て
こ
の
み
て
諍
論
を
い
た
す
事
を
停
止
せ
よ
と
あ
り
」（
浄
全

九
・
七
六
四
上
）
と
あ
り
、
別
解
・
別
行
の
者
を
想
定
し
て
い
る
。

（
126
）『
十
往
生
経
』
─
「
二
十
五
菩
薩
、
行
者
を
擁
護
し
た
も
う
。

若
し
は
行
、
若
し
は
住
、
若
し
は
坐
、
若
し
は
臥
、
若
し
は
昼
、

若
し
は
夜
、
一
切
時
一
切
処
に
お
い
て
悪
鬼
・
悪
神
に
其
の
便

を
得
せ
し
め
ず
」（
卍
続
蔵
一
・
三
六
六
上
）
の
趣
意
。

（
127
）
化
仏
─
仏
が
衆
生
済
度
の
た
め
に
神
通
力
に
よ
っ
て
姿
を
変

え
て
現
れ
る
身
の
こ
と
。衆
生
の
状
況
や
能
力
に
応
じ
て
現
れ
る
。

（
128
）
化
観
音
勢
至
菩
薩
─
観
世
音
菩
薩
と
大
勢
至
菩
薩
が
衆
生
済

度
の
た
め
に
姿
を
変
え
て
現
れ
る
身
の
こ
と
。

（
129
）『
観
無
量
寿
経
』
─
「
円
光
の
中
に
お
い
て
百
万
億
那
由
他
恆



167　『黒谷上人語灯録』（和語）　現代語訳②　巻第十二

研究成果報告

河
沙
の
化
仏
あ
り
。
一
一
の
化
仏
に
、
ま
た
衆
多
無
数
の
化
菩

薩
あ
っ
て
、
も
っ
て
侍
者
と
せ
り･

・
・
一
一
の
光
明
、
あ
ま
ね

く
十
方
世
界
を
照
ら
し
て
、
念
仏
の
衆
生
を
摂
取
し
て
捨
て
た

ま
わ
ず
」（
聖
典
一
・
三
〇
〇
／
浄
全
一
・
四
三
～
四
四
）
な
ど

と
あ
り
、
そ
の
趣
意
か
。『
観
経
』
に
護
念
の
語
は
な
い
。

（
130
）『
往
生
礼
讃
』（
浄
全
四
・
三
七
五
下
）

（
131
）『
往
生
礼
讃
』（
浄
全
四
・
三
七
六
上
～
下
）

（
132
）『
和
語
灯
録
日
講
私
記
』
に
お
い
て
、「
又
要
集
下
本
四
丁
に

護
身
咒
経
を
引
い
て
云
は
く
、
三
十
六
部
神
王
に
萬
億
恒
沙
の

鬼
神
有
り
て
眷
属
と
為
し
三
帰
を
受
け
る
者
を
護
る
」（
浄
全
九
・

七
六
四
下
）
と
あ
る
。

（
133
）『
観
念
法
門
』
に
お
い
て
、「
護
念
経
の
意
は
、
亦
諸
の
悪
鬼

神
を
し
て
便
り
を
得
せ
し
め
ず
。
亦
橫
病
橫
死
、
橫
に
厄
難
有

る
こ
と
一
切
の
災
障
、
自
然
に
消
散
す
。
不
至
心
を
除
く
」（
浄

全
四
・
二
二
九
上
）
と
あ
り
、ま
た
『
往
生
礼
讃
』
に
お
い
て
、「
若

し
入
観
し
、及
び
睡
眠
せ
ん
時
、応
に
此
の
願
を
発
す
べ
し
。（
中

略
）
願
わ
く
は
仏
の
慈
悲
、
弟
子
に
身
相
、
観
音
勢
至
諸
菩
薩
等
、

及
び
彼
の
世
界
の
清
浄
荘
厳
、
光
明
等
の
相
を
示
現
し
た
ま
え
。

此
の
語
を
道
い
已
り
て
一
心
正
念
に
し
て
即
ち
意
に
随
い
て
入

観
し
、
及
び
睡
れ
。
或
い
は
正
し
く
発
願
す
る
時
、
即
ち
之
を

見
る
こ
と
を
得
る
有
り
。
或
い
は
睡
眠
す
る
時
、
見
る
こ
と
を

得
る
有
り
。
不
至
心
を
除
く
。
此
の
願
、比
来
大
い
に
現
験
有
り
」

（
浄
全
四
・
三
七
五
上
～
下
）
と
あ
る
。
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観
経
正
宗
分
定
善
義
巻
第
三

�

沙
門
善
導
集
記

・
仏�

説
『
観
無
量
寿
経
』
第
四
観
～
第
九
観　

�
 

…
『
浄
全
』
一
、
四
〇
頁
～
四
四
頁

・
善�

導
『
観
経
疏
』
定
善
義
・
第
四
観
～
第
九
観�

 

…
『
浄
全
』
二
、
四
〇
頁
下
～
五
〇
頁
上

【
観
経
・
第
四
宝
樹
観
】

（
科
段
の
た
め
該
当
部
な
し
）

【
観
経
疏
】

第
四
に
宝
樹
観
の
中
〔
の
経
文
〕
に
つ
い
て
、は
じ
め
に
〔
こ

の
宝
樹
観
を
〕
提
示
し
、
次
に
〔
経
文
の
詳
細
な
内
容
を
〕
解

説
し
、そ
の
後
に
〔
こ
の
宝
樹
観
に
関
す
る
注
釈
を
〕
ま
と
め
る
。

つ
ま
り
〔
こ
の
宝
樹
観
の
注
釈
と
し
て
、
以
下
の
〕
十
項
目
が

あ
る
。

【
観
経
・
第
四
宝
樹
観
】

佛
告
阿
難
及
韋
提
希
地
想
成
已
次
觀
寳
樹

【
観
経
疏
】

第
一
に〔
第
四
宝
樹
観
の
冒
頭
の
経
文
で
あ
る
〕「
佛
告
阿
難
」

か
ら
、「
次
觀
寳
樹
」
ま
で
は
、
ま
さ
に
〔
釈
尊
が
阿
難
と
韋

提
希
の
〕
名
前
を
呼
び
、〔
こ
の
第
四
観
〕
全
体
の
名
称
を
提

示
し
、
こ
こ
ま
で
の
内
容
を
総
括
し
、
以
下
の
〔
内
容
を
〕
提

令
和
三
年
度　

教
化
研
究
Ⅰ
（
東
京
）
研
究
成
果
報
告

善
導
『
観
経
疏
』
現
代
語
訳
④
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起
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
観
経
・
第
四
宝
樹
観
】

觀
寳
樹
者
一
一
觀
之
作
七
重
行
樹
想

【
観
経
疏
】

第
二
に
〔
経
文
の
〕「
觀
寳
樹
」
と
は
、
再
度
〔
こ
の
第
四

観
の
〕
名
称
を
示
す
。

〔
ま
た
経
文
の
〕「
一
一
觀
之
」
か
ら
以
下
は
、〔
こ
こ
か
ら
〕

以
後
の
観
〔
察
対
象
〕
の
様
相
を
説
示
し
、ま
さ
に
〔
観
察
の
〕

具
体
的
な
方
法
を
教
示
す
る
。
こ
れ
は
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
世
界

は
果
て
し
な
く
広
く
、〔
そ
し
て
〕際
限
が
な
い
。〔
だ
か
ら
こ
そ
〕

宝
樹
や
宝
林
が
、
ど
う
し
て
〔
た
っ
た
〕
七
列
〔
の
み
〕
と
い

う
数
量
で
あ
り
得
よ
う
か
。〔
い
や
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な

い
。〕今
こ
こ
で〔
経
文
が
〕「
七
重
」と
説
示
し
て
い
る〔
意
図
〕

は
〔
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
〕。〔
極
楽
世
界
に
、
宝
玉
で
飾

ら
れ
た
〕
一
本
の
樹
木
が
あ
り
、〔
こ
の
樹
木
は
〕
黄
金
を
根

と
し
、
紫
金
を
茎
と
し
、
白
銀
を
枝
と
し
、
瑪
瑙
を
小
枝
と
し
、

珊
瑚
を
葉
と
し
、
白
玉
を
華
と
し
、
真
珠
を
果
実
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
〔
黄
金
・
紫
金
・
白
銀
・
瑪
瑙
・
珊
瑚
・
白
玉
・
真
珠

と
い
う
〕
七
重
〔
の
宝
玉
〕
は
、
相
互
に
根
や
茎
、
そ
し
て
華

や
果
実
な
ど
と
な
り
、〔
こ
れ
ら
〕
七
〔
種
の
宝
玉
〕
と
〔
根

や
茎
な
ど
の
〕
七
〔
種
の
部
位
〕
と
で
、〔
そ
の
組
み
合
わ
せ
が
〕

四
十
九
種
〔
の
宝
樹
の
荘
厳
〕
と
な
る
。

（
（
（

ま
た
一
種
の
宝
玉
で
一
本
の
〔
宝
〕
樹
と
な
る
場
合
も
あ
る
。

ま
た
二
種
や
三
種
や
四
種
や
、〔
さ
ら
に
は
〕
無
数
の
〔
も
は
や
〕

表
現
し
よ
う
も
な
い
ほ
ど
の
宝
玉
で
、
一
本
の
〔
宝
〕
樹
を
飾

り
立
て
る
こ
と
も
あ
る
。〔
な
お
、〕こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は〔
私
、

善
導
が
『
阿
弥
陀
経
』
を
注
釈
し
た
〕『
弥
陀
経
義
』

（
（
（

の
中
で
、

既
に
詳
細
に
論
述
し
て
お
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
〔
経
典
で
は
連

な
る
樹
々
の
こ
と
を
〕「
七
重
」
と
名
付
け
る
の
で
あ
る
。

〔
こ
の
経
文
の
「
七
重
行
樹
想
」
の
〕「
行
」
と
は
、彼
の
〔
極

楽
〕
世
界
の
〔
宝
〕
林
や
〔
宝
〕
樹
は
無
数
に
あ
る
と
は
い
っ

て
も
、〔
そ
の
林
や
樹
の
〕
行
列
は
整
然
と
立
ち
並
ん
で
い
て
、

し
か
も
雑
然
と
な
っ
た
り
、
乱
れ
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
〔
こ

と
を
意
味
す
る
〕。

〔
経
文
の
「
七
重
行
樹
想
」
の
〕「
想
」
と
は
、〔
こ
の
第
四
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観
で
は
〕
ま
だ
〔
極
楽
世
界
の
真
実
の
あ
り
よ
う
を
目
の
当
た

り
に
す
る
〕
真
観
を
習
得
し
て
お
ら
ず
、〔
行
者
が
〕
意
の
ま

ま
に
〔
自
ら
の
〕
心
に
〔
極
楽
世
界
の
真
実
の
様
相
を
〕
想
い

描
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
必
ず
〔
何
か
観
察
の
〕
手
立
て

と
な
る
様
相
に
仮
託
し
て
、〔
そ
の
仮
託
の
対
象
に
〕
想
い
を

集
中
す
れ
ば
、
ま
さ
に
〔
極
楽
世
界
の
様
相
を
目
の
当
た
り
に

す
る
〕
功
徳
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
〔
の
で
あ
る
〕。

【
観
経
・
第
四
宝
樹
観
】

一
一
樹
高
八
千
由
旬

【
観
経
疏
】

第
三
に
「
一
一
」
か
ら
、「
由
旬
」
ま
で
は
、
ま
さ
に
〔
極

楽
世
界
の
宝
〕
樹
の
大
き
さ
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
〔
極

楽
世
界
の
〕
諸
々
の
宝
林
や
〔
宝
〕
樹
は
、
す
べ
て
阿
弥
陀
仏

の
無
漏
な
る
心
の
中
か
ら
流
れ
出
た
〔
存
在
で
あ
る
〕。〔
阿
弥

陀
〕
仏
の
心
が
無
漏
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
〔
心
か
ら
顕
現

し
た
宝
〕
樹
も
ま
た
無
漏
な
る
〔
存
在
で
あ
る
〕。

（
（
（

〔
こ
の
極
楽
世
界
の
情
景
を
、
次
の
よ
う
に
〕
讃
歎
し
よ

う
。

（
（
（「〔

阿
弥
陀
仏
の
覚
り
で
あ
る
〕
正
道
と
大
慈
悲
は
、〔
阿
弥

陀
仏
自
ら
の
、
こ
の
世
界
を
超
越
し
た
〕
出
世
間
の
善
根
か
ら

生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

〔
阿
弥
陀
仏
の
〕
清
浄
な
光
明
が
完
全
に
し
て
円
満
で
あ
る

こ
と
は
、ま
る
で〔
こ
の
世
界
の
〕鏡
や
太
陽
や
満
月
の〔
光
の
〕

輪
の
よ
う
で
あ
る
」。

〔
ま
た
極
楽
世
界
の
宝
樹
の
〕大
き
さ
は
、一
本
一
本
の〔
宝
〕

樹
の
高
さ
が
三
十
二
万
里
〔
に
も
及
ぶ
〕。〔
極
楽
世
界
の
宝
樹

は
〕
年
を
経
て
枯
れ
て
い
く
よ
う
な
も
の
も
な
く
、
ま
た
小
さ

な
も
の
も
な
く
、
ま
た
生
え
た
ば
か
り
で
〔
こ
れ
か
ら
〕
次
第

に
成
長
し
て
い
く
よ
う
な
も
の
も
な
い
。〔
極
楽
世
界
の
宝
樹

は
〕
発
生
す
る
と
き
、〔
宝
樹
が
〕
一
斉
に
、
し
か
も
突
如
と

し
て
〔
極
楽
世
界
の
大
地
か
ら
〕
出
現
し
、
そ
の
〔
宝
樹
の
高

さ
も
、〕
大
き
さ
も
す
べ
て
が
等
し
い
。
そ
の
理
由
は
何
か
と

い
う
と
、
彼
の
〔
極
楽
〕
世
界
は
無
漏
に
し
て
無
生
〔
と
い
う

覚
り
〕
の
境
界
だ
か
ら
で
あ
る
。〔
こ
の
よ
う
な
無
漏
に
し
て

無
生
の
境
界
に
お
い
て
、
そ
の
宝
樹
に
〕
ど
う
し
て
生
死
や
成
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長
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。〔
い
や
、
極
楽
世
界
の
宝
樹
に

は
生
死
や
成
長
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
だ
。〕

【
観
経
・
第
四
宝
樹
観
】

其
諸
寶
樹
七
寳
華
葉
無
不
具
足
一
一
華
葉
作
異
寶
色
瑠
璃
色
中

出
金
色
光
玻
瓈
色
中
出
紅
色
光
碼
碯
色
中
出
硨
磲
光
硨
磲
色
中

出
綠
眞
珠
光
珊
瑚
琥
珀
一
切
衆
寳
以
爲
映
飾

【
観
経
疏
】

第
四
に
「
其
諸
寶
樹
」
か
ら
、「
以
爲
映
飾
」
ま
で
は
、
ま

さ
に
〔
極
楽
世
界
に
あ
る
〕
無
数
〔
の
宝
玉
で
彩
ら
れ
た
〕
樹
や
、

無
数
〔
の
宝
玉
で
彩
ら
れ
た
様
々
な
〕
荘
厳
や
、
無
数
〔
の
宝

玉
で
彩
ら
れ
た
樹
々
を
〕
飾
り
立
て
る
品
々
は
、〔
そ
れ
ぞ
れ

の
荘
厳
が
も
と
も
と
放
つ
色
と
は
〕
異
な
っ
た
色
の
光
を
放
つ

こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
四
項
目
が
あ
る
。

〔
第
〕
一
に
〔
こ
の
経
文
の
「
其
諸
寶
樹
」
と
は
、
極
楽
世

界
に
あ
る
無
数
の
宝
玉
で
彩
ら
れ
た
〕
林
や
樹
木
の
華
や
葉
は

相
互
に
整
然
と
並
び
、〔
し
か
も
一
本
と
し
て
〕
同
じ
〔
宝
樹
は
〕

な
い
。

〔
第
〕
二
に
〔
こ
の
経
文
の
「
七
寳
華
葉
無
不
具
足
」
と
は
、

宝
樹
〕
一
本
一
本
の
根
や
茎
や
枝
や
小
枝
や
果
実
な
ど
は
、
す

べ
て
様
々
な
宝
玉
で
彩
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
〔
こ
の
経
文
の
「
一
一
華
葉
作
異
寶
色
瑠
璃
色

中
出
金
色
光
玻
瓈
色
中
出
紅
色
光
碼
碯
色
中
出
硨
磲
光
硨
磲
色

中
出
綠
眞
珠
光
珊
瑚
琥
珀
」
と
は
、
宝
樹
〕
一
本
一
本
の
華
や

葉
は
、
そ
れ
ぞ
れ
〔
も
と
の
色
と
、
そ
こ
か
ら
放
つ
光
の
色
が
〕

相
互
に
異
な
っ
て
お
り
、〔
た
と
え
ば
〕
瑠
璃
色
〔
の
荘
厳
〕

の
中
か
ら
は
金
色
の
光
が
放
た
れ
る
。〔
極
楽
世
界
の
宝
樹
は
、〕

こ
の
よ
う
に
〔
そ
れ
ぞ
れ
の
荘
厳
の
も
と
の
色
と
、
そ
こ
か
ら

放
た
れ
る
光
の
色
が
〕
相
互
に
異
な
っ
た
様
相
で
あ
り
、〔
こ

の
よ
う
に
宝
樹
の
華
や
葉
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
荘
厳
か
ら
放

た
れ
る
光
が
〕
相
互
に
整
然
と
重
な
り
合
う
こ
と
を
明
か
し
て

い
る
。

〔
第
〕
四
に
〔
こ
の
経
文
の
「
一
切
衆
寳
以
爲
映
飾
」
と
は
、〕

さ
ら
に
あ
ら
ゆ
る
宝
玉
で
、
こ
の
〔
極
楽
世
界
の
宝
樹
を
〕
飾

り
立
て
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

ま
た
〔
こ
の
極
楽
世
界
の
情
景
を
、
次
の
よ
う
に
〕
讃
歎
し
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よ
う
。

「〔
極
楽
世
界
の
様
々
な
荘
厳
は
〕
諸
々
の
稀
有
な
る
宝
玉

の
性
質
を
具
備
し
て
い
る
。

〔
極
楽
世
界
の
情
景
は
、
も
は
や
言
葉
で
は
表
現
し
よ
う
も

な
い
ほ
ど
に
〕
妙
な
る
荘
厳
を
完
備
し
て
い
る
。

〔
そ
れ
ぞ
れ
の
荘
厳
が
放
つ
、一
切
の
〕汚
れ
な
き
光
は
、〔
ま

る
で
〕
炎
が
燃
え
盛
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
極
め
て
明
る
く
、

〔
極
楽
世
界
の
〕
す
べ
て
を
照
ら
し
出
す
。」

ま
た
〔
も
う
一
度
、
こ
の
極
楽
世
界
の
情
景
を
、
次
の
よ
う

に
〕
讃
歎
し
よ
う
。

「
阿
弥
陀
仏
の
清
浄
な
る
〔
極
楽
〕
世
界
に
は
、
宝
樹
が
多

く
あ
る
。

〔
そ
の
宝
樹
の
一
本
一
本
は
〕あ
ら
ゆ
る
方
角〔
に
向
か
っ
て
〕

小
枝
が
垂
れ
て
い
る
。

〔
そ
し
て
、
こ
の
宝
樹
に
は
〕
天
衣
が
懸
っ
て
お
り
、〔
こ

の
天
衣
が
〕
ふ
わ
ふ
わ
と
回
っ
て
い
る
。

宝
雲
〔
の
中
〕
に
は
天
蓋
（
イ
ン
ド
風
日
傘
）
が
あ
る
。

〔
阿
弥
陀
仏
の
意
志
で
〕
化
現
し
て
い
る
鳥
た
ち
は
〔
、
次

か
ら
次
へ
と
鳴
き
〕
声
を
連
ね
、

空
を
旋
回
し
て
、〔
妙
な
る
〕
法
〔
を
説
き
明
か
す
〕
音
で

歌
い
、
仏
の
会
座
に
入
る
。

他
の
〔
仏
の
〕
世
界
の
菩
薩
た
ち
は
、
こ
の
〔
阿
弥
陀
仏
が

化
現
し
た
鳥
た
ち
の
鳴
き
声
の
〕
響
き
を
耳
に
し
て
、
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
〔
覚
り
を
求
め
る
〕
心
を
開
く
。

極
楽
世
界
の
菩
薩
た
ち
は
、〔
こ
の
化
現
し
た
鳥
た
ち
の
〕

姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
覚
り
を
開
く
こ
と
と
な
る
。」

【
観
経
・
第
四
宝
樹
観
】

玅
眞
珠
網
彌
覆
樹
上
一
一
樹
上
有
七
重
網
一
一
網
間
有
五
百
億

玅
華
宮
殿
如
梵
王
宮
諸
天
童
子
自
然
在
中
一
一
童
子
五
百
億
釋

迦
毗
楞
伽
摩
尼
寳
以
爲
瓔
珞
其
摩
尼
光
照
百
由
旬
猶
如
和
合
百

億
日
月
不
可
具
名
衆
寳
間
錯
色
中
上
者

【
観
経
疏
】

第
五
に
「
玅
眞
珠
網
」
か
ら
、「
色
中
上
者
」
ま
で
は
、
ま

さ
に
〔
極
楽
世
界
の
宝
〕
樹
の
上
に
広
が
る
空
中
の
様
相
を
明

か
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
七
項
目
が
あ
る
。
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〔
第
〕
一
に
〔
経
文
の
「
玅
眞
珠
網
彌
覆
樹
上
」
と
は
、〕

美
し
い
真
珠
で
飾
ら
れ
た
網
が
、
空
中
か
ら
〔
大
地
に
向
か
っ

て
軽
や
か
に
〕
舞
い
降
り
、〔
宝
〕
樹
に
覆
い
被
さ
っ
て
い
る

こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
二
に
〔
経
文
の
「
一
一
樹
上
有
七
重
網
」
と
は
、
一

本
一
本
の
樹
々
の
上
空
で
、
美
し
い
真
珠
で
飾
ら
れ
た
〕
網
が

幾
重
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
〔
経
文
の
「
一
一
網
間
有
五
百
億
玅
華
宮
殿
如

梵
王
宮
」
と
は
、
幾
重
に
も
な
る
網
の
間
に
は
美
し
い
花
々
で

彩
ら
れ
た
〕
宮
殿
が
無
数
に
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
四
に
〔
経
文
の
「
諸
天
童
子
自
然
在
中
」
と
は
、
こ

の
〕
宮
殿
の
中
に
、
多
く
の
童
子
た
ち
が
い
る
こ
と
を
明
か
し

て
い
る
。

〔
第
〕
五
に
〔
経
文
の
「
一
一
童
子
五
百
億
釋
迦
毗
楞
伽
摩

尼
寳
以
爲
瓔
珞
」
と
は
、
こ
の
〕
童
子
た
ち
が
宝
珠
で
飾
ら
れ

た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
身
に
着
け
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
六
に
〔
経
文
の
「
其
摩
尼
光
照
百
由
旬
」
と
は
、
こ

の
〕
ア
ク
セ
サ
リ
ー
が
放
つ
光
明
が
遥
か
遠
く
ま
で
照
ら
し
出

す
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
七
に
〔
経
文
の
「
猶
如
和
合
百
億
日
月
不
可
具
名
衆

寳
間
錯
色
中
上
者
」
と
は
、
こ
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
が
放
つ
〕
光

明
が
最
上
な
色
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
四
宝
樹
観
】

此
諸
寳
樹
行
行
相
當
葉
葉
相
次
於
衆
葉
間
生
諸
玅
華
華
上
自
然

有
七
寳
果

【
観
経
疏
】

第
六
に
「
此
諸
寳
林

（
（
（

」
か
ら
、「
有
七
寳
菓

（
（
（

」
ま
で
は
、
そ

の
〔
極
楽
世
界
の
〕
林
と
〔
林
を
構
成
し
て
い
る
宝
〕
樹
は
無

数
に
あ
る
と
は
い
っ
て
も
、
一
糸
乱
れ
る
こ
と
が
な
く
、〔
宝

樹
の
〕
華
と
果
実
が
開
く
時
に
は
〔
華
が
開
く
こ
と
と
果
実
が

実
る
こ
と
が
同
時
で
あ
っ
て
、華
が
散
っ
た
後
に
果
実
が
そ
の
〕

内
側
か
ら
実
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

こ
の
こ
と
は
つ
ま
り
法
蔵
〔
菩
薩
〕
の
〔
仏
と
し
て
の
〕
因

が〔
極
め
て
〕深
い〔
か
ら
こ
そ
、極
楽
世
界
の
荘
厳
は
す
べ
て
〕

あ
る
べ
き
も
の
が
、
あ
る
が
ま
ま
に
存
在
す
る
こ
と
と
な
っ
て
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い
る
。

【
観
経
・
第
四
宝
樹
観
】

一
一
樹
葉
縱
廣
正
等
二
十
五
由
旬
其
葉
千
色
有
百
種
畫
如
天
瓔

珞
有
衆
玅
華
作
閻
浮
檀
金
色
如
旋
火
輪
婉
轉
葉
間

【
観
経
疏
】

第
七
に
「
一
一
樹
葉
」
か
ら
、「
婉
轉
葉
間
」
ま
で
は
、
ま

さ
に
〔
宝
樹
の
〕
華
や
葉
の
色
合
い
が
〔
ひ
と
つ
と
し
て
〕
同

じ
で
は
な
い
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
五
項
目

が
あ
る
。

〔
第
〕
一
に
〔
経
文
の
「
一
一
樹
葉
縱
廣
正
等
二
十
五
由
旬
」

と
は
、
宝
樹
の
〕
葉
の
大
き
さ
は
す
べ
て
均
一
で
あ
り
、〔
ど

れ
も
〕
相
違
が
な
い
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
二
に
〔
経
文
の
「
其
葉
千
色
有
百
種
畫
」
と
は
、
こ

の
〕
葉
か
ら
放
た
れ
る
光
の
色
が
無
数
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し

て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
〔
経
文
の
「
如
天
瓔
珞
」
と
は
、
葉
か
ら
放
た

れ
る
光
に
つ
い
て
後
の
世
の
人
々
が
そ
の
光
の
こ
と
を
〕
疑
い
、

〔
こ
の
光
の
存
在
を
〕知
ろ
う
と
も
し
な
い
こ
と
を
危
惧
し
、〔
釈

尊
が
あ
え
て
〕
比
喩
を
通
じ
て
〔
こ
の
光
の
こ
と
を
〕
表
現
し

よ
う
と
し
た
際
に
、
神
々
が
身
に
つ
け
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
引

き
合
い
に
出
し
て
〔
喩
え
て
い
る
こ
と
を
〕
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
四
に
〔
経
文
の
「
有
衆
玅
華
作
閻
浮
檀
金
色
如
旋
火

輪
」
と
は
、
宝
樹
の
〕
葉
に
は
と
て
も
美
し
い
華
々
が
咲
い
て

い
て
、〔
そ
の
華
々
の
〕
色
は
ま
る
で
〔
こ
の
世
界
で
最
も
高

貴
な
金
色
と
さ
れ
て
い
る
〕
閻
浮
檀
金
の
色
を
し
て
お
り
、
そ

の
〔
華
の
〕
様
子
は
〔
暗
闇
の
中
で
火
種
を
ク
ル
ク
ル
と
回
し

て
で
き
る
〕
火
の
輪
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
五
に
〔
経
文
の
「
婉
轉
葉
間
」
と
は
、
そ
の
火
の
輪

の
よ
う
な
〕
華
々
は
相
互
に
照
ら
し
出
し
、〔
宝
樹
の
〕
葉
〔
と

葉
〕
の
間
を
〔
美
し
く
〕
飛
び
交
っ
て
い
る
。

【
観
経
・
第
四
宝
樹
観
】

涌
生
諸
果
如
帝
釋
缾
有
大
光
明
化
成
幢
旛
無
量
寳
蓋
是
寳
蓋
中

映
現
三
千
大
千
世
界
一
切
佛
事
十
方
佛
國
亦
於
中
現
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【
観
経
疏
】

第
八
に
「
涌
生
諸
菓

（
（
（

」
か
ら
、「
亦
於
中
現
」
ま
で
は
、
ま

さ
に
〔
宝
樹
に
実
っ
て
い
る
〕
果
実
に
不
可
思
議
な
功
徳
の
様

相
が
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
五
項
目
が

あ
る
。

〔
第
〕
一
に
〔
経
文
の
「
涌
生
諸
菓
」
と
は
、〕
宝
〔
玉
で

で
き
た
〕
果
実

（
（
（

が
実
る
時
は
、
自
然
と
湧
き
出
る
〔
よ
う
に

現
れ
る
〕
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
二
に
〔
経
文
の
「
如
帝
釋
缾
」
と
は
、
宝
樹
に
な
る

果
実
は
す
べ
て
、
帝
釈
天
が
手
に
持
つ
、
あ
ら
ゆ
る
物
が
自
在

に
出
て
く
る
宝
瓶
の
よ
う
で
あ
る
と
い
う
〕
比
喩
を
通
じ
て
、

〔
こ
の
〕
果
実
の
様
相
を
具
体
的
に
表
現
し
て
い
る
こ
と
を
明

か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
〔
経
文
の
「
有
大
光
明
化
成
幢
旛
無
量
寳
蓋
」

と
は
、
こ
の
〕
果
実
に
は
不
可
思
議
な
光
明
が
あ
り
、〔
こ
の

光
明
が
〕
変
化
し
て
〔
宝
玉
で
飾
ら
れ
た
〕
幢
幡
や
天
蓋
に
な

る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
四
に
〔
経
文
の
「
是
寳
蓋
中
映
現
三
千
大
千
世
界
一

切
佛
事
」
と
は
、
こ
の
〕
宝
玉
で
飾
ら
れ
た
天
蓋
は
完
全
な
る

円
形
で
あ
り
、
そ
の
内
側
に
は
〔
あ
ら
ゆ
る
仏
の
〕
三
千
大
千

世
界
が
映
し
出
さ
れ
、〔
さ
ら
に
こ
の
あ
ら
ゆ
る
仏
の
世
界
の
〕

色
々
な
荘
厳
や
、
仏
や
菩
薩
た
ち
の
様
々
な
様
子
ま
で
も
映
し

出
さ
れ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
五
に
〔
経
文
の
「
十
方
佛
國
亦
於
中
現
」
と
は
、
さ

ら
に
〕
あ
ら
ゆ
る
仏
の
世
界
も
す
べ
て
〔
こ
の
〕
天
蓋
の
中
に

映
し
出
さ
れ
、〔
極
楽
世
界
の
人
々
は
こ
の
天
蓋
に
映
し
出
さ

れ
た
〕
あ
ら
ゆ
る
仏
の
世
界
の
人
々
や
天
人
の
〔
姿
ま
で
も
、

す
べ
て
を
〕
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
〔
極
楽
世
界
の
宝
〕
樹
は
〔
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど

に
〕
と
て
も
大
き
く
、そ
の
横
幅
も
〔
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
に
〕

と
て
も
広
く
、
華
や
果
実
も
〔
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
に
〕
と
て

も
多
く
、〔
そ
れ
ら
が
織
り
な
す
〕
不
可
思
議
な
こ
と
は
決
し

て
ひ
と
つ
で
は
な
い
。
一
本
の
〔
宝
〕
樹
で
さ
え
も
、
こ
の
よ

う
に
〔
も
は
や
言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
ほ
ど
〕
不
可
思
議
な

こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。
極
楽
世
界
に
遍
満
し
て
い
る
す
べ
て
の

諸
々
の
〔
宝
〕
樹
に
な
る
果
実
は
無
数
で
あ
り
、〔
そ
れ
ら
無
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数
の
果
実
が
織
り
な
す
不
可
思
議
な
こ
と
も
ま
た
〕
同
様
で
あ

る
。〔
以
上
の
こ
と
を
〕
よ
く
よ
く
知
る
べ
き
で
あ
る
。

〔
極
楽
世
界
へ
の
往
生
を
願
う
〕
す
べ
て
の
行
者
た
ち
よ
。

歩
い
て
い
る
時
も
、
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
時
も
、
座
っ
て
い
る

時
も
、
横
に
な
っ
て
い
る
時
も
、
四
六
時
中
、
こ
の
〔
極
楽
世

界
の
宝
樹
の
〕
様
相
を
観
察
す
る
よ
う
に
せ
よ
。

【
観
経
・
第
四
宝
樹
観
】

見
此
樹
已
亦
當
次
第
一
一
觀
之
觀
見
樹
莖
枝
葉
華
果
皆
令
分
明

【
観
経
疏
】

第
九
に
「
見
此
樹
已
」
か
ら
、「
分
明
」
ま
で
は
、〔
こ
の
第

四
宝
樹
〕
観
が
成
就
し
た
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
三
項
目
が
あ
る
。

〔
第
〕一
に
〔
経
文
の
「
見
此
樹
已
」
と
は
、こ
の
第
四
宝
樹
〕

観
が
成
就
し
た
こ
と
を
総
括
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
二
に
〔
経
文
の
「
亦
當
次
第
」
と
は
、〕
順
序
立
て

て
こ
の
〔
極
楽
世
界
の
宝
樹
〕
を
観
察
し
、〔
そ
の
際
に
決
し

て
集
中
す
る
心
が
〕
他
の
も
の
に
想
い
を
寄
せ
た
り
、〔
あ
る

い
は
〕
乱
れ
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ

と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
〔
経
文
の
「
一
一
觀
之
觀
見
樹
莖
枝
葉
華
果
皆

令
分
明
」
と
は
、
極
楽
世
界
の
宝
樹
の
〕
一
箇
所
一
箇
所
に
想

い
を
か
け
て
、〔
そ
の
〕
対
象
に
〔
心
を
〕
集
中
す
る
こ
と
を

明
か
し
て
い
る
。〔
極
楽
世
界
の
宝
樹
を
観
察
す
る
際
に
は
、〕

ま
ず
〔
宝
〕
樹
の
根
を
観
察
す
る
。
次
に
〔
宝
樹
の
〕
茎
や
枝
、

さ
ら
に
華
や
果
実
を
観
察
す
る
。
次
に
〔
樹
上
を
覆
う
〕
網
と

〔
そ
の
網
の
間
に
あ
る
無
数
の
〕
宮
殿
を
観
察
す
る
。
次
に
〔
そ

の
宮
殿
の
中
に
い
る
〕
童
子
と
、〔
童
子
が
身
に
つ
け
て
い
る
〕

ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
観
察
す
る
。
次
に
〔
宝
樹
の
〕
葉
の
大
き
さ

〔
が
等
し
い
こ
と
〕
と
、
華
や
果
実
が
放
つ
光
明
を
観
察
す
る
。

次
に
〔
宝
樹
の
華
や
果
実
が
放
つ
光
明
が
変
化
し
た
〕
幢
幡
や

天
蓋
が
、
様
々
な
仏
〔
や
菩
薩
の
様
子
〕
を
映
し
出
す
こ
と
を

観
察
す
る
。
こ
の
よ
う
に
〔
極
楽
世
界
の
宝
樹
の
〕
一
箇
所
一

箇
所
に
つ
い
て
順
序
立
て
て
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、〔
そ

の
宝
樹
の
様
相
が
〕
明
ら
か
に
〔
そ
し
て
必
ず
や
〕
は
っ
き
り

と
〔
細
部
ま
で
〕
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
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【
観
経
・
第
四
宝
樹
観
】

是
爲
樹
想
名
第
四
觀

【
観
経
疏
】

第
十
に
「
是
爲
」
か
ら
以
下
は
、〔
こ
の
第
四
観
〕
を
総
括

し
て
ま
と
め
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
つ
ま
り
〔
極
楽
世
界
の
〕
宝
樹
は
整
然
と
〔
立

ち
並
ん
で
〕
輝
き
〔
を
放
ち
〕、〔
真
珠
が
散
り
ば
め
ら
れ
た
〕

網
が
宮
殿
を
覆
い

（
（
（

、華
か
ら
千
色
に
も
お
よ
ぶ
〔
光
明
を
放
ち
〕、

果
実
〔
が
放
っ
た
光
は
、
や
が
て
〕
他
の
〔
仏
国
土
の
様
子
ま

で
も
〕
映
し
出
す
。

以
上
、
こ
こ
ま
で
十
項
目
の
内
容
が
あ
る
が
、
広
く
宝
樹
観

に
関
す
る
説
明
を
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

【
観
経
・
第
五
宝
池
観
】

（
科
段
の
た
め
該
当
部
な
し
）

【
観
経
疏
】

第
五
に
宝
池
観
の
中
〔
の
経
文
〕
に
つ
い
て
、は
じ
め
に
〔
こ

の
宝
池
観
を
〕
提
示
し
、
次
に
〔
経
文
の
詳
細
な
内
容
を
〕
解

説
し
、そ
の
後
に
〔
こ
の
宝
池
観
に
関
す
る
注
釈
を
〕
ま
と
め
る
。

つ
ま
り
〔
こ
の
宝
池
観
の
注
釈
と
し
て
、
以
下
の
〕
七
項
目
が

あ
る
。

【
観
経
・
第
五
宝
池
観
】

次
當
想
水
想
水
者

【
観
経
疏
】

第
一
に
「
次
當
想
水
」
か
ら
以
下
は
、〔
こ
の
第
五
観
の
〕

全
体
の
名
称
を
提
示
し
、
こ
こ
ま
で
の
内
容
を
総
括
し
、
以
下

の
〔
内
容
を
〕
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
て
〔
極
楽
世
界
の
〕

宝
樹
が
〔
い
か
に
〕
精
緻
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
も
し
池
の
水

が
な
け
れ
ば
〔
樹
木
は
育
つ
こ
と
が
な
く
〕、こ
の
こ
と
は
〔
決

し
て
〕
好
ま
し
い
〔
荘
厳
〕
と
は
言
い
得
な
い
。〔
こ
う
し
て

極
楽
世
界
に
宝
池
が
存
在
す
る
理
由
は
、
第
〕
一
に
は
〔
も
し

池
が
な
け
れ
ば
極
楽
世
界
の
大
地
に
お
い
て
宝
樹
と
宝
樹
の
間

が
空
き
す
ぎ
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、極
楽
〕
世
界
〔
の

大
地
に
〕
隙
間
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
〔
の
荘
厳
〕
で
あ
る
。
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〔
極
楽
世
界
の
宝
池
が
存
在
す
る
第
〕
二
〔
の
理
由
〕
は
、〔
極

楽
世
界
の
〕
具
体
的
な
様
相
を
〔
よ
り
一
層
〕
飾
り
立
て
る
た

め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、〔
十
六
観
の
中
に
〕
こ

の
池
や
水
路
を
観
察
す
る
〔
第
五
観
〕
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

【
観
経
・
第
五
宝
池
観
】

極
樂
國
土
有
八
池
水
一
一
池
水
七
寳
所
成
其
寳
柔
輭
從
如
意
珠

王
生

【
観
経
疏
】

第
二
に
「
極
樂
國
土
」
か
ら
、「
如
意
珠
王
生
」
ま
で
は
、

ま
さ
に
〔
宝
〕
池
の
〔
功
徳
の
〕
数
を
明
ら
か
に
し
、ま
た
〔
そ

の
水
が
〕
溢
れ
出
す
場
所
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
五
項
目
が
あ
る
。

〔
第
〕
一
に
〔
経
文
の
「
極
樂
國
土
」
と
は
、
宝
池
が
〕
所

在
す
る
国
土
〔
は
極
楽
世
界
で
〕
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
二
に
〔
経
文
の
「
有
八
池
水
」
と
は
、
こ
の
宝
〕
池

に
八
種
〔
に
わ
た
る
功
徳
の
〕
名
称
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
〔
経
文
の
「
一
一
池
水
七
寳
所
成
」
と
は
、
極

楽
世
界
に
あ
る
〕
そ
れ
ぞ
れ
の
池
の
岸
は
七
種
の
宝
玉
で
で
き

て
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
そ
し
て
〔
こ
の
岸
辺
の
七
種

の
〕
宝
玉
が
放
つ
光
明
が
〔
池
の
水
を
〕
突
き
抜
け
る
よ
う
に

照
ら
し
出
し
、
八
種
の
功
徳
が
あ
る
水
は
そ
の
ま
ま
様
々
な
宝

玉
が
放
つ
〔
無
数
の
色
と
〕
同
じ
〔
よ
う
に
輝
く
〕。
だ
か
ら

こ
そ
「
宝
水
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

〔
第
〕
四
に
〔
経
文
の
「
其
寳
柔
輭
」
と
は
、〕
こ
の
〔
池

の
岸
辺
に
あ
る
〕
様
々
な
宝
玉
は
、〔
宝
玉
で
あ
り
な
が
ら
も
〕

そ
の
性
質
は
柔
ら
か
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
五
に
〔
経
文
の
「
從
如
意
珠
王
生
」
と
は
、
こ
の
〕

八
〔
種
の
功
徳
が
あ
る
〕
池
の
水
は
す
べ
て
〔
宝
池
の
中
央
に

あ
る
〕
如
意
宝
珠
の
中
か
ら
湧
き
出
る
か
ら
、〔
こ
の
水
の
こ

と
を
〕「
如
意
水
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
〔
如
意
宝
珠
の
中
か
ら
湧
き
出
る
〕
水
に
八
種
の
功
徳

が
あ
る
。〔
第
〕一
に
は
清
ら
か
で
、こ
ん
こ
ん
と
溢
れ
出
る〔
功

徳
で
〕
あ
る
。
こ
れ
は
視
覚
の
対
象
と
な
る
〔
功
徳
〕
で
あ
る
。

〔
第
〕
二
に
は
嫌
な
臭
い
が
し
な
い
〔
と
い
う
功
徳
〕
で
あ
る
。

こ
れ
は
嗅
覚
の
対
象
と
な
る
〔
功
徳
〕
で
あ
る
。〔
第
〕
三
に
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は
軽
や
か
で
あ
り
、〔
第
〕
四
に
は
冷
た
く
、〔
第
〕
五
に
は
軟

ら
か
い
〔
と
い
う
功
徳
〕
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
触
覚
の
対
象
と

な
る
〔
功
徳
〕
で
あ
る
。〔
第
〕
六
に
は
美
味
し
い
〔
と
い
う

功
徳
〕で
あ
る
。
こ
れ
は
味
覚
の
対
象
と
な
る〔
功
徳
〕で
あ
る
。

〔
第
〕七
に
は
飲
水
と
し
て
最
適〔
と
い
う
功
徳
〕で
あ
り
、〔
第
〕

八
に
は
飲
み
終
え
る
と
病
が
癒
え
る
〔
と
い
う
功
徳
〕
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
知
覚
の
対
象
と
な
る
〔
功
徳
〕
で
あ
る
。〔
な
お
、

極
楽
世
界
の
水
に
関
す
る
〕
こ
れ
ら
八
種
の
功
徳
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
『
弥
陀
義
』

（
（1
（

の
中
で
詳
細
に
説
明
し
て
あ
る
〔
の
で
、

そ
ち
ら
を
参
照
す
る
と
い
い
〕。

ま
た
〔
こ
の
極
楽
世
界
の
情
景
を
、
次
の
よ
う
に
〕
讃
歎
し

よ
う
。

「
極
め
て
最
高
な
荘
厳
の
〔
阿
弥
陀
仏
の
〕
安
養
国
に
は
、

八
種
の
功
徳
の
水
を
〔
湛
え
る
〕
宝
池
が
あ
り
、

〔
そ
こ
か
ら
水
が
〕
流
れ
出
て
、
行
き
渡
っ
て
い
る
。

〔
こ
の
宝
池
の
〕
四
方
の
岸
辺
は
輝
き
を
放
ち
、〔
そ
の
岸

辺
は
〕
七
宝
で
織
り
な
さ
れ
て
い
る
。

〔
宝
池
の
〕
水
の
色
は
透
き
通
っ
て
い
て
、〔
七
〕
宝
の
光

を
映
し
出
す
。

〔
そ
の
水
の
〕
性
質
は
〔
実
に
〕
柔
軟
で
あ
り
、〔
手
で
〕

触
れ
て
も
〔
決
し
て
〕
堅
く
は
な
い
。

菩
薩
は
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
、宝
〔
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
〕

香
を
〔
空
中
に
〕
撒
く
。

〔
す
る
と
〕
宝
香
や
宝
雲
は
宝
蓋
と
な
る
。

〔
そ
の
〕
宝
蓋
は
〔
極
楽
世
界
の
〕
空
中
に
浮
か
び
、
宝
幢

を
覆
う
。

〔
そ
の
〕
宝
幢
は
整
然
と
立
ち
並
び
、
宝
殿
を
囲
む
。

宝
殿
〔
を
映
し
出
す
〕
宝
鈴
は
、
真
珠
が
散
り
ば
め
ら
れ
た

網
に
か
か
っ
て
い
る
。

宝
網
や
宝
楽
が
幾
重
に
も
重
な
り
合
っ
て
、
く
る
く
る
と
回

り
、相

手
に
応
じ
て
、
宝
〔
玉
で
彩
ら
れ
た
〕
宮
殿
や
楼
閣
を
讃

歎
す
る
。

〔
ま
た
〕
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
宮
殿
や
楼
閣
〔
の
中
に
〕
は
、

仏
の
会
座
が
あ
る
。

無
数
の
聖
者
た
ち
は
、
座
っ
て
〔
仏
か
ら
直
接
に
聞
い
た
教
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え
に
つ
い
て
〕
思
い
を
巡
ら
す
。

よ
い
か
、〔
今
こ
こ
で
〕
有
縁
の
〔
人
々
〕
よ
。

常
に
〔
こ
の
極
楽
世
界
の
情
景
を
〕
想
い
描
く
よ
う
に
せ
よ
。

〔
こ
の
世
界
で
の
〕
命
を
捨
て
て
、

と
も
ど
も
に
こ
の
〔
極
楽
世
界
の
〕
仏
の
会
座
に
生
ま
れ
よ

う
で
は
な
い
か
。」

【
観
経
・
第
五
宝
池
観
】

分
爲
十
四
支
一
一
支
作
七
寳
色
黄
金
爲
渠
渠
下
皆
以
雜
色
金
剛

以
爲
底
沙

【
観
経
疏
】

第
三
に
「
分
爲
十
四
支
」
か
ら
、「
以
爲
底
沙
」
ま
で
は
、

ま
さ
に〔
極
楽
世
界
の
大
地
に
あ
る
宝
〕池
か
ら
支
流
が
分
か
れ
、

〔
そ
の
支
流
は
極
楽
世
界
の
大
地
を
〕
巡
っ
て
、〔
も
と
の
宝
池

に
〕
戻
る
。〔
そ
の
様
相
は
決
し
て
〕
散
乱
し
た
状
態
で
は
な

い
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
三
項
目
が
あ
る
。

〔
第
〕
一
に
〔
経
文
の
「
分
爲
十
四
支
」
と
は
、
宝
池
か
ら

流
れ
出
る
〕
支
流
の
数
に
つ
い
て
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕二
に〔
経
文
の「
一
一
支
作
七
寳
色
黄
金
爲
渠
」と
は
、〕

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
支
流
の
岸
辺
が
黄
金
の
色
彩
を
放
っ
て
い
る

こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
〔
経
文
の
「
渠
下
皆
以
雜
色
金
剛
以
爲
底
沙
」

と
は
、
こ
の
〕
支
流
の
水
底
は
様
々
な
宝
玉
の
色
彩
を
放
っ
て

い
る
。〔
な
お
、
支
流
の
水
底
と
な
っ
て
い
る
〕「
金
剛
」
と
は
、

つ
ま
り
こ
れ
は
〔
阿
弥
陀
仏
の
正
覚
で
あ
る
〕
無
漏
を
本
体
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

【
観
経
・
第
五
宝
池
観
】

一
一
水
中
有
六
十
億
七
寳
蓮
華
一
一
蓮
華
團
圓
正
等
十
二
由
旬

其
摩
尼
水
流
注
華
間
尋
樹
上
下

【
観
経
疏
】

第
四
に
「
一
一
水
中
」
か
ら
、「
尋
樹
上
下
」
ま
で
は
、
ま

さ
に
〔
極
楽
世
界
の
宝
池
か
ら
流
れ
出
る
〕
水
に
は
不
可
思
議

な
功
徳
が
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
五
項

目
が
あ
る
。

〔
第
〕
一
に
は
〔
経
文
の
「
一
一
」
と
は
、
極
楽
世
界
の
宝
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池
か
ら
流
れ
出
る
〕
支
流
の
存
在
を
示
し
、
こ
の
〔
極
楽
世
界

の
〕
荘
厳
の
様
相
を
〔
具
体
的
に
〕
表
現
し
て
い
る
。

〔
第
〕二
に
は〔
経
文
の「
水
中
有
六
十
億
七
寳
蓮
華
」と
は
、

こ
の
〕
支
流
の
中
に
あ
る
宝
華
の
数
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
は
〔
経
文
の
「
一
一
蓮
華
團
圓
正
等
十
二
由
旬
」

と
は
、
そ
の
宝
〕
華
の
大
き
さ
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
四
に
は
〔
経
文
の
「
其
摩
尼
水
流
注
華
間
」
と
は
、〕

如
意
珠
王
か
ら
湧
き
出
た
水
が
、〔
蓮
の
〕
華
〔
々
〕
の
間
に

流
れ
込
む
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
五
に
は
〔
経
文
の
「
尋
樹
上
下
」
と
は
、
如
意
珠
王

か
ら
湧
き
出
た
〕
宝
水
が
支
流
か
ら
流
れ
出
て
、〔
さ
ら
に
〕

無
数
の
宝
樹
を
つ
た
っ
て
上
下
す
る
様
子
に
何
の
妨
げ
も
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
〔
こ
の
水
の
こ
と
を
〕「
如
意
水
」
と
い
う
の
で

あ
る
。

【
観
経
・
第
五
宝
池
観
】

其
聲
微
妙
演
説
苦
空
無
常
無
我
諸
波
羅
蜜
復
有
讚
歎
諸
佛
相
好

者

【
観
経
疏
】

第
五
に
「
其
聲
微
妙
」
か
ら
、「
諸
佛
相
好
者
」
ま
で
は
、

ま
さ
に
〔
極
楽
世
界
の
宝
池
か
ら
流
れ
出
る
〕
水
に
は
不
可
思

議
な
功
徳
が
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
二

項
目
が
あ
る
。

〔
第
〕一
に
は〔
経
文
の「
其
聲
微
妙
」と
は
、〕宝
水
が〔
蓮

の
〕
華
〔
々
〕
の
間
に
流
れ
込
み
、〔
そ
の
際
に
立
つ
〕
わ
ず

か
な
波
と
波
が
相
互
に
触
れ
合
う
こ
と
で
、
譬
え
よ
う
も
な
い

ほ
ど
素
晴
ら
し
い
音
を
出
し
、〔
そ
の
波
〕
音
は
す
べ
て
妙
な

る
法
を
説
い
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
二
に
は
〔
経
文
の
「
演
説
苦
空
無
常
無
我
諸
波
羅
蜜

復
有
讚
歎
諸
佛
相
好
者
」
と
は
、次
の
こ
と
を
〕
明
か
し
て
い
る
。

〔
支
流
か
ら
流
れ
出
た
〕宝
水
が〔
宝
池
の
〕岸
辺
に
あ
が
り
、〔
さ

ら
に
宝
〕
樹
の
枝
や
小
枝
や
華
や
葉
や
果
実
な
ど
を
つ
た
っ
て
、

時
に
は
上
っ
た
り
、
時
に
は
下
っ
た
り
す
る
。〔
そ
の
〕
途
中

で
〔
宝
水
と
宝
水
と
が
〕
相
互
に
触
れ
合
っ
て
は
、
譬
え
よ
う

も
な
い
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
音
を
出
し
、〔
そ
の
〕
音
は
す
べ
て

妙
な
る
法
を
説
く
。〔
そ
の
音
は
、〕
時
に
は
衆
生
の
苦
し
み
の
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具
体
的
な
様
子
を
説
き
明
か
し
て
、
菩
薩
の
大
慈
悲
心
を
呼
び

起
こ
し
、〔
そ
し
て
菩
薩
に
対
し
て
〕
他
者
を
導
く
よ
う
に
勧

め
る
。〔
ま
た
〕
時
に
は
人
〔
界
〕
や
天
〔
界
〕
な
ど
の
法
を

説
き
、〔
ま
た
〕
時
に
は
二
乗
な
ど
の
法
を
説
き
、〔
ま
た
〕
時

に
は
地
前
〔
の
菩
薩
〕
や
地
上
〔
の
菩
薩
〕
な
ど
の
法
を
説
き
、

〔
ま
た
〕
時
に
は
仏
の
境
界
で
あ
る
三
身
な
ど
の
法
に
つ
い
て

説
く
。

【
観
経
・
第
五
宝
池
観
】

如
意
珠
王
涌
出
金
色
微
妙
光
明
其
光
化
爲
百
寶
色
鳥
和
鳴
哀
雅

常
讚
念
佛
念
法
念
僧

【
観
経
疏
】

第
六
に
「
如
意
珠
王
」
か
ら
、「
念
佛
法
僧
」（
念
佛
念
法
念

僧
）
ま
で
は
、
ま
さ
に
〔
極
楽
世
界
の
そ
れ
ぞ
れ
の
池
の
中
央

に
あ
る
〕
摩
尼
宝
珠
に
は
、
多
数
の
〔
人
智
を
絶
し
た
〕
不
可

思
議
な
功
徳
が
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

四
項
目
が
あ
る
。

〔
第
〕
一
に
は
〔
経
文
の
「
如
意
珠
王
涌
出
金
色
微
妙
光
明
」

と
は
、〕
摩
尼
珠
王
の
内
側
か
ら
金
色
の
光
明
が
放
た
れ
る
こ

と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
二
に
は
〔
経
文
の
「
其
光
化
爲
百
寶
色
鳥
」
と
は
、

こ
の
〕
光
が
変
化
し
て
、
百
〔
種
の
〕
宝
〔
玉
で
彩
ら
れ
た
〕

鳥
と
な
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
は
〔
経
文
の
「
和
鳴
哀
雅
」
と
は
、
こ
の
〕
鳥

の
囀
り
は
心
に
染
み
わ
た
る
美
し
い
鳴
き
声
で
あ
り
、〔
そ
の

声
は
た
と
え
〕
天
〔
人
が
奏
で
る
〕
楽
〔
器
の
音
色
〕
を
以
て

し
て
も
比
べ
よ
う
が
な
い
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
四
に
は
〔
経
文
の
「
常
讚
念
佛
念
法
念
僧
」
と
は
、

無
数
の
〕
宝
〔
玉
で
彩
ら
れ
た
〕
鳥
〔
た
ち
〕
は
、〔
囀
る
〕

声
を
〔
途
切
れ
る
こ
と
な
く
〕
連
ね
、
声
を
あ
わ
せ
て
、〔
極

楽
世
界
に
お
け
る
〕
念
仏
と
念
法
と
念
僧
〔
と
い
う
教
え
〕
を

称
讃
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

さ
て
〔
こ
こ
で
説
示
す
る
三
宝
に
つ
い
て
で
あ
る
が
〕、「
仏
」

と
は
、
こ
れ
は
衆
生
に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
〔
、
そ
し
て
心
か

ら
尊
敬
す
る
に
あ
た
い
す
る
〕
大
い
な
る
師
で
あ
る
。〔
仏
た

る
者
は
、衆
生
の
〕邪
心
を
取
り
除
き
、〔
そ
し
て
〕正
し
き〔
道
〕
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へ
と
向
か
わ
せ
る
〔
存
在
で
あ
る
〕。〔
ま
た
〕「
法
」
と
は
、

こ
れ
は
衆
生
に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
良
薬
で
あ
る
。〔
こ
の
薬

は
、〕
煩
悩
と
い
う
毒
〔
に
よ
っ
て
侵
さ
れ
た
〕
病
を
断
ち
切
り
、

〔
仏
道
修
行
に
よ
っ
て
得
る
と
こ
ろ
の
〕
法
身
を
清
浄
と
す
る

〔
存
在
で
あ
る
〕。〔
ま
た
〕「
僧
」
と
は
、
こ
れ
は
衆
生
に
と
っ

て
こ
の
上
な
い
、
福
徳
を
生
み
出
す
究
極
の
存
在
で
あ
る
。
た

だ〔
人
々
が
、自
ら
の
〕心
を〔
飲
食
と
衣
服
と
臥
具
と
医
薬
の
〕

四
種
の
供
養
に
集
中
し
、
疲
労
を
顧
み
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

す
れ
ば
、〔
彼
ら
は
人
・
天
・
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
と
い
う
〕

五
乗
〔
そ
れ
ぞ
れ
の
〕
功
徳
に
お
い
て
、〔
自
ら
の
所
〕
念
に

対
応
し
て
、
意
の
ま
ま
に
〔
個
々
が
求
め
る
五
乗
の
果
に
〕
到

達
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

〔
さ
て
〕
こ
の
摩
尼
宝
珠
は
、〔
こ
の
『
観
経
』
の
経
文
の

よ
う
に
〕
ま
ず
八
種
の
功
徳
が
あ
る
水
を
出
し
、〔
そ
の
〕
後

に
様
々
に
金
色
の
光
を
放
つ
。〔
こ
の
よ
う
に
極
楽
世
界
の
池

の
中
央
に
あ
る
摩
尼
宝
珠
は
〕た
だ〔
煩
悩
の
〕闇
を
破
り
、〔
衆

生
の
〕
昏
迷
を
取
り
除
く
だ
け
で
は
な
い
。〔
摩
尼
宝
珠
か
ら

放
た
れ
る
八
種
の
功
徳
が
あ
る
水
や
金
色
の
光
が
〕
到
達
す
る

〔
す
べ
て
の
〕
場
所
に
お
い
て
、〔
阿
弥
陀
仏
の
教
導
の
一
環
と

し
て
〕
仏
が
行
う
べ
き
教
化
を
実
施
す
る
。

【
観
経
・
第
五
宝
池
観
】

是
爲
八
功
德
水
想
名
第
五
觀

【
観
経
疏
】

第
七
に
「
是
爲
」
か
ら
以
下
は
、〔
こ
の
第
五
観
〕
を
総
括

し
て
ま
と
め
て
い
る
。

以
上
、
こ
こ
ま
で
七
項
目
の
内
容
が
あ
る
が
、
広
く
宝
池
観

に
関
す
る
説
明
を
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

【
観
経
・
第
六
宝
楼
観
】

（
科
段
の
た
め
該
当
部
な
し
）

【
観
経
疏
】

第
六
に
宝
楼
観
の
中
〔
の
経
文
〕
に
つ
い
て
、
ま
た
は
じ
め

に〔
こ
の
宝
楼
観
を
〕提
示
し
、次
に〔
経
文
の
詳
細
な
内
容
を
〕

解
説
し
、
そ
の
後
に
〔
こ
の
宝
楼
観
に
関
す
る
注
釈
を
〕
ま
と

め
る
。
つ
ま
り
〔
こ
の
宝
楼
観
の
注
釈
と
し
て
、
以
下
の
〕
十
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一
項
目
が
あ
る
。

【
観
経
・
第
六
宝
楼
観
】

衆
寳
國
土

【
観
経
疏
】

〔
ま
ず
〕
最
初
に
〔
経
文
の
〕「
衆
寳
國
土
」
と
は
、
つ
ま

り
こ
れ
は
〔
こ
の
第
六
観
の
〕
全
体
の
名
称
を
提
示
し
、
こ
こ

ま
で
の
内
容
を
総
括
し
、
以
下
の
〔
内
容
を
〕
提
起
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
〔
次
の
こ
と
を
〕
明
か
し
て
い
る
。〔
極
楽
〕

浄
土
に
宝
〔
玉
で
で
き
た
、
極
楽
世
界
の
宝
池
か
ら
溢
れ
出
る

水
の
〕
流
れ
が
あ
っ
て
、〔
そ
の
水
が
極
楽
世
界
の
方
々
に
〕

注
ぐ
と
は
い
っ
て
も
、
も
し
〔
極
楽
世
界
に
〕
宝
〔
玉
で
彩
ら

れ
た
〕
楼
閣
や
宮
殿
が
な
け
れ
ば
、〔
そ
の
よ
う
な
仏
国
土
は
〕

決
し
て
精
巧
な
〔
世
界
〕
で
は
な
い
。
こ
の
〔
宝
楼
の
存
在
〕

に
よ
っ
て
、
極
楽
世
界
の
様
相
（
依
報
荘
厳
）
の
種
々
が
完
備

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
観
経
・
第
六
宝
楼
観
】

一
一
界
上

【
観
経
疏
】

第
二
に
〔
経
文
の
〕「
一
一
界
上
」
と
は
、
ま
さ
に
宝
楼
が

存
在
す
る
場
所
に
つ
い
て
明
か
し
て
い
る
。〔
極
楽
世
界
の
〕

大
地
は
、
彼
の
世
界
に
遍
満
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、〔
こ
の
〕

宝
楼
も
〔
ま
た
、
遍
満
す
る
大
地
の
上
に
遍
在
し
て
お
り
、
そ

の
数
は
〕
極
ま
る
こ
と
が
な
い
。

【
観
経
・
第
六
宝
楼
観
】

有
五
百
億
寳
樓
閣

【
観
経
疏
】

第
三
に
〔
経
文
の
〕「
有
五
百
億
」
と
は
、ま
さ
に
そ
の
〔
宝

楼
の
〕
数
を
表
現
し
て
い
る
。〔
極
楽
世
界
の
大
地
の
〕
一
区

画
一
区
画
の
上
に
、
こ
の
よ
う
に
〔
五
百
億
も
の
宝
楼
が
存
在

し
て
い
る
〕
の
で
あ
る
。〔
極
楽
世
界
の
大
地
が
〕
彼
の
世
界

に
遍
満
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
宝
楼
も
同
様
に
〔
極
楽
世

界
の
大
地
の
上
に
遍
在
し
て
い
る
〕の
で
あ
る
。〔
こ
の
こ
と
を
〕
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よ
く
知
る
が
よ
い
。

【
観
経
・
第
六
宝
楼
観
】

其
樓
閣
中
有
無
量
諸
天
作
天
伎
樂

【
観
経
疏
】

第
四
に
〔
経
文
の
〕「
其
樓
閣
中
」
か
ら
、「
作
天
伎
樂
」
ま

で
は
、
ま
さ
に
楼
閣
の
内
部
の
荘
厳
を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
六
宝
楼
観
】

又
有
樂
器
懸
處
虚
空
如
天
寳
幢
不
鼓
自
鳴

【
観
経
疏
】

第
五
に
〔
経
文
の
〕「
又
有
樂
器
」
か
ら
、「
不
鼓
自
鳴
」
ま

で
は
、
ま
さ
に
楼
閣
の
外
の
荘
厳
を
明
か
し
て
い
る
。
宝
で
で

き
た
楽
器
が
空
を
飛
び
、〔
そ
の
楽
器
が
奏
で
る
〕
音
色
は
〔
仏
〕

法
〔
の
教
え
と
な
っ
て
〕
響
き
渡
っ
て
い
る
。〔
そ
の
音
色
は
〕

昼
夜
に
わ
た
っ
て
〔
一
日
に
〕
六
回
、
ま
る
で
天
界
の
宝
幢
の

よ
う
に
、〔
触
れ
も
し
な
い
の
に
〕
ひ
と
り
で
に
鳴
り
響
い
て

い
る
。

【
観
経
・
第
六
宝
楼
観
】

此
衆
音
中
皆
説
念
佛
念
法
念
比
丘
僧

【
観
経
疏
】

第
六
に
〔
経
文
の
〕「
此
衆
音
中
」
か
ら
、「
念
比
丘
僧
」
ま

で
は
、
ま
さ
に
〔
こ
の
宝
で
で
き
た
〕
楽
器
に
は
何
の
意
志
も

な
い
も
の
の
、〔
こ
の
楽
器
に
は
〕
法
を
説
き
明
か
す
功
徳
が

あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
六
宝
楼
観
】

此
想
成
已
名
爲
粗
見
極
樂
世
界
寳
樹
寳
地
寳
池

【
観
経
疏
】

第
七
に
〔
経
文
の
〕「
此
想
成
已
」
か
ら
、「
寳
池
」
ま
で
は
、

ま
さ
に
〔
こ
の
第
六
〕
観
が
成
就
し
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

こ
れ
は
心
を
専
一
に
し
、〔
極
楽
世
界
の
様
相
と
い
う
〕
対
象

に
集
中
さ
せ
て
、〔
彼
の
極
楽
世
界
の
〕
宝
楼
を
目
の
当
た
り

に
す
る
こ
と
を
切
望
し
、
自
策
自
励
し
て
〔
心
が
極
楽
世
界
か

ら
〕
移
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、〔
極
楽
世
界
の
〕
上
方
か
ら
〔
宝
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樹
や
宝
地
や
宝
池
な
ど
が
〕
す
べ
て
顕
現
す
る
こ
と
を
明
か
し

て
い
る
。

【
観
経
・
第
六
宝
楼
観
】

是
爲
總
觀
想
名
第
六
觀

【
観
経
疏
】

第
八
に
〔
経
文
の
〕「
是
爲
」
か
ら
以
下
は
、〔
こ
の
第
六
観
〕

を
総
括
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

【
観
経
・
第
六
宝
楼
観
】

若
見
此
者

【
観
経
疏
】

第
九
に
〔
経
文
の
〕「
若
見
此
者
」
と
は
、こ
こ
ま
で
の
〔
第

六
〕
観
の
内
容
を
提
示
し
、〔
こ
の
第
六
観
を
実
修
し
た
〕
後

に
利
益
が
あ
る
こ
と
〔
を
明
か
し
て
い
る
〕。

【
観
経
・
第
六
宝
楼
観
】

除
無
量
億
劫
極
重
惡
業
命
終
之
後
必
生
彼
國

【
観
経
疏
】

第
十
に
〔
経
文
の
〕「
除
無
量
」
か
ら
、「
生
彼
國
」
ま
で
は
、

ま
さ
に
〔
経
〕
法
に
則
っ
て
観
察
〔
を
実
践
〕
す
れ
ば
、
永
い

時
間
に
わ
た
っ
て
輪
廻
を
繰
り
返
す
こ
と
と
な
る
〔
、
自
ら
が

こ
れ
ま
で
犯
し
続
け
て
き
た
罪
と
、
そ
の
罪
の
報
い
に
よ
る
〕

障
害
が
〔
す
べ
て
〕
取
り
除
か
れ
る
。〔
そ
う
な
る
こ
と
で
〕

こ
の
身
体
が
清
ら
か
な
る
も
の
と
な
り
、〔
衆
生
を
救
済
し
よ

う
と
す
る
〕
仏
の
本
心
に
対
応
し
、〔
こ
の
娑
婆
世
界
で
の
〕

身
を
捨
て
去
り
、〔
次
な
る
〕
未
来
に
は
必
ず
〔
極
楽
世
界
に
〕

往
生
す
る
こ
と
に
〔
何
ら
の
〕
疑
い
も
な
い
こ
と
を
明
か
し
て

い
る
。

【
観
経
・
第
六
宝
楼
観
】

作
是
觀
者
名
爲
正
觀
若
他
觀
者
名
爲
邪
觀

【
観
経
疏
】

第
十
一
に
〔
経
文
の
〕「
作
是
觀
者
」
か
ら
、「
邪
觀
」
ま
で
は
、

観
察
〔
対
象
の
〕
邪
正
に
つ
い
て
説
示
し
て
い
る
こ
と
を
明
か

し
て
い
る
。
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以
上
、
こ
こ
ま
で
十
一
項
目
の
内
容
が
あ
る
が
、
広
く
宝
楼

観
に
関
す
る
説
明
を
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

【
観
経
・
第
七
華
座
観
】

（
科
段
の
た
め
該
当
部
な
し
）

【
観
経
疏
】

第
七
に
華
座
観
の
中
に
つ
い
て
、
ま
ず
〔
誰
に
対
し
て
こ
の

教
説
を
説
く
か
を
〕
提
示
し
、
次
に
〔
そ
の
内
容
を
〕
明
ら
か

に
し
、〔
そ
の
〕
後
に
〔
こ
の
観
に
つ
い
て
〕
ま
と
め
る
。〔
こ

の
第
七
華
座
観
を
解
説
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
内
容
を
〕
十
九

に
区
分
す
る
。

【
観
経
・
第
七
華
座
観
】

佛
告
阿
難
及
韋
提
希
諦
聽
諦
聽
善
思
念
之
佛
當
爲
汝
分
別
解
説

除
苦
惱
法

【
観
経
疏
】

第
一
に
〔
経
文
の
〕「
仏
告
阿
難
」
か
ら
、「
除
苦
悩
法
」
ま

で
は
、
ま
さ
に
〔
釈
尊
が
阿
難
と
韋
提
希
に
対
し
て
、
こ
れ
よ

り
こ
の
第
七
華
座
観
の
〕
教
え
を
説
く
か
ら
、〔
こ
の
教
え
を

よ
く
よ
く
〕
聴
き
取
る
よ
う
に
と
指
示
す
る
こ
と
を
明
か
し
て

い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
三
項
目
が
あ
る
。

〔
第
〕
一
に
〔
経
文
の
「
佛
告
阿
難
及
韋
提
希
」
と
は
、
釈

尊
が
阿
難
と
韋
提
希
の
〕
二
人
を
指
名
し
て
〔
、
こ
の
教
え
を

説
く
こ
と
を
〕
告
げ
る
。

〔
第
〕
二
に
〔
経
文
の
「
諦
聽
諦
聽
善
思
念
之
」
と
は
、
釈

尊
が
阿
難
と
韋
提
希
の
二
人
に
対
し
て
、〕
よ
く
よ
く
〔
こ
の

第
七
華
座
観
の
教
え
を
〕
聴
き
取
る
よ
う
に
命
じ
た
上
で
、
こ

の
〔
内
容
を
〕
一
点
の
間
違
い
も
な
く
受
け
止
め
、
心
を
集
中

し
て
実
践
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
〔
経
文
の
「
佛
當
爲
汝
分
別
解
説
除
苦
惱
法
」

と
は
、〕
釈
尊
は
〔
阿
難
と
韋
提
希
の
二
人
の
〕
た
め
に
〔
こ
の
〕

華
座
を
観
察
す
る
方
法
を
説
き
、
た
だ
ひ
た
す
ら
心
を
集
中
さ

せ
、〔
華
座
に
〕
想
い
を
か
け
れ
ば
、〔
こ
れ
ま
で
犯
し
た
〕
罪

と
〔
そ
の
報
い
に
よ
る
〕
苦
し
み
が
取
り
除
か
れ
る
こ
と
を
明

か
し
て
い
る
。
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【
観
経
・
第
七
華
座
観
】

汝
等
憶
持
廣
爲
大
衆
分
別
解
説

【
観
経
疏
】

第
二
に
〔
経
文
の
〕「
汝
等
憶
持
」
か
ら
、「
解
説
」
ま
で
は
、

ま
さ
に
〔
こ
の
第
七
華
座
観
の
教
え
を
〕
説
き
示
し
、
広
く
流

布
さ
せ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

こ
の
〔
第
七
華
座
観
の
〕
観
察
の
方
法
は
〔『
観
経
』
の
中

で
も
〕
特
に
重
要
で
あ
り
、〔
こ
の
観
察
の
実
践
は
、
常
に
輪

廻
に
〕沈
み
込
ん
で
い
る〔
凡
夫
を
〕急
ぎ
救
う〔
教
え
で
あ
る
〕。

衆
生
は
〔
自
ら
の
〕
愛
欲
と
迷
い
に
よ
っ
て
六
道
〔
の
中
〕
を

彷
徨
い
な
が
ら
流
さ
れ
続
け
て
い
る
の
で
、〔
釈
尊
は
〕「
そ
な

た
は
、
こ
の
〔
第
七
華
座
〕
観
を
〔
実
践
し
、
そ
の
境
地
を
〕

保
持
し
て
、
い
た
る
所
で
〔
こ
の
観
察
の
実
践
を
〕
説
き
勧
め
、

〔
そ
し
て
自
ら
も
〕
実
践
し
、
す
べ
て
の
人
々
に
対
し
て
〔
こ

の
第
七
華
座
観
の
こ
と
を
〕
広
く
知
ら
し
め
、と
も
ど
も
に
〔
輪

廻
か
ら
〕
解
脱
し
て
、〔
こ
の
三
界
か
ら
脱
し
て
、
極
楽
に
〕

往
生
さ
せ
る
よ
う
に
」
と
説
き
示
し
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
て

い
る
。

【
観
経
・
第
七
華
座
観
】

説
是
語
時
無
量
壽
佛
住
立
空
中
觀
世
音
大
勢
至
是
二
大
士
侍
立

左
右
光
明
熾
盛
不
可
具
見
百
千
閻
浮
檀
金
色
不
得
爲
比

【
観
経
疏
】

第
三
に
〔
経
文
の
〕「
説
是
語
時
」
か
ら
、「
不
得
為
比
」
ま

で
は
、ま
さ
に〔
こ
の
〕娑
婆
世
界
を
救
い〔
導
く
教
え
〕主〔
釈

尊
〕
は
、
衆
生
を
〔
救
い
導
く
〕
た
め
に
、〔
衆
生
に
対
し
て
〕

想
い
を
西
方
〔
極
楽
世
界
〕
に
集
中
さ
せ
る
。〔
そ
し
て
〕
安

楽
〔
世
界
に
い
る
〕
大
慈
〔
悲
の
〕
仏
〔
で
あ
る
阿
弥
陀
仏
〕
は
、

〔
韋
提
希
ひ
い
て
は
す
べ
て
の
人
々
の
〕願
い
を
知
る
か
ら
こ
そ
、

〔
西
方
の
極
楽
世
界
か
ら
〕
東
側
〔
に
あ
る
こ
の
現
実
〕
世
界

に
姿
を
現
し
、
来
臨
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
つ
ま
り
、

釈
尊
の
説
示
と
、
阿
弥
陀
仏
の
来
臨
に
お
い
て
、〔
こ
の
二
尊

の
大
慈
悲
に
〕
相
違
が
な
い
こ
と
〔
の
何
よ
り
の
証
し
で
あ
る
〕。

た
だ
し
〔
釈
尊
の
説
示
も
、
阿
弥
陀
仏
の
来
臨
も
、
意
図
的
に
〕

隠
す
時
も
あ
れ
ば
、
明
ら
か
に
す
る
時
も
あ
る
。
ま
さ
に
人
々

の
宗
教
的
な
実
践
能
力
が
千
差
万
別
で
あ
っ
て
、〔
釈
尊
も
阿
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弥
陀
仏
も
、
対
象
が
〕
相
互
に
世
俗
の
一
般
の
人
で
あ
れ
、
修

行
が
進
ん
だ
聖
者
で
あ
れ
、〔
教
説
の
提
示
も
、
仏
身
の
顕
現
も
、

常
に
人
々
の
宗
教
的
な
実
践
能
力
に
〕応
じ
た〔
教
導
を
〕行
う
。

〔
経
文
の
〕「
説
是
語
時
」〔
か
ら
以
下
〕
は
、
ま
さ
に
こ
れ

に
つ
い
て
七
項
目
が
あ
る
。

〔
第
〕
一
に
〔
経
文
の
「
説
是
語
時
」
と
は
、
釈
尊
が
あ
え

て
阿
難
と
韋
提
希
の
〕
二
人
の
名
を
呼
び
、〔
今
が
教
え
を
〕

説
き
示
そ
う
と
す
る
ま
さ
に
そ
の
時
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て

い
る
。

〔
第
〕
二
に
〔
経
文
の
「
無
量
寿
仏
住
立
空
中
」
と
は
〕、

阿
弥
陀
仏
は
〔
韋
提
希
ひ
い
て
は
す
べ
て
の
人
々
の
称
名
念
仏

の
〕
声
に
応
じ
て
〔
そ
の
姿
を
〕
顕
現
し
、〔
こ
の
世
界
に
仏

身
を
顕
現
す
る
こ
と
で
、
そ
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た
者
は

極
楽
世
界
へ
の
〕
往
生
を
必
ず
得
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
〔
同
じ
く
「
無
量
寿
仏
住
立
空
中
」
と
は
〕、

阿
弥
陀
仏
が
空
中
に
あ
っ
て
、
し
か
も
立
っ
た
ま
ま
の
姿
で
い

る
と
い
う
こ
と
は
、〔
人
々
が
極
楽
世
界
に
〕
心
を
振
り
向
け
、

〔
そ
し
て
心
を
〕
集
中
さ
せ
、
極
楽
世
界
に
往
生
し
た
い
と
願

う
な
ら
ば
、
即
時
に
往
生
さ
せ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
で
は
〕
問
う
。〔
阿
弥
陀
〕
仏
の
功
徳
は
〔
極
め
て
〕
尊
く
、

そ
し
て
〔
甚
だ
〕
高
い
も
の
で
あ
る
。〔
そ
の
威
厳
に
満
ち
満

ち
た
姿
に
お
い
て
〕
容
易
に
、
軽
々
し
く
立
ち
上
が
る
も
の
で

も
な
い
は
ず
で
あ
る
。〔
阿
弥
陀
仏
は
〕
今
や
〔
自
ら
の
〕
本

願
を
捨
て
去
る
こ
と
な
ど
な
く
、〔
こ
の
世
界
に
〕来
臨
し
て〔
自

ら
の
〕
大
慈
悲
に
応
じ
る
際
に
、
ど
う
し
て
〔
華
座
に
上
に
〕

端
正
に
座
し
た
ま
ま
で
〔
こ
の
世
界
の
〕
人
々
の
〔
前
に
〕
到

来
し
な
い
の
か
。

答
え
る
。
こ
の
こ
と
は
〔
阿
弥
陀
〕
如
来
に
特
別
な
〔
仏
と

し
て
の
〕
密
か
な
る
意
志
が
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
よ

く
よ
く
考
え
る
に
、〔
こ
の
〕
娑
婆
の
苦
し
み
の
世
界
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
悪
が
混
在
し
て
お
り
、八
種
の
苦
し
み
が
と
も
に〔
こ

の
身
に
襲
い
来
た
り
て
、
我
が
身
を
〕
焼
き
尽
く
し
〔
、
こ
う

し
て
苦
に
苛
ま
さ
れ
る
か
ら
こ
そ
、
さ
ら
な
る
〕
罪
を
犯
し
続

け
る
こ
と
と
な
る
。〔
ま
た
苦
や
煩
悩
は
〕
偽
り
の
心
を
隠
し
、

親
し
い
顔
を
し
て
、〔
い
や
ら
し
げ
な
〕
含
み
笑
い
を
し
な
が

ら
〔
近
づ
い
て
は
、
結
果
と
し
て
さ
ら
な
く
苦
や
迷
い
へ
と
陥
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れ
〕、
六
賊
〔
と
で
も
い
う
べ
き
、
六
根
が
認
識
の
対
象
と
す

る
悪
し
き
存
在
〕
は
〔
人
に
〕
常
に
付
き
随
い
、
三
悪
道
へ
と

落
ち
込
む
燃
え
盛
る
巨
大
な
火
の
穴
が
〔
足
元
に
あ
い
て
お
り
、

そ
の
穴
に
〕
突
き
落
と
そ
う
と
す
る
。
も
し
〔
阿
弥
陀
仏
が
、

そ
の
〕
足
を
あ
げ
て
、〔
こ
れ
ら
〕
迷
え
る
〔
人
々
〕
を
救
済

し
な
け
れ
ば
、〔
自
ら
の
〕
業
に
束
縛
さ
れ
た
〔
輪
廻
と
い
う
〕

牢
獄
か
ら
、
一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
の
か
。〔
い
や
、
輪
廻
の
牢
獄
か
ら
免
れ
る
こ
と
は
で
き

な
い
。〕
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、〔
阿
弥
陀
仏
は
〕
立
ち
上
が
っ

て
、〔
輪
廻
の
牢
獄
に
繋
が
れ
た
人
々
を
、
急
ぎ
〕
救
済
す
る

た
め
に
〔
、
こ
の
輪
廻
の
世
界
に
立
っ
た
ま
ま
〕
到
来
す
る
の

で
あ
っ
て
、
座
っ
た
ま
ま
の
姿
で
〔
救
済
す
べ
き
〕
人
々
の
も

と
に
赴
く
こ
と
は
な
い
。

〔
第
〕
四
に
〔
経
文
の
「
觀
世
音
大
勢
至
是
二
大
士
侍
立
左

右
」
と
は
〕、
観
音
〔
菩
薩
〕
と
勢
至
〔
菩
薩
〕
を
〔
阿
弥
陀

仏
の
両
〕
脇
侍
と
し
て
、〔
そ
の
〕
他
に
は
〔
誰
も
〕
い
な
い

こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
五
に
〔
経
文
の
「
光
明
熾
盛
」
と
は
〕、〔
阿
弥
陀
仏

と
観
音
菩
薩
と
勢
至
菩
薩
の
〕
三
尊
は
身
体
も
心
も
円
満
に
し

て
清
浄
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、〔
こ
の
三
尊
が
放
つ
〕
光
明
が
い

よ
い
よ
盛
ん
な
る
様
子
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕六
に〔
経
文
の「
不
可
具
見
」
と
は
、以
下
の
こ
と
を
〕

明
か
し
て
い
る
。〔
阿
弥
陀
〕
仏
の
身
体
か
ら
放
た
れ
る
光
明

は
全
世
界
を
明
る
く
照
ら
し
出
す
が
、〔
煩
悩
の
〕
垢
〔
と
い
う
〕

障
害
〔
で
覆
わ
れ
た
〕
凡
夫
が
ど
う
し
て
〔
阿
弥
陀
仏
の
光
明

を
〕詳
細
に
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。〔
い
や
、

自
ら
の
煩
悩
に
覆
わ
れ
た
凡
夫
は
、
阿
弥
陀
仏
の
光
明
を
目
の

当
た
り
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。〕

〔
第
〕
七
に
〔
経
文
の
「
百
千
閻
浮
檀
金
色
不
得
爲
比
」
と

は
、
阿
弥
陀
仏
の
〕
仏
身
が
無
漏
で
あ
る
以
上
、〔
阿
弥
陀
仏

が
放
つ
〕光
明
も
ま
た
同
様〔
に
無
漏
で
あ
る
〕。
ど
う
し
て〔
こ

の
世
界
に
あ
る
〕
有
漏
の
黄
金
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
こ
の

〔
阿
弥
陀
仏
の
光
明
と
〕比
較
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。〔
い
や
、

で
き
な
い
。〕
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【
観
経
・
第
七
華
座
観
】

時
韋
提
希
見
無
量
壽
佛
已
接
足
作
禮

【
観
経
疏
】

第
四
に
「
時
韋
提
希
見
無
量
」
か
ら
、「
作
禮
」
ま
で
は
、

ま
さ
に
韋
提
希
は
実
の
と
こ
ろ
〔
煩
悩
の
〕
垢
に
〔
覆
わ
れ
た
〕

凡
〔
愚
〕
な
女
性
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
よ
く
よ

く
考
え
る
と
、〔
釈
尊
の
〕
聖
な
る
力
が
〔
韋
提
希
〕
に
対
し

て
目
に
は
見
え
ず
と
も
加
わ
り
、彼
の
〔
阿
弥
陀
仏
が
空
中
に
〕

現
れ
た
時
、〔
釈
尊
が
韋
提
希
に
対
し
て
、
目
の
前
の
阿
弥
陀

仏
に
向
か
っ
て
〕
五
体
投
地
す
る
よ
う
に
〔
と
導
い
た
〕
こ
と

を
明
か
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
つ
ま
り
「
序
分
」
で
は
〔
韋
提
希
が
、
釈
尊
が

放
っ
た
光
明
の
中
に
〕
清
浄
な
る
仏
国
土
〔
で
あ
る
極
楽
世
界
〕

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
心
の
底
か
ら
喜
ん
だ
〔
も
の
の
〕、

自
身
の
〔
宗
教
的
な
能
力
で
は
、
阿
弥
陀
仏
を
目
の
当
た
り
に

す
る
こ
と
は
〕で
き
な
か
っ
た
。
今〔
こ
の
第
七
観
冒
頭
〕で
は
、

〔
韋
提
希
は
〕
ま
さ
に
阿
弥
陀
仏
を
目
の
当
た
り
に
し
、〔
そ
う

す
る
こ
と
で
〕
さ
ら
に
い
よ
い
よ
心
〔
の
眼
〕
が
開
か
れ
、〔
こ

こ
で
十
信
中
の
〕
忍
〔
の
境
地
〕
を
覚
っ
た
の
で
あ
る
。

【
観
経
・
第
七
華
座
観
】

白
佛
言
世
尊
我
今
因
佛
力
故
得
見
無
量
壽
佛
及
二
菩
薩

【
観
経
疏
】

第
五
に
「
白
佛
言
」
か
ら
、「
及
二
菩
薩
」
ま
で
は
、
ま
さ

に
〔
韋
提
希
〕
夫
人
が
釈
尊
か
ら
〔
絶
大
な
る
〕
恩
恵
を
そ
の

身
に
受
け
、
他
の
衆
生
の
た
め
に
〔
あ
え
て
〕
疑
念
を
口
に
出

し
て
、〔
こ
の
〕
後
に
問
い
を
発
言
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

こ
れ
は
つ
ま
り
〔
韋
提
希
〕
夫
人
の
意
図
は
、
釈
尊
は
今
こ
う

し
て
実
際
に
存
在
し
て
い
る
か
ら
、〔
自
身
は
〕
釈
尊
の
護
念

を
受
け
、
阿
弥
陀
仏
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

釈
尊
が
入
滅
し
〔
こ
の
世
界
か
ら
姿
を
消
し
た
〕
後
の
〔
時
代

の
〕
衆
生
は
、〔
一
体
〕
ど
の
よ
う
に
し
て
〔
阿
弥
陀
仏
を
〕

目
の
当
た
り
に
す
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
〔
疑
念
を
〕
明
か
し

て
い
る
。
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【
観
経
・
第
七
華
座
観
】

未
來
衆
生
當
云
何
觀
無
量
壽
佛
及
二
菩
薩

【
観
経
疏
】

第
六
に
「
未
來
衆
生
」
か
ら
、「
及
二
菩
薩
」
ま
で
は
、
こ

の
〔
韋
提
希
〕
夫
人
は
〔
仏
滅
後
の
〕
衆
生
の
た
め
に
、〔
あ

え
て
こ
の
よ
う
な
〕
要
請
を
口
に
出
し
、〔
仏
滅
後
の
衆
生
も
〕

自
ら
と
同
様
に
〔
阿
弥
陀
仏
を
〕
目
の
当
た
り
に
さ
せ
よ
う
と

す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
七
華
座
観
】

佛
告
韋
提
希
欲
觀
彼
佛
者
當
起
想
念

【
観
経
疏
】

第
七
に
「
佛
告
韋
提
」
か
ら
、「
當
起
想
念
」
ま
で
は
、
ま

さ
に
総
じ
て
〔
韋
提
希
の
名
を
〕
告
げ
て
、〔
今
か
ら
韋
提
希

の
た
め
に
教
え
を
〕
説
示
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
で
は
〕
問
う
。〔
韋
提
希
〕
夫
人
が
〔
釈
尊
に
対
し
て
教

え
を
説
く
よ
う
に
と
〕
懇
願
し
た
こ
と
は
、
自
ら
が
〔
阿
弥
陀

仏
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
は
〕
も
と
よ
り
、〔
す
べ
て
の

未
来
世
一
切
の
〕
衆
生
が
〔
阿
弥
陀
仏
を
目
の
当
た
り
に
す
る

こ
と
を
願
っ
た
〕
た
め
で
あ
る
。
如
来
（
釈
尊
）
が
〔
そ
の
韋

提
希
の
懇
願
に
対
し
て
〕
答
え
を
説
き
示
す
に
及
ん
で
、〔
ど

う
し
て
こ
こ
で
は
〕
た
だ
韋
提
希
の
み
の
名
を
呼
び
、〔
す
べ

て
の
未
来
世
一
切
の
〕
衆
生
に
対
し
て
〔
教
え
を
説
示
し
て
〕

い
な
い
の
か
。

答
え
る
。
仏
た
る
存
在
は
、
教
化
の
場
面
に
立
ち
臨
ん
で
、

教
え
を
説
き
示
す
こ
と
で
、
人
々
を
救
う
。〔
ま
た
衆
生
か
ら

説
教
を
〕懇
願
さ
れ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、〔
仏
た
る
存
在
は
〕

自
ら
〔
進
ん
で
〕
教
え
を
説
き
弘
め
る
。
ど
う
し
て
〔
仏
が
、

韋
提
希
の
み
を
個
〕別
に
指
名
す
る
こ
と〔
だ
け
〕を
論
及
し
て
、

〔
そ
の
際
の
教
化
の
対
象
に
未
来
世
一
切
衆
生
が
〕
等
し
く
備

わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。〔
こ
こ
で
は
韋

提
希
の
み
な
ら
ず
未
来
世
一
切
衆
生
も
説
示
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
の
だ
。〕
た
だ
〔
こ
こ
で
は
、
経
〕
文
が
省
略
さ
れ
て
い

る
か
ら
、〔
あ
え
て
韋
提
希
と
付
随
的
に
〕
未
来
世
一
切
衆
生

が
加
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。〔
む
し
ろ
、こ
の
経
文
の
〕

本
意
は
、
必
ず
〔
韋
提
希
と
と
も
に
、
未
来
世
一
切
衆
生
も
説
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示
の
対
象
〕
と
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
七
華
座
観
】

於
七
寶
地
上
作
蓮
華
想

【
観
経
疏
】

第
八
に
「
七
寶
地
上
」
か
ら
、「
華
想
」
ま
で
は
、ま
さ
に
〔
釈

尊
が
韋
提
希
と
未
来
世
一
切
衆
生
に
対
し
て
〕
観
察
行
の
具
体

的
な
手
段
を
教
え
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
で
は
〕問
う
。
衆
生〔
と
い
う
存
在
は
〕無
知
蒙
昧
で
あ
っ

て
、
心
が
描
き
出
し
た
〔
幻
の
如
き
〕
対
象
〔
ば
か
り
を
〕
追

い
求
め
、〔
い
た
ず
ら
に
〕
労
苦
を
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。〔
何

か
を
そ
の
〕
目
の
前
に
し
た
と
し
て
も
、〔
そ
れ
が
〕
目
に
見

え
て
い
な
い
こ
と
は
、〔
ま
る
で
〕
深
夜
に
徘
徊
す
る
か
の
よ

う
で
あ
る
。〔
こ
の
よ
う
な
衆
生
が
、
遥
か
〕
遠
く
の
〔
西
方

極
楽
世
界
と
い
う
〕
清
浄
な
境
界
を
対
象
と
し
て
、
ど
う
し
て

〔
そ
の
〕
す
べ
て
を
〔
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
〕
で
き
よ

う
か
。

答
え
る
。
も
し
衆
生
の
煩
悩
の
障
害
や
意
識
の
散
乱
を
念
頭

に
置
く
な
ら
ば
、〔
遥
か
遠
く
に
あ
る
極
楽
世
界
に
想
い
を
か

け
た
と
し
て
も
、〕
い
た
ず
ら
に
自
身
が
疲
労
す
る
ば
か
り
で

あ
っ
て
〔
、
そ
の
存
在
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
〕。〔
た
だ
〕
ひ
た
す
ら
〔
釈
尊
を
〕
敬
っ
て
、
聖

な
る
〔
威
神
〕
力
〔
の
加
備
〕
を
願
え
ば
、〔
釈
尊
の
威
神
力
が
〕

観
察
の
対
象
の
す
べ
て
を
目
の
当
た
り
に
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

〔
で
は
〕
ど
の
よ
う
な
作
法
に
則
っ
て
、
心
を
〔
極
楽
世
界

に
〕
集
中
さ
せ
て
、〔
そ
の
境
界
を
〕
目
の
当
た
り
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
の
か
。

作
法
に
則
ろ
う
と
す
る
際
に
は
、〔
よ
い
か
〕
行
者
た
ち
よ
、

ま
ず
仏
像
の
前
に
お
い
て
、心
の
底
か
ら
懺
悔
し
、〔
こ
れ
ま
で
〕

犯
し
〔
続
け
て
〕
き
た
罪
〔
の
す
べ
て
〕
を
告
白
し
、
深
く
慚

愧
〔
の
思
い
を
〕
な
し
、〔
自
ら
が
犯
し
た
罪
に
対
し
て
〕
悲

し
み
、〔
そ
し
て
〕号
泣
せ
よ
。〔
仏
前
で
、自
身
が
犯
し
た
罪
を
〕

懺
悔
し
終
わ
っ
た
な
ら
ば
、ま
た
心
〔
業
〕
と
口
〔
業
〕
を
〔
通

じ
て
〕、
釈
尊
や
全
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
み
仏
に
対
し
て
懇
願
し
、

ま
た
彼
の
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
念
じ
て
、〔
次
の
よ
う
に
〕
言

う
が
よ
い
。
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「
仏
弟
子
で
あ
る
〔
こ
の
私
は
〕、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

無
知
蒙
昧
で
あ
り
、〔
こ
れ
ま
で
犯
し
て
き
た
〕
罪
〔
と
そ
の

報
い
が
あ
ま
り
に
も
〕
重
く
、
そ
の
障
害
が
〔
も
た
ら
す
覚
り

と
の
〕
隔
た
り
は
、〔
も
は
や
〕
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ほ
ど
深

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。〔
た
だ
〕
願
わ
く
ば
、
仏
の
大
慈
悲

に
よ
る
救
い
と
導
き
の
も
と
、〔
こ
の
罪
深
き
我
が
身
に
教
え

を
〕
説
き
示
し
、〔
我
が
身
を
〕
覚
り
へ
と
導
き
た
ま
え
。〔
今
、

こ
こ
で
〕
観
察
の
対
象
と
し
て
い
る
〔
極
楽
世
界
の
〕
境
界
を
、

願
わ
く
ば
〔
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
〕
で
き
ま
す
よ
う
に
。

〔
私
は
〕
今
こ
そ
こ
の
身
も
こ
の
命
も
投
げ
捨
て
、
た
だ
ひ
た

す
ら
に
阿
弥
陀
仏
に
帰
依
申
し
上
げ
ま
す
。〔
私
が
極
楽
世
界

の
境
界
を
〕
目
の
当
た
り
に
で
き
る
こ
と
も
、〔
ま
た
〕
目
の

当
た
り
に
で
き
な
い
こ
と
も
、〔
す
べ
て
は
た
だ
〕
阿
弥
陀
仏

の
恩
寵
の
恵
み
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と
。

こ
の
〔
願
〕
文
を
口
に
し
た
後
で
、
そ
の
上
で
さ
ら
に
懺
悔

を
終
え
た
な
ら
ば
、
そ
の
ま
ま
静
か
な
る
場
所
に
身
を
移
し
、

顔
を
西
の
方
角
に
向
け
、
結
跏
趺
坐
す
る
こ
と
は
、
た
だ
ひ
た

す
ら
〔
日
想
観
に
お
い
て
〕
上
述
し
た
方
法
と
同
様
に
〔
せ
よ
〕。

そ
し
て
心
を
〔
西
方
の
一
点
に
〕
集
中
し
終
え
た
後
に
は
、
次

第
に
心
を
め
ぐ
ら
せ
て
彼
の
〔
極
楽
世
界
の
〕
宝
地
の
色
と
り

ど
り
の
荘
厳
が
明
ら
か
に
輝
く
こ
と
を
想
像
せ
よ
。最
初
に〔
極

楽
世
界
の
大
地
を
〕
観
想
す
る
際
に
は
、〔
一
度
に
〕
多
く
の

境
界
を
乱
れ
た
様
相
の
ま
ま
観
想
す
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ

う
に
せ
よ
。
な
ぜ
な
ら
ば
〔
最
初
に
観
想
す
る
際
、
多
く
の
境

界
を
対
象
と
し
て
も
〕
心
を
一
点
に
集
中
し
た
〔
禅
定
の
境
地
〕

を
得
る
こ
と
は
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。〔
そ
れ
故
、
最
初
に
観

想
す
る
際
に
は
〕
た
だ
〔
極
楽
世
界
の
大
地
の
〕
四
方
が
一
寸

か
ら
一
尺
な
ど
〔
の
広
さ
〕
を
観
想
す
る
よ
う
に
せ
よ
。〔
そ

の
期
間
は
〕
あ
る
い
は
一
日
、
二
日
、
三
日
、〔
ま
た
〕
あ
る

い
は
四
日
、
五
日
、
六
日
、
七
日
、〔
ま
た
〕
あ
る
い
は
一
ヶ
月
、

一
年
、
二
年
、
三
年
な
ど
と
し
て
、〔
そ
の
間
〕
昼
夜
を
問
う

こ
と
な
く
、
歩
い
て
い
る
時
も
、
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
時
も
、

座
っ
て
い
る
時
も
、
横
に
な
っ
て
い
る
時
も
、〔
四
六
時
中
、〕

身
体
と
口
と
意
志
に
お
け
る
行
為
〔
の
す
べ
て
〕
が
、
常
時
、

禅
定
の
境
地
と
一
体
化
す
る
よ
う
に
せ
よ
。〔
そ
の
際
に
は
〕

た
だ
す
べ
て
の
事
象
に
お
い
て
〔
認
識
の
対
象
も
認
識
の
作
用
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も
〕
と
も
に
捨
て
去
り
、
ま
る
で
心
を
失
い
、
耳
が
不
自
由
で
、

目
が
不
自
由
で
、
蒙
昧
の
よ
う
に
〔
外
界
を
遮
断
し
、
す
べ
て

の
認
識
作
用
を
停
止
し
た
〕
人
は
、
こ
の
禅
定
の
境
地
を
必
ず

や
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。も
し
こ
の
よ
う
に〔
外

界
を
遮
断
し
、
す
べ
て
の
認
識
作
用
を
停
止
し
た
〕
状
態
で
は

な
い
人
は
、
身
体
と
口
と
意
志
に
お
け
る
行
為
が
〔
外
界
の
〕

認
識
対
象
に
応
じ
て
〔
次
か
ら
次
へ
と
〕
変
化
し
、
禅
定
の
境

地
に
あ
る
観
想
が
打
ち
寄
せ
る
波
の
よ
う
に
飛
び
去
っ
て
し
ま

う
。〔
こ
の
よ
う
な
人
は
〕
た
と
え
千
年
の
寿
命
を
尽
く
そ
う

と
も
、
真
如
を
見
極
め
る
眼
（
法
眼
）
が
決
し
て
開
く
よ
う
な

こ
と
は
な
い
。
も
し
心
に
禅
定
の
境
地
を
得
た
時
に
は
、
あ
る

い
は
ま
ず
〔
極
楽
世
界
の
大
地
が
〕
光
輝
く
様
相
を
目
の
当
た

り
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
あ
る
い
は
ま
ず
宝
玉
で
彩
ら
れ
た
池

な
ど
が
様
々
に
光
輝
く
不
可
思
議
な
る
様
相
を
目
の
当
た
り
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
こ
の
際
、〕
二
種
類
の
見
え
方
が
あ
る
。
第
一
に
は
「
観

想
中
の
見
」（
想
見
）
で
あ
り
、こ
れ
は
〔
認
識
作
用
に
お
い
て
〕

ま
だ
知
覚
が
残
っ
て
い
る
場
合
で
あ
り
、〔
極
楽
世
界
の
〕
清

浄
な
る
境
界
（
浄
境
）
が
見
え
た
と
は
し
て
も
、
そ
の
大
部
分

が
明
瞭
に
見
え
る
〔
見
え
方
で
は
〕
な
い
。
第
二
に
は
、
内
面

〔
の
認
識
作
用
〕
と
外
界
〔
の
認
識
対
象
〕
の
〔
知
〕
覚
が
〔
と

も
に
す
べ
て
〕
滅
し
、〔
外
界
を
遮
断
し
、
す
べ
て
の
認
識
作

用
を
停
止
し
た
〕
正
受
三
昧
〔
と
い
う
境
地
〕
に
到
達
し
た
な

ら
ば
、
目
の
当
た
り
に
し
た
〔
極
楽
世
界
の
〕
清
浄
な
る
境
界

（
浄
境
）
は
「
観
想
中
の
見
」
で
は
な
く
（
非
想
見
）、〔
極
楽

世
界
の
情
景
が
そ
の
ま
ま
心
に
映
し
出
さ
れ
た
見
え
方
と
な

る
〕。
ど
う
し
て
〔
こ
の
二
種
の
見
え
方
〕
を
比
較
す
る
こ
と

が
で
き
よ
う
か
。〔
い
や
、
で
き
な
い
。〕

（
（1
（

【
観
経
・
第
七
華
座
観
】

令
其
蓮
華
一
一
葉
作
百
寶
色
有
八
萬
四
千
脈
猶
如
天
畫
脈
有
八

萬
四
千
光

【
観
経
疏
】

第
九
に
「
令
其
蓮
華
」
か
ら
、「
八
萬
四
千
光
」
ま
で
は
、

ま
さ
に
宝
玉
で
彩
ら
れ
た
華
に
様
々
の
荘
厳
〔
相
〕
が
あ
る
こ

と
を
明
か
し
て
い
る
。〔
こ
の
荘
厳
相
に
つ
い
て
〕
次
の
三
項
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目
が
あ
る
。〔
第
〕
一
に
は
、
一
枚
一
枚
の
〔
蓮
の
〕
華
の
葉

に
は
多
く
の
宝
玉
の
輝
き
が
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
二
に
は
、〔
そ
の
〕
一
枚
一
枚
の
〔
蓮
の
〕
葉
に
は
多
く

の
宝
玉
で
〔
で
き
た
〕
葉
脈
が
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
は
、〔
そ
の
〕
ひ
と
す
じ
ひ
と
す
じ
の
〔
葉
〕
脈
に

は
多
く
の
輝
き
が
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
〔
三
種
の
蓮
の
葉
の
荘
厳
相
〕
は
、〔
極
楽
世
界
を

観
想
す
る
〕
行
者
に
対
し
て
、心
を
〔
一
点
に
〕
集
中
さ
せ
〔
続

け
〕、こ
れ
ら
〔
蓮
の
葉
の
荘
厳
の
〕
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
〔
心
に
〕

想
い
描
か
せ
、
す
べ
て
を
心
の
眼
に
お
い
て
如
実
に
見
さ
せ
る

の
で
あ
る
。

〔
こ
う
し
て
〕
す
で
に
〔
蓮
の
〕
葉
を
〔
目
の
当
た
り
に
〕

見
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
次
に
〔
蓮
の
〕
葉
〔
と
葉
〕
の
間
に

あ
る
様
々
な
宝
玉
を
観
想
せ
よ
。

〔
そ
の
〕
次
に
は
、
そ
の
宝
玉
が
多
く
の
光
を
放
ち
、
そ
の

光
が
宝
玉
で
で
き
た
天
蓋
と
な
る
こ
と
を
観
想
せ
よ
。

〔
そ
の
〕
次
に
は
、
蓮
華
台
の
上
に
あ
る
様
々
な
宝
玉
や
宝

珠
で
飾
ら
れ
た
網
な
ど
を
観
想
せ
よ
。

〔
そ
の
〕
次
に
は
、
蓮
華
台
の
上
に
あ
る
四
本
の
支
柱
に
か

か
っ
た
宝
玉
で
で
き
た
幡
を
観
想
せ
よ
。

〔
そ
の
〕
次
に
は
、〔
そ
の
〕
幡
の
上
に
あ
る
宝
玉
で
で
き

た
花
飾
り
（
幔
）
を
観
想
せ
よ
。

〔
そ
の
〕
次
に
は
、〔
そ
の
〕
花
飾
り
（
幔
）
の
上
に
あ
る

宝
珠
が
放
つ
光
明
が
色
と
り
ど
り
で
あ
り
、〔
そ
の
光
明
が
極

楽
世
界
の
〕
虚
空
に
遍
満
し
、〔
そ
こ
か
ら
〕
そ
れ
ぞ
れ
不
可

思
議
な
姿
が
現
れ
出
る
こ
と
を
観
想
せ
よ
。

こ
の
よ
う
に
順
序
立
て
て
、〔
極
楽
世
界
の
蓮
華
台
の
荘
厳

の
〕
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
心
を
集
中
さ
せ
〔
続
け
、
心
に
想
い
描

い
た
様
相
を
〕
捨
て
去
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
あ
ま
り
時
間
を

経
過
し
な
い
う
ち
に
禅
定
の
境
地
（
定
心
）
を
獲
得
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

〔
こ
の
よ
う
に
し
て
〕
す
で
に
禅
定
の
境
地
（
定
心
）
に
達

し
た
な
ら
ば
、
彼
の
〔
極
楽
世
界
の
〕
諸
々
の
荘
厳
の
す
べ
て

が
〔
行
者
の
目
の
前
に
〕
立
ち
現
れ
る
の
で
あ
る
。〔
こ
の
こ

と
を
〕
よ
く
よ
く
知
り
お
く
べ
き
で
あ
る
。
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【
観
経
・
第
七
華
座
観
】

了
了
分
明
皆
令
得
見

【
観
経
疏
】

第
十
に
「
了
了
」
か
ら
以
下
は
、〔
こ
の
第
七
華
座
観
の
〕

観
想
が
成
就
し
〔
、
す
べ
て
が
如
実
に
見
え
る
〕
様
相
を
述
べ

て
い
る
。

【
観
経
・
第
七
華
座
観
】

華
葉
小
者
縱
廣
二
百
五
十
由
旬
如
是
蓮
華
有
八
萬
四
千
葉
一
一

葉
間
各
有
百
億
摩
尼
珠
王
以
爲
映
飾
一
一
摩
尼
放
千
光
明
其
光

如
蓋
七
寶
合
成
徧
覆
地
上

【
観
経
疏
】

第
十
一
に
「
華
葉
小
者
」
か
ら
、「
徧
覆
地
上
」
ま
で
は
、

ま
さ
に
蓮
華
の
葉
に
さ
ま
ざ
ま
の
荘
厳
が
あ
る
こ
と
を
明
か
し

て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
六
項
目
が
あ
る
。

〔
第
〕
一
に
〔
経
文
の
「
華
葉
小
者
縱
廣
二
百
五
十
由
旬
」

と
は
、〕
蓮
華
の
葉
の
大
き
さ
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕二
に〔
経
文
の「
如
是
蓮
華
有
八
萬
四
千
葉
」と
は
、〕

蓮
華
の
葉
の
数
の
多
少
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
〔
経
文
の
「
一
一
葉
間
各
有
百
億
摩
尼
珠
王
以

爲
映
飾
」と
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
〕蓮
華
の
葉
の
間
に
あ
る〔
摩
尼
〕

珠
〔
王
〕
の
輝
き
の
多
さ
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
四
に
〔
経
文
の
「
一
一
摩
尼
放
千
光
明
」
と
は
、そ
の
〕

〔
摩
尼
〕
珠
〔
王
の
一
つ
一
つ
〕
に
千
す
じ
も
の
光
の
輝
き
が

あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
五
に
〔
経
文
の
「
其
光
如
蓋
七
寶
合
成
」
と
は
、〕

一
つ
一
つ
の
〔
摩
尼
〕
珠
〔
王
〕
が
姿
を
変
え
、
宝
玉
で
飾
り

立
て
ら
れ
た
天
蓋
と
な
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
六
に
〔
経
文
の
「
徧
覆
地
上
」
と
は
、
そ
の
〕
宝
玉

で
飾
り
立
て
ら
れ
た
天
蓋
が
、
上
の
部
分
は
虚
空
を
照
ら
し
出

し
、
下
の
部
分
は
〔
極
楽
世
界
の
〕
宝
地
を
覆
っ
て
い
る
こ
と

を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
七
華
座
観
】

釋
迦
毘
楞
伽
寶
以
爲
其
臺
此
蓮
華
臺
八
萬
金
剛
甄
叔
迦
寶
梵
摩

尼
寶
妙
眞
珠
網
以
爲
交
飾
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【
観
経
疏
】

第
十
二
に
「
釋
迦
毘
楞
伽
」
か
ら
、「
以
爲
交
飾
」
ま
で
は
、

ま
さ
に
〔
仏
が
座
し
て
い
る
蓮
華
〕
台
上
の
荘
厳
を
明
か
し
て

い
る
。

【
観
経
・
第
七
華
座
観
】

於
其
臺
上
自
然
而
有
四
柱
寶
幢
一
一
寶
幢
如
百
千
萬
億
須
彌
山

幢
上
寶
幔
如
夜
摩
天
宮
有
五
百
億
微
妙
寶
珠
以
爲
映
飾

【
観
経
疏
】

第
十
三
に
「
於
其
臺
上
」
か
ら
、「
妙
寶
珠
以
爲
映
飾
」
ま

で
は
、
ま
さ
に
〔
仏
が
座
す
台
座
の
四
方
に
あ
る
〕
宝
幢
上
の

荘
厳
の
様
相
に
つ
い
て
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
四
項

目
あ
る
。

〔
第
〕
一
に
〔
経
文
の
「
於
其
臺
上
自
然
而
有
四
柱
寶
幢
」

と
は
、
仏
が
座
す
〕
台
座
の
上
に
は
、
あ
る
べ
く
し
て
四
本
の

宝
幢
が
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
二
に
〔
経
文
の
「
一
一
寶
幢
如
百
千
萬
億
須
彌
山
」

と
は
、
そ
の
〕
宝
幢
の
大
き
さ
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
〔
経
文
の
「
幢
上
寶
幔
如
夜
摩
天
宮
」
と
は
、

そ
の
〕
宝
幢
の
上
に
は
宝
幔
（
宝
玉
を
散
り
ば
め
た
垂
れ
幕
）

が
漂
い
、
そ
の
形
状
は
ま
る
で
〔
夜
摩
〕
天
の
宮
殿
の
よ
う
に

見
え
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
四
に
〔
経
文
の
「
有
五
百
億
微
妙
寶
珠
以
爲
映
飾
」

と
は
、
そ
の
〕
宝
幢
の
上
に
は
あ
る
べ
く
し
て
無
数
の
宝
珠
が

あ
り
、
そ
の
輝
き
が
放
つ
光
が
〔
互
い
に
〕
照
ら
し
合
い
な
が

ら
飾
り
立
て
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
七
華
座
観
】

一
一
寶
珠
有
八
萬
四
千
光
一
一
光
作
萬
四
千
異
種
金
色
一
一
金

色
徧
其
寶
土
處
處
變
化
各
作
異
相
或
爲
金
剛
臺
或
作
眞
珠
網
或

作
雜
華
雲
於
十
方
面
隨
意
變
現
施
作
佛
事

【
観
経
疏
】

第
十
四
に
「
一
一
寶
珠
」
か
ら
、「
施
作
佛
事
」
ま
で
は
、

ま
さ
に
〔
そ
の
一
つ
一
つ
の
〕
宝
珠
が
放
つ
光
明
に
は
、
不
可

思
議
な
功
徳
の
働
き
が
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
五
項
目
が
あ
る
。
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〔
第
〕
一
に
〔
経
文
の
「
一
一
寶
珠
有
八
萬
四
千
光
」
と
は
、〕

一
つ
一
つ
の
宝
珠
か
ら
無
数
の
光
が
放
た
れ
る
こ
と
を
明
か
し

て
い
る
。

〔
第
〕二
に
〔
経
文
の
「
一
一
光
作
萬
四
千
異
種
金
色
」
と
は
、

そ
の
〕
一
つ
一
つ
の
光
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
っ
た
色
彩
を
織

り
な
し
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
〔
経
文
の
「
一
一
金
色
徧
其
寶
土
」
と
は
、そ
の
〕

一
つ
一
つ
の
光
が
〔
極
楽
世
界
の
〕
宝
地
に
あ
ま
ね
く
行
き
わ

た
っ
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
四
に
〔
経
文
の
「
處
處
變
化
各
作
異
相
」
と
は
、
そ

の
〕光
が
行
き
わ
た
っ
た
所
で
は
、〔
光
が
〕さ
ま
ざ
ま
に
異
な
っ

た
荘
厳
と
な
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
五
に
〔
経
文
の
「
或
爲
金
剛
臺
或
作
眞
珠
網
或
作
雜

華
雲
於
十
方
面
隨
意
變
現
施
作
佛
事
」
と
は
、
そ
の
光
が
姿
を

変
え
て
〕
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
で
き
た
台
や
、
真
珠
を
糸
で
編
ん

だ
網
や
、
様
々
な
花
が
集
ま
っ
て
で
き
た
雲
や
、
宝
玉
で
で
き

た
楽
器
と
な
っ
て
、〔
極
楽
世
界
の
〕
あ
ら
ゆ
る
所
に
遍
満
す

る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
七
華
座
観
】

是
爲
華
座
想
名
第
七
觀

【
観
経
疏
】

第
十
五
に
「
是
爲
」
か
ら
以
下
は
、
総
括
し
て
〔
こ
の
第
七

観
の
〕
観
の
名
称
を
ま
と
め
て
い
る
。

【
観
経
・
第
七
華
座
観
】

佛
告
阿
難
如
此
妙
華
是
本
法
藏
比
丘
願
力
所
成

【
観
経
疏
】

第
十
六
に
「
佛
告
阿
難
」
か
ら
、「
比
丘
願
力
所
成
」
ま
で
は
、

ま
さ
に
〔
阿
弥
陀
仏
が
座
す
〕
華
座
が
完
成
し
た
由
縁
を
明
か

し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
七
華
座
観
】

若
欲
念
彼
佛
者
當
先
作
此
華
座
想
作
此
想
時
不
得
雜
觀
皆
應
一

一
觀
之
一
一
葉
一
一
珠
一
一
光
一
一
臺
一
一
幢
皆
令
分
明
如
於

鏡
中
自
見
面
像
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【
観
経
疏
】

第
十
七
に
「
若
欲
念
彼
佛
者
」
か
ら
、「
自
見
面
像
」
ま
で
は
、

ま
さ
に
再
度
、
観
想
の
実
践
方
法
を
明
ら
か
に
し
て
、
上
述
の

よ
う
に
順
序
立
て
て
心
を
集
中
さ
せ
、〔
他
の
対
象
を
心
に
想

い
描
く
こ
と
で
〕
心
が
揺
れ
動
い
た
り
、
乱
れ
た
り
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
七
華
座
観
】

此
想
成
者
滅
除
五
萬
劫
生
死
之
罪
必
定
當
生
極
樂
世
界

【
観
経
疏
】

第
十
八
に
「
此
想
成
者
」
か
ら
、「
生
極
樂
世
界
」
ま
で
は
、

ま
さ
に
観
想
が
完
成
し
た
こ
と
を
総
括
す
る
こ
と
を
明
か
し
て

い
る
。
つ
ま
り
〔
こ
の
第
七
観
が
成
就
す
る
こ
と
で
、〕
二
種

の
功
徳
が
あ
る
。〔
第
〕
一
に
は
〔
経
文
に
「
滅
除
五
萬
劫
生

死
之
罪
」と
あ
る
よ
う
に
〕罪
を
取
り
除
く
功
徳
で
あ
る
。〔
第
〕

二
に
は
〔
経
文
に
「
必
定
當
生
極
樂
世
界
」
と
あ
る
よ
う
に
、

極
楽
世
界
に
必
ず
〕
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
功
徳
で

あ
る
。

【
観
経
・
第
七
華
座
観
】

作
是
觀
者
名
爲
正
觀
若
他
觀
者
名
爲
邪
觀

【
観
経
疏
】

第
十
九
に
「
作
是
觀
者
」
か
ら
、「
名
爲
邪
觀
」
ま
で
は
、

ま
さ
に
観
察
〔
の
対
象
の
〕
邪
正
に
つ
い
て
説
示
し
て
い
る
こ

と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
〔
極
楽
世
界
で
咲
き
誇

る
蓮
の
〕
華
は
〔
宝
〕
池
か
ら
出
て
、〔
そ
の
〕
葉
は
不
可
思

議
な
珍
宝
が
色
と
り
ど
り
に
輝
き
、〔
ま
た
蓮
華
〕
台
の
四
方

に
は
宝
幢
が
輝
き
、〔
そ
こ
か
ら
放
た
れ
る
〕
光
明
が
〔
さ
ま

ざ
ま
に
〕
仏
が
〔
衆
生
を
救
う
〕
は
た
ら
き
を
な
す
〔
こ
と
で

あ
る
〕。

以
上
、
こ
こ
ま
で
十
九
項
目
の
内
容
が
あ
る
が
、
広
く
華
座

観
に
関
す
る
説
明
を
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

【
観
経
・
第
八
像
観
】

（
科
段
の
た
め
該
当
部
な
し
）
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【
観
経
疏
】

第
八
に
像
観
の
中
に
つ
い
て
、
ま
ず
〔
誰
に
対
し
て
こ
の
教

説
を
説
く
か
を
〕
提
示
し
、次
に
〔
そ
の
内
容
を
〕
明
ら
か
に
し
、

〔
そ
の
〕
後
に
〔
こ
の
観
に
つ
い
て
〕
ま
と
め
る
。〔
こ
の
第
八

像
観
を
解
説
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
内
容
を
〕
十
三
に
区
分
す

る
。

【
観
経
・
第
八
像
観
】

佛
告
阿
難
及
韋
提
希
見
此
事
已
次
當
想
佛
所
以
者
何

【
観
経
疏
】

第
一
に
〔
経
文
の
〕「
仏
告
阿
難
」
か
ら
、「
次
當
想
佛
」
ま

で
は
、
ま
さ
に
こ
こ
ま
で
の
〔
釈
尊
の
教
説
を
〕
総
括
し
、〔
そ

し
て
〕
以
下
の
〔
内
容
を
〕
提
起
す
る
。

〔
経
文
の
〕「
所
以
者
何
」
は
、
こ
れ
は
〔「
次
當
想
佛
」
の

方
法
に
つ
い
て
の
〕
問
い
で
あ
る
。〔
す
な
わ
ち
〕
仏
を
〔
目

の
当
た
り
に
〕
観
想
す
る
方
法
は
何
か
と
〔
問
う
て
い
る
〕
の

で
あ
る
。

【
観
経
・
第
八
像
観
】

諸
佛
如
來
是
法
界
身
入
一
切
衆
生
心
想
中

【
観
経
疏
】

第
二
に
〔
経
文
の
〕「
諸
佛
如
來
」
か
ら
、「
心
想
中
」
ま
で
は
、

ま
さ
に
諸
仏
は
大
慈
悲
を
通
じ
て〔
衆
生
の
〕心
に
対
応
し
、〔
そ

の
姿
を
〕
顕
現
す
る
。
こ
の
勝
れ
た
功
徳
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

対
告
衆
〔
で
あ
る
阿
難
と
韋
提
希
〕
に
こ
の
〔
諸
仏
如
来
を
心

に
〕
想
う
こ
と
を
勧
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔
で
は
〕
問
う
。
韋
提
希
は
上
述
の
〔
釈
尊
に
対
す
る
〕
懇

願
で
、
た
だ
阿
弥
陀
仏
〔
一
仏
の
極
楽
世
界
〕
の
み
を
求
め
て

い
る
。〔
な
ら
ば
〕
疑
問
が
あ
る
。〔
こ
こ
で
〕
如
来
（
釈
尊
）

が
今
、〔
阿
弥
陀
仏
の
み
な
ら
ず
〕
あ
ら
ゆ
る
諸
仏
を
説
示
し

て
い
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
て
の
こ
と
な
の
か
。

答
え
る
。〔
も
と
よ
り
あ
ら
ゆ
る
〕
諸
仏
は
〔
一
仏
に
お
い

て
法
・
報
・
化
と
い
う
〕
三
身
を
等
し
く
証
得
し
て
お
り
、〔
一

切
諸
仏
の
〕
大
慈
悲
と
智
慧
が
〔
完
全
に
し
て
〕
円
満
で
あ
る

こ
と
も
〔
ま
た
〕
同
様
で
あ
っ
て
、〔
個
々
の
仏
に
お
い
て
〕

何
の
相
違
も
な
い
。〔
仏
た
る
存
在
は
〕
身
を
正
し
て
そ
の
場
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に
坐
し
、
い
か
な
る
方
角
で
あ
ろ
う
と
も
〔
そ
の
身
を
〕
顕
現

す
る
こ
と
が
で
き
る
。〔
仏
は
ま
ず
〕〔
大
慈
悲
の
〕
心
を
有
縁

〔
の
衆
生
〕
に
向
け
、そ
の
時
、〔
仏
の
大
慈
悲
の
心
が
〕「
法
界
」

に
臨
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

〔
こ
こ
で
こ
の
〕「
法
界
」〔
と
い
う
経
文
〕
に
つ
い
て
、〔
次

の
〕
三
義
が
あ
る
。〔
第
〕
一
に
〔
仏
の
〕
心
が
遍
在
す
る
こ

と
を
「
法
界
」
と
解
釈
す
る
。〔
第
〕
二
に
〔
仏
の
〕
身
が
遍

在
す
る
こ
と
を
「
法
界
」
と
解
釈
す
る
。〔
第
〕
三
に
〔
仏
が

到
来
す
る
際
に
〕
何
の
障
害
も
な
い
こ
と
を
「
法
界
」
と
解
釈

す
る
。〔
こ
れ
は
〕
ま
さ
に
〔
仏
の
〕
心
が
〔
あ
ら
ゆ
る
と
こ

ろ
に
〕
到
来
す
る
か
ら
こ
そ
、〔
仏
の
〕
身
も
ま
た
〔
仏
の
心
に
〕

し
た
が
っ
て
〔
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
〕
到
来
す
る
〔
と
い
う
こ

と
で
あ
る
〕。〔
こ
の
よ
う
に
仏
の
〕
身
が
、〔
仏
の
〕
心
に
し

た
が
う
こ
と
を
、〔
経
文
で
は
〕「
是
法
界
身
」
と
説
示
し
て
い
る
。

〔
ま
た
こ
こ
で
経
文
が
説
示
す
る
〕「
法
界
」
と
は
、
こ
れ

は
〔
仏
に
と
っ
て
〕
救
済
の
対
象
と
し
て
の
境
界
で
あ
る
。
つ

ま
り
〔
こ
れ
は
〕
衆
生
界
の
こ
と
で
あ
る
。

〔
ま
た
経
文
が
説
示
す
る
〕「
身
」
と
は
、こ
れ
は
自
ら
〔
衆

生
を
〕
救
済
す
る
〔
仏
の
〕
身
で
あ
る
。
つ
ま
り
〔
こ
れ
は
〕

諸
仏
の
身
の
こ
と
で
あ
る
。

〔
経
文
の
〕「
入
一
切
衆
生
心
想
中
」
と
は
、
つ
ま
り
衆
生

が
〔
仏
に
対
し
て
〕
想
い
を
か
け
、「
諸
仏
〔
の
姿
を
〕
目
の

当
た
り
に
し
た
い
」
と
願
え
ば
、
仏
は
一
切
の
障
害
が
な
い
智

慧
の
も
と
、〔
仏
が
〕衆
生
の〔
仏
を
〕想
う
心
の
中
に
入
り
、〔
そ

の
姿
を
〕
顕
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
諸
々
の
行
者
た
ち
よ
。
た
と
え〔
衆
生
が
自
ら
仏
を
〕

目
の
当
た
り
に
し
た
い
と
想
い
願
う
心
の
中
で
あ
れ
、
あ
る
い

は
夢
の
中
で
〔
禅
〕
定
に
入
っ
た
時
で
あ
れ
、
仏
を
目
の
当
た

り
に
す
る
者
は
〔
必
ず
〕
こ
の
こ
と
を
成
就
し
て
い
る
の
だ
。

【
観
経
・
第
八
像
観
】

是
故
汝
等
心
想
佛
時
是
心
即
是
三
十
二
相
八
十
隨
形
好
是
心
作

佛
是
心
是
佛
諸
佛
正
徧
知
海
從
心
想
生

【
観
経
疏
】

第
三
に
〔
経
文
の
〕「
是
故
汝
等
」
か
ら
、「
從
心
想
生
」
ま

で
は
、
ま
さ
に
〔
衆
生
が
心
想
中
に
仏
を
想
い
描
く
こ
と
の
〕
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功
徳
を
総
括
し
、〔
仏
を
想
い
描
く
こ
と
を
〕
勧
示
す
る
こ
と

を
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
は
〔
衆
生
が
〕
心
を
集
中
し
て
、〔
心

に
〕
仏
を
想
い
描
く
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。〔
こ
の
場
合
、〕

た
だ
仏
〔
の
三
十
二
相
八
十
隨
形
好
と
い
っ
た
具
体
的
な
姿
〕

に
関
す
る
こ
と
〔
の
み
〕
に
想
い
を
か
け
る
よ
う
に
せ
よ
。〔
つ

ま
り
仏
の
頭
の
〕
頂
か
ら
足
に
至
る
ま
で
、
心
の
中
で
想
い
描

い
て
、〔
そ
の
姿
を
〕
捨
て
去
る
こ
と
な
く
、〔
仏
の
具
体
的
な

姿
で
あ
る
三
十
二
相
八
十
隨
形
好
に
つ
い
て
〕
ひ
と
つ
ひ
と
つ

こ
れ
を
〔
目
の
当
た
り
に
〕
観
察
し
、
一
瞬
と
し
て
休
息
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
せ
よ
。
こ
の
時
、〔
仏
の
頭
の
〕
頂
の
様

相
を
想
い
描
き
、
あ
る
い
は
眉
間
の
白
毫
の
様
相
を
想
い
、
そ

し
て
足
の
裏
の
千
輻
輪
相
〔
な
ど
〕
を
想
え
。
こ
の
観
察
を
実

践
す
る
時
、〔
目
の
前
の
〕
仏
像
の
〔
姿
は
と
て
も
〕
神
々
し

く
威
厳
が
あ
り
、〔
三
十
二
〕
相
〔
八
十
隨
形
〕
好
〔
の
す
べ
て
〕

を
完
全
に
備
え
、
は
っ
き
り
と
し
た
姿
で
〔
衆
生
の
心
想
の
中

に
〕顕
現
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り〔
衆
生
が
〕心
に〔
仏

の
〕
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
〔
具
体
的
な
〕
様
相
に
対
し
て
想
い
を

か
け
る
か
ら
こ
そ
、〔
仏
の
〕
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
〔
具
体
的
な
〕

様
相
が
〔
衆
生
の
心
想
中
に
〕
現
れ
る
の
だ
。

〔
衆
生
の
〕
心
が
も
し
〔
仏
の
具
体
的
な
姿
に
対
し
て
〕
想

い
を
か
け
な
け
れ
ば
、〔
衆
生
が
仏
の
三
十
二
相
八
十
隨
形
好

と
い
う
〕
さ
ま
ざ
ま
な
様
相
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
は
ず
も
な
い
。

た
だ
〔
衆
生
が
〕
自
ら
の
心
に
お
い
て
〔
仏
の
姿
を
〕
想
い

描
こ
う
と
す
れ
ば
、〔
そ
う
す
る
こ
と
で
仏
が
衆
生
の
〕
心
に

対
応
し
て〔
自
ら
の
姿
を
〕現
す
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ〔
経

文
に
〕「
是
心
即
是
三
十
二
相
」
と
説
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔
ま
た
経
文
に
〕「
八
十
隨
形
好
」
と
説
示
し
て
い
る
こ
と
は
、

仏
の
〔
具
体
的
な
〕
様
相
が
す
で
に
〔
衆
生
の
心
に
〕
現
れ
れ
ば
、

さ
ま
ざ
ま
な
〔
仏
の
身
体
の
〕
小
さ
な
特
徴
も
す
べ
て
〔
そ
の

仏
の
具
体
的
な
様
相
と
〕
と
も
に
〔
衆
生
の
心
想
中
に
現
れ
る

こ
と
と
な
る
〕。
こ
れ
は
ま
さ
に
如
来
が
諸
々
の
観
察
行
を
実

践
す
る
人
々
に
対
し
て
、〔
仏
の
姿
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
相
と
、

小
さ
な
特
徴
の
好
を
〕
ひ
と
つ
に
し
て
〔
目
の
当
た
り
に
〕
観

察
す
る
よ
う
に
教
示
し
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
経
文
の
〕「
是
心
作
佛
」
と
は
、〔
衆
生
が
〕
自
身
の
信
心
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の
も
と
で
〔
仏
の
〕
様
相
に
想
い
を
か
け
る
こ
と
が
、〔
自
ら

の
心
想
中
に
仏
の
具
体
的
な
姿
を
想
像
し
て
、仏
を
〕
作
り
〔
上

げ
る
〕
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

〔
経
文
の
〕「
是
心
是
佛
」
と
は
、〔
衆
生
の
〕
心
が
仏
〔
の

具
体
的
な
姿
を
〕
想
い
描
け
ば
、
仏
も
ま
た
〔
そ
の
衆
生
の
〕

想
い
に
応
じ
て
、〔
仏
自
ら
、
そ
の
〕
仏
身
を
〔
衆
生
の
心
想

中
に
〕
現
す
の
で
あ
る
。〔
こ
の
こ
と
が
〕
つ
ま
り
「〔
衆
生
の
〕

こ
の
心
が
仏
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。〔
だ
か
ら
こ
そ
〕

こ
の
〔
衆
生
が
仏
を
想
う
〕
心
を
離
れ
て
、〔
こ
の
心
の
〕
他

に
さ
ら
に
別
な
る
仏
が
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

〔
経
文
の
〕「
諸
佛
正
徧
知
」
と
は
、
こ
れ
は
諸
仏
は
完
全

に
し
て
何
ら
の
障
害
も
な
い
智
慧
を
獲
得
し
て
お
り
、〔
仏
自

ら
が
そ
の
智
慧
の
も
と
〕
意
図
し
よ
う
が
、〔
あ
る
い
は
〕
意

図
せ
ず
と
も
、〔
仏
た
る
者
は
〕
常
に
自
ら
広
く
〔
全
世
界
の
〕

救
済
す
べ
き
衆
生
（
法
界
）
の
〔
仏
を
想
う
〕
心
を
知
る
。〔
そ

れ
故
に
、
衆
生
が
〕
た
だ
自
ら
〔
心
の
中
で
、
仏
に
対
し
て
〕

想
い
を
か
け
る
だ
け
で
、
そ
の
者
の
心
想
に
応
じ
て
、〔
仏
自

ら
そ
の
姿
を
〕
顕
現
す
る
こ
と
が
、〔
ま
る
で
心
の
中
に
仏
が
〕

生
起
す
る
こ
と
に
似
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

さ
て
、
あ
る
行
者
が
こ
の
〔『
観
経
』
の
「
是
心
作
佛
是
心

是
佛
諸
佛
正
徧
知
海
」
と
い
う
〕
一
段
の
解
釈
に
つ
い
て
、〔
こ

れ
を
〕「
第
九
阿
摩
羅
識
的
な
解
釈
に
も
と
づ
く
観
察
方
法
」（
唯

識
法
身
之
観
）
と
し
て
理
解
し
、
ま
た
「〔『
大
乗
起
信
論
』
が

説
示
す
る
よ
う
な
〕
自
ら
の
心
が
そ
の
ま
ま
清
浄
な
る
仏
性
で

あ
る
と
い
う
観
察
」（
自
性
清
浄
仏
性
観
）
と
し
て
理
解
す
る

よ
う
な
こ
と
は
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
絶
対
的
に
間
違
っ

て
い
る
。〔
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、『
観
経
』
の
経
文
が
本
来
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
か
ら
〕
完
全
に
乖
離
し
て
お
り
、〔
経
文
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
と
こ
れ
ら
の
解
釈
は
〕
ま
っ
た
く
似
て
も
似

つ
か
な
い
の
だ
。

〔
経
文
が
〕
す
で
に
「〔
仏
の
〕
像
を
〔
心
の
中
で
〕
想
え
」

（
想
像
）
と
説
き
、〔
仏
の
特
徴
的
な
姿
で
あ
る
〕
三
十
二
相
を

仏
の
仮
の
姿
と
し
て
立
て
て
い
る
な
ら
ば
、〔
認
識
で
き
る
は

ず
も
な
い
〕
真
如
法
界
に
〔
遍
満
し
て
い
る
仏
〕
身
が
〔
具
体

的
な
〕
相
を
有
し
、〔
衆
生
が
こ
れ
に
〕
想
い
を
か
け
る
こ
と

が
で
き
よ
う
か
。〔
ま
た
真
如
法
界
に
遍
満
す
る
仏
身
が
、
具
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体
的
な
〕
身
を
有
し
た
上
で
、〔
衆
生
が
こ
れ
を
〕
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
よ
く
よ
く
考
え
る
と
法
身
〔
と
い
う
存

在
〕
は
〔
本
来
的
に
〕
姿
も
形
も
な
く
、〔
衆
生
の
〕
眼
で
は
〔
決

し
て
〕
認
識
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。〔
こ
の
法
身
と
い
う
存

在
を
〕
何
か
別
の
存
在
で
比
べ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
だ
か
ら

こ
そ
〔
何
物
も
存
在
し
な
い
〕
虚
空
を
〔
比
喩
の
対
象
と
し
て
〕

持
ち
出
す
こ
と
で
、〔
こ
れ
を
〕
法
身
の
本
体
と
し
て
表
現
す

る
の
だ
。

ま
た
今
、
こ
の
〔
第
八
像
観
、
さ
ら
に
は
定
善
十
三
観
と
い

う
〕
観
察
の
法
門
は
、
た
だ
〔
釈
尊
が
、
極
楽
世
界
が
あ
る
西
〕

方
〔
と
い
う
方
角
〕
を
指
し
〔
示
し
〕、〔
そ
し
て
阿
弥
陀
仏
が

自
ら
の
本
願
を
成
就
す
る
こ
と
で
極
楽
世
界
の
荘
厳
と
い
う

有
〕
相
を
立
て
、〔
衆
生
は
こ
の
西
方
に
あ
る
極
楽
世
界
に
〕

心
を
集
中
し
、〔
そ
の
極
楽
世
界
の
具
体
的
な
〕
境
〔
界
〕
を

認
識
す
る
〔
教
え
〕
で
あ
る
。〔
つ
ま
り
第
八
像
観
、
さ
ら
に

定
善
十
三
観
は
〕
総
じ
て
〔
認
識
対
象
の
〕
姿
が
な
く
（
無
相
）、

〔
ま
た
衆
生
が
い
か
な
る
対
象
に
も
〕
念
を
か
け
な
い
（
離
念
）

と
い
う
こ
と
を
明
か
す
も
の
で
は
な
い
。

如
来
は
遠
く
離
れ
た
〔
極
楽
世
界
か
ら
〕、
釈
尊
入
滅
後
の

世
界
に
あ
っ
て
、
罪
深
く
、
五
濁
に
侵
さ
れ
た
凡
夫
は
、〔
何

か
具
体
的
な
〕
姿
や
形
を
立
て
、〔
そ
こ
に
〕
心
を
集
中
す
る

こ
と
さ
え
も
、
ま
っ
た
く
ま
ま
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
〔
よ

く
よ
く
〕知
っ
て
い
る
。
ま
し
て〔
罪
深
き
凡
夫
が
、具
体
的
な
〕

姿
や
形
か
ら
離
れ
て
、〔
な
お
何
か
し
ら
の
〕
事
象
を
求
め
る

と
い
う
こ
と
は
、〔
ま
る
で
〕
神
通
力
が
な
い
者
が
空
中
に
浮

か
び
、
家
を
建
て
る
か
の
よ
う
に
〔
不
可
能
な
こ
と
で
し
か
な

い
〕。

（
（1
（

【
観
経
・
第
八
像
観
】

是
故
應
當
一
心
繋
念
諦
觀
彼
佛
多
陀
阿
伽
度
阿
羅
詞
三
藐
三
佛

陀【
観
経
疏
】

第
四
に
〔
経
文
の
〕「
是
故
應
當
」
か
ら
、「
三
佛
陀
」
ま
で
は
、

ま
さ
に
先
に
〔
経
文
の
「
入
一
切
衆
生
心
想
中
」
を
注
釈
す
る

際
に
〕
述
べ
た
〔
よ
う
に
、
衆
生
が
自
ら
仏
を
目
の
当
た
り
に

し
た
い
と
想
い
願
え
ば
、必
ず
そ
の
こ
と
を
成
就
す
る
と
い
う
〕
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功
徳
は
、〔
こ
の
経
文
が
説
示
す
る
よ
う
に
〕
ひ
た
す
ら
〔
仏

に
対
し
て
〕
心
を
と
ど
め
れ
ば
、
必
ず
〔
仏
を
目
の
当
た
り
に

す
る
こ
と
が
〕
で
き
る
。〔
そ
こ
で
釈
尊
は
〕
順
序
立
て
て
、

分
か
り
や
す
く
、
彼
の
〔
阿
弥
陀
〕
仏
を
目
の
当
た
り
に
す
る

こ
と
を
勧
示
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
八
像
観
】

想
彼
佛
者
先
當
想
像

【
観
経
疏
】

第
五
に〔
経
文
の
〕「
想
彼
佛
者
」か
ら
は
、こ
こ
ま
で
の〔
仏

を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
に
関
す
る
教
説
を
〕
総
括
し
、〔
そ

し
て
〕
以
下
の
内
容
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
。

〔
経
文
の
〕「
先
當
想
像
」
と
は
、
観
察
の
対
象
を
規
定
し

て
い
る
。

【
観
経
・
第
八
像
観
】

閉
目
開
目
見
一
寶
像
如
閻
浮
檀
金
色
坐
彼
華
上
見
像
坐
已
心
眼

得
開
了
了
分
明
見
極
樂
國
七
寶
莊
嚴
寶
地
寶
池
寶
樹
行
列
諸
天

寶
幔
彌
覆
其
上
衆
寶
羅
網
滿
虚
空
中
見
如
此
事
極
令
明
了
如
觀

掌
中

【
観
経
疏
】

第
六
に
〔
経
文
の
〕「
閉
目
開
目
」
か
ら
、「
如
觀
掌
中
」
ま

で
は
、ま
さ
に
観
察
〔
行
〕
が
成
就
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
〔
以
下
の
〕
四
項
目
が
あ
る
。

〔
第
〕一
に〔
経
文
の「
閉
目
開
目
見
一
寶
像
如
閻
浮
檀
金
色
」

と
は
、
以
下
の
こ
と
を
〕
明
か
し
て
い
る
。
身
体
が
歩
い
て
い

よ
う
が
、
立
ち
止
ま
っ
て
い
よ
う
が
、
座
っ
て
い
よ
う
が
、
横

に
な
っ
て
い
よ
う
が
、
眼
が
開
い
て
い
る
時
も
、〔
あ
る
い
は
〕

閉
じ
て
い
る
時
も
、
一
躯
の
金
色
に
輝
く
〔
仏
の
〕
像
を
見
る

こ
と
が
、
眼
の
前
に
出
現
す
る
か
の
よ
う
に
せ
よ
。〔
仏
を
目

の
当
た
り
に
す
る
こ
と
を
願
う
行
者
は
〕
常
に
こ
の
〔
具
体
的

な
〕
観
察
対
象
に
つ
い
て
想
い
を
凝
ら
す
よ
う
に
せ
よ
。

〔
第
〕
二
に
〔
経
文
の
「
坐
彼
華
上
見
像
」
と
は
、
以
下
の

こ
と
を
〕
明
か
し
て
い
る
。
す
で
に
〔
一
躯
の
金
色
に
輝
く
仏
〕

像
を
目
の
当
た
り
に
し
た
な
ら
ば
、〔
そ
の
仏
〕
像
が
座
す
べ

き
場
所
に
あ
る
〔
こ
と
を
観
想
せ
よ
〕。〔
そ
の
際
、〕
前
の
〔
第
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七
観
で
説
示
し
た
仏
の
〕
華
座
を
観
想
し
、〔
そ
し
て
仏
〕
像

が
〔
そ
の
華
座
の
〕
上
に
あ
っ
て
坐
し
て
い
る
と
観
想
せ
よ
。

〔
第
〕
三
に
〔
経
文
の
「
坐
已
心
眼
得
開
」
と
は
、
仏
〕
像

が
〔
華
座
の
上
に
〕
坐
し
て
い
る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
す
る

こ
と
で
、〔
仏
を
目
の
当
た
り
に
す
る
〕
心
の
眼
が
即
時
に
開

く
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
四
に
〔
経
文
の
「
了
了
分
明
見
極
樂
國
七
寶
莊
嚴
寶

地
寶
池
寶
樹
行
列
諸
天
寶
幔
彌
覆
其
上
衆
寶
羅
網
滿
虚
空
中
見

如
此
事
極
令
明
了
如
觀
掌
中
」
と
は
、
仏
像
を
目
の
当
た
り
に

す
る
こ
と
で
〕
心
の
眼
が
開
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
ま
ま
金
〔
色

に
輝
く
仏
〕
像
、
お
よ
び
彼
の
極
楽
〔
世
界
〕
の
様
々
な
荘
厳

の
具
体
的
な
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、〔
そ
の
際
、極
楽
世
界
の
〕

地
上
も
虚
空
も
〔
す
べ
て
が
〕
あ
り
あ
り
と
し
た
姿
と
な
っ
て
、

〔
そ
こ
に
は
〕
何
の
障
害
も
な
く
〔
見
通
せ
る
こ
と
〕
を
明
か

し
て
い
る
。

ま
た
〔
仏
〕
像
を
観
想
し
、
心
を
集
中
す
る
方
法
に
つ
い
て

は
、た
だ
〔
す
で
に
第
一
日
観
に
お
い
て
〕
上
述
し
た
通
り
〔
に

実
践
せ
よ
〕。

〔
そ
の
際
、
仏
像
の
〕
頭
頂
部
か
ら
〔
順
番
に
〕、
一
箇
所

ず
つ
観
想
す
る
よ
う
に
せ
よ
。〔
頭
頂
部
の
次
は
、〕
面
相
の
眉
、

白
毫
相
、
眼
、
鼻
、
口
、
耳
、
喉
、
項
、
肩
、
腕
、
掌
、
指
に
〔
想

い
を
凝
ら
す
よ
う
に
せ
よ
〕。

ま
た
心
を
集
中
さ
せ
て
、〔
仏
像
の
〕
上
〔
半
身
〕
か
ら
順

番
に
、
胸
、
腹
、
臍
、
陰
部
、
脛
、
膝
、
く
る
ぶ
し
、
足
の
十

本
の
指
、〔
足
裏
の
〕
千
輻
輪
相
な
ど
を
観
想
す
る
よ
う
に
せ
よ
。

〔
こ
れ
ら
仏
像
の
〕
一
箇
所
ず
つ
を
観
想
し
て
、〔
仏
像
の
〕
上

部
か
ら
下
部
へ
と
進
む
こ
と
を
「
順
観
」
と
い
い
、
下
部
の
千

輻
輪
相
か
ら
上
部
へ
と
進
む
こ
と
を
「
逆
観
」
と
い
う
。
こ
の

よ
う
に
「
逆
観
」
と
「
順
観
」〔
を
実
践
し
て
、〕
心
を
集
中
す

れ
ば
、
あ
ま
り
時
間
を
置
く
こ
と
な
く
、
必
ず
〔
金
色
に
輝
く

仏
像
の
全
容
を
〕
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
仏
身
や
華
座
や
宝
地
な
ど
〔
を
対
象
と
す
る
際
に
も
〕、

必
ず
〔
こ
の
よ
う
に
〕
上
部
か
ら
と
下
部
か
ら
と
〔
を
順
序
立

て
な
が
ら
〕
す
べ
て
を
観
想
す
る
よ
う
に
せ
よ
。

さ
て
〔
定
善
〕
十
三
観
の
中
で
も
、
こ
の
〔
よ
う
に
極
楽
世

界
の
〕
宝
地
と
宝
華
と
金
色
に
輝
く
仏
像
な
ど
を
目
の
当
た
り
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観
想
が
、
最
も
重
要
〔
な
実
践
行
〕
で
あ
る
。〔
だ
か
ら
こ
そ
〕

も
し
人
に
〔
極
楽
世
界
を
目
の
当
た
り
方
法
を
〕
教
示
し
よ
う

と
す
る
際
に
は
、
こ
の
〔
第
八
像
観
に
説
く
〕
方
法
を
説
示
す

る
よ
う
に
せ
よ
。
た
だ
こ
の
一
方
法
〔
の
み
〕
を
成
就
す
れ
ば
、

〔
十
三
観
の
中
の
〕
他
の
観
も
自
然
に
成
就
す
る
こ
と
と
な
る
。

【
観
経
・
第
八
像
観
】

見
此
事
已

【
観
経
疏
】

第
七
に
〔
経
文
の
〕「
見
此
」
か
ら
は
、
こ
こ
ま
で
の
〔
阿

弥
陀
仏
の
〕
像
を
観
想
す
る
こ
と
を
総
括
し
、
以
下
の
〔
観
音

と
勢
至
の
〕
二
菩
薩
〔
の
像
〕
を
〔
観
察
す
る
こ
と
を
〕
提
起

す
る
。

【
観
経
・
第
八
像
観
】

復
當
更
作
一
大
蓮
華
左
佛
左
邊
如
前
蓮
華
等
無
有
異
復
作
一
大

蓮
華
在
佛
右
邊
想
一
觀
世
音
菩
薩
像
坐
左
華
座
亦
放
金
光
如
前

無
異
想
一
大
勢
至
菩
薩
像
坐
右
華
座

【
観
経
疏
】

第
八
に
〔
経
文
の
〕「
復
當
更
作
一
大
蓮
華
」
か
ら
、「
坐
右

華
座
」
ま
で
は
、
ま
さ
に
上
述
の
〔
阿
弥
陀
佛
と
観
音
と
勢
至

の
二
菩
薩
〕の
三
身
を
観
察
す
る
こ
と
を
成
就
し
て
、〔
さ
ら
に
〕

後
に
説
く
〔
複
数
の
仏
身
を
観
察
す
る
〕
多
身
観
を
提
示
す
る

こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
〔
観
音
と
勢
至
の
〕
二
菩
薩
を

目
の
当
た
り
に
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、〔
た
だ
〕
ひ
た
す
ら

仏
を
観
察
す
る
際
の
〔
具
体
的
な
〕
実
践
方
法
の
よ
う
に
な
す

〔
べ
き
で
あ
る
〕。

【
観
経
・
第
八
像
観
】

此
想
成
時
佛
菩
薩
像
皆
放
光
明
其
光
金
色
照
諸
寶
樹
一
一
樹
下

復
有
三
蓮
華
諸
蓮
華
上
各
有
一
佛
二
菩
薩
像
徧
滿
彼
國

【
観
経
疏
】

第
九
に
〔
経
文
の
〕「
此
想
成
時
」
か
ら
、「
徧
滿
彼
國
」
ま

で
は
、
ま
さ
に
上
述
の
〔
複
数
の
仏
身
を
観
察
す
る
〕
多
身
観

を
成
就
し
て
、〔
さ
ら
に
〕
後
の
〔
池
の
流
れ
や
光
明
や
宝
樹
、

さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
宝
鳥
に
よ
る
〕
説
法
の
様
子
を
説
示
す
る
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こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
諸
々
の
行
者
た
ち
が
歩
い
て
い
る
時
も
、
立

ち
止
ま
っ
て
い
る
時
も
、
座
っ
て
い
る
時
も
、
横
に
な
っ
て
い

る
時
も
、
常
に
彼
の
〔
極
楽
〕
世
界
の
一
切
の
宝
樹
、
一
切
の

宝
楼
や
宝
華
や
宝
池
な
ど
を
対
象
と
し
て
想
い
を
か
け
る
こ
と

を
明
か
し
て
い
る
。〔
行
者
た
ち
よ
、〕礼
拝
し
念
じ
る
時
で
あ
っ

て
も
、
あ
る
い
は
観
想
す
る
時
で
あ
っ
て
も
、
常
に
こ
の
〔
極

楽
世
界
の
一
切
の
荘
厳
に
対
し
て
想
い
を
か
け
続
け
る
と
い
う

こ
と
を
〕
よ
く
よ
く
理
解
し
て
お
く
よ
う
に
〔
せ
よ
〕。

【
観
経
・
第
八
像
観
】

此
想
成
時
行
者
當
聞
水
流
光
明
及
諸
寶
樹
鳧
鴈
鴛
鴦
皆
説
妙
法

出
定
入
定
恒
聞
妙
法
行
者
所
聞
出
定
之
時
憶
持
不
捨

【
観
経
疏
】

第
十
に
〔
経
文
の
〕「
此
想
成
時
」
か
ら
、「
憶
持
不
捨
」
ま

で
は
〔
、
以
下
の
こ
と
を
〕
明
か
し
て
い
る
。
ま
さ
に
精
神
を

統
一
し
た
境
地
（
定
）
に
お
い
て
極
楽
〔
世
界
〕
の
荘
厳
を
目

の
当
た
り
に
す
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
一
切
の
荘
厳
が
す
べ
て

妙
な
る
法
を
宣
説
す
る
〔
声
を
〕
耳
に
す
る
。
こ
の
よ
う
に
こ

れ
ら
〔
極
楽
世
界
の
荘
厳
や
説
法
を
〕
見
聞
し
た
な
ら
ば
、
常

に
〔
こ
の
境
地
を
〕
保
持
し
、〔
そ
れ
を
〕
失
う
こ
と
が
な
い

こ
と
を
、
精
神
を
統
一
し
た
境
地
を
守
り
続
け
る
こ
と
と
い
う

の
で
あ
る
。

【
観
経
・
第
八
像
観
】

令
與
修
多
羅
合
若
不
合
者
名
爲
妄
想
若
有
合
者
名
爲
麤
想
見
極

樂
世
界

【
観
経
疏
】

第
十
一
に
〔
経
文
の
〕「
令
與
修
多
羅
合
」
か
ら
、「
見
極
樂

世
界
」
ま
で
は
、
観
察
〔
対
象
の
〕
邪
正
に
つ
い
て
説
示
し
て

い
る
。

【
観
経
・
第
八
像
観
】

是
爲
像
想
名
第
八
觀

【
観
経
疏
】

第
十
二
に
〔
経
文
の
〕「
是
爲
」
か
ら
は
、〔
こ
の
第
八
観
を
〕
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総
括
し
ま
と
め
て
い
る
。

【
観
経
・
第
八
像
観
】

作
是
觀
者
除
無
量
億
劫
生
死
之
罪
於
現
身
中
得
念
佛
三
昧

【
観
経
疏
】

第
十
三
に
「
作
是
觀
者
」
か
ら
、「
得
念
佛
三
昧
」
ま
で
は
、

ま
さ
に
自
策
自
励
し
て
観
察
を
実
践
す
れ
ば
、
実
際
に
〔
阿
弥

陀
仏
と
観
音
と
勢
至
の
二
菩
薩
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
い

う
〕
功
徳
を
こ
う
む
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
つ
ま
り
衆
生
は
〔
過
去
世
、
そ
し
て
今
日
ま
で

の
自
ら
の
罪
が
原
因
と
な
っ
た
〕
障
害
が
〔
あ
ま
り
に
も
〕
重

た
い
た
め
、
本
当
の
仏
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
（
真

仏
之
観
）
を
成
就
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
釈
尊
は
〔
罪
障
が
深
い
衆
生
に
対
し
て
〕
慈
悲
と
哀
れ

み
の
心
を
以
て
〔
接
し
〕、〔
ま
ず
は
具
体
的
に
〕
形
が
あ
る
仏

像
に
心
を
集
中
す
る
よ
う
に
〔
と
説
示
し
て
い
る
〕。

以
上
、
こ
こ
ま
で
十
三
項
目
の
内
容
が
あ
る
が
、
広
く
像
観

に
関
す
る
説
明
を
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

【
観
経
・
第
九
真
身
観
】

（
科
段
の
た
め
該
当
部
な
し
）

【
観
経
疏
】

第
九
に
真
身
観
の
中
に
つ
い
て
、
ま
ず
〔
誰
に
対
し
て
こ
の

教
説
を
説
く
か
を
〕
提
示
し
、
次
に
〔
そ
の
内
容
を
〕
明
ら
か

に
し
、〔
そ
の
〕
後
に
〔
こ
の
観
に
つ
い
て
〕
ま
と
め
る
。〔
こ

の
第
九
真
身
観
を
解
説
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
内
容
を
〕
十
二

に
区
分
す
る
。

【
観
経
・
第
九
真
身
観
】

佛
告
阿
難
及
韋
提
希
此
想
成
已
次
當
更
觀
無
量
壽
佛
身
相
光
明

【
観
経
疏
】

第
一
に
〔
経
文
の
〕「
佛
告
阿
難
」
か
ら
、「
身
相
光
明
」
ま

で
は
、
ま
さ
に
前
の
〔
第
八
〕
像
観
を
ま
と
め
〔
た
上
で
〕、

以
後
の
〔
阿
弥
陀
仏
の
〕
真
な
る
姿
を
目
の
当
た
り
に
す
る
観

察
〔
方
法
〕
を
提
示
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
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【
観
経
・
第
九
真
身
観
】

阿
難
當
知
無
量
壽
佛
身
如
百
千
萬
億
夜
摩
天
閻
浮
檀
金
色

【
観
経
疏
】

第
二
に
〔
経
文
の
〕「
阿
難
當
知
」
か
ら
、「
金
色
」
ま
で
は
、

ま
さ
に
〔
阿
弥
陀
仏
の
〕
真
実
の
姿
は
、
天
界
の
金
の
輝
き
よ

り
も
〔
は
る
か
に
輝
い
て
い
る
こ
と
を
〕
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
九
真
身
観
】

佛
身
高
六
十
萬
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬

【
観
経
疏
】

第
三
に
〔
経
文
の
〕「
佛
身
高
六
十
」
か
ら
、「
由
旬
」
ま
で

は
、
ま
さ
に
〔
阿
弥
陀
仏
の
真
実
の
姿
〕
の
大
き
さ
を
明
か
し

て
い
る
。

【
観
経
・
第
九
真
身
観
】

眉
間
白
毫
右
旋
婉
轉
如
五
須
彌
山
佛
眼
如
四
大
海
水
青
白
分
明

身
諸
毛
孔
演
出
光
明
如
須
彌
山
彼
佛
圓
光
如
百
億
三
千
大
千
世

界
於
圓
光
中
有
百
萬
億
那
由
他
恒
河
沙
化
佛
一
一
化
佛
亦
有
衆

多
無
數
化
菩
薩
以
爲
侍
者

【
観
経
疏
】

第
四
に
〔
経
文
の
〕「
眉
間
」
か
ら
、「
菩
薩
爲
侍
者
」
ま
で

は
、
ま
さ
に
〔
阿
弥
陀
仏
の
姿
を
〕
全
体
的
に
観
察
す
る
こ
と

を
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
〔
次
の
〕
六
項
目

の
〔
内
容
が
〕
あ
る
。

〔
第
〕一
に〔
経
文
の「
眉
間
白
毫
右
旋
婉
轉
如
五
須
彌
山
」〕

は
、〔
阿
弥
陀
仏
の
眉
間
に
あ
る
〕
白
毫
の
大
き
さ
を
明
か
し

て
い
る
。

〔
第
〕
二
に
〔
経
文
の
「
佛
眼
如
四
大
海
水
青
白
分
明
」〕
は
、

〔
阿
弥
陀
仏
の
〕
眼
の
相
の
大
き
さ
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
〔
経
文
の
「
身
諸
毛
孔
演
出
光
明
如
須
彌
山
」〕

は
、〔
阿
弥
陀
仏
の
身
体
の
〕
毛
根
か
ら
放
た
れ
る
光
明
の
大

き
さ
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕四
に〔
経
文
の「
彼
佛
圓
光
如
百
億
三
千
大
千
世
界
」〕

は
、〔
阿
弥
陀
仏
の
後
背
で
〕
光
り
輝
く
光
明
の
大
き
さ
を
明

か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
五
に
〔
経
文
の
「
於
圓
光
中
有
百
萬
億
那
由
他
恒
河
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沙
化
佛
」〕
は
、〔
阿
弥
陀
仏
の
〕
化
仏
の
〔
数
の
〕
多
さ
を
明

か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
六
に
〔
経
文
の
「
一
一
化
佛
亦
有
衆
多
無
數
化
菩
薩

以
爲
侍
者
」
は
〕、〔
阿
弥
陀
仏
の
周
囲
に
い
る
〕
侍
者
の
多
さ

を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
九
真
身
観
】

無
量
壽
佛
有
八
萬
四
千
相
一
一
相
各
有
八
萬
四
千
隨
形
好
一
一

好
復
有
八
萬
四
千
光
明
一
一
光
明
徧
照
十
方
世
界
念
佛
衆
生
攝

取
不
捨

【
観
経
疏
】

第
五
に
〔
経
文
の
〕「
無
量
壽
佛
」
か
ら
、「
攝
取
不
捨
」
ま

で
は
、
ま
さ
に
〔
阿
弥
陀
仏
の
〕
身
体
の
具
体
的
な
様
相
を
観

察
す
る
こ
と
で
、〔
阿
弥
陀
仏
の
〕
光
明
が
有
縁
〔
の
人
々
〕

を
救
済
す
る
功
徳
を
明
か
し
て
い
る
。こ
の
こ
と
に
つ
い
て〔
以

下
の
〕
五
〔
項
目
〕
が
あ
る
。

〔
第
〕一
に〔
経
文
の「
無
量
壽
佛
有
八
萬
四
千
相
」〕は
、〔
阿

弥
陀
仏
の
身
体
の
〕
際
立
っ
た
特
徴
の
〔
数
の
〕
多
さ
を
明
か

し
て
い
る
。

〔
第
〕二
に〔
経
文
の「
一
一
相
各
有
八
萬
四
千
隨
形
好
」〕は
、

〔
阿
弥
陀
仏
の
身
体
の
〕
小
さ
な
特
徴
の
〔
数
の
〕
多
さ
を
明

か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
〔
経
文
の
「
一
一
好
復
有
八
萬
四
千
光
明
」〕
は
、

〔
阿
弥
陀
仏
の
全
身
か
ら
放
た
れ
る
〕
光
明
の
〔
数
の
〕
多
さ

を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕四
に〔
経
文
の「
一
一
光
明
徧
照
十
方
世
界
」〕は
、〔
阿

弥
陀
仏
の
全
身
か
ら
放
た
れ
る
〕
光
明
が
〔
遥
か
遠
く
の
〕
世

界
ま
で
照
ら
し
出
す
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
五
に
〔
経
文
の
「
念
佛
衆
生
攝
取
不
捨
」〕
は
、〔
阿

弥
陀
仏
の
全
身
か
ら
放
た
れ
る
〕
光
明
が
届
く
場
所
で
は
、
す

べ
て
等
し
く
〔
阿
弥
陀
仏
の
〕
救
済
を
受
け
る
こ
と
を
明
か
し

て
い
る
。

問
う
。
様
々
な
実
践
行
を
修
し
〔
た
上
で
、
阿
弥
陀
仏
の
極

楽
世
界
に
往
生
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
そ
の
善
行
の
功
徳
を
〕

廻
向
す
れ
ば
、〔
そ
う
し
た
人
々
で
あ
っ
て
も
〕
す
べ
て
〔
極

楽
世
界
に
〕
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
。〔
で
は
〕
一
体
ど
う
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し
て
、〔
阿
弥
陀
〕
仏
〔
が
全
身
か
ら
放
つ
〕
光
明
は
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
世
界
を
照
ら
し〔
つ
つ
も
、〕た
だ〔
称
名
〕念
仏〔
一

行
を
実
践
し
た
〕
人
だ
け
を
救
済
す
る
の
か
。〔
こ
れ
に
は
〕

ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
の
か
。

答
え
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は〔
次
の
〕三
つ
の〔
理
由
が
〕

あ
る
。

〔
第
〕
一
に
〔
阿
弥
陀
仏
と
称
名
念
仏
の
実
践
者
と
が
極
め

て
〕
親
密
な
る
関
係
で
あ
る
こ
と
（
親
縁
）
を
明
ら
か
に
す
る
。

衆
生
が
実
践
行
を
〔
実
際
に
〕
行
う
際
、口
で
常
に
〔
阿
弥
陀
〕

仏
〔
の
名
〕
を
称
す
れ
ば
、〔
阿
弥
陀
〕
仏
は
常
に
そ
の
〔
声
〕

を
聞
き
取
っ
て
い
る
。〔
衆
生
が
〕
全
身
で
常
に
〔
阿
弥
陀
〕

仏
を
敬
い
つ
つ
礼
拝
す
れ
ば
、〔
阿
弥
陀
〕
仏
は
常
に
そ
の
〔
姿
〕

を
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
。〔
衆
生
が
〕
心
〔
の
中
〕
で
常
に
〔
阿

弥
陀
〕
仏
の
こ
と
を
念
ず
れ
ば
、〔
阿
弥
陀
〕
仏
は
常
に
〔
衆

生
の
こ
と
を
〕
を
念
じ
た
ま
う
。
衆
生
が
〔
阿
弥
陀
〕
仏
に
想

い
を
か
け
て
念
ず
れ
ば
、〔
阿
弥
陀
〕
仏
も
ま
た
〔
同
様
に
〕

衆
生
に
想
い
を
か
け
て
念
じ
た
ま
う
。〔
こ
の
よ
う
に
〕
彼
〔
の

阿
弥
陀
仏
〕
と
此
〔
の
衆
生
〕
の
〔
身
・
口
・
意
の
〕
三
業
が

相
互
に
離
れ
離
れ
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
か
ら
こ
そ
、
極

め
て
親
密
な
る
関
係
（
親
縁
）
と
い
う
の
で
あ
る
。

〔
第
〕
二
に
〔
阿
弥
陀
仏
と
称
名
念
仏
の
実
践
者
と
が
極
め

て
〕
親
近
な
る
関
係
（
近
縁
）
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

衆
生
が
〔
阿
弥
陀
〕
仏
と
相
見
え
よ
う
と
願
う
と
、〔
阿
弥
陀
〕

仏
は
〔
そ
の
人
の
阿
弥
陀
仏
と
相
見
え
た
い
と
い
う
そ
の
〕
強

い
想
い
（
念
）
に
対
応
し
て
、〔
そ
の
人
の
〕
目
の
前
に
実
際

に
姿
を
現
す
。
だ
か
ら
こ
そ
〔
阿
弥
陀
仏
と
称
名
念
仏
の
実
践

者
と
が
極
め
て
〕
親
近
な
る
関
係
（
近
縁
）
と
い
う
の
で
あ
る
。

〔
第
〕
三
に
〔
阿
弥
陀
仏
と
称
名
念
仏
の
実
践
者
と
の
関
係

が
〕
増
上
縁
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
衆
生
が
〔
阿
弥

陀
仏
の
名
を
〕
称
す
れ
ば
、は
る
か
昔
の
生
〔
か
ら
今
日
ま
で
〕

犯
し
て
き
た
〔
無
数
の
〕
罪
〔
と
そ
の
報
い
〕
が
〔
す
べ
て
〕

取
り
除
か
れ
、〔
こ
の
世
で
の
〕
命
が
尽
き
果
て
よ
う
と
す
る

時
に
、〔
阿
弥
陀
〕
仏
は
〔
極
楽
世
界
の
諸
々
の
〕
聖
者
た
ち

と
と
も
に
、
自
ら
〔
衆
生
の
と
こ
ろ
ま
で
〕
来
迎
す
る
。〔
こ

れ
ま
で
犯
し
て
き
た
罪
の
報
い
で
あ
る
と
こ
ろ
の
〕
諸
々
の
邪

悪
な
る
行
い
に
よ
る
束
縛
が
、〔
こ
の
阿
弥
陀
仏
の
来
迎
を
〕
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妨
げ
る
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
増
上
縁
と
い
う

の
で
あ
る
。

（
（1
（

〔
称
名
念
仏
以
外
の
〕
他
の
実
践
行
も
、
こ
れ
を
「
善
」
と

い
う
こ
と
は
で
き
る
が
、も
し
こ
の〔
他
の
実
践
行
〕を〔
称
名
〕

念
仏
と
比
較
す
る
と
、
到
底
比
べ
よ
う
も
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ

様
々
な
経
典
の
中
の
、
多
く
の
箇
所
で
広
く
念
仏
の
功
徳
を
讃

歎
し
て
い
る
。

『
無
量
寿
経
』
の
四
十
八
願
の
中
で
は
、
た
だ
ひ
た
す
ら
阿

弥
陀
仏
の
名
号
を
念
ず
れ
ば
〔
極
楽
世
界
に
〕
往
生
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
明
か
し
て
い
る
。

ま
た
『
阿
弥
陀
経
』
で
は
一
日
で
あ
れ
、
七
日
で
あ
れ
、
ひ

た
す
ら
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
念
ず
れ
ば
〔
極
楽
世
界
に
〕
往
生

す
る
こ
と
が
で
き
る
〔
と
明
か
し
て
い
る
。
さ
ら
に
〕
ま
た
十

方
の
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
仏
た
ち
は
、〔
そ
の
こ
と
は
決
し
て
〕

虚
言
な
ど
で
は
な
い
と
証
明
し
て
い
る
。

ま
た
こ
の
『〔
観
〕
経
』
の
定
〔
善
と
〕
散
〔
善
を
説
く
〕

経
文
の
中
で
、
ひ
た
す
ら
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
念
ず
れ
ば
〔
極

楽
世
界
に
〕
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
明
ら
か
に
示
し
て
い

る
。こ

の
よ
う
に
〔
大
乗
経
典
の
中
で
念
仏
往
生
を
説
示
す
る
〕

例
は
、〔
決
し
て
〕
ひ
と
つ
で
は
な
い
。〔
以
上
で
〕
広
く
〔
称

讃
さ
れ
て
い
る
〕
念
仏
三
昧
〔
に
つ
い
て
〕
明
示
す
る
こ
と
を

終
わ
り
と
す
る
。

【
観
経
・
第
九
真
身
観
】

其
光
明
相
好
及
與
化
佛
不
可
具
説

【
観
経
疏
】

第
六
に
〔
経
文
の
〕「
其
光
相
好
」
か
ら
以
下
は
、〔
光
明
と

相
と
好
に
関
し
て
一
一
と
い
う
〕
少
な
い
〔
数
を
〕
総
括
し
て
、

〔
八
万
四
千
と
い
う
〕
多
い
〔
数
を
〕
表
現
し
て
い
る
。
一
瞬

の
う
ち
に
〔
こ
れ
ら
光
明
と
相
と
好
の
す
べ
て
を
〕
目
の
当
た

り
に
し
よ
う
と
し
て
も
、〔
な
か
な
か
そ
の
〕
す
べ
て
を
目
の

当
た
り
に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

【
観
経
・
第
九
真
身
観
】

但
當
憶
想
令
心
眼
見
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【
観
経
疏
】

第
七
に
〔
経
文
の
〕「
但
當
憶
想
」
か
ら
以
下
は
〔
次
の
こ

と
を
〕
明
か
し
て
い
る
。〔
極
楽
世
界
の
〕
荘
厳
は
〔
実
に
〕

精
緻
で
あ
っ
て
、凡
夫
が〔
認
識
で
き
る
〕境
界
を〔
は
る
か
に
〕

超
越
し
た
〔
存
在
〕
で
あ
る
。〔
凡
夫
が
〕
目
の
前
に
〔
こ
の

極
楽
世
界
の
荘
厳
を
〕
明
ら
か
に
観
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
し
て
も
、
た
だ
〔
心
に
極
楽
世
界
の
情
景
を
〕
想
い
描
く
こ

と
で
、〔
自
ら
〕
心
の
眼
に
お
い
て
〔
そ
の
想
い
描
い
た
極
楽

世
界
の
情
景
を
あ
り
あ
り
と
〕
観
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
観
経
・
第
九
真
身
観
】

見
此
事
者
即
見
十
方
一
切
諸
佛
以
見
諸
佛
故
名
念
佛
三
昧
作
是

觀
者
名
觀
一
切
佛
身
以
觀
佛
身
故
亦
見
佛
心
佛
心
者
大
慈
悲
是

以
無
縁
慈
攝
諸
衆
生

【
観
経
疏
】

第
八
に
〔
経
文
の
〕「
見
此
事
者
」
か
ら
、「
攝
諸
衆
生
」
ま

で
は
、
ま
さ
に
〔
こ
の
よ
う
に
阿
弥
陀
仏
の
姿
を
あ
り
あ
り
と

目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
〕
成
就
し
、〔
し
か
も
〕
失
わ
れ

る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、〔
こ
の
第
九
〕
観
の
功
徳
が
完
成
し
た

こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て〔
以
下
の
〕五〔
項

目
〕
が
あ
る
。

〔
第
〕
一
に
〔
経
文
の
「
見
此
事
者
即
見
十
方
一
切
諸
佛
」

と
は
〕、〔
こ
の
第
九
観
の
〕
観
察
を
通
じ
て
、
十
方
の
諸
仏
を

目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
二
に
〔
経
文
の
「
以
見
諸
佛
故
名
念
佛
三
昧
」
と
は
〕、

諸
仏
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
念
仏
三
昧
が
完

成
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
〔
経
文
の
「
作
是
觀
者
名
觀
一
切
佛
身
」
と
は
〕、

た
だ
一
仏
を
目
の
当
た
り
に
す
る
だ
け
で
、
あ
ら
ゆ
る
仏
の
姿

を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
四
に
〔
経
文
の
「
以
觀
佛
身
故
亦
見
佛
心
」
と
は
〕、

仏
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
の
心
を
目

の
当
た
り
に
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
五
に
〔
経
文
の
「
佛
心
者
大
慈
悲
是
以
無
縁
慈
攝
諸

衆
生
」
と
は
〕、
仏
の
心
と
は
慈
悲
を
〔
そ
の
〕
本
体
と
し
て

い
る
。〔
仏
は
〕
こ
の
平
等
の
大
慈
悲
の
も
と
、
広
く
す
べ
て
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の
衆
生
を
救
済
す
る
の
で
あ
る
。

【
観
経
・
第
九
真
身
観
】

作
此
觀
者
捨
身
他
世
生
諸
佛
前
得
無
生
忍

【
観
経
疏
】

第
九
に
〔
経
文
の
〕「
作
此
觀
者
」
か
ら
、「
得
無
生
忍
」
ま

で
は
、
ま
さ
に
〔
こ
の
娑
婆
世
界
の
〕
身
体
を
捨
て
、
次
の
世

で
は
彼
〔
の
極
楽
世
界
に
〕
往
生
す
る
と
い
う
功
徳
を
得
る
こ

と
を
明
か
し
て
い
る
。

【
観
経
・
第
九
真
身
観
】

是
故
智
者
應
當
繋
心
諦
觀
無
量
壽
佛
觀
無
量
壽
佛
者
從
一
相
好

入
但
觀
眉
間
白
毫
極
令
明
了
見
眉
間
白
毫
者
八
萬
四
千
相
好
自

然
當
現
見
無
量
壽
佛
者
即
見
十
方
無
量
諸
佛
得
見
無
量
諸
佛
故

諸
佛
現
前
授
記

【
観
経
疏
】

第
十
に
〔
経
文
の
〕「
是
故
智
者
」
か
ら
、「
現
前
授
記
」
ま

で
は
、
再
度
、〔
こ
の
第
九
観
の
〕
観
察
を
実
践
し
た
功
徳
を

総
括
し
た
上
で
、
勧
示
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
〔
以
下
の
〕
五
〔
項
目
〕
が
あ
る
。

〔
第
〕
一
に
〔
経
文
の
「
是
故
智
者
」
と
は
〕、〔
こ
の
第
九

観
と
い
う
〕
観
察
を
実
践
す
る
人
を
〔
意
図
的
に
〕
選
び
出
し

て
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
二
に
〔
経
文
の
「
應
當
繋
心
諦
觀
無
量
壽
佛
」
と
は
〕、

た
だ
ひ
た
す
ら
心
を
集
中
し
て
、
無
量
寿
仏
の
姿
を
よ
く
観
察

す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

〔
第
〕
三
に
〔
経
文
の
「
觀
無
量
壽
佛
者
從
一
相
好
入
但
觀

眉
間
白
毫
極
令
明
了
見
眉
間
白
毫
者
八
萬
四
千
相
好
自
然
當

現
」
と
は
〕、〔
仏
の
身
体
的
な
特
徴
に
は
八
万
四
千
に
も
及
ぶ
〕

様
々
な
相
好
が
あ
る
が
、〔
こ
れ
ら
八
万
四
千
の
相
好
を
〕
す

べ
て
、
あ
る
い
は
種
々
を
組
み
合
わ
せ
て
観
察
す
る
よ
う
な
こ

と
は
で
き
な
い
。〔
だ
か
ら
こ
そ
〕
た
だ
〔
仏
の
眉
間
に
あ
る
〕

白
毫
の
一
相
の
み
を
観
察
す
る
こ
と〔
勧
め
て
い
る
の
で
あ
る
〕。

た
だ
〔
こ
の
〕
白
毫
〔
の
一
相
の
み
〕
を
目
の
当
た
り
に
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、〔
仏
の
そ
の
他
〕
す
べ
て
の
様
々
の
相
好

が
自
然
に
〔
目
の
前
に
〕
現
れ
出
で
る
よ
う
に
な
る
。
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〔
第
〕
四
に
〔
経
文
の
「
見
無
量
壽
佛
者
即
見
十
方
無
量
諸

佛
」
と
は
〕、
阿
弥
陀
仏
〔
一
仏
〕
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
全
世
界
の
仏
の
姿
を
も
目
の
当
た
り
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

〔
第
〕
五
に
〔
経
文
の
「
得
見
無
量
諸
佛
故
諸
佛
現
前
授
記
」

と
は
〕、
全
世
界
の
仏
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
三
昧
の
境
地
の
中
に
お
い
て
、〔
仏
か
ら
親
し
く
、

必
ず
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
予
言
で
あ
る
〕
授
記
を

受
け
る
こ
と
と
な
る
。

【
観
経
・
第
九
真
身
観
】

是
爲
徧
觀
一
切
色
身
想
名
第
九
觀

【
観
経
疏
】

第
十
一
に
〔
経
文
の
〕「
是
爲
徧
觀
」
か
ら
以
下
は
、〔
こ
の

第
九
観
を
〕
総
括
し
ま
と
め
て
い
る
。

【
観
経
・
第
九
真
身
観
】

作
此
觀
者
名
爲
正
觀
若
他
觀
者
名
爲
邪
觀

【
観
経
疏
】

第
十
二
に
〔
経
文
の
〕「
作
此
觀
」
か
ら
以
下
は
、
ま
さ
に

観
察
〔
の
対
象
の
〕
邪
正
に
つ
い
て
説
示
し
て
い
る
こ
と
を
明

か
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
つ
ま
り
、〔
阿
弥
陀
仏
の
〕
真
実
の
姿
は
極
め

て
大
き
く
、

〔
そ
の
〕
白
毫
も
須
弥
山
の
五
倍
ほ
ど
で
あ
る
。

〔
阿
弥
陀
仏
の
一
音
説
法
の
〕
轟
き
と
響
き
は
、〔
常
に
〕

衆
生
に
対
応
し
、

〔
阿
弥
陀
仏
が
全
身
か
ら
放
つ
〕
光
明
は
有
縁
の
衆
生
を
照

ら
し
出
す
。

〔
釈
尊
は
〕
す
べ
て
の
衆
生
を
帰
依
さ
せ
、〔
そ
し
て
〕
心

を
集
中
さ
せ
、

一
人
と
し
て
取
り
残
す
よ
う
な
こ
と
も
な
く
、

〔
阿
弥
陀
〕
仏
〔
自
ら
の
〕
本
弘
〔
誓
願
〕
に
よ
っ
て
、

す
べ
て
の
人
々
に
彼
の
〔
極
楽
〕
世
界
を
目
の
当
た
り
に
さ

せ
よ
う
。

以
上
、
こ
こ
ま
で
十
二
項
目
の
内
容
が
あ
る
が
、
広
く
真
身
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観
に
関
す
る
説
明
を
終
え
る
こ
と
と
す
る
。

注（
1
）『
無
量
寿
経
』（
浄
全
一
・
一
四
〜
一
五
頁
／
聖
典
一
・
五
二

〜
五
八
頁
）
参
照
。

（
2
）
こ
の
『
弥
陀
経
義
』
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
は
諸
目
録
に
そ

の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
3
）
こ
の
荘
厳
の
無
漏
性
に
つ
い
て
は
、
柴
田
泰
山
『
善
導
教
学

の
研
究
』
第
三
巻
、
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
二
一
年
、
七
二
〜

七
三
頁
を
参
照
。

（
4
）
な
お
『
観
経
疏
』
中
の
讃
文
に
つ
い
て
は
、
齊
藤
隆
信
『
中

国
浄
土
教
儀
礼
の
研
究
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
五
年
、
二
三
〇
〜

二
六
九
頁
を
参
照
。

（
5
）『
観
経
』
で
は
「
樹
」
で
あ
る
が
、『
観
経
疏
』
で
は
「
林
」
と
な
っ

て
い
る
。

（
6
）『
観
経
』
で
は
「
果
」
で
あ
る
が
、『
観
経
疏
』
で
は
「
菓
」
と
な
っ

て
い
る
。

（
7
）『
観
経
』
で
は
「
果
」
で
あ
る
が
、『
観
経
疏
』
で
は
「
菓
」
と
な
っ

て
い
る
。

（
8
）『
観
経
』
で
は
「
果
」
で
あ
る
が
、『
観
経
疏
』
で
は
「
菓
」
と
な
っ

て
い
る
。

（
9
）
原
文
が
「
空
殿
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
宮
殿
」
と
同
義

と
し
て
訳
し
て
お
く
。

（
10
）
こ
の
『
弥
陀
経
義
』
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
は
諸
目
録
に
そ

の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
11
）『
観
経
疏
』
所
説
の
宗
教
体
験
に
つ
い
て
は
、
柴
田
泰
山
『
善

導
教
学
の
研
究
』
第
三
巻
、
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
二
一
年
、

二
八
九
〜
三
二
四
頁
を
参
照
。

（
12
）
第
八
観
所
説
の
法
界
身
釈
や
指
方
立
相
説
に
つ
い
て
は
、
柴

田
泰
山
『
善
導
教
学
の
研
究
』
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
六
年
、

六
二
一
〜
六
六
八
頁
を
参
照
。

（
13
）
三
縁
釈
に
つ
い
て
は
、柴
田
泰
山
『
善
導
教
学
の
研
究
』
第
二
巻
、

山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
一
四
年
、
一
八
五
〜
二
二
一
頁
を
参
照
。
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「
盂
蘭
盆
経
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
な
か
で『
浄
土
宗
法
要
式
集　
壱
』（
平
成
一
一
年
）は
、『
諸

回
向
宝
鑑
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
盂
蘭
盆
経
」
に
基
づ
い
た

た
め
に
、
二
十
字
の
脱
落
等
は
じ
め
ル
ビ
の
ふ
り
方
な
ど
の
間

違
い
が
多
々
あ
っ
た
。『
浄
土
宗
法
要
集
』
は
盂
蘭
盆
会
で
「
盂

蘭
盆
経
」
を
誦
経
す
る
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ル

ビ
付
き
の
「
盂
蘭
盆
経
」
は
、『
浄
土
宗
法
要
式
集
』
の
み
し

か
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
音
読
す
る
に
相
応
し
い
ル
ビ
付
き

経
典
と
す
る
た
め
に
は
、
宋
・
元
・
明
・
高
麗
版
等
と
「
盂
蘭

盆
経
」
の
注
釈
書
を
対
校
し
、
定
本
を
ど
の
よ
う
な
版
に
す
る

の
が
よ
い
か
を
決
め
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
そ
の

一
字
一
句
ず
つ
を
精
査
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

『
浄
土
宗
法
要
集
』
の
盂
蘭
盆
会
の
式
次
第
は
、
宋
の
元
照

（
一
〇
四
八
～
一
一
一
六
）
の
『
盂
蘭
盆
献
供
儀
』
に
基
づ
い

て
い
る
。
増
上
寺
は
『
盂
蘭
盆
献
供
儀
』
に
基
づ
い
て
盂
蘭
盆

会
を
勤
め
て
い
た
と
い
う
。『
年
中
常
規
』
の
七
月
十
六
日
の

項
に
は
、「
六
半
時
大
鐘
次
第
、於
本
堂
盂
蘭
盆
献
供
儀
、黒
衣・

如
法
衣
」
と
あ
り
、
元
照
の
『
盂
蘭
盆
献
供
儀
』
に
基
づ
い
て

勤
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
（『
増
上
寺
資
料
集
』
二
・
二
九
八
）。

『
盂
蘭
盆
献
供
儀
』（
延
宝
八
年
刊
・
一
六
八
〇
）
は
「
盂

蘭
盆
経
」
を
掲
載
し
て
い
る
。
本
書
は
、
宋
・
元
・
明
版
の
大

蔵
経
と
若
干
字
が
異
な
る
箇
所
も
あ
る
も
の
の
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

る
。
大
正
新
脩
大
蔵
経
は
高
麗
大
蔵
経
に
依
っ
て
い
る
が
、
宋

元
明
版
と
異
な
り
字
句
を
「
加
上
」
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

令
和
三
年
度　

法
式
研
究　

研
究
成
果
報
告

『
ル
ビ
付
き　

盂
蘭
盆
経
』　

作
成
に
当
た
っ
て
の
諸
本
考
察
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こ
れ
に
よ
っ
て
、「
盂
蘭
盆
経
」は
元
照
の『
盂
蘭
盆
献
供
儀
』（
延

宝
八
年
刊
・
一
六
八
〇
・
以
下
「
延
宝
版
と
略
称
）
と
『
縁
山

盆
供
儀
』（
二
念
庵
蔵
版
・
以
下
「
二
念
版
」
と
略
称
）
に
依

る
こ
と
に
し
た
。
た
だ
し
、
宋
・
元
・
明
・
高
麗
版
・
宮
内
庁
版
・

敦
煌
文
書
な
ど
の
諸
本
も
参
照
し
た
。

三
縁
山
蔵
版
『
元
照　
盂
蘭
盆
経
並
献
供
儀
』
の
版
木

そ
の
な
か
で
、
令
和
三
年
十
二
月
十
三
日
、
三
康
文
化
図
書

館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
増
上
寺
の
版
木
の
中
か
ら
文
政
一
〇
年

（
一
八
二
七
）『
元
照　

盂
蘭
盆
経　

並
献
供
儀
』
の
版
木
を
見

出
し
た
（
版
五
・
一
～
七
完
）。
こ
の
版
木
は
、『
元
照　

盂
蘭

盆
経
並
献
供
儀
』
と
称
し
、
元
照
『
盂
蘭
盆
献
供
儀
』・「
盂
蘭

盆
経
」・
校
讐
の
三
部
構
成
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
盂
蘭

盆
経
」
を
刊
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
校
讐
と
し
て
増
上
寺
三
大

蔵
経
（
宋
版
・
元
版
・
高
麗
版
）
を
学
際
的
に
対
校
し
て
い
る
。

こ
の
版
木
を
収
蔵
し
て
い
る
木
箱
に
は
、
表
書
き
に
「
盂
蘭
盆

経
板
木
七
枚
」
と
あ
り
、
そ
の
裏
書
に
は
「
文
政
十
年
丁
亥
四

月　

入
蔵　

月
番　

顯
玅
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
版
木
の
奥
付

に
は
文
政
十
年
四
月
十
五
日
と
記
し
、「
三
縁
山
蔵
版
」
と
明

記
し
て
い
る
（
以
下
、「
縁
山
版
」
と
略
称
）。『
三
縁
山
志
』

に
は
、「
顕
妙
・
山
下
谷
」
と
あ
り
、
増
上
寺
五
九
・
六
〇
世

顕
了
の
弟
子
で
あ
る（
浄
全
一
〇・四
三
三
）。
ま
た
、『
縁
山
志
』

に
は
、
山
下
谷
の
学
寮
図
に
顕
玅
の
寮
が
記
さ
れ
て
い
る
（
浄

全
一
九・五
四
三
上
段
）。
顕
了
は『
両
脈
玄
談
』（
文
化
一
三
年
）

で
、
二
念
庵
主
霞
浦
定
山
に
書
す
と
あ
る
。『
縁
山
盆
供
儀
』

に
記
さ
れ
て
い
る
盂
蘭
盆
と
施
餓
鬼
観
は
顕
了
の
思
想
と
思
わ

れ
る
。「
学
問
に
過
ぎ
た
る
は
な
し
。
さ
れ
ば
出
家
は
是
非
学

問
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
者
な
り
」（『
両
脈
玄
談
』
上
・『
浄
土
伝

灯
輯
要
』
二
八
六
）
と
あ
る
。
儀
礼
を
学
際
的
に
説
明
し
、
三

大
蔵
を
対
校
し
た
こ
と
も
顕
了
の
指
導
の
も
と
に
行
わ
れ
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
三
縁
山
蔵
の
版
木
は
、
一
行
十
七
字
で
あ
り
、
返
り
点

と
送
り
仮
名
が
あ
る
が
、
四
声
点
を
記
し
て
い
な
い
。
こ
こ
で

重
要
な
こ
と
は
、
三
大
蔵
経
を
比
較
し
て
、
経
文
を
校
訂
し
た

点
で
あ
る
。
こ
の
「
縁
山
版
」
は
、「
延
宝
版
」
の
本
文
と
ほ

ぼ
同
文
で
あ
る
。「
盂
蘭
盆
経
」の
後
の
式
次
第
は「
念
仏
一
会・
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以
此
諷
経
の
文
・
四
弘
誓
願
・
三
帰
礼
」
で
あ
る
。
こ
の
式
次

第
は
縁
山
流
的
な
流
通
分
で
あ
る
。こ
れ
に
対
し
て
、「
二
念
版
」

は
、
元
照
の
序
文
の
次
に
、「
縁
山
蘭
盆
献
供
行
儀
」
と
新
た

に
表
題
し
、「
伽
陀
・
洒
水
・
散
華
・
香
偈
三
宝
礼
如
常
」
を

加
え
て
い
る
。
元
照
と
同
文
で
あ
る
が
、
我
等
各
為
の
呪
願
の

後
に
、「
変
食
陀
羅
尼　

二
十
一
返
」
を
加
え
て
い
る
。「
盂
蘭

盆
経
」
の
後
に
、「
多
声
念
仏・別
回
向
臨
時
自
裁・総
回
向
文・

自
下
如
常
」
と
あ
り
、「
以
此
諷
経
念
仏
善
」
の
文
を
省
略
し

て
い
る
。
こ
の
式
次
第
は
、
日
常
勤
行
式
に
盂
蘭
盆
作
法
を
組

み
入
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
「
二
念
版
」
は
一
行
十
八
字

の
経
文
で
あ
り
、「
縁
山
版
」
の
経
文
と
同
文
で
あ
る
。
た
だ
し
、

選
字
理
由
の
部
分
を
省
略
し
て
い
る
。

「
月
番
日
鑑
」（
文
政
十
年
・
月
七
・
七
九
）
に
は
、
刊
行

の
前
日
の
四
月
十
四
日
に
顕
妙
（
マ
マ
）
が
学
頭
に
な
っ
た
こ

と
の
回
文
を
差
し
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
十
五
日
の
項
に
は
、

入
蔵
し
た
こ
と
を
記
さ
れ
て
い
な
い
。
六
月
二
日
に
は
、
所
化

方
が
新
た
に
開
版
し
た
盂
蘭
盆
経
三
十
巻
と
釈
本
を
坊
中
各
院

に
一
巻
ず
つ
配
布
す
る
事
と
あ
る
。
そ
し
て
、
十
一
月
二
十
六

日
に
、
顕
了
大
僧
正
の
ご
意
向
に
よ
っ
て
三
十
坊
と
恭
教
院
に

『
縁
山
蘭
盆
献
供
行
儀
』
と
『
施
食
盆
供
辨
誤
』
の
各
三
十
一

巻
を
、
十
二
月
の
声
明
講
の
時
に
配
布
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

配
布
す
る
だ
け
で
半
年
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
、
光
譽
顕
妙
は

六
月
十
日
に
鴻
巣
勝
願
寺
へ
晋
董
し
、
天
保
四
年
一
月
二
十
三

日
に
遷
化
し
て
い
る
（
石
川
達
也
「
浄
土
宗
檀
林
住
職
台
命
年

時
考
『
浄
土
教
と
佛
教
』）。

こ
の
『
施
食
盆
供
辨
誤
』（
二
念
庵
蔵
版
）
は
、
こ
の
時
に

刊
行
さ
れ
て
い
る
。こ
の
本
の
内
題
は
、「
施
餓
鬼
儀
軌
並
辨
誤
」

と
「
盆
供
用
意
辨
」
と
あ
る
。
本
書
は
諦
忍
『
盆
供
施
餓
鬼
問

辨
』（
明
和
二
年
）
に
依
る
箇
所
が
あ
る
が
、「
施
餓
鬼
儀
軌
」

を
記
し
て
盂
蘭
盆
会
と
の
相
違
を
明
確
に
し
て
い
る
。

六
月
に
は
諸
事
情
に
よ
っ
て
配
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。両
書
は
と
も
に
二
念
庵
蔵
版
で
あ
る
。こ
れ
に
よ
っ

て
刊
行
年
が
文
政
十
年
六
月
で
あ
る
こ
と
を
判
明
し
た
。
こ
の

配
布
の
意
図
は
盂
蘭
盆
会
と
施
餓
鬼
会
と
を
区
分
し
、
盆
施
餓

鬼
の
複
合
型
の
式
次
第
で
な
く
、
純
正
の
盂
蘭
盆
会
を
厳
修
す

る
た
め
で
あ
る
。
た
だ
し
、坊
中
に
配
布
し
た
の
は
顕
妙
の「
縁
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山
版
」
で
は
な
く
、
所
化
方
に
よ
っ
て
開
版
し
た
「
二
念
版
」

で
あ
る
。
既
に
作
成
し
た
版
木
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
改
め

て
所
化
方
が
開
版
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
三
大
蔵
経
を
校

訂
し
た
部
分
を
削
除
し
て
い
る
。

こ
の
時
の
状
況
は
、
増
上
寺
宝
譽
顕
了
が
文
政
七
年
三
月
に
、

坊
中
十
七
カ
寺
に
香
衣
を
許
可
し
た
。
同
一
二
年
二
月
九
日
、

知
恩
院
が
江
戸
寺
院
に
大
師
像
を
下
し
、
こ
の
日
に
増
上
寺
で

供
奉
法
会
が
行
わ
れ
た
。
法
会
に
臨
ん
で
坊
中
と
大
衆
が
座
次

を
諍
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
年
の
伝
法
法
会
を
勤
め
る
こ
と
が

出
来
な
く
な
っ
た
。録
所
は
学
頭
舜
了
等
六
人
を
檳
出
す
る「
香

衣
騒
動
」
が
起
き
た
。
元
所
化
役
者
で
あ
り
太
田
大
光
院
の
住

職
典
常
は
、香
衣
騒
動
の
調
停
の
責
任
を
と
り
自
刃
し
た
。翌
々

日
に
顕
了
は
隠
退
し
、
翌
天
保
元
年
三
月
に
再
住
を
命
じ
ら
れ

て
六
十
世
と
な
っ
た
。
同
年
五
月
に
は
、
幕
府
が
坊
中
の
香
衣

被
着
を
停
止
し
た
。
こ
の
「
香
衣
騒
動
」
の
間
に
二
つ
の
「
盂

蘭
盆
経
」
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
四
月
に
「
縁
山
版
」

が
刊
行
さ
れ
、
こ
れ
を
基
に
し
て
六
月
に
「
二
念
版
」
の
『
縁

山
蘭
盆
献
供
行
儀
』
と
『
施
食
盆
供
辨
誤
』
を
刊
行
し
た
。

『
施
食
盆
供
辨
誤
』

こ
の
『
施
食
盆
供
辨
誤
』
は
、
内
題
を
「
施
餓
鬼
儀
軌
並
辨

誤
」、
尾
題
に
「
盆
供
用
意
辨
」
と
し
、
袋
綴
じ
の
版
心
（
柱
）

に
は
「
盆
施
軌
」
と
あ
る
。
奥
付
に
は
、縁
山
僧
某
志
が
「
此
書
、

モ
ト
余
ガ
所
持
ノ
旧
キ
筆
記
ニ
在
ア
リ
」
と
あ
り
、
著
者
を
泉

谷
寺
惠
頓
と
推
定
し
て
い
る
。
国
会
図
書
館
リ
サ
ー
チ
と
千
葉

県
中
央
図
書
館
は
、
著
者
を
慧
頓
作
と
し
て
い
る
。

　

�

今
時
世
上
ヲ
見
ニ
、
施
餓
鬼
ハ
七
月
ニ
ノ
ミ
修
ス
ル
法
ト

思
ヒ
、
而
モ
一
心
奉
請
蘭
盆
教
主
等
ト
唱
ル
ヲ
施
餓
鬼
ナ

リ
ト
思
ヘ
リ
。
諸
回
向
宝
鑑
ニ
ハ
、
直
ニ
小
施
餓
鬼
ト
名

ク
。
目
連
救
母
ノ
因
縁
ニ
依
レ
ル
ニ
ヤ
。
又
臨
時
ノ
法
会

ニ
モ
施
餓
鬼
ト
イ
ヘ
バ
、
必
ズ
一
心
奉
請
蘭
盆
教
主
等
ト

云
。
コ
レ
全
ク
大
ナ
ル
誤
ナ
リ
。
此
ハ
盂
蘭
盆
ノ
供
儀
ナ

リ
。
施
餓
鬼
ト
ハ
全
ク
別
ナ
リ
。

こ
の
よ
う
に
書
き
出
し
て
、
今
ま
で
の
熏
習
を
さ
っ
ぱ
り
と

七
如
来
か
ら
五
如
来
と
改
め
て
唱
え
る
べ
し
と
記
し
て
い
る
。

そ
し
て
「『
施
食
通
覧
』
等
を
見
よ
。
和
漢
共
に
厳
密
の
貴
則
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に
は
皆
呪
食
の
前
な
り
。
今
迄
の
熏
習
に
執
す
る
こ
と
な
く
、

改
た
む
る
に
憚
る
こ
と
勿
れ
」
と
語
気
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
飯
食
等
の
上
に
五
色
の
紙
を
以
て
、
心
幡
と
云
物

を
作
り
立
る
こ
と
も
本
拠
な
き
こ
と
な
り
」
と
い
い
、
施
食
の

棚
を
六
七
尺
に
高
く
架
す
る
は
、
不
如
法
の
至
り
な
り
と
手
厳

し
い
記
述
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
盂
蘭
盆
と
施
餓
鬼
の
複
合
型

の
法
要
で
は
な
く
、
純
正
な
盂
蘭
盆
会
を
勤
め
る
べ
き
で
あ
る

と
、
所
化
方
が
寺
家
方
に
申
し
伝
え
た
こ
と
に
な
る
。
所
化
方

が
こ
の
よ
う
な
書
物
を
坊
中
に
配
布
し
た
こ
と
も
騒
動
の
一
因

に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
増
上
寺
の
寺
家
方
で
は
『
声
明　

施
餓
鬼　

諸
真
言　

諸
回
向
』
に
基
づ
く
施
餓
鬼
と
盂
蘭
盆
の
混
合
型
の
声
明
を
主

と
す
る
法
要
が
勤
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

所
化
方
が
「
盂
蘭
盆
経
」
を
読
誦
す
る
元
照
の
『
盂
蘭
盆
献
供

儀
』
に
基
づ
い
た
純
正
の
盂
蘭
盆
法
要
を
厳
修
す
べ
き
と
し
て
、

四
月
に
「
縁
山
版
」
を
刊
行
し
た
。
こ
こ
で
何
ら
か
の
問
題
が

起
こ
り
、
三
大
蔵
経
の
校
訂
部
分
を
削
除
し
た
改
訂
版
の
「
二

念
版
」
を
六
月
に
刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
十
一

月
に
『
施
食
盆
供
辨
誤
』
を
添
付
し
て
坊
中
に
配
布
し
た
。
前

述
の
通
り
、『
年
中
常
規
』
に
は
、
七
月
十
六
日
に
盂
蘭
盆
供

儀
を
黒
衣
如
法
衣
で
勤
め
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
で
は
、

実
際
ど
う
の
よ
う
に
務
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
盆
供
養
正
説
』

こ
の
前
年
の
文
政
九
年
に
は
、『
盆
供
養
正
説
』（
一
心
山
蔵

版
）
が
刊
行
さ
れ
、
盆
供
養
の
趣
旨
と
そ
の
方
法
を
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
て
い
る
。
盆
供
は
三
宝
供
養
が
正
で
、
精
霊
祭
を

傍
で
あ
る
と
し
、
盆
供
を
施
餓
鬼
と
同
一
視
す
る
べ
き
で
な
い

と
説
い
て
い
る
。
念
誦
の
式
の
広
略
中
の
三
つ
の
一
つ
で
あ
る

略
式
で
あ
る
「
盆
供
次
第
」
を
記
さ
れ
て
い
る
。

　
一
切
恭
敬　
一
心
敬
礼
十
方
法
界
常
住
佛
（
法
・
僧
）

　
�

焼
香
の
偈　

願
此
清
玅
香　

供
養
諸
三
宝　

令
今
施
主
得　

無
量
波
羅
蜜

　
一
心
奉
請
阿
弥
陀
仏
等
一
切
三
宝
願
入
道
場
受
我
供
養

　

�

一
心
奉
請
十
方
自
恣
得
道
聖
賢
大
徳
僧
衆
願
入
道
場
受
我

供
養
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�

我
昔
所
造
諸
悪
業　

皆
由
無
始
貪
瞋
痴　

従
身
語
意
之
所

生　
一
切
我
皆
懺
悔

　
懺
悔
已
至
心
帰
命
阿
弥
陀
仏

　

�
次
に
阿
弥
陀
経
を
よ
み
、
念
仏
数
々
よ
ろ
し
き
に
し
た
が

ひ
て
回
向
し
お
わ
り
て
三
礼
し
て
止
む
。

右
の
よ
う
に
「
盂
蘭
盆
経
」
を
読
誦
し
な
い
簡
略
な
法
要
形

式
を
提
唱
し
て
い
る
。

「
雲
心
寺
常
念
仏
規
約
」（
文
久
元
年
・
一
八
六
一
）
に
は
、

盂
蘭
盆
会
と
自
恣
供
養
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
（『
浄
土
宗
建

中
寺
資
料
集
』
四
二
五
）。

　

�

宇
（
マ
マ
）
蘭
盆
会　
（
七
月
）
十
三
日
よ
り
十
五
日
朝

ま
で
、
別
時
念
仏
、
或
い
は
施
餓
鬼
法
要
を
修
し
、
三
界

万
霊
、
有
縁
無
縁
の
諸
精
霊
を
回
向
し
、
開
山
並
代
々
上

人
の
墳
墓
を
掃
洒
し
、
灯
籠
を
と
も
し
、
水
向
等
を
営
ま

し
て
、
吊
祭
す
べ
し
。

　

�

自
恣
供
養　

合
衆
各
々
之
分
に
随
テ
、
浄
財
を
喜
捨
し
、

百
味
・
五
菓
・
珍
花
・
妙
香
を
調
へ
、
三
宝
を
供
養
し
奉

る
べ
し
。
法
要
は
元
照
律
師
の
儀
規
を
用
ゆ
る
べ
し
、
日

限
ハ
十
五
日
の
日
中
な
る
べ
し
。

『
浄
家
寺
覧
』
に
は
、「
毎
年
七
月
十
五
日
鎮
西
四
ケ
の
御

本
寺
に
大
施
餓
鬼
も
あ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
盂
蘭

盆
中
に
施
餓
鬼
が
勤
め
ら
れ
て
い
た
。
知
恩
院
で
は
七
月
十
五

日
に
三
門
施
餓
鬼
を
勤
め
て
い
た
。
同
様
に
、
増
上
寺
で
も
盂

蘭
盆
中
に
将
軍
家
の
追
善
に
施
餓
鬼
を
勤
め
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
元
照
の
盂
蘭
盆
会
の
式
次
第
で
は
な
く
、
盂

蘭
盆
と
施
餓
鬼
の
統
合
さ
れ
た
式
次
第
に
依
る「
盂
蘭
盆
会
」が
、

明
治
四
三
年
版
・
大
正
一
三
年
版
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
た
。
そ

し
て
、昭
和
一
四
年
版
に
至
っ
て
本
来
の
「
盂
蘭
盆
会
」
と
な
っ

た
。
た
だ
し
、
昭
和
一
四
年
版
は
、「
二
念
版
」
を
改
訂
し
て

い
る
。
表
白
は『
声
明　
施
餓
鬼　
諸
真
言　
諸
回
向
』の「
施

餓
鬼
」
の
「
祭
文
」
で
あ
り
、
一
心
頂
礼
の
礼
讃
の
部
分
を
省

略
し
、
至
心
懺
悔
の
文
を
「
中
夜
礼
讃
」
の
懺
悔
に
変
え
、「
以

此
諷
経
念
仏
善
」
の
文
に
よ
っ
て
「
回
願
」
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
盂
蘭
盆
と
施
餓
鬼
の
混
同
し
て
い
る
背
景
が
あ
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り
、
元
照
の
『
盂
蘭
盆
献
供
儀
』
と
『
施
食
盆
供
辨
誤
』
が
刊

行
さ
れ
た
。
顯
玅
が
入
蔵
し
た
「
盂
蘭
盆
経
」
は
、
三
大
蔵
を

校
訂
し
て
「
延
宝
版
」
を
訂
正
し
て
い
る
。「
縁
山
版
」
は
、

ほ
ぼ
「
延
宝
版
」
に
依
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
盂
蘭
盆
経
」

は
送
り
仮
名
の
相
違
も
あ
る
が
、「
延
宝
版
」
の
「
権
化
」「
現

世
」「
當
以
」「
化
主
」
に
対
し
て
、「
縁
山
版
」
は
「
権
現
」「
現

在
」「
常
以
」「
化
生
」
と
な
っ
て
い
る
。「
主
」
は
ケ
ア
レ
ス

ミ
ス
で
あ
る
。

「
大
正
新
修
大
蔵
経
」
は
、「
高
麗
版
」
に
よ
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
正
蔵
に
は
Ｂ
一
〇
の
「
當
須
十
方
（
諸
）
衆
僧
」
の

「
諸
」
の
一
字
が
欠
け
て
い
る
（
正
蔵
一
六
・
七
七
九
Ｂ
八
）。

Ｃ
八
「
百
官
萬
民
」
の
「
萬
」
は
「
万
」。
Ｃ
一
二
の
「
無
」
は
、

「
百
年
无
病　

無
一
切
苦
悩
」
と
し
て
区
分
し
て
い
る
。
Ｃ
一

三
も
「
福
樂
无
極
」
で
あ
る
。「
高
麗
版
」
は
異
体
字
が
約
三

万
字
も
用
い
ら
れ
て
、『
高
麗
大
蔵
経
異
体
字
典
』
が
刊
行
さ

れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
正
蔵
は
異
体
字
を
改
字
し
て
い
る
。

「
縁
山
版
」
は
「
高
麗
版
」
の
み
あ
る
語
彙
の
場
合
の
例
を
挙

げ
て
、「
高
麗
版
」
に
依
っ
て
い
な
い
。「
高
麗
版
」
は
あ
ま
り

に
も
加
増
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
の
で
、「
高
麗
版
」
に
依
ら

な
い
こ
と
に
す
る
理
由
と
し
て
一
一
に
例
を
あ
げ
て
後
述
す
る
。

「
鉄
眼
版
」
の
大
蔵
経
は
、「
万
歴
版
」
に
よ
っ
て
い
る
の
で
、

全
て
同
文
で
あ
る
。
こ
の
例
を
と
れ
ば
、「
盂
蘭
盆
経
」
は
「
縁

山
版
」
に
依
る
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
問
題
点
が
い
く
つ

か
あ
り
、
そ
れ
を
正
す
た
め
に
も
諸
本
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

「
盋
」
で
あ
る
か
「
鉢
」、「
挺
」「
過
去
七
代
」「
百
味
飯
食
」

な
ど
で
あ
る
。
結
論
と
し
て
、
全
文
「
縁
山
版
」
に
依
っ
た
。

校
訂
す
る
に
際
し
て
、
各
本
の
略
称
を
左
記
の
通
り
に
し
た
。

『
元
照　

盂
蘭
盆
経　

並　

献
供
儀
』（
延
宝
庚
申
秋
日
観
世

音
寺
）
以
下
、「
延
宝
版
」
と
略
称
。

『
元
照
盂
蘭
盆
経
並
献
供
儀
』
の
版
木
（
文
政
一
〇
年
・
三
縁

山
蔵
版
）、
以
下
「
縁
山
版
」
と
略
称
。

『
蘭
盆
献
供
儀
』内
題「
縁
山
蘭
盆
献
供
行
儀
」（
二
念
庵
蔵
版
）、

「
二
念
版
」
と
略
称
。

『
嘉
興
蔵　
万
暦
版
大
蔵
経
』、「
万
暦
版
」と
略
称
。「
鉄
眼
版
」

は
「
万
暦
版
」
と
同
文
。
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元
照
『
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
』、「
新
記
」
と
略
称
。

増
上
寺
三
大
蔵
経
の「
宋
版
」「
元
版
」は
写
真
版
に
よ
り
、「
高

麗
版
」
は
原
本
を
閲
覧
し
た
。

「
ス
タ
イ
ン
本
（
Ｓ
）」
は
『
敦
煌
寶
蔵
』、「
ペ
リ
オ
本
（
Ｐ
）」

は
『
法
蔵
敦
煌
西
域
文
献
』
に
よ
っ
た
。
ま
た
、
Ｂ
Ｄ
は
『
国

家
図
書
館
蔵　
敦
煌
遺
書
』
に
よ
っ
た
。

「
万
暦
版
」
は
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
万
暦
版
大
蔵
経

（
嘉
興
蔵/

径
山
蔵
）
デ
ジ
タ
ル
版
に
よ
っ
た
。

「
宮
内
庁
版
」
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
収
蔵
漢
籍　

釈
家
類　

二

九
三　

デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
。「
宮
内
庁
版
」・
書
陵
部
収
蔵
漢
籍

集
覧　

釈
家
類　

書
誌
書
撮　

大
蔵
経
。「
北
宋
末
」
刊
（
福

州
東
禅
等
覚
院　

開
元
禅
寺
）「
南
宋
後
期
」
修　

京
都
西
山

法
華
山
寺　
石
清
水
八
幡
旧
蔵
。

「
聖
語
蔵
」
は
、
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
所
蔵　

聖
語
蔵
経
巻　

第
Ⅵ
類　
乙
種
写
経　
第
六
二
号　

ル
ビ
を
ふ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
経
疏
等
に
依
っ
た
。

①
『
浄
土
宗
聖
典
』
第
一
巻
（
聖
典
と
略
称
）、『
浄
土
三
部
経
』

は
、「
三
部
経
」
と
略
称
。

②
珠
光
『
三
部
経
音
義
』、「
音
義
」
と
略
称
。

③
大
雲
『
訓
蒙
小
字
彙
』、「
小
字
彙
」
と
略
称
。

④
戒
山
『
再
治　

盂
蘭
盆
献
供
儀　

全
』（
元
禄
二
年
）、「
戒

山
本
」
と
略
称
。

⑤
望
月
信
道
『
浄
土
宗
聖
典
』、「
望
月
本
」
と
略
称
。

⑥
水
谷
恭
順
『
国
訳
一
切
経
』
経
集
部
一
四
、「
国
訳
」
と
略
称
。

高
麗
版
に
基
づ
い
て
い
る
。

⑦
普
照
『
訓
読　
仏
説
盂
蘭
盆
経
』、「
普
照
本
」
と
略
称
。（
国

会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）。

⑧
佛
教
大
学
『
浄
土
宗
法
式
集
』、「
佛
大
本
」
と
略
称
。

⑨
諸
橋
『
大
漢
和
辞
典
』（「
大
漢
和
」
と
略
称
）・
中
村
『
仏

教
語
大
辞
典
』（「
仏
教
語
」
と
略
称
）。

⑩
『
真
訓　

仏
説
盂
蘭
盆
経
』（
藤
井
文
政
堂
・
平
成
二
七
年
）、

「
藤
井
本
」
と
略
称
。

⑪
喜
運
寺
隆
雲
『
仏
説
盂
蘭
盆
経
』（
明
治
二
十
年
七
月
）、「
喜

運
寺
本
」
と
略
称
。
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⑫
一
遇
会
『
盂
蘭
盆
会
』（
昭
和
五
十
八
年
）「
一
遇
会
版
」
と

略
称
。

⑬
芝
崎
照
和
『
お
盆
と
盂
蘭
盆
経
』（
二
〇
〇
六
年
）
盂
蘭
盆

は
「
盆
器
」
と
「
法
会
」
の
二
説
。

浄
土
宗
の
「
盂
蘭
盆
経
」
の
定
本

浄
土
宗
の
「
盂
蘭
盆
経
」
は
、
ど
の
版
に
依
る
べ
き
で
あ
ろ

う
か
。「
縁
山
版
」と「
二
念
版
」は
同
文
で
あ
る
。
さ
ら
に「
望

月
本
」「
喜
運
寺
本
」、
そ
し
て
知
恩
院
法
務
部
が
昭
和
五
十
四

年
に
盂
蘭
盆
法
要
の
為
に
編
輯
し
た
経
文
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

経
文
は
す
べ
て
同
文
で
あ
る
。
先
ず
、
三
大
蔵
経
を
校
訂
し
て

「
縁
山
版
」
が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
「
二
念
版
」
が
最
も

流
布
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
依
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

「
我
等
各
為
」
の
呪
願
は
、「
盂
蘭
盆
経
」
を
引
用
し
た
一
文
で

あ
る
。
後
述
す
る
が
、
こ
の
文
言
は
「
宋
版
」「
延
宝
版
」「
縁

山
版
」
の
系
列
の
経
典
で
あ
り
、「
高
麗
版
」
で
は
な
い
。
従
っ

て
、「
盂
蘭
盆
経
」
の
経
文
は
、
浄
土
宗
の
伝
灯
的
に
な
っ
て

い
る「
縁
山
版
」に
依
る
の
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。
因
っ
て
、

「
縁
山
版
」
の
経
文
に
し
た
。

「
高
麗
版
」
と
「
縁
山
版
」

先
ず
、「
高
麗
版
」
と
「
縁
山
版
」
と
を
比
較
し
て
み
た
い
。

底
本
は
「
高
麗
版
」
で
な
く
、「
縁
山
版
」
と
す
る
理
由
の
一

つ
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
正
蔵
に
は
、「
㊂
無
し
」
と
い
う
箇

所
が
多
々
あ
る
。
宋
元
明
の
大
蔵
経
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

「
高
麗
版
」
に
「
加
上
」
さ
れ
て
い
る
語
彙
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
経
文
は
一
字
一
句
不
可
加
減
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

「
時
」
の
と
こ
ろ
を
加
筆
し
て
、「
爾
時
」（
そ
の
時
）
と
し
た

の
を
始
め
、
多
く
「
加
上
」
し
て
い
る
。
そ
の
逆
に
、「
先
安

仏
前
塔
寺
中
仏
前
」
を
「
先
安
在
仏
塔
前
」
と
簡
潔
に
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
意
味
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
加
筆

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
例
を
挙
げ
て
み
た
い
。
こ
こ

で
「
縁
山
版
」
が
三
大
蔵
経
を
校
訂
し
た
部
分
を
見
て
み
た
い
。

「
縁
山
版
」
に
は
、「
目
犍
蓮　

犍　

麗
作
軋　

宗
元
作
犍
」

と
あ
り
、
宋
元
版
に
依
っ
た
と
あ
る
。「
挺
燭　

挺　

麗
作
錠　

元
作
鋌　

宋
如
今
」
と
あ
り
、
宋
版
に
依
り
、「
縁
山
版
」
は 
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「
挺
燭
」
と
な
っ
た
。
こ
の
件
は
後
述
す
る
。「
盋
和
羅　

盋
三

本
作
鉢
」
と
あ
り
、
理
由
を
述
べ
て
い
な
い
が
、「
縁
山
版
」

は
「
盋
」
と
な
っ
た
。「
過
去
七
代　

代　

三
本
並
作
世
」
と

あ
り
、
三
本
と
も
に
「
世
」
で
あ
る
の
に
、「
七
代
」
と
し
て

い
る
理
由
を
述
べ
て
い
な
い
。「
百
味
飯
食
」
は
三
本
校
正
が

記
さ
れ
て
い
な
い
。

次
に
、
傍
線
の
部
分
が
「
高
麗
版
」
の
加
上
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

當
須
十
方
諸
衆
僧

吾
今
當
為
汝
説
救
済
之
法　

令
一
切
難　

皆
離
憂
苦　

罪
障
消

除十
方
衆
僧
於
七
月
十
五
日

若
已
亡
七
世
父
母
生
天　

自
在
化
生　

入
天
華
光　

受
无
量
快

楽爾
時
目
連
比
丘　
及
此
大
会
大
菩
薩
衆

国
王
太
子
王
子
大
臣

自
恣
僧　

乞
願
便
使
現
在
父
母
壽
命

福
楽
無
極　
佛
告
諸
善
男
子
善
女
人
是
仏
弟
子
修
孝
順
者

応
念
念
中
常
憶
父
母　
供
養
乃
至
七
世
父
母

常
以
孝
順
慈　
憶
所
生
父
母　
乃
至
七
世
父
母　
為
作
盂
蘭
盆

爾
時
目
連
比
丘　
四
輩
弟
子　
聞
佛
所
説　
歓
喜
奉
行

「
高
麗
版
」　

左
手
障
飯　
右
手
搏
飯

「
延
宝
版
」　

左
手
障
鉢　
右
手
摶
食

「
縁
山
版
」　

左
手
障
盋　
右
手
搏
食

「
高
麗
版
」　
初
受
盆
時　
先
安
在
佛　
塔
前

「
延
宝
版
」　
初
受
食
時　
先
安
在
佛　
前
塔
寺
中
佛
前

こ
の
他
に
も
、
加
上
さ
れ
て
い
る
点
が
数
々
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
「
高
麗
版
」
は
宋
元
明
版
な
ど
と
異
な
る
箇
所
が
多
い
の

で
、「
縁
山
版
」
を
底
本
と
し
た
。

敦
煌
遺
書
の
「
盂
蘭
盆
経
」

写
経
は
、
一
字
一
句
不
可
加
減
が
大
原
則
で
あ
る
。
敦
煌
遺

書
と
比
較
し
て
、
そ
の
実
態
を
見
た
い
。
Ｐ
二
〇
五
五
は
毎
齋

写
経
一
巻
で
、
百
箇
日
の
追
福
の
た
め
に
「
盂
蘭
盆
経
」
を
は

じ
め
心
経
な
ど
を
一
字
一
句
不
可
加
減
の
も
と
に
謹
写
し
た
も

の
で
あ
り
、
私
見
を
加
え
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ス
タ
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イ
ン
本
Ｓ
二
五
四
〇
と
ペ
リ
オ
本
Ｐ
二
〇
五
五
は
首
尾
俱
全
で

あ
る
。
Ｓ
四
六
二
四
は
前
闕
（
當
此
処
之
日
よ
り
尾
題
）、
Ｓ

三
一
七
一
は
前
闕
（
連
大
叫
悲
號
よ
り
尾
題
）、
Ｓ
五
九
五
九

は
十
三
行
の
み
の
残
闕
、
Ｓ
六
一
六
三
は
二
十
五
行
の
み
の
残

闕
で
あ
る
。

で
は
、「
高
麗
版
」
と
比
較
し
て
み
た
い
。
傍
線
の
部
分
が

敦
煌
文
書
で
の
相
違
箇
所
で
あ
る
。

観
視
世
間　
　
　
　
観
視
世
界�
Ｓ
二
五
四
〇
、
Ｐ
二
〇
五
五
。

不
見
飲
食　
　
　
　
不
得
飲
食　
Ｓ
二
五
四
〇
。

以
左
手
障
鉢　
　
　
以
左
手
掌
飯　
Ｓ
二
五
四
〇
。

罪
根
深
結　
　
　
　
罪
根
深
重　
　
　
　

Ｓ
二
五
四
〇
、
Ｐ
二
〇
五
五
。

挺
燭
牀
敷
臥
具　
　
鋌
燭
床
褥
臥
衆
具　
Ｓ
二
五
四
〇
。

　
　
　
　
　
　
　
　

�

挺
燭
臥
具　

Ｓ
六
一
六
三
。（
火
＋
延
）

燭
床
敷
臥
具　
Ｓ
三
一
七
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
錠
燭
床
（
木
＋
尤
）
臥
衆
具　Ｐ

二
〇
五
五
。

盡
世
甘
味　
　
　
　
盡
施
甘
味　

�

Ｓ
二
五
四
〇
、
Ｓ
三
一
七
一
、

Ｓ
四
二
六
四
。
盡
世
甘
味
Ｐ

二
〇
五
五
。

若
七
世
父
母　
　
　
若
已
亡
者
七
世
父
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

Ｐ
三
一
七
一　

若
已
七
世
父

母　
Ｐ
二
〇
五
五
。

自
在
化
生
入
天
華　

自
在
蓮
華
化
生
入
天
華
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

Ｓ
三
一
七
一
．
自
在
化
生
入

天
華
Ｓ
二
五
四
〇
・
四
二
六

四
・
Ｐ
二
〇
五
五
。

仏
前
塔
寺
中
仏
前　
佛
塔
前　
　

�

Ｓ
二
五
四
〇
・
三
一
七
一
・

四
二
六
四
．
Ｐ
二
〇
五
五
。

比
丘
及
乃
大
菩
薩　
比
丘
及
乃
此
大
衆
大
菩
薩　
Ｓ
二
五
四
〇
。

一
切
仏
弟
子
亦
応　
一
切
仏
弟
子
行
孝
順
者
孝
子　
亦
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

Ｓ
二
五
四
〇
、
Ｐ
二
〇
五
五
。

太
子
大
臣　
　
　
　
太
子
王
子
大
臣�

Ｓ
二
五
四
〇
・
三
一
七
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
太
子
大
臣
Ｓ
四
二
六
四
。

百
味
飲
食　
　
　
　
百
味
飯
食　

�

Ｓ
二
五
四
〇
・
三
一
七
一
・

Ｐ
二
〇
五
五
。
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願
使
（
現
在
） 　
　

乞
願
便
使　
Ｓ
四
二
六
四
・
Ｐ
二
〇
五
五
。

若
生
人
天
中　
　
　
若
生
天
人　

�

Ｓ
二
五
四
〇
・
四
二
六
四
。

人
天
中
Ｓ
三
一
七
一
。

自
恣
僧
願　
　
　
　

自
恣
僧
乞
願　
Ｐ
二
〇
五
五
。

常
憶
父
母
乃
至　
　
常
憶
父
母
供
養
乃
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

Ｓ
二
五
四
〇
・
三
一
七
一
・

四
二
六
四
・
Ｐ
二
〇
五
五
。

父
母
為
作
盂
蘭
盆　
父
母
及
七
世
父
母
為
造
盂
蘭
盆　

�

Ｓ
二
五
四
〇
。

　
　
　
　
　
　
　
　

�

作
の
み
Ｓ
三
一
七
一
。
乃
至
・
作　
Ｓ
四

二
六
四
・
Ｐ
二
〇
五
五
。

「
仏
塔
前
」「
王
子
」
な
ど
の
語
彙
は
、
既
に
敦
煌
文
書
に

あ
る
よ
う
に
、
こ
の
系
統
の
写
経
が
流
布
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
ら
の
写
経
を
も
校
訂
し
て
「
高
麗
版
」
と
し
た
と

思
わ
れ
る
。「（
六
道
の
）世
界
を
観
視
し
」「
飲
食
を
得
ず
」「
罪

根
深
重
」「
尽
く
甘
味
を
施
す
」
な
ど
は
、
意
味
が
通
じ
る
表

現
で
あ
り
、
誤
写
で
な
く
意
図
的
に
変
え
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
。

盂
蘭
盆
経
と
「
我
等
各
為
」
の
呪
願

前
述
し
よ
う
に
、こ
の
呪
願
は
「
盂
蘭
盆
経
」
の
一
説
で
あ
り
、

経
説
の
主
旨
で
も
あ
る
。
息
災
延
命
の
祈
願
と
追
福
作
善
の
仏

事
を
修
し
、
目
連
の
母
だ
け
で
な
く
法
界
衆
生
を
も
安
穏
と
な

る
よ
う
に
と
念
じ
て
い
る
。
ま
た
、
疫
病
・
飢
餓
の
な
か
で
命

を
長
ら
え
る
よ
う
に
と
念
じ
る
法
会
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

経
説
の
主
旨
を
呪
願
と
し
て
い
る
。
そ
の
部
分
を
比
較
し
て
み

る
。「
盂
蘭
盆
経
」
か
ら
引
用
し
て
い
る
箇
所
を
傍
線
し
、
語

彙
を
加
え
た
と
こ
ろ
を
太
字
に
記
し
た
。

　

�

我
等
各
為
報
答
所
生
父
母
罔
極
深
恩
具
飯
百
味
五
果
①　

香
油
挺
燭
②　
供
養
③　
三
宝
十
方
④
自
恣　
大
徳
衆
僧　

　

�

願
使
現
在
父
母
寿
命
百
年
無
病
一
切
苦
悩
之
患
乃
至
七
世

父
母
離
餓
鬼
苦
生
人
天
中
福
樂
無
極
徧
周
法
界
無
量
衆
生

承
此
薰
修
俱
沾
利
楽

①
「
汲
灌
盆
器
」
を
省
略
。
②
「
牀
敷
臥
具
尽
世
甘
美
以
著

盆
中
」
を
省
略
。
③
「
三
宝
」
を
増
字
。
④
「
自
恣
」
を
増
字
。

『
法
要
集
』
は
、「
挺
燭
」
で
あ
る
が
、各
版
に
よ
っ
て
「
錠
」
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（「
高
麗
版
」・「
鋌
」（
元
版
等
）
を
用
い
る
。「
挺
燭
」
は
、「
宋

版
」「
延
宝
版
」「
縁
山
版
」「
二
念
版
」
等
で
あ
る
。
浄
土
宗

で
誦
経
し
て
い
る
「
盂
蘭
盆
経
」
は
、
こ
の
系
統
に
依
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
「
縁
山
版
」
を
底
本
と
す
る
理
由

の
一
つ
で
あ
る
。

次
に
、
音
読
す
る
と
き
の
四
声
点
が
ふ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、

読
み
方
が
問
題
と
な
る
。
特
に
、「
法
要
集
」
の
読
み
方
と
相

違
す
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
衆
僧
」
で
あ
る
。「
し
ゅ
そ
う
」

（『
法
要
集
下
』、
ま
た
は
「
し
ゅ
ぞ
う
」（
三
部
経
）
と
い
う
読

み
方
も
あ
る
。『
法
要
集　

下
』
に
よ
る
か
「
三
部
経
」
の
読

み
方
に
す
る
か
で
問
題
が
生
じ
た
。
こ
こ
で
は
「
法
要
集
」
に

準
じ
る
べ
き
と
い
う
研
究
員
が
多
く
、
二
重
ル
ビ
と
し
た
。

「
盂
蘭
盆
経
」
は
天
に
生
じ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
浄

土
往
生
を
説
い
て
い
な
い
。
元
照
『
盂
蘭
盆
献
供
儀
』
は
「
以

此
諷
経
念
仏
善
」
の
文
を
「
回
願
」
と
し
て
回
向
を
し
て
い
る
。

　

�

以
此
諷
経
念
仏
善　

報
答
父
母
劬
労
徳　

存
者
富
楽
寿
無

窮　
亡
者
離
苦
生
安
養

　

�

四
恩
三
有
諸
含
識　
三
途
八
難
苦
衆
生　

俱
蒙
悔
過
洗
瑕

疵　
尽
出
輪
廻
生
浄
土

『
諸
回
向
宝
鑑
』
の
回
向
偈
は
、「
以
此
修
行
菩
根
」
と
な
っ

て
い
る
。『
盂
蘭
盆
献
供
儀
』
の
文
に
従
う
方
が
望
ま
し
い
。

法
式
界
で
は
『
諸
回
向
宝
鑑
』
の
影
響
が
多
大
で
あ
る
。
総

合
研
究
所
で
の
公
開
講
座
で
の
「
盂
蘭
盆
法
要
会
」
で
は
、『
諸

回
向
宝
鑑
』
に
基
づ
い
て
宗
定
の
盂
蘭
盆
会
を
勤
め
る
と
述
べ

た
。
従
っ
て
、「
盂
蘭
盆
経
」
は
『
諸
回
向
宝
鑑
』
掲
載
し
た

も
の
に
基
づ
い
て
勤
め
た
（
平
成
三
年
七
月
四
日
）。
し
か
し

な
が
ら
、『
諸
回
向
宝
鑑
』
の
式
次
第
は
、増
上
寺
の
『
声
明
集
』

に
基
づ
い
た
盂
蘭
盆
と
施
餓
鬼
の
統
合
型
の
法
要
で
あ
り
、
元

照
に
基
づ
く
現
行
の
盂
蘭
盆
会
で
は
な
い
。『
法
要
集
』
の
盂

蘭
盆
会
の
式
次
第
に
依
っ
た
が
、
献
供
呪
を
省
略
し
て
勤
め
ら

れ
た
。
ま
た
、「『
盂
蘭
盆
経
』
に
つ
い
て
は
、『
諸
回
向
宝
鑑
』

を
底
本
に
、
大
正
大
蔵
経
第
十
六
巻
を
参
考
に
修
正
し
た
。
読

み
が
な
は
で
き
る
だ
け
呉
音
読
み
と
し
、
少
し
く
慣
用
音
を
認

め
て
標
記
し
た
」
と
あ
る
（
一
遇
会
版
・
昭
和
五
十
八
年
）。

こ
の
よ
う
に
「
正
蔵
」
よ
り
も
聖
典
と
い
う
意
識
が
あ
る
よ
う

で
あ
る
。
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『
諸
回
向
宝
鑑
』
は
「
我
等
各
為
」
の
呪
願
を
ル
ビ
付
き
で

掲
載
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
濁
音
で
あ
る
は
ず
の
文
字
に
清
音

と
し
て
い
る
箇
所
が
多
々
あ
る
。
音
読
の
読
み
方
も
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
。
こ
の
短
い
経
典
で
も
、
こ
れ
ほ
ど
語
彙
と
読
み
方
が

違
う
の
は
驚
き
し
か
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
統
一
す
る
こ
と
は
難

中
の
難
で
あ
る
。「
縁
山
版
」
以
降
の
経
典
は
、こ
の
版
に
依
っ

て
い
る
の
で
底
本
に
し
た
次
第
で
あ
る
。
ま
た
、
振
り
仮
名
は
、

「
法
要
集
」
の
読
み
方
と
同
じ
よ
う
に
し
た
。

「
盂
蘭
盆
経
」
に
は
僧
自
恣
の
日
に
目
連
が
十
方
衆
僧
に
百

味
飲
食
を
供
養
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
目
連
の
母
を
済
度
し
た

と
あ
る
。
果
た
し
て
、
目
連
の
母
は
火
炭
に
な
ら
ず
に
食
事
が

出
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
南
海
寄
内
法
伝
』
に
は
、
食
供
養

で
聖
僧
用
・
僧
徒
用
・
鬼
子
母
神
の
三
つ
を
配
膳
し
て
い
る
。

三
つ
目
は
「
末
（
席
）
に
も
食
（
物
を
）
一
盤
（
ひ
と
さ
ら
）

安
（
置
）
い
て
呵
利
底
（
す
な
わ
ち
鬼
子
）
母
に
供
え
る
の
で

あ
る
」
と
あ
る
（『
現
代
語
訳　

南
海
寄
内
法
伝
』
六
六
）。
こ

れ
は
食
作
法
の
「
等
得　

汝
等
鬼
神
衆
」
と
い
う
生
飯
を
勤
め

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
こ
れ
は
餓
鬼
に
施
し
て
い
る
作

法
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
衆
僧
が
施
餓
鬼
を
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
作
法
に
よ
っ
て
、
餓
鬼
が
得
脱
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
盂
蘭
盆
経
」
に
は
こ
の
こ
と
を
明
確
に
記
述
し
て
い
な
い
。

従
っ
て
、
前
半
は
盂
蘭
盆
会
を
勤
め
、
後
半
に
施
餓
鬼
会
を
修

す
複
合
型
の
法
要
が
勤
め
ら
れ
て
い
た
。し
か
も
、「
盂
蘭
盆
経
」

は
天
に
生
じ
る
こ
と
し
か
説
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

元
照
は
じ
め
「
縁
山
版
」
で
は
、回
向
文
と
し
て
「
以
此
諷
経
」

の
文
を
唱
え
て
浄
土
に
生
ず
る
こ
と
を
念
じ
て
い
る
。「
二
念

版
」
は
、「
以
此
諷
経
」
の
文
を
唱
え
な
い
で
、
総
回
向
偈
を

唱
え
て
往
生
せ
ん
こ
と
を
念
じ
て
い
る
。

明
治
期
の
縁
山
流
盂
蘭
盆
会

明
治
四
十
三
年
版
の
「
法
要
集
」
は
「
盂
蘭
盆
経
」
で
な
く
、

「
阿
弥
陀
経
」
を
読
誦
し
て
い
る
。「
盂
蘭
盆
経
」
の
主
旨
で
あ

る
「
我
等
各
為
」
の
文
を
呪
願
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
こ
れ
を

読
誦
し
た
功
徳
と
し
、往
生
浄
土
を
願
う
た
め
に
「
阿
弥
陀
経
」

を
誦
経
念
仏
し
て
い
る
。
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今
回
法
式
研
究
班
の
西
部
は
「
法
要
集
」
に
基
づ
い
た
「
盂

蘭
盆
会
」
を
修
し
、
東
部
が
「
明
治
四
十
三
年
版
」
に
依
る
法

要
を
勤
め
た
。
明
治
の「
法
要
集
」に
は
、一
心
奉
請
の「
奉
請
」

等
の
博
士
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
唱
え
た
。

た
だ
し
、博
士
に
は
出
音
（
し
ゅ
っ
と
ん
）
と
五
音
（
ご
い
ん
）

が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
に
発
声
し

た
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
「
創
作
的
な
復
元
」
で
あ
る
。
こ
の
試

み
は
廃
絶
し
て
は
な
ら
な
い
よ
う
に
、
伝
灯
を
継
承
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
「
教
訓
的
な
復
元
」
で
も

あ
る
。
復
元
の
法
要
で
は
、
七
如
来
の
同
音
を
五
如
来
の
偈
文

の
よ
う
に
、『
行
林
抄
』
に
よ
っ
て
「
南
無
宝
勝
如
来
、
積
劫

塵
労　

皆
悉
清
浄
」
と
試
み
た
が
、
単
に
尊
号
を
唱
え
て
一
礼

す
る
こ
と
に
し
た
（
正
蔵
七
六
・
四
九
六
）。
こ
の
「
来
」
の

博
士
は
、
縁
山
流
の
施
餓
鬼
の
節
で
唱
え
た
。

盂
蘭
盆
会
の
根
源

法
会
の
荘
厳
は
本
尊
の
前
に
六
位
の
「
盆
牌
」
を
奉
安
し
て

い
る
。
盂
蘭
盆
献
供
は
釈
尊
が
本
尊
で
あ
り
、
誦
経
後
は
阿
弥

陀
如
来
が
本
尊
と
な
り
、
こ
れ
が
浄
土
宗
の
盂
蘭
盆
会
で
あ
る
。

式
次
第
で
は
、「
南
無
十
方
仏
」
と
い
う
九
位
奉
唱
で
尊
号
を

称
え
て
礼
拝
す
る
。
こ
の
三
宝
等
の
尊
号
を
唱
え
る
こ
と
が
、

南
無
阿
弥
陀
仏
に
決
帰
し
て
念
仏
を
称
え
る
。
こ
の
念
仏
の
功

徳
に
よ
っ
て
亡
き
人
の
菩
提
を
増
上
し
て
、浄
土
よ
り「
見
守
っ

て
」
も
ら
う
存
在
と
な
る
よ
う
に
念
じ
る
法
要
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
「
学
問
仏
教
」
と
し
て
の
盂
蘭
盆
会
を
説
く
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
百
味
飲
食
は
衆
僧
に
供
え
る
も
の
で
あ

る
が
、「
生
活
仏
教
」
と
し
て
亡
き
近
し
い
人
に
供
え
る
「
盆

供
養
」
も
大
切
で
あ
る
。
信
仰
継
承
す
る
た
め
に
は
、
お
盆
の

民
間
習
俗
と
行
事
を
伝
統
文
化
と
し
て
、
次
世
代
に
継
承
し
て

い
く
べ
き
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
折
、
家
族
葬
と
一
日
葬
が
一
般
化
し
て
い
る
な

か
で
、「
肉
親
葬
」
も
増
え
て
い
る
。
従
っ
て
、
法
事
も
家
族

の
み
で
勤
め
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。
葬
祭
業
者
は
一
日
葬
と
区

分
す
る
た
め
に
、
通
夜
葬
儀
を
「
二
日
葬
」
と
称
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
前
に
は
、「
人
に
迷
惑
を
か
け
た

く
な
い
」
と
言
っ
て
家
族
葬
に
す
る
理
由
付
け
に
し
て
い
た
。



234

墓
の
継
承
な
ど
も
、「
子
ど
も
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」
と

い
う
傾
向
も
あ
る
。
親
孝
行
は
親
が
現
存
し
て
い
る
時
だ
け
で

な
く
、
亡
く
な
っ
た
と
き
に
葬
儀
法
事
を
す
る
こ
と
も
親
孝
行

で
あ
る
。
親
孝
行
と
い
う
と
儒
教
的
・
封
建
的
と
言
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。「
盂
蘭
盆
経
」
の
「
乳
哺
の
恩
」
は
、
育
て
て

く
れ
た
恩
返
し
と
し
て
勤
め
て
い
る
。

ま
た
、「
我
等
各
為
」
の
呪
願
は
、
祈
願
と
追
善
の
二
つ
が

あ
る
。
親
が
健
在
の
方
に
は
無
病
息
災
と
長
生
き
す
る
よ
う
に

願
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
、
過
去
七
世
と
い
う
何
代
も

先
に
亡
く
な
っ
て
い
る
方
々
の
た
め
に
菩
提
を
回
向
す
る
。
こ

れ
が
「
盂
蘭
盆
経
」
の
説
く
「
孝
順
」
で
あ
り
、
元
照
の
説
く

孝
順
を
宗
と
し
、
報
恩
を
本
と
な
す
こ
と
が
、
盂
蘭
盆
の
根
源

で
あ
る
。

法
要
の
勤
め
方

福
田
行
誡
の
「
過
去
帖
の
序
」
に
は
追
善
法
要
の
あ
り
方
と

勤
め
る
べ
き
人
を
明
記
し
て
い
る
。

　

�

な
き
人
の
追
善
に
は
、
其
人
の
新
属
の
も
の
の
勤
む
る
ぞ
、

必
ず
す
み
や
か
に
と
ど
き
侍
る
よ
し
、
御
経
に
は
説
か
れ

た
り
。
父
母
の
た
め
に
は
其
子
、
夫
の
た
め
に
は
其
妻
、

兄
の
た
め
に
は
其
弟
、
扨
て
は
先
祖
代
々
の
為
に
は
、
そ

の
子
孫
に
て
追
善
申
す
が
定
ま
り
た
る
つ
と
め
た
る
べ
き

な
り
。（
中
略
）
か
く
勤
む
る
功
徳
、
や
か
て
お
の
れ
お

の
れ
か
一
蓮
托
生
の
す
く
れ
た
る
大
利
益
を
成
就
す
へ
き

も
の
な
り
。

こ
の
文
は
明
治
十
五
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
廃
仏
毀

釈
が
冷
め
や
ま
な
い
頃
に
、追
福
作
善
を
推
奨
す
る
た
め
に「
過

去
帖
」
を
各
檀
信
徒
に
配
布
し
た
。
こ
こ
で
「
本
願
念
仏
の
行

は
法
の
供
養
と
申
し
て
、
唱
え
も
う
す
べ
し
」
と
説
い
て
い
る
。

檀
信
徒
に
対
し
て
、
追
善
す
る
主
体
は
誰
で
あ
る
か
。
そ
し
て

追
善
の
法
は
念
仏
で
あ
る
と
明
記
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
の

人
々
は
、
儒
教
倫
理
が
根
付
い
て
い
た
が
、
西
洋
文
明
の
影
響

に
よ
っ
て
孝
行
が
廃
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
機
意
識
が

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
伝
語
』
に
は
、
僧
侶
が
な
す

べ
き
も
の
と
し
て
平
生
の
引
導
を
説
い
て
い
る
。

　

�

檀
越
葬
祭
の
條
、
今
の
僧
家
に
在
て
は
葬
祭
の
役
免
れ
す
。
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（
中
略
）、
梵
網
経
の
一
切
男
女
我
父
母
の
説
準
せ
は
、
幸

に
葬
祭
の
因
縁
を
以
て
、
一
解
脱
の
門
戸
を
啓
ら
く
。
進

て
従
事
す
る
こ
と
を
厭
ふ
こ
と
な
か
れ
。（
中
略
）
亡
者

を
し
て
解
脱
せ
し
め
ん
と
欲
す
一
慈
心
を
要
と
す
。
予
常

に
言
ふ
。
檀
越
の
死
者
を
引
導
す
る
。
平
日
に
在
て
、
其

生
者
を
引
導
せ
ん
に
は
如
か
す
。

『
梵
網
経
』
第
二
十
軽
戒
（
放
生
戒
）
に
、「
も
し
父
母
・

兄
弟
の
死
亡
の
日
に
は
、法
師
を
請
じ
、菩
薩
戒
を
講
ぜ
し
め
て
、

福
を
も
て
亡
者
に
資
け
」
と
あ
り
、
放
生
を
行
う
と
と
も
に
、

親
族
の
追
善
供
養
を
行
な
う
よ
う
規
定
し
て
い
る
。
生
者
の
引

導
が
大
切
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
（『
行
誡
上
人
全
集
』
七
四
）。

檀
越
葬
祭
の
條
は
、
法
要
儀
礼
を
通
じ
て
教
化
し
よ
う
と
い
う

こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

先
祖
観

ま
た
、
柳
田
國
男
は
戦
争
末
期
に
『
先
祖
の
話
』（「
二
通
り

の
解
釈
」「
御
先
祖
に
な
る
」）
で
、
故
老
の
「
御
先
祖
に
な
る

つ
も
り
だ
」
と
い
う
話
を
受
け
て
先
祖
感
を
述
べ
て
い
る
。
こ

れ
を
う
け
て
中
村
岳
志
は
「
死
者
の
ビ
オ
ス
」『
死
者
と
霊
性

―
近
代
を
問
い
直
す
』（
岩
波
新
書
、
一
七
九
頁
）
で
、
よ
き

先
祖
と
な
る
た
め
に
倫
理
的
に
生
き
、
亡
き
人
と
向
か
い
合
い
、

葬
儀
・
仏
事
を
勤
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

　

�「
現
在
の
私
」
は
先
祖
に
対
す
る
供
養
と
謝
恩
を
繰
り
返

す
と
同
時
に
、
死
後
に
「
先
祖
に
な
る
こ
と
」
を
意
識
し

な
が
ら
生
き
る
。「
現
在
の
私
」
の
目
標
は
、
今
を
生
き

る
こ
と
だ
け
あ
る
の
で
は
な
く
、
死
後
に
先
祖
と
な
っ
て

家
を
守
っ
て
行
く
こ
と
に
も
む
け
ら
れ
る
。（
中
略
）
こ

の
老
人
は
、
死
後
に
も
仕
事
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
仕

事
を
果
た
す
た
め
に
は
、
よ
き
御
先
祖
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
子
孫
に
と
っ
て
規
範
と
な
る
よ
う
な
生
き
方

を
し
な
け
れ
ば
、
ご
先
祖
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
出
来
な
い
。
彼
に
と
っ
て
、
先
祖
を
供
養
し
、
現
在
を

立
派
に
生
き
る
こ
と
が
、
未
来
の
他
者
と
の
対
話
に
な
っ

て
い
る
。

柳
田
は
故
老
の
先
祖
観
を
「
古
風
な
、
し
か
も
穏
健
な
心
掛

け
だ
と
私
は
感
心
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
昭
和
初
期
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の
先
祖
観
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
代
人
は
亡
く
な
っ
た
ら
自
分

の
生
は
そ
れ
で
終
わ
る
と
い
う
、「
い
ま
」
だ
け
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、中
高
年
を
対
象
と
し
た「
死

に
関
す
る
調
査
」
に
依
る
と
、
大
切
な
人
に
対
し
て
は
、
死
後

も
何
ら
か
の
か
た
ち
で
存
在
し
続
け
る
と
感
じ
る
人
が
多
い
と

い
う
（
小
谷
み
ど
り
「
中
高
年
の
死
観
」『
日
本
家
政
学
会
誌
』

二
〇
〇
八
）。
ま
た
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
の
「
お
葬
式
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
調
査
で
、「
故
人
は
あ
な
た
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、「
故
人

は
見
守
っ
て
い
て
く
れ
る
」
存
在
と
答
え
て
い
る
（『
現
代
葬

祭
仏
教
の
綜
合
的
研
究
』）。

亡
き
人
と
の
共
生

遺
さ
れ
た
人
は
亡
き
人
の
菩
提
の
増
上
を
念
じ
て
仏
事
を
勤

め
る
。
亡
き
人
は
浄
土
よ
り
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
共
に
向
か
い
合
っ
て
い
る
こ
と
は
亡
き
人
と
共
に
生
き
ゆ

く
こ
と
で
あ
り
、
亡
き
人
と
の
「
共
生
」
で
あ
る
。
祥
月
命
日

な
ど
の
時
に
、
父
母
・
祖
父
母
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
語
り
合

う
こ
と
が
あ
ろ
う
。
将
来
そ
の
人
が
亡
く
な
り
、
そ
の
孫
な
ど

が
ま
た
そ
の
父
母
・
祖
父
母
の
こ
と
を
夜
伽
す
る
こ
と
も
あ
ろ

う
。
永
六
輔
は
「
人
間
は
二
度
死
に
ま
す
。
ま
ず
死
ん
だ
時
。

そ
れ
か
ら
忘
れ
ら
れ
た
時
」
と
説
く
（『
二
度
目
の
大
往
生
』

六
二
）。
法
事
の
後
な
ど
に
「
あ
な
た
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
」

と
語
り
合
う
こ
と
も
供
養
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。「
目
に
は
見

え
な
い
」
亡
き
人
の
ビ
オ
ス
（
社
会
的
な
生
）
と
「
共
生
」
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
遺
さ
れ
た
人
が
亡
き
人
の
こ
と
を
想
う

と
き
、
亡
き
人
の
姿
を
思
い
浮
か
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
往
還
一
如

を
説
い
た
人
は
、
こ
れ
が
還
相
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

近
年
、儀
礼
が
簡
略
化
し
て
い
る
な
か
で
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ

て
さ
ら
に
急
激
に
進
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、

厳
粛
な
葬
儀
・
仏
事
を
継
承
し
つ
つ
伝
承
す
る
こ
と
と
、
人
の

範
と
な
る
よ
う
仏
教
的
に
生
き
る
こ
と
に
努
め
る
こ
と
で
あ
る
。

先
ず
、
僧
侶
が
そ
の
範
を
示
し
、
檀
信
徒
に
対
し
て
仏
事
と
墓

の
継
承
の
大
切
さ
を
説
く
必
要
性
が
あ
る
。
浄
土
宗
の
回
向
は
、

亡
き
人
の
姿
を
追
憶
し
て
十
念
す
る
直
正
直
面
の
伝
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
亡
き
人
の
面
影
を
想
い
つ
つ
、
菩
提
を
念
じ
て
戒
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名
を
読
み
上
げ
て
回
向
す
る
こ
と
に
あ
る
。
お
盆
は
、
亡
き
人

の
こ
と
を
語
り
継
ぐ
絶
好
の
季
節
で
あ
る
。ま
た
、パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
今
こ
そ
仏
事
と
い
う
儀
礼
を
粛
々
と
勤
め
る
時
で
あ
る
。

諸
本
の
対
校

①
・
１　
経　
　

�『
佛
書
解
説
辞
典
』『
浄
土
宗
大
辞
典
』は
、「
う

ら
ぼ
ん
ぎ
ょ
う
」
の
新
濁
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
望
月
本
」「
普
照
本
」「
望
月
本
」「
藤
井
本
」

は
、「
き
ょ
う
」。

　
　
　
　
　
　
　

�『
浄
土
宗
大
辞
典
』
で
の
書
名
の
読
み
方
は
、

『
仏
書
解
説
辞
典
』
に
依
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
盆　
　

�「
瓫
」
は
、
Ｓ
五
九
五
九
。

①
・
１　
法
師　

�「
三
部
経
」
の
阿
弥
陀
経
（
三
八
二
・
二
）

に
は
、右
側
に
「
ほ
っ
」
と
し
、左
側
に
「
ほ

う
」
の
二
重
ル
ビ
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�

※
右
側
の
ル
ビ
が
主
と
す
る
の
で
、「
ほ
っ
」

と
す
る
。

①
・
２　

奉
詔　

�「
西
晋
三
蔵
法
師
竺
法
護
奉　
詔
訳
」は
、「
縁

山
版
」「
延
宝
版
」「
二
念
版
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
西
晋
月
氏
三
蔵
竺
法
護
訳
」
は
、「
高
麗
版
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
晋
三
蔵
法
師
竺
法
護
訳
」
は
、「
宋
版
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
西
晋
三
蔵
法
師
竺
法
護
訳
」は
、「
元
版
」「
万

暦
版
」「
宮
内
庁
版
」「
鉄
眼
版
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
音
義
」
の
詔
は
、「
ゼ
ウ
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
縁
山
版
」
は
「
奉
詔
」
の
文
が
あ
り
、
こ

れ
に
依
る
。「
正
語
蔵
」
は
こ
の
文
無
し
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
三
部
経
」
の
阿
弥
陀
経
（
三
八
二・二
））
は
、

奉
詔
訳「
ぶ
じ
ょ
う
や
く
」（
浄
全
一・五
二・

Ａ
三
）
で
あ
る
。
※
「
奉
詔
」
は
「
ぶ
じ
ょ

う
」
と
す
る
。

①
・
３　
我　
　

�

三
大
蔵
経
・「
延
宝
版
」「
縁
山
版
」
は
じ
め

注
釈
疏
も
す
べ
て
「
我
」
は
な
い
。「
我
聞

如
是
」
と
あ
る
の
は
『
諸
回
向
宝
鑑
』（
四

巻
二
十
五
ウ
）
の
み
で
あ
る
。
必
夢
の
私
見

が
入
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
浄
土

宗
法
要
式
集　

壱
』
は
、
こ
れ
を
底
本
と
し
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た
た
め
に
誤
謬
が
生
じ
た
。
※
「
聞
如
是
」

で
あ
り
、「
我
」
を
削
除
す
る
。

①
・
３　
給　
　

�「
き
っ
」
は
、
現
行
三
部
経
・
音
澂
。「
き
ふ
」

は
「
三
部
経
音
義
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
ぎ
っ
」
は
、
大
雲
点
・
義
山
・「
阿
弥
陀
経

勧
持
鈔
」・『
仏
教
語
大
辞
典
』
新
濁
。「
小

字
彙
」
は
「
き
う
」
で
あ
る
が
、「
三
部
経
」

は
新
濁
。
従
来
の
三
部
経
は
大
雲
点
に
よ
っ

て
「
ぎ
っ
」
と
読
誦
し
て
い
た
が
、
現
行
の

「
三
部
経
」
は
「
き
っ
」
に
変
更
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
祇
樹
給
孤
独
園
」
は
有
名
な
仏
教
用
語
で

あ
り
、
一
般
の
方
も
こ
の
読
み
方
を
し
て
い

る
の
で
、
現
行
の
「
三
部
経
」
の
読
み
方
と

は
違
う
が
、あ
え
て
「
ぎ
っ
」
と
ル
ビ
を
ふ
っ

た
。

①
・
４
目
犍
連　
「
高
麗
版
」
は
「
乾
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
揵
」は
、「
宋
版
」「
元
版
」「
宮
内
庁
版
」「
正

語
蔵
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
犍
」
は
、「
万
暦
版
」「
延
宝
版
」「
縁
山
版
」

「
二
念
版
」、
Ｓ
二
五
四
〇
、
Ｓ
五
九
五
九
、

Ｐ
二
〇
五
五
。（「
鉄
眼
版
」
は
「
万
暦
版
」

と
同
文
で
以
下
省
略
）。

　
　
　
　
　
　
　

�「
三
部
経
」（
大
経
三
・
一
、
浄
全
一
Ａ
六
）

は
「
大
目
犍
連
」
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�

※
「
三
部
経
」
に
よ
っ
て
、「
犍
」
と
す
る
。

　
　
　
得
六
通　

�『
経
律
異
相
』
の
み
が
、「
目
連
始
得
道
」（
正

蔵
五
三
・
七
三
Ｃ
二
二
）。

②
・
１　
觀
視　

�「
か
ん
し
」
は
、「
普
照
本
」「
望
月
本
」「
戒

山
本
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
大
漢
和
」
は
「
か
ん
し
」
で
、
あ
き
ら
か

に
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
国
訳
」「
普
照
本
」
は
、「
世
間
を
觀
視
し
て
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
か
ん
じ
」
は
、「
佛
大
本
」「
式
集
」。
※
「
か

ん
じ
」
と
連
声
し
て
音
読
。

②
・
１　
餓
鬼　

�「
鬼
」
の
字
は
、
田
の
上
の
点
が
な
い
。「
延

宝
版
」「
宋
版
」「
高
麗
版
」「
萬
暦
版
」
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�「
宮
内
庁
版
」「
正
語
蔵
」、
Ｓ
二
五
四
〇
、

Ｐ
二
〇
五
五
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
縁
山
版
」「
二
念
版
」「
普
照
本
」「
望
月
本
」

「
佛
大
本
」「
浄
土
宗
法
要
式
集
」
は
点
が
あ

る
。
近
年
は
活
字
体
と
な
っ
て
い
る
。
旧
体

字
は
角
の
な
い
餓
「
鬼
」
で
あ
る
。

②
・
２　
連
立　

�「
宮
内
庁
版
」
の
み
が
「
柱
」
で
あ
る
。
他

本
は
す
べ
て
「
連
立
」。

②
・
２　
即
以　

�「
高
麗
版
」「
宮
内
庁
版
」
の
み
が
、「
以
」

を
記
し
て
い
な
い
。
他
本
は
「
即
以
」。

②
・
２　
鉢　
　

�「
盋
」
は
「
縁
山
版
」「
二
念
版
」「
三
部
経
」。

「
盂
」
は
「
望
月
本
」
の
み
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
鉢
」
は
、「
宋
版
」「
元
版
」「
高
麗
版
」「
宮

内
庁
版
」「
万
暦
本
」「
延
宝
版
」「
普
照
本
」

「
佛
大
本
」「
正
語
蔵
」『
経
律
異
相
』、
Ｓ
二

五
四
〇
、
Ｓ
五
九
五
九
、
Ｓ
六
一
六
三
、
Ｐ

二
〇
五
五
、『
浄
土
礼
誦
法
』『
台
門
行
要
抄
』

（
天
台
宗
）。

　
　
　
　
　
　
　

�「
鉢
」
は
続
蔵
の
注
釈
書
の
慧
浄
・
元
照
・

宗
密
・
遇
栄
・
智
旭
・
霊
耀
・
元
奇
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
三
部
経
」（
大
経
上
巻
・
一
一
九
・
二
～
三
、

浄
全
一
六
Ａ
一
五
）
に
は
、「
七
宝
盋
（
は
っ
）

器
」
と
「
如
是
諸
盋
随
意
而
至
百
飲
食
」
と

あ
り
、「
盋
」
を
用
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
音
義
」
に
は
「
鉢
」
が
あ
る
が
、「
盋
」
を

掲
載
し
て
い
な
い
。『
沙
門
音
空
編
輯　

蓮

門
字
彙
』
は
、「
盋
（
ハ
ツ
）
同
鉢
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
縁
山
版
」
に
は
「
三
本
作
鉢
」
と
あ
り
、

宋
元
高
麗
の
三
本
は
鉢
の
字
を
用
い
て
い
る

と
い
う
の
み
で
、「
盋
」
に
し
た
理
由
を
述

べ
て
い
な
い
。「
盋
和
羅
」
で
も
、「
盋
は
三

本
と
も
鉢
と
作
る
」と
記
し
て
い
る
。「
大
経
」

に
依
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
他
本
は
す

べ
て
「
鉢
」
を
用
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
縁
山
版
」
は
、「
挺
燭　

挺　

麗
作
錠　

元

作
鋌　
宋
如
今
」
と
あ
る
。「
宋
版
」「
元
版
」
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に
依
る
こ
と
が
多
い
。
た
だ
し
、「
盋
」と「
百

味
飯
食
」
の
例
を
見
る
と
、「
三
大
蔵
経
」

に
そ
の
文
字
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
独

自
の
考
え
で
文
字
を
当
て
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
鉢
」
は
三
衣
一
鉢
の
鉄
鉢
で
あ
る
。「
盋
」

は
中
国
の
瓦
製
の
器
で
あ
り
、
日
本
で
の

　
　
　
　
　
　
　

�「
盆
」
は
茶
碗
な
ど
を
載
せ
る
も
の
で
あ
り
、

三
国
間
で
相
違
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�

※
「
縁
山
本
」「
三
部
経
」
の
「
盋
」
と
す
る
。

　
　
　
　
障
飯　

�「
高
麗
版
」「
宮
内
庁
版
」「
正
語
蔵
」
の
み
が
、

「
障
飯
」
で
あ
る
。
※
他
本
は
「
障
鉢
」
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
高
麗
版
」
の
「
飯
」
は
、異
体
字
「
食
＋
卞
」

で
、
下
の
上
に
点
が
あ
る
。「
正
蔵
」
は
、

こ
の
異
体
字
を
「
飯
」
と
改
め
て
い
る
。「
高

麗
版
」
に
依
る
な
ら
ば
、
異
体
字
そ
の
も
の

を
用
い
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
活
字
を

作
成
す
る
煩
雑
を
厭
い
改
字
し
た
と
推
測
さ

れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
普
照
本
」
は
、「
鉢
を
障
（
さ
さ
）
へ
」。

②
・
３　
便
以　

�『
無
量
寿
経
』
下
巻
「
彼
佛
往
生
其
國
便
於

七
寳
華
中
自
然
化
生
」（
浄
全
一
九
Ａ
八
）

　
　
　
　
　
　
　

�「
三
部
経
」（
一
三
七・一
、浄
全
一
九
Ａ
一
八
）

に
は
、「
べ
ん
の
」
と
ル
ビ
が
ふ
ら
れ
て
い
る
。

※
「
便
以
」（benni

）
は
連
声
し
て
「
べ
ん

に
」
と
音
読
。

②
・
３　
搏　
　

�「
塼
」
は
、点
無
し
で
、「
延
宝
版
」(

「
―
む
」)

、

「
元
版
」「
萬
暦
版
」「
鉄
眼
版
」、
続
蔵
の
注

釈
書
・
元
照
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
搏
」
は
、「
二
念
版
」（「
つ
か
む
」）、「
宋
版
」

「
高
麗
版
」「
宮
内
庁
版
」「
縁
山
版
」、
続
蔵

の
注
釈
書　
霊
耀
、「
台
門
行
要
抄
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
揣
」
は
、「
続
蔵
経
」「
正
語
蔵
」、
Ｓ
二
五

四
〇
、
Ｐ
二
〇
五
五
。
続
蔵
の
注
釈
書
の
慧

浄
・
宗
密
・
遇
栄
・
智
旭
・
元
奇
。「
正
語
蔵
」

の
み
が
「
揣
飯
」。　
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�「
搏
」（
点
あ
り
）
と
「
摶
」（
ム
あ
り
）
と
は
、

別
の
字
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
摶
」
は
、
ま
る
め
る
。
摶
食
は
食
を
握
り

丸
め
て
く
ら
う
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
寛
文
三
年
版
」
は
、「
摶・に
き
る
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
揣
」
は
、
摶
食
に
同
じ
で
、
手
で
丸
め
た

食
物
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
搏
」
は
、「
と
る
」
の
意
味
。「
国
訳
」
に

は
「
搏
（
と
）
る
」。「
普
照
本
」
は
、「
搏
（
に

ぎ
）
る
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
摶
」
の
飯
を
手
で
ま
る
め
て
握
り
飯
に
す

る
の
で
は
な
く
、「
摶
」
の
掴
ん
で
食
べ
る

意
味
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
小
字
彙
」
は
、「
搏
」（
は
く
）、「
摶
」（
だ

ん
）
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�

※
「
縁
山
版
」
に
よ
っ
て
、「
搏
・
は
く
」

と
す
る
。

　
　
　
　
搏
食　

�「
搏
飯
」
は
「
高
麗
版
」
の
み
、た
だ
し
「
飯
」

の
変
体
字
。「
障
食
」
は
「
延
宝
版
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
縁
山
版
」
は
じ
め
、
他
本
（
宋
・
元
・
宮
・

万
歴
・
延
宝
）。
※
「
搏
食
」
と
す
る
。

②
・
４　
未
成　

�「
正
語
蔵
」
の
み
が
「
未
成
入
口
」
の
「
成
」

が
あ
る
。

③
・
１　
涕
泣　

�「
涕
」
は
、「
宋
版
」「
元
版
」「
萬
暦
版
」「
縁

山
版
」「
延
宝
版
」「
二
念
版
」「
台
門
行
要
抄
」

「
正
語
蔵
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
啼
」
は
、「
高
麗
版
」「
普
照
本
」「
国
訳
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
大
叫
悲
啼
涕
泣
」
は
、「
宮
内
庁
版
」、
Ｓ

二
五
四
〇
、
Ｐ
二
〇
五
五
。

　
　
　
　
　
　
　

�

※
「
縁
山
版
」
に
依
っ
て
、「
大
叫
悲
号
涕
泣
」

と
す
る
。

　
　
　
　
如
是　

�「
正
語
蔵
」
の
み
が
で
、
他
は
「
此
」。

③
・
２　

奈
何　

�「
三
部
経
」(

大
経
下
巻
、
一
八
六
・
一
、
浄

全
二
六
Ａ
一
）。
無
可
奈
何
（
な
い
が
）。

　
　
　
　
　
　
　

�「
延
宝
版
」
は
、「
柰
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
奈
」は
、「
縁
山
版
」（
奈
何
と
も
す
る
）。「
宋
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版
」「
元
版
」「
高
麗
版
」「
万
暦
版
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
国
訳
」
は
「
奈
何
（
い
か
ん
）
と
も
」。�

 

※
「
三
部
経
」
に
よ
っ
て
「
な
い
が
」。

③
・
２　
孝
順　

�「
三
部
経
」（
観
経
、
二
八
七・一
、
三
六
二・

四
。
浄
全
三
九
Ａ
七
、
四
九
Ａ
一
）
孝
養
父

母（
き
ょ
う
よ
う
ぶ
も
）」。
※「
き
ょ
う
じ
ゅ

ん
」
と
す
る
。

③
・
３　
地
祇　

�「
天
地・天
神
地
祇
」
は
、「
元
版
」「
延
宝
版
」

「
縁
山
版
」「
二
念
版
」「
戒
山
本
」「
台
門
行

要
抄
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
天
地
・
天
地
神
祇
」
は
、「
万
暦
版
」「
鉄

眼
版
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
天
地
・
天
神
地
祈
」
は
、「
宋
版
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
天
地
・
天
神
地
神
」
は
、「
高
麗
版
」「
宮

内
庁
版
」「
正
語
蔵
」、
Ｓ
二
五
四
〇
、
Ｐ
二

〇
五
五
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
国
訳
」
は
、「
孝
順
の
声　

天
地
を
動
か
す

と
雖
も
、
天
神
・
地
神
」。

　
　
　
　
　
　
　

�

※
「
縁
山
版
」「
延
宝
版
」
等
の
「
天
地
・

天
神
地
祇
」
と
す
る
。

③
・
３　
道
士　

�「
小
字
彙
」
は
「
士
」
を
「
呉
音　

濁
音
に

よ
び
習
え
り
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�『
三
部
経
音
義
』
に
も
「
じ
」
と
あ
る
。「
普

照
本
」「
望
月
本
」
は
「
ど
う
し
」。

③
・
４　
衆
僧　

�「
三
部
経
」大
経
下
巻
二
二
五
。「
衆
僧・し
ゅ

ぞ
う
」。
天
保
一
三
年
的
門
華
頂
王
蔵
、明
治
。

二
四
年
順
譽
徹
定
版
、
大
正
一
三
年
善
譽
定

慶
版
。「
浄
業
課
誦
付
録
」。「
一
遇
会
版
」。

　
　
　
　
　
　
　

�

知
恩
院
の
諷
誦
文
と
増
上
寺
の
歎
徳
疏
「
三

宝
衆
僧
の
御
布
施
」
は
、「
し
ゅ
ぞ
う
」。　

　
　
　
　
　
　
　

�「
法
要
集
」
の
盂
蘭
盆
会
の
呪
願
は
、「
し
ゅ

そ
う
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
諸
回
向
宝
鑑
」「
普
照
本
」
は
「
し
ゅ
そ
う
」。

明
治
一
五
年
岸
上
恢
嶺
訂
正
版「
三
部
経
」は
、

「
し
ゅ
う
そ
う
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
法
要
集
」
が
「
し
ゅ
そ
う
」
と
あ
る
の
で
、
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「
し
ゅ
そ
う
」
と
す
る
説
。「
三
部
経
」
の

　
　
　
　
　
　
　

�「
し
ゅ
ぞ
う
」
と
す
る
説
が
あ
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
二
重
ル
ビ
に
す
る
。

④
・
１　

救
済　

�「
三
部
経
」大
経
上
巻
一
二
。
二
六
六
Ａ
二
二
。

救
療
三
苦
「
く
り
ょ
う
」。

　
　
　
　
　
　
　
「
小
字
彙
」
も
呉
音
で
「
く
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
法
要
集
」
盂
蘭
盆
会
表
白
は
、「
目
連
救
母
」

「
ぐ
も
」。
目
連
の
「
ん
」
で
濁
音
。

　
　
　
　
　
　
　

�『
盆
供
養
正
説
』（
三
オ
）
は
、
救
済
「
く
さ

い
・
す
く
ふ
」
と
ル
ビ
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�『
救
抜
焔
口
餓
鬼
陀
羅
尼
経
』
は
、「
く
ば
つ

え
ん
く
」
と
読
む
。

　
　
　
一
切
死　

�「
正
語
蔵
」
の
み
が
「
一
切
死
難
」
の
「
死
」

が
あ
る
。

④
・
２
七
月　
　

�「
三
部
経
」
大
経
上
巻
二
八
、「
日
月
瑠
璃
光
」。

下
巻
二
三
八
、「
天
下
和
順
日
月
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
望
月
本
」「
佛
大
本
」「
普
照
本
」
は
、「
し

ち
が
つ
」。

　
　
　
　
　
　
　
「
音
義
」
は
、「
ゲ
チ
」「
グ
ワ
チ
」

　
　
　
　
　
　
　

�

総
大
本
山
で
の
伝
承
読
み
は
、
四
月
（
し
げ

つ
）
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�

檀
信
徒
に
と
っ
て
も
分
か
り
や
す
く
、
表
白

な
ど
で
「
維
時
令
和
〇
年
〇
月
」
を
「
げ
つ
」

と
捧
読
す
る
と
、
誤
読
し
た
と
思
わ
れ
る
。

「
一
枚
起
請
文
」
は
「
正
月
二
十
三
日
」
で

あ
る
の
で
、「
し
ち
が
つ
じ
ゅ
う
ご
に
ち
」

と
読
む
。

④
・
３　
具
辨　

�「
正
語
蔵
」
の
み
が
「
具
辨
飯
食
」
で
、
他

は
「
具
飯
」。

④
・
４　
果　
　

�「
果
」
は
、「
延
宝
版
」「
縁
山
版
」「
二
念
版
」

「
高
麗
版
」「
万
暦
版
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
菓
」は
、「
宋
版
」「
元
版
」「
宮
内
庁
版
」「
正

語
蔵
」、
Ｓ
二
五
四
〇
、
Ｐ
二
〇
五
五
。「
台

門
行
要
抄
」。

　
　
　
　
　
　
　
「
五
果
」
は
果
実
で
あ
る
。

④
・
４　
錠　
　
「
錠
」
は
、「
高
麗
版
」（「
国
訳
」）。
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�「
鋌
」
は
、「
元
版
」「
宮
内
庁
本
」「
万
暦
版
」

「
鉄
眼
版
」「
正
語
蔵
」、
Ｓ
二
五
四
〇
、
Ｐ

二
〇
五
五
、『
経
律
異
相
』。

　
　
　
　
　
　
　

�「
挺
」は
、「
宋
版
」「
延
宝
版
」「
縁
山
版
」「
二

念
版
」「
釈
氏
要
覧
」「
法
要
集
」「
戒
山
本
」

Ｓ
六
一
六
三
。「
諸
回
向
宝
鑑
」「
台
門
行
要

抄
」（
天
台
宗
）。

　
　
　
　
　
　
　

�「
錠
」
惠
浄
『
盂
蘭
盆
経
讃
述
』
Ｐ
二
二
六
九
．

正
蔵
八
五
・
五
四
二
Ｂ
二
二
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

宗
密
『
盂
蘭
盆
経
疏
』
続
蔵
二
一
・
五

一
〇
Ｃ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

遇
栄
『
盂
蘭
盆
経
疏
孝
衡
鈔
』
続
蔵
二

一
・
五
五
二
Ｃ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

智
旭
『
仏
説
盂
蘭
盆
経
新
疏
』
続
蔵
二

一
・
五
七
八
Ｃ
三
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

霊
耀
『
仏
説
盂
蘭
盆
経
折
中
疏
』
続
蔵

二
一
・
五
八
七
Ｃ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

元
奇
『
盂
蘭
盆
経
略
疏
』
続
蔵
二
一
・

五
九
三
Ａ
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
挺
」元
照『
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
』続
蔵
二
一・

四
七
八
Ａ
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
縁
山
版
」
は
、「
挺
燭
、
挺
は
麗
に
錠
と
作

る
。
元
は
鋌
と
作
る
。
宋
は
今
の
如
し
」
と

あ
る
。「
縁
山
版
」は「
宋
版
」に
依
っ
て「
挺

燭
」
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
挺
」『
漢
字
源
』
ひ
き
ぬ
く
、
ぬ
き
ん
で
る
、

蝋
燭
等
を
数
え
る
語
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
鋌
」『
漢
字
源
』
金
属
を
溶
か
し
て
一
定
の

形
に
し
た
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 �「
音
義
」
は
、「
案
鋌
燭
蝋
燭
之
属
也
。

古
今
正
字
従
金
延
声
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 �

ま
っ
す
ぐ
に
す
ば
や
く
走
る
。「
挺
」

に
当
て
た
用
法
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
錠
」『
漢
字
源
』
金
属
を
一
定
の
形
に
固
め

た
も
の
。
足
の
つ
い
た
す
わ
り
の
よ
い
祭
具
。

た
か
つ
き
。
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�

中
村
元
『
仏
教
語
大
辞
典
』
は
燈
明
の

こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　

�

漢
字
の
語
源
か
ら
は
、「
錠
」
で
あ
る
。『
盂

蘭
盆
経
讃
述
』
Ｐ
二
二
六
九
は
注
釈
書
の
最

古
の
も
の
で
あ
り
、
盂
蘭
盆
を
倒
懸
に
訳
さ

ず
、
器
物
の
盆
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
縁
山
版
」「
延
宝
版
」
は
「
挺
」
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、灯
明
の
「
錠・

じ
ょ
う｣

と
な
る
。「
高
麗
版
」
は
、
注
釈

書
の
例
を
参
酌
し
て
「
錠
」
と
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
な
お
「
音
義
」
に
は
、「
挺
」
と
「
鋌
」

を
掲
載
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
三
部
経
音
義
」
の
「
錠｣

は
「
ぢ
ゃ
う
」。

　
　
　
　
　
　
　

�

諸
説
あ
る
が
、「
縁
山
版
」
に
依
る
と
「
挺
」

と
な
る
。『
法
要
集
』
の
呪
願
も
「
挺
」
で

で
あ
る
の
で
、「
挺
」
と
す
る
。

④
・
４　
牀　
　

�「
牀
」は
、「
延
宝
版
」「
縁
山
版
」「
元
版
」「
万

暦
版
」「
台
門
行
要
抄
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
床
」
は
、「
宋
版
」「
高
麗
版
」「
宮
内
庁
版
」

Ｓ
二
五
四
〇
、
Ｐ
二
〇
五
五
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
牀
」と「
床
」は
同
字
。
呉
音
は「
じ
ょ
う
」。

「
牀
敷
・
じ
ょ
う
ふ
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
正
語
蔵
」
の
み
が
、「
床
臥
衆
具
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
戒
山
本
」
は
、「
牀
（
ゆ
か
）
に
志
く
臥
具

を
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
普
照
本
」
は
、「
牀
（
じ
ょ
う
）
に
臥
具
を

敷
き
」。

　
　
　
　
　
　
　

�『
盆
供
養
正
説
』
は
、
牀
に
つ
い
て
「
今
世

に
用
ゆ
る
精
霊
棚
は
こ
の
牀
の
あ
や
ま
れ
る

な
り
。彼
は
三
宝
を
招
待
す
る
壇
な
り
。よ
っ

て
予
じ
め
小
さ
い
机
を
こ
し
ら
へ
お
き
て
、

此
の
日
仏
前
に
供
ふ
べ
し
」。
臥
具
は
「
臥

具
（
ふ
と
ん
）
な
り
。
是
を
あ
ら
か
じ
め
用

意
し
て
、か
の
牀
に
志
く
べ
し
。
其
敷
具（
ふ

と
ん
）
の
上
に
或
い
は
は
す
の
花
び
ら
、
或

い
は
樒
の
葉
を
散
ら
し
、
十
方
の
三
宝
を
そ
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の
う
へ
に
招
待
す
る
こ
こ
ろ
す
べ
し
」
と
あ

り
、
四
奉
請
の
「
散
華
楽
」
で
あ
る
。
精
霊

棚
の
上
に
敷
く
「
ま
こ
も
」
は
、
こ
れ
を
変

容
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
正
語
蔵
」
の
み
が
、「
盡
施
甘
味
」
で
、
他

は
「
盡
世
甘
味
」。

⑤
・
１　
著　
　

�「
著
」
は
、「
延
宝
版
」「
縁
山
版
」「
万
暦
版
」

「
望
月
本
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
着
」
は
、「
宋
版
」「
元
版
」「
高
麗
版
」「
宮

内
庁
版
」「
正
語
蔵
」「
台
門
行
要
抄
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
縁
山
版
」
は
、「
盆
中
に
著
（
お
き
）」
と

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
普
照
本
」
は
、「
盆
中
に
著
（
つ
け
）
て
」

と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
新
記
」
は
、「
盂
蘭
盆
供
会
の
中
に
著
く
」

と
あ
り
、「
盆
中
」
を
法
会
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
三
部
経
」
大
経
上
巻
「
而
著
法
服
」（
ち
ゃ

く
）、「
次
無
著
」（
じ
ゃ
く
）。

　
　
　
　
　
　
　

�「
小
字
彙
」
は
「
ち
ょ
」「
ぢ
ゃ
く
」。『
三
部

経
音
義
』「
ち
ょ
」「
ぢ
ゃ
く
」

　
　
　
　
　
　
　

�「
つ
く
（
お
く
）」
の
意
味
の
場
合
は
、「
ぢ
ゃ

く
」
で
、「
じ
ゃ
く
」
と
表
記
す
る
。

⑤
・
２　
聖
衆　

�

聖
衆
「
し
ょ
う
じ
ゅ
う
」「
三
部
経
」（
弥
陀

経
三
九
七
・
二
、
五
四
Ａ
二
）。

⑤
・
２　
山
間　

�「
三
部
経
」
大
経
上
巻
（
一
・
三
、
浄
全
一

Ａ
三
）「
耆
闍
崛
山
中
・
ぎ
し
ゃ
く
っ
せ
ん

じ
ゅ
う
」。「
音
義
」は「
さ
ん
」「
せ
む
」。「
普

照
本
」
は
「
せ
ん
げ
ん
」。

　
　
　
或
得
四　

�「
宮
内
庁
版
」
の
み
が
、「
或
」
が
な
い
。

　
　
　
四
道
道　

�「「
正
語
蔵
」
の
み
が
『
四
道
道
果
』。

　
　
　
或
在
樹　

�「
在
」
あ
り
は
、「
元
版
」「
万
暦
版
」「
縁
山

版
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
在
」
な
し
は
、「
宋
版
」「
高
麗
版
」「
宮
内

庁
版
」「
正
語
蔵
」。

　
　
　
或
声
聞　

�「
正
語
蔵
」
の
み
が
「
或
」
が
あ
る
。　

⑤
・
４　
権
現　

�「
権
現
」は
、「
縁
山
版
」「
宋
版
」「
元
版
」「
高
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麗
版
」「
万
歴
版
」「
宮
内
庁
版
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
正
語
蔵
、」
Ｓ
二
五
四
〇
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
権
化
」
は
、「
延
宝
版
」「
台
門
行
要
抄
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
縁
山
版
」「
二
念
版
」
は
、「
権
現
の
比
丘
」、

「
国
訳
」
は
「
権
現
比
丘
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
普
照
本
」
は
、「
権
（
か
り
）
に
比
丘
と
化

（
け
）
し
て
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
戒
山
本
」は
、「
権
化
の
比
丘
」と
あ
る
。「
縁

山
版
」
の
「
権
現
」
と
す
る
。

⑤
・
４　
大
衆　

�「
大
衆
（
だ
い
し
ゅ
う
）」「
三
部
経
」（
四
誓

偈
七
七
・
一
、
浄
全
一
一
Ａ
九
）。

⑥
・
２　
現
在　

�「
現
在
父
母
」
は
、「
高
麗
版
」「
縁
山
版
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
現
世
父
母
」
は
、「
宋
版
」「
元
版
」「
万
暦

版
」「
宮
内
庁
版
」「
延
宝
版
」「
戒
山
本
」

　
　
　
　
　
　
　

�「
正
語
蔵
」「
台
門
行
要
抄
」「
諸
回
向
宝
鑑
」。

　
　
　
　
　
　
　

�『
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
』
の
「
現
在
」
を
朱
字

で
「
世
」
に
訂
正
す
る
本
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
普
照
本
」
は
、「
自
恣
僧
を
供
養
す
る
こ
と

あ
ら
ん
者
は
、
現
在
の
父
母
、
七
世
の
父
母
、

六
種
の
親
属
、
三
途
の
苦
を
出
（
い
ず
）
る

こ
と
を
得
て
」。

　
　
　
　
　
　
　

�

こ
こ
で
は
、
現
存
す
る
父
母
と
過
去
せ
る
父

母
を
い
う
の
で
、「
現
在
」
と
す
る
。

　
　
　
　
七
世　

�「
宮
内
庁
版
」「
正
語
蔵
」
は
、「
現
世
父
母

七
世
父
母
六
種
親
属
」。

　
　
　
　
六
親　

�「
六
親
眷
属
」
は
、「
宋
版
」「
元
版
」「
万
暦

版
」「
縁
山
版
」「
二
念
版
」「
台
門
行
要
抄
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
六
種
親
族
」
は
、「
高
麗
版
」「
宮
内
庁
版
」

「
正
語
蔵
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
五
種
親
族
」
は
、『
経
律
異
相
』。

⑥
・
３　
　
　
　

�「
得
出
三
塗
之
苦
応
時
解
脱
衣
食
自
然
若
父

母
現
在
者
・
と
く
し
ゅ
つ
さ
ん
ず
し
く　

お

う
じ
げ
だ
つ　

え
じ
き
じ
ね
ん　

に
ゃ
く
ぶ

も　
げ
ん
ざ
い
し
ゃ
」。

　
　
　
　
　
　
　

�『
浄
土
宗
法
要
式
集
』
の
「
六
親
眷
属
」
の

後
に
二
十
字
が
欠
落
し
て
い
る
。
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若
復　

�「
自
然　
若
復
有
人
父
母
」の
三
字
あ
る
の
は
、

「
高
麗
版
」
の
み
。

　
　
　
見
在
者　

�「
正
語
蔵
」の
み
が「
若
父
母
見
在
者
」で「
現
」

が
「
見
」
と
な
っ
て
い
る
。

⑥
・
４
若
已
亡　

�「
百
年　

若
已
亡
」
の
二
字
あ
る
の
は
、「
高

麗
版
」
の
み
。

　
　
　
　
若
亡　

�「
正
語
蔵
」
の
み
が
「
若
亡
七
世
父
母
者
」
で
、

「
亡
」
と
「
者
」
を
増
字
し
て
い
る
。

⑦
・
１
受
無
量　

�「
天
華
光（
受
無
量
快
楽
）」の
五
字
あ
る
の
は
、

「
高
麗
版
」
の
み
。

　
　
　
　
爾
来　

�「
正
語
蔵
」
の
み
が
、「
爾
」
を
増
字
し
て
い
る
。

⑦
・
１　
先
為　

�「
小
字
彙
」「
三
部
経
音
義
」「
義
山
版
三
部
経
」

は
「
ぜ
ん
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
大
漢
和
」は「
せ
ん
」の
音
の
み
で
あ
る
。「
望

月
本
」
は
「
せ
ん
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
先
請
弥
陀
入
道
場
」は
、縁
山
声
明
で
は「
せ

ん
じ
ょ
う
み
だ
」
で
あ
り
、『
法
事
讃
』
で

は「
ぜ
ん
じ
ょ
う
み
だ
」と
唱
え
て
い
る
。「
小

字
彙
」「
三
部
経
音
義
」
に
よ
っ
て
、「
先
」

を
「
ぜ
ん
」
と
発
音
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
縁
山
版
」「
普
照
本
」
は
、「
皆
先
づ
施
主

家
の
為
に
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
先
為
」
は
連
声
（zenni

）
し
て
「
ぜ
ん
に
」

と
発
声
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
正
語
蔵
」
の
み
が
、「
先
」
が
な
い
。

⑦
・
１
施
主
家　

�「
施
主
家
呪
願
願
七
世
父
母
」
の
「
願
」
一

字
は
、「
高
麗
版
」「
宮
内
庁
版
」「
正
語
蔵
」

の
み
。

⑦
・
２
禅
定
意　

�「
正
語
蔵
」
の
み
が
、「
意
」
が
「
竟
」
と
あ
る
。

⑦
・
３
受
盆
時　

�「
初
受
盆
時
」
は
「
高
麗
版
」
の
み
、
他
本

は
「
初
受
食
時
」。

⑦
・
３　
先
安　

�「
普
照
本
」「
縁
山
版
」
は
、「
先
ず
仏
前
塔

中
の
仏
前
に
安
在
し
」と
訓
読
す
る
の
で「
安

在
」
と
い
う
述
語
な
の
で
、連
声
せ
ず
に
「
ぜ

ん
あ
ん
」
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
戒
山
本
」
は
、「
仏
前
、
塔
寺
の
中
乃
仏
前
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に
安
在
し
て
」。

　
　
　
　
　
　
　

�

三
部
経
」（
大
経
上
巻
八
〇
・
四
、
浄
全
一

二
Ａ
二
）「
諂
曲
之
心　

和
顏
愛
語　

先
意

承
問　

勇
猛
精
進
」
を
「
ぜ
ん
に
」
と
読
ん

で
い
る
。
同
経
（
上
巻
六
・
一
、
浄
全
一
Ａ

一
一
） ｢
無
量
行
願　

安
住
一
切
功
徳｣

で

は
「
ぎ
ょ
う
が
ん　

あ
ん
じ
ゅ
う
」
と
読
む

の
で
、
安
在
の
熟
語
を
生
か
す
意
味
で
、「
ぜ

ん
あ
ん
ざ
い
」
と
し
た
。

　
　
　
仏
塔
前　

�「
仏
前
塔
寺
中
仏
前
」
は
、「
宋
版
」「「
元
版
」

「
万
暦
版
」「
縁
山
版
」「
台
門
行
要
抄
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
仏
塔
前
」
は
、「
高
麗
版
」「
宮
内
庁
版
」「
正

語
蔵
」Ｓ
二
五
四
〇・三
一
七
一・四
二
六
四・

Ｐ
二
〇
五
五
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
先
ず
、
仏
塔
の
前
に
安
在
し
」、「
普
照
本
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
先
ず
、
仏
前
、
塔
寺
の
中
の
仏
前
に
安
在

し
て
」、「
戒
山
本
」。

⑦
・
４　
爾
時　

�「
爾
時
」
の
一
字
あ
る
の
は
、「
高
麗
版
」
の
み
。

　
　
　
此
大
会　

�「
及
此
大
会
大
菩
薩
」の
三
字
あ
る
の
は
、「
高

麗
版
」
の
み
。

　
　
　
此
大
衆　

�「
正
語
蔵
」
の
み
が
、「
此
大
衆
大
菩
薩
皆
悉

あ
る
。「
衆
」
は
な
し
。

⑧
・
１
而
目
連　

�「
而
目
連
」の
一
字
あ
る
の
は
、「
高
麗
版
」「
宮

内
庁
版
」「
正
語
蔵
」
の
み
。

　
　
　
目
連　
　

�「
目
連
其
母
」
の
一
字
あ
る
の
は
、「
高
麗
版
」

「
宮
内
庁
版
」
の
み
。

⑧
・
１　
啼　
　

�「
啼
」
は
、「
宋
版
」「
元
版
」「
高
麗
版
」「
万

暦
版
」「
宮
内
庁
版
」「
縁
山
版
」「
延
宝
版
」

「
新
記
」「
台
門
行
要
抄
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
涕
」
は
、「
浄
土
宗
法
要
式
集
」。「
正
語
蔵
」

は
「
号
＋
帝
」
？
。

　
　
　
　
　
　
　

�

先
の
部
分
の
〇
二
・
四
「
目
連
大
叫　

悲
號

啼
泣
」
は
、「
目
連
大
い
に
叫
び
、
悲
號
涕

泣
し
馳
せ
帰
り
て
」。

　
　
　
　
　
　
　

�

こ
こ
の
部
分
の
「
目
連
悲
啼
泣
聲　

釋
然
除

滅
」
は
、「
目
連
、
悲
啼
の
泣
聲
、
釋
然
と
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し
て
除
滅
す
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
正
語
蔵
」
の
み
「
其
母
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
戒
山
本
」
は
、「
目
連
、
悲
啼
（
ひ
て
い
）

泣
（
き
ゅ
う
）
の
声
」。

⑧
・
２　
一
劫　

�「
劫
」
は
、「
縁
山
版
」「
延
宝
版
」「
宋
版
」「
元

版
」
高
麗
版
」「
万
暦
版
」「
宮
内
庁
版
」「
新

記
」。「
正
語
蔵
」は
切
か
劫
か
判
読
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
切
」
は
、元
奇
「
仏
説
盂
蘭
盆
経
略
疏
」、「
諸

回
向
宝
鑑
」「
台
門
行
要
抄
」「
浄
土
宗
法
要

式
集
」。

　
　
　
　
　
　
　

�

す
べ
て
の
餓
鬼
で
は
な
く
、
一
劫
と
い
う
長

い
時
間
に
苦
し
む
と
い
う
意
味
。

⑧
・
３　
父
母　

�「
所
生
父
母
」
の
父
の
一
字
あ
る
の
は
、「
高

麗
版
」「
宮
内
庁
版
」
の
み
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
正
語
蔵
」
の
み
が
「
仏
弟
子
所
生
之
母
」

⑧
・
３　
蒙　
　

�「
小
字
彙
」「
三
部
経
音
義
」「
眠
龍
窟
蔵
版

三
部
経
」「
浄
土
宗
聖
典
」
は
、「
む
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
蒙
光
摂
」
の
「
む
」。「
浄
土
宗
法
要
式
集
」

は
、「
も
う
」
と
誤
記
し
て
い
る
。

⑧
・
４
行
孝
順　

�「
仏
弟
子
行
孝
順
者
亦
応
」の
四
字
あ
る
の
は
、

「
高
麗
版
」
の
み
。

⑧
・
４　
力
故　

�「
三
部
経
」（
観
経
二
八
九
・
一
、
二
九
一
・
一
、

浄
全
三
九
Ａ
一
二
、
三
九
Ａ
一
四
）。

　
　
　
　
　
　
　

�「
以
仏
力
故
」
は
「
り
っ
こ
」。

⑧
・
４　
亦
応　

�「
応
」
は
、「
元
版
」「
高
麗
版
」「
万
暦
版
」「
宮

内
庁
版
」「
縁
山
版
」「
延
宝
版
」「
新
記
」「
台

門
行
要
抄
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
応
亦
」
は
、「
宋
版
」「
浄
土
宗
法
要
式
集
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
普
照
本
」
は
、「
亦
応
（
ま
さ
）
に
此
の
盂

蘭
盆
を
奉
し
て
、
現
在
の
父
母
、
乃
至
七
世

の
父
母
を
救
度（
く
ど
）す
べ
き
こ
と
爾（
し

か
）
る
べ
し
と
、
為
ん
や
否
や
」。「
亦
応
」

と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
正
語
蔵
」
の
み
が
「
仏
弟
子
行
者
孝
順
者

是
孝
子
等
？
」

⑨
・
１　
此　
　

�「
此
盂
蘭
盆
」
の
一
字
あ
る
の
は
、「
高
麗
版
」
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の
み
。

⑨
・
２　
爾
否　

�「
否
」
は
「
音
義
」
に
な
し
。

　
　
　
　
　
　
　

�『
沙
門
音
空
編
輯　

蓮
門
字
彙
』
は
、「
ひ
」。

「
正
語
蔵
」
の
み
が
「
不
」。

　
　
　
　
汝
食　

�「
正
語
蔵
」
の
み
が
「
食
」
で
、
他
は
「
今
」。

⑨
・
３
若
比
丘　

�「
若
比
丘
」
の
「
有
な
し
」
は
、「
縁
山
版
」「
延

宝
版
」「
万
暦
版
」「
新
記
」。　

　
　
　
　
　
　
　

�「
若
有
比
丘
」
は
、「
宋
版
」「
元
版
」「
高
麗

版
」「
宮
内
庁
版
」。

⑨
・
３　
王
子　

�「
太
子
王
子
」
の
二
字
あ
る
の
は
、「
高
麗
版
」

「
宮
内
庁
版
」「
正
語
蔵
」。

⑨
・
４　
萬
民　

�「
萬
」
は
、「
宋
版
」「
元
版
」「
万
暦
版
」「
宮

内
庁
版
」「
縁
山
版
」「
延
宝
版
」「
台
門
行

要
抄
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
万
」
は
、「
高
麗
版
」「
正
語
蔵
」。
み
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
小
字
彙
」
は
「
ま
ん
」、「
三
部
経
音
義
」

は
「
ば
ん
」「
ま
む
」。

⑨
・
４
孝
慈
者　

�「
孝
慈
者
」
は
、「
高
麗
版
」「
宮
内
庁
版
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
慈
孝
者
」
は
、「
宋
版
」「
元
版
」「
万
暦
版
」

「
延
宝
版
」「
縁
山
版
」「
台
門
行
要
抄
」。

⑨
・
４
応
先
為　

�「
応
為
」
は
、「
高
麗
版
」「
宮
内
庁
版
」「
正

語
蔵
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
応
先
為
」
は
、「
宋
版
」「
元
版
」「
万
暦
版
」

「
延
宝
版
」「
縁
山
版
」「
台
門
行
要
抄
」。

⑩
・
１　
七
世　

�「
過
去
七
世
」は
、「
宋
版
」「
元
版
」「
高
麗
版
」

「
万
暦
版
」「
宮
内
庁
版
」「
正
語
倉
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
過
去
七
代
」
は
、「
延
宝
版
」「
縁
山
版
」「
新

記
」「
諸
回
向
宝
鑑
」「
台
門
行
要
抄
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
七
世
父
母
」
は
、（
④
・
３
。
⑥
・
４
。
⑦
・

２
。
⑨
・
１
。
⑪
・
１
）
で
あ
り
、
こ
こ
だ

け
が
「
過
去
七
代
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
縁
山
版
」
に
は
「
過
去
七
代
」
と
あ
り
、「
代

は
三
本
並
び
に
世
と
作
る
」
と
あ
る
。
三
大

蔵
経
と
も
に「
過
去
七
世
」で
あ
る
の
に
、「
過

去
七
代
」
と
し
た
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
い

な
い
。
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�「
現
在
父
母
」
現
存
し
て
い
る
父
母
、「
過
去

七
世
父
母
」
は
過
去
せ
る
父
母
を
七
世
と
称

し
て
い
る
。『
法
要
集
』の
盂
蘭
盆
会
表
白
は
、

「
現
在
の
父
母
並
び
に
過
去
七
代
の
恩
処
」

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
延
宝
二
年
の
『
声

明
集
』
の
祭
文
に
「
過
去
七
代
」
に
依
っ
て

い
る
。

⑩
・
２　
飲
食　

�「
百
味
飲
食
」
は
、「
宋
版
」「
高
麗
版
」「
万

暦
版
」「
宮
内
庁
版
」「
万
暦
版
」「
無
量
寿
経
」

「
台
門
行
要
抄
」「
諸
回
向
宝
鑑
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
百
味
飯
食
」
は
、「
元
版
」「「
縁
山
版
」。

宗
密
『
盂
蘭
盆
経
疏
』・元
照
『
阿
弥
陀
経
疏
』。

珍
海
『
菩
提
心
集
』。

　
　
　
　
　
　
　

�「
飲
食
」
は
、
浄
全
４
７
、
正
蔵
１
９
７
。

Ｓ
Ａ
Ｔ　
一
九
七
を
ヒ
ッ
ト
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
飯
食
」
は
、
浄
全
３
、
正
蔵
２
１
。　
　

Ｓ
Ａ
Ｔ　
二
一
を
ヒ
ッ
ト
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
縁
山
版
」
は
、「
百
味
飯
食
」
と
し
た
理
由

を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
三
部
経
」（
大
経
上
巻
一
一
九
・
四
、
浄
全

一
六
Ａ
一
五
）
に
基
づ
き
「
百
味
飲
食
・
お

ん
じ
き
」
と
し
た
い
が
、
宗
密
と
元
照
の
注

釈
書
と
「
縁
山
版
」
に
よ
っ
て
、「
飯
食
」

と
す
る
。

⑩
・
３　

乞
願　

�「
乞
願
便
使
」
は
、「
高
麗
版
」
の
み
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
乞
願
使
」
は
、「
宮
内
庁
版
」「
正
語
蔵
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
願
使
」は
、「
宋
版
」「
元
版
」「
万
暦
版
」「
延

宝
版
」「
縁
山
版
」「
二
念
版
」。

　
　
　
　
无
病　

�「
正
語
蔵
」
の
み
が
「
无
病
无
一
切
」。

⑪
・
１　
得
生　

�「
得
生
」
の
一
字
あ
る
の
は
、「
高
麗
版
」
の
み
。

⑪
・
１　
人
天　

�「
天
人
中
」
は
、「
高
麗
版
」「
宮
内
庁
版
」「
正

語
蔵
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
人
天
中
」
は
、「
宋
版
」「
元
版
」「
万
暦
版
」

「
延
宝
版
」「
縁
山
版
」「
二
念
版
」「
台
門
行

要
抄
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
三
部
経
」（
大
経
上
巻
四
三
・
二
、
浄
全
六
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Ａ
一
二
）
等
に
基
づ
き
「
国
中
人
天
・
に
ん

で
ん
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
諸
回
向
宝
鑑
」
は
「
に
ん
て
ん
ち
ゅ
う
」、

他
に
も
濁
音
に
し
て
い
な
い
ル
ビ
が
あ
る
。

⑪
・
１
人
天
中　

�「
三
部
経
」（
大
経
上
巻
一
二
四
・
二
、
浄
全

一
七
Ａ
八
）「
世
間
帝
王
人
中
獨
尊
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
三
部
経
」（
大
経
上
巻
一
二
五
・
四
、
浄
全

一
七
Ａ
一
二
）「
帝
王
雖
人
中
尊
貴
形
色
端

正
」。「
に
ん
じ
ゅ
う
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
法
要
集
」の
呪
願
に
は「
に
ん
で
ん
ち
ゅ
う
」

と
ル
ビ
を
振
っ
て
い
る
の
で
、「
ち
ゅ
う
」

と
す
る
。
理
由
は
「
し
ゅ
う
そ
う
」
と
同
じ

で
あ
る
。

⑪
・
１　
仏
告　

�「
佛
告
諸
善
男
子
善
女
人
是
仏
弟
子
」
の
九

字
あ
る
の
は
、「
高
麗
版
」
の
み
。

⑪
・
２　
供
養　

�「
供
養
乃
至
」
の
二
字
あ
る
の
は
、「
高
麗
版
」

「
宮
内
庁
版
」「
正
語
蔵
」。

⑪
・
３　
常　
　

�「
七
月
十
五
日
常
以
孝
慈
」

　
　
　
　
　
　
　

�「
當
」
は
、「
延
宝
版
」「
宋
版
」「
元
版
」「
万

暦
版
」「
新
記
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
常
」
は
、「
縁
山
版
」「
高
麗
版
」「
宮
内
庁

版
」「
台
門
行
要
抄
」。

　
　
　
　
　
　
　

�「
？
」
惠
浄
『
盂
蘭
盆
経
讃
述
』
Ｐ
二
二
六
九
．

正
蔵
八
五
は
省
略
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
常
」
宗
密
『
盂
蘭
盆
経
疏
』
続
蔵
二
一
・

五
一
二
Ａ
一
五
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 �

遇
栄
『
盂
蘭
盆
経
疏
孝
衡
鈔
』
続
蔵

二
一
・
五
五
六
Ｂ
七
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 �

智
旭
『
仏
説
盂
蘭
盆
経
新
疏
』
続
蔵

二
一
・
五
八
〇
Ｂ
一
一
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 �

霊
耀
『
仏
説
盂
蘭
盆
経
折
中
疏
』
続

蔵
二
一
・
五
八
七
Ｃ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 �

元
奇
『
盂
蘭
盆
経
略
疏
』
続
蔵
二
一・

五
九
四
Ａ
一
三
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 �

元
照『
盂
蘭
盆
経
疏
新
記
』続
蔵
二
一・

四
八
一
Ｃ
一
七
。
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�「
當
」
霊
耀
『
仏
説
盂
蘭
盆
経
折
中
疏
』
続

蔵
二
一
・
五
九
一
Ｂ
九
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
應
に
〜
・
当
に
〜
す
べ
し
」
常
に
と
當
に

と
す
る
と
、
再
読
文
字
が
二
重
に
な
る
の
で
、

縁
山
版
の
「
常
」
に
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
是
の
佛
弟
子
、
孝
順
を
修
す
る
者
は
、
應

に
念
念
の
中
に
、
常
に
父
母
乃
至
七
世
の
父

母
を
憶
い
、
年
年
七
月
十
五
日
に
常
に
孝
慈

を
以
て
所
生
の
父
母
を
憶
い
、
爲
に
盂
蘭
盆

を
作
り
、
佛
及
び
僧
に
施
し
、
以
て
父
母
の

長
養
慈
愛
の
恩
を
報
ず
べ
し
。」（
縁
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 �

普
照
『
訓
読　

盂
蘭
盆
経
』（
明
治
二

六
年
六
月
・
発
行
者
梶
宝
順
）

　
　
　
　
　
　
　

�「
是
の
仏
子
、
孝
順
を
修
す
る
者
は
、
應
に

念
々
に
、
常
に
父
母
乃
至
七
世
の
父
母
を
憶

ふ
て
、
年
々
七
月
十
五
日
に
、
當
に
孝
慈
を

以
て
、
所
生
の
父
母
、（
乃
至
七
世
の
父
母

を
憶
ひ
）、
為
に
盂
蘭
盆
を
作
り
、
仏
及
び

僧
に
施
し
、
以
て
父
母
長
養
慈
愛
の
恩
を
報

ず
べ
し
」。

　
　
　
　
　
　
　

�

柴
崎
照
和
『
お
盆
と
盂
蘭
盆
経
』（
二
〇
〇

六
年
）

　
　
　
　
　
　
　

�「
佛
は
、
諸
の
善
男
子
、
善
女
人
に
告
げ
た

ま
わ
く
。
是
の
仏
弟
子
で
、
孝
順
を
修
す
る

者
は
、
応
に
、
念
念
の
中
に
、
常
に
（
所
生

の
現
在
）
父
母
、
乃
至
七
世
の
父
母
を
憶
う

べ
し
。
年
々
の
七
月
十
五
日
に
、
常
に
孝
順

の
慈
を
以
て
、
所
生
の
（
現
在
の
）
父
母
、

乃
至
七
世
の
父
母
を
憶
い
、
為
に
盂
蘭
盆
を

作
し
て
、
仏
及
び
僧
に
施
し
、
以
て
父
母
の

長
養
・
慈
愛
の
恩
に
報
い
よ
」。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

當
に
す
べ
し　
当
然
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

応
に
す
べ
し　

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す

る
に
相
応
の
資
格
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

こ
れ
に
よ
っ
て
、
常
に
父
母
を
お
も
う

べ
き
身
で
あ
ろ
う
。（
い
や
、
す
る
べ
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き
で
あ
る
）。

　
　
　
　
　
　
　

�

七
月
十
五
日
に
は
当
然
盂
蘭
盆
を
作
っ
て
～　

す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�
二
段
論
法
的
発
言
と
と
る
か
、
普
照
の
よ
う

に
理
解
す
る
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�「
正
語
蔵
」
は
、「
當
」
な
し
。

⑪
・
３　
孝
慈　

�「
孝
順
慈
」の
一
字
あ
る
の
は
、「
高
麗
版
」「
宮

内
庁
版
」
の
み
。

⑪
・
３　
乃
至　

�「
父
母
乃
至
七
世
父
母
」
の
六
字
あ
る
の
は
、

「
宋
版
」「
高
麗
版
」「
宮
内
庁
版
」「
正
語
蔵
」。

⑪
・
４　

奉
施　

�「
正
語
蔵
」
の
み
が
「
奉
」
が
あ
る
。

⑫
・
１　
皆
×　

�「
一
切
仏
弟
子
皆
」の
一
字
が
あ
る
の
は
、「
諸

回
向
宝
鑑
」
の
み
。

　
　
　
　
応
當　

�「
正
語
蔵
」
の
み
が
「
當
」
が
な
い
。

⑫
・
２　
聞
佛　

�「
聞
佛
所
説
歓
喜
奉
行
」
の
四
字
あ
る
の
は
、

「
高
麗
版
」
の
み
。

⑫
・
３　
仏
説　

�「
正
語
蔵
」の
み
が「
仏
説
」な
し
。ま
た
、「
瓫
」

と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

�

な
お
、
こ
の
「
盂
蘭
盆
経
」
の
送
り
仮
名
の

最
終
的
判
断
は
、
法
式
専
門
部
会
に
依
る
も

の
と
す
る
。

佛ぶ
っ

説せ
つ

盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

經ぎ
ょ
う

西せ
い

晉し
ん

三さ
ん

藏ぞ
う

法ほ
っ

師し

竺じ
く

法ほ
う

護ご

奉ぶ

詔じ
ょ
う

譯や
く

聞も
ん

如に
ょ

是ぜ

一い
ち

時じ

佛ぶ
つ

在ざ
い

舎し
ゃ

衛え
い

國こ
く

祇ぎ

樹じ
ゅ

給ぎ
っ

孤こ

獨ど
く

園お
ん

大だ
い

目も
っ

犍け
ん

連れ
ん

始し

得と
く

六ろ
く

通つ
う

欲よ
く

度ど

父ぶ

母も

報ほ
う

乳に
ゅ
う

哺ほ

之し

恩お
ん

即そ
く

以い

道ど
う

眼げ
ん

觀か
ん

視じ

世せ

間け
ん

見け
ん

其ご

亡も
う

母も

生し
ょ
う

餓が

鬼き

中ち
ゅ
う

不ふ

見け
ん

飲お
ん

食じ
き

皮ひ

骨こ
つ

連れ
ん

立り
ゅ
う

目も
く

連れ
ん

悲ひ

哀あ
い

即そ
く

以い

盋は
ち

盛じ
ょ
う

飯ぼ
ん

往お
う

餉し
ょ
う

其ご

母も

母も

得と
く

盋は
ち

飯ぼ
ん

便べ
ん

以に

左さ

手し
ゅ

障し
ょ
う

盋は
ち

右う

手し
ゅ

搏は
く

食じ
き

食じ
き

未み

入に
ゅ
う

口く

化け

成じ
ょ
う

火か

炭た
ん

遂す
い

不ふ

得と
く

食じ
き

目も
く

連れ
ん

大だ
い

叫き
ょ
う

悲ひ

號ご
う

涕た
い

泣き
ゅ
う

馳じ

還げ
ん

白び
ゃ
く

佛ぶ
つ

具ぐ

陳ち
ん

如に
ょ

此し

佛ぶ
つ

言ご
ん

汝に
ょ

母も

罪ざ
い

根こ
ん

深じ
ん

結け
つ

非ひ

汝に
ょ

一い
ち

人に
ん

力り
き

所し
ょ

奈な
い

何が

汝に
ょ

雖す
い

孝き
ょ
う

順じ
ゅ
ん

聲し
ょ
う

動ど
う

天て
ん

地じ

天て
ん

神じ
ん

地じ

祇ぎ

邪じ
ゃ

魔ま

外げ

道ど
う

道ど
う

士じ

四し

天て
ん

王の
う

神じ
ん

亦や
く

不ふ

能の
う

奈な
い

何が

當と
う

須し
ゅ

十じ
っ

方ぽ
う

衆し
ゅ

僧ぞ
う

威い

神じ
ん

之し

力り
き

乃な
い

得と
く

解げ

脱だ
つ

吾ご

今こ
ん

當と
う

説せ
つ

救く

濟さ
い

之し

法ほ
う

令り
ょ
う

一い
っ

切さ
い

難な
ん

皆か
い

離り

憂う

苦く

佛ぶ
つ

告ご
う

目も
く

連れ
ん

十じ
っ

方ぽ
う

衆し
ゅ

僧ぞ
う

七し
ち

月が
つ

十じ
ゅ
う

五ご

日に
ち

僧そ
う

自じ

恣し

時じ

當と
う

爲い

そ
う

そ
う
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七し
ち

世せ

父ぶ

母も

及ぎ
ゅ
う

現げ
ん

在ざ
い

父ぶ

母も

厄や
く

難な
ん

中ち
ゅ
う

者し
ゃ

具ぐ

飯ぼ
ん

百ひ
ゃ
く

味み

五ご

果か

汲き
ゅ
う

灌か
ん

盆ぼ
ん

器き

香こ
う

油ゆ

挺ち
ょ
う

燭し
ょ
く

牀じ
ょ
う

敷ふ

臥が

具ぐ

盡じ
ん

世せ

甘か
ん

美み

以い

著じ
ゃ
く

盆ぼ
ん

中ち
ゅ
う

供く

養よ
う

十じ
っ

方ぽ
う

大だ
い

德と
く

衆し
ゅ

僧ぞ
う

當と
う

此し

之し

日に
ち

一い
っ

切さ
い

聖し
ょ
う

衆じ
ゅ
う

或わ
く

在ざ
い

山せ
ん

間げ
ん

禪ぜ
ん

定じ
ょ
う

或わ
く

得と
く

四し

道ど
う

果か

或わ
く

在ざ
い

樹じ
ゅ

下げ

經き
ょ
う

行ぎ
ょ
う

或わ
く

六ろ
く

通つ
う

自じ

在ざ
い

敎き
ょ
う

化け

聲し
ょ
う

聞も
ん

縁え
ん

覺が
く

或わ
く

十じ
ゅ
う

地じ

菩ぼ

薩さ
つ

大だ
い

人に
ん

權ご
ん

現げ
ん

比び

丘く

在ざ
い

大だ
い

衆し
ゅ
う

中じ
ゅ
う

皆か
い

同ど
う

一い
っ
し
ん

心

受じ
ゅ

盋は
ち

和わ

羅ら

飯ぼ
ん

具ぐ

淸し
ょ
う

淨じ
ょ
う

戒か
い

聖し
ょ
う

衆じ
ゅ
う

之し

道ど
う

其ご

德と
く

汪お
う

洋よ
う

其ご

有う

供く

養よ
う

此し

等と
う

自じ

恣し

僧そ
う

者し
ゃ

現げ
ん

在ざ
い

父ぶ

母も

六ろ
く

親し
ん

眷け
ん

屬ぞ
く

得と
く

出し
ゅ
つ

三さ
ん

塗ず

之し

苦く

應お
う

時じ

解げ

脱だ
つ

衣え

食じ
き

自じ

然ね
ん

若に
ゃ
く

父ぶ

母も

現げ
ん

在ざ
い

者し
ゃ

福ふ
く

樂ら
く

百ひ
ゃ
く

年ね
ん

若に
ゃ
く

七し
ち

世せ

父ぶ

母も

生し
ょ
う

天て
ん

自じ

在ざ
い

化け

生し
ょ
う

入に
ゅ
う

天て
ん

華げ

光こ
う

時じ

佛ぶ
っ

勅ち
ょ
く

十じ
っ

方ぽ
う

衆し
ゅ

僧ぞ
う

皆か
い

先ぜ
ん

爲に

施せ

主し
ゅ

家け

咒じ
ゅ

願が
ん

願が
ん

七し
ち

世せ

父ぶ

母も

行ぎ
ょ
う

禪ぜ
ん

定じ
ょ
う

意い

然ね
ん

後ご

受じ
ゅ

食じ
き

初し
ょ

受じ
ゅ

食じ
き

時じ

先ぜ
ん

安あ
ん

在ざ
い

佛ぶ
つ

前ぜ
ん

塔と
う

寺じ

中ち
ゅ
う

佛ぶ
つ

前ぜ
ん

衆し
ゅ

僧ぞ
う

咒じ
ゅ

願が
ん

竟き
ょ
う

便べ
ん

自じ

受じ
ゅ

食じ
き

時じ

目も
く

連れ
ん

比び

丘く

及ぎ
ゅ
う

大だ
い

菩ぼ

薩さ
っ

衆し
ゅ
う

皆か
い

大だ
い

歡か
ん

喜ぎ

目も
く

連れ
ん

悲ひ

啼た
い

泣き
ゅ
う

聲し
ょ
う

釋し
ゃ
く

然ね
ん

除じ
ょ

滅め
つ

是ぜ

時じ

目も
く

連れ
ん

母も

即そ
く

於お

是ぜ

日に
ち

得と
く

脱だ
つ

一い
っ

劫こ
う

餓が

鬼き

之し

苦く

目も
く

連れ
ん

復ぶ

白び
ゃ
く

佛ぶ
つ

言ご
ん

弟で

子し

所し
ょ

生し
ょ
う

母も

得と
く

蒙む

三さ
ん

寶ぼ
う

功く

德ど
く

之し

力り
き

衆し
ゅ

僧ぞ
う

威い

神じ
ん

之し

力り
っ

故こ

若に
ゃ
く

未み

來ら
い

世せ

一い
っ

切さ
い

佛ぶ
つ

弟で

子し

亦や
く

應お
う

奉ぶ

盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

救く

度ど

現げ
ん

在ざ
い

父ぶ

母も

乃な
い

至し

七し
ち

世せ

父ぶ

母も

爲い

可か

爾に

否ひ

佛ぶ
つ

言ご
ん

大だ
い

善ぜ
ん

快け

問も
ん

我が

正し
ょ
う

欲よ
く

説せ
つ

汝に
ょ

今こ
ん

復ぶ

問も
ん

善ぜ
ん

男な
ん

子し

若に
ゃ
く

比び

丘く

比び

丘く

尼に

國こ
く

王お
う

太た
い

子し

大だ
い

臣じ
ん

宰さ
い

相し
ょ
う

三さ
ん

公こ
う

百ひ
ゃ
っ

官か
ん

萬ま
ん

民み
ん

庶し
ょ

人に
ん

行ぎ
ょ
う

慈じ

孝き
ょ
う

者し
ゃ

皆か
い

應お
う

先ぜ
ん

爲に

所し
ょ

生し
ょ
う

現げ
ん

在ざ
い

父ぶ

母も

過か

去こ

七し
ち

代だ
い

父ぶ

母も

於お

七し
ち

月が
つ

十じ
ゅ
う

五ご

日に
ち

佛ぶ
つ

歡か
ん

喜ぎ

日に
ち

僧そ
う

自じ

恣し

日に
ち

以い

百ひ
ゃ
く

味み

飯ぼ
ん

食じ
き

安あ
ん

盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

中ち
ゅ
う

施せ

十じ
っ

方ぽ
う

自じ

恣し

僧そ
う

願が
ん

使し

現げ
ん

在ざ
い

父ぶ

母も

壽じ
ゅ

命み
ょ
う

百ひ
ゃ
く

年ね
ん

無む

病び
ょ
う

無む

一い
っ

切さ
い

苦く

惱の
う

之し

患げ
ん

乃な
い

至し

七し
ち

世せ

父ぶ

母も

離り

餓が

鬼き

苦く

生し
ょ
う

人に
ん

天で
ん

中ち
ゅ
う

福ふ
く

樂ら
く

無む

極ご
く

是ぜ

佛ぶ
つ

弟で

子し

修し
ゅ

孝き
ょ
う

順じ
ゅ
ん

者し
ゃ

應お
う

念ね
ん

念ね
ん

中じ
ゅ
う

常じ
ょ
う

憶お
く

父ぶ

母も

乃な
い

至し

七し
ち

世せ

父ぶ

母も

年ね
ん

年ね
ん

七し
ち

月が
つ

十じ
ゅ
う

五ご

日に
ち

常じ
ょ
う

以い

孝き
ょ
う

慈じ

憶お
く

所し
ょ

生し
ょ
う

父ぶ

母も

爲い

作さ

盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

施せ

佛ぶ
つ

及ぎ
っ

僧そ
う

以い

報ほ
う

父ぶ

母も

長じ
ょ
う

養よ
う

慈じ

愛あ
い

之し

恩お
ん

若に
ゃ
く

一い
っ

切さ
い

佛ぶ
つ

弟で

子し

應お
う

當と
う

奉ぶ

持じ

是ぜ

法ほ
う

時じ

目も
く

連れ
ん

比び

丘く

四し

輩は
い

弟で

子し

歡か
ん

喜ぎ

奉ぶ

行ぎ
ょ
う

佛ぶ
っ

説せ
つ

盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

經ぎ
ょ
う

そ
う

そ
う

そ
う

そ
う
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研究成果報告

１
．
は
じ
め
に

当
研
究
班
は
、
寺
院
・
僧
侶
の
布
教
教
化
活
動
に
つ
い
て
、

主
に
布
教
師
の
視
点
か
ら
研
究
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
令
和
三

年
度
は
〝
檀
信
徒
教
化
に
直
接
つ
な
が
る
成
果
報
告
〟
を
念
頭

に
置
き
、「
常
用
の
偈
文
を
通
し
た
法
話
の
研
究
」
を
行
っ
た
。

な
お
、
本
研
究
の
期
間
は
二
年
間
と
す
る
。

・�

本
研
究
は
、
特
に
初
学
の
浄
土
宗
僧
侶
に
偈
文
を
通
し
て
法

話
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
偈
文
の
解
説
や
法
話
の
ポ

イ
ン
ト
を
分
か
り
易
い
形
に
ま
と
め
、
報
告
提
案
す
る
も
の

で
あ
る
。

・�

本
研
究
で
想
定
し
た
「
法
話
」
と
は
、
基
本
的
に
檀
信
徒
の

年
回
法
要
の
前
後
に
行
う
、
五
～
一
○
分
程
度
の
短
い
時
間

の
法
話
で
あ
る
。

・�

寺
報
、
掲
示
物
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
作
成
の
際
に
も
参
考
に

な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

・�

法
具
や
作
法
に
つ
い
て
も
、
次
号
の
『
教
化
研
究
』
に
て
報

告
の
予
定
で
あ
る
。

２
．
法
要
次
第
に
つ
い
て

地
域
お
よ
び
各
寺
院
に
よ
っ
て
、
日
常
勤
行
や
檀
信
徒
の
年

回
法
要
の
際
に
勤
め
る
法
要
次
第
（
差
定
）
は
様
々
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
研
究
班
内
に
お
い
て
各
自
坊
の
法
要
次
第
を
参
考
に

協
議
し
、
日
常
最
も
多
用
す
る
偈
文
等
を
「
常
用
の
偈
文
」
と

令
和
三
年
度　

布
教
研
究　

研
究
成
果
報
告

常
用
の
偈
文
を
通
し
た
法
話
の
研
究
（
一
）
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し
た
。
そ
し
て
、こ
れ
ら
偈
文
で
構
成
さ
れ
た
〈
法
要
次
第
〉
を
、

宗
定
の
も
の
を
基
に
し
て
〝
仮
に
〟
組
み
立
て
た
。

〈
法
要
次
第
〉

●
香
偈

●
三
宝
礼

●�

四
奉
請
／
三
奉
請
（
三
奉
請
の
法
話
ポ
イ
ン
ト
は
、
四
奉

請
に
準
ず
る
も
の
と
し
た
）

●
歎
仏
偈

●
懺
悔
偈
（
十
念
）

●
開
経
偈

●
四
誓
偈
／
○
真
身
観
文
／
○
歎
仏
頌
／
○
阿
弥
陀
経

●�

本
誓
偈
／
○
聞
名
得
益
偈
／
○
一
切
精
霊
偈
／
○
請
護
念

偈
（
十
念
）

○
三
尊
礼
（
経
前
も
し
く
は
経
後
）

●
発
願
文

　

�（「
一
枚
起
請
文
」
や
「
一
紙
小
消
息
」
と
い
っ
た
御
法

語
は
、
あ
え
て
今
回
の
組
み
立
て
か
ら
外
し
た
。
こ
れ
ら

御
法
語
の
現
代
語
訳
や
法
話
の
参
考
資
料
は
多
々
あ
る
の

で
、
適
宜
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
）

●
摂
益
文

●
念
仏
一
会

●
総
回
向
偈
（
十
念
）

●
総
願
偈

●
三
身
礼
／
○
三
帰
礼
／
○
三
唱
礼

●
送
仏
偈
（
十
念
）

※�

●
印
は
、今
号
に
て
報
告
す
る
。
○
印
の
偈
文
お
よ
び
仏
具・

作
法
に
つ
い
て
は
、
次
号
に
て
報
告
の
予
定
で
あ
る
。

３
．
凡
例

①
〈
偈
文
／
本
文
〉

基
本
的
に
、
浄
土
宗
発
行
の
『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　

付
・

阿
弥
陀
経 

真
身
観
文 

般
若
心
経
』
に
よ
る
も
の
を
掲
載
し
た
。
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研究成果報告

②
〈
訓
読
〉

『
浄
土
宗
法
要
集
』
に
は
記
載
が
無
い
た
め
、
主
に
『
浄
土
宗

日
常
勤
行
式　

付
・
阿
弥
陀
経 

真
身
観
文 

般
若
心
経
』
の
訓

読
を
掲
載
し
た
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
研
究
班
に
て
漢
字
に

ル
ビ
を
付
し
た
箇
所
も
あ
る
。

③
〈
現
代
語
訳
〉

『
浄
土
宗
法
要
集
』
に
は
記
載
が
無
い
た
め
、
主
に
浄
土
宗
発

行
『
新
版
檀
信
徒
宝
典　

読
ん
で
わ
か
る
浄
土
宗
』
の
現
代
語

訳
を
掲
載
し
た
。

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

各
偈
文
の
要
旨
を
一
言
で
言
い
表
し
た
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
案
で
あ
る
。
各
種
法
要
の
参
列
者
に
対
し
て
、
司
式
や
維
那

が
偈
文
の
要
旨
を
端
的
に
説
明
す
る
際
に
使
用
し
た
り
、
掲
示

伝
道
や
寺
報
な
ど
に
使
え
る
も
の
を
意
識
し
た
。

⑤
〈
解
説
〉

『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
の
該
当
項
目
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・�〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉
は
、
各
偈
文
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
研

究
班
内
の
三
名
が
執
筆
を
担
当
し
、
研
究
班
全
員
で
検
討
し

た
も
の
で
あ
る
。（
記
名
原
稿
）

・�

法
話
を
す
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
の
箇
条
書
き
、
も
し
く
は
完

全
法
話
原
稿
な
ど
、
執
筆
者
が
自
身
の
考
え
や
思
い
を
自
由

に
書
き
記
し
た
。
そ
の
た
め
、
敢
え
て
体
裁
は
揃
え
な
い
も

の
と
し
た
。

・�

完
全
法
話
原
稿
は
、五
分
か
ら
一
○
分
ほ
ど
の
法
話
を
想
定
し
、

法
要
の
前
後
な
ど
の
具
体
的
な
想
定
を
し
つ
つ
執
筆
し
た
も

の
で
あ
る
。

○
〈
そ
の
他
〉

・
注
に
お
け
る
全
集
等
の
書
名
は
、
次
の
よ
う
に
略
記
し
た
。
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聖
典　

 

…
『
浄
土
宗
聖
典
』

　
昭
法
全 

…
『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』

　
浄
全　

 

…
『
浄
土
宗
全
書
』

　
続
浄　

 
…
『
浄
土
宗
全
書
続
篇
』

　
正
蔵　

 
…
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』

・�〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉
記
述
内
で
の
「
称
」
と
「
唱
」
の
表

記
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
使
い
分
け
を
し
た
。

�「（
お
念
仏
を
）
お
称
え
す
る
」「（
偈
文
を
）
お
唱
え
す
る
」 

「
同
称
十
念
」「
ご
唱
和
下
さ
い
」

４
．
常
用
の
偈
文
を
通
し
た
法
話

「
香
偈｣

①
〈
偈
文
〉

願が
ん

我が

身し
ん

浄じ
ょ
う

如に
ょ

香こ
う

炉ろ　

願が
ん

我が

心し
ん

如に
ょ

智ち

慧え

火か　

念ね
ん

念ね
ん

焚ぽ
ん

焼じ
ょ
う

戒か
い

定じ
ょ
う

香こ
う　

供く

養よ
う

十じ
っ

方ぽ
う

三さ
ん

世ぜ

仏ぶ　

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　
付
・
阿
弥
陀
経 

真
身
観
文 

般
若
心

経
』・
一
頁
）

②
〈
訓
読
〉

願
わ
く
は
我
が
身
浄
き
こ
と
香
炉
の
如
く

願
わ
く
は
我
が
心
智
慧
の
火
の
如
く

念
念
に
戒
定
の
香
を
焚
き
ま
つ
り
て

十
方
三
世
の
仏
に
供
養
し
た
て
ま
つ
る

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　
付
・
阿
弥
陀
経 

真
身
観
文 

般
若
心

経
』・
五
四
頁
）

③
〈
現
代
語
訳
〉

願
わ
く
は
私
の
身
が
香
炉
の
よ
う
に
き
よ
く
な
り
ま
す
よ
う
に

願
わ
く
は
私
の
心
が
智
慧
の
火
の
よ
う
に
き
よ
ら
か
に
な
り
ま

す
よ
う
に

念
念
に
戒
定
の
香
を
た
い
て

過
去
・
現
在
・
未
来
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
仏
さ
ま
に
供
養
い
た

し
ま
す

（『
新
版
檀
信
徒
宝
典　
読
ん
で
わ
か
る
浄
土
宗
』・
一
五
六
頁
）
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研究成果報告

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
浄
ら
か
な
身
心
で
あ
り
た
い
」（
中
川
正
業
）

「
こ
の
香
り
を
も
っ
て
」（
宮
田
恒
順
）

「
清
浄
な
る
香
煙
」（
宮
田
恒
順
）

「
香
炉
は
浄
き
物
」（
山
田
紹
隆
）

【
参
考
】

「
身
も
心
も
清
ら
か
に
」（「
日
々
の
お
つ
と
め
」『
浄
土
宗
新
聞
』）

「
私
た
ち
の
か
ら
だ
や
心
が
き
よ
ら
か
に
な
り
ま
す
よ
う
に
」

（『
よ
い
こ
の
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
』）

⑤
〈
解
説
〉

日
常
勤
行
式
な
ど
で
大だ

い

鏧き
ん

作さ

相そ
う

に
続
い
て
最
初
に
唱
え
る
偈
文
。

「
願
我
身
浄
如
香
炉　

願
我
心
如
智
慧
火　

念
念
焚
焼
戒
定
香　

供
養
十
方
三
世
仏
」。
善
導
の
『
法
事
讃
』（
浄
全
四
・
八
下
）

を
典
拠
と
す
る
。
私
は
こ
の
体
が
、
香
炉
の
よ
う
に
浄
ら
か
で

あ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
私
は
こ
の
心
が
、
あ
ら
ゆ
る
煩
悩
を

焼
き
尽
く
す
（
仏
の
）
智
慧
の
火
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。
私
は
一
瞬
一
瞬
の
想
い
の
中
で
、
仏
弟
子
と
し
て
守
る

べ
き
戒
と
求
め
る
べ
き
心
の
静
寂
と
い
う
香
を
、（
私
の
体
と

い
う
香
炉
の
中
で
静
か
に
）
焚
き
上
げ
（
実
践
し
）、
あ
ら
ゆ

る
世
界
の
、あ
ら
ゆ
る
み
仏
に
供
養
を
捧
げ
ま
す
、と
の
意
。『
浄

土
宗
法
要
儀
式
大
観
』
で
は
法
要
に
あ
た
り
香
を
焚
い
て
供
養

し
心
を
調
え
、
如
来
が
こ
の
香
に
乗
じ
て
道
場
に
来
臨
す
る
思

い
で
唱
え
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る（
名
著
普
及
会
、一
九
八
七
、

一
一
三
頁
）。『
諸
回
向
宝
鑑
』
二
で
は
「
焼
香
回
向
文
」
と
し

て
四
種
を
挙
げ
て
い
る
一
つ
で
あ
る
（
三
・
オ
）。
香
偈
が
勤

行
式
の
冒
頭
に
用
い
ら
れ
る
例
は
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）

の
京
都
小
松
谷
蔵
版
『
曼
荼
羅
勤
行
式
』、
同
一
○
年
の
『
浄

業
略
勤
行
式
』、
文
政
年
間
に
活
躍
し
た
順
阿
隆
円
の
『
吉
水

瀉
瓶
訣
』『
浄
業
信
法
訣
』
な
ど
が
あ
り
、
文
政
年
間
か
ら
現

行
の
香
偈
が
勤
行
式
の
導
入
部
に
取
り
込
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
に
忍
澂
が
著
し
た
『
浄
業
課
誦
』

で
は
「
焼
香
讃
」
と
し
て
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
観
随

が
著
し
た
『
蓮
門
六
時
勤
行
式
』
で
は
「
香
偈
」
と
し
て
、
そ
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れ
ぞ
れ
勤
行
式
の
最
初
に
置
い
て
い
る
。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
山
本
晴
雄
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト

浄
土
宗
の
お
勤
め
の
最
初
が
「
香
偈
」、
そ
の
最
初
の
文
字

は
「
願
」。
我
々
は
何
を
願
い
求
め
る
こ
と
が
多
い
の
か
？ 

欲

望
の
実
現
を
願
う
こ
と
も
あ
る
。

「
香
偈
」
…
焼
香
や
お
線
香
の
良
い
香
り
で
浄
ら
か
で
落
ち
着

い
た
心
持
ち
に
な
る
。
さ
ら
に
自
ら
の
身
・
口
・
意
が
浄
ら
か

で
あ
る
こ
と
を
意
思
を
持
っ
て
願
う
こ
と
が
大
切
。

Ａ 

意
が
浄
ら
か
で
な
け
れ
ば
、
欲
望
に
よ
り
身
と
口
に
よ
り

悪
業
を
重
ね
、
そ
の
結
果
、

①�

自
分
も
他
者
も
苦
し
め
る
こ
と
に
な
る
。（
例
）
時
事
ネ

タ 

な
ど

②�

後
世
も
三
途
の
世
界
（
苦
し
み
の
世
界
）
に
生
れ
る
こ
と

に
な
る
。

→　
そ
う
い
う
生
き
方
を
望
む
の
か
？

Ｂ 

自
分
も
他
人
も
こ
の
世
も
後
世
も
苦
し
み
で
は
な
く
「
安

ら
ぎ
」
を
得
る
こ
と
を
目
指
す
。

→　

�

仏
や
菩
薩
（
先
祖
）
が
喜
ん
で
く
だ
さ
る
生
き
方
を
望

む
の
か
？

仏
教
徒
と
し
て
毎
日
二
回
（
朝
夕
ま
た
は
朝
晩
）
は
仏
壇
参
り

を
し
よ
う
。
そ
の
時
に
は
、

①�
お
香
を
供
え
て
身
・
口
・
意
が
浄
ら
か
な
こ
と
を
願
い
、

仏
様
や
菩
薩
が
喜
ぶ
生
き
方
を
誓
う
。

Ａの生き方

自分 他者

今
生 苦 苦

後
世 苦 苦

Ｂの生き方

自分 他者

今
生 楽 楽

後
世 楽 楽
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②
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
お
念
仏
を
称
え
る
。

�

（
執
筆
者
：
中
川
正
業
）

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
お
よ
び
法
話
例

・
仏
さ
ま
方
が
喜
ば
れ
る
生
活

仏
教
に
お
け
る
「
戒
」
に
つ
い
て
触
れ
、
少
し
で
も
清
ら
か

な
生
活
を
願
い
、
心
が
け
る
旨
を
お
勧
め
致
し
ま
す
。「
戒
」

や
「
煩
悩
」
一
つ
一
つ
の
説
明
、
偈
文
中
「
戒
香
・
定
香
」
の

解
説

（
（
（

を
交
え
る
こ
と
で
、
日
々
を
見
守
っ
て
下
さ
る
仏
さ
ま

方
が
喜
ん
で
下
さ
る
こ
と
、
笑
顔
溢
れ
る
さ
ま
を
お
話
し
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

・
供
養
と
想
い
を
届
け
る

「
香
偈
」
の
中
で
は
あ
ら
ゆ
る
仏
さ
ま
に
供
養
を
捧
げ
る
と

共
に
、
法
要
に
お
い
て
は
道
場
へ
の
来
臨
を
願
い
ま
す

（
（
（

。「
香

偈
」
を
通
じ
て
、
私
た
ち
の
香
の
供
養
や
想
い
は
見
守
っ
て
下

さ
る
仏
さ
ま
方
に
必
ず
届
く
旨
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

そ
し
て
、
西
方
極
楽
浄
土
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
先
祖
さ
ま
や
先

立
っ
た
大
切
な
方
々
へ
想
い
を
届
け
る
だ
け
で
な
く
、
仏
さ
ま

方
も
ま
た
私
た
ち
へ
想
い
を
向
け
て
下
さ
る
中
で
、
ど
の
よ
う

に
生
活
す
る
べ
き
か
を
お
話
し
す
る
こ
と
も
叶
い
ま
す
。

《
部
分
法
話
例
》

（「
香
偈
」
の
現
代
語
訳
を
参
考
に
解
説
し
た
上
で
、
参
集
の

方
に
対
し
）

今
、
皆
さ
ま
の
お
焼
香
の
香
も
、
た
し
か
に
お
浄
土
や
そ
こ

に
ま
し
ま
す
ご
先
祖
さ
ま
た
ち
、
普
く
仏
さ
ま
方
に
届
い
て
お

り
ま
す
。
香
煙
と
共
に「
お
浄
土
か
ら
見
守
っ
て
い
て
下
さ
い
」

「
菩
薩
さ
ま
と
し
て
仏
道
精
進
し
て
下
さ
い
ま
せ
」
と
想
い
を

届
け
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
仏
さ
ま
方
も
ま
た
、
私
た
ち
へ
想
い
を
向
け
て
下

さ
っ
て
お
り
ま
す
。
阿
弥
陀
さ
ま
、
先
亡
の
方
々
が
お
浄
土
か

ら
見
守
っ
て
下
さ
る
中
で
、
身
と
心
を
整
え
、
少
し
で
も
喜
ん

で
頂
け
る
よ
う
な
お
念
仏
の
生
活
を
送
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

※�

人
の
心
は
す
ぐ
に
散
り
乱
れ
て
し
ま
う
様
な
ど
を
、
ご
自
身
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の
お
話
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
伝
え
た
り
、
お
経
文
の
解
説
か

ら
伝
え
て
い
く
と
お
話
し
を
運
び
や
す
く
な
り
ま
す
。
語
句

の
解
説
が
上
手
く
い
か
な
い
際
に
は
、
紙
で
表
示
す
る
こ
と

も
一
案
で
す
。

�

法
要
に
際
し
て
ど
の
よ
う
に
供
養
を
手
向
け
て
欲
し
い
か
、

日
々
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
頂
き
た
い
か

で
、
お
話
の
ま
と
め
方
も
変
わ
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
我

が
身
と
心
を
整
え
、
お
念
仏
の
生
活
を
送
る
こ
と
、
私
た
ち

の
浄
土
往
生
を
諸
々
の
仏
さ
ま
た
ち
と
先
立
っ
た
方
々
が

願
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
法
話
の
要
点
を
絞
り

ま
す
。

�

（
執
筆
者
：
宮
田
恒
順
）

◆
五
分
法
話
例

「
願
が
わ
く
は
我
が
身
浄
き
こ
と
香
炉
の
如
く
」
と
ご
ざ
い

ま
す
。

香
炉
は
お
線
香
等
を
お
供
え
す
る
仏
具
で
ご
ざ
い
ま
す
。
お

香
や
お
線
香
を
焚
く
意
味
は
、
仏
様
の
世
界
、
極
楽
浄
土
に
漂

う
香
り
を
焚
く
こ
と
に
よ
り
、
極
楽
浄
土
に
思
い
を
馳
せ
る
事

で
あ
っ
た
り
、
自
分
自
身
の
身
を
浄
め
る
為
で
あ
っ
た
り
、
仏

様
を
お
迎
え
す
る
為
で
あ
っ
た
り
致
し
ま
す
。
何
れ
に
せ
よ
、

お
香
を
焚
く
事
は
清
ら
か
な
事
で
あ
り
、
当
然
な
が
ら
、
焚
く

た
め
の
仏
具
で
あ
り
ま
す
香
炉
も
浄
き
物
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
の
香
炉
が
お
線
香
の
燃
え
カ
ス
で
汚
れ
た
り
、

灰
が
一
杯
に
な
っ
て
溢
れ
か
え
っ
て
し
ま
う
事
も
多
く
あ
る
事

で
し
ょ
う
。

お
香
を
焚
く
と
い
う
清
ら
か
な
行
い
を
す
る
事
は
、
私
自
身

も
大
切
に
致
し
て
お
り
ま
す
。と
、同
時
に
心
が
け
て
い
る
事
は
、

常
に
香
炉
を
浄
く
保
つ
と
い
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。
同
じ
よ
う

に
、
お
念
仏
を
お
称
え
す
る
事
は
、
後
の
世
に
、
極
楽
浄
土
へ

と
往
生
さ
せ
て
頂
く
為
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
お

念
仏
を
称
え
れ
ば
称
え
る
ほ
ど
、
我
が
身
の
煩
悩
の
多
さ
に
気

づ
か
さ
れ
る
思
い
が
致
し
ま
す
。
普
段
は
気
に
も
留
め
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
我
が
心
の
想
い
が
仏
様
の
世
界
へ
と
向
く

程
に
、
我
が
身
の
煩
悩
に
気
が
付
く
、
だ
か
ら
こ
そ
益
々
お
念

仏
を
お
称
え
す
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
香
炉
を
常
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に
清
ら
か
に
保
つ
よ
う
掃
除
す
る
如
く
、
お
念
仏
を
お
称
え
す

る
度
に
自
分
自
身
の
う
ち
に
あ
る
煩
悩
に
思
い
を
致
し
、
我
が

身
と
心
を
浄
く
保
ち
た
い
、
そ
の
思
い
を
持
つ
こ
と
が
大
切
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
香
炉
を
掃
除
す
る
時
に
、
こ
れ
は
我
が
身
の
煩
悩
を
掃

除
し
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
思
い
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。
お
念

仏
を
お
称
え
す
る
お
互
い
、
お
称
え
し
て
い
て
も
溢
れ
る
煩
悩

を
思
う
と
き
、
常
に
香
炉
を
浄
く
保
つ
如
く
、
我
が
身
も
浄
く

あ
り
た
い
と
願
う
事
が
大
切
な
事
だ
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

�

（
執
筆
者
：
山
田
紹
隆
）

「
三
宝
礼
」

①
〈
偈
文
〉

一い
っ

心し
ん

敬き
ょ
う

礼ら
い

十じ
っ

方ぽ
う

法ほ
う

界か
い

常じ
ょ
う

住じ
ゅ
う

仏ぶ　

一い
っ

心し
ん

敬き
ょ
う

礼ら
い

十じ
っ

方ぽ
う

法ほ
う

界か
い

常じ
ょ
う

住じ
ゅ
う

法ほ
う　

一い
っ

心し
ん

敬き
ょ
う

礼ら
い

十じ
っ

方ぽ
う

法ほ
う

界か
い

常じ
ょ
う

住じ
ゅ
う

僧そ
う　

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　
付
・
阿
弥
陀
経 

真
身
観
文 

般
若
心

経
』・
二
頁
）

②
〈
訓
読
〉

一
心
に
敬
っ
て
十
方
法
界
常
住
の
仏
を
礼ら

い
し
た
て
ま
つ
る

一
心
に
敬
っ
て
十
方
法
界
常
住
の
法
を
礼
し
た
て
ま
つ
る

一
心
に
敬
っ
て
十
方
法
界
常
住
の
僧
を
礼
し
た
て
ま
つ
る

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　
付
・
阿
弥
陀
経 

真
身
観
文 

般
若
心

経
』・
五
五
頁
）

③
〈
現
代
語
訳
〉

い
つ
・
ど
こ
に
で
も
ま
し
ま
す
仏
さ
ま
を
心
か
ら
敬
い
礼
拝
し

ま
す

み
教
え
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
不
変
の
真
理
を
心
か
ら
敬
い
礼
拝

し
ま
す

仏
さ
ま
と
み
教
え
を
信
じ
仏
道
に
励
む
人
々
を
心
か
ら
敬
い
礼

拝
し
ま
す

（『
新
版
檀
信
徒
宝
典　
読
ん
で
わ
か
る
浄
土
宗
』・
一
五
七
頁
）
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④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
篤
く
三
宝
を
敬
う
」（
工
藤
大
樹
）

「
仏
教
徒
と
し
て
の
宝
」（
中
川
正
業
）

「
お
念
仏
の
信
心
を
再
確
認
す
る
」（
山
田
紹
隆
）

【
参
考
】

「
教
え
を
受
け
止
め
心
か
ら
敬
う
」（「
日
々
の
お
つ
と
め
」『
浄

土
宗
新
聞
』）

「
明
る
く
、正
し
く
、仲
よ
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
」

（『
よ
い
こ
の
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
』）

⑤
〈
解
説
〉

仏
・
法
・
僧
の
三
宝
を
心
か
ら
敬
い
礼
拝
す
る
文
。「
一
心
敬

礼
十
方
法
界
常
住
仏　
一
心
敬
礼
十
方
法
界
常
住
法　
一
心
敬

礼
十
方
法
界
常
住
僧
」。
遵じ

ゅ
ん

式し
き

『
往
生
浄
土
懺さ

ん

願が
ん

儀ぎ

』（
正
蔵
四

七
・
四
九
一
下
）
に
あ
る
文
。
こ
の
書
に
は
「
一
切
恭
敬
」
の

句
に
続
い
て「
三
宝
礼
」の
文
が
あ
る
。
勤
行
式
な
ど
で
は「
香

偈
」
の
次
に
唱
え
る
文
で
上
品
礼
を
し
、
三
宝
帰
依
を
表
明
す

る
。
心
を
一
つ
に
し
て
敬
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
ま
し
ま
す

仏
（
仏
の
教
え
、仏
の
教
え
を
持た

も
つ
僧
）
に
礼
拝
し
ま
す
、の
意
。

仏
の
真
身
、
そ
の
聖
教
、
こ
れ
を
弘ぐ

ず
う通

し
た
菩
薩
聖
衆
を
五
体

投
地
し
て
礼
拝
す
る
と
き
に
唱
え
る
文
。『
吉
水
瀉し

ゃ

瓶び
ょ
う

訣け
つ

』
に

は
「
帰
依
願
王
阿
弥
陀
仏
、
帰
依
浄
土
三
部
経
、
帰
依
極
楽
世

界
清
浄
大
海
衆
」
と
あ
る
（『
伝
灯
輯
要
』
下
・
八
三
四
）。
浄

土
宗
と
し
て
の
仏
は
阿
弥
陀
仏
、
法
は
そ
の
説
く
と
こ
ろ
の
法

宝
「
浄
土
三
部
経
」、
僧
は
こ
れ
を
弘
通
す
る
浄
土
列
祖
等
で

あ
り
、
通
仏
教
の
三
帰
依
か
ら
浄
土
宗
の
三
帰
依
と
し
て
礼
拝

す
る
文
で
も
あ
る
。
三
宝
礼
ま
た
は
序
分
を
省
略
す
る
法
会
で

は
、
三
宝
帰
依
の
意
を
表
し
て
三
礼
す
る
。
増
上
寺
で
の
「
阿

弥
陀
懺せ

ん

法ぼ
う

」
は
、「
法
華
懺
法
」
と
同
様
に
「
一い

っ

心し
ん

敬け
い

礼れ
い　

十し
は
う方

法は

界か
い

常し
ょ
う

住ち
う

仏ふ

（
法は

僧そ
う

）」
と
漢
音
で
読
む
（『
法
要
集
』
明

治
四
三
年
版
）。『
法
事
讃
』
上
で
は
、「
道
場
大
衆
裏り

相そ
う

与よ　

至
心
敬
礼　

南
無
常
住
仏
（
法
・
僧
）」
と
三
宝
帰
依
を
し
て

い
る
（『
浄
土
法
事
讃　

抄
本
法
則
』
浄
土
宗
、
一
九
七
八
）。

音
楽
法
要
等
で
は
「
三
宝
礼
」
に
代
わ
っ
て
、パ
ー
リ
語
の
「
三

帰
依
文
」（
ブ
ッ
ダ
ム　

サ
ラ
ナ
ム　

ガ
ッ
チ
ャ
ー
ミ　

ダ
ン
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マ
ム　

サ
ラ
ナ
ム　

ガ
ッ
チ
ャ
ー
ミ　

サ
ン
ガ
ム　

サ
ラ
ナ
ム　

ガ
ッ
チ
ャ
ー
ミ
）
を
唱
え
る
こ
と
が
あ
る
。『
諸
回
向
宝
鑑
』

二
に
は
、
三
宝
礼
誦
文
（
仏
宝
礼
・
法
宝
礼
・
僧
宝
礼
）
と
三

宝
礼
偈
（
能
礼
所
礼
性
空
寂
・
我
此
道
場
如
帝
珠
）
を
掲
載
し

て
い
る
（
三
ウ
）。
松
濤
基
道
『
仏
教
聖
歌
集
』
に
は
「
三
宝

礼
（
一
心
に
仏
に
）」「
三
宝
礼
（
一
心
敬
礼
）」
を
掲
載
し
（
浄

土
宗
、
一
九
八
二
）、
小
川
隆
宏
『
浄
土
宗
の
「
新
し
い
音
楽

法
要
」』に
は
、「
一
心
に
敬
っ
て（
三
宝
礼
）」を
掲
載
し
て
、「
わ

か
り
や
す
い　

み
ん
な
の
お
つ
と
め
」
を
提
唱
し
て
い
る

（Studio Boo W
ork Station

、
一
九
九
八
）。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
西
城
宗
隆
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
お
よ
び
法
話
例

・�

出
典
は
中
国
宋
代
遵
式
の
『
往
生
浄
土
懴
願
儀
』
で
す
が
、

三
宝
礼
で
示
さ
れ
る
三
帰
依
の
表
明
は
、
初
期
仏
教
以
来
、

地
域
・
時
代
な
ど
を
問
わ
ず
、
多
く
の
経
典
に
示
さ
れ
、
仏

教
徒
で
あ
る
こ
と
の
基
本
条
件
と
さ
れ
て
き
た
大
切
な
も
の

で
す
。

・�

三
宝
帰
依
の
精
神
を
わ
か
り
や
す
く
示
し
た
「
明
る
く
・
正

し
く
・
仲
よ
く
」
と
い
う
表
現
を
用
い
た
法
話
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、「
和
語
仏
教
」
を
提
唱
し
た
椎
尾
弁
匡
台

下
が
用
い
た
こ
と
で
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す

（
（
（

。

・�

仏
法
僧
の
中
で
も
、
と
く
に
阿
弥
陀
仏
・
お
念
仏
の
教
え
・

念
仏
和
合
を
取
り
上
げ
て
法
話
を
組
み
立
て
る
こ
と
も
出
来

る
で
し
ょ
う
。

《
年
回
法
要
等
で
の
部
分
法
話
例
》

近
ご
ろ
、「
私
は
無
宗
教
で
す
」
と
い
う
方
が
増
え
て
い
る

そ
う
で
す
が
、
皆
さ
ん
に
は
、
胸
を
張
っ
て
「
仏
教
徒
で
す
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
宝
礼
は
、
ま
さ
に
私
た
ち
が
仏
教
徒
で
あ
る
こ
と
を
表
明

す
る
意
味
の
偈
文
で
す
。
阿
弥
陀
様
や
お
釈
迦
様
を
初
め
と
し

た
す
べ
て
の
御
仏
、「
仏
（
ぶ
つ
）」。
御
仏
の
お
説
き
に
な
っ

た
教
え
、「
法
（
ほ
う
）」。
御
仏
の
教
え
の
も
と
に
集
う
す
べ
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て
の
人
々
、「
僧
（
そ
う
）」。
こ
の
仏
・
法
・
僧
と
い
う
仏
教

徒
が
大
切
に
す
る
三
つ
の
宝
、
三
宝
に
帰
依
を
誓
う
の
で
す
。

三
宝
へ
の
帰
依
は
、
古
代
イ
ン
ド
お
釈
迦
様
の
時
代
か
ら
行

わ
れ
て
お
り
、
仏
教
徒
が
非
常
に
大
切
に
し
て
き
た
も
の
で
す
。

日
本
に
仏
教
が
伝
わ
っ
た
頃
に
は
、
聖
徳
太
子
が
『
十
七
条
憲

法
』
に
、「
篤
く
三
宝
を
敬
え
」
と
お
示
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

仏
教
徒
と
し
て
の
基
本
中
の
基
本
で
あ
る
三
宝
帰
依
を
、
声
に

唱
え
、
礼
拝
を
行
い
、
身
と
口
と
心
で
示
す
の
が
三
宝
礼
で
す
。

三
宝
礼
を
唱
え
る
こ
と
は
、
信
仰
の
確
認
に
も
な
り
ま
す
。

思
い
通
り
に
な
ら
な
い
中
、
悩
み
苦
し
む
私
た
ち
の
こ
と
を
、

御
仏
で
あ
る
阿
弥
陀
様
が
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
が
間
違
い
な
く
救
わ
れ
て
い
く
お
念
仏
の
み
教
え
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
阿
弥
陀
様
の
も
と
に
集
う
大
切
な
方
々
と
極

楽
浄
土
で
ま
た
会
う
こ
と
が
叶
う
の
で
す
。

悩
み
苦
し
む
私
た
ち
で
す
。
御
仏
、
御
教
え
、
大
切
な
方
々
、

そ
の
前
に
お
い
て
、
自
然
と
頭
が
下
が
り
ま
す
。
御
仏
の
お
見

守
り
の
中
、
我
が
身
を
振
り
返
り
、
篤
く
三
宝
を
敬
う
、
こ
の

仏
教
徒
と
し
て
の
基
本
的
な
心
構
え
を
大
切
に
い
た
し
ま
し
ょ

う
。

�

（
執
筆
者
：
工
藤
大
樹
）

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト

浄
土
宗
の
お
勤
め
の
２
番
目
は
「
三
宝
礼
」。

仏
教
徒
に
と
っ
て
の
宝
は
、
①
仏 

②
法
（
仏
に
成
る
た
め
の

教
え
）
③
僧
（
教
え
を
実
践
し
仏
を
目
指
す
集
団
）。

①
香
偈
で
は
自
ら
の
身
・
口
・
意
が
浄
ら
か
で
あ
り
た
い
と
願
う
。

そ
う
で
は
な
い
自
分
の
三
業
に
気
づ
く
こ
と
が
多
い
の
が
凡

夫
の
現
実
。

●�

身
・
口
・
意
が
浄
ら
か
で
、
自
ら
の
安
楽
だ
け
で
な
く
、

全
て
の
衆
生
の
安
楽
を
願
う
の
が
「
仏
」。
仏
教
徒
は
「
仏

に
成
る
こ
と
を
目
指
す
」
の
だ
か
ら
、
仏
様
は
目
標
・
憧

れ
・
尊
敬
の
対
象
。

●�
お
釈
迦
様
は
、
人
間
だ
け
で
は
分
か
ら
ぬ
極
楽
・
阿
弥
陀

仏
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
、
凡
夫
に
念
仏
精
進
を
勧
め
て

く
だ
さ
っ
た
尊
い
仏
様
。
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②
「
自
分
も
他
人
も
こ
の
世
も
後
世
も
苦
し
み
で
は
な
く
「
安

ら
ぎ
」
を
得
る
こ
と
を
目
指
す
」
こ
と
が
説
か
れ
る
法
。

●�

「
欲
を
離
れ
る
」
こ
と
を
勧
め
る
。

　

�

過
剰
な
欲
望
を
刺
激
さ
れ
て
苦
を
増
や
す
現
代
社
会
だ
か

ら
こ
そ
、
仏
法
の
お
導
き
は
大
切
。

●�

お
念
仏
を
称
え
て
阿
弥
陀
仏
の
救
い
に
よ
り
極
楽
往
生
す

る
こ
と
が
説
か
れ
る
。

●�

多
く
の
法
が
載
る
お
経
本
は
大
切
に
す
る
。（
畳
に
直
に

置
か
な
い
・
雑
誌
や
新
聞
と
同
じ
よ
う
に
扱
わ
な
い
等
）

③
菩
薩
・
僧
侶
だ
け
で
な
く
、
仏
教
徒
と
し
て
精
進
し
て
い
る

同
行
も
僧
宝
。
僧
宝
と
の
出
会
い
は
人
生
の
宝
。

●�

欲
の
方
へ
三
業
が
傾
い
た
と
き
に
、
お
互
い
に
励
ま
し
あ

え
る
の
が
僧
宝
。

●�

念
仏
相
続
の
た
め
に
、
別
時
念
仏
で
同
行
と
一
緒
に
お
念

仏
を
称
え
る
こ
と
も
大
切
。

�

身
…
頭
を
深
く
下
げ
て
礼
拝
す
る
。

口
…
「
三
宝
礼
」
を
唱
え
る
。

意
…
一
心
に
三
宝
を
敬
う
。

身
業
と
口
業
が
意
業
（
敬
い
の
心
）
を
整
え
励
ま
す
。

毎
日
、
三
業
に
よ
り
「
仏
教
徒
と
し
て
の
宝
」
を
敬
い
、
自
ら

の
生
き
方
を
確
認
し
た
い
。

�

（
執
筆
者
：
中
川
正
業
）

◆
五
分
法
話
例

三
宝
礼
は
、
三
宝
に
帰
依
す
る
事
を
誓
う
偈
文
で
ご
ざ
い
ま

す
。
三
宝
は
仏
法
僧
、
帰
依
は
、
敬
っ
て
我
が
身
の
拠
り
所
に

す
る
と
い
う
意
味
が
ご
ざ
い
ま
す
。
日
常
の
お
勤
め
で
は
、
多

く
の
場
合
二
番
目
に
拝
読
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
三
宝
礼
の
前
に

拝
読
す
る
偈
文
は
香
偈
と
申
し
ま
し
て
、
我
が
身
を
浄
く
保
ち
、

心
に
智
慧
を
持
ち
た
い
と
願
う
偈
文
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、

三
宝
礼
の
次
は
、
三
奉
請
と
申
し
ま
し
て
、
仏
様
や
菩
薩
様
を

お
迎
え
す
る
偈
文
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
仏
様
方
を
お
迎
え
す

る
前
に
拝
読
さ
せ
て
頂
く
偈
文
で
あ
り
ま
す
三
宝
礼
は
、
仏
教
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に
帰
依
す
る
事
を
願
い
誓
う
偈
文
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

仏
法
僧
の
仏
は
仏
様
、
そ
し
て
法
は
仏
様
が
お
説
き
示
し
下

さ
れ
た
お
経
、
そ
し
て
僧
は
一
人
の
僧
侶
の
事
で
は
な
く
、
僧

伽
と
申
し
ま
し
て
、
仏
様
に
帰
依
し
、
そ
の
教
え
を
保
つ
僧
侶

の
集
団
の
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。
仏
法
僧
を
敬
い
、
我
が
身
の
拠

り
所
に
す
る
事
を
、
三
宝
帰
依
と
申
し
ま
す
。
三
宝
に
帰
依
す

る
事
は
、
仏
教
に
帰
依
す
る
事
、
仏
教
徒
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
た
い
と
願
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。

お
迎
え
す
る
仏
様
は
、
お
釈
迦
様
、
阿
弥
陀
様
、
そ
し
て
観

音
様
や
勢
至
菩
薩
様
、
多
く
の
菩
薩
様
方
で
ご
ざ
い
ま
す
。
お

釈
迦
様
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
て
西
方
極
楽
浄
土
へ
往
き

生
ま
れ
る
、
往
生
さ
せ
て
頂
く
道
を
お
経
で
お
説
き
示
し
下
さ

れ
た
お
方
。
阿
弥
陀
様
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
お
念
仏
を
お
称

え
さ
せ
て
頂
い
た
な
ら
極
楽
浄
土
へ
救
い
導
く
と
お
誓
い
下
さ

れ
た
、
そ
し
て
多
く
の
菩
薩
様
方
と
共
に
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と

称
え
る
日
暮
を
送
ら
せ
て
頂
い
た
の
な
ら
ば
、
こ
の
世
で
命
終

え
る
そ
の
時
に
、
自
ら
お
迎
え
に
来
て
下
さ
る
仏
様
で
ご
ざ
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
仏
教
徒
と
し
て
の
自
覚
で
は
ご
ざ
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
て
極
楽
浄
土
に
往
き
生
ま

れ
た
い
と
願
う
身
と
な
る
事
を
誓
う
、
そ
れ
が
三
宝
礼
な
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。

私
た
ち
は
煩
悩
に
ま
み
れ
た
お
互
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
お
念

仏
の
信
心
は
弱
く
脆
い
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、

た
と
え
僅
か
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
頼
り
な
い
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
も
、
極
楽
浄
土
に
生
ま
れ
た
い
と
願
い
お
念
仏
を
お
称

え
さ
せ
て
頂
く
中
に
は
、
確
か
に
信
心
は
あ
る
。
そ
の
念
仏
往

生
の
心
を
再
確
認
す
る
。
そ
う
い
う
思
い
で
拝
読
さ
せ
て
頂
き

た
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

�

（
執
筆
者
：
山
田
紹
隆
）

「
四
奉
請
」（「
三
奉
請
」）

①
〈
偈
文
〉

「
四
奉
請
」

奉ほ
う

請ぜ
い

十し

方ほ
う

如じ
ょ

来ら
い

入じ

道と
う

場ち
ょ
う

散さ
ん

華か

楽ら
く

奉ほ
う

請ぜ
い

釈せ
き
ゃ
じ
ょ
ら
い

迦
如
来
入じ

道と
う

場ち
ょ
う

散さ
ん

華か

楽ら
く
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奉ほ
う

請ぜ
い

弥び

陀た

如じ
ょ

来ら
い

入じ

道と
う

場ち
ょ
う

散さ
ん

華か

楽ら
く

奉ほ
う

請ぜ
い

観か
ん

音に
ん

勢せ
い

至し

諸し
ょ

大た
い

菩ほ

薩さ

入じ

道と
う

場ち
ょ
う

散さ
ん

華か

楽ら
く

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　
付
・
阿
弥
陀
経 

真
身
観
文 

般
若
心

経
』・
三
頁
）

「
三
奉
請
」

奉ぶ

請じ
ょ
う

弥み

陀だ

世せ

尊そ
ん

入に
ゅ
う

道ど
う

場じ
ょ
う

奉ぶ

請じ
ょ
う

釈し
ゃ

迦か

如に
ょ

来ら
い

入に
ゅ
う

道ど
う

場じ
ょ
う

奉ぶ

請じ
ょ
う

十じ
っ

方ぽ
う

如に
ょ

来ら
い

入に
ゅ
う

道ど
う

場じ
ょ
う

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　
付
・
阿
弥
陀
経 
真
身
観
文 

般
若
心

経
』・
四
頁
）

②
〈
訓
読
〉

「
四
奉
請
」

請
じ
奉
る
十じ

っ

方ぽ
う

如に
ょ

来ら
い　

道
場
に
入い

り
た
ま
え
（
散
華
楽
）

請
じ
奉
る
釈し

ゃ
迦か

如に
ょ

来ら
い　

道
場
に
入
り
た
ま
え
（
散
華
楽
）

請
じ
奉
る
弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い　

道
場
に
入
り
た
ま
え
（
散
華
楽
）

請
じ
奉
る
観か

ん

音の
ん

勢せ
い

至し

諸し
ょ

大だ
い

菩ぼ

薩さ
つ　

道
場
に
入
り
た
ま
え（
散
華

楽
）

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　
付
・
阿
弥
陀
経 

真
身
観
文 

般
若
心

経
』・
五
六
頁
）

「
三
奉
請
」

請
じ
奉
る
弥
陀
世
尊　
道
場
に
入い

り
た
ま
え

請
じ
奉
る
釈
迦
如
来　
道
場
に
入
り
た
ま
え

請
じ
奉
る
十
方
如
来　
道
場
に
入
り
た
ま
え

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　
付
・
阿
弥
陀
経 

真
身
観
文 

般
若
心

経
』・
五
八
頁
）

③
〈
現
代
語
訳
〉

「
四
奉
請
」

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
仏
さ
ま
に
お
願
い
い
た
し
ま
す　

ど
う
ぞ
こ

の
修
行
の
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い　

花
を
散
じ
て
お
迎
え
い
た

し
ま
す

お
釈
迦
さ
ま
に
お
願
い
い
た
し
ま
す　

ど
う
ぞ
こ
の
修
行
の
場

に
お
い
で
く
だ
さ
い　
花
を
散
じ
て
お
迎
え
い
た
し
ま
す
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阿
弥
陀
さ
ま
に
お
願
い
い
た
し
ま
す　

ど
う
ぞ
こ
の
修
行
の
場

に
お
い
で
く
だ
さ
い　
花
を
散
じ
て
お
迎
え
い
た
し
ま
す

観
音
・
勢
至
の
両
菩
薩
さ
ま
を
は
じ
め
と
し
て
も
ろ
も
ろ
の
菩

薩
さ
ま
方
に
お
願
い
い
た
し
ま
す　

ど
う
ぞ
こ
の
修
行
の
場
に

お
い
で
く
だ
さ
い　
花
を
散
じ
て
お
迎
え
い
た
し
ま
す

（『
新
版
檀
信
徒
宝
典　
読
ん
で
わ
か
る
浄
土
宗
』・
一
五
八
頁
）

「
三
奉
請
」

阿
弥
陀
さ
ま
に
お
願
い
い
た
し
ま
す　

ど
う
ぞ
こ
の
修
行
の
場

に
お
い
で
く
だ
さ
い

お
釈
迦
さ
ま
に
お
願
い
い
た
し
ま
す　

ど
う
ぞ
こ
の
修
行
の
場

に
お
い
で
く
だ
さ
い

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
仏
さ
ま
に
お
願
い
い
た
し
ま
す　

ど
う
ぞ
こ

の
修
行
の
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い

（『
新
版
檀
信
徒
宝
典　
読
ん
で
わ
か
る
浄
土
宗
』・
一
五
九
頁
）

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
仏
さ
ま
・
菩
薩
さ
ま
を
お
迎
え
し
ま
し
ょ
う
」（
岩
井
正
道
）

「
仏
さ
ま
菩
薩
方
を
お
迎
え
す
る
」（
大
髙
源
明
）

「
仏
・
菩
薩
を
お
迎
え
す
る
」（
中
川
正
業
）

【
参
考
】

「
仏
さ
ま
を
迎
え
る
」（「
日
々
の
お
つ
と
め
」『
浄
土
宗
新
聞
』）

「
仏
さ
ま
を
お
む
か
え
い
た
し
ま
す
（
四
奉
請
）」（『
よ
い
こ

の
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
』）

⑤
〈
解
説
〉

「
四
奉
請
」

諸
仏
・
諸
菩
薩
を
招
き
入
れ
る
た
め
の
偈
文
。
日
常
勤
行
式
に

お
い
て
は
「
香
偈
」「
三
宝
礼
」
に
続
く
も
の
で
あ
る
。「
奉ほ

う

請ぜ
い

十し

方ほ
う

如じ
ょ

来ら
い

入じ

道と
う

場ち
ょ
う

散さ
ん

華か

楽ら
く　

奉ほ
う

請ぜ
い

釈せ
き
ゃ
じ
ょ
ら
い

迦
如
来
入じ

道と
う

場ち
ょ
う

散さ
ん

華か

楽ら
く　

奉ほ
う

請ぜ
い

弥び

陀た

如じ
ょ

来ら
い

入じ

道と
う

場ち
ょ
う

散さ
ん

華か

楽ら
く　

奉ほ
う

請ぜ
い

観か
ん

音に
ん

勢せ
い

至し

諸し
ょ

大た
い

菩ほ

薩さ

入じ

道と
う

場ち
ょ
う

散さ
ん

華か

楽ら
く

」
と
読
誦
す
る
。
出
典
で
あ
る
法
照
『
五
会
法
事

讃
』
本
（
浄
全
六
・
六
七
四
下
）
に
は
「
散
華
楽
文
」
と
し
て

収
載
さ
れ
て
お
り
、
は
じ
め
に
「
散
華
楽
」
を
二
度
繰
り
返
し

て
か
ら
、
十
方
如
来
・
釈
尊
・
阿
弥
陀
仏
・
観
音
勢
至
諸
菩
薩
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の
順
に
勧

か
ん
じ
ょ

請う

す
る
。
天
台
宗
で
は
、
円
仁
が
『
五
会
法
事
讃
』

を
招
来
し
、
例
時
作
法
に
「
四
奉
請
」
が
組
み
込
ま
れ
た
際
に

現
在
の
よ
う
な
順
に
な
り
、
ま
た
、
唐
・
長
安
や
平
安
時
代
に

主
に
用
い
ら
れ
て
い
た
漢
音
で
読
誦
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
法

然
が
『
阿
弥
陀
経
』
を
漢
音
で
も
読
誦
し
て
い
た
こ
と
は
周
知

の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
『
四
十
八
巻
伝
』
に
「
皆
例
時
と
て
毎

日
に
必
ず
阿
弥
陀
経
を
読
み
、
一
切
の
諸
僧
、
阿
弥
陀
経
を
読

ま
ず
と
い
う
こ
と
無
し
」（
聖
典
六
・
三
五
二
～
三
／
昭
法
全

四
八
七
）
と
の
記
載
が
あ
る
よ
う
に
、
例
時
作
法
も
広
く
普
及

し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
く
、
浄
土
宗
も
天
台
宗
の
影

響
を
受
け
て
十
方
如
来
か
ら
奉
請
し
、
漢
音
で
読
誦
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
浄
土
宗
で
は
散
華
あ
る
い
は
中
品

礼
を
も
っ
て
読
誦
し
、「
四
奉
請
」
の
代
わ
り
に
善
導
『
法
事
讃
』

を
出
典
と
す
る
「
三
奉
請
」
を
読
誦
す
る
こ
と
も
あ
る
。
な
お

「
四
奉
請
」
と
「
三
奉
請
」
の
差
異
に
つ
い
て
、
良
忠
『
法
事

讃
私
記
』
上
（
浄
全
四
・
四
四
下
）
で
は
、「
四
奉
請
」
は
総

か
ら
別
に
、「
三
奉
請
」
は
別
か
ら
総
に
ゆ
く
と
解
釈
し
て
い
る
。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
石
上
壽
應
】

「
三
奉
請
」

諸
仏
を
招
き
入
れ
る
た
め
の
偈
文
。
日
常
勤
行
式
に
お
い
て
は

香
偈
・
三
宝
礼
に
続
く
も
の
。「
奉ぶ

請じ
ょ
う

弥み

陀だ

世せ

尊そ
ん

入に
ゅ
う

道ど
う

場じ
ょ
う　

奉ぶ

請じ
ょ
う

釈し
ゃ

迦か

如に
ょ

来ら
い

入に
ゅ
う

道ど
う

場じ
ょ
う　

奉ぶ

請じ
ょ
う

十じ
っ

方ぽ
う

如に
ょ

来ら
い

入に
ゅ
う

道ど
う

場じ
ょ
う

」（『
法
事
讃
』上
、

浄
全
四
・
八
上
）
と
呉
音
で
読
誦
す
る
。
ま
た
各
句
の
末
尾
に

「
散さ

ん
華げ

楽ら
く

」
と
唱
え
、
さ
ら
に
「
過か

現げ
ん

諸し
ょ

仏ぶ
っ

等と
う

霊り
ょ
う

儀ぎ　

人に
ん

天で
ん

龍り
ゅ
う

鬼き

中ち
ゅ
う

法ほ
う

蔵ぞ
う　

全ぜ
ん

身し
ん

砕ざ
い

身し
ん

真し
ん

舎し
ゃ

利り　

大だ
い

衆し
ゅ
う

合が
っ

掌し
ょ
う

皆か
い

供く

養よ
う

」の
偈
を

添
え
て
散
華
す
る
こ
と
も
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
・
釈
尊
・
十
方
の

諸
仏
の
順
に
道
場
へ
の
来
臨
を
請
う
も
の
で
、
こ
の
三
奉
請
は

法
照
『
五
会
法
事
讃
』
に
引
き
継
が
れ
、四し

奉ぶ

請じ
ょ
う

と
し
て
伝
わ
っ

て
い
る
。
元
来
『
法
事
讃
』
で
は
、
高
座
が
奉
請
の
讃
文
を
唱

え
る
と
、
下
座
が
「
散
華
楽
」
と
添
え
句
を
付
し
、
高
座
・
下

座
が
交
互
に
発
声
す
る
こ
と
で
、
僧
俗
一
体
と
な
っ
て
行
道
散

華
を
行
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
増
上
寺
御
忌
で

は
「
奉
請
法
然
上
人
入
道
場
」
を
加
え
た
四
奉
請
が
唱
え
ら
れ

る
。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
石
上
壽
應
】
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五
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話
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「
三
宝
礼
」
の
後
は
「
四
奉
請
」
を
お
唱
え
い
た
し
ま
す
。

ご
本
尊
の
阿
弥
陀
さ
ま
だ
け
で
は
な
く
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
お
傍そ

ば

に
お
仕
え
さ
れ
て
い
る
観
音
菩
薩
さ
ま
や
勢
至
菩
薩
さ
ま
、
さ

ら
に
は
お
釈
迦
さ
ま
を
含
む
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
仏
さ
ま
や
菩
薩

さ
ま
も
、
こ
の
お
念
仏
を
お
称
え
す
る
道
場
に
お
迎
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
因
み
に
「
散
華
楽
」
と
偈
文
に
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
仏
さ
ま
や
菩
薩
さ
ま
を
褒
め
称
え
な
が
ら
道
場
に
華
を

散
ら
し
、
そ
う
い
っ
た
方
々
を
お
迎
え
す
る
に
相
応
し
い
道
場

に
設
え
（
荘
厳
）
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
「
四
奉
請
」
を
お
唱
え
し
な
く
と
も
、
仏
さ
ま
や

菩
薩
さ
ま
は
い
つ
も
お
傍
で
、
私
た
ち
の
こ
と
を
お
見
守
り
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
仏
さ
ま
や
菩
薩
さ

ま
の
存
在
を
、
忙
し
い
日
々
の
中
で
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
な
私

た
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
す
か
ら
せ
め
て
、
お
勤
め
の

際
に
は
仏
さ
ま
や
菩
薩
さ
ま
を
お
傍
に
感
じ
て
、
気
持
ち
を
新

た
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
為
に
「
四
奉
請
」
を
お
唱
え
さ
せ
て
い

た
だ
く
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
て
気
持
ち
が
改
ま
る
と
「
四

奉
請
」
に
続
く
お
勤
め
、
そ
の
中
で
も
お
念
仏
が
す
す
ん
で
ゆ

く
も
の
な
の
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
日
々
、
お
念
仏
を
お
称
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
大
切
で
あ
り
ま
す
が
、
つ
い
つ
い
怠
け
て
し
ま
う
の
が
常
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
阿
弥
陀
さ
ま
や
お
釈
迦
さ
ま
を
は
じ
め
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
仏
さ
ま
、
菩
薩
さ
ま
が
お
傍
に
い
ら
っ

し
ゃ
っ
て
、
お
念
仏
を
お
称
え
す
る
私
た
ち
の
声
を
お
聞
き
く

だ
さ
っ
て
い
る
の
か
と
思
う
と
「
お
念
仏
を
し
っ
か
り
と
お
称

え
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
」
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
く
な
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
多
く
の
菩
薩
さ
ま
の
中
に
は
、
お
浄
土
の
阿
弥

陀
さ
ま
の
も
と
で
、
仏
さ
ま
と
成
る
べ
く
、
ご
修
行
に
励
ま
れ

て
い
る
先
立
た
れ
た
大
切
な
方
々
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
菩
薩
さ
ま
が
「
あ
な
た
も
私
た
ち
の
い
る
お
浄
土

に
お
い
で
な
さ
い
よ
」
な
ど
と
思
っ
て
い
て
く
だ
さ
る
の
だ
ろ

う
か
と
思
い
を
巡
ら
す
と
、
お
念
仏
を
お
称
え
す
る
大
き
な
励
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み
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
、
私
が
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
大
会
に
出
た
と
き
の
こ
と

で
す
。
残
り
数
キ
ロ
程
走
れ
ば
ゴ
ー
ル
と
い
う
所
に
な
っ
て
疲

労
で
ほ
と
ん
ど
足
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
ず
、「
も
う
だ
め
か
」

と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
時
に
、
ふ
と
沿

道
を
じ
っ
く
り
と
見
回
し
て
み
る
と
、
見
ず
知
ら
ず
の
多
く
の

方
々
や
既
に
ゴ
ー
ル
を
さ
れ
た
方
々
、
さ
ら
に
は
私
の
友
人
が

こ
の
私
に
向
か
っ
て
「
頑
張
っ
て
ね
！
」、「
あ
と
少
し
！
」
な

ど
と
次
か
ら
次
へ
と
声
を
か
け
て
、
手
を
振
っ
て
応
援
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
私
は
「
な
ん
て
有

り
難
い
こ
と
な
の
か
」
と
嬉
し
く
な
っ
て
力
が
湧
い
て
き
た
の

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
周
り
の
方
々
の
応
援
が
私
の
大
き

な
励
み
と
な
り
、
力
を
振
り
絞
っ
て
走
り
続
け
て
、
つ
い
に
完

走
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

日
々
の
お
念
仏
や
お
勤
め
も
、
同
じ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
ど

う
ぞ
、
阿
弥
陀
さ
ま
を
は
じ
め
多
く
の
仏
さ
ま
、
菩
薩
さ
ま
の

お
傍
で
の
応
援
を
励
み
と
し
て
、
日
々
お
勤
め
を
し
、
お
念
仏

を
お
称
え
く
だ
さ
い
。

�

（
執
筆
者
：
岩
井
正
道
）

◆
五
分
法
話
例

身
も
心
も
香
に
よ
っ
て
清
浄
な
ら
ん
こ
と
を
願
い
、
仏・法・

僧
の
三
宝
に
帰
依
し
、
身
心
の
準
備
が
整
っ
た
な
ら
ば
、
い
よ

い
よ
仏
さ
ま
、
菩
薩
さ
ま
を
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。
そ
の
偈
文

が
「
四
奉
請
」
で
す
。

こ
の
文
は
、
中
国
は
唐
代
の
法
照
禅
師
が
著
さ
れ
た
『
五
会

法
事
讃
』
が
出
典
で
、
古
来
よ
り
漢
音
で
お
唱
え
を
し
ま
す
。

浄
土
宗
の
お
勤
め
は
普
段
、
呉
音
で
お
唱
え
し
て
い
ま
す
の
で
、

仏
さ
ま
の
名
前
な
ど
、
耳
慣
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

文
に
は
「
道
場
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
ま
す
が
、
こ
れ
は

「
仏
道
修
行
の
場
所
」
と
い
う
こ
と
で
、
お
寺
の
本
堂
は
も
と

よ
り
、
ど
こ
で
あ
っ
て
も
勤
行
や
修
行
を
行
え
ば
そ
の
場
所
が

道
場
と
な
り
ま
す
。
自
宅
の
お
仏
壇
に
向
か
っ
て
お
勤
め
を
す

れ
ば
、
そ
の
場
が
そ
の
ま
ま
道
場
と
な
り
ま
す
。

そ
の
お
勤
め
の
道
場
に
仏
さ
ま
、
菩
薩
方
を
お
迎
え
す
べ
く

「
請
い
奉
り
」（
奉
請
）、「
華
を
散
じ
て
」（
散
華
楽
）
道
場
を
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厳
か
に
装
い
ま
す
。
四
回
に
分
け
て
「
請
い
奉
る
」
の
で
「
四

奉
請
」
と
申
し
ま
す
。

お
寺
の
本
堂
や
お
仏
壇
に
は
既
に
阿
弥
陀
さ
ま
が
お
祀
り
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
た
め
て
お
招
き
す
る
必
要
が
な
い
よ

う
に
も
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
お
勤
め
に
あ
た
り
、
心
新
た

に
仏
さ
ま
菩
薩
方
を
お
迎
え
し
、
そ
の
御
力
を
蒙
り
、
お
護
り

を
い
た
だ
く
べ
く
、
こ
の
偈
文
を
お
唱
え
い
た
し
ま
す
。

お
招
き
す
る
順
番
は
、
す
べ
て
の
仏
さ
ま
（
十
方
如
来
）、

お
釈
迦
さ
ま
（
釈
迦
如
来
）、
阿
弥
陀
さ
ま
（
弥
陀
如
来
）、
阿

弥
陀
さ
ま
の
脇
侍
で
あ
る
観
音
菩
薩
、
勢
至
菩
薩
を
は
じ
め
と

す
る
す
べ
て
の
菩
薩
さ
ま
方
（
観
音
勢
至
諸
大
菩
薩
）
で
す
。

如
来
と
は
仏
の
別
の
呼
び
名
で
あ
り
、
覚
れ
る
も
の
が
真
如
に

随
っ
て
、
迷
え
る
者
の
前
に
慈
悲
の
働
き
を
も
っ
て
現
れ
る
こ

と
を
意
味
し
、
ま
さ
に
こ
の
文
に
ふ
さ
わ
し
い
称
号
で
す
。

さ
て
、『
無
量
寿
経
』
に
「
散
華
焼
香

（
（
（

」
と
説
か
れ
て
い
る

よ
う
に
、
仏
さ
ま
に
は
香
と
共
に
、
花
を
供
養
し
て
、
敬
い
尊

ぶ
心
を
あ
ら
わ
し
ま
す
。
古
く
イ
ン
ド
で
は
花
だ
け
を
枝
か
ら

取
り
、
こ
れ
を
地
面
に
散
ら
し
て
供
養
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
文

中
の
「
散
華
楽
」
の
部
分
で
す
。
お
寺
の
大
法
要
な
ど
で
は
、

紙
で
し
つ
ら
え
た
花
を
散
ら
し
散
華
を
い
た
し
ま
す
が
、
普
段

の
お
勤
め
の
際
は
心
の
中
で
散
華
の
気
持
ち
を
も
っ
て
お
唱
え

い
た
し
ま
す
。
な
お
、「
散
華
楽
」
の
「
楽
」
は
「
仏
菩
薩
を

お
迎
え
す
る
の
は
、
何
と
喜
ば
し
い
こ
と
か
」
と
い
う
歓
喜
を

表
す
も
の
で
す
。

こ
の
花
を
地
面
に
散
じ
る
供
養
法
は
、
そ
の
後
中
国
で
花
と

枝
を
共
に
、
花
瓶
に
移
し
て
水
に
さ
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
が
お
仏
壇
に
お
供
え
す
る
生
花
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

花
は
美
麗
な
も
の
と
し
て
、
お
供
え
や
お
飾
り
の
中
で
は
最
も

目
を
引
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。
美
し
い
花
を
お
供
え
す
る
こ
と

で
、
そ
の
場
を
仏
さ
ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所

に
し
つ
ら
え
ま
す
。
そ
し
て
「
も
し
華
開
く
こ
と
あ
ら
ば
諸
仏

来
り
て
座
す

（
（
（

」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
仏
さ
ま
を
お
迎
え
し

ま
す
。

も
ち
ろ
ん
私
た
ち
の
眼
に
は
、
仏
さ
ま
を
拝
し
奉
る
こ
と
な

ど
か
な
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
念
仏
を
称
え
る
者
を
阿

弥
陀
さ
ま
は
じ
め
諸
仏
、
諸
菩
薩
が
幾
重
に
も
囲
ん
で
、
お
護



277　常用の偈文を通した法話の研究（一）

研究成果報告

り
く
だ
さ
る
と
の
お
釈
迦
さ
ま
の
仰
せ
で
す

（
（
（

。

凡
夫
で
あ
る
私
た
ち
は
身
も
心
も
弱
く
、
た
よ
り
に
な
ら
な

い
も
の
で
す
。
仏
道
に
精
進
し
よ
う
と
い
う
心
も
た
や
す
く
揺

ら
い
で
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
仏
さ
ま
菩
薩
方
を
お
迎

え
し
、
そ
の
御
力
を
蒙
り
、
仏
道
を
退
く
こ
と
か
ら
お
護
り
を

い
た
だ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

（
（
（

。
こ
こ
に
「
四
奉
請
」
を
お
勤

め
の
度
に
、
お
唱
え
す
る
意
義
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
仏
さ

ま
菩
薩
方
を
お
迎
え
す
る
に
当
た
っ
て
心
か
ら
そ
の
お
護
り
、

お
導
き
を
願
う
と
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

�

（
執
筆
者
：
大
髙
源
明
）

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト

「
香　
偈
」
…�

お
香
を
供
え
て
、
自
ら
の
身
・
口
・
意
が
浄
ら

か
で
あ
る
こ
と
を
願
う
。

「
三
宝
礼
」
…�

「
仏
教
徒
と
し
て
の
宝
」
で
あ
る
仏
・
法
・
僧

に
礼
拝
す
る
。

「
四
奉
請
」
…�

諸
仏
・
お
釈
迦
様
・
阿
弥
陀
仏
・
観
音
菩
薩
・

勢
至
菩
薩
・
諸
菩
薩
を
お
迎
え
す
る
。

本
堂
や
仏
壇
に
お
ま
つ
り
し
て
あ
る
仏
や
菩
薩
も
お
ら
れ
る
が
、

自
ら
の
意
思
で
お
迎
え
す
る
の
が
「
四
奉
請
」。

・
注
目
ポ
イ
ン
ト
①
「
念
仏
道
場
と
心
得
る
こ
と
」

お
迎
え
す
る
場
所
（
仏
壇
の
前
・
本
堂
な
ど
）
＝
「
道
場
」

＝
「
念
仏
道
場
」

諸
仏
・
お
釈
迦
様
・
阿
弥
陀
仏
（
＝
全
て
の
仏
様
）
が
お
念

仏
を
勧
め
て
お
ら
れ
る
か
ら
、
仏
・
菩
薩
の
お
勧
め
の
通
り
、

お
念
仏
に
精
進
す
る
こ
と
が
大
切
。

・
注
目
ポ
イ
ン
ト
②
「
極
楽
の
ご
先
祖
様
も
お
迎
え
す
る
」

お
迎
え
す
る
菩
薩
は
、
阿
弥
陀
仏
の
脇
侍
で
あ
る
観
音
菩
薩

と
勢
至
菩
薩
に
加
え
て
、
諸
菩
薩
。

「
諸
」
の
中
に
は
極
楽
に
お
ら
れ
る
ご
先
祖
さ
ま
も
含
ま
れ

る 
→ 

極
楽
往
生
す
れ
ば
菩
薩
と
成
る
か
ら
。

お
迎
え
し
た
ご
先
祖
様
も
、
私
た
ち
が
念
仏
道
場
で
称
え
る

お
念
仏
を
喜
ん
で
く
だ
さ
る
。
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現
世
に
お
い
て
、
仏
・
菩
薩
（
先
祖
も
）
を
目
の
当
た
り
に

す
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
。
し
か
し「
四
奉
請
」に
よ
り「
い

ま
こ
こ
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
」
と
受
け
止
め
る
こ
と
で
、

「
目
の
前
で
自
ら
の
お
念
仏
の
声
を
聞
き
、合
掌
す
る
姿
を
見
て
、

極
楽
に
思
い
を
寄
せ
る
心
を
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
」
と
い

う
思
い
を
強
く
持
て
る
。

四
奉
請
は
、
お
念
仏
信
仰
を
深
め
る
ご
縁
と
な
る
。

�

（
執
筆
者
：
中
川
正
業
）

「
歎
仏
偈
」

①
〈
偈
文
〉

如に
ょ

来ら
い

妙み
ょ
う

色し
き

身し
ん　

世せ

間け
ん

無む

与よ

等と
う　

無む

比び

不ふ

思し

議ぎ　
是ぜ

故こ

今こ
ん

敬き
ょ
う

礼ら
い　

如に
ょ

来ら
い

色し
き

無む

尽じ
ん　

智ち

慧え

亦や
く
ぶ
ね
ん

復
然　

一い
っ

切さ
い

法ほ
う

常じ
ょ
う

住じ
ゅ
う　

是ぜ

故こ

我が

帰き

依え　

（『
浄
土
宗
法
要
集 

上 

新
訂
改
第
四
版
』・
二
五
一
頁
）

②
〈
訓
読
〉

如
来
の
妙
な
る
色
身
は
、
世
間
に
与と

も
に
等
し
き
も
の
な
し
。
無

比
な
り
、
不
思
議
な
り
。
是
の
故
に
、
今
敬
礼
し
た
て
ま
つ
る
。

如
来
の
色
は
無
尽
な
り
。
智
慧
も
亦
復
然し

か
な
り
。
一
切
の
法
は

常
住
な
り
。
是
の
故
に
、
我
帰
依
し
た
て
ま
つ
る
。

（『
浄
土
宗
現
代
法
話
大
系
』
一
四
・
三
七
頁
）

③
〈
現
代
語
訳
〉

仏
さ
ま
の
妙
な
る
お
姿
は　

こ
の
世
に
お
い
て
等
し
き
も
の
な

ど
あ
り
ま
せ
ん

ま
さ
に
比
べ
る
も
の
な
ど
何
も
な
く　

人
智
の
及
ぶ
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

こ
の
ゆ
え
に
今
こ
そ　
敬
っ
て
礼
拝
い
た
し
ま
す

仏
さ
ま
の
お
身
体
は　
尽
き
て
消
え
る
こ
と
な
ど
あ
り
ま
せ
ん

そ
の
智
慧
も
ま
た
ま
た
同
様
で
す

仏
さ
ま
の
み
教
え
は　
尽
き
る
こ
と
な
ど
あ
り
ま
せ
ん

こ
の
ゆ
え
に
私
は　
心
か
ら
帰
依
い
た
し
ま
す

（『
日
常
勤
行
の
解
説
』
記
載
の
訳
文
を
元
に
し
て
、
当
研
究



279　常用の偈文を通した法話の研究（一）

研究成果報告

班
で
作
成
）

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
み
ほ
と
け
を
讃
え
、
帰
依
い
た
し
ま
す
」（
宮
入
良
光
）

「
仏
の
御
姿
と
智
慧
と
を
讃
え
る
」（
八
木
英
哉
）

「
今
こ
そ
不
変
の
み
仏
に
帰
依
致
し
ま
す
」（
山
田
紹
隆
）

⑤
〈
解
説
〉

仏
を
讃
歎
す
る
偈
文
。「
如
来
妙
色
身　

世
間
無
与
等　

無
比

不
思
議　

是
故
今
敬
礼　

如
来
色
無
尽　

智
慧
亦
復
然　
一
切

法
常
住　

是
故
我
帰
依
」。
出
典
は
、『
勝
鬘
師
子
吼
一
乗
大
方

便
広
経
』（
正
蔵
一
二
・
二
一
七
上
）。「
み
仏
の
妙
な
る
お
姿

に
等
し
き
も
の
は
、
こ
の
世
に
何
一
つ
と
し
て
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

く
ら
べ
る
べ
き
も
の
な
ど
何
も
な
く
、
も
は
や
思
い
も
よ
り
ま

せ
ん
。
私
は
今
こ
そ
、
敬
い
礼
拝
し
ま
す
。
み
仏
の
お
姿
も
智

慧
も
変
わ
り
ゆ
く
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
み
仏
に
お
示
し
い
た

だ
い
た
真
理
は
永
遠
で
す
。
私
は
今
こ
そ
、
み
仏
に
帰
依
い
た

し
ま
す
」
と
の
意
。
日
常
勤
行
式
で
は
、
序
分
に
配
さ
れ
、
香

偈
・
三
宝
礼
・
四
奉
請
（
三
奉
請
）・
歎
仏
偈
・
懺
悔
偈
と
次

第
す
る
。
中
品
礼
を
用
い
る
。
施
餓
鬼
会
と
葬
儀
式
の
作さ

梵ぼ
ん

の

代
用
偈
文
と
し
て
用
い
る
（「
広
開
偈
」
で
代
用
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
）。
古
来
「
釈
迦
歎
仏
偈
」
と
し
て
唱
え
ら
れ
て
い
た
が
、

浄
土
宗
で
は
阿
弥
陀
仏
を
讃
歎
す
る
も
の
と
す
る
。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
福
西
賢
雄
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト

・�「
四
奉
請
」
に
て
諸
仏
諸
菩
薩
を
道
場
に
お
迎
え
し
た
こ
と

に
よ
り
、
本
尊
は
じ
め
堂
内
の
仏
像
は
、
生
身
の
仏
様
方
で

あ
る
と
の
思
い
で
法
要
に
臨
む
こ
と
と
な
る
。「
歎
仏
偈
」は
、

ま
さ
に
生
身
の
仏
様
方
の
御
前
に
て
、
心
か
ら
讃
歎
し
帰
依

し
た
て
ま
つ
る
偈
文
で
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
す
る
。
ま
た
、

本
尊
の
尊
容
を
通
し
て
、
具
体
的
な
阿
弥
陀
仏
の
相
好
や
光

明
寿
命
の
徳
な
ど
を
お
伝
え
す
る
。（
本
堂
の
荘
厳
を
示
し
、

極
楽
の
様
相
を
お
伝
え
す
る
こ
と
も
で
き
る
）
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【
参
考
】

念
仏
者
の
心
得
を
綴
っ
た
盤
察

（
（
（

著
『
勧
化
南
針
鈔

（
（
（

』
三
に
は
、

「
第
廿
二　

真
仏
ニ
向
フ
思
ヒ
二
住
シ
テ
念
仏
ス
ヘ
キ
事
」
と

題
し
て
、
次
の
よ
う
な
要
文
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

�『
行
者
用
心
集

（
（1
（

』
ノ
下
ニ
云
ク
、
道
場
二
入
ル
毎
二
生
身

ノ
仏
御オ

座
ワ
シ
マ
ス

ト
思
ヒ
テ
、
正
シ
ク
生
身
ノ
御
前
二
ノ
ソ
ム

思
ヒ
ヲ
ナ
ス
ベ
シ
。

　

�『
五
会
賛

（
（1
（

』
ノ
序
二
云
ク
、
阿
弥
陀
仏
一
切
賢
聖
ヲ
目
前

ニ
対
ス
ル
カ
如
ク
セ
ヨ
。

　

�

元
照
『
小
経
ノ
疏
』
ニ
云
ク
、
先
ツ
須
ク
念
ヲ
斂オ

サ
メ
面
ヲ

西
方
ニ
向
ヒ
掌
ヲ
合
ハ
セ
身
ヲ
正
ク
シ
、
遥
ニ
彼
ノ
仏
道

場
ニ
現
坐
シ
下
フ
依
正
ノ
荘
厳
光
明
相
好
ヲ
想
フ
ヘ
シ

（
（1
（

。

　

�

仏
像
ニ
向
フ
則
ン
ハ
燃
燈
ヲ
供
シ
浄
土
ヨ
リ
仏
来
リ
玉
フ

ト
之
ヲ
想
ヘ
。
仏
像
ニ
向
ハ
ザ
ル
則
ン
ハ
眼
ヲ
閉
テ
我
カ

身
浄
土
ニ
往
ク
ト
之
ヲ
想
ヘ
。
此
レ
日
用
ノ
肝
要
ナ
リ

（『
要
集

（
（1
（

』
中
廿
五
取
意
ナ
リ
）。

・「
世
間
」
に
住
む
我
々
と
、「
世
間
」
を
出
離
さ
れ
た
仏
様
。

我
々
の
住
む
こ
の
世
界
は
、「
世
間
」
と
言
わ
れ
る
様
に
、

う
つ
り
変
わ
り
壊
れ
ゆ
く
世
界
で
あ
る
。
こ
の
世
界
や
我
々
の

命
が
い
か
に
「
無
常
」
で
あ
る
か
を
、
日
頃
か
ら
実
感
を
持
っ

て
お
伝
え
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る

（
（1
（

。

今
、「
世
間
」（
こ
の
道
場
）
に
お
い
で
下
さ
っ
た
仏
様
方
は
、

煩
悩
を
離
れ
悟
り
の
境
地
に
入
り
、生
死
輪
廻
を
繰
り
返
す「
世

間
」を
離
れ
た
お
方
で
あ
る
。そ
の
お
身
体
や
存
在
そ
の
も
の
は
、

当
然
、こ
の
「
世
間
」
に
お
い
て
比
べ
ら
れ
る
も
の
は
無
く
、「
世

間
」
に
住
む
我
々
の
思
慮
が
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
仏

様
の
お
身
体
も
、そ
の
智
慧
も
、限
り
な
く
滅
び
る
こ
と
は
な
い
。

お
示
し
下
さ
っ
た
み
教
え
も
永
遠
不
変
の
も
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、「
開
経
偈
」
を
お
唱
え
し
た
後
に
読
み
上
げ

て
頂
戴
す
る
「
お
経
」
も
、
お
念
仏
の
み
教
え
も
、
永
遠
不
変

で
あ
り
、「
世
間
」
を
離
れ
極
楽
に
往
生
す
る
た
め
の
法
な
の

で
あ
る
。
そ
し
て
話
の
結
論
と
し
て
、
法
要
の
中
で
一
緒
に
お
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念
仏
を
お
称
え
す
る
こ
と
勧
め
、
あ
わ
せ
て
日
々
の
生
活
の
中

で
の
お
念
仏
を
お
伝
え
す
る
。

�

（
執
筆
者
：
宮
入
良
光
）

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
と
法
話
例

・�

お
迎
え
し
た
如
来
様
の
想
像
を
遥
か
に
超
え
る
素
晴
ら
し
い

お
姿
を
讃
え
帰
依
す
る
こ
と
を
勧
め
る
。

・�

そ
の
智
慧
も
ま
た
常
住
不
変
で
あ
り
、
依
り
所
と
す
べ
き
こ

と
を
伝
え
る
。

・�

出
典
の
『
勝
鬘
経
』
で
は
勝
鬘
夫
人
が
仏
教
信
者
で
あ
る
父

母
の
手
紙
を
読
み
、
使
者
の
前
で
釈
尊
の
徳
を
讃
え
る
文
言

で
あ
る
が
、
浄
土
宗
の
法
要
の
中
で
は
阿
弥
陀
仏
の
色
身
と

智
慧
の
素
晴
ら
し
さ
を
讃
え
て
敬
い
礼
す
る
と
の
意
で
受
け

取
っ
て
も
良
い
か
と
思
わ
れ
る
。
大
事
な
の
は
参
列
者
に
、

如
来
を
敬
礼
し
帰
依
す
る
思
い
を
起
こ
し
て
頂
く
こ
と
で
あ

ろ
う
。

《
法
話
例
》

こ
の
後
、
法
要
が
始
ま
り
ま
す
と
、
こ
の
堂
内
に
阿
弥
陀
様

を
は
じ
め
と
し
て
お
釈
迦
様
や
諸
々
の
仏
菩
薩
様
方
を
お
招
き

さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
私
達
の
こ
の
肉
の
眼
で
は
お
姿
を
捉

え
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
が
、
生
き
た
ま
こ
と
の
如
来
様
が
目

の
前
に
お
い
で
に
な
る
の
だ
と
心
得
て
ご
法
要
に
臨
ん
で
く
だ

さ
い
ね
。
そ
の
次
に
節
を
つ
け
て
お
唱
え
し
ま
す
の
が
「
歎
仏

偈
」
と
い
う
お
経
文
で
す
。「
歎
」
と
は
普
通
「
な
げ
く
」
と

の
意
味
で
用
い
ら
れ
ま
す
が
、
本
来
は
「
な
げ
く
」
の
場
合
に

は
「
口
へ
ん
」
の
「
嘆
」
を
、
喜
ば
し
い
場
合
に
は
「
け
ん
づ

く
り
」、
右
側
に
「
欠
け
る
」
と
い
う
字
の
つ
く
「
歎
」
が
使

わ
れ
る
べ
き
も
の
な
の
だ
そ
う
で
す
。
こ
ち
ら
は
「
素
晴
ら
し

い
」
と
褒
め
讃
え
る
の
意
味
で
す
か
ら
、「
歎
仏
偈
」
は
仏
様

を
讃
え
る
お
経
文
と
い
う
こ
と
で
す
。
何
を
お
讃
え
す
る
か
と

い
い
ま
す
と
、
一
つ
に
は
ま
ば
ゆ
く
光
り
輝
く
真
金
色
の
そ
の

妙
な
る
お
姿
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
一
切
の
真
理
、
す
な
わ

ち
お
覚
り
に
な
ら
れ
た
「
法
」
を
基
と
し
た
深
い
「
智
慧
」
で

あ
り
ま
す
。
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初
め
に
、
形
あ
る
お
姿
を
お
経
の
中
で
は
「
色
身
」
と
申
し

ま
す
。
真
の
如
来
様
の
お
姿
は
あ
ま
り
に
素
晴
ら
し
く
、
私
達

の
住
む
娑
婆
世
界
に
は
比
べ
物
に
な
る
も
の
す
ら
が
存
在
致
し

ま
せ
ん
。
従
っ
て
い
く
ら
思
い
描
こ
う
と
し
て
も
想
像
す
ら
及

ば
な
い
不
可
思
議
の
御
姿
で
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
「
今
、

敬
い
、
礼
を
尽
く
し
拝
ま
せ
て
頂
き
ま
す
」
と
ひ
れ
伏
し
お
讃

え
申
し
上
げ
る
の
で
す
。
そ
の
身
は
お
経
文
に
「
色
無
尽
」
と

あ
り
ま
す
か
ら
、
ど
こ
ま
で
も
尽
き
る
こ
と
な
く
虚
空
全
体
に

広
が
る
よ
う
な
大
い
な
る
お
身
体
で
あ
り
ま
す
が
、
今
、
私
達

の
た
め
に
身
を
縮
め
て
、
目
の
前
の
ご
本
尊
様
に
お
宿
り
下
さ

る
の
で
す
。

そ
し
て
そ
の
身
に
携
え
た
「
智
慧
も
亦
ま
た
然
な
り
」
で
、

ど
こ
ま
で
も
、
い
つ
ま
で
も
尽
き
る
こ
と
の
な
い
深
い
智
慧
で

あ
り
ま
す
。
僅
か
百
年
先
の
将
来
す
ら
も
見
通
す
こ
と
の
で
き

な
い
、
浅
知
恵
し
か
持
ち
あ
わ
せ
の
な
い
私
達
凡
夫
は
、
時
に

生
き
方
を
踏
み
誤
り
、
目
先
の
損
得
の
た
め
に
他
人
を
も
我
が

身
を
も
苦
し
め
る
道
を
進
も
う
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、

如
来
様
の
「
智
慧
」
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
過
去・現
在・

未
来
の
三
世
の
物
事
が
、
因
と
縁
と
に
よ
っ
て
ガ
ッ
チ
リ
と
繋

が
っ
て
い
る
と
見
通
さ
れ
た
そ
の
上
で
、
苦
を
産
み
出
す
元
と

な
る
煩
悩
や
行
い
を
払
い
除
く
為
の
智
慧
、
そ
れ
が
如
来
様
の

「
智
慧
」
と
い
う
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
僅
か
な
知
恵
で
御
教

え
を
否
定
し
た
り
す
る
の
は
愚
か
し
い
こ
と
で
す
。
い
う
な
れ

ば
カ
マ
キ
リ
が
両
手
の
斧
を
振
り
か
ざ
し
て
ダ
ン
プ
カ
ー
に
喧

嘩
を
挑
む
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。
如
来
様
は
そ
の
「
智
慧
」
に

基
い
て
「
悪
い
こ
と
は
言
わ
ぬ
か
ら
、
ア
レ
は
す
る
な
。
コ
レ

を
せ
よ
」
と
、
苦
し
み
か
ら
解
き
放
た
れ
る
為
に
進
む
べ
き
方

向
を
示
し
て
く
だ
さ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
や
が
て
は
私
達
を

覚
り
に
至
ら
し
め
る
羅
針
盤
と
い
う
べ
き
も
の
で
す
か
ら
素
直

に
従
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

如
来
様
の
身
に
つ
け
ら
れ
た
お
覚
り
「
一
切
法
」
は
常
に
変

わ
ら
ず
世
に
流
れ
続
け
て
い
る
「
常
住
」
の
「
真
理
」
で
あ
り

ま
す
。
時
代
に
よ
っ
て
有
っ
た
り
無
か
っ
た
り
は
致
し
ま
せ
ん
。

時
と
場
合
に
よ
っ
て
都
合
よ
く
変
わ
っ
た
り
も
致
し
ま
せ
ん
。

「
常
住
」、
そ
し
て
「
不
変
」
で
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
私
達
は
そ
の
深
い
お
智
慧
を
讃
え
「
仰
せ
に
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従
っ
て
参
り
ま
す
」
と
ひ
れ
伏
し
て
い
く
の
で
す
ね
。
そ
の
こ

と
が
こ
の
「
歎
仏
偈
」
の
最
後
に
あ
る
「
帰
依
す
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
。

「
帰
依
」
と
は
「
帰
投
依
伏

（
（1
（

」、如
来
様
の
尊
い
お
姿
の
前
に
、

浅
知
恵
の
我
が
身
を
投
げ
出
し
、
ひ
れ
伏
し
て
お
す
が
り
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。「
貴
方
様
の
深
い
智
慧
を
拠
り
所
と
し
て

参
り
ま
す
」
と
共
々
に
お
誓
い
し
、
仰
せ
の
通
り
、
素
直
に
お

念
仏
を
称
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。

�
（
執
筆
者
：
八
木
英
哉
）

◆
五
分
法
話
例

「
歎
仏
偈
」
は
、
仏
様
を
感
嘆
し
て
称
賛
す
る
偈
文
、
仏
様

の
全
て
を
お
慕
い
す
る
偈
文
で
ご
ざ
い
ま
す
。
仏
様
は
、
二
尊

と
申
し
ま
す
が
、
お
釈
迦
様
、
阿
弥
陀
様
の
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。

お
釈
迦
様
は
、
こ
の
娑
婆
世
界
で
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え

て
西
方
極
楽
浄
土
へ
往
生
す
る
道
を
お
説
き
示
し
下
さ
れ
、
阿

弥
陀
様
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
我
が
名
を
称
え
よ
必
ず
救
う
、

と
常
に
呼
び
か
け
続
け
下
さ
っ
て
お
ら
れ
る
仏
様
で
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
お
釈
迦
様
と
阿
弥
陀
様
の
二
尊
の
仏
様
の
存
在
、
み

教
え
は
真
実
で
変
わ
る
事
が
な
い
か
ら
こ
そ
帰
依
さ
せ
て
頂
く

と
い
う
偈
文
が
、「
歎
仏
偈
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

仏
様
の
お
姿
は
尽
き
る
こ
と
が
無
く
常
に
在
り
続
け
、
そ
の

妙
な
る
お
姿
は
比
べ
る
も
の
が
無
い
程
に
尊
い
、
そ
し
て
仏
様

の
智
慧
も
ま
た
同
じ
よ
う
に
、
全
て
の
み
教
え
は
常
に
存
在
す

る
と
こ
の
偈
文
に
説
か
れ
ま
す
。

「
か
く
ば
か
り　

偽
り
多
き　

世
の
中
に　

子
の
可
愛
さ
は　

誠
な
り
け
り
」
と
言
う
和
歌
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
世
界
は
偽

り
多
き
世
だ
け
れ
ど
も
子
供
の
可
愛
さ
だ
け
は
誠
な
の
だ
と
言

い
ま
す
。
し
か
し
、
可
愛
さ
も
時
と
し
て
、
憎
た
ら
し
く
思
う

事
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
反
抗
期
を
迎
え
れ
ば
イ
ラ
イ
ラ
す
る
事

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
子
供
の
可
愛
さ
が
、
絶
対
的
な
も
の
か
と

い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
現
実
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

し
て
そ
の
可
愛
さ
が
い
つ
ま
で
も
続
く
も
の
か
と
い
え
ば
そ
う

で
は
な
い
現
実
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
世
の
中
、
絶

対
的
な
真
実
が
あ
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
こ
そ
が
娑
婆
世
界
の
姿
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
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の
中
で
、
み
仏
の
み
教
え
は
真
実
誠
、
絶
対
的
な
真
理
な
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
仏
様
の
実
在
す
る
真
実
の
尊
さ
に
有

難
さ
を
か
み
し
め
、
そ
の
お
姿
に
憧
れ
の
念
を
抱
く
時
、
知
ら

ず
知
ら
ず
に
頭
が
垂
れ
る
思
い
が
致
し
ま
す
。
偽
り
多
き
世
の

中
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
真
実
の
仏
さ
ま
の
み
教
え
に
帰
依
す
る

こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。「
だ
か
ら
こ
そ
私
は
、
み
仏
に
帰
依

致
し
ま
す
」。
最
後
の
一
句
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
共
々
に
、

有
難
く
頂
戴
い
た
し
た
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

�
（
執
筆
者
：
山
田
紹
隆
）

「
懺
悔
偈
」

①
〈
偈
文
〉

我が

昔し
ゃ
く

所し
ょ

造
ぞ
う
し
ょ

諸し
ょ

悪あ
く

業ご
う　

皆か
い

由ゆ

無む

始し

貪と
ん

瞋じ
ん

痴ち　

従じ
ゅ
う

身し
ん

語ご

意い

之し

所し
ょ

生し
ょ
う　

一い
っ

切さ
い

我が

今こ
ん

皆か
い

懺さ
ん

悔げ　

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　
付
・
阿
弥
陀
経 

真
身
観
文 

般
若
心

経
』・
五
頁
）

②
〈
訓
読
〉

我
れ
昔
よ
り
造
る
所
の
諸

も
ろ
も
ろ

の
悪
業
は

皆
無
始
の
貪
瞋
痴
に
由
る

身
語
意
よ
り
生
ず
る
所
な
り

一
切
我
れ
今
皆
懺
悔
し
た
て
ま
つ
る

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　
付
・
阿
弥
陀
経 

真
身
観
文 

般
若
心

経
』・
五
九
頁
）

③
〈
現
代
語
訳
〉

私
は
昔
か
ら
数
え
知
れ
な
い
罪
を
お
か
し
て
き
ま
し
た
が

そ
れ
は
限
り
な
く
遠
い
過
去
か
ら
の　

む
さ
ぼ
り
・
い
か
り
・

お
ろ
か
さ
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す

そ
れ
ら
は
私
の
身
体
・
言
葉
・
意
識
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で

あ
り
ま
す

今　
そ
の
一
切
を
反
省
し　
懺
悔
い
た
し
ま
す

（『
新
版
檀
信
徒
宝
典　
読
ん
で
わ
か
る
浄
土
宗
』・
一
六
○
頁
）
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④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
懴
悔
の
心
を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
」（
岩
井
正
道
）

「
す
べ
て
の
罪
を
懺
悔
す
る
」（
工
藤
大
樹
）

「
こ
れ
ま
で
重
ね
た
一
切
の
罪
の
懺
悔
」（
宮
田
恒
順
）

【
参
考
】

「
罪
を
告
白
、
悔
い
改
め
る
」（「
日
々
の
お
つ
と
め
」『
浄
土

宗
新
聞
』）

「
私
た
ち
の
お
か
し
た
、
つ
み
の
い
っ
さ
い
を
お
ゆ
る
し
く
だ

さ
い
」（『
よ
い
こ
の
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
』）

⑤
〈
解
説
〉

前
世
か
ら
積
み
重
ね
た
一
切
の
罪
を
仏
前
に
懺
悔
す
る
た
め
に

唱
え
る
偈
文
。「
我
昔
所
造
諸
悪
業　

皆
由
無
始
貪
瞋
痴　

従

身
語
意
之
所
生　

一
切
我
今
皆
懺
悔
」。『
四
十
華
厳
』（
正
蔵

一
○
・
八
四
七
上
）
に
出
る
。
日
常
勤
行
式
は
じ
め
通
仏
教
的

に
使
わ
れ
る
偈
文
で
あ
る
が
、
浄
土
教
の
祖
師
と
し
て
は
王
日

休
『
龍
舒
浄
土
文
』
一
二
（
浄
全
六・九
一
五
上
／
正
蔵
四
七・

二
八
八
上
）
に
取
り
上
げ
ら
れ
、『
授
菩
薩
戒
儀
則
』（
黒
谷
古

本
）
の
第
四
懺
悔
に
こ
の
文
が
出
る
（
聖
典
五
・
四
二
九
／
四

七
八
）。
私
が
昔
よ
り
作
り
き
た
っ
た
悪
業
は
、
遠
い
過
去
か

ら
離
れ
な
い
貪
瞋
痴
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
身
と
口
と
心
か
ら

出
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
一
切
の
罪
を
今
こ
こ
に
懺
悔
す
、

と
の
意
。『
諸
回
向
宝
鑑
』（
二・二
八
ウ
）に
は「
懺
悔
回
向
文
」

と
あ
り
、
お
よ
そ
大
正
時
代
ま
で
は
偈
題
を
「
略
懺
悔
」
と
称

し
た
。「
懺
悔
偈
」
の
あ
と
は
必
ず
十
念
を
唱
え
て
深じ

ん

揖ゆ
う

の
下

品
礼
を
す
る
。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
巖
谷
勝
正
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
五
分
法
話
例

先
ほ
ど
の
「
奉
請
」
で
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
を
お
迎
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
の
「
懴
悔
偈
（
さ
ん
げ
げ
）」
で
は
、

阿
弥
陀
さ
ま
の
み
前
で
懴
悔
の
心
を
し
っ
か
り
と
起
こ
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

懴
悔
と
は
す
な
わ
ち
「
罪
・
過
ち
を
告
白
し
て
〔
悪
業
を
〕
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悔
い
改
め
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
ご
自
身
の

過
去
の
罪
・
過
ち
を
思
い
返
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
い
か
が
で

あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

皆
さ
ま
の
中
に
は
「
私
は
特
に
こ
れ
と
い
っ
た
大
き
な
罪
・

過
ち
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
警
察
の
ご
厄
介
に
な
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
」
と
思
わ
れ
る
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、
自
己
の
眼
で
は
な
く
、
阿
弥
陀

さ
ま
の
眼
か
ら
す
れ
ば
、
数
え
き
れ
な
い
罪
・
過
ち
を
犯
し
て

き
た
私
た
ち
な
の
で
あ
り
ま
す
。
一
つ
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
仏

教
で
は
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
の
命
を
奪
う
こ
と
（
殺
生
）
は
大
き

な
罪
・
過
ち
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
現
実
に
は
、
自
身
が
生
き

て
ゆ
く
た
め
に
動
植
物
た
ち
の
命
を
日
々
奪
っ
て
、
お
肉
や
お

米
な
ど
と
い
っ
た
食
べ
も
の
を
頂
い
て
い
る
私
た
ち
な
の
で
あ

り
ま
す
。

　

�

生
き
る
と
は　

悲
し
き
こ
と
よ　

も
の
皆
の　

　

い
の
ち
と
ら
ね
ば　

生
き
ら
れ
は
せ
じ

こ
の
よ
う
に
生
き
物
の
命
を
奪
う
こ
と
一
つ
と
り
ま
し
て
も

大
き
な
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
罪
・
過
ち
を
今
ま
で
犯
し
、
今

後
も
犯
し
続
け
る
し
か
な
い
私
た
ち
な
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
ず

は
自
己
を
見
つ
め
な
お
し
て
、
自
己
の
在
り
様
に
気
付
く
こ
と

が
大
切
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
、
詩
人
の
吉
野
弘
さ
ん
の

「
過
」

（
（1
（

と
い
う
詩
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

日
々
を
過す

ご
す　

　

日
々
を
過

あ
や
ま

つ

　

二
つ
は　

　

一
つ
こ
と
か　

　

生
き
る
こ
と
は

　

そ
の
ま
ま
過
ち
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
日
々

　

「
い
か
が
、
お
過
ご
し
で
す
か
」

　

と
は
が
き
の
初
め
に
書
い
て

　

落
ち
つ
か
な
い
気
分
に
な
る

　

「
あ
な
た
は
ど
ん
な
過
ち
を
し
て
い
ま
す
か
」
と

　

問
い
合
わ
せ
で
も
す
る
よ
う
で
―
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「
過
」と
い
う
漢
字
は「
過
ご
す
」と
も「
過（
あ
や
ま
）つ
」

と
も
読
む
こ
と
が
で
き
、
二
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

が
日
々
「
過
ご
す
」
と
い
う
こ
と
は
同
時
に
、
私
た
ち
が
日
々

「
過
ち
」
を
犯
し
て
い
く
し
か
な
い
存
在
で
あ
る
と
い
う
気
付

き
を
こ
の
詩
は
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

「
懴
悔
偈
」
を
お
唱
え
し
な
が
ら
、
自
身
の
罪
・
過
ち
を
阿

弥
陀
さ
ま
の
み
前
で
素
直
に
告
白
し
て
悔
い
改
め
る
気
持
ち
が

し
っ
か
り
と
起
こ
り
ま
し
た
ら
、
そ
の
お
気
持
ち
で
次
は
お
十

念
を
お
称
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
と
い
い
ま
す
の
も
、
私

た
ち
念
仏
者
に
と
り
ま
し
て
は
、
お
念
仏
を
称
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
具
わ
る
功
徳
こ
そ
が
懴
悔
に
よ
っ
て
具
わ
る
功
徳
に
他

な
ら
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
「
懴
悔
偈
」
を
お
唱
え
す
る
た
び
に
自
己
を
見
つ
め

な
お
し
、
懴
悔
の
心
を
起
こ
し
て
お
十
念
を
し
っ
か
り
と
お
称

え
く
だ
さ
い
。

�

（
執
筆
者
：
岩
井
正
道
）

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
お
よ
び
法
話
例

・�

仏
教
に
お
け
る
懺
悔
の
基
本
は
自
ら
の
罪
を
告
白
す
る
こ
と

で
、
部
派
仏
教
で
は
他
の
比
丘
の
前
で
行
う
も
の
で
あ
っ
た

が
、
大
乗
仏
教
で
は
仏
菩
薩
像
の
前
で
の
懺
悔
が
説
か
れ
ま

す
（
（1
（

。
勤
行
式
で
も
、
奉
請
・
歎
仏
偈
の
後
、
今
ま
さ
に
お

迎
え
し
た
仏
菩
薩
の
前
で
、
自
ら
の
罪
を
告
白
し
、
懺
悔
す

る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
阿
弥
陀
さ
ま
の
御
前
で
、

遠
い
過
去
か
ら
輪
廻
し
続
け
て
き
た
中
で
の
あ
ら
ゆ
る
罪
と
、

今
生
で
の
す
べ
て
の
罪
に
対
す
る
懺
悔
の
思
い
が
深
ま
る
よ

う
に
お
伝
え
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

・�『
般
舟
讃
』
に
は
「
念
念
の
称
名
は
常
の
懺
悔
な
り

（
（1
（

」
と
あ
り
、

『
観
経
』
に
は
「
仏
名
を
称
す
る
が
故
に
、
念
念
の
中
に
お

い
て
、
八
十
億
劫
生
死
の
罪
を
除
く

（
（1
（

」
と
あ
り
ま
す
。
お

念
仏
を
称
え
る
こ
と
が
懺
悔
そ
の
も
の
で
あ
り
、
お
念
仏
に

は
罪
の
報
い
を
取
り
除
く
功
徳
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

懺
悔
偈
の
後
に
は
十
念
が
必
要
に
な
り
、
そ
の
十
念
は
、
い

わ
ば
懺
悔
の
十
念
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
懺
悔
偈
に
お
い
て
も
、
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や
は
り
お
念
仏
の
尊
さ
を
伝
え
、
念
仏
相
続
へ
と
導
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

�
た
だ
し
、『
観
経
』
に
説
か
れ
る
内
容
は
、
罪
の
行
為
が
帳

消
し
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
先
も
苦
海

の
輪
廻
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
あ
く
ま
で
も

罪
の
報
い
が
取
り
除
か
れ
る
こ
と
で
す
か
ら
注
意
が
必
要
で

す
（
（2
（

。
単
に
お
念
仏
さ
え
申
せ
ば
、
何
を
し
て
も
良
い
と
受

け
取
ら
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ど
こ
ま
で
も
罪

悪
生
死
の
凡
夫
で
あ
る
私
た
ち
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ

の
よ
う
な
私
た
ち
を
救
い
摂
っ
て
く
だ
さ
る
阿
弥
陀
さ
ま
の

大
慈
悲
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

・�「
身
語
意
」
の
お
話
の
際
に
は
、「
意
」
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

身
と
口
で
行
わ
れ
る
悪
業
は
、
す
べ
て
意
業
が
そ
の
根
底
に

あ
り
、
そ
の
心
が
三
毒
煩
悩
で
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

悪
業
を
重
ね
続
け
て
し
ま
う
私
た
ち
で
す
。

・�『
往
生
礼
讃
』
で
は
、
懺
悔
の
三
品
が
説
示
さ
れ
ま
す
。
す

な
わ
ち
「
身
の
毛
孔
の
中
よ
り
血
流
れ
、
眼
の
中
よ
り
血
出

る
」
を
上
品
の
懺
悔
と
名
づ
け
、「
遍
身
に
熱
汗
毛
孔
よ
り

出
で
、
眼
の
中
よ
り
血
流
る
る
」
を
中
品
の
懺
悔
と
名
づ
け
、

「
遍
身
徹
し
て
熱
く
眼
の
中
よ
り
涙
出
る
」
を
下
品
の
懺
悔

と
し
て
い
ま
す

（
（2
（

。
三
段
階
の
懺
悔
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
ど
れ
も
壮
絶
な
懺
悔
の
姿
が
説
か
れ
ま
す
。
こ
れ

ほ
ど
の
思
い
が
本
来
の
懺
悔
の
姿
な
の
で
す
。

《
部
分
法
話
例
》

阿
弥
陀
さ
ま
の
大
慈
悲
た
る
眼
差
し
の
下
、
我
が
身
を
振
り

返
る
と
、
人
を
傷
つ
け
、
あ
ざ
む
き
、
他
人
に
は
見
せ
ら
れ
な

い
よ
う
な
醜
い
心
を
持
つ
、
本
当
に
辛
く
苦
し
い
姿
が
見
え
て

ま
い
り
ま
す
。
心
か
ら
の
懴
悔
は
、
涙
と
し
て
溢
れ
出
て
来
る

程
の
思
い
に
な
る
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
心
か
ら
の
懺
悔
が
叶

う
の
も
、
阿
弥
陀
さ
ま
が
す
べ
て
を
受
け
止
め
、
救
い
摂
っ
て

く
だ
さ
る
か
ら
で
す
。
私
た
ち
の
懺
悔
の
涙
が
、
阿
弥
陀
さ
ま

の
大
慈
悲
に
出
会
え
た
喜
び
の
涙
へ
と
昇
華
し
て
行
く
の
で
あ

り
ま
す
。
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�

（
執
筆
者
：
工
藤
大
樹
）

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
お
よ
び
法
話
例

・
罪
悪
生
死
の
凡
夫

こ
こ
で
は
来
臨
さ
れ
た
仏
さ
ま
た
ち
の
御
前
に
お
い
て
「
懺

悔
偈
」
を
唱
え
、
心
よ
り
の
懺
悔
を
行
い
ま
す
。「
我
れ
昔
よ

り
造
る
所
の
諸
の
悪
業
は
皆
無
始
の
貪
瞋
痴
に
由
る
」
と
あ
る

よ
う
に
、
私
た
ち
は
始
ま
り
も
な
い
よ
う
な
遠
い
過
去
世
か
ら
、

生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
を
繰
り
返
し
、
罪
を
造
り
重
ね
て

来
た
我
が
身
で
あ
り
ま
す

（
（2
（

。
貪
瞋
痴
の
三
毒
煩
悩
に
よ
っ
て

こ
の
身
口
意
で
造
り
重
ね
て
き
た
罪
を
心
よ
り
懺
悔
し
、
あ
ら

た
め
て
我
が
身
を
見
据
え
、
こ
の
我
が
身
が
救
わ
れ
る
た
め
の

教
え
を
頂
く
べ
く
「
開
経
偈
」
に
向
か
っ
て
参
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
さ
迷
い
、
罪
を
重
ね
歩
く
「
私
」
が
、
こ
の
度
縁
を
結
ぶ

こ
と
が
叶
い
、
よ
う
や
く
我
が
身
が
救
わ
れ
る
教
え
に
遇
い
難

く
し
て
遇
う
こ
と
が
叶
っ
た
た
め
に
、「
開
経
偈
」、「
誦
経
」

等
に
移
っ
て
い
く
の
で
す
。

・
懺
悔
と
念
仏

浄
土
宗
の
教
え
は
凡
夫
が
極
楽
浄
土
へ
と
往
生
す
る
こ
と
を

第
一
義
と
す
る
御
教
え
で
す
。
し
か
し
、
法
然
上
人
が
「
罪
は

十
悪
五
逆
の
者
も
生
ま
る
と
信
じ
て
、
少
罪
を
も
犯
さ
じ
と
思

う
べ
し

（
（2
（

」
と
お
説
き
に
な
っ
た
よ
う
に
、
造
悪
作
罪
を
勧
め

る
教
え
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
譬
え
ば
父
母
の
慈
悲
は
善
き
子

を
も
悪
し
き
子
を
も
育
め
ど
も
善
き
子
を
ば
悦
び
、
悪
し
き
子

を
ば
嘆
く
が
ご
と
し

（
（2
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
少
し
で
も
身
口
意

を
整
え
て
お
念
仏
の
生
活
を
送
る
こ
と
こ
そ
、
阿
弥
陀
如
来
さ

ま
を
は
じ
め
多
く
の
仏
菩
薩
の
御
心
に
適
う
も
の
で
す
。

そ
の
上
で
、
造
っ
て
し
ま
っ
た
罪
に
対
す
る
懺
悔
を
通
じ
、

自
力
で
は
悟
れ
ず
、
輪
廻
を
離
れ
る
こ
と
が
叶
わ
ず
、
阿
弥
陀

如
来
さ
ま
の
大
慈
悲
の
他
力
に
よ
っ
て
し
か
救
わ
れ
な
い
私
を

あ
ら
た
め
て
自
覚
す
る
の
で
す
。
遠
い
過
去
か
ら
今
に
至
り
、

こ
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
未
来
永
劫
に
渡
り
輪
廻
を
続
け
、
罪
を
重

ね
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
身
で
す
。
懺
悔
は
こ
の
身
と
心
を
清

め
る
作
法
で
あ
る
と
共
に
、
こ
の
度
お
念
仏
の
教
え
に
出
会
っ

た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
喜
ぶ
機
縁
と
な
り
ま
す
。
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ま
た
、
善
導
大
師
が
「
念
念
称
名
常
懺
悔
」
と
示
さ
れ
る
よ

う
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
る
お
念
仏
に
は
懺
悔
滅
罪
の
徳
が

具
わ
り
ま
す

（
（2
（

。「
懺
悔
偈
」、
そ
し
て
十
念
へ
と
次
第
が
進
む

に
あ
た
っ
て
は
、
懺
悔
を
行
い
、
あ
ら
た
め
て
我
が
身
を
見
据

え
る
か
ら
こ
そ
、
懺
悔
と
帰
依
の
心
を
込
め
て
お
十
念
を
お
称

え
し
ま
す
。
懺
悔
が
ま
た
お
念
仏
を
進
め
る
こ
と
を
押
さ
え
、

法
話
を
行
う
こ
と
が
肝
要
で
す
。

《
部
分
法
話
例
》

（「
懺
悔
偈
」
の
現
代
語
訳
を
参
考
に
解
説
し
た
上
で
、
参
集

の
方
に
対
し
）

こ
の
懺
悔
を
行
う
時
に
、
罪
を
造
ら
ず
に
は
歩
ん
で
来
ら
れ

な
か
っ
た
私
の
こ
と
を
、
阿
弥
陀
さ
ま
は
優
し
く
受
け
止
め
て

下
さ
い
ま
す
。こ
の
娑
婆
世
界
で
の
辛
さ
や
悲
し
さ
を
、慈
し
み
、

憐
れ
み
、「
だ
か
ら
こ
そ
我
が
名
を
称
え
な
さ
い
」
と
呼
び
掛

け
て
下
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。
懺
悔
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
、

頼
る
べ
き
御
方
が
わ
か
り
ま
す
。

貪
瞋
痴
の
煩
悩
に
囚
わ
れ
て
、
時
に
罪
を
重
ね
て
し
ま
う
私

た
ち
で
ご
ざ
い
ま
す
。
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
、
先
立
っ
た
方
々
が

少
し
で
も
微
笑
ん
で
下
さ
る
よ
う
、
こ
の
身
と
心
を
清
ら
か
に

努
め
て
参
り
た
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
懺
悔
を
通
じ

て
、
あ
ら
た
め
て
我
が
身
を
見
据
え
、
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
に
お

念
仏
を
称
え
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
で
は
最
後
に
十
遍
の
お
念
仏
を
お
称
え
致
し
ま
す
。
懺

悔
の
心
を
込
め
る
と
共
に
、「
ど
う
ぞ
阿
弥
陀
さ
ま
少
し
で
も

善
き
道
へ
と
お
導
き
下
さ
い
、
そ
し
て
最
期
臨
終
の
際
に
は
必

ず
浄
土
へ
と
お
救
い
下
さ
い
」
と
お
念
仏
を
お
称
え
下
さ
い
。

＊�

「
盗
み
せ
ず　

人
殺
さ
ぬ
を　

よ
き
に
し
て　

わ
れ
罪
な
し

と
思
う
は
か
な
さ
」（
徳
本
行
者
）

�

貪
瞋
痴
の
三
毒
煩
悩
や
そ
れ
に
よ
っ
て
犯
し
て
し
ま
う
罪
に

つ
い
て
、「
他
人
ご
と
で
は
な
い
」
と
自
覚
を
促
す
こ
と
も

大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
具
体
例
を
明
示
す
る
こ
と
で
、
法

話
が
分
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
具
体
例
を
出
す
際
に
は
、

一
つ
一
つ
に
つ
い
て
の
お
話
を
さ
れ
る
こ
と
も
良
い
で
す
し
、

「
本
日
は
瞋
り
に
つ
い
て
…
」、「（
偸
盗
に
絞
り
）
お
店
の
物
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を
盗
む
こ
と
は
な
く
て
も
、
私
た
ち
も
つ
い
他
人
の
時
間
を

盗
ん
だ
り
…
」
と
い
っ
た
形
で
、
要
点
を
絞
っ
て
掘
り
下
げ

る
こ
と
も
宜
し
い
か
と
思
い
ま
す
。

＊�

貪
瞋
痴
の
三
毒
煩
悩
に
心
を
囚
わ
れ
、
無
明
の
私
た
ち
で
す
。

そ
の
姿
で
、
無
始
以
来
、
生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
迷
っ

て
来
ま
し
た
。
法
話
を
行
う
際
に
は
そ
れ
だ
け
で
終
え
ず
、

よ
う
や
く
教
え
に
出
会
え
た
こ
と
へ
の
喜
び
や
、
阿
弥
陀
如

来
さ
ま
の
慈
悲
、
お
念
仏
の
有
り
難
さ
へ
と
繋
げ
る
こ
と
が

肝
要
と
な
り
ま
す
。

�

（
執
筆
者
：
宮
田
恒
順
）

「
開
経
偈
」

①
〈
偈
文
〉

無む

上じ
ょ
う

甚じ
ん

深じ
ん

微み

妙み
ょ
う

法ほ
う　

百ひ
ゃ
く

千せ
ん

万ま
ん

劫ご
う

難な
ん

遭そ
う

遇ぐ
う　

我が

今こ
ん

見け
ん

聞も
ん

得と
く

受じ
ゅ

持じ　

願が
ん

解げ

如に
ょ

来ら
い

真し
ん

実じ
つ

義ぎ　

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　
付
・
阿
弥
陀
経 

真
身
観
文 

般
若
心

経
』・
六
頁
）

②
〈
訓
読
〉

無
上
甚
深
微
妙
の
法
は

百
千
万
劫
に
も
遭あ

い
遇あ

う
こ
と
難か

た
し

我
れ
今
見
聞
し
受
持
す
る
こ
と
を
得
た
り

願
わ
く
は
如
来
の
真
実
義
を
解げ

し
た
て
ま
つ
ら
ん

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　
付
・
阿
弥
陀
経 

真
身
観
文 

般
若
心

経
』・
六
○
頁
）

③
〈
現
代
語
訳
〉

こ
の
上
も
な
く
深
く
す
ぐ
れ
た
仏
さ
ま
の
み
教
え
に
は

永
遠
の
時
を
経
て
も
あ
り
え
な
い
ほ
ど　

出
会
う
の
は
難
し
い

こ
と
で
す

私
は
今　

そ
の
み
教
え
を
う
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た

そ
の
真
の
意
味
を
理
解
し
身
に
つ
け
た
い
と
心
か
ら
願
う
も
の

で
す

（『
新
版
檀
信
徒
宝
典　
読
ん
で
わ
か
る
浄
土
宗
』・
一
六
二
頁
）
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④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
教
え
に
出
会
え
た
喜
び
」（
井
野
周
隆
）

「
遇
い
難
き
教
え
に
遇
え
る
喜
び
」（
工
藤
大
樹
）

「
多
く
の
御
縁
に
導
か
れ
」（
宮
田
恒
順
）

「
法
に
出
会
う
よ
ろ
こ
び
」（
宮
田
恒
順
）

【
参
考
】

「
出
遭
い
に
感
謝
し
経
典
を
開
く
」（「
日
々
の
お
つ
と
め
」『
浄

土
宗
新
聞
』）

「
私
は
今
よ
ろ
こ
ん
で
お
経
を
よ
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」（『
よ

い
こ
の
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
』）

⑤
〈
解
説
〉

経
典
を
読
誦
す
る
前
に
唱
え
る
偈
文
。「
無
上
甚
深
微
妙
法　

百
千
万
劫
難
遭
遇　

我
今
見
聞
得
受
持　

願
解
如
来
真
実
義
」。

「
無
上
甚
深
微
妙
の
法
は
、百
千
万
劫
に
も
遭
い
遇
う
こ
と
難
し
。

我
れ
今
、
見
聞
し
受
持
す
る
こ
と
を
得
た
り
。
願
わ
く
は
如
来

の
真
実
義
を
解
し
た
て
ま
つ
ら
ん
」
と
訓
読
す
る
。
こ
の
偈
は
、

遇
い
が
た
き
仏
の
教
え
に
あ
え
た
喜
び
と
、
教
え
の
真
実
の
意

味
を
理
解
し
た
い
願
い
と
を
言
い
表
し
た
偈
文
で
あ
る
。
そ
の

典
拠
は
不
明
で
あ
る
が
、源
信
の
『
読
経
用
心
』
や
省
悟
の
『
律

苑
事
規
』（
一
三
二
四
）、『
大
通
禅
師
語
録
』（
一
四
二
五
）
や
、

浄
土
宗
の
文
献
で
は
『
日
用
念
誦
』『
浄
業
課
誦
付
録
』
な
ど

に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
浄
土
宗
で
は
経
典
読
誦
の
前
と
講
座

説
法
、
講
説
の
始
め
に
「
開
経
偈
」
を
唱
え
る
。
こ
の
偈
の
代

替
偈
文
と
し
て
善
導
『
法
事
讃
』
の
「
念
念
思
聞
浄
土
教　

文

文
句
句
誓
当
勤　
憶
想
長
時
流
浪
苦　
専
心
聴
法
入
真
門
」（
浄

全
四
・
九
下
／
正
蔵
四
七
・
四
二
八
中
）
の
偈
を
用
い
る
こ
と

も
あ
る
。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
大
澤
亮
我
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
五
分
法
話
例

我
が
浄
土
宗
と
も
ご
縁
が
深
い
徳
川
家
。
そ
の
徳
川
家
に
剣

術
の
指
南
役
と
し
て
お
仕
え
し
た
お
侍
さ
ん
に
柳
生
宗む

ね

矩の
り

さ
ん
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と
い
う
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
柳
生
宗
矩
の
お
子
さ
ん
に
は
、

か
の
有
名
な
柳
生
十
兵
衛
さ
ん
も
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
柳
生

宗
矩
さ
ん
が
作
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
柳
生
家
の
家
訓
に
次
の

よ
う
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

・
小
才
は
縁
に
出
会
っ
て
縁
に
気
づ
か
ず

・
中
才
は
縁
に
気
づ
い
て
縁
を
生
か
さ
ず

・
大
才
は
袖
触
れ
合
う
縁
を
も
生
か
す

こ
の
三
つ
の
言
葉
を
特
に
仏
縁
と
い
う
こ
と
に
引
き
当
て
て
、

そ
れ
ぞ
れ
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
初
め
の
「
小
才
は
縁
に
出
会
っ
て
、
縁
に
気
づ
か
ず
」

の
「
小
才
」
と
は
、
僅
か
な
才
能
と
い
う
意
味
で
す
か
ら
、「
中

才
」、「
大
才
」
の
方
よ
り
劣
っ
て
い
る
人
を
指
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
「
小
才
」
と
呼
ば
れ
る
人
は
、
折
角
、
今
生
に
お
い
て
有

り
難
い
仏
教
の
み
教
え
に
出
会
っ
て
い
て
も
、
そ
の
ご
縁
に
気

づ
こ
う
と
も
し
な
い
。
つ
ま
り
、
我
、
関
せ
ず
と
「
無
関
心
」

な
人
で
あ
り
ま
す
。

次
に
「
中
才
は
縁
に
気
づ
い
て
縁
を
生
か
さ
ず
」
の
「
中
才
」

と
は
、「
小
才
」
の
人
よ
り
は
優
れ
て
は
い
ま
す
が
、「
大
才
」

の
人
よ
り
は
劣
っ
て
い
る
普
通
の
人
の
事
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

「
中
才
」
と
呼
ば
れ
る
人
は
、
一
応
、
仏
教
の
み
教
え
に
出
会
っ

て
い
る
ご
縁
に
気
づ
い
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
ご
縁
を

日
々
の
生
活
の
中
に
生
か
し
て
は
い
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
仏
教

に
対
す
る
帰
依
の
心
も
な
く
、結
局
は
「
他
人
事
」
と
受
け
取
っ

て
い
る
人
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
「
大
才
は
袖
触
れ
合
う
縁
を
も
生
か
す
」
の
「
大
才
」

と
は
、「
小
才
」、「
中
才
」
の
人
に
比
べ
最
も
優
れ
た
人
の
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
大
才
」
と
呼
ば
れ
る
人
は
、
今

生
に
お
い
て
仏
教
に
出
会
え
た
ご
縁
を
喜
び
、
私
一
人
の
た
め

の
ご
縁
で
あ
る
と
「
我
が
事
」
と
し
て
受
け
止
め
る
人
で
あ
り

ま
す
。

つ
ま
り
、
浄
土
宗
の
檀
信
徒
の
皆
様
で
あ
れ
ば
、「
大
才
」

と
は
、
お
念
仏
を
喜
ぶ
人
に
な
る
こ
と
で
す
が
、
お
釈
迦
様
は
、

仏
教
に
出
会
え
た
ご
縁
の
尊
さ
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
た
と

え
話
で
お
示
し
く
だ
さ
い
ま
し
た

（
（2
（

。

あ
る
時
、
お
釈
迦
様
は
、
お
弟
子
さ
ん
達
を
前
に
し
て
、
大

地
の
砂
を
片
手
で
ぱ
っ
と
お
掴
み
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
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さ
ら
に
お
釈
迦
様
は
、
一
握
り
の
砂
を
今
度
は
、
も
う
片
方
の

親
指
の
爪
の
上
に
パ
ラ
パ
ラ
パ
ラ
と
か
け
て
い
か
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
お
弟
子
さ
ん
達
に
向
か
っ
て
、

　

�「
こ
の
親
指
の
爪
の
上
の
砂
と
大
地
の
砂
と
で
は
、
ど
ち

ら
が
多
い
か
」

と
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
質
問
に
対
し
、
一
人
の
お
弟
子
さ

ん
が
、

　
「
も
ち
ろ
ん
、
大
地
の
砂
の
方
が
多
ご
ざ
い
ま
す
」

と
答
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
て
お
釈
迦
様
は
、

　

�「
そ
う
だ
、
そ
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
数
え
つ
く
す
こ
と

の
で
き
な
い
大
地
の
砂
と
い
う
の
は
、
三
悪
道
と
呼
ば
れ

る
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
と
い
っ
た
六
道
輪
廻
の
苦
し
み
の

世
界
に
堕
ち
て
い
く
者
の
数
で
あ
る
。
そ
の
反
対
に
、
人

の
世
に
生
を
受
け
て
、
仏
教
の
み
教
え
に
出
会
い
、
そ
の

ご
縁
に
気
づ
き
、
生
か
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
わ
ず
か
、

こ
の
爪
の
上
の
砂
に
し
か
過
ぎ
な
い
」

つ
ま
り
、
私
た
ち
は
今
、
無
数
に
あ
る
大
地
の
砂
の
中
か
ら
、

わ
ず
か
親
指
の
爪
の
上
の
砂
と
い
う
極
め
て
稀
な
確
率
で
、
生

ま
れ
難
い
人
間
界
に
生
を
受
け
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。
さ
ら

に
、
私
た
ち
は
、
今
ま
で
六
道
輪
廻
と
生
ま
れ
変
わ
り
、
死
に

変
わ
り
六
つ
の
苦
し
み
の
世
界
を
経
巡
り
彷
徨
っ
て
き
た
け
れ

ど
も
、
こ
の
人
間
界
だ
け
が
そ
の
六
道
の
世
界
か
ら
抜
け
出
す

仏
教
の
み
教
え
に
出
会
え
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の
で
す
。
そ
う

い
う
意
味
に
お
き
ま
し
て
、
私
た
ち
は
、
も
う
す
で
に
仏
教
の

み
教
え
に
出
会
い
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て
い
る
と
い
え

ま
す
。
つ
ま
り
、
阿
弥
陀
様
の
ご
本
願
に
気
づ
き
、
日
々
の
生

活
の
中
に
お
念
仏
を
生
か
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
さ
に
私
た
ち

は
お
釈
迦
様
の
親
指
の
爪
に
残
っ
た
砂
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
有
り
難
い
ご
縁
を
生
か
す
こ
と
が
な

か
っ
た
ら
、
せ
っ
か
く
人
間
界
に
生
を
受
け
た
尊
い
値
打
ち
が

な
い
わ
け
で
し
て
、
な
ら
ば
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て
も
、

お
釈
迦
様
の
爪
の
上
か
ら
滑
り
落
ち
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

日
々
、
お
念
仏
を
喜
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

�

（
執
筆
者
：
井
野
周
隆
）
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◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
と
法
話
例

・�「
無
上
甚
深
微
妙
」
と
表
現
す
る
ほ
ど
の
仏
法
の
尊
さ
、
そ

し
て
「
百
千
万
劫
」
と
い
う
ほ
ど
の
遇
い
難
き
こ
と
、
こ
れ

ら
を
い
か
に
伝
え
る
か
が
重
要
で
す
。

《
法
話
例
》

先
に
お
唱
え
し
て
い
る
「
四
奉
請
」
と
い
う
偈
文
で
、
阿
弥

陀
さ
ま
、
お
釈
迦
さ
ま
を
初
め
、
仏
さ
ま
、
菩
薩
さ
ま
方
を
こ

の
場
所
に
お
迎
え
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
仏
さ
ま
の
御
前
に
お

い
て
、
我
が
身
を
振
り
返
り
、「
懺
悔
偈
」
を
唱
え
、
心
か
ら

の
懺
悔
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
お
釈
迦
さ
ま

の
お
言
葉
に
基
づ
く
お
経
を
拝
読
い
た
し
ま
す
。
私
た
ち
の
た

め
に
、
お
釈
迦
さ
ま
が
今
ま
さ
に
、
直
接
、
説
法
し
て
く
だ
さ

る
思
い
で
、
お
経
を
頂
戴
い
た
し
ま
す
。
ど
れ
だ
け
有
り
難
い

こ
と
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
私
た
ち
の
思
い
を
、
お
経
を
頂
戴
す

る
前
に
示
す
の
が
「
開
経
偈
」
と
い
う
偈
文
で
ご
ざ
い
ま
す
。

仏
さ
ま
の
御
教
え
は
、
ま
さ
に
「
無
上
」
こ
の
上
無
く
、「
甚

深
」
甚
だ
深
い
も
の
で
す
。
さ
ら
に
は
「
微
妙
」
で
あ
り
ま
す
。

言
い
表
せ
な
い
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
、
完
全
な
る
み
教
え
と
い
う

こ
と
で
す
。「
無
上
甚
深
」
で
あ
り
、
私
た
ち
の
こ
と
を
必
ず

お
救
い
く
だ
さ
る
御
教
え
だ
か
ら
、「
微
妙
」
の
教
え
と
言
え

ま
し
ょ
う
。
こ
の
私
た
ち
に
と
っ
て
、「
無
上
甚
深
微
妙
の
法
」

で
あ
る
お
念
仏
の
御
教
え
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
お
念
仏
の
教
え
に
出
会
え
て
い
る
こ
と
が
本
当
に
有
り

難
い
の
で
す
。
私
た
ち
は
苦
し
み
の
世
界
を
生
ま
れ
変
わ
り
死

に
変
わ
り
、
果
て
し
な
い
輪
廻
を
め
ぐ
る
中
に
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
御
教
え
に
遇
え
る
「
人
」
と
し
て
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

法
然
上
人
は
、
こ
の
世
に
人
と
し
て
生
を
享
け
る
こ
と
を
、「
梵

天
よ
り
糸
を
く
だ
し
て
、
大
海
の
底
な
る
針
の
穴
を
通
さ
ん
が

如
し

（
（2
（

」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
い
わ
ば
私
た
ち
は
、
天
か
ら

糸
を
垂
ら
し
、
海
底
に
あ
る
針
の
穴
に
、
よ
う
や
く
い
ま
糸
を

通
す
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
大
袈
裟
に
聞
こ
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
と
し
か
表
現
出
来
な
い
程
の
こ
と

が
、
今
か
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
と
し
て
生
ま
れ
、

さ
ら
に
は
、
よ
う
や
く
こ
の
御
教
え
に
出
会
え
た
の
で
す

（
（2
（

。

輪
廻
の
苦
し
み
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
お
念
仏
の
御
教
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え
で
す
。
私
た
ち
は
こ
の
こ
と
を
大
切
に
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
よ
り
も
お
念
仏
を
称
え
る

こ
と
で
す
。
私
た
ち
を
お
救
い
く
だ
さ
る
仏
さ
ま
の
真
実
の
御

教
え
。お
釈
迦
さ
ま
が
勧
め
、阿
弥
陀
さ
ま
が
救
っ
て
く
だ
さ
り
、

多
く
の
仏
さ
ま
が
証
明
し
て
く
だ
さ
る
、
お
念
仏
の
御
教
え
に

い
ま
出
会
え
て
い
る
。
こ
の
有
り
難
い
思
い
を
示
す「
開
経
偈
」

で
ご
ざ
い
ま
す
。

�
（
執
筆
者
：
工
藤
大
樹
）

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
と
法
話
例

・
経
文
を
い
た
だ
く

こ
の
「
開
経
偈
」
は
、
お
釈
迦
さ
ま
の
説
か
れ
た
御
経
文
と
、

そ
の
御
教
え
に
出
会
え
た
こ
と
を
喜
び
、
そ
の
想
い
を
も
っ
て

尊
く
御
教
え
を
い
た
だ
く
旨
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。こ
の「
開

経
偈
」
を
唱
え
、「
誦
経
」
へ
と
続
く
訳
で
す
。

「
経
」
と
い
う
字
は
本
来
、
経た

て

糸い
と

を
意
味
し
、
そ
こ
か
ら
転

じ
て
「
教
え
の
基
本
線
」、「
教
え
を
貫
く
綱
要
」
な
ど
を
意
味

し
ま
す

（
（2
（

。
ど
の
よ
う
な
時
代
で
あ
っ
て
も
こ
の
経
糸
は
変
わ

ら
な
い
真
理
で
す
。
そ
の
真
理
の
教
え
に
出
会
え
た
こ
と
を
、

法
然
上
人
は
「
釈
尊
の
在
世
に
遇
わ
ざ
る
こ
と
は
悲
し
み
な
り

と
雖い

え
ど

も
、
教
法
流
布
の
世
に
遇
う
事
を
得
た
る
は
、
こ
れ
喜
び

也
（
（3
（

」（『
登
山
状
』）
と
示
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
お
釈
迦
さ

ま
と
お
出
会
い
し
、
直
接
に
差
し
向
い
、
教
え
を
授
け
て
い
た

だ
く
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
お
釈
迦
さ
ま
が

遺
し
て
下
さ
っ
た
み
教
え
と
お
言
葉
は
数
多
の
方
々
に
よ
っ
て

守
ら
れ
、
伝
え
ら
れ
、
三
国
伝
来
し
今
ま
さ
に
私
た
ち
の
手
に

届
い
て
お
り
ま
す
。
御
経
文
を
い
た
だ
く
事
で
、
お
釈
迦
さ
ま

の
御
教
え
を
正
に
今
い
た
だ
く
事
が
叶
う
の
で
す
。

・
出
会
え
た
縁

こ
の
み
教
え
に
出
会
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
過
去
、
現
在
、

未
来
の
三
世

（
（3
（

で
捉
え
る
こ
と
が
肝
要
と
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

六
道
を
経
巡
っ
て
来
た
私
た
ち
が
、
人
の
身
と
し
て
生
ま
れ
、

教
え
に
出
会
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
お
釈
迦
さ
ま
は
「
爪
上

の
土
（
砂
）」
と
い
う
喩
話
を
も
っ
て
お
伝
え
に
な
り
ま
し
た

（
（3
（

。
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ど
の
よ
う
な
御
縁
で
、
今
、
こ
の
命
を
生
き
て
い
る
「
私
」

な
の
か
、
凡
夫
に
は
到
底
計
り
知
れ
な
い
因
果
で
す
。
し
か
し
、

記
憶
に
は
な
く
と
も
過
去
世
に
生
き
た
「
私
」
か

（
（3
（

、
有
縁
の

方
の
お
か
げ
か

（
（3
（

、
様
々
な
縁
に
導
か
れ
て
こ
の
身
を
受
け
、

教
え
を
頂
け
る
喜
び
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
先
の
未
来
で
は
い
つ
教
え
に
会
え
る
の
か
わ
か
ら
ず
、
だ
か

ら
こ
そ
今
、
心
を
向
け
て
命
が
け
で
教
え
を
頂
く
事
を
多
く
の

方
に
伝
え
た
い
も
の
で
す
。

『
一
紙
小
消
息
』
に
て
「
受
け
難
き
人
身
を
受
け
て
、
遇
い

難
き
本
願
に
遇
い
て
、
お
こ
し
難
き
道
心
を
お
こ
し
て
、
離
れ

難
き
輪
廻
の
里
を
離
れ
て
、
生
ま
れ
難
き
浄
土
に
往
生
せ
ん
事
、

よ
ろ
こ
び
の
中
の
よ
ろ
こ
び
な
り
」
と
示
さ
れ
る
お
言
葉
を
あ

ら
た
め
て
味
わ
い
な
が
ら
、
法
話
に
望
む
こ
と
が
肝
要
と
な
り

ま
す
。

《
部
分
法
話
例
》

（
参
集
の
方
に
対
し
）

皆
さ
ま
、
本
日
は
よ
う
こ
そ
お
参
り
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ど

う
ぞ
、
お
楽
に
な
さ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。（
一

拍
間
を
置
く
）

お
施
主
さ
ま
中
心
に
、
こ
の
度
の
ご
法
事
の
場
を
整
え
て
下

さ
い
ま
し
た
こ
と
、
誠
に
尊
い
お
姿
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
、
○
○
さ
ま
、
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
方
が
ど
れ
ほ
ど

喜
ば
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
様
々
な
状
況
、

御
事
情
が
あ
る
中
で
、「
今
日
は
○
○
さ
ま
の
三
回
忌
だ
か
ら
」

と
、
皆
さ
ん
で
ご
法
事
に
心
を
向
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
縁
が
整
っ
て
、
皆
さ
ま
方
が
参
集
し
て
下
さ
り
、
無
事
に
法

事
も
お
勤
め
す
る
こ
と
が
叶
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
縁
が
整

わ
な
け
れ
ば
、
こ
の
様
に
皆
で
勤
め
る
こ
と
も
叶
い
ま
せ
ん
。

善
き
縁
と
い
う
も
の
に
、
日
々
感
謝
を
し
た
い
お
互
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。

実
は
仏
さ
ま
の
御
教
え
に
出
会
う
と
い
う
こ
と
、
阿
弥
陀
如

来
さ
ま
の
お
念
仏
に
出
会
う
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
よ
く

よ
く
そ
の
御
縁
の
尊
さ
を
受
け
止
め
な
さ
い
と
、
お
釈
迦
さ
ま

を
は
じ
め
と
し
て
、
浄
土
宗
を
開
か
れ
た
法
然
上
人
も
仰
い
ま

す
。
何
に
も
代
え
が
た
い
大
切
な
命
を
も
っ
た
私
た
ち
ひ
と
り
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ひ
と
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
私
が
、
い
ま
仏
教
に
巡
り
会
っ

た
と
い
う
こ
と
、本
日
法
要
の
中
で
お
唱
え
い
た
し
ま
し
た「
開

経
偈
」
と
い
う
御
経
文
に
は
そ
の
御
教
え
に
出
会
う
こ
と
が
ど

れ
ほ
ど
有
り
難
い
こ
と
で
あ
る
か
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

（
以
降
、「
開
経
偈
」
の
訳
や
意
味
を
伝
え
な
が
ら
法
話
を
進

め
る
）

＊�

お
経
文
は
過
去
に
遺
さ
れ
、「
頼
り
と
な
っ
て
い
た
も
の
」

で
は
な
く
、
ど
れ
だ
け
時
代
が
変
わ
ろ
う
と
決
し
て
変
わ
る

こ
と
な
く
頼
り
と
な
る
御
教
え
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
受

持
す
る
べ
き
旨
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

＊�

訳
や
意
味
を
伝
え
る
際
に
、
お
釈
迦
さ
ま
や
法
然
上
人
の
喩

え
の
他
、
命
の
大
切
さ
を
伝
え
る
例
話
な
ど
を
導
入
に
さ
れ

る
の
も
宜
し
い
か
と
思
い
ま
す
。
誰
の
代
わ
り
で
も
な
い
特

別
な
こ
の
「
私
」
が
ど
の
よ
う
に
生
き
て
参
る
か
と
い
う
こ

と
に
対
し
、
仏
法
を
い
た
だ
く
旨
を
丁
寧
に
伝
え
ま
す
。

�

（
執
筆
者
：
宮
田
恒
順
）

「
四
誓
偈
」

①
〈
偈
文
〉

我が

建ご
ん

超ち
ょ
う

世せ

願が
ん　

必ひ
っ

至し

無む

上じ
ょ
う

道ど
う　

斯し

願が
ん

不ふ

満ま
ん

足ぞ
く　

誓せ
い

不ふ

成じ
ょ
う

正し
ょ
う

覚が
く

我が

於お

無む

量り
ょ
う

劫こ
う　

不ふ

為い

大だ
い

施せ

主し
ゅ　

普ふ

済さ
い

諸し
ょ

貧び
ん

苦ぐ　

誓せ
い

不ふ

成じ
ょ
う

正し
ょ
う

覚が
く

我が

至し

成じ
ょ
う

仏ぶ
つ

道ど
う　

名み
ょ
う

声し
ょ
う

超ち
ょ
う

十じ
っ

方ぽ
う　

究く

竟き
ょ
う

靡み

所し
ょ

聞も
ん　

誓せ
い

不ふ

成じ
ょ
う

正し
ょ
う

覚が
く

離り

欲よ
く

深じ
ん

正し
ょ
う

念ね
ん　

浄じ
ょ
う

慧え

修し
ゅ

梵ぼ
ん

行ぎ
ょ
う　

志し

求ぐ

無む

上じ
ょ
う

道ど
う　

為い

諸し
ょ

天て
ん

人に
ん

師し

神じ
ん

力り
き

演え
ん

大だ
い

光こ
う　

普ふ

照し
ょ
う

無む

際さ
い

土ど　

消し
ょ
う

除じ
ょ

三さ
ん

垢く

冥み
ょ
う　

広こ
う

済さ
い

衆し
ゅ

厄や
く

難な
ん

開か
い

彼ひ

智ち

慧え

眼げ
ん　

滅め
っ

此し

昏こ
ん

盲も
う

闇あ
ん　

閉へ
い

塞そ
く

諸し
ょ

悪あ
く

道ど
う　

通つ
う

達だ
つ

善ぜ
ん

趣じ
ゅ

門も
ん

功く

祚そ

成じ
ょ
う

満ま
ん

足ぞ
く　

威い

曜よ
う

朗ろ
う

十じ
っ

方ぽ
う　

日に
ち

月が
っ

戢し
ゅ
う

重じ
ゅ
う

暉き　

天て
ん

光こ
う

隠お
ん

不ぷ

現げ
ん

為い

衆し
ゅ
う

開か
い

法ほ
う

蔵ぞ
う　

広こ
う

施せ

功く

徳ど
く

宝ほ
う　

常じ
ょ
う

於お

大だ
い

衆し
ゅ
う

中じ
ゅ
う　

説せ
っ

法ぽ
う

師し

子し

吼く

供く

養よ
う

一い
っ

切さ
い

仏ぶ
つ　

具ぐ

足そ
く

衆し
ゅ

徳と
く

本ほ
ん　

願ね
が

慧ね

悉し
つ

成じ
ょ
う

満ま
ん　

得と
く

為い

三さ
ん

界が
い

雄お
う

如に
ょ

仏ぶ
つ

無む

礙げ

智ち　

通つ
う

達だ
つ

靡み

不ふ

照し
ょ
う　

願が
ん

我が

功く

慧え

力り
き　

等と
う

此し

最さ
い

勝し
ょ
う

尊そ
ん

斯し

願が
ん

若に
ゃ
っ
こ
っ
か

剋
果　

大だ
い

千せ
ん

応お
う

感か
ん

動ど
う　

虚こ

空く
う

諸し
ょ

天て
ん

人に
ん　

当と
う

雨う

珍ち
ん

妙み
ょ
う

華け

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　
付
・
阿
弥
陀
経 

真
身
観
文 

般
若
心

経
』・
七
頁
、『
浄
土
宗
聖
典
』
一
・
四
○
―
四
一
頁
））
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②
〈
訓
読
〉

我
れ
超
世
の
願
を
建
つ
。
必
ず
無
上
道
に
至
ら
ん
。
こ
の
願
満

足
せ
ず
ん
ば
、
誓
っ
て
正
覚
を
成
ぜ
じ
。
我
れ
無
量
劫
に
於
い

て
大
施
主
と
な
っ
て
、
普
く
諸

も
ろ
も
ろ

の
貧
苦
を
済
わ
ず
ん
ば
、
誓
っ

て
正
覚
を
成
ぜ
じ
。
我
れ
仏
道
を
成
ず
る
に
至
ら
ば
名
声
十
方

に
超
え
、
究
竟
し
て
聞
こ
ゆ
る
所
な
く
ん
ば
、
誓
っ
て
正
覚
を

成
ぜ
じ
。
離
欲
と
深
正
念
と
浄
慧
と
の
修
梵
行
を
も
っ
て
、
無

上
道
を
志
求
し
て
、
諸
の
天
人
師
と
な
ら
ん
。
神
力
大
光
を
演の

べ
、
普
く
無
際
の
土
を
照
ら
し
、
三
垢
の
冥
を
消
除
し
て
、
広

く
衆

も
ろ
も
ろ

の
厄
難
を
済
い
、
彼
の
智
慧
の
眼ま

な
こ

を
開
い
て
、
此
の
昏

盲
の
闇
を
滅
し
、
諸
の
悪
道
を
閉
塞
し
て
、
善
趣
の
門
に
通
達

せ
し
む
。
功
祚
満
足
す
る
こ
と
を
成
じ
て
、
威
曜
十
方
に
朗
か

な
り
。
日
月
重
暉
を
戢お

さ
め
、
天
光
も
隠
れ
て
現
ぜ
ず
。
衆し

ゅ
う

の
為

に
法
蔵
を
開
い
て
、
広
く
功
徳
の
宝
を
施
し
、
常
に
大
衆
の
中

に
於
い
て
、
説
法
師
子
吼
し
た
も
う
。
一
切
の
仏
を
供
養
し
、

衆
の
徳
本
を
具
足
し
、
願
慧
悉

こ
と
ご
と

く
成
満
し
て
、
三
界
の
雄お

う

と

な
る
こ
と
を
得
た
ま
え
り
。
仏
の
無
礙
智
の
如
き
は
、
通
達
し

て
照
ら
し
た
ま
わ
ず
と
い
う
こ
と
な
し
。
願
わ
く
は
我
が
功
慧

の
力
、
此
の
最
勝
尊
に
等
し
か
ら
ん
。
斯
の
願
若
し
剋
果
せ
ば
、

大
千
応ま

さ
に
感
動
す
べ
し
。
虚
空
の
諸
の
天
人
当ま

さ
に
珍
妙
の
華
を

雨ふ

ら
す
べ
し
。

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　
付
・
阿
弥
陀
経 

真
身
観
文 

般
若
心

経
』・
六
一
頁
、『
浄
土
宗
聖
典
』
一
・
二
三
四
頁
）

③
〈
現
代
語
訳
〉

私
〔
法
蔵
〕
は
こ
れ
ま
で
こ
の
世
に
は
な
か
っ
た
よ
う
な

す
ぐ
れ
た
誓
願
を
建
て
た

必
ず
や
こ
の
上
な
い
覚
り
の
境
地
へ
と
到
達
し
た
い

こ
れ
ら
の
誓
願
が
す
べ
て
満
た
さ
れ
な
い
限
り
は

完
全
な
る
覚
り
の
境
地
に
決
し
て
入
る
ま
い

私
は
〔
た
と
え
〕
無
量
劫
を
経
よ
う
と
も

恵
み
を
施
す
大
い
な
る
主あ

る
じ

と
な
り

貧
困
に
も
が
き
苦
し
む
あ
ら
ゆ
る
人
々
を

す
べ
て
み
な
救
わ
な
い
限
り
は
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完
全
な
る
覚
り
の
境
地
に
は
決
し
て
入
る
ま
い

私
が
覚
り
の
境
地
へ
到
達
し
た
時

〔
仏
と
し
て
の
我
が
〕
名
が
あ
ら
ゆ
る
世
界
を
超
え
て
〔
響
き

わ
た
り
〕

〔
そ
の
響
き
が
〕
そ
の
果
て
に
聞
こ
え
な
く
な
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
る
限
り
は

完
全
な
る
覚
り
の
境
地
に
は
決
し
て
入
る
ま
い

欲
望
か
ら
離
れ
深
遠
な
正
し
い
思
念
を
保
ち

清
ら
か
な
智
慧
を
具
え
〔
尊
い
〕
梵
行
を
修
め

こ
の
上
な
い
覚
り
の
境
地
を
得
よ
う
と
志
し
て

あ
ら
ゆ
る
天
人
や
人
々
を
導
く
師
に
〔
私
は
〕
な
り
た
い

〔
世
自
在
王
仏
よ
〕

〔
あ
な
た
様
の
よ
う
に
仏
た
る
者
は
〕

人
知
を
超
え
た
強
大
な
力
を
用
い
て
大
い
な
る
光
を
放
ち

無
限
の
彼
方
の
世
界
ま
で
こ
と
ご
と
く
照
ら
し
出
し
て

〔
貪む

さ
ぼ

り
・
瞋い

か
り
・
愚お

ろ
か
さ
と
い
う
〕
三
種
の
煩
悩
の
闇
を
取
り

除
き

あ
ら
ゆ
る
世
界
の
い
か
な
る
苦
難
〔
に
喘あ

え
ぐ
人
〕
に
も
救
い
の

手
を
差
し
伸
べ
る

〔
迷
い
深
き
者
に
〕
智
慧
の
眼
を
開
か
せ
た
り

視
界
を
遮
る
暗
黒
〔
の
煩
悩
〕
を
除
い
た
り
す
る

〔
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
の
〕
三
悪
道
〔
に
堕
ち
て
い
く
道
〕
を

閉
ざ
し
て

善
行
に
よ
っ
て
赴
く
〔
人
々
や
天
人
の
〕
世
界
へ
通
じ
る
門
を

く
ぐ
ら
せ
る

〔
仏
と
し
て
具
え
る
べ
き
〕
功
徳
を
す
べ
て
具
え

〔
そ
の
身
体
か
ら
〕
発
せ
ら
れ
る
光
は
あ
ら
ゆ
る
世
界
で
輝
き

太
陽
の
光
も
月
の
光
も
〔
そ
の
輝
き
に
〕
飲
み
込
ま
れ

神
々
の
光
も
打
ち
消
さ
れ
て
輝
き
を
失
う
〔
ほ
ど
〕
で
あ
る
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人
々
の
た
め
に
仏
法
の
蔵
を
開
け
放
ち

〔
仏
の
〕
功
徳
と
い
う
宝
玉
を
分
け
隔
て
な
く
施
し

常
に
人
々
の
中
に
あ
っ
て

獅
子
が
吼
え
る
よ
う
に
〔
雄
壮
に
〕
法
を
説
く

あ
ら
ゆ
る
〔
世
界
の
〕
仏
を
供
養
し

様
々
な
行
を
修
め
て
功
徳
を
積
み

誓
願
も
智
慧
も
こ
と
ご
と
く
完
成
さ
せ

迷
い
の
世
界
の
人
々
を
導
く
師
と
な
る

仏
が
具
え
て
い
る
智
慧
〔
の
光
〕
と
い
う
も
の
は

何
も
の
に
も
妨
げ
ら
れ
ず

〔
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
〕
行
き
わ
た
り

照
ら
し
残
す
と
い
う
こ
と
は
な
い

願
わ
く
は
私
〔
が
仏
と
な
る
か
ら
に
は
〕

功
徳
と
智
慧
の
は
た
ら
き
は

こ
の
よ
う
な
最
も
す
ぐ
れ
た
尊
者
（
最さ

い

勝し
ょ
う

尊そ
ん

）
と
等
し
く
あ
り

た
い

こ
う
し
た
誓
願
が
成
就
す
る
な
ら
ば

あ
ら
ゆ
る
世
界
が
揺
れ
動
く
よ
う
に

空
に
舞
う
諸
々
の
天
人
が
妙
な
る
花
を
雨
降
ら
す
よ
う
に

（『
現
代
語
訳　
浄
土
三
部
経
』・
五
九
―
六
三
頁
）

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
今
ど
こ
に
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
あ
の
人
に
も
、
会
わ
せ
て

く
れ
る
お
誓
い
」（
郡
嶋
昭
示
）

「
衆
生
よ
、
我
が
名
を
呼
べ
よ
！
」（
北
條
竜
士
）

「
ご
本
願
あ
れ
ば
こ
そ
」（
八
木
英
哉
）

【
参
考
】

「
阿
弥
陀
さ
ま
の
誓
い
」（「
日
々
の
お
つ
と
め
」『
浄
土
宗
新
聞
』）

「
仏
さ
ま
が
人
々
を
す
く
う
た
め
の
四
つ
の
ち
か
い
」（『
よ
い

こ
の
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
』）
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⑤
〈
解
説
〉

『
無
量
寿
経
』
上
巻
に
見
ら
れ
る
、
五
言
四
句
の
一
一
行
か
ら

な
る
偈
頌
。
浄
土
宗
に
お
け
る
各
種
法
要
や
日
常
勤
行
に
お
け

る
誦
経
に
用
い
ら
れ
る
代
表
的
な
経
文
。
世
自
在
王
如
来
と
出

会
い
仏
と
な
る
こ
と
を
志
し
た
法
蔵
比
丘
が
、
自
ら
が
建
立
を

願
う
理
想
の
仏
国
土
に
つ
い
て
、
如
来
の
現
じ
た
二
百
一
十
億

の
仏
国
土
の
中
か
ら
長
所
を
厳
選
し
て
四
十
八
通
り
に
取
り
入

れ
る
と
し
て
、
如
来
の
御
前
で
そ
の
一
々
の
成
就
を
願
う
誓
い

（
四
十
八
願
）
を
建
て
、
そ
の
決
意
を
偈
頌
に
託
し
て
重
ね
て

表
明
し
た
。
冒
頭
の
三
行
に
お
い
て
「
我
れ
超
世
の
願
を
建
つ
。

必
ず
無
上
道
に
至
ら
ん
。
こ
の
願
満
足
せ
ず
ん
ば
、
誓
っ
て
正

覚
を
成
ぜ
じ
」「
我
れ
無
量
劫
に
お
い
て
、
大
施
主
と
な
り
て
、

普
く
諸
も
ろ
の
貧
苦
を
済す

く
わ
ず
ん
ば
、誓
っ
て
正
覚
を
成
ぜ
じ
」

「
我
れ
仏
道
を
成
ず
る
に
至
ら
ば
、
名
声
、
十
方
に
越
え
ん
。

究
竟
し
て
聞
こ
ゆ
る
所
な
く
ん
ば
、
誓
っ
て
正
覚
を
成
ぜ
じ
」

（
聖
典
一
・
二
三
三
／
浄
全
一
・
一
一
）
と
三
通
り
に
誓
っ
た
後
、

仏
の
理
想
像
を
語
っ
て
「
最
勝
尊
に
等
し
か
ら
ん
」
と
志
し
、

末
尾
の
一
行
で
「
こ
の
願
も
し
剋
果
せ
ば
大
千
ま
さ
に
感
動
す

べ
し
。
虚
空
の
諸
も
ろ
の
天
人
ま
さ
に
珍
妙
の
華
を
雨ふ

ふ
ら
す

べ
し
」（
聖
典
一
・
二
三
四
／
浄
全
一
・
一
一
）
と
所
願
成
就

の
決
意
の
ほ
ど
を
述
べ
る
。
こ
の
決
意
に
つ
い
て
聖
光
は
『
西

宗
要
』
で
、
四
十
八
願
の
成
就
を
誓
っ
た
も
の
と
解
釈
し
、
冒

頭
と
末
尾
で
合
わ
せ
て
四
誓
が
明
か
さ
れ
て
い
る（
浄
全
一
○・

二
二
九
下
）
と
す
る
。
ま
た
良
忠
は
『
西
宗
要
聴
書
』
で
「
四

誓
の
偈
頌
は
四
十
八
願
を
結
す
る
」（
浄
全
一
○
・
二
八
三
下
）

と
論
じ
、呼
称
と
評
価
に
言
及
す
る
。
な
お
、真
宗
系
で
は
、「
三

誓
偈
」
あ
る
い
は
「
重
誓
偈
」
と
称
す
る
。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
袖
山
榮
輝
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
と
法
話
例

・�

四
誓
偈
は
法
蔵
菩
薩
が
世
自
在
王
如
来
の
前
で
四
十
八
の
誓

願
を
誓
っ
た
後
に
、
こ
れ
ら
の
誓
願
が
も
し
か
な
え
ら
れ
な

か
っ
た
ら
仏
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
今
一
度
重
ね

て
誓
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
先
の『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』

に
あ
る
聖
光
上
人
の
『
浄
土
宗
要
集
』（『
西
宗
要
』）
の
説
は
、
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「
難
じ
て
云
く
、
三
誓
は
経
文
に
在
り
て
分
明
な
り
。
全
く

四
誓
と
見
え
ず
、
い
か
ん
。
答
う
、
末
後
の
「
此
願
若
剋
果
」

の
文
を
取
り
て
四
誓
と
云
う
な
り
」（
浄
全
一
○・二
二
九
下
）

と
い
う
も
の
で
、「
こ
の
願
も
し
剋
果
せ
ば
大
山
ま
さ
に
感

動
す
べ
し
。
虚
空
の
天
人
珍
妙
の
華
を
雨
ふ
ら
す
べ
し
」
の

部
分
が
四
つ
目
の
誓
願
で
あ
る
と
さ
れ
、こ
れ
を
も
と
に「
四

誓
偈
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

「
神
力
演
大
光
」
以
下
、「
等
此
最
勝
尊
」
ま
で
は
、
世
自
在

王
如
来
の
仏
た
る
所
以
を
讃
え
、
法
蔵
菩
薩
自
身
も
そ
の
よ

う
な
仏
に
な
り
た
い
と
説
く
部
分
で
あ
る
。
四
誓
偈
の
法
話

と
し
て
は
、
法
蔵
菩
薩
が
四
誓
偈
を
説
く
に
至
る
ま
で
の
過

程
（
法
蔵
説
話
）
に
つ
い
て
簡
潔
に
触
れ
て
お
く
の
が
望
ま

し
い
。

・
そ
れ
ら
四
つ
の
誓
願
は
、

①�

四
十
八
の
誓
願
が
叶
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
私
は
仏
に
は
な

ら
な
い
。

②�

誓
願
が
叶
っ
た
ら
な
ら
ば
、
こ
の
先
ず
っ
と
（
無
量
劫
）、

偉
大
な
主
（
大
施
主
）
が
貧
し
い
人
々
（
貧
苦
）
に
食
べ

物
を
施
す
よ
う
に
、
こ
の
世
で
苦
し
む
多
く
の
人
々
を
救

い
続
け
た
い
。
も
し
そ
れ
が
叶
わ
な
け
れ
ば
私
は
仏
に
は

な
ら
な
い
。

③�

誓
願
が
叶
っ
た
な
ら
ば
、
我
が
名
を
あ
ら
ゆ
る
世
界
に
響

き
わ
た
ら
せ
た
い
。
も
し
そ
れ
が
叶
わ
な
け
れ
ば
私
は
仏

に
は
な
ら
な
い
。

④�

こ
れ
ら
四
十
八
の
誓
願
が
叶
っ
た
な
ら
ば
世
界
が
揺
れ
動

き
、
天
人
が
珍
妙
の
花
を
降
ら
し
ま
す
よ
う
に
。

と
い
う
四
つ
の
願
い
が
誓
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
ら
ゆ

る
過
去
及
び
こ
れ
か
ら
ず
っ
と
未
来
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
空
間

の
人
々
を
救
う
と
い
う
願
い
で
あ
り
、
は
る
か
以
前
に
亡
く
な

ら
れ
た
ご
先
祖
様
か
ら
、
つ
い
最
近
亡
く
な
ら
れ
た
方
、
そ
し

て
こ
れ
か
ら
旅
立
つ
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
す
べ
て
の
人
々
が
、

極
楽
浄
土
に
往
生
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

�

（
郡
嶋
昭
示
・
北
條
竜
士
）
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①
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こ
こ
で
読
み
上
げ
る
お
経
は
、
ほ
と
ん
ど
の
浄
土
宗
の
お
寺

の
ご
本
尊
と
な
っ
て
い
る
阿
弥
陀
様
の
お
言
葉
の
一
つ
で
す
。

正
確
に
は
阿
弥
陀
様
が
仏
様
に
な
る
前
の
菩
薩
で
あ
ら
れ
た
時

の
お
言
葉
で
す
。「
四
誓
偈
」
と
い
う
名
前
が
つ
い
て
お
り
ま

す
の
で
、
四
つ
の
誓
い
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
①
「
私
は

多
く
の
人
を
救
う
た
め
の
誓
い
を
立
て
ま
し
た
が
、
必
ず
全
て

の
誓
い
を
叶
え
ま
す
」
と
い
う
誓
い
。
そ
の
②
「
そ
れ
は
こ
の

先
は
る
か
未
来
で
あ
っ
て
も
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と

い
う
誓
い
。
そ
の
③
「
叶
え
た
際
に
は
そ
の
こ
と
を
あ
ら
ゆ
る

世
界
に
知
ら
せ
ま
す
」
と
い
う
誓
い
。
そ
し
て
④
「
こ
れ
ら
の

誓
い
が
叶
っ
た
な
ら
ば
あ
ら
ゆ
る
世
界
が
揺
れ
動
き
、
天
人
達

が
見
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
美
し
い
花
を
降
ら
せ
ま
す
」
と
い

う
四
つ
の
誓
い
で
す
。
こ
の
四
つ
の
誓
い
は
阿
弥
陀
様
が
極
楽

浄
土
を
つ
く
り
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
を
救
う
と
い
う
四
十
八
に
及

ぶ
多
く
の
誓
い
を
述
べ
た
後
に
ま
と
め
と
し
て
誓
わ
れ
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
誓
い
は
お
経
の
中
に
「
ち
ゃ
ん
と
叶
え
ら

れ
ま
し
た
よ
」
と
お
釈
迦
様
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
い
で
で
す
の

で
、
す
べ
て
の
誓
い
を
叶
え
ら
れ
、
阿
弥
陀
様
と
い
う
仏
様
が

き
ち
ん
と
誕
生
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
私
達
は
ご
本

尊
と
し
て
安
置
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
の
で
す
。

さ
て
、
こ
こ
で
こ
の
お
経
文
を
読
み
上
げ
て
確
認
す
べ
き
こ

と
は
、こ
の
阿
弥
陀
様
の
誓
い
を
今
一
度
確
認
し
て
、だ
れ
で
も
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
に
い
て
も
救
わ
れ
る
ん
だ
な
ぁ
と
い
う
こ
と

を
見
据
え
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

「
い
つ
で
も
」と
は
、こ
こ
で
は「
無
量
劫
に
お
い
て
」と
い
っ

て
お
い
で
で
す
か
ら
、
は
る
か
昔
の
ご
先
祖
様
や
こ
れ
か
ら
生

ま
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
何
か
し
ら
の
縁
の
あ
る
子
供
た
ち
、
そ

し
て
さ
ら
に
そ
の
子
た
ち
…
ど
ん
な
に
過
去
で
あ
ろ
う
と
も
、

ど
ん
な
に
未
来
で
あ
ろ
う
と
も
、
必
ず
救
う
と
誓
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
ど
こ
に
い
て
も
」
と
は
、
例
え
る
な
ら
ば
、
今
は

ど
こ
に
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
大
切
な
方
、
も
し
か
し
た
ら
も

う
会
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
方
、
も
し
く
は
も
う
す
で
に
こ
の

世
に
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
大
切
な
方
…
そ
ん
な
方
で
も
必

ず
救
う
と
誓
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
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顔
も
見
た
こ
と
の
な
い
私
の
ご
先
祖
様
、
今
は
ど
ち
ら
に
葬

ら
れ
て
い
る
の
か
も
わ
か
ら
な
い
ご
先
祖
様
、
こ
ん
な
方
々
で

も
救
わ
れ
る
。大
好
き
だ
っ
た
あ
の
方
、本
当
に
お
世
話
に
な
っ

た
恩
人
、
残
念
な
が
ら
今
ど
こ
に
い
る
の
か
全
く
分
か
ら
ず
涙

を
な
が
し
て
お
礼
を
し
た
く
て
も
で
き
な
い
そ
ん
な
方
々
で

あ
っ
て
も
、阿
弥
陀
様
は
救
っ
て
下
さ
る
。つ
ま
り
そ
ん
な
方
々

で
あ
っ
て
も
極
楽
浄
土
で
今
一
度
会
う
こ
と
が
で
き
、
お
礼
申

し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
教
え
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

私
に
も
、
会
い
た
い
け
れ
ど
も
連
絡
先
も
今
ど
こ
に
住
ん
で

い
る
の
か
も
わ
か
ら
な
い
お
世
話
に
な
っ
た
方
が
い
ま
す
。
し

か
し
、
連
絡
し
よ
う
に
も
だ
れ
も
そ
の
居
場
所
を
知
り
ま
せ
ん
。

今
後
会
え
る
か
ど
う
か
は
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ご
先
祖
様
に
つ
い
て
も
、
わ
た
し
の
場
合
は
少
し
さ

か
の
ぼ
っ
た
だ
け
で
私
の
ご
先
祖
様
が
ど
の
よ
う
な
方
だ
っ
た

の
か
、
も
は
や
知
る
す
べ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
こ
こ
に
い
る

の
も
そ
の
よ
う
な
ご
先
祖
様
の
お
か
げ
な
の
で
す
が
、
お
墓
参

り
す
ら
か
な
い
ま
せ
ん
。

私
達
の
力
で
そ
う
し
た
方
々
の
居
場
所
を
探
り
今
一
度
お
会

い
す
る
こ
と
、
ご
先
祖
様
の
歴
史
を
紐
解
い
て
真
実
を
知
る
こ

と
、
可
能
な
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
人
の
力
に
も

限
界
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
こ
の
世
に
い
ら
っ
し
ゃ
ら

な
い
方
に
は
会
う
こ
と
す
ら
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
全
て
の
可
能
性
が
絶
た
れ
る
か
と
考
え
た
時
、「
極

楽
浄
土
で
お
会
い
す
る
し
か
な
い
」
と
い
う
最
後
の
望
み
が
あ

る
こ
と
の
心
強
さ
た
る
や
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

し
か
も
そ
れ
が
き
ち
ん
と
阿
弥
陀
様
の
誓
い
に
込
め
ら
れ
て

い
て
、
そ
し
て
こ
の
願
い
が
叶
っ
て
今
極
楽
浄
土
に
阿
弥
陀
様

は
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
の
こ
と
は
、
何
よ
り
も
あ
り
が
た

く
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
（
※
）

で
す
か
ら
、
お
念
仏
を
お
称
え
し
て
阿
弥
陀
様
に
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
多
く
の
方
に
今
一
度
お
会

い
致
し
ま
し
ょ
う
。
た
と
え
こ
の
世
で
の
再
会
が
叶
わ
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
大
丈
夫
、
必
ず
ま
た
会
え
る
ん
で
す
よ
。

南
無
陀
弥
陀
仏

※�

俱
会
一
処
・
先
立
た
れ
た
方
と
の
再
会
に
つ
い
て
、
自
身
の
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想
い
や
具
体
的
な
例
を
加
え
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

�

（
執
筆
者
：
郡
嶋
昭
示
）

《
法
話
例
②
》

こ
の
四
誓
偈
は
、
法
蔵
菩
薩
さ
ま
（
の
ち
の
阿
弥
陀
さ
ま
）

が
世
自
在
王
如
来
の
み
前
で
お
誓
い
に
な
ら
れ
た
四
十
八
願
を
、

必
ず
成
就
さ
せ
る
こ
と
を
法
蔵
菩
薩
さ
ま
ご
自
身
に
よ
っ
て
改

め
て
決
意
さ
れ
た
も
の
で
す
。
い
か
に
法
蔵
菩
薩
さ
ま
が
こ
の

世
に
苦
し
み
な
が
ら
生
き
る
私
た
ち
を
何
と
か
救
い
取
り
た
い

と
願
わ
れ
た
お
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
主
旨
は
、

私
の
四
十
八
の
誓
願
が
修
行
の
の
ち
、
成
就
さ
れ
な
け
れ
ば
、

私
は
仏
と
な
ら
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
誓
願
が
成

就
さ
れ
る
ま
で
私
は
厳
し
い
修
行
を
続
け
、
仏
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
世
の
す
べ
て
の
人
々
を
救
い
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で

な
け
れ
ば
、
私
は
仏
と
な
り
ま
せ
ん
。
私
だ
け
が
仏
と
な
っ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
は
本
望
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
世
に
苦
し

む
す
べ
て
の
人
々
が
、
私
の
浄
土
に
往
生
し
て
仏
と
な
っ
て
ほ

し
い
と
願
わ
れ
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
菩
薩
さ
ま
が
起
こ
さ

れ
る
誓
願
、
つ
ま
り
私
た
ち
に
対
す
る
慈
し
み
の
働
き
は
、
私

た
ち
人
間
が
起
こ
す
よ
う
な
、
ご
く
限
ら
れ
た
思
い
や
り
や
願

い
と
は
違
っ
て
、
と
て
つ
も
な
く
偉
大
で
限
り
な
い
も
の
な
の

で
す
。

あ
る
新
聞
に
こ
の
よ
う
な
女
子
高
校
生
の
投
書
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
女
子
高
校
生
は
あ
る
日
の
下
校
途
中
、
重
た
そ
う
な

荷
物
を
持
っ
て
よ
ぼ
よ
ぼ
と
歩
い
て
い
た
お
ば
あ
さ
ん
を
見
か

け
、
気
の
毒
に
思
い
、
そ
の
お
ば
あ
さ
ん
の
荷
物
も
持
っ
て
、

自
宅
ま
で
一
緒
に
歩
い
て
あ
げ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
甲
斐
あ
っ

て
そ
の
女
子
高
校
生
は
、
そ
の
日
一
日
と
て
も
す
が
す
が
し
い

気
持
ち
で
過
ご
せ
た
そ
う
で
す
。
少
子
高
齢
化
と
言
わ
れ
て
か

ら
大
分
経
ち
ま
す
が
、
街
中
で
の
お
年
寄
り
と
高
校
生
と
の
こ

の
よ
う
な
ふ
れ
あ
い
は
、微
笑
ま
し
く
、ま
た
有
難
い
光
景
で
す
。

し
か
し
、
少
し
目
線
を
変
え
て
み
ま
す
と
、
も
し
そ
れ
が
そ

の
女
子
高
校
生
に
と
っ
て
大
事
な
試
験
当
日
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、

そ
の
女
子
高
校
生
は
ど
う
し
た
で
し
ょ
う
か
。
恐
ら
く
と
て
も

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
お
ば
あ
さ
ん
に
声
を
か
け
て
い
る

余
裕
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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こ
う
い
っ
た
状
況
は
、
私
た
ち
自
身
に
も
十
分
に
当
て
は
ま

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
人
間
の
親
切
心
、
普
段

日
常
の
中
で
人
を
慈
し
み
、
憐
れ
む
気
持
ち
と
い
う
も
の
は
、

自
分
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
時
に
し
か
起
き
な
か
っ
た
り
す
る

の
で
す
。
も
し
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
時
の
自
分
の
都
合

次
第
で
、
そ
れ
を
か
き
消
そ
う
と
し
て
し
ま
う
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
私
た
ち
は
、
そ
の
時
の
自
分
の
都
合
で
心
の
間
口
の
広
さ

を
広
く
し
た
り
、
狭
く
し
た
り
コ
ロ
コ
ロ
と
変
え
て
し
ま
う
の

で
す
。

一
方
で
先
ほ
ど
お
唱
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
法
蔵
菩
薩
さ
ま

（
の
ち
の
阿
弥
陀
さ
ま
）
の
四
誓
偈
で
の
お
気
持
ち
、
心
の
働

き
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仏
を
目
指
す
修
行
に
お
い
て
自

分
が
ど
ん
な
に
苦
し
か
ろ
う
と
も
、
自
分
の
苦
し
み
や
都
合
は

差
し
置
い
て
、
こ
の
世
で
苦
し
み
戸
惑
う
私
た
ち
に
誓
願
を
起

こ
さ
れ
た
そ
の
時
か
ら
、
慈
し
み
の
心
を
向
け
て
下
さ
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
心
の
間
口
の
広
さ
に
は
際
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ

ら
に
は
今
、
こ
の
世
に
生
き
る
私
た
ち
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か

ら
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
来
る
す
べ
て
の
人
た
ち
を
救
い
た
い
と

い
う
お
気
持
ち
で
す
。
私
だ
け
仏
と
い
う
境
涯
に
楽
し
む
こ
と

な
く
、
す
べ
て
の
人
々
に
そ
の
幸
せ
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
慈
し
み
の
み
心
な
の
で
す
。
こ
の
こ
と
こ
そ
が
、
法
蔵

菩
薩
さ
ま
の
「
私
の
四
十
八
の
誓
願
が
成
就
さ
れ
な
け
れ
ば
、

私
は
仏
と
な
ら
な
い
」
と
い
う
お
誓
い
な
の
で
す
。
私
た
ち
は

仏
さ
ま
と
の
心
の
間
口
の
違
い
を
通
じ
て
、
自
身
の
身
勝
手
さ

を
省
み
る
の
で
す
。
今
一
度
、
お
念
仏
を
称
え
、
阿
弥
陀
さ
ま

の
大
い
な
る
慈
悲
心
に
抱
か
れ
つ
つ
、
喜
び
あ
る
暮
ら
し
を
送

り
た
い
も
の
で
す
。

�

（
執
筆
者
：
北
條
竜
士
）

◆
法
話
例
（
法
要
前
）

本
日
は
ご
参
詣
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
承
知
の
通
り
、

正
面
に
ま
し
ま
す
ご
本
尊
様
は
阿
弥
陀
仏
と
い
う
仏
様
で
す
。

「
南
無
阿
弥
陀
仏
と
名
を
呼
び
、
縋
っ
て
く
る
者
は
漏
れ
な
く

極
楽
浄
土
に
生
ま
れ
さ
せ
る
ぞ
。
ひ
と
た
び
浄
土
に
迎
え
た
ら

必
ず
覚
り
を
得
さ
せ
る
ぞ
」
と
、
遥
か
昔
に
誓
い
を
立
て
、
永

の
ご
修
行
に
よ
っ
て
そ
の
誓
い
を
実
現
さ
れ
た
仏
様
で
す
。
そ
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の
誓
い
を
「
仏
の
も
と
の
願
い
」
で
「
本
願
」
と
申
し
ま
す
。

阿
弥
陀
様
が
ご
修
行
中
、
法
蔵
菩
薩
と
呼
ば
れ
た
頃
に
、
お
師

匠
様
の
世
自
在
王
如
来
の
御
前
で
誓
わ
れ
た
四
十
八
の
決
意
の

顕
わ
れ
が「
ご
本
願
」。
一
々
の
お
誓
い
の
結
び
に
は
必
ず
、「
正

覚
を
取
ら
じ
」
の
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。「
正
覚
」

と
は
最
高
の
お
覚
り
の
こ
と
で
す
か
ら
、
こ
の
誓
い
一
つ
で
も

叶
え
ら
れ
ね
ば
、「
我
も
ま
た
仏
と
成
ら
ぬ
」
と
、
ご
自
身
の

成
仏
を
賭
け
て
お
誓
い
下
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
内
容
は

と
言
え
ば
、
ご
自
身
が
如
何
な
る
功
徳
と
力
を
具
え
た
仏
と
な

ろ
う
か
、
私
た
ち
を
覚
ら
せ
る
為
に
ご
用
意
下
さ
る
お
浄
土
は
、

如
何
に
素
晴
ら
し
い
世
界
に
し
て
お
こ
う
か
、
凡
夫
の
私
た
ち

を
そ
の
浄
土
に
迎
え
取
る
の
に
如
何
な
る
手
立
て
を
用
意
し
て

お
こ
う
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
を
四
十
八
に
分

け
て
、
水
も
漏
ら
さ
ぬ
よ
う
に
と
思
案
に
思
案
を
重
ね
て
お
誓

い
下
さ
り
、
更
に
は
そ
の
実
現
の
為
に
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う

な
長
い
長
い
ご
修
行
に
お
励
み
下
さ
っ
た
。
そ
し
て
全
て
の
ご

本
願
を
成
し
遂
げ
て
、
い
よ
い
よ
仏
と
お
成
り
下
さ
っ
た
の
が
、

私
ど
も
の
頼
り
と
す
る
阿
弥
陀
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。

四
十
八
願
は
ど
こ
を
取
っ
て
も
有
り
難
い
、
欠
か
す
事
の
で

き
な
い
尊
い
お
誓
い
で
す
か
ら
、
今
か
ら
ご
本
願
の
一
つ
ひ
と

つ
に
つ
い
て
詳
し
く
お
伝
え
申
し
上
げ
た
い
所
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
う
致
し
ま
す
と
皆
様
、
明
朝
ま
で
夜
通
し
で
お
話
を
聞
い
て

頂
く
ご
覚
悟
が
必
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
そ

う
は
参
り
ま
せ
ん
ね
。

幸
い
、
法
蔵
菩
薩
様
ご
自
身
が
、
四
十
八
願
を
四
つ
の
大
き

な
誓
い
に
ま
と
め
て
下
さ
っ
た
「
四
誓
偈
」
と
い
う
短
い
お
経

が
あ
り
ま
す
の
で
、
要
を
取
っ
て
お
伝
え
す
る
こ
と
に
致
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
安
心
下
さ
い
。
さ
て
そ
の「
四
誓
偈
」の「
四
誓
」

と
は
四
つ
の
誓
願
と
の
意
味
で
す
。「
偈
」
は
詩
の
よ
う
な
短

文
で
説
か
れ
た
お
経
を
指
す
言
葉
で
す
。
四
つ
の
誓
願
の
う
ち

三
つ
に
は
や
は
り
、「
こ
の
願
、
満
足
せ
ず
ん
ば
誓
っ
て
正
覚

を
取
ら
じ
」。「
成
し
遂
げ
る
ま
で
は
私
も
覚
り
を
得
る
こ
と
は

せ
ぬ
ぞ
」
と
、
三
度
も
重
ね
て
お
約
束
を
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
最
後
の
お
誓
い
に
は
「
こ
の
願
も
し
剋
果
せ
ば
大
千
ま

さ
に
感
動
す
べ
し
」と
の
お
言
葉
が
ご
ざ
い
ま
す
。こ
れ
は
、「
全

て
の
本
願
成
し
遂
げ
た
そ
の
暁
に
は
、
天
人
様
方
が
大
勢
集
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ま
っ
て
『
あ
あ
何
と
素
晴
ら
し
い
み
仏
が
誕
生
さ
れ
た
こ
と
か
。

嬉
し
や
、
嬉
し
や
』
と
、
空
か
ら
花
を
雨
降
ら
し
、
感
動
の
あ

ま
り
口
々
に
お
讃
え
下
さ
る
よ
う
な
仏
と
な
る
ぞ
」
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
を
誓
わ
れ
た
途
端
、
早
く
も
天

人
様
方
が
花
を
雨
と
降
ら
し
て
祝
福
し
て
下
さ
る
様
子
が
説
か

れ
て
い
る
の
で
す
。「
あ
ら
気
が
早
い
」
と
思
う
事
な
か
れ
。

天
人
様
方
は
神
通
力
で
法
蔵
菩
薩
様
の
将
来
、
す
な
わ
ち
阿
弥

陀
様
の
姿
を
ご
覧
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
の
で
す
。「
こ
の
菩

薩
は
や
が
て
全
て
の
本
願
を
叶
え
て
史
上
最
高
の
仏
と
な
ら
れ

る
お
方
だ
」
と
、
未
来
を
す
で
に
見
通
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
。

阿
弥
陀
様
が
か
つ
て
建
て
ら
れ
た
「
四
つ
の
誓
い
」
の
一
つ

目
は
、「
超
世
の
願
を
建
つ
」、
そ
し
て
「
必
ず
無
上
道
に
至
る
」

で
す
。「
超
世
」
と
は
「
世
を
超
え
る
」
で
す
か
ら
、
こ
れ
ま

で
に
ご
出
現
さ
れ
た
如
何
な
る
仏
の
誓
い
に
も
勝
る
本
願
を
建

て
る
ぞ
と
い
う
こ
と
。
他
の
仏
さ
ま
方
か
ら
「
こ
れ
で
は
覚
る

見
込
み
無
し
」と
烙
印
を
押
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
者
を
も「
私

だ
け
は
見
捨
て
は
せ
ぬ
」
と
誓
っ
て
下
さ
る
。
最
底
辺
の
凡
夫

さ
え
も
漏
ら
さ
ず
救
う
と
の
固
い
決
意
の
表
明
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
為
に
ご
自
身
が
「
無
上
道
に
至
る
」、
こ
の
上
な
い
最
高

の
覚
り
を
得
て
実
現
す
る
ぞ
と
お
誓
い
下
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。

二
つ
目
の
お
誓
い
は
、
大
施
主
と
な
っ
て
貧
し
さ
故
の
苦
を

取
り
除
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
し
、
直
接
お
金
を
下
さ
っ

た
り
、
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
て
下
さ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

欲
に
目
の
な
い
私
た
ち
は
、
頂
い
た
物
に
執
着
を
起
こ
し
て
、

道
を
踏
み
外
す
に
決
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
お
金
を
手
に
し

て
も
良
く
な
い
遊
び
に
つ
ぎ
込
み
、
仏
様
に
供
養
し
て
功
徳
を

積
も
う
と
は
中
々
思
い
ま
せ
ん
。
か
え
っ
て
救
わ
れ
ぬ
道
を
選

ん
で
し
ま
う
。
で
す
か
ら
娑
婆
で
の
欲
に
は
力
を
貸
し
て
下
さ

い
ま
せ
ん
。一
方
、阿
弥
陀
様
が
お
建
て
下
さ
っ
た
極
楽
浄
土
は
、

貧
し
さ
の
苦
の
な
い
世
界
で
す
。
望
む
物
が
自
然
と
目
の
前
に

現
れ
る
。
衣
服
や
食
べ
物
や
住
ま
い
の
為
に
悩
み
苦
し
む
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。仏
様
へ
の
ご
供
養
も
自
由
自
在
、浄
土
に
迎
え
、

功
徳
を
積
む
こ
と
に
専
念
さ
せ
て
下
さ
る
の
で
す
。
そ
ん
な
最

高
の
お
浄
土
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
呼
べ
ば
、
必
ず
迎
え
て

下
さ
る
。
こ
ん
な
有
難
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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三
つ
目
は
、「
名
声
超
十
方
」。「
ど
こ
に
行
っ
て
も
我
が
名

声
の
聞
こ
え
ぬ
所
な
き
仏
と
な
ろ
う
」
と
い
う
お
誓
い
で
す
。

し
た
が
っ
て
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
お
念
仏
を
申
せ
ば
必
ず
極

楽
に
往
生
さ
せ
て
下
さ
る
阿
弥
陀
様
の
存
在
を
、
ど
こ
に
い
て

も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
救
い
が
届
か
ぬ
所
の
な
い
よ
う
に
と

願
っ
て
下
さ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
功
徳
を
、
あ
ら
ゆ
る
方

角
の
星
の
数
ほ
ど
の
み
仏
様
方
が
、
口
々
に
褒
め
た
た
え
て
下

さ
る
こ
と
も
お
経
に
は
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

最
後
で
す
。「
四
誓
偈
」
に
は
「
最
勝
尊
に
等
し
か
ら
ん
」

と
あ
り
ま
す
。
法
蔵
菩
薩
の
誓
い
を
目
の
前
で
聞
き
届
け
て
下

さ
っ
て
い
る
お
師
匠
様
、
世
自
在
王
如
来
様
に
最
上
級
の
敬
い

を
も
っ
て
「
あ
な
た
様
は
最
も
勝
れ
た
尊
い
お
方
」「
最
勝
の

世
尊
」
と
お
讃
え
申
し
上
げ
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
「
私
も

必
ず
や
、
あ
な
た
様
と
同
じ
功
徳
と
智
慧
を
た
ず
さ
え
た
最
勝

の
仏
と
な
っ
て
ご
覧
に
入
れ
ま
す
」
と
お
誓
い
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
の
誓
い
が
全
て
成
就
し
て
、
や
が
て
必
ず
阿
弥
陀
仏
と
な
ら

れ
る
事
の
そ
の
証
に
、
数
多
の
天
人
様
が
空
中
か
ら
花
を
降
ら

し
て
お
慶
び
に
な
っ
た
。「
四
誓
偈
」
は
そ
う
結
ば
れ
ま
す
。

ご
本
願
は
「
仏
の
も
と
の
願
い
」。
言
う
な
れ
ば
こ
の
「
も

と
の
願
い
」
こ
そ
が
阿
弥
陀
様
を
し
て
阿
弥
陀
様
た
ら
し
め
て

い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ご
苦
労
の
末
に
全
て
の
願
い
成

し
遂
げ
た
本
願
成
就
の
仏
様
が
阿
弥
陀
様
で
す
。
こ
の
阿
弥
陀

様
の
本
願
力
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
智
慧
も
な
く
修
行
の
力
に
も
乏

し
い
私
た
ち
が
、
お
念
仏
の
救
い
あ
る
こ
と
を
知
り
、
信
じ
て

名
を
呼
べ
ば
極
楽
に
往
生
さ
せ
て
頂
け
る
の
で
あ
り
ま
す
。
阿

弥
陀
様
が
私
た
ち
を
「
誰
ひ
と
り
漏
ら
さ
ず
救
っ
て
や
ろ
う
、

す
く
っ
て
や
ろ
う
」
と
隅
か
ら
隅
ま
で
救
い
の
網
を
張
り
め
ぐ

ら
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
、
無
駄
に
し
て
は
余
り
に
勿
体
な
い
こ

と
で
す
。
こ
の
後
の
ご
法
要
で
も
、
呼
べ
ば
救
う
の
声
に
応
え

て「
南
無
阿
弥
陀
仏
」と
お
念
仏
を
ご
唱
和
下
さ
い
。
ま
た「
四

誓
偈
」
は
短
い
お
経
で
す
の
で
、
ご
自
宅
で
も
唱
え
て
味
わ
っ

て
頂
く
こ
と
を
お
勧
め
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
れ
で
は
お
手
合
わ

せ
、
ま
ず
は
十
遍
の
お
念
仏
を
お
称
え
し
て
開
式
と
致
し
ま

し
ょ
う
。
同
称
十
念
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【
参
考
】

・
第
三
十
八
願
「
衣
服
随
念
」

〈
原
文
〉「
も
し
我
佛
を
得
た
ら
ん
に
、
国
中
の
人
天
、
衣
服

を
得
ん
と
欲
せ
ば
、
念
に
随
っ
て
す
な
わ
ち
至
ら
ん
。
佛
の
所

讃
の
ご
と
く
な
る
応
法
の
妙
服
、
自
然
に
身
に
あ
ら
ん
。
も
し

裁
縫
擣
染
浣
濯
す
る
こ
と
あ
ら
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
」（『
無
量

寿
経
』
上
／
聖
典
一
・
二
三
○
頁
）

〈
訳
文
〉「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、〔
私
の
〕
国
土
の
人
々
や
天

人
が
、
衣
服
を
手
に
入
れ
た
い
と
思
え
ば
、
思
っ
た
だ
け
で
す

ぐ
に
現
れ
、〔
し
か
も
〕
諸
仏
の
お
褒
め
に
あ
ず
か
る
よ
う
な
、

修
行
者
に
ふ
さ
わ
し
い
尊
い
衣
を
気
が
つ
か
ぬ
う
ち
に
ま
と
っ

て
い
る
よ
う
に
し
よ
う
。〔
ま
た
、
そ
の
衣
は
誰
か
が
布
を
〕

裁
断
し
て
縫
い
合
せ
、
染
め
て
濯
い
だ
も
の
で
も
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。〔
万
が
一
に
も
〕
そ
れ
が
で
き
な
い

よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
間
、
私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
」（『
現
代
語
訳　
浄
土
三
部
経
』・
五
六
頁
）

・
第
二
十
四
願
「
供
具
如
意
」

〈
原
文
〉「
も
し
我
佛
を
得
た
ら
ん
に
、
国
中
の
菩
薩
、
諸
佛

の
前
に
在
っ
て
、
そ
の
徳
本
を
現
ぜ
ん
に
、
諸
も
ろ
の
欲
求
す

る
所
の
供
養
の
具
、
も
し
意
の
ご
と
く
な
ら
ず
ん
ば
、
正
覚
を

取
ら
じ
」（『
無
量
寿
経
』
上
／
聖
典
一
・
二
二
八
頁
）

〈
訳
文
〉「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、〔
私
の
〕
国
土
の
菩
薩
た
ち

が
様
々
な
〔
国
土
に
赴
き
、
そ
こ
の
〕
み
仏
の
目
の
前
で
功
徳

を
積
も
う
と
す
る
時
、
こ
れ
ぞ
と
思
う
供
養
の
品
を
意
の
ま
ま

に
現
出
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
。〔
万
が
一
に
も
〕
そ
れ
が
で

き
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、〔
そ
の
間
、〕
私
は
仏
と
な
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
」（『
現
代
語
訳　
浄
土
三
部
経
』・
五
二
頁
）

・
第
十
七
願
「
諸
仏
称
揚
」

〈
原
文
〉「
も
し
我
佛
を
得
た
ら
ん
に
、
十
方
世
界
の
無
量
の

諸
佛
、
悉
く
咨
嗟
し
て
、
我
が
名
を
称
せ
ず
ん
ば
、
正
覚
を
取

ら
じ
」（『
無
量
寿
経
』
上
／
聖
典
一
・
二
二
七
頁
）

〈
訳
文
〉「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
の
無
数
の

み
仏
が
お
一
人
で
も
私
を
称
讃
せ
ず
、
私
の
名
を
称
え
な
い
よ

う
な
こ
と
が
、〔
万
が
一
に
も
〕
あ
る
な
ら
ば
、〔
そ
の
間
、〕
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私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」（『
現
代
語
訳　

浄
土
三

部
経
』・
五
○
頁
）

�

（
執
筆
者
：
八
木
英
哉
）

「
本
誓
偈
」

①
〈
偈
文
〉

弥み

陀だ

本ほ
ん

誓ぜ
い

願が
ん　

極ご
く

楽ら
く

之し

要よ
う

門も
ん

定じ
ょ
う

散さ
ん

等と
う

回え

向こ
う　

速そ
く

証し
ょ
う

無む

生し
ょ
う

身し
ん

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　
付
・
阿
弥
陀
経 
真
身
観
文 

般
若
心

経
』・
一
一
頁
）

②
〈
訓
読
〉

弥
陀
の
本
誓
願
は　
極
楽
の
要
門
な
り

定
散
等
し
く
回
向
し
て　
速
や
か
に
無
生
身
を
証
せ
ん

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　
付
・
阿
弥
陀
経 

真
身
観
文 

般
若
心

経
』・
六
六
頁
）

③
〈
現
代
語
訳
〉

阿
弥
陀
さ
ま
の
本
願
は　
人
々
が
阿
弥
陀
さ
ま
に
救
わ
れ
て

極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
た
め
の
肝
要
な
門
で
あ
り
ま
す

す
べ
て
の
善
根
功
徳
を
ふ
り
む
け
て

す
み
や
か
に
生
と
死
を
超
え
た
身
と
な
ろ
う

（『
新
版
檀
信
徒
宝
典　
読
ん
で
わ
か
る
浄
土
宗
』・
一
六
九
頁
）

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
極
楽
浄
土
へ
通
づ
る
門
」（
井
野
周
隆
）

「
自
身
の
往
生
を
願
う
」（
工
藤
大
樹
）

「
極
楽
浄
土
へ
の
入
り
口
」（
山
田
紹
隆
）

【
参
考
】

「
善
行
を
ふ
り
向
け
る
」（「
日
々
の
お
つ
と
め
」『
浄
土
宗
新
聞
』）

「
仏
さ
ま
の
ち
か
い
で
私
た
ち
は
す
く
わ
れ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
」（『
よ
い
こ
の
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
』）
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⑤
〈
解
説
〉

阿
弥
陀
仏
に
向
け
た
回
向
文
。
日
常
勤
行
な
ど
で
唱
え
る
偈
文
。

本
誓
と
は
阿
弥
陀
仏
が
そ
の
昔
、
因
位
の
法
蔵
比
丘
で
あ
っ
た

と
き
に
発お

こ
し
た
誓
願
で
あ
り
、
偈
と
は
一
句
の
字
数
を
均
一
に

し
た
韻
文
で
あ
る
。「
弥
陀
本
誓
願　

極
楽
之
要
門　

定
散
等

回
向　

速
証
無
生
身
」（
聖
典
二
・
四
／
浄
全
二
・
一
上
）。
こ

れ
は
善
導
の『
観
経
疏
』玄
義
分
の
劈
頭
に
あ
る
十
四
行
偈（
発

願
帰
敬
偈
）
か
ら
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
が
そ
の

因
位
の
法
蔵
比
丘
で
あ
っ
た
と
き
発
し
た
四
八
の
誓
願
、
そ
れ

は
極
楽
往
生
の
た
め
の
肝
要
な
法
門
で
あ
る
。
心
を
集
中
さ
せ

て
修
め
る
善
行
も
、
心
が
散
り
乱
れ
た
ま
ま
で
修
め
る
善
行
も
、

と
も
に
こ
れ
を
行
っ
て
往
生
浄
土
の
た
め
に
回
向
し
、
す
み
や

か
に
往
生
し
て
無
生
の
身
、
す
な
わ
ち
悟
り
を
証
得
し
よ
う
、

と
い
う
定
善
と
散
善
の
諸
行
を
浄
土
往
生
の
た
め
に
ふ
り
む
け

る
回
向
の
偈
で
あ
る
。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
齊
藤
隆
信
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
五
分
法
話
二
例

１
．
仏
教
と
は
、
お
釈
迦
様
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
教
え
と
い
う

意
味
と
こ
の
私
が
仏
に
成
る
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
ご
ざ
い
ま

す
。
浄
土
宗
の
教
え
も
当
然
、
仏
教
で
す
か
ら
仏
に
成
る
こ
と
、

成
仏
を
目
指
し
ま
す
。
し
か
し
、
浄
土
宗
で
は
こ
の
世
に
お
い

て
成
仏
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
極
楽
浄
土
に
往
生
し
て
か
ら

成
仏
を
目
指
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
成
仏
を
遂
げ
る
た
め
に
も
、

ま
ず
は
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
が
段
階
的
に
求
め
ら
れ
る

の
で
す
。

小
児
科
医
で
あ
り
、
ま
た
育
児
評
論
家
で
も
あ
っ
た
松
田
道

雄
先
生
（
一
九
○
八
～
一
九
九
八
）
が
生
前
、
あ
る
本
の
中
で

こ
ん
な
事
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
�

さ
い
き
ん
、
私
達
の
夢
は
、
だ
ん
だ
ん
小
さ
く
な
っ
て
き

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
月
に
五
万
円
ぐ
ら
い
の
年
金

と
、
小
じ
ん
ま
り
し
た
自
分
の
家
と
、
バ
ラ
を
う
え
ら
れ

る
庭
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
に
私
た
ち
の
夢
が
、
固
定
し
か
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か
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
ひ
ど
く
み
す
ぼ
ら
し
い
と
思

う
で
あ
り
ま
す
。
私
達
の
先
祖
は
も
っ
と
ぜ
い
た
く
な
夢

を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
極
楽
に
必
ず
い
け
る
と
い
う
夢
は

月
に
五
万
円
の
年
金
の
夢
よ
り
も
生
き
生
き
と
し
た
も
の

で
す

（
（3
（

。

皆
さ
ん
、
如
何
で
し
ょ
う
か
。
松
田
道
雄
先
生
が
お
っ
し
ゃ

る
通
り
、
私
た
ち
現
代
人
の
夢
は
、
往
々
に
し
て
マ
イ
カ
ー
や

マ
イ
ホ
ー
ム
を
手
に
入
れ
た
い
と
い
う
、
こ
の
世
の
営
み
だ
け

に
限
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
ご
先
祖
様
は
、
こ
の
世

は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
後
の
世
を
も
射
程
に
入
れ
た
、
こ
の
世
、

後
の
世
を
か
け
た
現
当
二
世
に
わ
た
る
大
き
な
夢
を
持
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
極
楽
浄
土
に
往
生
し
た
い
と
い
う
夢

で
す
。
そ
の
極
楽
往
生
と
い
う
夢
に
向
か
っ
て
、
全
て
の
善
行

を
振
り
向
け
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
の
が
、こ
の
「
本
誓
偈
」

で
あ
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
ご
本
尊
で
あ
る
阿
弥
陀
様
は
、
遥
か
遠
い
昔
、

ま
だ
法
蔵
菩
薩
と
名
の
ら
れ
た
時
に
、「
私
は
こ
の
よ
う
な
仏

に
な
り
た
い
」
と
四
十
八
の
願
い
を
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

が
「
弥
陀
本
誓
願
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
て
、
阿
弥
陀
様

の
本
願
・
誓
願
と
い
う
意
味
で
、
実
際
に
は
四
十
八
願
の
こ
と

を
指
し
ま
す
。
そ
の
四
十
八
願
の
一
々
の
願
い
を
成
就
す
る
た

め
に
と
て
つ
も
な
く
長
い
時
間
を
か
け
ら
れ
、
難
行
・
苦
行
に

励
ま
れ
、そ
の
結
果
、阿
弥
陀
仏
と
い
う
仏
様
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
四
十
八
願
の
中
で
特
に
「
極
楽
之
要
門
」
と
極
楽
浄
土
へ

往
く
た
め
の
肝
要
な
道
と
な
る
の
が
、
第
十
八
番
目
の
「
南
無

阿
弥
陀
仏
と
念
仏
を
称
え
る
す
べ
て
の
者
を
必
ず
極
楽
浄
土
に

救
う
」
と
い
う
本
願
な
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
阿
弥
陀

様
は
、
私
た
ち
が
南
無
阿
弥
陀
仏
と
お
念
仏
を
称
え
る
だ
け
で
、

間
違
い
な
く
極
楽
浄
土
へ
往
け
る
よ
う
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
第
十
八
願
は
、
極
楽
往
生
の
た
め
の

「
要
門
」
と
い
え
る
の
で
す
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
極
楽
往
生
の

た
め
に
お
念
仏
以
外
に
も
「
す
べ
て
の
善
行
を
振
り
向
け
ま

し
ょ
う
」と
い
う
の
が「
定
散
等
回
向
」と
い
う
こ
と
で
す
。「
定

散
」
と
は
、
修
行
中
の
心
の
状
態
を
表
し
て
お
り
、
正
式
に
は
、

「
定
」
を
「
定
善
」、「
散
」
を
「
散
善
」
と
い
い
ま
す
。「
定
善
」
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と
は
、
心
が
乱
れ
る
こ
と
な
く
落
ち
着
い
た
、
精
神
が
統
一
し

た
状
態
で
行
う
善
行
の
こ
と
で
あ
り
、
反
対
に
「
散
善
」
と
は
、

心
が
散
り
散
り
バ
ラ
バ
ラ
の
散
乱
し
た
状
態
で
行
う
善
行
の
こ

と
で
す
。い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、こ
こ
で
大
切
な
こ
と
は
、

普
段
の
生
活
に
お
け
る
す
べ
て
の
善
行
を
極
楽
往
生
の
た
め
に

振
り
向
け
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
「
速
証
無
生

身
」
と
極
楽
往
生
の
夢
が
叶
い
、
こ
の
私
が
成
仏
を
遂
げ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

２
．
今
か
ら
約
二
千
五
百
年
前
の
お
釈
迦
様
ご
在
世
の
時
代
に
、

韋
提
希
夫
人
と
い
う
一
人
の
女
性
が
い
ま
し
た
。
韋
提
希
夫
人

は
、
イ
ン
ド
の
マ
カ
ダ
国
王
頻
婆
娑
羅
の
お
妃
で
し
た
が
、
な

か
な
か
後
継
ぎ
と
な
る
子
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
こ

と
を
心
配
し
た
頻
婆
娑
羅
王
は
、
占
い
師
に
み
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
占
い
師
は
、「
今
か
ら
三
年
後
に
、
山
中
で
修
行
し

て
い
る
仙
人
が
生
ま
れ
変
わ
っ
て
、
王
の
も
と
に
太
子
と
し
て

生
ま
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
」
と
予
言
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
聞
い

た
頻
婆
娑
羅
王
は
三
年
の
期
間
が
待
て
ず
、
臣
下
に
命
じ
仙
人

を
殺
害
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
時
、
仙
人
は
、「
や
が
て
太

子
と
し
て
生
ま
れ
て
、
必
ず
王
を
殺
し
て
や
る
」
と
恨
み
を
抱

い
て
こ
の
世
を
去
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
程
な
く
し
て
、
韋
提
希

夫
人
は
太
子
を
懐
妊
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
時
に
占
い
師
か
ら
、

い
ず
れ
こ
の
子
は
王
様
に
と
っ
て
災
い
と
な
る
こ
と
を
聞
か
さ

れ
ま
す
。
こ
の
事
に
不
安
を
感
じ
た
頻
婆
娑
羅
王
は
、
韋
提
希

夫
人
に
お
城
の
高
殿
か
ら
太
子
を
産
み
落
と
す
よ
う
命
じ
ま
す
。

つ
ま
り
、
韋
提
希
夫
人
に
子
殺
し
を
命
じ
た
の
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
時
、
太
子
は
奇
跡
的
に
小
指
の
骨
を
折
っ
た
だ
け
で
一
命

を
取
り
と
め
、
そ
の
後
、
太
子
は
阿
闍
世
と
名
付
け
ら
れ
、
す

く
す
く
と
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
お
釈
迦
様
の
お
弟
子
で
、
従
兄
弟
に
あ
た

る
提
婆
達
多
か
ら
阿
闍
世
は
自
分
の
出
生
の
秘
密
を
聞
か
さ
れ

ま
す
。
最
初
は
半
信
半
疑
で
あ
っ
た
阿
闍
世
も
提
婆
達
多
に
そ

そ
の
か
さ
れ
る
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
と
父
親
で
あ
る
頻
婆
娑
羅

王
に
激
し
い
憎
し
み
を
お
ぼ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
結
局
、
頻
婆
娑
羅
王
を
お
城
の
牢
獄
に
幽
閉
し
食
べ
物
や

飲
み
物
を
一
切
与
え
ず
、
餓
死
さ
せ
て
王
位
を
奪
お
う
と
し
ま
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し
た
。
今
度
は
、
子
の
親
殺
し
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
韋
提
希
夫
人
は
頻
婆
娑
羅
王
の
も
と
に
、

水
や
食
べ
物
を
阿
闍
世
に
気
づ
か
れ
ぬ
よ
う
こ
っ
そ
り
と
届
け

て
い
ま
し
た
が
、
や
が
て
、
そ
の
事
が
阿
闍
世
に
見
つ
か
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
の
事
を
知
っ
た
阿
闍
世
は
、
怒
り
狂
い
「
母

は
賊
な
り
」
と
言
っ
て
、
剣
を
抜
い
て
、
自
分
の
母
親
で
あ
る

韋
提
希
夫
人
を
殺
害
し
よ
う
と
し
ま
す
。
さ
す
が
に
こ
の
時
ば

か
り
は
、
臣
下
達
に
も
諫
め
ら
れ
、
殺
害
に
は
及
ば
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
今
度
は
韋
提
希
夫
人
ま
で
お
城
の
牢
獄
に
幽
閉
し

て
し
ま
い
ま
す
。
幽
閉
さ
れ
た
韋
提
希
は
、憔
悴
し
き
っ
て「
な

ぜ
私
は
息
子
に
こ
ん
な
目
に
遭
わ
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

か
」
と
大
変
苦
し
み
、
お
釈
迦
様
に
救
い
を
求
め
ま
す
。
そ
の

時
に
、
韋
提
希
夫
人
は
お
釈
迦
様
に
涙
な
が
ら
に
苦
悩
な
き
世

界
、
つ
ま
り
極
楽
浄
土
に
往
生
し
た
い
旨
を
訴
え
ま
す
。
こ
の

韋
提
希
夫
人
の
訴
え
に
対
し
、
お
釈
迦
様
は
、「
極
楽
之
要
門
」

と
極
楽
浄
土
の
世
界
を
お
示
し
に
な
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
た
め
に
「
定
散
等
回
向
」
と
い
わ
れ

る
よ
う
な
定
善
・
散
善
の
様
々
な
善
行
が
説
か
れ
ま
す
。
そ
の

善
行
の
中
で
も
と
り
わ
け
、
極
楽
浄
土
へ
の
要
門
と
な
る
の
が
、

「
弥
陀
本
誓
願
」、
阿
弥
陀
様
が
ご
本
願
に
誓
わ
れ
た
南
無
阿
弥

陀
仏
の
お
念
仏
な
の
で
あ
り
ま
す
。

結
局
、
韋
提
希
夫
人
は
、
こ
の
時
、
極
楽
往
生
を
願
う
こ
と

で
「
速
証
無
生
身
」
と
現
世
の
苦
悩
か
ら
救
わ
れ
て
い
く
の
で

す
が
、
こ
こ
で
大
切
な
事
は
、
韋
提
希
夫
人
が
「
厭
欣
心
」
を

起
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
厭
欣
心
と
は
、「
厭
離
穢
土
、
欣

求
浄
土
」
の
心
で
、
こ
の
世
を
厭
い
離
れ
て
、
極
楽
浄
土
を
願

う
心
で
す
。

私
た
ち
が
毎
日
を
送
っ
て
い
る
現
代
に
お
い
て
も
、
子
殺
し
、

親
殺
し
と
い
っ
た
物
騒
な
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ
の
昏

迷
極
ま
る
現
代
に
お
い
て
、
私
た
ち
も
、
ま
た
韋
提
希
夫
人
の

よ
う
に
不
安
と
孤
独
と
絶
望
の
中
で
、
苦
悩
な
き
世
界
を
求
め

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
私
た
ち
が
苦

悩
な
き
世
界
か
ら
抜
け
出
し
極
楽
浄
土
へ
通
ず
る
門
は
、
阿
弥

陀
様
の
ご
本
願
、
お
念
仏
の
み
教
え
以
外
に
な
い
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。

�

（
執
筆
者
：
井
野
周
隆
）
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◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト

・�

本
願
に
つ
い
て
お
伝
え
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

・�

三
句
目
は
「
定
善
散
善
に
よ
る
善
行
の
功
徳
を
す
べ
て
極
楽

往
生
の
た
め
に
回
向
し
」
と
い
う
解
釈
に
な
り
ま
す
が
、
あ

く
ま
で
も
本
願
に
示
さ
れ
る
の
は
念
仏
一
行
で
あ
る
こ
と
に

は
注
意
が
必
要
で
す
。

�

法
然
上
人
は
「
一
切
の
功
徳
を
み
な
極
楽
に
廻
向
せ
よ
と
い

へ
ば
と
て
、
又
念
仏
の
ほ
か
に
わ
ざ
と
功
徳
を
つ
く
り
あ
つ

め
て
廻
向
せ
よ
と
い
ふ
に
は
あ
ら
ず

（
（3
（

」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
善
行
の
功
徳
を
す
べ
て
極
楽
往
生
に
回

向
せ
よ
と
は
言
っ
て
も
、
わ
ざ
わ
ざ
お
念
仏
以
外
の
功
徳
を

往
生
の
た
め
に
積
み
、
回
向
し
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
の
で
す
。
お
念
仏
を
称
え
る
中
で
、
仏
教
徒
と
し
て
積
む

日
々
の
善
行
や
、
勤
行
式
に
お
い
て
も
修
さ
れ
る
助
業
な
ど
、

す
べ
て
皆
、
極
楽
往
生
に
振
り
向
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

・�

典
拠
で
あ
る
善
導
大
師『
観
経
疏
』十
四
行
偈
を
確
認
す
る
と
、

本
誓
偈
に
該
当
す
る
前
の
偈
か
ら
続
き
、「
我
等
愚
痴
の
身
、

曠
劫
よ
り
来こ

の
か

た
流
転
し
て
、
今
、
釈
迦
仏
の
末
法
の
遺ゆ

い

跡し
ゃ
く

た

る
、
弥
陀
の
本
誓
願
、
極
楽
の
要
門
に
逢
え
り
。
定
散
等
し

く
回
向
し
て
、
速
や
か
に
無
生
の
身
を
証
せ
ん

（
（3
（

」
と
読
み

下
さ
れ
ま
す
。こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、勤
行
式
に
お
い
て
、

釈
尊
が
末
法
に
遺
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
経
を
頂
戴
す
る
誦
経

の
後
に
、
本
誓
偈
を
唱
え
る
意
義
深
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

《
部
分
法
話
例
》

阿
弥
陀
さ
ま
は
私
た
ち
一
人
一
人
の
こ
と
を
思
い
、
お
念
仏

に
よ
り
必
ず
お
救
い
に
な
る
こ
と
を
「
誓
願
」
に
お
誓
い
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
こ
の
「
誓
願
」
を
か
な
え
て
、
今
ま
さ
に
阿
弥

陀
仏
と
し
て
、
私
た
ち
を
救
い
導
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と

が
お
経
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
も
う
す
で
に
か
な
え
ら
れ
て
い

る
誓
願
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
「
本
願
」
と
申
し
ま
す
。

阿
弥
陀
さ
ま
が
私
た
ち
一
人
一
人
の
こ
と
を
思
っ
て
く
だ
さ
り
、

本
願
に
示
さ
れ
た
の
が
お
念
仏
の
御
教
え
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
阿
弥
陀
さ
ま
の
大
き
な
お
慈
悲
の
御
心
に
応
え
、
私
た
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ち
は
心
の
底
か
ら
阿
弥
陀
さ
ま
を
信
じ
、
す
べ
て
の
良
い
行
い

を
極
楽
往
生
に
振
り
向
け
、
何
よ
り
も
お
念
仏
を
お
称
え
す
る

の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
阿
弥
陀
さ
ま
と
私
た
ち
と
の
関
係
は
、
い
わ
ば
尊
い
信

頼
関
係
で
す
。
お
念
仏
を
称
え
続
け
る
こ
と
で
、
信
頼
関
係
は

決
し
て
崩
れ
る
こ
と
な
く
、
命
終
え
る
時
に
直
接
お
迎
え
に
来

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
も
と
、
お
浄
土

に
お
い
て
、「
無
生
の
身
」
を
得
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
迷
い

の
世
界
を
ず
っ
と
生
ま
れ
死
に
繰
り
返
し
て
き
た
私
た
ち
が
、

も
う
繰
り
返
さ
な
く
て
良
い
、
さ
と
り
に
至
る
身
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
、
い
つ
も
阿
弥
陀
さ
ま

を
思
い
、
極
楽
浄
土
を
思
い
、
お
念
仏
を
お
称
え
す
る
。
阿
弥

陀
さ
ま
に
護
ら
れ
、
導
か
れ
な
が
ら
、
阿
弥
陀
さ
ま
と
と
も
に

生
き
る
日
々
を
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。 

�

（
執
筆
者
：
工
藤
大
樹
）

◆
法
話
例

「
本
誓
偈
」
に
「
弥
陀
本
誓
願　

極
楽
之
要
門
」
と
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
阿
弥
陀
様
の
本
誓
願
は
、
娑
婆
世
界
を
厭
い
離

れ
て
、
極
楽
浄
土
へ
入
る
為
の
入
り
口
で
あ
る
と
説
か
れ
ま
す
。

本
誓
願
は
、
本
願
と
誓
願
の
意
味
で
あ
り
、
誓
願
は
、
阿
弥
陀

様
が
仏
様
と
成
る
前
、
法
蔵
菩
薩
様
と
い
う
菩
薩
様
の
時
代
に
、

全
て
の
衆
生
を
救
う
仏
と
成
り
た
い
と
誓
わ
れ
た
事
で
ご
ざ
い

ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
全
て
の
衆
生
を
救
え
る
か
と
い
う
事
を
考

え
に
考
え
ら
れ
た
末
、
四
十
八
の
誓
を
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
誓
の
十
八
願
目
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
る
者
を
必
ず
極

楽
浄
土
へ
救
う
、
も
し
出
来
な
け
れ
ば
仏
と
成
ら
な
い
」
と
誓

わ
れ
た
の
で
す
。
考
え
ら
れ
た
時
間
は
五
劫
と
い
う
果
て
し
な

く
永
い
時
間
。
そ
し
て
そ
の
誓
を
成
就
さ
れ
る
為
に
さ
ら
に
永

い
時
間
を
ご
修
行
さ
れ
た
の
で
す
。
お
経
に
は
そ
の
時
間
を
不

可
思
議
兆
載
永
劫
と
説
か
れ
ま
す
。
そ
し
て
ご
修
行
に
よ
り
誓

が
成
就
さ
れ
て
、
十
劫
と
い
う
昔
に
阿
弥
陀
様
と
い
う
仏
様
と

成
ら
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
誓
が
成
就
さ
れ
、
仏
様
と
成
ら

れ
た
阿
弥
陀
様
か
ら
見
る
と
、
四
十
八
の
誓
が
昔
の
誓
と
い
う



319　常用の偈文を通した法話の研究（一）

研究成果報告

意
味
で
本
願
と
な
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
る
者
必
ず
救
う
と
い
う
本
誓
願

に
よ
り
、
私
た
ち
は
極
楽
浄
土
へ
往
生
さ
せ
て
頂
け
る
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。
お
念
仏
を
称
え
る
こ
と
こ
そ
が
極
楽
浄
土
へ
の
入

り
口
で
ご
ざ
い
ま
す
。

阿
弥
陀
様
は
、
十
劫
と
い
う
大
昔
に
阿
弥
陀
様
と
い
う
仏
様

に
成
ら
れ
、「
我
が
名
を
称
え
よ
、
必
ず
救
う
」
と
常
に
呼
び

か
け
続
け
下
さ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
私
た
ち
は
、
こ
の
事
を

知
ら
ず
気
づ
か
ず
に
六
道
輪
廻
の
世
界
を
生
ま
れ
変
わ
り
繰
り

返
し
て
来
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
今
、
阿
弥
陀
様

の
本
誓
願
に
よ
う
や
く
出
会
え
た
。
極
楽
浄
土
へ
の
要
門
に
出

会
え
た
私
た
ち
、
今
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
て
娑
婆
世

界
を
離
れ
極
楽
浄
土
へ
往
生
さ
せ
て
頂
く
事
が
大
切
な
事
で
ご

ざ
い
ま
す
。

※�

今
回
の
法
話
で
は
、
次
の
①
の
部
分
を
意
識
し
て
お
り
ま
す
。

（
法
要
で
は
、
次
の
よ
う
に
①
②
を
お
唱
え
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
）

① �

我
等
愚
痴
の
身
、
曠
劫
よ
り
来こ

の
か

た
流
転
し
て
、
今
、
釈
迦

仏
の
、
末
法
の
遺ゆ

い

跡し
ゃ
く

た
る
、
弥
陀
の
本
誓
願
、
極
楽
の
要

門
に
逢
え
り
。

② 

定
散
等
し
く
回
向
し
て
、
速
や
か
に
無
生
の
身
を
証
せ
ん
。

�

（
執
筆
者
：
山
田
紹
隆
）

「
発
願
文
」

①
〈
本
文
〉

願が
ん

弟て

子し

等と
う

臨り
ん

命み
ょ
う

終じ
ゅ
う

時じ

心し
ん

不ぷ

顚て
ん

倒ど
う

心し
ん

不ぷ

錯し
ゃ
く

乱ら
ん

心し
ん

不ぷ

失し
つ

念ね
ん

身し
ん

心じ
ん

無む

諸し
ょ

苦く

痛つ
う

身し
ん

心じ
ん

快け

楽ら
く

如に
ょ

入に
ゅ
う

禅ぜ
ん

定じ
ょ
う

聖し
ょ
う

衆じ
ゅ
う

現げ
ん

前ぜ
ん

乗じ
ょ
う

仏ぶ
つ

本ほ
ん

願が
ん

上じ
ょ
う

品ぼ
ん

往お
う

生じ
ょ
う

阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
っ

国こ
く

到と
う

彼ひ

国こ
く

已い

得と
く

六ろ
く

神じ
ん

通ず
う

入に
ゅ
う

十じ
っ

方ぽ
う

界か
い

救く

摂し
ょ
う

苦く

衆し
ゅ

生じ
ょ
う

虚こ

空く
う

法ほ
う

界か
い

尽じ
ん

我が

願が
ん

亦や
く

如に
ょ

是ぜ

発ほ
つ

願が
ん

已に

至し

心し
ん

帰き

命み
ょ
う

阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ　

（『
浄
土
宗
法
要
集
』
下
・
八
八
頁
）

②
〈
訓
読
〉

願
わ
く
は
弟
子
等　

命
終
の
時
に
臨
ん
で
、
心こ

こ
ろ

顛
倒
せ
ず
、
心

錯
乱
せ
ず
、
心
失
念
せ
ず
。
身し

ん

心じ
ん

に
諸

も
ろ
も
ろ

の
苦
痛
な
く
、
身
心
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快
楽
に
し
て
、
禅
定
に
入
る
が
如
く
、
聖し

ょ
う

衆じ
ゅ

現
前
し
た
ま
い
、

仏
の
本
願
に
乗
じ
て
、
阿
弥
陀
仏
国
に
上
品
往
生
せ
し
め
た
ま

え
。

彼
の
国
に
到
り
已お

わ
っ
て
、
六
神
通
を
得
て
、
十
方
界
に
入か

え
っ
て
、

苦
の
衆
生
を
救
摂
せ
ん
。
虚
空
法
界
尽
き
ん
や
、
我
が
願
も
亦ま

た

是か
く

の
如
く
な
ら
ん
。
発
願
し
已
ん
ぬ
。
至
心
に
阿
弥
陀
仏
に
帰

命
し
た
て
ま
つ
る
。

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　
付
・
阿
弥
陀
経 

真
身
観
文 

般
若
心

経
』・
八
二
頁
）

③
〈
現
代
語
訳
〉

私
ど
も
往
生
極
楽
を
期
し
て
い
る
者
は
、
こ
の
よ
う
に
願
っ
て

お
り
ま
す
。

「
命
が
終
わ
る
時
に
は
、ど
う
か
心
が
う
ろ
た
え
ま
せ
ん
よ
う
に
、

ど
う
か
心
が
乱
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
、
ど
う
か
心
が
お
ぼ
ろ
げ
に

な
り
ま
せ
ん
よ
う
に
。
そ
し
て
、
ど
う
か
身
心
と
も
に
何
の
苦

痛
も
な
く
、
喜
び
に
満
ち
、
あ
た
か
も
禅
定
に
入
っ
た
よ
う
に

お
だ
や
か
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
阿
弥
陀
仏
は
じ
め
、
多
く
の

菩
薩
方
を
現
前
に
拝
す
る
こ
と
が
で
き
、阿
弥
陀
仏
の
本
願（
他

力
）
の
船
に
乗
せ
て
い
た
だ
い
て
、
極
楽
浄
土
の
最
高
の
位
に

往
生
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
」
と
。

極
楽
浄
土
に
往
生
し
た
な
ら
、
六
つ
の
優
れ
た
能
力
を
得
て
、

あ
ら
ゆ
る
迷
い
の
世
界
に
還
っ
て
、
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
人
々

を
救
い
、
お
念
仏
に
ご
縁
を
結
ば
し
め
、
皆
を
お
浄
土
に
導
こ

う
と
思
い
ま
す
。

す
べ
て
を
包
み
こ
ん
で
い
る
こ
の
広
大
な
世
界
に
は
際
限
と
い

う
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
（
い
や
あ
り
ま
せ
ん
）。
そ
れ
と

同
様
に
、
私
ど
も
の
願
い
も
ま
た
、
際
限
な
ど
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

以
上
、
私
ど
も
の
願
い
と
誓
い
を
申
し
述
べ
ま
し
た
。

心
か
ら
阿
弥
陀
仏
に
お
願
い
し
、
お
ま
か
せ
い
た
し
ま
す
。

（『
浄
土
宗　

毎
日
の
お
つ
と
め
』・
三
○
頁
）

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
極
楽
浄
土
か
ら
の
見
守
り
、
導
き
」（
井
野
周
隆
）

「
す
べ
て
の
人
を
救
い
た
い
」（
井
野
周
隆
）

「
念
仏
者
の
つ
と
め
」（
井
野
周
隆
）



321　常用の偈文を通した法話の研究（一）

研究成果報告

「
仏
教
徒
の
究
極
の
願
い
」（
大
髙
源
明
）

「
念
仏
者
の
切
な
る
願
い
」（
宮
入
良
光
）

⑤
〈
解
説
〉

阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
往
生
し
た
い
、
ま
た
衆
生
を
救
済
し
た
い

と
願
う
文
。
誓
願
や
志
を
お
こ
し
、
そ
の
成
就
を
祈
念
し
て
記

す
願
文
を
広
く
「
発
願
文
」
と
い
う
場
合
も
あ
る
。
浄
土
宗
に

お
い
て
勤
行
等
の
際
に
用
い
ら
れ
る
「
発
願
文
」
は
、
善
導
の

『
往
生
礼
讃
』
日
没
礼
讃
偈
の
末
尾
（
浄
全
四
・
三
六
○
上
／

正
蔵
四
七・四
四
○
下
）に
記
さ
れ
て
い
る
。
善
導
が『
仏
名
経
』

や
智
顗
の
『
法
華
三
昧
懺
儀
』
の
浄
土
思
想
を
根
底
と
す
る
五

悔
を
も
と
に
作
り
上
げ
た
と
考
え
ら
れ
、「
臨
終
正
念
」「
聖
衆

来
迎
」「
上
品
往
生
」
な
ど
の
往
相
回
向
と
、「
得
六
神
通
」「
入

十
方
界
」「
救
摂
苦
衆
生
」
な
ど
の
還
相
回
向
を
そ
の
内
容
と

す
る
。
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
に
よ
っ
て
、
来
迎
正
念
の
後
に
浄

土
に
往
生
し
て
阿
弥
陀
仏
を
見
奉
り
て
、
六
神
通
を
得
て
、
穢

土
に
還
っ
て
衆
生
を
救
お
う
と
い
う
の
が
、
浄
土
宗
徒
の
発
願

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
加
藤
芳
樹
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
五
分
法
話
例
（
特
に
「
発
願
文
」
後
半
に
絞
っ
て
）

よ
く
葬
儀
の
弔
辞
、
弔
電
の
際
に
、
亡
き
故
人
に
対
し
「
天

国
で
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
表
現
が
な
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
生
前
に
南
無
阿
弥
陀
仏
と
お
念
仏
を
称
え
亡

く
な
っ
た
皆
さ
ん
の
ご
先
祖
様
は
、
け
っ
し
て
天
国
で
安
ら
か

に
眠
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
ご

先
祖
様
は
、
今
、
極
楽
浄
土
と
い
う
世
界
で
、
阿
弥
陀
様
の
も

と
仏
様
に
な
る
ご
修
行
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
の
で
す
。
そ
し
て
、

さ
ら
に
「
発
願
文
」
後
半
の
中
で
「
彼
の
国
に
到
り
已
っ
て
、

六
神
通
を
得
て
、
十
方
界
に
入
っ
て
、
苦
の
衆
生
を
救
摂
せ
ん
」

と
あ
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
ご
先
祖
様
は
六
神
通
と
い
う
六
つ

の
不
思
議
な
み
力
を
得
て
、
再
び
こ
の
世
に
還
っ
て
き
て
、
悩

み
苦
し
む
私
た
ち
を
救
お
う
と
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。

ち
な
み
に
、
六
神
通
と
呼
ば
れ
る
六
つ
の
不
思
議
な
み
力
と
は
、

①
ど
こ
に
で
も
行
け
る
能
力
（
神
足
通
）、
②
全
て
の
事
を
見
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通
せ
る
能
力
（
天
眼
通
）、
③
如
何
な
る
音
、
声
で
も
聴
け
る

能
力
（
天
耳
通
）、
④
相
手
の
心
中
を
察
せ
る
能
力
（
他
心
通
）、

⑤
過
去
世
を
認
識
す
る
能
力
（
宿
命
通
）、
⑥
煩
悩
を
滅
す
る

能
力
（
漏
尽
通
）
で
す
。

で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
が
弔
辞
、
弔
電
を
捧
げ
る
際
に
は
、「
天

国
で
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
」
で
は
な
く
、「
極
楽
浄
土

か
ら
見
守
り
く
だ
さ
い
」
で
あ
る
と
か
、「
極
楽
浄
土
か
ら
お

導
き
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
表
現
を
お
使
い
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
、「
発
願
文
」
を

お
唱
え
す
る
際
に
、
私
た
ち
も
い
ず
れ
極
楽
浄
土
に
往
生
し
て
、

す
べ
て
の
人
々
を
救
い
た
い
と
い
う
願
い
を
発
す
こ
と
が
大
切

な
の
で
す
。
つ
ま
り
、
お
念
仏
を
信
仰
す
る
私
た
ち
は
、
自
分

だ
け
が
極
楽
往
生
を
果
た
せ
ば
い
い
の
で
は
な
く
、
遺
さ
れ
た

人
々
に
対
し
て
も
、
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
て
い
く
。
こ
れ
が
、

大
乗
仏
教
で
説
く
利
他
の
精
神
で
あ
り
、
ま
た
法
然
上
人
が

お
っ
し
ゃ
っ
た
浄
土
の
菩
提
心

（
（3
（

な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
二
三
年
、
四
月
二
一
日
、
東
日
本
大
震
災
に
見
舞
わ
れ

て
か
ら
四
一
日
後
に
、「
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
」
の
元
メ
ン
バ
ー

で
女
優
の
田
中
好
子
さ
ん
が
乳
癌
の
た
め
五
五
歳
の
若
さ
で
こ

の
世
を
旅
立
ち
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
田
中
好
子
さ
ん
は
、「
亡

き
後
も
被
災
さ
れ
た
方
々
の
お
役
に
立
ち
た
い
。
そ
れ
が
私
の

務
め
で
す
」
と
い
っ
た
趣
旨
の
言
葉
を
肉
声
テ
ー
プ
に
遺
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
言
葉
は
、
ま
さ
に
「
苦
の
衆
生
を
救
摂
せ
ん
」

と
い
う
『
発
願
文
』
の
心
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
念
仏
者
の

務
め
と
し
て
私
た
ち
も
常
平
生
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
願
い
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。つ
ま
り
、お
念
仏
を
信
仰
す
る
私
た
ち
は
、

極
楽
浄
土
に
往
生
し
て
か
ら
も
遺
さ
れ
た
人
々
を
見
守
り
、
最

終
的
に
は
す
べ
て
の
人
々
を
極
楽
浄
土
に
導
く
と
い
う
使
命
が

残
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

�

（
執
筆
者
：
井
野
周
隆
）

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
と
法
話
例

・�

冒
頭
の
願
弟
子
等
の
弟
子
と
は
出
家
在
家
を
問
わ
ず
、
三
随

順
（
（3
（

の
真
の
仏
弟
子
の
こ
と
で
あ
り
ま
す

（
（4
（

。
す
な
わ
ち
「
発

願
文
」
は
、
仏
教
徒
の
究
極
の
願
い
を
表
明
す
る
も
の
で
す
。

・�

良
忠
上
人
は
こ
の
文
を
往
相
願
と
還
相
願
の
二
つ
に
大
分
し
、
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願
弟
子
等
よ
り
上
品
往
生
阿
弥
陀
仏
国
ま
で
を
往
相
、
以
下

を
還
相
と
さ
れ
て
い
ま
す

（
（4
（

。
短
い
法
話
で
は
ど
ち
ら
に
重

点
を
置
く
か
を
決
め
て
話
す
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
著
者
を
知

ら
な
い
方
も
あ
る
の
で
、
善
導
大
師
の
御
作
で
あ
る
こ
と
に

も
一
言
触
れ
た
い
も
の
で
す
。

《
五
分
法
話
例
》（
特
に
「
発
願
文
」
前
半
に
絞
っ
て
）

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
リ
ス
ト
や
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で

一
流
選
手
と
言
わ
れ
る
方
は
小
さ
な
頃
か
ら
目
標
実
現
を
願
い
、

そ
れ
を
達
成
し
て
い
る
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
強
い

願
い
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
途
中
で
挫
折
す
る
こ
と
な
く
、
努
力

を
重
ね
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
し
ょ
う
。

「
発
願
文
」
は
仏
教
徒
と
し
て
の
究
極
の
目
標
を
阿
弥
陀
様

の
御
前
で
願
う
御
文
で
す
。
仏
教
徒
と
し
て
の
究
極
の
目
標
と

は
、
西
方
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
で
あ
り
、
そ
こ
で
阿
弥
陀
様
に

立
派
な
仏
菩
薩
に
お
育
て
い
た
だ
き
、
再
び
迷
い
の
世
界
に

還
っ
て
悩
み
苦
し
む
人
々
を
救
う
こ
と
で
す
。
こ
の
御
文
は
善

導
大
師
が
著
さ
れ
た
も
の
で
、
私
た
ち
は
日
々
拝
読
し
、
念
仏

を
続
け
て
い
く
励
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
発
願
文
」
の
前
半
で
は
、
西
方
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
を
願

い
ま
す
。
命
終
る
時
に
阿
弥
陀
様
や
諸
菩
薩
の
お
迎
え
を
受
け

て
身
と
心
に
諸
々
の
苦
痛
な
く
、
穏
や
か
に
、
心
は
静
か
な
落

ち
着
い
た
境
地
に
入
り
、
本
願
力
に
よ
っ
て
往
生
せ
し
め
た
ま

え
と
願
い
ま
す
。

自
分
の
最
後
が
苦
し
み
少
な
く
、
少
し
で
も
安
ら
か
な
ら
ん

こ
と
を
望
ま
な
い
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
ピ
ン

コ
ロ
地
蔵
等
に
お
参
り
す
る
人
が
絶
え
な
い
の
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
法
然
上
人
は
死
と
い
う
も
の
は
思
い
通
り
に
な
ら
ず

（
（4
（

、

ま
た
断
末
魔
の
苦
し
み
は
無
数
の
限
り
な
い
病
が
身
を
責
め
、

百
千
の
鉾
や
剣
で
身
を
切
り
裂
く
よ
う
で
あ
る
と
説
い
て
お
ら

れ
ま
す

（
（4
（

。
そ
の
よ
う
な
時
に
平
生
念
仏
を
称
え
て
い
る
人
の

元
に
は
阿
弥
陀
様
が
必
ず
お
迎
え
く
だ
さ
り
、
身
心
の
苦
痛
が

消
え
、
一
瞬
に
し
て
お
浄
土
に
導
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

た
だ
死
の
苦
し
み
を
除
く
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
浄
土
に

往
生
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
後
は
大
菩
薩
方
と
変
わ
ら
な
い
金
色

の
姿
と
な
っ
て
、
懐
か
し
い
人
々
と
共
に
仏
道
修
行
に
精
進
し
、
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覚
り
の
力
で
あ
る
神
通
力
を
身
に
つ
け
、
迷
い
の
世
界
で
悩
み

苦
し
む
人
々
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
り
が
た
く
も
、
念

仏
者
は
こ
の
よ
う
な
未
来
像
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

あ
る
都
内
の
浄
土
宗
寺
院
の
御
住
職
は
、
戦
時
中
、
戦
地
に

赴
く
檀
信
徒
の
若
者
に
「
発
願
文
」
を
授
け
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
中
の
一
人
、
小
松
さ
ん
か
ら
、
ご
法
事
の
席
で
直
接
伺
っ

た
話
で
す
。
小
松
さ
ん
は
召
集
令
状
が
届
い
て
か
ら
思
う
と
こ

ろ
あ
っ
て
菩
提
寺
に
墓
参
り
に
出
か
け
ま
し
た
。
す
る
と
出
征

の
話
を
聞
い
た
御
住
職
が
小
松
さ
ん
を
堂
内
に
呼
び
止
め
、「
万

が
一
、
敵
弾
に
倒
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称

え
る
者
は
、
阿
弥
陀
様
が
必
ず
迎
え
に
来
て
お
浄
土
に
救
い

取
っ
て
く
だ
さ
る
」
と
言
っ
て
「
発
願
文
」
を
授
け
ま
し
た
。

小
松
さ
ん
は
、
戦
地
で
は
頂
い
た
御
文
を
身
に
着
け
、
寝
る

前
に
は
必
ず
お
念
仏
と
共
に
拝
読
し
ま
し
た
。「
発
願
文
」
に

よ
っ
て
決
死
の
覚
悟
の
中
、
心
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
が
で
き
た

と
言
い
ま
す
。

幸
い
な
こ
と
に
無
事
に
日
本
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

あ
れ
以
来
、
お
念
仏
と
「
発
願
文
」
の
拝
読
は
欠
か
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
松
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。「
平
和
な
世
の
中
に
な
っ
た
と
は
言
え
、
い
つ
死
ぬ
か
わ

か
ら
な
い
の
は
戦
地
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
阿
弥
陀
様
の
お
迎
え

を
受
け
て
そ
の
死
が
安
ら
か
な
こ
と
を
、
必
ず
お
浄
土
に
往
生

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
立
派
な
仏
さ
ん
に
な
っ
て
、
こ
の
国
の
行

く
末
を
見
守
っ
て
い
け
ま
す
よ
う
日
々
願
っ
て
お
り
ま
す
」

小
松
さ
ん
は
七
年
ほ
ど
前
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
喪
中

の
便
り
で
そ
の
死
を
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
ご
家
族
に

最
後
の
様
子
を
お
尋
ね
し
ま
す
と
、
皆
さ
ん
に
見
守
ら
れ
安
ら

か
に
ご
往
生
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
そ
の
死
に
顔
は
仏
様
の
よ
う

に
穏
や
か
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
小
松
さ
ん
の
七
十
年
来
の
願

い
が
叶
っ
た
時
で
あ
り
ま
し
た
。

仏
教
徒
と
し
て
の
究
極
の
願
い
を
日
々
心
新
た
に
拝
読
し
て
、

念
仏
相
続
の
励
み
と
し
、
命
終
の
時
に
は
浄
土
往
生
の
大
願
を

成
就
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

【
参
考
文
献
】

『
往
生
礼
讃
私
記
』（
良
忠
著
、
浄
全
四
所
収
）
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『
發
願
文
講
説
』（
法
洲
著
、『
大
日
比
三
師
講
説
集
』上
巻
所
収
）

『
發
願
文
講
話
』（
林
隆
碩
著
、
月
か
げ
社
、
一
九
三
五
）

『
發
願
文
私
記
』（
前
田
聴
瑞
著
、
一
心
寺
、
一
九
五
五
）

『�

発
願
文
入
門
』（
藤
堂
俊
章
著
、浄
土
宗
布
教
師
会
近
畿
支
部
、

一
九
七
七
）

成
田
貞
寛
著
「
発
願
文
の
こ
こ
ろ
ー
往
相
と
還
相
」（
佛
教
大

学
宗
教
部
編
『
善
導
大
師　
信
仰
と
生
活
』
所
収
、一
九
七
九
）

『�

発
願
文　

善
導
大
師
が
説
か
れ
た
往
生
と
成
仏
』（
深
貝
慈

孝
著
、
浄
土
宗
、
一
九
九
五
）

�

（
執
筆
者
：
大
髙
源
明
）

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト

・�

善
導
大
師
『
往
生
礼
讃
』
の
中
で
、「
発
願
文
」
は
「
日
没

礼
讃
」
の
最
後
に
記
さ
れ
て
お
り
、「
発
願
文
」
の
直
前
に

は
「
日
没
無
常
偈
」
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
六
時
礼

讃
を
お
勤
め
す
る
時
に
は
、「
発
願
文
」
は
、
各
無
常
偈
の

後
に
お
唱
え
す
る
御
文
と
な
り
ま
す
。

�

『
往
生
礼
讃
』
は
、
そ
の
冒
頭
に
「
一
切
の
衆
生
を
勧
め
て

西
方
極
楽
世
界
の
阿
弥
陀
仏
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ぜ
し
む
る
六

時
礼
讃
の
偈

（
（4
（

」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
阿
弥
陀
仏
お
よ
び

極
楽
の
聖
衆
を
讃
歎
礼
拝
し
、
懺
悔
し
、
発
願
す
る
内
容
を

し
っ
か
り
頂
戴
し
た
う
え
で
（
せ
め
て
各
無
常
偈
を
よ
く
よ

く
味
わ
っ
た
う
え
で
）、「
発
願
文
」
の
法
話
に
臨
み
た
い
も

の
で
す
。

参
考
と
し
て
、「
日
没
無
常
偈
」
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

　
こ
れ
を
聴
け
。

　
日
没
の
無
常
偈
だ
。

　
人
は
あ
く
せ
く
と
日
々
を
い
と
な
み

　
い
つ
か
来
る
死
に
つ
い
て
考
え
な
い
。

　
風
に
揺
れ
る
と
も
し
び
の
よ
う
に

　
は
か
な
い
命
で
あ
る
。

　
死
に
変
わ
り
生
き
変
わ
り
つ
な
が
っ
て
い
く
縁
で
あ
る
。

　
ま
だ
さ
と
ら
な
い
の
か
。

　
苦
し
み
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
の
か
。

　
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
安
穏
と
し
て
い
ら
れ
る
の
か
。
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お
そ
れ
は
な
い
の
か
。

　
こ
れ
を
聴
け
。

　
強
く
て
健
康
で
気
力
の
み
な
ぎ
る
う
ち
に

　
死
に
つ
い
て
考
え
て
お
け
。

　

�（
伊
藤
比
呂
美
著
『
読
み
解
き
「
般
若
心
経
」』・
八
二
―

八
三
頁
）

・
来
迎
引
接

私
た
ち
は
死
に
臨
ん
で
、
心
身
の
苦
痛
に
せ
ま
ら
れ
、
三
種

の
愛
心

（
（4
（

が
強
く
起
こ
る
と
い
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
阿
弥
陀

様
は
、大
光
明
を
放
っ
て
私
た
ち
の
前
に
現
れ
て
下
さ
り
、直
々

に
三
種
の
愛
心
を
亡
ぼ
し
て
下
さ
い
ま
す
。「
心
顛
倒

（
（4
（

せ
ず
、

心
錯
乱
せ
ず
、
心
失
念
せ
ず
。
身
心
に
諸
の
苦
痛
な
く
」、
た

だ
「
帰
敬
の
念
の
外
に
は
他
念
無
し

（
（4
（

」
と
い
う
心
を
起
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
安
心
し
て
命
終
と
極
楽
往
生
を
遂
げ
ら
れ
る
の

で
す
。

詩
人
の
伊
藤
比
呂
美
さ
ん
は
、「
発
願
文
」
を
訳
さ
れ
た
著

書
の
中
で
、

　

�

気
の
せ
い
や
思
い
込
み
じ
ゃ
な
く
、
仏
さ
ま
や
菩
薩
さ
ま

が
目
の
前
に
ほ
ん
と
に
現
れ
て
く
だ
さ
る
か
ら
こ
そ
浄
土

に
行
け
る
と
い
う
の
が
「
発
願
文
」
の
意
味
な
ん
だ
と
思

い
ま
し
た
。
不
信
心
者
と
し
て
信
心
に
つ
い
て
考
え
な
が

ら
、
背
筋
が
ぴ
し
と
伸
び
た
気
が
し
ま
す
。

　

�（『
い
つ
か
死
ぬ
、
そ
れ
ま
で
生
き
る
わ
た
し
の
お
経
』・

一
九
二
頁
）

と
思
い
を
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
こ
そ
背
筋
が
伸
び
る

思
い
が
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に「
発
願
文
」は
、や
が
て
必
ず
来
る
自
身
の「
死
」

を
見
据
え
て
、
強
く
強
く
阿
弥
陀
様
の
来
迎
を
願
う
御
文
な
の

で
す
。
年
回
法
要
で
は
、
極
楽
へ
の
お
迎
え
を
い
た
だ
い
た
故

人
様
の
安
ら
か
な
臨
終
の
際
を
思
い
起
こ
し
、
共
々
に
来
迎
引

接
を
願
い
お
念
仏
を
お
称
え
す
る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
す
。

【
参
考
】

「
そ
の
人
命
終
の
時
に
臨
ん
で
、
阿
弥
陀
仏
、
諸
も
ろ
も
ろ
の

聖
衆
と
と
も
に
、
現
に
そ
の
前
に
在
ま
し
ま
す
。
こ
の
人
終
わ
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る
時
、
心
顚
倒
せ
ず
、
す
な
わ
ち
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
国
土
に
往

生
す
る
こ
と
を
得
」（『
阿
弥
陀
経
』、
聖
典
一・三
一
八
―
九
頁
）

「
諸
仏
の
な
か
に
弥
陀
に
帰
し
奉
る
は
、三
念
五
念
に
至
る
ま
で
、

自
ら
来
迎
し
給
う
故
な
り
」（『
一
紙
小
消
息
』、
聖
典
六
・
二

八
六
頁
）

「
先
ず
臨
終
正
念
の
た
め
に
来
迎
し
た
ま
え
り
。
い
わ
ゆ
る
疾

苦
身
に
逼
り
て
ま
さ
に
死
な
ん
と
欲
す
る
時
、
必
ず
境
界
・
自

体
・
当
生
の
三
種
の
愛
心
起
こ
る
な
り
。
し
か
る
に
阿
弥
陀
如

来
大
光
明
を
放
ち
て
行
者
の
前
に
現
じ
た
ま
う
時
、
未
曽
有
の

事
な
る
故
に
、
帰
敬
の
心
の
外
に
は
他
念
無
し
。
し
か
れ
ば
三

種
愛
心
を
亡
ぼ
し
て
更
に
起
こ
る
こ
と
無
し
。
か
つ
は
ま
た
仏
、

行
者
に
近
づ
き
た
ま
い
て
加
持
護
念
し
た
ま
う
が
故
な
り
。
称

讃
浄
土
経
に
は
慈
悲
加
祐
し
て
心
を
乱
ら
ざ
ら
し
め
て
、
す
で

に
命
を
捨
て
お
わ
り
て
、
即
ち
往
生
を
得
て
不
退
転
に
住
す
と

説
き
、
阿
弥
陀
経
に
は
阿
弥
陀
仏
、
諸
の
聖
衆
と
と
も
に
現
に

そ
の
前
に
在
ま
し
ま
す
、
こ
の
人
終
る
時
、
心
顚
倒
せ
ず
、
す

な
わ
ち
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
国
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
と
説
け

り
。
令
心
不
乱
と
心
不
顚
倒
と
は
、
す
な
わ
ち
正
念
に
住
せ
し

む
る
の
義
な
り
。
し
か
れ
ば
臨
終
正
念
な
る
が
故
に
来
迎
し
た

ま
う
に
は
あ
ら
ず
、
来
迎
し
た
ま
う
が
故
に
臨
終
正
念
な
り
と

い
う
義
明
ら
か
な
り
」（
法
然
上
人
『
逆
修
説
法
』
一
七
日
、

昭
法
全
・
二
三
四
頁
）

・
還
相

阿
弥
陀
様
の
来
迎
を
い
た
だ
い
て
極
楽
に
往
生
さ
せ
て
い
た

だ
け
た
な
ら
ば
、
帰
敬
の
念
を
も
っ
て
、
ま
さ
に
阿
弥
陀
様
の

よ
う
な
慈
悲
深
く
て
衆
生
済
度
の
御
力
を
持
っ
た
仏
を
目
指
す

こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
修
行
を
進
め
神
通
力
を
得
て
、

私
た
ち
が
今
い
る
よ
う
な
、
苦
し
み
や
悲
し
み
に
満
ち
た
世
界

の
方
た
ち
を
こ
の
手
で
救
い
導
く
こ
と
を
、
共
に
願
い
ま
す
。

厳
密
な
意
味
で
の
「
還
相
」
は
、
仏
様
や
高
位
の
菩
薩
様
が
、

敢
え
て
娑
婆
世
界
の
身
を
受
け
て
そ
こ
に
生
ま
れ
、
衆
生
済
度

に
励
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
極
楽
で
ど
れ
ほ
ど
の
修

行
期
間
を
過
ご
せ
ば
「
還
相
」
が
可
能
と
な
る
の
か
は
、
当
人



328

の
機
根
に
も
よ
り
ま
す
し
、
凡
夫
の
知
が
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
年
回
法
要
で
は
、
故
人
様
か
ら
の
日
々

の
お
見
守
り
や
、
人
と
し
て
の
よ
り
良
い
歩
み
や
仏
道
お
よ
び

念
仏
生
活
へ
の
お
導
き
を
願
い
つ
つ
、
極
楽
で
の
再
会
を
お
誓

い
す
る
旨
を
し
っ
か
り
お
伝
え
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
参
考
】

「
回
向
に
二
種
の
相
有
り
。
一
は
往
相
、
二
は
還
相
。
往
相
と

は
己
が
功
徳
を
以
て
一
切
の
衆
生
に
回
施
し
て
、
共
に
彼
の
阿

弥
陀
如
来
の
安
楽
浄
土
に
往
生
せ
ん
と
作
願
す
る
な
り
。
還
相

と
は
彼
の
土
に
生
じ
已
お
わ
っ
て
、
奢し

ゃ
摩ま

他た

、
毘び

婆ば

舎し
ゃ

那な

を
得

て
、
方
便
力
を
成
就
し
ぬ
れ
ば
、
生
死
の
稠ち

ゅ
う

林り
ん

に
回
入
し
、
一

切
の
衆
生
を
教
化
し
て
共
に
仏
道
に
向
か
う
」（
曇
鸞
大
師
『
往

生
論
註
』、
浄
全
一
・
二
三
九
頁
下
ー
二
四
○
頁
上
）

「
回
向
と
言
う
は
、
か
の
国
に
生
じ
已
っ
て
、
還
っ
て
大
悲
を

起
こ
し
、
生
死
に
回
入
し
て
衆
生
を
教
化
す
る
を
、
ま
た
回
向

と
名
づ
く
」（
善
導
大
師
『
観
経
疏
』
散
善
義
、
聖
典
二
・
二

九
九
～
三
○
○
頁
／
浄
全
二
・
六
○
頁
下
ー
六
一
頁
上
）

「
極
楽
へ
一
度
生
ま
れ
そ
う
ら
い
ぬ
れ
ば
永
く
こ
の
世
に
還
る

事
そ
う
ら
わ
ず
。
み
な
仏
に
成
る
事
に
て
そ
う
ろ
う
な
り
。
た

だ
し
人
を
導
か
ん
た
め
に
は
故
に
還
る
事
も
そ
う
ろ
う
。
さ
れ

ど
も
生
死
に
回め

ぐ
る
人
に
て
は
そ
う
ら
わ
ず
」（『
一
百
四
十
五
箇

条
問
答
』、
聖
典
四
・
四
五
六
頁
／
昭
法
全
・
六
五
二
頁
）

【
参
考
文
献
】

『
善
導　

六
時
礼
讃
―
浄
土
へ
の
願
い
』（
原
口
弘
之
・
宇
野

光
達
著
、
春
秋
社
、
二
○
一
四
）

�

（
執
筆
者
：
宮
入
良
光
）

【
参
考
】「
発
願
文
」
語
句
の
読
み
替
え
に
つ
い
て

研
究
員
の
中
で
は
、
参
集
の
方
に
と
っ
て
意
味
が
聴
き
取
り
易

い
よ
う
に
と
、
左
記
の
よ
う
に
語
句
を
読
み
替
え
て
い
る
例
が

あ
っ
た
。
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・
研
究
員
１
の
場
合

「
命
終
の
時
」
→
「
い
の
ち
終
わ
る
時
」

「
身
心
に
諸
々
の
」
→
「
身
に
心
に
諸
々
の
」

「
聖
衆
現
前
し
た
ま
い
」
→
「
阿
弥
陀
如
来
・
菩
薩
等
、
聖
衆

現
前
し
た
ま
い
」

「
阿
弥
陀
仏
国
」
→
「
西
方
極
楽
浄
土
」

「
苦
の
衆
生
を
救
摂
せ
ん
」
→
「
苦
の
衆
生
を
救
い
た
て
ま
つ

ら
ん
」

・
研
究
員
２
の
場
合

願
わ
く
は
弟
子
等
、
命
終
え
る
の
時
に
臨
み
て
、
心
顛
倒
せ

ず
、
心
錯
乱
せ
ず
、
心
失
念
せ
ず
。
身
と
心
に
苦
痛
な
く
、
身

と
心
快
楽
に
し
て
、
禅
定
に
入
る
が
如
く
、
阿
弥
陀
仏
、
観
音

菩
薩
、
勢
至
菩
薩
、
諸
大
菩
薩
、
来
た
り
迎
え
給
え
。
阿
弥
陀

仏
の
本
願
の
力
に
乗
じ
て
、
西
方
極
楽
浄
土
に
往
生
せ
し
め
給

え
。か

の
国
に
至
り
て
六
神
通
を
得
て
、
十
方
界
に
入
っ
て
苦
の

衆
生
を
救
摂
せ
ん
。
虚
空
法
界
盡
き
ん
や
、
我
が
願ね

が
い
も
か
く

の
如
く
な
ら
ん
。
発
願
し
お
わ
ん
ぬ
。
至
心
に
阿
弥
陀
仏
に
帰

命
し
た
て
ま
つ
る
。

※�

通
夜
葬
儀
の
廻
向
の
際
、
戒
名
を
読
み
、「
神
超
浄
域
」
の

御
文
の
前
に
、「
願
わ
く
は
阿
弥
陀
仏
来
た
り
迎
え
給
い
て
、

西
方
極
楽
浄
土
に
往
生
せ
し
め
給
え
」
と
拝
読
致
し
ま
す
。

度
々
こ
の
御
文
を
拝
読
し
ま
す
の
で
、「
発
願
文
」
も
こ
れ

に
あ
わ
せ
て
読
み
替
え
て
お
り
ま
す
。

「
摂
益
文
」

①
〈
偈
文
〉

光こ
う

明み
ょ
う

徧へ
ん

照じ
ょ
う　

十じ
っ

方ぽ
う

世せ

界か
い　

念ね
ん

仏ぶ
つ

衆し
ゅ

生じ
ょ
う　

摂せ
っ

取し
ゅ

不ふ

捨し
ゃ　

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　

付
・
阿
弥
陀
経　

真
身
観
文　

般

若
心
経
』・
一
七
頁
）

②
〈
訓
読
〉

如
来
の
光
明
は
徧あ

ま
ね

く
十
方
世
界
を
照
ら
し
て
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念
仏
の
衆
生
を
摂
取
し
て
捨
て
た
ま
わ
ず

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　

付
・
阿
弥
陀
経　

真
身
観
文　

般

若
心
経
』・
六
七
頁
）

③
〈
現
代
語
訳
〉

阿
弥
陀
さ
ま
の
光
明
は　
く
ま
な
く
す
べ
て
の
世
界
を
照
ら
し

念
仏
す
る
人
々
を　
必
ず
救
い
と
る
の
で
あ
り
ま
す

（『
新
版
檀
信
徒
宝
典　
読
ん
で
わ
か
る
浄
土
宗
』・
一
七
四
頁
）

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
阿
弥
陀
さ
ま
の
み
光
と
お
救
い
」（
岩
井
正
道
）

「
我
ら
念
仏
の
衆
生
を
救
い
給
う
」（
宮
入
良
光
）

「
常
に
照
ら
し
て
下
さ
る
」（
宮
田
恒
順
）

「
光
明
に
抱
か
れ
て
」（
宮
田
恒
順
）

【
参
考
】

「
お
つ
と
め
の
要
」（「
日
々
の
お
つ
と
め
」『
浄
土
宗
新
聞
』）

「
仏
さ
ま
は
お
念
仏
を
と
な
え
る
人
す
べ
て
を
す
く
っ
て
く
だ

さ
い
ま
す
」（『
よ
い
こ
の
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
』）

⑤
〈
解
説
〉

念
仏
を
称
え
る
衆
生
が
阿
弥
陀
仏
の
光
明
に
照
ら
さ
れ
、
利
益

を
蒙
る
と
い
う
偈
文
。「
光
明
徧
照　

十
方
世
界　

念
仏
衆
生　

摂
取
不
捨
」。
出
典
は
『
観
経
』
第
九
真
身
観
。「
光
明
、
徧
く

十
方
世
界
を
照
ら
し
て
、
念
仏
の
衆
生
を
摂
取
し
て
捨
て
た
ま

わ
ず
」（
聖
典
一
・
三
○
○
／
浄
全
一
・
四
四
）
と
書
き
下
す
。

本
偈
文
を
法
要
に
お
い
て
書
き
下
し
で
読
む
場
合
は
「（
阿
弥

陀
）
如
来
の
光
明
は
」
と
発
声
す
る
。
日
常
勤
行
式
に
お
い
て

「
念
仏
一
会
」
の
前
に
用
い
る
偈
文
。
ま
た
、
法
然
が
「
月
影

の
至
ら
ぬ
里
は
な
け
れ
ど
も
眺
む
る
人
の
心
に
ぞ
す
む
」（
聖

典
四
・
四
八
九
／
昭
法
全
八
七
九
）
と
詠
ん
だ
和
歌
は
、
阿
弥

陀
仏
と
念
仏
を
称
え
る
衆
生
を
、
譬
え
を
用
い
て
説
き
示
し
た

も
の
で
、ま
さ
に
「
摂
益
文
」
の
趣
意
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
に
、

『
選
択
集
』
一
六
に
お
い
て
も
「
念
仏
の
行
、
水
月
を
感
じ
て

昇
降
を
得
た
り
」（
聖
典
三
・
一
九
○
／
昭
法
全
三
五
○
）
と

述
べ
ら
れ
、
水
と
月
を
譬
え
に
用
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
説
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示
は
、
法
然
浄
土
教
の
特
色
で
あ
る
、
仏
と
衆
生
の
呼
応
関
係

を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
三
輪
隆
就
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
五
分
法
話
例

本
日
は
、
亡
き
お
母
さ
ま
の
○
回
忌
の
ご
法
要
で
あ
り
ま
し

た
。
お
母
さ
ま
は
生
前
、
皆
さ
ま
の
こ
と
を
い
つ
も
気
に
か
け

て
お
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
返
し
て
お
り
ま
し
た
。
ご
往
生
さ
れ

て
後
も
、
極
楽
浄
土
か
ら
皆
さ
ま
の
こ
と
を
お
見
守
り
く
だ

さ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
極
楽
浄
土
の
仏
さ
ま
で
あ
る
阿
弥
陀
さ
ま
も
、

量
り
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
程
の
み
光
に
よ
っ
て
、
こ
の
世
界

す
べ
て
を
、
私
た
ち
す
べ
て
を
照
ら
し
、
お
見
守
り
く
だ
さ
っ

て
お
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

阿
弥
陀
さ
ま
と
私
た
ち
と
の
関
係
は
親
と
子
の
関
係
に
よ
く

譬
え
ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
は
、
と
き
ど
き
森
の
中
を
散
歩
し
て

い
る
と
、
飛
び
立
つ
練
習
を
し
て
い
る
最
中
に
過
っ
て
巣
か
ら

落
ち
て
し
ま
い
、
鳴
い
て
い
る
ひ
な
鳥
を
み
か
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
よ
う
な
と
き
「
い
っ
た
い
親
鳥
は
ど
こ
に

い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
思
う
も
の
で
す
が
、
専
門
家
の
方
に
よ

る
と
大
抵
、
親
鳥
は
近
く
の
木
の
上
で
ひ
な
鳥
の
こ
と
を
見

守
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
あ
り
ま
す
。
親
鳥
は
ひ
な
鳥

の
こ
と
を
ど
こ
か
か
ら
見
つ
め
な
が
ら
「
ピ
ー
、
ピ
ー
」
と
鳴

い
て
助
け
を
求
め
て
い
る
ひ
な
鳥
の
声
を
き
い
て
、
何
と
か
し

て
救
お
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。　
　

こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の
が
「
親
」
と
い
う
字
で
す
。「
親
」

と
い
う
字
は
「
木
の
上
か
ら
立
っ
て
見
る
」
と
書
き
ま
す
が
先

ほ
ど
の
親
鳥
は
ひ
な
鳥
の
こ
と
を
ま
さ
に
木
の
上
か
ら
立
っ
て

見
守
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
の
親
の

様
な
お
方
で
あ
り
ま
す
阿
弥
陀
さ
ま
も
同
じ
で
あ
り
ま
す
。
阿

弥
陀
さ
ま
も
限
り
な
い
み
光
で
私
た
ち
す
べ
て
を
い
つ
も
照
ら

し
て
お
見
守
り
く
だ
さ
り
、
助
け
を
求
め
て
お
念
仏
を
申
す
私

た
ち
を
救
い
取
っ
て
く
だ
さ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

あ
る
子
ど
も
さ
ん
の
お
話
で
す
。
彼
女
は
か
つ
て
小
学
校
一

年
生
の
時
に
、
一
つ
だ
け
嫌
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
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お
母
さ
ん
に
鈴
を
付
け
て
も
ら
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
で
毎
日
通
学

す
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
歩
く
と
鈴
が
「
リ
ン
、
リ
ン
」
と

大
き
な
音
で
鳴
る
の
が
ど
う
し
て
も
嫌
だ
っ
た
の
で
す
。
あ
る

時
、
そ
の
こ
と
を
お
母
さ
ん
に
告
げ
る
と
、
お
母
さ
ん
は
こ
の

よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。「
鈴
が
鳴
る
と
、
あ
な
た
が
ど
こ
に

い
て
も
す
ぐ
に
わ
か
る
の
よ
。
何
か
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
助
け
に

行
け
る
で
し
ょ
う
。
あ
な
た
の
こ
と
が
心
配
な
の
よ
。
ご
め
ん

な
さ
い
ね
」と
。
彼
女
は
、鈴
の
音
は
う
る
さ
か
っ
た
け
れ
ど
も
、

そ
れ
以
上
に
お
母
さ
ん
の
思
い
が
嬉
し
く
て
、
結
局
、
小
学
校

の
卒
業
式
の
日
ま
で
六
年
間
、
ラ
ン
ド
セ
ル
の
鈴
を
鳴
ら
し
て

通
学
を
し
た
の
で
し
た
。
鈴
が
鳴
る
た
び
に
お
母
さ
ん
を
い
つ

も
そ
ば
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
安
心
で
き
た
と
の
こ
と
で
す
。

母
と
子
の
心
温
ま
る
お
話
で
あ
り
ま
し
た
。

阿
弥
陀
さ
ま
も
私
た
ち
の
こ
と
を
い
つ
も
照
ら
し
お
見
守
り

く
だ
さ
り
、
お
念
仏
を
お
称
え
す
る
私
た
ち
を
お
助
け
く
だ
さ

る
の
で
あ
り
ま
す
。
彼
女
が
ず
っ
と
鈴
を
鳴
ら
し
続
け
た
よ
う

に
、
私
た
ち
も
お
念
仏
を
お
称
え
し
続
け
た
い
も
の
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
で
は
、
最
後
、
ご
一
緒
に
お
十
念
を
お
称
え
致
し
ま

し
ょ
う
。

�

（
執
筆
者
：
岩
井
正
道
）

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト

・�

阿
弥
陀
仏
か
ら
の
慈
悲
・
救
い
と
、
私
た
ち
か
ら
の
信
仰
・

称
名
念
仏

私
た
ち
は
、
自
分
で
は
な
か
な
か
自
身
の
弱
さ
に
向
き
合
う

こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
自
分
の
弱
点
や

至
ら
ぬ
点
は
、
誰
も
が
目
を
背
け
た
い
も
の
だ
か
ら
だ
。
そ
れ

ゆ
え
、
気
が
付
か
な
い
う
ち
に
（
た
と
え
気
が
付
い
て
い
た
と

し
て
も
）、
悪
業
を
積
み
重
ね
、
そ
の
苦
報
を
受
け
る
身
で
あ
る
。

【
例
話
】
テ
レ
ビ
朝
日
『
し
く
じ
り
先
生　

俺
み
た
い
に
な
る

な
‼
』
の
三
年
間
の
放
送
期
間
で
、
約
一
二
○
人
に
の
ぼ
る
方

の
人
生
の
失
敗
談
を
聞
い
た
、
オ
ー
ド
リ
ー
若
林
正
恭
さ
ん
の

感
想
。

　

�

し
く
じ
り
先
生
の
貴
重
な
授
業
の
数
々
で
自
分
の
心
に
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残
っ
た
こ
と
。
そ
れ
は
「
自
分
の
弱
さ
と
向
き
合
う
こ
と

が
一
番
難
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
定
の
信
仰
を

持
つ
人
が
少
な
い
こ
の
国
で
は
、
自
分
の
弱
さ
を
神
の
視

点
を
通
さ
ず
に
自
ら
の
力
で
じ
っ
と
見
つ
め
る
の
は
難
し

い
の
で
は
と
感
じ
た
。（
若
林
正
恭
著『
ナ
ナ
メ
の
夕
暮
れ
』、

文
藝
春
秋
、
二
○
一
八
・
一
二
八
頁
）

　

�

三
年
間
の
授
業
で
〝
し
く
じ
り
〟
を
回
避
す
る
一
番
の
方

法
は
何
だ
と
思
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
〝
耳
が
痛
い

こ
と
を
言
っ
て
く
れ
る
信
頼
で
き
る
人
を
持
つ
こ
と
〟
で

あ
る
。「
自
分
で
は
自
分
の
し
く
じ
り
の
種
に
は
気
づ
け

な
い
」
と
い
う
の
が
、
約
一
二
○
回
の
授
業
を
受
け
た
ぼ

く
の
結
論
で
あ
っ
た
。（
同
書
・
一
三
○
頁
）

し
か
し
阿
弥
陀
仏
は
（
も
ち
ろ
ん
釈
尊
や
他
の
仏
様
も
）、

弱
い
私
・
至
ら
ぬ
私
・
悪
業
を
重
ね
る
私
を
、
決
し
て
否
定
は

な
さ
ら
な
い
。
こ
の
ま
ま
の
私
を
認
め
、
受
け
入
れ
て
下
さ
る

の
で
あ
る
。
特
に
阿
弥
陀
仏
は
慈
悲
の
御
心
を
も
っ
て
、
こ
の

私
を
い
つ
で
も
そ
の
御
光
で
照
ら
し
て
下
さ
っ
て
い
る
。
偏
に

こ
の
私
を
救
わ
ん
が
た
め
で
あ
る
。

全
て
の
人
か
ら
否
定
さ
れ
、
ど
ん
な
に
つ
ら
く
苦
し
い
時
で

も
、
自
分
で
自
分
を
否
定
す
る
こ
と
は
止
め
よ
う
。
阿
弥
陀
仏

は
決
し
て
こ
の
私
を
見
捨
て
る
こ
と
は
な
い
。
阿
弥
陀
仏
に
す

が
り
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
…
」
と
お
称
え
す
る
な
ら
ば
、
必
ず

極
楽
浄
土
へ
と
救
い
摂
っ
て
下
さ
る
。

こ
の
娑
婆
世
界
の
価
値
観
が
急
速
に
多
様
化
し
、
情
報
と
共

に
こ
の
私
に
押
し
寄
せ
て
く
る
現
代
で
あ
る
。
何
が
正
し
く
て
、

何
が
間
違
っ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
で
も
自
身
で
判
断
し
、
選
び

取
っ
て
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
判
断
の
是
非

を
、
誰
に
問
え
ば
良
い
の
か
。
誰
が
認
め
て
く
れ
る
の
か
。
そ

の
よ
う
な
時
で
も
、
決
し
て
否
定
せ
ず
に
私
の
弱
さ
を
認
め
て

下
さ
る
阿
弥
陀
仏
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
。「
仏
教
＝
仏
さ
ま
の
み

教
え
」
は
、
し
ば
し
ば
〝
耳
が
痛
い
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
る
〟
も

の
だ
が
、
心
か
ら
信
頼
し
帰
依
し
た
て
ま
つ
る
阿
弥
陀
仏
は
、

ま
さ
に
今
、
手
を
差
し
伸
べ
て
下
さ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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【
参
考
】

・
阿
弥
陀
仏
の
光
明

〈
原
文
〉「
も
し
我
れ
佛
を
得
た
ら
ん
に
、光
明
能
く
限
量
あ
っ

て
、
下
、
百
千
億
那
由
他
諸
佛
の
国
を
照
ら
さ
ざ
る
に
至
ら
ば
、

正
覚
を
取
ら
じ
」（
第
一
二
、
光
明
無
量
の
願
／
『
無
量
寿
経
』

上
／
聖
典
一
・
二
二
六
頁
）

〈
訳
文
〉「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、〔
私
が
放
つ
〕
光
明
の
輝
き

に
〔
万
が
一
に
も
〕
限
界
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
百
千
億
那
由

他
も
の
み
仏
の
国
々
を
照
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る

な
ら
ば
、〔
そ
の
間
、〕
私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」

（『
現
代
語
訳　
浄
土
三
部
経
』・
四
九
頁
）

〈
原
文
〉「
慧
日
、
世
間
を
照
ら
し
て　

生
死
の
雲
を
消
除
し

た
ま
う
」（
讃
重
偈
／
『
無
量
寿
経
』
下
／
聖
典
一・二
五
二
頁
）

〈
訳
文
〉「〔
ま
た
あ
な
た
様
は
〕
太
陽
の
よ
う
に
明
る
い　

智

慧
の
光
を
放
っ
て
世
界
を
照
ら
し　

生
死
〔
輪
廻
を
も
た
ら
す

迷
い
〕
の
雲
を　
〔
こ
と
ご
と
く
〕
か
き
消
さ
れ
ま
す
」（『
現

代
語
訳　
浄
土
三
部
経
』・
一
○
五
頁
）

・
慈
悲
の
御
心

〈
原
文
〉「
佛
心
と
は
、大
慈
悲
こ
れ
な
り
。
無
縁
の
慈
を
も
っ

て
、
諸
も
ろ
の
衆
生
を
摂
し
た
ま
う
」（『
観
無
量
寿
経
』
／
聖

典
一
・
三
○
一
頁
）

〈
訳
文
〉「
仏
心
と
は
大
慈
悲
そ
の
も
の
で
あ
る
。
分
け
隔
て

な
く
慈
し
ん
で
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
を
救
い
摂
る
」（『
現
代
語
訳　

浄
土
三
部
経
』・
二
○
五
頁
）

�

（
執
筆
者
：
宮
入
良
光
）

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
と
法
話
例

・
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
に
あ
ら
た
め
て
想
い
を
向
け
る

念
仏
一
会
に
て
お
念
仏
を
一
心
に
お
称
え
す
る
に
先
立
ち
、

『
観
経
』
第
九
真
身
観
の
一
文
で
も
あ
る
「
摂
益
文
」
を
お
唱

え
致
し
ま
す
。
法
然
上
人
は
『
選
択
集
』
第
七
章
に
お
い
て
善

導
大
師
の
『
観
経
疏
』・『
観
念
法
門
』
を
そ
れ
ぞ
れ
引
用
し
、

阿
弥
陀
如
来
さ
ま
の
光
明
は
普
く
世
界
を
常
に
照
ら
し
て
お
り

ま
す
が
、
た
だ
念
仏
の
衆
生
を
摂
取
す
る
旨
を
解
説
さ
れ
て
お
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り
ま
す

（
（4
（

。

「
摂
益
文
」
に
至
る
ま
で
、
唱
え
て
き
た
各
偈
文
の
一
句
一

句
よ
り
、
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
を
は
じ
め
多
く
の
仏
菩
薩
を
仰
ぎ
、

時
に
先
立
っ
た
方
に
思
い
を
向
け
な
が
ら
、
法
要
を
行
っ
て
参

り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
法
然
上
人
が
御
往
生
の
間
際
、「
光

明
徧
照　

十
方
世
界　

念
仏
衆
生　

摂
取
不
捨
」
と
お
称
え
に

な
っ
た
想
い
を
い
た
だ
き
、
私
た
ち
も
「
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
は
、

お
念
仏
を
称
え
る
者
を
必
ず
救
っ
て
下
さ
る
の
だ
」
と
今
一
度

心
を
定
め
て
、
念
仏
一
会
に
向
か
う
訳
で
す

（
（4
（

。

・
無
量
寿･

無
量
光

阿
弥
陀
如
来
さ
ま
は
四
十
八
願
を
成
就
し
、
無
量
寿
・
無
量

光
の
仏
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
法
然
上
人
は
『
三
部
経
釈
』
に
お

い
て
、
無
量
光
は
普
く
世
界
を
照
ら
し
て
衆
生
を
摂
取
す
る
姿

（
空
間
）、
無
量
寿
は
ど
の
時
代
に
お
い
て
も
衆
生
を
救
っ
て
下

さ
る
姿
（
時
間
）
を
そ
れ
ぞ
れ
表
し
て
い
る
と
説
示
さ
れ
ま

す
（
（5
（

。
す
な
わ
ち
、
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
は
ど
の
よ
う
な
場
所
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
ど
の
よ
う
な
時
代
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

衆
生
を
必
ず
救
う
と
誓
っ
て
下
さ
っ
た
大
慈
悲
の
仏
さ
ま
で
す
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
無
量
光
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
押
さ
え
て
法

話
に
望
む
こ
と
が
肝
要
で
す
。

《
部
分
法
話
例
》

（「
摂
益
文
」
の
現
代
語
訳
を
参
考
に
解
説
し
た
上
で
、
参
集

の
方
に
対
し
）

先
ほ
ど
法
要
に
お
い
て
、
皆
さ
ま
と
多
く
の
お
念
仏
を
お
称

え
致
し
ま
し
た
。
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
は「
最
期
臨
終
の
時
だ
け
」

と
い
う
事
で
は
決
し
て
な
く
、
そ
の
御
光
で
い
つ
も
私
た
ち
の

こ
と
を
照
ら
し
て
下
さ
い
ま
す
。
本
日
、
法
要
の
中
で
お
念
仏

を
称
え
る
私
た
ち
の
姿
を
照
ら
し
て
下
さ
り
、
そ
れ
は
日
々
の

生
活
の
中
で
も
同
様
で
す
。
い
つ
も
そ
の
光
で
照
ら
し
て
下
さ

り
、
ど
こ
に
い
た
と
し
て
も
決
し
て
見
捨
て
ず
、
私
た
ち
に
親

し
く
寄
り
添
っ
て
下
さ
い
ま
す
。
こ
の
目
に
は
中
々
見
え
ず
、

気
づ
け
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
い
つ
も
私
た
ち
の
こ
と
を
優
し

く
照
ら
し
て
下
さ
り
、
私
た
ち
の
お
念
仏
の
声
を
そ
の
御
耳
で

聞
い
て
下
さ
り
、
微
笑
み
、
あ
た
た
か
い
眼
差
し
で
見
守
っ
て
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下
さ
い
ま
す
。

「�

光
明
徧
照　
十
方
世
界　
念
仏
衆
生　
摂
取
不
捨
」（
ゆ
っ

く
り
と
）

ど
う
ぞ
日
々
の
中
で
、
時
に
こ
の
偈
文
を
思
い
出
し
て
頂
き
、

阿
弥
陀
如
来
さ
ま
が
照
ら
し
て
下
さ
る
そ
の
御
光
、
お
姿
を
仰

い
で
、
お
念
仏
の
声
で
応
え
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

※�

「
摂
益
文
」
の
心
で
あ
り
ま
す
浄
土
宗
の
宗
歌
「
月
影
の
至

ら
ぬ
里
は
な
け
れ
ど
も　

眺
む
る
人
の
心
に
ぞ
す
む
」
の
意

味
内
容

（
（5
（

を
お
伝
え
す
る
こ
と
や
、
一
緒
に
お
唱
え
を
し
て

味
わ
う
こ
と
も
宜
し
い
か
と
思
い
ま
す
。

※�

偈
文
の
解
説
に
交
え
、「
清
浄
光
」、「
歓
喜
光
」、「
智
慧
光
」

な
ど
の
光
明
の
功
徳

（
（5
（

に
つ
い
て
説
く
こ
と
も
出
来
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、要
点
を
絞
り
、あ
ま
り
煩
雑
に
し
な
い
こ
と
や
、

現
世
利
益
に
終
始
し
た
お
話
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に

注
意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

�

（
執
筆
者
：
宮
田
恒
順
）

「
念
仏
一
会
」

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
お
念
仏
を
ひ
た
す
ら
お
称
え
し
ま
し
ょ
う
」（
岩
井
正
道
）

「
た
だ
一
向
に
念
仏
す
べ
し
」（
宮
入
良
光
）

「
祈
り
の
時
間
／
祈
り
の
ひ
と
と
き
」（
宮
入
良
光
）

「
た
だ
一
向
に
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
の
御
名
を
呼
ぶ
」（
宮
田
恒
順
）

【
参
考
】

「
前
同
／
お
つ
と
め
の
要
」（「
日
々
の
お
つ
と
め
」『
浄
土
宗

新
聞
』）

「
声
高
ら
か
に
み
ん
な
で
そ
ろ
っ
て
お
念
仏
を
と
な
え
ま
し
ょ

う
」（『
よ
い
こ
の
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
』）

⑤
〈
解
説
〉

勤
行
や
法
要
中
、
鉦
・
木
魚
等
を
用
い
て
遍
数
を
限
ら
ず
称
名

念
仏
す
る
こ
と
。
通
常
は
摂
益
文
に
続
い
て
称
名
す
る
こ
と
を

念
仏
一
会
と
い
う
。
一
会
の
意
味
に
は
一
つ
の
法
要
や
法
会
を
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さ
す
場
合
と
、
鳴
り
物
を
定
め
ら
れ
た
法
で
繰
り
返
し
打
ち
鳴

ら
す
こ
と
を
い
う
場
合
が
あ
る
が
、
念
仏
一
会
は
後
者
で
、
宍

戸
寿
栄
『
浄
土
宗
法
儀
解
説
』
に
は
「
一
連
と
い
っ
た
意
で
、

或
る
連
続
し
た
時
間
念
仏
申
す
こ
と
」（
真
教
寺
、
一
九
六
六
、

七
五
）
と
あ
る
。
念
仏
一
会
の
名
称
は
、
享
保
一
九
年
（
一
七

三
四
）
の
『
浄
業
課
誦
附
録
』（
六
ウ
）
や
文
政
六
年
（
一
八

二
三
）
の
『
吉
水
瀉
瓶
訣
』（『
伝
灯
輯
要
』
八
四
三
）
等
に
見

ら
れ
る
が
、
同
時
期
に
称
名
一
会
と
す
る
例
も
あ
り
、
江
戸
時

代
の
前
期
ま
で
は
単
に
念
仏
・
称
名
等
と
表
記
し
た
も
の
が
多

い
。

�

【
執
筆
者
：
熊
井
康
雄
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
五
分
法
話
例

今
朝
は
当
山
の
朝
の
お
勤
め
に
よ
う
こ
そ
お
参
り
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
本
日
の
法
話
は
、
先
ほ
ど
の
お
勤
め
に
も
ご
ざ
い
ま

し
た
、
お
経
本
○
ペ
ー
ジ
の
「
念
仏
一
会
」
に
つ
い
て
お
話
を

い
た
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
お
念
仏
を
ひ
た
す
ら
に
お
称
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
浄
土
宗
は
念
仏
宗
と
も
い
わ
れ
、
私
た
ち
は
「
南
無
阿

弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
…
」
と
お
念
仏
を
た
だ
た
だ
お
称
え

い
た
し
ま
す
。で
す
か
ら
、お
念
仏
を
お
称
え
す
る「
念
仏
一
会
」

が
日
常
の
お
勤
め
の
中
心
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
念
仏
一
会
」
に
つ
い
て
、「
一
体
ど
れ
く
ら
い
の
数

や
時
間
、
お
称
え
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
ご
質

問
を
お
受
け
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
経
本
の「
念
仏
一
会
」

の
説
明
書
き
に
は
「
数
は
随
意
」
と
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
よ
う

に
、
数
や
時
間
は
定
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
毎
日
継
続

で
き
る
程
度
に
お
称
え
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
他
に
こ
の
よ
う
な
ご
質
問
も
お
受
け
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。「
私
は
ど
う
し
て
も
家
事
や
お
仕
事
等
で
忙
し
く
、

日
常
の
お
勤
め
を
す
る
時
間
が
取
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
難
し
い

お
経
を
決
ま
っ
た
順
番
に
お
唱
え
し
て
い
く
の
は
な
か
な
か
難

し
い
の
で
す
。
ど
う
し
た
ら
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
」
と
。
私

た
ち
は
お
念
仏
を
お
称
え
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
お
勤
め
の
際
は
た
と
え
時
間
が
な
く
と
も
、
お
経
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が
難
し
く
と
も
「
念
仏
一
会
」
の
お
念
仏
だ
け
で
も
し
っ
か
り

と
お
称
え
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ま
と
め
て
お
念
仏
を
お
称
え
で

き
な
く
と
も
、
お
念
仏
は
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
お
称
え
で
き
ま

す
の
で
、
日
常
の
様
々
な
場
面
で
お
時
間
を
み
つ
け
て
お
念
仏

を
お
称
え
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

あ
る
お
月
参
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
檀
家
さ
ま
の

中
で
、「
念
仏
一
会
」
と
「
お
十
念
」
だ
け
は
一
生
懸
命
お
称

え
く
だ
さ
る
お
ば
あ
さ
ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
他
の
御
文

を
私
が
お
唱
え
し
て
い
る
と
き
は
静
か
に
合
掌
を
し
て
お
ら
れ

る
の
で
あ
り
ま
す
が
、「
念
仏
一
会
」
と
「
お
十
念
」
だ
け
は

驚
く
程
大
き
な
お
声
で
し
っ
か
り
と
お
称
え
く
だ
さ
る
の
で
す
。

お
ば
あ
さ
ん
は
常
々
こ
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。「
私
は
、

お
経
本
の
中
身
は
難
し
く
て
よ
う
わ
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、

せ
め
て
お
念
仏
だ
け
で
も
、
と
思
い
お
念
仏
を
お
称
え
し
て
い

ま
す
。
毎
日
、
お
念
仏
だ
け
は
し
っ
か
り
と
お
称
え
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」
と
。
私
は
「
そ
れ
で
結
構
で
あ
り
ま
す
よ
。

お
念
仏
こ
そ
、
ど
う
ぞ
お
称
え
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
続
け

て
く
だ
さ
い
ね
」
と
お
返
事
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
お
ば
あ
さ

ま
の
様
に
毎
日
継
続
し
て
お
念
仏
を
お
称
え
す
る
こ
と
が
大
事

で
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ま
も
、
ど
う
ぞ
、
日
常
の
お
勤
め
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

日
々
お
過
ご
し
の
様
々
な
場
面
に
お
き
ま
し
て
も
、
お
念
仏
を

お
称
え
い
た
だ
き
、
お
念
仏
に
溢
れ
た
生
活
を
お
送
り
い
た
だ

き
た
く
存
じ
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
最
後
、
ご
一
緒
に
お
十
念
を

お
称
え
致
し
ま
し
ょ
う
。

�

（
執
筆
者
：
岩
井
正
道
）

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
と
法
話
例

・�

お
念
仏
を
お
称
え
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
ず
は
自
身
が
命

終
の
の
ち
に
極
楽
往
生
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
、
そ
し
て

倶
会
一
処
が
叶
う
極
楽
浄
土
に
て
修
行
を
重
ね
、
や
が
て
は

お
そ
ら
く
阿
弥
陀
仏
の
よ
う
に
慈
悲
深
い
「
仏
に
成
る
」
こ

と
等
、
念
仏
者
の
〝
未
来
予
想
図
〟
を
、
普
段
か
ら
お
伝
え

す
る
。
そ
の
う
え
で
「
念
仏
一
会
」
で
は
、称
名
念
仏
に
よ
っ

て
わ
が
身
に
い
た
だ
い
た
功
徳
を
想
い
の
方
に
お
手
向
け
す

る
（「
廻
向
」
＝
廻
し
向
け
る
）
と
い
う
こ
と
を
お
伝
え
す
る
。
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・�
親
し
い
身
内
か
ら
手
向
け
ら
れ
る
功
徳
を
、
故
人
が
喜
ん
で

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
そ
の
功
徳
が
、
故

人
の
極
楽
で
の
修
行
の
支
え
や
後
押
し
に
な
る
こ
と
、
念
仏

を
称
え
る
身
内
の
姿
を
喜
ん
で
見
て
下
さ
る
こ
と
（
な
ぜ
な

ら
、
娑
婆
に
遺
し
た
大
切
な
身
内
が
、
い
つ
か
命
終
の
の
ち

に
必
ず
極
楽
に
救
わ
れ
て
再
会
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
か

ら
）
な
ど
、
故
人
と
遺
族
の
現
在
の
繋
が
り
を
お
話
し
す
る
。

《
部
分
法
話
例
》

（
法
要
前
の
法
話
の
終
わ
り
に
）

…
そ
し
て
法
要
の
後
半
に
は
、
こ
ち
ら
の
鉦

ふ
せ
が
ね

の
音
に
合
わ
せ
て
、

「
ナ
ム
・
ア
ミ
・
ダ
ブ
、
ナ
ム
・
ア
ミ
・
ダ
ブ
…
」
と
ひ
と
と
き
、

お
念
仏
を
ご
一
緒
に
お
称
え
し
、（
故
人
）
様
に
お
手
向
け
い

た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
…
。
阿
弥
陀
様
、
阿
弥
陀

様
、
ど
う
か
（
故
人
様
）
の
こ
と
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
あ
な
た
様
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
く
尊
い
仏
様

に
、（
故
人
）
様
を
お
育
て
上
げ
下
さ
い
。
そ
し
て
、
い
つ
の

日
か
こ
の
命
終
る
そ
の
時
に
は
、
こ
の
私
も
極
楽
浄
土
へ
迎
え

と
っ
て
い
た
だ
き
、（
故
人
）
様
や
先
立
た
れ
た
皆
さ
ま
と
の

再
会
を
果
た
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
後
か
ら
来
る
方

た
ち
を
、
極
楽
か
ら
ゆ
っ
く
り
見
守
り
な
が
ら
待
た
せ
て
い
た

だ
き
た
い
の
で
す
。
南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
…
。
こ

の
ご
功
徳
が
（
故
人
）
様
に
届
き
ま
す
よ
う
に
と
、
心
を
込
め

た
ひ
と
と
き
の
祈
り
の
時
間
を
、
ご
一
緒
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
そ
の
時
に
、
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
れ
で
は
こ
れ
よ
り
、（
故
人
）
様
○
回
忌
の
ご
法
要
を
始

め
ま
す
。

�

（
執
筆
者
：
宮
入
良
光
）

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
と
法
話
例

・
本
願
念
仏
を
い
た
だ
く

浄
土
宗
は
法
然
上
人
を
宗
祖
と
し
、
ま
た
お
念
仏
の
元
祖
と

し
て
仰
ぎ
、
称
名
念
仏

（
（5
（

の
教
え
を
頂
く
宗
派
で
す
。
阿
弥
陀

如
来
さ
ま
は
過
去
、
法
蔵
菩
薩
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
時
に
四
十
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八
の
本
願
を
お
立
て
に
な
り
、
そ
の
一
つ
一
つ
を
成
就
し
て
仏

と
な
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
願
い
の
一
々
に
よ
っ
て
、
清
ら
か
な

西
方
極
楽
浄
土
が
建
立
さ
れ
、
第
十
八
願
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に

往
生
を
願
う
衆
生
は
お
念
仏
の
一
行
の
み
に
よ
っ
て
お
救
い
摂

り
頂
く
事
が
叶
う
の
で
す
。
そ
の
お
念
仏
は
易
し
い
行
で
あ
り

な
が
ら
、
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
が
定
め
た
本
願
の
行
で
あ
る
か
ら

最
勝
行
で
あ
る
こ
と
を
押
さ
え
る
べ
き
で
す

（
（5
（

。
す
な
わ
ち
「
南

無
阿
弥
陀
仏
」
の
六
字
の
名
号
は
、
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
が
本
願

に
よ
っ
て
定
め
、
あ
ら
ゆ
る
功
徳
を
納
め
て
下
さ
っ
た
万
徳
所

帰
の
名
号
な
の
で
す
。

善
導
大
師
が
『
観
経
疏
』
に
お
い
て
、「
一
心
に
専
ら
弥
陀

の
名
号
を
念
じ
て
、
行
住
坐
臥
に
時
節
の
久
近
を
問
わ
ず
、
念

念
に
捨
て
ざ
る
者
、
こ
れ
を
正
定
の
業
と
名
づ
く
。
か
の
仏
の

願
に
順
ず
る
が
故
に

（
（5
（

」
と
お
説
き
に
な
り
、
阿
弥
陀
如
来
さ

ま
の
本
願
の
故
に
念
仏
は
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
が
定
ま
る
行
で

あ
る
と
示
さ
れ
、
法
然
上
人
も
ま
た
そ
の
御
心
を
し
か
と
御
受

け
止
め
に
な
り
、
浄
土
宗
を
開
き
、
お
念
仏
の
教
え
を
説
か
れ

ま
し
た

（
（5
（

。
私
た
ち
が
称
え
る
お
念
仏
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
御

心
に
適
っ
た
本
願
念
仏
で
あ
り
、
易
行
に
し
て
最
勝
、
万
徳
所

帰
の
修
行
で
あ
る
と
確
認
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

・
結
帰
一
行

「
摂
益
文
」
に
至
っ
て
「
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
は
、
お
念
仏
を

称
え
る
者
を
必
ず
救
っ
て
下
さ
る
の
だ
」
と
今
一
度
心
を
定
め

て
、
念
仏
一
会
へ
と
向
か
い
ま
す 

。
念
仏
一
会
に
て
多
く
の

お
念
仏
を
お
称
え
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
勤
行
を
終
え
た
後
の
念

仏
相
続
を
お
勧
め
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。『
選
択
集
』
第
三

章
に
お
い
て
法
然
上
人
は
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
の
第
十
八
願
文
に

つ
い
て
「
乃
至
と
下
至
と
そ
の
意
こ
れ
一
な
り

（
（5
（

」
と
解
説
し
、

善
導
大
師
の
「
上
尽
一
行
下
至
十
声
一
声

（
（5
（

」
と
の
お
示
し
に

依
っ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
が
本
願
に
出
会
っ
て
以
降
、
お
念

仏
を
相
続
す
る
姿
こ
そ
、
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
の
御
心
に
適
い
、

喜
ん
で
下
さ
る
こ
と
を
自
ら
が
信
じ
受
け
止
め
、
そ
の
上
で
参

集
の
方
々
に
伝
え
る
こ
と
が
肝
要
と
な
り
ま
す
。
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《
部
分
法
話
例
》

（
こ
こ
で
は
一
例
と
し
て
「
本
願
」
に
つ
い
て
解
説
し
た
上
で
、

参
集
の
方
に
対
し
）

ど
う
ぞ
、
こ
の
場
を
お
帰
り
に
な
り
ま
し
て
か
ら
も
、
日
々

お
念
仏
を
お
称
え
下
さ
い
。

「
何
が
念
仏
か
」、「
何
の
役
に
立
つ
の
か
」
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
お
念
仏
の
一
声
一
声
こ
そ
、

仏
さ
ま
が
用
意
し
て
下
さ
っ
た
尊
い
行
い
で
あ
り
、
阿
弥
陀
さ

ま
の
願
い
に
応
え
る
行
い
で
す
。
こ
の
お
念
仏
の
声
を
受
け
止

め
て
下
さ
り
、
必
ず
お
浄
土
に
救
い
摂
っ
て
下
さ
い
ま
す
。

お
浄
土
に
往
き
生
ま
れ
た
時
に
は
、
阿
弥
陀
さ
ま
を
は
じ
め

と
し
て
多
く
の
菩
薩
さ
ま
た
ち
と
会
う
こ
と
が
叶
い
ま
す
。
多

く
の
菩
薩
さ
ま
、
仏
さ
ま
た
ち
の
中
に
は
、
私
た
ち
が
見
送
っ

て
い
っ
た
大
切
な
先
立
っ
た
方
々
も
お
り
ま
す
。
再
会
が
叶
う

の
で
す
。
も
う
決
し
て
こ
の
世
で
味
わ
っ
た
よ
う
な
苦
し
み
も
、

痛
み
も
、悲
し
み
も
無
い
世
界
で
、手
を
取
り
合
い
、語
り
合
い
、

喜
び
合
い
、
笑
い
合
う
こ
と
が
叶
う
の
で
す
。
私
は
そ
の
こ
と

を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
と
っ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

ど
う
か
そ
の
日
ま
で
、
こ
の
現
世
に
お
い
て
は
寄
り
添
い
導

い
て
下
さ
い
ま
せ
と
、
そ
し
て
い
つ
か
迎
え
る
後
の
世
は
西
方

の
極
楽
浄
土
に
必
ず
お
救
い
下
さ
い
と
、
こ
の
お
念
仏
の
声
を

阿
弥
陀
さ
ま
に
届
け
て
参
り
ま
し
ょ
う
。そ
の
日
々
を
、先
立
っ

た
方
々
も
見
守
っ
て
い
て
下
さ
い
ま
す
。

※�

お
念
仏
の
こ
と
や
、
阿
弥
陀
さ
ま
の
こ
と
を
伝
え
る
際
に
、

自
分
自
身
の
信
仰
の
想
い
や
熱
を
込
め
て
お
話
さ
れ
る
こ
と

が
宜
し
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
無
論
、
聞
い
て

下
さ
る
方
々
に
対
し
上
滑
り
し
て
し
ま
う
よ
う
な
熱
の
込
め

方
に
は
気
を
つ
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※�

お
念
仏
は
、「
阿
弥
陀
仏
の
本
願
」、「
釈
尊
の
付
属
」、「
六

方
の
諸
仏
の
護
念
」
の
約
束
さ
れ
た
行
で
す

（
（5
（

。
そ
の
こ
と

を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
お
話
す
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
そ

の
際
に
は
、
法
話
を
行
う
状
況
が
ど
う
い
っ
た
場
で
あ
る
か
、

場
や
相
手
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
要
点
を
絞
り
ま
す
。

�

（
執
筆
者
：
宮
田
恒
順
）
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「
総
回
向
偈
」

①
〈
偈
文
〉

願が
ん

以に

此し

功く

徳ど
く　

平び
ょ
う

等ど
う

施せ

一い
っ

切さ
い　

同ど
う

発ほ
つ

菩ぼ

提だ
い

心し
ん　

往お
う

生じ
ょ
う

安あ
ん

楽ら
っ

国こ
く　

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　
付
・
阿
弥
陀
経 

真
身
観
文 

般
若
心

経
』・
一
八
頁
）

②
〈
訓
読
〉

願
わ
く
は
此
の
功
徳
を
以
て　
平
等
一
切
に
施
し

同
じ
く
菩
提
心
を
発お

こ
し
て　
安
楽
国
に
往
生
せ
ん

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　
付
・
阿
弥
陀
経 

真
身
観
文 
般
若
心

経
』・
六
八
頁
）

③
〈
現
代
語
訳
〉

こ
の
お
念
仏
の
功
徳
を

有
縁
・
無
縁
の
全
て
の
人
々
と
平
等
に
分
か
ち
あ
い

と
も
に
仏
を
求
め
る
心
を
お
こ
し
て

西
方
極
楽
浄
土
に
生
ま
れ
た
い
と
私
は
心
か
ら
願
い
ま
す

（『
新
版
檀
信
徒
宝
典　
読
ん
で
わ
か
る
浄
土
宗
』・
一
七
六
頁
）

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
わ
た
し
の〔
お
念
仏
の
〕功
徳
を
み
ん
な
に
も
」（
岩
井
正
道
）

「
お
互
い
に
〔
お
念
仏
の
〕
功
徳
を
回
し
向
け
あ
う
」（
岩
井

正
道
）

「〔
お
念
仏
の
〕
功
徳
を
分
か
ち
あ
う
」（
岩
井
正
道
）

「〔
わ
た
し
を
含
む
〕す
べ
て
の
人
々
が
往
生
で
き
ま
す
よ
う
に
」

（
岩
井
正
道
）

「〔
お
念
仏
の
〕
功
徳
の
お
す
そ
分
け
」（
岩
井
正
道
）

「
阿
弥
陀
様
の
大
慈
悲
を
分
か
ち
合
う
」（
工
藤
大
樹
）

「
お
念
仏
の
功
徳
を
回
し
向
け
る
」（
工
藤
大
樹
）

「
こ
の
功
徳
を
施
し
、
共
に
極
楽
へ
」（
宮
入
良
光
）

「
こ
の
功
徳
を
皆
へ
。
共
に
極
楽
へ
生
ま
れ
ん
」（
宮
入
良
光
）
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【
参
考
】

「
功
徳
を
回め

ぐ

ら
し
向
け
る
」（「
日
々
の
お
つ
と
め
」『
浄
土
宗

新
聞
』）

「
せ
か
い
の
人
み
ん
な
が
し
あ
わ
せ
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」（『
よ

い
こ
の
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
』）

⑤
〈
解
説
〉

修
め
た
功
徳
の
全
て
を
往
生
極
楽
の
た
め
に
回
向
す
る
偈
文
。

日
常
勤
行
式
な
ど
で
は
念
仏
一
会
の
あ
と
に
唱
え
る
。「
願
以

此
功
徳　

平
等
施
一
切　

同
発
菩
提
心　

往
生
安
楽
国
」。『
観

経
疏
』
玄
義
分
（
聖
典
二・四
／
浄
全
二・一
下
）、「
十
四
行
偈
」

の
最
後
の
一
節
。
修
し
た
と
こ
ろ
の
功
徳
を
平
等
に
一
切
の
衆

生
に
施
し
、
共
に
仏
果
を
求
め
る
心
を
発
こ
し
て
極
楽
に
生
ま

れ
ん
こ
と
を
願
う
意
。『
諸
回
向
宝
鑑
』二（
二
九
オ
）に
は「
念

仏
回
向
」、『
法
要
集
』（
明
治
四
三
年
版
）
に
は
「
総
回
向
之
文
」、

『
浄
土
宗
法
式
精
要
』
に
は
「
総
回
向
偈
」（
五
二
ウ
）
と
偈
題

す
る
。
こ
の
偈
文
は
「
摂
益
文
」・
念
仏
一
会
と
同
じ
犍か

ん

稚ち

物ぶ
つ

を
用
い
る
。「
総
回
向
偈
」の
あ
と
に
十
念
を
唱
え
て
深じ

ん

揖ゆ
う

す
る
。

「
願
以
此
功
徳
」
の
文
は
増
上
寺
で
唱
え
ら
れ
る
「
称
讃
偈
」

の
第
三
重
に
も
あ
り
、
ま
た
声
明
の
「
後
伽
陀
」
と
し
て
唱
え

ら
れ
る
。

�

【
執
筆
者
：
巖
谷
勝
正
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト

・「
此
の
功
徳
」
に
つ
い
て

「
此
の
功
徳
」
と
は
、
お
念
仏
の
功
徳
だ
け
で
な
く
、
お
念

仏
以
外
（
経
典
の
読
誦
・
礼
讃
等
）
の
功
徳
も
含
め
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
し
か
し
、
お
念
仏
を
お
勧
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
の

で
あ
れ
ば
、
お
念
仏
の
功
徳
に
絞
る
と
法
話
を
ま
と
め
易
い
で

し
ょ
う
。

・「
一
切
」
に
つ
い
て

「
一
切
」
と
は
、
一
般
的
に
「
す
べ
て
の
生
き
と
し
生
け
る

も
の
」
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
し
か
し
、
法
要
や
聴
衆
に
よ
っ

て
は
「
一
切
」
を
「
す
べ
て
の
人
々
」
と
し
て
「
人
」
に
限
定
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し
て
法
話
を
展
開
す
る
方
が
お
伝
え
し
易
い
場
合
も
あ
る
で

し
ょ
う
。

・
お
念
仏
と
回
向
に
つ
い
て

お
念
仏
と
は
自
身
の
往
生
の
為
に
お
称
え
す
る
も
の
で
す
の

で
、
ま
ず
そ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
上
で
、
そ
う
し
て
お
称
え

し
た
お
念
仏
の
功
徳
を
自
分
の
も
の
と
だ
け
に
は
せ
ず
に
「
一

切
」
に
平
等
に
振
り
向
け
（
回
向
）
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
し
ょ
う
。

・
回
向
と
は
お
念
仏
の
功
徳
の
お
す
そ
分
け　

お
念
仏
の
功
徳
を
自
分
の
も
の
と
だ
け
に
は
せ
ず
、「
一
切
」

に
平
等
に
振
り
向
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
は
、
自
己

の
往
生
の
み
を
願
う
の
で
は
な
く
「
一
切
」
の
往
生
を
願
う
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
自
身
の
往
生
を
目
的
と
し
て
お
念
仏

を
お
称
え
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
決
し
て
「
自

分
だ
け
が
救
わ
れ
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
の
だ
。
他
者
は
ど
う
で
も

い
い
の
だ
」
と
い
う
事
で
は
な
い
の
で
す
。
総
回
向
偈
に
示
さ

れ
て
い
る
「
一
切
」
に
平
等
に
お
念
仏
の
功
徳
を
振
り
向
け
さ

せ
て
い
た
だ
く
と
こ
ろ
に
、
仏
教
徒
と
し
て
、
更
に
は
念
仏
者

と
し
て
の
尊
い
在
り
方
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

一
例
で
す
が
、
お
念
仏
の
功
徳
を
振
り
向
け
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
「
お
念
仏
の
功
徳
の
お
す
そ
分
け
」
と
表
現
し
て
お

伝
え
す
る
と
い
か
が
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
お
互
い
に
お
念
仏

の
功
徳
を
お
す
そ
分
け
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
想
像
す
る
と
心
が
温

ま
る
も
の
で
あ
り
ま
す

（
（6
（

。

�

（
執
筆
者
：
岩
井
正
道
）

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト

・�

天
台
宗
、
真
言
宗
、
日
蓮
宗
、
禅
宗
等
で
は
、
同
様
の
回
向

文
と
し
て
『
法
華
経
』
譬
喩
品
の
「
願
以
此
功
徳
、
普
及
於

一
切
、
我
等
与
衆
生
、
皆
共
成
仏
道
」
の
一
節
が
用
い
ら
れ

ま
す
。
浄
土
宗
で
用
い
る
総
回
向
偈
で
は
、
す
べ
て
の
人
の

極
楽
往
生
を
願
う
と
い
う
こ
と
に
大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
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・�
出
典
は
『
観
経
疏
』
玄
義
分
十
四
行
偈
の
最
後
の
一
偈
で
す
。

こ
こ
で
善
導
大
師
は
、『
観
経
疏
』
に
選
述
し
た
功
徳
の
す

べ
て
を
、
阿
弥
陀
仏
の
救
済
対
象
で
あ
る
未
来
世
一
切
衆
生

に
回
向
し
て
い
ま
す

（
（6
（

。
一
切
衆
生
を
平
等
に
救
い
摂
る
阿

弥
陀
仏
の
大
慈
悲
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
大
切
に
し
た
い

で
す
。

・�

菩
提
心
に
つ
い
て
、
法
然
上
人
は
『
選
択
集
』
第
四
章
で
経

説
に
基
づ
き
諸
行
と
し
て
選
捨
し
て
い
ま
す

（
（6
（

。
し
か
し
『
三

部
経
大
意
』
で
は
「
浄
土
宗
の
心
は
浄
土
に
生
ま
れ
ん
と
願

ず
る
を
菩
提
心
と
云
り

（
（6
（

」
と
あ
り
、『
逆
修
説
法
』
に
は
「
善

導
の
御
意
は
、
先
ず
浄
土
に
生
じ
て
、
菩
薩
の
大
悲
願
行
を

満
て
後
、
還
て
生
死
に
入
り
遍
く
衆
生
を
度
せ
ん
と
欲
す
、

此
の
心
を
菩
提
心
と
名
づ
く

（
（6
（

」
と
あ
り
ま
す
。
と
く
に
菩

提
心
の
説
明
を
す
る
際
は
、
往
生
の
た
め
の
直
接
的
な
必
要

条
件
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
を
し
つ
つ
、
願
往
生
心
や
還
相

回
向
の
心
と
し
て
伝
え
る
こ
と
も
大
切
で
あ
り
ま
し
ょ
う

（
（6
（

。

〈
年
回
法
要
で
の
部
分
法
話
例
〉

お
念
仏
の
大
き
な
功
徳
を
、
亡
き
大
切
な
方
に
振
り
向
け
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
私
が
、
そ
し
て
す
べ
て
の
人
々
が
、

極
楽
浄
土
に
救
わ
れ
ま
す
よ
う
に
と
願
う
偈
文
で
す
。
お
念
仏

を
称
え
る
こ
と
で
、
ど
ん
な
も
の
で
も
必
ず
極
楽
浄
土
に
救
い

摂
る
、
こ
の
阿
弥
陀
様
の
平
等
な
大
慈
悲
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

先
立
た
れ
た
大
切
な
方
と
、
こ
れ
か
ら
も
ご
縁
が
続
い
て
行
く

の
で
す
。
先
立
ち
し
方
も
、
阿
弥
陀
様
と
共
に
、
見
守
り
、
救

い
導
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
お
導
き
の
中
で
、
極
楽

浄
土
へ
の
往
生
を
願
い
、
皆
共
々
に
お
念
仏
を
お
称
え
し
て
参

り
ま
し
ょ
う
。

�

（
執
筆
者
：
工
藤
大
樹
）

◆
部
分
法
話
例

（
年
回
法
要
後
の
法
話
の
、
終
わ
り
の
部
分
と
し
て
）

法
要
の
後
半
に
は
、「
ナ
ム
・
ア
ミ
・
ダ
ブ
、
ナ
ム
・
ア
ミ
・

ダ
ブ
…
」
と
鉦
の
音
に
合
わ
せ
て
お
念
仏
を
ご
一
緒
さ
せ
て
い
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た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
一
声
ひ
と
こ
え
の
お
念
仏
の
功
徳
、
そ

し
て
こ
の
ご
法
要
の
功
徳
も
、
先
ず
は
皆
様
ご
自
身
の
身
に
頂

戴
し
て
か
ら
、
心
を
こ
め
て
（
故
人
）
様
へ
お
手
向
け
い
た
し

ま
し
た
。
ご
身
内
の
（
ご
縁
の
深
い
）
皆
様
か
ら
の
ご
功
徳
を
、

悦
ん
で
受
け
取
っ
て
下
さ
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

そ
し
て
、
続
い
て
お
称
え
し
た
御
文
に
は
、

　

�

願
わ
く
は
此
の
功
徳
を
以
て
、
平
等
一
切
に
施
し
、
同
じ

く
菩
提
心
を
発
し
て
、
安
楽
国
に
往
生
せ
ん
。

と
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
と
同
じ
、
苦
し
み
の
世
界
を
生
き
る
全
て
の
方
々
、

全
て
の
生
き
物
に
、
こ
の
お
念
仏
の
功
徳
が
広
く
広
く
行
き
渡

り
、
共
に
お
悟
り
を
目
指
す
心
を
お
こ
し
て
、
安
ら
か
な
る
極

楽
浄
土
に
往
き
生
ま
れ
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
、
と
願

う
の
で
す
。

私
た
ち
は
普
段
、
些
細
な
こ
と
で
一
喜
一
憂
し
て
し
ま
い
ま

す
。
思
え
ば
儚
い
一
生
で
す
。
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
修
羅
、

人
間
、
天
…
、
仏
さ
ま
方
の
目
で
ご
覧
に
な
れ
ば
、
全
て
が
苦

し
み
悲
し
み
に
満
ち
た
世
界
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
阿
弥
陀

さ
ま
は
、「
我
が
名
を
呼
べ
。
必
ず
救
い
摂
る
」
と
お
念
仏
の

ご
功
徳
を
お
誓
い
下
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
ご
功
徳
は
、
昔
か
ら
ロ
ウ
ソ
ク
に
灯
っ
た
火
に
例
え
ら

れ
ま
す
。
例
え
ば
水
で
し
た
ら
、
分
け
れ
ば
分
け
る
ほ
ど
減
っ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
ロ
ウ
ソ
ク
の
火
は
、
ど
ん
な
に
沢
山
の
ロ

ウ
ソ
ク
に
移
し
て
も
、
小
さ
く
な
っ
た
り
消
え
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
…
、
阿
弥
陀
さ
ま
、
ど
う

か
こ
れ
か
ら
も
（
故
人
）
様
の
こ
と
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
な
た
様
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
仏
さ
ま
に
（
故

人
）
様
を
お
育
て
上
げ
下
さ
い
。
そ
し
て
、
い
つ
か
そ
の
時
が

来
ま
し
た
ら
、
ど
う
か
私
も
極
楽
浄
土
へ
迎
え
摂
っ
て
い
た
だ

き
、（
故
人
）
様
や
先
立
た
れ
た
懐
か
し
い
方
々
に
ま
た
会
え

ま
す
よ
う
に
。
そ
し
て
こ
の
お
念
仏
の
功
徳
が
、
苦
し
み
悲
し

み
の
世
界
に
生
き
る
全
て
の
方
々
に
届
き
ま
す
よ
う
に
。（
故

人
）
様
○
回
忌
の
ご
法
要
の
最
後
に
、
願
い
を
込
め
て
十
遍
の

お
念
仏
を
ご
一
緒
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

私
が
、「
同
称
十
念
、
ご
一
緒
に
ど
う
ぞ
」
と
申
し
ま
し
た
ら
、
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ど
う
か
ご
唱
和
願
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
ご
時
世
で
す

の
で
、
小
さ
な
お
声
で
も
、
ま
た
お
心
の
中
で
お
称
え
い
た
だ

く
お
念
仏
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

俗
名
（
故
人
）
様
、
法
名
を
（
法
名
）
霊
位
○
回
忌
追
福
作

善
増
上
菩
提
、
ま
た
願
わ
く
は
○
○
家
先
祖
代
々
先
亡
諸
精
霊

追
福
作
善
増
上
菩
提
、
同
称
十
念
、
ご
一
緒
に
ど
う
ぞ
。（
同

称
十
念
）

※�

三
界
六
道
な
ど
の
語
句
は
、
唐
突
に
使
用
し
て
も
伝
わ
ら
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
輪
廻
や
因
果
と
い
っ
た
仏
教
が
説
く
世

界
観
や
道
理
は
、
日
頃
か
ら
丁
寧
に
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ

ろ
う
。
た
だ
し
、
業
の
説
き
方
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

（『
浄
土
宗
人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ
５　
業
を
み
す
え
て
』参
照
）

�

（
執
筆
者
：
宮
入
良
光
）

「
総
願
偈
」

①
〈
偈
文
〉

衆し
ゅ

生じ
ょ
う

無む

辺へ
ん

誓せ
い

願が
ん

度ど　

煩ぼ
ん

悩の
う

無む

辺へ
ん

誓せ
い

願が
ん

断だ
ん　

法ほ
う

門も
ん

無む

尽じ
ん

誓せ
い

願が
ん

知ち　
無む

上じ
ょ
う

菩ぼ

提だ
い

誓せ
い

願が
ん

証し
ょ
う　

自じ

他た

法ほ
う

界か
い

同ど
う

利り

益や
く　

共ぐ

生し
ょ
う

極ご
く

楽ら
く

成じ
ょ
う

仏ぶ
つ

道ど
う　

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　
付
・
阿
弥
陀
経 

真
身
観
文 

般
若
心

経
』・
一
九
頁
）

②
〈
訓
読
〉

衆
生
無
辺
な
れ
ど
も
誓
っ
て
度ど

せ
ん
こ
と
を
願
う

煩
悩
無
辺
な
れ
ど
も
誓
っ
て
断だ

ん
ぜ
ん
こ
と
を
願
う

法
門
無
尽
な
れ
ど
も
誓
っ
て
知し

ら
ん
こ
と
を
願
う

無
上
菩
提
誓
っ
て
証し

ょ
う

せ
ん
こ
と
を
願
う

自
他
法
界
利
益
を
同お

な
じ

う
し

共
に
極
楽
に
生
じ
て
仏
道
を
成
ぜ
ん

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　
付
・
阿
弥
陀
経 

真
身
観
文 

般
若
心

経
』・
六
九
頁
）
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③
〈
現
代
語
訳
〉

生
き
と
し
生
け
る
も
の
は
数
え
よ
う
も
な
く
多
く
て
も　

そ
れ

ら
す
べ
て
の
も
の
を
さ
と
り
の
彼
岸
に
到
達
さ
せ
る
こ
と
を
誓

い
願
い
ま
す

わ
ず
ら
い
・
悩
み
・
迷
い
は
限
り
な
く
て
も　

そ
れ
ら
を
断
ち

切
り
た
い
と
誓
い
願
い
ま
す

み
仏
の
教
え
は
数
え
尽
く
せ
な
い
ほ
ど
多
く
て
も　

こ
れ
を
知

り
理
解
し
た
い
と
誓
い
願
い
ま
す

さ
と
り
の
道
は
こ
の
上
も
な
く
遠
い
も
の
で
あ
っ
て
も　

必
ず

そ
れ
を
体
得
す
る
と
誓
い
願
い
ま
す

生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
が　

自
分
も
他
人
も
等
し
く
ご

利
益
を
得
て

と
も
に
極
楽
に
生
ま
れ
て　
仏
道
を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う

（『
新
版
檀
信
徒
宝
典　
読
ん
で
わ
か
る
浄
土
宗
』・
一
七
八
頁
）

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

「
仏
教
徒
の
願
い
」（
中
川
正
業
）

「
菩
薩
の
願
い
、
私
た
ち
の
誓
い
」（
宮
入
良
光
）

「
我
等
仏
教
徒
の
願
い
／
誓
い
」（
宮
入
良
光
）

「
仏
と
な
る
願
い
」（
山
田
紹
隆
）

【
参
考
】

「
共
に
生
き
る
」（「
日
々
の
お
つ
と
め
」『
浄
土
宗
新
聞
』）

「
仏
の
子
と
し
て
立
派
に
生
き
る
よ
う
に
私
は
ち
か
い
ま
す
」

（『
よ
い
こ
の
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
』）

⑤
〈
解
説
〉

菩
薩
の
誓
願
が
広
大
で
あ
る
こ
と
を
示
す
偈
文
。「
衆
生
無
辺

誓
願
度　

煩
悩
無
辺
誓
願
断　

法
門
無
尽
誓
願
知　

無
上
菩
提

誓
願
証　

自
他
法
界
同
利
益　

共
生
極
楽
成
仏
道
」。
上
求
菩

提
・
下
化
衆
生
の
四
弘
誓
願
に
自
他
法
界
以
下
の
二
句
を
付
け

た
も
の
で
『
往
生
要
集
』（
浄
全
一
五
・
七
○
上
～
中
）
に
よ
る
。

五
念
門
の
う
ち
作
願
門
の
項
に
一
句
ず
つ
説
明
し
て
い
る
。
菩

薩
の
度
・
断
・
知
・
証
の
四
つ
の
誓
願
を
立
て
、
自
分
と
衆
生

と
共
に
極
楽
に
生
ま
れ
、
こ
の
四
弘
誓
願
を
成
就
し
よ
う
と
願



349　常用の偈文を通した法話の研究（一）

研究成果報告

う
意
。
源
信
は
『
摩
訶
止
観
』（
正
蔵
四
六
・
五
六
上
）
に
あ

る
四
弘
誓
願
を
『
往
生
要
集
』
に
引
用
改
変
し
、
浄
土
教
的
解

釈
を
加
え
て
こ
の
偈
と
し
た
。『
浄
業
課
誦
』
五
二
ウ
（
享
保

二
○
年
〔
一
七
三
五
〕）
に
は
す
で
に
『
往
生
要
集
』
を
出
典

と
し
て
「
四
弘
誓
願
」
と
題
し
載
せ
る
。『
浄
土
宗
法
式
精
要
』

（
大
正
一
一
年
〔
一
九
二
二
〕）
に
「
総
願
偈
」
と
出
る
。

�
【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
巖
谷
勝
正
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト

・�

仏
教
の
目
的
を
確
認
で
き
る
の
が
「
総
願
偈
」・
・
・
す
べ

て
の
菩
薩
が
持
つ
願
い

①�

多
く
の
他
者
を
、
苦
し
み
か
ら
救
い
、
覚
り
の
世
界
に
導

き
た
い

②�

自
ら
の
煩
悩
を
断
ち
切
り
た
い
（
自
ら
の
煩
悩
は
他
者
を

苦
し
め
る
こ
と
に
も
な
り
①
の
願
い
と
矛
盾
）

③�

多
く
の
仏
様
の
教
え
を
学
び
た
い
（
①
や
②
に
関
わ
る
こ

と
が
説
か
れ
て
い
る
）

④�

自
ら
が
最
高
の
覚
り
を
得
た
い
（
自
ら
の
幸
せ
と
他
者
の

幸
せ
を
実
現
す
る
た
め
）

こ
の
世
で
①
～
④
を
願
い
、
実
践
す
る
こ
と
は
大
切
。

し
か
し
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
」
出
来
る
こ
と

で
は
な
い
。

他
者
の
苦
悩
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
に

何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
う
こ
と
も
あ
る
。

　
（
例
）
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

「
助
け
た
い
と
思
う
尊
い
心
」
が
あ
る
反
面
、「
ど
う
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
無
力
感
」
や
「
他
人
事
に
し
か
感
じ
ら
れ
な
い

心
」
が
生
じ
る
こ
と
に
悩
む
こ
と
も
あ
る　

→　

①
～
④
を
こ

の
人
生
で
完
成
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

凡
夫
が
目
指
す
道
・
・
・
ま
ず
極
楽
往
生　

→　

極
楽
で
①
～

④
の
完
成

極
楽
に
往
け
ば
、
煩
悩
が
無
く
な
り
（
②
）、
阿
弥
陀
仏
か
ら

直
接
説
法
を
受
け
（
③
）、
救
い
の
力
を
手
に
入
れ
（
①
）、
や
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が
て
仏
に
成
る
（
④
）
ま
で
阿
弥
陀
仏
が
お
導
き
く
だ
さ
る
。

そ
の
た
め
に
・
・
・
お
念
仏
を
毎
日
称
え
る　
→　
必
得
往
生

�
今
生
で
凡
夫
な
り
に
で
き
る
こ
と
（
自
分
が
毎
日
お
念
仏
を
称

え
る
こ
と
に
加
え
て
）〈
①
～
④
に
対
応
〉

①
お
念
仏
を
他
者
に
勧
め
る

②
出
来
る
だ
け
欲
望
を
抑
え
て
生
き
る

③
お
寺
の
行
事
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
法
を
聞
く

④�

最
高
の
覚
り
を
得
た
「
仏
」・
仏
様
の
教
え
「
法
」・
教
え

を
実
践
す
る
「
僧
」
を
敬
う
心
を
大
切
に
す
る

�

（
執
筆
者
：
中
川
正
業
）

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト

・�

一
座
の
法
要
の
流
れ
を
「
序
分
」「
正
宗
分
」「
流
通
分
」
の

三
区
分
と
し
た
と
き
、「
総
願
偈
」
以
降
は
「
流
通
分
」
と

な
る
。「
総
願
偈
」
は
、
法
要
の
ま
と
め
に
入
る
箇
所
で
唱

え
る
偈
文
で
あ
る
。

・�

そ
の
法
要
の
ま
と
め
と
な
る
箇
所
で
、
仏
教
徒
と
し
て
の
誓

い
を
、
阿
弥
陀
仏
・
釈
尊
・
十
方
諸
仏
諸
菩
薩
の
御
前
に
て
、

共
に
宣
誓
す
る
意
義
を
確
か
め
た
い
。（
先
立
た
れ
極
楽
に

い
ら
っ
し
ゃ
る
故
人
や
ご
先
祖
と
心
同
じ
く
し
、
共
に
お
唱

え
し
共
に
歩
む
、
同
じ
く
法
要
に
参
列
す
る
家
族
縁
者
と
共

に
お
唱
え
し
共
に
歩
む
と
い
う
こ
と
）

・�

参
列
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
法
要
に
仏
教
徒
と
し
て
参
加
し
て
い

る
こ
と
を
お
伝
え
す
る
。

・�

初
め
の
四
句
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
覚
り
を
目
指
す
大
乗
仏

教
徒
が
立
て
る
べ
き
誓
願
は
、
我
々
に
と
っ
て
は
高
す
ぎ
る

観
が
あ
る
志
で
あ
る
。
即
ち
、

　

導
く
べ
き
迷
い
の
衆
生
は
数
限
り
な
い
。

　
断
つ
べ
き
煩
悩
は
底
が
知
れ
な
い
。

　
知
る
べ
き
仏
の
み
教
え
は
数
え
知
れ
な
い
。

　

覚
り
の
境
地
は
得
難
い
こ
と
こ
の
上
な
い
。

�

し
か
し
、
我
々
は
自
身
が
迷
い
の
衆
生
で
あ
り
煩
悩
に
ま
み

れ
た
凡
夫
で
あ
り
な
が
ら
、
五
句
六
句
に
あ
る
よ
う
に
、「
自

他
法
界
」
共
に
称
名
念
仏
の
功
徳
に
よ
っ
て
極
楽
に
往
生
さ

せ
て
い
た
だ
き
、有
り
難
く
も「
極
め
て
楽
に
」仏
道
修
行
を
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進
め
、
共
に
こ
れ
ら
の
誓
い
を
果
た
す
身
と
な
る
の
で
あ
る
。

・�
四
弘
誓
願
は
、
極
め
て
高
い
ハ
ー
ド
ル
と
感
じ
る
の
が
普
通

の
感
覚
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、「
半
ば
は
人
の
た
め
に
、

半
ば
は
自
分
の
た
め
に
」
と
い
う
よ
う
な
分
か
り
易
い
人
生

の
歩
み
方
の
指
針
や
、
自
身
が
日
頃
で
き
る
範
囲
で
努
め
て

い
る
具
体
例
な
ど
を
か
ら
め
て
お
伝
え
す
る
の
が
よ
い
だ
ろ

う
。

【
参
考
資
料
】

・『
浄
土
宗
法
式
精
要
』
の
「
総
願
偈
」
解
説

　
総
願
偈

　

�

諸
仏
通
総
の
願
と
は
是
れ
を
言
ふ
の
で
あ
つ
て
、
又
四
弘

誓
願
と
も
名
づ
け
仏
道
修
行
の
究
極
を
示
し
た
願
文
で
あ

る
。

　

�

一
に
宇
宙
法
界
に
住
め
る
衆
生
は
数
限
り
な
け
れ
ど
も
誓

つ
て
是
れ
を
悉
く
済
度
し
尽
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

�

ニ
に
我
等
の
煩
悩
は
限
り
際
て
し
な
け
れ
ど
も
誓
つ
て
悉

く
断
除
し
た
い
。

　

�

三
に
教
法
の
真
理
は
無
尽
蔵
で
涯
底
は
な
い
が
願
く
は
悉

く
知
り
尽
し
た
い
。

　

�

四
に
は
無
上
菩
提
の
悟
り
は
得
難
い
な
れ
ど
阿
弥
陀
仏
の

本
願
に
依
つ
て
世
の
所
有
人
々
と
諸
共
に
浄
土
に
生
れ
、

速
か
に
正
覚
を
成
就
し
た
い
と
誓
願
を
建
て
る
の
で
あ
る
。

　

�

か
く
の
如
く
度
、
断
、
知
、
証
の
四
誓
文
を
発
こ
し
て
自

他
一
視
平
等
に
無
上
大
覚
の
仏
果
を
証
し
や
う
と
努
力
す

る
の
は
即
ち
大
乗
仏
教
徒
の
心
願
で
あ
り
、
希
念
で
あ
り

た
い
。

・�

禅
宗
で
は
、「
衆
生
無
辺
誓
願
度　

煩
悩
無
尽
誓
願
断　

法

門
無
量
誓
願
学　

仏
道
無
上
誓
願
成
」（『
六
祖
法
宝
壇
経
』

よ
り
）。

・�
真
言
宗
で
は
、「
衆
生
無
辺
誓
願
度　

福
智
無
辺
誓
願
集　

法
門
無
辺
誓
願
学　

如
来
無
辺
誓
願
事　

無
上
菩
提
誓
願

成
」（『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
念
誦
儀
軌
』
や
『
受
菩
提
心
戒
儀
』

よ
り
）。
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�

（
執
筆
者
：
宮
入
良
光
）

◆
五
分
法
話
例

仏
教
の
目
的
は
、
仏
と
な
る
事
、「
成
仏
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
は
ど
の
宗
旨
、
宗
派
で
も
共
通
の
目
的
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「
成
仏
」
へ
の
道
が
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派
の
み
教
え
と
な
っ
た
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。
仏
と
成
る
為
に
は
、
二
通
り
の
願
い
を
立
て

る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一
つ
目
は
「
総
願
」、
こ
の
偈
文
「
総

願
偈
」
の
「
総
願
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
仏
と
成
る
事

を
目
指
す
全
て
の
者
が
誓
う
べ
き
願
い
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
「
衆
生
」
を
救
い
た
い
と
の
願
い
、
我
が
身
の
煩
悩

を
消
滅
さ
せ
た
い
と
の
願
い
、
仏
様
の
み
教
え
は
尽
き
る
事
な

い
程
膨
大
で
す
が
、
す
べ
て
知
り
得
た
い
と
の
願
い
、
そ
し
て

悟
り
へ
の
道
は
果
て
し
な
い
け
れ
ど
も
、
体
得
し
た
い
と
の
願

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
を
、「
総
願
」
と
言
い
ま
す
。
二
つ

目
は
「
別
願
」
と
申
し
ま
す
。「
総
願
」
は
、
仏
と
成
る
た
め

の
願
い
、「
別
願
」
は
ど
の
よ
う
な
仏
と
成
る
の
か
と
い
う
願

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

阿
弥
陀
様
の
「
別
願
」
を
「
四
十
八
願
」
ま
た
は
「
本
願
」

と
申
し
ま
す
。
阿
弥
陀
様
は
仏
と
成
る
事
を
願
い
誓
わ
れ
た
。

そ
し
て
、ご
自
身
の
悟
り
だ
け
で
は
な
く
、全
て
の
人
々
を
救
う
、

そ
う
い
う
仏
と
成
り
た
い
。
六
道
の
世
界
を
生
ま
れ
変
わ
り
死

に
変
わ
り
す
る
「
衆
生
」。
悟
り
へ
は
程
遠
い
「
衆
生
」
を
ど

う
す
れ
ば
救
う
こ
と
が
出
来
る
の
か
。
長
い
間
考
え
ら
れ
た
末

に
、
四
十
八
の
願
い
を
発
さ
れ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
十

八
番
目
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
我
が
名
を
称
え
る
者
、
必
ず

極
楽
浄
土
、
仏
の
世
界
へ
と
救
う
。
そ
う
い
う
仏
と
成
る
と
願

わ
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
さ
ら
に
永
い
間
ご
修
行
下

さ
り
、
阿
弥
陀
仏
と
い
う
仏
様
と
成
ら
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「
総
願
偈
」
の
結
び
に
、
私
だ
け
で
は
な
く
全
て
等
し
く
ご

利
益
を
い
た
だ
き
、
共
に
極
楽
浄
土
に
往
き
生
ま
れ
て
、
仏
道

を
歩
み
、
悟
り
を
得
た
い
と
あ
り
ま
す
。
自
分
一
人
だ
け
で
は

な
く
、（
六
道
世
界
の
）
生
き
と
し
生
け
る
も
の
皆
と
も
に
救

わ
れ
る
仲
間
で
あ
る
と
い
う
事
が
大
切
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
全
て
の
「
衆
生
」
を
救
い
た
い
と
の
阿
弥
陀
様
の
み

心
を
受
け
て
仏
道
を
歩
む
事
へ
の
願
い
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
、
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阿
弥
陀
様
の
願
い
で
も
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

�

（
執
筆
者
：
山
田
紹
隆
）

「
三
身
礼
」

①
〈
偈
文
〉

南な

無む

西さ
い

方ほ
う

極ご
く

楽ら
く

世せ

界か
い

本ほ
ん

願が
ん

成じ
ょ
う

就じ
ゅ

身し
ん

阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ　

南な

無む

西さ
い

方ほ
う

極ご
く

楽ら
く

世せ

界か
い

光こ
う

明み
ょ
う

摂せ
っ

取し
ゅ

身し
ん

阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ　

南な

無む

西さ
い

方ほ
う

極ご
く

楽ら
く

世せ

界か
い

来ら
い

迎こ
う

引い
ん

接じ
ょ
う

身し
ん

阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ　

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　
付
・
阿
弥
陀
経 
真
身
観
文 

般
若
心

経
』・
二
一
頁
）

②
〈
訓
読
〉

西
方
極
楽
世
界
の
本
願
成
就
身
阿
弥
陀
仏
に
南
無
す

西
方
極
楽
世
界
の
光
明
摂
取
身
阿
弥
陀
仏
に
南
無
す

西
方
極
楽
世
界
の
来
迎
引
接
身
阿
弥
陀
仏
に
南
無
す

（『
新
版
檀
信
徒
宝
典　
読
ん
で
わ
か
る
浄
土
宗
』・
一
八
一
頁
）

③
〈
現
代
語
訳
〉

西
方
極
楽
世
界
に
ま
し
ま
し
て　

本
願
を
成
就
さ
れ
た
御
身
の

阿
弥
陀
仏
に
帰
依
い
た
し
ま
す

西
方
極
楽
世
界
に
ま
し
ま
し
て　

光
明
に
よ
っ
て
救
い
と
っ
て

く
だ
さ
る
御
身
の
阿
弥
陀
仏
に
帰
依
い
た
し
ま
す

西
方
極
楽
世
界
に
ま
し
ま
し
て　

臨
終
に
は　

来
迎
し　

極
楽

に
導
い
て
く
だ
さ
る
御
身
の
阿
弥
陀
仏
に
帰
依
い
た
し
ま
す

（『
新
版
檀
信
徒
宝
典　
読
ん
で
わ
か
る
浄
土
宗
』・
一
八
一
頁
）

④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

・「
大
慈
悲
の
仏
様
へ
の
礼
拝
」（
中
川
正
業
）

・「
今
、
阿
弥
陀
仏
に
帰
依
し
奉
る
」（
宮
入
良
光
）

・「
阿
弥
陀
様
の
三
つ
の
功
徳
」（
山
田
紹
隆
）

⑤
〈
解
説
〉

阿
弥
陀
仏
の
三
つ
の
功
徳
を
讃
歎
し
て
帰
依
す
る
文
。「
南
無

西
方　

極
楽
世
界　

本
願
成
就
身　

阿
弥
陀
仏　

南
無
西
方　

極
楽
世
界　

光
明
摂
取
身　

阿
弥
陀
仏　

南
無
西
方　

極
楽
世
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界　

来
迎
引
接
身　

阿
弥
陀
仏
」。
出
典
不
明
。
西
方
極
楽
世

界
に
ま
し
ま
す
、
衆
生
救
済
の
た
め
に
本
願
を
成
就
さ
れ
た
阿

弥
陀
仏
に
帰
依
い
た
し
ま
す
。
西
方
極
楽
世
界
に
ま
し
ま
す
、

量
り
知
れ
な
い
光
明
に
よ
っ
て
衆
生
を
救
済
し
て
く
だ
さ
る
阿

弥
陀
仏
に
帰
依
い
た
し
ま
す
。
西
方
極
楽
世
界
に
ま
し
ま
す
、

生
命
尽
き
る
と
き
に
来
迎
し
て
浄
土
へ
導
き
救
い
と
っ
て
く
だ

さ
る
阿
弥
陀
仏
に
帰
依
い
た
し
ま
す
、
の
意
。「
総
願
偈
」
の

次
に
唱
え
る
文
で
、
こ
の
偈
文
の
代
わ
り
に
「
三
唱
礼
」
ま
た

は
「
三
帰
礼
」
の
い
ず
れ
か
を
唱
え
る
こ
と
も
あ
る
。
本
願
成

就
・
光
明
摂
取
・
来
迎
引
接
の
阿
弥
陀
仏
の
三
つ
の
徳
身
を
五ご

体た
い

投と
う

地じ

（
上
品
礼
）
し
て
敬
礼
す
る
文
。
四
十
八
願
の
な
か
で
、

と
く
に
第
十
八
念
仏
往
生
願
・
第
十
二
光
明
無
量
願
・
第
十
九

来
迎
引
接
願
を
成
就
し
た
阿
弥
陀
仏
を
帰
依
す
る
文
。『
浄
土

礼
誦
法
』
の
「
日
用
念
誦
」
に
お
け
る
「
略
礼
讃
」
の
項
に
、「
一

心
敬
礼　

南
無
西
方　

極
楽
世
界　

本
願
成
就
身
（
光
明
摂
取

身
、
来
迎
引
接
身
）　

阿
弥
陀
仏
」
を
掲
載
し
て
い
る
。『
浄
土

苾び
っ
し
ゅ蒭

宝
庫
』
下
に
は
こ
の
偈
文
を
「
礼
仏
」
と
し
て
い
る
（
四

ウ
）。
ま
た
、『
浄
土
宗
勤
行
用
集
』
で
は
「
三
敬
礼
」
と
題
し
て
、

総
願
偈
の
後
に
唱
え
る
文
と
し
て
い
る
（
桑
田
寛
随
・
角
田
俊

徹
「
日
用
勤
行
式
」、
一
九
一
○
年
一
○
月
）。

�

【
執
筆
者
：
西
城
宗
隆
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト

・
阿
弥
陀
仏
の
大
慈
悲
を
三
つ
の
側
面
か
ら
現
す
。

①�

本
願
成
就
身
（
遠
い
過
去
か
ら
救
い
た
い
と
願
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
）

阿
弥
陀
仏
は
十
劫
以
上
も
前
に
成
仏
、
十
八
願
「
念
仏
往
生

の
願
」
を
含
む
四
十
八
願
を
成
就
さ
れ
た
。（『
無
量
寿
経
』）

あ
ら
ゆ
る
世
界
の
衆
生
が
極
楽
に
往
生
し
た
い
と
願
っ
て
、

日
々
お
念
仏
を
称
え
た
ら
必
ず
極
楽
往
生
さ
せ
る
。

お
念
仏
と
い
う
誰
に
で
も
で
き
る
簡
単
な
修
行
に
よ
り
、
極

楽
往
生
→
成
仏
ま
で
導
い
て
下
さ
る
大
慈
悲
の
仏
様
。

②
光
明
摂
取
身（
今
も
救
い
た
い
と
願
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
）

「（
阿
弥
陀
如
来
の
）
光
明
は
遍
く
十
方
世
界
を
照
ら
し
て
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念
仏
の
衆
生
を
摂
取
し
て
捨
て
給
わ
ず
」（『
観
無
量
寿
経
』）

平
生
の
と
き
照
ら
し
始
め
て
成
仏
ま
で
見
捨
て
る
こ
と
は
な

い
。お

念
仏
を
称
え
る
我
々
に
常
に
救
い
の
み
光
を
放
ち
続
け
て

下
さ
る
大
慈
悲
の
仏
様
。

③
来
迎
引
接
身
（
近
い
未
来
、
必
ず
や
っ
て
く
る
臨
終
時
に
救

い
た
い
と
願
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
）

「
も
し
善
男
子
・
善
女
人
あ
っ
て
阿
弥
陀
佛
を
説
く
を
聞
き
て

名
号
を
執
持
す
る
こ
と
、
も
し
は
一
日
～
七
日
、
一
心
不
乱
な

れ
ば
、
そ
の
人
、
命
終
の
時
に
臨
ん
で
阿
弥
陀
佛
、
諸
も
ろ
の

聖
衆
と
与
に
現
に
其
の
前
に
在
す
。
こ
の
人
、
終
わ
る
時
、
心

顛
倒
せ
ず
、
即
ち
阿
弥
陀
佛
の
極
楽
国
土
に
往
生
す
る
こ
と
を

得
」（『
阿
弥
陀
経
』）

臨
終
間
際
は
心
身
と
も
に
最
も
苦
し
い
。
そ
の
時
に
阿
弥
陀

仏
が
多
く
の
菩
薩
方
と
共
に
お
迎
え
に
き
て
苦
し
み
（「
三
種

の
愛
心
」
を
出
す
も
よ
し
）
を
取
っ
て
く
だ
さ
り
、
迷
わ
な
い

様
に
極
楽
ま
で
お
連
れ
く
だ
さ
る
。　

い
か
な
る
最
期
を
、
ど
こ
で
迎
え
よ
う
と
も
、
抜
苦
与
楽
の

た
め
自
ら
来
迎
く
だ
さ
る
大
慈
悲
の
仏
様
。

�

①
～
③
は
全
て
「
お
念
仏
が
大
前
提
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

注
目
す
る
。

今
ま
で
も
・
今
も
・
こ
れ
か
ら
先
も
。

こ
れ
ほ
ど
慈
悲
深
く
、
尊
い
仏
様
は
他
に
い
な
い
。

「
南
無
西
方
極
楽
世
界　

●
●
●
●
身　

阿
弥
陀
仏
」
と
三
度

繰
り
返
し
て
礼
拝
す
る
こ
と
で
、
仏
様
へ
の
敬
い
の
思
い
を
よ

り
深
く
す
る
。
深
く
礼
拝
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

※�

阿
弥
陀
仏
の
大
慈
悲
に
応
え
る
に
は
、
素
直
に
信
じ
て
極
楽

往
生
を
願
い
毎
日
お
念
仏
を
称
え
る
こ
と
が
大
事
。

※�

阿
弥
陀
仏
の
大
慈
悲
に
包
ま
れ
て
生
き
る
我
々
は
、
凡
夫
な

り
に
で
き
る
慈
悲
行
も
実
践
し
た
い
。

【
参
考
】

・『
淨
土
宗
勤
行
式
略
解
』（
七
七
頁
―
七
八
頁
）　



356

�

本
願
成
就
身
と
は
阿
弥
陀
佛
の
因
位
法
蔵
菩
薩
の
時
に
起
し

給
へ
る
四
十
八
願
が
既
に
成
就
し
て
西
方
浄
土
に
ま
し
ま
す

報
身
と
云
ふ
こ
と
、
光
明
摂
取
身
と
は
無
量
の
光
明
を
放
ち

て
念
仏
の
衆
生
を
摂
取
し
給
ふ
報
身
と
云
ふ
こ
と
、
来
迎
引

接
身
と
は
念
佛
の
行
者
命
終
の
時
大
菩
薩
衆
と
共
に
来
迎
し

給
ひ
行
者
の
身
を
引
接
し
給
ふ
報
身
と
云
ふ
こ
と
、
本
願
成

就
身
は
無
量
寿
経
の
意
、
光
明
摂
取
身
は
観
無
量
寿
経
の
意
、

来
迎
引
接
身
は
阿
弥
陀
経
の
意
な
り
。

�
（
執
筆
者
：
中
川
正
業
）

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト

・�

法
要
の
終
盤
、「
送
仏
偈
」
で
本
国
へ
お
見
送
り
申
し
上
げ

る
直
前
に
、
あ
ら
た
め
て
阿
弥
陀
仏
に
帰
依
し
奉
る
偈
文
で

あ
る
。

・�

法
要
中
、
そ
れ
ま
で
の
他
の
偈
文
等
を
唱
え
讃
嘆
し
て
き
た

阿
弥
陀
仏
〝
特
有
〟
の
徳
を
、
ま
と
め
て
示
し
た
偈
文
と
い

え
る
。

・�『
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
る
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
・
成
等

正
覚
を
ふ
ま
え
、
特
に
「
本
願
成
就
身
」
は
第
十
八
願
・「
光

明
摂
取
身
」
は
第
十
二
願
・「
来
迎
引
接
身
」
は
第
十
九
願

に
示
さ
れ
た
誓
い
を
ふ
ま
え
て
、
私
た
ち
衆
生
を
救
い
摂
ろ

う
と
し
て
下
さ
る
阿
弥
陀
仏
の
御
心
を
お
伝
え
す
る
。

・�

阿
弥
陀
仏
こ
そ
、こ
の
「
私
」
自
身
に
と
っ
て
、「
過
去
」「
現

在
」「
未
来
」
に
わ
た
っ
て
深
く
御
縁
を
い
た
だ
い
て
い
る

仏
様
で
あ
る
こ
と
を
、
共
に
法
要
を
お
勤
め
し
、
お
念
仏
を

お
称
え
す
る
な
か
で
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
伝
え
す

る
。

「
本
願
成
就
身
」
…
十
劫
と
い
う
昔
に
、
こ
の
私
を
救
う
た
め

に
仏
と
成
ら
れ
た
阿
弥
陀
仏
に
、
心
か
ら
お
す
が
り
し
帰
依
し

奉
る
。（
過
去
）

「
光
明
摂
取
身
」
…
今
こ
の
瞬
間
、
そ
の
身
か
ら
発
す
る
御
光

に
よ
っ
て
こ
の
私
を
包
み
照
ら
し
、
日
々
念
仏
を
お
称
え
す
る

私
を
救
い
摂
ろ
う
と
し
て
下
さ
っ
て
い
る
阿
弥
陀
仏
に
、
心
か

ら
お
す
が
り
し
帰
依
し
奉
る
。（
現
在
）

「
来
迎
引
接
身
」
…
い
つ
の
日
か
、
こ
の
私
の
命
終
る
そ
の
時
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に
は
、
先
立
た
れ
た
故
人
様
や
ご
先
祖
様
方
を
引
き
連
れ
て
、

自
ら
迎
え
に
来
て
下
さ
る
阿
弥
陀
仏
に
、
心
か
ら
お
す
が
り
し

帰
依
し
奉
る
。（
未
来
）

【
参
考
】

・
第
十
二
願
「
光
明
無
量
」

〈
原
文
〉「
も
し
我
れ
佛
を
得
た
ら
ん
に
、光
明
能
く
限
量
あ
っ

て
、
下
、
百
千
億
那
由
他
諸
佛
の
国
を
照
ら
さ
ざ
る
に
至
ら
ば
、

正
覚
を
取
ら
じ
」（『
無
量
寿
経
』
上
／
聖
典
一
・
二
二
六
頁
）

〈
訳
文
〉「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、〔
私
が
放
つ
〕
光
明
の
輝
き

に
〔
万
が
一
に
も
〕
限
界
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
百
千
億
那
由

他
も
の
み
仏
の
国
々
を
照
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る

な
ら
ば
、〔
そ
の
間
、〕
私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」

（『
現
代
語
訳　
浄
土
三
部
経
』・
四
九
頁
）

・
第
十
八
願
「
念
仏
往
生
」

〈
原
文
〉「
も
し
我
れ
佛
を
得
た
ら
ん
に
、
十
方
の
衆
生
、
至

心
に
信
楽
し
て
、
我
が
国
に
生
ぜ
ん
と
欲
し
て
、
乃
至
十
念
せ

ん
に
、
も
し
生
ぜ
ず
ん
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
。
た
だ
五
逆
と
誹

謗
正
法
と
を
除
く
」（『
無
量
寿
経
』
上
／
聖
典
一
・
二
二
七
頁
）

〈
訳
文
〉「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、〔
誰
で
あ
れ
〕
あ
ら
ゆ
る
世

界
に
住
む
す
べ
て
の
人
々
が
ま
こ
と
の
心
を
も
っ
て
、
深
く
私

の
誓
い
を
信
じ
、
私
の
国
土
に
往
生
し
よ
う
と
願
っ
て
、
少
な

く
と
も
十
遍
、
私
の
名
を
称
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、〔
万
が

一
に
も
〕
往
生
し
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、

〔
そ
の
間
、〕
私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
た
だ
し
五

逆
罪
を
犯
す
者
と
、仏
法
を
謗
る
者
は
除
く
こ
と
と
す
る
」（『
現

代
語
訳　
浄
土
三
部
経
』・
五
○
頁
）

・
第
十
九
願
「
来
迎
引
接
」

〈
原
文
〉「
も
し
我
れ
佛
を
得
た
ら
ん
に
、
十
方
の
衆
生
、
菩

提
心
を
発
し
、
諸
も
ろ
の
功
徳
を
修
し
、
至
心
に
発
願
し
て
、

我
が
国
に
生
ぜ
ん
と
欲
せ
ん
に
、
寿
終
の
時
に
臨
ん
で
、
も
し

大
衆
の
与
に
囲
繞
せ
ら
れ
て
、
そ
の
人
の
前
に
現
ぜ
ず
ん
ば
、

正
覚
を
取
ら
じ
」（『
無
量
寿
経
』
上
／
聖
典
一
・
二
二
七
頁
）

〈
訳
文
〉「
私
が
仏
と
な
る
以
上
、〔
誰
で
あ
れ
〕
あ
ら
ゆ
る
世
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界
に
住
む
す
べ
て
の
人
々
が
覚
り
の
境
地
を
求
め
、
様
々
な
功

徳
を
積
み
、
ま
こ
と
の
心
を
も
っ
て
私
の
国
土
に
往
生
し
た
い

と
の
願
い
を
発
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、〔
そ
の
者
が
〕
命
を

終
え
よ
う
と
す
る
時
、〔
万
が
一
に
も
私
が
〕
多
く
の
聖
者
た

ち
と
と
も
に
そ
の
人
の
前
に
現
れ
出
な
い
よ
う
な
こ
と
が
あ
る

な
ら
ば
、〔
そ
の
間
、〕
私
は
仏
と
な
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」

（『
現
代
語
訳　
浄
土
三
部
経
』・
五
一
頁
）

�

（
執
筆
者
：
宮
入
良
光
）

◆
五
分
法
話
例

浄
土
宗
の
み
教
え
は
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
お
念
仏
を
お

称
え
し
、
後
の
世
極
楽
浄
土
へ
往
生
さ
せ
て
頂
き
、
極
楽
浄
土

で
仏
様
と
成
る
為
の
修
行
を
勤
め
、
や
が
て
は
仏
と
成
ら
せ
て

頂
く
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。

「
三
身
礼
」
と
い
う
偈
文
は
、
阿
弥
陀
様
の
功
徳
を
口
に
唱

え
帰
依
を
す
る
偈
文
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
偈
文
は

お
念
仏
の
中
身
を
よ
り
具
体
的
に
我
が
身
に
頂
き
、
阿
弥
陀
様

の
功
徳
に
想
い
を
馳
せ
る
偈
文
で
ご
ざ
い
ま
す
。

三
つ
の
功
徳
の
一
つ
目
は
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
る
も
の
、

必
ず
極
楽
浄
土
へ
救
う
」
と
誓
わ
れ
、
そ
の
誓
い
を
成
就
す
る

た
め
に
果
て
し
な
い
ご
修
行
を
な
さ
れ
、
十
劫
と
い
う
大
昔
に

阿
弥
陀
仏
と
成
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
を
「
本
願
成
就

身
」
と
申
し
ま
す
。
そ
し
て
「
我
が
名
を
称
え
よ
、必
ず
救
う
」

と
常
に
呼
び
か
け
続
け
て
下
さ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
阿
弥

陀
様
に
帰
依
致
し
ま
す
、
と
、
お
唱
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

二
つ
目
は
、
仏
と
成
ら
れ
、
極
楽
浄
土
に
ま
し
ま
す
阿
弥
陀

様
は
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
る
者
を
、
光
明
を
以
っ
て

照
ら
し
て
下
さ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
を
「
光
明
摂
取
身
」

と
申
し
ま
す
。
量
り
知
れ
な
い
光
明
で
私
た
ち
を
救
い
導
い
て

下
さ
る
阿
弥
陀
様
に
帰
依
致
し
ま
す
、
と
、
お
唱
え
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

三
つ
目
は
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
お
称
え
す
る
毎
日
を
送

ら
せ
て
頂
き
、
こ
の
私
自
身
が
こ
の
世
で
命
終
え
る
そ
の
時
に
、

阿
弥
陀
様
が
自
ら
お
迎
え
に
来
て
下
さ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
こ

と
を
「
来
迎
引
接
身
」
と
申
し
ま
す
。
来
た
り
お
迎
え
下
さ
る

阿
弥
陀
様
に
帰
依
致
し
ま
す
、
と
、
お
唱
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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普
段
「
救
い
た
ま
え
、
南
無
阿
弥
陀
仏
…
」
と
お
称
え
し
て

い
る
の
で
す
が
、直
接
口
に
出
さ
ず
と
も
、「
本
願
成
就
身
」「
光

明
摂
取
身
」「
来
迎
引
接
身
」
の
三
つ
の
お
徳
に
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
想
い
を
馳
せ
て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
、
改
め
て
「
三
身
礼
」
を
通
し
て
、
阿
弥
陀
様
の
三

つ
の
お
徳
に
想
い
を
馳
せ
て
お
念
仏
を
お
称
え
す
る
こ
と
も
大

切
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

�
（
執
筆
者
：
山
田
紹
隆
）

「
送
仏
偈
」

①
〈
偈
文
〉

請し
ょ
う

仏ぶ
つ

随ず
い

縁え
ん

還げ
ん

本ぽ
ん

国ご
く　

普ふ

散さ
ん

香こ
う

華け

心し
ん

送そ
う

仏ぶ
つ　

願が
ん

仏ぶ
つ

慈じ

心し
ん

遙よ
う

護ご

念ね
ん　

同ど
う

生し
ょ
う

相そ
う

勧か
ん

尽じ
ん

須し
ゅ

来ら
い　

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　
付
・
阿
弥
陀
経 

真
身
観
文 

般
若
心

経
』・
二
二
頁
）

②
〈
訓
読
〉

請こ

う
ら
く
は
仏　
縁
に
随
っ
て
本
国
に
還か

え
り
た
ま
え

普あ
ま
ね

く
香こ

う
華け

を
散さ

ん
じ　
心
に
仏
を
送
り
た
て
ま
つ
る

願
わ
く
は
仏
の
慈
心　

遙は
る

か
に
護
念
し
た
ま
え

同ど
う

生し
ょ
う

相あ
い

勧す
す

む　

尽
こ
と
ご
と

く
須

す
べ
か
ら

く
来き

た
る
べ
し

（『
浄
土
宗
日
常
勤
行
式　
付
・
阿
弥
陀
経 

真
身
観
文 

般
若
心

経
』・
七
二
頁
）

③
〈
現
代
語
訳
〉

仏
さ
ま
に
お
願
い
い
た
し
ま
す　

そ
れ
ぞ
れ
ご
縁
に
し
た
が
っ

て
浄
土
へ
お
帰
り
く
だ
さ
い

香
を
薫
じ　

花
を
散
じ
つ
つ　

心
か
ら
仏
さ
ま
を
お
送
り
い
た

し
ま
す

願
わ
く
は
仏
さ
ま
の
慈
悲
の
み
心
を
も
っ
て　

遠
く
か
ら
で
も

私
た
ち
を
お
守
り
く
だ
さ
い

浄
土
に
生
ま
れ
た
方
々
は　

私
た
ち
に
も
必
ず
浄
土
に
生
ま
れ

よ
と
勧
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

（『
新
版
檀
信
徒
宝
典　
読
ん
で
わ
か
る
浄
土
宗
』・
一
八
二
頁
）
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④
〈
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
〉

・�「
仏
さ
ま
〔
・
菩
薩
様
さ
ま
〕
を
お
送
り
し
ま
し
ょ
う
」（
岩

井
正
道
）

・「
仏
さ
ま
方
を
お
見
送
り
い
た
し
ま
す
」（
宮
入
良
光
）

・�「
仏
さ
ま
方
、
ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
お
見
守
り
下
さ
い
」（
宮

田
恒
順
）

・「
お
浄
土
へ
お
見
送
り
申
し
上
げ
る
」（
宮
田
恒
順
）

【
参
考
】

「
仏
さ
ま
を
お
見
送
り
」（「
日
々
の
お
つ
と
め
」『
浄
土
宗
新
聞
』）

「
仏
さ
ま
あ
り
が
と
う
私
た
ち
を
お
ま
も
り
く
だ
さ
い
」（『
よ

い
こ
の
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
』）

⑤
〈
解
説
〉

奉
請
し
た
仏
を
そ
の
本
国
へ
送
る
偈
文
で
、
勤
行
・
法
要
等
で

最
後
に
唱
え
る
。「
請
仏
随
縁
還
本
国　

普
散
香
華
心
送
仏　

願
仏
慈
心
遥
護
念　

同
生
相
勧
尽
須
来
」。『
法
事
讃
』
下
（
浄

全
四
・
三
○
下
）
に
出
る
。
原
文
は
「
諸
仏
随
縁
」。
香
を
焚
き
、

華
を
撒
い
て
仏
を
送
り
、
本
国
に
還
ら
れ
た
後
も
大
悲
の
心
で

遥
か
に
護
念
し
た
ま
え
と
願
い
、
ま
た
す
で
に
浄
土
に
往
生
し

た
人
も
、
勧
め
来
た
り
て
護
念
せ
よ
と
念
じ
る
意
味
。
第
四
句

に
つ
い
て
、『
法
事
讃
私
記
』
下
に
は
「
已
生
の
人
、
勧
め
来

て
護
念
せ
よ
と
請
う
」（
浄
全
四
・
九
一
上
）
と
あ
り
、
す
で

に
浄
土
に
往
生
さ
れ
た
人
々
が
、
共
々
に
勧
め
合
っ
て
、
こ
の

世
界
に
い
る
私
を
お
護
り
く
だ
さ
い
、
と
の
意
に
な
る
。
ま
た
、

人
々
は
互
い
に
勧
め
合
っ
て
、
こ
こ
に
集
ま
り
、
一
人
で
も
多

く
の
人
々
と
共
に
、（
往
生
を
願
い
）
念
仏
の
行
を
励
み
た
い

も
の
で
あ
る
、
と
の
意
味
も
あ
る
。
導
師
が
香
炉
を
奉
持
し
、

式
衆
が
長
跪
し
て
「
普
散
香
華
」
の
発
声
に
合
わ
せ
て
散
華
す

る
作
法
が
あ
る
。

�

【
辞
典
原
稿
執
筆
者
：
加
藤
芳
樹
】

⑥
〈
法
話
の
ポ
イ
ン
ト
〉

◆
五
分
法
話
例

お
勤
め
の
最
後
の
偈
文
は「
送
仏
偈
」で
あ
り
ま
す
。「
奉
請
」
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で
お
迎
え
し
た
多
く
の
仏
さ
ま
〔
・
菩
薩
さ
ま
〕
の
お
見
送
り

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
合
わ
せ
て
私
た
ち
の
身
辺

の
お
守
り
を
請
い
願
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。「
送
仏
偈
」
は

お
勤
め
の
最
後
の
偈
文
で
あ
り
ま
す
の
で
「
や
れ
や
れ
、
も
う

す
ぐ
終
わ
り
だ
」
と
思
い
な
が
ら
、
つ
い
つ
い
駆
け
足
で
お
唱

え
し
が
ち
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
が
「
奉
請
」
を
お

唱
え
し
て
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
道
場
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
多
く
の

仏
さ
ま
〔
・
菩
薩
さ
ま
〕
を
お
迎
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
か
ら

に
は
、
で
き
る
限
り
心
を
込
め
て
丁
寧
に
お
見
送
り
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
の
が
礼
儀
で
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ま
は
「
お
出
迎
え
三
歩
、
お
見
送
り
七
歩
」
と
い
う
日

本
で
古
く
か
ら
伝
わ
る
言
葉
を
ご
存
じ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

お
客
さ
ま
が
お
家
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
時
の
お
出
迎
え
と
お
見

送
り
の
心
構
え
で
あ
り
ま
す
。

「
お
出
迎
え
三
歩
」
と
は
、
お
出
迎
え
の
時
は
本
来
お
出
迎

え
を
す
る
立
ち
位
置
よ
り
さ
ら
に
三
歩
出
て
、
お
出
迎
え
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、「
お
見
送
り
七
歩
」
と

は
お
見
送
り
の
時
は
本
来
お
見
送
り
す
る
立
ち
位
置
よ
り
さ
ら

に
七
歩
出
て
お
見
送
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
実
際
の
と
こ
ろ
三
歩
や
七
歩
、
き
っ
ち
り
と
歩
み
出

る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
そ
れ
ぐ
ら
い
の
心
持
ち
で
そ
の
場

に
臨
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の

言
葉
で
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、
お
出
迎
え
が
三
歩
で
あ
る
の

に
対
し
て
お
見
送
り
が
七
歩
と
、
お
見
送
り
の
方
が
四
歩
も
多

い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
お
出
迎
え
の

時
以
上
に
お
見
送
り
の
時
は
心
を
込
め
て
、
丁
寧
に
お
見
送
り

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
心
掛
け
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
も
大
切
な
方
が
自
身
の
お
家
に
お
越
し

の
際
は
玄
関
で
お
迎
え
し
、
そ
の
お
方
が
お
帰
り
の
際
は
、
玄

関
ま
で
で
は
な
く
外
ま
で
出
て
相
手
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
真

心
を
込
め
て
丁
寧
に
お
見
送
り
を
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。そ

れ
は
、
多
く
の
仏
さ
ま
〔
・
菩
薩
さ
ま
〕
を
「
送
仏
偈
」

の
お
唱
え
で
お
見
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
く
時
も
一
緒
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
。「
奉
請
」で
の
お
迎
え
以
上
に「
送
仏
偈
」で
は
、し
っ

か
り
と
真
心
を
込
め
て
丁
寧
に
お
見
送
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
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た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
そ
の
よ
う
な
心
持
ち
で
「
送
仏
偈
」
を
お
唱
え
し
、

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
敬
い
の
態
度
と
心
で
お
念
仏
を
お
称
え
く

だ
さ
い
。

�

（
執
筆
者
：
岩
井
正
道
）

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト

・�

三
句
お
よ
び
四
句
に
つ
い
て
、
仏
さ
ま
は
も
ち
ろ
ん
、
故
人

さ
ま
や
ご
先
祖
さ
ま
に
日
々
の
お
護
り
や
念
仏
往
生
へ
の
励

ま
し
を
願
い
、
あ
わ
せ
て
こ
の
私
の
命
終
る
時
に
は
親
し
く

迎
え
に
来
て
く
だ
さ
い
と
の
意
を
示
し
、
日
々
の
護
念
、
来

迎
引
接
、
倶
会
一
処
を
説
く
。

・�

あ
わ
せ
て
、
お
帰
り
に
な
ら
れ
て
も
日
々
ご
自
宅
の
お
仏
壇

に
て
、
お
寺
の
本
堂
と
変
わ
ら
ぬ
思
い
で
仏
さ
ま
方
を
親
し

く
お
迎
え
し
お
勤
め
い
た
だ
く
よ
う
お
伝
え
す
る
。

・�

な
お
第
四
句
の
「
同
生
相
勧
尽
須
来
」
に
つ
い
て
、『
新
纂

浄
土
宗
大
辞
典
』
の
「
送
仏
偈
」
に
は
二
通
り
の
解
釈
が
示

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
安
達
俊
英
師
「
浄
土
宗
講
座　

浄
土
宗

の
お
勤
め　

第
二
三
回
」
の
「
送
仏
偈
」
解
説
（『
知
恩
』
二

月
号
、
二
○
一
四
）
に
よ
れ
ば
、

　

�

ま
ず
「
同
生
」
は
①
「
同
じ
く
極
楽
に
往
生
し
た
者
」
と

②
「
同
じ
く
極
楽
往
生
を
願
う
者
」
と
い
う
二
つ
の
解
釈

が
、
一
方
、「
来
た
る
べ
し
」
も
ⓐ
「
こ
の
世
界
に
来
た

る
べ
し
」
と
ⓑ
「
極
楽
に
来
た
る
べ
し
」
の
二
つ
の
方
向

性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

と
あ
り
、
さ
ら
に
「
来
た
る
べ
し
」
に
つ
い
て
は
、

　

�

こ
こ
で
の
「
来
る
」
は
実
質
的
に
「
往
く
」
の
意
味
で
受

け
取
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
善
導
大
師

は
極
楽
を
「
本
国
」
と
み
な
し
、
そ
ち
ら
へ
「
往
く
」
こ

と
を
「
来
た
る
」
と
表
現
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
よ
う
に
み

な
せ
る
か
ら
で
す
。

と
し
て
、
三
句
目
と
四
句
目
の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
護
念
し

て
下
さ
い
。
私
た
ち
も
励
ま
し
あ
っ
て
往
生
す
べ
く
努
力
し
ま
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す
の
で
」
と
の
解
釈
を
採
用
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
『
中
国
語
辞
典
』（
白
水
社
）
に
よ
る
と
、「
来
」

に
は
「（
人
や
物
事
が
）
や
っ
て
来
る
」
の
他
に
、

　

�

２ 
動
詞
（
別
の
場
所
に
い
る
人
か
ら
「
こ
こ
へ
い
ら
っ

し
ゃ
い
」
と
呼
ば
れ
て
、「
す
ぐ
行
き
ま
す
」
な
ど
と
答

え
る
場
合
の
）
行
く
．

と
い
う
意
味
が
あ
る
。

よ
っ
て
法
要
の
最
後
に
、
お
見
送
り
す
る
仏
さ
ま
方
や
先
に

往
生
さ
れ
た
ご
先
祖
さ
ま
・
故
人
さ
ま
に
護
念
を
願
い
な
が
ら
、

あ
ら
た
め
て
現
世
の
縁
者
一
同
が
互
い
に
励
ま
し
あ
っ
て
、

共
々
に
念
仏
往
生
を
誓
う
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
は
「
総
願
偈
」
に
あ
る
「
共ぐ

生し
ょ
う

」
の
語
に
通
じ
る
こ
と

で
あ
り
、勤
行
式
を
締
め
く
く
る
「
流
通
分
」
の
要
と
な
る
の
で
、

一
座
の
法
要
の
結
勧
と
し
て
日
々
の
称
名
一
行
に
よ
る
「
共
生
」

を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

�

（
執
筆
者
：
宮
入
良
光
）

◆
法
話
の
ポ
イ
ン
ト

・
呼
応
関
係

香
を
薫
じ
、
仏
さ
ま
方
に
来
臨
を
賜
り
、
誦
経
、
お
念
仏
を

中
心
と
し
て
法
要
を
お
勤
め
し
て
参
り
ま
し
た
。
末
尾
に
至
っ

て
は
、「
送
仏
偈
」
を
お
唱
え
し
、
来
臨
の
仏
さ
ま
方
に
真
心

を
込
め
て
お
見
送
り
を
致
し
ま
す
。
勤
行
の
は
じ
め
、
仏
さ
ま

方
は
私
た
ち
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
来
臨
し
て
下
さ
り
、
こ
こ

に
至
る
ま
で
の
姿
を
見
守
っ
て
い
て
下
さ
い
ま
し
た
。
勤
行
式

を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
「
送
仏
偈
」
を
お
唱
え
す
る
際
も
、
仏

さ
ま
方
に
声
や
想
い
が
届
く
中
、
親
し
く
お
見
送
り
が
行
わ
れ

る
の
で
す
。
日
常
勤
行
式
を
通
じ
て
、
こ
の
呼
応
関
係
を
あ
ら

た
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
叶
い
ま
す

（
（6
（

。

法
然
上
人
が
「
衆
生
仏
を
礼
す
れ
ば
仏
こ
れ
を
見
た
ま
う
、

衆
生
仏
を
称
う
れ
ば
仏
こ
れ
を
聞
き
た
ま
う
、
衆
生
仏
を
念
ず

れ
ば
仏
も
衆
生
を
念
じ
た
ま
う

（
（6
（

」
と
示
さ
れ
る
よ
う
、
仏
さ

ま
方
と
私
た
ち
と
は
常
に
親
し
く
密
接
な
関
係
な
の
で
す
。

・
還
相
回
向
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こ
の
偈
文
に
は
「
浄
土
に
生
ま
れ
た
方
々
は
、
浄
土
に
う
ま

れ
よ
と
勧
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
」
と
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
が
先
立
っ
た
方
々
の
幸
せ
や
仏
道
精
進
を
願
い
、
思
い

出
を
心
に
起
こ
し
な
が
ら
言
葉
を
か
け
る
よ
う
に
、
先
立
っ
た

方
々
も
ま
た
、私
た
ち
に
思
い
を
寄
せ
、言
葉
を
か
け
て
下
さ
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
こ
と
を
常
に
見
守
り
、
寄
り
添
い
、「
お

念
仏
の
教
え
を
頼
り
と
な
さ
い
、
必
ず
浄
土
往
生
を
果
た
し
、

ま
た
手
を
取
り
合
い
ま
し
ょ
う
」
と
、
私
た
ち
が
お
念
仏
の
生

活
を
送
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
。
お
釈
迦
さ

ま
が
お
勧
め
を
さ
れ
、
諸
々
の
仏
さ
ま
方
が
間
違
い
の
な
い
御

教
え
だ
と
証
明
を
し
て
下
さ
っ
て
い
る
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
の
ご

本
願
を
受
け
取
る
こ
と
こ
そ
、
先
立
っ
た
方
の
願
い
で
も
あ
る

と
受
け
止
め
て
、
法
話
に
望
む
こ
と
が
肝
要
で
す
。

《
部
分
法
話
例
》

（「
送
仏
偈
」
の
現
代
語
訳
を
参
考
に
解
説
し
た
上
で
、
参
集

の
方
に
対
し
）

本
日
、
先
立
っ
た
方
へ
の
思
い
を
込
め
て
、
多
く
の
お
念
仏

を
お
称
え
致
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
が
先
立
っ
た
方
の
真
の
幸
せ

を
願
い
、
思
い
を
向
け
て
下
さ
る
御
姿
は
、
先
立
っ
た
方
々
も

ま
た
同
じ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
お
ひ
と
り
お
ひ
と
り
の
姿

を
見
守
り
、
何
を
願
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
。
ど
の
よ
う
な
思

い
を
寄
せ
て
下
さ
っ
て
い
る
か
。
ど
う
ぞ
、
私
た
ち
の
命
の
往

き
先
も
ま
た
お
浄
土
な
の
だ
と
心
を
定
め
て
、
お
念
仏
を
お
称

え
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
日
々
を
、
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
、

先
立
っ
た
方
々
は
笑
顔
で
見
守
っ
て
い
て
下
さ
い
ま
す
。
お
家

に
戻
ら
れ
て
か
ら
も
、
折
に
触
れ
て
思
い
出
し
、
仏
さ
ま
た
ち

と
共
に
歩
ん
で
く
だ
さ
い
ま
せ
。

※�

法
話
に
お
い
て
は
、
先
立
っ
た
方
と
ご
遺
族
の
御
生
前
の
思

い
出
や
お
姿
に
つ
い
て
話
の
中
で
触
れ
た
り
、
い
ま
ど
の
よ

う
な
お
姿
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
等
を
示
す
こ
と
も
大
切
で

す
。

※�
「
な
ぜ
浄
土
往
生
を
願
っ
て
い
る
の
か
」と
い
っ
た
こ
と
な
ど
、

様
々
な
「
な
ぜ
」
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
で
、
法
話
が
分
か

り
易
く
、
ま
た
伝
わ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
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�

（
執
筆
者
：
宮
田
恒
順
）

５
．
参
考
資
料
（
敬
称
略
、
発
行
年
順
）

『�

淨
土
宗
勤
行
式
略
解
』（
文
書
伝
道
部
著
作
兼
発
行
印
刷
、

一
九
一
四
）

※�

実
際
の
著
者
は
、
文
書
伝
道
部
が
お
か
れ
た
西
極
楽
寺
の
住

職
で
あ
る
角
田
俊
徹
。

『�

浄
土
宗
法
式
精
要
』（
千
葉
満
定
編
、
浄
土
宗
法
式
会
、
一

九
二
二
）

『
浄
土
宗
勤
行
の
解
説
』（
村
瀬
秀
雄
編
、常
念
寺
、一
九
八
八
）

『�

新
装
版　
浄
土
宗
日
常
勤
行
の
話
』（
香
月
乗
光
著
、浄
土
宗
、

一
九
九
五
）

『�

浄
土
宗
現
代
法
話
大
系 

第
一
四
巻 

勤
行
要
偈
・
詠
唱
』（
同

朋
舎
、
一
九
九
七
）

『
よ
い
こ
の
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
』（
浄
土
宗
、
一
九
九
八
）

『�

浄
土
宗
日
常
勤
行
式
の
総
合
的
研
究
』（
浄
土
宗
総
合
研
究

所
編
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
、
一
九
九
九
）

『
浄
土
宗
法
要
集 

下 

新
訂
改
版
』（
浄
土
宗
、
二
○
○
三
）

『�

現
代
語
訳　

浄
土
三
部
経
』（
浄
土
宗
総
合
研
究
所
編
、
浄

土
宗
、
二
○
一
一
）

『
浄
土
宗
法
要
集 

上 

新
訂
改
第
四
版
』（
浄
土
宗
、二
○
一
二
）

「�

浄
土
宗
講
座　

浄
土
宗
の
お
勤
め
（
全
二
四
回
）」（
安
達
俊

英
・
伊
藤
比
呂
美
著
、
浄
土
宗
総
本
山
知
恩
院
、『
知
恩
』

八
一
五
号〈
二
○
一
二
．
四
〉～
八
三
八
号〈
二
○
一
四
．
三
〉）

『�

読
み
解
き
「
般
若
心
経
」』（
伊
藤
比
呂
美
著
、
朝
日
文
庫
、

二
○
一
三
）

『�

日
常
勤
行
の
解
説
』（
藤
本
淨
孝
・
郡
嶋
昭
示
・
工
藤
量
導
著
、

浄
土
宗
、
二
○
一
四
）

※�

浄
土
宗
教
師
養
成
道
場
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も

の
。

「�

日
々
の
お
つ
と
め
―
浄
土
宗
日
常
勤
行
式
１
～
１
６
」（『
浄

土
宗
新
聞
』
五
六
四
号
〈
二
○
一
四
．
二
〉
～
五
七
九
号
〈
二

○
一
五
．
五
〉）

『�
平
成
改
訂 

浄
土
宗
諸
経
要
偈
集
』（
浄
土
宗
近
畿
地
方
教
化

セ
ン
タ
ー
、
二
○
一
五
）

『�

新
版
檀
信
徒
宝
典　

読
ん
で
わ
か
る
浄
土
宗
』（
浄
土
宗
、
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二
○
一
六
）

『
浄
土
宗　

毎
日
の
お
つ
と
め
』（
浄
土
宗
、
二
○
一
六
）

『�
お
坊
さ
ん
は
な
ぜ
お
経
を
読
む
？
』（
石
田
一
裕
著
、浄
土
宗
、

二
○
一
八
）

『�

浄
土
宗
日
常
勤
行
式　

付
・
阿
弥
陀
経 

真
身
観
文 

般
若
心

経
』（
浄
土
宗
、
二
○
一
九
）

『�

い
つ
か
死
ぬ
、
そ
れ
ま
で
生
き
る　

わ
た
し
の
お
経
』（
伊

藤
比
呂
美
著
、
朝
日
新
聞
出
版
、
二
○
二
一
）

６
．
お
わ
り
に

法
然
上
人
の
お
言
葉
に
、

　

�

浄
土
宗
の
学
者
は
先
ず
此
の
旨
を
知
る
べ
し
。
有
縁
の
人

の
為
に
は
身
命
財
を
捨
て
も
、
偏
に
浄
土
の
法
を
説
く
べ

し
。
自
ら
の
往
生
の
為
に
は
諸
の
囂ご

う

塵じ
ん

を
離
て
専
ら
念
仏

の
行
を
修
す
べ
し
。
此
の
二
事
の
外
、
全
く
他
の
営
み
な

し
。

　

�（「『
黒
谷
源
空
上
人
伝
（
十
六
門
記
）』、『
法
然
上
人
伝

全
集
』・
七
九
八
頁
）

と
あ
る
。
ま
た
、『
選
択
集
』
十
六
章
に
は
、

　

�

そ
れ
よ
り
已こ

の
か
た来

、
今
日
に
至
る
ま
で
、
自
行
化
他
た
だ
念

仏
を
縡こ

と

と
す
。
然
る
間
、
希ま

れ

に
津し

ん

を
問
う
者
に
は
、
示

す
に
西
方
の
通つ

う

津し
ん

を
以
て
し
、
た
ま
た
ま
行
を
尋
ぬ
る
者

に
は
、
誨お

し
え
る
に
念
仏
の
別
行
を
以
て
す
。
こ
れ
を
信
ず

る
者
は
多
く
、
信
ぜ
ざ
る
者
は
尠す

く
な

し
。

�

（
聖
典
三
・
一
九
○
頁
）

と
あ
る
。
自
行
化
他
と
も
に
念
仏
一
行
に
励
ま
れ
た
上
人
の
お

姿
を
、
あ
り
が
た
く
頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
文
で
あ
る
。

こ
の
中
で
も
、
身
命
財
を
な
げ
う
っ
て
で
も
念
仏
を
説
く
べ
し

と
の
お
示
し
に
は
、
上
人
の
ご
覚
悟
と
深
い
慈
悲
の
御
心
が
感

じ
ら
れ
よ
う
。

我
々
も
、
自
行
化
他
の
両
輪
を
も
っ
て
上
人
の
大
き
な
背
中

を
追
わ
せ
て
い
た
だ
く
身
で
あ
る
。
そ
の
慈
恩
の
万
一
に
酬
い

ん
が
た
め
に
も
、
日
々
の
勤
め
の
中
で
、
よ
り
身
近
に
「
法
を

説
く
」
た
め
の
一
助
と
な
る
よ
う
ま
と
め
た
の
が
、
こ
の
資
料

で
あ
る
。

当
然
、
偈
文
の
理
解
が
深
ま
れ
ば
、
そ
こ
に
実
感
が
籠
も
り
、
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よ
り
想
い
を
込
め
て
法
要
儀
式
を
勤
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

研
究
会
を
重
ね
る
中
で
、班
内
で
も「
改
め
て
日
々
の
お
勤
め
が
、

よ
り
有
り
難
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な

声
が
挙
が
っ
た
。「
仏
様
方
を
お
迎
え
し
、
仏
法
を
頂
き
、
た

だ
一
向
に
念
仏
申
す
」
こ
と
と
、「
法
を
説
く
」
こ
と
の
両
輪
を
、

合
わ
せ
て
大
き
く
回
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

ま
た
結
果
と
し
て
檀
信
徒
の
方
々
に
、
本
宗
の
教
旨
や
法
要

の
意
義
な
ど
、
よ
り
深
い
理
解
と
信
仰
を
得
て
い
た
だ
き
、
自

宅
の
御
仏
前
に
お
け
る
日
々
の
お
勤
め
の
力
添
え
と
も
な
る
よ

う
、
こ
の
資
料
を
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

注（
1
）
香
月
乗
光
『
浄
土
宗
日
常
勤
行
の
話
』
一
九
―
二
二
頁
。

（
2
）『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
香
偈
」
参
照
。

（
3
）『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
明
る
く
・
正
し
く
・
仲
よ
く
」
参
照
。

（
4
）
浄
全
一
・
一
九
頁
。

（
5
）『
説
法
明
眼
論
』
散
華
品
第
七
（「
称
名
寺
蔵・金
沢
文
庫
保
管
『
説

法
明
眼
論
』
解
題
・
翻
刻
」、
鈴
木
英
之
『
中
世
学
僧
と
神
道
―
了

誉
聖
冏
の
学
問
と
思
想
―
』
勉
誠
出
版
、
二
○
一
二
、
三
二
七
頁
）。

（
6
）『
選
択
本
願
念
仏
集
』
第
一
五
章
参
照
。

（
7
）
聖
冏
『
決
疑
鈔
直
牒
』
一
○
に
は
、「
證
誠
勸
衆
生
信
心
護
念
護
衆

生
退
縁
」（
浄
全
七
・
六
一
二
頁
）
と
あ
る
。

（
8
）
盤
察
…
生
年
不
明
―
享
保
一
五
年
（
一
七
三
○
）。
應
蓮
社
称
誉
。

洛
西
北
野
浄
円
寺
五
世
。

（
9
）
勧
化
南
針
鈔
…
盤
察
撰
。
七
巻
。
宝
永
八
年
（
一
七
一
一
）
刊
。

現
代
語
訳
（
抄
訳
）
に
、藤
本
治
『
無
の
道 

念
仏
の
真
髄
』（
春
秋
社
、

一
九
八
七
）
が
あ
る
。

（
10
）
行
者
用
心
集
…
存
海
著
。
万
治
三
年
（
一
六
六
○
）
刊
。
下
巻
の

二
○
丁
ウ
に
こ
の
文
が
見
ら
れ
る
。

（
11
）
五
会
賛
…
法
照
撰
『
五
会
法
事
讃
』
の
こ
と
。
そ
の
序
文
に
「
惣

須
發
至
誠
心
端
坐
合
掌
觀
想
阿
彌
陀
佛
一
切
賢
聖
如
對
目
前
」（
浄

全
六
・
六
七
二
頁
下
）
と
あ
る
。

（
12
）
浄
全
五
・
六
八
三
頁
上
。

（
13
）
要
集
…
『
往
生
要
集
』
の
こ
と
。

（
14
）
法
然
上
人
は
、日
頃
の
念
仏
行
者
の
心
の
持
ち
よ
う
に
つ
い
て
、「
あ

る
時
に
は
世
間
の
無
常
な
る
こ
と
を
思
い
て
こ
の
世
の
幾
程
な
き
事

を
知
れ
。
あ
る
時
に
は
仏
の
本
願
を
思
い
て
必
ず
迎
え
た
ま
え
と
申

せ
」（『
十
二
箇
条
の
問
答
』、
浄
全
四
・
四
四
四
頁
）
と
仰
っ
て
い
る
。

（
15
）
浄
影
寺
慧
遠
『
大
乗
義
章
』
一
○
に
、「
三
帰
と
は
帰
投
依
伏
。
故

に
曰
く
帰
依
。
帰
投
之
相
、子
、父
に
帰
す
る
が
如
し
。
依
伏
之
相
、民
、

王
に
依
す
る
が
如
し
」（
正
蔵
四
四
・
六
五
四
頁
上
）
と
あ
る
。
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（
16
）『
酔
生
夢
詩
』（
青
土
社
、
一
九
九
五
）、
二
七
三
―
二
七
六
頁
。
そ

の
他
多
数
の
詩
集
に
所
収
。

（
17
）『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
懺
悔
」
参
照
。

（
18
）
浄
全
四
・
五
三
八
頁
下
。

（
19
）
浄
全
一
・
五
○
頁
。

（
20
）
藤
堂
恭
俊
『
選
択
集
講
座
』（
浄
土
宗
、
二
○
○
一
）・
三
一
八
、

五
一
八
頁
参
照
。

（
21
）
浄
全
四
・
三
七
四
頁
上
。

（
22
）『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
参
照
。

（
23
）
昭
法
全
・
五
○
○
頁
／
聖
典
六
・
二
八
六
頁
。

（
24
）『
念
仏
往
生
義
』、
聖
典
四
・
五
二
七
頁
。

（
25
）『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
念
仏
と
懺
悔
」「
念
念
称
名
常
懺
悔
」
参

照
。

（
26
）『
雑
阿
含
経
』
四
七
（
正
蔵
二・三
四
五
頁
上
）、『
大
般
涅
槃
経
（
三

六
巻
）』
三
一
（
正
蔵
一
二
・
八
○
九
頁
下
）、『
大
般
涅
槃
経
（
四
○

巻
）』
三
三
（
正
蔵
一
二・五
六
三
頁
上
）。
こ
の
釈
尊
の
比
喩
は
「
爪

上
の
砂
（
土
）」
と
呼
ば
れ
、
人
間
界
に
生
を
受
け
、
仏
縁
を
結
ぶ

者
の
数
は
、
大
地
の
砂
の
数
ほ
ど
あ
る
生
き
と
し
生
け
る
も
の
の
命

の
中
で
、
僅
か
親
指
の
爪
の
上
に
乗
る
砂
の
数
程
度
の
者
し
か
い
な

い
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
間
界
に
生
を
受
け
、
仏
縁
を

結
ぶ
こ
と
の
で
き
る
有
難
さ
を
強
調
す
る
時
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
比

喩
で
あ
る
が
、
実
際
の
現
場
の
法
話
で
は
次
の
よ
う
な
問
答
形
式
で

説
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
　
　

ま
ず
、
釈
尊
が
弟
子
達
に
大
地
の
砂
を
掴
ん
で
①
「
こ
の
手
の
中

の
砂
と
大
地
の
砂
と
で
は
ど
ち
ら
が
多
い
か
」
と
尋
ね
ら
れ
た
。
こ

の
質
問
に
対
し
、
弟
子
達
が
②
「
大
地
の
砂
の
方
が
多
い
」
と
答
え

る
と
、
釈
尊
は
③
「
そ
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
数
え
尽
く
す
こ
と
の

で
き
な
い
大
地
の
砂
と
い
う
の
は
、
こ
の
世
に
生
を
受
け
た
生
き
と

し
生
け
る
も
の
の
命
の
数
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
尊
く
も
人
間
界
に

生
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
の
一
握
り
の
砂
の
数
で
あ
る
」

と
説
か
れ
た
。
さ
ら
に
、
釈
尊
は
一
握
り
の
砂
を
も
う
片
方
の
親
指

の
爪
の
上
に
パ
ラ
パ
ラ
と
か
け
て
い
か
れ
た
。
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど

の
砂
は
大
地
へ
落
ち
て
し
ま
っ
た
が
、
ご
く
僅
か
親
指
の
爪
の
上
に

砂
が
残
っ
た
。
釈
尊
は
、
そ
の
親
指
の
爪
の
上
に
残
っ
た
砂
を
弟
子

達
に
見
せ
な
が
ら
、④
「
折
角
、尊
く
も
人
間
界
に
生
を
受
け
た
の
に
、

仏
教
の
教
え
に
出
遇
い
、
そ
の
教
え
を
実
践
し
た
者
は
、
僅
か
親
指

の
爪
の
上
の
砂
の
数
に
し
か
過
ぎ
な
い
」
と
諭
さ
れ
た
と
い
う
。

　
　
　

こ
の
よ
う
に
法
話
の
現
場
で
は
、
②
「
大
地
の
砂
」
→
③
「
手
の

中
の
砂
」
→
④
「
親
指
の
爪
の
上
の
砂
」
と
い
う
様
に
、
ま
ず
人
間

界
に
生
を
受
け
る
有
り
難
さ
を
説
き
、
そ
の
次
に
仏
縁
を
結
ぶ
こ
と

の
で
き
る
有
り
難
さ
と
段
階
を
経
て
説
か
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、『
雑

阿
含
経
』、『
大
般
涅
槃
経
』
と
い
っ
た
経
典
に
は
、
③
の
よ
う
な
記

述
は
見
ら
れ
な
い
。
①
→
②
→
④
と
い
っ
た
表
現
に
な
っ
て
お
り
、

④
の
「
親
指
の
爪
の
上
の
砂
」
が
人
間
界
に
生
を
受
け
、
仏
縁
を
結
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ぶ
こ
と
の
で
き
る
有
難
さ
を
同
時
に
表
す
比
喩
に
な
っ
て
い
る
。

（
27
）
昭
法
全
・
六
九
七
頁
。

（
28
）
遇
い
難
い
教
え
の
喩
え
と
し
て
は
、「
盲
亀
浮
木
の
喩
え
」
が
有
名

で
あ
る
。『
雑
阿
含
経
』
一
五
（
正
蔵
二
・
一
○
八
頁
下
）
等
に
見

ら
れ
る
、
海
底
に
住
む
盲
目
の
亀
が
一
○
○
年
に
一
度
海
面
に
上
が

り
、
海
上
に
漂
う
木
切
れ
に
た
だ
一
つ
あ
る
穴
に
出
会
う
こ
と
の
困

難
を
い
う
比
喩
。
法
然
上
人
は
『
登
山
状
』
で
、「
教
法
流
布
の
世

に
遇
う
事
を
得
た
る
は
こ
れ
悦
び
な
り
。
譬
え
ば
目
し
い
た
る
亀
の

浮
木
の
穴
に
遇
え
る
が
ご
と
し
」（
昭
法
全
・
四
一
七
頁
）
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
る
。（『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
盲
亀
浮
木
の
喩
」参
照
）

（
29
）『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
経
」
参
照
。

（
30
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
三
二
（
聖
典
六
・
五
二
○
頁
）。

（
31
）『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
三
世
」
参
照
。

（
32
）
喩
え
話
の
内
容
に
つ
い
て
は
、「
開
経
偈
」
の
井
野
周
隆
執
筆
原
稿

を
参
照
。

（
33
）
ど
の
よ
う
な
前
世
に
お
け
る
因
に
よ
っ
て
現
世
で
人
の
身
を
受
け

る
に
至
っ
た
の
か
、
前
世
の
記
憶
を
持
た
な
い
私
た
ち
に
は
計
り
知

る
こ
と
が
叶
わ
な
い
。『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
隔
生
即
忘
」
参
照
。

（
34
）
有
縁
の
方
々
、
ま
た
仏
菩
薩
の
導
き
に
つ
い
て
は
「
還
相
回
向
」

や
「
回
向
」
の
項
目
を
参
照
。

（
35
）
松
田
道
雄
『
母
親
の
た
め
の
人
生
論
』（
岩
波
新
書
、
一
九
六
四
）。

（
36
）
昭
法
全
・
五
九
九
頁
。

（
37
）
浄
全
二
・
一
頁
。

（
38
）
法
然
上
人
は
、『
逆
修
説
法
』
二
七
日
の
条
で
、「
今
、
浄
土
宗
ノ

菩
提
心
ト
ハ
、
先
ズ
浄
土
二
往
生
シ
テ
、
一
切
衆
生
ヲ
度
シ
」（
昭

法
全
・
二
四
○
頁
）
と
述
べ
、
さ
ら
に
同
じ
二
七
日
の
条
で
も
「
善

導
ノ
御
意
ハ
、
先
ズ
浄
土
ニ
往
生
シ
テ
菩
薩
ノ
大
悲
願
行
ヲ
満
テ
ノ

後
、
還
テ
生
死
ニ
入
リ
遍
ク
衆
生
ヲ
度
セ
ン
ト
欲
ス
、
此
ノ
心
ヲ
菩

提
心
ト
名
ヅ
ク
」（
昭
法
全
・
二
四
二
頁
）
と
述
べ
、
浄
土
の
菩
提

心
と
は
、
往
生
後
に
実
践
す
る
利
他
行
の
こ
と
を
い
う
。

（
39
）
仏
の
教
え
に
し
た
が
い
、
仏
の
意
に
し
た
が
い
、
仏
の
願
に
し
た

が
う
こ
と
。
出
典
は
善
導
『
観
経
疏
』
の
「
深
信
と
は
、
仰
ぎ
願
わ

く
は
一
切
の
行
者
等
、
一
心
に
唯
仏
語
を
信
じ
て
、
身
命
を
顧
み
ず
、

決
定
し
て
依
行
せ
よ
。
仏
の
捨
て
し
め
た
ま
う
者
を
ば
す
な
わ
ち
捨

て
、
仏
の
行
ぜ
し
め
た
ま
う
者
を
ば
す
な
わ
ち
行
じ
、
仏
の
去
ら
し

め
た
ま
う
処
を
ば
す
な
わ
ち
去
れ
。
こ
れ
を
仏
教
に
随
順
し
、
仏
意

に
随
順
す
と
名
づ
け
、
こ
れ
を
仏
願
に
随
順
す
と
名
づ
け
、
こ
れ
を

真
の
仏
弟
子
と
名
づ
く
」（
聖
典
二
・
二
八
九
―
二
九
○
頁
）。

（
40
）
林
隆
碩
『
發
願
文
講
話
』（
三
七
―
三
八
頁
）、
成
田
貞
寛
「
発
願

文
の
こ
こ
ろ
―
往
相
と
還
相
」（
二
五
九
―
二
六
○
頁
）
参
照
。

（
41
）『
往
生
礼
讃
私
記
』
上
（
浄
全
四
・
三
九
三
頁
）。

（
42
）『
往
生
浄
土
用
心
』
に
「
人
の
死
の
縁
は
予
ね
て
思
う
に
も
叶
い
そ

う
ら
わ
ず
。
に
わ
か
に
大
路
、
径
に
て
終
る
事
も
そ
う
ろ
う
」（
聖

典
四
・
五
五
六
頁
）
と
あ
る
。
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（
43
）『
往
生
浄
土
用
心
』
に
「
終
る
時
に
は
、
断
末
摩
の
苦
し
み
と
て
、

八
万
の
塵
労
門
よ
り
無
量
の
病
、
身
を
責
め
そ
う
ろ
う
事
、
百
千
の

矛
剣
に
て
身
を
切
り
裂
く
が
ご
と
し
」（
聖
典
四
・
五
五
五
頁
）
と

あ
る
。

（
44
）
浄
全
四
・
三
五
四
頁
上
。

（
45
）
境
界
愛
・
自
体
愛
・
当
生
愛
の
こ
と
。
境
界
愛
と
は
、
家
族
や
財

産
に
対
す
る
執
着
心
。
自
体
愛
と
は
、自
身
の
身
命
に
対
す
る
執
着
心
。

当
生
愛
は
、
命
終
後
の
自
身
の
生
が
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
と
い

う
不
安
。

（
46
）
顛
倒
…
真
実
に
反
す
る
考
え
を
起
す
こ
と
。
義
山
『
阿
弥
陀
経
随

聞
講
録
』
に
は
、
霊
芝
元
照
『
阿
弥
陀
経
義
疏
』
を
引
い
て
「
凡
そ

人
臨
終
に
識
神
主
無
し
。
善
悪
の
業
種
発
現
せ
ず
と
云
う
こ
と
な
し
。

或
い
は
悪
念
を
起
し
〈
善
種
無
き
が
故
な
り
〉、
或
い
は
邪
見
を
起

し
〈
正
信
無
き
が
故
に
〉、
或
い
は
繋
恋
を
生
じ
〈
恩
愛
深
重
の
故
〉、

或
い
は
猖
狂
を
発
す
〈
苦
悩
逼
迫
の
故
に
〉。
悪
相
一
に
非
ず
。
皆

顛
倒
と
名
く
」（
浄
全
一
四
・
七
四
二
頁
上
／
『
教
化
研
究
』
二
○
・

二
四
八
頁
上
）
と
あ
る
。

（
47
）『
逆
修
説
法
』、
昭
法
全
・
二
三
四
頁
。

（
48
）『
選
択
集
』第
七
章
な
ら
び
に『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
摂
取
不
捨
」

「
心
光
・
色
光
」
の
項
目
を
参
照
。

（
49
）『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
三
七
、
聖
典
六
・
五
八
七
頁
。

（
50
）『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
光
明
無
量
願
」「
寿
命
無
量
願
」
の
項
目

を
参
照
。

（
51
）『
浄
土
宗
日
常
勤
行
の
話
』
一
五
八
―
九
頁
参
照
。

（
52
）光
明
の
そ
れ
ぞ
れ
の
功
徳
に
つ
い
て
は『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
十

二
光
仏
」の
項
目
を
参
照
。
ま
た
、光
明
に
よ
る
滅
罪
に
つ
い
て
は「
念

仏
滅
罪
」
の
項
目
を
参
照
。

（
53
）『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
称
名
念
仏
」
参
照
。

（
54
）『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
勝
劣
の
儀
」
参
照
。

（
55
）
聖
典
二
・
二
九
四
頁
。

（
56
）「
順
彼
仏
願
故
」
…
こ
の
事
を
説
か
れ
、
法
然
上
人
は
「
故
上
人
」

と
讃
え
ら
れ
る
。

（
57
）
聖
典
三
・
一
二
二
頁
。

（
58
）『
往
生
礼
讃
』、
浄
全
四
・
三
五
六
頁
下
。

（
59
）
順
に
、『
無
量
寿
経
』『
観
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』
参
照
。

（
60
）
こ
の
「
お
念
仏
の
功
徳
の
お
す
そ
分
け
」
を
お
伝
え
す
る
際
に
は
、

具
体
的
で
身
近
な
例
話
を
用
い
て
聴
衆
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
よ

い
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
聴
衆
の
中
に
農
家
の
方
々
が
多
い
地
域
で

は
「
皆
さ
ま
は
自
分
の
家
で
美
味
し
い
お
米
や
野
菜
を
収
穫
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
し
た
ら
、
そ
れ
ら
を
自
分
の
も
の
と
だ
け
に
は
せ

ず
に
皆
で
分
か
ち
あ
う
、
お
す
そ
分
け
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
る
で
し
ょ
う
」
と
い
っ
た
例
話
か
ら
本
題
に
入
っ
て
い
く
と
伝
わ

り
易
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
61
）
柴
田
泰
山
「
善
導
大
師
の
『
観
経
疏
』
を
読
む
」（『
和
合
』
平
成
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三
一
年
四
月
号
）
参
照
。

（
62
）
聖
典
三
・
二
九
頁
～
。

（
63
）
昭
法
全
・
四
五
頁
。

（
64
）
昭
法
全
・
二
四
二
頁
。

（
65
）
菩
提
心
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
藤
堂
恭
俊
「
法
然
教
学
に
お
け
る

菩
提
心
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
紀
要
』
二
二
―
二
、一
九
七
四
）
等
、

参
照
。

（
66
）『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』「
人
格
仏
」
参
照
。

（
67
）『
往
生
浄
土
用
心
』（
聖
典
四・五
五
○
頁
）、『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』

二
三
（
聖
典
六
・
三
四
○
頁
）
参
照
。
ま
た
、
善
導
大
師
『
観
経
疏
』

定
善
義
（
聖
典
二
・
二
七
二
頁
）
参
照
。
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Ｄ
Ｎ
Ａ
上
の
遺
伝
情
報
（
ゲ
ノ
ム
）
を
自
在
に
書
き
換
え
る

技
術
で
あ
る「
ゲ
ノ
ム
編
集
」。
と
り
わ
けCRISPR/Cas9

（
ク

リ
ス
パ
ー・キ
ャ
ス
ナ
イ
ン
）と
い
う
手
法
が
確
立
し
て
以
降
は
、

そ
の
有
用
性
・
効
率
性
か
ら
各
分
野
で
の
活
用
が
急
速
に
進
み

つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
安
全
性
を
は
じ
め
と
し
た
技
術
的

な
課
題
や
、
実
際
に
利
用
し
た
場
合
に
考
え
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
点
、
さ
ら
に
は
ゲ
ノ
ム
を
人
為
的
に
改
変
す
る
こ
と
に

対
す
る
、
倫
理
的
・
哲
学
的
な
面
で
の
疑
問
や
警
鐘
な
ど
も
提

起
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
が
社
会
に
普
及
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
意
識
や
価
値
観
が
ど
の
よ
う
に
変

化
し
て
ゆ
く
の
か
、
そ
し
て
教
化
の
現
場
に
ど
う
影
響
し
て
く

る
の
か
に
つ
い
て
、
令
和
三
年
度
か
ら
二
年
間
に
わ
た
っ
て
調

査
と
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技

術
の
原
理
や
、
各
分
野
に
お
け
る
応
用
の
可
能
性
と
現
状
、
問

題
点
な
ど
を
調
査
し
、
成
果
報
告
「
ゲ
ノ
ム
編
集
と
は
何
か
―

そ
の
原
理
と
応
用
、
問
題
点
」（『
教
化
研
究
』
第
33
号
、
２
０

２
１
年
９
月
刊
）
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
こ
の
技
術
が
社
会
に
普
及
す
る
こ
と
で
、
と
く

に
私
た
ち
の
意
識
や
価
値
観
、
社
会
の
あ
り
方
の
変
化
に
つ
い

て
懸
念
材
料
を
検
討
し
、
浄
土
宗
の
立
場
か
ら
ど
の
よ
う
に
考

え
向
き
あ
っ
て
ゆ
く
べ
き
か
を
検
討
し
ま
し
た
。
本
稿
で
は
そ

の
成
果
を
、
以
下
の
構
成
に
て
報
告
し
ま
す
。

令
和
三
年
度　

科
学
技
術
の
進
展
に
伴
う
社
会
の
変
化
と
浄
土
宗
の
対
応　

研
究
成
果
報
告

ゲ
ノ
ム
編
集
に
ど
う
向
き
あ
う
か
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第
一
章　
ゲ
ノ
ム
編
集
は
社
会
に
何
を
引
き
起
こ
す
か

　
１　
農
業
・
食
料
分
野
（
水
谷
浩
志
）

　
２　
環
境
分
野
（
熊
谷
信
是
）

　
３　
医
療
分
野
（
坂
上
雅
翁
）

第
二
章　
私
た
ち
の
問
題
意
識

　
１　
遺
伝
子
の
差
異
が
生
む
新
た
な
差
別
（
岡
崎
秀
麿
）

　
２　

�「
思
い
通
り
の
子
ど
も
」
を
得
よ
う
と
す
る
こ
と
は

幸
せ
に
つ
な
が
る
か
？
（
伊
藤
竜
信
）

第
三
章　
ゲ
ノ
ム
編
集
に
ど
う
向
き
あ
う
か

　
１　
浄
土
宗
の
視
点
と
立
場
（
吉
田
淳
雄
）

　
２　
農
業
・
食
料
分
野
（
水
谷
浩
志
）

　
３　
医
療
分
野
（
坂
上
雅
翁
）

　
４　
環
境
分
野
（
熊
谷
信
是
）

む
す
び

註第
一
章
で
は
、
昨
年
度
紹
介
し
た
三
つ
の
分
野
ご
と
に
、
ゲ

ノ
ム
編
集
技
術
の
普
及
が
社
会
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
引
き
起

こ
す
か
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
解
説
し
ま
す
。
各
分
野
で
の
応

用
の
現
状
や
全
般
的
な
問
題
点
の
整
理
な
ど
は
昨
年
度
の
成
果

報
告
で
ま
と
め
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

第
二
章
で
は
、
浄
土
宗
僧
侶
ひ
い
て
は
宗
教
者
と
し
て
の
立

場
か
ら
、
ゲ
ノ
ム
編
集
の
普
及
に
よ
り
懸
念
さ
れ
る
価
値
観
や

社
会
の
あ
り
方
の
変
化
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
ま
す
。

第
三
章
で
は
、
浄
土
宗
の
信
仰
を
持
つ
私
た
ち
は
ゲ
ノ
ム
編

集
に
対
し
て
ど
う
向
き
あ
っ
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
に
つ
い
て
、

総
論
お
よ
び
分
野
ご
と
に
考
え
て
み
ま
し
た
。
本
章
で
の
記
述

は
あ
く
ま
で
も
試
論
で
あ
り
、
充
分
詰
め
き
れ
て
い
な
い
部
分

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
を
ご
了
承
の
う
え
、
議
論
の
叩
き
台
と

し
て
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。�

【
吉
田
淳
雄
】

第
一
章　
ゲ
ノ
ム
編
集
は
社
会
に
何
を
引
き
起
こ
す
か

１　
農
業
・
食
料
分
野

ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
と
は
何
か

日
本
に
お
け
る
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
応
用
食
品
（
以
下
ゲ
ノ
ム

編
集
食
品
）
の
第
１
号
と
し
て
、「
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
脱
炭
酸
酵
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素
遺
伝
子
の
一
部
を
改
変
し
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
（
血
圧
を
下
げ
る
働
き

の
あ
る
ア
ミ
ノ
酸
）
含
有
量
を
高
め
た
ト
マ
ト
」
が
、
２
０
２

０
年
12
月
に
厚
生
労
働
省
に
届
け
出
ら
れ
、
２
０
２
１
年
９
月

15
日
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
そ
の
一
般
販
売
が

始
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
同
年
12
月
か
ら
は
動
物
性
食
品
の
第

一
号
と
し
て
肉
厚
マ
ダ
イ
、
続
い
て
高
成
長
ト
ラ
フ
グ
の
一
般

販
売
も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
他
に
も
、
労
力
を
要
す
る
受
粉
作

業
を
し
な
く
て
も
実
が
な
る
ト
マ
ト
、
も
と
も
と
あ
る
ソ
ラ
ニ

ン
な
ど
の
天
然
毒
素
を
大
幅
に
減
ら
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
収
穫

量
の
向
上
・
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
て
穂
に
つ
く
粒
の
数
を
増
や

し
た
イ
ネ
、
等
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
従
来
か
ら
流
通
し

て
い
る
遺
伝
子
組
換
え
食
品
と
対
比
し
て
解
説
し
ま
す
。
ゲ
ノ

ム
編
集
技
術
は
、
ゲ
ノ
ム
上
の
特
定
の
位
置
の
遺
伝
子
を
切
る

こ
と
で
突
然
変
異
を
人
為
的
に
起
こ
し
、
そ
の
生
物
に
新
し
い

性
質
を
付
与
し
て
品
種
改
良
を
す
る
こ
と
が
目
的
の
技
術
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、遺
伝
子
組
換
え
技
術
は
、同
じ
目
的
の
た
め
に
、

あ
る
生
物
か
ら
取
り
出
し
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
細
胞
外
で
操
作
し
た
後
、

そ
れ
を
元
の
生
物
や
別
の
種
類
の
生
物
の
細
胞
の
中
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

に
組
み
込
む
技
術
に
よ
っ
て
品
種
改
良
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

あ
る
遺
伝
子
を
別
の
生
物
の
ゲ
ノ
ム
に
導
入
す
る
の
で
、
交
配

不
可
能
な
異
な
る
種
の
遺
伝
子
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
他
の
生

物
の
遺
伝
子
も
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
外
か
ら
導
入
し
た

遺
伝
子
は
ゲ
ノ
ム
の
中
に
残
っ
た
ま
ま
で
機
能
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

ゲ
ノ
ム
編
集
を
利
用
し
た
技
術
は
、
特
定
の
遺
伝
子
を
切
る

だ
け
で
、
他
の
生
物
の
遺
伝
子
を
導
入
す
る
必
要
が
な
い
の
で
、

こ
の
点
が
遺
伝
子
組
換
え
技
術
と
の
大
き
な
違
い
で
す
。
つ
ま

り
、
遺
伝
子
組
換
え
は
、
新
し
い
遺
伝
子
を
足
す
こ
と
で
目
的

の
形
質
を
得
る
技
術
で
、
ゲ
ノ
ム
編
集
は
、
既
に
あ
る
遺
伝
子

を
変
え
る
こ
と
で
目
的
の
形
質
を
得
る
技
術
と
言
え
ま
す
。

ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
の
安
全
性
へ
の
評
価

ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
と
、
こ
れ
ま
で
の
遺
伝
子
の
変
異
を
利
用

し
た
品
種
改
良
に
よ
っ
て
で
き
た
食
品
と
は
、
そ
の
生
物
に
本

来
備
わ
っ
て
い
る
遺
伝
子
が
変
化
（
自
然
界
な
ど
で
も
突
然
変
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異
と
し
て
起
き
う
る
変
化
）
し
た
だ
け
の
食
品
と
い
う
点
で
同

じ
で
あ
り
、そ
の
安
全
性
も
同
等
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。従
っ

て
、
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
は
食
品
衛
生
法
に
よ
る
規
制
の
対
象
と

は
な
ら
ず
、
遺
伝
子
組
換
え
食
品
に
課
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
安

全
性
審
査
は
不
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
開
発
者
は
ど

の
よ
う
な
食
品
を
ど
の
よ
う
に
開
発
し
た
か
、
外
来
遺
伝
子
が

残
っ
て
い
な
い
か
、
新
た
な
ア
レ
ル
ゲ
ン
物
質
の
産
生
や
毒
性

を
持
っ
た
物
質
の
増
加
が
起
き
て
い
な
い
か
、
特
定
の
成
分
の

増
加
・
低
減
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
関
連
す
る
成
分
が
ど
の
よ

う
に
変
化
し
て
い
る
か
、
等
の
情
報
を
厚
生
労
働
省
へ
届
け
出

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
遺
伝
子
組
換
え
技
術

に
よ
る
食
品
に
つ
い
て
は
、
遺
伝
子
組
換
え
食
品
と
し
て
食
品

安
全
委
員
会
で
安
全
性
評
価
（
食
品
健
康
影
響
評
価
）
を
受
け
、

安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
食
品
の
み
が
公
表
さ
れ
、
表
示
義
務
を

伴
っ
て
流
通
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
に
は
、
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
の
よ
う
な

表
示
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
他
の
生
物
由
来
の
遺

伝
子
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、
科
学
的
に
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品

か
従
来
の
品
種
改
良
食
品
か
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
表

示
の
義
務
化
を
し
て
も
実
効
性
が
担
保
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

国
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
事
業
者
に
対
し
て
、
自
主
的
な
表
示
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
情
報
提
供
を
求
め
る
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
に
関
し
て
、
欧
米
の
現
状
は

ど
う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
米
国
に
お
い
て
は
、「
ゲ
ノ

ム
編
集
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
遺
伝
的
な
変
異
が
、
従
来
の
育

種
法
に
よ
っ
て
も
生
じ
う
る
変
異
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
ゲ

ノ
ム
編
集
さ
れ
た
作
物
を
、
特
別
な
規
制
の
下
に
置
か
な
い
」

と
い
う
方
針
が
２
０
１
８
年
に
政
府
か
ら
示
さ
れ
て
お
り
、
日

本
と
ほ
ぼ
同
じ
状
況
に
あ
り
ま
す
。
対
照
的
に
、
Ｅ
Ｕ
に
お
い

て
は
、「
ゲ
ノ
ム
編
集
さ
れ
た
作
物
を
、
遺
伝
子
組
換
え
技
術

に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
作
物
と
同
等
の
扱
い
を
す
る
」
と
い

う
裁
定
を
、
欧
州
司
法
裁
判
所
が
２
０
１
８
年
７
月
に
出
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
特
別
の
背
景
が
あ
り
ま
す
。
遺
伝
子
組

換
え
生
物
の
環
境
放
出
の
規
制
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
法
律
は
、

２
０
０
１
年
に
施
行
さ
れ
た
「
Ｇ
Ｍ
Ｏ
指
令
」
で
す
。
遺
伝
子

組
換
え
に
つ
い
て
は
、
欧
州
食
品
安
全
機
関
（
Ｅ
Ｆ
Ｓ
Ａ
）
が
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承
認
し
た
作
物
に
つ
い
て
、
国
ご
と
に
栽
培
を
認
め
る
か
ど
う

か
を
決
め
て
い
ま
す
。
現
在
は
ス
ペ
イ
ン
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
一

部
で
遺
伝
子
組
換
え
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
す
。「
化
学
物
質
や
放
射
線
な
ど
を
用
い
た
従
来
か
ら
の
突

然
変
異
技
術
は
Ｇ
Ｍ
Ｏ
指
令
の
対
象
外
と
す
る
が
、
２
０
０
１

年
以
降
に
開
発
さ
れ
た
突
然
変
異
誘
発
技
術
は
す
べ
て
、
遺
伝

子
組
換
え
と
同
じ
規
制
を
受
け
る
」
と
し
ま
し
た
。
ゲ
ノ
ム
編

集
に
よ
る
品
種
改
良
は
２
０
０
１
年
以
降
の
技
術
な
の
で
、
遺

伝
子
組
換
え
と
同
じ
扱
い
で
す
。
つ
ま
り
Ｇ
Ｍ
Ｏ
指
令
は
20
年

前
に
で
き
た
も
の
で
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
ま
っ
た
く
想
定
し

て
い
な
い
の
で
す
。
20
年
も
経
っ
て
新
し
い
技
術
が
次
々
と
開

発
さ
れ
て
来
て
い
る
の
に
、
そ
れ
に
対
応
し
た
法
律
改
定
の
審

議
が
欧
州
委
員
会
で
続
け
ら
れ
る
だ
け
で
先
へ
進
ま
な
い
の
は
、

Ｅ
Ｕ
で
は
、
予
防
原
則
の
立
場
を
と
っ
て
こ
の
規
制
が
な
さ
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。
予
防
原
則
と
は
、
化
学
物
質
や
新
技
術
な

ど
に
対
し
て
、
環
境
に
重
大
か
つ
不
可
逆
的
な
影
響
を
及
ぼ
す

仮
説
上
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
科
学
的
に
因
果
関
係
が
十
分
証

明
さ
れ
な
い
状
況
で
も
規
制
措
置
を
可
能
に
す
る
考
え
方
や
制

度
の
こ
と
で
す
。

ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
へ
の
懸
念

ま
ず
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
そ
の
も
の
へ
の
危
険
性
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
ゲ
ノ
ム
編
集
で
は
、
目
的
の
遺
伝
子
以
外
を
切

断
し
て
し
ま
っ
て
、
意
図
し
な
い
有
害
な
変
異
が
起
こ
る
こ
と

が
あ
り
、
そ
の
変
異
は
「
オ
フ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
変
異
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
遺
伝
分
離
に
よ
っ
て
科
学
的
に
取
り
除
く

こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
そ
の
分
離
の
過
程
で
、「
ヒ
ュ
ー
マ
ン

エ
ラ
ー
（
人
間
が
原
因
と
な
っ
て
起
こ
る
失
敗
や
過
誤
の
こ

と
）」
の
存
在
は
無
視
で
き
ま
せ
ん
。
例
え
ば
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の

場
合
、
日
光
に
さ
ら
さ
れ
る
と
毒
を
生
成
し
ま
す
。
緑
色
に
変

色
す
る
こ
と
が
そ
の
印
で
す
が
、
も
し
、
オ
フ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
変

異
に
よ
っ
て
緑
色
に
す
る
遺
伝
子
が
切
断
さ
れ
、
毒
が
生
成
さ

れ
て
い
て
も
緑
色
に
な
ら
な
い
品
種
が
、
オ
フ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
変

異
を
取
り
除
く
過
程
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
に
よ
っ
て
市
場
に

流
出
し
た
場
合
、
消
費
者
が
そ
れ
に
気
づ
か
ず
に
食
べ
て
し
ま

う
と
い
っ
た
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
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次
に
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
、
遺
伝
子
組
換
え
食
品
の
現

在
状
況
を
解
説
し
ま
す
。
遺
伝
子
組
換
え
作
物
は
、
そ
の
安
全

性
へ
の
不
信
感
か
ら
日
本
で
は
栽
培
試
験
が
行
わ
れ
て
い
る
の

み
で
商
業
用
栽
培
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
日
本
で

食
品
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
は
す
べ
て
外
国
か
ら
の
輸

入
に
頼
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
遺
伝
子
組
換
え
食
品
に
対

す
る
懸
念
を
持
つ
反
対
派
が
、
リ
ス
ク
と
し
て
指
摘
す
る
の
は
、

農
薬
の
人
体
に
残
留
す
る
量
が
増
加
す
る
危
険
性
で
す
。
除
草

剤
へ
の
耐
性
を
高
め
た
遺
伝
子
組
換
え
作
物
に
は
、
除
草
剤
の

使
用
量
増
加
が
伴
う
か
ら
で
す
。
他
に
も
こ
の
食
品
の
長
期
間

摂
取
に
よ
っ
て
生
じ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
増
大
の
可
能
性
、
ホ

ル
モ
ン
撹
乱
作
用
や
免
疫
力
低
下
な
ど
の
可
能
性
が
リ
ス
ク
と

し
て
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
米
国
環
境
医
学
会
は
、

２
０
０
９
年
５
月
に
「
遺
伝
子
組
換
え
食
品
は
免
疫
系
へ
の
悪

影
響
、
肝
臓
や
腎
臓
に
障
害
を
引
き
起
こ
す
な
ど
の
健
康
被
害

を
も
た
ら
す
可
能
性
が
大
き
い
」
と
し
て
、
即
刻
販
売
中
止
を

求
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
反
対
派
の
懸
念
が
あ
る
一
方
、
現

在
に
至
る
ま
で
人
体
へ
の
悪
影
響
は
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

実
際
の
と
こ
ろ
遺
伝
子
組
換
え
作
物
は
商
業
用
栽
培
が
始
ま
っ

て
20
年
以
上
が
た
っ
て
い
ま
す
が
、
食
用
と
し
て
の
安
全
性
に

疑
問
が
出
て
承
認
を
取
り
消
さ
れ
た
食
品
は
ひ
と
つ
も
な
い
の

で
す
。

反
対
派
が
主
張
す
る
も
う
ひ
と
つ
の
危
惧
は
、
遺
伝
子
組
換

え
生
物
が
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
自
然
界
へ
流

出
し
、
遺
伝
子
組
換
え
で
な
い
他
の
植
生
物
と
交
配
し
て
し
ま

う
と
い
っ
た
環
境
へ
の
悪
影
響
に
つ
い
て
で
す
。
米
国
で
は
、

遺
伝
子
組
換
え
大
豆
の
交
配
に
よ
る
既
存
種
へ
の
汚
染
は
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
で
も
輸
入
港
付
近
で
遺
伝
子
組

換
え
作
物
の
自
生
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
反
対
派
は
、
こ
れ

ら
の
遺
伝
子
組
換
え
作
物
を
自
然
界
か
ら
完
全
に
隔
離
し
、
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
実
質
的
に
不
可
能
で
あ
り
、
遺
伝
子

組
換
え
作
物
が
自
然
界
に
拡
が
り
環
境
に
大
き
な
悪
影
響
を
与

え
る
の
は
時
間
の
問
題
と
考
え
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
課
題

遺
伝
子
組
換
え
食
品
へ
の
懸
念
は
、
そ
の
普
及
と
と
も
に
世
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界
中
で
反
対
運
動
と
し
て
現
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
最
大
の
理

由
は
、
遺
伝
子
組
換
え
食
品
が
「
危
険
」
だ
と
断
定
さ
れ
た
か

ら
で
は
な
く
、
反
対
派
が
「
現
段
階
で
は
完
全
に
安
全
と
は
言

え
な
い
」
と
考
え
て
い
る
た
め
で
す
。
安
全
な
食
品
を
求
め
る

人
々
か
ら
す
れ
ば
、
わ
ず
か
で
も
不
安
を
感
じ
る
農
産
物
を
口

に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
言

え
ま
す
。

同
様
の
課
題
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
に
も
見
出
だ
せ
ま
す
。

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
が
広
汎
な
社
会
的
利
益
を
も
た
ら
す
技
術
と

な
る
に
は
、
消
費
者
の
技
術
へ
の
理
解
と
信
頼
の
醸
成
と
が
欠

か
せ
な
い
と
言
え
ま
す
。『
教
化
研
究
』
第
32
号
で
紹
介
し
た

意
識
調
査
（
第
二
章
第
７
節
、
２
２
３
頁
）
で
明
ら
か
に
な
っ

た
よ
う
に
、
ゲ
ノ
ム
編
集
に
対
す
る
社
会
の
認
知
度
や
理
解
度

は
ま
だ
低
く
、
表
示
義
務
の
な
い
現
状
の
制
度
で
の
対
応
で
は
、

消
費
者
に
不
信
感
を
持
た
れ
、
遺
伝
子
組
換
え
食
品
導
入
時
と

同
じ
状
況
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
導
入
時
に
は
、
消

費
者
へ
の
十
分
な
説
明
の
も
と
で
、
安
全
性
審
査
と
食
品
表
示

の
ル
ー
ル
作
り
が
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
消
費
者

に
不
信
感
と
い
う
も
の
が
生
じ
、
反
対
運
動
が
起
き
た
結
果
、

国
産
の
農
産
物
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
国
内
で
の
商
業
生

産
が
で
き
な
い
状
況
に
陥
っ
た
の
で
す
。
導
入
時
の
「
リ
ス
ク

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
遺
伝

子
組
換
え
作
物
の
現
状
を
現
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

「
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
、
社
会
を
取
り
巻

く
リ
ス
ク
に
関
す
る
正
確
な
情
報
を
、
行
政
、
専
門
家
、
企
業
、

市
民
な
ど
の
当
事
者
で
あ
る
関
係
主
体
間
で
共
有
し
、
相
互
に

意
思
疎
通
を
図
り
、
合
意
形
成
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
ゲ
ノ

ム
編
集
食
品
の
将
来
に
は
、
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
導
入
時
の

轍
を
踏
ま
な
い
た
め
に
、
こ
の
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
の
で
、
第
三
章
で
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
ま

す
。�

【
水
谷
浩
志
】

２　
環
境
分
野

こ
こ
か
ら
は
、
環
境
分
野
に
関
し
て
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
が

私
た
ち
の
生
活
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か
、
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
私
達
の
生
活
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
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の
か
を
考
え
る
た
め
に
は
、
環
境
分
野
に
お
い
て
も
現
在
進
め

ら
れ
て
い
る
ゲ
ノ
ム
編
集
の
応
用
研
究
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

環
境
分
野
に
お
け
る
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
の
応
用
は
、
ゲ
ノ
ム

編
集
を
加
え
た
生
物
を
用
い
る
こ
と
で
、
人
間
が
生
存
し
や
す

い
環
境
を
作
る
方
向
で
実
用
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
人

間
が
生
存
し
や
す
い
環
境
を
作
る
」
と
は
す
な
わ
ち
、

①�

人
間
に
害
を
及
ぼ
す
生
物
の
数
、
も
し
く
は
害
を
お
よ
ぼ

す
性
質
を
減
少
さ
せ
る

②�

人
間
に
と
っ
て
有
益
な
生
物
の
能
力
を
高
め
る
こ
と
で
有

益
性
を
上
げ
る

の
二
種
類
の
方
向
性
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
な
応
用
例
と
し
て
は
、「
花
粉
を
作
ら
な
い
ス
ギ
の

作
出
」、「
藻
類
を
利
用
し
た
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
に
向

け
た
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
用
化
」、「
遺
伝
子
ド
ラ
イ
ブ
を

用
い
た
病
気
を
媒
介
す
る
蚊
の
繁
殖
の
抑
制
」
な
ど
の
研
究
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
遺
伝
子
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
メ
ン
デ
ル
遺

伝
で
は
起
こ
り
得
な
い
特
別
な
遺
伝
的
変
異
を
、
た
っ
た
数
世

代
で
集
団
内
に
広
げ
る
こ
と
が
可
能
な
技
術
で
す
。
こ
の
技
術

を
使
え
ば
、
原
理
的
に
は
、
マ
ラ
リ
ア
を
媒
介
す
る
蚊
の
集
団

内
に
、
卵
を
生
め
な
く
な
る
変
異
を
広
げ
て
、
マ
ラ
リ
ア
を
媒

介
す
る
蚊
の
繁
殖
を
抑
制
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

花
粉
を
作
ら
な
い
ス
ギ
の
作
出
と
、
蚊
の
繁
殖
抑
制
は
①
の

方
向
の
応
用
に
当
た
り
、
藻
類
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
応
用
は
②
の
方
向
の
応
用
に
あ
た
り
ま
す
。
本
章
で
は
、

こ
れ
ら
の
具
体
例
を
見
て
い
く
こ
と
で
、
将
来
的
な
ゲ
ノ
ム
編

集
技
術
の
応
用
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
私
達
に
と
っ
て
一
番
身
近
な
例
で
あ
る
花
粉
を
作
ら
な

い
ス
ギ
の
作
成
か
ら
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

花
粉
を
作
ら
な
い
ス
ギ
作
出
に
向
け
た
試
み

花
粉
症
は
、
日
本
人
の
二
人
に
一
人
が
苦
し
ん
で
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す

（
（
（

。
も
は
や
日
本
人
の
国
民
病
と
も
言
っ
て
い

い
花
粉
症
で
す
が
、
花
粉
症
は
、
鼻
腔
内
に
入
っ
て
き
た
ス
ギ

等
の
花
粉
に
対
し
て
免
疫
反
応
が
起
き
た
結
果
、
引
き
起
こ
さ

れ
ま
す
。
花
粉
症
に
対
す
る
対
策
は
様
々
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
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中
の
一
つ
と
し
て
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
用
い
た
花
粉
を
作
ら

な
い
ス
ギ
の
作
出
が
あ
り
ま
す
。

本
来
、
林
木
の
品
種
改
良
に
は
、
交
配
と
優
良
系
統
の
選
抜

か
ら
な
る
地
道
な
作
業
が
必
要
で
、
世
代
の
更
新
に
十
年
単
位

の
時
間
を
要
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
花
粉
を
作
ら
な
い
ス
ギ
を
作

出
す
る
た
め
に
は
本
来
の
品
種
改
良
技
術
で
は
、
十
年
以
上
の

期
間
を
要
す
る
の
で
す
。

十
年
以
上
の
品
種
改
良
を
行
う
の
は
、 

非
常
に
大
き
な
手
間

と
労
力
が
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
、
品
種
改
良
に
か
か
る
期
間

を
大
幅
に
短
縮
す
る
技
術
と
し
て
、
日
本
に
お
い
て
、
ゲ
ノ
ム

編
集
技
術
を
用
い
た
品
種
改
良
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ゲ
ノ

ム
編
集
を
用
い
る
と
、
本
来
は
十
年
以
上
か
か
る
と
こ
ろ
、
花

粉
を
作
る
た
め
に
必
要
な
遺
伝
子
を
特
異
的
に
短
期
間
で
改
変

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
研
究
は
、
森
林
研
究
・
整
備
機
構
の
森
林
総
合
研
究
所

に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、
２
０
２
０
年
に
は
ゲ
ノ
ム
編
集

を
用
い
た
ス
ギ
が
狙
い
通
り
無
花
粉
に
な
り
、
無
花
粉
の
性
質

が
安
定
し
て
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た

（
（
（

。

ゲ
ノ
ム
編
集
に
よ
る
ス
ギ
の
無
花
粉
化
は
非
常
に
大
き
な
成

果
な
の
で
す
が
、
実
は
、
ス
ギ
の
花
粉
形
成
を
抑
制
す
る
試
み

は
遺
伝
子
組
換
え
法
（
ゲ
ノ
ム
編
集
よ
り
も
以
前
か
ら
確
立
さ

れ
て
い
た
遺
伝
子
改
変
手
法
）
に
よ
っ
て
そ
も
そ
も
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

遺
伝
子
組
換
え
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
ス
ギ
の
無
花
粉

化
が
、
な
ぜ
改
め
て
ゲ
ノ
ム
編
集
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
カ
ル
タ
ヘ
ナ
法
の
存
在

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
カ
ル
タ
ヘ
ナ
法
は
、
生
物
多
様
性
の
維
持

を
目
的
と
し
た
法
律
で
、
遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使
用
等
に

対
す
る
規
制
措
置
に
つ
い
て
定
め
た
法
律
で
す
。 

日
本
国
内

で
は
遺
伝
子
組
換
え
生
物
は
、
カ
ル
タ
ヘ
ナ
法
に
よ
っ
て
規
制

さ
れ
て
い
る
た
め
、
野
外
で
生
育
さ
せ
る
事
は
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
既
存
の
遺
伝
子
組
換
え
法
を
用
い
た
場
合
、
ス
ギ
の

ゲ
ノ
ム
中
に
ス
ギ
が
本
来
持
っ
て
い
な
い
外
来
遺
伝
子
を
組
み

入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
カ
ル
タ
ヘ
ナ
法
の
第
一
種
実
験
に
該

当
し
、
規
制
の
対
象
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
遺
伝

子
組
換
え
法
で
作
ら
れ
た
ス
ギ
は
、
自
然
環
境
下
で
の
栽
培
が



381　ゲノム編集にどう向きあうか

研究成果報告

難
し
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す

（
（
（ 

。
（
（
（

そ
こ
で
出
て
き
た
の
が
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
で
、
ゲ
ノ
ム
編
集

を
用
い
る
こ
と
で
、
外
来
遺
伝
子
を
組
み
込
ま
ず
に
花
粉
を
作

ら
な
い
ス
ギ
を
作
出
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

（
（
（

。
カ

ル
タ
ヘ
ナ
法
は
、
外
来
遺
伝
子
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

問
題
に
な
る
の
で
、
外
来
遺
伝
子
を
組
み
込
ま
な
い
ゲ
ノ
ム
編

集
を
用
い
る
こ
と
で
、
規
制
の
対
象
に
な
ら
な
い
、
か
つ
花
粉

を
作
ら
な
い
ス
ギ
を
作
出
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

実
際
に
、
内
閣
府
が
進
め
て
い
る
、「
国
民
に
と
っ
て
必
要

な
社
会
的
課
題
や
、
日
本
経
済
再
生
に
寄
与
で
き
る
よ
う
な
世

界
を
先
導
す
る
課
題
に
取
り
組
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
あ
る
Ｓ
Ｉ

Ｐ
事
業

（
（
（

の
中
に
、
ゲ
ノ
ム
編
集
を
用
い
て
、
花
粉
を
飛
ば
さ

な
い
ス
ギ
を
作
出
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ゲ
ノ
ム
編
集
に
よ
る
ス
ギ
の
無
花
粉
化
が
成
功
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、
す
ぐ
に
日
本
中
の
ス
ギ
が
花
粉
を
作
ら
な
い
ス
ギ
に

置
き
換
わ
る
わ
け
で
も
な
く
、
ま
だ
時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
将
来
的
に
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

花
粉
を
飛
ば
さ
な
い
ス
ギ
が
日
本
の
山
林
の
大
多
数
を
占
め
る

日
が
来
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
に
向
け
た
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

応
用２

０
１
５
年
、
国
連
加
盟
１
９
３
カ
国
が
２
０
１
６
年
か
ら

２
０
３
０
年
の
間
に
達
成
す
る
た
め
の
目
標
と
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
「Sustainable D

evelopm
ent Goals

（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）」
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た

（
（
（

。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
中
に
は
17
の

大
き
な
目
標
と
、
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
含
ま
れ
ま
す
が
、

そ
の
中
に
は
、「
７
．
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に
そ
し
て
ク
リ
ー

ン
に
」
と
い
う
目
標
が
あ
り
ま
す
。
近
年
、
環
境
保
護
の
意
識

の
高
ま
り
に
よ
り
、
環
境
に
優
し
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

創
出
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、
資
源
に
限
り
あ
る
化
石
燃
料

と
は
異
な
り
、
繰
り
返
し
利
用
で
き
環
境
に
優
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
こ
と
を
指
し
ま
す

（
（
（

。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
発

電
時
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
０
な
の
で
、
環
境
に
優
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
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中
の
一
つ
と
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
（
生
物
資
源
）
が
着
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
バ
イ
オ
マ
ス
を
「
直
接
燃
焼
」
し
た
り
「
ガ
ス
化
」

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
電
気
を
発
生
さ
せ
る
の
が
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
で
す

（
（
（

。
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
を
燃
焼
す
る
と
き
に
は
Ｃ
Ｏ

２
が
放
出
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
Ｃ
Ｏ
２
は
も
と
も
と
大
気
中
の

炭
酸
ガ
ス
が
吸
収
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
実
質
的
に
大
気
中
の

Ｃ
Ｏ
２
を
増
加
さ
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
微
細
藻
類
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

藻
類
は
単
位
面
積
あ
た
り
の
生
産
性
が
高
く
、
食
用
作
物
と

競
合
し
な
い
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
藻
類
が
作
り
出

す
オ
イ
ル
が
、
液
体
燃
料
と
し
て
直
接
転
用
可
能
な
原
料
に
な

る
点
も
注
目
さ
れ
て
い
る
理
由
の
一
つ
で
す
。
こ
の
藻
類
が
作

り
出
す
オ
イ
ル
が
、
航
空
燃
料
や
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
代
替
と

し
て
実
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
藻
類
オ
イ
ル
の
生
産
能
力
向
上
の
た
め
に
ゲ

ノ
ム
編
集
技
術
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
藻
類
オ
イ
ル
を

作
り
出
す
工
業
用
微
細
藻
類
で
あ
る
ナ
ン
ノ
ク
ロ
ロ
プ
シ
ス

（N
annochloropsis gaditana

）
は
、
細
胞
内
に
脂
質
を
豊

富
に
蓄
積
し
、
バ
イ
オ
燃
料
生
産
の
た
め
に
改
良
が
続
け
ら
れ

て
き
ま
し
た

（
（1
（

。
２
０
１
７
年
、
ゲ
ノ
ム
編
集
を
用
い
て
、
転

写
因
子
と
呼
ば
れ
る
遺
伝
子
を
機
能
欠
損
さ
せ
る
こ
と
で
、
既

存
の
株
の
２
倍
の
脂
質
を
生
産
す
る
株
が
得
ら
れ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た

（
（1
（ 

。
（
（1
（

２
０
０
９
年
以
来
、
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル

社
と
シ
ン
セ
テ
ィ
ッ
ク
・
ジ
ェ
ノ
ミ
ク
ス
社
（
現viridos

社
）

は
、
従
来
の
輸
送
燃
料
の
代
替
と
し
て
、
藻
類
由
来
油
脂
の
研

究
開
発
に
協
力
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
２
２
年
現
在
も
、
こ
の

２
社
に
よ
る
研
究
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

さ
ら
に
、
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
野
に
関
し
て
は
日
本
で

も
研
究
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
２
０
１
９
年
、
株
式
会
社
ユ
ー

グ
レ
ナ
と
理
化
学
研
究
所
が
ミ
ド
リ
ム
シ
（
学
名
：
ユ
ー
グ
レ

ナ
）
で
の
ゲ
ノ
ム
編
集
に
成
功
し
た
と
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
有
用
物
質
生
産
能
を
向
上
さ
せ
た
ユ
ー
グ

レ
ナ
の
株
の
作
出
が
可
能
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
株
式
会
社
ユ
ー
グ
レ
ナ
で
は
、
微
細
藻
類
ユ
ー
グ
レ

ナ
と
使
用
済
み
食
用
油
を
原
料
に
使
用
し
た
次
世
代
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
開
発
、
製
造
し
、
様
々
な
車
両
で
の
使
用
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を
進
め
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
現
在
で
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
と
次

世
代
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
試
験
を
実
施
し
た
り
、
使
用

済
み
食
用
油
や
ユ
ー
グ
レ
ナ
由
来
油
脂
を
原
料
と
し
た
バ
イ
オ

燃
料
「
サ
ス
テ
オ
」
を
給
油
し
た
工
事
車
両
に
よ
る
鉄
道
建
設

工
事
を
実
施
と
、
バ
イ
オ
燃
料
に
関
し
て
は
、
研
究
と
実
用
化

の
両
面
で
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

（
（1
（

。

遺
伝
子
ド
ラ
イ
ブ
を
用
い
て
病
気
を
媒
介
す
る
蚊
を
減
ら
す
試

み
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）
な
ど
の
統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

人
類
を
最
も
殺
し
て
い
る
生
物
は
「
蚊
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
蚊
が
媒
介
す
る
病
気
の
一
つ
で
あ
る
マ
ラ
リ
ア

に
よ
っ
て
、
毎
年
60
万
人
以
上
が
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
蚊
に
対
抗
す
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
近
年
、
ゲ
ノ
ム
編
集

を
用
い
た
遺
伝
子
ド
ラ
イ
ブ
技
術
の
応
用
が
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
（
（1
（

。遺
伝
子
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
あ
る
遺
伝
子
の
特
定
の
遺
伝
子
型

を
子
孫
に
優
先
的
に
増
加
さ
せ
、
特
定
の
遺
伝
子
を
集
団
全
体

に
伝
播
さ
せ
る
現
象
、
も
し
く
は
上
記
の
現
象
を
引
き
起
こ
す

遺
伝
的
要
素
、
も
し
く
は
上
記
の
現
象
を
引
き
起
こ
す
た
め
に

用
い
ら
れ
る
技
術
の
こ
と
を
指
し
ま
す

（
（1
（

。

遺
伝
子
ド
ラ
イ
ブ
を
用
い
る
と
生
物
の
集
団
内
に
目
的
の
変

異
を
急
速
に
拡
大
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
マ
ラ
リ
ア
原
虫

を
媒
介
す
る
蚊
や
特
定
外
来
生
物
種
の
繁
殖
を
制
限
す
る
技
術

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
項
で
は
、
病
気
を
媒
介
す
る
蚊
を
減
ら
す
た
め
の
遺
伝
子

ド
ラ
イ
ブ
技
術
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
き
ま
す
。
ゲ
ノ
ム
編
集

を
用
い
た
遺
伝
子
ド
ラ
イ
ブ
技
術
に
よ
っ
て
、
相
同
な
遺
伝
子

座
に
相
同
組
み
換
え
を
引
き
起
こ
し
、
目
的
遺
伝
子
を
コ
ピ
ー

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
（
図
１
、
図
２
）。

実
際
に
遺
伝
子
ド
ラ
イ
ブ
を
一
匹
の
蚊
の
ゲ
ノ
ム
に
組
み
込

ん
だ
場
合
、
世
代
を
重
ね
る
ご
と
に
集
団
内
に
遺
伝
子
ド
ラ
イ

ブ
を
引
き
起
こ
す
蚊
が
増
え
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
す（
図
３
）。

最
初
に
も
書
い
た
よ
う
に
、
蚊
は
地
球
上
で
最
も
人
間
を
苦
し

め
て
い
る
生
物
と
言
わ
れ
、
マ
ラ
リ
ア
、
デ
ン
グ
熱
、
ウ
エ
ス

ト
ナ
イ
ル
熱
、
黄
熱
病
、
ジ
カ
熱
を
は
じ
め
、
年
間
１
０
０
万
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遺伝子ドライブを
引き起こす遺伝子

切断 修復

図１　遺伝子ドライブの模式図

切断

キャス9 ガイドRNA マラリア抵抗性を
与える遺伝子

キャス9

同じ配列の部分で
相同組み替えが起こる

同じ配列の部分で
相同組み替えが起こる

ガイドRNA マラリア抵抗性を
与える遺伝子

キャス9 ガイドRNA マラリア抵抗性を
与える遺伝子

キャス9 ガイドRNA マラリア抵抗性を
与える遺伝子

※カーゴ遺伝子と呼ばれる

図２　遺伝子ドライブの機構
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人
以
上
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
被
害
を
へ
ら
す

た
め
に
も
、
遺
伝
子
ド
ラ
イ

ブ
は
、
蚊
に
対
す
る
最
大
の

武
器
に
な
り
う
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

図
２
の
例
で
は
、
マ
ラ
リ

ア
抵
抗
性
を
与
え
る
遺
伝
子

を
用
い
ま
し
た
が
、
マ
ラ
リ

ア
抵
抗
性
を
与
え
る
遺
伝
子

の
代
わ
り
に
、
卵
を
産
ま
な

く
さ
せ
る
遺
伝
子
を
入
れ
る

こ
と
も
可
能
な
の
で
、
こ
の

よ
う
な
遺
伝
子
を
入
れ
れ
ば

蚊
を
絶
滅
さ
せ
る
こ
と
も
原

理
的
に
可
能
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
遺
伝
子
ド
ラ
イ

ブ
は
、
繁
殖
を
抑
制
す
る
こ

野生型 変異型（遺伝子ドライブではない）

野生型 変異型（遺伝子ドライブ）

図３　遺伝子ドライブにより変異遺伝子が集団内に広まる
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と
も
で
き
る
強
力
な
技
術
の
た
め
、
特
定
の
生
物
種
を
絶
滅
さ

せ
て
し
ま
う
、
も
し
く
は
環
境
へ
の
予
想
外
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す

（
（1
（

。

実
は
、
遺
伝
子
を
改
変
し
た
蚊
が
自
然
環
境
下
で
ど
の
よ
う

に
集
団
内
で
振
る
舞
う
か
を
調
べ
た
実
験
が
過
去
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
実
験
は
遺
伝
子
ド
ラ
イ
ブ
の
技
術
を
用
い
た
実
験
で
は
な

い
も
の
の
、
遺
伝
子
組
換
え
技
術
を
用
い
て
い
ま
し
た
。
内
容

と
し
て
は
、「
子
孫
が
死
ぬ
遺
伝
子
を
組
み
込
ん
だ
蚊
」
を
作

り
出
し
野
生
に
放
つ
と
い
う
実
験
で
す
。
こ
の
実
験
は
、
２
０

１
６
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
バ
イ
ー
ア
州
ジ
ャ
コ
ビ
ナ
で
行
わ
れ
ま

し
た
（
ジ
ャ
コ
ビ
ナ
は
周
り
を
乾
燥
地
帯
で
覆
わ
れ
て
い
る
た

め
、
蚊
に
と
っ
て
閉
鎖
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
）

（
（1
（

。

こ
の
実
験
結
果
は
、
当
初
は
個
体
数
の
減
少
が
見
ら
れ
た
も

の
の
、
予
想
に
反
し
て
18
ヶ
月
後
に
は
個
体
数
が
回
復
し
始
め

た
と
の
こ
と
で
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
実
験
で
は
、
遺
伝
子
組
換

え
さ
れ
た
蚊
の
遺
伝
子
は
野
生
の
蚊
の
中
に
組
み
込
ま
れ
な
い

よ
う
に
さ
れ
て
い
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
野
生
の
蚊
を
捕
獲
し

て
遺
伝
子
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
遺
伝
子
組
換
え
さ
れ
た
蚊
の

遺
伝
子
を
受
け
継
い
た
個
体
が
確
認
さ
れ
、
当
初
の
「
組
み
換

え
さ
れ
た
遺
伝
子
は
野
生
の
蚊
の
遺
伝
子
と
混
ざ
ら
な
い
」
と

い
う
話
と
異
な
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
に
よ
り
、
人
為
的
に
組
み
換
え
ら
れ
た
遺
伝
子
を

受
け
継
い
だ
新
し
い
蚊
の
系
統
が
作
り
出
さ
れ
る
危
険
性
が
あ

り
、
さ
ら
に
そ
う
や
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
系
統
は
、
従
来
の
系

統
よ
り
も
強
い
抵
抗
力
を
も
つ
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
環
境
へ

の
予
期
せ
ぬ
影
響
も
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
記
の
遺
伝
子
組
換
え
実
験
の
例
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

遺
伝
子
ド
ラ
イ
ブ
を
実
用
化
さ
せ
る
際
に
も
、
環
境
へ
の
予
期

せ
ぬ
結
果
が
起
こ
る
可
能
性
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
環
境
を
大
き
く
変
え
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る

技
術
ゆ
え
に
、
２
０
１
８
年
に
は
、
マ
ラ
リ
ア
撲
滅
の
た
め
の

遺
伝
子
ド
ラ
イ
ブ
を
推
進
す
る
ビ
ル
・
ア
ン
ド
・
メ
リ
ン
ダ
・

ゲ
イ
ツ
財
団
の
研
究
者
た
ち
と
、
環
境
保
護
団
体
と
の
間
で
対

立
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
ま
し
た

（
（1
（

。

Friends of the Earth

やET
C Group

な
ど
の
環
境

保
護
団
体
は
、
遺
伝
子
ド
ラ
イ
ブ
技
術
が
暴
走
し
、
食
物
連
鎖
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を
乱
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
を
煽
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら

は
、
遺
伝
子
改
変
さ
れ
た
大
豆
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
も
反
対
し

て
い
る
環
境
団
体
で
、
遺
伝
子
ド
ラ
イ
ブ
の
世
界
的
な
一
時
禁

止
を
求
め
る
提
案
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
反
対
運
動
が
あ
る
中
で
、
２
０
２
１
年
に
は
、

10
年
に
わ
た
る
交
渉
の
の
ち
、
規
制
当
局
の
承
認
を
得
て
、
ア

メ
リ
カ
で
の
遺
伝
子
組
換
え
蚊
の
実
地
試
験
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
（
（1
（

。試
験
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
遺
伝
子
ド
ラ
イ
ブ
技
術
が
用

い
ら
れ
た
蚊
で
は
な
く
、
遺
伝
子
組
換
え
さ
れ
た
蚊
で
す
が
、

こ
の
実
地
試
験
の
結
果
次
第
で
は
、
遺
伝
子
ド
ラ
イ
ブ
蚊
で
実

地
試
験
が
行
わ
れ
る
の
は
そ
う
遠
く
な
い
未
来
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

遺
伝
子
を
改
変
し
た
蚊
が
環
境
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
も
非
常
に
重
要
で
す
が
、
そ
も
そ
も
遺
伝
子
組
換
え

蚊
も
遺
伝
子
ド
ラ
イ
ブ
蚊
も
、
蚊
に
よ
っ
て
死
亡
す
る
人
を
少

し
で
も
減
ら
そ
う
と
い
う
大
き
な
目
的
が
あ
り
ま
す
。
も
し
も

研
究
を
進
め
て
い
く
中
で
、
遺
伝
子
ド
ラ
イ
ブ
に
よ
っ
て
病
気

を
媒
介
す
る
蚊
を
減
ら
せ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
時
、
環
境
の
保

護
を
優
先
す
る
の
か
、
蚊
に
よ
っ
て
死
亡
す
る
人
を
少
し
で
も

減
ら
す
た
め
に
、
環
境
に
与
え
る
影
響
を
多
か
れ
少
な
か
れ
無

視
す
る
の
か
、
私
達
に
判
断
を
迫
ら
れ
る
時
が
近
い
将
来
来
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�

【
熊
谷
信
是
】

３　
医
療
・
健
康
分
野

難
病
治
療
と
健
康
寿
命

２
０
２
０
年
「
ゲ
ノ
ム
編
集
」
の
研
究
成
果
に
対
し
て
、
ド

イ
ツ
の
マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
感
染
生
物
学
研
究
所 

エ
マ
ニ
ュ

エ
ル
・
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
所
長
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

バ
ー
ク
レ
ー
校
の
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ダ
ウ
ド
ナ
教
授
の
二
人
の

女
性
研
究
者
が
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
二
人
の

研
究
者
はCRISPR/Cas9

（
ク
リ
ス
パ
ー
・
キ
ャ
ス
ナ
イ
ン
）

に
よ
る
「
ゲ
ノ
ム
編
集
」
の
画
期
的
な
手
法
を
開
発
し
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
も
、
こ
の
研
究
は
２
０
１
２
年
に

発
表
さ
れ
た
研
究
成
果
で
、
受
賞
ま
で
に
わ
ず
か
８
年
と
い
う

短
期
間
と
い
う
の
も
、
こ
の
技
術
が
い
か
に
現
代
に
お
い
て
期
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待
さ
れ
て
い
る
か
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
仕
組
み
を
応
用
し
、
繰
り
返
さ
れ
る
配
列
の
間
に
目
的

と
す
る
遺
伝
子
を
組
み
込
む
と
、
遺
伝
子
を
切
り
貼
り
す
る
は

さ
み
の
役
割
を
し
て
い
る
物
質
を
狙
っ
た
場
所
に
届
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
技
術
で
狙
っ
た
場
所

に
遺
伝
子
を
切
断
し
た
り
挿
入
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
従
来
の
遺
伝
子
治
療
に
比
べ
、
容
易
で
精
度
が
き

わ
め
て
高
い
ゲ
ノ
ム
編
集
の
方
法
が
確
立
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
は
、
従
来
、
治
療
方
法
が
難
解
で

あ
っ
た
病
気
、
例
え
ば
、
ガ
ン
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
ダ
ウ
ン
症
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
血
友
病
、
ム
コ
多
糖
症
な
ど

に
対
し
て
発
症
の
抑
制
や
治
療
が
可
能
と
な
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、生
命
倫
理
に
よ
る
フ
ィ
ル
タ
ー
を
無
視
す
れ
ば
、

ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
、
ヒ
ト
体
細
胞
、
ヒ
ト
生
殖
細
胞
、
ヒ
ト
受

精
卵
な
ど
に
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
一
世

代
限
り
の
治
療
か
ら
次
世
代
へ
と
続
く
治
療
へ
の
方
向
性
も
見

え
て
き
ま
す
。

超
高
齢
社
会
に
入
っ
た
日
本
に
お
い
て
社
会
問
題
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
認
知
症
に
つ
い
て
も
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
に
よ
る
治

療
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
博
士

に
よ
っ
て
１
９
０
５
年
に
初
め
て
報
告
さ
れ
た
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
は
、
進
行
性
の
記
憶
障
害
を
伴
う
認
知
症
で
、
主
に
中

高
年
で
発
症
し
、
徐
々
に
進
行
し
て
生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ

う
に
な
り
、
最
終
的
に
は
意
思
疎
通
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

日
本
を
含
む
先
進
国
で
は
、
高
齢
期
発
症
の
認
知
症
の
う
ち
で

最
も
多
い
タ
イ
プ
の
疾
患
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
状
で
は
そ

の
治
療
法
は
い
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
原
因
は
患

者
の
脳
で
約
40
個
の
ア
ミ
ノ
酸
か
ら
な
る
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
ペ
プ

チ
ド
（
Ａ
β
）
が
凝
集
・
蓄
積
し
、
こ
れ
が
疾
患
発
症
の
引
き

金
と
な
り
ま
す
。
理
化
学
研
究
所
の
研
究
チ
ー
ム
は
２
０
１
８

年
、
発
症
の
原
因
と
な
る
Ａ
β
の
蓄
積
を
抑
制
す
る
遺
伝
的
な

欠
失
を
発
見
し
ま
し
た
。
そ
の
研
究
過
程
で
、
人
間
脳
に
近
い

モ
デ
ル
マ
ウ
ス
を
作
り
出
し
、
そ
の
過
程
で
意
図
し
た
通
り
に

複
数
の
遺
伝
子
変
異
が
導
入
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

脳
内
へ
の
Ａ
β
の
蓄
積
が
全
く
認
め
ら
れ
な
い
系
統
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
、
実
験
に
よ
り
34
の
塩
基
を
ゲ
ノ
ム
編
集
に
よ
り
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欠
失
さ
せ
る
こ
と
で
Ａ
β
の
蓄
積
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
（「
ゲ
ノ
ム
編
集
で
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
を

予
防
す
る
─
核
酸
医
薬
へ
の
応
用
可
能
性
を
拓
く
─
」
理
化
学

研
究
所
）。

２
０
２
１
年
３
月
に
は
、
ナ
ノ
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
（
ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
）
と
京
都
府
立
医
科
大
学
の
研
究
グ
ル
ー

プ
がCRISPR/Cas9

の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
リ
ボ
核
酸
（
ｍ
Ｒ

Ｎ
Ａ
）
と
ナ
ノ
サ
イ
ズ
の
高
分
子
カ
プ
セ
ル
を
用
い
て
マ
ウ
ス

脳
内
の
ゲ
ノ
ム
編
集
に
成
功
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
ま

し
た
。
従
来
の
手
法
に
比
べ
て
安
全
で
的
確
な
治
療
が
で
き
る
、

画
期
的
な
治
療
法
と
な
り
そ
う
だ
と
の
こ
と
で
す
。
今
後
、
超

高
齢
社
会
に
お
け
る
認
知
症
治
療
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
利
用
し
た
難
病
治
療
の
将
来
性
と
ゲ
ノ
ム

編
集２

０
２
０
年
に
は
、
筋
肉
が
萎
縮
す
る
遺
伝
性
の
難
病
「
筋

ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
」
の
患
者
へ
ゲ
ノ
ム
編
集
を
施
し
治
療
に
つ

な
げ
る
新
た
な
技
術
を
開
発
し
た
と
、
京
都
大
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研

究
所
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
発
表
し
て
い
ま
す
。
的
確
に
目
標
と

す
る
遺
伝
子
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
遺
伝
子
の
変
異
に

原
因
が
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
へ
の
応
用
も
期
待
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

研
究
の
対
象
は
「
デ
ュ
シ
ェ
ン
ヌ
型
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
」。

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
中
で
も
症
状
が
重
く
、
国
内
に
は
約
３

５
０
０
人
、
全
世
界
で
は
25
万
人
の
患
者
が
い
る
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

京
都
大
ｉ
Ｐ
Ｓ
研
の
堀
田
秋
津
講
師
の
グ
ル
ー
プ
は
す
で
に
、

患
者
か
ら
作
っ
た
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
に
ゲ
ノ
ム
編
集
を
施
し
て
原
因

遺
伝
子
の
修
復
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
細
胞
内
で
ゲ

ノ
ム
編
集
の
機
能
が
長
く
続
き
、
誤
っ
た
遺
伝
子
を
除
去
す
る

リ
ス
ク
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
さ
ら
に
ゲ
ノ
ム
編
集
の
機
能
が
比
較
的

短
期
間
だ
け
続
く
よ
う
設
計
し
た
粒
子
を
開
発
。
こ
の
粒
子
を

用
い
て
患
者
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
に
あ
る
原
因
遺
伝
子
を
修
復
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
別
の
ヒ
ト
細
胞
で
誤
っ
た
遺
伝
子
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を
除
去
す
る
リ
ス
ク
を
低
下
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
技
術
は

ま
た
、
リ
ン
パ
球
や
神
経
細
胞
な
ど
に
も
適
用
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
（「
筋
ジ
ス
治
療
へ
新
手
法
開
発　

京
都
大
ｉ
Ｐ

Ｓ
研
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
、
ゲ
ノ
ム
編
集
応
用
」『
京
都
新
聞
』

２
０
２
２
年
11
月
３
日
）。

患
者
由
来
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
用
い
て
、
人
間
に
臓
器
の
サ
イ

ズ
が
似
て
い
る
豚
の
個
体
内
で
、
患
者
の
臓
器
を
再
生
さ
せ
る

こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。
考
え
得
る
危
険
性
と
し
て
、
豚
の

ゲ
ノ
ム
に
は
人
間
が
持
っ
て
い
な
い
未
知
の
ウ
ィ
ル
ス
が
存
在

し
ま
す
。
近
年
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
使
っ
て
、
豚
の
遺
伝
子

に
あ
る
62
個
の
レ
ト
ロ
ウ
ィ
ル
ス
を
欠
損
さ
せ
た
細
胞
株
が
作

成
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
児
の
ダ
ウ
ン
症
研
究
に
つ
い
て
も
、
大
阪
大
学
医
学
部
で

は
、
ダ
ウ
ン
症
新
生
児
の
臍
帯
血
を
も
と
に
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
作

製
し
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
に
よ
り
遺
伝
子
操
作
を
行
い
、
精
神

発
達
障
害
や
認
知
障
が
い
が
起
こ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に

す
る
試
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
移
植
医
療
に
お
い
て
は
、
京
都
大
ｉ
Ｐ
Ｓ
研
が
、
輸

血
時
に
大
き
な
問
題
と
な
る
拒
絶
反
応
に
つ
い
て
、
健
常
者
の

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら
ヒ
ト
白
血
球
型
抗
原
（
Ｈ
Ｌ
Ａ
）
の
発
現
を

ゲ
ノ
ム
編
集
に
よ
っ
て
欠
失
さ
せ
た
ｉ
Ｐ
Ｓ
血
小
板
の
製
造
に

成
功
し
た
と
発
表
し
て
お
り
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
用
い
て
、

拒
絶
反
応
の
リ
ス
ク
を
少
な
く
し
た
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
作
製
、
提

供
す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ゲ
ノ
ム
編
集
に
よ
り
、
直
接
疾
患
を
治
療
す
る
研
究
が
続
け

ら
れ
て
い
る
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
、
急
性
リ
ン
パ
性
白
血
病
（
Ａ
Ｌ
Ｌ
）、

急
性
骨
髄
性
白
血
病
・
慢
性
骨
髄
性
白
血
病
（
Ｃ
Ｍ
Ｌ
）、
ガ
ン
、

ダ
ウ
ン
症
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
血
友
病
、
ム
コ
多
糖
症
な

ど
の
う
ち
、
政
府
に
登
録
さ
れ
て
い
る
ゲ
ノ
ム
編
集
を
用
い
た

臨
床
試
験
（Clinicaitrial.gov.

）
申
請
を
見
て
も
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
、

血
友
病
、ム
コ
多
糖
症
、非
小
細
胞
肺
ガ
ン
、子
宮
頸
部
前
ガ
ン
、

Ａ
Ｌ
Ｌ
、
Ｃ
Ｍ
Ｌ
、
と
く
に
小
児
の
急
性
リ
ン
パ
性
白
血
病
、

膀
胱
ガ
ン
、
腎
細
胞
ガ
ン
、
前
立
腺
ガ
ン
、
Ｅ
Ｂ
ウ
イ
ル
ス
性

腫
瘍
、
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
ィ
ル
ス
性
子
宮
頸
部
上
皮
内
部
腫
瘍
、

食
道
ガ
ン
な
ど
が
２
０
０
９
年
以
降
受
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
に
は
、
人
間
の
遺
伝
子
の
中
に
入
り
込
ん
だ
エ
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イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
の
遺
伝
子
を
、「
ゲ
ノ
ム
編
集
」

技
術
を
使
っ
て
壊
す
こ
と
に
、
神
戸
大
学
の
グ
ル
ー
プ
が
成
功

し
ま
し
た
。
細
胞
レ
ベ
ル
の
実
験
で
、
す
ぐ
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者

に
使
う
の
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
は
不
可
能
な

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の
完
治
へ
の
応
用
が
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
す
で
に
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
は
、
現
代
の
医
療

研
究
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
し

か
に
、
先
に
挙
げ
た
、
従
来
治
療
方
法
が
難
解
で
あ
っ
た
病
気
、

例
え
ば
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
、
非
小
細
胞
肺
ガ
ン
、
子
宮
頸
部
前
ガ
ン
、

Ａ
Ｌ
Ｌ
、
Ｃ
Ｍ
Ｌ
、
と
く
に
小
児
の
急
性
リ
ン
パ
性
白
血
病
、

膀
胱
ガ
ン
、
腎
細
胞
ガ
ン
、
前
立
腺
ガ
ン
、
Ｅ
Ｂ
ウ
イ
ル
ス
性

腫
瘍
、
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
ィ
ル
ス
性
子
宮
頸
部
上
皮
内
部
腫
瘍
、

食
道
ガ
ン
、
ダ
ウ
ン
症
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
血
友
病
、
ム

コ
多
糖
症
、
糖
尿
病
、
認
知
症
（
と
く
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
）、

う
つ
病
な
ど
に
対
し
て
発
症
の
抑
制
や
治
療
が
可
能
と
な
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、環
境
分
野
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
が
、

マ
ラ
リ
ア
、
デ
ン
グ
熱
、
ジ
カ
熱
を
媒
介
す
る
蚊
に
対
す
る
ゲ

ノ
ム
編
集
技
術
を
用
い
た
研
究
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

京
都
大
ｉ
Ｐ
Ｓ
研
や
大
阪
大
学
医
学
部
で
は
、
難
病
の
患
者

か
ら
作
製
し
た
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
に
ゲ
ノ
ム
編
集
を
施
す
研
究
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
移
植
医
療
の
分
野
に
お
い
て
は
、

京
都
大
ｉ
Ｐ
Ｓ
研
が
、
輸
血
時
に
大
き
な
問
題
と
な
る
拒
絶
反

応
に
つ
い
て
、
健
常
者
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら
ヒ
ト
白
血
球
型
抗

原
（
Ｈ
Ｌ
Ａ
）
の
発
現
を
ゲ
ノ
ム
編
集
に
よ
っ
て
欠
失
さ
せ
た

ｉ
Ｐ
Ｓ
血
小
板
の
製
造
に
成
功
し
た
と
発
表
し
て
お
り
、
ゲ
ノ

ム
編
集
技
術
を
用
い
て
、
拒
絶
反
応
の
リ
ス
ク
を
少
な
く
し
た

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
作
製
、
提
供
す
る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
移
植
医
療
の
分
野
に
明
る
い
将
来
性
を
示
し
た
も
の

と
い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
現
代
医
療
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
ゲ
ノ

ム
編
集
技
術
は
、
生
命
科
学
を
新
し
い
時
代
に
導
き
、
多
く
の

点
で
人
類
の
未
来
に
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
し
ょ
う
。

�

【
坂
上
雅
翁
】
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第
二
章　
私
た
ち
の
問
題
意
識

１　
遺
伝
子
の
差
異
が
生
む
新
た
な
差
別

は
じ
め
に

２
０
０
３
年
の
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
（
ヒ
ト
の
持
つ
す
べ
て
の
遺
伝

情
報
）
解
析
完
了
に
よ
っ
て
「
ポ
ス
ト
ゲ
ノ
ム
時
代
」
へ
本
格

的
に
突
入
し
て
い
る
現
在
、「
遺
伝
子
」「
Ｄ
Ｎ
Ａ
」「
ゲ
ノ
ム

／
ゲ
ノ
ム
編
集
」
と
い
う
言
葉
を
日
常
生
活
で
聞
き
、
使
う
こ

と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
総
研

叢
書
第
11
集
『
い
の
ち
の
選
択
に
向
き
あ
う
と
き
』
で
は
、
Ｎ

Ｉ
Ｐ
Ｔ
（
新
型
出
生
前
診
断
）
を
取
り
上
げ
る
中
で
、「
遺
伝

子
異
常
」「
遺
伝
子
欠
陥
」「
デ
ザ
イ
ナ
ー
ベ
ビ
ー
」
な
ど
へ
の

言
及
が
あ
り
ま
す
。

注
目
す
べ
き
こ
と
は
、「
認
可
施
設
は
、
当
初
の
全
国
15
施

設
か
ら
順
次
増
加
し
、
２
０
１
９
年
12
月
現
在
で
全
国
92
施
設

に
な
っ
て
い
ま
す

（
（2
（

」
と
い
う
報
告
が
、
２
０
２
２
年
度
以
降

急
激
に
変
わ
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
で
す
。
日
本
産
科

婦
人
科
学
会
は
、「
無
認
定
施
設

（
（2
（

」
で
の
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
実
施
数
の

増
加
を
背
景
に
、
認
定
施
設
数
の
増
加
を
目
指
し
て
い
ま
す

し
（
（2
（

、
２
０
２
２
年
度
か
ら
不
妊
治
療
の
保
険
適
用
が
拡
大
さ

れ
る

（
（2
（

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
を
含
む
生
殖
補
助
治
療

は
「
特
別
な
治
療
」
か
ら
「
一
般
的
な
治
療
」
へ
と
変
わ
る
こ

と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
現
状
が
「
ゲ
ノ
ム
編
集
」
技
術
に
よ
っ
て
更
に
進

展
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
令
和
２

年
度
研
究
成
果
報
告
「
ゲ
ノ
ム
編
集
と
は
何
か
―
そ
の
原
理
と

応
用
、
問
題
点
―
」（『
教
化
研
究
』
第
32
号
、
２
０
２
１
年
９

月
）
に
お
い
て
、
医
療
・
食
料
・
環
境
分
野
で
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
予
想
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
技
術
は
進
展
し
、
今
後
も
進

展
し
続
け
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
急
激
な

技
術
の
進
展
に
伴
っ
て
様
々
な
新
た
な
課
題
が
生
ま
れ
、
あ
る

い
は
生
ま
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
な
が
ら
も
解
決
で
き
て
い
な

い
課
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
本
報
告
で
は
、「
遺
伝
子
」

と
い
う
言
葉
／
概
念
／
技
術
が
「
特
別
」
か
ら
「
一
般
／
当
た

り
前
／
普
通
」
に
な
る
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
課
題
が
生
ま
れ
、

そ
れ
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
か
を
、
私
た
ち
の
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日
常
に
密
接
な
課
題
で
あ
る
「
差
別
（
遺
伝
子
差
別　

Genetic D
iscrim

ination

）」
を
取
り
上
げ
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

遺
伝
子
の
差
異
に
基
づ
く
差
別
の
現
状
と
対
応

「
遺
伝
子
」
と
い
う
言
葉
／
概
念
／
技
術
が
「
特
別
」
か
ら

「
一
般
／
当
た
り
前
／
普
通
」
に
な
る
こ
と
で
起
こ
る
課
題
に

ど
う
対
応
す
る
の
か
。
こ
の
こ
と
は
１
９
９
０
年
、
ア
メ
リ
カ

で
ゲ
ノ
ム
解
析
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
は
じ
ま
っ
た
当
初
か
ら
問
題

視
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
始
め
ら
れ
た
の
が
「
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
研
究

プ
ロ
グ
ラ
ム

（
（2
（

」
で
す
。
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
と
は
、
倫
理
的
・
法
的
・

社
会
的
課
題
（Ethical, Legal and Social Issues
）
の
頭

文
字
を
と
っ
た
も
の
で
、
新
規
科
学
技
術
を
研
究
開
発
し
、
社

会
実
装
す
る
際
に
生
じ
う
る
技
術
的
課
題
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
課

題
を
含
み
ま
す
が
、（
１
）
公
平
性
（
差
別
）、（
２
）
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
（
遺
伝
情
報
と
人
権
）、（
３
）
医
療
の
提
供
、（
４
）

教
育
、
が
優
先
的
検
討
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
を
反
映
し
て
か
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
医
療
研
究
開
発

機
構
ゲ
ノ
ム
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
で
は
、

　

�

解
析
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
個
人
情
報
と
し
て
の
莫
大
な
遺

伝
情
報
の
管
理
を
ど
う
す
る
の
か
、
診
断
の
結
果
で
遺
伝

性
の
病
気
が
見
つ
か
っ
た
ら
誰
が
患
者
さ
ん
や
家
族
に
ど

の
よ
う
に
伝
え
る
の
か
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
遺
伝
子
診
断

の
結
果
に
よ
っ
て
差
別
や
不
利
益
を
被
る
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
―
そ
こ
で
、
医
学
者
だ
け

で
な
く
、
倫
理
学
者
や
法
学
者
、
社
会
学
者
や
心
理
学
者

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
性
を
持
つ
研
究
者
が
中
心
と

な
っ
て
こ
の
よ
う
な
課
題
の
解
決
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
始
め

た
の
が
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
研
究
の
始
ま
り
で
す
。

と
、
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｉ
の
始
ま
り
に
「
遺
伝
子
に
基
づ
く
差
別
（
以
下
、

「
遺
伝
子
差
別
」）」
の
問
題
が
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
）
は
１
９

９
７
年
「
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
と
人
権
に
関
す
る
世
界
宣
言
」（
文
部

科
学
省
仮
訳
）
を
採
択
し
、
第
６
条
に
お
い
て
、

　

�

何
人
も
、
遺
伝
的
特
徴
に
基
づ
い
て
、
人
権
、
基
本
的
自

由
及
び
人
間
の
尊
厳
を
侵
害
す
る
意
図
又
は
効
果
を
も
つ
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差
別
を
受
け
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

と
示
し
て
お
り
、「
遺
伝
子
」
に
関
す
る
研
究
や
技
術
が
進
展

し
始
め
る
当
初
か
ら
差
別
の
問
題
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

理
解
で
き
ま
す

（
（2
（

。

国
際
的
に
懸
念
さ
れ
て
い
る
「
遺
伝
子
差
別
」
で
す
が
、
具

体
的
に
は
「
各
個
人
の
遺
伝
情
報
が
利
害
関
係
を
持
つ
第
三
者

（
雇
用
主
や
生
命
保
険
会
社
な
ど
）
に
不
用
意
に
開
示
さ
れ
る

こ
と
で
、
就
職
や
昇
進
、
保
険
の
加
入
や
保
険
料
の
設
定
な
ど

で
不
利
益
な
扱
い
を
受
け
る
こ
と

（
（2
（

」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
遺
伝
子
差
別
」
が
一
体
ど
れ
ほ
ど
存
在
し
て
い
る
か
に
つ

い
て
、
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
・
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
「
責
任

あ
る
遺
伝
学
協
会
（Council for Responsible Genetics

）」

と
い
う
民
間
団
体
は
、
５
０
０
例
も
の
実
例
を
報
告
し
ま
し

た
（
（2
（

。
こ
の
背
景
に
は
、
１
９
７
０
年
代
初
頭
よ
り
特
定
の
人

種
に
多
い
病
気
の
テ
ス
ト
と
い
う
形
で
「
遺
伝
子
差
別
」
が
存

在
し
て
い
た
こ
と

（
（2
（

、
日
本
の
よ
う
な
国
民
皆
保
険
制
度
が
存

在
し
な
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
１
９
８

０
年
代
か
ら
州
レ
ベ
ル
で
遺
伝
子
差
別
を
禁
止
す
る
立
法
が
行

わ
れ
、
２
０
０
０
年
に
は
連
邦
政
府
職
員
の
採
用
・
昇
進
に
際

し
て
遺
伝
情
報
に
基
づ
く
差
別
を
禁
止
し
た
大
統
領
令
が
発
効

さ
れ
、２
０
０
８
年
に
は
「
遺
伝
情
報
差
別
禁
止
法
」（Genetic 

inform
ation N

on-discrim
ination A

ct

：
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ａ
）
が

13
年
の
議
論
を
経
て
連
邦
レ
ベ
ル
で
制
定
さ
れ
ま
し
た

（
（2
（

。
ア

メ
リ
カ
の
よ
う
な
「
遺
伝
子
差
別
」
禁
止
に
関
す
る
法
律
は
、

イ
ギ
リ
ス
、フ
ラ
ン
ス
、ド
イ
ツ
な
ど
で
も
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

諸
外
国
に
対
し
て
日
本
で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
「
遺
伝
子
差

別
」
を
禁
止
、
制
限
す
る
法
律
は
存
在
せ
ず
、
科
学
技
術
会
議

生
命
倫
理
委
員
会
「
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
研
究
に
関
す
る
基
本
原
則
」

（
２
０
０
０
年
）、
遺
伝
医
学
関
連
学
会
「
遺
伝
学
的
検
査
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
２
０
０
３
年
）
な
ど
が
存
在
す
る
の

み
で
す
。

「
遺
伝
子
差
別
」
を
禁
止
す
る
法
律
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
、

「
遺
伝
子
差
別
が
存
在
し
な
い
」
こ
と
を
意
味
し
ま
せ
ん
。
す

で
に
２
０
０
５
年
に
は
、

　

�
日
本
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
で
あ
る
た
め
、
医
療
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
心
配
は
な
い
が
、
民
間
の
生
命
保
険
や
健
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康
保
険
の
加
入
や
支
払
い
で
問
題
が
起
き
て
い
る
。
ま
た
、

結
婚
に
ま
つ
わ
る
家
族
へ
の
ス
テ
ィ
グ
マ
や
差
別
も
問
題

に
な
っ
て
い
る
。

（
（3
（

と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
６
年
厚
生
労

働
科
学
特
別
研
究
事
業
「
社
会
に
お
け
る
個
人
遺
伝
情
報
利
用

の
実
態
と
ゲ
ノ
ム
リ
テ
ラ
シ
ー
に
関
す
る
調
査
研
究
（
研
究
代

表
者：武
藤
香
織
）」
に
よ
っ
て
日
本
で
初
め
て
「
遺
伝
子
差
別
」

に
対
す
る
意
識
調
査

（
（3
（

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
調
査
結
果
で
は
、「
遺

伝
情
報
に
基
づ
く
差
別
を
経
験
し
た
人
の
割
合
が
3.2
％
、
遺
伝

情
報
の
利
用
に
関
す
る
法
規
制
を
望
む
割
合
が
71
％
」
と
い
う

報
告
と
と
も
に
、「
学
資
保
険
加
入
時
に
、
遺
伝
学
的
検
査
の

受
検
の
事
実
を
申
告
し
、
加
入
を
拒
否
さ
れ
た
」「
生
命
保
険

の
高
度
障
害
特
約
の
査
定
で
、
遺
伝
性
疾
患
だ
っ
た
と
い
う
理

由
で
支
払
い
拒
否
さ
れ
た
」
な
ど
の
実
態
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

「
遺
伝
子
差
別
」
を
「
新
た
な
差
別
」
と
表
現
す
る
理
由

「
差
別
」
は
、「
他
者
を
遠
ざ
け
、
貶
め
、
外
し
て
い
く
」

行
為
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
攻
撃
、
決
め
つ
け
、
思
い
込
み
、

偏
見
」
が
伴
い

（
（3
（

、
い
つ
の
時
代
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
行
わ
れ

て
き
た
「
根
の
深
い
社
会
的
現
象

（
（3
（

」
で
す
。
そ
の
上
で
「
遺

伝
子
差
別
」
を
「
新
た
な
差
別
」
を
表
現
す
る
理
由
は
、
差
別

の
根
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
遺
伝
情
報
（
遺
伝
子
）」
が
「
究

極
の
個
人
情
報
」
と
評
さ
れ
る
こ
と
に
関
わ
り
ま
す
。
日
本
医

学
会
「
医
療
に
お
け
る
遺
伝
学
的
検
査
・
診
断
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」（
２
０
１
１
年
）
で
は
、
遺
伝
情
報
の
特
性
と
し

て
以
下
の
七
点
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

①
生
涯
変
化
し
な
い
こ
と

　

②
血
縁
者
間
で
一
部
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と

　

③�

血
縁
関
係
に
あ
る
親
族
の
遺
伝
型
や
表
現
型
が
比
較
的

正
確
な
確
率
で
予
測
で
き
る
こ
と

　

④�

非
発
症
保
因
者
（
将
来
的
に
発
症
す
る
可
能
性
は
ほ
と

ん
ど
な
い
が
、
遺
伝
子
変
異
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
変

異
を
次
世
代
に
伝
え
る
可
能
性
の
あ
る
者
）
の
診
断
が

で
き
る
場
合
が
あ
る
こ
と

　

⑤�

発
症
す
る
前
に
将
来
の
発
症
を
ほ
ぼ
確
実
に
予
測
す
る



396

こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
る
こ
と

　

⑥
出
生
前
診
断
に
利
用
で
き
る
場
合
が
あ
る
こ
と

　

⑦�
不
適
切
に
扱
わ
れ
た
場
合
に
は
、
被
検
者
お
よ
び
被
検

者
の
血
縁
者
に
社
会
的
不
利
益
が
も
た
ら
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と

上
記
に
従
い
な
が
ら
「
遺
伝
子
差
別
」
を
「
新
た
な
差
別
」

と
表
現
す
る
理
由
を
三
点
提
示
し
ま
す
。

第
一
に
、差
別
の
根
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
遺
伝
情
報
」
は
、

高
度
な
医
療
水
準
に
基
づ
く
、「
科
学
的
／
客
観
的
な
根
拠
」

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
世
界
各
国
で
隔
離
政
策
が
と

ら
れ
た
ハ
ン
セ
ン
病
を
遺
伝
病
と
決
め
付
け
る

（
（3
（

と
い
っ
た
「
遺

伝
」
を
根
拠
と
し
た
差
別
は
こ
れ
ま
で
も
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
十
分
な
科
学
的
／
客
観
的
根
拠
に
基
づ
か
な
い
決
め

つ
け
や
偏
見
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
と
い
え
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
「
遺
伝
子
差
別
」
は
、
科
学
的
／
客
観
的
な
根
拠
に
基
づ
く

部
分
が
大
き
く
、
単
純
な
決
め
つ
け
や
偏
見
と
は
言
い
え
な
い

側
面
が
存
在
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
「
①
生
涯
変
化
し
な
い
こ

と
」「
⑤
発
症
す
る
前
に
将
来
の
発
症
を
ほ
ぼ
確
実
に
予
測
す

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
る
こ
と
」
と
関
わ
り
ま
す
。

例
え
ば
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
書
籍
で
は
、「
遺
伝
子
」
は
「
生

命
の
設
計
図
」「
未
来
の
カ
ル
テ
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
○
○
の
原
因
遺
伝
子
を
発
見

（
（3
（

」
と
い
っ
た
報
道
に
接

す
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ア
メ
リ
カ
人
女
優
の
ア

ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
・
ジ
ョ
リ
ー
さ
ん
が
Ｂ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｉ
と
い
う
遺
伝

子
変
異
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
乳
が
ん
予
防
の
た
め
に
乳
房

切
除
（
予
防
的
外
科
手
術
）
さ
れ
た

（
（3
（

こ
と
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
言
葉
、報
道
、実
例
が
重
ね
合
わ
さ
れ
る
こ
と
で
、「
遺

伝
情
報
と
疾
患
の
関
係
」
の
客
観
性
／
確
実
性
は
高
く
認
識
さ

れ
、「
遺
伝
情
報
に
基
づ
く
思
考
・
行
動
」
が
形
成
さ
れ
て
い

く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
に
は
偏
見
や
決
め
つ
け
が
「
遺
伝
情
報
」
に
よ
っ
て
取

り
払
わ
れ
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、反
対
に「
差

別
」
を
強
固
に
す
る
、
あ
る
い
は
、
生
み
だ
す
と
い
う
欠
点
も

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
す
で
に
何
ら
か
の
疾
患
が
発
症
し
て
い

る
方
の
疾
患
と
遺
伝
情
報
が
結
び
つ
け
ら
れ
、
保
険
・
雇
用
・

結
婚
な
ど
で
不
利
益
を
被
る
場
合
で
す
。
ま
た
、
特
定
の
疾
患
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に
関
わ
る
遺
伝
情
報
を
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
可
能
性
が
客
観
的

に
根
拠
づ
け
ら
れ
れ
ば
、
結
婚
の
際
に
大
き
な
不
利
益
を
被
る

可
能
性
は
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。

そ
の
他
に
は
、
未
発
症
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
何
ら
か
の

疾
患
に
関
わ
る
遺
伝
情
報
を
も
つ
た
め
に
不
利
益
を
被
る
場
合

が
考
え
ら
れ

（
（3
（

、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、「
遺
伝

情
報
」
に
関
す
る
二
つ
の
「
誤
っ
た
認
識
」
が
関
わ
る
可
能
性

が
高
い
か
ら
で
す
。
一
つ
は
、
疾
患
の
原
因
と
な
る
遺
伝
情
報

を
持
っ
て
い
れ
ば
必
ず
発
症
す
る
、
と
い
う
「
誤
っ
た
認
識
」

で
す
。「
④
非
発
症
保
因
者
（
将
来
的
に
発
症
す
る
可
能
性
は

ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
遺
伝
子
変
異
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
変
異

を
次
世
代
に
伝
え
る
可
能
性
の
あ
る
者
）
の
診
断
が
で
き
る
場

合
が
あ
る
こ
と
」
と
あ
る
よ
う
に
、
疾
患
の
原
因
と
な
る
遺
伝

情
報
を
も
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
必
ず
疾
患
が
発
症
す
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
う
一
つ
は
、
健
康
で
あ
れ
ば
疾
患
の
原

因
と
な
る
遺
伝
情
報
は
持
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
「
誤
っ
た
認

識
」
で
す
。
私
た
ち
は
、

　

�

人
間
は
誰
で
も
、
平
均
し
て
１
９
０
を
超
え
る
遺
伝
子
に

異
常
が
あ
り
、
そ
の
遺
伝
子
は
約
20
種
類
の
病
気
と
関
係

し
て
い
る
と
推
定

（
（3
（

　

�

一
般
の
人
で
も
平
均
す
る
と
一
人
あ
た
り
10
個
以
上
の
重

い
常
染
色
体
劣
性
遺
伝
病
の
遺
伝
子
を
保
因
者
の
状
態
で

も
っ
て
い
る

（
（3
（

な
ど
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
誰
も
が
疾
患
の
原
因
と
な
る
遺

伝
情
報
を
も
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
は
、
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
複
雑
な
遺
伝
子
変
異
を
も
つ
と
い
う
意
味
で
「
多
様

な
存
在
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
分
か
る
範
囲
」
の
、

あ
る
い
は
「
遺
伝
情
報
の
ご
く
一
部
」
を
切
り
取
り
、
そ
の
遺

伝
情
報
に
基
づ
い
て
何
ら
か
の
対
処
を
行
お
う
と
す
る
と
こ
ろ

に
「
遺
伝
子
差
別
」
が
生
ま
れ
て
く
る
可
能
性
が
存
在
し
て
い

る
の
で
す
。

上
記
の
こ
と
を
「
②
血
縁
者
間
で
一
部
共
有
さ
れ
て
い
る
こ

と
」「
③
血
縁
関
係
に
あ
る
親
族
の
遺
伝
型
や
表
現
型
が
比
較

的
正
確
な
確
率
で
予
測
で
き
る
こ
と
」「
⑦
不
適
切
に
扱
わ
れ

た
場
合
に
は
、
被
検
者
お
よ
び
被
検
者
の
血
縁
者
に
社
会
的
不

利
益
が
も
た
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
」
と
重
ね
合
わ
せ
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る
こ
と
が
、
第
二
の
理
由
へ
と
繋
が
り
ま
す
。

第
二
は
、「
遺
伝
情
報
」
は
各
個
人
だ
け
で
な
く
家
族
・
親

族
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
先
の
引
用
に

あ
っ
た
「
常
染
色
体
劣
性
遺
伝
」
と
は
、フ
ェ
ニ
ル
ケ
ト
ン
尿
症
、

ム
コ
多
糖
症
な
ど
の
遺
伝
性
疾
患
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
さ
れ
、

両
親
が
保
因
者
（
遺
伝
性
疾
患
の
原
因
と
な
る
遺
伝
子
を
も
っ

て
い
る
が
、
疾
患
が
発
症
し
て
い
な
い
人
）
で
あ
っ
た
場
合
、

25
％
の
確
率
で
罹
患
児
が
出
生
し
ま
す

（
（4
（

。
そ
の
た
め
、
家
族

の
中
の
誰
か
一
人
が
遺
伝
子
疾
患
に
関
す
る
検
査
・
診
断
を

行
っ
て
保
因
者
で
あ
る
と
わ
か
っ
た
場
合
、
そ
れ
は
同
時
に
、

「
検
査
・
診
断
を
行
っ
て
い
な
い
／
行
う
つ
も
り
の
な
い
」
家

族
が
保
因
者
で
あ
る
か
ど
う
か
、
罹
患
者
で
あ
る
か
ど
う
か
が

わ
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
つ
ま
り
、「
遺
伝
情
報
」
を
扱
う
限
り
、

問
題
は
「
一
人
」
に
は
限
定
さ
れ
ず
、
家
族
・
親
族
の
問
題
と

な
ら
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
「
遺
伝
情
報
の
管
理
」
あ

る
い
は
、「
遺
伝
情
報
の
扱
い
（
告
知

（
（4
（

を
含
む
）」
は
喫
緊
の

課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
日
本
で
は
、
西
洋
に
比
べ

る
と
、
遺
伝
を
め
ぐ
る
差
別
が
個
人
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
家

系
全
体
を
対
象
に
す
る
度
合
が
強
い

（
（4
（

」
と
い
う
日
本
特
有
の

課
題
は
、「
家
族
性
ア
ミ
ロ
ン
ド
ポ
リ
ニ
ュ
ー
ロ
パ
チ
ー
（
Ｆ

Ａ
Ｐ
）」
の
調
査
を
行
っ
た
米
本
昌
平
氏
が
、

　

�

調
査
を
始
め
て
、
た
だ
ち
に
私
は
激
し
い
憤
り
に
襲
わ
れ

た
。
Ｆ
Ａ
Ｐ
の
患
者
・
家
族
は
、
差
別
を
恐
れ
て
徹
頭
徹

尾
事
実
を
隠
し
、
本
来
受
け
ら
れ
る
は
ず
の
医
療・保
険・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
か
ら
遮
断
さ
れ
た
ま
ま
、
最
近
ま
で
想
像

を
絶
す
る
ほ
ど
厳
し
い
状
況
に
耐
え
て
暮
ら
し
て
い

た
。

（
（4
（

と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
深
刻
な
課
題
で
あ
り
続
け
て
い

る
こ
と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

第
三
は「
⑥
出
生
前
診
断
に
利
用
で
き
る
場
合
が
あ
る
こ
と
」

と
あ
る
よ
う
に
、「
い
の
ち
の
選
別
」
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
で
す
。
出
生
前
診
断
の
中
で
も
、
特
に
新
型
出
生
前

診
断
（
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
）
と
人
工
妊
娠
中
絶
と
が
深
く
関
係
す
る
こ

と
は
、

　

�
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
を
受
け
て
陽
性
と
判
定
さ
れ
た
人
の
う
ち
、
実

に
８
割
以
上
の
人
が
人
工
妊
娠
中
絶
を
選
択
し
て
い
る
の
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が
現
実
な
の
で
す
。

（
（4
（

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
で
は
、
13
、
18
、

21
番
染
色
体
の
異
常
（
ト
リ
ソ
ミ
ー
）
が
診
断
さ
れ
ま
す
が
、

特
に
、
21
番
ト
リ
ソ
ミ
ー
（
ダ
ウ
ン
症
）
に
よ
る
中
絶
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
21
番
ト
リ
ソ
ミ
ー
を
根
拠
と
し

て
中
絶
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
21
番
ト
リ
ソ
ミ
ー
を

持
ち
な
が
ら
生
き
て
い
る
人
へ
の
差
別
、
具
体
的
に
は
「
21
番

ト
リ
ソ
ミ
ー
を
持
っ
て
い
る
人
は
存
在
し
な
い
ほ
う
が
よ
い
」

へ
と
繋
が
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
こ
と
を
、
公
益

財
団
法
人
日
本
ダ
ウ
ン
症
協
会
（
Ｊ
Ｄ
Ｓ
）
の
玉
井
邦
夫
代
表

理
事
は
次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

�

出
生
前
診
断
の
「
技
術
が
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
等
の
形

で
「
社
会
の
選
択
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
は

反
対
し
ま
す
。
ま
た
、
ダ
ウ
ン
症
の
あ
る
子
が
生
ま
れ
る

こ
と
を
「
不
幸
」
と
規
定
し
、
出
生
前
検
査
等
の
技
術
を

ダ
ウ
ン
症
の
あ
る
子
が
生
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
福
音
で

あ
る
か
の
よ
う
に
宣
伝
し
、
安
易
に
こ
れ
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
も
明
確
に
抗
議
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
「
い
の
ち
の
選
別
」
に
つ
い
て
は
、
上
記
で
指
摘
し
た

「
遺
伝
情
報
」
と
疾
患
の
関
係
な
ど
に
対
す
る
「
誤
っ
た
認
識
」

も
含
め
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

　

�

21
番
ト
リ
ソ
ミ
ー
（
ダ
ウ
ン
症
）
は
個
体
差
が
と
て
も
大

き
く
、
軽
度
で
あ
れ
ば
60
才
を
超
え
て
生
き
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
し
、
中
に
は
芸
術
な
ど
の
方
面
で
才
能

を
発
揮
し
、
自
活
で
き
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
で
も
出
生

前
診
断
で
わ
か
る
の
は
染
色
体
異
常
の
有
無
だ
け
で
あ
り
、

程
度
ま
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

（
（4
（

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
遺
伝
子
」
と
い
う
言
葉
／
技
術
が
「
特
別
」
か
ら
「
一
般
／

当
た
り
前
／
普
通
」
に
な
る
こ
と

「
遺
伝
子
差
別
」へ
と
繋
が
る
可
能
性
を
有
し
な
が
ら
も
、「
遺

伝
子
」「
遺
伝
情
報
」
に
基
づ
く
技
術
や
シ
ス
テ
ム
は
、正
確
性
、

効
率
性
、
簡
便
性

（
（4
（

、
そ
し
て
価
格
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
従
来

の
技
術
に
比
し
て
格
段
に
優
れ
る
「
ゲ
ノ
ム
編
集
」
技
術

CRISPR/Cas9
の
登
場
に
よ
っ
て
、
食
料
・
医
療
・
環
境
分
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野
で
急
速
に
一
般
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
一
般
化
」
に
は
、

私
た
ち
の
生
活
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
経
済
的
側
面
に
お
い

て
も
大
き
な
利
点
が
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
を
指
摘
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
一
に
、「
遺
伝
子
」
や
「
ゲ
ノ
ム
」
な
ど
に
対
す
る
「
知
識
」

の
向
上
が
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
不
可
欠
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え

ば
、
Ｄ
Ｔ
Ｃ
（direct-to-consum

er

）
遺
伝
子
検
査

（
（4
（

、
簡

易
遺
伝
子
検
査
キ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し

て
安
価
に
、
手
軽
に
行
え
る
遺
伝
子
調
査
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
検
査
で
は
、
健
康
面
（
２
型
糖
尿
病
／
慢
性
Ｂ
型
肝
炎
／

Ｃ
型
肝
炎
な
ど
）、
体
質
面
（
腰
の
く
び
れ
／
母
乳
育
児
で
Ｉ

Ｑ
が
あ
が
る
可
能
性
／
95
歳
以
上
ま
で
生
き
る
可
能
性
な
ど
）、

子
ど
も
の
資
質
面
（
記
憶
力
／
筋
力
／
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
／
ス
ト
レ
ス
耐
性
な
ど
）
な
ど
、
様
々
な
検
査
が
可
能
と

宣
伝
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
検
査
は
、
基
本
的
に
医
療
機
関
／
医
療

従
事
者
を
介
さ
な
い
検
査

（
（4
（

で
あ
る
た
め
、検
査
依
頼
者
（
個
人
）

が
検
査
結
果
を
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め「
遺

伝
情
報
」
の
特
殊
性
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
が
、
遺

伝
子
検
査
等
の
普
及
に
即
し
た
知
識
の
普
及
が
な
さ
れ
て
い
る

と
は
言
い
難
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
ず
、
断
片
的
な
知
識
か
ら
決

め
つ
け
・
偏
見
を
含
む
「
誤
っ
た
認
識
」
が
生
じ
る
可
能
性
は

否
定
で
き
ま
せ
ん
。

第
二
に
、「
医
療
分
野
」
に
強
く
あ
ら
わ
れ
る
「
遺
伝
子
へ

の
過
剰
な
期
待
」
で
す
。「
遺
伝
情
報
」
と
疾
患
や
体
質
、
性

格
が
強
く
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る
事
柄
を
遺
伝

情
報
へ
と
還
元
し
て
論
じ
ら
れ
て
し
ま
う

（
（4
（

の
で
は
な
い
か
と

い
う
危
険
性
は
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、現
在
、

疾
患
な
ど
あ
ら
ゆ
る
事
柄
が
「
遺
伝
情
報
」
で
す
べ
て
決
定
さ

れ
て
い
る
と
い
っ
た
理
解
が
一
般
的
だ
と
考
え
る
こ
と
は
現
実

的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
体
細
胞
系
列
の
遺
伝
子
治
療
と

生
殖
細
胞
系
列
の
遺
伝
子
治
療
と
に
分
け
ら
れ
る
遺
伝
子
治
療

も
、
前
者
に
つ
い
て
は
特
定
の
難
病
治
療
で
は
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
多
く
は
い
ま
だ
臨
床
試
験
段
階
で
す
。
先
に
言
及
し

た
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ・ジ
ョ
リ
ー
さ
ん
が
遺
伝
子
組
換
え
や「
ゲ

ノ
ム
編
集
」
を
用
い
て
「
遺
伝
子
レ
ベ
ル
」
で
治
療
し
た
の
で
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は
な
く
、
乳
房
切
除
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
そ
う
し
た
現
状
が
読

み
取
れ
ま
す
。
ま
た
、
後
者
は
将
来
世
代
へ
深
刻
な
問
題
が
生

じ
る
危
険
性
な
ど
か
ら
、
禁
止
す
べ
き
で
あ
る

（
（5
（

と
い
う
認
識

が
国
際
的
に
共
有
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
で
は
「
こ
れ
か

ら
生
ま
れ
て
く
る
子
が
重
篤
な
遺
伝
病
の
場
合
に
受
精
卵
段
階

で
の
遺
伝
子
治
療
・
操
作
を
ど
こ
ま
で
認
め
る
べ
き
な
の
か

（
（5
（

」

と
い
っ
た
疾
患
の
治
療
だ
け
で
な
く
、
受
精
卵
や
胚
の
段
階
で

遺
伝
的
介
入
を
行
い
「
望
ま
し
い
特
性
」
を
も
っ
た
子
を
持
と

う
と
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
ベ
ビ
ー
ま
で
も
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
段
階
に
き
て
い
ま
す
。そ
の
大
き
な
理
由
は
、出
生
前
診
断
、

着
床
前
診
断
に
よ
る
胚
の
診
断
・
選
別
が
「
や
ろ
う
と
思
え
ば

で
き
る
状
態

（
（5
（

」
で
あ
る
上
に
、
２
０
１
８
年
に
中
国
で
「
ゲ

ノ
ム
編
集
ベ
ビ
ー
」
が
誕
生

（
（5
（

し
た
こ
と
で
、
生
殖
細
胞
へ
の

遺
伝
的
介
入
が
技
術
的
に
は
可
能
で
あ
る
こ
と
が
広
く
認
識
さ

れ
た
こ
と
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

問
題
は
、「
ど
こ
ま
で
認
め
る
べ
き
な
の
か
」「
議
論
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
の
背
景
に
「
遺
伝
子
へ
の
過
剰
な
期
待
」
が

隠
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。例
え
ば
、デ
ザ
イ
ナ
ー
ベ
ビ
ー
で
す
が
、

「
特
定
の
疾
患
を
発
症
す
る
可
能
性
の
あ
る
遺
伝
情
報
を
持
た

な
い
子
ど
も
」
と
い
う
意
味
で
あ
れ
ば
あ
る
程
度
は
可
能
で
す

が
、
目
や
髪
の
色
、
知
能
、
背
が
高
い
、
足
が
速
い
な
ど
の
意

味
で
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
ベ
ビ
ー
に
つ
い
て
は
、

　

�

知
力
や
体
力
な
ど
特
定
の
能
力
を
伸
ば
す
た
め
に
、
特
定

の
遺
伝
情
報
を
編
集
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
時
点
で
は

ま
っ
た
く
不
可
能
で
す
し
、
可
能
に
な
る
と
い
う
見
通
し

も
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

（
（5
（

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、

「
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
い
う
こ
と
そ
の
も
の
が
、「
遺

伝
情
報
に
介
入
す
る
こ
と
で
何
ら
か
の
問
題
を
解
決
で
き
る
の

で
は
な
い
か
。
希
望
が
叶
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ

た「
遺
伝
子
へ
の
過
剰
な
期
待
」を
背
景
に
も
っ
て
い
る
の
で
す
。

加
え
て
重
要
な
こ
と
は
、「
過
剰
な
期
待
」
は
、
程
度
の
差
は

あ
る
と
し
て
も
「
差
別
」
を
含
む
現
実
社
会
に
お
け
る
不
利
益

を
暗
黙
の
内
に
前
提
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
、「
あ

る
特
定
の
遺
伝
情
報
は
持
た
な
い
ほ
う
が
い
い
」
と
考
え
る
こ
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と
は
「
あ
る
特
定
の
遺
伝
情
報
を
持
つ
こ
と
は
不
利
益
を
被
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
」
を
、「
少
し
で
も
知
能
が
高
い
ほ
う
が

い
い
、
見
た
目
が
い
い
ほ
う
が
い
い
」
と
考
え
る
こ
と
は
「
知

能
が
低
い
と
、
見
た
目
が
悪
い
と
不
利
益
を
被
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
」
を
前
提
に
し
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
で
す
。

第
三
に
、
私
た
ち
が
「
遺
伝
子
」
や
「
ゲ
ノ
ム
編
集
」
な
ど

を
考
え
、
議
論
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
そ
の
も
の
が
「
優
生

学
（
（5
（

」
と
地
続
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
点
は
二
つ

の
側
面
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、

　

�

19
世
紀
末
の
プ
レ
ッ
ツ
の
時
代
か
ら
21
世
紀
の
今
日
に
至

る
ま
で
、
優
生
学
を
駆
動
さ
せ
て
き
た
も
の
の
一
つ
は
、

人
間
の
淘
汰
を
出
生
前
に
完
了
す
る
と
い
う
こ
の
目
標
で

す
。
人
間
の
淘
汰
を
出
生
前
に
完
了
す
る
こ
と
。
そ
れ
が

優
生
学
な
の
で
す
。

（
（5
（

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
出
生
す
る
前
の
人
に
第
三
者
が
介
入

す
る
こ
と
／
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
優
生
学
と
深
く
結
び
つ
く

と
い
う
こ
と
で
す
。
も
う
一
つ
は
、「
ど
こ
ま
で
認
め
る
べ
き
か
」

「
ど
こ
ま
で
の
介
入
な
ら
許
さ
れ
る
か
」
と
い
う
議
論
は
、「
生

命
倫
理
学
（
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
）

（
（5
（

」
の
中
心
を
な
し
、
一
般

的
に
判
断
根
拠
は
、

　

�

判
断
能
力
の
あ
る
大
人
な
ら
自
分
の
生
命
、
身
体
財
産
に

か
ん
し
て
、
他
人
に
危
害
を
及
ば
さ
な
い
限
り
た
と
え
そ

の
決
定
が
当
人
に
と
っ
て
不
利
益
な
こ
と
で
も
、
自
己
決

定
の
権
限
を
も
つ
。

（
（5
（

と
、
自
己
決
定
権
に
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
自
己
決
定
権
を

前
提
し
て
い
け
ば
、

　

�

個
人
の
意
志
で
、
自
身
や
生
ま
れ
て
く
る
子
の
生
物
学
的

改
造
や
遺
伝
的
質
の
選
択
を
行
う
、
個
人
主
義
的
優
生
学

を
認
知
し
よ
う
と
す
る
方
向
が
で
て
く
る

（
（5
（

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
優
生
学
と
結
び
つ
く
こ
と
は
「
単
純

な
事
実

（
（6
（

」
と
し
て
認
め
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

す
な
わ
ち
、「
な
に
を
」「
ど
こ
ま
で
」
な
ど
と
い
っ
た
私
た
ち

の
「
い
の
ち
」
へ
の
介
入
に
関
す
る
議
論
を
個
々
人
の
自
己
決

定
権
に
基
づ
く
「
選
択
」
の
範
囲
内
で
行
っ
て
い
く
こ
と
は
、

そ
れ
は
優
生
学
と
結
び
つ
い
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
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つ
ま
り
、
本
報
告
が
主
題
と
す
る
「
遺
伝
子
」
が
「
特
別
」

か
ら
「
普
通
」
に
な
る
こ
と
で
生
じ
る
課
題
と
は
、
私
た
ち
が

「
遺
伝
子
」
を
考
え
、
議
論
す
る
こ
と
そ
の
も
の
が
「
遺
伝
子

差
別
」
へ
と
繋
が
る
危
険
性
を
常
に
孕
ん
で
い
る
こ
と
だ
と
い

え
ま
す
。
最
後
に
こ
の
点
に
つ
い
て
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に
―
「
で
き
る
か
ら
や
る
」
と
い
う
こ
と

食
料
・
医
療
・
環
境
分
野
そ
れ
ぞ
れ
で
「
遺
伝
子
」
へ
と
介

入
し
て
い
く
こ
と
は
、
今
後
も
進
展
す
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
医
療
分
野
で
い
え
ば
、
こ
れ
ま
で
治
療

不
可
能
だ
っ
た
よ
う
な
難
病
で
す
ら
根
治
で
き
る
可
能
性
が
生

ま
れ
る
と
い
っ
た
大
き
な
利
点
が
あ
る
か
ら
で
す
。

そ
う
し
た
利
点
が
強
調
さ
れ
、
根
拠
と
さ
れ
、
技
術
・
シ
ス

テ
ム
が
一
般
化
し
て
い
く
と
き
、「
遺
伝
情
報
」
は
「
大
量
の

情
報
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん

（
（6
（

。
誰
も

が
遺
伝
子
検
査
・
遺
伝
学
的
検
査
を
行
え
ば
、
遺
伝
情
報
と
疾

患
や
性
格
、
行
動
に
対
す
る
「
大
量
の
情
報
」
が
蓄
積
さ
れ
、

日
常
生
活
の
至
る
所
で
反
映
さ
れ
る
は
ず
で
す
。
そ
の
実
例
に

な
る
の
が
「
遺
伝
子
差
別
」
の
中
心
と
さ
れ
る
雇
用
・
保
険
・

結
婚
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
統
計
情
報
を
も
と
に
、
特

定
の
遺
伝
情
報
を
持
つ
人
に
は
保
険
料
が
高
く
設
定
さ
れ
る
と

い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
行
為
自
体
が
妥
当
な
の

か
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
注
目
す
べ
き
は
、

　

�

そ
も
そ
も
、
保
険
に
お
い
て
現
在
、「
遺
伝
子
差
別
」
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
当
に
遺
伝
情
報
に
基
づ
く
差
別

で
あ
る
の
か
。
リ
ス
ク
が
高
い
場
合
に
は
保
険
料
が
高
く

な
り
、
リ
ス
ク
が
低
い
場
合
に
は
保
険
料
が
安
く
な
る
と

い
う
こ
と
が
、
私
保
険
の
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
高
い
保
険
料
の
設
定
が
そ
の
ま
ま
差
別
に
つ

な
が
る
わ
け
で
は
な
い
。

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
上
記
の
よ
う
な
思
考
や
行
為
は
「
差

別
」
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
可
能
性
が
存
在
す
る
こ
と
で
す
。

確
か
に
保
険
会
社
か
ら
す
れ
ば
膨
大
な
「
遺
伝
情
報
」
に
従
い

な
が
ら
商
品
を
売
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。
保
険
購
入
者
も
、
自

身
の
「
遺
伝
情
報
」
を
参
照
し
な
が
ら
、
自
身
の
ニ
ー
ズ
と
商

品
を
見
比
べ
判
断
し
て
い
る
だ
け
で
す
。
ど
こ
に
も
「
差
別
」
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は
存
在
し
て
い
な
い
よ
う
に
理
解
で
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｉ
Ｐ

Ｔ
に
よ
っ
て
中
絶
を
選
択
し
た
方
々
も
、
明
確
な
障
が
い
者
差

別
の
意
図
を
も
っ
て
中
絶
し
た
方
な
ど
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い

は
ず
で
す
。
誰
も
が
子
ど
も
の
将
来
を
憂
い
、
悩
み
苦
し
む
中

で
中
絶
を
選
択
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

　

�

遺
伝
子
差
別
は
、
特
定
の
差
別
者
、
特
権
的
な
決
定
者
を

待
た
ず
に
生
じ
う
る
。
ま
っ
た
く
退
屈
な
、
合
理
的
な
選

択
の
集
積
が
こ
の
事
態
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

（
（6
（

と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、「
遺
伝
子
差
別
」
を
含
む
「
差
別
」

の
多
く
は
、
直
接
的
な
差
別
の
意
図
を
も
っ
て
な
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、「
差
別
」
を
意
図
し
な
い
合
理
的
な
選
択
の
中
で
、「
差

別
」
が
生
み
だ
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
え
る
の
で
す
。
そ
し
て
、

合
理
的
な
選
択
と
大
多
数
が
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
、「
差
別
」

と
の
繋
が
り
を
意
識
す
る
こ
と
は
と
て
も
困
難
に
な
る
は
ず
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
合
理
的
な
選
択
に
潜
む
危
険
性
は
、
合
理

的
な
選
択
に
よ
っ
て
苦
し
む
人
々
、「
差
別
」
さ
れ
た
当
事
者

か
ら
叫
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

「
我
ら
は
愛
と
正
義
を
否
定
す
る
」

脳
性
マ
ヒ
者
に
よ
る
障
が
い
者
差
別
解
消
を
目
的
と
し
て
組

織
さ
れ
た
「
青
い
芝
の
会
」
の
横
田
弘
氏
が
会
の
行
動
綱
領
と

し
た
言
葉
で
す

（
（6
（

。「
愛
と
正
義
」
と
は
、
障
が
い
を
お
持
ち
の

方
の
ご
両
親
や
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
々
を
憂
う
人
々
、
あ

る
い
は
社
会
が
持
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
こ
の
「
愛
と
正
義
」

に
は
恐
ら
く
差
別
の
意
図
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

「
青
い
芝
の
会
」
の
方
々
は
、差
別
の
意
図
の
な
い
「
愛
と
正
義
」

こ
そ
が
、
差
別
を
生
み
だ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
主
張
さ

れ
た
の
で
す
。

私
た
ち
の
合
理
的
な
、「
普
通
」
と
思
っ
て
い
る
思
考
・
価

値
観
そ
の
も
の
が
、
そ
し
て
、
そ
う
し
た
思
考
・
価
値
観
を
も

と
と
し
た
シ
ス
テ
ム
が
社
会
に
構
築
さ
れ
た
と
き
、
ど
こ
か
に

不
利
益
を
被
る
人
々
を
生
み
だ
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
す

で
に
不
利
益
を
被
る
人
々
を
生
み
だ
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
仏
教
者
は
、「
仏
教
者
で
あ
る
私
こ
そ
が
今
す
で

に
差
別
を
生
む
側
に
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
、
常
に

意
識
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。�

【
岡
崎
秀
麿
】
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２　
�「

思
い
通
り
の
子
ど
も
」
を
得
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
幸

せ
に
つ
な
が
る
か
？

　
　
　
　
―
臨
床
の
現
場
か
ら
考
え
た
こ
と
ー

私
は
普
段
、
個
人
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
自
坊
で
の
法
務

の
他
に
、
医
療
・
福
祉
な
ど
、
世
の
様
々
な
“
苦
の
現
場
”
に

関
わ
る
仏
教
者
、
臨
床
仏
教
師
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
命
倫
理
を
め
ぐ
る
議
論
で
常
に
言
及
さ
れ
る
“
人
間
の
尊

厳
”
は
、
私
が
関
わ
る
医
療
・
介
護
の
現
場
な
ど
で
も
よ
く
使

わ
れ
る
言
葉
で
あ
り
、
本
節
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
思
い
通
り
の

子
ど
も
を
得
よ
う
と
す
る
こ
と
」に
よ
り
影
響
を
受
け
る
、我
々

の
持
つ
人
間
観
と
も
関
わ
り
の
深
い
言
葉
で
す
。
今
回
、
こ
の

テ
ー
マ
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
こ
の
“
尊
厳
”
の
問
題
に

つ
い
て
、
自
分
の
体
験
や
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
出
発

点
と
し
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
医
療
の
現
場
で
使
わ
れ
る
“
尊
厳
”
と
は
、
辞
書
的

な
こ
と
で
言
え
ば
尊
さ
や
厳
か
さ
、
英
語
のD

ignity

の
訳
で

言
う
と
自
尊
心
、
尊
重
に
値
す
る
性
質
を
指
し
ま
す
。
ま
た
よ

く
引
か
れ
る
哲
学
者
カ
ン
ト
の
言
葉
で
は
、「
人
の
持
っ
て
い

る
比
較
を
絶
し
た
無
条
件
価
値

（
（6
（

」
つ
ま
り
「
そ
の
人
の
持
つ

本
質
的
な
尊
さ
」
や
「
か
け
が
え
の
無
さ
」、「
自
尊
心
」
の
こ

と
を
指
し
て
お
り
、
ケ
ア
の
現
場
で
は
、
最
優
先
の
守
る
べ
き

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す

（
（6
（

。

そ
の
尊
厳
が
お
び
や
か
さ
れ
る
、
揺
ら
ぐ
の
は
ど
ん
な
時
か

と
い
え
ば
、
様
々
な
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
私
の
活
動
の
現
場

か
ら
言
え
ば
、
一
つ
に
は
、
患
者
さ
ん
が
自
分
自
身
に
対
し
て
、

ま
た
今
後
の
こ
と
に
対
し
て
希
望
を
失
い
、
価
値
を
見
出
せ
な

く
な
っ
て
い
る
と
き
で
す
。

闘
病
を
続
け
る
中
で
、
徐
々
に
体
の
機
能
が
失
わ
れ
、
そ
れ

ま
で
家
族
や
社
会
に
対
し
て
担
っ
て
い
た
役
割
を
果
た
せ
な
く

な
っ
た
こ
と
の
嘆
き
を
聴
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
私
は
役
立

た
ず
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」「
家
族
を
養
っ
て
い
た
太
い
腕
が
、

今
は
こ
ん
な
に
細
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」「
こ
う
な
っ
た
か
ら

に
は
、
家
族
に
迷
惑
を
か
け
る
だ
け
」「
だ
か
ら
、
も
う
終
わ

り
に
し
て
し
ま
い
た
い
」「
私
に
生
き
る
意
味
は
あ
る
の
？
」
…
。

そ
の
人
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
の
歩
み
か
ら
、
絞
り
出
さ
れ
る
そ
の

言
葉
は
、
簡
単
に
否
定
し
た
り
、
答
え
た
り
で
き
る
も
の
で
は
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あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
耳
を
傾
け
る
し
か
な
い
時
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
私
は
そ
の
嘆
き
に
接
し
な
が
ら
、い
つ
も
「
人
の
尊
厳・

存
在
価
値
の
源
は
、機
能
や
役
割
だ
け
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
」

と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
、
そ
れ
を
思
い
出
し
て
欲
し
い
と
考

え
な
が
ら
関
わ
り
を
続
け
て
い
ま
す
。「
尊
厳
」
が
脅
か
さ
れ

る
時
と
は
つ
ま
り
、そ
れ
ら
の
自
身
の「
価
値
」や「
尊
さ
」、「
大

切
と
さ
れ
て
い
る
も
の
」
が
変
質
し
て
し
ま
う
、
奪
わ
れ
て
し

ま
う
と
感
じ
た
時
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

で
は
ゲ
ノ
ム
編
集
を
含
む
、
科
学
技
術
が
“
尊
厳
”
を
揺
る

が
す
の
は
ど
ん
な
時
で
し
ょ
う
か
。

「
生
命
」
に
関
わ
る
科
学
技
術
の
進
歩
は
、
こ
れ
ま
で
人
が

手
を
加
え
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
領
域
（
生
物
が
持
っ
て
生

ま
れ
た
性
質
や
能
力
な
ど
）
の
操
作
を
可
能
と
し
、
医
療
や
食

料
生
産
な
ど
の
分
野
に
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

ま
た
生
殖
に
ま
つ
わ
る
分
野
で
も
、
高
度
生
殖
補
助
医
療
な
ど

の
科
学
技
術
が
、
不
妊
に
悩
む
人
の
助
け
と
な
り
、
こ
れ
ま
で

子
ど
も
を
望
む
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
カ
ッ
プ
ル
に
希
望
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
一
方
、
こ
の
技
術
は
、
私
た

ち
が
こ
れ
ま
で
持
っ
て
い
た
家
族
観
や
、
人
間
観
、
ひ
い
て
は

社
会
の
価
値
観
そ
の
も
の
の
在
り
方
を
も
左
右
す
る
大
き
な
問

題
を
含
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
「
思
い
通
り
の
子
ど
も
を
得
る
」
こ
と
、
い
わ

ゆ
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
ベ
ビ
ー
（
遺
伝
子
操
作
に
よ
り
親
の
望
む

外
見
・
知
力
・
体
力
な
ど
を
与
え
ら
れ
た
子
供

（
（6
（

）
に
つ
な
が

る
よ
う
な
、
技
術
的
可
能
性
の
問
題
で
あ
り
、
も
う
一
つ
が
人

の
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
（
強
化
＝
健
常
な
人
に
生
物
医
学
的
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
用
い
る
こ
と
で
、
認
知
能
力
や
運
動
能
力
を
向

上
さ
せ
る
試
み

（
（6
（

）
の
問
題
で
す
。

こ
れ
ら
の
技
術
の
進
展
が
、
私
た
ち
の
持
つ
家
族
観
や
人
間

観
に
ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
技
術
の

進
展
に
対
し
、
私
た
ち
が
持
っ
て
し
ま
う
違
和
感
の
源
は
何

か
？
本
節
で
は
、
私
た
ち
現
代
に
生
き
る
僧
侶
が
、
こ
の
状
況

を
ど
う
考
え
、
ど
う
受
け
止
め
る
か
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
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子
ど
も
が
欲
し
い
と
い
う
願
い
、
そ
の
先
に
あ
る
も
の
。

未
婚
率
の
増
加
や
少
子
化
が
進
む
昨
今
、
家
族
や
子
ど
も
を

持
つ
こ
と
に
対
す
る
価
値
観
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
が
、
子
ど

も
が
欲
し
い
、
と
い
う
望
み
は
、
人
間
の
基
本
的
な
欲
求
の
一

つ
で
あ
り
、
私
た
ち
が
持
つ
自
然
な
心
情
で
も
あ
り
ま
す
。

妊
娠
の
た
め
の
情
報
収
集
や
活
動
を
指
す
「
妊
活
」
と
い
う

言
葉
が
流
行
し
、
不
妊
治
療
を
受
け
る
夫
婦
の
割
合
は
、
２
０

１
７
年
に
は
結
婚
し
た
夫
婦
全
体
の
約
２
割
に
の
ぼ
っ
て
い
ま

す
。ま

た
不
妊
治
療
の
中
に
も
、
体
外
受
精
や
凍
結
受
精
卵
の
移

植
な
ど
、
生
殖
補
助
医
療
（
Ａ
Ｒ
Ｔ
＝A

ssisted Repro-

ductive T
echnology

）
と
呼
ば
れ
る
高
度
医
療
が
あ
り
、

高
額
な
費
用
や
大
き
な
肉
体
的
・
精
神
的
負
担
に
も
関
わ
ら
ず
、

希
望
す
る
夫
婦
の
数
は
多
く
、
生
殖
補
助
医
療
に
よ
り
誕
生
し

た
新
生
児
の
割
合
は
、
同
じ
く
２
０
１
７
年
に
は
全
体
の
６
％
、

新
生
児
の
約
17
人
に
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す

（
（6
（

。

こ
と
ほ
ど
左
様
に
、
子
ど
も
が
欲
し
い
と
い
う
願
い
は
強
い

も
の
で
す
。
ま
た
、
そ
れ
が
叶
え
ら
れ
た
な
ら
ば
、
健
康
な
子

ど
も
が
欲
し
い
と
い
う
願
い
に
つ
な
が
る
の
は
当
然
と
も
い
え

ま
す
。

羊
水
や
血
清
マ
ー
カ
ー
な
ど
か
ら
、
出
生
前
の
胎
児
に
何
ら

か
の
病
気
が
な
い
か
調
べ
る
出
生
前
診
断
を
受
け
る
妊
婦
は
、

近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
２
０
１
３
年
、
新
型
出
生

前
診
断
（
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
＝N

on-Invasive Prenatalgenetic 

T
esting

：
無
侵
襲
的
胎
児
遺
伝
学
的
検
査
。
母
体
か
ら
採
取

し
た
血
液
に
よ
っ
て
胎
児
の
染
色
体
の
数
の
異
常
を
調
べ
る
検

査
）
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
そ
の
傾
向
が
よ
り
顕
著
に
な
り
ま
し

た
（
（6
（

。
現
在
、
こ
の
検
査
は
日
本
医
学
会
が
認
定
し
た
施
設
で

の
み
検
査
が
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
検
査
を
求
め
る
声
は

高
ま
っ
て
お
り
、
今
後
よ
り
多
く
の
施
設
や
病
院
で
も
実
施
で

き
る
よ
う
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

（
（7
（

。

子
ど
も
が
欲
し
い
、
と
い
う
望
み
。
そ
し
て
そ
の
先
に
あ
る
、

子
ど
も
が
健
康
で
あ
っ
て
欲
し
い
、
と
い
う
願
い
。
そ
の
切
実

な
思
い
に
応
え
る
よ
う
に
、
生
殖
に
ま
つ
わ
る
医
療
や
科
学
技

術
は
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
欲
深
い
存
在
で
す
。
あ
る
望
み
が
叶
え
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ら
れ
た
と
き
、
つ
い
“
そ
の
先
”
を
考
え
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。「
子
ど
も
が
欲
し
い
」
と
い
う
望
み
は
「
健

康
な
子
ど
も
が
欲
し
い
」
に
、「
健
康
な
子
ど
も
」
は
、「
競
争

に
勝
て
る
よ
う
な
、
強
い
子
ど
も
」
に
変
わ
る
で
し
ょ
う
。
ま

た
「
男
の
子
（
女
の
子
）
が
い
い
」「
頭
が
良
い
子
の
方
が
幸

せ
に
な
れ
る
」「
容
姿
に
恵
ま
れ
た
子
の
方
が
」「
足
が
速
い
子

の
方
が
」
と
、
次
第
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
を
、
私

た
ち
は
止
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
も
し
今
後
、
科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
望
ん
だ
特

性
を
子
ど
も
に
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
た
ら
、
思
い

通
り
の
子
ど
も
を
つ
く
る
こ
と
が
出
来
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は

ど
ん
な
影
響
を
、
私
た
ち
の
社
会
に
与
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
子
ど
も
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
」
と
い
う
こ
と

生
殖
補
助
医
療
の
中
に
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
（A

rtificial Insem
ina-

tion by D
oner

非
配
偶
者
人
工
授
精
）
と
い
う
方
法
が
あ
り

ま
す
。
主
に
パ
ー
ト
ナ
ー
の
精
子
や
卵
子
な
ど
に
不
妊
の
要
因

が
あ
り
、
不
妊
に
悩
む
カ
ッ
プ
ル
が
、
他
人
か
ら
精
子
や
卵
子

を
提
供
し
て
も
ら
い
、
体
外
で
人
工
授
精
を
行
い
、
子
宮
に
戻

し
て
妊
娠
す
る
方
法
で
す
。
日
本
で
は
60
年
程
前
か
ら
治
療
が

開
始
さ
れ
、
２
０
１
２
年
に
は
１
２
０
人
の
新
生
児
が
こ
の
治

療
に
よ
り
誕
生
し
、
こ
れ
ま
で
に
約
１
万
５
千
人
以
上
の
人
が
、

Ａ
Ｉ
Ｄ
に
よ
っ
て
こ
の
世
に
生
を
受
け
て
い
ま
す

（
（7
（

。

日
本
で
は
現
在
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
は
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
が
認
め

る
医
療
機
関
の
み
で
実
施
さ
れ
、
精
子
提
供
者
（
ド
ナ
ー
）
の

情
報
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
秘
匿
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
Ａ
Ｉ
Ｄ
は
あ
く
ま
で
治
療
の
一
環
で

あ
り
、
公
的
な
窓
口
か
ら
は
子
ど
も
の
特
性
へ
の
取
捨
選
択
の

視
点
が
慎
重
に
排
さ
れ
て
い
ま
す

（
（7
（

。

し
か
し
海
外
で
は
、
こ
の
点
は
国
ご
と
に
様
々
な
違
い
が
あ

り
ま
す
。
個
人
向
け
の
遺
伝
子
解
析
が
盛
ん
な
米
国
で
は

「23andm
e

」
な
ど
の
企
業
が
、
唾
液
に
含
ま
れ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
の

遺
伝
子
配
列
か
ら
、
そ
の
人
の
持
つ
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
糖

尿
病
な
ど
の
病
気
の
リ
ス
ク
や
、
目
の
色
や
筋
肉
の
タ
イ
プ
な

ど
を
判
定
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
近
年
は
そ
れ

が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
、
各
地
に
あ
る
不
妊
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
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精
子
・
卵
子
バ
ン
ク
の
デ
ー
タ
と
の
掛
け
合
わ
せ
で
、
望
む
子

ど
も
の
特
徴
が
表
れ
や
す
い
精
子
・
卵
子
提
供
者
の
情
報
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
検
索
で
き
る
デ
ー

タ
は
、
身
長
や
性
格
、
寿
命
、
酒
の
強
さ
、
運
動
能
力
、
病
気

の
発
症
リ
ス
ク
な
ど
が
あ
る
そ
う
で
す

（
（7
（

。
２
０
１
３
年
に
は

そ
の
技
術
に
、
米
国
か
ら
特
許
が
与
え
ら
れ
、
現
在
は
世
界
50

カ
国
以
上
、
日
本
人
を
含
め
40
万
人
の
利
用
者
を
抱
え
て
い
る

と
の
こ
と
で
す

（
（7
（

。

ま
た
２
０
１
９
年
２
月
、
世
界
最
大
の
精
子
バ
ン
ク
で
あ
る

デ
ン
マ
ー
ク
の
ク
リ
オ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
東
京
に

窓
口
を
開
設
し
た
こ
と
が
話
題
と
な
り
ま
し
た

（
（7
（

。

ク
リ
オ
ス
の
特
徴
は
ド
ナ
ー
の
「
情
報
開
示
」
に
あ
り
ま
す
。

基
本
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
は
、
人
種
、
民
族
、
瞳
の
色
、
髪
の
色
、

身
長
、
体
重
、
血
液
型
、
職
業
／
教
育
の
情
報
が
記
載
さ
れ
、

そ
の
他
に
、
さ
ら
に
詳
細
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
（
学
歴
、
家
族
の

出
自
、
性
格
、
趣
味
、
関
心
事
項
、
子
供
の
頃
の
写
真
、
感
情

知
能
（
Ｅ
Ｑ
）
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
手
書
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
音

声
デ
ー
タ
ま
で
）
を
公
開
し
て
い
る
ド
ナ
ー
も
い
ま
す
。
ま
た

身
元
開
示
・
非
開
示
の
区
別
も
あ
り
、
身
元
開
示
を
選
ん
で
い

る
ド
ナ
ー
は
氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所
の
デ
ー
タ
を
提
供
し
て

お
り
、
連
絡
を
取
る
こ
と
も
可
能
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
ク

リ
オ
ス
の
サ
イ
ト
に
は
「
精
子
ド
ナ
ー
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」

と
い
う
ペ
ー
ジ
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
こ
ん
な
文
言
も
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

�

ク
リ
オ
ス
の
ド
ナ
ー
に
応
募
し
た
候
補
者
は
、
極
め
て
徹

底
的
な
選
考
と
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
過
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
、
家
族
の
病
歴
や
リ
ス
ク
行

動
に
基
づ
き
候
補
者
を
評
価
す
る
た
め
、
健
康
状
態
に
関

す
る
包
括
的
な
問
診
票
に
答
え
、
ク
リ
オ
ス
の
医
療
ス

タ
ッ
フ
と
の
面
談
を
行
い
ま
す
。重
篤
な
先
天
性
の
精
神・

身
体
疾
患
を
持
つ
家
系
の
候
補
者
は
ド
ナ
ー
と
し
て
受
け

入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

（
（7
（

希
望
す
る
人
は
、
こ
れ
ら
が
記
載
さ
れ
た
カ
タ
ロ
グ
か
ら
、

自
分
が
望
む
条
件
を
選
び
、
あ
た
か
も
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
を
す
る
よ
う
に
精
子
を
購
入
す
る
わ
け
で
す
。

こ
う
し
た
妊
娠
方
法
の
変
化
は
、
こ
れ
ま
で
子
ど
も
を
諦
め
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ざ
る
を
得
な
か
っ
た
カ
ッ
プ
ル
に
希
望
を
与
え
、
ま
た
既
存
の

家
族
の
在
り
方
に
疑
問
を
持
つ
人
に
と
っ
て
も
一
つ
の
道
筋
を

与
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
技
術
が
あ
れ
ば
、
例
え

ば
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
で
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー
を
持
た
ず
に
生
涯
を

送
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
で
も
、
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
が
可

能
な
の
で
す
。
能
動
的
に
、
自
ら
の
選
択
の
も
と
に
、
妊
娠
の

た
め
の
精
子
を
選
び
、
望
ん
だ
条
件
の
も
と
に
子
ど
も
を
得
よ

う
と
す
る
こ
と
は
、
世
に
あ
る
様
々
な
苦
悩
や
抑
圧
か
ら
の
、

あ
る
種
の
解
放
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
そ
の
一
方
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
の
治
療
を
受
け
た
カ
ッ
プ
ル
や

親
と
な
っ
た
人
が
、
そ
の
後
に
心
理
的
な
葛
藤
を
抱
え
た
り
、

子
ど
も
に
事
実
を
伝
え
る
こ
と
に
悩
ん
だ
り
す
る
事
例

（
（7
（

や
、

Ａ
Ｉ
Ｄ
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
、
自
身
の
出
自
を
知
り
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確
立
に
関
し
苦
悩
す
る
事
例
も
見
ら
れ
ま

す
（
（7
（

。ど
こ
ま
で
が
治
療
で
、
ど
こ
か
ら
が
そ
れ
を
越
え
た
行
為
に

な
る
の
か
、
線
引
き
が
と
て
も
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
子
ど

も
の
立
場
か
ら
の
苦
悩
、
そ
し
て
子
ど
も
は
親
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
な
い
、
と
い
う
大
き
な
“
非
対
称
性
”
を
考
え
た
と
き
、

親
と
な
る
人
が
「
自
分
の
望
み
」
を
あ
ま
り
に
優
先
さ
せ
る
こ

と
は
、
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の
自
立
性
や
、
そ
の
子
自
身
が

選
ぶ
将
来
の
可
能
性
を
考
え
た
と
き
、
問
題
が
無
い
と
は
言
え

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
こ
う
し
た
技
術
を
無
制

限
に
応
用
し
、
子
ど
も
に
親
が
思
う
ま
ま
の
性
質
を
付
与
し
て

い
く
行
為
に
は
「
子
ど
も
を
願
う
ま
ま
の
存
在
と
し
て
親
の
意

識
に
縛
り
付
け
、
奴
隷
化
す
る
こ
と
」
と
の
批
判
も
あ
り
ま

す
（
（7
（

。２
０
０
２
年
、
ア
メ
リ
カ
に
住
む
女
性
の
聾
の
同
性
カ
ッ
プ

ル
、
シ
ャ
ロ
ン
・
デ
ュ
シ
ェ
ノ
ー
と
キ
ャ
ン
デ
ィ
・
マ
ッ
カ
ロ
ー

が
、
聾
の
家
系
の
男
性
か
ら
精
子
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
人
工

授
精
で
「
耳
の
聞
こ
え
な
い
」
子
を
授
か
り
ま
し
た
。
彼
女
ら

は
か
ね
て
よ
り「
聾
は
障
害
で
は
な
く
、独
自
の
親
密
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
文
化
と
帰
属
意
識
を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
素
晴

ら
し
い
“
特
質
”」
だ
と
考
え
て
お
り
、「
自
分
た
ち
も
そ
の
よ

う
な
子
が
欲
し
い
」
と
望
み
、
そ
の
信
念
の
も
と
に
聾
の
子
ど

も
を
“
つ
く
っ
た
”
の
で
す
。
こ
の
こ
と
が
新
聞
で
報
道
さ
れ
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る
と
、「
意
図
的
に
子
ど
も
へ
の
障
害
を
強
制
し
た
」
と
し
て
、

二
人
に
大
き
な
非
難
が
集
ま
り
ま
し
た

（
（8
（

。

ま
た
こ
う
し
た
“
望
む
特
性
を
子
ど
も
に
付
与
す
る
”
技
術

は
、
あ
る
種
Ｓ
Ｆ
的
な
発
想
と
い
う
か
、
絵
空
事
の
よ
う
な
も

の
と
感
じ
る
方
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
近
年

の
遺
伝
子
操
作
の
技
術
の
進
歩
を
見
る
と
、
実
は
そ
う
と
も
言

え
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
11
月
28
日
、
香
港
で
開
か
れ
た
第
２
回
ヒ
ト
ゲ

ノ
ム
編
集
国
際
サ
ミ
ッ
ト
で
中
国
・
南
方
科
技
大
学
の
賀
建
奎

（
が
・
け
ん
け
い
）
准
教
授
が
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
対
す
る
感
染
抵
抗

性
を
付
与
す
る
目
的
で
ヒ
ト
受
精
卵
の
ゲ
ノ
ム
編
集
を
実
施
し
、

遺
伝
子
改
変
し
た
双
子
の
女
児
を
誕
生
さ
せ
た
と
発
表
し
ま
し

た
（
（8
（

。
こ
れ
は
遺
伝
子
操
作
に
よ
る
人
へ
の
機
能
付
与
の
世
界

初
の
事
例
で
し
た
が
、
そ
の
改
変
に
は
医
学
的
な
妥
当
性
が
無

く
、
い
わ
ゆ
る
オ
フ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
変
異
や
モ
ザ
イ
ク
化
へ
の
対

処
な
ど
、
子
ど
も
の
将
来
に
関
わ
る
技
術
上
の
安
全
性
が
い
ま

だ
確
立
し
て
い
な
い
ま
ま
、
ま
た
ヒ
ト
受
精
卵
の
操
作
に
対
す

る
国
際
的
な
議
論
が
進
ま
な
い
中
で
、
あ
る
種
強
引
に
進
め
ら

れ
て
し
ま
っ
た
実
験
で
も
あ
り
、
世
界
に
衝
撃
を
与
え
、
国
内

外
か
ら
多
く
の
非
難
が
集
ま
り
、
そ
の
後
、
賀
氏
は
大
学
を
解

雇
さ
れ
、
懲
役
刑
と
罰
金
が
科
さ
れ
ま
し
た

（
（8
（

。

こ
の
出
来
事
を
受
け
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）
は
２
０

１
９
年
、
各
国
政
府
に
対
し
今
後
は
同
種
の
試
み
は
い
か
な
る

も
の
も
許
可
し
な
い
よ
う
求
め
る
声
明
を
出
し
、
ま
た
２
０
２

１
年
に
は
、
受
精
卵
を
含
む
す
べ
て
の
ヒ
ト
の
細
胞
へ
の
ゲ
ノ

ム
編
集
の
研
究
を
、
国
際
的
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
し
、
内

容
を
公
開
す
る
制
度
を
つ
く
る
こ
と
を
求
め
、
研
究
は
ル
ー
ル

が
整
備
さ
れ
た
国
で
の
み
実
施
す
る
べ
き
だ
と
の
報
告
書
を
発

表
し
ま
し
た

（
（8
（

。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
日
本
で
も
、
生
殖
に
ま
つ
わ
る
ゲ
ノ

ム
編
集
技
術
の
倫
理
的
な
課
題
が
議
論
さ
れ
、
厚
労
省
や
日
本

学
術
会
議
か
ら
、
研
究
の
た
め
の
倫
理
指
針
や
、
そ
の
正
当
性

に
つ
い
て
の
提
言
が
発
出
さ
れ
て
い
ま
す

（
（8
（ 

。
（
（8
（

生
の
“
被
贈
与
性
”

先
に
も
触
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
世
に
は
遺
伝
子
の
異
常
が
原
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因
で
起
こ
る
数
多
く
の
病
気
が
あ
り
ま
す
。
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術

に
よ
り
、
そ
れ
ら
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
り
、
治
療
で

き
た
り
す
る
こ
と
は
、
医
療
上
の
素
晴
ら
し
い
進
歩
で
あ
る
こ

と
は
論
を
俟
ち
ま
せ
ん
。

し
か
し
そ
れ
と
同
じ
方
法
を
用
い
て
、
生
ま
れ
て
く
る
子
ど

も
に
対
し
、
望
み
通
り
の
機
能
や
特
性
を
付
与
し
、
操
作
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
し
た
ら
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
本
当

に
諸
手
を
挙
げ
て
歓
迎
す
べ
き
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
、
人
は

そ
の
技
術
を
、
適
正
に
使
用
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
し
ょ
う

か
。私

た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
偶
然
や
、
自
分
に
は
は
か
り
知
れ
な

い
巡
り
合
わ
せ
に
よ
っ
て
こ
の
世
を
生
き
て
い
ま
す
。
時
に
そ

の
は
た
ら
き
を“
縁
”と
呼
ん
だ
り
、あ
る
い
は“
お
か
げ
さ
ま
”

と
い
う
言
葉
で
表
現
し
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
生
死

に
ま
つ
わ
る
あ
れ
こ
れ
に
対
し
、
ど
う
に
も
で
き
な
い
要
素
や

偶
然
性
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
当
た
り

前
の
前
提
で
し
た
。

し
か
し
そ
の
前
提
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
見
え
ぬ
も
の
の
は
た

ら
き
に
畏
怖
を
抱
き
、
無
常
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
知
り
、
自

分
自
身
の
至
ら
な
さ
、
凡
夫
性
に
気
づ
く
（
還
愚
す
る
）
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
実
は
、
他
者
を
許

す
こ
と
や
、
今
こ
こ
に
あ
る
生
を
「
有
り
難
い
」
も
の
と
し
て

受
け
止
め
ら
れ
る
背
景
に
も
、
こ
れ
ら
偶
然
性
へ
の
ま
な
ざ
し

（
誰
も
が
皆
、
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
命
を
生
き
て
い
る
）
が

大
き
く
関
与
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

米
国
の
哲
学
者
の
マ
イ
ケ
ル
・
Ｊ
・
サ
ン
デ
ル
は
、
人
の
遺

伝
子
操
作
と
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
著
作
『
完
全
な
人

間
を
目
指
さ
な
く
て
も
良
い
理
由
』
の
中
で
、
こ
れ
ら
の
問
題

を
考
え
る
た
め
の
重
要
な
補
助
線
と
し
て
、「
生
の
被
贈
与
性

（giftedness of life

）」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
ま
す
。

「
生
の
被
贈
与
性
」
と
は
、
私
た
ち
の
受
け
た
生
が
、
人
間

の
存
在
は
主
体
的
な
創
造
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
常
に
外
部
か

ら
「
贈
与
」
さ
れ
る
形
で
与
え
ら
れ
る
と
い
う
性
格
を
指
し
た

も
の
で
す
。「
わ
れ
わ
れ
が
自
ら
の
才
能
や
能
力
の
発
達
・
行

使
の
た
め
に
ど
れ
だ
け
労
力
を
払
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は

完
全
に
わ
れ
わ
れ
自
身
の
お
こ
な
い
に
由
来
し
て
も
い
な
け
れ
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ば
、
完
全
に
わ
れ
わ
れ
自
身
の
も
の
で
す
ら
な
い
」
こ
と
、「
生

に
は
人
間
に
よ
る
操
作
が
及
ば
な
い
部
分
が
あ
る
」
こ
と
を
承

認
す
る
態
度
の
こ
と
で
す

（
（8
（

。

「
思
い
通
り
の
人
間
」「
完
全
な
人
間
」
を
欲
す
る
姿
勢
（
現

在
は
そ
う
で
な
く
と
も
、
技
術
的
な
帰
結
と
し
て
い
ず
れ
そ
の

道
が
開
か
れ
る
）
の
中
に
あ
る
、
本
質
的
な
危
険
性
は
「
人
間

の
本
性
も
含
め
た
自
然
を
作
り
直
し
、
わ
れ
わ
れ
の
用
途
に
役

立
て
、
わ
れ
わ
れ
の
欲
求
を
満
た
し
た
い
と
い
う
、
プ
ロ
メ
テ

ウ
ス
的
な
熱
望
」
に
あ
り
、
そ
の
志
向
が
い
ず
れ｢

生
の
被
贈

与
性｣

の
感
覚
を
失
わ
せ
、
破
壊
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
に
あ
る
、

と
サ
ン
デ
ル
は
指
摘
し
て
い
ま
す
。

ま
た
サ
ン
デ
ル
は
被
贈
与
性
の
議
論
の
中
で
、
子
ど
も
に
つ

い
て
「
そ
の
持
っ
て
生
ま
れ
た
性
質
は
予
測
不
可
能
で
、
ど
ん

な
に
準
備
し
よ
う
と
も
完
全
に
責
任
を
と
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
し
、
そ
れ
ら
を
「
贈
ら
れ
も
の
（gifted

）」
と
し
て
受

け
と
る
態
度
の
中
に
「
招
か
れ
ざ
る
も
の
へ
の
寛
大
さ

（openness to the unbidden

）」
を
学
ぶ
機
会
が
含
ま
れ

て
い
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
れ
ら
は
謙
虚
さ
や
人
間

に
対
す
る
幅
広
い
共
感
能
力
を
育
み
、
我
々
の
倫
理
や
社
会
の

紐
帯
を
繋
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。

自
分
の
才
能
や
能
力
は
、
決
し
て
自
分
自
身
の
お
こ
な
い
だ

け
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
感
覚
こ
そ
が
、
私
た
ち

を
謙
虚
さ
へ
と
導
き
、
人
間
を
「
用
／
不
要
」
の
よ
う
な
偏
っ

た
物
差
し
で
評
価
し
、
断
罪
す
る
よ
う
な
姿
勢
に
陥
る
こ
と
を

抑
制
す
る
も
の
で
す
。

も
し｢

自
ら
創
り
だ
す
人
間｣

が
生
物
工
学
に
よ
っ
て
実
現

化
さ
れ
、「
生
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
だ
」
と
い
う
発
想
が
一

般
化
し
た
と
き
、
我
々
の
生
や
特
性
は
感
謝
す
べ
き
贈
ら
れ
も

の
（gifted

）
で
は
な
く
、
自
ら
に
責
任
の
あ
る
偉
業
に
ほ
か

な
ら
な
い
、
と
我
々
は
考
え
る
よ
う
に
な
る｣

と
サ
ン
デ
ル
は

指
摘
し
て
い
ま
す

（
（8
（

。

そ
し
て
こ
れ
ら
責
任
の
範
囲
の
拡
大
は
、
持
つ
も
の
と
持
た

ざ
る
も
の
と
の
差
を
よ
り
広
げ
、
成
功
者
は
自
分
の
成
功
を
運

で
は
な
く
「
努
力
の
結
果
」
と
し
て
増
長
し
、
持
た
ざ
る
弱
者

を
見
下
し
、
嫌
悪
感
を
持
つ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
劣
っ
て

い
た
り
、
持
た
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
は
単
な
る
不
運
で
は
な
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く
、
本
人
や
そ
の
両
親
の
選
択
の
結
果
と
み
な
さ
れ
、
よ
り
多

く
の
こ
と
が
個
人
の
「
自
己
責
任
」
に
帰
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。
親
の
責
任
が
拡
大
化
し
た
社
会
で
は
、
子
ど
も

は
い
つ
し
か
適
切
な
遺
伝
子
操
作
を
「
し
て
く
れ
な
か
っ
た
」

こ
と
を
怨
み
に
思
う
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
招
か
れ
ざ
る
者
へ
の
寛
大
さ
」
を
失
っ
た
、
分
断
さ
れ
た

社
会
は
、
果
た
し
て
幸
せ
な
場
所
と
い
え
る
の
で
し
ょ
う
か
？

臨
床
で
の
関
わ
り
の
中
か
ら

先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
臨
床
仏
教
師
と
し
て
活
動
を
行
う

中
で
、
患
者
さ
ん
か
ら
「
も
う
何
も
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
か
ら
、
生
き
る
価
値
は
な
い
」「
こ
ん
な
風
に
な
っ
て
ま
で
、

私
は
な
ん
で
生
な
き
ゃ
な
ら
な
い
の
？
」
と
の
言
葉
を
お
聴
き

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
そ
の
時
、
い
つ
も
考
え
る
の
は
「
た
と
え
ど
う
あ
れ

私
た
ち
は
、
こ
こ
に
居
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
こ
と

で
す
。

た
と
え
病
気
に
な
っ
た
り
、
老
い
た
り
し
て
、
自
分
に
思
う

よ
う
な
「
価
値
」
を
見
い
だ
せ
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の

人
の
歩
ん
で
き
た
時
間
や
歴
史
は
無
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
「
在
る
」
こ
と
そ
れ
自
体
が
“
価
値
”
の
源
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
古
典
的
な
哲
学
な
ど
で
も
よ
く
言
及
さ
れ
る
こ

と
で
す

（
（8
（

。
最
近
で
は
「
生
産
性
」
が
そ
う
で
す
が
、「
意
味
が
あ
る
／

な
い
」
や
「
役
に
立
つ
／
立
た
な
い
」
と
い
う
言
葉
、
視
点
が

よ
く
取
り
沙
汰
さ
れ
ま
す
。
ま
る
で「
条
件
付
き
」で
な
け
れ
ば
、

居
て
は
い
け
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
ニ
ュ
ア

ン
ス
が
こ
こ
に
は
あ
り
、
世
の
い
わ
ゆ
る
「
不
寛
容
さ
」
も
、

こ
の
視
点
が
源
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。

し
か
し
そ
れ
は
本
当
で
し
ょ
う
か
？　

我
々
が
持
っ
て
い
る

そ
う
し
た
「
意
味
」
や
「
価
値
」
の
世
界
は
、
突
き
詰
め
れ
ば

様
々
な
要
因
に
よ
り
常
に
変
動
し
、
移
ろ
う
も
の
で
す
。

生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
や
人
の
特
性
を
、「
そ
の
時
点
の
」

価
値
や
目
的
に
合
わ
せ
操
作
す
る
こ
と
は
、
そ
の
子
ら
に
過
剰

な
適
応
を
強
い
る
こ
と
、
新
た
な
「
苦
」
の
種
を
背
負
わ
せ
る

こ
と
に
繋
が
る
も
の
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

（
（8
（

。
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人
々
の
望
み
に
応
え
る
べ
く
進
ん
で
き
た
現
代
の
科
学
技
術
。

そ
の
進
展
の
中
に
、
あ
る
種
の
危
険
性
や
新
た
な
苦
の
種
の
存

在
が
あ
る
こ
と
を
学
び
、
ま
た
私
た
ち
も
、
そ
の
た
だ
中
に
生

き
て
い
る
と
自
覚
す
る
こ
と
は
、
凡
夫
で
あ
り
、「
還
愚
」
の

姿
勢
を
旨
と
す
る
私
た
ち
浄
土
宗
の
僧
侶
に
と
っ
て
、
大
切
な

姿
勢
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
ま
た
こ
う
し
た
自
覚
を
通
し

て
、
現
代
に
お
け
る
阿
弥
陀
さ
ま
へ
の
向
き
合
い
方
や
、
お
念

仏
の
姿
勢
が
よ
り
深
ま
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�

【
伊
藤
竜
信
】

第
三
章　
ゲ
ノ
ム
編
集
に
ど
う
向
き
あ
う
か

前
章
で
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
を
め
ぐ
る
問
題
点
や
懸
念
な
ど
、

影
の
部
分
に
注
目
し
て
き
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
技
術
が

大
き
な
可
能
性
を
備
え
て
い
る
の
は
確
か
で
す
し
、
今
後
社
会

に
普
及
し
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
は

私
た
ち
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
を
ど
う
受
け
止
め
、
ど
う
向
き
あ
っ

て
い
っ
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

本
章
で
は
、
浄
土
宗
教
師
な
い
し
宗
教
者
と
し
て
の
立
場
か

ら
、
ゲ
ノ
ム
編
集
を
ど
う
考
え
る
の
か
、
ひ
い
て
は
科
学
技
術

全
般
の
進
展
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
の
か
、
一
つ
の
提
言
を

述
べ
て
み
ま
す
。

１　
浄
土
宗
の
視
点
と
立
場

個
々
人
の
判
断
が
問
わ
れ
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ

ゲ
ノ
ム
編
集
を
は
じ
め
と
す
る
近
年
の
生
命
科
学
技
術
の
進

展
は
、「
生
命
倫
理
」
の
議
論
に
も
大
き
な
シ
フ
ト
・
チ
ェ
ン

ジ
を
迫
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
「
生
命
倫
理
」
は
、
主
と
し

て
医
療
者
や
研
究
者
と
い
っ
た
専
門
家
集
団
の
内
部
や
、
公
共

政
策
の
一
種
と
し
て
行
政
や
立
法
な
ど
の
場
で
議
論
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
私
た
ち
の
多
く
は
、
議
論
に
参
加
す
る
機
会
も
な
く
、

必
要
性
も
感
じ
ず
に
過
ご
し
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
生
命
倫
理
」
だ
け
で
な
く
科
学
技
術
全
般
に
通
ず
る
こ
と

で
す
が
、
新
し
い
技
術
が
開
発
さ
れ
た
後
、
専
門
家
集
団
や
行

政
で
の
議
論
を
経
て
、
そ
の
技
術
が
社
会
に
提
供
さ
れ
利
用
可

能
と
な
っ
た
な
ら
ば
、
最
終
的
に
利
用
す
る
か
否
か
は
個
々
人
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の
選
択
に
委
ね
ら
れ
ま
す
。
一
般
に
、
選
択
肢
が
増
え
る
こ
と

は
良
い
こ
と
だ
と
捉
え
が
ち
で
す
が
、
選
択
が
可
能
に
な
っ
た

こ
と
で
生
じ
る
様
々
な
葛
藤
や
苦
悩
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
も

個
々
人
で
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

私
た
ち
は
専
門
家
や
行
政
に
任
せ
き
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、

彼
ら
の
議
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
最
後
は
自
分
自
身
で
判
断
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

個
々
人
の
判
断
が
問
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

持
つ
価
値
観
が
問
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
生
き

る
意
味
と
は
何
か
、
何
を
以
て
「
幸
せ
」
と
考
え
る
か
、「
い

の
ち
」
を
ど
う
捉
え
る
の
か
…　

こ
の
よ
う
な
問
題
に
向
き

あ
っ
て
き
た
の
が
宗
教
で
す
。
宗
教
が
長
年
に
わ
た
っ
て
積
み

上
げ
て
き
た
知
見
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
こ
そ
必
要
と
さ
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
く
に
仏
教
は
、
生
産
＝
富
の
獲
得
を
第
一
に
据
え
る
世
間

に
対
し
、生
産
か
ら
離
れ
た
「
出
家
集
団
」
と
し
て
、全
く
違
っ

た
価
値
観
を
持
つ
存
在
と
し
て
存
続
し
て
き
ま
し
た
。
出
家
者

は
生
産
か
ら
離
れ
修
行
に
専
念
し
つ
つ
、
世
間
の
人
に
対
し
て

法
を
説
く
（
世
間
と
は
異
な
る
価
値
観
か
ら
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス

を
伝
え
る
）、
世
間
の
人
は
そ
れ
に
対
し
て
衣
食
な
ど
を
施
入

す
る
、
と
い
う
形
で
、
世
間
の
価
値
観
か
ら
離
れ
つ
つ
、
一
定

の
距
離
を
保
っ
て
共
存
し
て
き
た
の
で
す
。
生
産
性
や
経
済
効

率
と
い
う
価
値
観
が
強
ま
っ
て
い
る
今
日
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ

ら
を
重
視
し
な
い
、
異
な
る
価
値
観
に
基
づ
く
仏
教
な
ら
で
は

の
存
在
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

人
間
観
か
ら
考
え
る

で
は
仏
教
、
と
く
に
浄
土
宗
の
立
場
か
ら
、
ゲ
ノ
ム
編
集
な

い
し
科
学
技
術
に
ど
う
向
き
あ
っ
て
い
く
か
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

ま
ず
、
仏
教
・
浄
土
宗
の
基
本
的
な
人
間
観
か
ら
確
認
し
ま

す
。
浄
土
宗
の
人
間
観
と
い
え
ば
、
真
っ
先
に
「
凡
夫
（
ぼ
ん

ぶ
）」
と
い
う
言
葉
が
浮
か
び
ま
す
し
、
そ
れ
は
正
し
い
わ
け

で
す
が
、「
凡
夫
」
と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
を
指
し
示
し
て
い

る
の
か
、
曖
昧
な
場
合
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
は
本
稿
の
文
脈
に
即
し
て
、
以
下
の
二
点
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と
し
て
ま
と
め
て
お
き
ま
す
。

一
つ
目
は
、「
人
知
に
は
限
界
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

仏
教
の
核
心
的
な
思
想
で
あ
る
縁
起
説
で
は
、
私
た
ち
が
時
間

的
に
も
空
間
的
に
も
複
雑
な
因
果
関
係
の
網
の
目
の
中
に
あ
る

こ
と
、
ま
た
単
純
な
因･

果
で
は
な
く
、
縁
（
＝
条
件
）
と
い

う
変
数
が
介
在
し
、
因
が
同
じ
で
も
縁
が
変
化
す
れ
ば
異
な
る

果
が
現
出
す
る
こ
と
、を
説
い
て
い
ま
す
。私
た
ち
人
間
は「
仏
」

と
違
い
、
こ
の
よ
う
な
縁
起
の
関
係
に
つ
い
て
、
全
て
を
、
そ

し
て
正
し
く
把
握
で
き
ず
、
自
分
の
立
場
か
ら
し
か
物
事
を
見

ら
れ
な
い
の
で
す
。

二
つ
目
は
、
一
点
目
の
原
因
で
も
あ
り
ま
す
が
、「
人
間
は

煩
悩
を
抱
え
た
存
在
」
で
あ
る
こ
と
で
す
。
私
た
ち
に
は
、
安

全
・
安
心
・
便
利
・
快
適
な
ど
を
求
め
る
欲
求
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
経
済
的
な
利
益
や
社
会
的
な
名
声
と
い
っ
た
欲
望
に
囚

わ
れ
、
他
を
顧
み
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
仏
教
で
は
、
煩
悩
を
払
っ
た
り
克
服
す
る
た
め
に
様
々

な
修
行
の
方
途
が
説
か
れ
て
き
ま
し
た
。
浄
土
宗
で
は
、
人
間

は
み
な
煩
悩
を
抱
え
た
存
在
で
あ
り
、
自
ら
煩
悩
を
克
服
す
る

こ
と
は
実
質
不
可
能
と
捉
え
て
い
ま
す
。
人
知
に
限
界
が
あ
り
、

煩
悩
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
凡
夫
だ
か
ら
こ
そ
、
人
間
の
弱
さ
・

醜
さ
・
愚
か
さ
・
無
力
さ
を
直
視
し
た
う
え
で
、
人
知
を
超
え

た
存
在
で
あ
る
阿
弥
陀
仏
と
、
念
仏
に
よ
っ
て
関
わ
り
を
持
ち

な
が
ら
生
き
て
ゆ
く
の
で
す
。

遺
伝
情
報
の
改
変
に
つ
い
て

次
に
、
人
間
が
遺
伝
情
報
を
改
変
す
る
こ
と
を
ど
う
考
え
る

か
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
す
。

浄
土
宗
に
は
「
法
爾
法
然
」
と
い
う
、
物
事
の
あ
る
が
ま
ま

の
す
が
た
、
何
ら
の
人
為
も
加
わ
ら
な
い
こ
と
を
指
す
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
因
縁
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
は
、

何
ら
か
の
必
然
性
を
も
ち
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
存
在
と

し
て
そ
こ
に
存
在
し
て
い
る
、
と
い
う
捉
え
方
で
す
。

遺
伝
情
報
の
改
変
は
、
こ
う
し
た
「
法
爾
法
然
」
の
あ
り
方

に
介
入
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
否
定
は
で
き
な
い
で

し
ょ
う
。
人
類
は
、
少
な
く
と
も
一
万
年
以
上
前
か
ら
、
野
生

の
動
植
物
の
突
然
変
異
を
利
用
し
て
「
品
種
改
良
」
を
行
っ
て
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き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
先
人
た
ち
の
営
為
の
末
に
現
在
の
私
た

ち
が
存
在
し
、
そ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
る

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
従
来
の
「
品
種
改
良
」
と
ゲ
ノ
ム
編
集
と
の
間
に

は
大
き
な
違
い
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
莫
大
な
労
力
や
コ

ス
ト
、
時
間
を
か
け
て
行
わ
れ
て
き
た
も
の
が
、
ゲ
ノ
ム
編
集

技
術
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
大
幅
に
圧
縮
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
と
く
に
時
間
の
圧
縮
は
、
ゲ
ノ
ム
を

改
変
さ
れ
た
生
物
が
環
境
に
適
応
調
和
で
き
る
の
か
を
試
験
す

る
期
間
の
短
縮
を
可
能
と
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
然
環
境
や
人

間
社
会
に
想
定
外
の
影
響
を
及
ぼ
す
リ
ス
ク
を
見
逃
し
か
ね
な

い
と
い
う
懸
念
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
遺
伝
に
つ
い
て
、
ま
た

生
命
に
つ
い
て
ま
だ
ま
だ
未
知
な
る
領
域
が
た
く
さ
ん
あ
る
以

上
、
私
た
ち
は
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
応
用
利
用
す
る
こ
と
に
一

層
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
と
く
に
人
の
い
の
ち
が
関
わ

る
領
域
、
わ
け
て
も
ゲ
ノ
ム
の
改
変
が
新
し
い
「
い
の
ち
」
に

引
き
継
が
れ
る
ケ
ー
ス
で
は
、
責
任
の
重
さ
を
十
二
分
に
自
覚

し
た
上
で
充
分
に
議
論
し
、
判
断
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ゲ
ノ
ム
編
集
と
い
う
技
術
に
は
、
私
た
ち
の
創
造
力
や
知
的

関
心
を
喚
起
す
る
だ
け
で
な
く
、
心
の
奥
に
潜
む
欲
望
に
火
を

付
け
、
炎
上
さ
せ
か
ね
な
い
面
も
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
自

分
が
望
ま
な
い
存
在
を
ひ
た
す
ら
排
除
し
よ
う
と
す
る
思
考
や

価
値
観
を
助
長
さ
せ
な
い
よ
う
、
警
戒
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

科
学
技
術
と
の
向
き
合
い

科
学
技
術
の
進
展
に
よ
り
、
安
全
・
安
心
・
便
利
・
快
適
な

生
活
が
実
現
し
、
私
た
ち
は
そ
の
恩
恵
を
享
受
し
て
い
る
一
方
、

自
然
に
は
人
知
が
及
ば
な
い
領
域
が
多
く
、
意
の
ま
ま
に
制
御

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
人
間
の

力
に
は
限
界
が
あ
る
と
い
う
謙
虚
な
気
持
ち
は
、
決
し
て
忘
れ

る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
人
間
に
は
、
さ
ら
な
る
安
全
・
安
心
・
便
利
・
快
適
を

求
め
る
欲
求
・
願
望
が
あ
り
ま
す
。
欲
望
に
支
配
さ
れ
る
と
視

野
が
狭
く
な
り
、
自
分
た
ち
に
有
害
な
結
果
を
招
く
可
能
性
が

増
す
の
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
で
す
。
そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
自
ら
の
内
部
に
そ
の
よ
う
な
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「
魔
物
」
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
自
覚
し
、
怖
れ
る
こ
と
が
、

暴
走
を
防
ぐ
一
助
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
に
は
、
偏
見
を
排
し
て
正
確
な
情
報
に
基
づ
き
つ
つ
、

よ
り
広
く
深
く
理
解
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
な

ぜ
安
全
・
安
心
・
便
利
・
快
適
が
実
現
で
き
る
の
か
、
原
理
・

仕
組
み
を
正
し
く
理
解
し
た
う
え
で
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は
は
た
し
て
適
切
な
指
摘
な

の
か
、
賛
否
い
ず
れ
の
立
場
か
ら
の
主
張
に
も
耳
を
傾
け
、
自

分
自
身
で
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
何
か
を
得
ら
れ
る

場
合
、
何
か
を
失
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
逆
に
新
た

な
苦
悩
が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
般
に
新
し
い

技
術
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
に
目
が
向

き
が
ち
で
す
が
、
私
た
ち
浄
土
宗
僧
侶
（
な
い
し
宗
教
者
）
は
、

新
し
い
技
術
の
導
入
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
も
の
、
新
た
に
抱
え

込
む
も
の
へ
の
ま
な
ざ
し
も
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

�

【
吉
田
淳
雄
】

２　
農
業
・
食
料
分
野

何
を
食
べ
て
こ
の
身
を
育
ん
で
行
く
の
か
、
と
い
う
問
い
か

け
に
答
え
を
見
い
だ
し
て
い
く
こ
と
は
、
人
生
に
お
い
て
大
き

な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
の

登
場
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
消
費
者
は
、
こ
の
食
品
に
ど
う
向
き

合
っ
て
い
く
べ
き
か
と
い
う
問
い
か
け
に
答
え
る
材
料
を
提
示

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
へ
の
懸
念
の
声

第
一
章
で
は
、
急
速
に
開
発
が
進
む
「
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
」

の
展
望
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
見
て
き
ま
し
た
。
ゲ
ノ
ム
編

集
の
技
術
を
応
用
し
て
開
発
さ
れ
た
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
は
、
市

場
で
の
流
通
が
既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
開
発
中

の
も
の
に
は
、干
ば
つ
に
強
い
作
物
や
、収
穫
量
の
多
い
作
物
等
、

地
球
温
暖
化
や
将
来
の
食
糧
危
機
を
救
う
切
り
札
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
生

態
系
へ
の
影
響
や
安
全
性
に
対
す
る
不
安
が
拭
え
な
い
消
費
者

の
声
が
、
各
種
団
体
を
通
じ
て
上
が
っ
て
お
り
、
反
対
運
動
も
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起
こ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
次
に
そ
の
い
く
つ
か
の
例
を
挙
げ
ま

す
。先

ず
、
日
本
消
費
者
連
盟
（
会
員
数
約
１
５
０
０
人
）
と
、

任
意
団
体
「
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
い
ら
な
い
！
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
で
あ
る
こ
と
の
表
示
義
務
を
政
府

に
求
め
る
署
名
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
政
府
が

令
和
２
年
12
月
、
日
本
で
初
の
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
で
あ
る
高
Ｇ

Ａ
Ｂ
Ａ
含
有
ト
マ
ト
の
栽
培
と
流
通
の
届
け
出
を
受
理
し
た
こ

と
で
し
た
。
こ
の
２
団
体
が
危
惧
す
る
の
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
し

た
種
苗
や
食
品
に
は
法
的
な
表
示
義
務
が
な
い
こ
と
で
す
。
ゲ

ノ
ム
編
集
し
た
ト
マ
ト
が
、
何
の
規
制
も
な
い
ま
ま
広
が
る
と
、

普
通
の
ト
マ
ト
の
タ
ネ
と
思
っ
て
農
家
が
知
ら
ず
に
栽
培
す
る

可
能
性
が
出
て
き
ま
す
。
特
に
、
遺
伝
子
組
換
え
作
物
を
栽
培

し
な
い
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
る
有
機
農
業
に
と
っ
て
は

致
命
的
な
問
題
で
す
。
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
は
、
特
定
の
遺
伝
子

を
切
断
し
て
遺
伝
子
の
働
き
を
変
え
る
技
術
で
、
こ
れ
ま
で
の

遺
伝
子
組
換
え
技
術
と
は
違
い
ま
す
が
、
遺
伝
子
操
作
で
あ
る

こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
く
、
有
機
農
業
に
は
馴
染
ま
な
い
か
ら

で
す
。な
お
、現
在
流
通
し
て
い
る
３
種
の
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
は
、

い
ず
れ
も
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
で
あ
る
こ
と
を
、
自
主
的
に
表
示

し
て
い
ま
す
。

ゲ
ノ
ム
編
集
生
物
が
従
来
品
種
と
交
雑
す
る
こ
と
を
危
惧
す

る
声
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
の
開
発
企
業

で
あ
る
サ
ナ
テ
ッ
ク
シ
ー
ド
社
は
、
令
和
３
年
５
月
に
栽
培
を

希
望
す
る
農
家
に
苗
と
肥
料
を
無
償
配
布
す
る
た
め
希
望
者
を

募
集
し
、
５
千
件
以
上
の
応
募
に
対
し
て
実
際
に
配
布
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
従
来
品
種
「
シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
」

を
有
機
栽
培
し
て
い
る
北
海
道
の
農
業
生
産
法
人
「
北
海
道　

食
と
い
の
ち
の
会
」
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
さ
れ
た
「
高
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ

含
有
・
シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
」
と
の
交
雑
が
す
で
に
起
き
た
、

ま
た
は
今
後
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
、
今
年
か
ら
従
来

の
品
種
の
栽
培
を
全
面
的
に
中
止
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

ゲ
ノ
ム
編
集
作
物
の
無
償
配
布
に
対
し
て
、
受
け
取
り
拒
否

を
推
進
す
る
運
動
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
サ
ナ
テ
ッ
ク
シ
ー
ド

社
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
の
苗
を
北
海
道
の
福
祉
施
設
や
小

学
校
に
無
償
で
配
布
す
る
計
画
も
進
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
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種
苗
が
ゲ
ノ
ム
編
集
し
た
品
種
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
「
Ｏ
Ｋ

シ
ー
ド
」マ
ー
ク
を
広
め
る
市
民
団
体「
Ｏ
Ｋ
シ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
は
、
同
社
が
計
画
し
て
い
る
ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
の
苗

の
無
償
配
布
に
つ
い
て
、
受
け
取
ら
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
要

望
書
を
北
海
道
の
１
７
９
の
全
市
町
村
に
送
り
ま
し
た
。
令
和

４
年
１
月
中
旬
ま
で
に
42
の
自
治
体
が
回
答
し
、
14
の
自
治
体

が
受
け
取
ら
な
い
と
答
え
て
お
り
、
受
け
取
る
と
い
う
自
治
体

は
皆
無
で
し
た
。
こ
の
団
体
は
、
未
回
答
の
自
治
体
に
は
さ
ら

に
回
答
を
求
め
て
い
く
方
針
だ
そ
う
で
す
（
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・

ビ
ジ
ネ
ス
・
マ
ガ
ジ
ン　

alterna　

令
和
４
年
２
月
18
日
配

信
よ
り
）。

ま
た
、
ゲ
ノ
ム
編
集
は
新
し
い
技
術
な
の
で
、
消
費
者
の
中

に
は
ゲ
ノ
ム
編
集
し
た
作
物
の
人
体
や
環
境
へ
の
影
響
を
心
配

す
る
声
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
政
府
は
、
安
全
性
を
確

認
し
て
届
け
出
を
受
理
し
た
と
説
明
し
て
い
る
が
、
そ
の
確
認

は
ご
く
一
部
だ
け
に
留
ま
っ
て
お
り
、
全
ゲ
ノ
ム
の
チ
ェ
ッ
ク

は
省
略
さ
れ
、
実
際
に
ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
を
摂
取
し
た
際
の

長
期
の
影
響
調
査
も
ま
っ
た
く
行
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
と
い
う

も
の
で
す
。こ
う
し
た
声
に
対
し
て
、サ
ナ
テ
ッ
ク
シ
ー
ド
社
は
、

ゲ
ノ
ム
編
集
の
安
全
性
や
環
境
へ
の
影
響
の
不
安
に
対
し
、「
国

へ
の
届
け
出
と
国
に
提
供
し
た
情
報
か
ら
、
遺
伝
子
組
換
え
作

物
に
は
当
た
ら
な
い
と
判
断
さ
れ
、
安
全
性
や
生
物
多
様
性
へ

の
影
響
に
つ
い
て
も
問
題
な
い
と
さ
れ
た
。
科
学
的
に
従
来
の

品
種
改
良
と
同
等
の
安
全
性
が
あ
る
」
と
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
説

明
し
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
な
ぜ
小
学
校
や
福
祉
施
設
に
無
償

配
布
す
る
の
か
、
と
い
う
問
い
か
け
に
対
し
て
、
同
社
の
竹
下

達
夫
会
長
は
、「
遺
伝
子
組
換
え
へ
の
消
費
者
の
抵
抗
が
強
い

現
状
で
は
、
農
家
が
種
苗
を
買
っ
て
生
産
し
、
生
産
物
を
ス
ー

パ
ー
が
販
売
す
る
と
い
う
通
常
の
流
通
方
式
を
取
る
と
、
ゲ
ノ

ム
編
集
作
物
の
安
全
性
に
つ
い
て
消
費
者
、
マ
ス
コ
ミ
に
加
え
、

生
産
か
ら
流
通
ま
で
の
関
係
者
を
説
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

大
変
だ
。
そ
れ
で
家
庭
菜
園
に
苗
を
無
償
で
配
り
、
栽
培
者
に

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
発
信
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
」
と
答
え
て
い

ま
す
（「
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
」
令
和
４
年
２
月
号
）。

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
扱
い
に
関
し
て
も
拒
否
反
応
が
起

き
て
い
ま
す
。
京
都
府
宮
津
市
が
市
内
の
施
設
で
ゲ
ノ
ム
編
集
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さ
れ
た
ト
ラ
フ
グ
を
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
認
定
し
た
こ

と
を
巡
り
、
市
民
グ
ル
ー
プ
「
麦
の
ね
宙
ふ
ね
っ
と
ワ
ー
ク
」

は
令
和
４
年
３
月
、「
ゲ
ノ
ム
編
集
に
よ
る
食
物
は
安
全
性
が

確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
市
民
に
不
安
が
広
が
っ
て
い
る
」
と
し

て
市
長
に
返
礼
品
と
し
て
の
取
り
扱
い
を
中
止
す
る
よ
う
申
し

入
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
市
内
で
ゲ
ノ
ム
編
集
し
た
魚
の
養
殖

を
手
が
け
て
い
る
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
社
に
対
し
て
、

住
民
説
明
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
現
在
行
っ
て
い
る
陸
上

養
殖
を
海
上
養
殖
に
移
行
さ
せ
な
い
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。（
毎
日
新
聞　

令
和
４
年
３
月
23
日
版
）

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性

ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
に
関
し
て
こ
の
よ
う
な
反
対
運
動
が
起
こ

る
の
は
、
消
費
者
と
の
間
に
十
分
な
「
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
が
取
れ
て
い
な
い
現
状
を
現
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。「
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
消
費
者
、

事
業
者
、
行
政
担
当
者
な
ど
の
関
係
者
の
間
で
情
報
や
意
見
を

お
互
い
に
交
換
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
関
係
者
が
会
場
な

ど
に
集
ま
っ
て
行
う
意
見
交
換
会
、
新
た
な
規
制
の
設
定
な
ど

の
際
に
行
う
意
見
聴
取
（
い
わ
ゆ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
）

等
、
双
方
向
性
の
あ
る
も
の
の
ほ
か
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通

じ
た
情
報
発
信
な
ど
の
一
方
向
的
な
も
の
も
広
い
意
味
で
の
リ

ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
取
組
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
わ
が
国
で
は
、
平
成
15
（
２
０
０
３
）
年
の
食
品
安
全
基

本
法
制
定
、
食
品
衛
生
法
改
正
時
に
こ
の
考
え
方
が
取
り
入
れ

ら
れ
ま
し
た
。

消
費
者
に
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、

前
述
の
よ
う
な
懸
念
を
払
拭
す
る
に
は
、
消
費
者
と
の
間
で
十

分
な
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
な
い
と
、
遺
伝

子
組
換
え
食
品
導
入
時
と
同
じ
状
況
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

遺
伝
子
組
換
え
食
品
の
導
入
時
に
は
、
消
費
者
団
体
を
中
心
に

激
し
い
反
対
運
動
が
起
き
た
結
果
、
国
産
の
農
産
物
と
し
て
受

け
入
れ
ら
れ
ず
、
国
内
で
の
商
業
生
産
が
出
来
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
代
わ
り
に
遺
伝
子
組
換
え
食
品
を
大
量
（
全
穀
物
輸

入
量
の
約
半
分
・
米
の
年
間
消
費
量
の
約
２
倍
）
に
輸
入
し
て

消
費
し
て
い
る
現
状
に
陥
り
ま
し
た
。
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そ
れ
で
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
が
解
禁
に
な
る
前
に
ど
の
よ

う
な
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
た
の
か
を
見

て
い
き
ま
す
。
消
費
者
庁
は
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
と

共
同
で
、
令
和
元
年
７
月
２
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
、
全
国
５

都
市
（
札
幌
、
仙
台
、
東
京
、
大
阪
、
福
岡
）
に
お
い
て
、「
ゲ

ノ
ム
編
集
技
術
を
利
用
し
て
得
ら
れ
た
食
品
等
に
関
す
る
意
見

交
換
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
の

リ
ス
ク
を
評
価
す
る
専
門
家（「
リ
ス
ク
評
価
者
」と
言
い
ま
す
）

と
そ
の
リ
ス
ク
を
管
理
す
る
責
任
を
負
っ
て
い
る
者
（「
リ
ス

ク
管
理
者
」
と
い
い
ま
す
）
で
あ
る
行
政
が
情
報
提
供
を
行
い
、

消
費
者
代
表
と
し
て
の
会
場
参
加
者
と
意
見
交
換
を
す
る
と
い

う
典
型
的
な
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
。
ま
た
、

生
産
者
側
も
前
述
の
よ
う
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
情
報

発
信
や
商
品
の
モ
ニ
タ
ー
募
集
に
よ
る
無
料
配
布
に
取
り
組
ん

で
、
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
へ
の
理
解
を
得
よ
う
と
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
事
前
に
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
実
践
が
行
わ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
う
し
て
、
反

対
運
動
が
起
き
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
や
は
り
、
リ
ス

ク
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
に
問
題
が
あ
っ
た
の
だ
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
よ
り
よ
い
も
の
に
し

て
行
く
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
一
般
市
民
、
行
政
、
専
門

家
な
ど
を
含
む
全
て
の
当
事
者
に
、
あ
ら
か
じ
め
方
針
転
換
や

行
動
変
容
を
起
こ
す
用
意
が
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
、

最
初
か
ら
何
が
何
で
も
反
対
を
決
め
込
む
と
い
っ
た
行
動
変
容

を
起
こ
す
準
備
の
な
い
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
参

加
者
が
持
論
を
主
張
し
合
う
だ
け
で
、
有
効
に
機
能
し
な
い
場

合
が
多
い
で
す
。
特
に
、
具
体
的
な
問
題
解
決
に
向
け
た
リ
ス

ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践
す
る
際
に
は
、
当
事
者
た
る

消
費
者
側
が
、
主
体
的
に
参
加
で
き
る
場
が
創
ら
れ
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
対
話
を
積
み
重
ね
る
中
で
、
何
が
解
決
す
べ
き
問

題
な
の
か
、
生
産
者
側
と
消
費
者
側
で
認
識
し
て
い
る
問
題
に

ず
れ
が
な
い
か
、ど
の
よ
う
な
解
決
策
が
必
要
か
、な
ど
と
い
っ

た
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
当
初
の

目
標
設
定
に
と
ら
わ
れ
ず
、
取
組
の
途
中
で
柔
軟
に
目
標
を
設

定
し
直
す
こ
と
も
必
要
で
す
。
ま
た
、
リ
ス
ク
の
問
題
に
直
面
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し
て
い
る
消
費
者
自
ら
が
、
一
方
的
な
情
報
受
信
者
の
立
場
に

甘
ん
じ
ず
、
主
体
的
に
リ
ス
ク
に
関
す
る
消
費
者
な
ら
で
は
の

問
題
発
見
を
提
言
す
る
こ
と
や
、
解
決
策
を
自
発
的
に
提
案
す

る
姿
勢
も
大
切
で
す
。
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
主
催

者
が
、
そ
う
し
た
提
案
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
成
り
立
つ
社
会
に

し
て
い
く
た
め
に
は
、
今
の
科
学
の
知
識
で
は
、
答
え
が
一
つ

に
定
ま
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
不
確
実
性
の
あ
る
事
案
に

つ
い
て
、
我
々
消
費
者
一
人
一
人
が
、
意
思
決
定
を
下
さ
な
い

と
い
け
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
意
思
決
定
に
到
る
ま
で
に
は
、
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
リ
ス
ク
に
関
す
る
科
学
技
術
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
に

関
心
を
払
う
事
も
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
限
ら
れ
た
メ

デ
ィ
ア
か
ら
の
情
報
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
な
く
、
異
な
る
立

場
や
意
見
の
人
々
と
対
話
す
る
姿
勢
も
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
の
流
通
が
始
ま
っ
た
今
、
わ
た
し
た
ち
は
、

消
費
者
と
し
て
こ
の
食
品
の
リ
ス
ク
に
関
し
て
部
外
者
で
は
あ

り
得
ず
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
端
を
担
う
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）
と
し
て
の
自
覚
が
求
め
ら

れ
ま
す
。当
事
者
の
ひ
と
り
と
し
て
、主
体
的
に
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
、
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品

と
向
き
合
い
、
食
生
活
の
向
上
の
た
め
の
材
料
を
手
に
入
れ
る

営
み
と
な
る
は
ず
で
す
。

浄
土
宗
教
師
と
し
て
の
向
き
合
い
方

科
学
技
術
の
進
展
が
生
み
出
し
た
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
と
い
う

新
し
い
食
品
に
、
ひ
と
り
の
消
費
者
と
し
て
ど
う
向
き
合
っ
て

い
く
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
こ
こ
ま
で
考
え
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
よ
り
よ
い
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
こ
の
問
題
の
解
決
の
糸
口
と
な

り
、
当
事
者
の
ひ
と
り
と
し
て
、
こ
の
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
で
、
個
々
人
の
食
生
活
に
関

わ
る
行
動
が
形
作
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
提
言
を

し
て
き
ま
し
た
。
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そ
れ
で
は
、
ひ
と
り
の
消
費
者
と
し
て
の
立
場
と
は
別
に
、

浄
土
宗
教
師
と
し
て
は
、
こ
の
問
題
に
ど
う
関
わ
る
こ
と
が
出

来
る
で
し
ょ
う
か
。
先
ず
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

当
事
者
の
あ
る
べ
き
立
場
と
し
て
、「
愚
者
の
自
覚
」
に
言
及

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
人
の
認
識
は
不
完
全
な
も

の
で
あ
り
、
そ
の
不
完
全
さ
が
原
因
で
誤
解
が
生
ま
れ
た
り
、

対
立
が
生
ま
れ
た
り
す
る
の
で
す
。
自
分
を
愚
者
と
し
て
自
覚

し
た
場
合
、
自
分
の
認
識
に
は
間
違
い
や
誤
解
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
前
提
に
立
つ
の
で
、
相
手
の
話
を
良
く
聞
い
た

り
、
与
え
ら
れ
た
情
報
を
多
角
的
に
検
証
す
る
必
要
が
生
じ
ま

す
。
こ
う
し
た
前
提
に
立
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
な
け
れ
ば
、
お
互
い
一
方
的
な
主
張
が
繰
り
返
さ
れ
る
だ

け
で
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
成
果
は
望
め

ま
せ
ん
。

ま
た
、
有
意
義
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
成
立
さ
せ
る
た

め
に
は
、「
共
生
き
」
の
精
神
で
そ
れ
に
望
む
こ
と
も
重
要
で
す
。

食
品
に
関
す
る
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
食
品
を
提

供
す
る
側
や
消
費
者
側
な
ど
利
害
関
係
を
有
す
る
当
事
者
同
士

で
、
リ
ス
ク
に
関
す
る
意
思
疎
通
を
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
対
話
や
意
見
交
換
等
の
手
段
を
通
じ
て
、
リ
ス
ク
に
関
す

る
情
報
を
交
換
し
共
有
す
る
こ
と
は
出
来
ま
す
が
、
リ
ス
ク
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
目
的
は
意
思
疎
通
そ
れ
自
体
に
あ
る
の

で
は
な
く
、
当
事
者
間
の
信
頼
関
係
の
構
築
に
あ
り
ま
す
。
リ

ス
ク
を
発
信
す
る
、
あ
る
い
は
リ
ス
ク
に
関
し
て
意
見
交
換
を

す
る
な
ど
の
行
為
は
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段

で
あ
っ
て
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
事
者
間
に
信
頼
関
係
の

構
築
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
リ
ス
ク
に
関
す
る
課
題
を
当
事
者

の
間
で
共
有
す
る
こ
と
が
出
来
き
、
問
題
解
決
の
道
が
開
け
る

の
で
す
。「
共
生
き
」
の
精
神
で
も
っ
て
、
お
互
い
の
立
場
を

尊
重
し
、
共
に
問
題
解
決
の
た
め
に
協
力
し
合
う
立
場
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
な
い
限
り
、
こ
の
信
頼
関
係
は
、

構
築
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。�

【
水
谷
浩
志
】
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３　
医
療
・
健
康
分
野

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
応
用
へ
の
対
応
、
と
く
に
ヒ
ト
受
精
胚
に
つ

い
てゲ

ノ
ム
編
集
技
術
に
対
す
る
各
国
の
対
応
も
、
有
益
性
と
危

険
度
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
測
り
な
が
ら
進
め
ら
れ
、
そ
の
規
制
も

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
と
く
に
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
用
い
た
ヒ
ト

受
精
胚
の
臨
床
利
用
に
つ
い
て
、
禁
止
と
制
限
の
違
い
は
あ
り

ま
す
が
、
か
な
り
詳
細
に
規
制
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
ド
イ
ツ
で
は
、
現
時
点
で
は
倫
理
的
に
無
責
任
な

行
為
で
あ
る
と
し
、
法
律
に
よ
り
禁
止
し
て
お
り
、「
ゲ
ノ
ム

編
集
技
術
を
用
い
た
研
究
を
進
め
て
い
く
先
に
は
、
次
の
よ
う

な
可
能
性
を
念
頭
に
置
く
こ
と
に
な
る
。
臨
床
へ
の
応
用
、
重

篤
な
単
一
遺
伝
子
疾
患
の
予
防
、
多
因
子
に
よ
る
疾
患
の
発
症

リ
ス
ク
を
下
げ
る
為
の
介
入
、
性
格
や
能
力
を
改
善
す
る
よ
う

な
目
的
（
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
）
な
ど
」
と
し
て
い
ま
す
。（
胚

保
護
法
、
ド
イ
ツ
倫
理
評
議
会
、
２
０
１
９
年
）。

イ
ギ
リ
ス
で
は
、「
後
世
代
へ
引
き
継
が
れ
る
可
能
性
の
あ

る
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
あ
る
一
定
条
件
下

に
お
い
て
倫
理
的
に
受
容
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
ゲ
ノ
ム
編
集

技
術
を
用
い
た
結
果
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
子
の
福
祉
の
問
題

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社
会
的
妥
当
性
が
あ
る
こ
と
や
、

社
会
で
合
意
形
成
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
原
則
。
例
え
ば
、（
ゲ

ノ
ム
編
集
を
受
け
た
人
が
）
社
会
の
中
で
不
利
益
を
被
ら
な
い

こ
と
、
差
別
を
受
け
な
い
こ
と
社
会
か
ら
分
断
さ
れ
な
い
こ
と

等
が
条
件
」
と
し
て
、
や
は
り
法
律
に
よ
り
禁
止
し
て
い
ま
す

（
ヒ
ト
の
受
精
及
び
胚
研
究
に
関
す
る
法
律
、
ナ
フ
ィ
ー
ド
生

命
倫
理
評
議
会
、
２
０
１
８
年
）。

ア
メ
リ
カ
で
は
指
針
に
よ
り
、「
代
替
可
能
な
方
法
が
な
い
」

「
重
篤
な
疾
患
や
病
態
の
予
防
に
限
定
」「
重
篤
な
疾
患
や
病
態

の
予
防
以
外
の
目
的
に
こ
の
技
術
が
使
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

為
の
、
監
視
機
構
が
あ
る
こ
と
」
な
ど
の
条
件
を
付
け
制
限
し

て
い
ま
す
（
米
国
国
立
衛
生
研
究
所
組
み
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
研
究
指

針
、
米
国
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ブ
・
サ
イ
エ
ン
ス
＆

メ
デ
ィ
ス
ン
、
２
０
１
７
年
）。

さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
の
国
際
幹
細
胞
研
究
協
会
は
「
潜
在
的

リ
ス
ク
の
広
範
な
化
学
分
析
が
行
わ
れ
、
そ
れ
と
並
行
し
て
社
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会
的
・
倫
理
的
な
影
響
に
関
す
る
広
範
な
一
般
的
討
論
を
行
う

間
、
ヒ
ト
の
臨
床
的
な
ゲ
ノ
ム
編
集
を
試
み
る
こ
と
は
中
止
す

べ
き
」
と
す
る
一
方
、
イ
ギ
リ
ス
の
、
ヒ
ト
受
精
・
発
生
学
委

員
会
は
、
ヒ
ト
受
精
卵
の
正
常
な
発
達
に
必
要
な
遺
伝
子
を
調

べ
る
目
的
で
、
ヒ
ト
受
精
卵
の
ゲ
ノ
ム
編
集
を
す
る
こ
と
を
認

め
て
い
ま
す
。
但
し
、
受
精
後
７
日
以
内
の
受
精
卵
に
改
変
を

加
え
、
そ
の
影
響
を
解
析
し
、
改
変
さ
れ
た
受
精
卵
は
14
日
以

内
に
廃
棄
す
る
と
し
て
い
ま
す
（
厚
生
労
働
省
、
第
２
回
ゲ
ノ

ム
編
集
技
術
等
を
用
い
た
ヒ
ト
受
精
胚
等
の
臨
床
利
用
の
あ
り

方
に
関
す
る
専
門
委
員
会
参
考
資
料
、「
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
等

を
用
い
た
ヒ
ト
受
精
胚
の
臨
床
応
用
に
関
す
る
各
国
の
規
制
と

検
討
状
況
」
よ
り
抜
粋
）。

ヒ
ト
受
精
卵
に
ゲ
ノ
ム
編
集
を
応
用
し
た
例
と
し
て
は
、
２

０
１
５
年
に
中
国
で
染
色
体
数
に
異
常
が
あ
り
子
に
な
ら
な
い

受
精
卵
を
用
い
た
研
究
に
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
、
中
国
で
は

受
精
卵
を
用
い
た
ゲ
ノ
ム
編
集
が
続
け
ら
れ
、
研
究
者
が
ヒ
ト

の
受
精
卵
を
改
変
し
て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
耐
性
が
あ
る
遺
伝
子
を
持
っ

た
双
子
を
誕
生
さ
せ
た
と
２
０
１
８
年
に
公
表
し
、
国
際
的
な

批
判
が
起
き
ま
し
た
。
経
緯
は
以
下
の
通
り
で
す
。

中
国
・
南
方
科
技
大
学
の
賀
建
奎
副
教
授
が
２
０
１
８
年
11

月
26
日
に
自
身
の
Ｈ
Ｐ
で
、「
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
で
受
精
卵
を

操
作
し 

健
康
な
双
子
の
女
児
を
誕
生
さ
せ
た
」
と
発
表
。
同

月
28
日
、賀
副
教
授
は
「
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
編
集
国
際
会
議
」（
香
港
）

で
双
子
誕
生
ま
で
の
経
緯
等
を
説
明
。
賀
副
教
授
ら
は
倫
理
審

査
書
類
を
捏
造
し
、
夫
：
Ｈ
Ｉ
Ｖ
保
因
者
、
妻
：
正
常
の
カ
ッ

プ
ル
８
組
を
募
集
。
受
精
卵
に
ゲ
ノ
ム
編
集
を
実
施
し
２
人
が

妊
娠
、
う
ち
１
人
が
出
産
（
双
子
）、
１
人
が
妊
娠
中
と
発
表

し
ま
し
た
。

こ
の
事
案
は
世
界
各
国
の
医
師
、
研
究
者
に
大
き
な
衝
撃
を

与
え
ま
し
た
。
日
本
医
師
会
は
、
５
日
後
の
２
０
１
８
年
11
月

30
日
に
直
ち
に
以
下
の
よ
う
な
声
明
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
�

き
わ
め
て
重
大
な
懸
念
を
表
明
す
る
と
共
に
、
今
後
、
同

様
な
非
倫
理
的
行
為
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
こ

う
し
た
研
究
や
医
療
に
携
わ
る
全
て
の
者
に
対
し
て
強
く

要
請
。
国
際
的
な
倫
理
規
範
か
ら
見
て
も
常
軌
を
逸
し
た

も
の
。
生
殖
細
胞
系
の
ゲ
ノ
ム
編
集
の
影
響
は
後
の
世
代
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ま
で
影
響
が
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
人
類
と
い
う
種
に
対
す
る

影
響
も
極
め
て
不
透
明
で
あ
り
、
無
責
任
極
ま
り
な
い
行

為
。 

ヒ
ト
受
精
胚
へ
の
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
等
を
用
い
る

研
究
等
の
適
切
な
あ
り
方
や
そ
の
ル
ー
ル
の
構
築
に
つ
い

て
、
積
極
的
に
議
論
に
参
画
。

と
い
う
よ
う
に
声
明
と
共
に
激
し
く
批
判
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
続
き
他
の
学
会
な
ど
か
ら
も
、
続
け
て
否
定
的
な
声
明
が
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

�「
ゲ
ノ
ム
編
集
を
実
施
し
た
ヒ
ト
受
精
卵
か
ら
女
児
を
誕

生
さ
せ
た
と
の
発
表
に
対
す
る
懸
念
」

　

�

ゲ
ノ
ム
編
集
の
影
響
は
子
孫
ま
で
引
き
継
が
れ
て
ゆ
く
可

能
性
が
あ
り
、
誕
生
し
た
女
児
に
対
し
て
は
人
権
が
保
障

さ
れ
、
慎
重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
有
効
性
や
安

全
性
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
本
技
術
が
使
わ
れ
る
こ
と
は
、

現
段
階
で
は
決
し
て
許
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

�

（
日
本
ゲ
ノ
ム
編
集
学
会
）

12
月
４
日
に
は
、「
ヒ
ト
受
精
卵
の
ゲ
ノ
ム
編
集
の
臨
床
応

用
に
関
す
る
関
連
４
学
会
声
明
」
と
し
て
、
日
本
遺
伝
子
細
胞

治
療
学
会
、
日
本
人
類
遺
伝
学
会
、
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
、

日
本
生
殖
医
学
会
が
連
名
で
声
明
を
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
日
本
生
命
倫
理
学
会
、
日
本
哲
学
会
、
日
本
倫
理
学
会
、

日
本
宗
教
学
会
も
続
け
て
声
明
を
出
し
、
日
本
学
術
会
議
か
ら

は
、「
生
命
倫
理
の
み
な
ら
ず
研
究
倫
理
に
も
反
す
る
極
め
て

重
大
な
行
為
で
、
日
本
学
術
会
議
と
し
て
は
こ
れ
を
断
じ
て
容

認
で
き
な
い
」
と
い
う
強
い
批
判
を
示
し
て
い
ま
す
（
厚
生
労

働
省
、
前
出
委
員
会
資
料
、
臨
床
利
用
に
対
す
る
関
連
会
等
か

ら
の
声
明
「
中
国
の
事
案
を
受
け
た
後
の
関
係
団
体
か
ら
の
声

明
等
」
よ
り
抜
粋
）。

こ
れ
ら
の
声
明
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技

術
に
よ
る
ヒ
ト
受
精
卵
へ
の
遺
伝
子
改
変
に
よ
る
影
響
は
、
世

代
を
超
え
て
不
可
逆
的
に
子
孫
に
及
ぶ
危
険
性
も
秘
め
て
い
る

の
で
す
。

な
お
、
内
閣
官
房 

健
康
・
医
療
戦
略
推
進
本
部 

ゲ
ノ
ム
医

療
協
議
会
で
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
等
に
つ
い
て
、「
全
ゲ
ノ
ム
解

析
等
実
行
計
画 

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ 

２
０
２
１
」（
２
０
２
１
年
６

月
９
日
、
厚
生
労
働
省
）
を
作
製
し
て
い
ま
す
。
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ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
取
り
巻
く
問
題
点

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
は
人
類
に
と
っ
て
多
大
な
成
果
を
も
た
ら

す
こ
と
は
明
ら
か
で
す
が
、
可
能
性
を
追
求
す
る
一
方
、
次
の

よ
う
な
点
に
も
私
た
ち
は
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
。

第
一
に
、
受
精
卵
に
も
こ
の
技
術
が
応
用
で
き
る
と
い
う
点

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
遺
伝
性
疾
患
に
つ
い
て
の
研
究
を
否
定
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
危
険
度
と
有
益
性
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
り
な
が
ら
慎
重
に
進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
例

え
ば
、
胎
児
の
遺
伝
情
報
の
書
き
換
え
に
も
応
用
す
る
こ
と
が

可
能
な
こ
と
か
ら
、
２
０
１
８
年
に
は
中
国
の
研
究
者
が
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
保
因
者
の
夫
と
健
常
な
妻
と
の
カ
ッ
プ
ル
の
受
精
卵
に
ゲ

ノ
ム
編
集
を
ほ
ど
こ
し
、
健
常
な
双
子
を
出
産
さ
せ
た
と
公
表

し
、
国
際
的
な
批
判
を
受
け
ま
し
た
。
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
利

用
し
た
胎
児
の
遺
伝
情
報
書
き
換
え
は
、
究
極
的
に
は
親
が
考

え
る
理
想
的
な
子
供
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
事
に
も
つ
な
が
る
問

題
と
い
え
ま
す
。

親
が
子
に
対
し
て
願
う
希
望
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
し
か
し
、

誕
生
し
て
く
る
子
供
が
親
の
思
い
通
り
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
も
、
そ
の
子
の
多
様
性
を
認
め
、
成
長
を
見
守
り
な
が
ら
、

そ
れ
ら
を
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
が
親
の
あ
り
よ
う
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
の
先
に
は
、
受
精
卵
の
時
点

で
子
供
を
親
の
理
想
に
近
づ
け
る
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
し
誕
生
さ

せ
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
過
程

を
経
て
誕
生
し
た
子
供
は
、
成
長
し
た
後
、
自
分
自
身
を
ど
の

よ
う
に
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
の
よ
う
な
立
場
か
ら

の
議
論
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。

第
二
に
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
は
、
計
り
知
れ
な
い
ビ
ジ
ネ
ス

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、

世
界
中
で
特
許
を
巡
る
数
多
く
の
訴
訟
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
明
ら
か
で
す
。
数
多
く
の
研
究
機
関
、
企
業
に
お
け
る

非
常
に
複
雑
な
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
関
係
が
あ
り
、
純
粋
に
人
類

の
医
療
に
多
大
に
貢
献
す
る
技
術
と
い
う
一
面
だ
け
を
見
る
こ

と
は
危
険
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
難
病
治
療
に
有
益
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
治
療
費
は
数
億
円
単
位
で
か
か
っ
て

く
る
こ
と
を
容
易
に
想
像
さ
せ
ま
す
。
移
植
医
療
を
見
て
も
、
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圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る
ド
ナ
ー
の
代
わ
り
と
し
て
、
人
間
に

臓
器
の
サ
イ
ズ
が
似
て
い
る
豚
の
個
体
内
に
、
患
者
由
来
の
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
を
使
っ
て
患
者
の
臓
器
を
再
生
さ
せ
る
研
究
も
進
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
際
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
用
い
て
豚
の
遺
伝

子
内
に
あ
る
62
個
の
レ
ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
欠
損
さ
せ
た
細
胞
株

が
作
製
さ
れ
た
報
告
も
あ
り
、
移
植
医
療
の
分
野
で
も
こ
の
技

術
は
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
三
に
、
医
療
・
健
康
分
野
に
限
っ
て
い
え
ば
、
生
命
現
象

の
根
幹
に
触
れ
な
け
れ
ば
す
べ
て
認
め
ら
れ
る
の
か
と
い
う
問

題
で
す
。
例
え
ば
、
美
容
の
分
野
で
す
。
実
際
に
、
美
容
関
連

の
会
社
が
産
学
共
創
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
参
加
し
、
ゲ
ノ
ム
編

集
技
術
を
用
い
た
皮
膚
の
基
礎
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
不
老
長
寿
と
い
う
こ
と
か
ら
、
老
化
を
つ
か
さ
ど
る
部

位
に
ゲ
ノ
ム
編
集
を
ほ
ど
こ
し
、
老
化
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
停
止

さ
せ
る
研
究
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
健
康
と
い
う
面
か
ら
、

ゲ
ノ
ム
編
集
に
よ
る
老
人
の
筋
力
増
強
は
望
ま
し
い
と
し
て
も
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
で
問
題
に
な
る
ド
ー
ピ
ン
グ
の
問
題
で
、
薬

物
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
用
い
た
遺
伝

子
ド
ー
ピ
ン
グ
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。
事
実
、

２
０
１
８
年
に
世
界
ア
ン
チ
ド
ー
ピ
ン
グ
機
関（
Ｗ
Ａ
Ｄ
Ａ
）は
、

遺
伝
子
ド
ー
ピ
ン
グ
に
関
す
る
規
定
を
追
記
し
て
お
り
、
そ
の

検
出
法
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
医
療
・
健
康
分
野
に
お
い
て
ゲ
ノ
ム
編
集

は
人
類
に
と
っ
て
多
大
な
成
果
を
も
た
ら
す
技
術
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
り
、
と
く
に
こ
れ
ま
で
不
治
の
難
病
と
さ
れ
て

い
た
も
の
に
対
し
て
有
益
な
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
述
べ
た
よ
う
に
、
複
雑
な
問

題
点
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
も
確
か
な
の
で
す
。
さ
ら
に
、
ゲ

ノ
ム
編
集
技
術
で
改
変
さ
れ
た
遺
伝
子
が
将
来
的
に
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て
も
未
知
の
部
分
が
解
明
さ
れ
た
と

は
言
え
な
い
の
で
す
。

従
来
の
遺
伝
子
治
療
に
比
べ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
編
集

で
き
る
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
は
、
ヒ
ト
受
精
卵
の
変
異
遺
伝
子
を

正
常
に
修
復
す
る
遺
伝
子
治
療
が
で
き
る
可
能
性
を
示
し
て
い

ま
す
が
、
一
方
で
生
命
倫
理
か
ら
の
問
題
点
も
存
在
し
ま
す
。

す
で
に
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
用
い
て
、
短
期
間
で
顧
客
か
ら
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の
注
文
に
対
し
て
結
果
を
出
す
と
い
う
、
そ
の
技
術
に
特
化
し

た
、
研
究
作
業
の
一
部
を
専
門
に
請
け
負
う
企
業
も
出
て
き
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、「
複
数
の

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
株
に
お
け
る
マ
ル
チ
デ
ザ
イ
ン
を
使
用
し
た
ノ
ッ

ク
ア
ウ
ト
編
集
効
率
」「
高
い
ノ
ッ
ク
イ
ン
効
率
を
達
成
」
な

ど
と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
は
現
代
医
療
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
と
な
っ
て
き
た
と
同
時
に
、
ゲ
ノ
ム
編
集
関
係
訴
訟
と
莫
大

な
利
益
、将
来
的
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
広
が
る
と
見
ら
れ
る
美
容・

健
康
分
野
、
現
状
で
は
世
界
各
国
が
規
制
を
設
け
て
い
る
受
精

卵
へ
の
応
用
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
ベ
ビ
ー
の
問
題
な
ど
、
ま
さ
に
人

間
の
生
命
現
象
の
根
幹
に
関
わ
る
光
と
影
が
取
り
巻
い
て
い
る

の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
用
い
た
医
療
応
用
分
野

の
研
究
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
大
規
模
な
研
究
室
が

な
く
と
も
机
の
上
で
簡
単
に
で
き
て
し
ま
う
ゲ
ノ
ム
編
集
。

CRISPR/Cas9

の
発
見
に
よ
り
、
確
実
に
遺
伝
子
を
改
変
で

き
て
し
ま
う
こ
の
技
術
は
、
有
益
性
と
危
険
性
の
両
面
を
も
っ

た
、
ま
さ
に
諸
刃
の
剣
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
命
に
関
し
て
、
何
で
も
で
き
て
し
ま
う
可
能
性
を
秘
め
た

な
か
で
、
ど
こ
ま
で
で
止
め
て
お
く
べ
き
か
を
、
私
た
ち
は
問

い
続
け
て
い
く
べ
き
で
す
。
今
後
、
私
た
ち
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集

の
医
療
分
野
へ
の
応
用
に
よ
る
成
果
に
期
待
す
る
と
共
に
、
そ

れ
を
取
り
巻
く
世
界
で
現
実
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
し
っ

か
り
と
捉
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

�

【
坂
上
雅
翁
】

４　
環
境
分
野

第
一
章
第
２
節
で
紹
介
し
た
遺
伝
子
ド
ラ
イ
ブ
の
例
で
は
、

遺
伝
子
ド
ラ
イ
ブ
技
術
に
対
し
て
環
境
保
護
団
体
か
ら
強
い
反

発
が
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。
本
節
で
は
、
環
境
分
野

で
の
ゲ
ノ
ム
編
集
の
応
用
に
対
し
て
、
私
達
が
ど
の
よ
う
に
向

き
合
っ
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



432

応
用
に
お
い
て
は
専
門
家
と
一
般
の
人
と
の
話
し
合
い
が
重
要

に
な
る

ゲ
ノ
ム
編
集
が
環
境
分
野
に
お
い
て
も
実
際
に
応
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
専
門
家
だ
け
で
は
な
く
一
般
人
と
の

合
意
の
元
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

仮
に
合
意
が
な
い
ま
ま
に
実
用
化
が
進
め
ら
れ
た
場
合
、
大
き

な
反
発
を
招
く
可
能
性
が
高
い
で
す
。

反
発
の
例
と
し
て
、
上
記
の
環
境
保
護
団
体
の
ゲ
ノ
ム
編
集

に
対
す
る
懸
念
点
を
紹
介
し
ま
す
。
一
つ
は
、
オ
フ
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
よ
る
操
作
の
対
象
で
な
い
遺
伝
子
の
改
変
、
二
つ
め
は
、

生
態
系
に
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
影
響
を
与
え
る
可
能
性
で

す
（
（9
（

。
こ
の
他
に
も
提
示
さ
れ
て
い
る
懸
念
点
は
あ
り
ま
す
が
、

少
な
く
と
も
こ
れ
ら
の
懸
念
点
に
対
し
て
、
一
般
の
人
で
も
納

得
出
来
る
よ
う
な
専
門
家
か
ら
の
説
明
が
な
け
れ
ば
、
遺
伝
子

組
換
え
の
時
と
同
様
に
大
き
な
反
発
が
起
こ
る
可
能
性
は
充
分

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

環
境
へ
の
予
期
せ
ぬ
影
響
を
回
避
す
る
た
め
、
ま
た
大
き
な

反
発
を
招
か
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
現
時
点
で
は
、
環
境
に
対
す
る
ゲ
ノ
ム
編
集
の
実
用
化
は

慎
重
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ゲ
ノ
ム
編
集
の
リ
ス
ク
自
体
は
、
ゲ
ノ
ム
上
の
数
塩
基
だ
け

を
切
断
す
る
場
合
、
遺
伝
子
組
換
え
に
比
べ
て
低
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
数
塩
基
の
切
断
の
場
合
は
、

自
然
環
境
下
で
も
起
き
得
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
現
時
点
で
は
、
環
境
へ
の
予
期
せ
ぬ
影
響
を
回
避
す

る
た
め
、
自
然
に
起
き
る
レ
ベ
ル
の
変
異
を
加
え
た
ゲ
ノ
ム
編

集
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
機
関
へ
の
申
請
と
届
け
出
が
推
奨
さ

れ
て
い
ま
す
。

緊
急
度
と
重
要
性
が
高
い
応
用
に
つ
い
て

前
項
で
は
、
合
意
の
も
と
で
応
用
を
す
す
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
書
き
ま
し
た
が
、
緊
急
度
や
重
要
性
が
高
い
応
用
例

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
け
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。
具
体
的
に
は
、「
植
物
の
病
原
耐
性
向
上
、
干
ば

つ
ス
ト
レ
ス
下
で
も
収
量
向
上
、
品
質
向
上

（
（9
（

」
の
例
の
よ
う
に
、

ゲ
ノ
ム
編
集
は
、
干
ば
つ
の
よ
う
な
環
境
変
化
に
も
対
応
し
た
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作
物
を
作
出
で
き
る
た
め
、
環
境
の
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
た

場
合
に
お
い
て
も
食
糧
を
確
保
す
る
技
術
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

将
来
の
食
糧
問
題
は
全
て
の
人
に
と
っ
て
重
要
か
つ
緊
急
度

が
高
い
問
題
で
あ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
食
糧
問
題
を
解
決
す

る
よ
う
な
応
用
は
、
全
て
の
人
が
賛
成
し
て
も
お
か
し
く
な
い

と
思
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
多
く
の
人
に
と
っ
て
有
用
と

思
わ
れ
る
応
用
で
も
、
過
去
に
は
、
一
般
の
方
か
ら
非
難
を
受

け
た
例
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
が
遺
伝
子
組
換
え

サ
ー
モ
ン
で
す
。
遺
伝
子
組
換
え
技
術
を
利
用
し
て
遺
伝
子
が

組
換
え
ら
れ
身
体
が
大
き
く
な
っ
た
サ
ー
モ
ン
は
、
生
産
側
に

よ
る
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
の
提
示
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
フ
ラ
ン

ケ
ン
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」
と
呼
ば
れ
、
環
境
保
護
団
体
や
専
門
家
か

ら
批
判
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
遺
伝
子
組
換
え
サ
ー
モ
ン
の
例

か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
新
し
い
技
術
を
用
い
る
場
合
は
、
重
要

度
の
高
い
応
用
技
術
で
あ
っ
た
と
し
て
も
メ
リ
ッ
ト
や
安
全
性

を
提
示
す
る
だ
け
で
は
充
分
で
な
く
、
科
学
的
な
懸
念
点
（
環

境
保
護
）
と
感
情
的
な
懸
念
点
（
生
理
的
な
拒
否
感
）
と
向
か

い
あ
い
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
事
実
で
す

（
（9
（

。

具
体
的
に
こ
の
懸
念
点
と
向
か
い
合
う
た
め
に
は
、
研
究
開

発
サ
イ
ク
ル
の
早
い
段
階
で
、
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
利
害

関
係
者
、
一
般
市
民
に
関
与
し
て
も
ら
い
、
多
様
な
視
点
を
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
私
達
の
新
し
い
技
術
に
対
す
る

向
き
合
い
方
と
し
て
も
、

　

①�

研
究
機
関
の
一
般
説
明
の
場
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ

と
で
新
し
い
技
術
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
持
つ

　

②�

研
究
側
に
一
般
の
意
見
を
発
信
す
る
こ
と
、
研
究
側
と

一
般
側
の
両
方
の
考
え
の
す
り
合
わ
せ
を
行
う

こ
の
二
点
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
一
般
の
人
た
ち
の
懸
念
点
を

減
ら
し
つ
つ
、
実
用
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

ま
す
。

法
然
上
人
の
教
え
か
ら
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
考
え
る

最
後
に
、
生
物
の
研
究
を
進
め
な
が
ら
、
法
然
上
人
の
教
え

を
学
ん
だ
身
と
し
て
、
今
ま
で
ご
紹
介
し
て
き
た
ゲ
ノ
ム
編
集
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技
術
に
つ
い
て
、
私
達
が
ど
の
よ
う
に
向
き
あ
っ
て
い
く
べ
き

な
の
か
、
法
然
上
人
の
御
法
語
か
ら
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

�
所
知
所
領
も
、
念
仏
の
助
業
な
ら
ば
大
切
な
り
。
妨
げ
に

な
ら
ば
、
持
つ
べ
か
ら
ず
。
惣
じ
て
こ
れ
を
言
わ
ば
、
自

信
安
穏
に
し
て
念
仏
往
生
を
遂
げ
ん
が
た
め
は
、
何
事
も

み
な
念
仏
の
助
業
な
り
。
三
途
に
帰
る
べ
き
こ
と
を
す
る

身
を
だ
に
も
、
捨
て
難
け
れ
ば
、
顧
み
育
む
ぞ
か
し
。
ま

し
て
往
生
す
べ
き
念
仏
申
さ
ん
身
を
ば
、
い
か
に
も
育
み

も
て
な
す
べ
し
。
念
仏
の
助
業
な
ら
ず
し
て
、
今
生
の
た

め
に
身
を
貪
求
す
る
は
、
三
悪
道
の
業
と
な
る
。
往
生
極

楽
の
た
め
に
自
身
を
貪
求
す
る
は
、
往
生
の
助
業
と
な
る

な
り
。

�

（『
元
祖
大
師
御
法
語

（
（9
（

』
前
篇
第
18
「
自
身
安
穏
」）

　

�

訳
：
領
地
も
、
念
仏
の
助
け
と
な
る
な
ら
ば
大
切
で
す
。

妨
げ
に
な
る
な
ら
ば
、
持
つ
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
を
ま
と
め
て
言
う
な
ら
ば
、
自
信
が
平
穏
無
事
で
、
念

仏
に
よ
る
往
生
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、
何
事
も
す
べ
て
念

仏
の
助
け
で
あ
り
ま
す
。
た
と
え
三
悪
道
に
舞
い
戻
ら
ね

ば
な
ら
な
い
悪
業
を
犯
す
身
で
あ
っ
て
も
、
捨
て
難
い
の

で
、
心
に
か
け
て
、
守
り
養
う
も
の
で
す
。
ま
し
て
や
、

往
生
が
叶
う
念
仏
を
称
え
る
身
な
の
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
と

も
守
り
養
い
、
大
切
に
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
念
仏
の
助

け
と
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
世
を
楽
し
む
た
め
に
我
が
身

を
愛
す
る
こ
と
は
、
三
悪
道
へ
堕
ち
る
行
為
と
な
り
ま
す
。

極
楽
往
生
の
た
め
に
自
身
を
愛
す
る
こ
と
は
、
往
生
の
助

け
と
な
る
の
で
す
。

こ
ち
ら
の
御
法
語
か
ら
、
土
地
や
財
産
も
、
念
仏
を
称
え
る

た
め
の
助
け
と
な
る
な
ら
ば
大
切
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
一
方

で
、
今
の
自
分
の
満
足
の
た
め
だ
け
に
、
欲
の
赴
く
ま
ま
に
貪

り
求
め
る
生
活
は
い
け
な
い
と
法
然
上
人
は
戒
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。ま
た
、往
生
極
楽
を
願
っ
て
念
仏
を
称
え
、

自
分
の
命
を
大
切
に
し
て
長
生
き
す
る
こ
と
の
手
助
け
に
な
る

技
術
で
あ
れ
ば
、
法
然
上
人
も
否
定
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ま

す
。極

楽
往
生
を
願
っ
て
お
念
仏
を
お
称
え
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
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現
代
人
に
と
っ
て
は
、「
自
分
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
他
人

も
含
め
て
幸
せ
に
す
る
よ
う
な
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、

日
々
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
る
こ
と
」
に
例
え
ら
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

現
代
に
生
き
る
我
々
が
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
に
向
き
合
う
際
に
、

法
然
上
人
の
お
言
葉
か
ら
学
べ
る
こ
と
は
、
以
下
の
三
つ
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

・�

財
産
（
技
術
）
も
、
自
ら
正
し
い
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

を
助
け
て
く
れ
る
も
の
な
ら
ば
大
切
な
も
の
だ
が
、
目
標

を
妨
げ
る
も
の
で
あ
る
場
合
は
利
用
し
て
は
い
け
な
い
。

・�

技
術
を
用
い
る
際
は
、
自
ら
の
欲
望
を
満
足
す
る
た
め
だ

け
に
技
術
を
使
わ
な
い
こ
と
。

・�

そ
の
技
術
が
、
自
分
自
身
の
命
を
大
切
に
し
、
少
し
で
も

自
分
自
身
の
正
し
い
目
標
に
近
づ
く
手
助
け
に
な
る
技
術

か
ど
う
か
を
し
っ
か
り
と
検
討
す
る
。

ま
た
、
私
達
が
起
こ
す
慢
心
に
対
し
て
も
、
法
然
上
人
は
戒

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

�

我
が
力
に
て
往
生
す
る
事
な
ら
ば
こ
そ
、「
我
か
し
こ
し
」

と
い
う
慢
心
を
ば
起
こ
さ
め
、
憍
慢
の
心
だ
に
も
起
こ
り

ぬ
れ
ば
、
心
行
必
ず
誤
る
故
に
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
阿
弥
陀

仏
の
願
に
背
き
ぬ
る
も
の
に
て
、
弥
陀
も
諸
仏
も
護
念
し

給
わ
ず
。
さ
る
ま
ま
に
は
、
悪
鬼
の
た
め
に
も
悩
ま
さ
る

る
な
り
。
返
す
返
す
も
慎
み
て
、
憍
慢
の
心
を
起
こ
す
べ

か
ら
ず
。
あ
な
か
し
こ
、
あ
な
か
し
こ
。

�

（『
元
祖
大
師
御
法
語
』
前
篇
第
29
「
対
治
慢
心
」）

　

�

訳
：
自
分
の
力
で
往
生
す
る
と
い
う
な
ら
ば
、「
私
は
勝

れ
て
い
る
」
と
い
う
慢
心
を
起
こ
し
て
も
仕
方
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
思
い
上
が
り
の
心
が
起
こ
っ
た
だ
け
で
、

心
も
行
も
必
ず
道
を
外
れ
る
の
で
、
た
ち
ま
ち
に
阿
弥
陀

仏
の
本
願
に
背
く
こ
と
に
な
り
、
阿
弥
陀
仏
も
諸
仏
も
お

守
り
下
さ
い
ま
せ
ん
。
そ
の
ま
ま
で
は
悪
鬼
に
も
悩
ま
さ

れ
る
の
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
慎
ん
で
、
思
い
上
が
り
の
心

を
起
こ
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
あ
な
か
し
こ
。
あ
な
か
し

こ
。

ゲ
ノ
ム
編
集
の
よ
う
な
、
新
し
く
応
用
可
能
性
が
高
い
技
術

を
用
い
る
と
き
、
技
術
に
よ
っ
て
私
達
は
何
で
も
出
来
る
よ
う
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な
気
が
し
て
き
ま
す
が
、
そ
の
思
い
上
が
り
の
心
を
法
然
上
人

は
戒
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
慢
心
は
、
自
分
も
他
人
も
不
幸
に
し

て
し
ま
う
結
果
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
過
去

に
遺
伝
子
組
換
え
技
術
を
医
療
応
用
に
用
い
た
際
、
死
亡
事
故

が
起
き
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
故
の
原
因

と
し
て
、様
々
な
原
因
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
中
に
は
、

医
療
側
の
治
療
の
安
全
性
に
対
す
る
過
信
が
あ
っ
た
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
故
の
後
、
遺
伝
子
組
換
え
技
術
の
医
療

応
用
に
対
し
て
慎
重
な
姿
勢
が
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、ゲ
ノ
ム
編
集
に
関
し
て
も
、思
い
上
が
り
の
心
を
起
こ
さ
ず
、

着
実
に
応
用
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
こ
の
事
故
の
例
か
ら
私

達
が
学
べ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
私
達
の
貪
り
の
心
に
つ
い
て
、
法
然
上
人
の
お
言

葉
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

�

貪
と
い
う
に
つ
い
て
喜
足
小
欲
の
貪
あ
り
、
不
喜
足
大
欲

の
貪
あ
り
。
い
ま
浄
土
宗
に
制
す
る
と
こ
ろ
は
、
不
喜
足

大
欲
の
貪
煩
悩
な
り
。
ま
ず
行
者
、
か
よ
う
の
道
理
を
心

得
て
念
仏
す
べ
き
な
り
。
こ
れ
が
真
実
の
念
仏
に
て
あ
る

な
り
。
喜
足
小
欲
の
貪
は
、
く
る
し
か
ら
ず
。

�

（『
元
祖
大
師
御
法
語
』
後
編
第
９
「
至
誠
心
」）

　

�

訳
：
さ
て
、
貪
り
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
つ
つ
ま
し

い
貪
り
も
あ
り
、
強
欲
な
貪
り
も
あ
り
ま
す
。
い
ま
こ
の

浄
土
宗
で
禁
じ
る
の
は
、
強
欲
な
貪
り
の
煩
悩
で
す
。
念

仏
者
は
ま
ず
こ
の
よ
う
な
道
理
を
わ
き
ま
え
て
念
仏
す
べ

き
で
す
。
こ
れ
が
真
実
の
念
仏
と
い
う
も
の
で
す
。
つ
つ

ま
し
け
れ
ば
貪
り
も
さ
し
さ
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
至
誠
心
」
の
御
法
語
で
法
然
上
人
が
戒
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
一
定
の
と
こ
ろ
で
満
足
す
る
こ
と
の
な
い
、
際
限
の
な
い

欲
望
で
す
。
一
方
で
、
目
的
目
標
に
達
し
た
ら
満
足
で
き
る
よ

う
な
欲
は
否
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
は
、
夢

の
技
術
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
将
来
的
に
は
、
美
容
、
若

返
り
、
安
く
て
美
味
し
い
食
品
、
人
間
に
都
合
の
い
い
自
然
環

境
な
ど
が
実
現
出
来
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
不
喜
足
大
欲
の
貪
（
一
定
の
と
こ
ろ
で
満
足
す
る
こ
と

の
な
い
、
際
限
の
な
い
欲
望
）
で
こ
れ
ら
の
応
用
を
進
め
れ
ば
、

巡
り
巡
っ
て
私
達
の
大
き
な
苦
し
み
に
繋
が
り
得
ま
す
。
私
達
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が
、「
至
誠
心
」
の
御
法
語
か
ら
学
べ
る
こ
と
は
、

・�
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
用
い
て
自
ら
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る

こ
と
が
大
き
な
欲
望
（
不
喜
足
大
欲
）
な
の
か
、
小
さ
な

欲
（
喜
足
小
欲
）
な
の
か
自
分
に
問
い
続
け
る
こ
と
。

・�

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
大
き
な
欲
望
の
た
め
に
用
い
る
こ
と

は
し
な
い
。
足
る
を
知
ら
ず
無
制
限
に
さ
ら
な
る
も
の
を

求
め
る
こ
と
は
戒
め
ら
れ
る
べ
き
。

・�

小
さ
な
欲
を
満
足
す
る
た
め
に
用
い
る
こ
と
は
大
き
な
問

題
で
は
な
い
が
、
大
き
な
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
障
り

と
な
る
の
で
あ
れ
ば
い
け
な
い
。

・�

今
あ
る
も
の
に
感
謝
す
る
。

こ
れ
ら
の
事
が
大
切
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
原
始
仏

教
の
経
典
で
あ
る
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
の
中
に
も
同
様
の
言

葉
が
あ
り
ま
す
。

　

�

足
る
こ
と
を
知
り
、
わ
ず
か
の
食
物
で
暮
し
、
雑
務
少
く
、

生
活
も
ま
た
簡
素
で
あ
り
、
諸
々
の
感
官
が
静
ま
り
、
聡

明
で
、
高
ぶ
る
こ
と
な
く
、
諸
々
の
（
ひ
と
の
）
家
で
貪

る
こ
と
が
な
い
。

�

（『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ

（
（9
（

』
第
一
・
蛇
の
章
、
第
１
４
４
偈
）

た
と
え
ば
、
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
っ
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
実
用
化
が
進
ん
だ
と
し
て
、
環
境
に
優
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ

か
ら
と
い
っ
て
際
限
な
く
使
用
し
て
い
く
よ
う
な
事
が
あ
れ
ば
、

せ
っ
か
く
環
境
に
優
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
の
に
将
来
的
に
は
、

私
達
の
首
を
締
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
（
例
え
ば
、
大
規

模
な
藻
類
の
生
産
に
は
膨
大
な
土
地
や
水
、
肥
料
が
必
要
な
た

め
、
私
達
の
身
の
周
り
の
環
境
の
多
く
が
、
藻
類
の
培
養
池
に

な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

（
（9
（

）。

技
術
を
貪
る
こ
と
な
く
、
持
続
可
能
な
レ
ベ
ル
で
利
用
す
る
、

ま
た
必
要
な
量
で
満
足
す
る
と
い
う
心
の
あ
り
方
は
、
法
然
上

人
の
お
言
葉
、
そ
し
て
お
釈
迦
様
の
お
言
葉
か
ら
、
私
達
が
改

め
て
学
ぶ
べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

足
る
こ
と
を
知
り
、
自
分
自
身
の
大
き
な
欲
望
に
気
を
つ
け

て
生
き
る
こ
と
は
、
私
達
全
員
が
、
安
心
し
て
持
続
可
能
な
社

会
で
生
き
て
い
く
上
で
重
要
で
す
し
、
将
来
的
に
ゲ
ノ
ム
編
集

技
術
を
応
用
・
実
用
化
し
て
い
く
上
で
重
要
な
考
え
方
に
な
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。�

【
熊
谷
信
是
】
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む
す
び

以
上
、
浄
土
宗
の
立
場
か
ら
、
ゲ
ノ
ム
編
集
を
ど
う
考
え
る

の
か
、
ひ
い
て
は
科
学
技
術
全
般
の
進
展
に
対
し
て
ど
う
向
き

合
う
の
か
に
つ
い
て
論
じ
て
き
ま
し
た
。

社
会
が
望
む
以
上
、
科
学
技
術
の
進
展
は
止
め
ら
れ
な
い
で

し
ょ
う
。
私
た
ち
一
人
一
人
の
中
に
は
、
安
全
・
安
心
・
便
利
・

快
適
を
求
め
る
欲
求
や
、
経
済
的
利
益
の
追
求
を
は
じ
め
と
す

る
欲
望
が
あ
り
、
そ
れ
が
ア
ク
セ
ル
と
な
っ
て
技
術
を
進
展
さ

せ
て
い
き
ま
す
。
技
術
が
暴
走
し
な
い
た
め
に
は
、
ア
ク
セ
ル

を
踏
む
だ
け
で
な
く
適
切
に
ハ
ン
ド
ル
を
切
り
、
時
に
は
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
欲
求
や
欲

望
が
原
動
力
で
あ
る
以
上
、
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
は

率
直
に
言
っ
て
無
理
だ
と
思
い
ま
す
。
完
全
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
無
理
だ
と
し
て
も
、
い
や
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
で
よ
い
の
か

と
い
う
警
鐘
を
鳴
ら
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
声
を
踏
ま

え
て
社
会
全
体
で
議
論
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

浄
土
宗
教
師
と
し
て
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
自
体
を
認
め
な
い
と

い
う
主
張
も
も
ち
ろ
ん
可
能
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
本
研
究
班

は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
困
難
な
状
況
の
中
で
何
と
か
し
て
い
く
た

め
の
一
つ
の
視
点
を
探
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。
社
会
の
み
な

さ
ん
に
一
定
程
度
共
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
何
ら
か
の
問

題
提
起
を
し
な
が
ら
一
緒
に
考
え
て
い
く
と
い
う
姿
勢
が
、
私

た
ち
宗
教
者
に
は
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

私
た
ち
が
生
老
病
死
、
す
な
わ
ち
「
有
限
な
い
の
ち
」
と
い

う
制
約
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
二
千
五
百
年
前
の
釈
尊

の
時
代
か
ら
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
多
く
の
宗
教
で
共
有
し

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
宗
教
が
蓄
積
し
て
き
た
知

見
は
、
現
代
だ
け
で
な
く
今
後
に
お
い
て
も
、
き
っ
と
役
立
つ

こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
宗
教
者
に
は
、
時
に
は
全
否

定
す
る
こ
と
も
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
決
し
て
望
ま
し
い

と
は
思
え
な
い
な
が
ら
も
離
れ
る
こ
と
な
く
寄
り
添
っ
て
い
く
、

そ
う
い
う
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
本
稿
で
の
論
述
は
私
た
ち
研
究

班
の
、
あ
る
い
は
執
筆
者
各
自
の
試
論
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
議
論

の
叩
き
台
と
し
て
ご
覧
い
た
だ
き
、
異
な
る
見
解
も
含
め
、
広

く
ご
意
見
を
頂
戴
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。�

【
吉
田
淳
雄
】
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註◆
第
一
章
第
２
節
（
熊
谷
）

（
1
）https://w

eathernew
s.jp/s/topics/201903/180165/

（
2
）https://bio.nikkeibp.co.jp/atcl/new

s/p1/20/03/03/06642/

（
3
）
山
本
卓
『
ゲ
ノ
ム
編
集
と
は
な
に
か
』（
講
談
社
ブ
ル
ー
バ
ッ
ク
ス
、

２
０
２
０
年
）p.149

～ 150

。

（
4
）https://w

w
w

.nhk.or.jp/gendai/articles/4331/

（
5
）http://w

w
w

.ffpri.affrc.go.jp/ftbc/research/docum
ents/

sugigenom
u.pdf

（
6
）https://w

w
w

8.cao.go.jp/cstp/panhu/sip2021/p2-3.pdf

（
7
）https://w

w
w

.m
ofa.go.jp/m

ofaj/gaiko/oda/sdgs/about/
index.htm

l

（
8
）https://w

w
w

.enecho.m
eti.go.jp/category/saving_and_

new
/saiene/renew

able/outline/index.htm
l

（
9
）https://w

w
w

.enecho.m
eti.go.jp/category/saving_and_

new
/saiene/renew

able/biom
ass/index.htm

l

（
10
）https://w

w
w

.titech.ac.jp/new
s/2017/037572

（
11
）https://m

odia.chitose-bio.com
/articles/4/

（
12
）https://w

w
w

.nature.com
/articles/nbt.3865

（
13
）https://w

w
w

.euglena.jp/new
s/20220228-2/

（
14
）https://w

w
w

.gatesnotes.com
/Health/M

ost-Lethal-A
nim

al-
M

osquito-W
eek?W

T
.m

c_id=
M

osquitoW
eek2014_

SharkW
eek_tw

&
W

T
.tsrc=T

w
itter

（
15
）https://w

w
w

.pnas.org/content/117/49/30864

（
16
）https://w

w
w

.technologyreview
.jp/nl/scientists-just-

show
ed-how

-to-drive-m
alaria-m

osquitoes-to-extinction/

（
17
）https://w

w
w

.nature.com
/articles/s41598-019-49660-6

（
18
）https://w

w
w

.technologyreview
.jp/s/112739/united-

nations-considers-a-test-ban-on-evolution-w
arping-

gene-drives/

（
19
）https://w

w
w

.nature.com
/articles/d41586-021-01186-6

◆
第
二
章
第
１
節
（
岡
崎
）

（
20
）
総
研
叢
書
第
11
集
『
い
の
ち
の
選
択
に
向
き
あ
う
と
き
』（
２
０
２

０
年
３
月
）
１
６
０
頁
。

（
21
）
着
床
前
診
断
に
お
い
て
も
「
無
申
請
」
で
行
わ
れ
て
い
た
事
例
が

あ
る
こ
と
は
、
毎
日
新
聞
「
着
床
前
診
断　

学
会
の
承
認
な
し
に
3

例
実
施
」（
２
０
０
４
年
２
月
４
日
）
な
ど
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
22
）朝
日
新
聞「
新
型
出
生
前
診
断
を
考
え
る　
専
門
家
の
見
方
は
」（
２

０
１
８
年
３
月
19
日
）。

（
23
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
不
妊
治
療 

保
険
適
用
は
ど
う
な
る
？
厚
労
省
案 

解
説

し
ま
す
」（
２
０
２
１
年
12
月
15
日
）。

（
24
）
詳
細
は
、
大
阪
大
学
社
会
技
術
共
創
研
究
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
参
照
。

（
25
）遺
伝
差
別
に
関
す
る
法
整
備
の
状
況
に
つ
い
て
は
、厚
生
労
働
省「
ゲ
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ノ
ム
情
報
を
用
い
た
医
療
等
の
実
用
化
推
進
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
第

８
回
会
議
（
２
０
１
６
年
６
月
１
日
）
に
お
け
る
横
野
恵
（
早
稲
田

大
学
）「
ゲ
ノ
ム
情
報
に
基
づ
く
差
別
に
関
連
す
る
法
制
度
の
あ
り

方
に
つ
い
て
」
を
参
照
。

（
26
）
橳
島
次
郎
『
先
端
医
療
と
向
き
合
う
』（
平
凡
社
、
２
０
２
０
年
）

78
頁
。

（
27
）「
責
任
あ
る
遺
伝
学
協
会
」
の
事
例
に
つ
い
て
は
、D

IA
M

O
N

D
 

online

「
遺
伝
情
報
に
よ
っ
て
雇
用
や
保
険
で
差
別
が
起
こ
る
?! 

予

防
・
対
応
が
進
む
先
進
諸
国
に
対
し
遅
れ
る
日
本
」（
２
０
１
５
年

４
月
27
日
）、H

EA
LT

H
 PRESS

「
健
康
な
の
に
保
険
契
約
を
解

除
さ
れ
会
社
を
解
雇
に
…
急
増
す
る
遺
伝
子
差
別
の
実
態
と
は
？
」

（
２
０
１
５
年
５
月
28
日
）
な
ど
で
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
28
）ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
に
多
い
鎌
形
赤
血
球
貧
血
症
の
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
が
代
表
的
で
す
。

（
29
）
柳
澤
武
「
遺
伝
子
情
報
に
よ
る
雇
用
差
別
―
２
０
０
８
年
ア
メ
リ

カ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ａ
制
定
」『
名
城
法
学
』
第
60
巻
。

（
30
）
赤
林
朗
『
入
門
・
医
療
倫
理
Ⅰ
』（
勁
草
書
房
、
２
０
０
５
年
）
２

２
８
頁
。

（
31
）
調
査
概
要
に
つ
い
て
は
、
首
相
官
邸
Ｈ
Ｐ
健
康
・
医
療
戦
略
推
進

本
部
「
第
９
回　

ゲ
ノ
ム
医
療
実
現
推
進
協
議
会　

議
事
次
第
」
に

あ
る
資
料
５
「
社
会
に
お
け
る
個
人
遺
伝
情
報
利
用
の
実
態
と
ゲ
ノ

ム
リ
テ
ラ
シ
ー
に
関
す
る
調
査
研
究
」（
厚
労
省
特
別
研
究
事
業
）

成
果
と
対
応
に
つ
い
て
（
案
）」
で
確
認
で
き
ま
す
。

（
32
）「
差
別
」
に
対
す
る
基
本
的
な
理
解
は
、
好
井
裕
明
『
他
者
を
感
じ

る
社
会
学
』（
ち
く
ま
プ
リ
マ
ー
新
書
、２
０
２
０
年
）、好
井
裕
明『
差

別
原
論
』（
平
凡
社
、
２
０
０
７
年
）
に
従
っ
て
い
ま
す
。

（
33
）
橳
島
次
郎
『
先
端
医
療
の
ル
ー
ル
』（
講
談
社
現
代
新
書
、
２
０
０

１
年
）
１
４
４
頁
。

（
34
）森
修
一「
ハ
ン
セ
ン
病
対
策
の
歴
史
と
現
状
―
日
本
と
世
界
―
」『
日

本
ハ
ン
セ
ン
病
学
会
雑
誌
』
87
巻
２
号
、
２
０
１
８
年
。

（
35
）
日
本
経
済
新
聞
「
Ａ
Ｌ
Ｓ
原
因
遺
伝
子
を
発
見　

武
田
な
ど
、
ｉ

Ｐ
Ｓ・ス
パ
コ
ン
活
用
」（
２
０
２
１
年
５
月
13
日
）、
産
経
新
聞
「
ミ

ト
コ
ン
ド
リ
ア
病
の
新
た
な
原
因
遺
伝
子
を
発
見
」（
２
０
２
０
年

７
月
６
日
）
な
ど
が
あ
り
、
ヘ
ル
ス
Ｕ
Ｐ
日
経Gooday30

＋
「
人

間
は
何
歳
ま
で
生
き
ら
れ
る
？　

寿
命
決
め
る
遺
伝
子
と
は
」（
２

０
１
６
年
２
月
15
日
）
で
は
、「
長
寿
遺
伝
子
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。

（
36
）
が
ん
治
療
新
時
代
Ｗ
Ｅ
Ｂ
「
女
優
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
・
ジ
ョ
リ
ー

さ
ん
の
告
白
に
よ
っ
て
注
目
を
集
め
る
「
遺
伝
性
乳
が
ん
・
卵
巣
が

ん
と
遺
伝
子
検
査
」」（
２
０
１
４
年
10
月
７
日
）

（
37
）
日
本
で
は
、
新
生
児
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
お
い
て
フ
ェ
ニ
ル
ケ
ト

ン
尿
症
と
診
断
さ
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
一
部
が
生
命
保
険
等
へ
の
加
入

を
断
ら
れ
た
実
態
が
あ
り
ま
す
（
蒔
田
芳
男
・
羽
田
明
「
生
命
保
険

加
入
に
お
け
る
遺
伝
情
報
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
現
状
と
問
題
点
」
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『
日
本
マ
ス
・
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
学
会
誌
』
14

－

１
、
２
０
０
４
年
）。

（
38
）
島
田
祥
輔
『
遺
伝
子
超
入
門
』
１
頁
。
な
お
、引
用
部
分
は
、「T

he 
1000 Genom

es Project Consortium
 “A

n integrated 
m

ap of genetic variation from
 1092 hum

an genom
es”

（『N
ature

』
４
９
１
、
２
０
１
２
年
）
の
一
部
意
訳
と
し
て
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
39
）Q

life

「
遺
伝
子
の
異
常
に
よ
る
疾
患
」
に
お
け
る
お
茶
の
水
女
子

大
学
大
学
院
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
コ
ー
ス
客
員
教
授
千
代
豪
昭
氏

の
発
言
。

（
40
）遺
伝
性
疾
患
の
遺
伝
に
関
わ
っ
て
く
る
遺
伝
の
仕
方
と
し
て
は
、「
常

染
色
体
優
性
遺
伝
」「
常
染
色
体
劣
性
遺
伝
」「
Ｘ
染
色
体
劣
性
遺
伝
」

の
３
つ
が
あ
り
ま
す
（Japan PGT
 Consortium
　
Ｈ
Ｐ
参
照
）。

（
41
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
「
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」（
一
般
財
団
法
人

日
本
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
会
、
日
本
認
定
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

協
会
な
ど
参
照
）
が
関
わ
り
ま
す
。

（
42
）
橳
島
次
郎
『
先
端
医
療
の
ル
ー
ル
』
１
４
４
頁
。

（
43
）
米
本
昌
平
『
バ
イ
オ
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
』（
中
公
新
書
、２
０
０
６
年
）

73
頁
。

（
44
）総
研
叢
書
第
11
集
『
い
の
ち
の
選
択
に
向
き
あ
う
と
き
』
１
７
２
頁
。

（
45
）総
研
叢
書
第
11
集
『
い
の
ち
の
選
択
に
向
き
あ
う
と
き
』
１
７
４
頁
。

（
46
）「
ゲ
ノ
ム
編
集
と
は
何
か
―
そ
の
原
理
と
応
用
、
問
題
点
―
」（『
教

化
研
究
』
32
号
、
２
３
９
頁
）
で
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
バ
イ
オ
等
の
指
摘
が

さ
れ
て
お
り
、
朝
日
新
聞
「
Ｄ
Ｉ
Ｙ
バ
イ
オ
増
殖
、
個
人
が
自
宅
で

ゲ
ノ
ム
編
集　

規
制
後
追
い
」（
２
０
１
８
年
６
月
30
日
）
な
ど
の

報
道
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
47
）
一
般
的
に
、
消
費
者
向
け
遺
伝
子
検
査
の
う
ち
、
医
療
機
関
等
を

介
さ
ず
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、統
計
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、疾
患
（
生

活
習
慣
病
等
の
多
因
子
疾
患
の
み
を
対
象
）
の
罹
患
リ
ス
ク
や
体
質

等
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
疾
病
の
診
断
や
治
療
・
投
薬
の
方
針
決
定

を
目
的
と
し
た
医
療
分
野
の
検
査
と
は
異
な
り
、
利
用
者
に
気
づ
き

を
与
え
、
利
用
者
自
ら
の
行
動
変
容
を
促
す
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。

（
48
）
医
師
法
第
17
条
に
「
医
師
で
な
け
れ
ば
、
医
業
を
な
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
あ
り
、
こ
の
「
医
業
」
に
は
「
医
師
が
も
つ
専
門
知
識
や

技
術
が
な
け
れ
ば
患
者
に
危
険
が
及
ぶ
行
為
」
が
含
ま
れ
る
と
解
釈

さ
れ
る
た
め
医
療
機
関
／
医
療
従
事
者
を
介
さ
な
い
検
査
と
そ
の
結

果
は
、
医
師
に
よ
る
適
切
な
指
導
や
処
置
が
関
わ
る
よ
う
な
検
査
は

な
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

（
49
）「
遺
伝
子
化
」（
赤
林
朗
『
入
門
・
医
療
倫
理
Ⅰ
』
２
３
１
頁
）。
そ

の
他
、「
遺
伝
決
定
論
」（
橳
島
次
郎
『
先
端
医
療
の
ル
ー
ル
』
１
４

２
頁
）、「
生
物
学
的
決
定
論
」（
小
林
亜
津
子
『
看
護
の
た
め
の
生

命
倫
理
［
第
三
版
］』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、２
０
１
９
年
、２
５
９
頁
）、

「
生
物
学
的
還
元
主
義
」（
黒
崎
剛
／
野
村
俊
明
『
生
命
倫
理
の
教
科

書
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
２
０
１
４
年
、
２
０
２
頁
）
な
ど
と
言
わ
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れ
て
い
ま
す
。

（
50
）
日
本
で
は
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
な
ど
関
連
4
学
会
が
「
ヒ
ト
受

精
卵
の
ゲ
ノ
ム
編
集
の
臨
床
応
用
に
関
す
る
関
連
４
学
会
声
明
」
を

提
出
し
て
い
ま
す
。

（
51
）「
ゲ
ノ
ム
編
集
と
は
何
か
―
そ
の
原
理
と
応
用
、
問
題
点
―
」（『
教

化
研
究
』
32
号
）
２
３
８
頁
。

（
52
）
橳
島
次
郎
『
先
端
医
療
と
向
き
合
う
』（
平
凡
社
、
２
０
２
０
年
）

39
頁
。

（
53
）
日
本
経
済
新
聞
「
ゲ
ノ
ム
編
集
ベ
ビ
ー　

着
床
前
診
断
の
議
論
さ

け
ら
れ
ず
」（
２
０
１
９
年
11
月
29
日
）。

（
54
）
池
田
清
彦
『
現
代
優
生
学
の
脅
威
』（
集
英
社
、
２
０
２
１
年
）
１

６
７
頁
。

（
55
）
こ
こ
で
は
、「
望
ま
し
い
と
さ
れ
た
生
と
望
ま
し
く
な
い
と
さ
れ
た

生
を
分
け
、
前
者
を
増
や
し
、
後
者
を
減
ら
そ
う
と
す
る
思
考
、
及

び
そ
の
活
動
」
と
い
っ
た
意
味
で
用
い
て
い
ま
す
。

（
56
）
市
野
川
容
孝
「
優
生
学
の
歴
史
と
日
本
の
今
の
課
題
」（『
障
害
の

あ
る
人
と
優
生
思
想
』
や
ど
か
り
出
版
、
２
０
１
９
年
）
36
頁
。

（
57
）「
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
（
生
命
倫
理
学
）
は
、
安
楽
死
、
臓
器
移
植
、

人
工
妊
娠
中
絶
な
ど
、
従
来
の
医
療
行
為
の
中
で
は
禁
止
さ
れ
て
い

た
行
為
の
許
容
基
準
を
あ
き
ら
か
に
す
る
目
的
で
、
作
ら
れ
た
学
問

で
あ
る
」（
加
藤
尚
武
『
脳
死
・
ク
ロ
ー
ン
・
遺
伝
子
治
療
』
Ｐ
Ｈ

Ｐ
新
書
、
１
９
９
９
年
、
12
頁
）。

（
58
）
加
藤
尚
武
『
現
代
倫
理
学
入
門
』（
講
談
社
、
１
９
９
７
年
）
１
６

７
頁
。

（
59
）
米
本
昌
平
・
松
原
洋
子
・
橳
島
次
郎
・
市
野
川
容
孝
『
優
生
学
と

人
間
社
会
』（
講
談
社
現
代
新
書
、
２
０
０
０
年
）
２
６
５
頁
。

（
60
）
米
本
昌
平
他
『
優
生
学
と
人
間
社
会
』
２
６
６
頁
。

（
61
）「
現
在
の
遺
伝
学
研
究
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
と
結
合
し
て
初
め
て

意
味
を
も
つ
、「
大
数
的
自
然
」
を
対
照
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

の
意
味
合
い
を
、
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
」（
米
本
昌
平
『
優
生
学

と
人
間
社
会
』
２
６
２
頁
）。

（
62
）
立
岩
真
也
『
弱
く
あ
る
自
由
へ
―
自
己
決
定・介
護・生
死
の
技
術
』

（
青
土
社
、
２
０
０
０
０
年
）
２
１
０
頁
。

（
63
）「
青
い
芝
の
会
」
に
つ
い
て
は
、
横
田
弘
・
立
岩
真
也
・
臼
井
正
樹

『
わ
れ
ら
は
愛
と
正
義
を
否
定
す
る
』（
生
活
書
院
、
２
０
１
６
年
）、

荒
井
裕
樹
『
差
別
さ
れ
て
る
自
覚
は
あ
る
か
：
横
田
弘
と
青
い
芝
の

会
「
行
動
綱
領
」』（
現
代
書
館
、
２
０
１
７
年
）
な
ど
を
参
照
。

◆
第
二
章
第
２
節
（
伊
藤
）

（
64
）
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
カ
ン
ト
『
道
徳
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
』（
中
山

元
訳
、
光
文
社
古
典
新
訳
文
庫
、
２
０
１
２
年
）。

（
65
）
清
水
哲
郎
「
人
間
の
尊
厳
と
死
」 

医
療
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
編, 

尊
厳
死
を
考
え
る
（
中
央
法
規
、
２
０
０
６
年
）。

（
66
）
ポ
ー
ル
・
ノ
フ
ラ
ー
『
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
ベ
ビ
ー 

ゲ
ノ
ム
編
集
に
よ
っ
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て
迫
ら
れ
る
選
択
』（
丸
善
出
版
、
２
０
１
７
年
）。

（
67
）
美
馬
達
哉
「
正
常
・
病
理
・
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
」（『
ス
ポ
ー
ツ

社
会
学
研
究
』
２
０
１
５
年
23
巻
１
号
、
２
０
１
５
年
）。

（
68
）
厚
生
労
働
省
『
不
妊
治
療
と
仕
事
の
両
立
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
』
２

０
２
０
年
。

（
69
）
小
川
昌
宣
「
最
近
の
出
生
前
診
断
の
変
化
と
多
様
化
す
る
倫
理
的

課
題
」（『
小
児
耳
鼻
咽
喉
科
』
40
巻
3
号
、
２
０
１
９
年
）。

（
70
）「
み
ん
な
で
話
そ
う 
新
型
出
生
前
診
断
は
だ
れ
の
た
め
？
」
東
京

集
会
実
行
委
員
会
緊
急
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
、
厚
生
労
働
省
、
２
０

１
９
年
。

（
71
）
清
水
清
美
「
非
配
偶
者
間
人
工
授
精
を
選
択
す
る
カ
ッ
プ
ル
の
ケ

ア
―
家
族
形
成
支
援
の
一
考
察
―
」（『
城
西
国
際
大
学
紀
要
』
第
８

号
第
23
巻
〔
看
護
学
部
〕
２
０
１
５
年
）。

（
72
）
殿
村
琴
子
「
非
配
偶
者
間
人
工
授
精
と
「
出
自
を
」
知
る
権
利
」

の
行
方
」（『
第
一
生
命
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
レ
ポ
ー
ト
』
11

－

12
、
２

０
０
７
年
）。

（
73
）23andm
e

（
英
文
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
）　https://w

w
w

.23andm
e.

com
/

（
74
）「
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
ベ
ビ
ー
？　

遺
伝
子
解
析
、
好
み
の
赤
ち
ゃ
ん　

米
で
手
法
特
許
、
倫
理
面
で
批
判
」
朝
日
新
聞
２
０
１
３
年
10
月
20

日
記
事
。

（
75
）「
精
子
取
引　
サ
イ
ト
で
仲
介
…「
二
重
ま
ぶ
た
」「
東
大
卒
」登
録
」

読
売
新
聞
２
０
２
１
年
６
月
１
日
記
事
。

（
76
）
ク
リ
オ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
日
本
語
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
）　

https://w
w

w
.cryosinternational.com

（
77
）
前
掲
註
（
69
）。

（
78
）
非
配
偶
者
間
人
工
授
精
で
生
ま
れ
た
人
の
自
助
グ
ル
ー
プ
・
長
沖

暁
子
（
編
著
）『
Ａ
Ｉ
Ｄ
で
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と 

精
子
提
供
で
生

ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
声
』（
萬
書
房
、
２
０
１
４
年
）。

（
79
）
黒
崎
剛
・
野
村
俊
明
（
編
著
）『
生
命
倫
理
の
教
科
書　
何
が
問
題

な
の
か
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
２
０
１
４
年
）。

（
80
）
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
（
英
文
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
） http://new

s.bbc.
co.uk/2/hi/health/1916462.stm

（
81
）香
川
千
晶「
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
編
集
を
め
ぐ
る
倫
理
問
題
の
あ
り
方
」（
日

本
学
術
協
力
財
団
『
学
術
の
動
向
』
25
巻
10
号
、
２
０
２
０
年
）。

（
82
）
須
田
桃
子
『
合
成
生
物
学
の
衝
撃
』（
文
春
文
庫
、
２
０
２
１
年
）。

（
83
）「
受
精
卵
に
ゲ
ノ
ム
編
集
「
登
録
制
に
」
朝
日
新
聞
２
０
２
１
年
７

月
13
日
記
事
。

（
84
）
厚
生
労
働
省
「
ヒ
ト
受
精
胚
に
遺
伝
情
報
改
変
技
術
等
を
用
い
る

研
究
に
関
す
る
倫
理
指
針
」（
２
０
１
９
年
４
月
）。

（
85
）
日
本
学
術
会
議
哲
学
委
員
会
・
い
の
ち
と
心
を
考
え
る
分
科
会 

提

言
「
人
の
生
殖
に
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
用
い
る
こ
と
の
倫
理
的
正
当

性
に
つ
い
て
」（
２
０
２
０
年
８
月
）。

（
86
）
マ
イ
ケ
ル
・
Ｊ
・
サ
ン
デ
ル
『
完
全
な
人
間
を
目
指
さ
な
く
て
も
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よ
い
理
由　

遺
伝
子
操
作
と
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
の
倫
理
』
ナ
カ
ニ

シ
ヤ
出
版
、
２
０
１
０
年
。

（
87
）
同
前
。

（
88
）
Ｖ
・
Ｅ
・
フ
ラ
ン
ク
ル
『
そ
れ
で
も
人
生
に
イ
エ
ス
と
言
う
』（
春

秋
社
、
１
９
９
３
年
）。

（
89
）
柴
嵜
雅
子
「
子
ど
も
か
ら
見
た
優
生
学
」（『
国
政
研
究
論
論
叢
』

第
27
号
、
大
阪
国
際
大
学
・
大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
、
２

０
１
３
年
）。

◆
第
三
章
第
４
節
（
熊
谷
）

（
90
）https://w

w
w

.foejapan.org/forest/biodiversity/pdf/
FoEJapan_BD

_200129_innyaku.pdf

（
91
）https://w

w
w

.nature.com
/articles/nrm

.2018.2

（
92
）https://w

w
w

.nature.com
/articles/s41587-021-01023-1

（
93
）
知
恩
院
浄
土
宗
学
研
究
所
編
集
委
員
会
編
訳
『
法
然
上
人
の
お
言

葉
―
元
祖
大
師
御
法
語
―
』（
総
本
山
知
恩
院
布
教
師
会
、
２
０
１

０
年
）。

（
94
）
中
村
元
訳
『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
』（
岩
波
文
庫
、
１
９
８
４
年
）
37

頁
。

（
95
）https://jp.w

sj.com
/articles/exxon-sees-green-gold-in-

algae-based-fuels-skeptics-see-
greenw

ashing--11633574731
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執
筆
者

研
究
員　
東
海
林
良
昌
（
は
じ
め
に
、
第
一
章
、
お
わ
り
に
）

�

研
究
ス
タ
ッ
フ　
下
村
達
郎
（
第
二
章
）

�

研
究
ス
タ
ッ
フ　
伊
藤
竜
信
（
第
三
章
）

�

研
究
員　
工
藤
量
導
（
第
四
章
）

�

研
究
ス
タ
ッ
フ　
山
下
千
朝
（
第
五
章
）

�

研
究
ス
タ
ッ
フ　
小
川
有
閑
（
第
六
章
）

�

研
究
員　
大
橋
雄
人
（
第
七
章
）

は
じ
め
に　

�

浄
土
宗
寺
院
に
お
け
る
社
会
事
業
の
地
域
間
連
携

の
必
要
性

近
年
わ
が
国
で
は
宗
教
教
団
の
社
会
貢
献
が
論
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
八
年

に
か
け
て
行
わ
れ
た
公
益
法
人
制
度
改
革
の
影
響
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
い
ま
各
教
団
は
社
会
に
お
け
る
責
任
や
貢
献
度

を
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
特
に
東
日
本
大

震
災
以
降
、
宗
教
教
団
の
社
会
参
加
は
顕
著
で
あ
り
、
社
会
福

祉
、
人
道
支
援
、
諸
宗
教
対
話
等
多
岐
に
及
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
行
う
団
体
は
、
Ｆ
Ｂ
Ｏ
（a Faith Based 

O
rganization:

信
仰
に
基
づ
く
組
織
）
と
呼
ば
れ
、
信
仰
に

基
づ
い
た
使
命
や
信
念
、
ま
た
は
社
会
的
価
値
か
ら
、
指
導
者
、

ス
タ
ッ
フ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
を
行
う
組
織
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
Ｆ
Ｂ
Ｏ
は
教
団
に
所
属
す
る
者
の
み
に
限

定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
活
動
に
共
鳴
す
る
者
を
も
巻
き
込

令
和
三
年
度　

研
究
成
果
報
告

浄
土
宗
寺
院
に
お
け
る
社
会
事
業
の
地
域
間
連
携
研
究
班
成
果
報
告
書
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ん
だ
活
動
を
表
す
概
念
と
し
て
、「
宗
教
教
団
」
と
い
う
言
葉

よ
り
も
包
括
的
な
概
念
で
も
あ
る
。
こ
の
Ｆ
Ｂ
Ｏ
の
ほ
と
ん
ど

は
地
域
で
活
動
す
る
草
の
根
の
組
織
で
あ
る
が
、
そ
の
広
範
囲

に
お
よ
ぶ
連
携
や
活
動
が
も
た
ら
す
効
果
に
よ
っ
て
は
大
き
な

社
会
的
意
義
を
有
す
る
場
合
さ
え
あ
る
。

本
研
究
は
、
浄
土
宗
寺
院
に
お
け
る
社
会
事
業
の
地
域
間
連

携
の
可
能
性
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
我
々
は
前
期
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
寺
院
の
可
能
性
」
に

お
い
て
成
果
と
し
て
提
案
し
た
「
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
」

を
浄
土
宗
内
に
お
け
る
新
た
な
Ｆ
Ｂ
Ｏ
形
成
の
動
き
で
あ
る
と

捉
え
て
い
る
。

現
在
、
浄
土
宗
社
会
部
の
推
進
に
よ
り
、
北
海
道
第
一
教
区

一
カ
寺
、
宮
城
教
区
二
カ
寺
、
山
形
教
区
一
カ
寺
、
埼
玉
教
区

一
カ
寺
、
東
京
教
区
四
カ
寺
、
静
岡
教
区
四
カ
寺
、
尾
張
教
区

一
カ
寺
、
京
都
教
区
二
カ
寺
、
大
阪
教
区
四
カ
寺
、
三
州
教
区

一
カ
寺
の
二
十
一
カ
寺
に
お
い
て
カ
フ
ェ
が
開
催
さ
れ
、
各
教

区
に
お
い
て
、
寺
檀
関
係
の
み
な
ら
ず
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
様
々
な
公
的
セ
ク
タ
ー
と
共
同

す
る
こ
と
で
、
社
会
資
源
と
し
て
の
寺
院
の
存
在
感
を
示
す
こ

と
が
で
き
て
い
る
。
ま
た
参
加
者
か
ら
は
、「
お
寺
で
の
カ
フ
ェ

は
温
か
み
が
あ
る
」、「
ご
住
職
に
親
身
に
お
話
を
聴
い
て
い
た

だ
い
た
」、「
心
が
軽
く
な
っ
た
」
と
い
う
感
謝
の
言
葉
が
寄
せ

ら
れ
高
い
満
足
度
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
浄
土
宗
二
十
一
世
紀
劈
頭
宣
言
に
お
け
る
「
社
会
に

慈
し
み
を
」、
浄
土
宗
開
宗
八
五
〇
年
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
「
お

念
佛
か
ら
は
じ
ま
る
し
あ
わ
せ
」
を
体
現
す
る
活
動
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。
本
研
究
で
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
宗
内
各
地
で

広
が
り
、
社
会
的
な
意
義
を
持
つ
草
の
根
の
Ｆ
Ｂ
Ｏ
活
動
で
あ

る
、「
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
の
活

動
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
地
域
を
超
え
て
広
く
行
わ
れ
、
力

強
い
結
び
つ
き
を
持
っ
た
活
動
と
し
て
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
企

図
し
、
浄
土
宗
寺
院
に
お
け
る
社
会
事
業
の
地
域
間
連
携
の
可

能
性
を
探
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
本
報
告
書
は
、

こ
れ
ま
で
二
年
間
の
各
人
の
研
究
成
果
を
報
告
す
る
も
の
で
あ

る
。
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第
一
章　
浄
土
宗
に
お
け
る
社
会
事
業
の
教
理
的
理
解

は
じ
め
に

日
本
の
「
宗
教
法
人
法
」
に
は
「
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
信
教

の
自
由
は
、
す
べ
て
の
国
政
に
お
い
て
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
従
つ
て
、
こ
の
法
律
の
い
か
な
る
規
定
も
、
個
人
、

集
団
又
は
団
体
が
、
そ
の
保
障
さ
れ
た
自
由
に
基
い
て
、
教
義

を
ひ
ろ
め
、
儀
式
行
事
を
行
い
、
そ
の
他
宗
教
上
の
行
為
を
行

う
こ
と
を
制
限
す
る
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
」（
第
一

章　

総
則
（
こ
の
法
律
の
目
的
）
第
一
条
―
二
）
と
あ
る
。
本

法
に
は
、
宗
教
法
人
が
国
政
に
お
い
て
信
教
の
自
由
は
保
障
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
宗
教
法
人
は
教
義
を
ひ
ろ
め
、

儀
式
行
事
を
行
い
、
そ
の
他
宗
教
上
の
行
為
は
制
限
さ
れ
る
こ

と
が
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
法
律
が
示
す
「
教
義
を
ひ
ろ
め
、
儀
式
行
事
」
は
通
常

各
寺
院
で
行
わ
れ
て
い
る
日
常
の
法
務
や
定
期
法
要
に
見
ら
れ

る
布
教
や
法
務
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
「
そ
の
他
宗
教
上
の
行

為
」
と
現
在
の
浄
土
宗
に
お
け
る
社
会
事
業
と
ど
の
よ
う
な
関

連
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
社
会
事
業
の
変
遷
史
、
教

理
と
社
会
事
業
に
関
す
る
研
究
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
浄
土

宗
に
お
け
る
社
会
事
業
の
教
理
的
理
解
と
、
そ
れ
が
宗
教
上
の

行
為
と
い
か
な
る
関
係
性
を
持
つ
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し

た
い
。

一
、
浄
土
宗
に
お
け
る
社
会
事
業
の
変
遷

ま
ず
近
代
以
降
の
浄
土
宗
に
お
け
る
社
会
事
業
の
変
遷
を
振

り
返
っ
て
お
き
た
い
。
こ
の
社
会
事
業
は
、
い
わ
ゆ
る
前
近
代

か
ら
の
宗
教
的
あ
る
い
は
感
情
的
社
会
的
弱
者
の
救
済
や
病
者

の
施
療
を
目
的
と
し
た
「
慈
善
事
業
」
の
精
神
を
引
き
継
ぎ
な

が
ら
、
時
代
の
中
で
経
済
の
不
均
衡
に
よ
り
生
じ
た
弱
者
を
社

会
全
体
と
し
て
対
応
す
る
必
要
性
か
ら
、
行
政
と
の
連
携
を
深

め
、
社
会
的
な
視
点
か
ら
専
門
性
を
持
つ
事
業
を
展
開
し
て
い

る
と
い
う
点
に
お
い
て
そ
の
特
色
を
持
っ
て
い
る
。

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
の
「
恤
救
法
」、
昭
和
四
年
（
一

九
二
九
）
の
「
救
護
法
」
の
法
律
に
基
づ
く
、
明
治
期
か
ら
戦

前
に
か
け
て
の
困
窮
者
へ
の
公
的
支
援
は
、
日
清
戦
争
終
結
後
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の
経
済
不
安
か
ら
く
る
工
場
ス
ト
ラ
イ
キ
や
米
騒
動
な
ど
の
社

会
運
動
が
そ
の
成
立
の
背
景
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

宗
内
に
お
い
て
は
、
渡
辺
海
旭
（「
浄
土
宗
労
働
共
済
会
」）、

椎
尾
弁
匡
（「
共
生
会
」）、
矢
吹
慶
輝
（
宗
教
大
学
社
会
事
業

研
究
室
、
現
大
正
大
学
社
会
共
生
学
部
社
会
福
祉
学
科
）、
長

谷
川
良
信
（「
マ
ハ
ヤ
ナ
学
園
」）
の
「
浄
土
宗
社
会
派
」
と
呼

ば
れ
る
人
々
の
思
想
と
活
躍
を
画
期
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
浄
土
宗
と
し
て
は
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
慈
善

公
共
事
業
を
目
的
と
し
て
（
財
）
浄
土
宗
報
恩
明
照
会
が
設
立

さ
れ
た
。
浄
土
宗
報
恩
明
照
会
課
金
が
全
国
宗
内
寺
院
か
ら
納

め
ら
れ
、
大
正
期
の
社
会
運
動
の
気
運
と
共
に
、
昭
和
初
期
に

社
会
事
業
宗
と
呼
ば
れ
る
評
価
が
浄
土
宗
に
定
着
す
る
力
に
も

な
っ
て
い
る
。
本
会
は
戦
後
四
十
年
間
の
本
会
は
休
眠
す
る
も
、

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
に
再
興
し
、
平
成
二
十
五
年
（
二

〇
一
三
）
に
は
浄
土
宗
と
も
い
き
財
団
と
改
称
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
の
大
戦
を
経
た
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
に
は
、

「
社
会
福
祉
事
業
法
」（
現
社
会
福
祉
法
）
が
成
立
し
、
そ
れ
に

基
づ
き
寺
院
が
社
会
福
祉
法
人
を
運
営
す
る
よ
う
に
な
り
、
公

共
の
福
祉
に
貢
献
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
宗
門
お
よ
び
関
係
大
学
に
お
け
る
社
会
福
祉
学
科
の

開
設
は
、
す
で
に
先
行
し
て
い
た
大
正
大
学
を
は
じ
め
と
し
て
、

昭
和
三
十
三
年（
一
九
五
八
）に
は
華
頂
短
期
大
学
社
会
福
祉
科
、

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
に
は
佛
教
大
学
、
昭
和
四
十
年

（
一
九
六
五
）
に
は
淑
徳
大
学
に
そ
れ
ぞ
れ
学
科
や
学
部
が
開

設
さ
れ
、
社
会
福
祉
人
材
の
養
成
が
始
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
後
の
高
度
成
長
期
が
終
わ
り
、
開
宗
八
〇
〇
年
を
迎
え

た
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
に
は
、
浄
土
宗
社
会
福
祉
事

業
協
会
が
結
成
さ
れ
、
各
施
設
経
営
の
課
題
の
共
有
、
施
設
職

員
の
資
質
の
向
上
と
功
労
者
の
表
彰
等
が
行
わ
れ
、
宗
内
の
社

会
福
祉
事
業
の
交
流
と
発
展
に
努
め
る
等
、
寺
院
が
社
会
福
祉

法
人
を
運
営
す
る
こ
と
で
公
共
の
福
祉
に
寄
与
し
て
き
た
。
ま

た
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
に
は
、浄
土
宗
が
母
体
と
な
っ

た
、
沖
縄
袋
中
園
が
創
立
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
低
成
長
期
に
は
、
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
の

イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
流
出
へ
の
対
応
と
し
て
仏
教
系
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
発

足
、
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）「
同
和
問
題
に
取
り
組
む
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宗
教
団
体
連
帯
会
議
」
の
設
立
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
危
機
意
識

や
反
省
か
ら
の
社
会
活
動
が
創
始
さ
れ
た
。

ま
た
、
バ
ブ
ル
経
済
期
に
は
、
長
寿
社
会
を
迎
え
る
中
で
の

一
九
八
〇
年
代
後
半
の
ビ
ハ
ー
ラ
運
動
が
起
こ
り
、
人
生
の
最

終
段
階
に
お
け
る
医
療
の
現
場
で
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
を

保
つ
た
め
の
活
動
と
し
て
普
及
し
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）

に
は
佛
教
大
学
専
攻
科
に
仏
教
看
護
コ
ー
ス
が
開
設
さ
れ
る
等

関
心
が
高
ま
っ
た
。

そ
し
て
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
に
発
生
し
た
阪
神
淡
路

大
震
災
は
、「
日
本
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
」
と
も
呼

ば
れ
、
僧
侶
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
低
成
長
か
ら
バ
ブ
ル
経
済
期
を
経
る
と
、
少
子
高

齢
化
と
国
家
財
政
の
斜
陽
に
よ
り
、
国
家
責
任
と
さ
れ
て
い
た

社
会
福
祉
が
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
成
立
し
た
「
介
護

保
険
法
」
に
基
づ
き
、
各
自
治
体
に
予
算
と
権
限
が
委
譲
さ
れ

た
。
国
か
ら
地
方
へ
と
い
う
、
そ
の
個
人
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス

の
質
が
求
め
ら
れ
る
社
会
福
祉
の
あ
り
方
へ
と
変
化
し
た
時
期

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
か
ら
は
、
政
府
の
公
益
法
人
制

度
改
革
が
行
わ
れ
、
各
仏
教
教
団
に
お
い
て
も
そ
の
公
益
性
に

つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

特
に
浄
土
宗
で
は
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
浄
土
宗

二
十
一
世
紀
劈
頭
宣
言
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、「
愚

者
の
自
覚
を　

家
庭
に
み
仏
の
光
を　

社
会
に
慈
し
み
を　

世

界
に
共
生
と
も
い
き
を
」
で
あ
り
、
当
時
の
水
谷
幸
正
宗
務
総

長
が
主
導
し
、
浄
土
宗
に
お
け
る
二
十
一
世
紀
の
教
化
の
精
神

的
支
柱
と
し
て
、
宗
規
の
中
に
制
定
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
で
は
、
東
北
各
地
で
の
津
波
や
原
発
事
故
に
よ
る
被

災
地
域
や
住
民
の
支
援
を
僧
侶
や
宗
教
関
係
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

行
い
社
会
的
な
評
価
を
受
け
た
。

こ
れ
に
前
後
し
て
僧
侶
た
ち
の
自
主
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
、
自
死
遺
族
へ
の
悲
嘆
へ
の
取
り
組
み
で
あ
る
自
死
・
自
殺

に
向
き
合
う
僧
侶
の
会
に
参
加
す
る
僧
侶
、
生
活
困
窮
者
へ
の

食
事
や
物
資
提
供
と
支
え
合
い
の
活
動
を
行
う
、
ひ
と
さ
じ
の

会
、
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ
等
へ
の
参
加
や
物
資
や
資
金
提
供
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を
行
う
な
ど
の
活
動
が
生
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
悲
嘆
へ
の
寄
り
添
い
に
関
わ
る
僧
侶
育
成
も
行
わ
れ

て
お
り
、
東
北
大
学
を
発
祥
と
し
た
臨
床
宗
教
師
や
全
国
青
少

年
教
化
協
議
会
の
臨
床
仏
教
師
は
、
そ
の
代
表
的
な
存
在
と
言

え
る
。

さ
ら
に
、
浄
土
宗
で
は
令
和
元
年
（
二
〇
二
〇
）
よ
り
、「
お

寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
」
が
宗
令
と
し
て
制
定
さ
れ
、
超
高
齢

社
会
に
お
け
る
介
護
者
の
支
え
合
い
の
活
動
と
し
て
、
全
国
の

寺
院
で
開
催
が
始
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
特
に
東
日
本
大
震
災
を
前
後
と
し
て
、
災
害

や
景
気
悪
化
に
よ
り
格
差
が
広
が
る
社
会
に
対
す
る
専
門
性
を

持
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
僧
侶
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
。さ

ら
に
、二
〇
三
〇
年
ま
で
国
連
が
推
進
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
関
す
る
活
動
も
各
宗
派
、
各
教
師
に

よ
り
行
わ
れ
て
お
り
、
近
代
に
始
ま
っ
た
浄
土
宗
の
社
会
事
業

は
、
戦
後
の
社
会
福
祉
の
時
代
を
経
て
、
現
在
は
利
他
の
精
神

に
基
づ
く
社
会
貢
献
と
い
う
切
り
口
で
行
わ
れ
て
い
る
。

二
、
社
会
事
業
の
教
理
的
理
解
に
つ
い
て

す
で
に
教
理
と
社
会
実
践
に
つ
い
て
の
研
究
は
、弊
所
の「
仏

教
福
祉
研
究
班
」
に
よ
り
、
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
浄
土
宗
に
お
い
て
は
、
称
名
念
仏
に
励
み
決
定
往
生

の
信
が
確
立
し
て
以
降
は
諸
行
・
諸
善
根
は
正
定
業
で
あ
る
称

名
念
仏
の
一
行
を
助
成
す
る
助
業
と
な
る
と
い
う
法
然
上
人
の

理
解
を
踏
ま
え
た
上
で
、
仏
教
徒
の
掟
と
し
て
の
廃
悪
修
善
や

慈
悲
行
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
私
た
ち

は
凡
夫
で
あ
り
、
人
々
を
導
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
も
凡
夫
が
凡
夫
に
よ
り
そ
う
こ
と
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
見
解
に
つ
い

て
は
、
深
く
首
肯
す
る
所
で
あ
り
、
念
仏
行
に
真
摯
に
励
み
、

そ
の
上
で
謙
虚
に
社
会
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
浄
土
宗
僧
侶

の
あ
り
方
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

現
在
の
浄
土
宗
に
お
け
る
社
会
事
業
は
、
専
門
性
を
持
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
れ
を

進
め
る
う
え
で
障
壁
と
な
る
と
思
わ
れ
て
い
た
戦
後
の
政
教
分

離
の
社
会
認
識
は
、
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る
。
そ
れ
は
災
害
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や
ケ
ア
の
現
場
で
活
動
す
る
僧
侶
の
姿
が
、
他
か
ら
見
れ
ば
布

教
教
化
を
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
寄
り
添
い
」「
共
に
歩

む
」
存
在
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

災
害
、
医
療
、
介
護
の
現
場
で
求
め
ら
れ
る
も
の
の
一
つ
に
、

公
平
性
や
平
等
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
支
援
が
一
人
で
も
多
く
の

方
に
届
く
こ
と
が
大
前
提
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
上
で
僧

侶
は
、
現
場
に
お
い
て
請
わ
れ
な
い
限
り
は
、
特
定
の
宗
教
性

を
打
ち
出
す
こ
と
な
く
、
優
し
さ
に
基
づ
い
た
具
体
的
な
行
動

に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
活
動
の
中

で
自
身
と
向
き
合
う
時
に
、
そ
の
宗
教
性
を
意
識
す
る
。
そ
の

こ
と
が
各
人
の
活
動
の
動
機
づ
け
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

公
益
財
団
法
人
日
本
宗
教
連
盟
都
道
府
県
宗
教
法
人
事
務
担

当
課
に
宛
て
ら
れ
た
、
文
化
庁
宗
務
課
の
事
務
連
絡
「
宗
教
法

人
が
行
う
社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て
（
情
報
提
供
）」
に
は
、

宗
教
法
人
が
災
害
対
策
や
地
域
支
援
の
社
会
貢
献
活
動
を
行
っ

て
い
る
事
例
を
踏
ま
え
、
公
益
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
社

会
貢
献
活
動
も
各
宗
教
法
人
の
判
断
に
基
づ
き
宗
教
活
動
と
整

理
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
留
意

事
項
と
し
て
、
そ
の
活
動
の
根
拠
と
し
て
教
義
や
教
憲
を
確
認

し
て
お
く
こ
と
、
地
域
社
会
の
宗
教
活
動
の
ニ
ー
ズ
を
は
じ
め

と
し
た
社
会
通
念
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
重
要
と
い
う
点
を
挙
げ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
見
解
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
今
後
宗
教
教
団
や

教
師
の
行
う
社
会
貢
献
活
動
は
勧
奨
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、

そ
の
点
に
お
い
て
も
浄
土
宗
の
教
理
お
よ
び
浄
土
宗
二
十
一
世

紀
劈
頭
宣
言
と
社
会
貢
献
活
動
と
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
が
明
確
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
専
門
性
を
持
っ
た

社
会
貢
献
活
動
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
、
現
在
の
浄
土
宗
の
社

会
事
業
が
宗
教
行
為
と
し
て
確
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

【
参
考
】

浄
土
宗
総
合
研
究
所
仏
教
福
祉
研
究
会
編
『
浄
土
宗
の
教
え
と

福
祉
実
践
』、
ノ
ン
ブ
ル
社
、
二
〇
一
二
年
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東
海
林
良
昌
「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
仏
教
系
青
年
組
織
の

災
害
活
動
と
教
義
お
よ
び
実
践
と
の
関
わ
り
」、『
佛
教
大
学
総

合
研
究
所
所
報
』
二
六
、
二
〇
一
九
年

長
谷
川
匡
俊『
仏
教
福
祉
の
考
察
と
未
来
―
仏
教
の
死
生
観
―
』、

国
書
刊
行
会
、
二
〇
二
一
年

文
化
庁
宗
務
課
の
事
務
連
絡
「
宗
教
法
人
が
行
う
社
会
貢
献
活

動
に
つ
い
て
（
情
報
提
供
）」、
二
〇
二
一
年

第
二
章　

�

浄
土
宗
寺
院
に
お
け
る
社
会
事
業
の
具
体
例
と
し
て

の
「
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
」（
香
念
寺
に
お
け

る
活
動
例
）

【
香
念
寺
の
介
護
者
カ
フ
ェ
活
動
】

執
筆
者
が
住
職
を
務
め
る
香
念
寺
（
東
京
都
葛
飾
区
）
で
は
、

二
〇
一
六
年
十
一
月
か
ら
２
ヵ
月
に
一
度
、『
介
護
者
の
心
の

や
す
ら
ぎ
カ
フ
ェ
』
と
い
う
名
称
で
、
介
護
の
経
験
や
悩
み
等

に
関
す
る
語
り
合
い
の
会
を
定
期
的
に
行
っ
て
き
た
。
開
催
は

客
殿
に
て
、
平
日
午
後
に
２
時
間
。
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
人

数
が
増
え
、
立
ち
上
げ
か
ら
２
年
経
っ
て
か
ら
は
、
毎
回
一
五

～
二
〇
名
程
度
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
の
状
況
に

鑑
み
、
二
〇
二
〇
年
五
月
か
ら
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ビ
デ

オ
通
話
ア
プ
リ
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
っ
た
『
オ
ン
ラ
イ
ン
介
護
者
カ

フ
ェ
』
も
開
催
。
毎
回
一
〇
名
弱
と
、
画
面
越
し
に
約
１
時
間

30
分
の
語
り
合
い
を
行
っ
て
い
る
。

活
動
の
目
的
は
、
近
親
者
の
介
護
に
よ
る
「
孤
立
」
が
生
ま

れ
る
の
を
防
ぐ
こ
と
。
自
分
の
状
況
や
気
持
ち
を
誰
に
も
打
ち

明
け
ら
れ
ず
抱
え
込
む
人
が
少
し
で
も
減
る
よ
う
に
と
い
う
思

い
で
、
外
部
と
の
つ
な
が
り
を
得
ら
れ
る
機
会
を
提
供
し
て
い

る
。

【
自
分
の
思
い
や
経
験
を
語
り
合
う
場
を
設
け
る
】

香
念
寺
の
介
護
者
カ
フ
ェ
に
お
い
て
念
頭
に
置
い
て
い
る
の

は
、「
自
分
の
こ
と
を
語
れ
る
場
」
を
設
け
る
こ
と
。
い
わ
ゆ

る
介
護
う
つ
の
経
験
者
な
ど
、
参
加
者
か
ら
は
、「
世
の
中
に

説
明
や
講
義
を
聞
く
場
所
は
あ
っ
て
も
、
自
分
の
こ
と
を
話
せ
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る
場
所
が
無
い
」
と
い
う
言
葉
が
た
び
た
び
語
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
自
宅
で
身
内
の
介
護
に
あ
た
る
参
加
者
か
ら
、「
医
療

や
福
祉
関
係
の
認
知
症
の
勉
強
会
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
介
護
者
の
心
に
楔
と
な
り
支
え
て
く
れ
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
」、「
豊
富
な
経
験
談
や
理
論
を
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
が
、
介
護
者
の
外
側
の
こ
と
ば
か
り
で
、
内
に
向
け
ら
れ
た

癒
し
が
私
に
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
言
葉
が
語
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
。

介
護
に
関
し
て
は
正
し
い
知
識
や
情
報
が
大
切
な
一
方
で
、

他
人
か
ら
理
論
に
も
と
づ
い
た
「
正
解
」
だ
け
を
示
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、「
自
分
の
気
持
ち
に
は
目
を
向
け
て
も
ら
え
な
か
っ

た
」、「『
正
解
』
通
り
で
な
い
自
分
を
否
定
さ
れ
た
気
が
し
た
」

（
そ
れ
ぞ
れ
介
護
経
験
者
の
言
葉
）
と
い
う
思
い
を
抱
く
の
も

自
然
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
介
護
中
に
抱
く
義
務

感
や
負
い
目
、
葛
藤
と
い
っ
た
気
持
ち
へ
の
寄
り
添
い
の
場
を

提
供
で
き
れ
ば
と
い
う
考
え
か
ら
、
互
い
に
自
分
の
こ
と
を
語

り
合
え
る
場
を
設
け
る
こ
と
を
、
活
動
に
お
い
て
意
識
し
て
い

る
。

集
い
の
場
に
お
け
る
寺
院
の
役
割
は
「
傾
聴
」
と
、
人
と
人

と
の
「
橋
渡
し
」。
自
身
の
思
い
や
経
験
を
伝
え
合
う
こ
と
が

で
き
、
介
護
技
術
や
公
的
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
質
問
が
あ
れ
ば

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
機
会

を
寺
院
内
に
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
々
の
介
護
を
抱
え
る

こ
と
に
よ
り
孤
立
し
た
状
況
が
、
こ
の
中
か
ら
一
つ
で
も
少
な

く
な
れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
。

【
寺
院
内
で
の
開
催
『
介
護
者
の
心
の
や
す
ら
ぎ
カ
フ
ェ
』】

二
〇
一
六
年
十
一
月
よ
り
隔
月
で
開
始
し
た
『
介
護
者
の
心

の
や
す
ら
ぎ
カ
フ
ェ
』
は
、
開
催
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加

人
数
が
増
え
、
話
題
も
家
族
内
の
人
間
関
係
な
ど
、
よ
り
私
的

で
具
体
的
な
内
容
が
話
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
毎
回
の
参
加

者
は
香
念
寺
の
檀
信
徒
が
一
人
か
二
人
、
そ
れ
以
外
は
一
般
の

人
が
約
一
五
名
と
い
う
割
合
。
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
行
っ

た
映
画
上
映
会
、
活
動
に
つ
い
て
掲
載
さ
れ
た
新
聞
記
事
な
ど

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
輪
に
加
わ
る
人
数
が
増
え
て
い
き
、
少

し
ず
つ
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、
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近
隣
住
民
以
上
に
、
三
十
分
～
一
時
間
か
け
て
足
を
運
ぶ
参
加

者
が
多
く
、「
噂
に
な
り
そ
う
な
の
で
、
近
所
で
は
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
介
護
の
悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
な
い
」
と
い
う
意
見
が
出

る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
に
よ
り
二

〇
二
〇
年
五
月
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
主
体
に
切
り
替
え
、

そ
の
後
、『
介
護
者
の
心
の
や
す
ら
ぎ
カ
フ
ェ
』
は
同
年
十
一

月
に
八
か
月
ぶ
り
に
再
開
。
密
の
状
態
を
避
け
る
た
め
、
事
前

予
約
制
・
定
員
制
（
十
二
名
）
と
し
、
個
人
情
報
（
氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号
）
に
つ
い
て
も
要
提
出
と
し
た
。

【
オ
ン
ラ
イ
ン
介
護
者
カ
フ
ェ
の
開
催
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
る
『
介
護

者
の
心
の
や
す
ら
ぎ
カ
フ
ェ
』
の
休
止
に
伴
い
、
二
〇
二
〇
年

五
月
か
ら
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
語
り
合
い
を
行
う『
オ

ン
ラ
イ
ン
介
護
者
カ
フ
ェ
』
を
開
始
。
直
接
対
面
し
な
く
て
も

話
を
交
わ
せ
る
機
会
と
し
て
、
平
日
午
後
に
１
時
間
30
分
の
時

間
を
設
け
て
い
る
。
参
加
者
は
、
こ
ち
ら
か
ら
メ
ー
ル
で
送
る

Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
、
ウ
ェ
ブ
上
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

ム
に
入
室
す
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
を
利
用
し
た
集
い
に
つ
い
て
、「
画
面

越
し
で
は
個
人
的
な
悩
み
を
打
ち
明
け
る
の
が
難
し
い
と
思

う
」、「
発
言
内
容
や
表
情
は
伝
わ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、

実
際
に
会
う
か
ら
こ
そ
共
有
で
き
る
場
の
空
気
が
大
事
で
は
」

と
意
見
が
出
る
一
方
で
、「
介
護
が
あ
っ
て
外
出
が
難
し
い
自

分
も
、
こ
れ
な
ら
参
加
で
き
る
か
も
」
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
等
の
操
作
に
不
慣
れ
で
参
加
の
難
し
い
人

宛
て
に
も
、
開
催
ご
と
に
手
書
き
の
挨
拶
を
添
え
た
案
内
を
封

書
に
て
送
付
し
て
い
る
。そ
の
手
紙
に
対
し
、「
私
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
こ
と
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ま
た
お
寺
で
お
会
い

し
た
い
で
す
ね
」
と
い
う
電
話
や
メ
ー
ル
の
返
信
を
受
け
取
る

こ
と
が
あ
り
、
会
の
開
催
を
通
じ
て
、
そ
う
し
た
小
さ
な
交
流

や
や
り
取
り
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
大
切
な
部
分
と
考
え
る
。

語
り
合
い
に
お
い
て
は
、

・�
面
会
制
限
が
あ
る
た
め
、
家
族
の
入
院
や
施
設
入
居
が
不
安

・�

緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
て
か
ら
２
ヵ
月
の
外
出
自
粛
生
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活
で
、
親
の
認
知
症
が
一
気
に
進
ん
だ

・�
医
療
従
事
者
だ
け
で
な
く
、
在
宅
介
護
者
の
負
担
増
加
も
メ

デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い

と
い
っ
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
下
特
有
の
介

護
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
話
題
に
上
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

日
常
生
活
に
つ
い
て
の
話
（
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
状
況
、
通
っ

て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
再
開
等
）
が
交
わ
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。な

お
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
会
は
対
面
の
会
に
比
べ
て
新
規
の
参

加
者
が
増
え
づ
ら
い
傾
向
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
実
際
に
顔
を

合
わ
せ
て
き
た
メ
ン
バ
ー
と
の
つ
な
が
り
を
維
持
す
る
に
は
有

意
義
な
開
催
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
。
時
に
は
、「
九

十
代
の
祖
母
が
突
然
余
命
を
宣
告
さ
れ
た
こ
と
に
戸
惑
っ
て
い

ま
す
」
と
、
急
に
身
内
に
介
護
が
必
要
な
状
況
に
直
面
す
る
人

も
い
る
た
め
、
毎
回
概
ね
同
じ
参
加
者
で
あ
っ
て
も
、
会
の
継

続
に
は
意
味
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

【
参
加
者
同
士
の
支
え
合
い
の
場
の
提
供
】

「
介
護
者
カ
フ
ェ
」
と
名
乗
っ
て
い
る
が
、
主
催
者
と
し
て

積
極
的
に
参
加
を
促
す
の
は
「
介
護
者
」（
現
在
介
護
中
の
人
）

に
限
ら
な
い
。

参
加
者
の
一
人
が
自
分
の
介
護
経
験
に
つ
い
て
話
す
と
、
そ

れ
は
話
者
自
身
に
安
心
が
生
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
経
験

談
を
聴
い
た
他
の
参
加
者
に
学
び
や
安
心
を
与
え
る
こ
と
に
も

な
る
。そ
こ
で
、会
に
お
い
て
は
現
在
介
護
中
の
人
だ
け
で
な
く
、

す
で
に
身
内
の
介
護
を
終
え
た
人
に
対
し
て
も
、「
ぜ
ひ
参
加

し
て
、貴
重
な
経
験
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
」と
案
内
し
て
い
る
。

な
お
、
身
内
の
介
護
を
終
え
た
人
の
参
加
に
つ
い
て
は
、「
要

介
護
家
族
が
亡
く
な
っ
た
後
は
、
医
療
・
介
護
関
係
者
も
行
政

職
員
も
そ
の
お
家
に
行
く
理
由
が
無
く
な
り
ま
す
。
孤
立
す
る

可
能
性
が
高
い
た
め
、
遺
さ
れ
た
家
族
が
参
加
で
き
る
場
を
設

け
て
も
ら
え
た
ら
」
と
、
行
政
職
員
の
方
か
ら
た
び
た
び
期
待

さ
れ
る
点
で
あ
る
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
く
。

ま
た
、
本
格
的
に
介
護
が
始
ま
っ
て
い
な
い
人
の
参
加
も
歓

迎
し
て
い
る
。「
ま
だ
家
族
の
認
知
症
の
症
状
が
重
く
な
い
た
め
、
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今
日
は
自
分
が
参
加
し
て
よ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
」
な
ど

聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
介
護
で
忙
し
く
な
っ
て
か
ら
で
は
、

外
と
の
つ
な
が
り
を
作
り
に
出
か
け
る
時
間
的
余
裕
は
無
く
な

る
た
め
、
そ
の
前
か
ら
座
談
会
の
輪
に
加
わ
っ
て
他
の
参
加
者

の
話
を
聴
き
、
い
ざ
と
い
う
時
に
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
を
打
ち

明
け
た
り
相
談
し
た
り
で
き
る
相
手
を
持
つ
の
が
、
そ
の
後
の

備
え
と
し
て
大
切
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
し
て
、
現
在
の
「
介
護
者
」
に
限
ら
ず
、
過
去
に
「
介

護
者
」
だ
っ
た
人
、
近
い
将
来
「
介
護
者
」
と
な
る
可
能
性
の

あ
る
人
、
人
生
の
様
々
な
段
階
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
語
り
、
傾

聴
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
互
い
に
支
え
合
う
場
を
設
け
て
い
る
。

誰
し
も
順
番
に
「
介
護
者
」
に
も
「
要
介
護
者
」
に
も
な
り
得

る
人
生
を
生
き
る
中
、
介
護
し
て
い
る
・
介
護
さ
れ
て
い
る
・

介
護
経
験
が
無
い
の
は
ど
れ
も
負
い
目
を
持
つ
こ
と
で
は
な
い

と
い
う
考
え
を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
そ
の
時
の
立
場
に

応
じ
て
役
割
（
伝
え
る
・
傾
聴
す
る
）
を
担
う
こ
と
で
、
人
の

輪
に
加
わ
る
こ
と
に
よ
る
〈
安
心
〉、
さ
ら
に
は
他
者
を
支
え

る
こ
と
に
よ
る
〈
自
信
〉
を
持
つ
こ
と
に
な
れ
ば
、
と
考
え
て

い
る
。

【「
介
護
に
は
『
正
解
』
が
無
い
」
を
会
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
】

会
の
中
で
大
切
に
し
て
い
る
の
は
相
手
の
話
を
否
定
せ
ず
に

「
聴
く
姿
勢
」。「
こ
う
す
べ
き
で
す
よ
」
と
、一
方
的
に
「
正
解
」

を
押
し
付
け
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
者
が
抱
く
気
持

ち
を
互
い
に
受
け
止
め
合
う
こ
と
を
、
語
り
合
い
の
際
の
約
束

事
と
し
て
い
る
。

一
般
に
言
わ
れ
る
「
介
護
で
は
ベ
ス
ト
（
完
璧
）
で
は
な
く

ベ
タ
ー
（
最
善
）
を
目
指
す
の
が
大
切
」
と
い
う
言
葉
が
示
す

よ
う
に
、
誰
し
も
で
き
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
も
、
分
か
る

こ
と
も
そ
の
時
点
で
は
分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
中
で
、
そ
の

都
度
自
分
な
り
に
精
一
杯
の
選
択
を
し
な
が
ら
日
々
を
送
る
の

が
現
実
の
介
護
。
そ
こ
で
座
談
会
に
お
い
て
は
、「
普
通
そ
ん

な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
ね
」
と
頭
ご
な
し
に
否
定
し
た
り
、「
こ

れ
が
正
解
で
す
よ
」
と
相
手
を
追
い
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
な
く
、

「
そ
れ
は
つ
ら
い
で
す
ね
」、「
そ
の
状
況
な
ら
私
も
同
じ
よ
う

に
す
る
と
思
い
ま
す
」
と
声
を
か
け
合
い
進
行
す
る
よ
う
に
促
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し
て
い
る
。「
子
ど
も
の
自
分
が
自
宅
で
介
護
す
べ
き
」、「
認

知
症
の
親
を
怒
鳴
っ
て
し
ま
っ
た
自
分
は
親
不
孝
者
だ
」
な
ど
、

近
親
者
の
身
体
が
衰
え
る
不
安
を
抱
え
つ
つ
、
優
し
く
し
た
い

の
に
上
手
く
接
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
葛
藤
や
負
い
目
を
認
め

許
し
合
い
、
お
互
い
に
寄
り
添
い
合
う
関
係
が
築
か
れ
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

な
お
、
こ
う
し
た
気
持
ち
の
分
か
ち
合
い
は
、
誰
し
も
い
た

ら
な
い
私
た
ち
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
「
愚
者
の
自
覚
」
か
ら

「
慈
し
み
」
の
気
持
ち
が
生
ま
れ
、「
共
生
」
の
心
で
人
と
人
と

が
結
ば
れ
る
と
い
う
、『
浄
土
宗
21
世
紀
劈
頭
宣
言
』
に
示
さ

れ
る
お
念
仏
の
心
を
形
に
顕
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
て
い
る
。

第
三
章　

�「
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
」
の
主
催
者
と
参
加
者

に
見
ら
れ
る
影
響

は
じ
め
に

浄
土
宗
で
は
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
よ
り
、
浄
土
宗
寺
院

が
取
り
組
む
社
会
事
業
の
一
つ
と
し
て
「
お
寺
で
の
介
護
者
カ

フ
ェ
」
の
開
催
を
推
進
し
て
い
る
。
開
催
を
希
望
す
る
寺
院
は
、

浄
土
宗
社
会
部
に
申
請
を
行
う
こ
と
で
、
カ
フ
ェ
立
ち
上
げ
支

援
委
員
か
ら
の
助
言
や
開
催
の
た
め
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
事
業
は
、
超
高
齢
化
を
迎
え
た
日
本
の
地
域
社

会
に
対
し
て
、
寺
院
・
僧
侶
が
実
践
で
き
る
社
会
貢
献
の
一
環

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、

主
催
者
で
あ
る
僧
侶
側
に
は
地
域
的
な
役
割
に
対
す
る
積
極
的

な
姿
勢
な
ど
様
々
な
意
識
上
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
参
加

者
に
も
、
寺
院
・
僧
侶
に
親
近
感
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
な
ど
、

印
象
の
好
転
が
う
か
が
え
る
。

本
稿
で
は
「
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
」
主
催
者
の
内
、
山

形
教
区
西
蓮
寺・伊
藤
竜
信
（
本
稿
著
者
）、東
京
教
区
香
念
寺・

下
村
達
郎
師
、
静
岡
教
区
平
等
寺
・
岩
田
正
賢
師
、
京
都
教
区

金
剛
寺
・
中
村
徹
信
師
、
光
縁
寺
・
中
島
隆
伸
師
、
大
阪
教
区

安
福
寺
・
大
崎
信
人
師
、
願
生
寺
・
大
河
内
大
博
師
、
大
王
寺
・

佐
藤
玄
徳
師
、
西
照
寺
・
正
木
唯
真
師
ら
九
名
に
行
っ
た
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
と
、
開
催
寺
院
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
二
〇



458

一
八
年
・
香
念
寺
、
二
〇
一
九
年
・
西
蓮
寺
）、
開
催
寺
院
に

寄
せ
ら
れ
た
参
加
者
の
感
想
な
ど
を
も
と
に
、
そ
の
影
響
に
つ

い
て
考
察
す
る
。

一
、
カ
フ
ェ
主
催
者
の
意
識
の
変
化

カ
フ
ェ
主
催
者
は
開
催
前
と
開
催
後
に
、
大
き
な
意
識
の
変

化
を
感
じ
て
い
る
。

例
え
ば
開
催
前
に
は
、

・�

開
催
中
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
、
傾
聴
法
に
つ
い
て
、
で
き

る
の
か
不
安
が
あ
る
。

・�

よ
く
話
さ
れ
る
話
題
の
具
体
例（
ど
ん
な
背
景
の
参
加
者
か
ら
、

ど
ん
な
話
題
が
出
た
か
な
ど
）
を
知
り
た
い
。

な
ど
の
不
安
を
感
じ
て
い
た
が
、
開
催
後
は

・�「
開
催
当
初
は
、
自
分
自
身
に
経
験
も
知
識
も
な
く
、
介
護

に
悩
む
人
た
ち
に
対
し
何
が
出
来
る
の
か
不
安
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の

専
門
職
の
人
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
安
心
し
て
話
が

聴
け
た
」

・�「
参
加
者
の
悩
み
に
対
し
、
専
門
家
の
介
入
が
実
際
に
必
要

に
な
っ
た
事
例
も
あ
っ
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
そ
れ
は
少
数
。

む
し
ろ
話
す
場
が
あ
る
だ
け
で
解
消
さ
れ
る
不
安
も
多
い
と

感
じ
た
。」

・�

カ
フ
ェ
の
開
催
に
あ
た
り
、
主
催
者
の
介
護
資
格
や
知
識
・

経
験
の
有
無
は
、実
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
問
題
で
は
無
く（
も

ち
ろ
ん
あ
れ
ば
あ
っ
た
で
役
に
は
立
つ
）、
重
要
な
の
は
開

き
た
い
、
続
け
た
い
と
の
意
思
だ
と
感
じ
た
。
そ
の
意
志
さ

え
あ
れ
ば
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
開
催
は
可
能
で
は

な
い
か
。」

な
ど
、
実
施
を
通
じ
て
傾
聴
技
術
の
未
熟
さ
や
専
門
知
識
の

欠
如
に
つ
い
て
の
不
安
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
う
し
た
意
識
の
変
化
の
傾
向
を
、
大
き
く
①
他
職
種
と
の
連

携
・
協
働
に
つ
い
て
の
意
識
の
変
化
、
②
宗
教
者
と
し
て
の
姿

勢
の
変
化
、
③
地
域
社
会
に
お
け
る
寺
院
・
僧
侶
の
役
割
へ
の

意
識
の
変
化
、
④
カ
フ
ェ
活
動
の
今
後
の
展
開
と
地
域
間
連
携

へ
の
意
識
向
上
の
4
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
①
他
職
種
と
の
連
携
・
協
働
に
つ
い
て
の
意
識
の
変
化
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に
つ
い
て
は
、

・�
開
催
前
は
、
一
番
身
近
な
相
談
相
手
で
あ
る
「
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
の
役
割
に
業
務
内
容
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な

か
っ
た
。
改
め
て
そ
の
重
要
性
に
気
づ
い
た
。

・�

カ
フ
ェ
開
催
に
つ
い
て
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
情
報
を
発
信
し
た
際
、

医
療
・
介
護
の
専
門
職
の
方
か
ら
応
援
や
、
協
力
し
た
い
と

の
声
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
人
々
が
介
護
の
問

題
へ
の
寺
院
の
関
わ
り
に
期
待
し
、
連
携
の
可
能
性
を
見
出

し
て
い
る
こ
と
が
励
み
に
な
っ
た
。
ま
た
専
門
職
の
人
々
で

あ
っ
て
も
、
現
場
で
で
き
る
だ
け
良
い
関
り
方
が
し
た
い
と

模
索
し
て
い
る
事
が
分
か
り
心
動
か
さ
れ
た

な
ど
の
言
葉
の
よ
う
に
、
主
催
者
が
実
際
の
カ
フ
ェ
開
催
を

通
し
て
、
他
職
種
か
ら
の
寺
院
へ
の
期
待
と
協
働
の
可
能
性
を

実
感
し
て
い
る
様
子
が
看
取
さ
れ
る
。

次
に
②
宗
教
者
と
し
て
の
姿
勢
の
変
化
に
つ
い
て
は
、

・�

介
護
に
は
“
正
解
”
も
、“
完
璧
”
な
介
護
も
無
い
…
愚
者

の
自
覚
（
誰
し
も
出
来
な
い
こ
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
と
い
う
意
識
）
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。

と
の
感
想
や
、
普
段
の
法
務
の
中
で
檀
信
徒
に
関
わ
る
姿
勢
に

つ
い
て
、

・�

こ
ち
ら
が
何
か
話
す
よ
り
も
、
じ
っ
く
り
“
聴
く
”
こ
と
の

大
切
さ
を
感
じ
、
そ
れ
を
で
き
る
だ
け
実
践
し
た
い
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
。

・�

檀
家
さ
ん
の
ご
自
宅
へ
月
参
り
に
伺
う
際
、
そ
の
人
の
体
調

や
雰
囲
気
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
と
の
関
わ
り
方
な
ど
に
自
然

と
目
が
向
く
よ
う
に
な
っ
た
。

・�

時
に
お
檀
家
さ
ん
が
示
し
て
く
れ
る
篤
い
信
仰
心
、
そ
の
背

景
に
何
が
あ
る
の
か
、
ど
ん
な
思
い
が
あ
る
の
か
、
そ
の
人

な
り
の
歴
史
に
よ
り
関
心
が
向
く
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
そ

の
背
景
に
自
然
に
敬
意
を
払
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
述
べ
る
感
想
が
あ
り
、介
護
者
カ
フ
ェ
の
開
催
に
よ
り“
老

い
”
の
苦
し
み
や
、
介
護
に
ま
つ
わ
る
苦
悩
に
接
し
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
檀
信
徒
の
声
に
耳
を
傾
け
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ど
、

主
催
者
の
教
化
姿
勢
に
積
極
的
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
③
地
域
社
会
に
お
け
る
寺
院
・
僧
侶
の
役
割
へ
の
意
識

の
変
化
に
つ
い
て
、
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・�

開
催
を
通
じ
て
、う
ち
の
地
域
に
も
地
域
社
会
に
貢
献
し
た
い
、

何
か
や
り
た
い
と
考
え
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

カ
フ
ェ
が
そ
う
し
た
人
と
の
接
点
に
な
っ
た
。

・�

地
域
の
人
々
か
ら
、
開
催
へ
の
感
謝
や
、
お
寺
に
対
す
る
期

待
の
言
葉
な
ど
を
聞
く
機
会
と
な
っ
た
。
お
寺
が
社
会
に
対

す
る
良
い
関
わ
り
の
拠
点
に
な
り
得
る
と
感
じ
ら
れ
た
。

・�

言
葉
で
の
布
教
と
は
異
な
る
が
、
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、

仏
教
が
持
つ
“
慈
悲
”
の
精
神
や
、
そ
の
教
え
に
触
れ
て
も

ら
え
た
ら
嬉
し
い
。

・�

社
会
に
慈
し
み
と
、共
生（
と
も
い
き
）の
心
が
生
ま
れ
る
き
っ

か
け
に
し
た
い
。
お
念
仏
の
心
が
根
底
に
あ
る
、
寄
り
添
い

の
活
動
の
一
環
と
し
て
捉
え
て
い
る

の
よ
う
に
、
主
催
者
は
カ
フ
ェ
で
の
経
験
を
通
じ
、
寺
院
・

僧
侶
の
存
在
や
仏
教
的
な
精
神
が
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
有
益

な
役
割
を
担
え
る
と
い
う
認
識
を
持
つ
に
至
っ
て
い
る
。

最
後
に
④
カ
フ
ェ
活
動
の
今
後
の
展
開
と
地
域
間
連
携
へ
の

意
識
向
上
に
つ
い
て
、

・�

人
を
集
め
る
こ
と
が
目
的
な
の
で
は
な
く
“
場
”
を
つ
く
る

こ
と
、
そ
れ
を
継
続
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
、

ブ
レ
ず
に
共
有
す
べ
き
だ
と
思
う
。

・�

も
っ
と
全
国
に
カ
フ
ェ
を
開
催
す
る
浄
土
宗
寺
院
が
広
が
っ

て
欲
し
い
。
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
各
教
区
各
組
に
一
カ
寺

あ
る
よ
う
な
状
況
が
理
想
だ
と
考
え
る
。

・�

子
育
て
支
援
、
障
が
い
者
支
援
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
な
ど
、
他

領
域
と
の
連
携
に
も
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
る
。
今
後
、
宗

に
は
専
門
職
と
の
効
果
的
な
つ
な
が
り
方
な
ど
を
学
ぶ
機
会

も
設
け
て
欲
し
い
。

・�

寺
院
ご
と
に
、
開
催
の
原
動
力
と
な
る
も
の
（
例
え
ば
代
表

者
の
来
歴
や
グ
リ
ー
フ
な
ど
）
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
宗

に
は
そ
こ
を
一
つ
の
出
発
点
と
出
来
る
よ
う
な
、
活
か
せ
る

よ
う
な
取
り
組
み
の
可
能
性
を
、
共
に
考
え
て
欲
し
い
。

・�

公
的
セ
ク
タ
ー
は
、
来
て
く
れ
な
い
人
に
は
リ
ー
チ
で
き
な

い
と
い
う
も
ど
か
し
さ
を
抱
え
て
い
る
。
寺
院
は
今
ま
で
繋

が
れ
な
か
っ
た
人
と
繋
が
れ
る
場
と
し
て
期
待
さ
れ
、
ま
た

各
寺
の
お
檀
家
の
中
に
は
こ
う
し
た
繋
が
り
を
必
要
と
し
て

い
る
人
が
確
実
に
い
る
。
こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
や
、
協
働
事
例
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を
寺
院
間
で
共
有
し
、
効
果
的
な
つ
な
が
り
方
を
提
案
す
る

こ
と
は
、
お
互
い
の
利
益
と
な
り
、
各
地
域
で
の
寺
院
の
存

在
感
の
拡
大
に
も
つ
な
が
る
。

な
ど
、
主
催
者
の
中
に
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
、
開
催

寺
院
の
全
国
へ
の
広
が
り
や
地
域
間
を
超
え
た
連
携
へ
の
期
待

を
語
る
人
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
も
、

カ
フ
ェ
開
催
の
影
響
の
一
つ
で
あ
り
、
意
義
あ
る
変
化
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
が
拡
大
し
て

い
る
中
で
カ
フ
ェ
を
開
催
し
た
主
催
者
の
言
葉
に
も
触
れ
て
お

き
た
い
。

・�

開
催
に
あ
た
り
、
公
的
セ
ク
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
と
の
話
し
合

い
の
中
で
、
高
齢
者
向
け
の
事
業
を
止
め
る
と
、
フ
レ
イ
ル

（
虚
弱
と
も
。
病
気
や
老
化
に
よ
る
心
身
の
著
し
い
衰
え
）

の
進
行
や
健
康
状
態
の
悪
化
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
と
の
話
が

あ
り
、
開
催
を
続
け
る
方
針
を
執
っ
た
。

・�

コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
、
人
の
集
ま
る
こ
と
に
対
し
て
地
域
の
住

民
の
中
で
も
様
々
な
ス
タ
ン
ス
の
違
い
が
み
ら
れ
、
広
報
に

は
気
を
遣
っ
た
。
し
か
し
自
治
体
や
医
療
・
介
護
施
設
な
ど

は
む
し
ろ
非
常
に
協
力
的
だ
っ
た
。

・�

実
際
に
開
催
し
て
み
る
と
、
こ
の
時
期
で
も
あ
の
お
寺
な
ら

開
い
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
口
コ
ミ
で
伝
わ
り
、
参
加
者

が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
感
染
症
拡
大
下
に
あ
っ
て
も
、
対
策
を
講
じ

る
こ
と
に
よ
っ
て
孤
立
防
止
や
フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
の
地
域

の
居
場
所
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
主
催
者
の
言
葉
を

特
筆
し
て
お
く
。

二
、
カ
フ
ェ
参
加
者
の
意
識
の
変
化

お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
は
、
そ
の
参
加
者
に
対
し
て
も
、

主
に
寺
院
・
僧
侶
へ
の
印
象
の
好
転
や
満
足
度
に
積
極
的
な
影

響
を
与
え
て
い
る
。
開
催
寺
院
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
以

下
の
よ
う
な
回
答
が
見
ら
れ
た
。

・�
毎
回
、
た
く
さ
ん
の
良
い
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
て
と
て
も
満
足
で
し
た
。
今

日
も
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
で
家
路
に
帰
れ
ま
す
。
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・�

身
近
な
問
題
で
あ
る
介
護
に
つ
い
て
、
支
援
し
て
く
だ
さ
る

の
は
と
て
も
良
い
と
思
い
ま
し
た
。
精
神
的
な
支
え
に
も
な

る
と
思
い
ま
す
。

・�

お
寺
で
看
取
っ
た
夫
の
こ
と
を
話
し
て
い
る
と
、
近
く
で
聞

い
て
く
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気
に
な
り
ま
す
。

お
寺
と
い
う
会
場
の
雰
囲
気
な
ら
で
は
で
す
。

・�

寺
院
が
介
護
者
の
問
題
に
関
わ
っ
て
く
れ
る
の
は
、
と
て
も

よ
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
介
護
や
看
取
り
に
は
、
魂
の
部

分
や
、
哲
学
的
な
部
分
が
あ
る
の
で
、
寺
院
で
カ
フ
ェ
が
行

わ
れ
る
の
は
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
他
、
参
加
者
か
ら
主
催
者
に
寄
せ
ら
れ
た
感
想
と

し
て

・�

今
後
経
験
す
る
人
の
た
め
に
、
自
分
の
経
験
を
役
立
て
て
欲

し
い
、
と
思
っ
て
参
加
し
て
い
る
。

・�

介
護
の
こ
と
を
話
し
て
い
た
ら
、
き
ち
ん
と
終
活
の
こ
と
を

考
え
な
け
れ
ば
と
い
う
気
分
に
な
っ
た
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
を
書
き
た
い
の
で
手
伝
っ
て
欲
し
い
。

・�

お
寺
な
の
で
、
他
で
は
避
け
ら
れ
る
“
死
”
に
つ
い
て
話
し

て
も
構
わ
な
い
と
い
う
雰
囲
気
、
自
然
に
そ
う
い
う
話
に
な

る
雰
囲
気
が
あ
る
。

な
ど
の
言
葉
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

や
参
加
者
の
感
想
か
ら
は
、
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
が
、
寺

院
・
僧
侶
の
イ
メ
ー
ジ
を
好
転
さ
せ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

参
加
者
の
精
神
的
な
支
え
の
場
、
家
族
を
看
取
っ
た
人
の
悲
嘆

を
分
ち
合
う
場
、
宗
教
者
と
死
生
観
を
語
り
合
う
場
と
し
て
機

能
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

お
わ
り
に

今
回
の
考
察
を
通
し
て
、「
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
」
の

開
催
が
、
主
催
者
の
僧
侶
に
対
し
①
他
職
種
と
の
連
携
・
協
働

に
つ
い
て
の
意
識
の
変
化
、
②
宗
教
者
と
し
て
の
姿
勢
の
変
化
、

③
地
域
社
会
に
お
け
る
寺
院
・
僧
侶
の
役
割
へ
の
意
識
の
変
化
、

④
カ
フ
ェ
活
動
の
今
後
の
展
開
と
地
域
間
連
携
へ
の
意
識
向
上
、

の
4
つ
の
点
か
ら
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

主
催
者
に
と
っ
て
、
カ
フ
ェ
の
開
催
経
験
が
、
他
職
種
と
の

連
携
意
識
を
養
い
、
人
の
苦
悩
に
触
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
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い
る
ほ
か
、
主
催
者
が
地
域
社
会
で
の
お
寺
院
の
役
割
を
自
覚

し
、
高
い
意
識
を
持
っ
て
今
後
の
社
会
事
業
の
発
展
に
取
り
組

め
る
一
助
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

ま
た
参
加
者
に
つ
い
て
も
、
寺
院
・
僧
侶
へ
の
イ
メ
ー
ジ
を

好
転
さ
せ
る
と
と
も
に
、
精
神
的
な
癒
し
の
場
と
な
り
、
ま
た

自
身
の
今
後
や
死
生
観
を
語
り
、
悲
嘆
を
分
ち
合
う
場
と
し
て

機
能
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

こ
こ
か
ら
は
、「
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
」
が
、
仏
教
寺

院
が
行
う
社
会
事
業
と
し
て
、
一
般
社
会
に
対
す
る
大
き
な
イ

ン
パ
ク
ト
・
場
と
し
て
の
有
用
性
を
持
つ
と
と
も
に
、
事
業
を

主
催
す
る
僧
侶
に
と
っ
て
、
宗
教
者
の
本
来
的
な
役
割
を
意
識

し
、
自
己
研
鑽
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。今

後
こ
の
事
業
に
関
わ
る
寺
院
・
主
催
者
が
、
地
域
を
越
え

た
連
携
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
そ
の
有
用
性
や
イ
ン

パ
ク
ト
は
よ
り
大
き
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

第
四
章　

�「
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
」
の
地
域
を
超
え
た
連

携
の
可
能
性

（
一
）
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
に
お
け
る
地
域
間
交
流

お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
の
立
ち
上
げ
マ
ニ
ュ
ア
ル
『
は
じ

め
よ
う
！
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
』
に
よ
れ
ば
、
お
寺
で
の

介
護
者
カ
フ
ェ
（
以
下
、「
介
護
者
カ
フ
ェ
」）
の
目
的
は
「
家

族
な
ど
の
介
護
に
携
わ
る
人
が
、
日
頃
の
悩
み
を
分
か
ち
合
い
、

情
報
交
換
を
行
う
」
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
対
象
者
は
「
孤
立
し

が
ち
な
介
護
者
」「
介
護
に
関
心
の
あ
る
人
々
」
で
あ
り
、
ま

た
寺
院
空
間
を
利
用
す
る
意
義
に
つ
い
て
は
「
仏
さ
ま
が
見
守

り
、
人
々
の
信
仰
に
支
え
ら
れ
、
地
域
の
歴
史
と
共
に
歩
ん
で

き
た
お
寺
に
は
、
人
の
苦
し
み
を
受
け
止
め
る
“
場
”
の
力
が

あ
り
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
点
か
ら
も
分
か
る

よ
う
に
、
立
ち
上
げ
段
階
に
お
け
る
介
護
者
カ
フ
ェ
の
基
本
的

な
理
念
に
は
、
檀
信
徒
に
限
ら
な
い
地
域
の
住
民
を
対
象
と
し

て
、
地
域
の
歴
史
を
見
守
っ
て
き
た
寺
院
を
場
と
す
る
、
地
域

に
密
着
し
た
社
会
貢
献
活
動
（
す
な
わ
ち
地
域
貢
献
）
が
念
頭

に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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実
際
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
香
念
寺
（
東
京
）、

西
蓮
寺
（
山
形
）、
平
等
寺
（
静
岡
）、
専
念
寺
（
東
京
）、
金

剛
寺
（
京
都
）、
浄
福
寺
（
鹿
児
島
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

介
護
者
カ
フ
ェ
の
参
加
者
は
、
基
本
的
に
開
催
寺
院
と
同
一
地

域
内
の
住
人
で
あ
っ
た
。そ
の
主
た
る
理
由
の
ひ
と
つ
は
広
報・

告
知
の
手
段
に
あ
り
、
少
な
く
と
も
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
二
〇
二

〇
年
ま
で
は
、
ウ
ェ
ブ
を
介
し
た
広
報
よ
り
も
、
寺
院
が
属
す

る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
一
部
の
寺
院
で
は
地
域
包
括
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
）
を
中
心
と
す
る
フ
ラ
イ

ヤ
ー
配
布
や
掲
示
板
な
ど
の
オ
フ
ラ
イ
ン
に
よ
る
告
知
方
法
に

限
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

や
や
例
外
的
で
は
あ
る
が
、
新
規
の
介
護
者
カ
フ
ェ
を
立
ち

上
げ
る
際
に
、浄
土
宗
社
会
部
よ
り「
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ

立
ち
上
げ
支
援
員
（
以
下
、
支
援
員
）」
を
派
遣
し
て
お
り
、

そ
の
支
援
員
の
自
坊
に
お
け
る
カ
フ
ェ
の
常
連
参
加
者
の
方
が
、

他
寺
院
で
開
催
さ
れ
た
介
護
者
カ
フ
ェ
の
情
報
を
聞
き
つ
け
て

参
加
を
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
い
わ
ば
「
地
域
を
超

え
た
参
加
者
の
交
流
」
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
参
加
者
の

方
々
に
と
っ
て
の
移
動
の
負
担
（
交
通
費
・
移
動
時
間
）
が
さ

ほ
ど
大
き
く
な
い
、
近
接
し
た
地
域
内
で
複
数
寺
院
に
よ
っ
て

カ
フ
ェ
が
開
催
さ
れ
た
場
合
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う

（
少
な
く
と
も
継
続
的
な
参
加
は
難
し
い
）。

と
は
い
え
、
執
筆
者
自
身
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
と

あ
る
介
護
者
カ
フ
ェ
の
新
規
立
ち
上
げ
の
際
に
は
、
座
談
会
経

験
の
先
達
で
あ
る
参
加
者
の
方
が
、
は
じ
め
て
座
談
会
に
参
加

す
る
方
々
の
戸
惑
い
を
察
知
し
て
会
話
を
切
り
出
す
リ
ー
ド
役

を
担
っ
て
く
だ
さ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
場
の
安
心
感
や
活
発
さ

が
醸
造
さ
れ
て
ゆ
く
さ
ま
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
地
域
を
超
え
た
交
流
、
す
な
わ
ち
他
地
域
か
ら
の
来
訪

者
に
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
効
能
も
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
地
元
の
交
流
が
濃
密
な
地
域
で
開
催
す
る
場
合
に
は
、

参
加
者
が
知
人
同
士
で
あ
る
可
能
性
も
高
く
、
そ
う
い
っ
た
場

で
は
思
い
切
っ
て
介
護
の
実
情
や
本
音
を
話
せ
な
い
と
い
う
こ

と
も
あ
り
得
る
。
実
際
に
、
地
元
の
介
護
支
援
の
催
し
に
は
参

加
し
に
く
い
た
め
、
あ
え
て
隣
の
行
政
区
で
行
わ
れ
て
い
る
寺

院
の
介
護
者
カ
フ
ェ
を
選
ん
で
参
加
し
た
と
い
う
声
も
耳
に
し
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た
。
比
較
的
近
い
地
域
内
に
お
い
て
複
数
寺
院
の
カ
フ
ェ
開
催

が
な
さ
れ
て
、
相
互
に
参
加
交
流
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
よ
り
よ

い
形
で
の
座
談
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
二
）
オ
ン
ラ
イ
ン
を
利
用
し
た
介
護
者
カ
フ
ェ
活
動

二
〇
二
一
年
以
降
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
下
村
達
郎
氏

の
報
告
（
第
二
章
）
に
も
あ
る
よ
う
に
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し

た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
介
護
者
カ
フ
ェ
」
の
試
み
が
香
念
寺
の
介
護

者
カ
フ
ェ
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
地
域
密
着
型
で
比

較
的
高
齢
の
参
加
者
が
多
い
介
護
者
カ
フ
ェ
は
、
当
然
な
が
ら

対
面
で
の
開
催
が
難
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
般
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
は
、
す
で
に
信
頼
関
係
が
構
築

さ
れ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
有

効
性
が
高
い
も
の
の
、
初
対
面
時
の
雑
談
な
ど
、
ゆ
る
や
か
な

関
係
性
作
り
に
は
不
向
き
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
介
護
者
カ

フ
ェ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
つ
い
て
も
、
感
染
予
防
や
移
動
負

担
を
小
さ
く
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、
ど
う
し
て
も
視
覚
と

聴
覚
に
依
存
し
が
ち
で
、
五
感
を
通
じ
た
場
の
空
気
の
共
有
が

充
分
に
で
き
な
い
た
め
、
従
来
の
対
面
形
式
の
よ
う
な
雰
囲
気

で
悩
み
を
打
ち
明
け
る
こ
と
が
難
し
い
。
と
り
わ
け
、
絞
り
取

る
よ
う
に
語
ら
れ
る
小
さ
な
独
白
の
声
を
、
他
の
参
加
者
が
固

唾
を
の
ん
で
見
守
っ
て
ゆ
く
と
い
う
、
慈
し
み
と
包
容
感
に
あ

ふ
れ
る
座
談
会
の
空
気
感
が
失
わ
れ
が
ち
で
あ
る
こ
と
は
小
さ

く
な
い
デ
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
「
つ
な
が
り
を
絶
や
さ
な
い
」
た
め
の
「
継
続
」

こ
そ
が
も
っ
と
も
重
要
な
点
で
あ
り
、
場
が
設
け
ら
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
誰
に
も
話
せ
な
か
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
で
の
状
況
が
話

題
に
の
ぼ
っ
た
り
、
少
な
く
な
い
新
た
な
ご
縁
が
生
ま
れ
育
っ

て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
、
現
在
ま
で
香
念
寺
の
介
護
者
カ
フ
ェ
で

は
一
五
回
以
上
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

特
筆
す
べ
き
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
際
し
て
、
寺
院
周
辺

の
地
域
住
民
で
は
な
い
方
の
参
加
が
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
寺
院
関
係
の
介
護
者
（
北
関
東
、
関
東
、
関
西
方

面
）
が
複
数
名
参
加
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
自
坊

開
催
の
た
め
の
勉
強
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
一
介
護
者
と
し
て

の
参
加
と
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
宗
門
関
係
の
発
行
誌
な
ど
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か
ら
開
催
情
報
を
得
て
参
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

寺
院
関
係
者
の
介
護
の
実
情
に
つ
い
て
、
地
元
の
方
々
の
面

前
で
正
直
に
語
り
合
う
の
は
容
易
で
は
な
い
と
い
う
声
を
何
度

か
耳
に
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
世
間
体
を
気
に
し
て
の
こ
と
だ

が
、
今
回
に
関
し
て
は
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う
開
催
形
式
も
功
を

奏
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
よ
う
な
場
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で

き
た
の
は
重
要
な
成
果
で
あ
る
。
考
え
て
み
れ
ば
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
主
催
側
で
あ
る
寺
院
の
関
係
者
も
ま
た
檀
信
徒
や
地

域
住
人
と
同
じ
よ
う
に
介
護
を
経
験
し
、
誰
に
も
話
せ
な
い
悩

み
を
抱
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
の
と
こ
ろ
寺
院
関
係
者
こ
そ

が
「
孤
立
し
が
ち
な
介
護
者
」
そ
の
も
の
で
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

そ
う
い
っ
た
方
々
が
介
護
者
カ
フ
ェ
と
い
う
場
に
サ
ポ
ー
ト

さ
れ
て
、
心
の
や
す
ら
ぎ
や
歩
み
出
す
勇
気
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
な
ら
ば
、
そ
の
想
い
を
受
け
継
い
で
、
ま
た
誰
か
の
た
め

に
肩
を
貸
し
て
ゆ
く
と
い
っ
た
慈
し
み
の
循
環
を
生
み
出
し
て

ゆ
く
可
能
性
も
充
分
に
予
想
さ
れ
よ
う
。
香
念
寺
で
は
再
開
さ

れ
た
対
面
開
催
に
加
え
て
、
今
後
も
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
を
継
続

す
る
方
針
と
の
こ
と
で
あ
る
た
め
、
そ
の
推
移
を
見
守
っ
て
ゆ

き
た
い
。

（
三
）
オ
ン
ラ
イ
ン
を
利
用
し
た
開
催
寺
院
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

オ
ン
ラ
イ
ン
を
利
用
し
た
地
域
を
超
え
る
連
携
に
つ
い
て
は
、

同
じ
く
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し
た
「
開
催
寺
院
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

が
あ
る
。
こ
れ
は
介
護
者
カ
フ
ェ
を
実
際
に
開
催
し
て
み
た
各

寺
院
の
方
々
が
互
い
に
活
動
報
告
や
グ
ル
ー
プ
討
論
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
実
情
や
工
夫
点
、
さ
ら
に

は
な
か
な
か
外
部
に
吐
き
出
す
こ
と
が
難
し
い
運
営
上
の
悩
み

ご
と
や
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
た
ま
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、

気
兼
ね
な
く
正
直
に
話
し
合
う
場
を
設
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
計
三
回
開
催
さ
れ
て
（
①
二
〇
二
〇
年
六
月
十

八
日
、
②
二
〇
二
〇
年
十
二
月
二
十
一
日
、
③
二
〇
二
二
年
二

月
十
四
日
）、
北
海
道
か
ら
九
州
に
い
た
る
ま
で
各
地
域
の
寺

院
に
参
加
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
全
国
規
模
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
定
期
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
や
は
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り
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
の
恩
恵
に
あ
ず
か
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

ま
だ
手
探
り
の
部
分
も
あ
る
が
、
開
催
趣
旨
と
し
て
は
運
営

に
関
す
る
不
安
を
解
消
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
継
続
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
維
持
す
る
こ
と
や
開
催
寺
院
同
士
の
ゆ
る
や
か
な
連

帯
感
を
つ
く
る
こ
と
に
重
心
を
置
い
て
お
り
、
必
ず
し
も
業
務

改
善
の
み
を
主
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
介
護

者
カ
フ
ェ
自
体
が
、
ス
マ
ー
ト
な
正
解
や
完
璧
さ
を
求
め
る
こ

と
（
ベ
ス
ト
）
よ
り
も
、
多
少
不
格
好
で
あ
っ
て
も
、
お
互
い

に
思
い
を
聴
き
合
い
、
語
り
合
う
場
を
継
続
的
に
設
け
る
こ
と

（
ベ
タ
ー
）
を
第
一
義
と
す
る
た
め
、
そ
の
上
流
に
位
置
す
る

開
催
寺
院
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
も
、
同
様
の
精
神
的
支
柱

を
な
す
価
値
観
が
底
流
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る

か
ら
で
あ
る
。

介
護
者
カ
フ
ェ
の
主
催
者
も
、と
も
す
れ
ば
「
孤
立
し
が
ち
」

な
立
場
で
あ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
場
に
お
い
て
受
け
止
め
る

側
（
聞
き
手
）
だ
け
で
な
く
、
時
に
受
け
止
め
ら
れ
る
側
（
語

り
手
）
を
体
験
し
て
み
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
地

域
ご
と
に
寺
院
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
や
参
加
者
の
県
民
性
な

ど
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
々
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
多
様
な

実
情
を
知
る
こ
と
は
、
開
催
寺
院
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性
を
客
観

視
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
何
ら
か
の
課
題
解
決
の
糸
口
や

よ
い
意
味
で
の
納
得
感
に
結
び
付
い
て
ゆ
く
こ
と
も
期
待
さ
れ

る
。計

三
回
の
開
催
を
通
じ
て
、
開
催
寺
院
同
士
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
グ

ル
ー
プ
を
作
成
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
ゆ
く
と

い
う
動
き
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
介
護
に
お
い

て
は
頼
れ
る
先
を
多
く
持
つ
こ
と
が
「
自
立
」
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
が
よ
り
活
発
化
し
て
ゆ
く
こ
と
を
、

お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
事
業
の
自
立
と
成
熟
を
意
味
す
る
も

の
と
受
け
取
り
た
い
。

な
お
、
介
護
者
カ
フ
ェ
の
新
規
立
ち
上
げ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
に
行
わ
れ
る
「
介
護
者
カ
フ
ェ
立
ち
上
げ
講
座
」
に
つ
い

て
も
、
当
初
は
対
面
に
て
行
わ
れ
て
い
た
が
（
第
一
回
二
〇
一

九
年
三
月
東
京
・
増
上
寺
会
館
）、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
苦
渋
の
選

択
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
（
二
〇
二
二
年
三
月
十
六
日
オ
ン

ラ
イ
ン
の
み
）
お
よ
び
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
（
二
〇
二
〇
年
十
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月
十
四
日
京
都
研
修
会
館
・
オ
ン
ラ
イ
ン
併
修
）
が
な
さ
れ
て

い
る
。
介
護
者
カ
フ
ェ
立
ち
上
げ
に
興
味
を
持
つ
参
加
寺
院
は

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
に
わ
た
っ
て
お
り
、
か
つ
寺
院
側
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
明
確
で
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
の
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
四
）�

介
護
関
係
団
体
の
広
域
連
携
―
介
護
者
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
ケ
ア
む
す
び

介
護
者
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ケ
ア
む
す
び
（
以
下
、

ケ
ア
む
す
び
）
は
、「
介
護
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
東
北
各
地
の

団
体
と
連
携
し
た
交
流
促
進
を
目
的
と
し
て
、
宮
城
県
の
雲
上

寺
を
拠
点
と
し
て
二
〇
一
二
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
ま
で
①

介
護
者
の
集
い
と
い
う
談
話
会
・
茶
話
会
、
②
介
護
者
へ
の
個

別
相
談
会
、
③
東
北
の
介
護
団
体
の
集
い
な
ど
の
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
。
実
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
活
動
は
お
寺
で
の
介
護

者
カ
フ
ェ
事
業
の
先
駆
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
当
研
究
班
の
東

海
林
良
昌
氏
お
よ
び
伊
藤
竜
信
氏
が
運
営
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー

の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

①
②
の
活
動
が
い
わ
ゆ
る
介
護
者
カ
フ
ェ
の
座
談
会
に
相
当

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
③
の
活
動
が
加
わ
っ
て
い
る
こ

と
が
特
色
で
あ
ろ
う
。す
な
わ
ち
、「
東
北
の
介
護
団
体
の
集
い
」

と
冠
し
て
い
る
よ
う
に
宮
城
県
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
岩
手
県
、

山
形
県
の
各
団
体
と
広
域
連
携
が
な
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

・�

介
護
者
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ケ
ア
む
す
び
（
宮
城
県

仙
台
市
）

・
ケ
ア
む
す
び
介
護
者
の
つ
ど
い 

in 

塩
竈
（
宮
城
県
塩
竈
市
）

・
ケ
ア
む
す
び
介
護
者
の
つ
ど
い 

in 

石
巻
（
宮
城
県
石
巻
市
）

・
ケ
ア
む
す
び
介
護
者
の
つ
ど
い 

in 

仙
台
（
宮
城
県
仙
台
市
）

・
ホ
ッ
と
・
ひ
と
息 

介
護
者
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
（
宮
城
県
岩
沼
市
）

・
わ
っ
か
の
会
（
岩
手
北
上
市
）

・
米
沢
わ
げ
ん
の
会
（
山
形
県
米
沢
市
）

ケ
ア
む
す
び
の
本
会
が
も
と
も
と
「
地
域
と
地
域
を
つ
な
ぐ

介
護
者
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
名

前
で
発
足
し
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
介
護

者
に
限
定
し
な
い
、
広
い
意
味
で
の
介
護
関
係
者
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
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行
政
関
係
者
）
が
集
ま
っ
た
情
報
交
換
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

上
述
し
た
よ
う
な
特
徴
あ
る
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、

東
北
と
い
う
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
あ
る
こ
と
は
、
時
に
は
対

面
で
の
集
合
を
可
能
に
す
る
ほ
ど
よ
い
範
囲
で
あ
っ
て
、
メ
ン

バ
ー
同
士
の
親
密
性
を
築
く
に
も
適
切
な
サ
イ
ズ
感
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
ケ
ア
む
す
び
が
介
護
関
係
者
の
集
い
を
各
地
で

主
催
す
る
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
を
多
く
擁
し
て
い
る
点
は
、
他
地

域
で
展
開
さ
れ
て
い
る
介
護
者
カ
フ
ェ
と
比
し
て
、
や
や
独
自

的
な
立
場
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
各
地
域
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
に
お
い
て
も
地
域
包
括
セ

ン
タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
関
係
者
が
参
加
し
て
い
る
例
が

頻
繁
に
み
ら
れ
、
よ
い
形
で
の
信
頼
関
係
が
結
ば
れ
つ
つ
あ
る
。

行
政
が
推
奨
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
い
う
と
こ
ろ
の
、

公
助
（
自
治
体
の
サ
ポ
ー
ト
）
と
互
助
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
寺
院
な
ど

の
支
え
合
い
活
動
）
を
連
携
し
て
ゆ
こ
う
と
い
う
理
念
が
後
押

し
を
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
発
展
の
形
と
し

て
、
ケ
ア
む
す
び
の
よ
う
な
広
域
連
携
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
こ

と
も
想
定
で
き
よ
う
。

地
域
の
中
に
あ
る
寺
院
が
活
動
の
場
と
な
る
こ
と
は
、
継
続

性
や
広
報
性
に
秀
で
て
い
る
た
め
に
地
域
外
か
ら
も
可
視
化
さ

れ
や
す
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
介
護
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
諸
団
体

を
結
び
つ
け
る
ハ
ブ
的
な
拠
点
と
し
て
の
期
待
度
が
高
い
と
考

え
ら
れ
る
。

以
上
の
点
か
ら
、
ケ
ア
む
す
び
の
会
の
事
例
は
介
護
関
係
団

体
の
広
域
連
携
に
寺
院
が
参
画
し
て
ゆ
く
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し

て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
五
）
お
わ
り
に
―
分
野
・
教
団
を
超
え
た
連
携

こ
こ
ま
で
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
事
業
に
お
け
る
地
域
を

超
え
た
連
携
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
介
護
者
カ
フ
ェ
に
お
け
る

地
域
間
交
流
、
オ
ン
ラ
イ
ン
介
護
者
カ
フ
ェ
、
開
催
寺
院
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
ケ
ア
む
す
び
の
会
に
よ
る
介
護
関
係
団
体
と
の
広

域
連
携
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
。

最
後
に
地
域
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
分
野
・
教
団
を
超
え
た

連
携
に
つ
い
て
、
現
在
進
行
形
の
内
容
あ
る
い
は
今
後
の
期
待
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に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
分
野
を
超
え
た
連
携
と
し
て
、
介
護
だ
け
で
な
く
宗

教
社
会
学
・
医
療
分
野
と
の
協
力
が
あ
る
。
す
で
に
本
研
究
班

の
活
動
に
お
い
て
、
大
正
大
学
地
域
構
想
研
究
所
お
よ
び
東
京

都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
の
所
員
を
中
心
と
す
る
科
研
費
研

究
チ
ー
ム
（
多
死
社
会
に
お
け
る
仏
教
者
の
社
会
的
責
任
：
二

〇
一
五

－

二
〇
一
八
年
／
超
高
齢
・
多
死
社
会
へ
の
新
し
い
ケ

ア・ア
プ
ロ
ー
チ
―
地
域
包
括
ケ
ア
に
お
け
る
Ｆ
Ｂ
Ｏ
の
役
割：

二
〇
二
〇

－

二
〇
二
三
年
）
と
数
年
に
わ
た
る
協
力
関
係
が
築

か
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
介
護
者
カ
フ
ェ
を
実
施
す
る
寺
院
住
職
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
そ
の
分
析
が
企
画
さ
れ
、
寺
院
と
い
う
宗
教

施
設
に
お
い
て
、
僧
侶
と
い
う
宗
教
者
が
関
わ
る
こ
と
で
、
介

護
者
の
苦
し
み
を
和
ら
げ
た
り
、
本
音
が
語
ら
れ
た
り
す
る
と

い
う
研
究
成
果
が
蓄
積
し
つ
つ
あ
る(O

kam
ura T

, U
ra C, 

Shim
m

ei M
, T

akase A
, Shoji R

, O
gaw

a Y
. 

Reflections of Buddhist priests w
ho started a 

dem
entia carers’ café in Japan. D

em
entia (London). 

2022;21(5):1856-1868. doi:10.1177/14713012221092212)

。

介
護
者
カ
フ
ェ
の
事
例
に
限
る
も
の
で
は
な
い
が
、
上
記
の
研

究
チ
ー
ム
が
、
死
が
近
い
高
齢
者
の
ケ
ア
に
従
事
す
る
ケ
ア
ス

タ
ッ
フ
に
対
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
（
場
所
は
大
学
施
設
）

を
実
施
し
た
際
に
、
研
究
者
（
医
師
も
含
む
）
だ
け
で
な
く
、

僧
侶
が
協
働
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ア
を
務
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
個
々
人
の
死
生
観
を
深
く
掘
り
下
げ
て
聞
き
取

る
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
う
（
岡
村
毅
、小
川
有
閑
、髙
瀨
顕
功
、

新
名
正
弥
、
問
芝
志
保
、
宇
良
千
秋
「
死
が
近
い
高
齢
者
を
ケ

ア
す
る
際
の
葛
藤
―
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
僧
侶
と
研
究
者
に
語
っ

た
こ
と
」『
日
本
老
年
医
学
会
雑
誌
』
五
八─

一
、
二
〇
二
一
年
）。

こ
う
い
っ
た
情
報
が
研
究
論
文
に
ま
と
め
ら
れ
、
宗
教
・
仏

教
関
係
の
み
な
ら
ず
介
護
や
認
知
症
、
福
祉
、
医
療
な
ど
の

ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
公
表
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
で
、
寺
院
空
間
に
お
け

る
介
護
者
カ
フ
ェ
活
動
の
意
義
や
そ
の
エ
ビ
デ
ン
ス
が
明
ら
か

に
な
っ
て
ゆ
き
、
さ
ら
に
多
く
の
セ
ク
タ
ー
と
の
協
力
的
関
係

に
結
び
つ
い
て
ゆ
く
可
能
性
が
あ
る
。
現
状
は
質
的
研
究
に
多

く
を
負
う
研
究
成
果
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
介
護
者
カ
フ
ェ
の
参
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加
寺
院
が
増
え
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
量
的
研
究
や
混
合
研
究
も
視
野
に
入
っ
て
く
る

だ
ろ
う
。
さ
ら
な
る
進
展
に
期
待
し
た
い
。

ま
た
、他
教
団
と
の
連
携
に
つ
い
て
、現
状
、介
護
者
カ
フ
ェ

活
動
を
行
っ
て
い
る
の
は
浄
土
宗
寺
院
に
限
ら
れ
て
い
る
。
将

来
的
に
は
他
宗
派
寺
院
や
他
宗
教
の
教
団
施
設
な
ど
に
介
護
者

カ
フ
ェ
活
動
が
広
が
っ
て
ゆ
く
こ
と
も
期
待
し
た
い
。
お
寺
で

の
介
護
者
カ
フ
ェ
が
特
定
の
寺
院
や
僧
侶
だ
け
が
実
施
し
う
る

名
人
芸
的
な
活
動
で
な
い
こ
と
は
、
実
際
に
20
ヶ
寺
以
上
の
浄

土
宗
寺
院
に
広
が
り
を
み
せ
た
こ
と
で
証
明
さ
れ
て
い
る
。
当

然
な
が
ら
浄
土
宗
寺
院
以
外
で
も
充
分
に
機
能
す
る
と
考
え
て

差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

い
わ
ゆ
る
社
会
貢
献
活
動
（
た
と
え
ば
自
死
問
題
、
災
害
支

援
、
人
権
問
題
な
ど
）
が
対
象
と
す
る
課
題
は
、
ど
の
教
団
の

信
者
や
地
域
住
人
に
と
っ
て
も
共
通
の
困
り
ご
と
で
あ
る
こ
と

が
多
く
、
介
護
の
悩
み
も
ま
た
不
可
避
の
問
題
な
は
ず
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
課
題
に
対
し
て
、
当
研
究
班
で
築
い
て
き
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
積
極
的
に
提
供
す
る
こ
と
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
番
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
課
題
と
も
相
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
結

果
と
し
て
現
代
社
会
に
お
け
る
宗
教
の
公
益
性
や
存
在
感
を
発

揮
す
る
一
助
と
な
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
五
章　

�「
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
」
の
地
域
性
に
基
づ
く

展
開

は
じ
め
に—

�

「
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
」
の
活
動
運
営
者
が

抱
え
る
課
題
と
期
待

超
高
齢
社
会
―
日
本
が
抱
え
る
時
代
背
景
の
中
で
、「
お
寺

で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
」
と
は
浄
土
宗
寺
院
が
示
す
新
た
な
草
の

根
型
の
Ｆ
Ｂ
Ｏ
形
成
の
動
き
で
あ
る
い
う
位
置
づ
け
が
、
令
和

二
年
度
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
ノ
ー
ト
『
社
会
事
業
の
地

域
間
連
携
の
具
体
例
と
し
て
の
浄
土
宗
寺
院
で
の
介
護
者
カ

フ
ェ
』
に
お
い
て
な
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
各
寺
院
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
介
護
者
カ
フ
ェ
の
活
動
が
広
く
地
域
を
超
え
て
連

携
す
る
こ
と
で
、
人
々
の
生
活
や
福
祉
に
関
す
る
活
動
基
盤
＝

社
会
イ
ン
フ
ラ
を
形
成
す
る
一
助
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
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事
業
が
地
域
を
超
え
た
寺
院
同
士
の
つ
な
が
り
を
生
み
、
ひ
い

て
は
浄
土
宗
行
政
の
施
策
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
モ
デ
ル
と
な
っ

て
い
く
展
開
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

他
方
同
研
究
ノ
ー
ト
で
は
、
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
運
営

者
の
声
を
取
り
上
げ
、
彼
ら
が
活
動
を
通
じ
て
地
域
密
着
型
の

寺
院
に
し
て
い
く
た
め
の
模
索
や
、
地
域
内
で
の
他
機
関
（
社

会
福
祉
協
議
会
・
行
政
・
医
療
機
関
な
ど
）
と
の
ヨ
コ
の
連
携

に
向
け
た
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ

れ
に
よ
り
「
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
の
地
域
内
で
の
支
え
あ

い
の
場
づ
く
り
へ
の
可
能
性
と
期
待
」
に
つ
い
て
も
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
取
り
組
む
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
浮
上
し
て
い
た
次

第
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
お
寺
で
の
介
護
者

カ
フ
ェ
の
活
動
運
営
者
を
取
り
巻
く
二
つ
の
現
状
で
あ
る
。
一

つ
目
は
、
本
事
業
を
通
じ
て
寺
院
を
核
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

内
外
へ
の
ベ
ク
ト
ル
作
用
を
ど
の
よ
う
に
連
携
さ
せ
、
事
業
モ

デ
ル
を
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
と
い
う
点
に
お
い
て
、
活
動
運

営
者
は
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
つ
つ
も
、
そ
の
具
体
例
と
し
て

の
実
践
方
法
が
確
立
し
て
お
ら
ず
、「
介
護
者
同
士
の
対
話
の

場
づ
く
り
や
居
場
所
」
か
ら
の
展
開
方
向
に
悩
み
を
抱
え
て
い

る
こ
と
。
二
つ
目
は
、
同
時
に
こ
れ
ま
で
お
寺
が
地
域
と
と
も

に
歴
史
を
重
ね
て
き
た
経
緯
を
鑑
み
、
地
域
自
体
が
抱
え
る
課

題
に
つ
い
て
も
、
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
に
取
り
組
む
こ
と

で
何
ら
か
の
貢
献
や
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
に
寄
与
し
た
い
と
い

う
活
動
運
営
者
の
想
い
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
の
今
後
の
展
開
を
見

据
え
、
地
域
性
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
独
自
の
取
組
み
を

行
っ
て
い
る
事
業
モ
デ
ル
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
活
動
の
方
向

性
や
事
業
内
容
を
探
る
う
え
で
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
指
し

た
い
。

一
、
寺
院
・
介
護
・
地
域
の
共
通
項
と
し
て
の
「
農
」

お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
を
実
践
す
る
う
え
で
、「
活
動
参

加
者
（
介
護
者
）
と
は
ど
の
よ
う
な
人
か
」
と
い
う
問
い
は
見

落
と
さ
れ
が
ち
な
点
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
、

参
加
者
＝
介
護
者
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
に
活
動
が
成
立
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し
て
い
る
の
で
、
参
加
者
の
共
通
項
を
介
護
以
外
に
積
極
的
に

求
め
る
こ
と
は
行
わ
れ
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

参
加
者
は
地
域
で
の
日
常
生
活
を
営
み
、
介
護
以
外
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
も
重
層
的
に
所
属
し
て
い
る
。
こ
こ
に
改
め
て
着
眼

し
、
介
護
以
外
の
共
通
項
（
地
域
性
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
共

通
作
業
）
を
活
動
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
当
事
者
同
士
が
積

極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
り
、
共
通
体
験
を
通
じ
て
よ

り
深
い
気
づ
き
や
学
び
を
得
て
主
体
的
に
介
護
者
カ
フ
ェ
の
活

動
に
参
加
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
お
寺
で
の

介
護
者
カ
フ
ェ
と
い
う「
場
」そ
の
も
の
の
機
能
自
体
が
変
容
し
、

地
域
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
基
盤
を
確
立
さ
せ
て
い
け
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
地
域
の
共
通
項
に
農

や
食
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
い
。
理
由
と
し
て
、

農
業
は
地
域
の
共
同
作
業
と
し
て
長
ら
く
営
ま
れ
て
き
た
経
緯

が
あ
る
こ
と
、
依
然
と
し
て
地
方
の
寺
院
で
は
農
村
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
基
盤
と
し
た
檀
家
制
度
の
も
と
に
運
用
さ
れ
て
お
り
活

用
可
能
性
の
あ
る
農
地
が
豊
富
に
あ
る
こ
と
、
そ
こ
お
い
て
は

農
業
従
事
者
や
何
ら
か
の
形
で
農
経
験
を
し
て
い
る
者
が
多
く

共
通
の
話
題
と
し
て
設
定
し
や
す
い
こ
と
、
ま
た
都
市
部
に
お

い
て
も
食
物
を
育
て
て
食
す
る
と
い
う
一
次
的
・
本
能
的
な
欲

求
は
参
加
者
同
士
の
共
通
の
興
味
・
体
験
に
つ
な
が
り
や
す
く
、

感
情
に
作
用
す
る
こ
と
で
参
加
者
同
士
の
学
び
や
振
り
返
り

（
自
分
が
こ
の
地
域
で
生
き
る
意
味
の
と
ら
え
直
し
）
に
結
び

つ
き
や
す
い
と
い
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
浄
土
宗
の
本
研
究
班
に
お
い
て
、
二
〇
二

一
年
（
令
和
三
年
）
十
一
月
九
日
に
、
新
潟
県
上
越
市
に
位
置

す
る
川
室
記
念
病
院
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
グ
リ
ー
ン
ケ
ア

ホ
ス
ピ
タ
ル
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
業
を
見
学
し
、
関
係
者

と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
研
究
班
か
ら
は
筆
者
ほ
か
二
名
が

同
行
し
、
院
内
で
行
わ
れ
て
い
る
実
際
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
現
場

を
視
察
す
る
と
と
も
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
中
間
報
告
会
に
も
参

加
し
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
事
業
の
効
果
や
所
感
に
つ
い
て
の
報

告
を
受
け
た
。
以
下
で
は
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
へ
の
汎
用
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
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二
、
グ
リ
ー
ン
ケ
ア
ホ
ス
ピ
タ
ル
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

川
室
記
念
病
院
は
一
八
六
八
年
（
明
治
元
年
）
に
設
立
さ
れ
、

精
神
疾
患
や
認
知
症
医
療
に
携
わ
っ
て
き
た
総
合
病
院
で
あ
る
。

「
認
知
症
や
老
年
症
候
群
な
ど
高
齢
期
特
有
の
状
態
を
持
つ
人

が
、
こ
こ
ろ
の
健
康
や
体
の
健
康
を
維
持
し
な
が
ら
幸
福
に
暮

ら
す
た
め
の
新
し
い
地
域
ケ
ア
（
稲
作
ケ
ア
）
の
開
発
」
を
進

め
る
形
と
し
て
、
二
〇
一
六
年
（
平
成
二
十
八
年
）
度
よ
り
同

院
を
拠
点
に
グ
リ
ー
ン
ケ
ア
ホ
ス
ピ
タ
ル
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
み
、
介
護
や
医
療
の
現
場
に
農
業
や
緑
化
を
用
い
た

ケ
ア
の
在
り
方
を
模
索
し
て
き
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
農
林

水
産
省
の
補
助
事
業
と
し
て
も
指
定
さ
れ
、
東
京
都
健
康
長
寿

医
療
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
研
究
と
し
て
、
日
本
興
亜
福
祉
財
団
、

日
本
学
術
振
興
会
、
川
室
記
念
助
成
を
う
け
な
が
ら
、
上
越
市

役
所
な
ど
の
協
力
の
も
と
に
現
在
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
。

新
潟
＝
米
ど
こ
ろ
の
イ
メ
ー
ジ
の
通
り
、
病
院
が
置
か
れ
て

い
る
地
域
に
は
整
備
さ
れ
た
田
ん
ぼ
が
広
が
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
そ
れ
ら
の
地
域
の
田
ん
ぼ
を
活
用
す
る
形
で
、
二
〇

一
六
年
よ
り
「
稲
作
ケ
ア
」
に
取
り
組
み
始
め
、
そ
の
後
病
院

の
敷
地
内
に
小
さ
な
田
ん
ぼ
を
設
置
す
る
「
常
心
田
ん
ぼ
」、

さ
ら
に
室
内
で
も
設
置
で
き
る
プ
ラ
ン
タ
ー
を
用
い
た
「
と
ろ

ぶ
ね
田
ん
ぼ
」
を
展
開
さ
せ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
多
様
な
形

態
の
田
ん
ぼ
を
作
る
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
患
者
の
身
体
の
稼

働
領
域
や
精
神
疾
患
等
に
よ
る
作
業
参
加
可
能
範
囲
は
個
々
に

異
な
る
た
め
、
各
自
の
状
態
に
応
じ
て
院
内
で
も
院
外
で
も
農

作
業
が
で
き
る
ケ
ア
の
在
り
方
を
研
究
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開

発
が
目
指
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
前
提
と
し
て
、
病
院
の
ス

タ
ッ
フ
は
み
な
、
各
自
の
休
憩
や
退
勤
後
と
い
っ
た
勤
務
時
間

外
の
範
囲
で
活
動
を
行
い
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
参
加
と
し
て
各

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
自
発
的
に
運
営
を
担
う
。
そ
こ
に
定
年

後
の
地
域
の
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
な
ど
も
加
わ

り
、
現
在
で
は
各
稲
作
ケ
ア
に
加
え
て
、
中
庭
に
多
様
な
植
物

を
植
え
て
五
感
を
働
か
せ
自
然
を
感
じ
ら
れ
る
空
間
づ
く
り
を

目
指
す
グ
ル
ー
プ
や
、
患
者
や
そ
の
家
族
の
出
入
り
口
と
な
る

玄
関
を
緑
化
さ
せ
る
グ
ル
ー
プ
が
現
れ
る
な
ど
、
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
も
徐
々
に
活
動
が
地
に
つ
い
て
き
て
い
る
様
子
が
う
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か
が
え
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
間
報
告
で
は
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
よ
り
実

際
に
次
の
よ
う
な
声
も
挙
が
っ
た
。「
始
め
て
み
る
と
、
一
番

嫌
が
っ
て
い
た
職
員
が
雑
草
の
取
り
方
を
自
分
な
り
に
工
夫
し

て
い
て
そ
の
変
化
に
驚
い
た
」「
作
業
は
勤
務
時
間
外
に
行
っ

て
い
る
が
、
病
院
勤
務
中
の
患
者
や
そ
の
家
族
と
の
か
か
わ
り

方
へ
の
変
化
が
ス
タ
ッ
フ
に
見
ら
れ
て
き
た
」「
職
員
同
士
の

会
話
や
気
づ
き
が
増
え
、
農
業
を
患
者
へ
の
ケ
ア
に
応
用
す
る

こ
と
を
考
え
始
め
た
り
し
て
い
る
」。自
分
た
ち
で
植
物
を
育
て
、

土
に
触
れ
、
場
を
緑
化
し
て
い
く
と
い
う
時
間
を
か
け
て
出
来

上
が
っ
た
空
間
は
、
ケ
ア
と
い
う
観
点
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
タ
ッ

フ
同
士
の
交
流
促
進
補
助
に
な
る
な
ど
、
職
員
の
学
び
や
働
く

上
で
の
主
体
性
形
成
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ

た
。ま

た
稲
作
ケ
ア
に
参
加
す
る
患
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
か
ら
も
活
動
に
対
し
て
お
よ
そ
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
振
り
返
る
様

子
が
見
ら
れ
た
。「
こ
ん
な
風
に
花
が
咲
く
ん
だ
な
、
と
か
発

見
が
あ
っ
た
」「
集
団
で
や
る
か
ら
楽
し
く
で
き
る
。
草
取
り

も
一
人
だ
と
つ
ま
ら
な
い
が
み
ん
な
で
や
っ
た
ら
楽
し
い
」「
農

作
業
は
好
き
で
は
な
い
が
、
体
を
動
か
す
こ
と
、
食
べ
る
こ
と

は
楽
し
い
」「（
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
）
人
の
こ
こ
ろ
に
関
わ
る
も

の
を
見
ら
れ
る
の
は
楽
し
い
」
と
い
う
感
想
な
ど
が
述
べ
ら
れ

て
い
た
。

上
記
の
見
学
内
容
を
裏
付
け
す
る
も
の
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン

ケ
ア
ホ
ス
ピ
タ
ル
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
も
、

モ
デ
ル
事
業
を
通
じ
て
農
業
ケ
ア
や
稲
作
ケ
ア
の
も
つ
可
能
性

に
つ
い
て
報
告
が
ま
と
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
「
お
寺
で
の
介
護

者
カ
フ
ェ
」
を
運
営
し
て
い
く
う
え
で
重
要
な
示
唆
に
富
ん
で

い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
一
部
を
要
約
し
て
紹
介
し
た
い
。

医
療
技
術
の
発
展
と
と
も
に
人
間
の
寿
命
が
延
び
る
に
従
い
、

健
康
寿
命
や
認
知
症
と
い
っ
た
課
題
が
出
る
中
で
、
医
療
行
為

の
目
指
す
方
向
も
変
容
し
て
き
て
い
る
。
つ
ま
り
、
医
療
＝
病

気
か
ら
の
快
復
も
し
く
は
延
命
行
為
で
あ
っ
た
も
の
が
、
病
気

と
と
も
に
ど
の
よ
う
に
よ
く
生
き
て
（
＝w

ellbeing

）
最
期

を
迎
え
る
の
か
と
い
っ
た
、
人
の
社
会
的
存
在
価
値
に
重
き
を

置
い
た
新
た
な
老
年
学
の
価
値
観
や
ケ
ア
理
論
が
求
め
ら
れ
て
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い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
患
者
の
疾
病
や
症
状
を
対
象

に
し
た
ケ
ア
で
は
な
く
、
そ
の
人
の
個
人
や
人
生
、
尊
厳
に
向

き
合
っ
た
「
パ
ー
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
ド
・
ケ
ア
」
を
重
視
し
て

い
く
姿
勢
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
稲
作
・
農
業
を
用

い
た
ケ
ア
の
あ
り
方
は
、
病
気
と
と
も
に
生
き
て
い
く
患
者
自

身
の
人
生
に
気
づ
き
や
深
み
を
与
え
、
そ
れ
は
認
知
症
、
社
会

的
孤
立
、
介
護
者
支
援
、
貧
困
、
８
０
５
０
問
題
な
ど
様
々
な

困
難
を
抱
え
る
者
の
包
摂
・
共
生
型
ケ
ア
、
地
域
医
療
で
の
取

り
組
み
と
し
て
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る 

。

お
わ
り
に
―
「
ム
ラ
の
お
寺
」
の
可
能
性

本
稿
で
は
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
の
課
題
と
し
て
、
介
護

者
同
士
の
対
話
の
場
と
し
て
の
需
要
は
あ
る
も
の
の
、
地
域
の

社
会
的
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
機
能
す
る
た
め
に
は
課
題
を
抱
え
て

い
る
寺
院
が
多
い
こ
と
を
整
理
し
、
課
題
解
決
の
た
め
の
展
開

と
し
て
、
介
護
者
・
お
寺
が
も
つ
新
た
な
共
通
項
に
「
農
・
食
」

を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
そ
し
て
新
潟
県
の
川
室
記

念
病
院
に
お
い
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
稲
作
ケ
ア
」
の
研
究

事
例
を
具
体
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、「
農
・
食
」
を

通
じ
た
繋
が
り
が
人
び
と
や
場
を
変
容
さ
せ
、
高
齢
社
会
が
抱

え
る
様
々
な
課
題
に
対
し
て
地
域
で
取
り
組
ん
で
い
け
る
モ
デ

ル
と
し
て
大
い
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

医
療
・
福
祉
と
寺
院
と
は
、
と
も
す
れ
ば
科
学
・
非
科
学
す

な
わ
ち
、
近
代
・
前
近
代
を
象
徴
す
る
二
項
対
立
の
構
図
と
し

て
捉
え
ら
れ
、
近
代
以
降
に
お
い
て
両
者
が
積
極
的
に
具
体
的

関
係
性
を
も
つ
事
例
は
稀
有
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し

か
し
新
潟
県
の
事
例
の
よ
う
に
、
地
域
性
を
見
つ
め
直
す
な
か

で
稲
作
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
見
出
し
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
て

「
祈
り
」「
ケ
ア
」「
こ
こ
ろ
」「
生
死
」
等
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

介
護
関
係
者
が
医
療
者
や
宗
教
者
と
と
も
に
関
係
性
を
築
い
て

い
く
こ
と
で
、
よ
り
多
面
的
・
横
断
的
な
つ
な
が
り
と
展
開
が

生
ま
れ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
よ
う
。

言
わ
ば
、近
現
代
が
置
き
去
り
に
し
て
き
た
「
ム
ラ
の
お
寺
」

―
農
生
活
・
ケ
ア
・
祈
り
が
一
体
と
な
っ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

―
の
可
能
性
に
改
め
て
着
眼
す
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

各
寺
院
が
お
か
れ
て
い
る
地
域
性
や
歴
史
を
紐
解
く
と
同
時
に
、
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現
代
医
療
・
介
護
現
場
で
求
め
ら
れ
る
新
た
な
ケ
ア
の
視
点
を

取
り
入
れ
た
、「
古
く
て
新
し
い
ケ
ア
の
形
」
に
つ
い
て
、
お

寺
を
拠
点
に
示
し
て
い
く
地
域
事
業
モ
デ
ル
を
、
お
寺
で
の
介

護
者
カ
フ
ェ
の
次
な
る
展
開
と
し
て
期
待
し
た
い
。

第
六
章　

�

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
機
能
を
持
つ
月
参
り
の
全
体
的
把
握

の
必
要
性

一
、
は
じ
め
に
―
月
参
り
へ
の
着
目

月
参
り
と
は
「
月
命
日
に
檀
信
徒
の
家
に
出
向
い
て
勤
め
る

法
要
」（
浄
土
宗
大
辞
典
）
と
定
義
さ
れ
る
。
と
は
い
っ
て
も
、

実
際
に
月
参
り
を
つ
と
め
て
い
る
読
者
は
、
本
宗
僧
侶
の
半
数

に
満
た
な
い
だ
ろ
う
。
筆
者
は
東
京
教
区
に
在
籍
し
て
い
る
が
、

筆
者
自
身
も
、
ま
た
近
隣
寺
院
で
も
、
月
参
り
は
つ
と
め
て
い

な
い
。
関
東
圏
で
は
ほ
ぼ
実
施
さ
れ
て
い
な
い
法
要
な
の
だ
が
、

一
方
で
、
北
海
道
、
東
海
、
近
畿
、
北
陸
、
九
州
北
部
、
さ
ら

に
秋
田
県
や
山
形
県
の
一
部
で
は
高
い
割
合
で
実
施
さ
れ
て
い

る
き
わ
め
て
地
域
性
の
あ
る
習
慣
だ
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に

地
域
差
と
い
う
制
限
は
あ
る
も
の
の
、
超
高
齢
社
会
の
な
か
で

の
寺
院
・
僧
侶
の
役
割
や
可
能
性
を
考
え
る
中
で
、
筆
者
は
こ

の
「
毎
月
檀
信
徒
の
自
宅
に
出
向
く
」
月
参
り
に
着
目
を
す
る

に
い
た
っ
た
。

国
が
提
唱
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
は
、
医
療
や
福

祉
の
専
門
職
だ
け
で
な
く
、
住
民
が
地
域
で
つ
な
が
り
、
地
域

住
民
が
高
齢
者
を
見
守
り
、
支
え
る
こ
と
が
不
可
欠
と
さ
れ
、

老
人
ク
ラ
ブ
・
自
治
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
活

動
が
重
要
度
を
増
し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
も
し
、
月

参
り
で
会
う
檀
信
徒
が
高
齢
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
定
期
的
な
見

守
り
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
も
し
そ
う

で
あ
る
な
ら
ば
、
他
職
種
・
他
機
関
に
比
べ
て
月
参
り
が
持
つ

大
き
な
利
点
が
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
る
。（
仏
法
を
伝
え
る
、

先
祖
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ら
れ
る
、
遺
族
の
心
の
ケ
ア
と

い
っ
た
宗
教
行
為
が
も
た
ら
す
利
点
に
つ
い
て
は
、
本
報
告
書

の
趣
旨
か
ら
こ
こ
で
は
言
及
し
な
い
こ
と
、
ご
了
承
い
た
だ
き

た
い
。）

仏
壇
の
あ
る
部
屋
ま
で
自
然
と
入
れ
る
と
い
う
こ
と
が
ま
ず
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挙
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
民
生
委
員
が
高
齢
者
を
訪
問
す
る

と
し
て
、
多
く
の
場
合
は
玄
関
先
で
の
会
話
に
な
る
だ
ろ
う
。

在
宅
医
療
・
介
護
に
移
る
前
の
段
階
で
、
定
期
的
に
自
宅
内
に

自
然
と
足
を
踏
み
入
れ
ら
れ
る
数
少
な
い
機
会
が
月
参
り
と
考

え
ら
れ
る
。
自
宅
の
様
子
か
ら
高
齢
者
の
生
活
の
変
化
を
感
じ

取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
し
、
ま
さ
に
見
守
り
機
能
を
内
包

し
て
い
る
。
ま
た
、
医
療
や
福
祉
の
領
域
で
は
、
当
事
者
の
生

活
拠
点
に
専
門
職
が
お
も
む
き
、
住
み
慣
れ
た
環
境
の
な
か
で

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
り
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
た
り
す
る

こ
と
を
「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
」
と
呼
ぶ
が
、
月
参
り
の
訪
問
先
で

異
変
を
発
見
し
、
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
ま

さ
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
機
能
を
有
す
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

も
う
1
点
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
僧
侶
と
そ
の
家
と

の
関
わ
り
の
深
さ
で
あ
る
。
在
宅
医
療
や
介
護
が
始
ま
る
時
点

で
、
家
族
構
成
や
当
事
者
の
来
し
方
や
人
柄
な
ど
を
聞
き
取
る

こ
と
が
あ
る
が
、
月
参
り
を
通
じ
て
、
僧
侶
は
す
で
に
そ
の
家

族
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
家
族
構
成
や
人
間
関
係
、
個
々

の
性
格
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
方
が
弱
る
前
か
ら
関
わ

り
、
亡
く
な
り
ゆ
く
過
程
、
さ
ら
に
亡
く
な
っ
た
後
ま
で
関
わ

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
だ
け
の
関
わ
り
が
で
き
る
職
種
は
僧

侶
を
除
い
て
は
、
見
当
た
ら
な
い
。
人
生
の
伴
走
者
と
し
て
関

わ
る
こ
と
が
、
当
事
者
や
そ
の
家
族
の
安
心
に
つ
な
が
る
こ
と

は
十
分
に
想
像
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
な
着
想
か
ら
、
月
参
り
の
実
態
調
査
を
着
手
す

る
に
い
た
っ
た
。
ま
だ
不
十
分
な
段
階
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果

の
一
部
を
ご
報
告
し
た
い
。

二
、
月
参
り
に
お
け
る
高
齢
者
と
の
関
わ
り

（
一
）
信
頼
構
築

大
阪
、
愛
知
、
神
奈
川
、
秋
田
各
府
県
の
14
名
の
僧
侶
に
聞

き
取
り
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
世
帯
構
成
に
つ
い
て
は
、
地
域

に
よ
っ
て
、
高
齢
者
単
身
・
夫
婦
の
み
の
世
帯
が
多
い
と
こ
ろ

も
あ
れ
ば
、
2
世
帯
・
3
世
帯
同
居
が
多
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

僧
侶
と
会
話
を
す
る
の
は
お
お
む
ね
高
齢
者
の
役
目
に
な
っ
て

い
る
よ
う
だ
。た
と
え
、お
嫁
さ
ん
が
在
宅
し
て
い
た
と
し
て
も
、

「
読
経
中
に
座
っ
て
い
る
の
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
け
。
読
経
が
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終
わ
る
と
お
嫁
さ
ん
が
お
茶
を
出
し
て
く
れ
る
け
ど
、
ま
た
ど

こ
か
に
行
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
事
例
も
多
い
。
月
参
り
は
読

経
の
み
で
帰
る
わ
け
で
は
な
く
、
聞
き
取
り
調
査
の
限
り
で
は
、

平
均
し
て
一
五
分
か
ら
二
〇
分
ほ
ど
の
会
話
を
し
て
お
り
、
僧

侶
と
高
齢
者
の
交
流
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

た
と
え
ば
、「
今
ま
で
住
ん
で
い
た
所
を
離
れ
て
そ
の
娘
の

近
く
に
家
を
借
り
は
っ
て
住
む
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
け
ど
も
、

と
に
か
く
近
所
の
人
と
の
交
流
が
ま
た
ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
段
階

に
な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
悩
み
事
と
か
も
娘
夫
婦
に
も
遠
慮
し
て

言
え
な
く
て
、
月
一
回
、
僕
が
行
っ
た
ら
話
を
し
て
く
れ
は
る

と
い
う
人
は
い
て
い
た
か
な
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
人
な
ん
か

は
多
分
、
民
生
委
員
さ
ん
に
何
か
を
話
を
す
る
っ
て
い
う
の
も

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
か
な
。
自
分
の
こ
と
を
ど
こ
ま
で
し
ゃ

べ
っ
て
い
い
の
か
分
か
ら
へ
ん
で
、
そ
れ
を
近
所
に
言
い
ふ
ら

さ
れ
る
の
も
嫌
や
し
っ
て
。
だ
か
ら
お
寺
さ
ん
を
待
っ
て
い

る
っ
て
い
う
人
は
い
た
」と
い
う
よ
う
に
、周
囲
に
気
を
使
っ
て
、

な
か
な
か
悩
み
事
を
い
え
な
い
高
齢
者
が
月
参
り
の
僧
侶
に
は

心
を
開
け
る
と
い
う
事
例
が
あ
っ
た
。「
月
参
り
だ
と
本
当
に

他
人
と
身
内
の
半
々
み
た
い
な
感
じ
な
の
で
、
身
内
の
こ
と

言
っ
て
も
分
か
る
し
、
か
と
い
っ
て
身
内
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う

程
よ
い
関
係
性
の
な
か
で
、
高
齢
者
は
安
心
感
を
得
て
い
る
の

だ
ろ
う
。

（
二
）
見
守
り
、
異
変
へ
の
気
づ
き

「
僕
の
経
験
と
し
て
は
、
時
間
の
感
覚
が
分
か
ら
な
く
な
っ

て
夜
中
に
電
話
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
か
。
月
命
日
の
夜
中
2

時
ご
ろ
に
、『
ま
だ
で
す
か
？
』
と
い
う
電
話
が
2
～
3
回
あ
っ

て
、『
あ
し
た
行
く
か
ら
大
丈
夫
で
す
』
と
い
う
の
は
あ
り
ま

し
た
ね
」

「
そ
れ
は
分
か
る
、
分
か
る
。
弱
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
か
、

元
気
が
、
衰
え
て
き
た
と
い
う
か
、
元
気
が
な
く
な
っ
て
き
た

と
か
。
あ
る
い
は
人
に
よ
っ
て
は
ち
ょ
っ
と
認
知
症
疑
わ
し
い

な
と
か
思
う
こ
と
は
あ
る
ね
。
そ
れ
は
い
ろ
ん
な
や
り
と
り
の

中
で
。」

こ
の
よ
う
な
時
に
、
離
れ
て
暮
ら
す
家
族
の
連
絡
先
を
知
っ

て
い
る
場
合
に
は
、「
明
ら
か
に
ち
ょ
っ
と
様
子
お
か
し
か
っ

た
と
き
は
、
こ
っ
ち
が
、
別
に
住
ん
で
い
て
も
子
ど
も
さ
ん
な
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り
誰
か
の
連
絡
先
が
分
か
っ
て
い
れ
ば
そ
の
人
に
ち
ょ
っ
と
電

話
し
た
こ
と
は
あ
る
」
と
異
変
を
伝
え
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

異
変
へ
の
気
づ
き
や
家
族
へ
の
連
絡
な
ど
、
毎
月
の
訪
問
の
積

み
重
ね
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
在
宅
介
護
支
援

高
齢
者
の
在
宅
介
護
が
始
ま
っ
て
も
月
参
り
が
継
続
さ
れ
る

場
合
に
は
、
被
介
護
者
・
家
族
介
護
者
に
と
っ
て
心
の
支
え
に

な
る
事
例
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

「
お
経
読
み
に
行
く
と
、
ま
だ
ち
ょ
っ
と
で
も
動
け
る
よ
う

な
状
態
だ
と
、
出
て
き
て
く
れ
た
り
ね
。
椅
子
に
座
っ
て
、
そ

こ
に
お
経
が
終
わ
る
ま
で
い
て
く
れ
た
り
ね
。」

「
関
係
性
に
も
よ
る
け
ど
本
当
に
ず
っ
と
前
か
ら
の
お
付
き

合
い
の
と
こ
や
っ
た
ら
、
お
参
り
し
て
、
お
部
屋
ち
ょ
っ
と
お

顔
訪
ね
て
、
ち
ょ
っ
と
お
声
だ
け
で
も
掛
け
る
っ
て
い
う
こ
と

は
よ
く
し
て
い
た
」

「
ご
家
族
が
私
が
来
る
の
を
待
っ
て
く
れ
て
い
る
。
近
所
に

は
こ
ぼ
せ
な
い
介
護
の
愚
痴
・
不
満
を
は
話
し
た
い
の
で
す
」

前
二
件
は
、
被
介
護
者
と
僧
侶
の
関
わ
り
だ
。
被
介
護
状
態

に
な
る
と
、
自
宅
で
は
医
療
・
介
護
職
と
し
か
交
流
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
な
か
で
、
昔
馴
染
み
の
僧
侶
が

顔
を
出
し
て
、
言
葉
を
か
け
る
こ
と
は
、
数
少
な
い
外
部
者
と

の
交
流
の
機
会
と
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
3
件
目
は
家
族
介
護

者
が
、
介
護
の
悩
み
を
僧
侶
に
吐
露
す
る
と
い
う
事
例
だ
。
介

護
者
カ
フ
ェ
が
開
催
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
周
囲
の
目
が
気

に
な
っ
て
参
加
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
に
は
、
月
参
り
が

家
族
介
護
者
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
見

る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
四
）
他
職
種
連
携

「
ど
う
も
こ
こ
の
家
は
民
生
委
員
の
人
に
ち
ょ
っ
と
耳
に
入

れ
と
い
て
や
っ
た
ほ
う
が
い
い
の
か
な
と
い
う
感
じ
の
と
き
は
、

そ
う
い
う
人
に
『
あ
そ
こ
、
ち
ょ
っ
と
見
回
っ
て
や
っ
て
く
れ

る
？
』、『
ど
う
も
ち
ょ
っ
と
危
な
っ
か
し
い
か
ら
』
と
か
言
っ
て
。

民
生
委
員
も
『
そ
う
？
じ
ゃ
あ
、行
っ
て
き
ま
す
』
な
ん
て
行
っ

て
く
れ
た
り
。
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
う
連
携
プ
レ
ー
っ
て
い
う
の

必
要
だ
か
ら
」

気
が
か
り
な
高
齢
者
が
い
た
場
合
に
、
地
域
住
民
と
し
て
民
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生
委
員
に
つ
な
ぐ
と
い
う
事
例
も
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ

な
ど
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
い
う
と
こ
ろ
の
、
地
域

で
住
民
が
つ
な
が
り
、
高
齢
者
を
見
守
り
、
支
え
る
と
い
う
実

例
で
あ
る
。

３
、
課
題
点

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
月
参
り
が
高
齢
者
の
見
守
り

機
能
を
有
し
て
い
る
と
い
う
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
と
思
慮
す

る
。
し
か
し
、
課
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
聞
き
取
り
調
査

か
ら
感
じ
た
こ
と
を
以
下
に
記
し
て
い
き
た
い
。

（
一
）
家
族
の
壁

「
正
直
、
認
知
症
で
あ
る
こ
と
は
分
か
る
ん
で
す
、
お
話
し

し
て
い
れ
ば
。
で
も
ご
本
人
は
、
楽
し
く
お
話
し
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
し
、
一
〇
分
前
と
ず
っ
と
同
じ
話
を
さ
れ
て
い
よ
う
が

別
に
構
わ
な
い
ん
で
す
が
、
息
子
さ
ん
と
か
娘
さ
ん
が
嫌
が
っ

て
し
ま
っ
て
。『
も
う
迷
惑
だ
か
ら
。
お
母
さ
ん
も
、
も
う
い

い
か
ら
』
み
た
い
な
感
じ
で
。『
ち
ょ
っ
と
母
が
あ
あ
な
ん
で
、

お
参
り
ち
ょ
っ
と
も
う
』
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
と
、
こ
ち
ら
も

ど
う
し
よ
う
も
な
い
」

「
基
本
的
に
介
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
お
参
り

は
ち
ょ
っ
と
や
め
て
く
だ
さ
い
み
た
い
な
こ
と
言
わ
れ
る
こ
と

が
多
い
で
す
。
家
の
中
大
変
だ
か
ら
と
か
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が

来
ま
す
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
り
」

在
宅
介
護
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、
同
居
家
族
に
よ
っ
て
断
ら

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
る
と
い
う
。
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
で

あ
っ
た
り
、
家
族
が
恥
ず
か
し
い
と
感
じ
て
し
ま
っ
た
り
、
子

世
代
が
月
参
り
を
億
劫
に
思
う
と
い
っ
た
理
由
が
あ
る
と
指
摘

が
あ
っ
た
。
被
介
護
者
は
僧
侶
と
の
変
わ
ら
ぬ
交
流
を
望
ん
で

い
る
か
も
し
れ
ず
、
家
族
が
障
壁
と
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

（
二
）
僧
侶
の
た
め
ら
い

「
な
か
な
か
そ
の
、
伝
え
る
な
ら
で
き
る
け
ど
、
受
け
取
り

方
に
よ
っ
て
は
も
う
こ
っ
ち
と
の
関
係
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
。
親
族
が
よ
く
思
わ
な
く
な
る
の
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、

親
族
が
さ
っ
き
言
っ
た
み
た
い
に
恥
ず
か
し
い
み
た
い
に
も
う

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
遠
ざ
け
ち
ゃ
う
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
し

…
…
」
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「
余
計
な
こ
と
を
し
て
っ
て
い
う
ふ
う
に
怒
ら
れ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
、
思
わ
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
積
極
的
に
入
っ
て
い
き

た
い
気
持
ち
は
僕
の
中
に
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
一
歩
踏
み
出

せ
な
い
」

認
知
症
や
心
身
の
不
調
な
ど
、
極
め
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
問

題
に
ど
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
良
い
の
か
と
い
う
た
め
ら
い
が
僧

侶
側
に
見
ら
れ
た
。

（
三
）
連
携
先
や
専
門
知
識
の
不
足

「
い
わ
ゆ
る
ど
う
い
う
行
政
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
か
と
か
の
知

識
が
ま
ず
必
要
だ
と
思
い
ま
す
し
。
認
知
症
で
あ
っ
た
り
、
そ

の
他
の
病
気
に
つ
い
て
の
知
識
と
い
う
の
は
や
っ
ぱ
り
あ
る
程

度
知
っ
て
お
か
な
い
と
あ
か
ん
だ
ろ
う
な
と
は
思
い
ま
す
よ

ね
」こ

の
よ
う
に
病
気
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
知
識
が
な
い
こ
と
で
、

二
の
足
を
踏
ん
で
し
ま
う
と
い
う
。
た
し
か
に
同
じ
自
治
体
内

で
あ
れ
ば
支
援
機
関
を
把
握
し
て
い
る
が
、
近
所
で
も
自
治
体

が
変
わ
れ
ば
、
支
援
体
制
は
全
く
分
か
ら
な
い
も
の
だ
。

（
四
）
僧
侶
の
ル
ー
テ
ィ
ン
意
識

「
言
葉
は
悪
い
で
す
け
ど
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
や
っ

て
き
て
い
る
。
た
だ
、
一
生
懸
命
や
っ
て
い
ま
す
け
ど
そ
れ
だ

け
な
ん
で
、
そ
の
社
会
資
本
と
か
そ
う
い
う
福
祉
だ
と
か
そ
ん

な
概
念
は
多
分
私
だ
け
じ
ゃ
な
く
ほ
か
の
方
も
ほ
と
ん
ど
、
概

念
自
体
を
持
っ
て
な
い
っ
て
い
う
か
。
そ
れ
は
専
門
、
病
院
だ

と
か
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
だ
と
か
ソ
ー
シ
ャ
ル
、
そ
う
い
っ
た

方
々
が
す
る
も
の
、
民
生
委
員
だ
と
か
。
月
参
り
と
は
別
物
っ

て
思
っ
て
い
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
」

代
々
継
承
さ
れ
て
き
た
法
要
を
や
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と

い
う
意
識
が
僧
侶
の
な
か
に
垣
間
見
ら
れ
た
。
だ
が
、
前
項
で

紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、
高
齢
者
の
見
守
り
・
日
常
生
活
支
援

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
実
は
何
も
特
別
な
こ
と
を
す
る
必
要
は
な

い
の
だ
。
当
た
り
前
に
や
っ
て
き
た
月
参
り
の
な
か
に
、
す
で

に
そ
の
機
能
が
あ
っ
た
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

四
、
お
わ
り
に
―
今
後
に
向
け
て

月
参
り
が
も
つ
潜
在
的
機
能
と
課
題
に
つ
い
て
概
観
を
し
て
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き
た
。
課
題
に
関
し
て
は
、
ほ
ん
の
少
し
の
意
識
変
化
で
そ
の

多
く
が
解
決
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
超
高
齢
化
が
進
み
、
認

知
症
を
抱
え
る
人
の
数
は
拡
大
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
る
。
高
齢
者
と
接
す
る
機
会
の
多
い
僧
侶
に
と
っ
て
、
認

知
症
の
基
礎
知
識
や
対
応
方
法
、
連
携
先
の
情
報
は
当
然
知
っ

て
お
く
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
の
意
識
と
知
識

の
向
上
が
月
参
り
と
融
合
す
る
こ
と
で
、
寺
院
・
僧
侶
は
よ
り

良
い
高
齢
社
会
の
実
現
に
寄
与
で
き
る
と
期
待
す
る
。

最
後
に
1
点
、
課
題
を
追
記
し
た
い
。
そ
れ
は
、
月
参
り
に

関
し
て
ほ
と
ん
ど
調
査
・
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
本
宗
の
宗
勢
調
査
に
月
参
り
の
項
目
は
な
い
。
他

宗
派
を
見
て
も
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
真
宗
大
谷
派
、
曹
洞

宗
、真
言
宗
智
山
派
の
宗
勢
（
教
勢
）
調
査
で
調
査
項
目
に
入
っ

て
い
る
も
の
の
、
そ
の
詳
細
な
分
析
は
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
だ
。社
会
や
医
療・福
祉
分
野
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
ど
れ
だ
け
の
寺
院
が
ど
れ
だ
け
の
檀
信
徒
を
参
っ
て
る

か
と
い
う
量
的
デ
ー
タ
、
月
参
り
で
ど
の
よ
う
な
会
話
、
見
守

り
が
な
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
質
的
デ
ー
タ
は
不
可
欠
で
あ
る
。

ま
た
、
残
念
な
が
ら
、
多
く
の
地
域
で
月
参
り
件
数
が
減
少
し

て
い
る
な
か
で
、
そ
の
全
体
的
把
握
は
喫
緊
の
課
題
と
考
え
る
。

今
後
、
筆
者
を
含
め
た
研
究
チ
ー
ム
で
、
実
態
把
握
・
可
能
性

を
検
証
す
る
た
め
の
大
規
模
調
査
を
企
画
し
て
い
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
ご
意
見
、
ご
助
言
を
乞
う
次
第

で
あ
る
。

参
考
・
引
用
文
献

小
川
有
閑
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
寺
院
の
連
携
に
つ
い

て
の
試
論
―
月
参
り
の
現

状
と
可
能
性
―
」『
地
域
構
想
』
三
：
二
〇
二
一
年

第
七
章　
「
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
」
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

は
じ
め
に
：
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、
二
〇
一
五
年
九
月
に
国
連
サ
ミ
ッ
ト
に
お

い
て
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
二
〇
三
〇
年
を
年
限
と
し
て
人

間
の
活
動
に
よ
っ
て
起
こ
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
「
２
０
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３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
に
掲
げ
ら
れ
た
17
の
世
界
的
目
標
で
あ
り
、

日
本
に
お
い
て
は「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」と
訳
さ
れ
て
い
る
。

「
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
の
副
題
に
は
「
我
々
の
世
界
を
変

革
す
る
」
と
付
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
変
革
に
「
誰
一
人
取
り
残

さ
れ
な
い
」
こ
と
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
り
、

基
本
理
念
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
国

家
も
企
業
も
地
域
も
個
人
ま
で
も
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
意
識

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

近
年
で
は
社
会
的
に
認
知
が
拡
大
し
、
企
業
や
社
会
の
活
動

に
も
影
響
を
与
え
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
や
目
標
を
意
識
し
て
採

り
入
れ
て
い
る
組
織
や
団
体
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
仏
教
界

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
二
〇
一
七
年
八
月
に
行
わ
れ
た
宗

教
サ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
「
比
叡
山
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
一
７
」
で

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
触
れ
、
支
持
を
表
明
し
、
同
年
一
一
月
に
行
わ

れ
た
築
地
本
願
寺
で
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
ズ
サ
ミ
ッ
ト
で
は
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
と
し
て
基
調
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
た
。
全
日
本
仏
教
青
年
会
で
は
二
〇
一
八
年
一
一
月
に
行

わ
れ
た
Ｗ
Ｆ
Ｂ
Ｙ
世
界
仏
教
徒
青
年
会
議
日
本
大
会
に
合
わ
せ

た
全
国
大
会
に
お
い
て
「
仏
教
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
が
テ
ー
マ
と
し

て
掲
げ
ら
れ
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
同
期
間
に
行
わ
れ
た
Ｗ
Ｆ
Ｂ

世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会
に
お
い
て
全
日
本
仏
教
会
は
「
東

京
宣
言
」
を
採
択
し
、
仏
教
界
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
を

掲
げ
て
い
る
。

浄
土
宗
に
お
い
て
は
二
〇
一
九
年
九
月
の
第
一
二
一
次
定
期

宗
議
会
で
初
め
て
言
及
さ
れ
、
そ
れ
以
降
の
宗
議
会
に
お
い
て

は
浄
土
宗
と
し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
第
一
二
一
次
定
期
宗
議
会
以
後
、
浄
土
宗
総
合
研
究

所
へ
委
託
研
究
が
な
さ
れ
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に

よ
っ
て
総
合
学
術
大
会
に
お
い
て
パ
ネ
ル
発
表
が
企
画
さ
れ
る

な
ど
、
一
定
の
研
究
成
果
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
宗
内

の
各
寺
院
・
団
体
も
個
々
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
て
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
組
織
も
見
受
け
ら
れ
る
。

本
項
に
お
い
て
は
、
上
記
の
よ
う
な
社
会
的
・
世
界
的
動
き

を
み
せ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
浄
土
宗
内
で
推
進
さ
れ
て
い
る
介
護
者

カ
フ
ェ
が
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
き
、
ま
た
と
く
に
「
お
寺
で
の

介
護
者
カ
フ
ェ
」
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
可
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能
で
あ
る
か
検
討
し
た
い
。

◎
社
会
貢
献
と
し
て
の
介
護
者
カ
フ
ェ

は
じ
め
に
、
介
護
者
カ
フ
ェ
の
社
会
貢
献
的
位
置
づ
け
に
つ

い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

浄
土
宗
「
は
じ
め
よ
う
！
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
」
に
よ

る
と
、「
介
護
者
カ
フ
ェ
と
は
、
介
護
す
る
人
を
支
え
る
、
分

か
ち
合
い
の
場
で
す
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

�　

介
護
者
カ
フ
ェ
と
は
、家
族
な
ど
の
介
護
に
携
わ
る
人（
介

護
者
・
ケ
ア
ラ
ー
）
が
日
頃
の
悩
み
を
分
か
ち
合
い
、
情
報

交
換
を
行
う
た
め
の
場
で
す
。
孤
立
し
が
ち
な
介
護
者
は
も

ち
ろ
ん
、
介
護
に
関
心
の
あ
る
人
が
気
軽
に
参
加
し
、
語
り

合
え
る
支
援
の
場
と
し
て
注
目
さ
れ
、
全
国
の
様
々
な
団
体

や
場
所
で
開
催
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。（
同
書
二
頁
）

つ
ま
り
、
介
護
者
カ
フ
ェ
は
地
域
に
お
い
て
一
つ
の
テ
ー
マ

を
持
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
、
ま
た
そ
の
よ
う
に
グ

ル
ー
プ
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
元
来
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
同
好
の
士
が
集
う
こ
と
が
あ
る
が
、

介
護
者
カ
フ
ェ
は
社
会
的
な
問
題
で
あ
る「
介
護
」を
テ
ー
マ
に
、

そ
の
課
題
・
問
題
を
共
有
、
ま
た
分
か
ち
合
う
こ
と
を
目
的
と

し
た
場
と
い
え
る
。
介
護
者
カ
フ
ェ
は
、「
カ
フ
ェ
」
と
銘
打

た
れ
て
い
る
が
、
常
設
の
店
舗
で
は
な
く
定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト

型
と
し
て
開
催
さ
れ
る
形
態
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
定
期
的

な
同
好
の
士
の
集
い
と
し
て
は
、「
サ
ロ
ン
」
も
同
様
の
活
動

の
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
が
、
参
加
者
が
打
ち
解
け
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
環
境
を
生
成
す
る
た
め
、「
カ
フ
ェ
」
と
い
う
呼
称

が
用
い
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
環
境
を
生
成
し
て
活
動
す
る
こ
と

を
「
カ
フ
ェ
型
活
動
」
と
称
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
カ
フ
ェ
型
活
動
に
つ
い
て
、
志
賀
文
哉
氏
は
共

有
の
視
点
を
基
に
「
課
題
の
共
有
」「
目
標
の
共
有
」「
知
識
・

思
考
の
共
有
」「
意
味
づ
け
の
共
有
」「
居
場
所
の
共
有
」
と
分

類
し
、
そ
れ
ら
の
活
動
の
類
型
・
特
徴
、
具
体
的
な
活
動
例
を

提
示
し
て
い
る
。
介
護
者
カ
フ
ェ
が
「
日
頃
の
悩
み
を
分
か
ち

合
い
、情
報
交
換
を
行
う
た
め
の
場
」「
孤
立
し
が
ち
な
介
護
者
、

介
護
に
関
心
の
あ
る
人
が
語
り
合
え
る
支
援
の
場
」
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、「
課
題
の
共
有
」「
知
識
・
思
考
の
共
有
」「
居
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場
所
の
共
有
」
な
ど
の
視
点
が
複
合
的
に
当
て
は
ま
る
と
考
え

ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
「
場
」
と
し
て
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
介
護
者
カ

フ
ェ
の
社
会
貢
献
・
地
域
貢
献
的
な
位
置
づ
け
に
な
ろ
う
。

◎
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
と
介
護
者
カ
フ
ェ

先
述
し
た
よ
う
に
介
護
者
カ
フ
ェ
は
、「
介
護
」
を
テ
ー
マ
に
、

そ
の
課
題
・
問
題
を
共
有
、
ま
た
分
か
ち
合
う
こ
と
を
目
的
と

し
た
場
で
あ
る
。
一
方
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
は
世
界
的
な
課
題
解
決

の
た
め
に
17
の
目
標
と
そ
れ
に
付
随
し
た
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
本
項
で
は
、
介
護
者
カ
フ
ェ
の
活
動

と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
関
係
性
に
つ
い
て
検
討
し
、
関
連
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
目
標
を
取
り
上
げ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
寄
与
す
る
点
に
つ
い
て

言
及
し
た
い
。

・
目
標
１
：
貧
困
を
な
く
そ
う

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
は
じ
め
に
貧
困
の
撲
滅
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

あ
ら
ゆ
る
場
所
で
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
貧
困
に
あ
ら
ゆ
る
手
段
を

も
っ
て
終
止
符
を
打
つ
と
し
て
い
る
。
こ
の
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
極
度
の
貧
困
層
で
は
あ
る
も
の
の
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
１

－

２

に
は
「
各
国
定
義
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る
次
元
の
貧
困
状
態
に
あ
る

す
べ
て
の
男
性
、
女
性
、
子
ど
も
の
割
合
を
半
減
さ
せ
る
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
目
標
は
極
度
の
貧
困
状

態
の
人
々
に
限
る
も
の
で
は
な
い
と
い
え
る
。

家
族
の
介
護
を
す
る
た
め
仕
事
を
退
職
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

る
、
い
わ
ゆ
る
「
介
護
離
職
」
は
、
総
務
省
『
平
成
29
年
度
就

業
構
造
基
本
調
査 

結
果
の
概
要
』に
よ
る
と
、過
去
一
年
間（
平

成
二
八
年
一
〇
月
～
平
成
二
九
年
九
月
）
に
「
介
護
・
看
護
の

た
め
」
に
前
職
を
離
職
し
た
人
は
九
万
九
千
人
と
あ
り
、
調
査

時
点
で
有
業
者
が
二
万
五
千
人
、
無
業
者
が
七
万
五
千
人
と
い

う
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
数
値
を
み
る
と
、
介

護
離
職
経
験
者
の
う
ち
約
七
割
が
再
就
職
を
し
て
い
な
い
、
で

き
て
い
な
い
と
い
え
る
。
再
就
職
し
て
い
な
け
れ
ば
収
入
が
不

安
定
に
な
り
、
生
活
が
ま
ま
な
ら
ず
、
貧
困
状
態
に
陥
る
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。

介
護
者
カ
フ
ェ
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
介
護
離
職
で



487　浄土宗寺院における社会事業の地域間連携研究班成果報告書

研究成果報告

の
経
験
談
、
離
職
し
な
い
た
め
の
制
度
、
助
成
制
度
な
ど
介
護

に
関
す
る
情
報
交
換
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

・
目
標
３
：
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を

介
護
は
そ
も
そ
も
福
祉
の
一
分
野
と
言
え
る
が
、
目
標
３
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
妊
産
婦
、
疫
病
、
薬
物
、
交
通
事
故
、
健
康
と

な
っ
て
お
り
、「
介
護
」
に
関
し
て
は
具
体
的
な
項
目
と
し
て

は
謳
わ
れ
て
い
な
い
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
指
標
に
直
接
寄
与
し
な
い
に
し
て
も
、
日
本
が

現
在
直
面
し
て
い
る
「
少
子
化
」「
高
齢
化
」
社
会
は
介
護
分

野
に
お
け
る
一
種
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
。

・
目
標
11
：
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
標
11
で
は
、
世
界
的
な
課
題
と
し
て
は
ス
ラ
ム
の
減
少
、

公
共
交
通
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
向
上
、
災
害
へ
の
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
な

か
タ
ー
ゲ
ッ
ト
11

－

3
で
は
持
続
可
能
な
都
市
化
の
促
進
を
挙

げ
、「
包
摂
的
か
つ
持
続
可
能
な
人
間
居
住
計
画
・
管
理
の
能

力
を
強
化
す
る
」
と
あ
り
、
介
護
分
野
は
具
体
的
な
指
標
に
は

含
ま
れ
な
い
も
の
の
社
会
に
お
い
て
軽
視
す
べ
か
ら
ざ
る
問
題

で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
先
に
も
述
べ
た
少
子
高
齢
化
社
会
を
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
に
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
世
界
の
都

市
計
画
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
具
体
的
に
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
し
て
の
介
護
者
カ
フ
ェ
が
組
み
込
ま
れ
る
と
地
域
の
な

か
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

・
目
標
17
：
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標
を
達
成
し
よ
う

目
標
17
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
掲
げ
る
目
標
の
課
題
を
専
門
家
の

知
見
と
協
力
体
制
に
よ
っ
て
解
決
・
達
成
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
介
護
者
カ
フ
ェ
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
々
の
み
な
ら

ず
、
専
門
的
な
知
見
は
外
部
に
協
力
を
求
め
て
い
く
べ
き
も
の

と
言
え
る
。
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
掲
げ
ら
れ
る
17
の
目
標
は
、
独
立
し
て
解
決
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
の
課
題
は
互
い
に
関

連
し
て
い
る
と
言
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
で
問
題
解
決
を
図
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
介
護
に

関
す
る
問
題
も
介
護
の
専
門
家
だ
け
で
は
な
く
、
他
分
野
の
専

門
家
の
知
見
や
協
力
を
仰
ぐ
こ
と
で
良
い
方
向
へ
と
進
む
こ
と

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
お
寺
で
の
介
護
者
カ
フ
ェ
」
で
あ
れ
ば
、「
介
護
」
に
つ

い
て
の
情
報
共
有
の
み
に
留
ま
ら
ず
、
寺
院
と
い
う
宗
教
施
設

を
カ
フ
ェ
の
会
場
と
す
る
こ
と
で
、
非
日
常
の
空
間
が
も
た
ら

す
精
神
的
変
化
や
安
堵
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

ま
と
め

以
上
、
介
護
者
カ
フ
ェ
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
関
係
性
に

つ
い
て
み
て
き
た
。
先
述
の
と
お
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
課
題
解
決
の

面
に
お
い
て
17
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
は
互
い
に
関
連
し
あ
っ
て
い

る
。
そ
れ
と
同
様
に
介
護
者
カ
フ
ェ
の
活
動
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目

標
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
面
に
派
生
し
て
い
る
。

カ
フ
ェ
の
参
加
者
の
多
く
は
介
護
者
・
元
介
護
者
で
あ
り
、

そ
の
場
で
は
気
持
ち
や
悩
み
の
分
か
ち
合
い
と
と
も
に
情
報
交

換
・
共
有
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
介
護
に
関
す

る
助
成
金
や
サ
ポ
ー
ト
施
設
な
ど
の
紹
介
も
あ
ろ
う
。
離
職
者

へ
の
有
意
義
な
情
報
提
供
や
縁
が
あ
れ
ば
貧
困
化
へ
の
抑
止
と

も
な
る
。
カ
フ
ェ
参
加
者
は
介
護
者
・
元
介
護
者
と
い
う
集
ま

り
で
あ
る
が
、
何
よ
り
も
現
介
護
者
の
孤
立
を
防
止
す
る
こ
と

に
も
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
行
政
や
社
会
福
祉
士
な
ど
の

参
加
が
あ
れ
ば
、
よ
り
専
門
的
な
、
的
確
な
サ
ポ
ー
ト
や
情
報

提
供
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
カ
フ
ェ
が
寺
院
を
会
場
と

し
て
開
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
参
加
者
の
精
神
的
変
化
や
安
堵

を
促
す
も
の
と
な
り
、
さ
ら
に
「
僧
侶
」
と
い
う
立
場
の
者
が

場
に
参
加
す
る
こ
と
で
安
心
感
の
拡
大
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

ら
れ
る
。

も
と
も
と
の
地
域
拠
点
で
あ
る
寺
院
が
介
護
者
カ
フ
ェ
の
会

場
と
し
て
開
放
さ
れ
る
こ
と
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
考
え
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て
も
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
い
た
活
動
で
あ
り
、
寺
院
・

僧
侶
の
地
域
・
社
会
貢
献
の
一
環
で
あ
る
と
言
え
る
。

［
参
考
文
献
］

熊
谷
綜
一
郎
ほ
か
「
居
場
所
機
能
か
ら
み
た
認
知
症
カ
フ
ェ

の
設
置
形
態
に
関
す
る
研
究
」（『
人
間
・
環
境
学
会
誌
』
二
二

―
一
、
二
〇
一
九
年
）

志
賀
文
哉
「
カ
フ
ェ
型
活
動
の
展
開
と
課
題
」（『
と
や
ま
発

達
福
祉
学
年
報
』
七
、
二
〇
一
六
年
）

認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
仙
台
セ
ン
タ
ー
「
認
知
症
カ
フ
ェ

の
実
態
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業 

報
告
書
」
二
〇
一
七
年

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
本
研
究
班
七
名
の
研
究
者
の
報
告
を
行
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
者
が
、
浄
土
宗
寺
院
に
お
け
る
社
会
事
業
の

地
域
間
連
携
に
関
連
し
て
、
教
理
、
カ
フ
ェ
活
動
、
主
催
者
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
農
業
と
ケ
ア
の
連
携
の
可
能
性
、
リ
ー
チ

ア
ウ
ト
と
し
て
の
月
参
り
の
可
能
性
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
お
寺
で
の

介
護
者
カ
フ
ェ
に
着
目
し
考
察
を
行
っ
た
。

い
く
つ
か
の
研
究
に
つ
い
て
は
こ
の
二
年
間
の
研
究
の
ま
と

め
で
あ
り
、
い
く
つ
か
の
研
究
に
つ
い
て
は
今
後
の
地
域
間
連

携
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

浄
土
宗
に
お
け
る
社
会
事
業
は
こ
の
一
〇
〇
年
以
上
の
年
月

を
か
け
て
大
き
く
発
展
し
て
き
た
。
次
の
一
〇
〇
年
は
ど
う
な

る
の
だ
ろ
う
。
現
実
的
に
起
こ
り
う
る
未
来
な
の
か
、
そ
れ
と

も
理
想
的
な
未
来
が
実
現
さ
れ
る
の
か
。
見
通
し
を
立
て
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
時
代
の
変
化
に
着
目
し
、

寺
院
や
僧
侶
が
社
会
と
関
わ
る
こ
と
の
積
極
的
な
意
義
に
つ
い

て
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
。
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大
島
慎
也
・
樋
口
広
思
・
小
野
静
法
・
大
河
内
大
博

今
回
は
、
実
験
的
に
行
っ
た
浄
土
宗
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
プ

ロ
グ
ラ
ム
演
習
篇
の
研
修
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。
な
お
、
浄

土
宗
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
基
礎
編
の
講
義
ビ
デ
オ
を
見
て
、
各

章
の
内
容
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す
る
こ
と
を
事
前
学
習

と
し
た
。
基
礎
編
の
講
義
ビ
デ
オ
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

１
、
そ
も
そ
も
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
は　
担
当　

籠
島
考
貴

２�

、
浄
土
宗
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
つ
い
て　

担
当　

曽
根

宣
雄

３�

、
臨
床
心
理
士
か
ら
み
る
浄
土
宗
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ　

担
当　
樋
口
広
思

４�

、
臨
床
現
場
か
ら
み
る
浄
土
宗
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ　

担

当　
大
島
慎
也

次
に
研
修
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

９
：
00
～
９
：
45
（
45
分
）　

事
前
打
ち
合
わ
せ

９
：
45
～
10
：
00
（
15
分
）　
本
番
待
機

10
：
00
～
10
：
10
（
10
分
）　
開
会
式

10
：
10
～
10
：
55
（
45
分
）　
午
前
の
部
１
（
担
当　
樋
口
）

10
：
55
～
11
：
00
（
５
分
）　

休
憩

11
：
00
～
12
：
15
（
75
分
）　�

午
前
の
部
２
（
担
当　

樋
口
・

大
島
、
小
野
・
大
河
内
）

12
：
15
～
13
：
30
（
75
分
）　

休
憩　

令
和
三
年
度　

研
究
成
果
報
告

浄
土
宗
寺
院
に
お
け
る
対
人
援
助
の
研
究
―
浄
土
宗
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
―
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13
：
30
～
14
：
30（
60
分
）　
午
後
の
部
演
習
１（
担
当　
大
島
）

14
：
30
～
15
：
30（
60
分
）　
午
後
の
部
演
習
２（
担
当　
大
島
）

15
：
30
～
15
：
40
（
10
分
）　

休
憩

15
：
40
～
16
：
40
（
60
分
）　
ま
と
め
（
担
当　
大
河
内
）

16
：
40
～
16
：
50
（
10
分
）　
閉
会
式

研
修
内
容�

午
前
の
部
１　
演
習
基
礎
編　
担
当
：
樋
口
広
思
・
小
野
静
法

①
は
じ
め
に
（
用
語
に
つ
い
て
）

・�

話
を
聴
く
人（
浄
土
宗
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
す
る
人
）を「
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
（
Co
）」、
相
談
を
す
る
人
、
ま
た
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
希
望
す
る
人
、
お
寺
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
話
を
す
る

人
な
ど
の
こ
と
を
「
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
（
Cl
）」
と
便
宜
上
、

混
乱
を
防
ぐ
た
め
に
そ
の
よ
う
に
表
現
し
ま
す
。

※�

こ
の
表
現
が
適
切
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
寺
で

相
談
に
来
ら
れ
る
方
を
「
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
」
と
呼
ぶ
こ
と
は

相
応
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

②
傾
聴
の
前
に

○
人
に
関
わ
る
、
ま
た
話
を
聴
く
前
提
と
し
て

・
清
潔
感
の
あ
る
服
装
、
ま
た
Ｔ
Ｐ
Ｏ
を
考
え
た
「
服
装
」

・�

人
と
人
と
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
の
に
適
切
な「
言

葉
づ
か
い
」

・
ゆ
と
り
を
持
っ
て
き
ち
ん
と
話
を
聴
く
た
め
の
「
場
所
」

・
ゆ
と
り
を
持
っ
て
き
ち
ん
と
話
を
聴
く
た
め
の
「
時
間
」

・�

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
最
大
限
守
る
た
め
の「
状

況
」

・
相
談
内
容
の
「
守
秘
」

傾
聴
以
前
に
“
一
社
会
人
と
し
て
”
の
あ
り
よ
う
が
大
変
重
要

で
す
。
こ
れ
ら
の
積
み
重
ね
が「
信
頼
関
係
」に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
心
構
え
に
つ
い
て

中
原
実
道
師
「
最
終
講
義
録
」
よ
り

・�「
…
自
分
の
思
惑
を
乗
せ
て
は
な
ら
な
い
。
自
分
の
勝
手
な

思
い
を
言
い
付
け
な
い
。
た
だ
ひ
た
す
ら
耳
を
傾
け
て
相
手

の
こ
と
を
聞
い
て
、
大
事
に
し
て
傾
聴
す
る
。」
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・�「（
傾
聴
の
た
め
に
は
）
ま
ず
自
分
の
思
惑
を
一
切
捨
て
る

と
い
う
こ
と
で
す
。（
中
略
）
…
ま
ず
誰
で
も
が
持
っ
て
い

る
自
分
の
心
、
す
な
わ
ち
、「
示
し
て
や
ろ
う
、
言
う
て
や

ろ
う
、
教
え
て
や
ろ
う
」
か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
、「
そ
れ

は
変
じ
ゃ
な
い
か
」
と
否
定
し
「
そ
れ
は
お
か
し
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
」
と
批
判
し
て
い
く
。
そ
う
い
う
心
を
ぶ
ち
壊
さ
な

き
ゃ
な
り
ま
せ
ん
。」

○
助
言
や
ア
ド
バ
イ
ス
、
説
諭
、
説
法
以
前
に
、
き
ち
ん
と
話

を
聴
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

○
傾
聴
は
“
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
気
づ
き
を
促
す
こ
と
で
あ
っ
て
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
意
見
や
解
釈
を
教
え
指
導
す
る
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
”。

③
傾
聴
の
基
礎
（
か
か
わ
り
・
傾
聴
の
方
法
）

○
傾
聴
の
基
礎
１

か
か
わ
り
の
方
法

（
１
）
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
（
視
線
の
合
わ
せ
方
）

「
聴
い
て
い
ま
す
よ
」「
あ
な
た
に
関
心
を
向
け
て
い
ま
す
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
相
談
者
に
伝
わ
る
よ
う
な
視
線
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

※�

凝
視
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
が
苦
手

な
人
も
い
ま
す

（
２
）
非
言
語
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
姿
勢
、
距
離
感
な
ど
）

　

姿
勢
や
距
離
感
な
ど
は
“
非
言
語
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
”
と
し
て

相
手
に
伝
わ
り
ま
す
。
ど
ん
な
姿
勢
や
距
離
感
で
話
を
聴
く
か

に
つ
い
て
も
気
を
つ
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

例
）
椅
子
そ
の
も
の
や
椅
子
の
位
置
を
工
夫
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
３
）
顔
や
声
の
表
情

　

自
分
の
顔
や
声
の
表
情
に
も
気
を
つ
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
相
談
内
容
や
状
況
に
不
釣
り
合
い
な
表
情
や
声
の
ト
ー
ン
に

な
っ
て
い
な
い
か
。

・
早
口
な
ど
話
す
ス
ピ
ー
ド
は
ど
う
か
。

⇨
自
分
の
日
頃
の
話
し
方
や
表
情
が
ど
の
よ
う
に
な
り
や
す
い

か
自
覚
し
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
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（
４
）
話
の
流
れ
を
大
切
に

話
を
聴
く
こ
と
に
慣
れ
な
い
う
ち
は
・
・
・

・�「
聴
く
」
こ
と
よ
り
も
「
何
を
話
そ
う
か
」
考
え
て
し
ま
い

が
ち

・�

話
を
さ
え
ぎ
っ
た
り
、
話
題
を
変
え
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
い

が
ち

・
つ
い
「
自
分
の
話
を
し
た
く
」
な
り
が
ち

・「
沈
黙
」
を
嫌
が
っ
て
話
し
て
し
ま
い
が
ち

⇨
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
話
の
流
れ
に
乗
り
ま
し
ょ
う
。

傾
聴
の
方
法

（
１
）
は
げ
ま
し
、
い
い
か
え

〈
は
げ
ま
し
〉

・「
え
え
」「
あ
ぁ
」「
そ
う
」「
そ
れ
で
？
」

・
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
言
葉
を
短
く
繰
り
返
す

・
う
な
づ
く
こ
と
も
「
非
言
語
の
は
げ
ま
し
」
で
す

〈
い
い
か
え
〉

・
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
話
し
た
内
容
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い

そ
う
な
こ
と
を
返
す
こ
と

※
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
Co
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
を
Cl
と
表
記
し
ま
す
。

Cl　
主
人
に
法
事
の
準
備
を
失
敗
し
た
こ
と
を
し
か
ら
れ
て
…

Co　
し
か
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。〈
は
げ
ま
し
〉

Cl　

そ
う
。
そ
れ
で
ね
。
あ
あ
、
小
さ
い
頃
に
私
、
お
父
さ
ん

に
こ
ん
な
風
に
叱
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
ね
。
そ
う
い
う

こ
と
を
思
い
出
し
て
、
余
計
悲
し
く
な
っ
て
ね
。

Co　

ご
主
人
に
し
か
ら
れ
て
、
ま
た
ご
自
分
の
子
ど
も
の
頃
が

思
い
出
さ
れ
て
悲
し
く
な
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。〈
い
い
か
え
〉

（
２
）
感
情
の
反
映

〈
感
情
の
反
映
〉

・
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
気
づ
き
を
援
助
す
る
方
法
で
す
。

・
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
言
葉
に
な
ら
な
い
思
い
を
返
し
ま
す

す
ぐ
に
実
践
す
る
の
は
難
し
い
で
す
が
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
ク

ラ
イ
エ
ン
ト
の
感
情
を
意
識
し
な
が
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
訓
練
す
る
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こ
と
が
重
要
で
す

〈
感
情
の
反
映
〉
の
例

（
続
き
）

Co　

ご
主
人
に
し
か
ら
れ
て
、
ま
た
ご
自
分
の
子
ど
も
の
頃
が

思
い
出
さ
れ
て
悲
し
く
な
ら
れ
た
ん
で
す
ね
〈
い
い
か
え
〉

Cl　

そ
う
な
ん
で
す
。
で
も
こ
う
い
う
こ
と
を
繰
り
返
さ
な
い

よ
う
に
と
注
意
し
て
い
る
つ
も
り
な
ん
で
す
け
れ
ど
、
何
度
も

失
敗
し
ち
ゃ
っ
て
…
。
叱
ら
れ
て
…
。（
肩
を
落
と
す
）〈
ク
ラ

イ
エ
ン
ト
の
観
察
〉

Co　

自
分
に
が
っ
か
り
し
て
い
ま
す
か
？
〈
感
情
の
反
映
〉

Cl　
そ
う
。
そ
れ
も
あ
る
し
…
。

（
Cl
が
自
身
の
手
を
ギ
ュ
ッ
と
握
る
）〈
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
観
察
〉

Co　
悔
し
い
感
じ
で
す
か
？
〈
感
情
の
反
映
〉

Cl　
そ
う
で
す
。
私
だ
っ
て
頑
張
っ
て
る
っ
て
言
い
た
い
。

〈
感
情
の
反
映
〉
の
よ
く
あ
る
失
敗

　

感
情
の
反
映
を
し
て
い
る
つ
も
り
が
、
一
方
的
な
決
め
つ
け

や
解
釈
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
）「
す
ご
く
苦
し
く
て
辛
い
よ
ね
」

　
　
「
不
安
で
不
安
で
眠
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
よ
ね
」

　
　
「
ご
主
人
に
大
変
不
満
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
」

感
情
の
反
映
の
失
敗
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
、
そ
う
思
い
込
ん
だ

り
、
過
剰
に
問
題
を
意
識
し
て
し
ま
っ
て
、
余
計
苦
し
ん
で
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
３
）
開
か
れ
た
質
問
、
閉
ざ
さ
れ
た
質
問

〈
閉
ざ
さ
れ
た
質
問
〉

・
２
〜
３
語
の
言
葉
や
「
は
い
」「
い
い
え
」
だ
け
で
答
え
ら

れ
る
質
問
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

例
）
今
日
は
自
宅
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

〈
開
か
れ
た
質
問
〉

・「
ど
の
よ
う
に
？
」「
何
を
？
」
と
い
っ
た
一
言
や
二
言
で
答

え
ら
れ
な
い
よ
う
な
質
問
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

例
）
昨
日
は
自
宅
で
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し

た
か
？
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〈
閉
ざ
さ
れ
た
質
問
〉
の
例

Cl　
そ
う
で
す
。
私
だ
っ
て
頑
張
っ
て
る
っ
て
言
い
た
い
。

Co　
悔
し
い
、
私
だ
っ
て
頑
張
っ
て
る
っ
て
〈
い
い
か
え
〉

Cl　
そ
う
。
他
に
も
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
…
。

Co　

他
に
も
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
か
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
お
話

し
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？
〈
開
か
れ
た
質
問
〉

Cl　

は
い
。
小
さ
い
頃
か
ら
私
は
の
ん
び
り
し
て
い
る
っ
て
い

わ
れ
て
い
て
、
そ
の
こ
と
で
父
に
よ
く
叱
ら
れ
て
い
て
。

Co　

な
る
ほ
ど
。
そ
う
い
う
思
い
を
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

〈
は
げ
ま
し
〉

お
父
さ
ん
と
の
話
を
ご
主
人
は
ご
存
知
な
ん
で
す
か
？
〈
閉
ざ

さ
れ
た
質
問
〉

Cl　
い
え
。
あ
ま
り
こ
う
い
う
話
は
主
人
と
は
し
な
く
て
。

〈
開
か
れ
た
質
問
、
閉
ざ
さ
れ
た
質
問
〉
の
よ
く
あ
る
失
敗

話
を
誘
導
す
る
質
問
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
を
責
め
て
し
ま
う
よ
う

な
辛
い
質
問
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

例
）「
そ
れ
っ
て
変
だ
と
思
わ
な
い
？
」

　
　
「
な
ん
で
学
校
行
か
な
い
の
？
」

矢
継
ぎ
早
に
閉
ざ
さ
れ
た
質
問
を
使
う
と
、
尋
問
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

例
）「
手
洗
っ
た
？
う
が
い
し
た
？
靴
下
洗
濯
機
に
入
れ
た
？

宿
題
や
っ
た
？
・
・
・
」

③
演
習
に
あ
た
っ
て

○
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
に
つ
い
て

※
各
グ
ル
ー
プ
に
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
参
加
し
ま
す
。

○
午
前
の
部
２
で
は
、
話
を
聴
く
体
験
演
習
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

○
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
ら
、
ま
ず
１
回
目
の
役
割
を
決
め
て

く
だ
さ
い
。

※
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
の
で
皆
さ
ん
各
自
全
て
の
役
割
を

担
い
ま
す
。

役
割
は
、

①
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
１
名
）
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②
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
（
１
名
）

③
観
察
者
（
２
名
）
で
す
。

○
こ
の
演
習
は
「
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
役
」
が
話
を
聴
く
体
験
を
す

る
た
め
の
演
習
で
す
。
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
役
の
問
題
解
決
が
目
的

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
１
人
１
０
分
ほ
ど

話
を
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
役

か
か
わ
り
や
傾
聴
の
方
法
を
意
識
し
な
が
ら
話
を
聴
い
た
り
、

応
答
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
は
じ
め
て
で
す
か
ら
、
で
き
な
い
、

ぎ
こ
ち
な
い
は
当
然
で
す
。失
敗
を
恐
れ
ず
、い
ろ
い
ろ
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

○
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
役

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
役
が
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
使
お
う
と
す
る
た

め
、〈
間
〉
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
お
互
い
様
で
い
き
ま

し
ょ
う
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
役
が
応
答
し
て
く
れ
た
と
き
、
ど
ん

な
感
じ
が
す
る
か
、
感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。

話
す
内
容
に
つ
い
て
は
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
役
自
身
の
話
題
が
良
い

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
演
習
で
す
の
で
、
繰
り
返
し
で
す
が
問

題
解
決
を
期
待
せ
ず
、
ま
た
途
中
で
区
切
ら
れ
て
も
よ
い
話
題

を
話
し
て
く
だ
さ
い
。

⇨
こ
の
後
の
休
憩
時
間
を
使
っ
て
、
何
を
話
そ
う
か
考
え
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

話
が
ど
ん
な
風
に
流
れ
て
い
く
だ
ろ
う
か
、
自
分
な
ら
ど
ん
な

風
に
応
答
す
る
か
、
な
ど
を
気
に
し
な
が
ら
観
察
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
役
の
良
い
応
答
を
見
つ
け
た
と
き
は
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

午
前
の
部
２　
演
習
基
礎
編　
　

�
�

�

担
当　
小
野
静
法
・
大
河
内
大
博

〈
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
体
験
の
感
想
〉

Ｙ　
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
役

　

話
の
流
れ
を
気
に
し
て
し
ま
っ
た
。
聞
く
よ
り
も
ど
う
い
う

方
向
に
も
っ
て
い
こ
う
か
と
い
う
こ
と
に
意
識
が
い
っ
て
し
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ま
っ
た
。

Ｏ　
ク
ラ
イ
エ
ン
ト

　
話
し
や
す
か
っ
た
。
笑
顔
で
受
け
止
め
て
く
れ
て
い
る
。

Ａ　
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
役

　

相
手
が
ど
う
し
よ
う
か
な
と
思
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
沈
黙
、

相
槌
の
仕
方
な
ど
話
し
や
す
い
環
境
作
り
、

Ｋ　
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
役

　

誘
導
で
は
な
く
気
持
ち
を
引
き
出
し
て
も
ら
っ
て
い
る
感
じ

が
し
て
話
し
や
す
か
っ
た
。

Ｏ　
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
役

　

傾
聴
の
難
し
さ
、
ど
う
対
応
し
た
ら
い
い
の
か
難
し
か
っ
た
。

言
い
換
え
や
も
う
少
し
プ
ラ
ス
な
気
持
ち
に
展
開
で
き
れ
ば
と

思
っ
た
。

Ａ　
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
役

　

話
し
手
に
安
心
感
を
与
え
る
相
槌
だ
な
と
思
っ
た
。
話
の
展

開
を
作
っ
て
く
れ
た
の
が
凄
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

Ｋ　
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
役

　

ど
ん
ど
ん
話
し
て
く
れ
る
の
で
聞
き
や
す
か
っ
た
。
聞
い
て

解
釈
を
伝
え
る
よ
り
、
ひ
た
す
ら
聞
く
こ
と
に
徹
し
た
ほ
う
が

い
い
と
思
っ
た
。
雰
囲
気
を
合
わ
せ
な
が
ら
聞
い
て
い
た
。

Ｙ　
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
役

　
一
方
的
に
話
す
こ
と
を
し
て
み
た
。
静
か
に
聞
い
て
い
て
く

れ
た
の
で
、
話
し
や
す
か
っ
た
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
コ
メ
ン
ト

○
観
察
者
の
と
き
に
、
自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
、
普
段
か

ら
話
を
聞
い
て
い
る
人
に
も
注
目
し
て
み
る
と
良
い
気
づ
き
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
信
頼
関
係
を
ど
う

築
き
上
げ
て
い
く
か
が
大
事
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
か
ら
の
質
問

○
「
何
が
不
自
由
だ
っ
た
か
？
」

Ｙ　
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
は
体
の
動
き
、
目
線
が
見
ら
れ
な
く
て
、
ど
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う
い
う
反
応
か
感
じ
づ
ら
か
っ
た
。

Ａ　

相
談
を
す
る
側
の
設
定
が
も
う
少
し
あ
っ
た
方
が
や
り
や

す
か
っ
た
か
も
。
恥
ず
か
し
か
っ
た
。

Ｏ　
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
だ
か
ら
細
か
い
所
が
見
ら
れ
な
い
。
研
究
室
の

仲
間
と
い
う
の
が
や
り
づ
ら
い
部
分
も
あ
っ
た
。

Ｋ　

テ
ー
マ
が
何
パ
タ
ー
ン
か
あ
る
と
、
知
っ
た
仲
の
相
手
で

も
や
り
や
す
い
の
で
は
。
マ
ス
ク
無
し
で
表
情
が
見
ら
れ
た
の

が
新
鮮
だ
っ
た
。

○
不
自
由
さ
を
大
事
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
の
先
緊
張
感
が

あ
る
場
や
し
っ
か
り
話
を
聞
か
な
い
と
い
け
な
い
場
で
は
丁
寧

に
慎
重
に
す
る
こ
と
が
大
事
。

○
会
話
が
ど
こ
に
向
か
っ
て
い
る
か
や
全
部
の
つ
じ
つ
ま
を
合

わ
せ
る
必
要
は
無
い
。
話
し
な
が
ら
あ
っ
ち
行
っ
た
り
こ
っ
ち

行
っ
た
り
す
る
中
で
、
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
部
分
を
し
っ
か
り
聞

い
て
い
く
。
こ
れ
を
す
る
に
は
訓
練
や
場
数
が
必
要
で
す
が
、

参
考
に
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

④
午
前
の
ま
と
め

○
か
か
わ
り
、
傾
聴
の
方
法
に
つ
い
て

・�

演
習
を
体
験
し
て
感
じ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
繰
り
返
し

練
習
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
他
に
も
様
々
な
方
法
が

あ
り
ま
す
。
今
日
は
入
り
口
の
入
り
口
と
考
え
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

○
守
秘
義
務
と
は

・�

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
過
程
で
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
知
り
得
た

情
報
を
外
に
漏
ら
し
て
は
い
け
な
い
。

○
守
秘
に
つ
い
て
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
に
伝
え
る
意
味

・�

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
安
心
感
や
、こ
の
場
が
特
別
で
あ
る
と
認
識
。

逆
に
守
秘
を
破
る
と
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
強
い
傷
つ
き
へ
。

○
守
秘
義
務
の
例
外

・�

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
最
善
の
利
益
の
た
め
に
「
例
外
」
が
生
じ

る
こ
と
が
あ
る
。

例
）
自
殺
企
図
、
他
者
へ
の
暴
力
行
為
な
ど
。
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午
後
の
部　
演
習
応
用
篇　
担
当　
大
島
慎
也

演
習
１　
分
か
っ
て
も
ら
え
な
い
苦
し
み
を
学
ぶ

①
導
入

こ
の
演
習
で
は
イ
ラ
ス
ト
を
見
な
が
ら
、
出
さ
れ
た
質
問
を
皆

さ
ん
で
話
し
合
い
な
が
ら
考
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。

イ
ラ
ス
ト
を
描
か
れ
た
の
は
浄
土
宗
僧
侶
で
漫
画
家
の
岡
島
考

喜
さ
ん
で
す
。

岡
島
さ
ん
は
ク
ロ
ー
ン
病
と
い
う
難
病
を
か
か
え
て
お
り
、
他

人
か
ら
は
見
え
に
く
い
痛
み
や
苦
し
み
、
葛
藤
を
一
枚
の
イ
ラ

ス
ト
に
鮮
烈
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
様
は
イ
ラ
ス
ト
を
み
て
何
を
感
じ
る
で
し
ょ
う
か
？

人
々
の
様
々
な
悩
み
苦
し
み
に
寄
り
添
い
、
お
念
仏
の
み
教
え

を
お
つ
た
え
す
る
の
が
浄
土
宗
僧
侶
で
す
。
イ
ラ
ス
ト
の
よ
う

に
苦
し
む
人
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
態
度
で
臨
む
の
が
良
い
の

で
し
ょ
う
か
？
浄
土
宗
僧
侶
と
し
て
の
と
る
べ
き　

態
度
は
な

に
か
？
と
い
っ
た
こ
と
を　
皆
様
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。

ク
ロ
ー
ン
病
に
つ
い
て

ク
ロ
ー
ン
病
と
は
主
に
腸
の
粘
膜
に
炎
症
や
潰
瘍
（
表
面
が
た

だ
れ
て
細
胞
が
死
に
、
は
が
れ
落
ち
て
い
る
状
態
）
を
ひ
き
お

こ
す
病
気
で
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
原
因
は
不
明
で
完
全
に
治

す
治
療
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
国
か
ら
指
定
さ
れ
た
難
病
で
、
栄

養
療
法
、
症
状
を
抑
え
る
薬
、
腸
の
一
部
を
切
る
外
科
手
術
に

よ
っ
て
治
療
し
ま
す
。

そ
の
人
に
よ
っ
て
食
べ
ら
れ
る
も
の
が
異
な
り
ま
す
が
、
一
般

的
に
は
低
脂
肪
・ 

低
残
渣(

食
物
繊
維
な
ど
が
少
な
い)

が
良

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
肉
な
ど
の
脂
肪
や
野
菜
な
ど
の

食
物
繊
維
は
炎
症
を
悪
化
さ
せ
る
た
め
、
お
な
か
の
調
子
が
良

い
時
期
で
も
注
意
が
必
要
で
す
。

岡
島
さ
ん
に
よ
る
と
、「
炎
症
が
起
き
る
と
お
な
か
が
痛
い
。

陣
痛
よ
り
も
痛
い
ら
し
い
」「
痛
み
止
め
は
す
ぐ
に
効
か
な
く

な
っ
て
結
局
は
お
な
か
が
痛
い
。
炎
症
が
治
ま
る
ま
で
何
も
飲

め
な
い
食
べ
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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②
ル
ー
ル
説
明

イ
ラ
ス
ト
を
見
て
皆
様
で
セ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
す

グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
ま
す
。

共
有
画
面
で
イ
ラ
ス
ト
を
表
示
、
読
み
上
げ
た
後
、

共
有
解
除
し
セ
ッ
シ
ョ
ン
開
始
し
ま
す

率
直
に
感
じ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
す

他
の
参
加
者
の
方
の
意
見
を
批
判
し
な
い
で
く
だ
さ
い

他
の
参
加
者
の
方
の
意
見
を
聞
い
て
、
ま
た
感
じ
た
こ
と
を
議

論
し
て
く
だ
さ
い

あ
な
た
だ
っ
た
ら
、
と
い
う
当
事
者
の
意
識
で
み
て
く
だ
さ
い

③
演
習 

イ
ラ
ス
ト
を
見
て
グ
ル
ー
プ
討
議

冠
婚
葬
祭
等　

食
事
の
席　

ご
馳
走
を
残
す　

理
由
を
聞
か
れ

る　

難
病
を
患
っ
て
い
る
と
応
え
る　
「
大
丈
夫　

治
る
よ
。

私
も
ね　

コ
ウ
コ
ウ
こ
の
よ
う
に
し
た
ら　

ア
レ
ル
ギ
ー
『
み

た
い
な
の
』
が
治
っ
た
か
ら　

身
体
を
鍛
え
て
ー
」　

自
分
の

成
功
体
験
か　

自
慢
話
な
の
か　

隣
の
方
は
上
機
嫌
で　

ス

テ
ー
キ
を
食
べ
続
け
た　

成
功
体
験
を
『
押
し
つ
け
』
て
は　

イ
ケ
ナ
イ
と
感
じ
る

セ
ッ
シ
ョ
ン

１
，
こ
の
イ
ラ
ス
ト
を
見
て
何
を
感
じ
ま
し
た
か
？
皆
さ
ん
で

感
じ
た
こ
と
を
お
話
し
下
さ
い

１
の
ま
と
め

自
分
自
身
の
話
ば
か
り
し
て
お
り
、
相
手
の
話
を
聞
い
て
い
な

い→
あ
な
た
自
身
も
こ
ん
な
経
験
が
あ
る
の
で
は
？

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
て
い
な
い
し
、
知
ろ
う
と
し
て
い
な
い

→
経
験
の
無
い
事
を
聞
か
れ
た
場
合
、
ど
う
し
ま
す
か
？

自
身
の
過
去
の
成
功
体
験
を
押
し
つ
け
、
相
手
の
痛
み
を
理
解

し
よ
う
と
し
て
い
な
い

→
理
解
す
る
た
め
の
態
度
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
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そ
の
人
な
り
に
励
ま
そ
う
と
し
た
の
で
は
？　

→
相
手
に
ど
う
い
っ
た
印
象
を
与
え
る
の
か
考
え
て
い
る
の
か

２
，
あ
な
た
だ
っ
た
ら
ど
う
答
え
ま
す
か
？
皆
さ
ん
で
感
じ
た

こ
と
を
お
話
し
下
さ
い

２
の
ま
と
め

「
私
も
盲
腸
の
時
に
お
な
か
痛
か
っ
た
！
」

自
己
経
験
か
ら
の
話
は
共
感
に
繋
が
ら
な
い
場
合
も
あ
る
の
で

は
？
そ
の
人
と
全
く
同
じ
痛
み
で
は
な
い
し
、
状
況
も
違
う
。

「
へ
ー
そ
う
な
ん
だ
、
大
変
だ
ね
。」

無
関
心
は
相
手
を
傷
つ
け
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は

「
頑
張
っ
て
！
」

共
感
も
な
く
安
易
に
励
ま
す
言
葉
は
相
手
を
傷
つ
け
る
可
能
性

「
難
病
に
つ
い
て
聞
く
」

相
手
の
悩
み
を
聞
い
て
み
る

「
今
な
に
が
た
べ
ら
れ
る
の
か
聞
く
」

病
気
の
こ
と
話
し
た
く
な
い
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い

「
違
う
話
を
す
る
」

話
し
を
そ
ら
す
。
あ
え
て
つ
ら
い
話
題
に
は
触
れ
な
い
。

「
難
し
い
話
な
の
で
答
え
ら
れ
な
い
」

答
え
ら
れ
な
い
の
で
無
言
に
な
る
。
気
ま
ず
い
空
気
・
・
・

３
，
浄
土
宗
僧
侶
と
し
て
と
る
べ
き
態
度
は
？
皆
さ
ん
で
感
じ

た
こ
と
を
お
話
し
下
さ
い

３
の
ま
と
め

相
手
の
悩
み
苦
し
み
を
聞
く
。
気
持
ち
を
向
け
る
、
真
摯
な
態

度
。

病
気
の
話
は
し
た
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
、
そ
の
場
合
で
も
そ

の
気
持
ち
を
尊
重
す
る
。

自
分
自
身
が
聴
き
た
い
話
で
は
な
く
、
相
手
が
話
し
た
い
話
を

聞
く
。

相
手
の
痛
み
に
共
感
し
、
寄
り
添
う
態
度

中
原
実
道
師
の
言
葉
「
よ
し
よ
し
そ
れ
で
よ
し
」
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④
講
師
側
の
ま
と
め 

「
凡
夫
が
凡
夫
を
ケ
ア
し
て
い
る
現
実
」

無
に
な
っ
て
全
て
を
受
け
入
れ
る
の
は
現
実
的
で
は
な
い
。
中

原
師
の
理
論
で
は
せ
め
て
も
の
、
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
、

そ
の
人
な
り
の
「
精
一
杯
の
姿
」
で
あ
る
と
理
解
し
て
受
け
入

れ
る
。
共
感
は
出
来
な
い
が
話
を
聞
く
側
も
「
精
一
杯
の
姿
」

で
傾
聴
す
る
と
い
う
中
原
師
の
理
論
は
分
か
り
や
す
い

傾
聴
に
必
要
な
態
度

ア
ド
バ
イ
ス
は
し
な
い
。
思
惑
を
の
せ
な
い

「
何
か
こ
う
気
の
利
い
た
こ
と
を
助
言
し
て
教
え
て
や
ろ
う
、

示
し
て
や
ろ
う
、導
い
て
や
ろ
う
と
い
っ
た
山
っ
気
、そ
う
い
っ

た
相
談
者
は
、
毒
に
は
な
っ
て
も
お
役
に
は
立
て
な
い
ん
で
あ

り
ま
す
。」「
ま
ず
自
分
の
思
惑
を
一
切
捨
て
る
と
い
う
こ
と
で

す
。」
中
原
実
道
師
講
義
録
Ｐ
85

我
々
は
凡
夫
で
あ
り
、
自
身
も
相
談
者
も
、
阿
弥
陀
様
に
救

わ
れ
る
存
在

話
を
聞
い
て
も
ら
え
る
と
な
ん
だ
か
心
が
癒
さ
れ
る

「
傾
聴
」
と
は
、
人
の
話
を
た
だ
聞
く
の
で
は
な
く
、
注
意

を
払
っ
て
、
よ
り
深
く
、
丁
寧
に
耳
を
傾
け
る
こ
と

自
身
の
聞
き
た
い
こ
と
で
は
な
く
、
相
手
が
話
し
た
い
こ
と
、

伝
え
た
い
こ
と
を
、
真
剣
に
“
聴
く
”
と
い
う
こ
と

た
と
え
ば
「
死
」
や
「
病
気
」
の
悩
み
が
あ
る
。
話
を
聞
く

こ
と
で
心
の
癒
し
に
な
る

傾
聴
に
必
要
な
こ
と
ば

中
原
師
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
理
論
で
は
傾
聴
に
必
要
な
態
度

を
分
か
り
や
す
く
教
え
て
い
る

・�

あ
い
ず
ち
の
こ
と
ば　

う
ん
、
そ
う
、
と
い
っ
た
あ
い
ず

ち
を
返
す

・�

繰
り
返
し
の
こ
と
ば　

相
手
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
繰
り
返

す
・�
反
射
の
こ
と
ば　

感
情
表
現
の
言
葉
が
出
た
と
き
そ
っ
く

り
そ
の
ま
ま
繰
り
返
す

・�

明
確
化
の
こ
と
ば　
　

相
手
の
気
持
ち
が
見
え
た
と
き
、
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そ
れ
を
口
に
出
し
て
伝
え
る

・�
沈
黙　
相
手
の
言
葉
を
た
だ
待
つ

「
恐
ろ
し
い
沈
黙
が
訪
れ
て
く
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

が
大
事
な
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
…
（
中
略
）
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方

か
ら
し
ゃ
べ
り
出
し
た
ら
、
も
う
そ
の
時
点
で
こ
の
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
は
も
う
一
切
、
壊
れ
て
し
ま
う
の
で
す
」
中
原
実
道
師

講
義
録
Ｐ
76

中
原
実
道
『
養
護
教
諭
の
教
育
観
と
子
ど
も
観

－

教
育
を
支

え
て
い
る
あ
な
た
に

－

』
東
山
書
房
，
１
９
８
８
年

相
手
と
の
信
頼
を
築
き
、“
超
世
の
願
”
を
示
す

「
自
分
も
限
界
だ
な
あ
と
思
う
と
こ
ろ
ま
で
徹
底
的
に
相
手

に
受
け
入
れ
ら
れ
て
、
相
手
に
大
事
に
さ
れ
て
、
信
頼
関
係
が

構
築
で
き
た
時
に
、
超
世
の
願
を
示
さ
な
き
ゃ
い
け
な
い
」

傾
聴
か
ら
信
頼
関
係
を
築
き
宗
教
的
な
ケ
ア
に
進
む

ケ
ア
対
象
者
を
尊
重
し
な
が
ら
お
念
仏
の
教
え
を
提
示
す
る

演
習
２　
不
用
意
な
励
ま
し
を
受
け
る
苦
し
み
を
学
ぶ

演
習
1
で
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

　
ア
ド
バ
イ
ス
は
し
な
い
。
思
惑
を
の
せ
な
い　

「
何
か
こ
う
気
の
利
い
た
こ
と
を
助
言
し
て
教
え
て
や
ろ
う
、

示
し
て
や
ろ
う
、導
い
て
や
ろ
う
と
い
っ
た
山
っ
気
、そ
う
い
っ

た
相
談
者
は
、
毒
に
は
な
っ
て
も
お
役
に
は
立
て
な
い
ん
で
あ

り
ま
す
。」「
ま
ず
自
分
の
思
惑
を
一
切
捨
て
る
と
い
う
こ
と
で

す
。」
中
原
実
道
師
講
義
録
Ｐ
85

我
々
は
凡
夫
で
あ
り
、
自
身
も
相
談
者
も
、
阿
弥
陀
様
に
救
わ

れ
る
存
在

中
原
実
道
師

「
恐
ろ
し
い
沈
黙
が
訪
れ
て
く
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が

大
事
な
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
…
（
中
略
）
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
か

ら
し
ゃ
べ
り
出
し
た
ら
、
も
う
そ
の
時
点
で
こ
の
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
は
も
う
一
切
、
壊
れ
て
し
ま
う
の
で
す
」

相
手
が
話
す
の
を
た
だ
待
つ

こ
ち
ら
か
ら
話
し
た
く
な
っ
て
し
ま
う
が
沈
黙
に
耐
え
る
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イ
ラ
ス
ト
を
見
て
皆
様
で
セ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
す

共
有
画
面
で
イ
ラ
ス
ト
を
表
示
、
読
み
上
げ
た
後
、

共
有
解
除
し
セ
ッ
シ
ョ
ン
開
始
し
ま
す

率
直
に
感
じ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
す

他
の
参
加
者
の
方
の
意
見
を
批
判
し
な
い
で
く
だ
さ
い

他
の
参
加
者
の
方
の
意
見
を
聞
い
て
、
ま
た
感
じ
た
こ
と
を
議

論
し
て
く
だ
さ
い

あ
な
た
だ
っ
た
ら
、
と
い
う
当
事
者
の
意
識
で
み
て
く
だ
さ
い

演
習 

イ
ラ
ス
ト
を
見
て
セ
ッ
シ
ョ
ン

難
病
煩
っ
て　

大
怪
我
も
し
て　

痛
い
検
査
も
耐
え
て
き
て　

半
身
不
随
手
前
ま
で
い
っ
て　

で
も　

一
番
辛
か
っ
た
の
は　

『
心
の
怪
我
』　

激
励
の
言
葉
は　

時
と
し
て　
『
凶
器
』
と
な

る　
無
責
任
な　
激
励
は

１
，
こ
の
イ
ラ
ス
ト
を
見
て
何
を
感
じ
ま
し
た
か
？
皆
さ
ん
で

感
じ
た
こ
と
を
お
話
し
下
さ
い

１
の
ま
と
め

相
手
を
思
っ
て
激
励
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

→
無
責
任
な
激
励
は
相
手
を
傷
つ
け
る
可
能
性

無
責
任
な
激
励
、
と
は
何
か
分
か
ら
な
か
っ
た

→
無
責
任
に
感
じ
ら
れ
る
態
度
と
寄
り
添
う
態
度

今
も
頑
張
っ
て
い
る
の
に
、
頑
張
れ
と
他
人
事
の
よ
う
に
励
ま

さ
れ
る
と
腹
が
立
つ

→
言
葉
の
意
味
と
そ
れ
を
言
う
人
の
態
度
が
大
切

２
，
あ
な
た
だ
っ
た
ら
ど
う
答
え
ま
す
か
？
皆
さ
ん
で
感
じ
た

こ
と
を
お
話
し
下
さ
い

２
の
ま
と
め

ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
、
な
に
を
言
っ
て
良
い
か
分
か

ら
な
い

→
気
の
利
い
た
こ
と
を
言
う
の
で
は
な
く
、
相
手
に
悩
み
苦
し

み
を
傾
聴
す
る
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相
手
を
傷
つ
け
る
と
知
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
何
も
言
え
な
い

→
相
手
の
痛
み
に
寄
り
添
う
、
僧
侶
と
し
て
の
態
度
を
示
す

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
、
な
に
が
必
要
か
聞
く

→
完
全
に
相
手
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
こ
と
は
出
来
な
く
て
も
、

痛
み
に
寄
り
添
う
態
度
を
示
す

３
，
浄
土
宗
僧
侶
と
し
て
と
る
べ
き
態
度
は
？
皆
さ
ん
で
感
じ

た
こ
と
を
お
話
し
下
さ
い

３
の
ま
と
め

傾
聴
す
る
、
つ
ら
い
気
持
ち
に
寄
り
添
う
、
よ
し
よ
し
そ
れ
で

よ
し

相
手
の
悩
み
苦
し
み
を
聞
く
。
気
持
ち
を
向
け
る
、
真
摯
な
態

度
。
病
気
の
話
は
し
た
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
、
そ
の
場
合
で

も
そ
の
気
持
ち
を
尊
重
す
る
。

自
分
自
身
が
聴
き
た
い
話
で
は
な
く
、
相
手
が
話
し
た
い
話
を

聞
く
。

相
手
の
痛
み
に
共
感
し
、
寄
り
添
う
態
度

講
師
側
の
ま
と
め 

「
精
一
杯
の
姿
」
で
相
手
を
う
け
と
め
る
態
度

・
傾
聴
に
必
要
な
「
こ
と
ば
」
を
分
類
し
解
説

　
あ
い
づ
ち
・
繰
り
返
し
・
反
射
・
明
確
化
の
こ
と
ば
、
沈
黙

・「
思
惑
は
の
せ
な
い
」
と
ケ
ア
対
象
者
主
体
の
ケ
ア

　
で
あ
る
と
い
う
態
度
を
明
確
化

中
原
師
の
理
論
は
傾
聴
に
必
要
な
態
度
を
実
践
的
か
つ
分
か
り

や
す
く
示
し
て
い
る

無
に
な
っ
て
全
て
を
受
け
入
れ
る
の
は
現
実
的
で
は
な
い

中
原
師
の
理
論
で
は
せ
め
て
も
の
、
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
、
そ
の
人
な
り
の
「
精
一
杯
の
姿
」
で
あ
る
と
理
解
し
て
受

け
入
れ
る
完
全
な
共
感
は
出
来
な
い
が
話
を
聞
く
側
も
「
精
一

杯
の
姿
」
で
傾
聴
す
る
と
い
う
中
原
師
の
理
論
は
分
か
り
や
す

い
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浄
土
宗
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
浄
土
宗
僧
侶
の
あ
る
べ
き
態
度

中
原
師
は
法
然
上
人
の
お
姿
を
み
て
浄
土
宗
僧
侶
と
し
て
、
ま

た
傾
聴
を
行
う
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
、
あ
る
べ
き
態
度
・
心

構
え
を
示
し
た

特
殊
な
技
術
を
身
に
つ
け
る
の
で
は
な
く
法
然
上
人
の
お
姿
を

手
本
と
し
て
浄
土
宗
僧
侶
と
し
て
の
心
構
え
や
姿
勢
を
身
に
つ

け
る
。

法
然
上
人
の
お
姿
は

・
ま
ず
共
感
し
傾
聴
し
て
い
る

・
出
来
る
事
な
ら
悪
い
事
は
や
め
る
べ
き
だ
と
戒
を
示
す

・
も
っ
ぱ
ら
念
仏
す
べ
し
と
教
え
を
説
く

全
体
ヒ
ア
リ
ン
グ

・
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
い
か
が
で
し
た
か

・
そ
れ
ぞ
れ
一
人
ず
つ
感
じ
た
こ
と
を
発
表
し
て
く
だ
さ
い

・
お
一
人
２
分
以
内
で
お
願
い
致
し
ま
す

全
体
ま
と
め　
担
当　
大
河
内
大
博

自
分
自
身
の
良
い
と
こ
ろ
、
悪
い
と
こ
ろ

疑
問
点
と
質
疑
応
答

講
師
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

相
手
に
つ
い
て
「
知
る
」「
案
じ
る
」。

セ
ル
フ
ケ
ア

僧
侶
も
ま
た
一
人
の
人
間
で
あ
る

○
「
人
の
死
」
が
日
常
と
な
る
こ
と
に
よ
る
錯
覚

人
の
死
、
死
別
者
と
関
わ
る
こ
と
は
そ
も
そ
も
負
荷
の
大
き
い

臨
床

「
僧
侶
た
る
も
の
」
と
い
う
役
割
意
識
を
求
め
ら
れ
る
存
在

で
も
、
僧
侶
で
あ
る
と
同
時
に
、
生
身
の
人
間
と
し
て
の
あ
る

が
ま
ま
の
苦
悩
に
寄
り
添
う
存
在

○
ケ
ア
さ
れ
る
経
験
（
聴
い
て
も
ら
え
た
経
験
）
を
通
し
て
学
ぶ

“
私
を
受
け
入
れ
て
も
ら
え
た
”
経
験
が
、
寄
り
添
う
ケ
ア
を
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可
能
に
す
る

○
「
自
分
を
大
切
に
す
る
」
が
ベ
ー
ス
と
な
る

人
を
癒
す
た
め
に
は
、
先
ず
自
分
が
癒
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

自
分
を
大
切
に
で
き
る
力
が
、
人
を
大
切
に
で
き
る
力
と
な
る

感
情
労
働

○
感
情
労
働
：
寄
り
添
う
と
い
う
こ
と

感
情
が
労
働
の
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ
と

ex
）
看
護
師
、
介
護
士
、
接
客
業
、
対
人
サ
ー
ビ
ス
職
種

⇔ 

肉
体
労
働
、
頭
脳
労
働

感
情
労
働
の
特
徴

① 

対
面
あ
る
い
は
声
に
よ
る
他
者
と
の
接
触
が
不
可
欠

② 

他
者
の
中
に
何
ら
か
の
感
情
変
化
（
心
の
平
安
や
悲
し
み

の
癒
し
な
ど
）
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

③ 

雇
用
者
は
研
修
や
管
理
体
制
を
通
じ
て
労
働
者
の
感
情
活

動
を
あ
る
程
度
、
支
配
す
る

浄
土
宗
僧
侶
に
と
っ
て
の
セ
ル
フ
ケ
ア
の
４
層

○
疲
労
と
な
る
出
来
事
・
感
情
と
の
適
切
な
距
離
を
と
る
ケ
ア

し
ん
ど
い
こ
と
、
つ
ら
い
気
持
ち
を
忘
れ
る
（
一
旦
、
横
に
お

け
る
）
こ
と

自
分
を
最
優
先
に
す
る
こ
と

○
自
ら
ら
の
疲
労
を
明
確
に
し
、
自
覚
的
に
な
る
ケ
ア

何
が
ど
の
よ
う
に
し
ん
ど
い
の
か
を
自
覚
す
る

自
分
に
素
直
に
な
る

自
分
の
限
界
を
知
り
、
手
放
す
勇
気
を
持
つ

○
自
ら
の
疲
労
や
痛
み
を
仲
間
（
ピ
ア
）
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
も

ら
う
ケ
ア

一
人
で
取
り
組
ま
ず
、
仲
間
を
持
つ

仲
間
に
支
え
ら
れ
、
自
分
を
認
め
て
も
ら
え
る
場
を
持
つ

自
分
の
在
り
方
や
姿
勢
に
つ
い
て
、
振
り
返
る
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○
お
念
仏
の
声
に
の
せ
て
阿
弥
陀
さ
ま
に
聴
い
て
い
た
だ
く

自
身
の
無
力
を
受
け
止
め
て
も
ら
う

相
談
者
の
力
を
信
じ
、
託
す

「
阿
弥
陀
様
は
、
私
も
相
談
者
も
救
っ
て
く
だ
さ
る
」

○
燃
え
尽
き
な
い
た
め
に

燃
え
尽
き
な
い
た
め
の
３
つ
の
「
大
切
」

① 

自
分
を
大
切
に
す
る

② 

自
分
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
人
を
大
切
に
す
る

③ 

支
え
る
人
を
大
切
に
す
る

○
燃
え
尽
き
な
い
た
め
の
３
つ
の
「
ケ
ア
力
」

① 

自
分
の
生
育
歴
を
ケ
ア
す
る
力

② 

感
情
を
ケ
ア
す
る
力

③ 

限
界
あ
る
自
分
を
ケ
ア
す
る
力

○
燃
え
尽
き
な
い
た
め
の
「
知
識
」

① 

ト
ラ
ウ
マ
、
ス
ト
レ
ス
に
関
す
る
「
知
識
」

② 

精
神
医
学
・
心
療
内
科
・
心
理
臨
床
な
ど
の
「
知
識
」



研
究
ノ
ー
ト
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本
研
究
班
で
は
、
現
状
の
授
戒
会
よ
り
短
期
間
で
経
済
的
負

担
も
少
な
く
、
少
人
数
の
ス
タ
ッ
フ
で
実
施
で
き
る
、
以
下
の

新
た
な
授
戒
の
機
会
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

一
、�

遺
族
・
親
族
な
ど
を
対
象
に
し
た
、
年
中
行
事
・
中
陰
・

年
忌
等
の
法
要
後
に
短
時
間
（
一
時
間
程
度
）
で
行
う
事

の
で
き
る
授
戒
（
机
授
戒
※
『
続
浄
』
一
二
）。

二
、�

一
般
・
檀
信
徒
を
対
象
に
し
た
一
日
（
全
五
座
）
で
行
う

事
の
で
き
る
授
戒
（「
一
日
授
戒
」）。

以
上
の
一
、
二
の
二
種
類
の
授
戒
の
あ
り
方
を
想
定
し
た
儀

式
、
説
戒
の
内
容
に
つ
い
て
の
「
授
戒
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を

作
成
し
た
。「
授
戒
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
構
成
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。
一
、
二
、
共
に
最
初
に
概
要
を
示
し
、
次
に
実
際

の
儀
式
作
法
の
内
容
を
示
す
。
儀
式
作
法
の
内
容
は
、一
、で
は
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
机
授
戒
作
法
に
つ
い
て
、
先
に
解
説

し
、続
い
て
実
例
を
提
示
し
た
。
二
、で
は
、オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
第
一
座
か
ら
第
五
座
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
儀
式
作
法
、
説

戒
に
つ
い
て
、
要
点
と
実
例
を
提
示
し
た
。
実
例
の
中
に
は
注

意
事
項
を
併
せ
て
示
し
た
。

一
、「
遺
族
・
親
族
を
対
象
に
し
た
短
時
間
で
行
う
授
戒
」

一

−

一
《
概
要
》

【
名
称
】

⃝

　

�「
机き

授じ
ゅ

戒か
い

」

令
和
三
年
度　

現
代
社
会
に
お
け
る
戒
と
倫
理
―
授
戒
の
意
義
―　

研
究
ノ
ー
ト

「
授
戒
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
作
成
に
向
け
て
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【
対
象
】

⃝
　

�

遺
族
、
親
族
（
一
名
か
ら
数
名
程
度
）。

【
趣
旨
】

⃝

　

�

現
在
、
浄
土
宗
の
檀
信
徒
に
対
す
る
戒
名
授
与
は
、
五

重
相
伝
、
授
戒
会
を
通
し
て
行
う
の
が
本
義
で
あ
る
が
、　

五
重
相
伝
、
授
戒
会
の
未
開
催
地
域
で
は
、
死
後
授
与

が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。
本
来
、
戒
名
は
仏
教
徒
・

仏
弟
子
の
証
と
し
て
生
前
に
授
戒
し
て
与
え
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
単
に
死
後
に
戒
名
を
授
与
す
る

の
で
は
な
く
、
た
と
え
簡
易
な
形
式
で
短
時
間
で
も
授

戒
作
法
を
通
し
、
檀
信
徒
に
戒
名
を
授
け
る
事
で
、
菩

提
寺
と
縁
を
結
ぶ
、
あ
る
い
は
縁
を
深
め
る
機
会
と
す

る
。

⃝

　

�

生
前
に
戒
名
を
希
望
さ
れ
る
檀
信
徒
に
、
授
戒
作
法
を

通
し
て
授
け
る
事
で
、
仏
教
徒
・
仏
弟
子
の
自
覚
を
促

し
、
円
頓
戒
を
意
識
し
た
生
活
に
結
び
つ
く
効
果
を
期

待
す
る
。

⃝

　

�

法
然
上
人
が
九
条
兼
実
公
の
屋
敷
を
訪
れ
、
度
々
、
授

戒
を
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
中
陰
、
年
忌
が
自
宅
で
行

わ
れ
る
場
合
、
自
宅
に
出
向
い
て
行
う
出
張
型
の
授
戒

も
想
定
し
、
授
戒
の
機
会
を
広
め
る
。

【
内
容
】

⃝

　

�「
授
菩
薩
戒
儀
（
机
）」（『
続
浄
』
一
二
）
に
則
り
、
三さ

ん

帰き

、
三さ

ん

聚じ
ゅ

浄じ
ょ
う

戒か
い

、
十じ

ゅ
う

重じ
ゅ
う

禁き
ん

戒か
い

を
日
常
勤
行
式
の
中
に
組

み
入
れ
て
授
け
る
。

⃝

　

�

自
坊
の
本
尊
、
檀
信
徒
の
仏
壇
の
前
で
、
住
職
一
人
で

授
戒
作
法
を
執
行
す
る
。

⃝

　

�「
戒か

い

牒ち
ょ
う

」
は
授
け
な
い
。

【
会
場
】

⃝

　

�

自
坊
あ
る
い
は
檀
信
徒
の
自
宅
。

【
必
要
人
員
】

⃝

　

�

一
名
（
住
職
）。

【
衣
体
】

⃝
　

�
導
師
（
住
職
）・
・
・
如
法
衣
。

【
次
第
（
一
例
）】

�

香
偈
、
三
宝
礼
、
四
奉
請
、
懺
悔
偈
、
十
念
、
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�

授
戒
作
法
（
机
授
戒
※
詳
細
は
一

−

二

−

二
を
参
照
）〔
作

法
終
了
後
、
灌
頂
の
上
、
戒
名
を
記
し
た
半
紙
を
授
け
る
〕、

�
開
経
偈
、
誦
経
（
四
誓
偈
）、
本
誓
偈
、
同
称
十
念
、
摂
益
文
、

念
仏
一
会
、
回
向
（
先
祖
代
々
菩
提
云
々
）、

�

同
称
十
念
、
総
回
向
偈
、
同
称
十
念
、
総
願
偈
、
三
唱
礼
、

送
仏
偈
、
同
称
十
念
。

一

−

二
、「
机
授
戒
」
の
実
際

授
戒
に
あ
た
っ
て
は
、
儀
式
の
前
に
授
戒
の
内
容
等
に
つ
い

て
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
。
ま
た
、
机
授
戒
は
儀
式
が

中
心
で
説
戒
が
な
い
た
め
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
説
明
が

大
切
で
あ
る
。

一

−

二

−

一
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
住
職
）

⃝

　

�

ま
ず
、
戒
名
を
授
与
す
る
前
に
、
予
め
本
日
の
授
戒
作

法
（
机
授
戒
）
に
つ
い
て
、
し
お
り
の
内
容
に
沿
っ
て

説
明
を
行
う
。

⃝

　

�

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
授
戒
道
場
で
あ
る
本
堂
、

あ
る
い
は
檀
信
徒
自
宅
の
仏
壇
前
で
行
う
。

⃝

　

�

授
戒
作
法
の
説
明
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

①　
戒
名
に
つ
い
て
（
机
授
戒
の
目
的
、
意
義
）

　
　

②　

�

授
か
る
戒
に
つ
い
て
（
円
頓
戒
の
名
称
、
円
頓
戒

の
伝
承
、
戒
体
発
得
な
ど
）

　
　

③　
三
帰
に
つ
い
て

　
　

④　
三
聚
浄
戒
に
つ
い
て

　
　

⑤　
十
重
禁
戒
に
つ
い
て

⃝

　

�

以
上
の
よ
う
に
戒
名
を
授
与
す
る
に
あ
た
り
、
事
前
に

戒
の
内
容
や
授
戒
作
法
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
事
で
、

受
者
の
授
戒
作
法
に
臨
む
心
構
え
が
整
い
、
ま
た
儀
式

が
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
。

【
実
例
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
】

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
戒
名
（
法
名
）
を
授
与
さ
せ
て
頂

き
ま
す
が
、
そ
の
儀
式
作
法
に
当
り
少
し
説
明
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
世
に
生
を
受
け
る
と
す
ぐ
に
、

両
親
か
ら
願
い
が
か
け
ら
れ
た
名
前
を
授
か
り
ま
す
。
そ
れ



513　「授戒実践マニュアル」作成に向けて

研究ノート

が
、
今
の
〇
〇
さ
ん
と
い
う
名
前
で
す
が
、
本
日
、
授
か
る

名
前
は
お
釈
迦
様
か
ら
願
い
が
か
け
ら
れ
た
名
前
で
す
。
そ

の
名
前
に
は
、
如
何
な
る
お
釈
迦
様
の
願
い
が
か
け
ら
れ
て

い
る
か
と
い
う
と
、「
正
し
く
生
き
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願

い
で
す
。
そ
ん
な
お
釈
迦
様
か
ら
願
い
が
か
け
ら
れ
た
名
前

の
事
を
、「
戒
名
」
と
申
し
ま
す
。
つ
ま
り
、「
戒
名
」
と
は
、

お
釈
迦
様
の
教
え
に
よ
っ
て
正
し
く
生
き
る
事
を
誓
っ
た
仏

様
の
弟
子
、
即
ち
「
仏
弟
子
の
証
」
と
し
て
授
か
る
も
の
で

す
。
で
す
か
ら
、
本
来
は
死
後
に
授
か
る
名
前
で
は
な
く
、

ま
た
昨
今
、
あ
る
識
者
が
「
戒
名
は
い
ら
な
い
」
と
か
、「
自

分
で
戒
名
は
つ
け
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
類
の
も
の
で
は
な
い

の
で
す
。
本
日
の
よ
う
に
生
前
に
授
戒
作
法
を
通
し
て
、
そ

の
証
と
し
て
名
乗
る
事
が
で
き
る
名
前
を
戒
名
と
い
う
の
で

す
。
し
か
し
本
来
は
、
三
日
間
か
ら
五
日
間
の
授
戒
会
を
通

し
て
戒
名
を
授
か
る
の
が
本
義
で
あ
り
ま
す
が
、
本
日
は
略

式
の
授
戒
作
法
で
お
授
け
い
た
し
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
集

中
し
て
お
受
け
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
作
法
の
中
で
は
「
三さ

ん
帰き

」
と
申
し
ま
し
て
、
ま
ず
仏
弟

子
に
な
る
た
め
に
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
に
帰
依
す
る
事
を
誓
っ

て
頂
き
ま
す
。「
三さ

ん

宝ぼ
う

帰き

依え

」
の
「
三
宝
」
と
は
、
三
つ
の

宝
で
、「
仏ぶ

つ
」
と
は
仏
様
。「
法ほ

う
」
と
は
、
仏
様
の
説
か
れ
た

教
え
。「
僧そ

う

」
と
は
、
仏
様
の
説
か
れ
た
教
え
に
従
う
人
々

の
集
い
で
す
。「
帰
依
」
と
は
敬
い
従
う
と
い
う
事
で
す
。

で
す
か
ら
、「
三
宝
帰
依
」
と
は
、
お
釈
迦
様
を
敬
う
事
、

お
釈
迦
様
の
説
か
れ
た
教
え
に
従
う
事
、
お
釈
迦
様
の
教
え

に
従
う
人
々
を
尊
ぶ
と
い
う
事
で
す
。

そ
の
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
に
帰
依
す
る
事
を
、
こ
の
後
の

お
作
法
の
中
で
お
誓
い
頂
き
ま
す
。
そ
の
時
に
お
誓
い
頂
く

「
三
帰
」
の
言
葉
を
申
し
ま
す
の
で
、
私
の
後
に
続
い
て
お

唱
え
く
だ
さ
い
。

　

�「
帰き

依え

仏ぶ
つ

両り
ょ
う

足ぞ
く

尊そ
ん
、帰き

依え

法ほ
う
離り

欲よ
く

尊そ
ん
、帰き

依え

僧そ
う

衆し
ゅ

中じ
ゅ
う

尊そ
ん
」

こ
の
後
の
お
作
法
の
中
で
は
、
今
の
お
言
葉
を
私
の
後
に

続
い
て
三
遍
お
唱
え
頂
き
ま
す
が
、
口
先
だ
け
で
な
く
、
心

の
底
か
ら
敬
い
の
心
で
お
唱
え
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

次
に
、
本
日
、
お
授
け
す
る
戒
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
頂
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き
ま
す
。
戒
と
は
一
言
で
言
え
ば
、
お
釈
迦
様
が
「
正
し
く

生
き
よ
」
と
諭
さ
れ
た
「
仏
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
決
ま
り
」

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
戒
に
は
何
種
類
か
あ
り
ま
す
が
、
浄
土

宗
で
お
授
け
す
る
戒
は
、「
円え

ん

頓ど
ん

戒か
い

」
で
す
。
そ
も
そ
も
「
円

頓
戒
」
の
「
円
」
と
い
う
字
は
、「
円
満
」
と
い
う
意
味
で
、

つ
ま
り
、「
完
全
無
欠
」
と
い
う
事
を
表
し
て
い
ま
す
。
次

に
「
頓
」
と
い
う
字
は
、「
頓
速
」
と
い
う
意
味
で
、「
速
や

か
に
仏
の
境
地
に
到
達
す
る
」
と
い
う
事
を
表
し
て
い
ま
す
。

仏
教
の
究
極
の
目
的
は
、
皆
様
方
お
一
人
お
ひ
と
り
が
覚
り

を
開
き
仏
と
成
る
事
、
つ
ま
り
仏
の
境
地
に
到
達
す
る
事
に

あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
何
一
つ
申
し
分
な
く
速
や
か
に
、

仏
の
境
地
に
到
達
す
る
事
が
で
き
る
戒
が
「
円
頓
戒
」
な
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。

「
円
頓
戒
」
は
、
イ
ン
ド
の
お
釈
迦
様
を
起
源
と
す
る
、

イ
ン
ド
か
ら
中
国
を
経
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
浄
土
宗
に
お

け
る
伝
統
的
な
戒
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
円
頓
戒
」
は
、
盧

遮
那
仏
か
ら
お
釈
迦
様
が
相
承
さ
れ
て
、
お
釈
迦
様
が
は
じ

め
て
霊
鷲
山
で
説
法
さ
れ
て
仏
弟
子
達
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
多
く
の
菩
薩
様
方
を
経
て
、
イ
ン
ド
か
ら
中
国

へ
と
相
伝
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
伝
教
大
師
最
澄
に
よ
っ
て

日
本
に
伝
え
ら
れ
た
円
頓
戒
は
、
や
が
て
我
が
宗
祖
法
然
上

人
へ
と
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
法
然
上
人
か
ら
代
々
の

浄
土
宗
の
祖
師
方
に
伝
え
ら
れ
て
、
今
日
、
私
か
ら
皆
様
方

に
そ
の
戒
を
お
授
け
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
釈
尊
か
ら
二
五

〇
〇
年
余
り
を
経
た
現
代
に
至
る
ま
で
、
綿
々
と
受
け
継
が

れ
て
き
た
戒
が
、
本
日
、
お
授
け
す
る
円
頓
戒
な
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
円
頓
戒
の
内
容
を
「
三さ

ん

聚じ
ゅ

浄じ
ょ
う

戒か
い

」
と
申
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
大
乗
仏
教
に
お
け
る
究
極
の
戒
で
あ
り
ま
し

て
、
そ
れ
は
「
摂し

ょ
う

律り
つ

儀ぎ

戒か
い

」、「
摂し

ょ
う

善ぜ
ん

法ぼ
う

戒か
い

」、「
摂せ

つ

衆し
ゅ

生じ
ょ
う

戒か
い

」

の
三
つ
で
す
。
第
一
の
「
摂
律
儀
戒
」
は
、
悪
い
行
い
を
慎

む
事
。
第
二
の
「
摂
善
法
戒
」
は
、
す
す
ん
で
善
い
行
い
に

励
む
事
。
第
三
の
「
摂
衆
生
戒
」
は
、
世
の
た
め
人
の
た
め

に
尽
く
す
事
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
「
三
聚
浄
戒
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
精
神
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
よ
う
な
三
つ
の
戒
を
、
こ
の
後
、
お
作
法
を
通
し
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て
お
受
け
取
り
頂
き
ま
す
。
戒
を
守
る
事
を
仏
教
の
言
葉
で

は
、「
戒
を
持
つ
」
と
い
い
ま
す
。
今
の
こ
の
時
か
ら
仏
と

な
る
ま
で
の
間
、
三
聚
浄
戒
を
守
る
事
を
誓
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。�

 

　
そ
の
お
作
法
の
中
で
、私
が「
今こ

ん

身じ
ん
よ
り
仏ぶ

っ

身し
ん
に
至
る
ま
で
、

こ
の
三さ

ん

聚じ
ゅ

浄じ
ょ
う

戒か
い

を
能よ

く
持た

も
つ
や
否い

な
や
」と
三
遍
同
じ
問
い
か

け
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
対
し
て
「
能よ

く
持た

も
つ
」
と

三
度
、
声
に
出
し
て
お
答
え
頂
き
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
非
常
に
大
切
な
お
作
法
で
あ
り
ま
し
て
、
大
切
な

約
束
は
三
遍
、
確
認
す
る
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
で
す
か

ら
、「
能
く
持
つ
」
と
三
度
、
声
に
出
し
て
お
答
え
頂
く
事
で
、

心
が
し
っ
か
り
と
定
ま
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の

お
作
法
を
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
事
に
よ
っ
て
、
お
釈
迦
様

の
「
正
し
く
生
き
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
に
応
え
よ
う
と

い
う
決
意
が
生
じ
て
く
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ

の
お
作
法
を
受
け
て
い
た
だ
い
た
後
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

に
お
い
て
、「
悪
を
慎
み
、
善
に
励
み
、
そ
し
て
世
の
た
め

人
の
た
め
に
尽
く
す
」、
生
活
へ
と
向
か
わ
せ
る
力
が
発
揮

さ
れ
る
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
今
こ
こ
で
お
作
法
の
確
認
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
の
で
、
私
が
「
今こ

ん

身じ
ん

よ
り
仏ぶ

っ

身し
ん

に
至
る
ま
で
、
こ
の
三さ

ん

聚じ
ゅ

浄じ
ょ
う

戒か
い

を
能よ

く
持た

も
つ
や
否い

な
や
」
と
お
尋
ね
し
ま
し
た
ら
、
そ
れ

に
対
し
て
「
能
く
持
つ
」
と
お
答
え
く
だ
さ
い
。�

 

　
　

�「
今
身
よ
り
仏
身
に
至
る
ま
で
、
こ
の
三
聚
浄
戒
を
能

く
持
つ
や
否
や
」。「
能
く
持
つ
」。

こ
の
後
の
実
際
の
お
作
法
の
中
で
は
、
三
遍
お
尋
ね
し
ま

す
の
で
、
三
度
、
大
き
な
声
で
お
答
え
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
次
に
「
十じ

ゅ
う

重じ
ゅ
う

禁き
ん

戒か
い

」
と
申
し
ま
し
て
、
本
日

よ
り
仏
弟
子
と
し
て
毎
日
を
正
し
く
生
き
て
い
く
た
め
の
具

体
的
な
十
の
項
目
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。（
※
十
重

禁
戒
の
一
々
の
名
称
に
つ
い
て
は
種
々
あ
る
が
、『
授
菩
薩

戒
儀
（
机
）』（『
続
浄
』
一
二
、
八
頁
）
に
提
示
さ
れ
た
も

の
を
挙
げ
、（　

）
内
に
『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
の
「
十

重
禁
戒
」
の
項
に
記
載
さ
れ
た
も
の
を
示
し
た
）。

ま
ず
第
一
番
目
。�
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第
一
不ふ

殺せ
っ

生し
ょ
う

戒か
い

（
殺
戒
）。
こ
れ
は
「
殺
す
事
な
か
れ
、
暴

力
す
る
事
な
か
れ
」
と
い
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。
人
の
命
を

殺
め
る
人
殺
し
は
、「
法
律
上
の
罪
」
で
も
あ
り
ま
し
て
、

も
ち
ろ
ん
仏
教
で
も
厳
し
く
戒
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
円
頓
戒
で
は
、
人
の
命
だ
け
に
限
ら
ず
、
動
物
や

魚
、
虫
な
ど
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
殺
め
て
も
罪
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
第
一
番
目
で
は
、
生
き

と
し
生
け
る
も
の
を
殺
め
な
い
事
が
戒
め
ら
れ
る
の
で
す
。

翻
っ
て
申
す
と
、「
す
べ
て
の
命
を
生
か
し
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
の
が
第
一
番
目
の
「
不
殺
生
戒
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
第
二
番
目
。

第
二
不ふ

偸ち
ゅ
う

盗と
う

戒か
い

（
盗
戒
）。
こ
れ
は
「
盗
む
事
な
か
れ
」
と

い
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
他
者
の
者
を
盗
ま
な
い

事
を
戒
め
た
戒
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
万
引
き
な
ど
は
法
律
上

で
も
窃
盗
罪
に
問
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
与
え
ら

れ
た
物
以
外
を
、
我
が
物
に
し
て
し
ま
う
事
も
罪
に
問
わ
れ

ま
す
。
例
え
ば
、
お
店
で
お
金
を
払
っ
て
お
釣
り
を
も
ら
っ

た
時
に
、
余
分
に
あ
る
の
に
気
づ
き
な
が
ら
、
そ
の
ま
ま
我

が
物
に
し
て
し
ま
う
よ
う
な
事
な
ど
も
、
当
然
、
盗
み
に
入

り
ま
す
。
ま
ず
は
他
者
の
者
を
盗
ま
な
い
。
翻
っ
て
申
す
と
、

「
相
手
に
施
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
の
が
第
二
番
目
の
「
不

偸
盗
戒
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
第
三
番
目
。

第
三
不ふ

行ぎ
ょ
う

婬い
ん

欲よ
く

戒か
い

（
婬
戒
）。
こ
れ
は
「
邪

よ
こ
し
ま

な
関
係
を
持
つ

事
な
か
れ
」
と
い
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
邪
な
性

的
な
関
係
を
戒
め
た
戒
で
、
例
え
ば
不
倫
行
為
や
浮
気
な
ど

が
、
こ
の
戒
に
抵
触
し
ま
す
。
不
倫
や
浮
気
が
発
覚
す
る
と
、

当
事
者
は
も
ち
ろ
ん
、
周
り
の
家
族
に
も
不
幸
を
及
ぼ
す
事

に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
邪
な
関
係
を
持
つ
事
が
戒
め
ら

れ
る
の
で
す
。
翻
っ
て
申
す
と
、「
慎
み
深
い
行
い
を
し
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
の
が
第
三
番
目
の
「
不
行
婬
欲
戒
」
で
ご

ざ
い
ま
す
。

次
に
第
四
番
目
。

第
四
不ふ

妄も
う

語ご

戒か
い（

妄
語
戒
）。
こ
れ
は「
嘘
を
つ
く
事
な
か
れ
」

と
い
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
嘘
、
偽
り
を
戒
め
た
戒

で
、
悪
質
な
嘘
に
な
る
と
法
律
上
で
も
罪
に
問
わ
れ
る
事
が
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ご
ざ
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
嘘
、
偽
り
な
ど
の
相
手
を
傷
つ

け
る
心
な
い
言
葉
は
慎
む
よ
う
戒
め
ら
れ
る
の
で
す
。
翻
っ

て
申
す
と
、「
真
心
を
こ
め
て
真
実
を
語
り
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
の
が
第
四
番
目
の
「
不
妄
語
戒
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
第
五
番
目
。

第
五
不ふ

酤こ

酒し
ゅ

戒か
い

（
酤
酒
戒
）。
こ
れ
は
「
自
制
心
を
失
わ
せ

る
飲
酒
な
ど
を
強
要
す
る
事
な
か
れ
」
と
い
う
事
で
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
厳
密
に
言
う
と
、
酒
類
の
販
売
を
戒
め
た

戒
で
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
放
逸
の
原
因
と
な
る
酒
類
を
相

手
に
強
要
し
て
は
い
け
な
い
と
戒
め
ら
れ
る
の
で
す
。
翻
っ

て
申
す
と
、「
人
に
理
性
を
損
な
わ
せ
る
よ
う
な
言
動
は
慎

み
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
の
が
第
五
番
目
の
「
不
酤
酒
戒
」
で

ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
第
六
番
目
。

第
六
不ふ

説せ
つ

四し

衆し
ゅ
う

過か

戒か
い

（
説
四
衆
過
戒
）。
こ
れ
は
「
相
手
の

過
ち
を
語
る
事
な
か
れ
」
と
い
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
同
じ
信
仰
を
持
つ
者
の
過
ち
や
失
敗
を
他
者
に
吹
聴
す

る
事
を
戒
め
た
戒
で
す
。
広
義
に
と
ら
え
る
と
、
家
族
や
友

人
、
同
僚
の
悪
口
や
陰
口
、
秘
密
を
漏
ら
す
事
な
ど
も
含
ま

れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
悪
口
や
陰
口
を
言
わ
れ
た
人
の
信
頼
を

失
わ
せ
る
事
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。
翻
っ
て
申
す
と
、「
和

合
と
調
和
を
保
ち
、
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
言
動
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
の
が
第
六
番
目
の
「
不
説
四
衆
過
戒
」
で

ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
第
七
番
目
。

第
七
不ふ

自じ

讃さ
ん

毀き

他た

戒か
い

（
自
讃
毀
他
戒
）。
こ
れ
は
「
自
分
を

褒
め
相
手
を
け
な
す
事
な
か
れ
」
と
い
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
自
分
の
事
は
褒
め
て
、
相
手
の
事
を
け
な
す
事
を

戒
め
た
戒
で
、
自
慢
話
や
他
者
へ
の
中
傷
は
慎
む
よ
う
戒
め

ら
れ
る
の
で
す
。
翻
っ
て
申
す
と
、「
常
に
謙
虚
で
あ
り
、

相
手
の
事
を
尊
重
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
の
が
第
七
番
目
の

「
不
自
讃
毀
他
戒
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
第
八
番
目
。

第
八
不ふ

慳け
ん

貪ど
ん

戒か
い

（
慳
惜
加
毀
戒
）。
こ
れ
は
「
物
惜
し
み
を

し
て
相
手
を
傷
つ
け
る
事
な
か
れ
」
と
い
う
事
で
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
物
惜
し
み
を
し
、
さ
ら
に
相
手
に
害
を
加
え
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る
事
を
戒
め
た
戒
で
、
他
者
へ
の
慈
し
み
の
心
を
忘
れ
て
、

困
っ
て
い
る
人
を
イ
ジ
メ
た
り
責
め
た
り
し
な
い
よ
う
に
戒

め
ら
れ
る
の
で
す
。
翻
っ
て
申
す
と
、「
相
手
に
慈
し
み
の

心
を
も
っ
て
、
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
の
が
第
八
番
目
の
「
不
慳
貪
戒
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
第
九
番
目
。

第
九
不ふ

瞋し
ん

恚に

戒か
い

（
瞋
心
不
受
悔
戒
）。
こ
れ
は
「
相
手
の
謝

罪
を
受
け
入
れ
ず
に
腹
を
立
て
る
事
な
か
れ
」
と
い
う
事
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
怒
り
の
心
で
相
手
の
謝
罪
を
受
け

入
れ
ず
、
い
つ
ま
で
も
許
さ
な
い
事
を
戒
め
た
戒
で
、
相
手

が
心
か
ら
反
省
し
て
謝
罪
を
し
た
な
ら
ば
、
腹
を
立
て
ず
に

許
す
と
い
う
寛
容
な
態
度
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
翻
っ
て
申
す

と
、「
怒
り
の
心
を
抑
え
、
他
者
の
過
ち
を
許
し
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
の
が
第
九
番
目
の
「
不
瞋
恚
戒
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
、
最
後
十
番
目
。

第
十
不ふ

謗ぼ
う

三さ
ん

宝ぼ
う

戒か
い

（
謗
三
宝
戒
）。
こ
れ
は
「
仏
・
法
・
僧

の
三
宝
を
謗
る
事
な
か
れ
」
と
い
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
を
謗
る
事
を
戒
め
た
戒
で
、
仏

様
の
み
教
え
の
ま
ま
に
生
き
て
い
く
事
が
勧
め
ら
れ
ま
す
。

仏
様
の
教
え
の
ま
ま
に
生
き
る
と
は
、「
明
る
く
」、「
正
し
く
」、

「
仲
良
く
」
生
き
る
と
い
う
事
で
す
。
翻
っ
て
申
す
と
、「
仏・

法
・
僧
の
三
宝
を
敬
い
、
明
る
く
、
正
し
く
、
仲
良
く
、
生

き
る
事
を
人
々
に
勧
め
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
の
が
第
十
番
目

の
「
不
謗
三
宝
戒
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

以
上
、「
十
重
禁
戒
」
と
申
し
ま
し
て
、
仏
弟
子
と
し
て

毎
日
を
正
し
く
生
き
て
い
く
た
め
の
具
体
的
な
十
の
項
目
に

つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
一
か
ら
十

ま
で
の
十
重
禁
戒
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
悪
を
止
め
、
善
を

修
め
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
尽
く
す
」
と
い
う
三
聚
浄
戒

の
精
神
が
流
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
十
重
禁
戒
を
、
こ
れ
か
ら

し
っ
か
り
守
っ
て
い
く
ぞ
と
い
う
決
意
を
、
こ
の
後
の
お
作

法
を
通
し
て
表
明
し
て
頂
き
ま
す
。

こ
れ
も
先
ほ
ど
と
同
じ
よ
う
に
、「
是か

く
の
如ご

と
き
の
十じ

ゅ
う

重じ
ゅ
う

禁き
ん

戒か
い

、
汝な

ん

等じ
ら

、
今こ

ん

身じ
ん

よ
り
仏ぶ

っ

身し
ん

に
至い

た

る
ま
で
、
そ
の
中ち

ゅ
う

間げ
ん

に

お
い
て
犯ぼ

ん
ず
る
事
を
得え

ざ
れ
。
よ
く
持た

も
つ
や
否い

な
や
」
と
三
遍
、

お
尋
ね
し
ま
す
の
で
、「
よ
く
持
つ
」
と
三
度
、
お
答
え
頂
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き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
も
、
お
作
法
の
確
認
を
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

　

�「
是
の
如
き
の
十
重
禁
戒
、
汝
等
、
今
身
よ
り
仏
身
に

至
る
ま
で
、
そ
の
中
間
に
お
い
て
犯
ず
る
事
を
得
ざ
れ
。

よ
く
持
つ
や
否
や
」。「
よ
く
持
つ
」。

こ
の
後
の
実
際
の
お
作
法
の
中
で
は
、
三
遍
お
尋
ね
し
ま

す
の
で
、
三
度
、
大
き
な
声
で
お
答
え
頂
き
た
い
の
で
す
。

授
戒
の
「
戒
」
に
「
体
」
と
い
う
字
を
書
い
て
、「
戒か

い

体た
い

」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
お
作
法
を
三
度
、
繰
り
返

す
事
に
よ
っ
て
戒
体
と
い
わ
れ
る
眼
に
見
え
な
い
戒
の
本
体

が
体
内
に
入
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
戒
体
と
は
、「
悪
を

止
め
、
善
を
修
め
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
尽
く
す
」
原
動

力
で
あ
り
、
そ
の
戒
体
が
体
内
に
入
っ
て
く
る
事
で
、
今
ま

で
の
生
活
と
は
異
な
り
、
戒
を
意
識
し
た
生
活
へ
と
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
の
戒
体
が
、
お
作
法
を
三
遍
繰
り
返
す
事

に
よ
っ
て
具
わ
る
の
で
す
が
、
一
度
目
の
「
よ
く
持
つ
」
と

お
答
え
に
な
ら
れ
た
際
に
、
こ
の
眼
に
は
見
え
ま
せ
ん
が
、

天
地
宇
宙
に
満
ち
満
ち
た
戒
法
が
活
動
し
は
じ
め
、
皆
様
方

の
周
辺
に
集
ま
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、二
度
目
の「
よ

く
持
つ
」
と
お
答
え
に
な
ら
れ
た
際
に
は
、
周
辺
に
集
ま
っ

て
き
た
戒
法
が
、
そ
れ
は
ま
る
で
、
雲
の
よ
う
に
ま
た
傘
の

よ
う
に
、
頭
上
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、

ま
さ
に
三
度
目
に
「
よ
く
持
つ
」
と
お
答
え
に
な
ら
れ
た
時

に
、
そ
の
戒
法
が
、
頭
上
よ
り
皆
様
方
の
体
内
に
入
っ
て
き

て
、
そ
の
後
、
戒
体
が
発
動
し
は
じ
め
、
戒
を
意
識
し
た
生

活
へ
と
導
か
れ
て
い
く
の
で
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
ど
う

ぞ
、
そ
の
お
作
法
の
際
に
は
、
真
剣
な
思
い
で
心
か
ら
「
よ

く
持
つ
」
と
お
答
え
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
う
言
い
ま
す
と
、
十
重
禁
戒
の
一
か
ら
十
ま
で
の
項
目

を
全
て
実
践
で
き
な
い
、
守
れ
な
い
の
で
は
…
…
、
と
心
配

さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
全
て
を
守
る

事
が
望
ま
し
い
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

社
会
生
活
を
営
む
上
で
、
十
項
目
を
全
て
守
る
事
が
難
し
い

場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
で
す
の
で
、
皆
様
方
そ
れ
ぞ
れ
の

能
力
や
条
件
、
生
活
環
境
に
応
じ
て
、
た
と
え
一
つ
の
項
目
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で
も
、
二
つ
の
項
目
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ま
ず
は
自
ら
が

進
ん
で
実
践
し
て
頂
く
、
守
っ
て
頂
く
事
が
大
切
な
の
で
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
大
切
な
事
は
十
重
禁
戒
の
一
々
の
項

目
を
「
ど
う
せ
完
全
に
守
れ
な
い
」
と
い
っ
て
最
初
か
ら
開

き
直
る
の
で
は
な
く
、
十
重
禁
戒
の
一
々
の
項
目
に
誠
実
に

向
き
合
い
、
及
ば
ず
な
が
ら
出
来
る
だ
け
守
ろ
う
と
心
が
け

て
頂
く
事
が
大
切
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
最
後
に
、
三
帰
、
三
聚
浄
戒
、
十
重
禁
戒
の
合
計

十
六
の
項
目
を
ま
と
め
て
持
つ
事
を
お
誓
い
頂
く
お
作
法
を

い
た
し
ま
す
。
お
作
法
の
中
で
は
、�

 

　
　

�「
す
べ
て
上じ

ょ
う

来ら
い

授さ
ず

く
る
所と

こ
ろ

の
三さ

ん
帰き

な
ら
び
に
三さ

ん

聚じ
ゅ

浄じ
ょ
う

戒か
い

及お
よ

び
十じ

ゅ
う

重じ
ゅ
う

禁き
ん

戒か
い

、
こ
の
十じ

ゅ
う

六ろ
く

重じ
ゅ
う

の
戒か

い

品ほ
ん

、
よ
く
持た

も

つ

や
否い

な
や
」

と
三
遍
お
尋
ね
し
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
も
今
ま
で
通
り
「
よ

く
持
つ
」
と
三
度
お
答
え
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
授
戒
作
法
を
通
し
て
、
最
後
に
「
仏
弟
子

の
証
」
と
し
て
戒
名
を
お
授
け
い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
は
、
そ
の
仏
弟
子
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
本
日
よ
り
命
あ

る
限
り
、
日
々
、
戒
を
意
識
し
た
生
活
を
心
が
け
て
頂
き
ま

す
事
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
お

作
法
へ
と
移
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

一
−

二

−

一
、【
机
授
戒
次
第
・
実
例
】

〇
道
場
洒
水
（
事
前
に
導
師
が
済
ま
し
て
お
い
て
も
よ
い
）

〇
香
偈

〇
三
宝
礼

〇
四
奉
請

〇
懺
悔
偈

〇
十
念

〇
授
戒
作
法
（
机
授
戒
）
▲
（
※
▲
は
戒
尺
を
打
つ
）

・ 

表
白
（
一
例
）

　
▲
▲
「
表
白
」
▲

慎
み
敬
っ
て
蓮れ

ん
華げ

台だ
い

上じ
ょ
う

盧る

遮し
ゃ

那な

仏ぶ
つ・一い
ち

代だ
い

教き
ょ
う

主し
ゅ

釈し
ゃ

迦か

牟む

尼に

如に
ょ

来ら
い

、
文
殊
菩
薩
、
弥
勒
菩
薩
等
の
諸
々
の
大
菩
薩
に
白も

う
し
て
言も

う

さ
く
。
今
、
こ
こ
に
戒
を
受
け
ん
と
志
す
受
者
あ
り
て
、
真
の

仏
弟
子
と
な
ら
ん
事
を
欲
す
。
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然
る
に
、
我
、
不
徳
に
し
て
戒
師
の
器
に
あ
ら
ず
。
さ
れ
ど
、

甚
だ
僭
越
な
が
ら
も
釈
迦
牟
尼
世
尊
の
名
代
と
し
て
円
頓
戒
を

授
く
る
事
を
許
し
給
え
。
仰
ぎ
願
わ
く
は
、
遥
か
に
護
念
し
た

ま
い
、
受
者
を
し
て
戒
体
を
発
得
せ
し
め
た
ま
わ
ん
事
を
。

維こ
れ

時と
き

〇
年
〇
月
〇
日　

伝
戒
仏
子　
〇
誉
〇
阿　

敬う
や
ま

白
っ
て
も
う
す

・ 

三
帰

　

�　

そ
れ
で
は
、
た
だ
今
よ
り
三
宝
に
帰
依
す
る
事
を
誓
う

お
作
法
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
私
の
後
に
続
い
て
三
度
、

繰
り
返
し
お
唱
え
く
だ
さ
い
。

　
導
師
…�

「
帰き

依え

仏ぶ
つ

両り
ょ
う

足ぞ
く

尊そ
ん

、帰き

依え

法ほ
う

離り

欲よ
く

尊そ
ん

、帰き

依え

僧そ
う

衆し
ゅ

中じ
ゅ
う

尊そ
ん

」
▲
（
三
説
）

　
受
者
…�

「
帰
依
仏
両
足
尊
、
帰
依
法
離
欲
尊
、
帰
依
僧
衆

中
尊
」
▲
（
三
唱
）

　

�《
※
三
説
、
三
唱
、
三
答
の
表
現
は
、
恵
谷
隆
戒
師
の
『
結

縁
授
戒
伝
書
』（
恵
谷
隆
戒
『
結
縁
授
戒
講
話
』
浄
土
宗

宗
務
庁
、
一
九
八
一
）
に
よ
っ
た
》。

・ 

三
聚
浄
戒

　

�　

次
に
、
三
聚
浄
戒
を
お
授
け
い
た
し
ま
す
の
で
、「
能

く
持
つ
」
と
三
度
、
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　
導
師
…�

「
こ
の
三さ

ん

聚じ
ゅ

浄じ
ょ
う

戒か
い

を
よ
く
持た

も
つ
や
否い

な
や
」▲（
三
説
）

　
受
者
…
「
よ
く
持
つ
」
▲
（
三
答
）

・ 

十
重
禁
戒

　

�　

次
に
、
十
重
禁
戒
を
お
授
け
い
た
し
ま
す
の
で
、「
能

く
持
つ
」
と
三
度
、
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　
導
師
…�

「
是か

く
の
如ご

と
き
の
十じ

ゅ
う

重じ
ゅ
う

禁き
ん

戒か
い

、汝な
ん

等じ
ら

、今こ
ん

身じ
ん

よ
り
仏ぶ

っ

身し
ん

に
至
る
ま
で
、
そ
の
中ち

ゅ
う

間げ
ん

に
お
い
て
犯ぼ

ん
ず
る
事

を
得
ざ
れ
。
よ
く
持た

も
つ
や
否い

な
や
」
▲
（
三
説
）

　
受
者
…
「
よ
く
持
つ
」
▲
（
三
答
）

・ 

十
六
重
の
戒
品

　

�　

最
後
に
、
三
帰
、
三
聚
浄
戒
、
十
重
禁
戒
の
十
六
重
の

戒
品
を
持
つ
事
を
「
能
く
持
つ
」
と
お
誓
い
頂
き
ま
す
。

　
導
師
…�

「
す
べ
て
上じ

ょ
う

来ら
い

授さ
ず
く
る
所と

こ
ろ

の
三さ

ん
帰き

な
ら
び
に
三さ

ん

聚じ
ゅ

浄じ
ょ
う

戒か
い
及
び
十じ

ゅ
う

重じ
ゅ
う

禁き
ん

戒か
い
、こ
の
十じ

ゅ
う

六ろ
く

重じ
ゅ
う

の
戒か

い

品ほ
ん
、よ

く
持た

も
つ
や
否い

な
や
」
▲
（
三
説
）

　
受
者
…
「
よ
く
持
つ
」
▲
（
三
答
）

・ 

祈
願
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導
師
…�

「
願
わ
く
は
、
受
戒
の
大
功
徳
を
以
て　

廣
く
法ほ

う

界か
い

羣ぐ
ん

生じ
ょ
う

の
類
に
施
し

　
　
　
　

�

未
だ
苦
を
離
れ
ざ
る
者
は
永
く
苦
を
離
れ　
未
だ

仏
と
成
ら
ざ
る
者
は
速

す
み
や
か

に
成
仏
せ
ん

　
　
　
　

�
今

こ
ん
に
ち

日
、
道
場
に
於
き
て
受
者
の
た
め
に
こ
れ
を

誦
し
、
授
戒
せ
し
め
お
わ
ん
ぬ
」

　

�　

た
だ
い
ま
の
授
戒
作
法
を
も
ち
ま
し
て
、
今
こ
こ
に
新

た
に
仏
弟
子
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
仏
弟
子

の
証
と
し
て
、
こ
れ
よ
り
戒
名
を
お
授
け
い
た
し
ま
す
。

〇
〇
さ
ん
、
前
に
出
て
き
て
く
だ
さ
い
。

・ 

灌
頂

・ 

戒
名
授
与
〔
戒
名
を
記
し
た
半
紙
を
授
け
る
〕。

〇
開
経
偈

〇
誦
経
（
四
誓
偈
）

〇
本
誓
偈

〇
同
称
十
念

〇
念
仏
一
会

〇
回
向
（
先
祖
代
々
菩
提
云
々
）

〇
同
称
十
念

〇
総
回
向
偈

〇
同
称
十
念

〇
総
願
偈

〇
三
唱
礼

〇
送
仏
偈

〇
同
称
十
念

�

以
上

二
、「
一
般
・
檀
信
徒
を
対
象
に
し
た
一
日
で
行
う
授
戒
」

二

−

一
、《
概
要
》

【
名
称
】

⃝

　

�「
一い

ち
日に

ち

授じ
ゅ

戒か
い

」

【
対
象
】

⃝

　

�

一
般
・
檀
信
徒
（
二
〇
名
か
ら
三
〇
名
ま
で
）。

【
趣
旨
】

⃝
　

�
一
人
で
も
多
く
の
受
者
（
一
般
・
檀
信
徒
）
に
、
気
軽

に
仏
縁
に
触
れ
て
も
ら
え
る
機
会
と
し
、
最
終
的
に
は
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戒
体
を
発
得
し
て
、「
戒
」
を
守
ろ
う
と
努
め
る
事
に

よ
っ
て
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
し
、
そ
の
事
が
よ
り

よ
い
人
生
に
つ
な
が
る
事
を
示
す
。

⃝

　

�

仏
教
徒
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
を
提
示
し
つ
つ
も
、
法
然

上
人
の
人
間
観
に
基
づ
き
、
戒
を
守
ろ
う
と
し
て
も
完

全
に
は
守
り
切
れ
な
い
自
分
自
身
で
あ
る
事
を
見
つ
め

直
す
機
会
と
し
て
頂
く
。

⃝

　

�

戒
を
受
け
る
事
で
受
者
が
、
社
会
と
の
関
わ
り
の
中
で

慈
し
み
の
心
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
る
事
を
目
指
す
。

【
内
容
】

⃝

　

�『
十
二
門
戒
儀
』
に
則
り
、釈
迦
牟
尼
仏
を
本
尊
と
す
る
。

⃝

　

�

時
間
短
縮
、
人
員
の
縮
小
を
図
る
た
め
「
正
授
戒
」
の

儀
式
の
中
に
説
戒
も
組
み
入
れ
、
伝
戒
師
が
説
戒
も
行

う
。

⃝

　

�

受
者
に
戒
牒
、
戒
名
を
授
け
る
。

⃝

　

�

こ
の
「
授
戒
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
は
、「
日に

っ
課か

誓せ
い

約や
く

」

は
省
き
、
説
戒
の
内
容
も
戒
と
念
仏
の
教
え
を
結
び
つ

け
ず
、
あ
く
ま
で
「
三
聚
浄
戒
」、「
十
重
禁
戒
」
等
の

円
頓
戒
を
中
心
に
説
く
。

【
会
場
】

⃝

　

�

自
坊
あ
る
い
は
そ
の
他
の
会
館
な
ど
。

【
必
要
人
員
】

⃝

　

�

二
名
～
三
名
（
伝
戒
師
・
司
会
・
お
手
伝
い
）。

【
衣
体
】

⃝

　

�

伝
戒
師
、
司
会
、
お
手
伝
い
・
・
・
如
法
衣
。

【
時
間
割
】

⃝

　

�

以
下
の
よ
う
に
、「
一
日
授
戒
」
全
体
を
五
座
（
五
コ
マ
）

に
振
り
分
け
、
午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
午
後
四
時
三
〇

分
ま
で
の
間
に
行
う
。

時間 「一日授戒」
8:30 集合・受付
8:45 オリエンテーション
9:10 休憩
9:15 開白法要・第一座
10:30 休憩
10:45 第二座
11:45 日中法要（半斎供養）
12:00 昼食・休憩
13:00 第三座
14:00 休憩
14:15 第四座
15:15 休憩
15:30 第五座
16:30 解散
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二

−

二
、「
一
日
授
戒
」
の
実
際
（
説
戒
な
ど
も
含
む
）

【
八
時
三
〇
分
】

〇
集
合
・
受
付

【
八
時
四
五
分
】

〇
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
司
会
）

⃝

　

�

ま
ず
、「
一
日
授
戒
」
を
開
筵
す
る
前
に
、
予
め
本
日

の
「
一
日
授
戒
」
の
趣
旨
説
明
を
行
う
。

⃝

　

�

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
授
戒
道
場
で
あ
る
本
堂
で

行
う
。

⃝

　

�

趣
旨
説
明
の
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

①　
「
一
日
授
戒
」
の
目
的
や
意
義

　
　

②　
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介
（
伝
戒
師
・
司
会
・
お
手
伝
い
）

　
　

③　
授
か
る
戒
に
つ
い
て

　
　

④　
一
日
の
流
れ
（
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）

　
　

⑤　
合
掌
、
同
称
十
念
の
作
法
に
つ
い
て

　
　

⑥　
塗
香
、
触
香
の
作
法
に
つ
い
て

　
　

⑦　

�

袈
裟
、
数
珠
の
説
明
〔
※
数
珠
は
受
付
時
に
授
与
。

袈
裟
は
、
開
白
法
要
の
中
で
授
与
。
ま
た
受
付
時

で
も
可
〕。

⃝

　

�「
一
日
授
戒
」
を
開
筵
す
る
前
に
、
目
的
や
意
義
を
明

確
に
し
て
お
く
事
で
、
受
者
に
受
戒
の
重
要
性
に
対
す

る
自
覚
を
促
す
。

⃝

　

�

受
者
に
は
、
今
ま
で
全
く
仏
教
に
ご
縁
が
な
い
一
般
の

方
も
受
け
て
お
ら
れ
る
事
を
想
定
し
、
な
る
べ
く
難
解

な
専
門
用
語
は
用
い
ず
、
平
易
な
言
葉
で
語
り
か
け
る

事
を
心
が
け
る
。

【
実
例
】・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（〔　

〕
内
は
、
伝
戒
師
・

受
者
な
ど
の
行
動
、
状
況
の
説
明
。
☞
は
解
説
）

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
は
、「
一
日
授
戒
」
に
よ

う
こ
そ
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

〔
受
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
本
堂
に
着
座
〕

①　

本
日
の
「
一
日
授
戒
」
で
は
、
皆
様
方
に
戒
を
お
授
け

し
、
仏
教
の
教
え
に
基
づ
い
た
正
し
い
生
き
方
を
心
が
け
て

い
く
仏
様
の
弟
子
、
即
ち
仏
弟
子
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
て
頂

き
、
よ
り
よ
い
人
生
を
歩
ん
で
頂
き
ま
す
事
を
願
っ
て
開
催
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さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
�

☞
善
導
が
、『
観
経
疏
』
序
分
義
で
「
戒
法
、
神
を
養

う
を
も
っ
て
、
苦
を
失
し
憂
を
亡
じ
て
、
顔
容
を
し
て

和
悦
な
ら
し
む
る
こ
と
を
明
す
」（『
聖
典
』
二
、
四
八

頁
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
戒
を
守
る
事
に
よ
っ
て
、

自
分
の
心
が
養
わ
れ
、
仏
教
の
価
値
観
に
基
づ
く
事
で
、

世
間
の
苦
し
み
や
悩
み
に
対
す
る
向
き
合
い
方
が
変

わ
っ
て
く
る
と
い
え
よ
う
。

ち
な
み
に
、
戒
と
は
一
言
で
言
え
ば
、
お
釈
迦
様
が
「
正

し
く
生
き
よ
」
と
諭
さ
れ
た
「
仏
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
決

ま
り
」
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
戒
に
つ
い
て
は
、
今
日
一
日

か
け
て
追
々
お
話
し
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
今
日
一
日
、
し
っ

か
り
聞
い
て
頂
い
た
ら
、
戒
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、

お
分
か
り
頂
け
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
最
後
ま
で
ご
精
進
頂

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

�

☞
「
一
日
授
戒
」
の
目
的
や
意
義
を
明
確
に
す
る
事
で
、

受
者
に
受
戒
の
自
覚
を
促
す
。
ま
た
、
浄
土
宗
に
お
け

る
授
戒
の
目
的
は
、
他
宗
に
お
け
る
授
戒
の
よ
う
に
現

世
で
覚
り
を
得
る
た
め
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
浄
土
宗

の
教
え
は
、
念
仏
に
よ
っ
て
極
楽
往
生
を
果
た
し
、
往

生
後
に
極
楽
浄
土
で
覚
り
を
得
る
事
に
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
浄
土
宗
に
お
け
る
授
戒
の
目
的
は
、

現
世
で
覚
り
を
得
る
た
め
で
も
な
く
、
ま
た
極
楽
往
生

を
果
た
す
た
め
で
も
な
く
、
自
身
の
人
格
を
少
し
で
も

高
め
、
よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
た
め
に
こ
そ
あ
る
と
い

え
よ
う
。

②　

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
本
日
、「
一
日
授
戒
」
を
開
筵
す

る
に
あ
た
り
関
わ
っ
て
く
だ
さ
る
和
尚
さ
ん
の
ご
紹
介
を
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

皆
様
方
に
戒
を
お
授
け
頂
く
「
伝で

ん

戒か
い

師し

」
の
役
を
務
め
て

頂
き
ま
す
ご
当
山
、
住
職
の
〇
〇
上
人
で
す
。
普
段
は
、
御

住
職
様
の
事
を「
住
職
さ
ん
」と
か「
お
じ
ゅ
っ
さ
ん
」（「
お
っ

さ
ん
」、「
方
丈
さ
ん
」）
と
親
し
み
を
込
め
て
呼
ん
で
お
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
本
日
の
「
一
日
授
戒
」
で
は
、

お
釈
迦
様
に
成
り
代
わ
っ
て
、
皆
様
方
に
戒
を
お
授
け
く
だ

さ
い
ま
す
の
で
、
敬
意
を
込
め
て
「
伝
戒
師
」
様
と
お
呼
び
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い
た
し
ま
す
。

そ
し
て
、こ
ち
ら
に
お
ら
れ
る
の
が
本
日
の
「
一
日
授
戒
」

を
補
佐
し
て
く
だ
さ
る
お
手
伝
い
の
〇
〇
寺
の
〇
〇
上
人
で

す
。最

後
に
主
に
儀
式
の
間
は
司
会
を
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す

当
山
、
副
住
職
の
〇
〇
で
す
。
何
か
分
か
ら
な
い
事
や
お
困

り
の
事
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
私
ま
で
お
申
し
付

け
く
だ
さ
い
ま
せ
。
そ
れ
で
は
、
引
き
続
き
司
会
の
私
の
方

か
ら
本
日
の
「
一
日
授
戒
」
に
つ
い
て
説
明
を
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

　

�

☞
「
住
職
」
＝
「
伝
戒
師
」
で
あ
る
事
を
紹
介
す
る
事

で
、
普
段
と
は
異
な
る
特
別
な
儀
式
で
あ
る
事
を
意
識

さ
せ
る
。
ま
た
、
配
役
を
あ
ら
か
じ
め
伝
え
る
事
で
、

後
の
儀
式
に
ス
ム
ー
ズ
に
入
る
事
が
で
き
る
。

③　

こ
の
度
、
皆
様
方
に
お
授
け
す
る
戒
は
、
仏
教
の
開
祖
、

お
釈
迦
様
か
ら
伝
わ
る
戒
で
あ
り
、
浄
土
宗
で
は
法
然
上
人

以
来
、
今
日
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
円
頓
戒
」

と
い
う
戒
で
す
。
こ
の
「
円
頓
戒
」
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内

容
は
、
本
日
の
「
一
日
授
戒
」
の
中
で
伝
戒
師
様
よ
り
追
々

お
話
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
「
円
頓
戒
」
を
お
釈

迦
様
か
ら
お
授
け
頂
く
と
い
う
事
で
、
本
来
、
浄
土
宗
の
御

本
尊
様
は
阿
弥
陀
様
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
日
の
「
一
日
授

戒
」
で
は
、
お
釈
迦
様
を
お
祀
り
し
、
お
釈
迦
様
を
御
本
尊

と
し
て
お
作
法
な
ど
を
進
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

�

☞
授
戒
本
尊
の
掛
け
軸
を
用
意
す
る
。
授
戒
本
尊
の
三

聖
は
、
釈
迦
・
文
殊
・
弥
勒
の
像
が
描
か
れ
て
い
る
も

の
で
、
五
重
の
釈
迦
・
文
殊
・
普
賢
の
像
が
描
か
れ
て

い
る
掛
け
軸
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

④　

そ
れ
で
は
、
本
日
の
一
連
の
流
れ
に
つ
い
て
、
皆
様
方

に
お
配
り
し
た
日
程
表
を
も
と
に
簡
単
に
ご
説
明
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
こ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
終
わ
り
ま
し
た
ら
、

皆
様
方
は
休
憩
を
挟
ん
だ
後
、
九
時
三
〇
分
か
ら
、
こ
の
場

所
で
「
一
日
授
戒
」
の
儀
式
に
臨
ん
で
頂
き
ま
す
。
実
際
の

儀
式
は
、
お
お
よ
そ
一
座
（
一
コ
マ
）、
一
時
間
の
儀
式
が

五
座
ご
ざ
い
ま
す
。
午
前
中
に
二
座
、
昼
食
を
挟
ん
で
、
午

後
か
ら
三
座
の
計
五
座
ご
ざ
い
ま
し
て
、
終
了
時
刻
は
四
時
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三
〇
分
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
途
中
、
体
調
の
優
れ

な
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
儀
式
の
最
中
で
も
結

構
で
す
の
で
、
司
会
の
私
ま
で
お
申
し
つ
け
く
だ
さ
い
ま
せ
。

そ
の
よ
う
な
、
流
れ
で
本
日
の
「
一
日
授
戒
」
が
進
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

⑤　

次
に
基
本
的
な
お
作
法
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
説
明
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
ま
ず
、
最
初
に
「
合
掌
」
の
お
作
法
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。

「
合
掌
」
と
は
、
読
ん
で
字
の
ご
と
く
、
両
手
の
掌
を
合

わ
せ
る
事
で
、
も
と
も
と
は
お
釈
迦
様
が
誕
生
さ
れ
た
イ
ン

ド
で
、相
手
に
敬
い
の
気
持
ち
を
表
す
作
法
と
し
て
「
合
掌
」

が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
合
掌
の
姿
は
、
一
つ
の
対

象
に
心
を
向
け
る
「
一
心
」
を
表
す
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

浄
土
宗
の
「
合
掌
」
は
、
胸
の
前
で
斜
め
45
度
の
角
度
で
倒

す
、
こ
の
よ
う
な
「
堅
実
心
合
掌
」
が
基
本
で
す
。
こ
の
合

掌
は
、
仏
弟
子
と
な
る
皆
様
方
に
と
っ
て
基
本
と
な
る
お
作

法
で
し
て
、
特
に
こ
の
後
に
お
話
し
ま
す
「
同
称
十
念
」
の

お
作
法
の
際
に
は
、
常
に
「
合
掌
」
が
基
本
姿
勢
と
な
り
ま

す
の
で
、
こ
の
合
掌
の
姿
を
頭
に
入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

次
に「
同
称
十
念
」の
お
作
法
で
す
が
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

と
十
遍
の
お
念
仏
を
称
え
る
事
を
「
十
念
」
と
申
し
ま
す
。

儀
式
の
中
で
、
伝
戒
師
様
が
「
同
称
十
念
」
と
い
わ
れ
た
ら
、

一
緒
に
十
念
を
お
称
え
い
た
し
ま
す
。
そ
こ
で
「
南
無
阿
弥

陀
仏
」
の
意
味
で
す
が
、ま
ず
「
南
無
」
と
は
、「
帰
依
す
る
」、

「
お
任
せ
す
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。
で
は
、
何
に
「
帰
依
、

お
任
せ
す
る
」
の
か
と
言
う
と
、「
南
無
」
の
後
に
続
き
ま

す
「
阿
弥
陀
仏
」、
阿
弥
陀
様
と
い
う
仏
様
に
「
帰
依
」
し
、

我
が
身
を
「
お
任
せ
」
す
る
の
が
南
無
阿
弥
陀
仏
の
意
味
で

ご
ざ
い
ま
す
。
つ
ま
り
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
お
念
仏
を

称
え
る
事
は
、「
ど
う
ぞ
阿
弥
陀
様
、
こ
の
私
を
救
い
導
い

て
く
だ
さ
い
」
と
自
分
の
大
切
な
命
を
阿
弥
陀
様
に
委
ね
る

意
思
表
示
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

の
称
え
方
、「
十
念
」
の
お
作
法
で
す
が
、
こ
の
よ
う
に
合

掌
し
た
ま
ま
で
、

「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
」「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
」「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
」
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「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
」

と
は
じ
め
の
四
遍
目
ま
で
は
一
息
で
お
称
え
く
だ
さ
い
。
そ

の
後
、
息
を
つ
い
で

「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
」「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
」「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
」

「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
」

と
八
遍
目
ま
で
お
称
え
く
だ
さ
い
。
九
遍
目
は

「
ナ
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ツ
」

と
「
ツ
」
を
付
け
、最
後
の
十
遍
目
は
頭
を
下
げ
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
と

「
ナ
ー
ム
ア
ミ
ダ
ブ
ー
」

と
お
称
え
く
だ
さ
い
。

こ
の
「
合
掌
」
と
「
同
称
十
念
」
は
、
本
日
、
皆
様
方
に

し
て
い
た
だ
く
最
も
多
い
お
作
法
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
し
っ
か
り
と
勤
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

本
日
だ
け
に
限
ら
ず
日
々
の
生
活
の
中
で
も
お
仏
壇
の
前
や

お
食
事
の
前
に
十
念
を
お
称
え
頂
い
た
ら
、
さ
ら
に
有
り
難

い
事
で
あ
り
ま
す
。

⑥　

次
に
、
皆
様
方
の
身
心
を
清
め
る
「
塗ず

香こ
う

」、「
触そ

っ

香こ
う

」

と
い
う
お
作
法
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
ず
、「
塗
香
」
の
お
作
法
に
つ
い
て
で
す
が
、
要
は
手

の
ひ
ら
と
手
の
甲
を
浄
め
て
頂
き
ま
す
。
こ
の
後
、
お
手
伝

い
の
〇
〇
上
人
が
皆
様
方
、
お
一
人
お
ひ
と
り
の
席
に
筒
状

の
入
れ
物
を
持
っ
て
参
り
ま
す
。
そ
の
際
に
、
皆
様
方
は
こ

の
よ
う
に
左
手
の
掌
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
出
し
て
く

だ
さ
っ
た
皆
様
方
の
掌
に
お
手
伝
い
の
〇
〇
上
人
が
筒
状
の

入
れ
物
を
ポ
ン
ポ
ン
と
当
て
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
す
る
と
、

粉
状
の
お
香
が
出
て
ま
い
り
ま
す
。

動
作
①
…
…
そ
の
お
香
を
左
手
の
掌
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

動
作
②
…
…
こ
の
よ
う
に
左
手
の
掌
に
受
け
て
頂
い
た
お
香

の
上
に
、
今
度
は
右
手
の
掌
を
交
差
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

動
作
③
…
…
そ
し
て
、
お
香
を
両
手
の
掌
に
擦
り
合
わ
せ
る

よ
う
に
回
転
さ
せ
て
、
左
手
が
右
手
の
上
に
重
な
る
よ
う
に

い
た
し
ま
す
。

動
作
④
…
…
今
度
は
、
も
う
一
度
、
回
転
さ
せ
て
右
手
が
左

手
の
上
に
重
な
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

動
作
⑤
…
…
こ
の
よ
う
に
最
初
の
元
の
形
に
戻
っ
た
と
こ
ろ
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で
、
左
手
の
甲
を
右
手
で
浄
め
ま
す
。

動
作
⑥
…
…
続
い
て
、
右
手
で
左
手
の
甲
を
浄
め
ま
す
。

動
作
⑦
…
…
そ
れ
が
終
わ
る
と
、
両
手
を
胸
の
前
に
持
っ
て

き
て
、
合
掌
の
よ
う
な
形
を
と
り
ま
す
。

動
作
⑧
…
…
そ
の
際
に
、
五
本
の
指
が
交
わ
る
よ
う
交
差
さ

せ
て
両
手
を
開
き
、
親
指
を
立
て
る
よ
う
に
し
て
胸
前
か
ら

下
腹
部
ま
で
下
げ
て
行
き
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
し
て
塗
香
の
お
作
法
を
し
て
頂
き
ま
す
が
、

私
（
司
会
）
も
も
う
一
度
、
皆
様
方
と
一
緒
に
塗
香
の
お
作

法
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
左
手
の
掌
に
お
香
が
乗
っ
た

状
態
で
し
ば
ら
く
の
間
、
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

〔
お
手
伝
い
の
上
人
が
、
受
者
の
席
に
参
り
、
左
手
の
掌
に

お
香
を
届
け
る
。
全
員
に
お
香
が
行
き
渡
っ
た
の
を
確
認
し

て
か
ら
、
司
会
が
受
者
と
一
緒
に
塗
香
の
作
法
を
す
る
〕。

次
に
、「
触
香
」
と
い
う
お
作
法
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
私
は
、今
、両
手
に
こ
の
よ
う
な
象
を
か
た
ど
っ

た
香
炉
、
象
香
炉
と
い
う
の
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
皆
様
方

に
は
、
こ
の
香
炉
の
上
を
ま
た
い
で
頂
き
ま
す
。
こ
の
香
炉

を
ま
た
ぐ
事
で
、
身
体
全
身
を
一
瞬
で
浄
め
る
と
い
う
意
味

が
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
こ
の
香
炉
の
上
を
ま
た
い
で
頂
き

ま
す
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

�

☞
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
、
男
左
女
右
の
区
別
を
設

け
な
い
。

　

�

☞
塗
香・触
香
の
意
義
に
つ
い
て
齊
藤
隆
信
師
は
、「
た

と
え
ば
本
堂
で
年
忌
法
要
を
す
る
際
に
は
必
ず
塗
香
と

触
香
を
行
っ
て
い
ま
す（
檀
家
の
お
家
で
は
塗
香
の
み
）。

こ
れ
ら
の
由
来
と
意
味
を
説
明
し
て
か
ら
法
要
を
行
い
、

そ
の
後
の
法
話
で
は
戒
の
お
話
し
を
ま
じ
え
な
が
ら
、

『
常
に
薫
習
し
た
香
り
は
24
時
間
は
消
え
ま
せ
ん
。
こ

の
香
り
に
気
づ
く
た
び
に
、
今
日
は
戒
を
心
が
け
て
仏

教
に
親
し
む
一
日
な
の
だ
と
思
い
返
し
て
く
だ
さ
い
』

と
お
伝
え
し
ま
す
」（
齊
藤
隆
信
「
円
頓
戒
の
あ
る
暮

ら
し
」、『
和
合
』
六
月
号
、
二
〇
一
八
年
）
と
述
べ
、

塗
香
・
触
香
が
戒
を
守
る
一
助
と
な
る
事
を
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
「
触
香
」
の
お
作
法
は
、
こ
の
後
の
開
白
法
要
の
中
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で
「
お
袈
裟
」
を
お
授
け
す
る
際
に
い
た
し
ま
す
。
皆
様
方

お
一
人
お
ひ
と
り
の
お
名
前
を
お
呼
び
し
て
、
お
袈
裟
を
前

に
取
り
に
来
て
頂
き
ま
す
が
、
そ
の
取
り
に
来
て
頂
く
途
中

に
、
こ
の
香
炉
を
置
い
て
お
き
ま
す
の
で
、
そ
の
時
に
香
炉

を
ま
た
い
で
く
だ
さ
い
。

⑦　

そ
れ
で
は
次
に
、「
お
袈
裟
」
と
「
お
数
珠
」
に
つ
い

て
少
し
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

こ
の
「
お
袈
裟
」
は
、
仏
弟
子
が
身
に
ま
と
う
衣
服
で
す
。

煩
悩
を
断
ち
切
っ
て
解
脱
し
た
者
が
身
に
ま
と
う
衣
と
い
う

事
で
、
解
脱
の
服
、「
解
脱
服
」
と
申
し
ま
す
。
ま
た
、「
お

袈
裟
」
の
事
を
「
福
田
衣
」
と
も
言
い
ま
し
て
、
田
ん
ぼ
の

形
を
象
っ
て
い
ま
す
。
田
ん
ぼ
に
種
を
蒔
き
ま
す
と
、
稲
が

実
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
「
お
袈

裟
」
を
ま
と
う
者
に
は
、
浄
ら
か
な
お
徳
が
備
わ
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
こ
の
「
お
袈
裟
」
を
身
に
ま
と
う
事
に
よ
っ
て
、

田
ん
ぼ
に
稲
が
実
る
よ
う
に
、
仏
弟
子
と
し
て
の
自
覚
が
養

わ
れ
て
い
く
の
で
す
。

　

�

☞
『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
の
「
福
田
衣
」
の
項
（
一

二
六
二
頁
）
を
参
照
。

こ
の
「
お
袈
裟
」
は
、
仏
教
の
教
え
を
信
じ
、
実
践
す
る

人
た
ち
の
服
装
、
い
わ
ば
仏
弟
子
と
し
て
の
シ
ン
ボ
ル
と
も

い
え
ま
す
。
そ
の
「
お
袈
裟
」
を
こ
の
後
の
開
白
法
要
の
中

で
、
皆
様
方
に
お
授
け
い
た
し
ま
す
。

本
日
、
皆
様
方
に
お
授
け
す
る
「
お
袈
裟
」
は
、「
輪わ

袈げ

裟さ

」と
い
っ
て
、輪
っ
か
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
気
を
つ
け
て
頂
き
た
い
点
は
、
こ
の
「
お
袈
裟
」

と
い
う
の
は
実
に
尊
い
も
の
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
取
り
扱
い

に
は
注
意
し
て
頂
き
、
特
に
お
手
洗
い
に
行
か
れ
る
際
は
、

必
ず
外
し
て
く
だ
さ
い
。
け
っ
し
て
、
お
袈
裟
を
粗
末
に
扱

う
事
の
な
い
よ
う
に
心
得
て
、そ
の
よ
う
な
お
気
持
ち
で「
お

袈
裟
」
を
授
か
っ
て
く
だ
さ
い
。

次
に
、
先
ほ
ど
受
付
の
時
に
皆
様
方
に
お
授
け
い
た
し
ま

し
た
、
こ
の
「
お
数
珠
」
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

こ
の
「
お
数
珠
」
は
、「
日
課
数
珠
」
と
申
し
ま
し
て
、
称

え
た
お
念
仏
の
数
を
数
え
る
役
目
を
果
た
す
も
の
で
、
こ
の

よ
う
に
紐
を
通
し
た
珠
の
輪
を
二
連
に
組
み
合
わ
せ
た
浄
土
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宗
独
特
の
「
お
数
珠
」
で
す
。
こ
の
お
数
珠
の
持
ち
方
で
す

が
、「
合
掌
」
の
姿
の
時
は
、「
お
数
珠
」
を
こ
の
よ
う
に
、

両
手
の
人
さ
し
指
と
親
指
の
間
に
二
連
と
も
親
玉
（
大
き
な

珠
）
の
部
分
を
挟
ん
で
、
お
数
珠
を
自
分
の
方
に
垂
ら
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
合
掌
を
し
て
い
な
い
時
は
、「
お
数
珠
」

を
二
連
と
も
左
手
の
手
首
に
か
け
て
お
き
ま
す
。
こ
の
「
お

数
珠
」
も
「
お
袈
裟
」
と
同
様
に
敬
い
の
心
を
も
っ
て
お
取

り
扱
い
頂
き
、
足
で
踏
む
よ
う
な
と
こ
ろ
へ
直
に
置
く
事
の

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
後
の
開
白
法
要
の
中
で
お
袈
裟
を
授
け

て
頂
き
ま
す
。
そ
の
時
に
、
お
名
前
を
呼
ば
れ
た
方
は
「
は

い
」
と
返
事
し
て
、「
触
香
」
の
お
作
法
を
し
て
か
ら
、
正

面
の
机
の
前
に
出
て
き
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
に
、
伝
戒
師

様
よ
り
直
接
、
皆
様
方
の
お
首
に
「
お
袈
裟
」
か
け
て
頂
き

ま
す
の
で
、
少
し
頭
を
下
げ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
両
手
は

合
掌
の
姿
で
前
に
出
て
き
て
頂
き
、
そ
の
ま
ま
合
掌
の
姿
で

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
開
白
法
要
の

中
で
も
そ
の
都
度
、
申
し
ま
す
の
で
、
そ
の
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
終
了
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
今
日
一
日
、
最
後
ま
で
ご
精
進
頂
き
ま

し
て
、
今
こ
の
場
に
お
ら
れ
ま
す
皆
様
方
全
員
が
無
事
、
成

満
し
て
頂
き
ま
す
事
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
後
、
一
旦
、
少
し
の
間
、
休
憩
に
入
ら
せ
て
頂
き
ま

す
。
九
時
一
五
分
か
ら
開
白
法
要
並
び
に
第
一
座
目
が
始
ま

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
は
、
今
、
お
座
り
頂
い
て
い
る

席
に
お
戻
り
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
最
後
に

「
十
念
」
で
こ
の
席
を
終
わ
り
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、

私
が
「
同
称
十
念
」
と
発
声
し
て
割
笏
を
鳴
ら
し
ま
し
た
ら
、

先
ほ
ど
説
明
し
た
お
作
法
で
ご
一
緒
に
お
称
え
く
だ
さ
い
。

�

同
称
十
念
▲

【
九
時
一
〇
分
】

〇
休
憩

【
九
時
一
五
分
】
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〇 

開
白
法
要
・
第
一
座

開
白
法
要
〔
維
那
は
お
手
伝
い
上
人
が
勤
め
る
〕。

〇
道
場
洒
水
（
受
者
が
全
員
、
着
座
し
た
の
を
確
認
し
て
か

ら
、
伝
戒
師
〔
お
手
伝
い
の
上
人
で
も
可
〕
が
行
う
）

「
た
だ
今
、「
道
場
洒
水
」
と
言
い
ま
し
て
、
本
日
、
皆
様
方

が
戒
を
授
か
る
に
あ
た
り
、
こ
の
道
場
を
聖
な
る
空
間
と
し
て

お
淨
め
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
方
は
、
ど
う
ぞ
私
が
合
図

す
る
ま
で
合
掌
の
姿
の
ま
ま
で
、
そ
の
場
に
い
ら
し
て
く
だ
さ

い
」。
☞
道
場
洒
水
の
作
法
中
、
司
会
が
以
上
の
よ
う
な
説
明

を
す
る
。

〇
喚
鐘
〔
お
手
伝
い
の
上
人
〕

〇
伝
戒
師
入
堂

〇
四
奉
請

〇
表
白
（
例
…
導
師
）

敬
っ
て
戒か

い

和わ

尚じ
ょ
う

・
釈し

ゃ

迦か

牟む

尼に

世せ

尊そ
ん

、
羯か

っ

磨ま

阿あ

闍じ
ゃ

梨り

・
文も

ん

殊じ
ゅ

菩ぼ

薩さ
つ

、
教き

ょ
う

授じ
ゅ

阿あ

闍じ
ゃ

梨り

・
弥み

勒ろ
く

菩ぼ

薩さ
つ

、
証し

ょ
う

明み
ょ
う

師し

・
一
切
諸
仏
、
同

学
侶
・
一
切
諸
菩
薩
等
に
白
し
て
言
さ
く
。

今
、
こ
こ
に
戒
を
授
か
ら
ん
と
欲
す
る
受
者
〇
〇
名
あ
り
。

今
日
ま
で
六
道
輪
廻
に
迷
い
を
繰
り
返
せ
る
中
、
有
り
難
く
も

人
界
に
生
ま
れ
、
尊
く
も
仏
法
に
遇
え
り
。
然
れ
ば
、
無
始
以

来
の
罪
・
悪
業
を
懺
悔
し
、
更
に
謹
ん
で
円
頓
戒
を
受
け
、
真

の
仏
弟
子
に
な
ら
ん
事
を
欲
す
。

然
る
に
、
我
、
不
徳
に
し
て
戒
師
の
器
に
あ
ら
ず
。
さ
れ
ど
、

甚
だ
僭
越
な
が
ら
も
釈
迦
牟
尼
世
尊
の
名
代
と
し
て
円
頓
戒
を

授
く
る
事
を
許
し
給
え
。

仰
ぎ
願
わ
く
は
、
本
日
の
授
戒
の
会
座
が
無む

所し
ょ

障し
ょ
う

碍げ

の
う
ち

に
円え

ん

成じ
ょ
う

し
、
受
者
〇
〇
名
を
し
て
速
や
か
に
戒
体
を
発
得
し
、

真
の
仏
弟
子
と
な
る
事
を
得
せ
し
め
給
え
。

�

維
時
〇
年
〇
月
〇
日　
伝
戒
仏
子　
〇
誉
〇
阿　
敬
白

〇
懺
悔
偈

〇
同
称
十
念

〇
転
座

〇�

剃
度
作
法
☞
剃
度
作
法
に
つ
い
て
は
、
司
会
が
以
下
の
よ

う
に
説
明
す
る
。

そ
れ
で
は
、
た
だ
今
よ
り
剃
度
の
お
作
法
を
行
い
ま
す
。
こ

の
剃
度
の
お
作
法
と
は
、
皆
様
方
が
戒
を
授
か
る
に
あ
た
り
仏
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弟
子
と
な
る
お
作
法
で
す
。
こ
の
剃
度
の
お
作
法
を
通
し
て
、

仏
弟
子
と
し
て
自
覚
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
戒
を
授

か
る
器
と
な
っ
て
頂
き
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
仏
教
で
は
、
仏
弟

子
と
し
て
覚
り
へ
の
道
を
歩
む
事
こ
そ
が
、
仏
様
の
ご
恩
に
報

い
る
事
に
な
る
の
で
す
。
そ
の
尊
い
ご
恩
を
今
一
度
、
噛
み
し

め
る
た
め
の
偈
文
を
こ
れ
か
ら
伝
戒
師
様
が
お
唱
え
さ
れ
ま
す

の
で
、
皆
様
方
は
合
掌
し
て
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

　

�「
流る

転て
ん

三さ
ん

界が
い

中ち
ゅ
う　

恩お
ん

愛な
い

不ふ

能の
う

断だ
ん　

棄き

恩お
ん

入に
ゅ
う

無む

為い　

真し
ん

実じ
つ

報ほ
う

恩お
ん

者し
ゃ

」（「
報
恩
偈
」）

そ
れ
で
は
、
た
だ
今
よ
り
、
剃
度
の
お
作
法
の
具
体
的
な
説

明
に
移
り
ま
す
が
、
ま
ず
灌
頂
と
い
っ
て
伝
戒
師
様
が
皆
様
方

の
お
頭
に
聖
水
を
注
い
で
く
だ
さ
い
ま
す
。
こ
の
お
作
法
を
通

し
て
、
皆
様
方
は
、
ま
ず
仏
様
と
ご
縁
を
結
ん
で
頂
く
の
で
す
。

続
き
ま
し
て
、
伝
戒
師
様
が
皆
様
方
お
一
人
お
ひ
と
り
の
お
頭

に
、
こ
の
よ
う
な
剃
刀
を
当
て
て
く
だ
さ
い
ま
す
〔
伝
戒
師
が
、

実
際
に
剃
刀
を
受
者
に
見
せ
る
〕。
そ
の
訳
は
、「
剃
り
た
き
は　

心
の
中
の
乱
れ
髪　
つ
む
り
の
髪
は
と
に
も
か
く
に
も
」
と
申

し
ま
す
よ
う
に
、
心
の
中
の
乱
れ
髪
を
剃
る
事
で
、
皆
様
方
の

心
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
伝
戒
師
様
か
ら
お
剃

刀
を
当
て
て
頂
く
際
に
は
、
少
し
お
頭
を
下
げ
て
頂
き
ま
す
よ

う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
そ
の
ま
ま
、
引
き
続
き
、
先
ほ
ど

申
し
ま
し
た
様
に
お
袈
裟
を
伝
戒
師
様
よ
り
か
け
て
頂
き
ま

す
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
お
名
前
を
お
呼
び
し
ま
す
の
で
、

名
前
を
呼
ば
れ
た
方
は
、
合
掌
の
お
姿
で
前
に
お
進
み
頂
き
、

触
香
の
お
作
法
を
済
ま
し
て
、
正
面
の
机
の
前
で
、
剃
度
の
お

作
法
を
お
受
け
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
お
袈
裟

を
頂
か
れ
た
方
か
ら
、
順
次
、
こ
ち
ら
の
横
を
通
っ
て
、
お
席

の
方
に
お
戻
り
頂
い
た
ら
結
構
で
す
。
そ
れ
で
は
、
お
名
前
を

お
呼
び
い
た
し
ま
す
か
ら
順
に
前
の
方
に
お
進
み
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ⅰ 

調
読

〔
司
会
が
受
者
の
名
前
を
順
番
に
呼
び
、
伝
戒
師
の
前
に
進

ま
せ
る
〕。

〔
受
者
が
触
香
を
済
ま
し
、
正
面
の
机
の
前
に
出
て
く
る
〕。

ⅱ 
灌
頂

〔
焼
香
、
散
杖
を
薫
香
（
一
回
の
み
）、
小
三
鈷
印
で
三
度
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加
持
。
散
杖
を
瓶
に
入
れ
、
そ
の
後
、
受
者
の
お
頭
に
散
杖
を

軽
く
当
て
る
〕。

〔
伝
戒
師
発
声
…
…
…
「
弥
陀
心
水
沐
身
頂　
南
無
阿
弥
陀

仏
」〕。

ⅲ 

お
剃
刀

〔
焼
香
、
剃
刀
を
薫
香
、
小
三
鈷
印
で
三
度
加
持
。
そ
の
後
、

受
者
の
お
頭
に
剃
刀
を
当
て
る
〕。

〔
伝
戒
師
発
声
…
…
…
「
剃
除
鬚
髪　
当
願
衆
生　
断
除
煩

悩　
究
竟
寂
滅
」（「
剃
髪
偈
」）
を
発
声
〕。

ⅳ 

袈
裟
授
与

〔
お
手
伝
い
の
上
人
が
袈
裟
を
伝
戒
師
に
渡
す
〕。

〔
伝
戒
師
が
受
者
に
袈
裟
（
輪
袈
裟
）
を
授
け
る
〕。

〔
伝
戒
師
発
声
…
…
…
「
大
哉
解
脱
服　
無
相
福
田
衣　
被

奉
如
戒
行　

廣
度
諸
衆
生
」〕。

〇
十
念
☞
開
白
法
要
は
こ
こ
ま
で
。

〇
登
壇
洒
水
☞
こ
こ
か
ら
第
一
座
目
。

〇
伝
戒
師
口
弁
（『
十
二
門
戒
儀
』
※
「「
第
一
開
導
」
～
「
第

十
二
勧
持
」
ま
で
発
声
）。

 

第
一
座
の
要
点 

・
・
・「
第
一
開
導
」

☆
浄
土
宗
に
お
い
て
円
頓
戒
を
授
け
る
儀
式
作
法
は
、
中
国
唐

代
の
妙
楽
大
師
荊
溪
湛
然
が
著
し
た
「
十
二
門
戒
儀
」（『
授
菩

薩
戒
儀
』）
の
儀
軌
に
則
り
、
十
二
門
の
段
階
に
よ
っ
て
執
り

行
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
授
戒
の
説
戒
も
「
十
二
門
戒
儀
」

に
沿
っ
て
進
め
る
。
そ
の
十
二
門
と
は
、「
第
一
開
導
」、「
第

二
三
帰
」、「
第
三
請
師
」、「
第
四
懺
悔
」、「
第
五
発
心
」、「
第

六
問
遮
」、「
第
七
正
授
戒
」、「
第
八
証
明
」、「
第
九
現
相
」、「
第

十
説
相
」、「
第
十
一
広
願
」、「
第
十
二
勧
持
」
で
あ
る
。「
第

一
開
導
」
に
先
立
ち
、
伝
戒
師
が
、
あ
ら
か
じ
め
十
二
門
の
全

名
称
を
提
示
す
る
事
で
釈
尊
前
に
お
い
て
「
十
二
門
戒
儀
」
の

実
践
が
、
こ
れ
よ
り
始
ま
る
と
い
う
事
を
宣
言
す
る
。

☆
「
第
一
開
導
」
で
は
、
円
頓
戒
を
授
け
る
に
あ
た
り
、
導
入

的
な
話
を
す
る
。
ま
ず
戒
を
受
け
る
目
的
、
授
戒
の
意
義
を
伝

え
、
受
者
が
戒
を
受
け
る
心
構
え
を
整
え
る
。
例
え
ば
、
仏
教

で
説
く
「
苦
」
の
定
義
を
明
示
し
、「
苦
し
み
に
満
ち
た
こ
の
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世
の
中
を
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
け
ば
い
い
の
か
」
と
い
う
問

い
対
す
る
回
答
が
戒
で
あ
る
と
い
う
風
に
、
戒
を
受
け
る
目
的
、

意
義
を
述
べ
る
。

【
例
】�

四
苦
八
苦
（
生
・
老
・
病
・
死
・
愛
別
離
苦
・
怨
憎
会
苦
・

求
不
得
苦
・
五
蘊
盛
苦
）
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
よ
り

よ
い
人
生
を
送
る
た
め
に
戒
を
受
け
る
。
※
以
下
の

【
例
】
は
、
全
て
実
例
に
示
し
た
。

☆
釈
尊
の
生
涯
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
仏
教
の
基
本
的
な
教
え
で

あ
る
三
法
印
や
縁
起
、
四
苦
八
苦
、
四
諦
八
正
道
な
ど
も
説
い

て
も
よ
い
。

☆
『
七
箇
条
起
請
文
』
に
、「
戒
は
仏
法
の
大
地
な
り
。
一
切

の
功
徳
こ
れ
に
よ
っ
て
成
就
す
。
戒
を
離
れ
て
は
定
、
慧
も
存

す
る
事
な
し
（『
漢
語
灯
録
』
巻
一
〇
、『
浄
全
』
四
四
七
頁
）」

と
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
三
学
の
中
で
も
戒
が
根
本
で
あ
っ

て
、
仏
道
を
歩
む
基
本
で
あ
る
事
を
伝
え
る
。
ま
た
、『
授
菩

薩
戒
儀
則
』（「
黒
谷
古
本
」）
に
「
菩
提
の
広
路
に
は
戒
を
資

糧
と
為
し
、
生
死
の
大
海
に
は
戒
を
船
筏
と
為
す
。
無
明
の
長

夜
に
は
戒
を
灯
炬
と
為
し
、
悪
業
の
重
病
に
は
戒
を
良
薬
と
為

す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
比
喩
を
用
い
て
戒
の
役
割
を
示
す
。

【
例
】�「
菩
提
の
広
路
に
は
、
旅
費
と
弁
当
」　
「
生
死
の
大
海

に
は
、
船
と
筏
」�

�

「
無
明
の
長
夜
に
は
、
燈
火
と
松
明
」　
「
悪
業
の
重
病

に
は
、
良
薬
」

☆
世
間
一
般
に
お
け
る
戒
に
対
す
る
誤
っ
た
理
解
、
束
縛
的
な

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
た
め
に
、
戒
の
原
語
（
シ
ー

ラ
）
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
戒
と
は
、「
よ
い
習
慣
を
身
に
つ

け
る
」
と
い
う
事
で
あ
り
、
決
し
て
他
者
か
ら
強
制
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
自
発
的
に
取
り
組
む
も
の
で
あ
る
。

「
よ
い
習
慣
を
身
に
つ
け
る
」
事
が
結
局
、
自
分
自
身
を
守
る

事
に
つ
な
が
る
事
を
身
近
な
話
題
を
用
い
て
伝
え
る
。

【
例
】
歯
磨
き
の
習
慣
、
車
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
。

☆
戒
と
は
、
生
き
る
た
め
の
指
針
、
羅
針
盤
に
な
る
事
を
示
し
、
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授
戒
の
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
る
。

【
例
】�

第
二
の
矢
を
受
け
な
い（『
雑
阿
含
経
』巻
十
七・『
大
正
』

二
、
一
二
〇
頁
上
）
参
照
。�

�
時
刻
表
の
例
え
（
ひ
ろ
さ
ち
や
『
世
間
も
他
人
も
気
に

し
な
い
』
二
〇
〇
八
年
、
文
春
新
書
、
一
〇
八
頁
～
一

〇
九
頁
）
参
照
。�
�

受
者
の
感
想
文
（『
ら
い
は
い
』
京
都
文
教
中
学
校
・

高
等
学
校
、
二
〇
一
六
年
五
月
三
〇
日
）。

☆
本
日
の
「
一
日
授
戒
」
で
授
か
る
戒
名
の
意
義
に
つ
い
て
説

明
す
る
。

【
例
】�

戒
名
と
は
、
戒
を
守
る
事
を
誓
っ
た
者
に
与
え
る
名
前
。

　
　
仏
弟
子
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
証
。

【
実
例
】・
一
座
目
（「
第
一
開か

い

導ど
う
」）

●
「
第
一
開
導
」
▲

本
日
は
、「
一
日
授
戒
」
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
て
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
度
、
受
者
の
皆
様
方
に
戒
を
お
授
け
す

る
「
伝
戒
師
」
の
お
役
目
を
勤
め
ま
す
当
山
〇
〇
寺
の
住
職

の
〇
〇
で
す
。
今
日
一
日
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

�

☞
法
然
上
人
が
開
か
れ
た
浄
土
宗
の
教
え
は
、
た
だ
ひ

た
す
ら
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
称
え
て
、
阿
弥
陀
仏

の
本
願
力
に
よ
っ
て
救
済
さ
れ
、
死
後
に
極
楽
往
生
を

遂
げ
る
事
に
あ
る
。
た
だ
し
、
浄
土
宗
の
信
者
で
あ
っ

て
も
仏
教
徒
で
あ
る
以
上
、「
仏
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

た
決
ま
り
」
で
あ
る
「
戒
」
も
守
る
よ
う
心
が
け
ね
ば

な
ら
な
い
。
故
に
法
然
上
人
も
、「
分
に
し
た
が
い
て

悪
業
を
と
ど
め
よ
」
と
示
さ
れ
、
ま
た
、
分
に
し
た
が

い
悪
業
を
と
ど
め
る
事
に
努
め
る
か
ら
こ
そ
、
戒
を

破
っ
た
時
に
至
ら
ぬ
自
分
に
気
づ
く
事
が
で
き
、
懺
悔

の
心
も
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
の
心
は
言
う
ま
で

も
な
く
念
仏
信
仰
を
深
め
る
事
に
も
つ
な
が
る
が
、
こ

の
「
一
日
授
戒
」
で
は
、
あ
え
て
念
仏
の
教
え
に
は
つ

な
げ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
破
戒
を
契
機
に
念
仏
信
仰
が

深
ま
る
と
い
う
の
は
、
授
戒
を
受
け
た
受
者
自
身
が
自
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ら
戒
を
実
践
す
る
中
で
気
づ
く
事
だ
か
ら
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
受
者
を
将
来
的
に
念
仏
信
仰
へ
と
導
く
た

め
に
も
、
こ
の
「
一
日
授
戒
」
で
は
、
念
仏
は
儀
礼
と

し
て
称
え
る
に
と
ど
め
、
あ
く
ま
で
「
戒
」
の
話
に
重

点
を
置
く
。

本
日
、
お
授
け
す
る
「
戒
」
は
、
現
世
、
こ
の
世
を
ど
の

よ
う
に
生
き
て
い
け
ば
よ
い
か
、
そ
の
明
確
な
方
向
性
を
指

し
示
し
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

そ
も
そ
も
、
私
た
ち
人
間
は
何
の
た
め
に
生
き
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
あ
る
新
聞
の
投
書
欄
に
一

六
歳
の
高
校
生
か
ら
こ
ん
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
相
談
の
内
容
を
か
い
つ
ま
ん
で
申
し
ま
す
と
、
そ
の
高

校
生
は
、
自
分
な
り
に
夢
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

い
る
の
に
辛
い
事
の
方
が
多
く
、
そ
ん
な
中
、
生
き
る
事
に

嫌
気
が
さ
し
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。
こ
ん
な
思
い
の
中
で
、

あ
と
六
〇
年
も
生
き
て
い
た
く
な
い
と
。
命
が
大
切
な
の
は

分
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
我
が
事
と
し
て
理
解
で

き
な
い
。
人
間
は
何
の
た
め
に
生
き
て
い
る
の
で
す
か
、
誰

か
教
え
て
く
だ
さ
い
、
と
い
っ
た
相
談
の
内
容
で
し
た
が
、

皆
様
方
は
、
こ
の
高
校
生
の
「
人
間
は
何
の
た
め
に
生
き
て

い
る
の
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
し
っ
か
り
と
答
え
る

事
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
質
問
は
、
人
類
の
永
遠
の
テ
ー
マ
で
も
あ
り
ま
す
が
、

「
人
間
は
何
の
た
め
に
生
き
て
い
る
の
か
」、
ひ
い
て
は
「
こ

の
世
を
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
け
ば
よ
い
の
か
」、
そ
の
答

え
を
指
し
示
し
て
く
れ
る
の
が
、
本
日
、
皆
様
方
に
お
授
け

す
る
「
戒
」
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

�

☞
新
聞
の
投
書
な
ど
に
寄
せ
ら
れ
た
読
者
の
声
を
紹
介

す
る
事
で
、
受
者
と
共
に
生
き
る
苦
し
み
や
悩
み
を
共

有
す
る
効
果
が
得
ら
れ
る
。
こ
こ
で
受
者
に
対
し
、「
こ

の
世
を
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
け
ば
よ
い
の
か
」
と
い

う
事
に
対
し
、
真
剣
に
向
き
合
う
き
っ
か
け
を
与
え
る
。

今
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
、
こ
の
世
の
事
を
お
釈
迦
様

は
、
苦
し
み
の
世
界
と
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
。
仏
教
で
説
く

「
苦
」
と
い
う
の
は
、
自
分
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
と
い

う
事
で
す
。
つ
ま
り
、「
苦
」
と
い
の
は
、
願
望
と
現
実
の
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ズ
レ
か
ら
生
じ
て
ま
い
り
ま
す
。
例
え
ば
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
一

つ
と
っ
て
も
「
七
〇
キ
ロ
ま
で
痩
せ
た
い
」
と
い
う
願
望
と
、

「
実
際
は
、
九
〇
キ
ロ
に
太
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
現
実
、

こ
の
よ
う
に
願
望
と
現
実
に
は
二
〇
キ
ロ
の
ズ
レ
が
あ
り
、

そ
の
ズ
レ
が
苦
し
み
と
な
っ
て
重
く
の
し
か
か
っ
て
く
る
の

で
す
。
そ
の
「
苦
」
を
代
表
す
る
も
の
に
、「
生
」（
生
ま
れ

る
苦
し
み
）・「
老
」（
老
い
る
苦
し
み
）・「
病
」（
病
に
冒
さ

れ
る
苦
し
み
）・「
死
」（
死
ぬ
苦
し
み
）の
四
つ
の
苦
し
み
、「
四

苦
」
が
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
愛
別
離
苦
」（
愛
す
る
人

と
別
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
苦
し
み
）、「
怨
憎
会
苦
」（
嫌

い
な
人
と
会
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
苦
し
み
）、「
求
不
得
苦
」

（
求
め
て
得
る
事
の
で
き
な
い
苦
し
み
）、「
五
蘊
盛
苦
」（
生

き
て
い
く
苦
し
み
）
の
四
つ
の
苦
し
み
を
加
え
、こ
れ
を
「
四

苦
八
苦
」
と
申
し
ま
す
。
今
、
私
た
ち
が
毎
日
を
過
ご
し
て

い
る
こ
の
世
界
は
、
常
に
「
四
苦
八
苦
」
が
付
き
纏
う
苦
し

み
の
世
界
で
す
が
、
こ
の
苦
し
み
の
世
界
に
あ
り
な
が
ら
も
、

よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
指
針
・
羅
針
盤
の
よ
う
な
も
の
が

必
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。�

 

　
　

�

☞
釈
尊
の
出
家
の
動
機
は
、「
苦
」
の
問
題
の
解
決
に

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
苦
」
は
仏
教
に
お
け
る
重
要

な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
こ
こ
で
、改
め
て
受
者
に「
現

世
は
自
分
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
苦
し
み
の
世
界
で

あ
る
」
と
い
う
仏
教
の
価
値
観
を
伝
え
よ
う
。

そ
の
指
針
、
羅
針
盤
の
役
目
を
果
た
す
の
が
「
戒
」
な
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
「
戒
」
は
ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
喩

え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
皆
様
方
が
仏
道
の
旅
路
に
お
い
て
、

「
戒
」
は
旅
費
と
弁
当
に
も
な
り
う
る
し
、
仏
の
境
地
に
至

る
た
め
に
は
、「
戒
」
が
船
や
筏
の
役
目
を
果
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
仮
に
皆
様
方
が
真
っ
暗
闇
の
人
生
の
ど
ん
底
に
落

ち
た
時
に
、「
戒
」
は
灯
と
な
っ
て
私
た
ち
を
照
ら
し
て
く

だ
さ
り
、
ま
た
、
悪
業
と
い
う
病
を
抑
え
る
薬
に
も
「
戒
」

は
な
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
「
戒
」
は
、
私
た
ち
の
身
を

守
っ
て
く
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
生
き
る
た
め
の
指
針
、

羅
針
盤
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、「
戒
」
と
聞
く
と
、

漢
字
の
「
い
ま
し
め
」
と
い
う
意
味
か
ら
し
て
「
厳
し
い
」

と
か
「
堅
苦
し
い
」
と
か
「
拘
束
さ
れ
る
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
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ジ
を
持
た
れ
が
ち
で
す
。
で
す
か
ら
、
行
動
が
縛
ら
れ
て
自

由
が
な
く
、
ど
こ
か
息
苦
し
そ
う
だ
な
と
お
感
じ
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、戒
は
決
し
て
そ
の
よ
う
な「
ル
ー

ル
を
厳
守
す
る
」
と
い
っ
た
厳
格
な
意
味
で
は
な
く
、
も
と

も
と
「
戒
」
と
翻
訳
さ
れ
る
イ
ン
ド
の
原
語
は
「
シ
ー
ラ
」

と
言
い
ま
し
て
そ
の
意
味
は
、「
良
い
習
慣
を
身
に
つ
け
る
」

と
い
う
事
で
す
。
そ
れ
も
自
ら
進
ん
で
自
発
的
に
良
い
習
慣

を
身
に
つ
け
る
も
の
で
、
決
し
て
他
人
か
ら
強
制
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
食
事
の
後
や
就
寝
前
の
歯
磨
き
な
ど
は
、
他
人

か
ら
強
制
さ
れ
て
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
ら
が
進

ん
で
自
発
的
に
欠
か
さ
ず
歯
磨
き
を
す
る
事
で
、
そ
れ
が
習

慣
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
虫
歯
か
ら
身
を
守
る
事
が
で
き
る

の
で
す
。
ま
た
、
あ
る
所
で
「
一
本
の　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は　

命
綱
」
と
い
う
標
語
を
目
に
し
た
事
が
あ
り
ま
す
が
、
皆
様

方
は
車
を
運
転
す
る
前
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
必
ず
着
け
て
お

ら
れ
ま
す
か
。
時
折
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
さ
え
し
て
い
た
ら
、

命
は
助
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
話
を
聞
き
ま
す
が
、

そ
う
考
え
ま
し
た
ら
、
け
っ
し
て
他
人
か
ら
強
制
さ
れ
て
着

け
る
も
の
で
も
な
く
、
ま
し
て
や
警
察
の
方
に
わ
ざ
わ
ざ
取

り
締
ま
っ
て
も
ら
っ
て
着
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

ら
が
す
す
ん
で
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
け
る
習
慣
が
身
に
つ

く
事
で
、
も
し
万
が
一
、
事
故
に
遭
っ
た
場
合
で
も
、
大
切

な
我
が
身
を
守
る
事
が
で
き
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
「
戒
」
と
は
、
自
ら
進
ん
で
守
ろ
う
と
心
が

け
る
事
が
大
切
な
の
で
す
。
そ
し
て
、「
戒
」
を
守
る
と
い

う
事
は
、
こ
の
苦
し
み
の
世
界
に
あ
っ
て
も
、
よ
り
良
く
生

き
て
ゆ
く
た
め
に
自
分
自
身
を
守
る
術
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

�

☞
受
者
に
「
戒
」
を
実
践
し
て
頂
く
た
め
に
も
、
ま
ず

「
戒
」
に
対
す
る
「
厳
し
い
」、「
堅
苦
し
い
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、「
戒
」
に
親
し
ん
で
頂
く
事
か

ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
く
ま
で
、
戒
は
他
人

か
ら
強
制
さ
れ
て
実
践
す
る
も
の
で
は
な
く
、「
自
分

自
身
を
守
る
」
た
め
に
自
ら
進
ん
で
主
体
的
に
実
践
す

べ
き
事
を
強
調
し
よ
う
。
併
せ
て
、
受
者
が
戒
を
実
践

す
る
事
で
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
も
伝
え
よ
う
。
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お
釈
迦
様
は
、
仏
の
境
地
に
至
っ
た
人
と
そ
う
で
な
い
人

に
つ
い
て
、
体
の
苦
し
み
を
受
け
る
事
は
同
じ
だ
が
、
そ
の

後
に
心
の
苦
し
み
、
つ
ま
り
怒
り
の
煩
悩
を
起
こ
す
か
起
こ

さ
な
い
か
、
と
い
う
違
い
が
あ
る
事
を
「
矢
」
に
例
え
て
仰

せ
に
な
り
ま
す
。
お
釈
迦
様
は
、
一
本
目
の
矢
が
私
た
ち
に

向
か
っ
て
飛
ん
で
き
た
ら
、
仏
の
境
地
に
到
っ
た
人
も
、
そ

う
で
な
い
人
も
等
し
く
受
け
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
、
次
に
飛
ん
で
く
る
二
本
目
の
矢
は
、
仏
の
境
地
に
至
っ

て
い
る
人
は
、
防
ぐ
事
が
で
き
る
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
。

こ
れ
は
、
ど
う
い
う
事
か
と
申
し
ま
す
と
、
例
え
ば
満
員

電
車
に
乗
っ
て
い
て
、
何
ら
か
の
拍
子
で
相
手
に
足
を
踏
ま

れ
た
と
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
時
に
、
仏
の
境
地
に
至
っ
て
い

る
人
も
、
そ
う
で
な
い
人
も
足
を
踏
ま
れ
て
、
同
じ
よ
う
に

痛
み
を
感
じ
ま
す
。
こ
れ
が
、
一
本
目
の
矢
で
す
。
し
か
し
、

足
を
踏
ま
れ
た
後
の
次
の
反
応
が
、
仏
の
境
地
に
至
っ
て
い

る
人
と
、
そ
う
で
な
い
人
で
は
違
い
が
生
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

私
た
ち
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
く
る
第
一
の
矢
は
、
何
を

も
っ
て
し
て
も
防
ぐ
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
、
仏
教
で

説
く
「
生
・
老
・
病
・
死
」
に
代
表
さ
れ
る
苦
し
み
と
い
う

事
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
仏
の
境
地
に
至
っ
て
い
な
い
人

は
、
そ
の
事
に
腹
を
立
て
る
と
い
う
二
本
目
の
矢
も
受
け
る

事
に
な
る
の
だ
と
教
え
ら
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
、
怒
り
腹
立
ち
の
心
は
、
貪
・
瞋
・
痴
の
「
三

毒
煩
悩
」
の
中
の
「
瞋
」
に
当
た
り
ま
す
。
こ
の
「
瞋
煩
悩
」

を
私
た
ち
は
皆
、
こ
の
お
腹
の
中
に
持
っ
て
い
る
わ
け
で
し

て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
足
を
踏
ま
れ
た
事
に
腹
を
立
て
る
の
で

す
。
さ
ら
に
、
踏
ま
れ
た
相
手
に
文
句
を
言
っ
て
、
ケ
ン
カ

に
ま
で
発
展
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
三
本
目
の
矢
ま
で
受
け
て

し
ま
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

仏
の
境
地
に
至
っ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
戒
を
守
ら
な

い
人
も
戒
を
守
る
人
も
、
心
に
怒
り
を
生
じ
る
の
は
同
じ
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
怒
り
を
行
動
に
結
び
つ
け
る
か
、
そ
れ

と
も
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
よ
り
良
く
生
き
る
事
が
で
き
る

か
、
と
い
う
点
が
大
き
く
違
っ
て
く
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
戒
を
守
る
人
は
、
足
を
踏
ま
れ
て
も
痛
い

事
に
は
違
い
な
い
け
れ
ど
、
ぐ
っ
と
怒
り
腹
立
ち
の
心
、「
瞋
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煩
悩
」
を
抑
え
、
三
本
目
の
矢
を
防
ぐ
事
が
で
き
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、「
戒
」
を
守
っ
て
い
る
人
と
、
そ
う
で
な
い
人
と

で
は
、
そ
の
苦
し
み
に
出
遇
っ
た
時
の
対
処
の
仕
方
や
受
け

止
め
方
が
大
き
く
違
っ
て
く
る
の
で
す
。

　

�

☞
受
者
に
戒
を
受
け
た
人
と
戒
を
受
け
て
な
い
人
と
の

明
確
な
違
い
を
伝
え
る
。

先
ほ
ど
も
、「
戒
」
と
は
、
生
き
る
た
め
の
指
針
・
羅
針

盤
の
よ
う
な
も
の
と
申
し
ま
し
た
。
例
え
話
に
な
り
ま
す
が
、

あ
る
本
の
中
に
次
の
よ
う
な
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
る
時
、
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
バ
ス
を
待
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
バ
ス
は
定
刻
を
過
ぎ
て
も
一
向

に
や
っ
て
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
お
じ
い
さ
ん
が
「
こ
の
時

刻
表
だ
と
、
バ
ス
は
十
五
分
前
に
来
る
事
に
な
っ
て
い
る
。

だ
い
た
い
こ
の
路
線
バ
ス
は
遅
れ
て
ば
っ
か
り
だ
。
時
刻
表

の
通
り
来
た
た
め
し
が
な
い
。
こ
ん
な
時
刻
表
な
ん
か
役
に

立
た
ん
。
無
い
方
が
ま
し
だ
」
と
お
ば
あ
さ
ん
に
言
い
ま
し

た
。こ

れ
に
対
し
、
お
ば
あ
さ
ん
は
「
で
も
ね
、
お
じ
い
さ
ん
、

そ
の
時
刻
表
が
無
い
と
バ
ス
が
ど
れ
だ
け
遅
れ
て
い
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
よ
」
と
言
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
お
じ
い

さ
ん
は
言
い
返
す
言
葉
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

確
か
に
、
お
ば
あ
さ
ん
の
言
う
通
り
時
刻
表
が
な
い
と
、

バ
ス
が
ど
れ
だ
け
遅
れ
て
い
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
時
刻
表

が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
バ
ス
の
運
行
の
狂
い
が
分
か
る
の
で

す
。
つ
ま
り
、「
戒
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
時
刻
表
の
役
割

を
果
た
す
も
の
な
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
本
日
の
「
一
日
授
戒
」
に
お
い
て
、
私
た
ち

の
日
々
の
生
活
を
「
戒
」
と
い
う
時
刻
表
に
照
ら
し
合
わ
せ

て
考
え
て
頂
き
た
い
の
で
す
。
私
た
ち
も
、
こ
の
バ
ス
と
同

じ
よ
う
に
「
戒
」
と
い
う
時
刻
表
通
り
に
は
い
か
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
バ
ス
だ
っ
て
、
時
刻
表
の
時
間
通
り
を
目
指

し
て
走
っ
て
い
て
も
、
事
故
や
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
て
遅
れ

る
事
だ
っ
て
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
私
た

ち
の
人
生
だ
っ
て
、「
戒
」
と
い
う
時
刻
表
通
り
に
守
ろ
う

と
思
っ
て
い
て
も
、
ど
ん
な
人
生
の
事
故
や
渋
滞
に
巻
き
込

ま
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
時
に
は
、
そ
の
事
故
や
渋
滞
に
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よ
っ
て
大
幅
に
定
め
ら
れ
た
時
間
よ
り
遅
れ
る
事
だ
っ
て
あ

る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、「
戒
」
と
い
う
時
刻
表
が
な
か
っ
た
ら
、
私
た

ち
も
正
確
な
時
刻
か
ら
、
ど
れ
だ
け
遅
れ
た
生
活
、
ズ
レ
た

毎
日
を
送
っ
て
い
る
の
か
さ
え
分
か
ら
な
い
の
で
す
。
こ
の

「
戒
」
と
い
う
時
刻
表
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
自
分
が
ど
れ
だ

け
遅
れ
て
い
る
か
、
ど
れ
だ
け
ズ
レ
て
い
る
か
、
こ
こ
に
気

付
き
、
自
ら
修
正
し
よ
う
と
す
る
事
が
大
切
な
の
で
す
。

つ
ま
り
、「
戒
」
と
い
う
の
は
、
先
ほ
ど
も
申
し
た
よ
う
に
、

他
人
か
ら
強
制
さ
れ
て
嫌
々
、
守
る
も
の
で
は
な
く
て
、
あ

く
ま
で
も
自
ら
が
守
っ
て
い
こ
う
と
心
が
け
て
い
く
も
の
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
「
戒
」
と
い
う
時
刻
表
を
意
識
し

な
が
ら
日
々
、生
活
す
る
事
で
、こ
の
苦
し
み
の
世
界
に
あ
っ

て
も
、
自
分
自
身
を
守
る
事
が
で
き
、
よ
り
良
く
生
き
て
ゆ

く
事
が
で
き
る
の
で
す
。

　

�

☞
時
折
、
授
戒
説
戒
の
中
で
、「
私
た
ち
は
凡
夫
で
あ

る
か
ら
戒
を
完
全
に
守
る
事
が
で
き
な
い
」
と
い
っ
た

内
容
の
話
を
耳
に
す
る
が
、
そ
れ
で
は
何
故
、
こ
れ
か

ら
戒
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
か
と
い
う
疑
問
を
受
者
に

抱
か
せ
る
事
に
な
る
。
特
に
、
伝
戒
師
は
受
者
に
戒
を

守
ろ
う
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
る
よ
う
授
戒
を
勧
め
て

い
く
立
場
に
あ
る
事
か
ら
、
受
者
に
対
し
、
授
戒
へ
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
下
げ
る
よ
う
な
内
容
の
話
は
避
け

る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
「
戒
」
を
、
午
後
か
ら
の
席
で
儀
式
作
法
を

通
し
、
皆
様
方
に
お
授
け
い
た
し
ま
す
が
、
こ
れ
を
「
戒か

い

体た
い

発ほ
っ

得と
く

」
と
申
し
ま
す
。
こ
の
「
戒
体
発
得
」
と
い
う
事
に
つ

い
て
は
、
午
後
の
席
で
詳
し
く
申
し
上
げ
ま
す
が
、
こ
れ
が

本
日
の
「
一
日
授
戒
」
の
中
心
で
あ
り
ま
し
て
、
皆
様
方
に

「
戒
体
発
得
」
し
て
頂
く
た
め
に
、妙み

ょ
う

楽ら
く

大だ
い

師し

様
と
い
う
方
が
、

「
第
一
開か

い

導ど
う

」
か
ら
「
第
十
二
勧か

ん

持じ

」
ま
で
十
二
の
項
目
を

立
て
、『
十じ

ゅ
う

二に

門も
ん

戒か
い

儀ぎ

』
と
い
う
お
書
物
に
、
そ
の
段
取
り

を
お
示
し
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
�

☞
浄
土
宗
の
授
戒
は
、
中
国
天
台
宗
六
祖
の
荊け

い

溪け
い

湛た
ん

然ね
ん

（
七
一
一
～
七
八
二
）
が
著
し
た
『
授
菩
薩
戒
儀
』（『
十

二
門
戒
儀
』）に
基
づ
く
儀
式
の
中
で
戒
が
授
け
ら
れ
る
。
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ま
た
、
浄
土
宗
教
師
に
対
す
る
伝
戒
も
一
般
・
檀
信
徒

に
対
す
る
授
戒
も
同
じ『
十
二
門
戒
儀
』の
手
順
に
則
っ

て
「
戒
」
が
授
け
ら
れ
、こ
の
よ
う
に
浄
土
宗
の
「
戒
」

は
、
浄
土
宗
教
師
も
一
般
・
檀
信
徒
も
同
じ
僧
俗
一
体

の
「
戒
」
で
あ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

本
日
の
「
一
日
授
戒
」
も
、
そ
の
『
十
二
門
戒
儀
』
に
則

り
、
儀
式
作
法
を
進
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
が
、
た
だ
今
、
こ

こ
ま
で
申
し
上
げ
て
き
た
内
容
が
、そ
の
第
一
番
目
、「
開
導
」

で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
「
開
導
」
を
通
し
て
、
心
の
眼
を

開
き
、
戒
を
授
か
る
心
の
準
備
を
し
て
頂
き
た
い
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

「
第
一
開
導
」
の
結
び
と
し
て
、
た
だ
今
、
私
の
手
元
に
、

実
際
に
戒
を
受
け
た
当
時
一
六
才
の
高
校
生
が
書
い
た
感
想

文
が
ご
ざ
い
ま
す
。こ
の
高
校
生
は
、京
都
文
教
高
校
に
通
っ

て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
高
校
は
浄
土
宗
の
教
え
を
礎
と
し
て

お
り
、
学
校
行
事
の
一
環
と
し
て
、
授
戒
会
が
三
日
か
け
て

校
内
で
開
か
れ
て
お
り
ま
す
。
生
徒
さ
ん
た
ち
は
、
高
校
二

年
生
の
時
に
授
戒
会
に
参
加
す
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
は
、
早
速
、
感
想
文
の
方
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

�　

今
回
授
戒
と
い
う
儀
式
を
経
て
、
私
は
命
の
重
み
を

改
め
て
知
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
東
北
大
震
災
で
命
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
の
年
に
、
こ
の
授
戒
会
で

学
ん
だ
事
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

�　

授
戒
会
は
、
多
く
の
人
達
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い

ま
し
た
。
説
戒
師
の
〇
〇
先
生
、
正
授
戒
師
の
〇
〇
先

生
を
初
め
と
し
中
学
高
校
の
先
生
な
ど
大
勢
の
先
生
が

支
え
て
下
さ
っ
て
る
姿
を
見
て
、
本
当
に
恵
ま
れ
て
い

る
な
と
痛
感
し
ま
し
た
。
ま
た
家
で
は
家
族
に
も
支
え

て
も
ら
っ
た
お
か
げ
で
三
日
間
無
事
に
終
え
る
事
が
で

き
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
そ
う
し
て
力
に
な
っ
て
下
さ
っ

た
人
全
員
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

�　
こ
の
授
戒
会
で
学
ん
だ
事
は
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
あ

り
ま
す
が
、
特
に
自
分
の
心
に
響
い
た
事
を
こ
の
感
想

文
に
書
く
事
で
復
習
し
、
自
分
の
も
の
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
説
戒
を
し
て
下
さ
っ
た
〇
〇
先
生
は
、
具
体

的
な
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
私
た
ち
に
分
か
り
や
す
く
い
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ろ
い
ろ
な
お
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
最
初
は
飽
く
ま

で
も
仏
教
的
思
想
に
基
づ
い
た
お
話
で
あ
る
事
に
変
わ

り
は
な
く
、
こ
の
現
在
の
私
た
ち
の
生
き
る
道
と
は
少

し
離
れ
た
視
点
で
お
話
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
た
ら
、
そ

う
で
は
な
く
、
今
だ
か
ら
こ
そ
考
え
、
実
践
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
よ
う
な
内
容
ば
か
り
で
し
た
。
人
様
の
よ

い
と
こ
ろ
を
見
る
、
笑
顔
で
い
る
、
一
言
一
言
に
魂
を

込
め
る
、
自
分
の
部
屋
を
美
し
く
保
つ
…
な
ど
、
人
と

し
て
当
た
り
前
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
教
え
て

頂
く
と
同
時
に
、
今
の
世
の
中
で
一
番
問
題
視
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
私
た
ち
若
者
に
欠
け
て
い
る
部
分
だ

と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

�　

た
だ
、
授
戒
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
、
私
が
一
番
恐

れ
て
い
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
死
」
に
つ

い
て
考
え
る
事
で
す
。
死
ぬ
事
を
一
度
も
怖
い
と
思
っ

た
事
が
な
い
人
は
、
世
界
中
で
一
人
も
い
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
私
は
小
さ
い
頃
か
ら
人
一
倍
「
死
」
へ
の
恐

怖
心
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
人
が
死
ん
だ

ら
ど
う
な
る
の
か
、
一
生
分
か
ら
な
い
か
ら
で
す
。
自

分
が
自
分
で
な
く
な
る
と
は
ど
う
い
う
事
な
の
か
、
考

え
て
も
考
え
て
も
答
え
は
見
つ
か
ら
な
い
の
で
す
。
し

か
し
、
戒
名
と
い
う
死
後
の
自
分
の
名
前
を
頂
く
と
い

う
事
は
、「
死
」
に
つ
い
て
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
「
死
」
の
受
け
止
め
方
を
、
こ
の
授
戒
会
で
教
え

て
頂
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
〇
〇
先
生
は
、
輪

廻
転
生
と
い
う
思
想
を
お
話
し
に
な
っ
て
い
る
中
で
、

こ
う
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。「
来
世
の
た
め
に
仮
の
世

を
生
き
る
。」
こ
れ
が
私
に
と
っ
て
の
答
え
で
し
た
。

「
死
」
と
は
命
の
終
着
点
で
は
な
く
、
次
の
命
へ
の
始

発
点
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
が
、
私
の
心
の
中
の
何
か

を
変
え
て
く
れ
ま
し
た
。
昔
の
人
も
今
の
人
も
、
悩
ん

で
い
る
事
が
同
じ
だ
か
ら
こ
そ
、
昔
か
ら
の
教
え
に
私

た
ち
が
救
わ
れ
て
い
る
事
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、

〇
〇
先
生
は
、
戒
名
と
は
、
そ
れ
を
あ
こ
が
れ
と
し
て

生
き
、
他
人
の
た
め
に
生
き
る
事
を
誓
う
も
の
だ
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
私
が
付
け
て
頂
い
た
「
浄
」
と



545　「授戒実践マニュアル」作成に向けて

研究ノート

い
う
字
は
、「
迷
い
か
ら
の
解
脱
」
と
い
う
意
味
だ
そ

う
で
す
。
悩
ん
で
ば
か
り
の
私
に
は
こ
の
上
な
い
名
前

を
つ
け
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
戒
名
に
ふ
さ
わ
し
い
人

間
に
な
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
命
を
大
切
に
使
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

�（『
ら
い
は
い
』
京
都
文
教
中
学
校
・
高
等
学
校
、
二

〇
一
六
年
五
月
三
〇
日
）。

皆
様
方
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
高
校
二
年
生
の
生
徒
が

書
い
た
と
は
思
え
な
い
、
素
晴
ら
し
い
内
容
の
感
想
文
で
あ

り
ま
す
。
彼
女
は
三
日
間
の
授
戒
会
に
「
死
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
た
ら
よ
い
の
か
」
と
い
う
明
確
な
問
い
を
持
っ
て

臨
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
彼
女
自
身
が
授
戒
会
で
死
に
つ

い
て
、「
来
世
の
た
め
に
仮
の
世
を
生
き
る
」
の
で
あ
っ
て

『「
死
」
と
は
命
の
終
着
点
で
は
な
く
、
次
の
命
へ
の
始
発
点

で
あ
る
』
と
い
う
答
え
を
導
き
出
し
、
現
世
に
お
け
る
生
き

方
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
授
戒
会

で
「
浄
」
と
い
う
「
戒
名
」
を
授
か
っ
た
事
で
、
そ
の
戒
名

が
生
き
る
糧
と
な
り
、
戒
名
に
相
応
し
い
人
間
に
な
れ
る
よ

う
誓
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
戒
名
と
は
単
に
死
後

の
名
前
だ
け
で
な
く
、
戒
を
守
る
事
を
誓
っ
た
者
に
与
え
ら

れ
る
名
前
で
あ
り
、
お
釈
迦
様
の
弟
子
、
仏
弟
子
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
っ
た
証
な
の
で
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
戒
名
は
、

死
ん
だ
人
に
つ
け
る
名
前
で
は
な
く
、
ま
た
昨
今
、
あ
る
識

者
が
「
戒
名
は
い
ら
な
い
」
と
か
、「
自
分
で
戒
名
は
つ
け

ら
れ
る
」
と
か
言
う
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。
本
来
は
、
本

日
の
よ
う
な
授
戒
を
受
け
て
頂
い
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
名

乗
る
事
が
で
き
る
名
前
を
戒
名
と
言
う
の
で
す
。

　

�

☞
実
際
に
授
戒
を
受
け
た
受
者
の
感
想
文
を
紹
介
す
る

事
で
、
受
者
に
授
戒
前
と
授
戒
後
の
心
境
や
態
度
の
変

化
を
感
じ
て
も
ら
い
、「
一
日
授
戒
」
を
通
し
て
、
今

日
か
ら
仏
弟
子
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
戒
を
意
識
し

た
生
活
を
心
が
け
ら
れ
る
よ
う
働
き
か
け
る
。
ま
た
、

本
日
の
「
一
日
授
戒
」
で
戒
名
を
授
か
る
重
要
性
に
つ

い
て
、
自
覚
を
与
え
よ
う
。

皆
様
方
も
、
本
日
の
「
一
日
授
戒
」
で
戒
名
が
与
え
ら
れ

ま
す
が
、
お
釈
迦
様
の
弟
子
、
仏
弟
子
と
し
て
、
戒
名
に
相
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応
し
い
人
間
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
頂
き
ま
す
事
を
お
願
い
し

て
、「
第
一
開
導
」
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

�

「
第
一
開
導
」
終
わ
る
。
▲
同
称
十
念

【
十
時
三
〇
分
】

〇
休
憩

【
十
時
四
五
分
】

〇
第
二
座

 

二
座
目
の
要
点 

・
・
・「
第
二
三さ

ん
帰き

」、「
第
三
請し

ょ
う

師し

」、「
第
四

懺さ
ん
げ悔

」

☆
ま
ず
始
め
に
、
今
日
ま
で
私
た
ち
が
、
仏
教
の
大
原
則
で
あ

る
自じ

業ご
う

自じ

得と
く・因い
ん

果が

応お
う

報ほ
う

の
教
え
に
基
づ
き
過
去
世
か
ら
地
獄・

餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天
上
の
六
道
の
世
界
を
輪
廻
し

て
き
た
身
で
あ
る
事
を
受
者
に
自
覚
さ
せ
、
仏
教
の
目
的
が
輪

廻
か
ら
の
解
脱
に
あ
る
事
を
伝
え
る
。

【
例
】�・
仏
教
の
生
命
観
→
三
世
（
前
世
・
現
世
・
来
世
）。�

・
六
道
輪
廻
を
繰
り
返
し
て
き
た
私
た
ち
。�

・
自
業
自
得
・
因
果
応
報
（
仏
教
の
大
原
則
）。

☆
第
二
三さ

ん
帰き

で
は
、
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
に
帰
依
す
る
事
を
誓
う
。

椎
尾
弁
匡
大
僧
正
が
、
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
に
つ
い
て
「
仏
と

は
一
番
明
る
く
心
の
覚
め
た
人
で
あ
り
、
法
と
は
正
し
く
生
き

る
事
で
あ
り
、
僧
と
は
互
い
に
仲
よ
く
和
合
す
る
事
」
と
示
さ

れ
た
事
か
ら
、
三
宝
帰
依
の
精
神
を
浄
土
宗
で
は
、「
明
る
く
、

正
し
く
、
仲
よ
く
」
と
伝
え
る
事
が
多
い
。

【
例
】�「
仏
」
＝
仏
様
＝
明
る
く
（
ろ
う
そ
く
の
灯
）。�

「
法
」
＝
仏
様
の
教
え
＝
正
し
く
（
線
香
）。�

「
僧
」
＝
仏
様
の
教
え
を
信
仰
す
る
人
々
＝
仲
よ
く
（
花
）。

☆
三
宝
を
説
く
と
き
に
、「
仏
」
を
医
者
に
、「
法
」
を
薬
に
、「
僧
」

を
看
護
人
に
よ
く
例
え
る
。
病
院
は
、
お
医
者
様
と
薬
と
看
護

師
さ
ん
の
三
つ
に
よ
っ
て
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
で
す
か
ら

患
者
さ
ん
は
安
心
し
て
病
院
に
か
か
る
事
が
で
き
る
の
で
あ
り
、

そ
の
な
か
の
ど
れ
か
一
つ
で
も
欠
け
れ
ば
、
病
院
と
し
て
成
り

立
た
な
い
。
そ
れ
と
同
様
に
、
仏
教
も
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
が
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相
互
に
関
連
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
三
宝

は
、
仏
教
を
成
立
さ
せ
る
大
切
な
要
素
な
の
で
あ
る
。

☆
善
導
大
師
は
、
三
宝
に
つ
い
て
「
仏
は
こ
れ
衆
生
の
無
上
の

大
師
な
り
。
邪
を
除
い
て
正
に
向
わ
し
む
。
法
は
こ
れ
衆
生
の

無
上
の
良
薬
な
り
。
能
く
煩
悩
の
毒
病
を
断
じ
て
、
法
身
清
浄

な
ら
し
む
。
僧
は
是
れ
衆
生
の
無
上
の
福
田
な
り
」（『
観
経
疏
』

「
定
善
義
」、『
聖
典
』
二
、九
三
頁
）
と
述
べ
、「
仏
」
を
「
大
師
」

に
、「
法
」
を
「
良
薬
」
に
、「
僧
」
を
「
福
田
」
に
例
え
て
い
る
。

☆
三
宝
帰
依
は
仏
弟
子
と
な
る
た
め
の
必
須
条
件
で
あ
り
、
三

帰
三
竟
の
作
法
こ
そ
が
仏
門
に
入
る
た
め
の
第
一
歩
で
あ
る
。

【
例
】�「
わ
れ
ら
仏
弟
子
は
、
今
日
よ
り
未
来
永
劫
、
三
宝
に

帰
依
し
て
、
明
る
く
、
正
し
く
、
仲
よ
く
、
生
き
て
い

く
事
を
誓
い
ま
す
」（
三
説
、
三
唱
）。

　
　

�「
願
わ
く
は
、
今
日
よ
り
以
後
、
常
に
三
宝
に
帰
依
し
て
、

明
る
く
、
正
し
く
、
仲
よ
く
、
生
き
て
い
く
事
を
誓
い

ま
し
た
」（
三
説
、
三
唱
）。

☆
『
授
菩
薩
戒
儀
』（
湛
然
本
、
黒
谷
古
本
、
新
本
）
に
も
、

三
宝
を
拠
り
所
と
す
る
事
で
、「
余よ

の
邪じ

ゃ

魔ま

外げ

道ど
う

に
帰
せ
ざ
ら

ん
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
他
の
邪
な
教
え
か
ら
我

が
身
を
守
る
事
に
も
つ
な
が
る
。

【
例
】
林は

や
し

泰や
す

男お

死
刑
囚
に
対
す
る
判
決
文
。

☆
第
三
請し

ょ
う

師し

で
は
、
戒か

い
和わ

尚じ
ょ
う

の
釈
尊
を
は
じ
め
羯か

っ
磨ま

師し

の
文
殊

菩
薩
、
教き

ょ
う

授じ
ゅ

師し

の
弥
勒
菩
薩
、
証し

ょ
う

明み
ょ
う

師し

の
十
方
諸
仏
、
同ど

う

学が
く

侶り
ょ

の
諸
菩
薩
を
不ふ

現げ
ん

前ぜ
ん

の
五
師
と
し
て
、
こ
の
道
場
に
迎
え
る
。

円
頓
戒
は
、
釈
尊
か
ら
直
接
に
授
か
る
戒
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

【
例
】「
五
人
の
お
師
匠
様
」
→
「
不
現
前
の
五
師
」。

　
　
一
、�

戒か
い
和わ

尚じ
ょ
う

＝
釈
迦
牟
尼
如
来
（
釈
尊
）
＝
戒
を
授
け

る
。

　
　
二
、�

羯か
つ
磨ま

阿あ

闍じ
ゃ
梨り

＝
文
殊
菩
薩
＝
戒
師
を
助
け
、
表
白

作
法
を
行
う
。

　
　
三
、�
教き

ょ
う

授じ
ゅ
阿あ

闍じ
ゃ
梨り

＝
弥
勒
菩
薩
＝
受
者
を
助
け
、
威
儀

を
指
導
す
る
。
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四
、�

証し
ょ
う

明み
ょ
う

師し

＝
一
切
諸
仏
＝
受
者
が
授
戒
し
た
事
を
証

明
す
る
。

　
　
五
、�

同ど
う

学が
く

侶り
ょ

＝
一
切
諸
菩
薩
＝
受
者
と
共
に
戒
を
受
け

る
。

☆
伝
戒
師
が
「
五ご

座ざ

の
聖し

ょ
う

師じ

（
五
人
の
お
師
匠
様
）」
を
迎
え

る
「
請
師
の
文
」
を
仏
前
に
て
唱
え
る
。

【
例
】
一
、�

一
心
に
釈
迦
牟
尼
世
尊
、
戒
和
尚
と
し
て
、
こ
の

道
場
に
降
臨
し
、
我
ら
弟
子
等
に
戒
を
授
け
た
ま

わ
ん
事
を
懇こ

ん

請じ
ょ
う

す
。
仰
ぎ
願
わ
く
は
、
み
め
ぐ
み

を
垂
れ
た
ま
え
。

　
　
二
、�

一
心
に
文
殊
菩
薩
、
羯
磨
阿
闍
梨
と
し
て
、
こ
の

道
場
に
降
臨
し
、
我
ら
弟
子
等
に
授
戒
の
儀
式
を

司
ら
ん
事
を
懇
請
す
。
仰
ぎ
願
わ
く
は
、
み
め
ぐ

み
を
垂
れ
た
ま
え
。

　
　
三
、�

一
心
に
弥
勒
菩
薩
、
教
授
阿
闍
梨
と
し
て
、
こ
の

道
場
に
降
臨
し
、
我
ら
弟
子
等
に
授
戒
の
作
法
を

教
授
せ
ん
事
を
懇
請
す
。
仰
ぎ
願
わ
く
は
、
み
め

ぐ
み
を
垂
れ
た
ま
え
。

　
　
四
、�

一
心
に
一
切
の
諸
仏
、
証
明
師
と
し
て
、
こ
の
道

場
に
降
臨
し
、
我
ら
弟
子
等
に
授
戒
の
証
明
を
与

え
ん
事
を
懇
請
す
。
仰
ぎ
願
わ
く
は
、
み
め
ぐ
み

を
垂
れ
た
ま
え
。

　
　
五
、�

一
心
に
一
切
の
諸
菩
薩
、
同
学
侶
と
し
て
、
こ
の

道
場
に
降
臨
し
、
我
ら
弟
子
等
と
共
に
戒
を
受
け

ん
事
を
懇
請
す
。
仰
ぎ
願
わ
く
は
、
み
め
ぐ
み
を

垂
れ
た
ま
え
。

☆
第
四
懺さ

ん
悔げ

で
は
、
受
者
が
円
頓
戒
を
授
か
る
に
あ
た
り
、
六

道
輪
廻
を
繰
り
返
し
て
き
た
中
で
今
日
ま
で
犯
し
て
き
た
一
切

の
罪
を
仏
前
に
て
懴
悔
す
る
。
そ
の
懺
悔
に
よ
っ
て
、
受
者
が

戒
を
受
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
浄
ら
か
な
身
と
心
に
な
る
た
め
に
、

伝
戒
師
は
「
懴
悔
の
文
（
懺
悔
偈
）」
を
一
句
づ
つ
授
け
る
。

【
例
】「
懺
悔
の
文
（
懺
悔
偈
）」

　
　

�
我
れ
昔
よ
り
造
る
所
の
諸
の
悪
業
は
、
皆
無
始
よ
り
の

貪
瞋
痴
に
由
る
。



549　「授戒実践マニュアル」作成に向けて

研究ノート

　
　

�

身
語
意
よ
り
生
ず
る
所
な
り
、
一
切
我
れ
今
皆
懺
悔
し

た
て
ま
つ
る
。

☆
懺
悔
と
は
、
自
己
の
犯
し
た
罪
・
悪
業
を
仏
前
に
て
告
白
し

謝
罪
を
し
て
、
許
し
を
請
う
行
為
で
あ
る
。「
懺
悔
の
文
」
の

中
に
「
我
昔
よ
り
造
る
所
の
諸
の
悪
業
は
、
皆
、
無
始
よ
り
の

貪
瞋
痴
に
由
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
現
在
、
人
間
界

に
生
を
受
け
て
い
る
が
、
前
世
に
お
い
て
六
道
輪
廻
を
繰
り
返

す
中
で
、
様
々
な
罪
・
悪
業
を
犯
し
て
き
た
と
教
え
ら
れ
る
。

無
始
よ
り
こ
の
か
た
今
日
に
至
る
ま
で
の
、
す
べ
て
の
罪
・
悪

業
を
懺
悔
す
る
よ
う
促
す
。

☆
「
懺
悔
の
文
」
の
中
に
、前
世
か
ら
犯
し
て
き
た
罪・悪
業
は
、

貪
欲
・
瞋
恚
・
愚
痴
の
三
毒
煩
悩
に
起
因
す
る
事
を
説
き
、
三

毒
煩
悩
の
一
つ
ひ
と
つ
を
取
り
上
げ
説
明
す
る
。

【
例
】�「
貪
」
→
貪
り
欲
望
の
心
。　
「
瞋
」
→
怒
り
腹
立
ち
の

心
。　
「
痴
」
→
愚
か
な
心
。

☆
仏
教
で
説
く
罪
・
悪
業
と
は
、
法
律
を
破
る
よ
う
な
犯
罪
は

も
ち
ろ
ん
の
事
、
一
般
社
会
に
お
け
る
道
徳
的
な
観
点
か
ら
の

罪
・
悪
業
も
含
ま
れ
、
さ
ら
に
は
よ
り
深
く
宗
教
的
観
念
か
ら

罪
・
悪
業
を
捉
え
る
。

【
例
】�・
罪
の
定
義
➡
釈
尊
の
言
い
つ
け
に
背
く
事
。�

�

・�

悪
業
の
定
義
➡
三
毒
煩
悩
か
ら
起
る
輪
廻
の
因
と
な

る
行
為
。

☆
戒
と
い
う
善
悪
の
基
準
を
明
確
に
す
る
事
で
、
こ
れ
ま
で
為

し
て
き
た
行
為
を
振
り
返
り
、
善
悪
、
正
邪
の
区
別
を
整
理
し
、

罪
や
悪
業
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
懺
悔
と
い
う
行
為
に
つ

な
げ
て
、
二
度
と
犯
さ
な
い
よ
う
に
誓
う
。

【
例
】・�「
火
傷
」
の
喩
え
…
…
…
仏
教
で
は
、
悪
を
自
覚
し
な

い
で
犯
す
悪
業
の
方
が
、
悪
を
自
覚
し
な
が
ら
犯
す

悪
業
よ
り
も
禍
が
大
き
い
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、

悪
の
自
覚
の
あ
る
者
は
、
悪
業
を
犯
し
た
な
ら
ば
、

少
な
か
ら
ず
懴
悔
の
念
に
駆
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る

（『
那
先
比
丘
経
』
巻
下
、『
大
正
蔵
』
三
二
、
七
一
八
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頁
上/

中
村
元・早
島
鏡
正『
ミ
リ
ン
ダ
王
の
問
い（
１
）

東
洋
文
庫
7
、一
九
六
三
年
、二
四
六
頁
～
二
四
七
頁
）。

　

・�
造
罪
・
造
悪
の
古
句
→
「
気
づ
か
ぬ
に　

俺
と
タ
モ

ト
の　

埃
か
な
」（
総
本
山
知
恩
院
布
教
師
会
『
こ
と

ば
の
華・道
詠
集
録
』
華
頂
文
庫
四
二
、一
九
九
九
年
）。

☆
『
授
菩
薩
戒
儀
』（
湛
然
本
）
に
「
然
る
に
懺
悔
の
法
、
三

種
有
り
。
上
品
の
懺
と
は
、
挙
身
を
地
に
投
じ
て
太
山
の
崩
る

る
が
ご
と
く
、
毛
孔
よ
り
血
を
流
す
。
中
品
の
懺
と
は
、
自
ら

所
犯
を
露
し
て
悲
泣
し
て
涙
を
流
す
。
下
品
の
懺
と
は
、
通
じ

て
過
咎
を
陳
べ
、
師
に
随
っ
て
口
言
す
」
と
あ
り
、
懺
悔
に
つ

い
て
上
品
、
中
品
、
下
品
の
三
種
が
あ
る
事
が
説
か
れ
て
い
る
。

上
品
の
懺
悔
と
は
、
大
地
に
ひ
れ
伏
し
て
毛
穴
か
ら
血
が
流
れ

る
よ
う
で
あ
り
、
中
品
の
懺
悔
と
は
、
涙
を
流
し
泣
き
な
が
ら

犯
し
た
罪
を
告
白
す
る
さ
ま
で
あ
り
、
下
品
の
懺
悔
と
は
、
犯

し
た
罪
を
師
匠
の
指
示
に
従
っ
て
告
白
す
る
事
で
あ
る
。
こ
こ

で
大
切
な
事
は
、
犯
し
た
罪
に
随
っ
て
悔
い
改
め
る
、
い
わ
ゆ

る
随
犯
随
懺
の
姿
勢
で
あ
る
。

☆
懺
悔
の
行
為
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
紹
介
し
て
、
受

者
の
心
を
懺
悔
へ
と
向
か
わ
せ
る
。

【
例
】・�

交
通
事
故
で
被
害
者
を
死
に
至
ら
し
め
た
加
害
者
の

懺
悔
に
つ
い
て
。（
さ
だ
ま
さ
し/

お
ぐ
ら
ひ
ろ
か
ず

『
償
い
』
サ
ン
マ
ー
ク
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。

　

・��

死
を
直
前
に
し
て
、
過
去
に
犯
し
た
罪
を
懺
悔
し
た

男
性
の
話
。（
佐
藤
雅
彦
『
ま
た
会
え
る
「
さ
よ
う
な

ら
」
―
末
期
が
ん
患
者
に
仏
教
は
何
が
で
き
る
の
か
』

佼
成
出
版
、
二
〇
一
〇
年
、
六
二
頁
～
七
四
頁
）
参
照
。

　

・��

東
大
寺
を
焼
き
討
ち
に
し
た
平
重
衡
が
処
刑
前
に
起

こ
し
た
懺
悔
に
つ
い
て
。（『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』

巻
三
十
、『
法
然
上
人
伝
記
（
九
巻
伝
）』、『
平
家
物
語
』

巻
十
）
参
照
。

　

・�

良
寛
和
尚
の
甥
っ
子
で
あ
る
馬
之
助
の
懺
悔
に
つ
い

て
。（
植
野
明
磧
『
良
寛
さ
ん
』
社
会
思
想
社
、
二
〇

〇
一
年
、
二
一
頁
～
二
四
頁
）
参
照
。

　

・�
島
明
人
死
刑
囚
の
獄
中
で
の
被
害
者
へ
の
懺
悔
に
つ
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い
て
。（
島
明
人
『
遺
愛
集
』
東
京
美
術
、
一
九
七
四

年
）
参
照
。

☆
『
梵
網
経
』
に
「
自
ら
罪
あ
り
と
知
ら
ば
当
に
懺
悔
す
べ
し
。

懺
悔
す
れ
ば
、即
ち
安
楽
な
り
。
懺
悔
せ
ざ
れ
ば
罪
益
々
深
し
」

（『
梵
網
経
菩
薩
戒
序
』、『
大
正
』
二
四
、
一
〇
〇
三
頁
上
）
と

説
か
れ
る
よ
う
に
、
懺
悔
を
す
る
事
に
よ
っ
て
、
過
去
に
犯
し

た
罪
・
悪
業
に
対
す
る
胸
の
つ
か
え
が
お
り
、
大
き
な
安
ら
ぎ

が
得
ら
れ
る
事
を
伝
え
、「
第
四
懺
悔
」
を
ま
と
め
る
と
よ
い
。

【
実
例
】・
二
座
目
（「
第
二
三さ

ん
帰き

」・「
第
三
請し

ょ
う

師し

」・「
第
四
懺さ

ん

悔げ

」）そ
れ
で
は
、一
座
目
に
引
き
続
き
ま
し
て
、『
十
二
門
戒
儀
』

に
則
っ
て
、
儀
式
作
法
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
第
二
三
帰
」
に
入
る
前
に
、
一
座
目
の
後
半
で
、
実
際

に
京
都
文
教
高
校
で
授
戒
会
を
受
け
た
生
徒
さ
ん
の
感
想
文

を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
感
想
文
の
中
に
「
輪り

ん
廻ね

転て
ん

生し
ょ
う

」
と
い
う
言
葉
が
出
て
ま
い
り
ま
し
た
。
輪
廻
と
は
、

生
ま
れ
変
わ
り
、
死
に
変
わ
り
を
繰
り
返
す
事
で
、
仏
教
で

は
負
の
側
面
と
し
て
捉
え
、
仏
教
で
は
こ
の
輪
廻
か
ら
の
解

脱
を
目
指
し
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な
事
に
私
た
ち
現
代
人

は
、
現
在
、
生
ま
れ
変
わ
り
、
死
に
変
わ
り
を
繰
り
返
し
て

い
る
輪
廻
の
真
っ
た
だ
中
に
い
る
と
い
う
自
覚
が
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

も
し
か
し
た
ら
皆
様
方
の
中
に
も
、「
こ
の
世
だ
け
が
す

べ
て
、
死
ん
だ
ら
お
し
ま
い
」
と
い
う
風
に
考
え
て
お
ら
れ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
仏
教
で
説
く

生
命
観
は
、「
三さ

ん

世ぜ

」
と
申
し
ま
し
て
、
過
去
・
現
在
・
未

来
と
い
う
前
世
・
現
世
・
来
世
の
「
三
世
」
に
わ
た
る
も
の

で
す
。
で
す
か
ら
、
私
た
ち
も
「
六ろ

く

道ど
う

輪り
ん

廻ね

」
と
言
っ
て
、

憶
え
て
は
い
な
い
け
れ
ど
、
前
世
に
お
い
て
地
獄
・
餓
鬼
・

畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天
上
と
い
っ
た
六
つ
の
世
界
を
生
ま

れ
変
わ
り
、
死
に
変
わ
り
を
繰
り
返
し
て
き
た
の
で
す
。
ち

な
み
に
、
こ
の
六
つ
の
世
界
、
六
道
は
す
べ
て
迷
い
苦
し
み

の
世
界
で
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
「
輪
廻
」
と
い
う

考
え
は
、
生
前
の
自
分
の
行
い
に
よ
っ
て
死
後
の
行
き
先
が
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決
ま
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
生
前
に
善
い
行
い
を
し

て
き
た
ら
、
死
後
は
善
い
世
界
へ
、
反
対
に
悪
い
行
い
を
し

て
き
た
ら
、
死
後
は
悪
い
世
界
へ
行
く
事
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
を
仏
教
で
は
、「
自じ

業ご
う

自じ

得と
く

」、「
因い

ん
果が

応お
う

報ほ
う

」
と
申
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
自
分
が
行
っ
た
行
い
、
業
に
よ
っ
て
、
そ
の
報
い

を
自
分
が
受
け
て
い
か
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
が
仏
教
の
大
原

則
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

�

☞
「
自
業
自
得
」
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
事

は
、
業
の
具
体
的
な
因
果
関
係
は
釈
尊
だ
け
が
知
り
う

る
も
の
で
、
私
た
ち
に
は
知
り
得
な
い
事
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
他
者
の
現
在
の
境
遇
を
そ
の
人
の
過
去
の

業
と
結
び
つ
け
て
語
る
事
は
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
他

者
の
不
幸
に
つ
い
て
「
あ
な
た
が
今
、
不
幸
な
の
は
過

去
世
に
何
ら
か
の
悪
業
を
犯
し
た
か
ら
だ
」
と
糾
弾
す

る
事
は
、
根
拠
の
な
い
事
で
あ
り
、
差
別
を
生
み
出
す

可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、「
自
業
自
得
」
の
原
則
は
、

あ
く
ま
で
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
一
人
称
で
語
ら
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
他
者
に
向
け
て
は
な
ら

な
い
。
む
し
ろ
、
現
在
の
行
動
が
将
来
を
規
定
す
る
と

考
え
て
、
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
動
機
づ
け
と
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
輪
廻
の
中
に
あ
っ
て
、
私
た
ち
は
今
、
様
々

な
ご
縁
に
よ
っ
て
人
間
界
に
生
ま
れ
、
た
だ
今
、
戒
を
受
け

る
ご
縁
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
有
難

い
ご
縁
を
か
み
し
め
て
頂
き
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
前
置
き
は
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
、『
十
二
門

戒
儀
』
の
「
第
二
三
帰
」
に
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

�

☞
「
第
二
三
帰
」
に
入
る
前
に
、
前
座
の
復
習
も
兼
ね

て
、「
輪
廻
」
を
話
材
に
仏
教
で
説
く
死
生
観
を
明
確

に
し
、
仏
教
の
大
原
則
で
あ
る
「
自
業
自
得
」、「
因
果

応
報
」
の
教
え
に
よ
っ
て
、
今
日
ま
で
「
六
道
輪
廻
」

を
繰
り
返
し
て
き
た
存
在
で
あ
る
事
を
周
知
さ
せ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
授
戒
の
縁
に
恵
ま
れ
た
事
の
有
難

さ
を
伝
え
る
。

●
「
第
二
三さ

ん
帰き

」
▲

「
三さ

ん
帰き

」
と
は
、「
三さ

ん

宝ぼ
う

帰き

依え

」
を
省
略
し
た
も
の
で
、「
三
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つ
の
宝
に
帰
依
す
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。「
三
宝
」
の
三

つ
の
宝
と
は
、世
の
中
で
最
も
優
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
帰
依
」

と
は
敬
い
従
う
事
で
す
。

「
三
宝
」
と
は
、「
仏
」・「
法
」・「
僧
」
の
事
で
あ
り
ま

し
て
、「
仏
」
と
は
、仏
様
、「
法
」
と
は
、そ
の
仏
様
の
教
え
、

そ
し
て
、「
僧
」
と
は
、
仏
様
の
教
え
を
信
仰
す
る
仲
間
で

あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、「
三
帰
」
と
は
、
今
後
、
仏
弟
子

と
し
て
、「
仏
」・「
法
」・「
僧
」
の
「
三
宝
」
を
拠
り
所
と

し
て
生
き
て
い
く
事
を
誓
う
事
で
す
。
も
う
少
し
「
三
宝
」

に
つ
い
て
平
た
く
申
し
ま
す
と
、「
仏
」
は
こ
の
、「
ろ
う
そ

く
の
灯
」
に
、「
法
」
は
「
お
線
香
」
に
、「
僧
」
は
「
お
花
」

に
例
え
ら
れ
ま
す
。
何
を
意
味
し
て
い
る
か
と
申
し
ま
す
と
、

こ
の
ろ
う
そ
く
の
灯
が
暗
闇
を
照
ら
す
よ
う
に
、
仏
様
は
、

真
理
を
覚
ら
れ
た
事
で
、
心
暗
き
迷
い
の
な
い
明
る
い
人
生

を
歩
ま
れ
た
。つ
ま
り
、「
仏
」に
帰
依
す
る
と
い
う
事
は
、「
明

る
く
」
生
き
る
と
い
う
事
で
す
。
次
に
、
仏
様
の
教
え
は
、

こ
の
お
線
香
の
煙
が
ま
っ
す
ぐ
上
に
立
ち
昇
る
よ
う
に
、
い

つ
の
世
で
も
決
し
て
変
わ
る
事
の
な
い
真
理
で
あ
り
ま
す
か

ら
、「
法
」
に
帰
依
す
る
と
い
う
事
は
、「
正
し
く
」
生
き
る

と
い
う
事
で
す
。
最
後
に
、
仏
様
の
教
え
を
信
仰
す
る
人
々

は
、
色
と
り
ど
り
の
花
が
調
和
し
て
お
互
い
が
美
し
く
咲
い

て
い
る
よ
う
に
、
お
互
い
が
助
け
合
っ
て
生
活
す
る
事
か
ら
、

「
僧
」
に
帰
依
す
る
と
い
う
事
は
、「
仲
よ
く
」
生
き
る
と
い

う
事
で
す
。

つ
ま
り
、「
仏
」・「
法
」・「
僧
」
の
「
三
宝
」
に
帰
依
す

る
と
い
う
事
は
、
仏
弟
子
と
し
て
、
人
生
を
「
明
る
く
」・「
正

し
く
」・「
仲
よ
く
」、
生
き
て
ゆ
く
事
を
誓
う
事
で
、
お
釈

迦
様
の
弟
子
、
仏
弟
子
と
な
る
た
め
の
第
一
歩
な
の
で
す
。

例
え
ば
、
高
校
野
球
の
開
会
式
の
中
に
も
選
手
宣
誓
と
い
う

の
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
ん
な
精
神
に
則
っ
て
、
あ
る

い
は
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
に
則
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
試
合

に
臨
ん
で
い
き
ま
す
と
い
う
事
を
宣
誓
す
る
わ
け
で
す
が
、

そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
皆
様
方
も
、
仏
弟
子
の
第
一
歩
と
し

て
、「
人
生
を
明
る
く
、
正
し
く
、
仲
よ
く
、
生
き
て
い
き

ま
す
」、
と
い
う
事
を
、
こ
の
後
の
「
三
帰
」
の
お
作
法
の

中
で
宣
誓
し
て
頂
く
、
誓
っ
て
頂
く
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ



554

で
は
、
早
速
、「
三
帰
」
の
お
作
法
に
移
ら
せ
て
頂
き
ま
す
が
、

た
だ
今
よ
り
私
が
、
お
誓
い
し
て
頂
く
言
葉
を
三
遍
唱
え
ま

す
か
ら
、
皆
様
方
も
、
私
に
続
い
て
三
遍
お
唱
え
く
だ
さ
い
。

◎�

「
わ
れ
ら
仏
弟
子
は
、
今
日
よ
り
未
来
永
劫
、
三
宝
に
帰

依
し
て
、
明
る
く
、
正
し
く
、
仲
よ
く
、
生
き
て
い
く
事

を
誓
い
ま
す
」（
三
説
、
三
唱
）。

◎�

「
今
日
よ
り
以
後
、
常
に
三
宝
に
帰
依
し
て
、
明
る
く
、

正
し
く
、
仲
よ
く
、
生
き
て
い
く
事
を
誓
い
ま
し
た
」（
三

説
、
三
唱
）。

　

�

☞
三
帰
の
作
法
は
、
正
式
に
は
「
三さ

ん
帰き

三さ
ん

竟き
ょ
う

」
と
い
い
、

授
戒
後
、
仏
弟
子
と
し
て
「
三
宝
」
に
帰
依
し
て
生
き

て
ゆ
く
事
を
誓
約
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
仏
弟
子

と
な
る
も
の
は
、
ま
ず
始
め
に
「
三さ

ん
帰き

戒か
い

」
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ち
な
み
に
「
三
帰
戒
」
で
は
、

「
帰き

依え

仏ぶ
つ

両り
ょ
う

足ぞ
く

尊そ
ん

」、「
帰き

依え

法ほ
う

離り

欲よ
く

尊そ
ん

」、「
帰き

依え

僧そ
う

衆し
ゅ

中じ
ゅ
う

尊そ
ん

」
と
発
声
し
誓
約
す
る
が
、今
回
の
「
一
日
授
戒
」

で
は
、初
学
の
受
者
に
も
分
か
り
や
す
い
よ
う
、「
三
宝
」

に
帰
依
す
る
事
を
、「
明
る
く
」、「
正
し
く
」、「
仲
よ
く
」

と
い
う
表
現
に
し
た
。

た
だ
今
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
仏
・
法
・
僧
」

の
三
宝
に
帰
依
す
る
事
を
お
誓
い
し
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
「
三
宝
」
に
帰
依
す
る
事
に
よ
っ
て
、『
十
二
門
戒
儀
』

に
「
三
宝
を
称し

ょ
う

し
て
師
と
為
し
て
、
更
に
余
の
邪じ

ゃ
魔ま

外げ

道ど
う

に

帰
せ
ざ
ら
ん
」
と
あ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
を
悪
し
き
方
へ
と

導
く
邪
教
や
邪
宗
の
誘
惑
か
ら
我
が
身
を
守
る
事
が
で
き
る

の
で
す
。

邪
教
、
邪
宗
と
い
い
ま
す
と
、
今
か
ら
約
二
五
年
前
（
一

九
九
五
年
）、
世
の
中
を
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
で
大
騒
ぎ
さ

せ
た
オ
ウ
ム
真
理
教
と
い
う
宗
教
教
団
が
あ
り
ま
し
た
。
あ

の
教
団
の
信
者
さ
ん
の
中
に
は
、
お
医
者
さ
ん
や
弁
護
士
さ

ん
、
有
能
な
科
学
者
の
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
邪
教
、
邪

宗
に
出
会
っ
た
ば
っ
か
り
に
、
た
っ
た
一
度
の
人
生
を
台
無

し
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
自
分
の
人
生
だ
け

で
な
く
、
周
り
の
人
達
の
人
生
ま
で
破
壊
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。そ

の
教
団
の
信
者
さ
ん
の
一
人
に
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
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の
実
行
犯
で
あ
る
林は

や
し

泰や
す

男お

と
い
う
男
が
お
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
彼
に
死
刑
判
決
を
下
し
た
東
京
地
裁
の
判
事
さ
ん
に
よ

る
と
、
林
泰
男
死
刑
囚
は
、
元
か
ら
凶
悪
・
凶
暴
な
性
格
で

は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
知
人
が
困
っ
て
い

た
ら
自
分
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
人
に
尽
く
す
事
の
で
き
る
善

良
な
心
の
持
ち
主
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、
判
事
さ

ん
も
一
人
の
人
間
と
し
て
見
る
限
り
、
そ
の
人
間
性
自
体
を

取
り
立
て
て
非
難
す
る
事
は
で
き
な
い
と
い
っ
た
よ
う
な
趣

旨
の
事
を
判
決
文
の
中
で
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
最

後
に
、
次
の
よ
う
な
言
葉
で
判
決
文
が
締
め
く
く
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

�

お
よ
そ
師
を
誤
る
ほ
ど
不
幸
な
こ
と
は
な
く
、
こ
の
意

味
に
お
い
て
、被
告
人
も
ま
た
、不
幸
か
つ
不
運
で
あ
っ

た
と
言
え
る
（
青
沼
陽
一
『
私
が
見
た
２
１
の
死
刑
判

決
』
文
藝
春
秋
、
二
〇
〇
九
年
）
参
照
。

こ
の
よ
う
に
お
師
匠
様
を
誤
る
事
ほ
ど
不
幸
な
事
は
な
い

の
で
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
私
た
ち
は
、
本
日
の
「
一
日

授
戒
」
で
絶
対
、
間
違
い
の
な
い
お
師
匠
様
か
ら
戒
を
授
か

る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
絶
対
、
間
違
い
の
な
い
お
師
匠
様

を
、
こ
の
道
場
に
お
招
き
す
る
の
が
次
の
「
第
三
請
師
」
な

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

�

「
第
二
三
帰
」
終
わ
る
。
▲

●
「
第
三
請し

ょ
う

師し

」
▲

「
第
三
請し

ょ
う

師し

」
と
は
、
戒
を
お
授
け
頂
く
お
師
匠
様
を
こ

の
道
場
に
お
招
き
す
る
お
作
法
で
す
。
本
日
、
仏
弟
子
と
な

る
私
た
ち
に
と
っ
て
絶
対
、
間
違
い
の
な
い
お
師
匠
様
と
は
、

も
う
申
す
ま
で
も
な
く
お
釈
迦
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
戒
を
お
授
け
頂
く
お
師
匠
様
と
し
て
、
お
釈
迦
様

を
は
じ
め
、
弥
勒
菩
薩
様
、
文
殊
菩
薩
様
、
一
切
の
諸
仏
様
、

一
切
の
諸
菩
薩
様
方
を
こ
の
道
場
に
お
招
き
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
私
が
「
五
人
の
お
師
匠
様
（
五
座

の
聖
師
）」
を
こ
の
道
場
に
お
招
き
す
る
お
作
法
を
致
し
ま

す
の
で
、
皆
様
方
は
合
掌
し
て
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

〔�
伝
戒
師
下
高
座
・
本
尊
前
に
て
長
跪
し
て
請
師
の
文
を

発
声
〕

◎�

一
心
に
釈
迦
牟
尼
世
尊
、
戒
和
尚
と
し
て
、
こ
の
道
場
に
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降
臨
し
、
我
ら
弟
子
等
に
戒
を
授
け
た
ま
わ
ん
事
を
懇
請

す
。
仰
ぎ
願
わ
く
は
、
み
め
ぐ
み
を
垂
れ
た
ま
え
。

◎�
一
心
に
文
殊
菩
薩
、
羯
磨
阿
闍
梨
と
し
て
、
こ
の
道
場
に

降
臨
し
、
我
ら
弟
子
等
に
授
戒
の
儀
式
を
司
ら
ん
事
を
懇

請
す
。
仰
ぎ
願
わ
く
は
、
み
め
ぐ
み
を
垂
れ
た
ま
え
。

◎�

一
心
に
弥
勒
菩
薩
、
教
授
阿
闍
梨
と
し
て
、
こ
の
道
場
に

降
臨
し
、
我
ら
弟
子
等
に
授
戒
の
作
法
を
教
授
せ
ん
事
を

懇
請
す
。
仰
ぎ
願
わ
く
は
、
み
め
ぐ
み
を
垂
れ
た
ま
え
。

◎�

一
心
に
一
切
の
諸
佛
、
証
明
師
と
し
て
、
こ
の
道
場
に
降

臨
し
、
我
ら
弟
子
等
に
授
戒
の
証
明
を
与
え
ん
事
を
懇
請

す
。
仰
ぎ
願
わ
く
は
、
み
め
ぐ
み
を
垂
れ
た
ま
え
。

◎�

一
心
に
一
切
の
諸
菩
薩
、
同
学
侶
と
し
て
、
こ
の
道
場
に

降
臨
し
、
我
ら
弟
子
等
と
共
に
戒
を
受
け
ん
事
を
懇
請
す
。

仰
ぎ
願
わ
く
は
、
み
め
ぐ
み
を
垂
れ
た
ま
え
。

�

〔
伝
戒
師
再
登
高
座
〕

た
だ
今
の
お
作
法
を
も
ち
ま
し
て
、
お
釈
迦
様
を
始
め
と

す
る
諸
仏
、
諸
菩
薩
様
を
、
こ
の
道
場
に
お
招
き
い
た
し
ま

し
た
。
お
招
き
し
た
方
々
は
、
お
釈
迦
様
が
戒
和
尚
（
受
者

に
戒
を
授
け
る
）
と
な
り
、文
殊
菩
薩
様
が
羯
磨
阿
闍
梨
（
授

戒
の
儀
式
全
体
を
司
る
）、弥
勒
菩
薩
様
が
教
授
阿
闍
梨
（
受

者
に
作
法
を
教
授
す
る
）、
一
切
諸
仏
様
が
証
明
師
（
受
者

が
戒
を
受
け
た
事
を
証
明
す
る
）、
一
切
諸
菩
薩
様
が
同
学

侶
（
受
者
と
と
も
に
戒
を
受
け
る
）
で
あ
り
、
こ
れ
で
戒
を

授
か
る
環
境
が
す
べ
て
整
っ
た
事
に
な
る
の
で
す
。
で
す
か

ら
、
今
も
間
違
い
な
く
諸
仏
、
諸
菩
薩
様
が
こ
の
道
場
に
ご

降
臨
く
だ
さ
っ
て
お
り
、
私
た
ち
の
事
を
見
守
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
私
た
ち
の
肉

眼
で
は
、
諸
仏
、
諸
菩
薩
様
の
お
姿
は
拝
む
事
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
こ
の
後
の
実
際
の
お
作
法
の
中
で
は
、
誠
に
不
徳

不
敏
な
が
ら
伝
戒
師
で
あ
る
私
が
お
釈
迦
様
の
ご
名
代
と
し

て
、
皆
様
方
に
戒
を
お
授
け
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
そ
の
折
に

は
ど
う
ぞ
、
私
を
通
し
、
こ
の
道
場
に
ま
し
ま
す
お
釈
迦
様

か
ら
直
接
、
戒
を
授
け
て
頂
く
の
だ
と
い
う
気
持
ち
で
お
受

け
取
り
頂
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

�
☞
「
請
師
」
の
お
作
法
は
、「
戒
」
を
授
け
て
頂
く
お

師
匠
様
を
道
場
に
お
招
き
す
る
作
法
で
あ
る
。
浄
土
宗
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の
授
戒
で
は
伝
統
的
に
、
不
現
前
（
目
の
前
に
現
れ
な

い
）
の
五
師
（
五
座
の
聖
師
）
と
い
っ
て
釈
尊
を
は
じ

め
と
す
る
諸
仏
諸
菩
薩
様
を
招
待
し
、
釈
尊
か
ら
受
者

に
直
接
「
戒
」
を
授
け
て
頂
く
形
式
を
取
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
実
際
は
釈
尊
の
名
代
、
仲
介
役
と
し
て
「
現

前
」（
目
の
前
に
現
れ
て
い
る
）
の
伝
戒
師
（
住
職
）

か
ら
「
戒
」
を
授
か
る
事
に
な
る
。
つ
ま
り
、
目
に
は

見
え
な
い
「
不
現
前
」
の
五
師
が
、
道
場
に
降
臨
し
、

本
日
の
「
一
日
授
戒
」
の
様
子
を
見
守
っ
て
い
て
く
だ

さ
り
、
伝
戒
師
を
通
し
て
釈
尊
か
ら
「
戒
」
を
授
か
る

と
い
う
意
識
を
受
者
に
持
た
せ
る
事
が
大
切
で
あ
る
。

�

「
第
三
請
師
」
終
わ
る
。
▲

●
「
第
四
懺さ

ん
悔げ

」
▲

「
第
四
懺さ

ん
悔げ

」の「
懺さ

ん
悔げ

」と
は
、キ
リ
ス
ト
教
で
は
、濁
っ

て
「
ザ
ン
ゲ
」
と
お
読
み
い
た
し
ま
す
が
、
仏
教
で
は
濁
ら

ず
に
「
サ
ン
ゲ
」
と
お
読
み
い
た
し
ま
す
。
こ
の
「
懺
悔
」

と
い
う
行
為
は
、
自
分
の
犯
し
た
罪
、
悪
業
を
仏
様
の
前
で

告
白
し
、
そ
れ
と
同
時
に
謝
罪
を
し
て
、
許
し
を
請
う
事
で

す
。
こ
れ
を
、
一
言
で
い
え
ば
、「
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
心

か
ら
謝
罪
す
る
事
で
す
。
こ
の
後
、
皆
様
方
に
は
「
懺
悔
」

の
文
を
、
私
の
後
に
続
い
て
復
唱
し
て
頂
き
ま
す
。

こ
の
「
懺
悔
」
の
文
と
は
、

　

�

我
れ
昔
よ
り
造
る
所
の
諸
の
悪
業
は
、
皆
無
始
よ
り
の

貪
瞋
痴
に
由
る
。

　

�

身
語
意
よ
り
生
ず
る
所
な
り
、
一
切
我
れ
今
皆
懺
悔
し

た
て
ま
つ
る
。

と
い
う
文
で
す
。
こ
れ
を
一
句
づ
つ
区
切
っ
て
、
皆
様
方
に

お
授
け
い
た
し
ま
す
の
で
、
復
唱
し
て
頂
き
ま
す
。
そ
の
前

に
、
こ
の
「
懺
悔
」
の
文
に
つ
い
て
少
し
説
明
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

「
我
れ
昔
よ
り
造
る
所
の
諸
の
悪
業
は
」、「
私
が
、
遙
か

大
昔
か
ら
造
っ
て
き
た
様
々
な
悪
し
き
行
為
は
」、「
皆み

な
無む

始し

よ
り
の
、
貪と

ん

瞋じ
ん

痴ち

に
由
る
」。

「
無む

始し

」
と
は
、
遙
か
大
昔
か
ら
、
そ
の
始
め
も
分
ら
な

い
ほ
ど
の
遙
か
大
昔
と
い
う
事
で
す
。
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
仏
教
の
生
命
観
か
ら
み
れ
ば
、「
三
世
」
と
申
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し
た
よ
う
に
、
私
た
ち
の
命
は
現
世
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
日
ま
で
、「
六
道
輪
廻
」
と
、地
獄・餓
鬼・

畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天
上
と
い
っ
た
六
つ
の
迷
い
苦
し
み

の
世
界
を
、
永
ら
く
「
貪
・
瞋
・
痴
の
三
毒
煩
悩
」
に
引
き

ず
り
回
さ
れ
な
が
ら
、
生
ま
れ
変
わ
り
、
死
に
変
わ
り
の
輪

廻
を
繰
り
返
し
、
現
在
に
至
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ

も
、
煩
悩
と
は
、
私
た
ち
を
悩
ま
し
煩
わ
せ
る
心
の
働
き
の

事
で
、
仏
道
修
行
の
妨
げ
と
な
る
も
の
で
す
。
そ
の
煩
悩
の

代
表
的
な
も
の
が「
三さ

ん

毒ど
く

煩ぼ
ん

悩の
う

」と
い
わ
れ
る「
貪
」・「
瞋
」・

「
痴
」
の
三
つ
の
煩
悩
で
す
。
ま
ず
最
初
の
「
貪
煩
悩
」
と
は
、

「
あ
れ
も
欲
し
い
、
こ
れ
も
欲
し
い
」
と
い
っ
た
貪
り
、
欲

望
の
心
。
二
つ
目
の
「
瞋
煩
悩
」
と
は
一
座
目
で
も
少
し
申

し
た
よ
う
に
、
怒
り
腹
立
ち
の
心
。
最
後
、
三
つ
目
の
「
痴

煩
悩
」
と
は
、
愚
か
な
心
で
す
。
前
世
に
お
い
て
輪
廻
を
繰

り
返
す
中
で
、
今
日
ま
で
引
き
ず
っ
て
き
た
「
貪
・
瞋
・
痴

の
三
毒
煩
悩
」
に
振
り
回
さ
れ
、「
身
語
意
よ
り
生
ず
る
所

な
り
」、
こ
の
身
に
、
こ
の
口
に
、
こ
の
心
で
犯
し
て
し
ま

う
「
罪
」・「
悪
業
」
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
仏
教
で
説
く
「
罪
」
と
「
悪
業
」
の

定
義
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
仏
教
で
説
く

「
罪
」
に
は
、
も
ち
ろ
ん
世
間
的
な
法
律
上
の
罪
も
含
ま
れ

ま
す
が
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
「
罪
」
と
い
う
の
は
、
お
釈

迦
様
の
言
い
つ
け
に
背
く
事
で
あ
り
ま
す
。
よ
く
世
間
一
般

で
は
、「
自
分
に
正
直
に
生
き
る
」
と
い
う
生
き
方
が
も
て

は
や
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
「
自
分
に
正
直
に
生
き
る
」
と
い

う
事
は
、「
自
分
の
本
能
の
ま
ま
に
生
き
る
」
と
い
う
事
で

あ
り
、
実
は
お
釈
迦
様
の
言
い
つ
け
に
背
き
、「
貪
・
瞋
・

痴
の
三
毒
煩
悩
」
の
感
情
に
従
っ
て
生
き
る
事
で
も
あ
る
の

で
す
。
で
す
か
ら
、「
自
分
に
正
直
に
生
き
る
」
と
い
う
生

き
方
は
、
か
な
り
危
険
な
事
で
、
結
局
は
自
ら
の
「
三
毒
煩

悩
」
に
振
り
回
さ
れ
て
生
き
る
事
で
あ
り
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
「
罪
」
を
積
み
重
ね
る
事
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

次
に
仏
教
で
説
く
「
悪
業
」
と
は
、「
六
道
輪
廻
」
を
繰

り
返
す
行
為
の
全
て
が
「
悪
業
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
座

の
初
め
の
方
で
「
自
業
自
得
」、「
因
果
応
報
」
と
申
し
ま
し

た
が
、
悪
し
き
行
い
に
は
必
ず
悪
し
き
結
果
が
つ
い
て
く
る
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と
と
も
に
、
そ
の
悪
し
き
行
い
の
報
い
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
何
ら
か
の
悪
し
き
行
為
が
「
六
道
輪
廻
」

の
因
と
な
る
な
ら
ば
、
そ
の
行
為
は
「
悪
業
」
と
し
て
規
定

さ
れ
る
も
の
な
の
で
す
。な
ら
ば
、「
自
分
に
正
直
に
生
き
る
」

こ
と
自
体
、
自
ら
の
「
三
毒
煩
悩
」
の
中
か
ら
生
じ
て
く
る

行
為
で
あ
り
、「
三
毒
煩
悩
」
に
起
因
す
る
す
べ
て
の
行
為

は
そ
の
ま
ま「
輪
廻
」の
因
と
な
る「
悪
業
」と
な
る
の
で
す
。

　

�

☞
先
に
も
仏
教
に
お
け
る
「
業
」
の
捉
え
方
に
つ
い
て

少
し
述
べ
た
が
、「
あ
の
人
が
今
、
苦
し
ん
で
い
る
の

は
過
去
世
で
何
か
悪
業
を
犯
し
た
か
ら
だ
」
と
い
っ
た

理
解
の
仕
方
は
、
過
去
世
の
行
為
が
現
世
に
及
ぼ
す
影

響
を
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
本
人
が
認
知
し
え
な
い
事

に
つ
い
て
責
任
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
責

任
を
問
う
て
は
な
ら
な
い
し
、
人
権
侵
害
や
差
別
思
想

に
つ
な
が
る
危
険
性
を
孕
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

過
去
→
現
在
の
時
間
軸
で
業
報
輪
廻
思
想
を
説
く
事
は

避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
一
方
、
現
世
で
の
自
身
の
行
い

が
将
来
の
あ
り
方
に
影
響
を
与
え
る
と
い
っ
た
現
在
→

将
来
の
時
間
軸
で
業
報
輪
廻
思
想
を
説
く
事
は
、
そ
の

人
の
認
知
し
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
し
、
よ
り
よ
く
生
き

る
動
機
づ
け
を
与
え
る
事
に
な
ろ
う
。
要
す
る
に
、
業

報
輪
廻
思
想
を
説
く
場
合
、
人
権
侵
害
や
差
別
思
想
に

つ
な
が
ら
ぬ
よ
う
十
分
注
意
し
て
、（
過
去
→
現
在
）

よ
り
も
（
現
在
→
将
来
）
の
方
に
焦
点
を
当
て
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
仏
教
で
説
く
「
罪
」
と
は
何
な
の
か
、「
悪
業
」

と
は
何
な
の
か
と
い
う
、
具
体
的
な
基
準
が
必
要
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
そ
の
「
罪
」
の
基
準
、「
悪
業
」
の
基
準
と

な
る
の
が
、
本
日
、
皆
様
方
に
お
授
け
い
た
し
ま
す
「
戒
」

な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
が
本
日
、「
戒
」
を
受
け
、

本
日
か
ら
未
来
永
劫
、「
戒
」
の
中
に
生
き
る
か
ら
こ
そ
、「
一

切
我
れ
今
皆
懺
悔
し
た
て
ま
つ
る
」
と
、
も
し
「
戒
」
を
破

り
、
こ
の
身
に
、
こ
の
口
に
、
こ
の
心
に
「
罪
」・「
悪
業
」

を
犯
し
た
と
し
て
も
、
即
座
に
「
懺
悔
」
の
念
が
湧
い
て
く

る
の
で
あ
り
ま
す
。
本
日
よ
り
以
後
、
自
分
が
今
、「
戒
」

を
破
り
、「
自
分
が
悪
い
事
を
し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
自



560

覚
が
芽
生
え
る
事
が
大
切
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
例
え
話
が
あ
り
ま
す
。

　
�

☞
「
懺
悔
偈
」
を
用
い
な
が
ら
、「
貪
・
瞋
・
痴
の
三

毒
煩
悩
」
に
つ
い
て
触
れ
、
誰
し
も
が
「
三
毒
煩
悩
」

に
縛
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
罪
・
悪
業
」
を
犯
す
存

在
で
あ
る
事
を
受
者
に
認
識
さ
せ
る
。
ま
た
、
現
代
社

会
の
中
で
戒
め
ら
れ
る
「
罪
・
悪
業
」
と
、
仏
教
で
戒

め
ら
れ
る
「
罪
・
悪
業
」
に
対
す
る
定
義
の
違
い
を
明

確
に
す
る
。

あ
る
時
、
王
様
が
、
聖
者
に
向
か
っ
て
、「
悪
い
事
を
悪

い
と
知
り
な
が
ら
、
悪
業
を
犯
す
の
と
、
悪
い
事
を
悪
い
と

知
ら
な
い
で
悪
業
を
犯
す
の
と
で
は
、
ど
ち
ら
が
災
い
が
大

き
い
か
」
と
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。
す
る
と
、
聖
者
が
「
知
ら

な
い
で
悪
を
犯
す
方
が
、
災
い
が
大
き
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
、
王
様
は
、「
知
っ
て
悪
を
犯
す
方
が
、
災
い

が
大
き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
反
論
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、聖
者
は
王
様
に
対
し
、次
の
よ
う
な
例
え
を
も
っ

て
、
そ
の
訳
を
示
さ
れ
ま
し
た
。「
こ
こ
に
焼
け
た
鉄
の
塊

が
あ
っ
た
と
し
よ
う
。
そ
の
鉄
の
塊
を
熱
い
と
知
っ
て
つ
か

む
の
と
、
知
ら
な
い
で
つ
か
む
の
と
で
は
、
ど
ち
ら
が
火
傷

が
ひ
ど
い
で
あ
あ
ろ
う
か
」。
王
様
は
「
も
ち
ろ
ん
知
ら
な

い
で
鉄
の
塊
を
つ
か
む
方
が
火
傷
が
酷
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
聖
者
は
、「
知
ら
な
い
で

悪
を
犯
し
た
者
は
悔
い
る
事
が
な
い
の
で
、
そ
の
災
い
は
大

き
い
の
だ
。
知
っ
て
悪
を
犯
し
た
者
は
、日
々
、悔
い
る
の
で
、

そ
の
災
い
は
小
さ
い
の
で
あ
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
こ
の
例
え
は
、
悪
の
自
覚
の
あ
る
者
は
、
た
と

え
「
悪
業
」
を
犯
し
た
と
し
て
も
、
罪
の
意
識
に
苛
ま
れ
、

懺
悔
の
念
に
駆
ら
れ
る
事
か
ら
、
悪
を
悪
と
知
ら
な
い
で
、

「
悪
業
」
を
犯
す
方
が
罪
深
い
と
い
う
事
を
教
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。
古
い
句
に
、

　
気
づ
か
ぬ
に　
俺
と
タ
モ
ト
の　
埃
か
な

と
あ
り
ま
す
。
皆
様
方
の
今
、
着
て
お
ら
れ
る
上
着
や
ズ
ボ

ン
の
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
を
確
認
し
て
頂
く
と
、
わ
ざ
わ
ざ
塵
や

埃
を
拾
い
集
め
て
、
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に
入
れ
た
覚
え
は
な
い

け
れ
ど
も
、
そ
の
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に
は
、
綿
埃
が
溜
ま
っ
て
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い
る
は
ず
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
綿
埃
と
い
う
の
は
、
私
た
ち

が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
造
っ
て
き
た
「
罪
」・「
悪
業
」

で
あ
り
ま
す
。
皆
様
方
は
、
今
日
ま
で
法
律
に
触
れ
る
よ
う

な
「
罪
」
は
犯
し
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で

問
題
と
す
る「
罪
」・「
悪
業
」は
、仏
教
で
戒
め
ら
れ
る「
罪
」・

「
悪
業
」
で
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
「
戒
」
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
、
我
が
身

を
省
み
た
な
ら
ば
如
何
な
も
の
か
、
と
い
う
見
方
で
あ
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
本
日
の
「
一
日
授
戒
」
に
お
い
て
、
仏
教

で
戒
め
ら
れ
る
「
為
す
べ
き
で
な
い
事
」、
反
対
に
「
為
す

べ
き
事
」
と
い
う
善
悪
の
基
準
と
い
う
の
を
明
確
に
し
て
頂

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

�

☞
聖
冏
『
顕
浄
土
伝
戒
論
』（『
浄
全
』
一
五
、
八
九
七

頁
上
）
に
お
い
て
、「
然
る
に
受
戒
の
後
、
十
重
禁
の

中
に
於
い
て
随
っ
て
一
戒
を
犯
す
と
き
は
、
豈
、
破
戒

に
非
ず
や
。
若
し
是
れ
破
戒
な
ら
ば
、
其
の
罪
最
も
重

し
。
爾
ら
ば
、
末
世
の
人
を
し
て
之
を
持
た
し
め
ば
過

有
り
。
何
ぞ
之
を
伝
授
せ
ん
や
」
と
あ
り
、
も
し
受
者

が
受
戒
後
に
一
つ
の
戒
で
も
犯
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は

破
戒
行
為
で
あ
り
、
重
罪
に
問
わ
れ
る
事
に
な
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
授
戒
を
す
る
の
か
と
い
う
問
い

に
対
し
、
聖
冏
は
「
設
え
之
を
破
す
と
も
受
戒
の
功
徳

即
ち
無
尽
な
り
。」
と
答
え
、
破
戒
し
た
と
し
て
も
受

戒
の
功
徳
は
無
尽
で
あ
る
か
ら
、
受
戒
し
て
い
な
い
者

に
勝
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
無
戒
よ
り
破
戒
の
方

が
優
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
「
懺
悔
」
の
お
作
法
に
入
る
前
に
、「
ゆ
う
ち
ゃ

ん
」
と
呼
ば
れ
る
男
性
の
償
い
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
あ
る
日
、「
ゆ
う
ち
ゃ
ん
」
は
、
ク
ル
マ
の
運
転

中
に
交
通
事
故
を
起
こ
し
、
そ
の
場
に
い
た
男
性
を
は
ね
て

し
ま
い
、
死
に
い
た
ら
し
め
ま
す
。
事
故
の
原
因
は
、
雨
に

よ
る
視
界
の
悪
さ
と
仕
事
の
疲
労
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
し

か
し
、
愛
す
る
夫
を
失
っ
た
被
害
者
の
奥
さ
ん
は
「
人
殺
し
、

あ
ん
た
を
許
さ
な
い
」
と
「
ゆ
う
ち
ゃ
ん
」
を
責
め
ま
し
た
。

そ
の
間
、「
ゆ
う
ち
ゃ
ん
」
は
大
声
で
泣
き
な
が
ら
地
面
に

頭
を
こ
す
り
つ
け
て
何
度
も
謝
り
続
け
ま
し
た
。
そ
の
事
故
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を
起
こ
し
て
か
ら
、「
ゆ
う
ち
ゃ
ん
」
は
人
が
変
わ
っ
た
よ

う
に
働
き
に
働
き
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
被
害
者
の
奥
さ

ん
に
、
せ
め
て
も
と
毎
月
、
わ
ず
か
な
金
額
で
も
仕
送
り
を

す
る
た
め
で
し
た
。「
ゆ
う
ち
ゃ
ん
」
に
と
っ
て
、
仕
送
り

を
続
け
る
事
が
、奥
さ
ん
に
対
す
る
、唯
一
で
き
る
償
い
だ
っ

た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
仕
送
り
は
、
七
年
間
、
毎
月
、

続
い
た
そ
う
で
す
が
、
あ
る
日
、
そ
の
奥
さ
ん
か
ら
「
ゆ
う

ち
ゃ
ん
」
の
も
と
に
一
通
の
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
そ
の
手

紙
に
は
、
こ
う
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　

�

あ
り
が
と
う
。
あ
な
た
の
優
し
い
気
持
ち
は
と
て
も
よ

く
分
か
り
ま
し
た
。

　

�

だ
か
ら
、
ど
う
ぞ
送
金
は
や
め
て
下
さ
い
。

　

�

あ
な
た
の
文
字
を
見
る
度
に
、
主
人
を
思
い
出
し
て
つ

ら
い
の
で
す
。

　

�

あ
な
た
の
気
持
ち
は
わ
か
る
け
ど
、
ど
う
か
、
も
う
あ

な
た
ご
自
身
の
人
生
を
も
と
に
戻
し
て
あ
げ
て
ほ
し
い
。

こ
の
手
紙
を
見
た
「
ゆ
う
ち
ゃ
ん
」
は
、
償
い
切
れ
る
は

ず
も
な
い
罪
を
犯
し
た
自
分
に
対
し
て
、
奥
さ
ん
の
手
紙
が

届
い
た
事
に
感
動
し
て
、
そ
の
手
紙
を
胸
に
抱
き
し
め
て
泣

い
た
そ
う
で
あ
り
ま
す
。
確
か
に
、
奥
さ
ん
が
「
ゆ
う
ち
ゃ

ん
」
の
事
を
心
の
底
か
ら
許
し
た
か
ど
う
か
は
、
そ
の
真
意

は
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
ゆ
う
ち
ゃ
ん
」
の
七
年
越

し
の
償
い
が
奥
さ
ん
の
心
を
揺
り
動
か
し
た
の
は
確
か
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、奥
さ
ん
は
手
紙
の
最
後
に「
あ

な
た
ご
自
身
の
人
生
を
も
と
に
戻
し
て
あ
げ
て
ほ
し
い
」
と

書
い
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
「
ゆ
う
ち
ゃ

ん
」
の
人
生
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
の
で
す
。

歌
手
の
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
は
、
こ
の
「
ゆ
う
ち
ゃ
ん
」
の

話
を
も
と
に
、「
償
い
」
と
い
う
曲
を
作
ら
れ
、
こ
の
事
件

に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

「
人
は
過
ち
を
犯
す
生
き
物
だ
。
生
き
て
い
れ
ば
き
っ
と

間
違
う
こ
と
が
あ
る
。〈
中
略
〉
そ
う
し
て
「
間
違
っ
た
」

と
自
分
で
認
識
し
た
と
き
、
ど
う
対
処
す
る
か
と
い
う
所
で

そ
の
人
の
心
が
試
さ
れ
る
。
誤
魔
化
そ
う
と
す
る
自
分
が
居

る
、
し
ら
ば
っ
く
れ
る
自
分
が
居
る
、
逃
げ
出
す
自
分
が
居



563　「授戒実践マニュアル」作成に向けて

研究ノート

る
、
そ
う
し
て
き
ち
ん
と
自
分
の
責
任
と
立
ち
向
か
う
自
分

が
居
る
」（
さ
だ
ま
さ
し/

お
ぐ
ら
ひ
ろ
か
ず
『
償
い
』
サ

ン
マ
ー
ク
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）。

つ
ま
り
、
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
は
、
過
ち
を
犯
し
て
し
ま
っ

た
時
に
、
ど
の
よ
う
に
我
が
身
に
引
き
受
け
て
い
く
か
が
、

大
切
な
の
だ
、
と
い
う
事
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ

に
い
る
誰
し
も
が
一
歩
間
違
え
ば
「
ゆ
う
ち
ゃ
ん
」
の
よ
う

に
加
害
者
に
な
り
う
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
過
ち
を
犯
し

て
し
ま
っ
た
時
に
、
自
分
を
誤
魔
化
す
の
で
も
な
く
、
し
ら

ば
っ
く
れ
る
の
で
も
な
く
、
逃
げ
出
す
の
で
も
な
く
、「
ゆ

う
ち
ゃ
ん
」
の
よ
う
に
、
そ
の
過
ち
を
し
っ
か
り
我
が
身
に

引
き
受
け
て
い
く
事
が
大
切
な
の
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

こ
の
よ
う
な
「
ゆ
う
ち
ゃ
ん
」
の
態
度
の
根
底
に
は
、
仏
教

で
説
く
懴
悔
の
気
持
ち
と
あ
い
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
い
え

ま
し
ょ
う
。

　

�

☞
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
の
『
償
い
』
と
い
う
曲
は
、
知
人

の
実
話
を
も
と
に
作
ら
れ
て
お
り
、
受
者
に
懺
悔
の
心

を
想
起
さ
せ
る
の
に
効
果
的
で
あ
る
。
実
際
、
山
室
恵

裁
判
長
は
、
殺
人
を
犯
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
反
省
の

色
が
見
ら
れ
な
い
当
時
一
八
歳
の
少
年
二
人
に
対
し
、

判
決
後
、
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
の
『
償
い
』
の
曲
を
引
用

し
、
懺
悔
の
心
を
促
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
心
か
ら
懺

悔
し
た
人
の
事
例
を
紹
介
す
る
事
で
、
懺
悔
の
作
法
の

際
に
、
受
者
の
気
持
ち
が
懺
悔
の
心
へ
と
向
か
い
、
懺

悔
の
作
法
に
臨
む
姿
も
よ
り
真
剣
味
が
帯
び
て
く
る
事

を
期
待
す
る
。

皆
様
方
に
は
、
こ
れ
か
ら
懺
悔
の
お
作
法
を
い
た
し
ま
す

の
で
、仏
様
の
前
に
お
い
て
、今
ま
で
誰
に
も
言
え
ず
、ず
っ

と
心
の
奥
底
に
閉
ま
っ
て
き
た
罪
・
悪
業
と
い
う
の
を
、
洗

い
ざ
ら
い
吐
き
出
し
て
、
心
の
底
か
ら
懺
悔
し
て
頂
き
た
い

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。『
梵
網
経
』
に
、「
自
ら
罪
あ
り
と
知
ら

ば
当
に
懺
悔
す
べ
し
。
懺
悔
す
れ
ば
、
即
ち
安
楽
な
り
。
懺

悔
せ
ざ
れ
ば
罪
益
ま
す
深
し
」
と
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、

仏
様
の
前
で
懺
悔
す
る
事
に
よ
っ
て
「
懺
悔
す
れ
ば
即
ち
安

楽
な
り
」
と
、
過
去
に
犯
し
た
罪
・
悪
業
に
対
す
る
胸
の
つ

か
え
が
お
り
、
大
き
な
安
ら
ぎ
が
得
ら
れ
る
の
で
す
。
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�

☞
授
戒
説
戒
の
現
場
で
は
、
よ
く
善
導
大
師
の
『
般
舟

讃
』
所
説
の
「
念
念
称
名
常
懺
悔
」（
念
念
の
称
名
は

常
の
懺
悔
な
り
）
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
、「
念
仏
を
称

え
る
中
に
懺
悔
の
行
為
も
含
ま
れ
る
」
と
い
う
「
念
仏

＝
懺
悔
」
と
い
っ
た
説
明
が
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、
今

回
の
「
一
日
授
戒
」
で
は
、
戒
と
念
仏
を
あ
え
て
結
び

つ
け
な
い
の
で
、
こ
こ
で
も
念
仏
と
懺
悔
の
関
係
に
つ

い
て
は
触
れ
ず
、
懺
悔
と
い
う
行
為
の
み
に
焦
点
を
当

て
た
。
ま
た
、齊
藤
隆
信
師
は
『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』

の
「
念
仏
と
懺
悔
」
の
項
（
一
二
〇
〇
頁
～
一
二
〇
一

頁
）
で
、「
善
導
『
般
舟
讃
』
に
あ
る
〈
念
念
称
名
常

懺
悔
〉（『
浄
全
』
四
、
五
三
八
下
／
『
大
正
』
四
七
、

四
五
二
中
）
を
浄
土
宗
で
は
〈
念
念
の
称
名
は
常
の
懺

悔
な
り
〉
と
読
み
な
ら
わ
し
て
い
る
が
、
善
導
の
著
作

中
に
こ
れ
と
同
類
の
表
現
が
見
ら
れ
な
い
事
や
、
善
導

は
そ
も
そ
も
念
仏
と
は
別
に
懺
悔
を
重
視
し
て
い
る
事

か
ら
、〈
念
念
に
称
名
し
常
に
懺
悔
す
〉
と
も
読
め
る
」

と
述
べ
、
念
仏
と
懺
悔
が
同
じ
行
と
い
う
事
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
念
仏
と
懺
悔
に
は
滅
罪
と
い
う
共
通
の
功

能
が
あ
る
と
い
う
事
に
過
ぎ
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
懺
悔
の
お
作
法
を
行
い
ま
す
。
こ

の
懺
悔
の
文
を
唱
え
る
事
で
、
身
も
心
も
浄
ら
か
と
な
っ
て

初
め
て
戒
を
受
け
入
れ
る
事
の
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

皆
様
方
も
私
に
続
い
て
一
句
づ
つ
、
懺
悔
の
思
い
を
込
め
て
、

お
唱
え
く
だ
さ
い
。

◎
「
我
れ
昔
よ
り
造
る
所
の
諸
の
悪
業
は
」
▲
（
受
者
唱
和
）。

◎
「
皆
無
始
よ
り
の
貪
瞋
痴
に
由
る
」
▲
（
受
者
唱
和
）。

◎
「
身
語
意
よ
り
生
ず
る
所
な
り
」
▲
（
受
者
唱
和
）。

◎
「
一
切
我
れ
今
皆
懺
悔
し
た
て
ま
つ
る
」
▲
（
受
者
唱
和
）。

�

「
第
四
懺
悔
」
終
わ
る
。
▲
同
称
十
念

【
十
一
時
四
五
分
】

〇
日
中
法
要

〔
日
中
法
要
終
了
後
、
本
堂
か
ら
書
院
へ
移
動
〕。

【
十
二
時
】

〇
食
作
法
☞
昼
食
前
に
「
食
前
の
言
葉
」
の
説
明
を
行
う
。
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〇
昼
食

〇
休
憩

〔
十
三
時
ま
で
に
本
堂
の
自
席
に
着
座
〕

【
十
三
時
】

〇
第
三
座

 

三
座
目
の
要
点 

・
・
・「
第
五
発ほ

っ

心し
ん

」・「
第
六
問も

ん

遮し
ゃ

」・「
第

七
正し

ょ
う

授じ
ゅ

戒か
い

」・「
第
八
証し

ょ
う

明め
ょ
う

」・「
第
九
現げ

ん

相そ
う

」

☆
「
第
五
発ほ

っ

心し
ん

」
と
は
、
戒
を
授
か
る
に
あ
た
り
菩
提
心
を
起

こ
す
事
で
あ
る
。
菩
提
心
と
は
、
覚
り
を
求
め
て
仏
道
を
歩
も

う
と
す
る
心
、
か
つ
他
者
も
仏
道
に
導
こ
う
と
す
る
心
で
あ
る
。

「
第
五
発
心
」
で
は
、
受
者
が
仏
の
境
地
に
少
し
で
も
近
づ
き

た
い
、
今
後
、
仏
道
を
歩
み
、
仏
弟
子
と
し
て
生
き
て
い
く
覚

悟
を
心
に
誓
う
た
め
四
弘
誓
願
を
唱
え
て
も
ら
う
。

☆
ま
ず
、
こ
こ
で
は
仏
道
を
歩
も
う
と
す
る
心
を
発
す
事
が
、

ど
れ
だ
け
稀
有
な
事
か
、
さ
ら
に
は
仏
教
の
み
教
え
に
出
遇
う

事
や
授
戒
の
会
座
に
連
な
る
事
が
、
ど
れ
だ
け
有
り
難
い
事
か
、

と
い
う
事
を
比
喩
を
用
い
て
受
者
に
感
じ
て
も
ら
う
。

【
例
】・�「
国
の
宝
と
は
何
物
ぞ
。
宝
と
は
道
心
な
り
。
道
心
あ

る
人
を
名
付
け
て
国
宝
と
為
す
」（
最
澄
『
山
家
学
生

式
』）
と
あ
る
伝
教
大
師
の
言
葉
を
引
用
。
国
宝
＝
仏

道
を
歩
も
う
と
す
る
人

　

・�

爪
上
の
砂
の
例
え
（『
雑
阿
含
経
』
巻
四
七
、『
大
正
』

二
、
三
四
五
頁
上
、『
大
般
涅
槃
経
（
三
十
六
巻
）』

巻
三
一
、『
大
正
』
一
二
巻
、
八
〇
九
頁
下
、『
大
般

涅
槃
経
（
四
十
巻
）』
巻
三
三
、『
大
正
』
一
二
巻
、

五
六
三
頁
上
）
※
詳
細
は
、『
教
化
研
究
』
本
号
所
載

の
布
教
班
の
「
常
用
の
偈
文
を
通
し
た
法
話
の
研
究

（
一
）」
の
「
開
経
偈
」
を
参
照
。

☆
「
第
五
発ほ

っ

心し
ん

」
で
は
、
受
者
に
以
下
の
四
つ
の
願
い
、「
四

弘
誓
願
」
を
発
し
て
頂
く
事
を
分
か
り
や
す
く
提
示
す
る
。

【
例
】
一
、
人
々
を
仏
の
境
地
に
導
き
た
い
と
い
う
願
い
。

　
　
二
、
煩
悩
を
断
ち
切
り
た
い
と
い
う
願
い
。

　
　
三
、
仏
様
の
教
え
を
全
て
学
び
た
い
と
い
う
願
い
。

　
　
四
、
仏
の
境
地
に
到
り
た
い
と
い
う
願
い
。



566

☆
「
第
五
発
心
」
の
ま
と
め
と
し
て
受
者
に
「
四
弘
誓
願
の
文
」

を
唱
え
て
も
ら
う
。

【
例
】
一
、
衆
生
無
辺
な
れ
ど
も　
誓
っ
て
度
せ
ん
事
を
願
う
。

　
　
二
、
煩
悩
無
辺
な
れ
ど
も　
誓
っ
て
断
ぜ
ん
事
を
願
う
。

　
　
三
、
法
門
無
尽
な
れ
ど
も　
誓
っ
て
知
ら
ん
事
を
願
う
。

　
　
四
、
無
常
菩
提　
　
　
　
　
誓
っ
て
証
せ
ん
事
を
願
う
。

☆
「
第
六
問も

ん

遮し
ゃ

」
で
は
、
戒
を
授
か
る
資
格
の
有
無
を
確
認
す

る
作
法
を
行
う
。
過
去
に
七
遮
と
言
わ
れ
る
重
罪
を
犯
し
た
か

否
か
を
確
認
す
る
事
で
、
七
つ
の
罪
の
有
無
を
一
々
に
尋
ね
、

受
者
に
は
「
な
し
」
と
答
え
て
も
ら
う
。

☆
「
第
六
問
遮
」
で
は
、あ
ら
か
じ
め
受
者
に
「
あ
り
や
否
や
」

と
問
わ
れ
た
ら
、「
な
し
」
と
答
え
る
よ
う
指
示
を
し
て
お
く
。

し
か
し
、
単
に
作
法
と
し
て
形
式
的
に
「
な
し
」
と
他
人
事
と

し
て
答
え
る
の
で
は
な
く
、
現
代
の
諸
問
題
を
通
し
て
私
た
ち

も
悪
縁
に
よ
っ
て
七
つ
の
罪
を
犯
し
か
ね
な
い
存
在
で
あ
る
事

を
、
受
者
に
自
覚
さ
せ
る
事
が
大
切
で
あ
ろ
う
。

【
例
】
介
護
殺
人
に
つ
い
て
（
京
都
市
伏
見
区
で
起
き
た
事
件
）

☆
「
第
六
問
遮
」
の
最
後
に
、
七
遮
が
な
い
事
を
以
下
の
よ
う

に
確
認
す
る
。

【
例
】
一
、�

仏
身
よ
り
、
血
を
出
し
た
る
事
、
あ
り
や
否
や
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
「
な
し
」。

　
　
二
、
父
を
殺
し
た
る
事
、
あ
り
や
否
や
。　
答
「
な
し
」。

　
　
三
、
母
を
殺
し
た
る
事
、
あ
り
や
否
や
。　
答
「
な
し
」。

　
　
四
、
和
尚
を
殺
し
た
る
事
、
あ
り
や
否
や
。
答
「
な
し
」。

　
　
五
、
師
匠
を
殺
し
た
る
事
、
あ
り
や
否
や
。
答
「
な
し
」。

　
　
六
、
教
団
の
結
束
を
乱
し
た
事
、
あ
り
や
否
や
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
「
な
し
」。

　
　
七
、
聖
者
を
殺
し
た
る
事
、
あ
り
や
否
や
。
答
「
な
し
」。

☆
「
第
七
正し

ょ
う

授じ
ゅ

戒か
い

」
で
は
、
ま
ず
「
円え

ん

頓ど
ん

戒か
い

」
の
歴
史
を
、
そ

し
て
円
頓
戒
が
大
乗
戒
で
あ
る
事
を
説
示
す
る
た
め
に
三
聚
浄

戒
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
次
に
一い

ち

白び
ゃ
く

三さ
ん

羯か
つ
磨ま

の
作
法
に
よ
り
、
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円
頓
戒
を
授
け
る
。
こ
の
作
法
に
よ
り
受
者
が
永
久
に
失
わ
れ

る
事
の
な
い
戒
体
を
発
得
す
る
の
で
、
こ
の
「
第
七
正
授
戒
」

が
十
二
門
戒
儀
に
よ
る
授
戒
作
法
で
最
も
重
要
な
作
法
で
あ
る
。

☆
「
第
七
正
授
戒
」
で
授
か
る
円
頓
戒
の
意
味
に
つ
い
て
説
明

す
る
。「
円
頓
戒
」
の
「
円
」
と
い
う
字
は
、「
円
満
」
と
い
う

意
味
で
、
つ
ま
り
、「
完
全
無
欠
」
と
い
う
事
を
表
し
て
い
る
。

次
に
「
頓
」
と
い
う
字
は
、「
頓
速
」
と
い
う
意
味
で
、「
速
や

か
に
仏
の
境
地
に
到
達
す
る
」
と
い
う
事
を
表
し
て
い
る
。
そ

も
そ
も
仏
教
の
究
極
の
目
的
は
、
覚
り
を
開
き
仏
と
成
る
事
、

つ
ま
り
仏
の
境
地
に
到
達
す
る
事
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
何

一
つ
申
し
分
な
く
速
や
か
に
、
仏
の
境
地
に
到
達
す
る
事
が
で

き
る
戒
が
円
頓
戒
な
の
で
あ
る
。

☆
『
授
菩
薩
戒
儀
則
』（
黒
谷
古
本
）
に
は
、「
相そ

う

伝で
ん

戒か
い
」
と
い

わ
れ
る
円
頓
戒
の
歴
史
が
説
か
れ
て
お
り
、
イ
ン
ド
、
中
国
、

日
本
と
時
空
を
超
え
て
現
代
ま
で
円
頓
戒
が
相
伝
さ
れ
て
き
た

系
譜
が
説
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
円
頓
戒
を
授
か
る
と
い
う

事
は
、
法
然
上
人
さ
ら
に
は
釈
尊
と
直
接
「
法
の
糸
」
で
ま
っ

す
ぐ
に
つ
な
が
る
と
同
時
に
、
釈
尊
か
ら
法
然
上
人
を
は
じ
め
、

各
祖
師
方
が
命
が
け
で
相
伝
さ
れ
て
き
た
ニ
五
〇
〇
年
来
の
戒

の
精
神
を
受
者
の
一
人
ひ
と
り
が
担
う
事
で
あ
る
事
を
伝
え
る
。

ま
た
、
円
頓
戒
の
系
譜
を
図
示
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

【
例
】
円
頓
戒
の
系
譜
に
つ
い
て

　
　
イ
ン
ド
・
・
・�

毘
盧
遮
那
仏
→
釈
迦
牟
尼
仏
→
阿
逸
多

菩
薩
（
二
十
余
菩
薩
）
→
鳩
摩
羅
什
→

　
　
中
国
・
・
・
・�

慧
思
→
智
顗
→
灌
頂
→
智
威
→
慧
威
→

玄
朗
→
湛
然
→
道
邃
→

　
　
日
本
・
・
・
・�

最
澄
→
円
仁
→
長
意
→
慈
念
→
慈
忍
→

源
心
→
禅
仁
→
良
忍
→
叡
空
→
法
然
上

人
（
宗
祖
） 

→
聖
光
上
人
（
二
祖
）
→

良
忠
上
人
（
三
祖
）
→

　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
→
伝
戒
師
→
受
者

☆
『
授
菩
薩
戒
儀
』
に
は
、
さ
ら
に
「
発ほ

っ

得と
く

戒か
い
」
と
い
わ
れ
る
、

こ
の
相
伝
に
よ
っ
て
体
得
さ
れ
る
戒
が
説
か
れ
て
お
り
、
そ
の
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内
容
は
以
下
の
三
聚
浄
戒
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

摂し
ょ
う

律り
つ

儀ぎ

戒か
い

＝
悪
い
事
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

【
例
】
三さ

ん

聚じ
ゅ

浄じ
ょ
う

戒か
い 　

 

摂し
ょ
う

善ぜ
ん

法ぼ
う

戒か
い

＝
善
い
事
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

摂せ
つ

衆し
ゅ

生じ
ょ
う

戒か
い
＝�

世
の
た
め
人
の
た
め
に
尽

く
し
ま
し
ょ
う
。

☆
「
第
七
正
授
戒
」
で
は
、
一
白
三
羯
磨
の
作
法
を
通
じ
て
、

戒
体
を
発
得
す
る
。
戒
体
と
は
、「
悪
を
止
め
、
善
を
修
め
、

世
の
た
め
人
の
た
め
に
尽
く
す
」
原
動
力
で
あ
る
。
そ
の
戒
体

が
作
法
を
通
し
て
、
体
内
に
入
っ
て
く
る
事
で
、
今
ま
で
の
生

活
と
は
異
な
り
、
戒
を
意
識
し
た
生
活
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。

こ
の
戒
体
を
一
度
、
発
得
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
効
果
は
永
久
に

失
わ
れ
る
事
は
な
い
。

☆
一い

ち

白び
ゃ
く

三さ
ん

羯か
つ

磨ま

の
作
法
と
は
、
一
つ
の
設
問
（
一
白
）
に
対
し
、

三
度
（
三
羯
磨
）
に
わ
た
り
念
を
入
れ
て
問
い
た
だ
す
作
法
の

事
で
、
こ
の
作
法
を
通
し
て
初
め
て
戒か

い

体た
い
が
発
動
し
始
め
る
。

作
法
の
中
で
伝
戒
師
が
「
諸
仏
菩
薩
の
み
前
に
お
い
て
、
今
日

よ
り
以
後
、命
終
わ
る
ま
で
、三
聚
浄
戒
を
実
践
し
、悪
を
止
め
、

善
を
修
め
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
尽
く
す
事
を
誓
い
、
そ
の

間
に
お
い
て
、
こ
れ
を
犯
す
事
は
得
ざ
れ
。
よ
く
持
つ
や
、
否

や
」
と
三
度
、
同
じ
質
問
を
繰
り
返
す
の
で
、
受
者
に
「
よ
く

持
つ
」
と
大
き
な
声
で
三
度
、
誓
う
よ
う
に
伝
え
て
お
く
。
こ

の
作
法
を
三
度
繰
り
返
す
の
で
、「
三さ

ん

羯か
つ

磨ま

」
と
い
う
。
第
一

羯
磨
時
の
際
に
「
よ
く
持
つ
」
と
誓
う
事
で
十
方
世
界
に
遍
満

す
る
戒
法
が
振
動
し
、
第
二
羯
磨
時
に
お
い
て
「
よ
く
持
つ
」

と
誓
う
事
で
、
そ
の
戒
法
が
受
者
の
頭
上
に
雲
の
如
く
来
集
し
、

第
三
羯
磨
時
に
お
い
て
「
よ
く
持
つ
」
と
誓
う
事
で
受
者
の
頂

か
ら
体
内
に
入
り
、
戒
体
を
発
得
す
る
。

ま
た
、
こ
の
一
白
三
羯
磨
の
作
法
に
臨
む
に
あ
た
り
、『
授

菩
薩
戒
儀
則
』（
黒
谷
古
本
）
に
戒
体
は
「
信
有
れ
ば
来
る
、

信
無
け
れ
ば
来
ら
ず
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
よ
く
持
つ
」
と

誓
う
時
に
体
内
に
戒
を
持
つ
原
動
力
が
入
る
と
信
じ
て
大
き
な

声
で
「
よ
く
持
つ
」
と
誓
う
事
が
大
切
で
あ
る
と
念
を
押
し
て

伝
え
る
。
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☆
「
第
八
証し

ょ
う

明め
ょ
う

」
で
は
、
受
者
が
一
白
三
羯
磨
の
作
法
に
よ
り

戒
体
を
発
得
し
た
事
を
諸
仏
、
諸
菩
薩
に
報
告
し
証
明
を
願
う
。

伝
戒
師
は
、
一
旦
、
本
尊
前
（
釈
尊
前
）
に
転
座
し
て
、
以
下

の
「
証
明
の
文
」
を
奉
読
す
る
が
、
そ
の
間
、
受
者
に
合
掌
の

姿
勢
で
心
静
か
に
耳
を
傾
け
る
よ
う
指
示
す
る
。

【
例
】「
証
明
の
文
」

　
　

�

仰
い
で
十
方
尽
虚
空
一
切
の
諸
仏
、
諸
菩
薩
に
白
す
。

今
〇
〇
寺
に
お
い
て
、
仏
子
〇
〇
名
有
り
。
我
が
も
と

に
お
い
て
円
頓
戒
を
受
け
お
わ
ん
ぬ
。
我
既
に
こ
れ
を

証
明
す
。
た
だ
願
わ
く
は
、
諸
仏
、
諸
菩
薩
も
ま
た
、

こ
れ
を
証
明
し
た
ま
わ
ん
事
を
。
謹
ん
で
白
す
。

☆
「
第
九
現げ

ん

相そ
う
」
で
は
、
受
者
が
円
頓
戒
を
授
か
り
、
仏
弟
子

の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
事
を
諸
仏
、
諸
菩
薩
が
喜
び
、
十
方

の
浄
土
で
は
様
々
な
不
思
議
な
瑞
相
が
現
れ
る
事
を
説
く
。
と

同
時
に
戒
体
を
発
得
し
た
事
で
、
自
身
に
お
い
て
良
い
変
化
が

み
ら
れ
る
事
を
説
く
。

☆
『
観
無
量
寿
経
』
に
「
戒か

い

香こ
う

薫く
ん

習じ
ゅ
う

」
と
い
う
言
葉
が
説
か
れ

て
お
り
、
戒
は
お
香
の
香
り
に
例
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
お
香

の
芳
し
い
香
り
が
衣
服
に
沁
み
込
み
、
香
気
を
周
囲
に
放
つ
よ

う
に
、
戒
体
が
受
者
の
体
内
に
染
み
込
む
事
に
よ
っ
て
香
り
高

い
人
格
が
形
成
さ
れ
、
受
者
の
言
動
が
、
お
香
の
香
り
の
よ
う

に
周
囲
に
も
良
い
影
響
を
与
え
て
い
く
事
を
祈
念
し
て
伝
え
る
。

【
実
例
】・
三
座
目
（「
第
五
発ほ

っ

心し
ん
」・「
第
六
問も

ん

遮し
ゃ
」・「
第
七
正し

ょ
う

授じ
ゅ

戒か
い
」・「
第
八
証し

ょ
う

明み
ょ
う

」・「
第
九
現げ

ん

相そ
う
」）

は
い
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
午
前
の
部
で
は
、『
十

二
門
戒
儀
』
に
則
っ
て
、「
第
一
開
導
」、「
第
二
三
帰
」、「
第

三
請
師
」、「
第
四
懺
悔
」
ま
で
お
作
法
を
勤
め
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
午
後
の
部
で
は
、『
十
二
門
戒
儀
』
の
残
り
の
八
つ
、

「
第
五
発
心
」、「
第
六
問
遮
」、「
第
七
正
授
戒
」、「
第
八
証
明
」、

「
第
九
現
相
」、「
第
十
説
相
」、「
第
十
一
広
願
」、「
第
十
二

勧
持
」
ま
で
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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●
「
第
五
発ほ

っ

心し
ん

」
▲

午
前
中
の
最
後
に
、
皆
様
方
に
は
「
懺
悔
」
の
ご
文
を
お

唱
え
し
て
い
た
だ
き
、
身
も
心
も
浄
ら
か
に
な
っ
て
頂
き
ま

し
た
。
こ
の
「
懺
悔
」
と
い
う
行
為
は
、
あ
た
か
も
テ
ニ
ス

ボ
ー
ル
を
地
面
に
叩
き
つ
け
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
ボ
ー
ル

を
地
面
に
強
く
叩
き
つ
け
れ
ば
、
叩
き
つ
け
る
ほ
ど
、
ボ
ー

ル
は
高
く
跳
ね
上
が
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
深
く
懺
悔
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
、
今
度
は
、
地
面
に
叩
き
つ
け
た
ボ
ー
ル
が
高
く

跳
ね
上
が
っ
て
い
く
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
じ
め
て
「
発ほ

っ

心し
ん

」

と
い
う
、
仏
道
を
歩
も
う
と
す
る
心
が
強
く
発
こ
っ
て
く
る

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
つ
ま
り
、「
懺
悔
」
に
よ
っ
て
浄
め
ら

れ
た
心
が
、
次
に
仏
道
を
歩
も
う
と
す
る
心
へ
と
昇
華
し
て

い
く
姿
が
、「
第
五
発
心
」
な
の
で
す
。

「
発
心
」
と
は
、「
発ほ

つ

菩ぼ

提だ
い

心し
ん

」
を
省
略
し
た
も
の
で
、

菩
提
心
と
は
、
仏
道
を
歩
も
う
と
す
る
心
で
あ
り
、「
道
心
」

と
も
い
い
ま
す
。
天
台
宗
の
開
祖
で
あ
る
伝
教
大
師
、
最
澄

様
は
、
こ
の
仏
道
を
歩
ん
で
い
る
人
に
対
し
、「
国
の
宝
と

は
何
物
ぞ
。
宝
と
は
道
心
な
り
。
道
心
あ
る
人
を
名
付
け
て

国
宝
と
為
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
最
澄

様
は
仏
道
を
歩
ん
で
い
る
人
を
国
宝
と
呼
ん
で
お
ら
れ
る
わ

け
で
す
が
、
皆
様
方
も
、
本
日
の
「
一
日
授
戒
」
で
「
発
菩

提
心
」、
仏
道
を
歩
も
う
と
す
る
心
を
発
さ
れ
、
ま
さ
に
国

宝
と
呼
ば
れ
る
に
相
応
し
い
お
人
柄
に
生
ま
れ
変
わ
ら
れ
る

の
で
す
。

　

�

☞
菩
提
心
に
つ
い
て
法
然
上
人
は
、『
三
部
経
大
意
』

の
中
で
「
浄
土
宗
の
心
は
浄
土
に
生
れ
む
と
願
る
を
菩

提
心
と
云
へ
り
」（『
昭
法
全
』
四
五
頁
）
と
述
べ
、『
逆

修
説
法
』
二
七
日
の
条
で
も
、「
今
、
浄
土
宗
の
菩
提

心
と
は
、
先
ず
浄
土
に
往
生
し
て
、
一
切
衆
生
を
度
し
、

一
切
の
煩
悩
を
断
じ
、
一
切
の
法
門
を
悟
り
、
無
上
菩

提
を
證
ん
と
欲
す
る
の
心
な
り
」（『
昭
法
全
』
二
四
〇

頁
）
と
あ
り
、
浄
土
宗
の
菩
提
心
と
は
、
浄
土
に
往
生

を
願
う
願
往
生
心
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
こ
で
は
授
戒
の
趣
旨
を
鑑
み
て
、
菩
提
心
を
「
仏
道

を
歩
も
う
と
す
る
心
」
と
し
た
。
菩
提
心
の
内
容
と
し

て
一
般
的
に
は
「
度
断
知
証
」
の
四
弘
誓
願
で
説
明
さ



571　「授戒実践マニュアル」作成に向けて

研究ノート

れ
る
事
が
多
い
。「
第
五
発
心
」
で
も
四
弘
誓
願
を
唱

え
る
事
で
発
心
と
す
る
。

ま
た
、
こ
の
事
に
つ
い
て
お
釈
迦
様
は
、
こ
ん
な
例
え
話

を
用
い
て
お
ら
れ
ま
す
。

あ
る
時
、
お
釈
迦
様
は
、
お
弟
子
さ
ん
達
を
前
に
し
て
、

大
地
の
砂
を
片
手
で
ぱ
っ
と
お
掴
み
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
さ
ら
に
お
釈
迦
様
は
、
一
握
り
の
砂
を
今
度
は
、
も

う
片
方
の
親
指
の
爪
の
上
に
パ
ラ
パ
ラ
パ
ラ
と
か
け
て
い
か

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
弟
子
さ
ん
達
に
向
か
っ
て
、「
こ

の
親
指
の
爪
の
上
の
砂
と
大
地
の
砂
と
で
は
、
ど
ち
ら
が
多

い
か
」
と
、
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
質
問
に
対
し
、
一
人

の
お
弟
子
さ
ん
が
、「
も
ち
ろ
ん
、
大
地
の
砂
の
方
が
多
ご

ざ
い
ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
て
お
釈
迦
様
は
、

「
そ
う
だ
、
そ
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
数
え
尽
く
す
事
の
で

き
な
い
大
地
の
砂
と
い
う
の
は
、
三
悪
道
と
呼
ば
れ
る
地
獄
、

餓
鬼
、
畜
生
と
い
っ
た
六
道
輪
廻
の
苦
し
み
の
世
界
に
堕
ち

て
い
く
者
の
数
で
あ
る
。
そ
の
反
対
に
、
人
の
世
に
生
を
受

け
て
、
仏
道
を
歩
も
う
と
す
る
心
を
起
し
、
真
実
の
人
生
を

歩
む
事
が
で
き
た
の
は
、
わ
ず
か
親
指
の
爪
の
上
の
砂
の
数

に
し
か
過
ぎ
な
い
」。

つ
ま
り
、
私
た
ち
は
今
、
無
数
に
あ
る
大
地
の
砂
の
中
か

ら
、
わ
ず
か
親
指
の
爪
の
上
の
砂
と
い
う
極
め
て
稀
な
確
率

で
、
生
ま
れ
難
い
人
間
界
に
生
を
受
け
て
い
る
と
い
う
の
で

す
。
さ
ら
に
、
私
た
ち
は
、
今
ま
で
六
道
輪
廻
と
生
ま
れ
変

わ
り
、
死
に
変
わ
り
六
つ
の
苦
し
み
の
世
界
を
経
巡
り
彷

徨
っ
て
き
た
け
れ
ど
も
、
本
日
の
「
一
日
授
戒
」
で
、
皆
様

方
は
「
発
菩
提
心
」、
仏
道
を
歩
も
う
と
す
る
心
を
起
し
、

真
実
の
人
生
を
歩
も
う
と
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
わ
け
で
す

か
ら
、今
、皆
様
方
は
、お
釈
迦
様
の
親
指
の
爪
の
上
に
残
っ

て
い
る
砂
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
本
日
の
「
一
日
授
戒
」
を
ご
縁
と
し
て
、
こ
の

人
生
に
お
い
て
、
お
釈
迦
様
の
爪
の
上
か
ら
滑
り
落
ち
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
も
、
こ
れ
か
ら
発
し
て
頂
き
た
い
四
つ
の
願
い
が
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
ず
、
一
つ
目
が
、
人
々
を
仏
の
境
地
に
導
き
た
い

と
い
う
願
い
。
二
つ
目
が
、
煩
悩
を
断
ち
切
り
た
い
と
い
う
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願
い
。
三
つ
目
が
、
仏
様
の
教
え
を
全
て
学
び
た
い
と
い
う

願
い
。
そ
し
て
、
最
後
、
四
つ
目
が
、
仏
の
境
地
に
到
り
た

い
と
い
う
願
い
。

こ
の
四
つ
の
願
い
の
事
を
「
四
弘
誓
願
」
と
申
し
ま
す
。

こ
の
四
つ
の
願
い
を
実
現
し
よ
う
と
決
心
す
べ
く
「
四
弘
誓

願
の
ご
文
」
を
こ
れ
か
ら
、
お
唱
え
頂
き
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
今
ま
で
と
同
様
に
、
私
の
後
に
続
い
て
、
一

句
づ
つ
お
唱
え
く
だ
さ
い
。

◎�

衆
生
無
辺
な
れ
ど
も
誓
っ
て
度
せ
ん
事
を
願
う
▲
（
受
者

唱
和
）。

◎�

煩
悩
無
辺
な
れ
ど
も
誓
っ
て
断
ぜ
ん
事
を
願
う
▲
（
受
者

唱
和
）。

◎�

法
門
無
尽
な
れ
ど
も
誓
っ
て
知
ら
ん
事
を
願
う
▲
（
受
者

唱
和
）。

◎
無
上
菩
提
誓
っ
て
証
せ
ん
事
を
願
う
▲
（
受
者
唱
和
）。

�

「
第
五
発
心
」
終
わ
る
。
▲

●
「
第
六
問も

ん

遮し
ゃ
」
▲

こ
の
「
第
六
問も

ん

遮し
ゃ

」
で
は
、
本
日
こ
の
後
、
戒
を
授
か
る

に
あ
た
っ
て
相
応
し
い
身
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
い
わ
ば
、
戒
を
受
け
る
に
当
た
っ
て
の
適
正
検

査
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
戒
を
授
か
る
に
あ
た
り
、
最
低
限
、

「
こ
れ
だ
け
は
し
て
い
ま
せ
ん
ね
」
と
い
う
確
認
で
す
。
具

体
的
に
は
、
し
て
は
な
ら
な
い
七
つ
の
障
り
、
事
柄
が
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
、
し
て
は
な
ら
な
い
七
つ
の
事
柄
を
、
今
日

ま
で
し
た
か
、
ど
う
か
と
い
う
事
を
、
こ
れ
か
ら
お
作
法
を

通
し
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。
お
尋
ね
す
る
数
は
全
部
で
七

つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
七
つ
と
は
、
仏
様
の
お
身
体
を
傷
つ
け

る
事
、
父
を
殺
す
事
、
母
を
殺
す
事
、
和
尚
を
殺
す
事
、
師

匠
を
殺
す
事
、
教
団
の
結
束
を
乱
す
事
、
聖
者
を
殺
す
事
の

七
つ
で
す
。

　

�

☞
浄
土
宗
に
お
け
る
授
戒
の
「
問
遮
」
は
、
単
に
授
戒

の
資
格
審
査
と
い
う
意
味
合
い
だ
け
で
な
く
、
受
者
に

「
自
分
も
七
遮
を
犯
す
可
能
性
が
あ
る
存
在
」
と
い
う

自
覚
を
促
し
な
が
ら
、
な
お
か
つ
将
来
的
に
は
、
七
遮

を
絶
対
、
犯
さ
な
い
と
い
う
抑
止
の
意
味
を
込
め
て
、

「
問
遮
」
の
作
法
で
「
な
し
」
と
い
う
声
に
つ
な
げ
て
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い
く
事
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
現
在
に
お

け
る
七
遮
に
限
定
し
、
過
去
世
に
お
け
る
七
遮
ま
で
は

問
わ
な
い
。

し
か
し
、
実
際
は
、
父
殺
し
、
母
殺
し
と
い
っ
た
事
件
を

新
聞
や
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
時
に
耳
に
い
た
し
ま
す
。
警

視
庁
の
調
べ
に
よ
り
ま
す
と
親
族
間
の
殺
人
事
件
と
い
う
の

が
、
昔
に
比
べ
て
、
増
加
傾
向
に
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
の
親

族
間
の
殺
人
事
件
の
中
で
も
、
最
も
多
い
の
が
、
子
ど
も
が

実
の
父
親
、
母
親
を
殺
害
す
る
ケ
ー
ス
な
の
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
中
に
は
、
今
、
社
会
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
介
護
に

疲
れ
て
、
や
む
を
得
ず
、
親
を
殺
め
て
し
ま
う
と
い
う
ケ
ー

ス
も
結
構
、
含
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
か
ら
一
五
年
程
前
、
京
都
の
伏
見
の
方
で
、
当
時
五
四

歳
の
息
子
が
、
八
六
歳
の
母
親
の
首
を
絞
め
て
殺
害
し
、
心

中
を
図
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
こ
の
時
、

殺
害
さ
れ
た
母
親
は
認
知
症
を
患
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

こ
の
事
件
の
背
景
つ
い
て
、
少
し
申
し
上
げ
ま
す
と
、
こ

の
母
親
を
殺
害
し
た
息
子
は
も
と
も
と
両
親
と
三
人
暮
ら
し

で
し
た
が
、
事
件
が
起
こ
る
十
一
年
前
に
父
親
が
八
〇
歳
で

亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
、
母
親
に
認
知
症
の
症
状

が
出
始
め
、
こ
の
息
子
が
一
人
で
母
親
を
献
身
的
に
介
護
し

て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
事
件
の
一
年
ほ
ど
前
か
ら
、
母
親

の
認
知
症
が
進
み
、
昼
と
夜
が
逆
転
し
、
夜
に
な
る
と
徘
徊

す
る
よ
う
に
な
り
、
度
々
、
警
察
に
保
護
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
状
態
で
す
か
ら
、
息
子
は
、
母
親
の
介

護
に
専
念
す
る
た
め
、
当
時
、
勤
め
て
い
た
会
社
を
や
め
、

介
護
と
両
立
で
き
る
仕
事
を
探
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
な
か

な
か
見
つ
か
ら
ず
、
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
貯
金
も
底

を
つ
き
、
ア
パ
ー
ト
代
も
払
え
な
く
な
り
、
経
済
的
に
も
精

神
的
に
も
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
と
う

と
う
母
親
と
の
相
談
の
上
、
心
中
を
決
意
し
た
の
で
す
。
こ

の
時
、
手
持
ち
の
お
金
は
わ
ず
か
七
千
円
ほ
ど
で
し
た
。

そ
し
て
、
犯
行
当
日
、
最
後
の
親
孝
行
に
と
息
子
は
、
こ

の
日
、
車
い
す
の
母
親
を
連
れ
て
京
都
市
内
を
観
光
し
、
伏

見
区
の
桂
川
の
河
川
敷
の
遊
歩
道
で
、
息
子
が
母
親
に
「
も

う
生
き
ら
れ
へ
ん
。
こ
こ
で
終
わ
り
や
で
」
と
言
う
と
、
母
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親
は
「
そ
う
か
、
あ
か
ん
か
。
〇
〇
も
一
緒
や
で
」
と
答
え

た
そ
う
で
す
。

息
子
が
母
親
に
「
す
ま
ん
な
」
と
謝
る
と
、母
親
は
「
こ
っ

ち
に
こ
い
」
と
呼
び
、
息
子
が
母
親
の
額
に
く
っ
つ
け
る
と
、

母
親
は
「
〇
〇
は
わ
し
の
子
や
。
わ
し
が
や
っ
た
る
」
と
言

い
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
母
親
に
殺
人
の
罪
を
着

せ
ら
れ
な
い
と
思
っ
た
息
子
は
、
母
親
の
首
を
絞
め
て
殺
害

し
、
自
分
も
包
丁
で
首
を
切
っ
て
自
殺
を
図
り
ま
し
た
が
、

偶
然
、
通
り
か
か
っ
た
人
に
発
見
さ
れ
、
息
子
は
一
命
を
と

り
と
め
た
と
い
の
う
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
が
、
事
件
の
背
景
に
は
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
後
日
の
裁
判
で
、
息
子
は
「
母
の
命
を
奪
っ
た
が
、
も

う
一
度
母
の
子
に
生
ま
れ
た
い
」
と
供
述
し
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、「
私
の
手
は
母
を
殺
め
る
た
め
の
手
だ
っ
た
の
か
」

と
い
う
供
述
に
は
、
裁
判
官
も
目
を
赤
く
し
て
言
葉
を
詰
ま

ら
せ
、
刑
務
官
も
涙
を
こ
ら
え
る
よ
う
に
ま
ば
た
き
す
る
な

ど
、
法
廷
は
静
ま
り
か
え
っ
た
そ
う
で
す
。

最
後
に
、
裁
判
官
が
「
絶
対
に
自
分
で
自
分
を
殺
め
る
事

の
な
い
よ
う
に
お
母
さ
ん
の
た
め
に
も
、
幸
せ
に
生
き
て
ほ

し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
ら
れ
た
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
、

そ
の
後
、
琵
琶
湖
に
身
を
投
げ
、
生
涯
を
自
ら
閉
じ
ま
し
た
。

（
山
藤
章
一
郎
『「
私
の
手
は
母
を
殺
め
る
た
め
に
あ
っ
た
の

か
」
と
男
は
泣
い
た
』
小
学
館
、
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

何
と
も
辛
い
痛
ま
し
い
事
件
で
あ
り
ま
す
が
、
今
こ
う

い
っ
た
介
護
殺
人
と
い
う
の
が
社
会
問
題
に
も
な
っ
て
お
り

ま
す
。
考
え
て
み
れ
ば
、
誰
の
身
の
周
り
に
だ
っ
て
起
こ
り

う
る
可
能
性
の
あ
る
事
件
で
す
。

縁
の
遇
い
方
、
縁
次
第
で
、
こ
の
手
が
人
を
殺
め
る
た
め

の
手
に
も
な
れ
ば
、
今
の
皆
様
方
の
よ
う
に
、
こ
の
手
が
合

掌
と
合
わ
す
手
に
も
な
る
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
皆
様
方
の
中
に
、
そ
の
よ
う
な
行
い
を
さ
れ

た
方
は
誰
一
人
、
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
一
度
、
今
日
ま
で
の
行
い
を
見
つ
め
て
頂
き
、
大
き
な

声
で
「
な
し
」
と
お
答
え
頂
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
を
い
た

し
ま
す
。

　

�

☞
『
授
菩
薩
戒
儀
則
（
黒
谷
古
本
）』
に
、「
七
遮
有
る



575　「授戒実践マニュアル」作成に向けて

研究ノート

時
は
、
戒
を
受
け
ず
。
も
し
遮
罪
有
ら
ば
、
す
な
わ
ち

懺
悔
せ
よ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
懺
悔
す
れ
ば
授
戒
資

格
が
与
え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
事
を
示
唆
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
「
問
遮
」
の
作
法
を
行
い
ま
す
が
、

私
が
「
あ
り
や
否
や
」
と
お
尋
ね
し
ま
し
た
ら
、
全
て
大
き

な
声
で
「
な
し
」
と
お
答
え
く
だ
さ
い
ま
せ
。

◎
仏
身
よ
り
、
血
を
出
し
た
る
事
、
あ
り
や
否
や
。
▲

�

答
「
な
し
」。

◎
父
を
殺
し
た
る
事
、
あ
り
や
否
や
。
▲�

答
「
な
し
」。

◎
母
を
殺
し
た
る
事
、
あ
り
や
否
や
。
▲�
答
「
な
し
」。

◎
和
尚
を
殺
し
た
る
事
、
あ
り
や
否
や
。
▲�
答
「
な
し
」。

◎
師
匠
を
殺
し
た
る
事
、
あ
り
や
否
や
。
▲�

答
「
な
し
」。

◎
教
団
の
結
束
を
乱
し
た
事
、
あ
り
や
否
や
。
▲

�

答
「
な
し
」。

◎
聖
者
を
殺
し
た
る
事
あ
り
や
、
否
や
。
▲�

答
「
な
し
」。

�

「
第
六
問
遮
」
終
わ
る
。
▲

●
「
第
七
正し

ょ
う

授じ
ゅ

戒か
い
」
▲

「
第
七
正し

ょ
う

授じ
ゅ

戒か
い

」
と
は
、
本
日
の
「
一
日
授
戒
」
に
お
け

る
儀
式
作
法
の
中
で
最
も
大
切
な
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
度
、
皆
様
方
に
お
授
け
す
る
戒
は
、「
円え

ん

頓ど
ん

戒か
い

」
と

申
し
ま
し
て
、
イ
ン
ド
の
お
釈
迦
様
を
起
源
と
す
る
、
イ
ン

ド
、
そ
し
て
中
国
を
経
て
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
浄
土
宗
に
お

け
る
伝
統
的
な
戒
で
あ
り
ま
す
。
お
手
元
の
し
お
り
を
ご
覧

い
た
だ
き
ま
す
と
、
こ
の
円
頓
戒
は
、
そ
も
そ
も
お
釈
迦
様

が
、
毘
盧
遮
那
仏
と
い
う
仏
様
か
ら
、
直
々
に
授
か
っ
た
事

に
は
じ
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
円
頓
戒
が
お
釈
迦
様
か

ら
阿
逸
多
菩
薩
へ
、
さ
ら
に
二
十
余
人
の
諸
菩
薩
を
経
て
、

イ
ン
ド
か
ら
中
国
に
渡
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
後
は
中
国

に
お
い
て
、
慧
思
や
智
顗
と
い
っ
た
天
台
宗
の
お
坊
さ
ん
を

中
心
に
相
伝
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
円
頓
戒
は
中
国

の
天
台
宗
か
ら
日
本
の
天
台
宗
の
開
祖
、
最
澄
様
に
受
け
継

が
れ
、
我
が
宗
祖
法
然
上
人
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
以
来
、

浄
土
宗
に
お
き
ま
し
て
も
円
頓
戒
が
、
法
然
上
人
か
ら
お
弟

子
さ
ん
達
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ
た
結
果
、
現
代
の
皆
様
方

へ
と
至
っ
て
い
る
の
で
す

　
イ
ン
ド
・
・
・�

毘
盧
遮
那
仏
→
釈
迦
牟
尼
仏
→
阿
逸
多
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菩
薩
（
二
十
余
菩
薩
）
→
鳩
摩
羅
什
→

　
中
国
・
・
・
・�

慧
思
→
智
顗
→
灌
頂
→
智
威
→
慧
威
→

玄
朗
→
湛
然
→
道
邃
→

　
日
本
・
・
・
・�

最
澄
→
円
仁
→
長
意
→
慈
念
→
慈
忍
→

源
心
→
禅
仁
→
良
忍
→
叡
空
→
法
然
上

人
（
宗
祖
） 

→
聖
光
上
人
（
二
祖
）
→

良
忠
上
人
（
三
祖
）
→

　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
→
伝
戒
師
→
受
者

こ
の
よ
う
に
円
頓
戒
は
、
イ
ン
ド
の
お
釈
迦
様
か
ら
、
中

国
、
日
本
へ
と
渡
り
、
宗
祖
、
法
然
上
人
を
経
て
、
今
日
ま

で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
本
日
、

皆
様
方
が
円
頓
戒
を
お
授
か
り
に
な
る
と
い
う
事
は
、
法
然

上
人
さ
ら
に
は
お
釈
迦
様
と
直
接
「
法
の
糸
」
で
ま
っ
す
ぐ

に
つ
な
が
る
と
同
時
に
、
お
釈
迦
様
か
ら
法
然
上
人
を
は
じ

め
、
各
お
祖
師
様
方
が
命
が
け
で
相
伝
さ
れ
て
き
た
二
五
〇

〇
年
来
の
戒
の
精
神
を
皆
様
方
お
一
人
お
ひ
と
り
が
担
っ
て

い
く
と
い
う
事
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
私
の
身
体
に
、
お
釈
迦

様
以
来
、
二
五
〇
〇
年
も
の
間
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
戒
の

精
神
が
流
れ
て
い
る
と
思
う
か
ら
こ
そ
、
自
ら
の
意
志
で
円

頓
戒
を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
確
固
と
し
た
信
念
が
生
じ
て

く
る
の
で
す
。

　

�

☞
円
頓
戒
の
系
譜
を
伝
え
る
事
で
、
イ
ン
ド
、
中
国
、

日
本
と
相
伝
さ
れ
た
歴
史
あ
る
由
緒
正
し
き
戒
で
あ
る

事
を
受
者
に
伝
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
あ

る
由
緒
正
し
き
戒
を
、
本
日
の
「
一
日
授
戒
」
で
授
か

る
の
だ
と
い
う
意
識
を
受
者
に
持
た
せ
る
。

「
円
頓
戒
」
の
「
円
」
と
い
う
字
は
、「
円え

ん

満ま
ん

」
と
い
う

意
味
で
、「
完
全
無
欠
」
と
い
う
事
を
表
し
て
い
ま
す
。
次

に
「
頓
」
と
い
う
字
は
、「
頓と

ん

速そ
く

」
と
い
う
意
味
で
、「
速
や

か
に
仏
の
境
地
に
到
達
す
る
」
と
い
う
事
を
表
し
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
仏
教
の
究
極
の
目
的
は
、
覚
り
を
開
き
仏
と
成
る

事
、
つ
ま
り
仏
の
境
地
に
到
達
す
る
事
に
あ
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
何
一
つ
申
し
分
な
く
速
や
か
に
、
仏
の
境
地
に
到

達
す
る
事
が
で
き
る
戒
が
「
円
頓
戒
」
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
円
頓
戒
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
申
し
ま
す
と
、

こ
れ
を
「
三さ

ん

聚じ
ゅ

浄じ
ょ
う

戒か
い

」
と
申
し
ま
す
。
こ
の
「
聚
」
と
い
う
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字
は
、「
集
め
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
し
て
、
天
地
に

満
ち
る
無
数
の
戒
を
三
つ
に
集
め
た
も
の
と
い
う
事
が
で
き

ま
す
。
そ
の
三
つ
と
は
、「
摂し

ょ
う

律り
つ

儀ぎ

戒か
い

」、「
摂し

ょ
う

善ぜ
ん

法ぼ
う

戒か
い

」、

「
摂せ

つ

衆し
ゅ

生じ
ょ
う

戒か
い

」
で
す
。
こ
れ
を
、「
三
聚
浄
戒
」
と
申
す
の
で

す
が
、
そ
の
一
つ
目
が
、「
摂
律
儀
戒
」。「
摂
律
儀
戒
」
と
は
、

一
言
で
言
え
ば
、「
悪
い
事
は
や
め
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
事

で
す
。
二
つ
目
に
は
、「
摂
善
法
戒
」
と
申
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

「
す
す
ん
で
善
い
事
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
事
で
す
。
三

つ
目
に
は
、「
摂
衆
生
戒
」、
こ
れ
だ
け
「
摂
」
の
字
を
「
せ

つ
」
と
お
読
み
し
ま
す
が
、
自
分
一
人
だ
け
が
幸
せ
に
な
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
。
同
時
に
他
人
様
の
幸
せ
も
願
っ
て
い

く
、「
世
の
た
め
人
の
た
め
に
尽
く
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

事
で
あ
り
ま
す
。「
悪
を
止
め
、
善
を
修
め
、
そ
し
て
世
の

た
め
人
の
た
め
に
尽
く
し
て
い
く
」、
こ
れ
が
「
三
聚
浄
戒
」

の
精
神
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
内
容
の
円
頓
戒
を
、
皆
様
方

に
は
、
こ
の
後
の
実
際
の
お
作
法
を
通
じ
て
、
お
受
け
取
り

頂
き
ま
す
。
こ
の
お
作
法
を
通
じ
て
、「
戒か

い

体た
い

」
と
い
わ
れ

る
眼
に
見
え
な
い
戒
の
本
体
が
皆
様
方
の
体
内
に
入
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
こ
の
「
戒
体
」
と
は
、「
悪
を
止
め
、
善
を
修
め
、

世
の
た
め
人
の
た
め
に
尽
く
す
」
原
動
力
で
あ
り
、
そ
の
戒

体
が
体
内
に
入
っ
て
く
る
事
で
、
今
ま
で
の
生
活
と
は
異
な

り
、
戒
を
意
識
し
た
生
活
へ
と
変
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
で

す
か
ら
、
円
頓
戒
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
、
必
ず
お
作
法
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
本
日
の
「
一
日
授
戒
」

で
は
、
こ
の
お
作
法
を
行
う
事
が
最
大
の
目
的
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
お
作
法
は
、「
一
白
三
羯
磨
」
と
い
う
形
式

に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。

　

�

☞
浄
土
宗
に
お
け
る
戒
体
説
は
、
天
台
智
顗
『
菩
薩
戒

義
疏
』
所
説
の
「
戒
体
と
は
、
起
さ
ず
ん
ば
や
み
な
ん
、

起
さ
ば
即
ち
性
な
る
無
作
の
仮
色
な
り
」（『
大
正
』
四

〇
、
五
六
五
頁
下
）
に
基
づ
く
色
法
戒
体
説
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
巻
四
に
、「
あ

る
時
、
天
台
智
者
の
本
意
を
探
り
、
円
頓
一
実
の
戒
体

を
談
じ
給
う
に
、慈
眼
房
は
『
心
を
も
っ
て
戒
体
と
す
』

と
言
い
、
上
人
は
『
性
無
作
の
仮
色
を
も
っ
て
戒
体
と

す
』
と
立
て
給
う
。
立
破
再
三
に
及
び
、
問
答
多
時
を
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移
す
と
き
、
慈
眼
房
腹
立
し
て
、
木
枕
を
も
っ
て
打
た

れ
け
れ
ば
、
上
人
師
の
前
を
立
た
れ
に
け
り
。
慈
眼
房
、

思
惟
す
る
こ
と
数
刻
の
後
、
上
人
の
部
屋
に
来
臨
し
て
、

『
御
房
の
申
さ
る
る
旨
は
、
早
や
天
台
大
師
の
本
意
、

一
実
円
戒
の
至
極
な
り
け
り
』」〔『
四
十
八
巻
伝
』
巻

四
（『
聖
典
』
六
、
ニ
六
頁
）〕
と
あ
り
、
法
然
上
人
は

師
で
あ
る
叡
空
上
人
の
心
法
戒
体
説
を
否
定
し
、
色
法

戒
体
説
を
主
張
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
浄
土
宗
の
戒
体

説
を
色
法
戒
体
説
（
性
無
作
仮
色
）
と
位
置
付
け
る
。

し
か
し
、こ
こ
で
は
「
色
法
戒
体
」、「
性し

ょ
う

無む

作さ

の
仮け

色し
き

」、

「
一い

っ

得と
く

永よ
う

不ふ

失し
つ

」
と
い
う
専
門
用
語
は
用
い
ず
に
、
あ

く
ま
で
人
の
心
（
心
法
）
と
は
別
個
の
戒
体
（
色
法
）

が
外
か
ら
受
者
の
体
内
に
入
っ
て
く
る
と
い
う
表
現
に

と
ど
め
て
お
く
。

「
一い

ち

白び
ゃ
く

三さ
ん

羯か
つ

磨ま

」
の
「
一い

ち

白び
ゃ
く

」
と
い
う
の
は
、
私
が
お
作

法
の
中
で
、
一
つ
の
事
を
申
す
と
い
う
事
で
す
。
そ
の
際
に
、

「
よ
く
持
つ
や
否
や
」
と
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。
そ
の
お
尋

ね
に
対
し
、
皆
様
方
は
「
よ
く
持
つ
」
と
声
高
ら
か
に
お
誓

い
頂
く
。
そ
の
お
作
法
を
「
羯か

つ
磨ま

」
と
申
し
ま
す
が
、
そ
の

一
つ
の
お
尋
ね
に
対
し
て
、皆
様
方
は
「
よ
く
持
つ
」
と
三
度
、

繰
り
返
し
て
お
誓
い
頂
き
ま
す
の
で
、
そ
の
お
作
法
の
事
を
、

「
一
白
三
羯
磨
」
と
申
す
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
に
大
切

な
事
は
、「
よ
く
持
つ
」
と
三
度
声
に
出
し
て
お
誓
い
い
た

だ
く
と
い
う
事
で
す
。
こ
れ
は
心
の
奥
底
に
刻
み
付
け
る
た

め
の
非
常
に
大
事
な
お
作
法
で
あ
り
ま
す
。
心
に
刻
み
付
け

る
時
、心
の
中
で
「
守
る
」
と
思
う
の
と
、口
に
出
し
て
「
守

る
」
と
言
う
の
で
は
、
心
の
中
の
納
ま
り
具
合
が
大
き
く
変

わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
昔
か
ら
大
事
な
約
束
は
三
度

と
い
い
ま
す
よ
う
に
、
三
度
繰
り
返
す
事
で
、
完
全
に
心
に

納
ま
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
そ
の
お
作
法
の
際
に

は
、
真
剣
な
思
い
で
心
か
ら
「
よ
く
持
つ
」
と
お
誓
い
頂
き

ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

も
う
少
し
付
け
加
え
る
と
、
一
度
目
の
お
作
法
の
際
に
は
、

こ
の
眼
に
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
天
地
宇
宙
に
満
ち
満
ち
た
戒

の
徳
が
活
動
し
は
じ
め
、
皆
様
方
の
周
辺
に
集
ま
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
し
て
、
二
度
目
の
お
作
法
を
す
る
際
に
、
皆
様



579　「授戒実践マニュアル」作成に向けて

研究ノート

方
の
周
辺
に
集
ま
っ
て
き
た
戒
の
徳
が
、
そ
れ
は
ま
る
で
、

雲
の
よ
う
に
ま
た
傘
の
よ
う
に
、
皆
様
方
の
頭
上
に
覆
い
か

ぶ
さ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
三
度
目
の
お
作

法
の
時
、つ
ま
り
「
よ
く
持
つ
」
と
お
誓
い
く
だ
さ
っ
た
時
に
、

そ
の
戒
の
徳
が
、
頭
上
よ
り
皆
様
方
の
体
内
に
入
っ
て
き
て
、

そ
の
後
、
戒
体
が
発
動
し
始
め
ま
す
。

そ
し
て
一
度
、
戒
体
が
発
動
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
働
き
は

永
遠
に
失
わ
れ
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
こ
の
お

作
法
を
受
け
て
い
た
だ
い
た
後
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お

い
て
、「
悪
を
止
め
、
善
を
修
め
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に

尽
く
す
」、
生
活
へ
と
向
か
わ
し
め
る
力
が
具
わ
る
の
で
す
。

　

�

☞
一
白
三
羯
磨
と
は
、
三
聚
浄
戒
を
授
け
る
作
法
で
あ

り
、
こ
の
作
法
が
十
二
門
の
作
法
の
中
で
も
最
も
中
心

に
な
る
。
一
白
三
羯
磨
を
行
う
際
に
大
切
な
事
は
、『
授

菩
薩
戒
儀
則
（
黒
谷
古
本
）』
に
「
信
あ
れ
ば
来
た
る
、

信
な
け
れ
ば
来
た
ら
ず
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

単
に
形
式
的
に
三
度
、「
よ
く
持
つ
」
と
誓
う
の
で
な
く
、

今
日
よ
り
未
来
永
劫
ま
で
三
聚
浄
戒
を
守
る
と
い
う
信

念
の
も
と
三
度
、「
よ
く
持
つ
」
と
誓
う
事
に
よ
っ
て
、

受
者
の
体
内
に
戒
体
が
発
得
す
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、本
日
の
「
一
日
授
戒
」
で
、最
も
中
心
と
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
「
一
白
三
羯
磨
」
の
お
作
法
を
行
い
ま
す
の

で
皆
様
方
は
、
三
度
、
大
き
な
声
で
「
よ
く
持
つ
」
と
お
誓

い
く
だ
さ
い
。

◎�

諸
仏
菩
薩
の
み
前
に
お
い
て
、
今
日
よ
り
以
後
、
未
来
永

劫
ま
で
、
三
聚
浄
戒
を
実
践
し
、
悪
を
止
め
善
を
修
め
、

世
の
た
め
人
の
た
め
に
尽
く
す
事
を
誓
い
、
そ
の
間
に
お

い
て
、
こ
れ
を
犯
す
事
得
ざ
れ
。

よ
く
持
つ
や
、
否
や
。（
三
説
）

�

答
「
よ
く
持
つ
」。（
三
答
）

　

�

☞
こ
の
時
、
伝
戒
師
の
言
葉
に
合
わ
せ
て
、
太
鼓
、
あ

る
い
は
喚
鐘
を
継
続
的
に
打
ち
、受
者
の
一
回
目
の「
よ

く
持
つ
」
の
声
に
合
わ
せ
て
強
く
一
打
し
、
二
回
目
の

際
に
は
強
く
二
打
し
、
三
回
目
の
際
に
は
強
く
三
打
す

る
な
ど
の
工
夫
を
凝
ら
す
。

�

「
第
七
正
授
戒
」
終
わ
る
。
▲
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●
「
第
八
証し

ょ
う

明め
ょ
う

」
▲

た
だ
今
、
皆
様
方
は
「
一
白
三
羯
磨
」
の
お
作
法
を
も
ち

ま
し
て
、
確
か
に
戒
体
を
発
得
さ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
し
く
今
、

皆
様
方
の
体
内
に
戒
体
が
植
え
付
け
ら
れ
、
戒
体
が
発
動
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
事
を
私
が
今
か
ら
諸
仏
、
諸
菩
薩
様
に

ご
報
告
申
し
上
げ
、
戒
を
受
け
た
事
を
証
明
し
て
頂
く
お
作

法
を
い
た
し
ま
す
。
皆
様
方
は
心
静
か
に
合
掌
し
て
お
聞
き

く
だ
さ
い
。

〔
本
尊
前
に
転
座
〕

◎�

仰
い
で
十
方
尽
虚
空
一
切
の
諸
仏
、
諸
菩
薩
に
白
す
。
今

〇
〇
寺
に
お
い
て
仏
子
〇
〇
名
有
り
。
我
が
も
と
に
お
い

て
円
頓
戒
を
受
け
お
わ
ん
ぬ
。
我
既
に
こ
れ
を
証
明
す
。

た
だ
願
わ
く
は
、
諸
仏
、
諸
菩
薩
も
ま
た
、
こ
れ
を
証
明

し
た
ま
わ
ん
事
を
。

謹
ん
で
白
す
。�

「
第
八
証
明
」
終
わ
る
。
▲

�

（
伝
戒
師
再
登
高
座
）

●
「
第
九
現げ

ん

相そ
う
」
▲

「
第
九
現
相
」
と
は
、
先
ほ
ど
の
席
で
、
皆
様
方
が
戒
体

を
発
得
し
て
く
だ
さ
っ
た
事
で
、
た
だ
今
、
十
方
の
お
浄
土
、

仏
様
の
世
界
で
は
、
え
も
言
わ
れ
ぬ
良
い
香
り
が
た
ち
こ
め
、

妙
な
る
音
楽
が
響
き
合
う
な
ど
、
様
々
な
不
思
議
な
瑞
相
が

現
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
日
、
皆
様
方
が
戒
を
お
受

け
く
だ
さ
っ
た
事
を
仏
様
や
菩
薩
様
、
さ
ら
に
は
皆
様
の
ご

先
祖
様
が
喜
ん
で
お
ら
れ
る
事
を
表
し
て
お
り
ま
す
。

　

�

☞
実
際
の
説
戒
の
現
場
で
は
、「
第
九
現
相
」
で
法
照

禅
師
『
五
会
法
事
讃
』
所
説
の
「
此
界
一
人
念
仏
名
、

西
方
便
有
一
蓮
生
（『
浄
全
』
六
、
六
八
四
頁
）」（
こ

の
世
に
一
人
の
念
仏
者
が
誕
生
す
れ
ば
、
浄
土
に
一
つ

の
蓮
の
花
が
生
じ
る
）
の
文
が
引
用
さ
れ
、
し
ば
し
瑞

相
の
例
に
挙
げ
ら
れ
事
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の

瑞
相
は
、
あ
く
ま
で
念
仏
者
の
事
を
指
し
て
お
り
、
持

戒
者
の
事
を
指
し
て
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
事
に
留

意
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
戒
体
と
い
う
は
、
私
た
ち
の
行
い
、
振
る
舞

い
を
悪
か
ら
善
へ
と
軌
道
修
正
し
て
く
れ
る
働
き
が
あ
り
ま

す
。
戒
体
が
体
内
に
沁
み
込
ん
だ
事
を
、「
戒か

い

香こ
う

薫く
ん

習じ
ゅ
う

」
と
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申
し
ま
す
。
お
香
の
芳
し
い
香
り
が
衣
服
に
沁
み
込
み
、
香

気
を
周
囲
に
放
つ
よ
う
に
、
戒
体
が
皆
様
方
の
体
内
に
沁
み

込
む
事
に
よ
っ
て
、
香
り
高
い
人
格
が
形
成
さ
れ
、
皆
様
方

の
言
動
が
周
り
の
人
々
に
も
共
鳴
し
て
良
い
影
響
を
与
え
て

い
く
事
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
十
方
の
お
浄
土
、

仏
様
の
世
界
で
不
思
議
な
瑞
相
が
現
れ
た
の
と
同
様
に
、
皆

様
方
に
も
戒
の
お
徳
が
現
れ
、
そ
れ
が
ひ
い
て
は
社
会
や
家

庭
の
浄
化
に
も
つ
な
が
っ
て
ま
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
そ
ろ
そ
ろ
お
時
間
が
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、

こ
の
時
間
は
こ
こ
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

�

「
第
九
現
相
」
終
わ
る
。
▲
同
称
十
念

【
十
四
時
】

〇
休
憩

【
十
四
時
一
五
分
】

〇
第
四
座

 

四
座
目
の
要
点 

・
・
・「
第
十
説せ

っ

相そ
う
」

☆
「
第
十
説せ

っ

相そ
う
」
で
は
、
実
践
す
べ
き
具
体
的
な
戒
の
内
容
と

し
て
、『
梵
網
経
』
所
説
の
十
重
禁
戒
を
説
く
。
十
重
禁
戒
と
は
、

以
下
の
十
項
目
で
あ
る
。

�

一
、
殺
戒　

二
、
盗
戒　

三
、
婬
戒　

四
、
妄
語
戒　

五
、

酤
酒
戒　

六
、
説
四
衆
過
戒　

七
、
自
讃
毀
他
戒　

八
、
慳

惜
加
毀
戒　
九
、
瞋
心
不
受
悔
戒　
十
、
謗
三
宝
戒

以
上
の
十
項
目
は
、
日
々
の
生
活
に
お
い
て
行
動
の
規
範
と
な

る
も
の
で
あ
る
。
倫
理
・
道
徳
に
対
す
る
意
識
が
希
薄
化
し
て

い
る
現
代
人
に
、
十
重
禁
戒
を
説
く
事
は
、
自
己
を
見
つ
め
直

し
、
品
行
を
整
え
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
意
義
深
い
事
で

あ
ろ
う
。

☆
一
、
殺せ

っ

戒か
い

・
・
・「
殺
す
事
な
か
れ
、
暴
力
す
る
事
な
か
れ
」。

�

生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
殺
め
な
い
➡
す
べ
て
の
命
を
生
か

す
。

　
【
例
】
イ
ジ
メ
の
問
題
、
戦
争
の
問
題
な
ど
。

☆
二
、
盗と

う

戒か
い
・
・
・「
盗
む
事
な
か
れ
」。

相
手
の
物
を
盗
ま
な
い
➡
相
手
に
施
す
。
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【
例
】
万
引
き
、
盗
作
な
ど
。

☆
三
、
婬い

ん

戒か
い

・
・
・「
邪
な
関
係
を
持
つ
事
な
か
れ
」。

�

邪
な
性
的
な
関
係
を
持
た
な
い
➡
慎
み
深
い
行
い
を
心
が
け

る
。

　
【
例
】
不
倫
行
為
や
浮
気
な
ど
。

☆
四
、
妄も

う
語ご

戒か
い
・
・
・「
嘘
を
つ
く
事
な
か
れ
」。

嘘
、
偽
り
を
述
べ
な
い
➡
真
実
を
語
る
。

　
【
例
】
オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
虚
偽
の
申
告
な
ど
。

☆�

五
、
酤こ

酒し
ゅ

戒か
い

・
・
・「
自
制
心
を
失
わ
せ
る
飲
酒
な
ど
を
強

要
す
る
事
な
か
れ
」。

�

放
逸
の
原
因
と
な
る
酒
類
を
相
手
に
強
要
し
て
は
い
け
な
い

➡
人
に
理
性
を
損
な
わ
せ
る
行
動
は
慎
む
。

　
【
例
】
酒
の
席
で
の
失
敗
や
失
態
な
ど
。

☆
六
、
説せ

つ
四し

衆し
ゅ
う

過か

戒か
い
・
・
・「
相
手
の
過
ち
を
語
る
事
な
か
れ
」。

�

お
互
い
の
過
ち
や
失
敗
を
他
者
に
吹
聴
し
な
い
➡
和
合
と
調

和
、
信
頼
さ
れ
る
言
動
を
心
が
け
る
。

　
【
例
】
人
を
貶
め
る
噂
話
や
悪
口
。

☆�

七
、
自じ

讃さ
ん

毀き

他た

戒か
い

・
・
・「
自
分
を
褒
め
相
手
を
け
な
す
事

な
か
れ
」。

�

自
分
の
事
を
褒
め
て
、
相
手
の
事
を
貶
さ
な
い
➡
謙
虚
で
あ

り
、
相
手
の
事
を
尊
重
す
る
。

　
【
例
】
自
慢
話
や
他
者
へ
の
批
判
。

☆�

八
、
慳け

ん

惜じ
ゃ
く

加か

毀き

戒か
い

・
・
・「
物
惜
し
み
を
し
て
相
手
を
傷
つ

け
る
事
な
か
れ
」。

�

物
惜
し
み
を
し
て
、
相
手
に
害
を
加
え
な
い
➡
相
手
に
慈
し

み
の
心
を
持
ち
、
救
い
の
手
を
差
し
の
べ
る
。

　
【
例
】�

目
連
尊
者
の
お
母
様
が
物
惜
し
み
を
し
て
餓
鬼
道
に

堕
ち
た
話
（『
大
目
乾
蓮
冥
間
救
母
変
文
並
図
』、『
大

正
蔵
』
八
五
巻
、
一
三
〇
七
頁
中
）。
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☆�

九
、
瞋し

ん

心じ
ん

不ふ

受じ
ゅ

悔げ

戒か
い
・
・
・「
相
手
の
謝
罪
を
受
け
入
れ
ず

に
腹
を
立
て
る
事
な
か
れ
」。

�

怒
り
の
心
で
相
手
の
謝
罪
を
こ
ば
ま
な
い
➡
怒
り
の
心
を
抑

え
、
他
者
の
過
ち
を
許
す
。

　
【
例
】
漆
間
時
国
の
遺
言
。

☆�

十
、
謗ぼ

う

三さ
ん

宝ぼ
う

戒か
い

・
・
・「
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
を
謗
る
事
な

か
れ
」。

�

三
宝
を
謗
ら
な
い
➡
明
る
く
、
正
し
く
、
仲
よ
く
生
き
る
事

を
人
々
に
勧
め
る
。

　
【
例
】�

宗
論
は
ど
ち
ら
負
け
て
も
釈
迦
の
恥
（
同
じ
仏
教
徒

同
士
で
の
優
劣
を
巡
る
諍
い
）。

☆
十
重
禁
戒
の
説
き
方
と
し
て
、
止
悪
的
な
摂
律
儀
戒
だ
け
に

重
点
を
置
く
の
で
は
な
く
、例
え
ば
、殺
戒
で
あ
る
な
ら
ば
「
生

き
と
し
生
け
る
も
の
を
殺
め
な
い
」
と
同
時
に
「
す
べ
て
の
命

を
生
か
す
」
と
い
う
様
に
行
善
的
な
摂
善
法
戒
や
利
他
的
な
摂

衆
生
戒
の
視
点
も
組
み
い
れ
る
事
に
よ
っ
て
、
受
者
が
前
向
き

に
戒
を
守
れ
る
よ
う
に
な
る
事
を
期
待
し
て
伝
え
る
。

☆
『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』（『
大
正
』
二
四
巻
、一
〇
二
一
頁
中
）

に
は
、「
分
受
」
も
認
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
十
重
禁
戒
の
十

項
目
を
全
て
持
て
ば
「
全
分
の
菩
薩
」
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
「
全
分
の
菩
薩
」
が
一
番
望
ま
し
い
の
で
あ
る
が
、
仮
に

九
つ
の
戒
を
持
て
ば
「
九
分
の
菩
薩
」
で
あ
り
、
一
つ
し
か
持

て
な
く
て
も「
一
分
の
菩
薩
」で
あ
る
。
そ
う
し
た
姿
を「
分
受
」

と
い
う
。
つ
ま
り
、
日
々
の
生
活
の
中
で
自
ら
が
進
ん
で
実
践

す
る
事
が
重
要
な
の
で
あ
り
、
個
々
の
能
力
や
条
件
、
生
活
環

境
に
応
じ
て
、
た
と
え
一
つ
の
項
目
で
も
、
二
つ
の
項
目
で
も

実
践
す
る
事
が
大
切
で
あ
る
事
を
強
調
す
る
。

☆
十
重
禁
戒
の
ま
と
め
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
一
番
目
に

戒
め
ら
れ
る
殺
戒
を
取
り
上
げ
る
。
殺
戒
で
は
、
生
き
と
し
生

け
る
も
の
全
て
を
殺
め
る
事
を
戒
め
ら
れ
る
が
、
と
り
わ
け
人

が
人
を
殺
め
る
事
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
受
者
は
、「
私
は
そ
ん
な
人
殺
し
な
ど
す
る
は
ず
が
な
い
」
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と
思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
悪
縁
に
よ
っ
て
は
、
人
殺
し
も
し

か
ね
な
い
存
在
で
あ
る
自
覚
を
促
す
た
め
に
戦
争
の
話
を
伝
え

る
。誰
し
も
が
戦
争
を
望
ん
で
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、実
際
、

我
が
国
で
も
過
去
に
戦
争
が
起
こ
り
人
間
同
士
で
殺
し
合
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、
仏
弟
子
と
し
て
ど
の
よ
う
な
態

度
を
取
れ
ば
い
い
の
か
、
と
い
う
事
を
我
が
身
に
引
き
あ
て
て

考
え
る
た
め
に
、
あ
る
老
僧
の
戦
争
体
験
を
紹
介
す
る
。

☆
「
第
十
説
相
」
の
最
後
で
、
受
者
に
十
重
禁
戒
を
授
け
る
作

法
を
行
う
。
受
者
に
は
、
十
重
禁
戒
の
一
々
に
対
す
る
以
下
の

問
い
か
け
に
対
し
、「
よ
く
持
つ
」
と
大
き
な
声
で
一
度
、
誓

う
よ
う
に
あ
ら
か
じ
め
伝
え
て
お
く
。

　
【
例
】�

殺
戒
「
殺
す
事
な
か
れ
、
暴
力
す
る
事
な
か
れ
」
よ

く
持
つ
や
否
や�

答
「
よ
く
持
つ
」

　
　
盗
戒
「
盗
む
事
な
か
れ
」
よ
く
持
つ
や
否
や

�

答
「
よ
く
持
つ
」

　
　

�

婬
戒
「
邪
な
関
係
を
持
つ
事
な
か
れ
」
よ
く
持
つ
や
否

や�

答
「
よ
く
持
つ
」

　
　
妄
語
戒
「
嘘
を
つ
く
事
な
か
れ
」
よ
く
持
つ
や
否
や

�

答
「
よ
く
持
つ
」

　
　

�

酤
酒
戒
「
自
制
心
を
失
わ
せ
る
飲
酒
な
ど
を
強
要
す
る

事
な
か
れ
」
よ
く
持
つ
や
否
や�

答
「
よ
く
持
つ
」

　
　

�

説
四
衆
過
戒
「
相
手
の
過
ち
を
語
る
事
な
か
れ
」
よ
く

持
つ
や
否
や�

答
「
よ
く
持
つ
」

　
　

�

自
讃
毀
他
戒「
自
分
を
褒
め
相
手
を
け
な
す
事
な
か
れ
」

よ
く
持
つ
や
否
や�

答
「
よ
く
持
つ
」

　
　

�

慳
惜
加
毀
戒
「
物
惜
し
み
を
し
て
相
手
を
傷
つ
け
る
事

な
か
れ
」
よ
く
持
つ
や
否
や�

答
「
よ
く
持
つ
」

　
　

�

瞋
心
不
受
悔
戒
「
相
手
の
謝
罪
を
受
け
入
れ
ず
に
腹
を

立
て
る
事
な
か
れ
」
よ
く
持
つ
や
否
や

�

答
「
よ
く
持
つ
」

　
　

�

謗
三
宝
戒
「
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
を
謗
る
事
な
か
れ
」

よ
く
持
つ
や
否
や�

答
「
よ
く
持
つ
」
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【
実
例
・
四
座
目
】（「
第
十
説
相
」）

先
ほ
ど
の
第
三
座
目
の
「
第
七
正
授
戒
」
で
の
「
一
白
三

羯
磨
」
の
お
作
法
に
よ
っ
て
、「
よ
く
持
つ
」
と
三
度
、
大

き
な
声
で
お
答
え
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
事
に
よ
っ
て
、

戒
体
が
皆
様
方
の
体
内
に
は
入
っ
て
き
て
、
先
ほ
ど
来
、
皆

様
方
の
戒
体
も
発
動
、動
き
だ
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を「
戒

体
発
得
」
と
申
し
ま
し
た
。「
悪
を
止
め
、
善
を
修
め
、
世

の
た
め
人
の
た
め
に
尽
く
す
」
原
動
力
で
あ
る
戒
体
は
、
こ

れ
か
ら
も
永
遠
に
皆
様
と
共
に
あ
り
続
け
る
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
「
戒
体
発
得
」
が
、
本
日
の
「
一
日
授
戒
」
に
お

け
る
一
番
の
目
的
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
度
、
皆
様

方
が
お
受
け
取
り
頂
い
た
戒
を
「
三
聚
浄
戒
」
と
申
し
ま
し

た
。今

一
度
お
さ
ら
い
い
た
し
ま
す
と
、
一
つ
目
が
、「
摂
律

儀
戒
」
で
「
止
悪
」。
二
つ
目
が
「
摂
善
法
戒
」
で
「
行
善
」。

三
つ
目
が
「
摂
衆
生
戒
」
で
「
利
他
行
」。
こ
の
よ
う
に
、

三
聚
浄
戒
の
精
神
は
、「
悪
を
止
め
、
善
を
修
め
、
世
の
た

め
人
の
た
め
に
尽
く
す
」
と
い
う
事
で
あ
り
ま
す
。

　

�

☞
三
聚
浄
戒
は
、
摂
律
儀
戒
（
止し

悪あ
く

）、
摂
善
法
戒

（
行ぎ

ょ
う

善ぜ
ん

）、
摂
衆
生
戒
（
利り

他た

行ぎ
ょ
う

）
の
三
つ
で
組
織
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
実
践
項
目
は
、
摂
律

儀
戒
＝
十
重
四
十
八
軽
戒
、
摂
善
法
戒
＝
六
波
羅
蜜
な

ど
諸
善
万
行
、
摂
衆
生
戒
＝
四し

無む

量り
ょ
う

心し
ん
、
四し

摂し
ょ
う

法ぼ
う

を

も
っ
て
理
解
す
る
が
、「
一
日
授
戒
」
で
は
時
間
の
都

合
上
、
こ
こ
で
は
摂
衆
生
戒
の
利
他
行
に
焦
点
を
当
て

た
。

こ
こ
で
「
利
他
行
」
と
い
う
事
に
つ
い
て
少
し
申
し
ま
す

と
、
こ
の
円
頓
戒
を
我
が
国
に
お
い
て
、
初
め
て
広
め
て
く

だ
さ
っ
た
天
台
宗
の
開
祖
、
伝
教
大
師
最
澄
様
の
著
書
の
中

に
「
己
を
忘
れ
他
を
利
す
る
は
慈
悲
の
極
み
な
り
」
と
い
う

言
葉
が
出
て
ま
い
り
ま
す
。「
己
を
忘
れ
て
他
を
利
す
る
」、

即
ち
自
分
の
事
は
ま
ず
置
い
と
い
て
、
世
の
た
め
人
の
た
め

に
尽
く
す
事
を
「
忘も

う
己こ

利り

他た

」
と
申
し
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い

て
、
臨
済
宗
の
松
原
泰
道
老
師
（
一
九
〇
七
～
二
〇
〇
九
）

が
著
書
の
中
で
、
按
摩
師
の
山
本
の
ぶ
さ
ん
と
い
う
方
の
話

を
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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山
本
の
ぶ
さ
ん
は
、
生
ま
れ
つ
き
目
が
不
自
由
で
し
た
が
、

と
て
も
愛
想
が
よ
か
っ
た
の
で
、
多
く
の
お
客
さ
ん
か
ら
慕

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
老
師
も
、
の
ぶ
さ
ん
の
お
客
さ
ん
の
一

人
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
当
時
、
の
ぶ
さ
ん
は
空
襲
で
家
が

焼
け
、
住
む
家
も
な
か
っ
た
の
で
、
老
師
は
気
の
毒
に
思
い
、

自
分
の
お
寺
に
置
い
て
あ
げ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
後
、
の
ぶ
さ
ん
の
た
め
に
、
自
分
の
家
の
物
置
小

屋
を
提
供
し
て
く
れ
る
親
切
な
人
が
現
れ
、
そ
こ
に
住
む
事

に
な
っ
た
の
で
す
が
、
雨
露
は
し
の
げ
て
も
、
何
し
ろ
物
置

小
屋
で
す
か
ら
電
灯
の
設
備
、
明
か
り
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
当
の
本
人
の
の
ぶ
さ
ん
は
、「
私
は
目
が
見

え
ま
せ
ん
か
ら
、
あ
ま
り
不
自
由
し
ま
せ
ん
」
と
一
向
に
気

に
か
け
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
る
時
、
の
ぶ
さ
ん
が
老
師
の
体
を
揉
ん
で
い
る
と
、
の

ぶ
さ
ん
は
嬉
し
そ
う
に
「
和
尚
さ
ん
、
私
の
住
む
小
屋
に
電

灯
を
つ
け
ま
し
た
」
と
報
告
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
て
、

老
師
は
と
っ
さ
に
「
の
ぶ
さ
ん
は
、
先
日
ま
で
私
は
目
が
見

え
ん
か
ら
と
言
っ
て
、
電
灯
は
い
ら
な
い
と
言
っ
て
た
じ
ゃ

な
い
か
。
ば
か
な
こ
と
を
し
た
も
の
だ
な
」
と
告
げ
た
そ
う

で
す
。

こ
う
老
師
が
言
っ
た
訳
は
、
当
時
、
戦
後
す
ぐ
の
物
の
無

か
っ
た
時
代
で
す
か
ら
、
電
気
工
事
を
頼
ん
で
も
、
工
事
費

だ
け
で
は
済
ま
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
工
事
費
の
上
に
、
さ

ら
に
お
米
で
あ
っ
た
り
、
衣
服
で
あ
っ
た
り
、
何
か
余
計
に

物
を
付
け
な
け
れ
ば
、
電
灯
一
つ
に
し
て
も
付
け
て
く
れ
な

か
っ
た
頃
で
す
か
ら
、
そ
ん
な
余
分
な
お
金
ま
で
払
っ
て
、

電
灯
を
つ
け
な
く
て
も
と
、
の
ぶ
さ
ん
の
事
を
案
じ
て
、
つ

い
つ
い
「
ば
か
な
こ
と
を
し
た
も
の
だ
な
」
と
い
う
言
葉
が

出
て
き
た
の
で
す
。

す
る
と
、
の
ぶ
さ
ん
は
「
は
い
、
で
も
和
尚
さ
ん
、
私
の

小
屋
を
ご
存
知
な
い
の
で
す
か
。
私
の
小
屋
の
前
は
、
傘
も

さ
せ
な
い
ほ
ど
の
狭
い
路
地
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
私
の
小

屋
の
前
の
狭
い
路
地
を
、
多
く
の
人
が
バ
ス
に
乗
る
の
に
近

道
だ
と
言
っ
て
通
ら
れ
る
の
で
す
。
し
か
し
、
夜
は
真
っ
暗

で
す
か
ら
、
石
に
つ
ま
ず
い
た
り
し
て
、
危
の
う
ご
ざ
い
ま

す
。
私
は
目
が
見
え
な
い
か
ら
明
か
り
は
い
り
ま
せ
ん
が
、
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と
言
っ
て
、
前
を
通
る
人
に
何
か
あ
っ
て
は
大
変
で
す
。
で

す
か
ら
、
電
灯
は
小
屋
の
中
に
は
つ
け
ず
に
小
屋
の
庇
に
つ

け
た
の
で
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
を
聞
い
た
老
師
は
、
金
槌
で
頭
を
打
た
れ
た
よ
う
な

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
時
、
老
師
は
の
ぶ
さ
ん
に
心
な

い
言
葉
を
言
い
放
っ
て
し
ま
っ
た
浅
は
か
さ
に
、
心
か
ら
恥

じ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
の
ぶ
さ
ん
は
道
行
く
人
が

転
ば
な
い
よ
う
に
、
そ
の
た
め
に
小
屋
の
外
を
明
る
く
さ
れ

た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
ま
さ
に
、
自
分
の
事
は
さ
て
お
き
、

世
の
た
め
人
の
た
め
に
、「
忘
己
利
他
」
の
教
え
を
実
践
さ

れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
（
松
原
泰
道
『
般
若
心
経
入
門
―
276

文
字
が
語
る
人
生
の
知
恵
』
祥
伝
社
、二
〇
〇
九
年
、参
照
。）

そ
し
て
、
ま
た
、
こ
れ
も
最
澄
様
の
言
葉
に
「
一
隅
を
照

ら
す
」
と
ご
ざ
い
ま
し
て
、
ノ
ブ
さ
ん
の
よ
う
に
自
分
が
置

か
れ
た
場
所
で
、
周
り
を
明
る
く
照
ら
す
事
に
よ
っ
て
、
百

人
い
れ
ば
百
ヶ
所
が
輝
き
、
千
人
い
れ
ば
千
ヵ
所
が
輝
く
の

で
す
。
そ
れ
は
、
あ
た
か
も
水
面
に
投
げ
ら
れ
た
一
つ
の
小

石
の
波
紋
が
大
き
く
広
が
る
よ
う
に
、
最
初
は
小
さ
な
明
か

り
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
小
さ
な
明
か
り
が
、
だ
ん
だ

ん
と
増
え
る
事
に
よ
っ
て
大
き
な
明
か
り
と
な
り
、
ひ
い
て

は
社
会
全
体
を
照
ら
す
明
か
り
へ
と
広
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

そ
の
小
さ
な
明
か
り
の
根
底
に
あ
る
の
が
、「
己
を
忘
れ

他
を
利
す
る
は
慈
悲
の
極
み
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
「
慈
悲
」

の
心
で
あ
り
ま
す
。「
慈
悲
」
と
は
、「
抜
苦
与
楽
」
と
申
し

ま
し
て
、「
相
手
に
楽
を
与
え
、
苦
し
み
を
抜
く
」
と
い
う

事
で
す
。
そ
の
慈
悲
の
実
践
こ
そ
が
、
現
在
、
我
が
浄
土
宗

が
「
浄
土
宗
二
一
世
紀
劈
頭
宣
言
」
の
中
で
提
唱
し
て
い
る

「
社
会
に
慈
し
み
」を
と
い
う
事
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
こ
こ
か
ら
三
聚
浄
戒
の
「
摂
律
儀
戒
」
の
具

体
的
な
内
容
へ
と
入
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
「
第
十
説せ

っ

相そ
う
」
▲

「
第
十
説
相
」
で
は
、
先
ほ
ど
の
「
三
聚
浄
戒
」
の
内
容

に
つ
い
て
十
の
項
目
と
し
て
示
し
ま
す
。
こ
の
十
の
具
体
的

な
禁
止
事
項
の
事
を
、「
十じ

ゅ
う

重じ
ゅ
う

禁き
ん

戒か
い

」
と
申
し
ま
し
て
、
そ

の
一
か
ら
十
ま
で
の
項
目
に
つ
い
て
こ
れ
か
ら
申
し
上
げ
、
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最
後
に
一
々
の
項
目
に
つ
い
て
実
践
す
べ
き
事
を
誓
う
お
作

法
を
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
十
重
禁
戒
の
第
一
番
目
。

「
殺せ

っ

戒か
い

」。
こ
れ
は
「
殺
す
事
な
か
れ
、
暴
力
す
る
事
な

か
れ
」
と
い
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。「
人
の
命
を
殺
め
る
人

殺
し
は
、「
法
律
上
の
罪
」
で
も
あ
り
ま
し
て
、
も
ち
ろ
ん

仏
教
で
も
厳
し
く
戒
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、

円
頓
戒
で
は
、
人
の
命
だ
け
に
限
ら
ず
、
動
物
や
魚
、
虫
な

ど
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
殺
め
て
も
罪
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
第
一
番
目
で
は
、
生
き
と
し
生
き
と

し
生
け
る
も
の
を
殺
め
な
い
事
が
戒
め
ら
れ
る
の
で
す
。

翻
っ
て
申
す
と
、「
す
べ
て
の
命
を
生
か
し
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
の
が
第
一
番
目
の
「
殺
戒
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
第
二
番
目
。

「
盗と

う

戒か
い

」。
こ
れ
は
「
盗
む
事
な
か
れ
」
と
い
う
事
で
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
他
者
の
物
を
盗
ま
な
い
事
を
戒
め
た

戒
で
す
。
も
ち
ろ
ん
万
引
き
な
ど
は
法
律
上
で
も
窃
盗
罪
に

問
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
与
え
ら
れ
た
物
以
外
を
、

我
が
物
に
し
て
し
ま
う
事
も
罪
に
問
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

お
店
で
お
金
を
払
っ
て
お
釣
り
を
も
ら
っ
た
時
に
、
余
分
に

あ
る
の
に
気
づ
き
な
が
ら
、
そ
の
ま
ま
我
が
物
に
し
て
し
ま

う
よ
う
な
事
な
ど
も
、
当
然
、
盗
み
に
入
り
ま
す
。
ま
ず
は

他
者
の
物
を
盗
ま
な
い
。
翻
っ
て
申
す
と
、「
相
手
に
施
し

ま
し
ょ
う
」
と
い
う
の
が
第
二
番
目
の
「
盗
戒
」
で
ご
ざ
い

ま
す
。

次
に
第
三
番
目
。

「
婬い

ん

戒か
い

」。
こ
れ
は
「
邪
な
関
係
を
持
つ
事
な
か
れ
」
と

い
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
邪
な
性
的
な
関
係
を
戒

め
た
戒
で
、
例
え
ば
不
倫
行
為
や
浮
気
な
ど
が
、
こ
の
戒
に

抵
触
し
ま
す
。
不
倫
や
浮
気
が
発
覚
す
る
と
、
当
事
者
は
も

ち
ろ
ん
、
周
り
の
家
族
に
も
不
幸
を
及
ぼ
す
事
に
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
邪
な
関
係
を
持
つ
事
が
戒
め
ら
れ
る
の
で
す
。

翻
っ
て
申
す
と
、「
慎
み
深
い
行
い
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
い

う
の
が
第
三
番
目
の
「
婬
戒
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
第
四
番
目
。

「
妄も

う

語ご

戒か
い

」。
こ
れ
は
「
嘘
を
つ
く
事
な
か
れ
」
と
い
う
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事
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
嘘
、
偽
り
を
戒
め
た
戒
で
、
悪

質
な
嘘
に
な
る
と
法
律
上
で
も
罪
に
問
わ
れ
る
事
が
ご
ざ
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
嘘
や
偽
り
な
ど
の
相
手
を
傷
つ
け
る
心

な
い
言
葉
は
慎
む
よ
う
戒
め
ら
れ
る
の
で
す
。
翻
っ
て
申
す

と
「
真
心
を
こ
め
て
真
実
を
語
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
の
が

第
四
番
目
の
「
妄
語
戒
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
第
五
番
目
。

「
酤こ

酒し
ゅ

戒か
い

」。
こ
れ
は
「
自
制
心
を
失
わ
せ
る
飲
酒
な
ど

を
強
要
す
る
事
な
か
れ
」
と
い
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
厳
密
に
言
う
と
、
酒
類
の
販
売
を
戒
め
た
戒
で
す
が
、

そ
れ
と
同
時
に
放
逸
の
原
因
と
な
る
酒
類
を
相
手
に
強
要
し

て
は
い
け
な
い
と
戒
め
ら
れ
る
の
で
す
。
翻
っ
て
申
す
と
、

「
人
に
理
性
を
損
な
わ
せ
る
よ
う
な
言
動
は
慎
み
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
の
が
第
五
番
目
の
「
酤
酒
戒
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
第
六
番
目
。

「
説せ

つ
四し

衆し
ゅ
う

過か

戒か
い

」。
こ
れ
は
「
相
手
の
過
ち
を
語
る
事
な

か
れ
」
と
い
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
同
じ
信
仰
を

持
つ
者
の
過
ち
や
失
敗
を
他
者
に
吹
聴
す
る
事
を
戒
め
た
戒

で
す
。
広
義
に
と
ら
え
る
と
、
家
族
や
友
人
、
同
僚
の
悪
口

や
陰
口
、
秘
密
を
漏
ら
す
事
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、

悪
口
や
陰
口
を
言
わ
れ
た
人
の
信
頼
を
失
わ
せ
る
事
に
つ
な

が
る
か
ら
で
す
。
翻
っ
て
申
す
と
、「
和
合
と
調
和
を
保
ち
、

信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
言
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
の

が
第
六
番
目
の
「
説
四
衆
過
戒
」
で
す
。

次
に
第
七
番
目
。

「
自じ

讃さ
ん

毀き

他た

戒か
い

」。
こ
れ
は
「
自
分
を
褒
め
相
手
を
け
な

す
事
な
か
れ
」
と
い
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
分

の
事
は
褒
め
て
、
相
手
の
事
を
け
な
す
事
を
戒
め
た
戒
で
、

自
慢
話
や
他
者
へ
の
中
傷
は
慎
む
よ
う
戒
め
ら
れ
る
の
で
す
。

翻
っ
て
申
す
と
、「
常
に
謙
虚
で
あ
り
、
相
手
の
事
を
尊
重

し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
の
が
第
七
番
目
の
「
自
讃
毀
他
戒
」

で
す
。

次
に
第
八
番
目
。

「
慳け

ん

惜じ
ゃ
く

加か

毀き

戒か
い

」。
こ
れ
は
「
物
惜
し
み
を
し
て
相
手
を

傷
つ
け
る
事
な
か
れ
」
と
い
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

物
惜
し
み
を
し
、
さ
ら
に
相
手
に
害
を
加
え
る
事
を
戒
め
た
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戒
で
、
他
者
へ
の
慈
し
み
の
心
を
忘
れ
て
困
っ
て
い
る
人
を

イ
ジ
メ
た
り
責
め
た
り
し
な
い
よ
う
に
戒
め
ら
れ
る
の
で
す
。

翻
っ
て
申
す
と
、「
相
手
に
慈
し
み
の
心
を
も
っ
て
、
救
い

の
手
を
差
し
伸
べ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
の
が
第
八
番

目
の
「
慳
惜
加
毀
戒
」
で
す
。

次
に
第
九
番
目
。

「
瞋し

ん

心じ
ん

不ふ

受じ
ゅ

悔げ

戒か
い

」。
こ
れ
は
「
相
手
の
謝
罪
を
受
け
入

れ
ず
に
腹
を
立
て
る
事
な
か
れ
」
と
い
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
怒
り
の
心
で
相
手
の
謝
罪
を
受
け
入
れ
ず
、
い

つ
ま
で
も
許
さ
な
い
事
を
戒
め
た
戒
で
、
相
手
が
心
か
ら
反

省
し
て
謝
罪
を
し
た
な
ら
ば
、
腹
を
立
て
ず
に
許
し
て
あ
げ

る
寛
容
な
態
度
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
翻
っ
て
申
す
と
、「
怒

り
の
心
を
抑
え
、
相
手
の
過
ち
を
許
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

の
が
第
九
番
目
の
「
瞋
心
不
受
悔
戒
」
で
す
。

そ
し
て
、
最
後
十
番
目
。

「
謗ぼ

う

三さ
ん

宝ぼ
う

戒
」。
こ
れ
は
「
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
を
謗
る

事
な
か
れ
」
と
い
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
仏・法・

僧
の
三
宝
を
謗
る
事
を
戒
め
た
戒
で
、
仏
様
の
教
え
の
ま
ま

に
生
き
て
い
く
事
が
勧
め
ら
れ
ま
す
。
仏
様
の
教
え
の
ま
ま

に
生
き
る
と
は
、「
明
る
く
」、「
正
し
く
」、「
仲
よ
く
」
生

き
る
と
い
う
事
で
す
。
翻
っ
て
申
す
と
、「
仏
・
法
・
僧
の

三
宝
を
敬
い
、
明
る
く
、
正
し
く
、
仲
よ
く
、
生
き
る
事
を

人
々
に
勧
め
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
の
が
第
十
番
目
の
「
謗
三

宝
戒
」
で
す
。

以
上
、
十
重
禁
戒
と
申
し
ま
し
て
、
そ
の
一
か
ら
十
ま
で

の
禁
止
事
項
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
こ
の
後
に
、

最
後
に
一
々
の
項
目
を
こ
れ
か
ら
実
践
し
て
い
く
事
を
お
誓

い
頂
き
ま
す
。

　

�

☞
十
重
禁
戒
の
一
々
の
項
目
を
単
に
挙
げ
る
だ
け
で
は
、

言
葉
も
難
解
で
受
者
の
記
憶
に
残
り
づ
ら
い
の
で
、

一
々
の
項
目
を
分
か
り
や
す
く
言
い
換
え
て
伝
え
る
な

ど
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
殺
戒
」
で
あ
れ

ば
「
殺
す
事
な
か
れ
、
暴
力
す
る
事
な
か
れ
」
と
い
う

風
に
一
々
の
項
目
に
つ
い
て
も
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を

抽
出
し
標
語
化
す
る
と
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
う
言
い
ま
す
と
、
十
重
禁
戒
の
一
か
ら
十
ま
で
の
項
目
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を
全
て
実
践
で
き
な
い
、
守
れ
な
い
の
で
は
…
…
、
と
心
配

さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
全
て
を
守
る

事
が
望
ま
し
い
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

社
会
生
活
を
営
む
上
で
、
十
項
目
を
全
て
守
る
事
が
難
し
い

場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
で
す
の
で
、
皆
様
方
そ
れ
ぞ
れ
の

能
力
や
条
件
、
生
活
環
境
に
応
じ
て
、
た
と
え
一
つ
の
項
目

で
も
、
二
つ
の
項
目
で
も
結
構
で
す
の
で
自
ら
が
進
ん
で
実

践
し
て
頂
く
、
守
っ
て
頂
く
事
が
大
切
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
大
切
な
事
は
十
重
禁
戒
の
一
々
の
項
目
を
ど
う
せ

完
全
に
守
れ
な
い
の
だ
か
ら
と
い
っ
て
最
初
か
ら
開
き
直
る

の
で
は
な
く
、
十
重
禁
戒
の
一
々
の
項
目
に
誠
実
に
向
き
合

い
、
及
ば
ず
な
が
ら
出
来
る
だ
け
守
ろ
う
と
心
が
け
て
頂
く

事
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

�

☞
『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』
に
は
、「
一
分
の
戒
を
受
け

る
有
れ
ば
一
分
の
菩
薩
と
名
づ
く
。
乃
至
二
分
、
三
分
、

四
分
も
あ
り
。
十
分
を
具
足
受
戒
と
名
づ
く
」（『
大
正
』

二
四
巻
、
一
〇
二
一
頁
中
）
と
あ
り
、
分
受
す
る
事
も

認
め
て
い
る
。

ど
う
ぞ
、
堅
苦
し
く
考
え
ず
、
そ
の
よ
う
に
お
受
け
止
め

頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
少
し
、「
十
重
禁
戒
」
の

中
の
第
一
番
目
の
「
殺
す
事
な
か
れ
、暴
力
す
る
事
な
か
れ
」

の
殺
戒
を
取
り
上
げ
て
、
戦
争
に
つ
い
て
お
話
い
た
し
ま
す
。

夜
回
り
先
生
と
し
て
知
ら
れ
る
水
谷
修
先
生
が
あ
る
本
の

中
で
、
当
時
、
も
う
す
ぐ
百
歳
を
迎
え
る
と
い
う
僧
侶
と
の

対
談
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

お
話
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
水
谷
先
生
は
、
対
談
の
際
に
、
そ

の
僧
侶
、
老
師
か
ら
過
去
に
牢
獄
に
入
っ
て
い
た
事
を
告
げ

ら
れ
ま
す
。
そ
こ
は
、
寂
し
く
て
、
冷
た
く
て
、
哀
し
い
と

こ
ろ
だ
っ
た
そ
う
で
、
そ
ん
な
牢
獄
で
老
師
は
二
年
近
く
も

過
ご
さ
れ
た
と
い
う
の
で
す
。

老
師
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
告
白
を
受
け
た
時
、
水
谷
先
生

は
、
黙
っ
て
老
師
の
目
を
見
つ
め
な
が
ら
話
を
聞
い
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
老
師
の
優
し
い
目
や
穏
や
か
な
語
り
口
か
ら
は
、

ど
う
考
え
て
も
罪
を
犯
す
よ
う
な
人
に
は
見
え
な
か
っ
た
そ

う
で
す
が
、
老
師
は
そ
の
理
由
を
、
訥
々
と
語
り
出
し
ま
し

た
。
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�　
も
う
七
十
年
以
上
前
に
な
り
ま
す
。
世
界
中
が
戦
争

を
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
当
時
は
、
徴
兵
制
と
い
っ
て
私
た
ち
国
民
は
戦
争

に
駆
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
だ
れ
が
何
の
た
め
に
始
め
た

の
か
、
わ
か
ら
な
い
戦
争
で
す
。
こ
の
国
を
守
る
た
め
、

愛
す
る
家
族
を
守
る
た
め
に
と
多
く
の
国
民
が
銃
を
掲

げ
て
戦
場
に
赴
き
ま
し
た
。

　

�　

私
た
ち
僧
侶
は
受
戒
と
い
っ
て
、
御
仏
に
誓
い
を
立

て
て
僧
籍
に
入
り
ま
す
。
そ
の
受
戒
の
中
で
い
ち
ば
ん

の
根
本
は
不
殺
生
で
す
。
す
な
わ
ち
、
生
き
と
し
生
け

る
も
の
は
、
い
か
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
殺
さ
な
い
こ

と
で
す
。

　

�　

し
か
し
、
赤
紙
と
い
う
軍
隊
へ
の
召
集
令
状
は
、
僧

籍
に
あ
る
者
に
も
届
き
ま
し
た
。
私
の
仲
間
の
僧
侶
た

ち
の
多
く
は
僧
籍
を
返
上
し
、
還
俗
、
す
な
わ
ち
僧
侶

で
あ
る
こ
と
を
辞
め
て
銃
を
手
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

戦
場
で
人
を
殺
し
、
自
ら
も
殺
さ
れ
ま
し
た
。

　

�　

ま
た
、
一
部
の
僧
侶
た
ち
は
僧
籍
の
ま
ま
戦
場
に
向

か
い
ま
し
た
。
銃
の
代
わ
り
に
輪
袈
裟
と
数
珠
を
握
り

し
め
て
。
死
に
至
る
兵
士
た
ち
に
最
後
の
お
経
を
あ
げ
、

こ
こ
ろ
の
安
ら
ぎ
を
得
て
あ
の
世
に
お
送
り
で
き
れ
ば

と
考
え
た
か
ら
で
す
。
で
も
、
彼
ら
が
ま
と
わ
さ
れ
た

の
は
僧
衣
で
は
な
く
、
軍
服
で
し
た
。
そ
し
て
、
多
く

の
僧
侶
が
銃
を
持
つ
こ
と
も
な
く
、
抵
抗
す
る
こ
と
も

な
く
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

�　
私
は
ど
ち
ら
も
で
き
な
か
っ
た
人
間
で
す
。

　

�　

若
か
っ
た
の
か
、
御
仏
の
ご
指
示
か
、
私
は
徴
兵
を

拒
否
し
ま
し
た
。
私
は
人
を
殺
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

�　

ま
た
、
人
と
人
が
殺
し
合
う
戦
争
を
許
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

�　

あ
る
日
、
御
仏
に
こ
の
世
の
平
和
を
祈
っ
て
い
た
ご

本
堂
か
ら
引
き
ず
り
出
さ
れ
て
、
牢
獄
に
入
れ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
、
ひ
た
す
ら
祈
り
続
け
ま
し
た
。

　
�　

私
に
は
、
あ
の
戦
争
の
時
に
ど
う
す
る
こ
と
が
正
し

か
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
今
語
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

で
も
、
こ
れ
だ
け
は
仏
教
者
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
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伝
え
た
い
。
い
つ
い
か
な
る
時
も
、
人
は
人
を
殺
し
て

は
な
ら
な
い
、
た
と
え
自
分
や
大
切
な
人
が
殺
さ
れ
て

も
（
水
谷
修
『
夜
回
り
先
生
い
の
ち
の
授
業
』
日
本
評

論
社
、
二
〇
一
一
年
、
参
照
）。

老
師
の
告
白
を
聞
い
て
、
水
谷
先
生
は
、
た
だ
た
だ
老
師

に
手
を
合
わ
せ
る
し
か
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
本
来
な
ら
ば
、

人
を
殺
め
る
事
は
悪
で
あ
る
事
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
戦
争
と
い
う
異
常
な
状
況
の
中
で
は
、
人
を
殺
め
る
事

が
善
と
見
做
さ
れ
る
訳
で
す
。
時
代
の
価
値
観
や
そ
の
時
の

状
況
に
よ
っ
て
、善
悪
の
基
準
な
ど
、い
と
も
簡
単
に
変
わ
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
時
の
老
師
の
善
悪
の
基
準

は
ど
こ
に
置
か
れ
て
い
た
か
と
言
う
と
、
時
代
の
価
値
観
や

そ
の
時
の
状
況
で
決
し
て
変
わ
る
事
の
な
い
生
き
る
指
針
、

つ
ま
り
戒
で
あ
り
ま
す
。
十
重
禁
戒
の
最
初
に
戒
め
ら
れ
る

戒
も
、「
殺
す
事
な
か
れ
、
暴
力
す
る
事
な
か
れ
」
の
殺
戒

で
す
。
つ
ま
り
、
戦
争
と
い
う
異
常
な
状
況
の
中
で
も
、
老

師
が
人
を
殺
め
な
か
っ
た
の
は
、
授
戒
で
「
殺
さ
な
い
」
と

誓
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、「
よ
く
持
つ
」
と
三

度
声
だ
し
て
誓
っ
た
事
に
よ
り
、
そ
こ
に
戒
体
が
発
動
し
、

た
と
え
牢
獄
に
入
れ
ら
れ
て
も
、
決
し
て
殺
戒
を
犯
す
事
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
如
何
で
し
ょ

う
か
。
当
時
は
、
聖
戦
と
い
っ
て
戦
争
を
正
当
化
し
よ
う
と

し
て
い
た
の
で
す
か
ら
、
戦
争
反
対
と
い
う
だ
け
で
も
大
変
、

勇
気
が
い
た
事
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
な
か
、
こ
の
老
師

の
よ
う
に
、授
戒
で
「
殺
さ
な
い
」
と
誓
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

守
り
切
る
事
な
ん
て
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
戦
後
七

五
年
以
上
た
っ
た
平
和
な
日
本
で
戦
争
と
い
っ
て
も
、
ど
こ

か
遠
い
国
の
話
で
、
あ
ま
り
ピ
ン
と
来
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
世
界
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
今
日
で
も
戦
争

や
紛
争
、
テ
ロ
が
後
を
絶
た
ず
、
殺
戮
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

ま
す
。
見
ず
知
ら
ず
者
同
士
が
、
お
互
い
敵
と
味
方
に
別
れ

て
殺
し
合
う
。
誠
に
戦
争
ほ
ど
愚
か
し
く
、
残
酷
で
む
な
し

い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
釈
迦
様
は
、『
す
べ
て
の
者
は

暴
力
に
お
び
え
、
す
べ
て
の
者
は
死
を
お
そ
れ
る
、
己
が
身

に
ひ
き
く
ら
べ
て
、
殺
し
て
は
な
ら
ぬ
。
殺
さ
し
め
て
は
な

ら
ぬ
。
す
べ
て
の
者
は
暴
力
に
お
び
え
、
す
べ
て
（
生
き
も
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の
）
に
と
っ
て
生
命
は
愛
し
い
。
己
が
身
に
ひ
き
く
ら
べ
て
、

殺
し
て
は
な
ら
ぬ
。
殺
さ
し
め
て
は
な
ら
ぬ
』（『
ダ
ン
マ
パ

ダ
』
第
一
二
九
、
一
三
〇
偈
、
中
村
元
訳
、
岩
波
文
庫
、
二

八
頁
）
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
自
分
に
暴
力
を

振
る
わ
れ
れ
ば
、
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
傷
付
き
、
苦
し

む
事
に
な
り
ま
す
。
な
ら
ば
、
相
手
も
同
じ
で
、
だ
か
ら
こ

そ
相
手
を
自
ら
の
身
に
引
き
あ
て
て
、
暴
力
を
振
る
っ
て
は

な
ら
な
い
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
相
手
を
我
が
身
に
引
き

あ
て
て
考
え
る
と
い
う
事
は
、
仏
教
で
説
く
慈
悲
の
心
の
根

本
で
あ
り
ま
す
が
、
お
釈
迦
様
は
こ
こ
で
は
っ
き
り
と
「
争

う
な
」
と
非
戦
を
説
い
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。

こ
れ
は
殺
戒
に
も
通
じ
る
精
神
で
あ
り
ま
し
て
、
な
ら
ば

本
日
、
戒
を
授
か
っ
た
仏
弟
子
と
し
て
、
ま
ず
は
世
の
平
和

を
祈
り
、
平
和
へ
の
想
い
を
多
く
の
人
達
に
伝
え
て
い
く
事

も
、
殺
戒
を
守
る
事
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
「
殺
す
事
な
か
れ
」
と
い
う
事
は
、
翻
っ
て
申
す
と

「
生
か
せ
」
と
い
う
事
で
し
た
か
ら
、
ど
う
ぞ
生
き
と
し
生

け
る
も
の
の
全
て
の
命
を
慈
し
む
事
と
お
受
け
止
め
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
十
重
禁
戒
の
一
々
の
項
目
に
つ

い
て
、
お
誓
い
の
お
作
法
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
私
が
「
よ

く
持
つ
や
否
や
」
と
お
尋
ね
い
た
し
ま
し
た
ら
、
皆
様
方
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
「
よ
く
持
つ
」
と
お
答
え
頂
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◎�

殺
戒
「
殺
す
事
な
か
れ
、
暴
力
す
る
事
な
か
れ
」
よ
く
持

つ
や
否
や
▲�

答
「
よ
く
持
つ
」

◎�

盗
戒
「
盗
む
事
な
か
れ
」
よ
く
持
つ
や
否
や
▲�

答
「
よ
く

持
つ
」

◎�

婬
戒
「
邪
な
関
係
を
持
つ
事
な
か
れ
」
よ
く
持
つ
や
否
や

▲�

答
「
よ
く
持
つ
」

◎�

妄
語
戒
「
嘘
を
つ
く
事
な
か
れ
」
よ
く
持
つ
や
否
や
▲�

答

「
よ
く
持
つ
」

◎�

酤
酒
戒
「
自
制
心
を
失
わ
せ
る
飲
酒
な
ど
を
強
要
す
る
事

な
か
れ
」
よ
く
持
つ
や
否
や
▲�

答
「
よ
く
持
つ
」

◎�
説
四
衆
過
戒
「
相
手
の
過
ち
を
語
る
事
な
か
れ
」
よ
く
持

つ
や
否
や
▲�

答
「
よ
く
持
つ
」

◎�

自
讃
毀
他
戒
「
自
分
を
褒
め
相
手
を
け
な
す
事
な
か
れ
」
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よ
く
持
つ
や
否
や
▲�

答
「
よ
く
持
つ
」

◎�
不
慳
惜
加
毀
「
物
惜
し
み
を
し
て
相
手
を
傷
つ
け
る
事
な

か
れ
」
よ
く
持
つ
や
否
や
▲�

答
「
よ
く
持
つ
」

◎�

瞋
心
不
受
悔
戒
「
相
手
の
謝
罪
を
受
け
入
れ
ず
に
腹
を
立

て
る
事
な
か
れ
」
よ
く
持
つ
や
否
や
▲�

答
「
よ
く
持
つ
」

◎�

謗
三
宝
戒
「
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
を
謗
る
事
な
か
れ
」
よ

く
持
つ
や
否
や
▲�

答
「
よ
く
持
つ
」

�

「
第
十
説
相
」
終
わ
る
。
▲
同
称
十
念

【
十
五
時
一
五
分
】

〇
休
憩

【
十
五
時
三
〇
分
】

〇
第
五
座

 

五
座
目
の
要
点 

・
・
・「
第
十
一
広こ

う

願が
ん
」・「
第
十
二
勧か

ん
持じ

」

☆
「
一
日
授
戒
」
の
最
終
席
に
、
前
座
で
述
べ
た
十
重
禁
戒
の

内
容
の
ま
と
め
と
し
て
、「
七
佛
通
誡
偈
」
を
め
ぐ
る
道
林
禅

師
と
白
楽
天
の
問
答
を
紹
介
し
、
言
葉
の
上
で
理
解
で
き
て
も

実
践
す
る
事
が
困
難
で
あ
る
事
を
示
し
、「
第
十
二
勧
持
」
の

禁
忌
と
補
養
に
心
が
け
る
事
に
つ
な
げ
る
。

【
例
】・
白
楽
天
と
道
林
禅
師
の
問
答
。

　
　

 

白
楽
天　
　
「
仏
教
の
極
意
と
は
」。

　
　

 

道
林
禅
師　

�「
諸
悪
莫
作　

衆
善
奉
行　

自
浄
其
意　

是
諸
仏
教
」（「
七
仏
通
誡
偈
」）。

　
　

 

白
楽
天　
　
「
三
歳
の
童
子
で
も
知
っ
て
い
る
事
」。

　
　

 

道
林
禅
師　

�「
三
歳
の
童
子
、
こ
れ
を
知
る
と
い
え
ど

も
、
八
十
の
翁
、
こ
れ
を
行
う
事
難
し
」。

　

・「
分
か
る
」
と
は
、「
変
わ
る
」
事
（
行
動
変
容
）。

☆
「
第
十
一
広こ

う

願が
ん

」
で
は
、
戒
を
受
け
た
自
分
だ
け
が
菩
薩
の

道
を
歩
む
の
で
は
な
く
、
一
切
の
人
々
と
共
に
歩
み
た
い
と
い

う
広
い
願
い
を
起
こ
し
、
自
他
と
も
に
香
り
高
い
人
格
を
目
指

す
。
そ
し
て
、
授
戒
の
功
徳
を
全
て
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の

に
回
向
し
、
施
す
。
例
え
ば
、
未
授
戒
の
者
に
授
戒
を
受
け
る

よ
う
に
勧
め
る
事
も
具
体
的
な
行
動
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。

【
例
】
瓜う

生り
ゅ
う

岩い
わ
子こ

さ
ん
の
実
践
。
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☆
「
第
十
二
勧か

ん
持じ

」
で
は
、円
頓
戒
を
受
け
た
今
日
よ
り
以
後
は
、

悪
を
止
め
る
「
禁
忌
」
と
善
を
行
う
「
補
養
」
を
実
践
す
る
よ

う
に
戒
め
る
。
そ
し
て
、
今
後
、
釈
尊
の
教
え
に
従
い
、
よ
り

よ
い
人
生
を
過
ご
し
て
頂
く
よ
う
に
勧
め
て
、
円
頓
戒
の
授
戒

作
法
を
締
め
く
く
る
。

【
例
】・�

禁き
ん

忌き

「
授
戒
の
後
、
罪
を
な
さ
ざ
る
」、
補ほ

養よ
う

「
善
根

を
修
め
る
」
➡
持
戒
生
活
。

　

・
授
戒
会
を
受
け
た
受
者
の
行
動
変
容
（
感
想
文
）。

　

・
糸
の
切
れ
た
凧
の
話
。

　

・�

日
々
の
生
活
に
戒
を
生
か
す
方
法
（
持
戒
生
活
）
＝

毎
日
、
十
重
禁
戒
の
一
々
の
条
項
を
声
に
出
し
て
唱

え
る
。

　

・�

稲
盛
和
夫
さ
ん
の
習
慣
、
日
課
・
・
・
・
日
々
の
反
省
。

☆
最
後
の
締
め
括
り
に
、「
一
日
授
戒
」
で
授
か
る
戒
牒
、
戒

名
の
意
義
を
伝
え
、
受
者
に
今
後
、
仏
弟
子
と
し
て
生
き
て
い

く
覚
悟
を
促
す
。

【
実
例
・
五
座
目
】（「
第
十
一
広
願
」、「
第
十
二
勧
持
」）

い
よ
い
よ
本
日
の
「
一
日
授
戒
」
も
こ
の
座
を
も
ち
ま
し

て
最
後
と
な
り
、
こ
の
座
の
後
半
で
は
戒
牒
と
共
に
お
釈
迦

様
の
弟
子
、
仏
弟
子
と
な
っ
た
証
に
戒
名
を
お
授
け
い
た
し

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
午
前
の
部
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
戒
名
に
相
応
し
い
人
間
に
生
ま

れ
変
わ
っ
て
頂
き
ま
し
て
、
今
後
、
新
た
な
る
人
生
の
幕
開

け
と
な
り
ま
す
事
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、こ
こ
ま
で
お
伝
え
い
た
し
ま
し
た
『
十
二
門
戒
儀
』

も
あ
と
残
す
と
こ
ろ
、「
第
十
一
広
願
」、「
第
十
二
勧
持
」

の
二
つ
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
前
に
、
先
の
四
座
目
で
お
話

し
し
た
十
重
禁
戒
に
つ
い
て
今
一
度
、
申
し
上
げ
ま
す
。
十

重
禁
戒
の
「
殺
す
な
」
に
し
て
も
「
悪
口
を
言
う
な
」
に
し

て
も
、
し
て
は
な
ら
な
い
の
が
当
た
り
前
の
事
だ
と
思
わ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
の
中
国
が
ま
だ
唐
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
代
の
頃
、
白

楽
天
と
い
う
詩
人
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
方
は
大
変
に
教

養
を
身
に
つ
け
て
お
ら
れ
た
方
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
白
楽
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天
が
、
あ
る
日
、
ふ
と
人
生
に
つ
い
て
疑
問
を
も
た
れ
、
仏

教
に
そ
の
答
え
を
求
め
て
い
か
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
道
林
禅
師
と
い
う
立
派
な
老
僧
が
お
ら
れ
る
と

い
う
事
を
人
伝
え
に
聞
い
て
、
早
速
、
道
林
禅
師
の
も
と
を

訪
ね
て
行
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
「
仏
教
の
極
意
と
は
何
た

る
か
」
と
い
う
事
を
尋
ね
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
す
る
道
林
禅

師
の
回
答
は
、「
諸
悪
莫
作　
衆
善
奉
行  

自
浄
其
意  

是
諸

仏
教
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

つ
ま
り
、「
諸
々
の
悪
を
作
す
事
な
か
れ
、
も
ろ
も
ろ
善

い
事
を
行
じ
奉
れ
。
自
ら
そ
の
心
を
浄
く
せ
よ
。
是
が
諸
仏

の
教
え
で
あ
る
」
と
い
う
の
で
す
。
こ
の
言
葉
は
、
お
釈
迦

様
を
は
じ
め
七
人
の
仏
様
が
と
も
に
勧
め
ら
れ
た
と
さ
れ
る

「
七
仏
通
誡
偈
」
と
呼
ば
れ
る
最
も
基
本
的
な
戒
で
す
。
わ

ず
か
十
六
文
字
の
中
に
、
仏
教
の
教
え
が
す
べ
て
含
ま
れ
て

い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
聞
い
た

白
楽
天
は
、
バ
カ
に
さ
れ
た
よ
う
な
気
分
に
な
り
、
道
林
禅

師
に
向
か
っ
て
「
悪
い
事
は
す
る
な
。
善
い
事
を
せ
よ
。
そ

ん
な
事
三
つ
の
子
供
で
も
知
っ
て
い
る
ぞ
」
と
少
し
怒
っ
た

よ
う
な
口
調
で
言
い
返
し
ま
し
た
。
す
る
と
今
度
は
、
道
林

禅
師
が
白
楽
天
に
対
し
、「
三
歳
の
童
子
、
こ
れ
を
知
る
と

い
え
ど
も
、
八
十
の
翁
、
こ
れ
を
行
う
事
難
し
」
と
大
き
な

声
で
諭
さ
れ
、
こ
れ
に
は
白
楽
天
も
納
得
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

確
か
に
、「
悪
い
事
は
す
る
な
。
善
い
事
を
せ
よ
」、
こ
ん

な
当
た
り
前
の
事
は
三
歳
の
子
ど
も
で
も
知
っ
て
い
る
事
で

す
。
し
か
し
、「
言
う
は
易
し
行
う
は
難
し
」
と
い
う
よ
う
に
、

頭
で
分
か
っ
て
い
る
通
り
、
こ
の
身
に
実
践
で
き
て
い
く
か
、

と
言
う
と
、
八
〇
歳
の
ご
老
人
で
も
な
か
な
か
難
し
い
事
な

の
で
あ
り
ま
す
。

あ
る
学
者
さ
ん
に
よ
る
と
、「
わ
か
る
」
と
い
う
事
は
「
か
」

と
「
わ
」
を
入
れ
替
え
て
、「
か
わ
る
」
と
い
う
事
だ
そ
う

で
す
。
そ
の
人
の
気
持
ち
や
言
動
が
今
ま
で
と
変
わ
っ
た
事

で
、
初
め
て
分
か
っ
た
と
い
え
る
の
だ
そ
う
で
す
（
養
老
孟

司/
佐
治
晴
夫
『「
わ
か
る
」
こ
と
は
「
か
わ
る
」
こ
と
』

河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
四
）。
皆
様
方
も
本
日
の
「
一
日

授
戒
」
で
度
々
、
私
の
「
よ
く
持
つ
や
否
や
」
の
お
尋
ね
に
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対
し
、「
よ
く
持
つ
」
と
大
き
な
声
で
お
応
え
く
だ
さ
い
ま

し
た
。「
よ
く
持
つ
」
と
は
、
平
た
く
言
え
ば
「
わ
か
っ
た
」

と
い
う
事
で
あ
り
ま
し
て
、
な
ら
ば
、
本
日
を
境
に
昨
日
ま

で
と
は
違
う
「
か
わ
っ
た
」
言
動
、
つ
ま
り
戒
を
意
識
し
た

生
活
を
心
が
け
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
十
一
番
目
の「
広
願
」に
入
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
「
第
十
一
広
願
」
▲

「
第
十
一
広
願
」
と
は
、
仏
の
道
を
歩
む
う
え
で
私
だ
け

で
は
な
い
、
広
く
一
切
の
人
々
と
共
に
進
む
の
だ
と
い
う
広

い
願
い
を
起
こ
し
て
頂
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
本
日
、
皆
様
方

が
受
け
ら
れ
た
授
戒
の
功
徳
を
生
き
と
し
生
け
る
も
の
に
回

向
し
て
頂
く
事
な
の
で
す
。
そ
れ
は
人
々
の
幸
せ
を
願
う
と

い
う
事
で
す
か
ら
、
ご
縁
の
あ
る
方
に
も
授
戒
を
勧
め
て
い

く
と
い
う
事
も
広
願
の
実
践
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

実
際
、
多
く
の
人
々
に
授
戒
を
勧
め
、
率
先
し
て
授
戒
会

開
筵
に
向
け
て
尽
力
さ
れ
た
一
人
の
女
性
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
方
の
お
名
前
を
瓜
生
岩
子
さ
ん
と
申
し
ま
す
。
こ
の
方

は
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
活
躍
さ
れ
た

社
会
事
業
家
で
あ
り
ま
し
て
、
後
に
「
社
会
福
祉
の
母
」
と

称
え
ら
れ
ま
し
た
。

瓜
生
岩
子
さ
ん
は
、
一
八
二
九
年
（
文
政
一
二
年
）
に
会

津
小
田
付
村
、
現
在
の
福
島
県
喜
多
方
市
に
お
生
ま
れ
に
な

ら
れ
ま
し
た
。
幼
く
し
て
父
親
と
死
に
別
れ
、
さ
ら
に
家
を

火
事
で
失
い
、
幼
少
期
か
ら
大
変
、
苦
労
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
一
七
歳
で
結
婚
し
、
四
人
の
子
ど
も
に
も
恵
ま
れ
、

嫁
ぎ
先
の
呉
服
屋
も
商
売
が
繁
盛
し
て
、
や
っ
と
生
活
も
安

定
し
て
き
た
岩
子
さ
ん
二
八
歳
の
時
、
夫
が
重
い
病
に
か
か

り
、
そ
の
七
年
後
に
先
立
た
れ
ま
す
。
こ
の
時
、
岩
子
さ
ん

三
四
歳
で
し
た
。
岩
子
さ
ん
は
、そ
の
後
、店
を
人
に
譲
っ
て
、

生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
喜
多
方
に
戻
り
ま
す
が
、
し
ば
ら
く
し

て
今
度
は
実
の
母
親
に
も
他
界
さ
れ
、
失
意
の
ど
ん
底
の
中

で
、
母
親
の
菩
提
寺
で
あ
る
示
現
寺
を
訪
ね
て
い
か
れ
ま
す
。

そ
こ
に
は
隆
覚
和
尚
と
い
っ
て
岩
子
さ
ん
が
幼
い
頃
か
ら
良

き
師
と
慕
っ
て
い
た
和
尚
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
和

尚
さ
ん
か
ら
「
お
前
の
慈
し
み
の
心
の
す
べ
て
を
か
け
て
、

不
幸
な
人
に
捧
げ
な
さ
い
。
他
人
の
喜
び
を
自
分
の
喜
び
と
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す
る
菩
薩
の
道
を
歩
み
な
さ
い
」
と
諭
し
励
ま
さ
れ
ま
す
。

こ
の
時
、
隆
覚
和
尚
は
ま
さ
に
、「
世
の
た
め
人
の
た
に
尽

く
す
」
三
聚
浄
戒
の
摂
衆
生
戒
の
実
践
を
勧
め
ら
れ
た
の
で

す
。
こ
の
言
葉
で
目
が
覚
め
た
岩
子
さ
ん
は
、
そ
れ
以
後
、

貧
し
い
人
た
ち
や
孤
児
な
ど
、
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
の
救

済
活
動
に
励
ん
で
い
か
れ
ま
す
。

一
八
六
八
年
（
慶
応
四
年
）
に
起
き
た
戊
辰
戦
争
の
際
に

は
、
周
囲
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
自
ら
戦
地
に
赴
き
、
敵
味

方
関
係
な
く
負
傷
者
に
手
当
て
を
施
し
、
翌
年
に
は
、
教
育

を
受
け
ら
れ
な
い
子
ど
も
達
の
た
め
に
、私
財
を
投
じ
て「
小

田
付
幼
学
校
」
を
設
立
し
、
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
が
学
べ
る

環
境
を
整
え
ま
し
た
。
ま
た
、一
八
八
八
年
（
明
治
二
一
年
）

の
磐
梯
山
の
噴
火
、
一
八
九
六
年
（
明
治
二
九
年
）
の
三
陸

地
震
等
の
災
害
の
際
に
も
被
災
地
に
赴
き
被
災
者
の
救
済
、

支
援
に
奔
走
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
貧
民
孤
児
に
も
救

済
の
手
を
差
し
の
べ
、
念
願
で
あ
っ
た
育
児
所
を
設
け
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
岩
子
さ
ん
は
六
九
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
、
貧

し
い
者
に
は
衣
服
や
食
料
な
ど
を
整
え
て
や
り
、
病
気
の
者

に
は
、
自
ら
薬
を
煎
じ
て
与
え
、
身
寄
り
の
な
い
子
ど
も
達

に
は
学
び
の
場
を
提
供
す
る
な
ど
、
ま
さ
に
世
の
た
め
人
の

た
め
に
生
涯
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
地
元
で
は

菩
薩
の
化
身
、
仏
様
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
ま
で
崇
め
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
さ
ら
に
岩
子
さ
ん
は
、
物
質
的
救
済
だ
け
で
な

く
、
精
神
的
救
済
に
ま
で
救
い
の
手
を
広
げ
て
い
か
れ
ま
す
。

岩
子
さ
ん
は
、
当
時
、
文
明
開
化
の
波
が
押
し
寄
せ
る
中
、

世
の
中
が
乱
れ
、
人
心
が
荒
廃
し
、
悪
事
が
ま
か
り
通
り
、

あ
る
べ
き
健
全
な
社
会
や
道
徳
的
な
気
風
が
廃
れ
て
い
く
事

に
心
を
痛
め
、
そ
こ
で
仏
教
の
み
教
え
に
よ
っ
て
、
人
々
の

荒
廃
し
た
心
を
教
化
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
あ
る
日
、
ご

縁
の
あ
る
僧
侶
に
相
談
し
に
行
く
と
、
人
々
の
荒
廃
し
た
心

を
教
化
す
る
の
に
授
戒
会
を
開
催
す
る
事
が
最
善
の
方
法
で

あ
る
と
教
え
ら
れ
、
直
ち
に
授
戒
会
開
催
に
向
け
て
活
動
を

開
始
し
ま
す
。
し
か
し
、
当
時
の
会
津
の
人
々
は
、
授
戒
と

は
何
た
る
か
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
授
戒
と
い
う
言
葉
さ
え
耳
に

し
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
状
況
の
中
で
授
戒
会
を
開

筵
し
て
も
受
者
な
ど
集
ま
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
反
対
意
見
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に
対
し
、
岩
子
さ
ん
は
「
戒
の
精
神
が
脈
々
と
流
れ
て
い
て

も
、
こ
れ
を
教
え
広
め
る
者
が
い
な
け
れ
ば
石
瓦
と
同
然

じ
ゃ
。
是
非
と
も
、
戒
の
精
神
に
よ
っ
て
、
世
の
中
の
乱
れ

を
改
め
、
荒
ん
だ
人
々
の
心
を
救
い
た
い
」
と
い
う
毅
然
と

し
た
態
度
で
譲
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
岩
子
さ
ん
の
強
い

思
い
に
賛
同
し
た
僧
侶
の
協
力
も
仰
ぎ
、
一
八
八
三
年
（
明

治
一
六
年
）
に
永
昌
寺
を
会
場
と
し
て
受
者
五
百
人
を
集
め

第
一
回
目
の
授
戒
会
を
開
催
し
、
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
三

年
）
ま
で
の
間
に
各
お
寺
で
計
六
回
の
授
戒
会
を
開
催
し
、

受
者
の
数
は
約
三
千
人
に
も
の
ぼ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

（
長
沼
賢
海
『
英
雄
の
信
仰
』
実
業
之
日
本
社
、
一
九
一
四

年/

佐
藤
民
寳
『
菩
薩
行
路
』
矢
貫
書
店
、
一
九
四
四
年/

奥
寺
龍
渓
『
伝
記
叢
書
16
瓜
生
岩
子
全
』
大
空
社
、
一
九
八

七
年/

廣
木
明
美
『
炎
は
消
え
ず
瓜
生
岩
子
物
語
』
文
芸
社
、

二
〇
一
三
年
、
参
照
）。

　

�

☞
瓜
生
岩
子
さ
ん
が
、
実
際
に
授
戒
会
開
催
に
関
わ
っ

た
詳
細
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
年
次（
明
治
）・
会
場　
　
・
戒
師　
　
　
　
・
受
者
数

　
一
六
年　
　
　
永
昌
寺　
　
永
録
寺
住
職　
　
五
百
余
人

　
一
七
年　
　
　
永
泉
寺　
　
同
右　
　
　
　
　
四
百
余
人

　

�

一
八
年　
　
　
大
用
寺　
　
相
見
寺
住
職　
　
五
百
余
人

　
二
一
年　
　
　
示
現
寺　
　
示
現
寺
住
職　
　
四
百
余
人

　
二
二
年　
　
　
正
坊
寺　
　
耕
雲
寺
住
職　
　
六
百
余
人

　
二
三
年　
　
　
定
拙
寺　
　
同
右　
　
　
　
　
六
百
余
人

こ
の
よ
う
に
、
岩
子
さ
ん
は
当
時
の
会
津
地
方
に
お
い
て
、

数
多
く
の
人
々
に
戒
の
精
神
を
伝
え
広
め
、
精
神
的
救
済
に

努
め
て
い
か
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
岩
子
さ
ん

の
よ
う
に
、「
自
他
共
に
」
の
精
神
で
、
広
く
一
切
の
人
々

た
め
に
願
い
を
起
こ
し
て
い
く
、
授
戒
を
勧
め
て
い
く
、
こ

れ
が
「
第
十
一
広
願
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。

�

「
第
十
一
広
願
」
終
わ
る
。
▲

●
「
第
十
二
勧
持
」
▲

い
よ
い
よ
「
十
二
門
戒
儀
」
の
最
後
、「
第
十
二
勧
持
」

で
あ
り
ま
す
。「
勧
持
」
と
は
、「
勧
」
と
は
、
勧
め
る
事
で

あ
り
、「
持
」
と
は
、
保
つ
と
い
う
事
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

先
ほ
ど
皆
様
方
が
お
受
け
に
な
ら
れ
ま
し
た
戒
の
実
践
と
い
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う
事
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
度
、
お
受
け
頂
い
た
戒
を
し
っ
か

り
日
々
の
生
活
の
中
に
生
か
し
て
い
く
、
そ
の
た
め
に
「
禁

忌
」
悪
を
遠
ざ
け
、
な
る
べ
く
戒
を
破
ら
な
い
よ
う
慎
ん
で

い
く
、
そ
の
反
対
に
「
補
養
」、
出
来
る
だ
け
善
い
行
い
に

励
ん
で
い
く
、
と
い
う
事
が
「
禁
忌
」
と
「
補
養
」
と
い
う

事
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
悪
を
止
め
善
を
修
す
」
と
い
う
「
禁
忌
」
と
「
補

養
」
を
コ
ツ
コ
ツ
と
続
け
る
事
が
大
切
な
の
で
あ
っ
て
、
こ

れ
を
「
持
戒
」
と
申
し
ま
す
。

京
都
に
仏
教
の
教
え
を
も
っ
て
建
学
の
精
神
と
し
て
い
る

佛
教
大
学
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
佛
教
大
学
で
は
、
昭
和
四

四
年
か
ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
毎
年
、
学
生
さ
ん
を
対
象
に

授
戒
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
嵯
峨
の
釈
迦
堂
で
有
名
な

清
凉
寺
を
会
場
と
し
て
、
二
泊
三
日
の
日
程
で
行
わ
れ
て
い

た
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
頃
に
、
授
戒
会
を
受
け
ら
れ
た
学

生
さ
ん
が
こ
ん
な
感
想
文
を
書
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

一
部
抜
粋
し
て
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

�

我
々
は
誓
っ
て
仏
弟
子
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
今
、
生

ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
世
界
で
暮

ら
し
て
い
る
我
々
に
と
っ
て「
諸
悪
莫
作　
衆
善
奉
行
」

を
保
持
す
る
こ
と
は
、
現
実
的
に
不
可
能
に
近
い
。
い

や
不
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
授
戒
す
る
意
味
が
な
い
。

困
っ
た
。
思
案
し
た
。
我
々
は
こ
の
社
会
で
無
意
識
に

悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
。
こ
の
無
意
識
を
意
識
す
る
こ

と
に
し
よ
う
。
常
に
反
省
す
る
こ
と
だ
。
知
ら
な
い
で

す
る
こ
と
と
、
知
っ
て
す
る
こ
と
の
間
に
は
、
天
地
の

開
き
が
あ
る
。
知
る
事
が
悪
行
を
抑
制
し
、
善
行
を
伸

ば
す
こ
と
だ
と
思
う
。
完
全
に
は
で
き
な
い
が
、
一
つ

で
も
二
つ
で
も
多
く
善
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。
授
戒
と

は
た
だ
戒
を
受
け
る
こ
と
で
な
く
、
受
け
た
戒
を
保
持

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
（『
白
道
』
一
四
、

佛
教
大
学
、
一
九
九
五
年
、
参
照
）。

　
�

☞
感
想
文
の
中
に
「
知
ら
な
い
で
す
る
事
と
、
知
っ
て

す
る
事
の
間
に
は
、
天
地
の
開
き
が
あ
る
。
知
る
事
が

悪
行
を
抑
制
し
、
善
行
を
伸
ば
す
事
だ
と
思
う
」
と
書

い
て
あ
る
事
は
、「
第
四
懺
悔
」
で
紹
介
し
た
火
傷
の
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譬
え
に
も
通
じ
る
も
の
と
い
え
、
仏
教
で
は
「
何
が
罪

で
何
が
悪
業
と
さ
れ
る
の
か
」
と
い
う
事
を
知
る
事
が
、

ま
ず
は
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

確
か
に
、
こ
の
学
生
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
「
諸
悪

莫
作
（
悪
い
事
は
す
る
な
）　
衆
善
奉
行
（
善
い
事
を
せ
よ
）」

を
完
璧
に
実
践
す
る
事
は
困
難
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

戒
と
い
う
善
悪
の
基
準
を
知
る
事
に
よ
っ
て
悪
行
を
抑
制
し
、

善
行
を
伸
ば
す
事
に
な
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
事
を
意

識
す
る
事
が
「
禁
忌
」
と
「
補
養
」
に
つ
な
が
る
の
で
あ
り

ま
し
て
、
そ
れ
が
ひ
い
て
は
戒
を
保
持
す
る
持
戒
生
活
へ
と

向
か
わ
し
め
る
事
に
な
る
の
で
す
。

も
し
、
戒
と
い
う
善
悪
の
基
準
が
な
か
っ
た
な
ら
、
私
た

ち
、
人
間
と
い
う
の
は
、
無
意
識
の
う
ち
に
悪
行
を
悪
行
と

も
気
づ
か
ず
無
意
識
の
う
ち
に
犯
し
て
し
ま
う
存
在
な
の
で

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
、
糸
の
切
れ
た
凧
の
よ
う
に
、

ど
こ
へ
飛
ん
で
い
く
か
分
か
ら
な
い
危
険
な
存
在
で
あ
り
ま

す
。
あ
の
凧
揚
げ
の
凧
を
見
て
い
ま
し
た
ら
、
誰
に
も
邪
魔

さ
れ
ず
大
空
を
自
由
に
飛
ん
で
い
て
、
う
ら
や
ま
し
い
な
と

思
い
ま
す
が
、
し
か
し
あ
れ
は
凧
と
糸
が
し
っ
か
り
繋
が
っ

て
い
る
か
ら
凧
は
飛
ぶ
事
が
で
き
る
の
で
す
。
も
し
、
あ
の

糸
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
凧
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
産
経
新
聞
の
「
朝
の
詩
」
に
次
の
よ
う

な
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

�

凧
が
空
高
く
飛
べ
る
の
は　

誰
か
が
糸
を　

引
っ
張
っ

て
い
る
か
ら

　
で
も
凧
は　
そ
の
糸
さ
え
な
け
れ
ば　
も
っ
と
自
由
に

　
空
を
飛
べ
る
と　
思
っ
て
い
る　
そ
の
糸
が
な
け
れ
ば

　
地
上
に　
落
ち
て
し
ま
う
の
も　
知
ら
ず
に

　

�（
産
経
新
聞
「
朝
の
詩
」
二
〇
〇
三
年
五
月
一
五
日　

宮
川
優
）。

糸
の
切
れ
た
凧
は
、
も
っ
と
自
由
に
空
を
飛
ぶ
ど
こ
ろ
か
、

す
ぐ
に
地
上
に
落
ち
る
し
か
な
い
の
で
す
。
と
も
す
る
と
私

た
ち
も
糸
の
切
れ
た
凧
の
よ
う
に
、
誰
に
も
邪
魔
さ
れ
ず
、

何
の
制
約
も
受
け
ず
に
自
由
気
ま
ま
に
生
き
る
事
を
望
み
が

ち
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
結
局
、
貪
瞋
痴
の
三
毒

煩
悩
に
振
り
回
さ
れ
て
罪
・
悪
業
を
積
み
重
ね
る
日
々
を
送
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る
事
に
な
っ
て
し
ま
い
、
死
後
、
地
獄
へ
堕
ち
る
事
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。
凧
は
糸
で
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

安
心
し
て
大
空
を
飛
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
凧
と
つ
な
が
っ
て

い
る
糸
こ
そ
が
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
こ
の
世
を
安
心
し
て

生
き
る
事
が
で
き
る
戒
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

持
戒
と
い
う
事
を
申
し
ま
し
た
が
、
今
後
、
こ
の
戒
を
、

日
々
の
生
活
の
中
に
少
し
で
も
活
か
し
て
頂
く
た
め
に
、
皆

様
方
に
は
明
日
か
ら
実
践
し
て
頂
き
た
い
事
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
前
座
で
皆
様
方
が
「
よ
く
持
つ
」
と
お
誓
い
く
だ

さ
っ
た
十
重
禁
戒
の
一
々
の
項
目
を
、
毎
朝
、
声
に
出
し
お

唱
え
頂
き
た
い
の
で
す
。
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
に
お
唱
え

す
る
か
、
今
か
ら
私
が
実
演
い
た
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
お

配
り
し
て
お
り
ま
す
「
十
重
禁
戒
」
の
プ
リ
ン
ト
を
ご
覧
頂

き
な
が
ら
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

一ひ
と
つ

、
殺
戒
「
殺
す
事
な
か
れ
、
暴
力
す
る
事
な
か
れ
」

二ふ
た
つ

、
盗
戒
「
盗
む
事
な
か
れ
」

三み
っ
つ

、
婬
戒
「
邪
な
関
係
を
持
つ
事
な
か
れ
」

四よ
っ
つ

、
妄
語
戒
「
嘘
を
つ
く
事
な
か
れ
」

五い
つ
つ

、�

酤
酒
戒
「
自
制
心
を
失
わ
せ
る
飲
酒
な
ど
を
強
要
す
る

事
な
か
れ
」

六む
っ
つ

、
説
四
衆
過
戒
「
相
手
の
過
ち
を
語
る
事
な
か
れ
」

七な
な
つ

、自
讃
毀
他
戒
「
自
分
を
褒
め
相
手
を
け
な
す
事
な
か
れ
」

八や
っ
つ

、�

不
慳
惜
加
毀
「
物
惜
し
み
を
し
て
相
手
を
傷
つ
け
る
事

な
か
れ
」

九こ
こ
の
つ

、�

瞋
心
不
受
悔
戒
「
相
手
の
謝
罪
を
受
け
入
れ
ず
に
腹

を
立
て
る
事
な
か
れ
」

十と
う

、�

謗
三
宝
戒
「
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
を
謗
る
事
な
か
れ
」

こ
の
よ
う
に
、
十
重
禁
戒
の
一
々
の
項
目
に
つ
い
て
、
毎

日
、
声
に
出
し
て
お
唱
え
頂
き
た
い
の
で
す
。
そ
れ
は
朝
に

お
仏
壇
に
お
参
り
し
た
際
で
も
結
構
で
す
し
、
お
仏
壇
が
な

け
れ
ば
お
天
道
様
に
向
か
っ
て
お
唱
え
頂
い
て
も
結
構
で
す

の
で
、
な
る
べ
く
目
が
覚
め
た
、
そ
の
日
の
一
日
の
始
ま
り

に
お
唱
え
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
を
毎
日
の
日
課
と
し
て
宣
言
し
て
頂
く
事
で
、
仏
弟

子
と
し
て
の
自
覚
が
芽
生
え
、
今
日
一
日
、
今
日
一
日
少
し

で
も
戒
を
持
ち
生
き
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
が
高
め
ら
れ
て
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い
き
ま
す
。
仮
に
十
重
禁
戒
の
一
か
ら
十
ま
で
の
項
目
を
全

て
持
て
な
く
て
も
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
も
二
つ
で
も
持
と

う
と
す
る
意
識
が
大
切
な
の
で
す
。
大
切
な
の
は
、
自
ら
が

言
葉
に
出
し
て
表
明
し
、
そ
れ
を
自
分
の
行
動
の
規
範
と
し

て
自
分
に
課
し
、
そ
の
も
と
で
生
き
て
い
く
事
に
あ
り
ま
す
。

時
に
は
自
分
の
至
ら
な
さ
や
、
ふ
が
い
な
さ
に
よ
り
、
十
重

禁
戒
の
一
々
の
項
目
に
つ
い
て
、
ど
れ
一
つ
も
守
れ
な
い
日
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
に
、
自
分
の
至
ら
な
さ
に
気
づ
き
、

反
省
し
て
、
そ
こ
か
ら
再
び
理
想
を
求
め
て
次
に
向
か
う
事

が
最
も
大
切
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
れ
を
継
続
的
に
繰

り
返
し
実
践
す
る
事
に
よ
っ
て
、良
い
習
慣
を
身
に
つ
け
、仏
弟

子
と
し
て
香
り
高
い
人
格
が
形
成
さ
れ
て
い
く
事
で
し
ょ
う
。

　

�

☞
あ
る
浄
土
宗
僧
侶
は
、
授
戒
会
の
際
に
十
重
禁
戒
の

一
々
の
項
目
が
書
か
れ
た
プ
リ
ン
ト
を
受
者
に
配
布
し
、

こ
れ
を
毎
日
、
唱
え
る
事
を
日
課
誓
約
と
さ
れ
た
。
す

る
と
、こ
れ
を
日
課
と
し
て
実
践
さ
れ
た
受
者
が
、日
々

の
生
活
の
中
で
十
重
禁
戒
の
項
目
を
意
識
す
る
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
毎
日
、
声
に
出

し
て
唱
え
る
事
で
十
重
禁
戒
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
、

ひ
い
て
は
そ
れ
が
持
戒
生
活
へ
と
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

本
日
の
「
一
日
授
戒
」
の
ま
と
め
に
、
実
業
家
で
有
名
な

稲
盛
和
夫
さ
ん
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る
毎
日
の
習
慣
に
つ
い

て
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
稲
盛
さ
ん
と
い
え
ば
、
京
セ

ラ
や
第
二
電
電
（
現K

D
D

I

）
な
ど
を
創
業
し
、
日
本
航
空

を
再
建
さ
れ
た
事
で
有
名
で
す
が
、
現
在
も
九
〇
歳
に
し
て

京
セ
ラ
の
名
誉
会
長
を
務
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
ち
な
み
に
稲

盛
さ
ん
は
六
五
歳
の
時
に
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
円
福
寺
で

得
度
を
さ
れ
て
お
り
、
十
重
禁
戒
を
持
つ
事
を
誓
っ
て
お
ら

れ
ま
す
の
で
、
日
々
の
生
活
に
も
戒
の
精
神
が
活
か
さ
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
稲
盛
さ
ん
に
と
っ
て
人
生
の
目
的
と
は
、

心
を
高
め
る
事
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
世
の
た
め
人
の
た

め
に
尽
く
す
事
が
大
事
だ
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

仏
教
で
説
く
利
他
の
実
践
や
、
三
聚
浄
戒
の
摂
衆
生
戒
に
励

む
事
が
、
心
を
高
め
て
香
り
高
い
人
格
を
形
成
し
て
い
く
と

い
う
の
で
す
。

し
か
し
、
稲
盛
さ
ん
も
「
言
う
は
易
く
行
う
は
難
し
」
で
、
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実
際
は
心
を
高
め
る
た
め
に
、
善
い
事
を
思
い
、
善
い
行
い

を
し
よ
う
と
心
が
け
て
い
て
も
、
つ
い
つ
い
至
ら
ぬ
事
を
し

て
し
ま
う
そ
う
で
す
。
や
や
も
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
悪
し
き
方

へ
と
流
さ
れ
て
し
ま
う
自
分
を
戒
め
る
た
め
に
、
稲
盛
さ
ん

は
あ
る
時
か
ら
日
課
に
さ
れ
て
い
る
事
が
あ
る
そ
う
で
す
。

そ
の
日
課
と
は
、
自
分
自
身
を
省
み
る
行
為
、
つ
ま
り
反
省

で
す
。
稲
盛
さ
ん
は
、
一
日
が
終
わ
っ
た
時
に
、
一
日
を
振

り
返
っ
て
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
し
て
、「
今
日
は
一
日
、

威
張
っ
た
り
、
偉
そ
う
な
事
を
言
っ
た
り
、
他
人
様
を
傷
つ

け
不
愉
快
な
思
い
を
さ
せ
た
り
、悪
い
事
を
し
な
か
っ
た
か
」

と
い
う
よ
う
な
事
を
毎
日
、
反
省
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
実
際
に
自
分
の
言
動
に
思
い
当
た
る
節
が
あ
る
時

に
は
、
洗
面
所
の
鏡
に
向
か
い
「
バ
カ
モ
ン
」
と
自
分
を
厳

し
く
叱
り
つ
け
る
事
も
あ
る
そ
う
で
す
。
す
る
と
、
自
然
と

「
ご
め
ん
な
さ
い
」
と
い
う
懺
悔
の
言
葉
が
口
を
つ
い
て
出

て
く
る
と
い
う
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
稲
盛
さ
ん
は
反
省
を
日
課
と
す
る
事
で
、
今

日
、自
分
が
や
っ
た
事
を
素
直
に
反
省
し
、明
日
か
ら
は
し
っ

か
り
や
り
直
そ
う
と
心
に
誓
う
。
そ
う
い
う
良
い
習
慣
が
身

に
つ
い
た
お
か
げ
で
、
こ
の
習
慣
が
軌
道
修
正
の
役
割
を
果

た
し
、
仏
弟
子
と
し
て
今
日
ま
で
大
き
く
逸
脱
す
る
事
は
な

か
っ
た
と
い
う
の
で
す
。
反
省
の
あ
る
日
々
。
そ
れ
を
継
続

的
に
繰
り
返
し
、
繰
り
返
し
実
践
す
る
事
で
自
身
の
至
ら
な

さ
、
愚
か
さ
に
気
づ
き
、
明
日
に
向
け
て
心
を
高
め
自
身
を

成
長
さ
せ
る
事
に
な
る
の
で
す
（
稲
盛
和
夫
『
生
き
方
』
サ

ン
マ
ー
ク
出
版
、
二
〇
〇
四
年/

稲
盛
和
夫
『
働
き
方
』
三

笠
書
房
、
二
〇
〇
九
年/

稲
盛
和
夫
『
心
と
生
き
方
』PH

P

、

二
〇
一
七
年/

稲
盛
和
夫
『
活
き
る
力
』
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
、

二
〇
一
七
年/

稲
盛
和
夫
『
誰
に
も
負
け
な
い
努
力
』PH

P

、

二
〇
一
九
年
参
照
）。

稲
盛
さ
ん
は
、
こ
の
よ
う
な
日
課
を
も
う
何
十
年
も
続
け

て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
が
、
仏
教
で
は
人
の
行
為
を
重
視
し
、

そ
の
行
為
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
の
人
柄
や
人
格

が
形
成
さ
れ
て
い
く
と
教
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
意
味
に
お
き

ま
し
て
、「
十
重
禁
戒
」
の
一
々
の
項
目
を
日
課
と
し
て
頂

く
事
は
、
香
り
高
い
人
格
を
形
成
し
て
い
く
た
め
の
目
標
で
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あ
り
、
そ
れ
を
目
指
し
て
生
き
て
こ
そ
真
の
仏
弟
子
と
い
え

る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
�

☞
授
戒
説
戒
の
現
場
で
は
、
授
戒
会
の
ま
と
め
と
し
て

『
逆
修
説
法
』三
七
日
の「
し
か
れ
ば
法
蔵
比
丘
む
か
し
、

不
婬
不
慳
貪
所
生
の
光
と
い
う
。
此
の
光
に
ふ
れ
る
者

は
、
か
な
ら
す
貪
欲
の
罪
を
滅
す
。
若
し
人
あ
り
て
、

貪
欲
さ
か
ん
に
し
て
不
婬
不
慳
貪
の
戒
を
た
も
つ
事
得

ざ
れ
と
も
、
こ
こ
ろ
い
た
し
て
専
ら
此
こ
阿
弥
陀
仏
の

名
号
を
称
念
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
彼
の
仏
無
貪
清
浄
の

光
を
放
て
照
触
し
摂
取
し
た
ほ
う
故
に
、
淫
貪
財
貪
の

不
浄
を
除
き
、
無
戒
破
戒
の
罪
愆
滅
し
て
、
無
貪
善
根

の
身
と
な
り
て
、
持
戒
清
浄
の
人
と
等
し
き
な
り
」
の

文
を
根
拠
に
、
念
仏
相
続
に
お
け
る
阿
弥
陀
仏
の
光
明

の
働
き
に
着
目
し
て
、
念
仏
を
称
え
る
中
に
自
然
と
戒

が
守
ら
れ
て
く
る
と
い
っ
た
風
に
、
最
終
的
に
戒
も
念

仏
に
帰
結
す
る
と
説
か
れ
る
事
が
多
い
（
念ね

ん

戒か
い

一い
っ

致ち

）。

し
か
し
、前
掲
の「
持
戒
清
浄
ノ
人
ト
等
シ
キ
ナ
リ（『
昭

法
全
』、
二
四
六
頁
）」
の
文
脈
は
、
あ
く
ま
で
持
戒
清

浄
の
人
と
等
し
い
境
地
が
得
ら
れ
る
だ
け
で
、
そ
れ
で

持
戒
し
て
い
る
事
に
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本

研
究
班
が
提
唱
す
る
「
一
日
授
戒
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
か

ら
も
、
受
者
自
ら
が
戒
を
意
識
し
た
生
活
を
心
が
け
て

も
ら
う
よ
う
、
あ
え
て
念
仏
と
戒
を
結
び
つ
け
て
説
く

よ
う
な
言
説
は
避
け
た
。

そ
の
仏
弟
子
と
な
っ
た
証
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
「
戒か

い

牒ち
ょ
う

」

を
お
渡
し
い
た
し
ま
す〔
実
際
に
戒
牒
を
見
せ
な
が
ら
〕。「
戒

牒
」
と
は
、
戒
を
受
け
た
方
に
授
け
る
も
の
で
「
戒
牒
」
の

「
牒
」
と
い
う
の
は
、
証
明
書
と
い
う
事
で
あ
り
ま
す
。
こ

こ
に
水
引
が
あ
っ
て
、
封
が
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
中
は
見

る
事
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
こ
こ
で
特
別
に
ご
覧
い

た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
の
で
、
お
帰
り
に
な
っ
て
か
ら
決
し

て
、
中
を
開
け
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

円
頓
戒
が
イ
ン
ド
、
中
国
、
日
本
と
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

き
た
系
譜
が
書
か
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
「
血け

ち

脈み
ゃ
く

」
と

申
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
お
釈
迦
様
に
は
じ
ま
り
法
然
上
人
さ

ま
、
歴
代
の
お
祖
師
様
の
戒
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
事
で
、
皆
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様
方
お
一
人
お
ひ
と
り
の
と
こ
ろ
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
と

い
う
記
録
が
血
脈
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
血
脈
に
は
、
お
釈
迦
様
か
ら
始
ま
っ
て
、
最
後
に
皆

様
方
の
お
名
前
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
を
も

ち
ま
し
て
お
釈
迦
様
と
「
法
の
糸
」
で
ま
っ
す
ぐ
に
つ
な
が

り
、
皆
様
方
お
一
人
お
ひ
と
り
の
中
に
、
お
釈
迦
様
か
ら
相

伝
さ
れ
て
き
た
二
五
〇
〇
年
来
の
戒
の
精
神
が
全
て
込
め
ら

れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
お
名
前
は
、
俗
名
で
は
な

く
戒
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
皆
様
方
は
、本
日
の「
一

日
授
戒
」
を
境
に
仏
弟
子
と
し
て
新
た
に
誕
生
さ
れ
た
の
で

す
。
ど
う
ぞ
、
こ
れ
か
ら
は
仏
弟
子
と
し
て
戒
を
守
り
、
戒

名
に
相
応
し
い
香
り
高
い
人
格
を
作
り
上
げ
て
頂
き
ま
す
事

を
祈
念
し
て
、
最
後
の
お
作
法
へ
と
移
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

�

「
第
十
二
勧
持
」
終
わ
る
。
▲

〇
戒
牒
授
与
作
法

�

〔
受
者
は
、
一
人
づ
つ
順
番
に
伝
戒
師
の
前
に
出
て
、
戒

牒
を
授
か
る
〕。

�

〔
伝
戒
師
は
戒
牒
を
授
与
す
る
際
に
、
受
者
一
人
づ
つ
に

対
し
、「
衆
生
仏
戒
を
受
け
ぬ
れ
ば
、
真
に
こ
れ
諸
仏
の

み
子
な
り
」
と
発
し
、「
な
む
あ
み
だ
ぶ
」
で
授
与
す
る
〕。

〔
戒
牒
を
授
与
さ
れ
た
受
者
か
ら
、
自
席
に
戻
る
〕。

〇
授
与
十
念

〇
摂
益
文

〇
念
仏
一
会
〔
伝
戒
師
、
本
尊
前
に
転
座
〕。

〇
総
回
向
偈

〇
同
称
十
念

〇
総
願
偈

〇
三
唱
礼

〇
送
仏
偈

〇
同
称
十
念

〇
伝
戒
師
挨
拶
・
退
堂

【
十
六
時
三
〇
分
】

〇
閉
会
挨
拶
（
司
会
）

〇
解
散
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「
机
授
戒
」
の
し
お
り

◇
『
机
授
戒
』
に
つ
い
て

◎
戒
名
と
は
・
・
・�

お
釈
迦
様
の
教
え
に
よ
っ
て
正
し
く
生
き

る
事
を
誓
っ
た
者
へ
与
え
ら
れ
る
名
前
。

仏
弟
子
の
証
。

◎
「
三
帰
」・
・
・
仏
法
僧
の
三
宝
に
帰
依
す
る
事
を
誓
う
。

　
　
　
　
　
　
　
仏
・
・
仏
様
・
・
・
・
・
・�

帰
依
仏
両
足
尊

　
　
　
　
三
宝　
法
・
・
仏
様
の
教
え
・
・
・�
帰
依
法
離
欲
尊

　
　
　
　
　
　
　
僧
・
・
仏
様
の
教
え
を
信
仰
す
る
人
々
・
・

�

帰
依
僧
衆
中
尊

◎
「
三
帰
の
作
法
」

　

 �「
帰
依
仏
両
足
尊　
帰
依
法
離
欲
尊　
帰
依
僧
衆
中
尊
」（
三

唱
）。

◎
円
頓
戒
の
意
味
・・・「
円
」
→
「
円
満
」、「
頓
」
→
「
頓
速
」。

　
　
　
　
　
　

�

何
一
つ
申
し
分
な
く
速
や
か
に
、
仏
の
境
地
に

到
達
す
る
事
が
で
き
る
戒
。

◎
円
頓
戒
の
系
譜

　
　
イ
ン
ド
・
・
・�

毘
盧
遮
那
仏
→
釈
迦
牟
尼
仏
→
阿
逸
多
菩

薩
（
二
十
余
菩
薩
）
→
鳩
摩
羅
什
→

　
　
中
国
・
・
・
・�

慧
思
→
智
顗
→
灌
頂
→
智
威
→
慧
威
→
玄

朗
→
湛
然
→
道
邃
→

　
　
日
本
・
・
・
・�

最
澄
→
円
仁
→
長
意
→
慈
念
→
慈
忍
→
源

心
→
禅
仁
→
良
忍
→
叡
空
→
法
然
上
人

（
宗
祖
）
→
聖
光
上
人
（
二
祖
）
→
良
忠

上
人
（
三
祖
）
→
・
・
・
・
→
伝
戒
師
→

受
者

◎
三さ

ん

聚じ
ゅ

浄じ
ょ
う

戒か
い

　
　

①
摂し

ょ
う

律り
つ

儀ぎ

戒か
い

・
・
・「
悪
い
事
は
や
め
ま
し
ょ
う
」（
止
悪
）

　
　

②
摂し

ょ
う

善ぜ
ん

法ぼ
う

戒か
い

・
・
・「
善
い
事
を
し
ま
し
ょ
う
」（
修
善
）

　
　

③
摂せ

つ

衆し
ゅ

生じ
ょ
う

戒か
い

・
・
・�「
世
の
た
め
人
の
た
め
に
尽
く
し
ま 
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し
ょ
う
」（
利
他
行
）

◎
「
三
聚
浄
戒
の
作
法
」

　
　

�「
今
身
よ
り
仏
身
に
至
る
ま
で
、
こ
の
三
聚
浄
戒
を
能
く

持
つ
や
否
や
」。「
能
く
持
つ
」。

◎
十じ

ゅ
う

重じ
ゅ
う

禁き
ん

戒か
い

　
一
、�「
不ふ

殺せ
っ

生し
ょ
う

戒か
い

」・
・
・
・
殺
す
事
な
か
れ
、
暴
力
す
る
事

な
か
れ
。

　
二
、「
不ふ

偸ち
ゅ
う

盗と
う

戒か
い

」・
・
・
・
盗
む
事
な
か
れ
。

　
三
、「
不ふ

行ぎ
ょ
う

婬い
ん

欲よ
く

戒か
い

」・
・
・
邪
な
関
係
を
持
つ
事
な
か
れ
。

　
四
、「
不ふ

妄も
う

語ご

戒か
い

」・
・
・
・
嘘
を
つ
く
事
な
か
れ
。

　
五
、�「
不ふ

酤こ

酒し
ゅ

戒か
い

」・
・
・
・�

自
制
心
を
失
わ
せ
る
飲
酒
な
ど

を
強
要
す
る
事
な
か
れ
。

　
六
、「
不ふ

説せ
つ

四し

衆し
ゅ
う

過か

戒か
い

」・
・
相
手
の
過
ち
を
語
る
事
な
か
れ
。

　
七
、�「
不ふ

自じ

讃さ
ん

毀き

他た

戒か
い

」・
・
自
分
を
褒
め
相
手
を
け
な
す
事

な
か
れ
。

　
八
、�「
不ふ

慳け
ん

貪ど
ん

戒か
い

」・
・
・
・
物
惜
し
み
を
し
て
相
手
を
傷
つ

け
る
事
な
か
れ
。

　
九
、�「
不ふ

瞋し
ん

恚に

戒か
い

」・
・
・
・�

相
手
の
謝
罪
を
受
け
入
れ
ず
に

腹
を
立
て
る
事
な
か
れ
。

　
十
、「
不ふ

謗ぼ
う

三さ
ん

宝ぼ
う

戒か
い

」・
・
・�

仏
・
法
・
僧
の
三
宝
を
謗
る
事

な
か
れ

◎
「
十
重
禁
戒
の
作
法
」

　
　

�「
是
の
如
き
の
十
重
禁
戒
、
汝
等
、
今
身
よ
り
仏
身
に
至

る
ま
で
、
そ
の
中
間
に
お
い
て
犯
ず
る
事
を
得
ざ
れ
。
能

く
持
つ
や
否
や
」。「
よ
く
持
つ
」。

◎
戒か

い

体た
い

・
・
・�

悪
を
止
め
、
善
を
修
め
、
世
の
た
め
人
の
た
め

に
尽
く
す
原
動
力
。
そ
の
戒
体
が
作
法
を
通
し

て
、
体
内
に
入
り
、
戒
体
が
発
動
す
る
。

　
　
　
　
　
　

�

第
一
作
法
時
（
よ
く
持
つ
）
→
戒
法
が
振
動
す

る
。

　
　
　
　
　
　

�
第
二
作
法
時
（
よ
く
持
つ
）
→
戒
法
が
受
者
の

頭
上
に
来
集
す
る
。



610

　
　
　
　
　
　

�

第
三
作
法
時
（
よ
く
持
つ
）
→
受
者
の
頂
か
ら

体
内
に
入
り
、
戒
体
を
発
得
す
る
。

◎
「
十じ

ゅ
う

六ろ
く

重じ
ゅ
う

の
戒
品
の
作
法
」

　
　

�「
す
べ
て
上
来
授
く
る
処
の
三
帰
な
ら
び
に
三
聚
浄
戒
及

び
十
重
禁
戒
、
こ
の
十
六
重
の
戒
品
、
よ
く
持
つ
や
否
や
」。

�

「
よ
く
持
つ
」。
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「
一
日
授
戒
」
の
し
お
り

◇
『
十
二
門
戒
儀
』
に
つ
い
て
（
妙
楽
大
師
荊
渓
湛
然
作
）

◎�

「
第
一
開か

い

導ど
う

」・
・
・
戒
と
は
、
よ
い
習
慣
を
身
に
つ
け
る
事

で
生
き
る
た
め
の
指
針
、
羅
針
盤
。

◎
「
第
二
三さ

ん
帰き

」・
・
・
仏
法
僧
の
三
宝
に
帰
依
す
る
事
を
誓
う
。

　
　
　
　
仏
・
・
仏
様
・
・
・
明
る
く
・
・
ろ
う
そ
く
の
灯

　
三
宝　
法
・
・
仏
様
の
教
え
・
・
正
し
く
・
・
線
香

　
　
　
　
僧
・
・
仏
様
の
教
え
を
信
仰
す
る
人
々
・
・
仲
よ
く

�

・
・
花

・「
三
帰
の
作
法
」

　

�「
わ
れ
ら
仏
弟
子
は
、
今
日
よ
り
未
来
永
劫
、
三
宝
に
帰
依

し
て
、
明
る
く
、
正
し
く
、
仲
よ
く
、
生
き
て
い
く
こ
と
を

誓
い
ま
す
」（
三
説
、
三
唱
）。

　

�「
今
日
よ
り
以
後
、
常
に
三
宝
に
帰
依
し
て
、
明
る
く
、
正

し
く
、
仲
よ
く
、
生
き
て
い
く
事
を
誓
い
ま
し
た
」（
三
説
、

三
唱
）。

◎�

「
第
三
請し

ょ
う

師し

」・
・
・
五
人
の
お
師
匠
様
（
五
座
の
聖
師
）
を

道
場
に
お
迎
え
す
る
。

　
一
、
戒
和
尚
＝
釈
迦
牟
尼
如
来
（
釈
尊
）
＝
戒
を
授
け
る
。

　
二
、�

羯
磨
阿
闍
梨
＝
文
殊
菩
薩
＝
戒
師
を
助
け
、
表
白
作
法

を
行
う
。

　
三
、�

教
授
阿
闍
梨
＝
弥
勒
菩
薩
＝
受
者
を
助
け
、
威
儀
を
指

導
す
る
。

　
四
、�

証
明
師
＝
一
切
諸
仏
＝
受
者
が
授
戒
し
た
こ
と
を
証
明

す
る
。

　
五
、
同
学
侶
＝
一
切
諸
菩
薩
＝
受
者
と
共
に
戒
を
受
け
る
。

◎�
「
第
四
懺さ

ん
げ悔

」・
・
・
今
日
ま
で
犯
し
て
き
た
罪
・
悪
業
を
懺

悔
す
る
。

・「
懺
悔
の
文
」

　
「
我
昔
よ
り
造
る
所
の
諸
の
悪
業
は
」
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「
皆
無
始
よ
り
の
貪
瞋
痴
に
由
る
」

　
「
身
語
意
よ
り
生
ず
る
所
な
り
」

　
「
一
切
我
れ
今
皆
懺
悔
し
た
て
ま
つ
る
」

◎
「
第
五
発ほ

っ

心し
ん

」・
・
・
仏
道
を
歩
も
う
と
す
る
心
を
起
こ
す
。

・「
四
弘
誓
願
の
文
」

　
「
衆
生
は
無
辺
な
れ
ど
も
誓
っ
て
度
せ
ん
こ
と
を
願
う
」

　
　
（
人
々
を
仏
の
境
地
に
導
き
た
い
と
い
う
願
い
）

　
「
煩
悩
は
無
辺
な
れ
ど
も
誓
っ
て
断
ぜ
ん
こ
と
を
願
う
」

　
　
（
煩
悩
を
断
ち
切
り
た
い
と
い
う
願
い
）

　
「
法
門
は
無
尽
な
れ
ど
も
誓
っ
て
知
ら
ん
こ
と
を
願
う
」

　
　
（
仏
様
の
教
え
を
全
て
学
び
た
い
と
い
う
願
い
）

　
「
菩
提
は
無
上
な
れ
ど
も
誓
っ
て
証
せ
ん
こ
と
を
願
う
」

　
　
（
仏
の
境
地
に
到
り
た
い
と
い
う
願
い
）

◎
「
第
六
問も

ん

遮し
ゃ

」・
・
・
戒
を
授
か
る
適
正
検
査
。

・「
問
遮
の
作
法
」　　
　
　

 

　
一
、�

仏
身
よ
り
、
血
を
出
し
た
る
こ
と
、
あ
り
や
否
や
。

�

答
「
な
し
」。

二
、
父
を
殺
し
た
る
こ
と
、
あ
り
や
否
や
。�

答
「
な
し
」。

三
、
母
を
殺
し
た
る
こ
と
、
あ
り
や
否
や
。�

答
「
な
し
」。

四
、
和
尚
を
殺
し
た
る
こ
と
、
あ
り
や
否
や
。�

答
「
な
し
」。

五
、
師
匠
を
殺
し
た
る
こ
と
、
あ
り
や
否
や
。�

答
「
な
し
」。

六
、
教
団
の
結
束
を
乱
し
た
こ
と
、
あ
り
や
否
や
。

�

答
「
な
し
」。

七
、
聖
者
を
殺
し
た
る
こ
と
、
あ
り
や
否
や
。�

答
「
な
し
」。

◎
「
第
七
正し

ょ
う

授じ
ゅ

戒か
い

」・・・
戒か

い

体た
い

発ほ
っ

得と
く

（
一い

ち

白び
ゃ
く

三さ
ん

羯か
つ

磨ま

の
作
法
）」

・
円え

ん

頓ど
ん

戒か
い

の
系
譜

　
　
イ
ン
ド
・
・
・�

毘
盧
遮
那
仏
→
釈
迦
牟
尼
仏
→
阿
逸
多
菩

薩
（
二
十
余
菩
薩
）
→
鳩
摩
羅
什
→

　
　
中
国
・
・
・
・�

慧
思
→
智
顗
→
灌
頂
→
智
威
→
慧
威
→
玄

朗
→
湛
然
→
道
邃
→

　
　
日
本
・
・
・
・�

最
澄
→
円
仁
→
長
意
→
慈
念
→
慈
忍
→
源

心
→
禅
仁
→
良
忍
→
叡
空
→
法
然
上
人

（
宗
祖
） 

→
聖
光
上
人
（
二
祖
）
→
良
忠
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上
人
（
三
祖
）
→
・
・
・
・
→
伝
戒
師
→

受
者

・
三さ

ん

聚じ
ゅ

浄じ
ょ
う

戒か
い

　
　

①
摂し

ょ
う

律り
つ

儀ぎ

戒か
い

・
・「
悪
い
事
は
や
め
ま
し
ょ
う
」（
止し

悪あ
く

）

　
　

②
摂し

ょ
う

善ぜ
ん

法ぼ
う

戒か
い

・
・「
善
い
事
を
し
ま
し
ょ
う
」（
修し

ゅ
う

善ぜ
ん

）

　
　

③
摂せ

つ

衆し
ゅ

生じ
ょ
う

戒か
い

・
・�「
世
の
た
め
人
の
た
め
に
尽
く
し
ま
し
ょ

う
」（
利
他
行
）

・
円え

ん

頓ど
ん

戒か
い

の
意
味
・
・「
円
」
→
「
円
満
」、「
頓
」
→
「
頓
速
」。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

何
一
つ
申
し
分
な
く
速
や
か
に
、
仏
の

境
地
に
到
達
す
る
事
が
で
き
る
戒
。

・
戒か

い

体た
い

・
・
・�

悪
を
止
め
、
善
を
修
め
、
世
の
た
め
人
の
た
め

に
尽
く
す
原
動
力
。
そ
の
戒
体
が
一
白
三
羯
磨

の
作
法
を
通
し
て
、
体
内
に
入
り
、
戒
体
が
発

動
す
る
。

　
　
　
　
　
　
第
一
羯
磨
時
→
戒
法
が
振
動
す
る
。

　
　
　
　
　
　

�

第
二
羯
磨
時
→
戒
法
が
受
者
の
頭
上
に
来
集
す

る
。

　
　
　
　
　
　

�

第
三
羯
磨
時
→
受
者
の
頂
か
ら
体
内
に
入
り
、

戒
体
を
発
得
す
る
。

◎
「
第
八
証し

ょ
う

明め
ょ
う

」・
・
・�

戒
を
受
け
た
こ
と
の
証
明
を
諸
仏
諸

菩
薩
に
請
う
。

◎
「
第
九
現げ

ん

相そ
う

」・
・
・�

不
思
議
な
瑞
相
が
現
れ
、
自
身
に
も

良
い
変
化
が
み
ら
れ
る
。

◎
「
第
十
説せ

っ

相そ
う

」・
・
・
十じ

ゅ
う

重じ
ゅ
う

禁き
ん

戒か
い

　
一
、「
殺せ

つ

戒か
い

」・
・
・
・
・�

殺
す
事
な
か
れ
、
暴
力
す
る
事
な

か
れ
。

　
二
、「
盗と

う

戒か
い

」・
・
・
・
・
盗
む
事
な
か
れ
。

　
三
、「
婬い

ん

戒か
い

」・
・
・
・
・
邪
な
関
係
を
持
つ
事
な
か
れ
。

　
四
、「
妄も

う
語ご

戒か
い

」・
・
・
・
嘘
を
つ
く
事
な
か
れ
。

　
五
、「
酤こ

酒し
ゅ

戒か
い

」・
・
・
・�

自
制
心
を
失
わ
せ
る
飲
酒
な
ど
を

強
要
す
る
事
な
か
れ
。
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六
、「
説せ

つ
四し

衆し
ゅ
う

過か

戒か
い

」・
・
相
手
の
過
ち
を
語
る
事
な
か
れ
。

　
七
、「
自じ

讃さ
ん

毀き

他た

戒か
い

」・
・�

自
分
を
褒
め
相
手
を
け
な
す
事
な

か
れ
。

　
八
、「
慳け

ん

惜じ
ゃ
く

加か

毀き

戒か
い

」・
・�

物
惜
し
み
を
し
て
相
手
を
傷
つ
け

る
事
な
か
れ
。

　
九
、「
瞋し

ん

心じ
ん

不ふ

受じ
ゅ

悔げ

戒か
い

」・�

相
手
の
謝
罪
を
受
け
入
れ
ず
に
腹

を
立
て
る
事
な
か
れ
。

　
十
、「
謗ぼ

う

三さ
ん

宝ぼ
う

戒か
い

」・
・
・�
仏
・
法
・
僧
の
三
宝
を
謗
る
事
な

か
れ
。

◎�

「
第
十
一
広こ

う

願が
ん

」・
・
・
授
戒
の
功
徳
を
全
て
の
生
き
と
し
生

け
る
も
の
に
回
向
し
、
施
す
。

◎�

「
第
十
二
勧か

ん
持じ

」・
・
・　
仏
弟
子
と
し
て
終
生
、
持
戒
生
活

を
心
が
け
る
。

　
・
禁き

ん
忌き

・
・
・（
悪
を
止
め
る
）。

　
・
補ほ

養よ
う

・
・
・（
善
を
修
め
る
）。
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十じ
ゅ
う

重じ
ゅ
う

禁き
ん

戒か
い

一
、
殺せ

っ

戒か
い　

　
　
　
「
殺
す
事
な
か
れ
、
暴
力
す
る
事
な
か
れ
」

二
、
盗と

う

戒か
い　

　
　
　
「
盗
む
事
な
か
れ
」

三
、
婬い

ん

戒か
い　

　
　
　
「
邪

よ
こ
し
ま

な
関
係
を
持
つ
事
な
か
れ
」

四
、
妄も

う
語ご

戒か
い　

　
　
「
嘘
を
つ
く
事
な
か
れ
」

五
、
酤こ

酒し
ゅ

戒か
い　

　
　

�「
自
制
心
を
失
わ
せ
る
飲
酒
な
ど
を
強
要

す
る
事
な
か
れ
」

六
、
説せ

つ
四し

衆し
ゅ

過か

戒か
い　

「
相
手
の
過
ち
を
語
る
事
な
か
れ
」 

七
、
自じ

讃さ
ん

毀き

他た

戒か
い　

「
自
分
を
褒ほ

め
相
手
を
け
な
す
事
な
か
れ
」

八
、
慳け

ん

惜じ
ゃ
く

加か

毀き

戒か
い　

�「
物
惜
し
み
を
し
て
相
手
を
傷
つ
け
る
事

な
か
れ
」

九
、
瞋し

ん

心じ
ん

不ふ

受じ
ゅ

悔げ

戒か
い　

�「
相
手
の
謝
罪
を
受
け
入
れ
ず
に
腹
を

立
て
る
事
な
か
れ
」

十
、
謗ぼ

う

三さ
ん

宝ぼ
う

戒か
い　

　
「
仏
・
法
・
僧
の
三さ

ん

宝ぼ
う

を
謗そ

し
る
事
な
か
れ
」
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本
研
究
ノ
ー
ト
は
、
天
保
七
年
（
一
八
三
七
）
の
識
語
を
持

つ
三
祖
良
忠
上
人
の
伝
記
資
料
、了
恵
道
光
撰
『
然
阿
上
人
伝
』

の
訓
読
（
書
き
下
し
）
で
あ
る
。『
然
阿
上
人
伝
』
に
関
す
る

研
究
は
、

・�

梁
田
眞
教「
三
祖
記
主
禅
師
伝
記
考
」（『
浄
土
学
』第
一
輯
、

一
九
三
〇
）

・�

大
橋
俊
雄
「『
然
阿
上
人
伝
』
の
成
立
を
巡
っ
て
―
そ
の

構
成
と
出
典
」（『
佛
教
論
叢
』
三
三
、
一
九
八
九
）

・�

玉
山
成
元「『
然
阿
上
人
伝
』に
つ
い
て
」（『
佛
教
文
化
研
究
』

三
一
、
一
九
八
六
）

・�

大
橋
俊
雄
「
道
光
撰
『
然
阿
上
人
伝
』
に
つ
い
て
一
、
二

の
問
題
」（
戸
松
教
授
古
稀
記
念
『
浄
土
教
論
集
』、
大
東

出
版
社
、
一
九
八
七
）

・�

恵
谷
隆
戒
『
浄
土
宗
第
三
祖　

然
阿
良
忠
上
人
伝
の
新
研

究
』（
金
尾
文
淵
堂
、
一
九
三
四
）

・�

吉
川
瑞
之
「
大
本
山
光
明
寺
蔵
『
鎌
倉
佐
介
浄
刹
光
明
寺

開
山
御
伝
』
の
研
究
―
慶
安
版
『
然
阿
上
人
伝
』
と
の
比

較
を
中
心
に
」（『
記
主
禅
師
研
究
所
紀
要
』
第
二
号
、
二

〇
一
九
）

な
ど
が
あ
る
。

良
忠
上
人
の
伝
記
資
料
と
し
て
は
、

・『
然
阿
上
人
伝
』

・『
本
朝
高
僧
伝
』
巻
第
一
五
（『
日
仏
全
』
一
〇
二
）

・『
浄
土
伝
灯
総
系
譜
』
巻
上
（『
浄
全
』
一
九
）

令
和
三
年
度　

浄
土
宗
祖
師
の
諸
伝
記
の
研
究　

研
究
ノ
ー
ト

天
保
版
『
然
阿
上
人
伝
』
書
き
下
し
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・『
浄
土
鎭
流
祖
伝
』
巻
第
二
（『
浄
全
』
一
七
）

・『
浄
統
略
讃
』（『
続
浄
』
一
七
）

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
中
、『
然
阿
上
人
伝
』
は
、

了
慧
道
光
上
人
が
記
し
た
も
の
と
し
て
伝
わ
り
、
最
も
古
く
信

用
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
は
江
戸
期
の
写
本
・
版
本

し
か
伝
存
せ
ず
、
こ
れ
ら
を
参
照
す
る
ほ
か
な
い
。

江
戸
期
に
上
梓
・
刊
行
さ
れ
た
『
然
阿
上
人
伝
』
の
諸
本
は
、

・�

慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
版
（
村
上
平
楽
寺
刊
・『
聖
光

上
人
伝
』
と
合
冊
・
内
題
『
然
阿
上
人
伝
』）

・�

延
宝
七
年
（
一
六
八
〇
）
写
本
（
内
題
『
鎌
倉
佐
介
浄
刹

光
明
寺
開
山
御
伝
』）

・�

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
版
（
万
屋
新
右
衛
門
刊
・
内
題

『
鎌
倉
佐
介
浄
刹
光
明
寺
開
山
御
伝
』）

・�

天
保
七
年
（
一
八
三
七
）
版
（
沙
門
敬
道
が
良
忠
上
人
五

五
〇
回
忌
に
ち
な
ん
で
刊
行
・
内
題
『
然
阿
上
人
伝
』）

の
四
点
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

諸
本
の
異
同
に
つ
い
て
は
先
の
研
究
で
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、

お
お
よ
そ
慶
安
四
年
版
（
以
下
「
慶
安
版
」）
と
天
保
七
年
版

（
以
下
「
天
保
版
」）
が
同
系
統
で
あ
り
、
こ
れ
に
少
な
か
ら
ず

内
容
を
補
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
が
、
内
題
を
『
鎌
倉
佐
介
浄
刹

光
明
寺
開
山
御
伝
』（
以
下
『
開
山
御
伝
』）
と
す
る
系
統
と
見

な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
補
い
が
何
に
基
づ
く
も
の
な
の
か
、
史

実
と
し
て
の
信
憑
性
が
あ
る
の
か
と
い
う
議
論
が
あ
る
。
慶
安

版
と
『
開
山
御
伝
』（
写
本
・
版
本
）
間
の
詳
細
な
対
照
は
先

の
吉
川
氏
の
研
究
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
度
報
告
す
る
天
保
版
は
、
識
語
に
よ
る
と
、
天
保
七
年

に
良
忠
上
人
の
五
百
五
十
回
忌
を
迎
え
る
に
際
し
、
嵯
峨
正
定

院
敬
道
上
人
が
先
行
す
る『
然
阿
上
人
伝
』を
訂
正
し
た
う
え
で
、

『
本
朝
高
僧
伝
』（
師
蛮
撰
）
に
記
さ
れ
る
良
忠
上
人
の
伝
記
及

び
四
祖
白
旗
良
暁
上
人
の
伝
記
を
巻
末
に
添
え
て
刊
行
し
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
。『
浄
土
宗
全
書
』
一
七
巻
に
翻
刻
さ
れ
て

い
る
も
の
の
底
本
も
こ
の
天
保
版
で
あ
る
。

『
慶
安
版
』
と
の
異
同
は
、
細
か
い
部
分
を
含
め
る
と
多
岐

に
及
ぶ
が
、
良
忠
上
人
が
石
見
を
離
れ
て
求
法
の
旅
に
出
た
際

の
行
状
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
異
同
が
あ
る
。
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慶
安
版

天
保
版

加
之
、
仏
心
禅
宗
の
教
外
別

伝
の
旨
、
首
経
円
覚
の
法
門

を
ば
、
渡
宋
の
禅
師
に
訪
れ
、

法
相
、
三
論
、
華
厳
、
律
等

の
宗
旨
を
ば
本
宗
の
碩
徳
に

禀
く
。

ま
た
長
楽
の
榮
朝
、
永
平
の

道
元
に
歴
参
し
て
教
外
別
伝

の
宗
旨
、
首
経
円
覚
の
法
門

を
問
い
、
律
範
を
泉
涌
の
俊

芿
に
質
す
。
ま
た
南
都
に
走

り
て
法
相
三
論
華
厳
を
周
聴

す
。

『
慶
安
版
』
で
は
、

　
　

�

仏
心
禅
宗
の
教
外
別
伝
の
旨
、
首
経
円
覚
の
法
門　

→　

渡
宋
の
禅
師
に
訪
れ

　
　

�

法
相
、
三
論
、
華
厳
、
律
の
宗
旨　

→　

本
宗
の
碩
徳

に
禀
く

と
あ
る
と
こ
ろ
を
、『
天
保
版
』
で
は
、

　
　

�

教
外
別
伝
の
宗
旨
、
首
経
円
覚
の
法
門　

→　

長
楽
の

榮
朝
、
永
平
の
道
元
に
歴
参

　
　

律
範　
→　

泉
涌
の
俊
芿
に
質
す

　
　
法
相
、
三
論
、
華
厳　
→　
南
都
に
走
り
て
周
聴

と
い
っ
て
、
師
事
し
た
人
師
や
場
所
が
具
体
的
に
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
異
同
が
ど
う
し
て
生
ま
れ
た
の
か
と
い
う
点
は

別
の
研
究
を
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、『
天
保
版
』
を
上

梓
し
た
敬
道
上
人
が
「
こ
の
伝
を
訂
正
し
」
と
し
て
い
る
た

め
、
手
元
の
諸
本
を
も
と
に
先
行
す
る
『
慶
安
版
』
も
し
く
は

『
開
山
御
伝
』を
訂
正
し
た
結
果
な
の
で
あ
ろ
う
。『
開
山
御
伝
』

で
は
こ
の
部
分
は
『
天
保
版
』
と
同
様
の
記
述
で
あ
り
、
こ
れ

を
用
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
の
研
究
が
待
た
れ

る
。本

研
究
で
用
い
た
『
天
保
版
』
の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

　
　
記
主
禅
師
像
（
肖
像
の
絵
）

　
　
嵯
峨
立
道
作
の
偈

　
　
然
阿
上
人
伝
本
文

　
　
附
録

　
　
　
『
本
朝
高
僧
伝
』
関
東
在
住
期
の
部
分

　
　
　
『
本
朝
高
僧
伝
』
白
旗
上
人
伝
の
部
分

　
　
敬
道
の
識
語
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記
主
禅
師
伝
助
刻
名
署
及
び
敬
道
識
語

『
慶
安
版
』
に
な
い
部
分
は
巻
頭
の
肖
像
と
偈
、
巻
尾
の
附

録
と
識
語
、
助
刻
寄
進
者
の
名
簿
で
あ
る
。
附
録
で
付
さ
れ
た

も
の
は
『
本
朝
高
僧
伝
』
か
ら
の
引
用
で
、
良
忠
上
人
の
伝
記

の
う
ち
関
東
在
住
期
の
部
分
を
引
用
し
、
白
旗
良
暁
上
人
の
伝

記
は
全
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
良
忠
上
人
の
伝
記
の
引
用
は
、

敬
道
上
人
の
識
語
に「
本
朝
高
僧
伝
ニ
依
テ
ソ
ノ
遺
漏
ヲ
補
ヒ
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
上
梓
し
た
『
天
保
版
』
に
こ
の
部
分
の
記

述
が
な
い
た
め
、
他
の
伝
記
で
補
う
べ
き
こ
と
を
指
示
し
て
付

し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。た
だ
し
、こ
の
部
分
は『
開
山
御
伝
』

に
は
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
り
、『
開
山
御
伝
』
に
記
載
が

あ
る
こ
と
を
指
示
し
な
か
っ
た
の
も
何
か
意
図
が
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

本
報
告
で
は
、
こ
の
天
保
七
年
版
に
つ
い
て
、
附
録
等
を
含

む
全
体
を
訓
読
し
た
。
作
業
凡
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

〈
凡
例
〉

（
一
）�

本
訓
読
は
、
天
保
七
年
識
版
本
『
然
阿
上
人
伝
』
を

底
本
と
し
た
。

（
二
）�

漢
字
表
記
は
、
寺
名
・
人
名
な
ど
一
部
の
固
有
名
詞

を
除
き
、
基
本
的
に
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
ま
た
、

仮
名
遣
い
は
現
代
的
仮
名
遣
い
を
用
い
た
。

（
三
）�

訓
読
に
際
し
て
は
、
基
本
的
に
底
本
の
返
り
点
・
送

り
仮
名
を
尊
重
し
た
が
、
文
脈
や
意
味
が
通
ら
な
い

場
合
な
ど
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

（
四
）
割
注
で
記
さ
れ
る
部
分
は
〈　

〉
で
括
っ
た
。

（
五
）�

ル
ビ
は
基
本
的
に
既
刊
『
浄
土
宗
聖
典
』
の
読
み
方

に
従
っ
た
が
、
例
外
も
あ
る
。

以
上
の
凡
例
に
よ
り
作
業
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
ル
ビ
を
は

じ
め
と
し
て
疑
問
や
不
安
の
残
る
箇
所
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
た

め
、「
こ
う
読
む
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
想
い
で
作
成
し
た
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
お
含
み
の
上
、
お
気
付
き
の
点
が
あ
れ
ば

ご
高
見
を
賜
り
た
い
と
思
う
。
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鎌か
ま

倉く
ら

　記き

主し
ゅ

禅ぜ
ん

師じ

伝で
ん

　伝で
ん

灯と
う

は
鎮ち

ん

西ぜ
い

に
光こ

う

明み
ょ
うを
輝か

が
やか
す
。
元は

じ

め
は
夢ゆ

め

に
報む

く

い
て
藉せ

き

を
裁た

ち
、
吉よ

し

水み
ず

の
源

み
な
も
とを
尽つ

く
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　立

り
ゅ
う

道ど
う

謹き
ん

賛さ
ん

然ね
ん

阿な

上し
ょ
う

人に
ん

伝で
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　厭え

ん

欣ご
ん

沙し
ゃ

門も
ん

道ど
う

光こ
う

作さ
く

然ね
ん

阿な

上し
ょ
う

人に
ん

、
諱い

み
な
は
良

り
ょ
う

忠ち
ゅ
う、
石せ

き

州し
ゅ
う

三み

隅す
み
の

荘し
ょ
うの
人ひ

と

な
り
。
姓せ

い

は
藤ふ

じ
わ
ら原
氏し

、
京

き
ょ
う

極ご
く

大の
お

殿と
ど

師も
ろ

実ざ
ね

六ろ
く

世せ
い

の

裔え
い

な
り
。
父ち

ち

、
諱い

み
なは
圓え

ん

尊そ
ん

〈
台た

い

嶺れ
い

東と
う

塔と
う

の
南

み
な
み

谷だ
に

、
大だ

い

林り
ん

房ぼ
う

の
法ほ

う

印い
ん

宣せ
ん

雲う
ん

の
弟で

子し

な
り
。
後の

ち

石せ
き

州し
ゅ
うに
移い

住じ
ゅ
うし
遯と

ん

世せ

し
て
法ほ

う

阿あ

と
号ご

う

す
。
寿と

し

九く

十じ
ゅ
う

三さ
ん

に
し
て
往お

う

生じ
ょ
うを
遂と

ぐ
。
蓋け

だ

し
こ
れ
宰さ

い

相し
ょ
う

頼よ
り

定さ
だ

の
息そ

く

、
中

ち
ゅ
う

納な

言ご
ん

経つ
ね

定さ
だ

の
孫ま

ご

な
り
〉、
母は

は

は
伴と

も

氏う
じ

な
り
。
夢ゆ

め

み
ら
く
、
一ひ

と
り
の
貴き

女に
ょ

有あ

り
、
天て

ん

姿し

巍ぎ

然ね
ん

と
し
て
面め

ん

容よ
う

艶え
ん

麗れ
い

な
り
。
手て

に
明

み
ょ
う

鏡き
ょ
うを

持も

ち
て
告つ

げ
て
曰い

わ

く
、
こ
れ
を
汝な

ん
じに

与あ
た

え
ん
と
欲ほ

っ

す
と
。
こ
こ
に
心こ

こ
ろに

恐お
そ

れ
を
懐い

だ

き
て
口く

ち

に
陳ち

ん

答と
う

し
て
言い

わ
く
、
見み

る
に
こ
れ
重

じ
ゅ
う

宝ほ
う

な
り
。
豈あ

に
輙た

や
すく

賜た
も

う
べ
け
ん
や
と
。
貴き

女に
ょ

ま
た
曰い

わ

く
、
吾わ

れ
故

こ
と
さ
らら
に
こ
れ
を
与あ

た

え
ん
と
す
、
敢あ

え
て
固こ

辞じ

す
る
こ
と
な
か
れ
と
。
廼す

な
わち
再ふ

た
たび

辞じ

せ
ず
し
て
慎つ

つ
しみ

て
鏡か

が
みを

取と

り
て
懐

ふ
と
こ
ろに

納お
さ

む
と
。
見み

已お
わ

り
て
寤め

ざ

む
。
明

み
ょ
う

鏡き
ょ
うな

お
在あ

る
が
ご
と
し
。
既す

で

に
し
て
孕は

ら

む
こ
と
有あ

り
。
夢ゆ

め

を
以も

っ

て
夫つ

ま

に
語か

た

る
。
夫つ

ま

の
曰い

わ

く
、
こ
の
夢む

想そ
う

頗す
こ
ぶる

慧え

心し
ん

の
表

ひ
ょ
う

事じ

に
似に

た
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り
。
汝な

ん
じが

孕は
ら

む
と
こ
ろ
の
子こ

、
定さ

だ

ん
で
仏ぶ

っ

法ぽ
う

の
明

み
ょ
う

師し

と
な
る
べ
し
と
云

云
。

遂つ
い

に
〈
人に

ん

王の
う

八は
ち

十じ
ゅ
う

三さ
ん

代だ
い

土つ
ち

御み

門か
ど

院い
ん

の
御ぎ

ょ

宇う

〉
正

し
ょ
う

治じ

元が
ん

年ね
ん

己
つ
ち
の
と

未ひ
つ
じ

七し
ち

月が
つ

二に

十じ
ゅ
う

七し
ち

日に
ち

酉と
り

の
尅こ

く

に
誕た

ん

生じ
ょ
うす

。
幼よ

う

稚ち

に
し
て
性

し
ょ
う

識し
き

同ど
う

党と
う

に
逴た

く

躒れ
き

せ
り
。
見み

る
人ひ

と

歎た
ん

異に

す
。
十

じ
ゅ
う

一い

歳ち

の
時と

き

〈
承

し
ょ
う

元げ
ん

三さ
ん

年ね
ん

己
つ
ち
の
と

巳み

〉
三さ

ん

智ち

法ほ
っ

師し

の
〈
父ち

ち

圓え
ん

尊そ
ん

の
亭や

ど

に
在あ

り
て
〉『
往お

う

生じ
ょ
う

要よ
う

集し
ゅ
う』

の
悪あ

く

趣し
ゅ

苦く

患か
ん

と
浄

じ
ょ
う

土ど

の
快け

楽ら
く

と
を
講こ

う

談だ
ん

す
る
を
聞き

き
て
、
屢

し
ば
し
ば

思お
も

い
を
浄

じ
ょ
う

土ど

に
潭ふ

こ

う
す
。
年と

し

十じ
ゅ
う

三さ
ん

に
甫ふ

し
て
〈
建け

ん

暦り
ゃ
く

元が
ん

年ね
ん

辛か
の
と

未ひ
つ
じ〉

二に

月が
つ

の
頃こ

ろ

、
雲う

ん

州し
ゅ
うに
往ゆ

き
て
鰐が

く

淵え
ん

寺じ

の
月が

っ

珠し
ゅ

房ぼ
う

信し
ん

暹せ
ん

に
従し

た
が
う
。
始は

じ

め
て
書し

ょ

を
授さ

ず

く
る
に
、
一い

っ

時と
き

に
能よ

く

八は
ち

十じ
ゅ
う

行ぎ
ょ
うを

諳あ
ん

誦じ
ゅ

す
。
聡そ

う

敏び
ん

俊し
ゅ
ん

異い

に
し
て
聞き

く
所と

こ
ろ、

憶お
く

持じ

し
て
永な

が

く
忘わ

す

れ
ず
。
す
な
わ
ち
そ
の
法ほ

う

器き

な
る
こ
と
を
知し

り
、
殊こ

と

に
愛あ

い

翫が
ん

す
。
明

み
ょ
う

年ね
ん

〈
壬

み
ず
の
え

申さ
る

〉
十じ

ゅ
う
し

四
歳
の
正

し
ょ
う

月が
つ

朔さ
く

朝ち
ょ
うに
自み

ず
か
ら
誦じ

ゅ

し
て
言い

え
る

こ
と
有あ

り
。
曰い

わ

く
、「
五ご

濁じ
ょ
くの
憂う

き
世よ

に
生う

ま
れ
た
る
は
恨う

ら

み
旁か

た

旁が
た

多お
お

け
れ
ど
も
、
念ね

ん

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
うと
聞き

く
時と

き

は
還か

え
って

慶う
れ

し
く
成な

り
に
け
る
」
と
。
こ
の
和わ

讃さ
ん

を
吟ぎ

ん

じ
て
声こ

え

を
挙あ

げ
て
念ね

ん

仏ぶ
つ

す
。
時と

き

に
定

じ
ょ
う

月げ
つ

法ほ
っ

師し

と
い
う
人ひ

と

有あ

り
。
大お

お

い
に
諫い

さ

め
て
曰い

わ

く
、「
君き

み

が
念ね

ん

仏ぶ
つ

す
る
は
時じ

節せ
つ

を
知し

ら
ず
、
機き

嫌げ
ん

を
弁わ

き
ま
え
ざ

る
な
り
」
と
云

云
。
こ
れ
を
聞き

き
て
ま
た
竊ひ

そ
か
に
念お

も

え
ら
く
、
無む

常じ
ょ
う

迅じ
ん

速そ
く

に
し
て
時じ

節せ
つ

を
待ま

た
ず
。
念ね

ん

仏ぶ
つ

最さ
い

要よ
う

な
り
、
豈あ

に

に
機き

嫌げ
ん

を
憚は

ば
から

ん
や
。
生う

ま
れ
た
る
者も

の

は
必か

な
らず

死し

す
、
汝

な
ん
じ

盍な
ん

ぞ
黄こ

う

泉せ
ん

に
帰か

え

ら
ざ
ら

ん
や
。
今い

ま

称し
ょ
う

名み
ょ
うを
制せ

い

す
る
は
愚ぐ

癡ち

の
極き

わ
ま
り
な
り
と
。
心こ

こ
ろ
に
哀あ

わ

れ
み
を
含ふ

く

む
と
雖い

え
ど
も
、
口く

ち

に
忍し

の

び
て

言い

わ
ず
。

そ
の
後の

ち

、
学が

く

問も
ん

に
性し

ょ
うを
研み

が

き
聖

し
ょ
う

教ぎ
ょ
うに
眼め

を
曝さ

ら

し
て
、
受う

く
る
所と

こ
ろの
法ほ

う

門も
ん

は
心し

ん

蔵ぞ
う

に
括か

つ

囊の
う

し
、
見み

る
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所と
こ
ろの

文も
ん

義ぎ

は
意い

府ふ

に
諳あ

ん

記き

す
。

十じ
ゅ
う
ろ
く

六
歳
に
至い

た

っ
て
〈
建け

ん

保ぽ
う

二に

年ね
ん

甲き
の
え

戌い
ぬ

〉
出

し
ゅ
っ

家け

し
、
同ど

う

十じ
ゅ
う

一い
ち

月が
つ

登と
う

壇だ
ん

す
。
す
な
わ
ち
心こ

こ
ろに
思し

ね
ん念
す

ら
く
、
八は

ち

万ま
ん

の
法ほ

う

門も
ん

皆み
な

そ
の
機き

に
被こ

う
むら
れ
ば
、
有う

縁え
ん

の
教き

ょ
うを
聞き

く
も
の
解げ

脱だ
つ

せ
ざ
る
は
な
し
。
吾わ

れ

日ひ

ご
ろ
称

し
ょ
う

名み
ょ
うす
、
何な

ん

ぞ
必か

な
らず
し
も
そ
の
機き

な
ら
ん
。
即そ

く

身し
ん

の
教き

ょ
うに
帰き

し
て
専も

っ
ぱら
法ほ

っ

華け

の
行ぎ

ょ
うを
勤ご

ん

修し
ゅ

せ
ん

に
は
し
か
ず
と
。
こ
れ
よ
り
以こ

の

降か
た

、
常つ

ね

に
妙

み
ょ
う

経き
ょ
うを
誦じ

ゅ

し
て
専も

っ
ぱら
覚か

く

悟ご

を
期き

す
。
或あ

る
時と

き

夢ゆ
め

に
、
獄ご

く

使し

に
引ひ

か
れ
て
鉄て

つ

城じ
ょ
うの
裏う

ら

に
到い

た

り
、
猛も

う

火か

熾し

然ね
ん

と
し
て
身し

ん

心じ
ん

痛つ
う

苦く

す
。
心こ

こ
ろに
阿あ

鼻び

か
と
恐お

そ

れ
て
、
口く

ち

に

す
な
わ
ち
「
假け

使し

遍へ
ん

法ほ
っ

界か
い

　断だ
ん

善ぜ
ん

諸し
ょ

衆し
ゅ

生じ
ょ
う

　若に
ゃ
く〈
本ほ

ん

文も
ん

に
は
一い

ち

と
曰い

う
〉
聞も
ん

法ほ

華け

経き
ょ
う

　決け
つ

定じ
ょ
う

成じ
ょ
う

菩ぼ

提だ
い

」
の
文も

ん

を
誦じ

ゅ

し
て
〈
先さ

き

に
は
未い

ま

だ
こ
の
文も

ん

を
知し

ら
ず
、
夢む

中ち
ゅ
うに
始は

じ

め
て
こ
れ
を
誦じ

ゅ

す
〉、
鉄て

つ

城じ
ょ
うの

猛も
う
か火
を
消け

し
、
既す

で

に
し
て
城し

ろ

を
出い

で

て
飛と

び
て
鉄て

っ

壁ぺ
き

を
踰こ

ゆ
る
に
、
宛あ

た

か
も
身み

自お
の
ず
から
羽う

翼よ
く

を
得え

た
る

が
ご
と
き
に
感か

ん

ず
。
寤さ

め
て
後の

ち

、
余よ

気き

有あ

り
、
熱ね

っ

汗か
ん

身し
ん

上じ
ょ
うに
流な

が

る
。
既す

で

に
勝

し
ょ
う

利り

を
夢む

中ち
ゅ
うに
得え

た
り
、

盍な
ん

ぞ
解げ

脱だ
つ

を
身し

ん

後ご

に
感か

ん

ぜ
ざ
ら
ん
。
こ
れ
に
因よ

り
て
益

ま
す
ま
す

信し
ん

心じ
ん

を
致い

た

し
弥

い
よ
い
よ

妙み
ょ
う

経き
ょ
うを
仰あ

お

ぐ
。

一あ
る

日と
き

障し
ょ
う

礙げ

有あ

る
を
見み

る
、
定さ

だ

め
て
こ
れ
魔ま

事じ

な
ら
ん
と
。
す
な
わ
ち
不ふ

動ど
う

尊そ
ん

に
帰き

し
、
供く

養よ
う

法ほ
う

を
修し

ゅ
うし

て
対た

い

治じ

す
る
こ
と
を
得え

た
り
。
ま
た
感か

ん

夢む

有あ

り
、
蔵ぞ

う

乗じ
ょ
う

法ほ
っ

師し

〈
同ど

う

山ざ
ん

住じ
ゅ
う

侶り
ょ

〉
の
持じ

仏ぶ
つ

堂ど
う

に

不ふ

動ど
う

尊そ
ん

有ま
し
ます
。
そ
の
二に

童ど
う

子じ

前す
す

み
出い

で

て
告つ

げ
て
曰い

わ

く
、「
汝

な
ん
じ

明あ
き

ら
か
に
我わ

が
本ほ

ん

師し

を
拝は

い

せ
よ
。
本ほ

ん

師し

を
見み

た
て
ま
つ
る
者も

の

は
菩ぼ

提だ
い

心し
ん

を
発お

こ

す
な
り
」
と
。
す
な
わ
ち
殿で

ん

扉ぴ

を
開ひ

ら

き
こ
れ
を
拝は

い

す
る
に
、
火か

㷔え
ん

熾し

盛じ
ょ
うに

し
て
忿ふ

ん

怒ぬ

の
威い

相そ
う

儼ご
ん

然ね
ん

と
し
て
孔は

な
はだ

新あ
ら
たな

り
。
夢む

中ち
ゅ
うに

迷め
い

悶も
ん

し
、
覚か

く

後ご

に
歓か

ん

喜ぎ

す
。
凡お

よ

そ

顕け
ん

密み
つ

両り
ょ
う

乗じ
ょ
う

倶と
も

に
瑞ず

い

夢む

を
得え

た
り
、
感か

ん

応の
う

道ど
う

交こ
う

何な
ん

ぞ
空む

な

し
か
ら
ん
。
水み

ず

澄す

み
て
月つ

き

浮う

か
ぶ
と
は
蓋け

だ

し

こ
の
謂い

い

か
。

然し
か

る
に
生せ

い

年ね
ん

十じ
ゅ
う

八は
ち

、
学が

く

問も
ん

の
余よ

暇か

に
『
大だ

い

聖し
ょ
う

竹ち
く

林り
ん

寺じ
の

記き

』
を
披ひ

閲え
つ

す
る
に
、
曰い

わ

く
、

法ほ
っ

照し
ょ
う、
文も

ん

殊じ
ゅ

普ふ

賢げ
ん

の
二に

聖し
ょ
う

者じ
ゃ

に
問と

い

て
言い

わ

く
、「
末ま

っ

法ぽ
う

の
凡ぼ

ん

夫ぶ

、
聖し

ょ
う
を
去さ

る
こ
と
時と

き

遙は
る

か
な
り
。

知ち

識し
き

転う
た

た
劣れ

つ

に
し
て
垢く

障し
ょ
う

尤も
っ
とも
深ふ

か

し
。
未い

ま

だ
審い

ぶ
かし
、
大だ

い

聖し
ょ
う

何い
ず
れの
法ほ

う

門も
ん

を
修し

ゅ
うし
て
か
、
易や

す

く
成

じ
ょ
う

就じ
ゅ

す
る
こ
と
を
得え

ん
や
。
唯た

だ

願ね
が
わく
は
大だ

い

聖し
ょ
う

我わ

が
為た

め
に
解げ

説せ
つ

し
た
ま
え
」。
文も

ん

殊じ
ゅ

師し

利り

言の
た
まく
、

「
汝な

ん
じ、

今い
ま

念ね
ん

仏ぶ
つ

す
。
今い

ま

正ま
さ

し
く
こ
れ
時と

き

な
り
。
諸

も
ろ
も
ろの

修し
ゅ

行ぎ
ょ
う

門も
ん

、
念ね

ん

仏ぶ
つ

に
過す

ぎ
た
る
は
無な

し
。
西さ

い

方ほ
う

に
阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

在ま
し
ます
。
彼か

の
仏ほ

と
け
の
願が

ん

力り
き

不ふ

可か

思し

議ぎ

な
り
。
命

み
ょ
う

終じ
ゅ
うに
は
決け

つ

定じ
ょ
うし
て
彼か

の
国く

に

に
往お

う

生じ
ょ
うす
」
と
。〈
乃
至
〉
ま
た
問と

う
、「
今こ

ん

時じ

及お
よ

び
未み

来ら
い

の
一い

っ

切さ
い

衆し
ゅ

生じ
ょ
う、
志

こ
こ
ろ
ざ
しを
同お

な
じく
し
て
念ね

ん

仏ぶ
つ

し
、

比び

丘く

比び

丘く

尼に

、
優う

婆ば

塞そ
く

優う

婆ば

夷い

、
至し

心し
ん

虔け
ん

誠じ
ょ
うに

勇ゆ
う

猛み
ょ
う

精し
ょ
う

進じ
ん

に
し
て
名

み
ょ
う

利り

の
為た

め

に
せ
ず
、
仏ぶ

つ

名み
ょ
うを
称

し
ょ
う

念ね
ん

せ
ば
、
臨り

ん

終じ
ゅ
うに
実ま

こ
とに
仏ぶ

つ

来ら
い

迎こ
う

接し
ょ
うを
感か

ん

じ
て
上

じ
ょ
う

品ぼ
ん

の
往お

う

生じ
ょ
うを
得え

ん
や
不い

な

や
。
こ
の
念ね

ん

仏ぶ
つ

に
因よ

っ

て
命

み
ょ
う

終じ
ゅ
うの
時と

き

に
至い

た

り
て
聖

し
ょ
う

果か

を
証し

ょ
う
す
る
こ
と
を
得え

て
、
輪り

ん

回ね

を
遠お

ん

離り

す
る
や
不い

な

や
」。
文も

ん

殊じ
ゅ

答こ
た
えて

曰い
わ

く
、「
決け

つ

定じ
ょ
うし

て
疑う

た
がい

無な

し
。
名

み
ょ
う

利り

の
為た

め

に
す
る
と
及お

よ

び
不ふ

至し

心し
ん

を
除の

ぞ

く
」
と
已

上
。

こ
の
記き

の
文も

ん

を
看み

て
悲ひ

喜き

交
こ
も
ご
も

集あ
つ

ま
り
、
感か

ん

涙る
い

屢
し
ば
し
ば

流な
が

し
、
大だ

い

智ち

の
薩さ

っ

埵た

釋し
ゃ
く

尊そ
ん

、
祖そ

師し

の
指し

教き
ょ
う、

豈あ

に
そ
れ
誤あ

や
ま
り
た
ま
わ
ん
や
、
我わ

れ

等ら

盍い
ず
く
んぞ
帰き

せ
ざ
ら
ん
や
と
。
故ゆ

え

を
以も

っ

て
文も

ん

殊じ
ゅ

を
発ぼ

っ

心し
ん

の
祖そ

と
為な

し
て
、
忽た

ち
まち
聖

し
ょ
う

道ど
う

を
捨す

て
、
法ほ

っ

照し
ょ
うを
異い

代だ
い

の
師し

と
為な

し
て
速す

み
やか
に
浄

じ
ょ
う

土ど

に
帰き

す
。
即す

な
わち
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うを
閣さ

し
おい
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顕け
ん

密み
つ

両り
ょ
う

乗じ
ょ
う

倶と
も

に
瑞ず

い

夢む

を
得え

た
り
、
感か

ん

応の
う

道ど
う

交こ
う

何な
ん

ぞ
空む

な

し
か
ら
ん
。
水み

ず

澄す

み
て
月つ

き

浮う

か
ぶ
と
は
蓋け

だ

し

こ
の
謂い

い

か
。

然し
か

る
に
生せ

い

年ね
ん

十じ
ゅ
う

八は
ち

、
学が

く

問も
ん

の
余よ

暇か

に
『
大だ

い

聖し
ょ
う

竹ち
く

林り
ん

寺じ
の

記き

』
を
披ひ

閲え
つ

す
る
に
、
曰い

わ

く
、

法ほ
っ

照し
ょ
う、

文も
ん

殊じ
ゅ

普ふ

賢げ
ん

の
二に

聖し
ょ
う

者じ
ゃ

に
問と

い

て
言い

わ

く
、「
末ま

っ

法ぽ
う

の
凡ぼ

ん

夫ぶ

、
聖し

ょ
う

を
去さ

る
こ
と
時と

き

遙は
る

か
な
り
。

知ち

識し
き

転う
た

た
劣れ

つ

に
し
て
垢く

障し
ょ
う

尤も
っ
とも

深ふ
か

し
。
未い

ま

だ
審い

ぶ
かし

、
大だ

い

聖し
ょ
う

何い
ず
れの

法ほ
う

門も
ん

を
修し

ゅ
うし

て
か
、
易や

す

く
成

じ
ょ
う

就じ
ゅ

す
る
こ
と
を
得え

ん
や
。
唯た

だ

願ね
が
わく
は
大だ

い

聖し
ょ
う

我わ

が
為た

め
に
解げ

説せ
つ

し
た
ま
え
」。
文も

ん

殊じ
ゅ

師し

利り

言の
た
まく
、

「
汝な

ん
じ、

今い
ま

念ね
ん

仏ぶ
つ

す
。
今い

ま

正ま
さ

し
く
こ
れ
時と

き

な
り
。
諸

も
ろ
も
ろの

修し
ゅ

行ぎ
ょ
う

門も
ん

、
念ね

ん

仏ぶ
つ

に
過す

ぎ
た
る
は
無な

し
。
西さ

い

方ほ
う

に
阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

在ま
し
ます
。
彼か

の
仏ほ

と
け
の
願が

ん

力り
き

不ふ

可か

思し

議ぎ

な
り
。
命

み
ょ
う

終じ
ゅ
うに
は
決け

つ

定じ
ょ
うし
て
彼か

の
国く

に

に
往お

う

生じ
ょ
うす
」
と
。〈
乃
至
〉
ま
た
問と

う
、「
今こ

ん

時じ

及お
よ

び
未み

来ら
い

の
一い

っ

切さ
い

衆し
ゅ

生じ
ょ
う、
志

こ
こ
ろ
ざ
しを
同お

な
じく
し
て
念ね

ん

仏ぶ
つ

し
、

比び

丘く

比び

丘く

尼に

、
優う

婆ば

塞そ
く

優う

婆ば

夷い

、
至し

心し
ん

虔け
ん

誠じ
ょ
うに

勇ゆ
う

猛み
ょ
う

精し
ょ
う

進じ
ん

に
し
て
名

み
ょ
う

利り

の
為た

め

に
せ
ず
、
仏ぶ

つ

名み
ょ
うを
称

し
ょ
う

念ね
ん

せ
ば
、
臨り

ん

終じ
ゅ
うに
実ま

こ
とに
仏ぶ

つ

来ら
い

迎こ
う

接し
ょ
うを
感か

ん

じ
て
上

じ
ょ
う

品ぼ
ん

の
往お

う

生じ
ょ
うを
得え

ん
や
不い

な

や
。
こ
の
念ね

ん

仏ぶ
つ

に
因よ

っ

て
命

み
ょ
う

終じ
ゅ
うの
時と

き

に
至い

た

り
て
聖

し
ょ
う

果か

を
証し

ょ
う
す
る
こ
と
を
得え

て
、
輪り

ん

回ね

を
遠お

ん

離り

す
る
や
不い

な

や
」。
文も

ん

殊じ
ゅ

答こ
た
えて

曰い
わ

く
、「
決け

つ

定じ
ょ
うし

て
疑う

た
がい

無な

し
。
名

み
ょ
う

利り

の
為た

め

に
す
る
と
及お

よ

び
不ふ

至し

心し
ん

を
除の

ぞ

く
」
と
已

上
。

こ
の
記き

の
文も

ん

を
看み

て
悲ひ

喜き

交
こ
も
ご
も

集あ
つ

ま
り
、
感か

ん

涙る
い

屢
し
ば
し
ば

流な
が

し
、
大だ

い

智ち

の
薩さ

っ

埵た

釋し
ゃ
く

尊そ
ん

、
祖そ

師し

の
指し

教き
ょ
う、

豈あ

に
そ
れ
誤あ

や
ま
り
た
ま
わ
ん
や
、
我わ

れ

等ら

盍い
ず
く
んぞ
帰き

せ
ざ
ら
ん
や
と
。
故ゆ

え

を
以も

っ

て
文も

ん

殊じ
ゅ

を
発ぼ

っ

心し
ん

の
祖そ

と
為な

し
て
、
忽た

ち
まち
聖

し
ょ
う

道ど
う

を
捨す

て
、
法ほ

っ

照し
ょ
うを
異い

代だ
い

の
師し

と
為な

し
て
速す

み
やか
に
浄

じ
ょ
う

土ど

に
帰き

す
。
即す

な
わち
諸し

ょ

行ぎ
ょ
うを
閣さ

し
おい
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て
日ひ

に
念ね

ん

仏ぶ
つ

一い
ち

万ま
ん

を
唱と

な

う
。
蓋け

だ

し
ま
た
竊ひ

そ
か
に
以お

謂も

え
ら
く
、
方ま

さ

に
今い

ま

道ど
う

心し
ん

を
発お

こ

せ
る
こ
と
不ふ

動ど
う

明
み
ょ
う

王お
う

の
加か

被び

力り
き

の
致い

た

す
所と

こ
ろか
と
。
こ
れ
よ
り
以こ

の

降か

た
出

し
ゅ
っ

離り

を
往お

う

生じ
ょ
うに
期ご

し
、
受じ

ゅ

学が
く

を
顕け

ん

密み
つ

に
迪た

だ

す
。
圓え

ん

信し
ん

〈
両

り
ょ
う

流り
ゅ
うの

兼け
ん

学が
く

な
り
。
山さ

ん

門も
ん

は
こ
れ
宝ほ

う

地ち

竹ち
く

林り
ん

の
末ま

つ

裔え
い

な
り
。
三み

井い

は
則す

な
わち

北き
た

院い
ん

瀧り
ゅ
う

淵え
ん

の
余よ

流
り
ゅ
う

な
り
。〉、
信し

ん

暹せ
ん

の
二に

哲て
つ

に
値あ

い
て
天て

ん

台だ
い

倶く

舎し
ゃ

の
両

り
ょ
う

宗し
ゅ
うを
究き

わ

め
。
密み

つ

蔵ぞ
う

法ほ
っ

師し

〈
諱い

み
なは
尊そ

ん

観か
ん

、
鰐が

く

淵え
ん

の
住

じ
ゅ
う

な
り
〉
及お

よ

び
源げ

ん

朝ち
ょ
う

闍じ
ゃ

梨り

〈
こ
の
師し

は
、
高こ

う

野や

本ほ
ん

寺じ

の
学が

く

頭と
う

な
り
。
伝で

ん

法ぽ
う

院い
ん

の
訴そ

訟し
ょ
うに
依よ

り
て
安あ

芸き
の

国く
に

に
左さ

遷せ
ん

せ
ら
る
る
時と

き

に
、
こ
こ
に
扶ふ

持ち

を
致い

た

し
て
以も

っ

て
学ま

な

ぶ
〉
に
従し

た
が
い
て
真し

ん

言ご
ん

の
大だ

い

法ほ
う

密み
つ

灌か
ん

頂
じ
ょ
う

を
禀ほ

ん

伝で
ん

す
。
学が

く

成な

り
て
遂つ

い

に
帰か

え

り
去さ

り
て
一い

ち

日じ
つ

路み
ち

を
過す

ぐ
る
比こ

ろ

お
い
、
闍じ

ゃ

梨り

、
使し

者し
ゃ

を
遣つ

か

わ
し
て
書し

ょ

藉せ
き

を
送お

く

り
て
曰い

わ

く
、「
我わ

が
秘ひ

法ほ
う

を
以も

っ

て
悉

こ
と
ご
とく
汝な

ん
じに
付ふ

属ぞ
く

す
」
と
云

云
。
ま
た
長

ち
ょ
う

楽ら
く

の
榮え

い

朝ち
ょ
う、
永え

い

平へ
い

の

道ど
う

元げ
ん

に
歴れ

き

参さ
ん

し
て
教

き
ょ
う

外げ

別べ
つ

伝で
ん

の
宗

し
ゅ
う

旨し

、
首し

ゅ

経き
ょ
う

圓え
ん

覺が
く

の
法ほ

う

門も
ん

を
問と

い
、
律り

っ

範ぱ
ん

を
泉せ

ん

涌に
ゅ
うの
俊

し
ゅ
ん

芿じ
ょ
うに
質た

だ

す
。

ま
た
南な

ん

都と

に
走は

し

り
て
法ほ

っ

相そ
う

三さ
ん

論ろ
ん

華け

厳ご
ん

を
周

し
ゅ
う

聴ち
ょ
うす
。
凡お

よ

そ
諸し

ょ

方ほ
う

の
名め

い

匠し
ょ
うに
値あ

い
て
、
本ほ

ん

宗し
ゅ
うの
綱こ

う

目も
く

を
諮と

う
に
、
一い

ち

隅ぐ
う

を
聞き

き
て
三さ

ん

端た
ん

を
識し

る
、
再ふ

た
たび
尋た

ず

ね
ず
師し

に
助た

す

け
ら
る
る
こ
と
無な

し
。
生

し
ょ
う

知ち

と
謂い

い
つ

べ
し
、
誰た

れ
か
天て

ん

機き

を
諍あ

ら
そわ

ん
。

こ
こ
に
、
石せ

き

州し
ゅ
うに

寺て
ら

有あ

り
、
多た

陀だ

寺じ

と
号ご

う

す
。
便

た
よ
り

有あ

り
て
彼か

し
こに

到い
た

る
。
勝

し
ょ
う

地ち

棄す

て
叵が

た

く
、
雲う

ん

心し
ん

永な
が

く
繫つ

な
が
れ
り
。
即す

な
わ
ち
居き

ょ

を
こ
こ
に
卜ぼ

く

し
て
一い

っ

向こ
う

に
専せ

ん

修じ
ゅ

す
。
時と

き

に
年と

し

三さ
ん

十じ
ゅ
う

四し

、
貞

じ
ょ
う

永え
い

元が
ん

年ね
ん

壬
み
ず
の
え

辰た
つ

三さ
ん

月が
つ

下げ

旬じ
ゅ
んな

り
。
こ
こ
に
於お

い
て
不ふ

断だ
ん

念ね
ん

仏ぶ
つ

を
修し

ゅ
うし

、
一い

ち

両り
ょ
う

年ね
ん

を
送お

く

る
。

時と
き

に
生

し
ょ
う

仏ぶ
つ

法ほ
っ

師し

と
い
う
人ひ

と

有あ

り
。
来き

た

り
語か

た

り
て
曰い

わ

く
、「
善ぜ

ん

導ど
う

寺じ

の
聖

し
ょ
う

光こ
う

上し
ょ
う

人に
ん

は
法ほ

う

然ね
ん

上し
ょ
う

人に
ん

の
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て
日ひ

に
念ね

ん

仏ぶ
つ

一い
ち

万ま
ん

を
唱と

な

う
。
蓋け

だ

し
ま
た
竊ひ

そ
か

に
以お

謂も

え
ら
く
、
方ま

さ

に
今い

ま

道ど
う

心し
ん

を
発お

こ

せ
る
こ
と
不ふ

動ど
う

明
み
ょ
う

王お
う

の
加か

被び

力り
き

の
致い

た

す
所と

こ
ろか
と
。
こ
れ
よ
り
以こ

の

降か

た
出

し
ゅ
っ

離り

を
往お

う

生じ
ょ
うに
期ご

し
、
受じ

ゅ

学が
く

を
顕け

ん

密み
つ

に
迪た

だ

す
。
圓え

ん

信し
ん

〈
両

り
ょ
う

流り
ゅ
うの
兼け

ん

学が
く

な
り
。
山さ

ん

門も
ん

は
こ
れ
宝ほ

う

地ち

竹ち
く

林り
ん

の
末ま

つ

裔え
い

な
り
。
三み

井い

は
則す

な
わち
北き

た

院い
ん

瀧り
ゅ
う

淵え
ん

の
余よ

流
り
ゅ
う

な
り
。〉、
信し

ん

暹せ
ん

の
二に

哲て
つ

に
値あ

い
て
天て

ん

台だ
い

倶く

舎し
ゃ

の
両

り
ょ
う

宗し
ゅ
うを
究き

わ

め
。
密み

つ

蔵ぞ
う

法ほ
っ

師し

〈
諱い

み
なは
尊そ

ん

観か
ん

、
鰐が

く

淵え
ん

の
住

じ
ゅ
う

な
り
〉
及お

よ

び
源げ

ん

朝ち
ょ
う

闍じ
ゃ

梨り

〈
こ
の
師し

は
、
高こ

う

野や

本ほ
ん

寺じ

の
学が

く

頭と
う

な
り
。
伝で

ん

法ぽ
う

院い
ん

の
訴そ

訟し
ょ
うに
依よ

り
て
安あ

芸き
の

国く
に

に
左さ

遷せ
ん

せ
ら
る
る
時と

き

に
、
こ
こ
に
扶ふ

持ち

を
致い

た

し
て
以も

っ

て
学ま

な

ぶ
〉
に
従し

た
が
い
て
真し

ん

言ご
ん

の
大だ

い

法ほ
う

密み
つ

灌か
ん

頂
じ
ょ
う

を
禀ほ

ん

伝で
ん

す
。
学が

く

成な

り
て
遂つ

い

に
帰か

え

り
去さ

り
て
一い

ち

日じ
つ

路み
ち

を
過す

ぐ
る
比こ

ろ

お
い
、
闍じ

ゃ

梨り

、
使し

者し
ゃ

を
遣つ

か

わ
し
て
書し

ょ

藉せ
き

を
送お

く

り
て
曰い

わ

く
、「
我わ

が
秘ひ

法ほ
う

を
以も

っ

て
悉

こ
と
ご
とく
汝な

ん
じに
付ふ

属ぞ
く

す
」
と
云

云
。
ま
た
長

ち
ょ
う

楽ら
く

の
榮え

い

朝ち
ょ
う、
永え

い

平へ
い

の

道ど
う

元げ
ん

に
歴れ

き

参さ
ん

し
て
教

き
ょ
う

外げ

別べ
つ

伝で
ん

の
宗

し
ゅ
う

旨し

、
首し

ゅ

経き
ょ
う

圓え
ん

覺が
く

の
法ほ

う

門も
ん

を
問と

い
、
律り

っ

範ぱ
ん

を
泉せ

ん

涌に
ゅ
うの
俊

し
ゅ
ん

芿じ
ょ
うに
質た

だ

す
。

ま
た
南な

ん

都と

に
走は

し

り
て
法ほ

っ

相そ
う

三さ
ん

論ろ
ん

華け

厳ご
ん

を
周

し
ゅ
う

聴ち
ょ
うす
。
凡お

よ

そ
諸し

ょ

方ほ
う

の
名め

い

匠し
ょ
うに
値あ

い
て
、
本ほ

ん

宗し
ゅ
うの
綱こ

う

目も
く

を
諮と

う
に
、
一い

ち

隅ぐ
う

を
聞き

き
て
三さ

ん

端た
ん

を
識し

る
、
再ふ

た
たび
尋た

ず

ね
ず
師し

に
助た

す

け
ら
る
る
こ
と
無な

し
。
生

し
ょ
う

知ち

と
謂い

い
つ

べ
し
、
誰た

れ
か
天て

ん

機き

を
諍あ

ら
そわ

ん
。

こ
こ
に
、
石せ

き

州し
ゅ
うに

寺て
ら

有あ

り
、
多た

陀だ

寺じ

と
号ご

う

す
。
便

た
よ
り

有あ

り
て
彼か

し
こに

到い
た

る
。
勝

し
ょ
う

地ち

棄す

て
叵が

た

く
、
雲う

ん

心し
ん

永な
が

く
繫つ

な
が
れ
り
。
即す

な
わ
ち
居き

ょ

を
こ
こ
に
卜ぼ

く

し
て
一い

っ

向こ
う

に
専せ

ん

修じ
ゅ

す
。
時と

き

に
年と

し

三さ
ん

十じ
ゅ
う

四し

、
貞

じ
ょ
う

永え
い

元が
ん

年ね
ん

壬
み
ず
の
え

辰た
つ

三さ
ん

月が
つ

下げ

旬じ
ゅ
んな

り
。
こ
こ
に
於お

い
て
不ふ

断だ
ん

念ね
ん

仏ぶ
つ

を
修し

ゅ
うし

、
一い

ち

両り
ょ
う

年ね
ん

を
送お

く

る
。

時と
き

に
生

し
ょ
う

仏ぶ
つ

法ほ
っ

師し

と
い
う
人ひ

と

有あ

り
。
来き

た

り
語か

た

り
て
曰い

わ

く
、「
善ぜ

ん

導ど
う

寺じ

の
聖

し
ょ
う

光こ
う

上し
ょ
う

人に
ん

は
法ほ

う

然ね
ん

上し
ょ
う

人に
ん

の

高こ
う

弟て
い

、
浄

じ
ょ
う

土ど

一い
っ

宗し
ゅ
うの

正
し
ょ
う

統と
う

な
り
。
智ち

行ぎ
ょ
う

兼け
ん

備び

に
し
て
今い

ま

鎭ち
ん

西ぜ
い

に
在い

ま

し
て
大お

お
い

に
浄

じ
ょ
う

教き
ょ
うを

弘ひ
ろ

む
る
に
、

道ど
う

俗ぞ
く

皆み

な
帰き

せ
り
。
蓋け

だ

し
如に

ょ

来ら
い

の
印い

ん

可か

有あ

り
、
盍い

ず
くん

ぞ
往ゆ

き
て
教き

ょ
うを

受う

け
ざ
る
や
。
所ゆ

以え

は
何い

か

ん
と

な
れ
ば
、
予よ

、
昔む

か

し
思し

念ね
ん

す
ら
く
、
法ほ

う

然ね
ん

上し
ょ
う

人に
ん

の
遺ゆ

い

弟て
い

世よ

に
在あ

り
て
法ほ

う

を
弘ひ

ろ

む
る
ひ
と
は
、
聖

し
ょ
う

光こ
う

上し
ょ
う

人に
ん

、
隆

り
ゅ
う

寬か
ん

律り
っ

師し

、
善ぜ

ん

慧ね

上し
ょ
う

人に
ん

、
勢せ

い

観か
ん

上し
ょ
う

人に
ん

こ
れ
な
り
。
然し

か

れ
ど
も
龍

り
ゅ
う

蛇じ
ゃ

弁わ
き
まえ

難が
た

く
、
水す

い

乳に
ゅ
う

迷ま
よ

い
易や

す

し
。
何い

ず

れ
の
師し

に
か
繫つ
な
がり

蒙こ
う
むら

ん
。
唯た

だ
弥み

陀だ

の
証

し
ょ
う

判は
ん

を
蒙こ

う
むり

て
濁

じ
ょ
く

世せ

の
導ど

う

師し

を
知し

る
べ
し
と
。

即す
な
わち
そ
の
三さ

ん

人に
ん

の
字じ

〈
隆

り
ゅ
う

寬か
ん

聖し
ょ
う

光こ
う

善ぜ
ん

慧ね

〉
を
書し

ょ

し
て
、
深ふ

か

く
懐か

い

中ち
ゅ
うに
納お

さ

め
て
善ぜ

ん

光こ
う

寺じ

に
赴お

も
む
き
、
念ね

ん

念ね
ん

に
仏ぶ

つ

号ご
う

を
称と

な

え
、
歩ぶ

歩ぶ

に
祈き

請し
ょ
うを

致い
た

す
に
、
咫し

歩ほ

積し
ゃ
く

累る
い

し
て
漸よ

う
や

く
榊さ

か
き

の
宿し

ゅ
く〈

信し
ん

州し
ゅ
うに

在あ

り
。
善ぜ

ん

光こ
う

寺じ

を
去さ

る
こ
と
路ろ

次じ

一い
ち

日じ
つ

な
り
〉
に
到い

た

る
。
當そ

の
夜よ

の
夢ゆ

め

に
長

み
の
た
け

八は
っ

尺し
ゃ
く

許ば
か

り
の
僧そ

う

の
耆ぎ

年ね
ん

多お
お

く
闌た

け

け
て
鬢び

ん

髮ぱ
つ

雪ゆ
き

の
如ご

と

し
。
法ほ

う

衣え

身み

に
纒ま

と

う
て
威い

儀ぎ

具ぐ

足そ
く

す
。
金き

ん

の
杒じ

ん

椏あ

を
杖つ

い
て
枕し

ん

上じ
ょ
うに
立た

ち
て
告つ

げ

て
曰い

わ

く
、
汝な

ん
じ

が
謂い

う
所と

こ
ろ、

我わ

れ
今い

ま

教き
ょ
う

示じ

せ
ん
。
鎭ち

ん

西ぜ
い

の
聖

し
ょ
う

光こ
う

房ぼ
う

は
能よ

く
往お

う

生じ
ょ
うの

道み
ち

を
知し

れ
り
。
彼か

の
僧そ

う

の
許も

と

に
往ゆ

く
べ
し
と
。
告つ

げ
已お

わ

り
て
消き

ゆ
る
が
如ご

と

く
に
去さ

り
ぬ
。
夢ゆ

め

寤さ

め
て
快か

い

然ね
ん

た
り
。
即す

な
わち

霊れ
い

夢む

の
告つ

げ

に
任ま

か

せ
て
二ふ

た

人り

の
名な

を
捨す

て
、
但た

だ
聖

し
ょ
う

光こ
う

上し
ょ
う

人に
ん

の
名

み
ょ
う

字じ

の
み
を
持じ

す
。
我わ

が
願ね

が

い
既す

で

に

満ま
ん

ず
、
直た

だ
ちに

鎭ち
ん

西ぜ
い

に
赴お

も
むく

べ
し
と
雖い

え
ども

、
教

き
ょ
う

示じ

最も
っ
とも

重お
も

し
、
須

す
べ
か
らく

霊れ
い

夢む

の
恩お

ん

を
報ほ

う

ず
べ
し
。
こ
れ
を

以も
っ

て
一い

っ

光こ
う

三さ
ん

尊ぞ
ん

の
霊れ

い

場じ
ょ
うに
詣も

う

じ
て
、
七し

ち

日に
ち

七し
ち

夜や

の
光こ

う

陰い
ん

を
契ち

ぎ

り
、
参さ

ん

籠ろ
う

の
日ひ

盈み

ち
て
漸よ

う
やく
鎭ち

ん

西ぜ
い

に
赴

お
も
む

け
り
」
と
云

云
。
こ
の
説せ

つ

を
聞き

き
て
、
随ず

い

喜き

無む

量り
ょ
うな
り
。

即す
な
わち
彼か

の
僧そ

う

に
従し

た
が
い
て
〈
生

し
ょ
う

仏ぶ
つ

は
前さ

き

の
日ひ

に
行ゆ

き
、
上

し
ょ
う

人に
ん

は
次つ

ぎ

の
日ひ

に
出い

ず
〉、
筑ち

く

後ご
の

国く
に

善ぜ
ん

導ど
う

寺じ
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に
到い

た

る
。
時と

き

に
年と

し

三さ
ん

十じ
ゅ
う

八は
ち

、
嘉か

禎て
い

二に

年ね
ん

丙ひ
の
え

申さ
る

九く

月が
つ

七な
の

日か

な
り
。
し
か
る
に
聖

し
ょ
う

光こ
う

上し
ょ
う

人に
ん

は
、
同ど

う

国こ
く

上か
み

妻づ
ま

の
荘し

ょ
う、
天て

ん

福ぷ
く

寺じ

〈
善ぜ

ん

導ど
う

寺じ

を
去さ

る
こ
と
五ご

里り

〉
に
住じ

ゅ
うす
。
翌よ

く

日じ
つ

〈
八よ

う

日か

〉
彼か

し
こに
参さ

ん

じ
て
初は

じ

め
て

上し
ょ
う

人に
ん

に
謁え

っ

見け
ん

す
。
上

し
ょ
う

人に
ん

示し
め

し
て
曰い

わ

く
、「
昔む

か

日し

は
浄

じ
ょ
う

土ど

の
法ほ

う

門も
ん

を
学ま

な

ぶ
こ
と
無な

か
り
き
。
法ほ

う

然ね
ん

上
し
ょ
う

人に
ん

よ
り
以こ

の

来か

た
こ
の
宗し

ゅ
う
の
学が

く

問も
ん

有あ

り
」
と
云

云
。
即す

な
わ
ち
求ぐ

法ほ
う

の
志

こ
こ
ろ
ざ
しを
暢の

べ
て
、
拝は

い

し
て
以も

っ

て
師し

と
な

す
。
こ
れ
よ
り
講こ

う

談だ
ん

の
莚え

ん

に
陪ば

い

し
て
、
聴

ち
ょ
う

法ぼ
う

髓ず
い

に
入い

り
聞も

ん

教き
ょ
う

肝き
も

に
徹て

っ

す
。
大お

お

い
に
発は

つ

明め
い

有あ

り
て
以も

っ

て
日ひ

を
涉わ

た

る
と
雖い

え
ども
淵え

ん

黙も
く

し
て
言い

わ
ず
。
蓋け

だ

し
所し

ょ

解げ

を
語か

た

ら
ざ
れ
ば
、
人ひ

と

能よ

く
測は

か

る
こ
と
な
し
。
上

し
ょ
う

人に
ん

潜ひ
そ

か
に
衆し

ゅ
う
に
問と

う
て
曰い

わ

く
、「
忠

ち
ゅ
う

子し

が
聞も

ん

法ぽ
う

、
終ひ

ね

日も
す

愚お
ろ

か
な
る
が
如ご

と

し
。
知し

ら
ず
、
教

き
ょ
う

旨じ

に
通つ

う

ず

る
や
不い

な

や
。
そ
れ
黙も

く

然ね
ん

し
て
領

り
ょ
う

解げ

は
中

ち
ゅ
う

不ふ

を
弁べ

ん

じ
難が

た

し
」
と
云

云
。
時と

き

に
こ
れ
を
伝つ

た

え
聞き

い
て
、
独ひ

と

り
閑か

ん

室し
つ

に
参さ

ん

じ
初は

じ

め
て
疑ぎ

関か
ん

を
挙あ

げ
て
曰い

わ

く
、「
天て

ん

台だ
い

・
浄

じ
ょ
う

土ど

両り
ょ
う

宗し
ゅ
うの
報ほ

う

土ど

、
同ど

う

と
せ
ん
や
、
異い

と

せ
ん
や
」
と
。
答こ

た

え
て
曰い

わ

く
、「
入

に
ゅ
う

門も
ん

殊こ
と

な
り
と
雖い

え
ども
、
終つ

い

に
こ
れ
別べ

つ

な
ら
ず
」
と
云

云
。
そ
れ
よ
り

以い

後ご

、
難な

ん

問も
ん

憚は
ば
から
ず
、
研け

ん

覈か
く

往お
う

復ふ
く

す
。
慧え

解げ

天て
ん

縱じ
ゅ
うに
し
て
師し

授じ
ゅ

を
待ま

た
ず
、
浄

じ
ょ
う

土ど

の
法ほ

う

門も
ん

宛あ
た
かも
宿

し
ゅ
く

学が
く

の
如ご

と

し
。
同ど

う

門も
ん

の
徒と

衆し
ゅ
うも

こ
れ
が
為た

め

に
駭が

い

服ふ
く

す
。
上

し
ょ
う

人に
ん

す
な
わ
ち
人ひ

と

を
得え

た
る
こ
と
を
喜よ

ろ
こび

、
笑え

み

を

含ふ
く

み
て
己こ

証し
ょ
うを

顕あ
ら
わ

し
、
付ふ

属ぞ
く

を
心こ

こ
ろ

に
催も

よ
お

し
て
秘ひ

懐か
い

を
闡ひ

ら

く
。
洪こ

う

鐘し
ょ
う

扣つ

く
を
待ま

ち
、
幽ゆ

う

谷こ
く

声こ
え

に
応お

う

ず

と
は
蓋け

だ

し
こ
の
謂い

い
な
り
。
義ぎ

勢せ
い

を
伝つ

た

う
る
こ
と
水み

ず

を
器う

つ
わに
写う

つ

す
が
如ご

と

く
、
奥お

う

義ぎ

を
究き

わ

む
る
こ
と
石い

し

を
淵ふ

ち

に
投と

う

ず
る
に
似に

た
り
。
去き

ょ

年ね
ん

九く

月が
つ

よ
り
今こ

玆と
し

七し
ち

月が
つ

に
至い

た

り
、
大だ

い

師し

の
九く

帖じ
ょ
う

書し
ょ

、『
論ろ

ん

註ち
ゅ
う』『

安あ
ん

楽ら
く

集し
ゅ
う』『

要よ
う

集し
ゅ
う』『

選せ
ん

択ち
ゃ
く

集し
ゅ
う』『

圓え
ん

頓ど
ん

戒か
い

儀ぎ

』『
布ふ

薩さ
つ

式し
き

』
等と

う

を
以も

っ

て
悉

こ
と
ご
とく

伝で
ん

受じ
ゅ

し
畢お

わ

る
。
そ
れ
諮し

詢
じ
ゅ
ん
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一い
っ

遍ぺ
ん

な
り
と
雖い

え
ども

解げ

義ぎ

三さ
ん

復ぷ
く

に
超こ

え
、
春

し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
う

二に

回か
い

な
り
と
雖い

え
ども

稽け
い

古こ

千せ
ん

年ね
ん

に
均ひ

と

し
。
一い

っ

宗し
ゅ
うの

法ほ
う

義ぎ

、

盡こ
と
ご
とく

貫か
ん

通つ
う

す
る
こ
と
を
得え

た
り
。

こ
こ
に
嘉か

禎て
い

三さ
ん

年ね
ん

丁ひ
の
と

酉と
り

七し
ち

月が
つ

六む
い

日か

、
上

し
ょ
う

人に
ん

、
門も

ん

人じ
ん

聖し
ょ
う

護ご

房ぼ
う

に
命め

い

じ
て
然ね

ん

阿な

を
善ぜ

ん

導ど
う

寺じ

の
塔と

う

に
召め

し
、
告つ

げ
て
曰い

わ

く
、「
法ほ

う

然ね
ん

上し
ょ
う

人に
ん

の
門も

ん

弟て
い

の
中な

か

に
愚ぐ

昧ま
い

の
輩

や
か
ら

有あ

り
て
、
上

し
ょ
う

人に
ん

の
義ぎ

を
黷け

が

せ
り
。
予よ

が

門も
ん

人じ
ん

も
ま
た
然し

か

る
べ
し
。
苟い

や
し

く
も
学が

く

生し
ょ
うに

非あ
ら

ず
ん
ば
師し

説せ
つ

を
伝つ

た

え
叵が

た

し
。
汝

な
ん
じ

能よ

く
器う

つ
わ

に
任た

え
た
り
、

即す
な
わち
こ
の
法ほ

う

を
以も

っ

て
悉

こ
と
ご
とく
汝な

ん
じ
に
付ふ

属ぞ
く

す
。
宜よ

ろ

し
く
来ら

い

世せ

に
伝つ

た

え
て
憃

し
ゅ
ん

徒と

を
曉

ぎ
ょ
う

悟ご

す
べ
し
」
と
云

云
。

つ
い
に
誓ち

か

う
に
伝で

ん

燈と
う

を
以も

っ

て
し
、
授さ

ず

く
る
に
手し

ゅ

印い
ん

を
以も

っ

て
す
。
自み

ず
から

紫し

毫ご
う

を
染そ

め
、
手て

ず
から

血け
ち

脈み
ゃ
くを

書し
ょ

す
。
そ
の
詞こ

と
ばに
曰い

わ

く
、

法ほ
う

然ね
ん

上し
ょ
う

人に
ん

浄じ
ょ
う

土ど

宗し
ゅ
うの
義ぎ

を
以も

っ

て
、
弁べ

ん

阿な

に
伝つ

た

う
。
今い

ま

ま
た
弁べ

ん

阿な

、
相そ

う

承じ
ょ
うの
義ぎ

并な
ら

び
に
私

わ
た
く
しの
勘か

ん

文も
ん

、『
徹て

つ

選せ
ん

択ち
ゃ
く

集し
ゅ
う』

を
以も

っ

て
、
沙し

ゃ

門も
ん

然ね
ん

阿な

に
譲

じ
ょ
う

与よ

し
畢お

わ
んぬ

。
こ
れ
を
聞き

く
人ひ

と

、
慥た

し
かに

こ
れ
を
信し

ん

じ
こ
れ
を
行ぎ

ょ
うじ
て
往お

う

生じ
ょ
うを
遂と

ぐ
べ
し
。
よ
っ
て
秘ひ

法ほ
う

を
録ろ

く

す
る
の
帖じ

ょ
う、
手て

次つ
ぎ

を
以も

っ

て
す
。
時と

き

に

嘉か

禎て
い

第だ
い

三さ
ん

歳さ
い

八は
ち

月が
つ

一つ
い
た

日ち

、
法ほ

う

然ね
ん

上し
ょ
う

人に
ん

口く

決け
つ

沙し
ゃ

門も
ん

弁べ
ん

阿な

〈
有
判
〉

同ど
う

三み
っ

日か

、
一い

っ

巻か
ん

の
書し

ょ

を
造つ

く

り
て
『
授じ

ゅ

手し
ゅ

印い
ん

』
を
領

り
ょ
う

解げ

す
る
に
、
上

し
ょ
う

人に
ん

こ
れ
に
印い

ん

可か

す
。
ま
た
上

し
ょ
う

人に
ん

衆し
ゅ
うに
示し

め

し
て
曰い

わ

く
、「
我わ

れ
年と

し

闌た

け
齡

よ
わ
い

頽く
ず
おれ
て
、
在ざ

い

世せ

久ひ
さ
しか
ら
ず
。
し
ば
し
ば
将

し
ょ
う

来ら
い

を
思お

も

い
て
、
や

や
悲ひ

傷し
ょ
うを
催も

よ
おす
。
然し

か

りり

と
雖い

え
ども
、
我わ

が
法ほ

う

は
悉

こ
と
ご
とく
然ね

ん

阿な

に
授さ

ず

け
畢お

わ

れ
り
。
義ぎ

道ど
う

迷ま
よ

う
べ
か
ら
ず
。
法ほ

う

燈と
う

寧む
し

ろ
滅き

ゆ
べ
け
ん
や
。
然ね

ん

阿な

は
こ
れ
予よ

が
若わ

か

く
成な

れ
る
な
り
。
汝

な
ん
じ

等ら

、
彼か

れ

に
対た

い

し
て
不ふ

審し
ん

を
決け

っ

す
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べ
し
」
と
云

云
。
ま
た
諸し

ょ

人に
ん

に
対た

い

す
る
ご
と
に
常つ

ね

に
告つ

げ
て
曰い

わ

く
、「
我わ

が
入

に
ゅ
う

滅め
つ

の
後の

ち

は
、
法ほ

う

門も
ん

を
然ね

ん

阿な

に
問と

う
べ
し
」
と
云

云
。
こ
こ
に
筑ち

く

後ご

の
国く

に

に
要よ

う

阿あ

と
い
う
ひ
と
有あ

り
。
日に

っ

中ち
ゅ
うに
睡す

い

眠み
ん

す
。
忽た

ち
ま
ち

夢ゆ
め

み
ら
く
、
清き

よ

水み
ず

〈
筑ち

く

後ご

〉
の
花け

臺だ
い

房ぼ
う

〈
善ぜ

ん

慧ね

坊ぼ
う

の
弟で

子し

な
り
〉
来き

た

り
て
告つ

げ
て
曰い

わ

く
、「
善ぜ

ん

導ど
う

寺じ

の
上

し
ょ
う

人に
ん

示し
め

し
て
言い

え
る
こ
と
有あ

り
。
文も

ん

を
諸し

ょ

仏ぶ
つ

の
教

き
ょ
う

意い

に
見み

入い

れ
て
、
義ぎ

を
罪ざ

い

人に
ん

の
生う

ま
る
る
様よ

う

に

談だ
ん

ず
べ
し
と
。
斯こ

の
言ご

ん

は
殊こ

と

に
貴と

う
とし
」
と
云

云
。

時と
き

に
上

し
ょ
う

人に
ん

の
光こ

う

臨り
ん

有あ

り
、
要よ

う

阿あ

彼か

の
告ご

う

を
啓け

い

す
。
上

し
ょ
う

人に
ん

曰い
わ

く
、「
こ
の
言ご

ん

実ま
こ
とに
爾し

か

な
り
。
但た

だ

し
、

今こ

度た
び

の
談だ

ん

義ぎ

は
縡こ

と

に
委い

悉し
つ

な
る
が
故ゆ

え

に
、
僻ひ

が

言ご
と

自お
の
ず
から
交ま

じ

ら
ん
か
。
然し

か

り
と
い
え
ど
も
、
発ほ

っ

起き

衆し
ゅ
うの

然ね
ん

阿な

、
器き

量り
ょ
うた
る
が
故ゆ

え

に
後の

ち

に
書か

き
直な

お

す
べ
し
」
と
云

云
。
斯か

く

の
如ご

と

く
見み

已お
わ

り
て
覚さ

む
。
心こ

こ
ろ
に
希け

有う

を
生し

ょ
うじ
て
自じ

坊ぼ
う

の
柱は

し
らに
記し

る

す
。
こ
の
夢む

想そ
う

に
依よ

り
て
懃ね

ん
ごろ
に
略

り
ゃ
く

鈔し
ょ
うを
請こ

う
。
こ
こ
に
請し

ょ
うを
受う

く
と
い

え
ど
も
未い

ま

だ
酬む

く

う
に
遑い

と
まあ
ら
ず
。
蓋け

だ

し
上

し
ょ
う

人に
ん

の
法ほ

う

嗣し

、
時じ

賢け
ん

の
為た

め

に
賞し

ょ
うせ
ら
る
る
こ
と
、
正ま

さ

し
く
こ

の
夢ゆ

め

に
顕あ

ら
わる
の
み
。

行ぎ
ょ
う

年ね
ん

三さ
ん

十じ
ゅ
う

九く

、
嘉か

禎て
い

三さ
ん

年ね
ん

丁ひ
の
と

酉と
り

、
八は

ち

月が
つ

下げ

旬じ
ゅ
ん、

故こ

郷き
ょ
うに

帰か
え

ら
ん
と
欲ほ

っ

す
。
上

し
ょ
う

人に
ん

示し
め

し
て
曰い

わ

く
、

我わ

が
恩お

ん

を
報ほ

う

ぜ
ん
と
欲ほ

っ

せ
ば
、
都と

鄙ひ

遠お
ん

近ご
ん

に
浄

じ
ょ
う

土ど

の
教き

ょ
う

を
弘ひ

ろ

め
、
念ね

ん

仏ぶ
つ

の
行ぎ

ょ
う

を
勧す

す

め
よ
と
云

云
。
こ

の
言ご

ん

心こ
こ
ろに
鏤き

ざ

み
肝き

も

に
銘め

い

ず
。
何な

ん

ぞ
忘わ

す

れ
ん
、
何な

ん

ぞ
黙も

く

せ
ん
。
そ
れ
よ
り
以こ

の

還か
た

慨が
い

然ね
ん

と
し
て
、
憤ふ

ん

激げ
き

し

て
教き

ょ
うを

弘ひ
ろ

め
行ぎ

ょ
うを

勧す
す

む
。
そ
の
徒と

付ふ

す
る
者も

の

、
雲く

も

の
竜り

ゅ
うに

随し
た
がう

が
如ご

と

く
、
霞か

す
みの

山や
ま

を
囲か

こ

む
に
似に

た
り
。

未い
ま

だ
幾

い
く
ば
くな

ら
ざ
る
に
、
請し

ょ
うを

受う

け
て
芸げ

い

州し
ゅ
うに

往ゆ

く
。
そ
の
聞も

ん

法ぽ
う

の
者も

の

、
石せ

き

州し
ゅ
うに

減げ
ん

ぜ
ず
。
こ
の
往お

う
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返へ
ん

の
際あ

い

だ
、
凡お

よ

そ
十

じ
ゅ
う

年ね
ん

を
経へ

た
り
。

行ぎ
ょ
う

年ね
ん

満ま
ん

五ご

十じ
ゅ
う、宝ほ
う

治じ

二に

年ね
ん〈

戊
つ
ち
の
え

申さ
る

〉
春
、上の

ぼ

り
て
帝て

い

里り

に
在あ

り
。
尼あ

ま

浄じ
ょ
う

意い

〈
聖せ

い

覚か
く

法ほ
う

印い
ん

の
妹

い
も
う
とな

り
〉

が
請し

ょ
う

に
由よ

り
て
『
選せ

ん

択ち
ゃ
く

集し
ゅ
う』

を
講こ

う

ず
。
浄

じ
ょ
う

意い

曰い
わ

く
、「
我わ

れ
昔

む
か
し

故こ

法ほ
う

印い
ん

〈
聖せ

い

覚か
く

〉
の
義ぎ

を
聞き

き
つ
。

今い
ま

の
義ぎ

勢せ
い

、
先せ

ん

聞も
ん

に
違た

が

わ
ず
。
彼か

れ

は
則す

な
わち

吉よ
し

水み
ず

の
波な

み

に
浴よ

く

す
る
を
見み

る
。
こ
れ
も
ま
た
黒く

ろ

谷だ
に

の
流な

が
れを

酌く

む
と
聞き

く
。
源

み
な
も
と

既す
で

に
一い

っ

澄ち
ょ
うな

り
、
流

な
が
れ

豈あ

に
清せ

い

濁だ
く

あ
ら
ん
や
。
宜む

べ

な
る
か
な
」
と
云

云
。
浄

じ
ょ
う

意い

頭あ
た
まを

傾か
た
むけ
て
洛ら

く

中ち
ゅ
うに
居お

ら
ん
こ
と
を
請こ

い
、
即す

な
わち
契ち

ぎ

る
に
諸し

ょ

檀だ
ん

の
施せ

主し
ゅ

を
以も

っ

て
し
、
期き

す
る
に
浄

じ
ょ
う

土ど

の
弘ぐ

法ほ
う

を
以も

っ

て
す
。
然し

か

り
と
い
え
ど
も
、
ま
た
唯た

だ
帰き

洛ら
く

の
時と

き

を
示し

め

し
て
信し

な
のの

善ぜ
ん

光こ
う

寺じ

に
詣も

う

ず
。
邑む

ら

人び
と

留と
ど

め
請こ

い
、
四し

十じ
ゅ
う

八は
ち

日に
ち

四し

帖じ
ょ
う

疏し
ょ

を
講こ

う

ず
る
に
、
そ
れ
よ
り
以い

後ご

、
諸し

ょ

国こ
く

〈
上こ

う
ず
け野
下し

も
つ
け野
武む

さ
し蔵
上か

ず
さ総
下し

も
う
さ総

常ひ
た
ち陸
〉
に
経

き
ょ
う

歴り
ゃ
くし
て
、
広ひ

ろ

く
真し

ん

宗し
ゅ
うを
談だ

ん

ず
。

貴き

賤せ
ん

林は
や
しの

如ご
と

く
皂そ

う

白は
く

市い
ち

を
成な

す
。
譬た

と

え
ば
、
猶な

お

し
鱗り

ん

介か
い

の
竜

り
ゅ
う

亀き

を
宗そ

う

じ
て
万ば

ん

流り
ゅ
うの

溟め
い

海か
い

に
入い

る
が

ご
と
し
。
帰き

真し
ん

立り
ゅ
う

行ぎ
ょ
うの
も
の
、
勝あ

げ

て
計か

ぞ

う
べ
か
ら
ず
。
弘ぐ

法ほ
う

致ち

化け

の
門も

ん

弟て
い

も
ま
た
多お

お

し
。
勧か

ん

化げ

の

広ひ
ろ

き
に
就つ

き
て
帰き

洛ら
く

の
契ち

ぎ

り
を
忘わ

す

れ
て
多た

年ね
ん

を
経ふ

る
の
間あ

い
だ、
洛ら

く

の
浄

じ
ょ
う

意い

法ほ
う

尼に

入に
ゅ
う

滅め
つ

す
。
師し

、
そ
の

訃し
ら
せを

聞き

き
且か

つ
昔

し
ゃ
く

日じ
つ

の
約や

く

を
憶お

も

い
て
曰い

わ

く
、「
契

き
ょ
う

約や
く

の
転て

ん

変ぺ
ん

、
人に

ん

命み
ょ
うの

不ふ

定じ
ょ
う、

世よ

皆み

な
か
く
の
若ご

と

し
。

何な
ん

ぞ
始は

じ

め
て
驚お

ど
ろ
か
ん
や
」
と
。
そ
の
後の

ち

相そ
う

州し
ゅ
う

鎌か
ま

倉く
ら

に
届い

た

り
、
初は

じ

め
は
大お

さ

仏ら
ぎ

谷が
や
つに
住じ

ゅ
う
し
、
後の

ち

に
悟ご

真し
ん

寺じ

〈
武む

さ
し
の蔵
前ぜ

ん

司じ

建こ
ん

立り
ゅ
う、
佐さ

介す
け

谷が
や
つに
在あ

り
〉
に
住じ

ゅ
うす
。
処し

ょ

処し
ょ

の
弘ぐ

法ほ
う

、
膝ひ

ざ

を
側た

て
席せ

き

を
諍あ

ら
そう
。
羅ら

縷る

す

る
に
遑い

と
まあ
ら
ず
。
東と

う

国ご
く

経け
い

廻か
い

二に

十じ
ゅ
う

九く

年ね
ん

、
西さ

い

方ほ
う

の
勧か

ん

化げ

一い
ち

日に
ち

も
懈お

こ
たら
ず
。



630

建け
ん

治じ

二に

年ね
ん

丙ひ
の
え

子ね

九く

月が
つ

、
道ど

う

旧き
ゅ
うの

招し
ょ
う

に
応お

う

じ
て
ま
た
洛ら

く

都と

に
上の

ぼ

る
。
衆

し
ゅ
う

人じ
ん

輻ふ
く

湊そ
う

し
て
聞も

ん

法ぽ
う

結け
ち

縁え
ん

す

る
も
の
昔

し
ゃ
く

日じ
つ

に
陪ば

い

せ
り
。
弘こ

う

安あ
ん

九く

年ね
ん

丙ひ
の
え

戌い
ぬ

九く

月が
つ

十じ
ゅ
う

八は
ち

日に
ち

、
鳳ほ

う

城じ
ょ
うを
出い

で

で
て
鎌か

ま

倉く
ら

光こ
う

明み
ょ
う

寺じ

に
帰か

え

る
。

府ふ

檀だ
ん

の
喜き

崇す
う

、
門も

ん

弟て
い

の
嘉か

悦え
つ

、
昔む

か
しに
越こ

え
今い

ま

に
新あ

ら
たな
り
。
考か

ん
がう
る
に
夫そ

れ
、
東と

う
か
ん関
の
霞か

す
みに
交ま

じ

わ
る

こ
と
二に

十じ
ゅ
う

九く

迴え

、
西さ

い

洛ら
く

の
雲く

も

に
攀の

ぼ

る
こ
と
十

じ
ゅ
う

一い
ち

年ね
ん

、
華か

に
お
い
て
夷い

に
お
い
て
、
翰か

ん

を
染そ

め
鈔し

ょ
う
を

述じ
ゅ
っす
。
そ
の
数か

ず

五ご

十じ
ゅ
う

余よ

巻か
ん

〈『
論ろ

ん

註ち
ゅ
う

記き

』
五ご

巻か
ん

、『
安あ

ん

楽ら
く

集し
ゅ
う

記き

』
二に

巻か
ん

、
九く

帖じ
ょ
う

書し
ょ

の
記き

二に

十じ
ゅ
う

三さ
ん

巻か
ん

、『
宗

し
ゅ
う

要よ
う

鈔し
ょ
う』
五ご

巻か
ん

、『
要よ

う

集し
ゅ
う

記き

』
八は

っ

巻か
ん

、『
選せ

ん

択ち
ゃ
く

集
し
ゅ
う
の

鈔し
ょ
う』
五ご

巻か
ん

、『
授じ

ゅ

手し
ゅ

印い
ん

領り
ょ
う

解げ

鈔し
ょ
う』
一い

っ

巻か
ん

、

『
授じ

ゅ

手し
ゅ

印い
ん

決け
っ

答と
う

』
二に

巻か
ん

、『
三さ

ん

心じ
ん

私し

記き

』
一い

っ

巻か
ん

等と
う

な
り
〉
総そ

う

じ
て
報ほ

う

夢む

鈔し
ょ
うと
名な

づ
く
。
蓋け

だ

し
要よ

う

阿あ

が
夢ゆ

め

に
報ほ

う

ず
る
所ゆ

え
ん以
な
り
。
悉

こ
と
ご
とく
師し

範は
ん

の
素そ

意い

を
記し

る

し
て
、
兼か

ね
て
経

き
ょ
う

論ろ
ん

の
明

み
ょ
う

証し
ょ
うを
寄よ

す
。
慧え

解げ

の
壺こ

奥お
う

、
文も

ん

に
在あ

り
て
奪う

ば

わ
ず
。
観か

ん

ず
る
に
夫そ

れ
、
内う

ち

に
は
我が

想そ
う

を
離は

な

れ
外そ

と

に
は
人に

ん

世せ

を
軽か

ろ

ん
ず
、
こ
れ

則す
な
わち
厭え

ん

離り

穢え

土ど

の
致い

た

す
所と

こ
ろ
か
。
六ろ

く

万ま
ん

の
称

し
ょ
う

名み
ょ
う

以も

っ
て
日に

っ

課か

と
為な

し
、
小

し
ょ
う

経き
ょ
う

六ろ
く

部ぶ

毎ま
い

日に
ち

闕か

か
さ
ず
、

六ろ
く

時じ

の
礼ら

い

讃さ
ん

蓮れ
ん

漏ろ

を
失し

っ

せ
ず
。
ま
た
月つ

き

月づ
き

に
法ほ

う

事じ

讃さ
ん

を
行ぎ

ょ
うじ
、
節ふ

し

節ぶ
し

に
別べ

つ

時じ

念ね
ん

仏ぶ
つ

を
勤つ

と

む
。
そ
の
作さ

業ご
う

の
篤と

く

謹き
ん

な
る
こ
と
実ま

こ
とに

由ゆ
え

有あ

る
か
な
。
蓋け

だ

し
こ
れ
欣ご

ん

求ぐ

浄じ
ょ
う

土ど

の
為な

す
所と

こ
ろな

り
。

遂つ
い

に
西さ

い

方ほ
う

の
業ご

う

熟じ
ゅ
くし

、
索さ

っ

訶か

の
縁え

ん

尽つ

き
ぬ
。
そ
の
大だ

い

漸ぜ
ん

の
体て

い

為た

る
、
弘こ

う

安あ
ん

十じ
ゅ
う

年ね
ん

丁ひ
の
と

亥い

六ろ
く

月が
つ

十じ
ゅ
う

六ろ
く

日に
ち

よ
り
以こ

の
か
た来
、
痢り

疾し
つ

に
嬰か

か

る
。
し
か
れ
ど
も
ま
た
苦く

痛つ
う

無な

し
。
手て

に
念ね

ん

珠じ
ゅ

を
持じ

し
口く

ち

に
名

み
ょ
う

号ご
う

を
称と

な

う
る
こ
と
猶な

お

平へ
い

日じ
つ

の
如ご

と

し
。
但た

だ
本ほ

ん

尊ぞ
ん

に
対た

い

し
て
屢

し
ば
し
ば

涕て
い

涙る
い

を
浮う

か

ぶ
る
の
み
。
門も

ん

弟て
い

道ど
う

証し
ょ
う、

間と

う
て
曰い

わ

く
、「
今こ

度た
び

の
御ご

往お
う

生じ
ょ
う

決け
っ

定じ
ょ
うか

」
と
。
答こ

た

え
て
曰い

わ

く
、「
し
か
な
り
」
と
。
ま
た
門も

ん

弟て
い

等と
う

相あ
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い
集つ

ど

い
て
微み

音お
ん

に
法ほ

う

門も
ん

を
談だ

ん

ず
。
上

し
ょ
う

人に
ん

、
耳み

み

聡あ
き
らら

か
に
心

こ
こ
ろ

明あ
き

ら
か
に
し
て
、
文も

ん

釈し
ゃ
くを

通つ
う

じ
て
義ぎ

理り

を

決け
っ

す
る
こ
と
平へ

い

昔せ
き

に
異こ

と

な
ら
ず
。
門も

ん

弟て
い

等と
う

、
人ひ

と

を
差さ

し
番ば

ん

を
結む

す

び
、
但た

だ
念ね

ん

仏ぶ
つ

を
唱と

な

え
て
こ
の
臨り

ん

終じ
ゅ
うを

守ま
も

る
。
上

し
ょ
う

人に
ん

常つ
ね

に
東ひ

が
しに

向む

か
い
て
左さ

脇き
ょ
うに

し
て
臥ふ

す
。
或あ

る
人ひ

と

そ
の
故ゆ

え

を
問と

う
。
答こ

た

え
て
曰い

わ

く
、

「
最さ

い

後ご

の
時と

き

、
右み

ぎ

に
牀と

こ

笮つ
め

無な

く
し
て
西に

し

に
向む

か
い
て
右う

脇き
ょ
うせ

ん
が
為た

め

な
り
」
と
云

云
。

七し
ち

月が
つ

四よ
っ

日か

よ
り
以こ

の

還か
た

、
諸し

ょ

方ほ
う

の
道ど

う

俗ぞ
く

、
或あ

る
い

は
紫し

雲う
ん

の
靉あ

い

靆た
い

垂す
い

布ふ

す
る
を
見み

、
或あ

る
い

は
音お

ん

楽が
く

の
妙

み
ょ
う

調
ち
ょ
う

流る

響き
ょ
うす
る
を
聞き

く
。
同ど

う

五い
つ

日か

朝あ
さ

よ
り
、
上

し
ょ
う

人に
ん

、
頭ず

北ほ
く

面め
ん

西さ
い

、
右う

脇き
ょ
うに
し
て
臥ふ

す
。
門も

ん

弟て
い

等と
う

皆み

な
謂お

も

え

ら
く
、
先せ

ん

言ご
ん

実ま
こ
とに

忒た
が

わ
ざ
る
か
な
と
。
同ど

う

日じ
つ

哺ほ

時じ

に
至い

た

り
て
、
異い

香こ
う

病び
ょ
う

室し
つ

に
薫く

ん

ず
。
そ
の
香か

お
り、

尋じ
ん

常じ
ょ
うに
異こ

と

な
り
。
道ど

う

証し
ょ
う

啓け
い

し
て
曰い

わ

く
、「
往お

う

生じ
ょ
うの
期き

近ち
か

づ
き
た
ま
え
り
。
異い

香こ
う

方ま
さ

に
薫く

ん

ず
、
こ
れ
を
聞き

き
た
ま
え
る
か
」
と
。
上

し
ょ
う

人に
ん

則す
な
わち
頷が

ん

許き
ょ

す
。
同ど

う

日じ
つ

酉と
り

の
尅こ

く

、
異い

香こ
う

ま
た
薫く

ん

ず
。
実じ

つ

道ど
う

と
い
う
も
の
白も

う

し
て
言も

う
さ

く
、「
こ
の
香こ

う

を
聞き

き
た
も
う
か
」
と
。
答こ

た

え
て
曰い

わ

く
、「
爾し

か

な
り
」
と
云

云
。
同ど

う

六む
い

日か

戌い
ぬ

の

時と
き

、
上

し
ょ
う

人に
ん

、
或あ

る
人ひ

と

〈
蓮れ

ん

身し
ん

〉
の
手て

を
取と

り
て
起お

き
ん
と
欲ほ

っ

す
る
気け

色し
き

有あ

り
。
理り

真し
ん

〈
門も

ん

弟て
い

〉
問と

う

て
曰い

わ

く
、「
起お

き
た
も
う
べ
き
か
」
と
。
答こ

た

え
て
曰い

わ

く
、「
爾し

か

な
り
」
と
。
そ
の
声こ

え

劇は
げ

し
く
し
て
高た

か

く
、
気け

色し
き

急き
ゅ
う

迫は
く

な
り
。
理り

真し
ん

即す
な
わち

そ
の
容よ

う

体だ
い

を
知し

り
て
、
相あ

い
扶た

す

け
て
こ
れ
を
起お

こ

し
た
て
ま
つ
る

に
、
上

し
ょ
う

人に
ん

西に
し

に
向む

か
い
て
端た

ん

坐ざ

し
、
御み

手て

の
糸い

と

〈
五ご

色し
き

〉
を
取と

り
尊そ

ん
が
ん顔
を
瞻せ

ん

仰ご
う

し
て
老お

い

眼ま
な
こに
涙な

み
だを
垂た

れ
た
も
う
。
聖

し
ょ
う

衆じ
ゅ

を
拝は

い

す
る
の
色し

き

、
即す

な
わ
ち
容か

た
ち
に
見あ

ら
わ
れ
て
新あ

ら
た
な
り
。
蓮れ

ん

身し
ん

〈
門も

ん

弟て
い

〉
磬け

い

子す

を
鳴
ら
し
、

道ど
う

円え
ん

〈
門も

ん

弟て
い

〉
念ね

ん

仏ぶ
つ

を
勧す

す

め
た
て
ま
つ
る
。
上

し
ょ
う

人に
ん

称し
ょ
う

名み
ょ
うし
た
も
う
こ
と
三さ

ん

百び
ゃ
く

余よ

遍へ
ん

、
体た

い

を
責せ

め
て
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間あ
い
ま

無な

し
。
ま
た
実じ

つ

道ど
う

念ね
ん

仏ぶ
つ

を
勧す

す

め
た
て
ま
つ
る
。
そ
の
数か

ず

凡お
よ

そ
百

ひ
ゃ
く

余よ

遍へ
ん

、
上

し
ょ
う

人に
ん

念ね
ん

仏ぶ
つ

の
音お

ん

声じ
ょ
う

殊こ
と

に

鮮あ
ざ
やか
に
し
て
、
声

し
ょ
う

声し
ょ
う

相そ
う

続ぞ
く

し
て
亥い

の
尅こ

く

に
至い

た

り
て
止や

み
ぬ
。
面め

ん

容よ
う

笑え
み

を
含ふ

く

み
禅ぜ

ん

定じ
ょ
うに
入い

る
が
如ご

と

く
、

湛た
ん

然ね
ん

と
し
て
逝せ

い

す
。
時と

き

に
世せ

齢れ
い

八は
ち

十じ
ゅ
う

九く

、
法ほ

う

臘ろ
う

七し
ち

十じ
ゅ
う

四し

な
り
。
浄

じ
ょ
う

土ど

の
慧え

灯と
う

長な
が

く
滅め

っ

し
、
苦く

海か
い

の

慈じ

航こ
う

已す
で

に
摧く

じ

く
。
嗟あ

あ呼
哀か

な

し
い
か
な
。

遺ゆ
い

弟て
い

等と
う

、
相あ

い
議ぎ

し
て
住す

み

吉よ
し

瓶こ
つ

子ぼ

山や
ま

の
麓ふ

も
とに
荼だ

毘び

し
て
、
以も

っ

て
塔と

う

を
建た

つ
。
然し

か

る
に
そ
の
荼だ

毘び

の

灰は
い

、
紫し

色し
き

に
し
て
映よ

う

徹て
つ

す
。
見み

る
者も

の

感か
ん

嘆た
ん

し
、
或あ

る
い
は
骨ほ

ね

を
乞こ

い
て
去さ

り
、
或あ

る
い
は
灰は

い

を
裹つ

つ

ん
で
還か

え

る
。

一い
ち

女に
ょ

人に
ん

あ
り
、
裹つ

つ

む
所と

こ
ろの
灰は

い

の
中な

か

に
形

か
た
ち

仏ぶ
っ

舎し
ゃ

利り

の
如ご

と

き
も
の
六ろ

く

粒つ
ぶ

を
獲え

た
り
。
奉ほ

う

持じ

す
る
こ
と
久ひ

さ

し

か
ら
ず
し
て
、
二ふ

た

粒つ
ぶ

を
分わ

か

つ
。
奇き

特と
く

の
思お

も

い
を
生し

ょ
う
じ
て
こ
れ
を
遺ゆ

い

跡せ
き

に
贈お

く

る
。
門も

ん

弟て
い

相あ

い
驚お

ど
ろ
き
て
、

各お
の
お
のま
た
そ
の
拾ひ

ろ

う
所と

こ
ろの
も
の
を
見
る
に
、
乃す

な
わち
骨ほ

ね

の
端は

し

、
灰か

い

中ち
ゅ
うに
舎し

ゃ

利り

数す
う

粒つ
ぶ

有あ

る
こ
と
を
獲え

た
り
。

五ご

色し
き

大だ
い

小し
ょ
う、
人ひ

と

に
依よ

り
て
各

お
の
お
の

殊こ
と

な
り
。
ま
た
臨り

ん

終じ
ゅ
うの
期ご

よ
り
往お

う

生じ
ょ
うの
後の

ち

に
至い

た

る
ま
で
、
異い

香こ
う

屢し
ば
し
ば

薫く
ん

ず
〈
六む

い

日か

戌い
ぬ

の
時と

き

、
七な

の
か日
戌い

ぬ

、
八よ

う

日か

申さ
る

戌い
ぬ

、
九

こ
こ
の

日か

の
午う

ま

未ひ
つ
じと
十と

お

日か

巳み

、
十

じ
ゅ
う

一い
ち

日に
ち

の
酉と

り

、
十

じ
ゅ
う

二に

日に
ち

の
亥い

と
卯う

、
十

じ
ゅ
う

三さ
ん

日に
ち

の
辰た

つ

、
十

じ
ゅ
う

七し
ち

日に
ち

の
丑う

し

、
二に

十じ
ゅ
う

四よ
っ

日か

の
辰た

つ

、
二に

十じ
ゅ
う

六ろ
く

日に
ち

の
丑う

し

、
二に

十じ
ゅ
う

九く

日に
ち

の
辰た

つ

、
八は

ち

月が
つ

五い
つ

日か

の
亥い

、
二に

十じ
ゅ
う

一い
ち

日に
ち

の
辰た

つ

、
二に

十じ
ゅ
う

三さ
ん

日に
ち

戌い
ぬ

寅と
ら

、
九く

月が
つ

十じ
ゅ
う

一い
ち

日に
ち

申さ
る

、
十

じ
ゅ
う

四よ
っ

日か

辰た
つ

、

十じ
ゅ
う

月が
つ

三み
っ

日か

申さ
る

な
り
〉。
既す

で

に
そ
の
臨り

ん

終じ
ゅ
うの
室し

つ

に
在あ

る
者ひ

と

は
、
皆み

な

、
能よ

く
こ
の
異い

香こ
う

を
聞き

く
こ
と
を
得え

た
り
。

ま
た
臨り

ん

終じ
ゅ
うの

前ぜ
ん

後ご

、
諸し

ょ

人に
ん

の
感か

ん

夢む

こ
れ
多お

お

し
。
或あ

る
人ひ

と

〈
教

き
ょ
う

観か
ん

〉
は
夢ゆ

め
み

ら
く
〈
同ど

う

二に

月が
つ

二に

十じ
ゅ
う

七し
ち
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日に
ち

寅と
ら
の

時と
き

な
り
〉、
上

し
ょ
う

人に
ん

頭ず

北ほ
く

面め
ん

東と
う

左さ

脇き
ょ
うに

し
て
臥ふ

し
た
ま
え
り
。
南な

ん

方ぽ
う

を
見み

れ
ば
竹ち

く

林り
ん

有あ

り
、
金こ

ん

色じ
き

の
光こ

う

明み
ょ
う、

竹た
け

を
徹て

っ

し
て
庭に

わ

を
照て

ら

す
。
心し

ん

中ち
ゅ
うに

以お
も
え為

ら
く
、
上

し
ょ
う

人に
ん

往お
う

生じ
ょ
うの

瑞ず
い

相そ
う

な
り
と
。
時と

き

に
上

し
ょ
う

人に
ん

曰の
た
ま
わく

、
我わ

れ

れ
坐ざ

を
起お

き
ん
と
欲ほ

っ

す
と
、
即す

な

便わ

ち
こ
れ
を
起お

こ

し
た
て
ま
つ
る
に
、
端た

ん

坐ざ

し
て
西に

し

に
向む

か

い
た
も
う
。
旁か

た
わ

ら
庭て

い

上じ
ょ
うを

見み

れ
ば
、
諸し

ょ

人に
ん

群ぐ
ん

集じ
ゅ
うし

て
往お

う

生じ
ょ
う

人に
ん

を
拝は

い

す
る
の
相そ

う

有あ

り
。
こ
の
夢ゆ

め

、
若も

し
虚き

ょ

言ご
ん

な
ら
ば
二に

尊そ
ん

の
利り

益や
く

に
漏も

れ
て
三さ

ん

悪な
く

道ど
う

を
棲す

み
かと

為せ

ん
と
云

云
。

有あ

る
女お

ん
な
は
夢ゆ

め

み
ら
く
〈
六ろ

く

月が
つ

中ち
ゅ
う

旬じ
ゅ
ん〉、
金こ

ん

色じ
き

の
光こ

う

明み
ょ
う

西さ
い

方ほ
う

よ
り
来き

た

り
て
室し

つ

内な
い

を
照て

ら

す
と
。
有あ

る

人ひ
と

〈
道ど

う

證し
ょ
う〉

は
夢ゆ

め

み
ら
く
〈
七し

ち

月が
つ

三み
っ

日か

寅と
ら
の

時と
き

〉、
阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

〈
そ
の
長た

け

三さ
ん

尺じ
ゃ
く

許ば
か
り〉

真し
ん

色じ
き

照し
ょ
う

耀よ
う

あ
っ

て
上

し
ょ
う

人に
ん

に
向む

か

い
て
立た

ち
た
も
う
と
。
有あ

る
人ひ

と

〈
道ど

う

法ほ
う

〉
は
夢ゆ

め
み
ら
く
〈
七し

ち

月が
つ

三み
っ

日か

〉、
上

し
ょ
う

人に
ん

臨り
ん

終じ
ゅ
うの
時と

き

至い
た

り
て
、
端た

ん

坐ざ

し
て
静し

ず
か
に
住じ

ゅ
う
し
た
ま
え
り
。
旁ぼ

う

人に
ん

磬し
ょ
うを
鳴な

ら

し
て
即す

な
わ
ち
念ね

ん

仏ぶ
つ

を
勧す

す

め
た
て
ま
つ
る
に
、

上し
ょ
う

人に
ん

高こ
う

声し
ょ
うに

念ね
ん

仏ぶ
つ

し
た
も
う
こ
と
凡お

よ

そ
五ご

六ろ
っ

遍ぺ
ん

に
し
て
、
忽た

ち
ま

ち
威い

儀ぎ

具ぐ

足そ
く

の
僧そ

う

二ふ
た

人り

有あ

り
て
、
そ

の
左さ

右う

に
侍じ

坐ざ

し
、
各

お
の
お
の

談だ
ん

じ
て
曰い

わ

く
、「
念ね

ん

仏ぶ
つ

し
て
来ら

い

迎こ
う

の
讃さ

ん

を
誦じ

ゅ

す
べ
し
」
と
。

有あ

る
人ひ

と

〈
沙し

ゃ

弥み

行ぎ
ょ
う

性し
ょ
う〉
は
、
葬そ

う

送そ
う

の
庭に

わ

に
来き

た

り
涙な

み
だ
を
流な

が

し
て
語か

た

り
て
曰い

わ

く
、「
昨さ

く

夜や

〈
上

し
ょ
う

人に
ん

往お
う

生じ
ょ
うの

夜よ
る

〉
の
夢ゆ

め

に
、
上

し
ょ
う

人に
ん

の
室し

つ

を
見み

た
て
ま
つ
る
に
、
即す

な
わち

貴き

人に
ん

有あ

り
、
赤あ

か

色い
ろ

の
袈け

裟さ

を
著ち

ゃ
くし

偏へ
ん

袒だ
ん

右う

肩け
ん

し
て
立た

つ
。
ま
た
貴き

女に
ょ

有あ

り
、
容よ

う

色し
き

微み

妙み
ょ
うに
し
て
立た

て
り
。
時と

き

に
余よ

問と
い

て
曰い

わ

く
、
即そ

っ

今こ
ん

大だ
い

往お
う

生じ
ょ
う

人に
ん

有あ

り
と
聞き

く
。
何い

ず
れ
の
処と

こ
ろ
に
有あ

り
や
と
。
貴き

女に
ょ

、
手て

を
以も

っ

て
こ
れ
を
指し

示じ

し
て
曰い

わ

く
、
こ
の
錦き

ん

帳ち
ょ
うの
中な

か

に
在あ

り
と
。
即す

な
わち
そ
の
帳

ち
ょ
う

中ち
ゅ
うを
視み

る
に
、
観か

ん

世ぜ

音お
ん

菩ぼ

薩さ
つ

の
宝ほ

う

冠か
ん

を
戴い

た
だき
、
袈け

裟さ

を
著ち

ゃ
くし
、
左

ひ
だ
り



634

膝ひ
ざ

を
挙あ

げ
て
右み

ぎ

肩か
た

を
袒ぬ

き
た
も
う
有
り
。
そ
の
膚は

だ

は
猶な

お

お
し
黄お

う

金ご
ん

ま
た
は
赤

し
ゃ
く

色し
き

の
ご
と
し
。
時と

き

に
我わ

れ
、
心し

ん

中ち
ゅ
うに
祈き

念ね
ん

し
て
而お

も
え
ら謂
く
、
上

し
ょ
う

人に
ん

已す
で

に
観か

ん

世ぜ

音お
ん

菩ぼ

薩さ
つ

と
成な

り
た
ま
え
り
。
願ね

が
わく
は
必か

な
らず
我わ

れ

を
助た

す

け
た
ま
え
と
。
上

し
ょ
う

人に
ん

左さ

方ほ
う

に
向む

い
て
頷が

ん

許き
ょ

し
て
曰い

わ

く
、
必か

な
ら
ず
引い

ん

導ど
う

す
べ
し
と
。
見み

已お
わ

り
て
寤ご

し
て
、

益ま
す
ま
す

歓か
ん

喜ぎ

を
生し

ょ
う
じ
、
涕て

い

泣き
ゅ
うし
て
馳は

せ

参さ
ん

ぜ
り
。
こ
の
言ご

ん

若も

し
虚こ

妄も
う

あ
ら
ば
、
我わ

が
修し

ゅ

す
る
所と

こ
ろ
の
念ね

ん

仏ぶ
つ

、

そ
の
功こ

う

も
ま
た
虚む

な
しく
し
て
忽た

ち
まち
地じ

獄ご
く

に
堕だ

在ざ
い

せ
ん
」
と
云

云
。

有あ

る
女お

ん
なは
夢ゆ

め
みら
く
〈
八は

ち

月が
つ

十じ
ゅ
う

五ご

夜や

〉、
上

し
ょ
う

人に
ん

の
臨り

ん

終じ
ゅ
うを
見み

た
て
ま
つ
れ
ば
、
仏ほ

と
けの
厨ず

子し

の
中な

か

に
在

ま
し
ま

す
有あ

り
。
そ
の
厨ず

子し

の
四し

辺へ
ん

、
尽

こ
と
ご
とく
厳ご

ん

麗れ
い

を
極き

わ

め
て
宝ほ

う

瓔よ
う

珞ら
く

を
垂た

れ
た
り
。
そ
の
瓔よ

う

珞ら
く

の
下し

た

に
化け

仏ぶ
つ

の
充

じ
ゅ
う

満ま
ん

し
た
も
う
有あ

り
。
ま
た
そ
の
門も

ん

辺ぺ
ん

を
見み

れ
ば
、
無む

数し
ゅ
うの
化け

仏ぶ
つ

、
虚こ

空く
う

に
翺こ

う

翔し
ょ
うし
地ち

上じ
ょ
うに
逍

し
ょ
う

遥よ
う

し
、
而し

こ
うし
て
ま
た
翻ほ

ん

然ね
ん

と
し
て
厨ず

子し

の
内う

ち

に
入い

り
た
も
う
と
。
蓋け

だ

し
こ
の
人ひ

と

は
、
平へ

い

日じ
つ

死し

を
嫌き

ら

い
葬そ

う

を
忌い

む
故ゆ

え

を
以も

っ

て
、
上

し
ょ
う

人に
ん

往お
う

生じ
ょ
うの
瑞ず

い

異い

を
聞き

く
と
雖い

え
ども
敢あ

え

て
参さ

ん

拝ぱ
い

す
る
こ
と
を
欲ほ

っ

せ
ず
。
然し

か

る
に
こ

の
夢ゆ

め

を
感か

ん

ず
る
こ
と
有あ

り
て
、
速

す
み
や
かに
そ
の
邪じ

ゃ

見け
ん

を
改あ

ら
たむ
。
こ
れ
よ
り
し
て
後の

ち

、
常つ

ね

に
忌き

辰し
ん

に
詣も

う

じ
て
、

稍や
や

法ほ
う

筵え
ん

に
陪ば

い

し
念ね

ん

仏ぶ
つ

行ぎ
ょ
うを

修し
ゅ

す
る
こ
と
を
得え

た
り
。
こ
の
外ほ

か

の
感か

ん

夢む

、
繁は

ん

を
恐お

そ

れ
て
載の

せ
ず
と
云

云
。

静し
ず
かに

以
お
も
ん
みる

に
了

り
ょ
う

恵え

牛ぎ
ゅ
う

涔し
ん

の
浅せ

ん

才さ
い

、
百

ひ
ゃ
く

筆ひ
つ

し
叵が

た

し
と
雖い

え
ど

も
、
鵬ほ

う

溟め
い

の
深じ

ん

徳と
く

僅わ
ず
かに

一い
ち

毛も
う

を
挙あ

ぐ
。
蓋け

だ

し
こ
れ
前ぜ

ん

輩ぱ
い

の
不ふ

忘も
う

を
以も

っ

て
後ご

昆こ
ん

の
規き

範は
ん

に
備そ

な

え
ん
と
欲ほ

っ

す
れ
ば
な
り
。
然し

か

れ
ば
則す

な
わ
ち
平へ

い

生ぜ
い

の
徳と

く

行ぎ
ょ
う、

臨り
ん

終じ
ゅ
うの

勝
し
ょ
う

相そ
う

、
先せ

ん

聞ぶ
ん

を
記き

録ろ
く

し
て
更さ

ら

に
臆お

く

撰せ
ん

せ
ず
。
若も

し
披ひ

閲え
つ

せ
ん
者も

の

、
信し

ん

じ
て
疑う

た
がう

こ
と
勿な

か

れ
。
時と

き

に
弘こ

う

安あ
ん

第だ
い

十じ
ゅ
う、

南な
ん

呂ろ

下げ

旬じ
ゅ
んの

候こ
う

、
謹

つ
つ
し
みて

疏し
ょ

す
。
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慈じ

心し
ん

房ぼ
う

の
請し

ょ
うに

依よ

り
て
こ
れ
を
記き

録ろ
く

す
る
な
り
。
了

り
ょ
う

慧え

正し
ょ
う

応お
う

元が
ん

年ね
ん

十じ
ゅ
う

二に

月が
つ

十じ
ゅ
う

八は
ち

日に
ち

こ
れ
を
清せ

い

書し
ょ

す
。

然ね
ん

阿な

上し
ょ
う

人に
ん

伝で
ん

終し
ま
い

『
本ほ

ん

朝ち
ょ
う

高こ
う

僧そ
う

伝で
ん

』
に
曰い

わ

く
、
仁に

ん

治じ

元が
ん

年ね
ん

、
相そ

う

の
鎌か

ま

倉く
ら

に
届い

た

る
。
住す

み

吉よ
し

谷だ
に

の
悟ご

真し
ん

寺じ

に
住じ

ゅ
うし
て
念ね

ん

仏ぶ
つ

を
勧か

ん

唱し
ょ
うす
。
副ふ

く

元げ
ん

帥す
い

平
た
い
ら
の

経つ
ね

時と
き

、
忠ち

ゅ
う
を
館か

ん

内な
い

に
請し

ょ
う
じ
て
受じ

ゅ

戒か
い

聴ち
ょ
う

法ぼ
う

し
、
崇す

う

信し
ん

し
て
日ひ

に
勤つ

と

む
。
佐さ

介す
け
が

谷や
つ

に
お
い
て
蓮れ

ん

華げ

寺じ

を
建た

て
、
延の

べ
て
開か

い

山さ
ん

祖そ

と
為な

す
。
武ぶ

州し
ゅ
う

箕み

田だ

の
地ち

を
割わ

り

附つ
け

し
て
三さ

ん

宝ぼ
う

の

供く

に
備そ

な

う
。
暇か

日じ
つ

相あ
い

従し
た
がい
て
法ほ

う

を
問と

う
。
平へ

い

帥す
い

夢ゆ
め

み
る
に
、
光こ

う

明み
ょ
う

一い
ち

道ど
う

、
寺て

ら

従よ

り
起お

き
て
日に

本ほ
ん

国こ
く

を
照て

ら

す
と
。
寤さ

め
て
益

ま
す
ま
す

信し
ん

ず
。
遂つ

い

に
寺じ

額が
く

を
革

あ
ら
た
むる
に
光こ

う

明み
ょ
う

寺じ

を
以も

っ

て
す
。
嗣し

子し

時と
き

頼よ
り

相あ

い
続つ

づ

き
て

崇そ
う

信し
ん

す
。
宝ほ

う

治じ

二に

年ね
ん

、
復ま

た
洛ら

く

の
尼に

院い
ん

に
在あ

り
て
日ひ

に
三さ

ん

部ぶ

の
浄

じ
ょ
う

教き
ょ
うを
講こ

う

ず
。
後ご

嵯さ

峨が

上じ
ょ
う

皇こ
う

、
忠

ち
ゅ
う
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を
離り

宮き
ゅ
うに

召め

し
て
、
浄

じ
ょ
う

土ど

教き
ょ
うを

聞き

き
菩ぼ

薩さ
つ

の
大だ

い

戒か
い

を
稟う

け
、
香こ

う

衣え

并な
ら
びに

上
し
ょ
う

人に
ん

号ご
う

を
賜た

も

う
。
建け

ん

長ち
ょ
う

元が
ん

年ね
ん

、
鎌か

ま

倉く
ら

に
帰か

え

る
。
副ふ

く

帥す
い

時と
き

頼よ
り

、
由ゆ

良ら

の
地ち

を
割さ

き
て
光こ

う

明み
ょ
う

寺じ

に
寄き

す
。
諸し

ょ

士し

崇す
う

嚮こ
う

し
て
聘へ

い

招し
ょ
う

尋た
ず

ね
て
至い

た

る
。
武ぶ

の
淨

じ
ょ
う

國こ
く

寺じ

、
野や

の
善ぜ

ん

導ど
う

寺じ

共と
も

に
始し

祖そ

と
為な

る
。
建け

ん

治じ

二に

年ね
ん

、
道ど

う

旧き
ゅ
うの
招し

ょ
うに
応お

う

じ
て
ま

た
京け

い

師し

に
上の

ぼ

る
。
後ご

深ふ
か

草く
さ

上じ
ょ
う

皇こ
う

、
忠ち

ゅ
うを
仙せ

ん

院い
ん

に
召め

し
て
、
浄

じ
ょ
う

業ご
う

の
旨む

ね

を
聞き

き
大だ

い

乗じ
ょ
うの
仏ぶ

っ

戒か
い

を
受う

け
、

賜た
も

う
に
紫し

袍ほ
う

法ほ
う

器き

を
以も

っ

て
す
。
殿で

ん

上じ
ょ
うの
紫し

朱し
ゅ

輩は
い

下げ

の
緇し

白び
ゃ
く、
聞も

ん

法ぽ
う

結け
ち

縁え
ん

昔せ
き

日じ
つ

に
陪ば

い

す
。
未い

ま

だ
期き

年ね
ん

に

盈み

た
ざ
る
に
、
一い

ち

条じ
ょ
うの
法ほ

っ

照し
ょ
う

寺じ

、
三さ

ん

条じ
ょ
うの
十

じ
ゅ
う

念ね
ん

寺じ

、
木こ

旛ば
た

の
尊そ

ん

勝し
ょ
う

院い
ん

宝ほ
う

坊ぼ
う

を
化け

す
る
こ
と
を
成な

す
。

ま
た
永え

い

仁に
ん

元が
ん

年ね
ん

、
諡

お
く
り
なを
記き

主し
ゅ

禅ぜ
ん

師じ

と
賜た

ま
わ
る
。
弟で

子し

六ろ
く

人に
ん

有あ

り
、
禮ら

い

阿あ

、
尊そ

ん

觀か
ん

、
性

し
ょ
う

心し
ん

、
良

り
ょ
う

空く
う

、
道ど

う

光こ
う

、
寂

じ
ゃ
く

慧え

な
り
。

第だ
い

四し

祖そ

白し
ら

旗は
た

上し
ょ
う

人に
ん

伝で
ん

釈し
ゃ
くの
良

り
ょ
う

暁ぎ
ょ
う

字あ
ざ
なは
寂

じ
ゃ
く

慧え

、
相そ

う

州し
ゅ
う

白し
ら

旗は
た
の

縣あ
が
たの
人ひ

と

。
幼

お
さ
な
きよ
り
俊

し
ゅ
ん

発ぽ
つ

に
し
て
苦く

空く
う

を
観か

ん

ず
。
年と

し

十じ
ゅ
う

八は
ち

に
及お

よ

び
て
比ひ

叡え
い

山ざ
ん

に
登の

ぼ

り
て
東と

う

塔と
う

の
仙せ

ん

暁ぎ
ょ
うに

従し
た
がい

て
剪せ

ん

髪ぱ
つ

し
て
教き

ょ
うを

学が
く

す
。
二は

た

十ち

に
し
て
郷ご

う

に
還か

え

り
て
礼ら

い

し
て
良

り
ょ
う

忠ち
ゅ
うを

師し

と
し
、
円え

ん

頓と
ん

戒か
い

を
稟う

け
安あ

ん

養に
ょ
うの

修し
ゅ
う

を
習な

ら

う
。
門も

ん

垠ご
ん

を
出い

で

ず
、
給

き
ゅ
う

侍じ

す
る
こ
と
九く

年ね
ん

、

一い
っ

家け

の
義ぎ

旨し

心し
ん

府ぷ

に
涵か

ん

蓄ち
く

す
。

弘こ
う

安あ
ん

二に

年ね
ん

、
忠ち

ゅ
うの

顧こ

付ふ

に
遵し

た
がい

て
、
継つ

ぎ
て
光こ

う

明み
ょ
うの

第だ
い

二に

世せ
い

と
な
る
。
暁ぎ

ょ
う、

己お
の
れを

軽か
ろ
んじ

法ほ
う

を
重お

も
んじ

、

慈じ

摂せ
つ

、
衆し

ゅ
う

に
加く

わ

う
。
慧え

弁べ
ん

流り
ゅ
う

暢ち
ょ
うに

し
て
聴き

く
者も

の

随ず
い

喜き

す
。
専せ

ん

注ち
ゅ
う

摂し
ょ
う

引い
ん

す
る
こ
と
三さ

ん

十じ
ゅ
う

余よ

年ね
ん

、
正

し
ょ
う

和わ

二に

年ね
ん

、
総そ

う

州し
ゅ
う

海か
い

上じ
ょ
う

郡ぐ
ん

の
舩ふ

な

木き

中な
か

務つ
か
さの

某
な
に
が
し、

称
し
ょ
う

名み
ょ
う

寺じ

を
建た

て
第だ

い

一い
ち

代だ
い

に
請し

ょ
う

ず
。
暁

ぎ
ょ
う

居お

る
こ
と
四よ

年ね
ん

、
光こ

う

明み
ょ
う

寺じ

に
還か

え

る
。
正

し
ょ
う

慶け
い

元が
ん

年ね
ん

二に

月が
つ

疾し
つ

を
示し

め

す
。
三さ

ん

月が
つ

朔つ
い

日た
ち

、
念ね

ん

仏ぶ
つ

乗じ
ょ
うに

入い

り
て
恬か

つ

然ね
ん

と
し
て

気き

絶た

う
。
紫し

雲う
ん

室し
つ

を
掩お

お

い
、
歌か

唄ば
い

空そ
ら

に
聞き

こ

ゆ
。
道ど

う

俗ぞ
く

悲ひ

哀あ
い

の
声こ

え

、
山さ

ん

谷こ
く

に
響ひ

び

く
。
火か

浴よ
く

し
て
舎し

ゃ

利り

数す
う

百ひ
ゃ
く

粒つ
ぶ

を
得え

た
り
。
本ほ

ん

山ざ
ん

に
収お

さ

め
て
塔と

う

を
そ
の
上う

え

に
築き

ず

く
。
俗ぞ

く

齢れ
い

八は
ち

十じ
ゅ
う

一い
ち

、
法ほ

う

臘ろ
う

六ろ
く

十じ
ゅ
う

有ゆ
う

余よ

な
り
。

暁ぎ
ょ
う、『
伝で

ん

通づ
う

記き
の

見け
ん

聞も
ん

』
十

じ
ゅ
う

五ご

巻か
ん

、『
述

じ
ゅ
つ

聞も
ん

鈔し
ょ
う』『
口く

伝で
ん

鈔し
ょ
う』
各

お
の
お
の

一い
っ

巻か
ん

、『
決け

つ

疑ぎ

鈔し
ょ
う

見け
ん

聞も
ん

』『
論ろ

ん

記き

鈔し
ょ
う』

等な
ど

数す
う

十じ
っ

巻か
ん

を
著あ

ら
わ
す
。
共と

も

に
世よ

に
行お

こ
な
わ
る
。
当と

う

時じ

東と
う

関か
ん

の
浄

じ
ょ
う

土ど

の
宗

し
ゅ
う

義ぎ

、
蓋け

だ

し
三さ

ん

流り
ゅ
う

有あ

り
。
暁ぎ

ょ
う
を
以も

っ

て
白し

ら

旗は
た

義ぎ

の
祖そ

と
す
。

今こ
ん

年ね
ん

丙ひ
の
え

申さ
る

七し
ち

月が
つ

、
正ま

さ

し
く
第だ

い

三さ
ん

祖そ

禅ぜ
ん

師じ

の
五ご

百ひ
ゃ
く

五ご

十じ
ゅ
う

年ね
ん

の
忌き

辰し
ん

に
当あ

た

れ
り
。
因よ

り

て
そ
の
高こ

う

恩お
ん

の
万ま

ん

一い
つ

を
報ほ

う

ぜ
ん
が
為た

め

に
こ
の
伝で

ん

を
訂て

い

正せ
い

し
、『
本ほ

ん

朝ち
ょ
う

高こ
う

僧そ
う

伝で
ん

』
に
依よ

り
て
そ
の
遺い

漏ろ
う

を
補お

ぎ
な
い
、

及お
よ

び
白し

ら

旗は
た

上し
ょ
う

人に
ん

の
伝で

ん

を
附ふ

録ろ
く

し
て
す
な
わ
ち
こ
の
伝で

ん

を
重

じ
ゅ
う

刊か
ん

す
。
時と

き

に

天て
ん

保ぽ
う

七し
ち

年ね
ん

丙ひ
の
え

申さ
る

春は
る

三さ
ん

月が
つ

沙し
ゃ

門も
ん

敬き
ょ
う

道ど
う

謹き
ん

識し
き



637　天保版『然阿上人伝』書き下し

研究ノート

和わ

二に

年ね
ん

、
総そ

う

州し
ゅ
う

海か
い

上じ
ょ
う

郡ぐ
ん

の
舩ふ

な

木き

中な
か

務つ
か
さの

某
な
に
が
し、

称
し
ょ
う

名み
ょ
う

寺じ

を
建た

て
第だ

い

一い
ち

代だ
い

に
請し

ょ
う

ず
。
暁

ぎ
ょ
う

居お

る
こ
と
四よ

年ね
ん

、
光こ

う

明み
ょ
う

寺じ

に
還か

え

る
。
正

し
ょ
う

慶け
い

元が
ん

年ね
ん

二に

月が
つ

疾し
つ

を
示し

め

す
。
三さ

ん

月が
つ

朔つ
い

日た
ち

、
念ね

ん

仏ぶ
つ

乗じ
ょ
うに

入い

り
て
恬か

つ

然ね
ん

と
し
て

気き

絶た

う
。
紫し

雲う
ん

室し
つ

を
掩お

お

い
、
歌か

唄ば
い

空そ
ら

に
聞き

こ

ゆ
。
道ど

う

俗ぞ
く

悲ひ

哀あ
い

の
声こ

え

、
山さ

ん

谷こ
く

に
響ひ

び

く
。
火か

浴よ
く

し
て
舎し

ゃ

利り

数す
う

百ひ
ゃ
く

粒つ
ぶ

を
得え

た
り
。
本ほ

ん

山ざ
ん

に
収お

さ

め
て
塔と

う

を
そ
の
上う

え

に
築き

ず

く
。
俗ぞ

く

齢れ
い

八は
ち

十じ
ゅ
う

一い
ち

、
法ほ

う

臘ろ
う

六ろ
く

十じ
ゅ
う

有ゆ
う

余よ

な
り
。

暁ぎ
ょ
う、『

伝で
ん

通づ
う

記き
の

見け
ん

聞も
ん

』
十

じ
ゅ
う

五ご

巻か
ん

、『
述

じ
ゅ
つ

聞も
ん

鈔し
ょ
う』『

口く

伝で
ん

鈔し
ょ
う』

各
お
の
お
の

一い
っ

巻か
ん

、『
決け

つ

疑ぎ

鈔し
ょ
う

見け
ん

聞も
ん

』『
論ろ

ん

記き

鈔し
ょ
う』

等な
ど

数す
う

十じ
っ

巻か
ん

を
著あ

ら
わ
す
。
共と

も

に
世よ

に
行お

こ
な
わ
る
。
当と

う

時じ

東と
う

関か
ん

の
浄

じ
ょ
う

土ど

の
宗

し
ゅ
う

義ぎ

、
蓋け

だ

し
三さ

ん

流り
ゅ
う

有あ

り
。
暁ぎ

ょ
う
を
以も

っ

て
白し

ら

旗は
た

義ぎ

の
祖そ

と
す
。

今こ
ん

年ね
ん

丙ひ
の
え

申さ
る

七し
ち

月が
つ

、
正ま

さ

し
く
第だ

い

三さ
ん

祖そ

禅ぜ
ん

師じ

の
五ご

百ひ
ゃ
く

五ご

十じ
ゅ
う

年ね
ん

の
忌き

辰し
ん

に
当あ

た

れ
り
。
因よ

り

て
そ
の
高こ

う

恩お
ん

の
万ま

ん

一い
つ

を
報ほ

う

ぜ
ん
が
為た

め

に
こ
の
伝で

ん

を
訂て

い

正せ
い

し
、『
本ほ

ん

朝ち
ょ
う

高こ
う

僧そ
う

伝で
ん

』
に
依よ

り
て
そ
の
遺い

漏ろ
う

を
補お

ぎ
な
い
、

及お
よ

び
白し

ら

旗は
た

上し
ょ
う

人に
ん

の
伝で

ん

を
附ふ

録ろ
く

し
て
す
な
わ
ち
こ
の
伝で

ん

を
重

じ
ゅ
う

刊か
ん

す
。
時と

き

に

天て
ん

保ぽ
う

七し
ち

年ね
ん

丙ひ
の
え

申さ
る

春は
る
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ゅ
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ょ
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ょ
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ょ
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ょ
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し
ょ
う
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ょ
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ょ
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ん
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上し
ょ
う

人に
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下し

も

嵯さ
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何な
に

某が
し

江ご
う

州し
ゅ
う

順じ
ゅ
ん

了り
ょ
う

西さ
い

堂ど
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洛ら
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東と
う

清き
よ
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何な
に

某が
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ょ
う
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ゅ
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禅ぜ
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百ひ
ゃ
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ょ
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ゅ
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恩お
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先せ
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師し

得と
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立り
ゅ
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上し
ょ
う

人に
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増ぞ
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道ど
う

の
為た
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。
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伏ふ
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ん

同お
な

じ
く
菩ぼ

提だ
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。
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ょ
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ょ
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謹き
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18. 十
じゅう

念
ねん

JŪ NÉ-N

南
な
無
む
阿
あ
弥
み
陀
だ
仏
ぶ

南
な
無
む
阿
あ
弥
み
陀
だ
仏
ぶ

NA MOU A MI DA BOU NA MOU A MI DA BOU
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南
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弥
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南
な
無
む
阿
あ
弥
み
陀
だ
仏
ぶ

NA MOU A MI DA BOUTSU NA MOU A MI DA BOU

18. Jūnen18. Jūnen 十念 十念
(Récitation 10 fois du Nénbutsu)(Récitation 10 fois du Nénbutsu)
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16. 三
さん

身
じん

礼
らい

SA-N JI-N RAÏ

南
な
無
む
西
さい
方
ほう
極
ごく
楽
らく
世
せ
界
かい

本
ほん
願
がん
成
じょう
就
じゅ
身
しん
阿
あ
弥
み
陀
だ
仏
ぶ

NA MOU SAÏ HŌ GOKOU RAKOU SÉ KAÏ HON GA-N JŌ JU SHI-N A MI DA BOU

南
な
無
む
西
さい
方
ほう
極
ごく
楽
らく
世
せ
界
かい

光
こう
明
みょう
摂
せっ
取
しゅ
身
しん
阿
あ
弥
み
陀
だ
仏
ぶ

NA MOU SAÏ HŌ GOKOU RAKOU SÉ KAÏ KŌ MYŌ SÉS SHU SHI-N A MI DA BOU

南
な
無
む
西
さい
方
ほう
極
ごく
楽
らく
世
せ
界
かい

来
らい
迎
こう
引
いん
接
じょう
身
しん
阿
あ
弥
み
陀
だ
仏
ぶ

NA MOU SAÏ HŌ GOKOU RAKOU SÉ KAÏ RAÏ KŌ I-N JŌ SHI-N A MI DA BOU

17. 送
そう

仏
ぶつ

偈
げ

SŌ BOUTSU GUÉ

請
しょう
仏
ぶつ
随
ずい
縁
えん
還
げん
本
ぽん
国
ごく

普
ふ
散
さん
香
こう
華
け
心
しん
送
そう
仏
ぶつ

SHŌ BOUTSU ZOUÏ É-N GUÉ-N PON GOKOU FOU SA-N KŌ KÉ SHI-N SŌ BOUTSU

願
がん
仏
ぶつ
慈
じ
心
しん
遥
よう
護
ご
念
ねん

同
どう
生
しょう
相
そう
勧
かん
尽
じん
須
しゅ
来
らい

GA-N BOUTSU JI SHI-N YŌ GO NÉ-N DŌ SHŌ SŌ KA-N JI-N SHU RAÏ

16. Vénèration au Bouddha Amida en t�ois for�es 16. Vénèration au Bouddha Amida en t�ois for�es 三身礼三身礼
Nous ex�rimons not�e g�atit�de à Bouddha Amida en offr  ant des proster�ations à la fi n des récitations.

Je prends profondément ref�ge dans le Bouddha Amida de la Ter�e Pure Je prends profondément ref�ge dans le Bouddha Amida de la Ter�e Pure 
Occidentale, qui a réalisé les Vœux Originaux.Occidentale, qui a réalisé les Vœux Originaux.

Je prends profondément ref�ge dans le Bouddha Amida de la Ter�e Pure Je prends profondément ref�ge dans le Bouddha Amida de la Ter�e Pure 
Occidentale, qui nous embrasse avec sa lumière rayonnate.Occidentale, qui nous embrasse avec sa lumière rayonnate.

Je prends profondément ref�ge dans le Bouddha Amida de la Ter�e Pure Je prends profondément ref�ge dans le Bouddha Amida de la Ter�e Pure 
Occidentale, qui vient me recevoir.Occidentale, qui vient me recevoir.

17. Verset de retour des Bouddhas sur leurs Ter�es 17. Verset de retour des Bouddhas sur leurs Ter�es 送仏偈送仏偈
Nous renvoyons tous les Bouddhas venus dans ce lieu sacré pour les récitations vers leurs Ter�es Natals 

d’origine.

Maintenant, nous appelons tous les Bouddhas à retour�er dans leurs ter�es Maintenant, nous appelons tous les Bouddhas à retour�er dans leurs ter�es 
respectives.respectives.

Nous offr  ons des encens et répandons des fl eurs pour les envoyer avec une Nous offr  ons des encens et répandons des fl eurs pour les envoyer avec une 
profonde g�atit�de.profonde g�atit�de.

Nous demandons vos conseils et protection compassionels.Nous demandons vos conseils et protection compassionels.

Que nous nous encourageions les uns les aut�es, afi n de tous att eindre la Que nous nous encourageions les uns les aut�es, afi n de tous att eindre la 
Renaissance dans la Ter�e Pure.Renaissance dans la Ter�e Pure.
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14. 十
じゅう

念
ねん

JŪ NÉ-N

南
な
無
む
阿
あ
弥
み
陀
だ
仏
ぶ

南
な
無
む
阿
あ
弥
み
陀
だ
仏
ぶ
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南
な
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南
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弥
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15. 総
そう

願
がん

偈
げ

SŌ GA-N GUÉ

衆
しゅ
生
じょう
無
む
辺
へん
誓
せい
願
がん
度
ど

煩
ぼん
悩
のう
無
む
辺
へん
誓
せい
願
がん
断
だん

SHU JŌ MOU HÉ-N SÉÏ GA-N DO BON NŌ MOU HÉ-N SÉÏ GA-N DA-N

法
ほう
門
もん
無
む
尽
じん
誓
せい
願
がん
知
ち

無
む
上
じょう
菩
ぼ
提
だい
誓
せい
願
がん
証
しょう

HŌ MON MOU JI-N SÉÏ GA-N CHI MOU JŌ BO DAÏ SÉÏ GA-N SHŌ

自
じ
他
た
法
ほう
界
かい
同
どう
利
り
益
やく

共
ぐ
生
しょう
極
ごく
楽
らく
成
じょう
仏
ぶつ
道
どう

JI TA HŌ KAÏ DŌ RI YAKOU GOU SHŌ GOKOU RAKOU JŌ BOUTSU DŌ

14. Jūnen14. Jūnen 十念 十念
 (Récitation 10 fois du Nénbutsu) (Récitation 10 fois du Nénbutsu)

15. Verset des vœux communs de tous les Bouddhas 15. Verset des vœux communs de tous les Bouddhas 総願偈総願偈
En aspirant aux quat�e vœux universels, qui représentent l’esprit de tous les bodhisatt �as, nous prions de 

renaît�e dans la Ter�e Pure avec tous les êt�es sensibles.

Bien que les êt�es sensibles soient innumérables, je me jure sincèrement de Bien que les êt�es sensibles soient innumérables, je me jure sincèrement de 
les éveiller tous.les éveiller tous.

Bien que les désirs soient inépuisables, je me jure sincèrement de les éteindre Bien que les désirs soient inépuisables, je me jure sincèrement de les éteindre 
tous.tous.

Bien que les Dhar�as soient immensurables, je me jure sincèrement de les Bien que les Dhar�as soient immensurables, je me jure sincèrement de les 
comprendre tous.comprendre tous.

Bien que l’Illumination soit au-dessus de tout, je me jure sincèrement de Bien que l’Illumination soit au-dessus de tout, je me jure sincèrement de 
l’att eindre à tout prix.l’att eindre à tout prix.

En jouissant équitablement des bénéfi ces du Nénbutsu avec tous les êt�es En jouissant équitablement des bénéfi ces du Nénbutsu avec tous les êt�es 
sensibles, sensibles, 

nous souhaitons renaît�e ensemble dans la Ter�e Pure de la Félicité Ultime et nous souhaitons renaît�e ensemble dans la Ter�e Pure de la Félicité Ultime et 
att eindre le chemin du Bouddha.att eindre le chemin du Bouddha.
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13. 総
そう

回
え

向
こう

偈
げ

SŌ É KŌ GUÉ

願
がん
以
に
此
し
功
く
徳
どく

平
びょう
等
どう
施
せ
一
いっ
切
さい

GA-N NI SHI KOU DOKOU BYŌ DŌ SÉ IS SAÏ

同
どう
発
ほつ
菩
ぼ
提
だい
心
しん

往
おう
生
じょう
安
あん
楽
らっ
国
こく

DŌ HOTSU BO DAÏ SHI-N Ō JŌ A-N RAK KOKOU

13. Verset du t�ansfer� des mérites pour tous13. Verset du t�ansfer� des mérites pour tous 総回向偈 総回向偈
Transférons not�e mérite accumulé par les récitations du Sut�a et du Nénbutsu à tous les êt�es sensibles 

et aspirons à renaît�e dans la Ter�e Pure tous ensemble.

Nous aspirons que nos mérites et ver��s Nous aspirons que nos mérites et ver��s 
soient t�ansférées équitablement à tout le monde soient t�ansférées équitablement à tout le monde 
pour développer ensemble l’aspiration à l’Illumination, pour développer ensemble l’aspiration à l’Illumination, 
et att eindre la Renaissance dans la Ter�e Pure de paix et de félicité.et att eindre la Renaissance dans la Ter�e Pure de paix et de félicité.

Mérite  Vertus acquises par les pratiques religieuses et les bonnes actions.
Aspiration à l’illumination  Cette aspiration signifi e l’éveil d’un Bouddha dans certains contextes du 
bouddhisme Mahayana.
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当
とう
寺
じ
開
かい
基
き
以
い
来
らい

TŌ JI KAÏ KI I RAÏ

諸
しょ
檀
だん
越
のつ
日
にっ
牌
ぱい
月
がっ
牌
ぱい

SHO DA-N NOTSU NIP PAÏ GAP PAÏ

新
しん
亡
もう
中
ちゅう
陰
いん
諸
しょ
精
しょう
霊
れい
等
とう

SHI-N MŌ CHŪ I-N SHO SHŌ RÉÏ TŌ

追
つい
善
ぜん
増
ぞう
上
じょう
菩
ぼ
提
だい

TSUÏ ZÉ-N ZŌ JŌ BO DAÏ

願
がん
以
に
上
じょう
来
らい
所
しょ
修
しゅ
功
く
徳
どく
皆
かい
悉
しつ
回
え
向
こう

GA-N NI JŌ RAÏ SHO SHU KOU DOKOU KAÏ SHITSU É KŌ

（ 〇 〇 信
しん
士
じ
〈 信

しん
女
にょ
〉祥

しょう
月
つき
命
めい
日
にち
）

SHI-N JI 〈 SHI-N NYO 〉SHŌ TSUKI MÉÏ NICHI

追
つい
福
ふく
増
ぞう
進
しん
菩
ぼ
提
だい

TSUÏ FOUKOU ZŌ SHI-N BO DAÏ

À tous les esprits des membres, tels que les tablett es commémoratives À tous les esprits des membres, tels que les tablett es commémoratives 
quotidiennes et mensuelles, les personnes décédées récemment, celles qui sont quotidiennes et mensuelles, les personnes décédées récemment, celles qui sont 
au stade inter�édiaire de l’existence, depuis la fondation de ce temple. au stade inter�édiaire de l’existence, depuis la fondation de ce temple. 

Que leur ver�� [mérite] se développe (vers l’illumination).Que leur ver�� [mérite] se développe (vers l’illumination).

Nous prions pour t�ansférer not�e mérite de cett e pratique, à (nom / nom du Nous prions pour t�ansférer not�e mérite de cett e pratique, à (nom / nom du 
dhar�a dhar�a ［［戒 名］戒 名］ de nos bien-aimés), pour leur bonheur et l’accomplissement  de nos bien-aimés), pour leur bonheur et l’accomplissement 
de l’illumination.de l’illumination.
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当
とう
寺
じ
開
かい
山
さん

〇 〇 上
しょう
人
にん

TŌ JI KAÏ SA-N (fondateur du temple) SHŌ NI-N

中
ちゅう
興
こう
〇 〇 上

しょう
人
にん
歴
れき
代
だい
諸
しょ
上
しょう
人
にん
等
とう

CHŪ KŌ ( ) SHŌ NI-N RÉKI DAÏ SHO SHŌ NI-N TŌ

普
ふ
賢
げん
行
ぎょう
願
がん
究
く
竟
きょう
円
えん
満
まん

FOU GUÉ-N GYŌ GA-N KOU KYŌ É-N MA-N

師
し
僧
そう
父
ぶ
母
も
一
いっ
切
さい
檀
だん
越
のつ
結
けち
縁
えん
衆
しゅ
生
じょう

SHI SŌ BOU MO IS SAÏ DA-N NOTSU KÉCHI É-N SHU JŌ

存
ぞん
者
じゃ
得
とく
楽
らく
福
ふく
寿
じゅ
無
む
量
りょう

ZON JA TOKOU RAKOU FOUKOU JU MOU RYŌ

亡
もう
者
じゃ
離
り
苦
く
超
ちょう
生
しょう
浄
じょう
土
ど

MŌ JA RI KOU CHŌ SHŌ JŌ DO

Le maît�e fondateur de not�e temple, le Révérend ~~~~; Le maît�e fondateur de not�e temple, le Révérend ~~~~; 
Les prêt�es qui ont fait revivre ce temple, le Révérend ~~~~; Les prêt�es qui ont fait revivre ce temple, le Révérend ~~~~; 
Et les aut�es prêt�es qui ont ser�i ce temple, Et les aut�es prêt�es qui ont ser�i ce temple, 
Que leurs Grands Vœux et leur Pratique du Bodhisatt �a soient parfaitement Que leurs Grands Vœux et leur Pratique du Bodhisatt �a soient parfaitement 

accomplis.accomplis.

[Nous offr  ons à nouveau] nos prières, à nos enseig�ants sacerdotaux, à [Nous offr  ons à nouveau] nos prières, à nos enseig�ants sacerdotaux, à 
nos pères et mères, à tous les membres du temple, donateurs; et tous les êt�es nos pères et mères, à tous les membres du temple, donateurs; et tous les êt�es 
sensibles avec lesquels nous avons des connexions kar�iques. sensibles avec lesquels nous avons des connexions kar�iques. 

Que tous ceux qui vivent éprouvent la joie, la prospérité et la longévité sans Que tous ceux qui vivent éprouvent la joie, la prospérité et la longévité sans 
limite. limite. 

Que ceux qui sont mor�s échappent à la souffr  ance et se t�anscendent pour Que ceux qui sont mor�s échappent à la souffr  ance et se t�anscendent pour 
naît�e dans la Ter�e Pure.naît�e dans la Ter�e Pure.
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高
こう
祖
そ
光
こう
明
みょう
善
ぜん
導
どう
大
だい
師
し

KŌ SO KŌ MYŌ ZÉ-N DŌ DAÏ SHI

宗
しゅう
祖
そ
円
えん
光
こう
東
とう
漸
ぜん
慧
え
成
じょう
弘
こう
覚
かく

SHŪ SO É-N KŌ TŌ ZÉ-N É JŌ KŌ KAKOU

慈
じ
教
きょう
明
めい
照
しょう
和
わ
順
じゅん
法
ほう
爾
に
大
だい
師
し

JI KYŌ MÉÏ SHŌ WA JUN HŌ NI DAÏ SHI

二
に
祖
そ
大
だい
紹
じょう
正
しょう
宗
じゅう
国
こく
師
し
聖
しょう
光
こう
上
しょう
人
にん

NI SO DAÏ JŌ SHŌ JŪ KOKOU SHI SHŌ KŌ SHŌ NI-N

三
さん
祖
そ
記
き
主
しゅ
禅
ぜん
師
じ
良
りょう
忠
ちゅう
上
しょう
人
にん

SA-N SO KI SHU ZÉ-N JI RYŌ CHŪ SHŌ NI-N

三
さん
国
ごく
伝
でん
来
らい
浄
じょう
土
ど
伝
でん
灯
とう
諸
しょ
大
だい
祖
そ
師
し
等
とう

SA-N GOKOU DÉ-N RAÏ JŌ DO DÉ-N TŌ SHO DAÏ SO SHI TŌ

上
じょう
酬
しゅう
慈
じ
恩
おん

JŌ SHŪ JI ON

Nous ex�rimons not�e g�atit�de à la compassion de Nous ex�rimons not�e g�atit�de à la compassion de 
Not�e haut pat�iarche, le Grand Maît�e Zéndo; Not�e haut pat�iarche, le Grand Maît�e Zéndo; 
Not�e fondateur, le Grand Maît�e Énko, Tōzén, Éjō, Kōkaku, Jikyō, Méishō, Not�e fondateur, le Grand Maît�e Énko, Tōzén, Éjō, Kōkaku, Jikyō, Méishō, 

Wajun, Hōni; Wajun, Hōni; 
Le deuxième pat�iarche Daïjo Shōjū Kokushi, Shōkō Shōnin; Le deuxième pat�iarche Daïjo Shōjū Kokushi, Shōkō Shōnin; 
Le t�oisième pat�iarche [Nen’na], Kishu Zénji Ryōchū Shōnin; Le t�oisième pat�iarche [Nen’na], Kishu Zénji Ryōchū Shōnin; 
Et tous les Pat�iarches et Maît�es qui ont t�ansmis l’Enseig�ement de la Ter�e Et tous les Pat�iarches et Maît�es qui ont t�ansmis l’Enseig�ement de la Ter�e 

Pure.Pure.

Kōmyō Daïshi 光明大師  «Grand Professeur de Lumière Vive.» À Jodo Shu, le maître chinois de la Terre 
Pure Zéndo est connu comme le «Grand Maître de la Lumière Vive» (Kōmyō Daïshi 光明大師 ), du nom du 
temple dans lequel il vivait, Kōmyō-ji à Chang’an.
Énko 円光  «Qui brille de Nimbes»
Tōzén 東漸  «Qui a diffusé le bouddhisme en Orient»
Éjō 慧成  «Qui a accompli la sagesse»
Kōkaku弘覚  «Qui a atteint la vaste illumination»
Jikyō 慈教  «Qui enseigne avec compassion»
Méishō 明照  «Qui illumine intensément»
Wajun 和順  «Qui a apporté l’harmonie»
Hōni 法爾  «Qui a cherché la vérité naturellement»
Daïjo Shōjū Kokushi  «Le Grand Maître de la Nation qui a transmis le Véritable Enseignement»
Zénji  «Maître de méditation»
Kishu  «Auteur de Commentaires sur les Soutras.» C’est un titre pour un moine qui a écrit de nombreux 
commentaires sur les sutras. À l’école Jōdo Shū, ce titre a été donné au troisième patriarche Ryōchū. D’autres 
écoles du bouddhisme ont leur propre Kishu.
Déntō  Transmettre la Lumière de l’Enseignement.
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天
てん
下
げ
和
わ
順
じゅん
日
にち
月
がっ
清
しょう
明
みょう

TÉ-N GUÉ WA JUN NICHI GAS SHŌ MYŌ

風
ふう
雨
う
以
い
時
じ
災
さい
厲
れい
不
ふ
起
き

FŪ OU I JI SAÏ RÉÏ FOU KI

国
こく
豊
ぶ
民
みん
安
なん
兵
ひょう
戈
が
無
む
用
ゆう

KOKOU BOU MI-N NA-N HYŌ GA MOU YŪ

崇
しゅう
徳
とく
興
こう
仁
にん
務
む
修
しゅ
礼
らい
譲
じょう

SHŪ TOKOU KŌ NI-N MOU SHU RAÏ JŌ

Puisse-t-il y avoir une har�onie sous les cieux avec le soleil et la lune Puisse-t-il y avoir une har�onie sous les cieux avec le soleil et la lune 
brillants. brillants. 

Que le vent et la pluie ar�ivent à point nommé et que les catast�ophes et Que le vent et la pluie ar�ivent à point nommé et que les catast�ophes et 
calamités ne sur�iennent pas. calamités ne sur�iennent pas. 

Que les nations soient charitables, les gens en sécurité et que les ar�ées et les Que les nations soient charitables, les gens en sécurité et que les ar�ées et les 
ar�es ne soient pas utilisées. ar�es ne soient pas utilisées. 

Estimons la ver��, encourageons la bienveillance et pratiquons diligemment Estimons la ver��, encourageons la bienveillance et pratiquons diligemment 
la convenance et l’humilité.la convenance et l’humilité.
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SHŪ TOKOU KŌ NI-N MOU SHU RAÏ JŌ
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11. Nénbutsu Ichié 11. Nénbutsu Ichié 念仏一会念仏一会
Récitation du NénbutsuRécitation du Nénbutsu

(plusieurs fois)(plusieurs fois)

12.Transfer� du mérite 12.Transfer� du mérite 別回向別回向

Nous ex�rimons not�e g�atit�de à la Grande Compassion de tous les Trois Nous ex�rimons not�e g�atit�de à la Grande Compassion de tous les Trois 
Trésors, y compris Trésors, y compris 

Bouddha Amida, le Seig�eur des Grands Vœux de Compassion; Bouddha Amida, le Seig�eur des Grands Vœux de Compassion; 
Bouddha Shakyamuni, le Répar�iteur et Fondateur des Enseig�ements; Bouddha Shakyamuni, le Répar�iteur et Fondateur des Enseig�ements; 
Tous les Bouddhas aussi nombreux que les sables du Gange dans les six Tous les Bouddhas aussi nombreux que les sables du Gange dans les six 

directions qui ont témoig�é de l’authenticité du Nénbutsu; directions qui ont témoig�é de l’authenticité du Nénbutsu; 
Kannon, Séishi et les g�ands bodhisatt �as; Kannon, Séishi et les g�ands bodhisatt �as; 
et la pure et g�ande assemblée océanique dans [la Ter�e pure de] la Félicité et la pure et g�ande assemblée océanique dans [la Ter�e pure de] la Félicité 

Ultime.Ultime.
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11. 念
ねん

仏
ぶつ

一
いち

会
え

NÉ-N BOUTSU ICHI É

南
な
無
む
阿
あ
弥
み
陀
だ
仏
ぶ

南
な
無
む
阿
あ
弥
み
陀
だ
仏
ぶ

NA MOU A MI DA BOU NA MOU A MI DA BOU

南
な
無
む
阿
あ
弥
み
陀
だ
仏
ぶ

NA MOU A MI DA BOU
・
・
・

12. 別
べつ

回
え

向
こう

BÉTSU É KŌ

奉
ぶ
酬
しゅう
大
だい
悲
ひ
願
がん
王
のう
阿
あ
弥
み
陀
だ
仏
ぶつ

BOU SHŪ DAÏ HI GA-N NŌ A MI DA BOUTSU

発
はっ
遣
けん
教
きょう
主
しゅ
釈
しゃ
迦
か
牟
む
尼
に
仏
ぶつ

HAK KÉ-N KYŌ SHU SHA KA MOU NI BOUTSU

六
ろっ
方
ぽう
恒
ごう
沙
じゃ
証
しょう
誠
じょう
諸
しょ
仏
ぶつ

ROP PŌ GŌ JA SHŌ JŌ SHO BOUTSU

観
かん
音
のん
勢
せい
至
し
諸
しょ
大
だい
菩
ぼ
薩
さつ

KA-N NON SÉÏ SHI SHO DAÏ BO SATSU

極
ごく
楽
らっ
界
かい
会
え
清
しょう
浄
じょう
大
だい
海
かい
衆
しゅう
等
とう

GOKOU RAK KAÏ É SHŌ JŌ DAÏ KAÏ SHŪ TŌ

一
いっ
切
さい
三
さん
宝
ぼう
広
こう
大
だい
慈
じ
恩
おん

IS SAÏ SA-N BŌ KŌ DAÏ JI ON
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9. 十
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10. 摂
しょう

益
やく

文
もん

SHŌ YAKOU MON

光
こう
明
みょう
徧
へん
照
じょう

十
じっ
方
ぽう
世
せ
界
かい

KŌ MYŌHÉ-N JŌ JIP PŌ SÉ KAÏ

念
ねん
仏
ぶっ
衆
しゅ
生
じょう

摂
せっ
取
しゅ
不
ふ
捨
しゃ

NÉ-N BOUT SHU JŌ SÉS SHU FOU SHA

9. Jūnen9. Jūnen 十念 十念
(Récitation 10 fois du Nénbutsu)(Récitation 10 fois du Nénbutsu)

10. Louange à la lumière du Bouddha Amida10. Louange à la lumière du Bouddha Amida 摂益文 摂益文
La lumière incommensurable du Bouddha Amida sauve tous ceux qui chantent Nénbutsu.

La lumière rayonnante du Bouddha Amida illumine universellement dans La lumière rayonnante du Bouddha Amida illumine universellement dans 
les dix directions embrassant et n’abandonnant jamais tous ceux qui récitent les dix directions embrassant et n’abandonnant jamais tous ceux qui récitent 
le Nénbutsu.le Nénbutsu.
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Pratiques contemplatives (定善 )
Contempler un objet et supprimer ses illusions. Le Sutra de la Contemplation enseigne les treize pratiques 
contemplatives suivantes.
1. Contemplation du soleil
2. Contemplation de l’eau
3. Contemplation du sol de la Terre Pure
4. Contemplation des arbres de joyaux de la Terre Pure
5. Contemplation des étangs ornés de joyaux de la Terre Pure
6. Contemplation des tours ornées de joyaux de la Terre Pure
7. Contemplation des trônes de fl eurs de lotus de la Terre Pure
8. Contemplation de l’image du Bouddha Amida
9. Contemplation du corps du Bouddha Amida
10. Contemplation de Kannon Bosatsu (Avalokiteśvara Bodhisattva)
11. Contemplation de Séishi Bosatsu (Mahāsthāmaprāpta Bodhisattva)
12. Contemplation de l’intégralité de la Terre Pure comme si on y était né
13. Contemplation des multiples aspects du salut universel d’Amida
Pratiques non-contemplatives (散善 )
Pratiques faites pas nécessairement avec un esprit contemplatif, mais sans actes mauvais. Le Sutra de la 
Contemplation mentionne ce qui suit:
<Pratiques bénéfi ques au monde ( 世福 )>

Honorer son père et sa mère ( 孝養父母 )
Respecter ses enseignants et ses aînés ( 奉事師長 )
S’abstenir avec compassion de tuer ( 慈心不殺 )
Pratiquer les dix actes de conduite vertueuse ( 修十善業 )

<Pratiques bénéfi ques concernant les préceptes ( 戒福 )>
Vénérer le Bouddha, le Dharma et la Sangha ( 受持三帰 )
Garder les préceptes ( 具足衆戒 )
S’abstenir de toute mauvaise conduite des pratiques ( 不犯威儀 )

<Pratiques bénéfi ques concernant les actes religieux ( 行福 )>
S’éveiller à l’aspiration à l’illumination ( 発菩提心 )
Croire profondément à la loi de cause à effet ( 深信因果 )
Lire et réciter les soutras du Mahayana ( 読誦大乗 )
Encourager les autres à s’engager sur le chemin( 勧進行者 )

8. Verset des Vœux Originaux du Bouddha Amida 8. Verset des Vœux Originaux du Bouddha Amida 本誓偈本誓偈
Nous t�ansférons les mérites de la récitation du Sût�a à la Renaissance dans la Ter�e Pure.

Les Vœux Originaux du Bouddha Amida sont les por�es essentielles de la Les Vœux Originaux du Bouddha Amida sont les por�es essentielles de la 
Ter�e Pure de la Félicité Ultime.Ter�e Pure de la Félicité Ultime.

Nous t�ansférerons tous nos mérites et ver��s pour la Renaissance dans la Nous t�ansférerons tous nos mérites et ver��s pour la Renaissance dans la 
Ter�e Pure.Ter�e Pure.

Vœux Originaux  Les vœux qu’un Bouddha a prononcés avant d’atteindre la bouddhéité, c’est-à-dire lorsqu’il 
était un bodhisattva. Tous les pratiquants bouddhistes doivent faire des vœux pour atteindre la bouddhéité 
et pour sauver les êtres sensibles au début de leur pratique. Il existe deux types de ces vœux: les vœux 
communs et les vœux individuels. Le premier se compose des Quatre Vœux Englobants (pour les quatre 
vœux, voir 総願偈 , Verset des vœux commus de tous les Bouddhas) qui incluent la recherche de l’illumination 
et le sauvetage des autres; et le dernier se compose des vœux individuels de chaque bouddha qui déterminent 
le caractère d’un bouddha. Dans le cas du Bouddha Amida, il y a quarante-huit vœux. Ce verset fait référence 
aux quarante-huit vœux d’Amida, en particulier au dix-huitième vœu.
Transfert de mérite  Changer la direction du mérite obtenu par des actes vertueux à d’autres fi ns. Diriger son 
mérite vers l’illumination pour soi-même et pour tous les êtres. Le chant des soutras peut créer un mérite pour 
la naissance dans le royaume céleste, cependant, selon ce verset, le mérite que nous avons fait sera la cause 
de la naissance dans la Terre Pure.
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Pratiques contemplatives (定善 )
Contempler un objet et supprimer ses illusions. Le Sutra de la Contemplation enseigne les treize pratiques 
contemplatives suivantes.
1. Contemplation du soleil
2. Contemplation de l’eau
3. Contemplation du sol de la Terre Pure
4. Contemplation des arbres de joyaux de la Terre Pure
5. Contemplation des étangs ornés de joyaux de la Terre Pure
6. Contemplation des tours ornées de joyaux de la Terre Pure
7. Contemplation des trônes de fl eurs de lotus de la Terre Pure
8. Contemplation de l’image du Bouddha Amida
9. Contemplation du corps du Bouddha Amida
10. Contemplation de Kannon Bosatsu (Avalokiteśvara Bodhisattva)
11. Contemplation de Séishi Bosatsu (Mahāsthāmaprāpta Bodhisattva)
12. Contemplation de l’intégralité de la Terre Pure comme si on y était né
13. Contemplation des multiples aspects du salut universel d’Amida
Pratiques non-contemplatives (散善 )
Pratiques faites pas nécessairement avec un esprit contemplatif, mais sans actes mauvais. Le Sutra de la 
Contemplation mentionne ce qui suit:
<Pratiques bénéfi ques au monde ( 世福 )>

Honorer son père et sa mère ( 孝養父母 )
Respecter ses enseignants et ses aînés ( 奉事師長 )
S’abstenir avec compassion de tuer ( 慈心不殺 )
Pratiquer les dix actes de conduite vertueuse ( 修十善業 )

<Pratiques bénéfi ques concernant les préceptes ( 戒福 )>
Vénérer le Bouddha, le Dharma et la Sangha ( 受持三帰 )
Garder les préceptes ( 具足衆戒 )
S’abstenir de toute mauvaise conduite des pratiques ( 不犯威儀 )

<Pratiques bénéfi ques concernant les actes religieux ( 行福 )>
S’éveiller à l’aspiration à l’illumination ( 発菩提心 )
Croire profondément à la loi de cause à effet ( 深信因果 )
Lire et réciter les soutras du Mahayana ( 読誦大乗 )
Encourager les autres à s’engager sur le chemin( 勧進行者 )
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Si ces vœux sont réalisés, que le monde entier t�emble en réponse,Si ces vœux sont réalisés, que le monde entier t�emble en réponse,

et que dans le ciel, tous les êt�es céléstes fassent pleuvoir des fl eurs et que dans le ciel, tous les êt�es céléstes fassent pleuvoir des fl eurs 
mer�eilleuses !mer�eilleuses !
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Elle ouvrira leur œil de sagesse et éliminera l’obscurité de l’ig�orance,Elle ouvrira leur œil de sagesse et éliminera l’obscurité de l’ig�orance,

fer�ant les voies facheuses et libérant le passage menant à la por�e du destin fer�ant les voies facheuses et libérant le passage menant à la por�e du destin 
heureux.heureux.

Complètement doté de toutes les ver��s et accomplissements, l’éclat Complètement doté de toutes les ver��s et accomplissements, l’éclat 
majest�eux du Boudhha s’étendra dans les dix directions,majest�eux du Boudhha s’étendra dans les dix directions,

sur�assant les rayons du soleil et le clair de lune et éclipsant les lumières sur�assant les rayons du soleil et le clair de lune et éclipsant les lumières 
celestes.celestes.

J’ouvrirai le Trésor du Dhar�a pour tous les êt�es, dist�ibuerai largement les J’ouvrirai le Trésor du Dhar�a pour tous les êt�es, dist�ibuerai largement les 
richesses du mérite du Bouddha,richesses du mérite du Bouddha,

et même dans une g�ande assemblée, prêcherai toujours le Dhar�a avec le et même dans une g�ande assemblée, prêcherai toujours le Dhar�a avec le 
r�gissement du lion.r�gissement du lion.

En présentant des offr  andes à tous les Bouddhas, en me munissant d’une En présentant des offr  andes à tous les Bouddhas, en me munissant d’une 
multit�de de racines de ver��s,multit�de de racines de ver��s,

en accomplissant chaque vœux et en perfectionnant la sagesse, je deviendrai en accomplissant chaque vœux et en perfectionnant la sagesse, je deviendrai 
un héros pour les Trois Mondes.un héros pour les Trois Mondes.

Ainsi, la sagessse sans ent�ave du bouddha sera t�ansmise, ne laissant Ainsi, la sagessse sans ent�ave du bouddha sera t�ansmise, ne laissant 
aucune place non illuminée.aucune place non illuminée.

Je voue que la force de ma ver�� et de ma sagesse devienne égale à celle du Je voue que la force de ma ver�� et de ma sagesse devienne égale à celle du 
Grand Vénérable.Grand Vénérable.
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7. Verset des Quat�e Vœux7. Verset des Quat�e Vœux 四誓偈 四誓偈

J’ai fait des vœux qui sur�assent le monde. J’att eindrai assurément la voie J’ai fait des vœux qui sur�assent le monde. J’att eindrai assurément la voie 
ultime.ultime.

ais tant que ces vœux ne sont pas réalisés, je fais le ser�ent de ne pas ais tant que ces vœux ne sont pas réalisés, je fais le ser�ent de ne pas 
devenir parfaitement éveillé.devenir parfaitement éveillé.

Si jamais durant des âges innombrables, je ne deviens pas un g�and Si jamais durant des âges innombrables, je ne deviens pas un g�and 
bienfaiteur,bienfaiteur,

soulageant universellement la souffr  ance de la pauvreté, je fais le ser�ent de soulageant universellement la souffr  ance de la pauvreté, je fais le ser�ent de 
ne pas devenir parfaitement éveillé.ne pas devenir parfaitement éveillé.

Quand j’aurai accompli la voie du Bouddha, le son de mon nom résonnera Quand j’aurai accompli la voie du Bouddha, le son de mon nom résonnera 
dans les dix directions.dans les dix directions.

Si jamais il reste un endroit où il n’est pas entendu, je fais le ser�ent de ne Si jamais il reste un endroit où il n’est pas entendu, je fais le ser�ent de ne 
pas devenir parfaitement éveillé.pas devenir parfaitement éveillé.

À t�avers le rejet du désir, la pleine conscience profonde, la sagesse pure et la À t�avers le rejet du désir, la pleine conscience profonde, la sagesse pure et la 
pratique de la chasteté,pratique de la chasteté,

j’aspirerai intensément à la voie insur�assable et deviendrai un professeur j’aspirerai intensément à la voie insur�assable et deviendrai un professeur 
des êt�es célestes et mor�els.des êt�es célestes et mor�els.

La lumière immense de mon pouvoir divin brillera par�out sur des ter�es La lumière immense de mon pouvoir divin brillera par�out sur des ter�es 
sans limites,sans limites,

dissipant les ténébres des Trois Souillures et délivrant tous les êt�es d’une dissipant les ténébres des Trois Souillures et délivrant tous les êt�es d’une 
multit�de de périls et de calamités.multit�de de périls et de calamités.
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5. Jūnen5. Jūnen 十念 十念
(Récitation 10 fois du Nénbutsu)(Récitation 10 fois du Nénbutsu)

Le “Nénbutsu” est la principale for�e de prière dans le bouddhisme de la Le “Nénbutsu” est la principale for�e de prière dans le bouddhisme de la 
Ter�e Pure et consiste à chanter le verset : Na mou A mi da Boutsu où la syllabe Ter�e Pure et consiste à chanter le verset : Na mou A mi da Boutsu où la syllabe 
<<tsu>> est généralement supprimée.<<tsu>> est généralement supprimée.

Dans les cérémonies, le mot Jûnen sig�ifi e :Dans les cérémonies, le mot Jûnen sig�ifi e :
Jû = 10 etJû = 10 et
nen = Nénbutsu, nous prions donc 10 fois le Na mou A mi da Bou comme suit :nen = Nénbutsu, nous prions donc 10 fois le Na mou A mi da Bou comme suit :
1) Nous répétons 4 fois et respirons ;1) Nous répétons 4 fois et respirons ;
2) 4 fois de plus et nous respirons à nouveau ;2) 4 fois de plus et nous respirons à nouveau ;
3) 2 fois de plus, seulement la neuvième fois nous prononçons le <<tsu>> 3) 2 fois de plus, seulement la neuvième fois nous prononçons le <<tsu>> 

et le dixième nous nous inclinons devant le Bouddha Amida, en baissant et le dixième nous nous inclinons devant le Bouddha Amida, en baissant 
légèrement la tête.légèrement la tête.

6. Verset d’ouver��re pour le chant des sout�as6. Verset d’ouver��re pour le chant des sout�as 開経偈 開経偈
La rare chance de naît�e en tant qu’êt�es humains nous a per�is de rencont�er les enseig�ements du 

Bouddha. Nous devons êt�e déter�iné à accepter ces enseig�ements.

Le Dhar�a suprême, profond et mer�eilleux est diffi  cile à rencont�er même Le Dhar�a suprême, profond et mer�eilleux est diffi  cile à rencont�er même 
après des centaines, milliers ou millions de Kalpas.après des centaines, milliers ou millions de Kalpas.

Maintenant, nous l’écoutons, le recevons et le soutenons.Maintenant, nous l’écoutons, le recevons et le soutenons.
Que nous comprenions la vraie sig�ifi cation du message du Bouddha.Que nous comprenions la vraie sig�ifi cation du message du Bouddha.

Kalpa  L’unité de temps la plus longue en Inde. Sa longue durée cosmologique s’explique comme suit: 1) 
kalpa comme graines de moutarde: même si une graine de moutarde était retirée une fois tous les 100 ans d’un 
château de fer de 7 kilomètres carrés qui était rempli de graines, et le château se vidait, un kalpa ne fi nirait 
pas; 2) kalpa d’un énorme rocher: même si un chiffon doux était utilisé pour caresser et user un rocher de 7 
kilomètres carrés, un kalpa ne fi nirait pas.
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3b. Accueillir les Bouddhas et les Bodhisatt �as 3b. Accueillir les Bouddhas et les Bodhisatt �as 
de leurs ter�es en t�ois versde leurs ter�es en t�ois vers 三奉請 三奉請

Nous souhaitons la bienvenue dans ce lieu sacré au Bouddha Amida qui nous sauve, au Bouddha 
Shakyamuni qui nous enseig�e la Ter�e Pure et aux aut�es Bouddhas de l’univers.

Nous demandons religieusement au Bouddha Amida d’ent�er dans cett e Nous demandons religieusement au Bouddha Amida d’ent�er dans cett e 
place sacrée.place sacrée.

Nous demandons religieusement au Bouddha Syakyamuni d’ent�er dans Nous demandons religieusement au Bouddha Syakyamuni d’ent�er dans 
cett e place sacrée.cett e place sacrée.

Nous demandons religieusement aux Bouddhas des dix directions d’ent�er Nous demandons religieusement aux Bouddhas des dix directions d’ent�er 
dans cett e place sacrée.dans cett e place sacrée.

4. Verset de Confession4. Verset de Confession 懺悔偈 懺悔偈
Nous avons répété le cycle de la naissance et de la mor� depuis t�ès long�emps. Ici nous révélons et 

repentons nos t�ansg�essions accumulées jusqu’à présent.

Les mauvais Kar�as que j’ai accumulés depuis des temps immémoriaux Les mauvais Kar�as que j’ai accumulés depuis des temps immémoriaux 
sont tous causés par ma conduite, mes paroles et mon esprit, dérivés de ma sont tous causés par ma conduite, mes paroles et mon esprit, dérivés de ma 
convoitise, ma colère et mon ig�orance int�insèques.convoitise, ma colère et mon ig�orance int�insèques.

Maintenant, je me repens de tout.Maintenant, je me repens de tout.

Sangué懺悔  Se repentir et révéler ses transgressions. L’idée de base du «sangué» dans le bouddhisme 
est de révéler ses mauvaises activités. En confessant ses transgressions, un pratiquant est pardonné par 
l’acceptation de cette confession par le Bouddha ou un autre pratiquant.
Mauvais Karma  Actes qui entraînent de la souffrance. Le bouddhisme nous libère des souffrances et nous 
enseigne à ne pas commettre des méfaits qui nous font souffrir.
Conduite, parole et esprit (Trois catégories d’action)  Le bouddhisme explique généralement l’activité 
humaine sous trois aspects, la conduite (par le corps), la parole (par la bouche) et la pensée (par l’esprit). 
L’activité interne, c’est-à-dire l’esprit, produit des actions externes de conduites et de discours.
Convoitise, colère et ignorance (Trois poisons)  Les trois venins les plus fondamentaux qui causent toutes 
les souffrances.
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3a. Accueillir les Bouddhas et les Bodhisatt �as3a. Accueillir les Bouddhas et les Bodhisatt �as
de leurs ter�es en quat�e versde leurs ter�es en quat�e vers 四奉請 四奉請

Les Bouddhas et les Bodhisatt �as sont accueillis dans not�e lieu de culte.

En répandant des fl eurs avec joie, nous demandons religieusement aux En répandant des fl eurs avec joie, nous demandons religieusement aux 
Bouddhas des dix directions d’ent�er dans cett e place sacrée.Bouddhas des dix directions d’ent�er dans cett e place sacrée.

En répandant des fl eurs avec joie, nous demandons religieusement au En répandant des fl eurs avec joie, nous demandons religieusement au 
Bouddha Syakyamuni d’ent�er dans cett e place sacrée.Bouddha Syakyamuni d’ent�er dans cett e place sacrée.

En répandant des fl eurs avec joie, nous demandons religieusement au En répandant des fl eurs avec joie, nous demandons religieusement au 
Bouddha Amida d’ent�er dans cett e place sacrée.Bouddha Amida d’ent�er dans cett e place sacrée.

En répandant des fl eurs avec joie, nous demandons religieusement aux En répandant des fl eurs avec joie, nous demandons religieusement aux 
Kannon, Séishi et tous les g�ands Bodhisatt �as d’ent�er dans cett e place sacrée.Kannon, Séishi et tous les g�ands Bodhisatt �as d’ent�er dans cett e place sacrée.

Bodhisattva  Un être sensible qui cherche l’éveil et qui se soucie aussi de l’éveil des autres êtres sensibles.
Répandre des fl eurs  Disperser des fl eurs pour offrir aux Bouddhas.
Place sacrée  Dōjō en japonais est la traduction du mot sanskrit, bodhi-manda, qui fait référence à l’endroit 
où le Bouddha Shakyamuni a atteint l’éveil. Au sens large, dōjō signifi e partout où le bouddhisme est pratiqué.
Bouddha Shakyamuni  Le fondateur du bouddhisme qui est né dans le nord de l’Inde sous le nom de 
Siddhartha Gautama au 5ème siècle avant J.-C. et est devenu illuminé. «Shakyamuni» signifi e littéralement 
«le sage du clan Shakya», provenant de son éveil. Il est décédé à l’âge de quatre-vingts ans, cependant, en 
particulier dans la tradition Mahayana, on pense que le Bouddha continue de prêcher à Vulture Peak et que 
son existence est censée nous guider comme l’enseignement lui-même. Dans Jōdo Shū, comme l’explique le 
maître chinois Zéndo, Shakyamuni est considéré comme le «Bouddha Répartiteur» ou le Bouddha qui nous a 
parlé du Bouddha Amida.
Bouddha Amida  Le Bouddha de la Terre Pure Occidentale. On pense que le nom «Amida» dérive d’Amitabha 
(Lumière Incommensurable) et d’Amitayus (Vie Incommensurable). Jōdo Shū considère le Bouddha Amida 
comme le «Bouddha Sauveur» ou le Bouddha compatissant qui nous sauve en nous accueillant dans la Terre 
Pure.
Kannon  Avalokiteśvara Bodhisattva. L’un des bodhisattva les plus populaires du bouddhisme, symbolisant la 
compassion du Bouddha Amida. Un accompagnateur dans la triade Amida.
Séishi  Mahãsthāmaprāpta Bodhisattva. Un bodhisattva qui symbolise la sagesse du Bouddha Amida. 
Également un accompagnateur de la triade Amida.
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2. Vénération des Trois Trésors2. Vénération des Trois Trésors 三宝礼 三宝礼
Nous rendons hommage aux Trois Trésors : les Bouddhas, le Dhar�a et le Sangha.

Je vénère profondément les Bouddhas, ceux qui ont att eint l’éveil, qui Je vénère profondément les Bouddhas, ceux qui ont att eint l’éveil, qui 
habitent éter�ellement dans les ter�es des dix directions de l’univers.habitent éter�ellement dans les ter�es des dix directions de l’univers.

Je vénère profondément le Dhar�a, les enseig�ements, qui existe Je vénère profondément le Dhar�a, les enseig�ements, qui existe 
éter�ellement dans les ter�es des dix directions de l’univers.éter�ellement dans les ter�es des dix directions de l’univers.

Je vénère profondément le Sangha, la communauté, qui existe éter�ellement Je vénère profondément le Sangha, la communauté, qui existe éter�ellement 
dans les ter�es des dix directions de l’univers.dans les ter�es des dix directions de l’univers.

Les Trois Trésors  Les Bouddhas, le Dharma et la Sangha. Les Bouddhas signifi ent les Éveillés, le Dharma 
se réfère aux enseignements des Bouddhas et le Sangha signifi e la communauté pacifi que pratiquant 
les enseignements bouddhistes. Se réfugier dans les Trois Trésors est la première étape importante du 
bouddhisme.
Exister / Habiter éternellement  Le bouddhisme nous enseigne que toutes choses sont impermanentes, 
que tous les phénomènes sont sans existence intrinsèque et que le concept de Nirvana est au-delà de toute 
description. Cependant, cet enseignement est éternel.
L’univers  Le monde dans lequel nous vivons selon la loi naturelle; le monde gouverné par la cause et l’effet.
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1. Verset de purifi cation1. Verset de purifi cation 香偈 香偈
Tout comme la pureté de l’encens off er� au Bouddha, nous prions pour not�e purifi cation à t�avers les 

préceptes, la méditation et la sagesse.

J’aspire, pour mon cor�s d’êt�e pure comme un blûleur d’encens.J’aspire, pour mon cor�s d’êt�e pure comme un blûleur d’encens.

J’aspire, pour mon cœur d’êt�e comme la lumière de la sagesse.J’aspire, pour mon cœur d’êt�e comme la lumière de la sagesse.

Avec chaque pensée, je br�le l’encens du précepte et de la méditation Avec chaque pensée, je br�le l’encens du précepte et de la méditation 

pour me dévouer aux Bouddhas du passé, du présent, et du f�t�r des dix pour me dévouer aux Bouddhas du passé, du présent, et du f�t�r des dix 
directions.directions.

Brûleur d’encens  Un ustensile utilisé pour brûler de l’encens. Dans ce verset, la lumière qui brûle l’encens 
pur représente notre sagesse intérieure tandis que notre corps est le brûleur d’encens qui contient la lumière.
Préceptes, méditation et sagesse  Les trois formations des pratiquants bouddhistes. L’observation des 
préceptes a pour but de guider sa conduite. La méditation nous aide à atteindre la paix intérieure. La 
sagesse - l’état idéal de la pratique bouddhiste - nous permet de comprendre et d’expérimenter la réalité. Par 
conséquent, chacune de ces pratiques n’est pas indépendante de l’autre, mais représente des étapes pour 
atteindre l’illumination.
Trois périodes  Passé,présent et futur.
Dix directions  Est, sud, ouest, nord, sud-est, nord-est, sud-ouest, nord-ouest, zénith / haut et nadir / bas. 
Dans le bouddhisme, cela signifi e toutes les directions.
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浄土宗劈頭宣言は「世界に共生を」と掲げている。本プロジェクトは、世

界中の人々が法然上人のみ教えに触れていただくことを目的として浄土宗のお

勤めである『浄土宗日常勤行式』を複数の言語に翻訳することから始まった。

この『浄土宗日常勤行式』の多言語翻訳は海外開教区、および諸外国から日本

に移住している方々に使っていただくためのものである。このプロジェクトで

は日常勤行式の英訳から始まり、ポルトガル語、イタリア語、中国語と次第し、

その成果は『教化研究』30 号・31 号・32 号に掲載している。今年度はフラン

ス語に翻訳したものを掲載する。

本研究では浄土宗教師が翻訳し、その後ネイティブチェックしていただい

たものを掲載をしている。

各言語担当とネイティブチェックの先生を紹介しておく（敬称略）。

言　語 翻　訳 ネイティブチェック
英語 市川定敬 原マヤ、ウィルソン哲雄
ポルトガル語 田中芳道 稲場明忠 ペドロ
フランス語 下村達郎 ガッソ・リシャール
イタリア語 前田信剛 Ezio Minnicelli
中国語 林　雅清 陳駿千

令和3年度　海外開教使養成研究及び海外開教区用儀式文例作成　研究ノート

浄土宗日常勤行式フランス語訳
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裏表紙には、インターネット上において入手・閲覧可能な資料の一覧を付

した。なお、インターネット上での成果物公開にあたっては、資料の２次的利

用を避けるため、①「申し込みフォーム」にて申請し入手（浄土宗教師のみ資

料入手可能）、②浄土宗総合研究所 HP から自由にダウンロード・視聴、との

２つの入手方法に分けて公開を行った。

６．終わりに
以上、今期の研究活動の概要を報告した。是非、「慈悲つむぎ法要・セミナー 

実践マニュアル」、またインターネット上に掲載した資料も併せてご覧いただ

きたい。

先述したように、本研究班の最終的な目的は「慈悲つむぎ法要・セミナー」

の普及である。第 27 期全国浄土宗青年会は、「慈悲つむぎ法要・セミナー」を

会の推進事業として採用した。今後、法要とセミナーが全国各地で開催され、

檀信徒教化に広く資することになるだろう。

今回作成した「慈悲つむぎ法要・セミナー」は、浄土宗教師各位、また受

者の意見を頂きながら皆で「育て上げ」ていくものだと考えている。そのため

には実施した僧侶・参加者へのアンケート調査を実施する必要があるが、この

点については来期の研究活動の一つとしたい。

来期（令和４・５年度）、本研究班は今期の残った課題を遂行しつつ、新た

な研究課題に取り組む。具体的には青年・壮年層への教化に焦点を当てて、次

世代継承について研究を進める予定である。是非、今後も我々の研究活動にご

注目を頂き、ご意見を賜れればと願っている。
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11P　配布レジュメについて、おわりに、ほか

11 P

　 　

上段ではセミナー受者への配布レジュメについて、中段では終わりにあたっ

ての挨拶、下段では発行者、製作者、制作協力、画像協力、撮影協力、使用イ

ラスト作成者、写真撮影者、デザイン作成者の一覧を付した。

裏表紙
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８～ 10P では、慈悲つむぎセミナーの解説を掲載した。８P 上段では慈悲

つむぎセミナーの概要と特徴について、８P 下段～ 10P では、第１講から第

５講までを使用するパワーポイント画面を交えながら紹介している。

６～７P　慈悲つむぎ法要
６P　　　　　　　　　　　　　　　　　７P

 　　　　　　　　　　　　　　　  　　 　

８～ 10P　慈悲つむぎセミナー
８P　　　　　　　　　　 ９P　　　　　　　　　10 P
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２～５P では、慈悲つむぎ法要・セミナーの趣旨説明、具体的使用方法、事

前準備についての説明を行った。

２P では、現代における次世代への信仰継承の必要性を説いたうえで、慈悲

つむぎ法要・セミナーの概要、「慈悲つむぎ」に込めた意味について記した。

３～４P では、セミナーと法要を行う様々なパターンを、タイムテーブルや

実施の際のひと工夫を交えて紹介した。

５P では法要とセミナーを行うための事前準備について、本堂の設え図など

を交えて解説している。

６～７P では慈悲つむぎ法要の解説を行った。「慈悲つむぎ法要のこころ」

とはともいき社会の実現であることを伝えたうえで、法要のポイント、差定、

式次第を掲載している。なおこの差定と式次第、またそのまま使用できる表白・

説示を、ダウンロード資料として用意した。

４P　　　　　　　　　　　　　　　　　５P

 　　　　　　　　　　　　　　　  　　 　



次世代継承に関する研究―ネクストステージへの儀礼の創造―　＊ 105

表紙デザイン作成にあたって念頭においたのは、浄土宗の教え、また今回

の「慈悲つむぎ」というコンセプトを如何に視覚的に表現できるかということ

であった。

先述したように、「慈悲つむぎ」とは、阿弥陀仏・法然上人の慈悲の心を我

がものとして受けとめていただき、他の人々や社会へと「つむいで」いただく

ことである。表紙デザインはこのコンセプトに依っている。左端には阿弥陀仏

とその慈悲を表現する月を配している。そして阿弥陀仏の下部から延びた手は

右の手へとつながり、人々・社会へとつながっている。このことは阿弥陀仏・

法然上人の慈悲の心を我がものとして受けとめたうえで、現代社会に生きる私

たち一人ひとりが、ともに生きるための大切な価値観として慈悲の精神を抱き、

他者に向け合うという「ともいき」世界の実現を表している。

なお、阿弥陀仏画は本研究班第１期の研究成果「子どもの成長儀礼 実践マ

ニュアル」との連続性を持たせるため、前回と同様、長野教区正源寺 笠井雅

裕師による作品を使用させていただいた。また、表紙上部、および手と人間の

イラストには慈悲つむぎ法要で使用する「五色の糸」の配色を施し、視覚的に

仏教的雰囲気が伝わる工夫を施した。

２～５P　慈悲つむぎ法要・セミナーの説明
２P　　　　　　　　　　　　　　　　　３P
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・ 慈悲つむぎ法要・セミナー紹介動画（＊視聴用）

・ セミナー講義動画　（第１講から５講まで）（＊視聴用）

・  慈悲つむぎ法要・セミナー　実践マニュアル（＊ダウンロード用）

・ 慈悲つむぎ法要差定、表白・説示（＊ダウンロード用）

・ 十夜法要併修慈悲つむぎ法要　差定、表白・説示例（＊ダウンロード用）

・ セミナー檀信徒向け配布レジュメ（第１講から５講まで）（＊ダウンロード用）

５．慈悲つむぎ法要・セミナー　実践マニュアル
ここでは、「慈悲つむぎ法要・セミナー」を普及させるために作成した「慈

悲つむぎ法要・セミナー　実践マニュアル」（以下、マニュアル）を掲載する。

このマニュアルは『宗報』2022 年６月号に同封され、浄土宗各寺院に配布さ

れた。簡単ではあるが、マニュアル全 12 ページの解説を付したい。

表紙
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～

第４講　法然上人の生涯～万人が救われる教えを求めて～

第５講　日々のお勤め～声に出してとなえてみよう～

これら５講すべてを開講するのが望ましいが、各講の内容は独立している

ので、時間や状況に応じて適宜に取捨選択して開講することが可能である。

４．成果の発表方法と成果一覧
今期本研究班では「慈悲つむぎ法要・セミナー」に関する様々な資料作成

を行ったが、本研究班の最終目的は資料作成ではなく、「慈悲つむぎ法要・セ

ミナー」の普及であることは言うまでもない。そこで今期の成果発表方法とし

ては、教化研究への研究成果掲載、「慈悲つむぎ法要・セミナー　実践マニュ

アル」発行（浄土宗寺院に『宗報』同封で配布）のほか、浄土宗総合研究所ホー

ムページ上での成果物公開を行った。

なおホームページでの成果物公開にあたっては、資料の２次的利用を避け

るため、以下の２つの入手方法に分けて公開を行った。

①「申し込みフォーム」にて申請し入手（浄土宗教師のみ資料入手可能）

浄土宗総合研究所ＨＰの「申し込みフォーム」より申込みのうえダウンロー

ド。

・慈悲つむぎセミナー講義用パワーポント資料・読み原稿

（＊パワーポイント資料は二次利用を避けるため、編集不可の設定とした。）

・セミナー講義動画　ダウンロード用（第１講から５講まで）

②浄土宗総合研究所 HP から自由にダウンロード・視聴

以下の資料は、広く普及することを目的とし浄土宗総合研究の HP から自由

にダウンロード・視聴できるようにした。
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慈悲つむぎセミナーの特徴は次のようである。

・パワーポイントによる講義資料（読み原稿付き）

講義資料をパワーポイントで作成した。参加者は多くの写真や動画を通じ

て学ぶことができる。講義には読み原稿を用意してあるので、誰でも講義をす

ることができる。

・講義動画も用意

「読み原稿があっても講義をするのは自信がない・・・。」という方でも大

丈夫。講義を行っている動画も用意したので、受講者は講義動画を視聴するこ

とで学ぶことができる。

・各講の最後に、内容に関連した基本的作法を教授

各講義では、講義の最後にそれぞれの講義に関連した基本的な作法を教授

する部分を用意した。受講者は講義を「受ける」だけでなく、講義に「参加」

することができる。

・各講の内容は独立しており、５講すべてを使用しなくても可

１～５講は内容が独立しているので、開筵する状況に応じて講義を選択し

て使用することができる。また講義動画も用意しているので、当日開講できな

かった部分は、受講者は後日各自で視聴することもできる。

・慈悲つむぎ法要との深い関わり

特にセミナーの第１講は、慈悲つむぎ法要と深い関わりを持っている。慈

悲つむぎ法要開筵の際には、１講を受講してから法要に臨むと効果的である。

慈悲つむぎセミナーは、全５講で構成されており、約 30 ～ 60 分程度の講

義内容である。講義の様子をおさめた動画は、約 30 ～ 45 分となっている。

第１講　浄土宗的な生き方～慈悲の想いをつむぐ～

第２講　知っておきたい基礎知識～総大本山と仏事のいろは～

第３講　 阿弥陀仏の極楽浄土を体感する～眼・耳・鼻・舌・身・意で巡る
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える檀信徒向けに開催する行事、また月例行事や定期法要と併修して行うなど

様々なパターンで実施することが考えられる。

定期法要と併修する場合の一例として、十夜法要に併修する場合の差定・

表白・説示を浄土宗総合研究所ホームページに掲載した。ダウンロードして利

用できるので、是非ご参照いただきたい。

なおセミナー第１講は、慈悲つむぎ法要と深い関わりを持っているので、法

要開筵の際には１講を開講してから法要を開筵すると効果的である。

「慈悲つむぎセミナー」

慈悲つむぎセミナーとは、浄土宗檀信徒としての生き方や、浄土宗の基礎

的知識を５講にわたって学んでいただくセミナーである。次世代を担う檀信徒

の方々にとって、大切な内容を分かりやすく学ぶことのできる講義内容とした。

このために留意したことは、セミナー資料には写真資料や動画、音声などを豊

富に利用し、視覚的・聴覚的に受者に訴えかけることである。例を挙げるなら

ば、法然上人行状絵図や浄土曼荼羅、源智上人造立阿弥陀如来像などの写真資

料、知恩院や平等院の紹介動画、礼拝などの動画、分かりやすいイラストなど

を随所に配置することにより、受者の好奇心と理解を深める工夫を施した。

なお、これら資料については、知恩院、増上寺、金戒光明寺、百萬遍知恩寺、

清浄華院、善導寺、光明寺、善光寺大本願、誕生寺、熊谷寺、最勝院、高徳院、

青蓮寺、平等院、廬山寺、奈良国立博物館、イマージェン、ブッダの樹プロダ

クションに特別なる資料提供・使用許可を頂いた。また、資料で使用するイラ

ストは長野教区峯高寺 篠田典秀師に書き下ろしを頂いた。

講義資料作成にあたっては、これら画像や動画資料を効果的に活かすため

マイクロソフト社のパワーポイントというソフトを使用した。さらに講義の様

子をおさめた動画、受者への配布レジュメも用意したので、誰でも効果的に講

義を行うことが可能となっている。
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が、浄土宗宗祖である法然上人である。

阿弥陀仏・法然上人の慈悲の心を我がものとして受けとめていただき、他

の人々や社会へと「つむいで」いただくことを誓うのが慈悲つむぎ法要である。

＜法要のポイント＞

差定や表白、説示例については、「慈悲つむぎ法要・セミナー　実践マニュ

アル」を参照していただきたい。ここでは紙幅の関係上、法要のポイントのみ

を記す。

懴悔　　　 　これまで知らず知らずに犯してしまった過ちに向き合い、み仏の

前で懺悔していただくことにより、心の汚れを取り除き清らかな心

を育んでいただく

聖水灌頂　 　阿弥陀仏から賜った聖なる水をおつむに頂いて、身と心を清めて

いただく

慈悲つむぎ 　本尊からつむがれている五色の糸に触れることにより、阿弥陀仏、

法然上人の慈悲の心を受け止め、「我がもの」としていただく

誓約　　　 　感謝の気持ちを忘れず毎日を笑顔で「明るく」過ごし、我が身を

振り返りながら人生を豊かにするための道を「正しく」歩み、思い

やりと敬いの心をもって「仲よく」生きることを誓っていただくこ

とにより、他の人々や社会に対して「慈悲をつむいで」いただくこ

とを誓う

授与十念　 　阿弥陀如来の功徳につつまれ、ありとあらゆる人を「みな大切な

人」と思い、ともに慈悲の思いを向け合う人生を送れるよう授与十

念を授ける

この慈悲つむぎ法要とセミナーは様々な状況で実施可能である。具体的な

実施パターンについては「慈悲つむぎ法要・セミナー　実践マニュアル」をご

覧いただきたいが、教区主催の行事として、あるいは自坊においては新盆を迎
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めの法要を作成したのである。

慈悲つむぎセミナーと慈悲つむぎ法要
「慈悲つむぎ」とは

今回提案する法要とセミナーには、「慈悲つむぎ」と名付けた。これは檀信

徒に、「浄土宗檀信徒として、現代社会をどのように生きるのか？」という大

切な価値観を伝えたいとの思いからである。私たちが社会を生きるための規範

は、むろん阿弥陀仏、そして浄土宗の教えを広めた法然上人に求めることがで

きる。それは、本尊阿弥陀仏が私たち凡夫をお救いになるのだと誓われた大い

なる慈悲のみ心、また悩み苦しむ人々に応えるために教えを広めた宗祖法然上

人の思いということになるであろう。

この阿弥陀仏、法然上人からの慈悲の心を受け止め、浄土宗檀信徒として

の生きる心構えとして大切にし、他者に対して慈悲の心を向けてもらう。ひい

ては社会全体に慈悲の心が広がっていく。まさに浄土宗 21 世紀劈頭宣言の体

現である。このことを「慈悲つむぎ」という言葉として表現した。

法要とセミナーという、体験的理解と知的理解。この両者を合わせること

により、初めて「心での理解」へとつながるのである。

「慈悲つむぎ法要」

「慈悲つむぎ法要」は、阿弥陀仏が私たちをお救いになるのだと誓われた大

いなる慈悲のみ心、またその教えを人々に広めた宗祖法然上人の優しさ、慈し

みにあやかり、阿弥陀仏からの慈悲の心をつむいで頂く法要である。

阿弥陀仏は、ありとあらゆる人を「みな大切な人」と受け止め、皆が悲し

み苦しむことなくいつも笑顔でいられるようにするにはどうしたら良いのか、

長い年月をかけてお考えになり、皆がともに幸せになれる理想的な世界として

西方極楽浄土をおつくりになられた。この阿弥陀仏の慈悲の心を広く伝えたの
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となろう。またこれらの兄弟姉妹や縁者で、定年退職を迎えそろそろ自分の今

後を考え始める人々、つまり新たに寺と縁を結ぶ可能性がある人々も念頭にお

いた。これら次世代を担う人々を「ネクストステージ」と称した。

かつては家庭内や地域社会において、寺檀関係や先祖の祀り方のこと、あ

るいはお念仏の教えが自然と継承されたかもしれない。しかし先述したように

居住地の移動や２，３世代同居率の低下に伴い、家庭内での信仰継承が困難な

状況が生じている現在だからこそ、寺檀関係の中心を担う人に対して寺院側か

ら積極的に伝える必要がある。

そこでこれらの人々に対して、法然上人のみ教えを伝える機縁として、阿

弥陀仏・法然上人と縁を結ぶための新たな儀礼、浄土宗の教えや仏事の基礎知

識などを簡易に伝えるためのセミナー資料を作成した。

それでは何故、儀礼とセミナー資料であるのか。儀礼を提案する理由は、「子

どもの成長儀礼」実施寺院への調査および効果測定から、儀礼という体験が大

きな教化力を持つということが明らかになったからである。

次にセミナー資料を提供する理由である。「次世代に継承する」と考えた際に、

では何を継承させるのか？と思いを巡らせると、実は法然上人のみ教えのこと、

浄土宗に関すること、通仏教的教えのこと、墓地のこと、寺との付き合いなど

の慣習のこと、先祖供養に関することなど、実に多岐にわたる。では、これら

多岐にわたる内容を、「どのような機会に、どのように伝えるのか？」という

ことが問題になろう。むろん、浄土宗には五重相伝をはじめとした信仰を伝え

るための優れた方法があるのは言うまでもない。しかし、このような素晴らし

い教化方法へとつなげるための入り口が必要ではないか？ということが、今回

の我々研究班の着眼点であった。

そこで今回は、浄土宗の信者として最低限知っておくべき知識を、視覚的

に体験的に楽しみながら学ぶことのできるセミナー資料を作成した。そして、

このセミナーで学んでうえで、浄土宗檀信徒として心構えを作っていただくた
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報』に同封して浄土宗寺院に配布した。ここにおいて、寺院における初参り・

七五三、法然上人の生涯になぞらえた学問成就の法要である「智慧結び法要」

を提案し、その準備や実践方法などを示した。このマニュアルは、自坊で導師

一人でも開筵できることを念頭においたもので、開筵するにあたって役立つ豊

富な資料も併せて提供した（『教化研究』29 号参照）。なお、この子どもの成

長儀礼は、第 25 期全国浄土宗青年会の推進活動として採択され、全国各地の

寺院にて実践されることとなった。

第２期（平成 30、31 年度）では、次世代継承に関する取り組みの収集と分析、

宗教に関する意識調査の収集と分析、「子どもの成長儀礼 実践マニュアル」普

及活動および実施寺院への調査と効果測定、浄土宗の宗義からみた人生儀礼の

可能性ついて、という 4 つの課題に取り組んだ。

これらの研究成果の詳細については『教化研究』31 号を参照していただき

たいが、宗教に関する意識調査の収集と分析からは、日本人は「宗教心は大切

と感じながらも、宗教を信じていない」という人が多いことが明らかとなった。

これは、墓参り、お守り、祈願といった広い意味での「宗教的」な行為は実施

率が高いものの、祖父母世代と同居しない世帯も増え、仏壇や神棚がない家庭

が増えているため、日頃の「祈る」機会が乏しく宗教に触れる体験が不足して

いることにも要因がある。このため「宗教心は大切」というレベルから「宗教

を信じる」というレベルへと導くためには、宗教に触れる機会を多く設けるこ

と、またそれを入り口にしながらお念仏の心を育むこと、改めてこのことが本

研究班に課せられた課題と見定めたのである。

３．今期（３期）の研究目的と研究概要
これらの問題意識を踏襲したうえで、第３期（令和２，３年度）は研究のター

ゲットを、親の葬儀の喪主となり、寺檀関係の後継者として密に関わり始める

人たちとした。年齢層でいうならば、およそ 40 代中盤から 60 代中盤の世代
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究主務　名和清隆

１．研究の目的
現在、イエ制度の衰退に伴う葬送や墓制に対する意識の変化、また居住地

の移動や２，３世代同居率の低下に伴い、家庭内での信仰継承が困難な状況が

生じている。このような状況のもと、菩提寺からの離檀や改葬も増加している。

浄土宗開宗 850 年を迎えるにあたり、寺檀関係を如何に継続していくか、ま

たお念仏の信仰を如何に継承していくかについて考えることは喫緊の課題であ

る。この問題に対して、具体的な方策を提案することが本研究班の目的である。

なお本研究は、第１期（平成 28・29 年度）、第２期（平成 30 年・令和元年度）

に続く、第３期目（令和２・３年度）の研究である。

２．１期、２期の研究経緯
本研究班の第１期（平成 28・29 年度）では、寺院における子どもの人生儀

礼を通じた次世代信仰継承について研究を行ってきた。なぜなら、寺院で子ど

もの成長儀礼を勤めれば、その後の人生儀礼（成人式、結婚式、長寿の祝い、

葬式など）にもつながる可能性があり、また子どもの成長儀礼を寺院で行うこ

とは、祖父母・親・子どもの三世代、さらには両家族にわたって寺院に来る機

会となり、次世代に信仰を継承する一つの契機になると考えたからである。

そこで、平成 30 年 3 月「子どもの成長儀礼 実践マニュアル」を作成し、『宗

令和３年度　研究成果報告

次世代継承に関する研究
―ネクストステージへの儀礼の創造―
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らず共通していると思われる。現場の教員の教材研究や授業実践に資すること

ができるように、そして、よりよい生徒の育ちにつながるように調査・研究を

継続させていきたい。
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教科に比べて「教員用指導書」のような授業を組み立てる上での情報が乏しい

との声も聞かれた。

指導方法論としては、「一方的な講義形式の限界を感じる」、「生徒のアウト

プットを効果的に行えていない」といった声があった。

成績評価対象の科目として位置づけられている学校は、評価基準の明確化

や対象生徒数の多さからテストという方法を採らざるをえず、そこから生じる

悩みが大きいことがうかがえる。

仏教を身近に感じてもらうために取り組んでいること

多くの学校で、勤行や写経をはじめとした、体験を取り入れていることが

わかった。体験機会の提供は生徒に限定されず、PTA や学外へと広げている

学校もあった。

授業の内容については、仏教用語を直接的に使用せずに仏教の内容に触れる、

話題の中心を時事問題にして、そこに仏教的な見解を示していくなどの実践報

告があった。また、僧侶として生徒との距離感を縮める工夫をして、仏教を身

近に感じてもらう、といった取り組みもみられた。

今後の展望（課題）

「仏教の授業」時間の確保が困難になるなど、肌感覚での危機感や閉塞感を

もっている教員もおり、情報共有や情報交換、教材開発の必要性などが浮き彫

りになった。本調査で学校 ･ 教員側の取り組みの全体像を把握することはでき

たが、重要なのは、これらを生徒側がどう受けとめ、どのように感じており、

果たして生徒の豊かな育ちにつながっているのか、という視点である。今後は、

生徒側の声を集め、両者の関係をみていく必要がある。

新学習指導要領でいうところの「主体的 ･ 対話的で深い学び」を「仏教の

授業」でどのように実現していくか、といった課題意識は学校の実情にかかわ
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仏教教育を行う上での課題

学校組織としては、カリキュラム上「仏教の時間」の確保が難しいと感じ

ている、あるいは廃止の方向に向かっている学校があった。また、学内の空気

として、仏教教育に対する賛同や理解を得られていないと感じている学校もみ

られた。

教員に関しては、多くの学校が浄土宗の僧侶資格を持つ教職員が減少して

いるという悩みを抱えていた。また、現場で授業をしている教員同士の交流が

少なく、有意義な意見交換会が行われていない、という指摘もあった。

生徒については、浄土宗の寺院子弟の入学者が減少している、生徒の興味

関心を引き出すことが難しい、といった声があった。

②担当教員向け調査結果

授業について

1 人の教員が担当しているクラスは 3 ～ 5 クラスが多いが、中には 1 人で

10 クラス以上担当している学校もあった。

使用している教材は、浄土宗出版の『仏教読本』が最も多いが、学校独自

のものや個人的に作成した教材を適宜使用しながら進めている。リアクション

ペーパーの使用も含めて、教員の裁量に任されている部分が大きい。

「仏教の時間」以外での授業開始時終了時の作法の有無は分かれた形となっ

たが、「仏教の時間」に関しては 9 割の教員が何かしらの作法を行っていた。

その内容は多岐にわたり、合掌や十念は多くの教員が行っていたが、勤行や仏

教聖歌の斉唱を行うところもあり、学校ごとの特色がよく表れている。

仏教について教える上で困っていること

教材については、教科書として『仏教読本』を使用している教員から、内

容に対するそれぞれの思いが寄せられた。日々授業以外の校務も多忙な中、他



＊ 92

研究ノート

○まとめ（考察）

①教科代表者向け調査結果

授業について

中学校では全学年で、高等学校では高校１年で多く授業が実施されており、

7 割は何かしらの形で評価をつけている。仏教の授業の担当教員は 43 名おり、

9 割は浄土宗の僧籍があり、教員免許状を所持している。

学校全般について

宗教行事（仏教行事）の実施率は 100％で、行事で役割を担う部活や委員会

が設けられている学校がある。学内で行われる行事は法然上人と釈尊に関する

ものが中心で、学外では総大本山への参拝や研修が多く、京都近郊の学校は知

恩院へ頻繁に足を運んでいることがわかった。

日常的な宗教儀礼や慣習の実践は 7 割の学校で行われており、行事として

の他教科の教員への研修は新任教員に対するものが多い。

施設設備として、お堂や仏画仏像はほとんどの学校が所持しており、日常

的に意識させる機会をつくっている学校もあった。

また、在校生以外にも浪人生・ＰＴＡ・市民へと開かれた企画をしている

学校もみられる。学校ごとで行事の実施数や内容の質にかなり開きのあること

がわかった。

コロナ下における対応について

学内での宗教行事は、工夫を凝らしてなんとか実施しようとした跡がみら

れたものの、学外でのものはほぼ中止せざるをえなかった。オンライン授業等

の導入に関しては対応が分かれたが、決定に至るまでのプロセスで宗教教育を

捉え直す機会をもった学校がみられた。
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・自分が理科の教員免許状を持っているため、それも話題に盛り込んでいる。
・生きる事の意味について追求し、生き直しという視点からＤＶＤを通して学習。
・ 授業の余り時間などに、随時「何でも質問タイム」と称して、「仏教」「お寺」「お

坊さん」等に関して、自由に質問する機会を設けている。

その他

・中学 1 年 PTA 対象の「仏教の時間」
・中学２年 PTA 対象の知恩院への参拝
・日本の文化と仏教を関連づけて説明（お彼岸、お正月等）
・文化祭での展示を行う
・同教科の教員とコミュニケーションを図り、智慧を出し合っている。

（7）当研究班に対してのご意見・ご要望

・ 生徒がイキイキし、仏教を通して様々なことを自分ごととして考えられる

内容を目指して研究をして欲しい。

・副読本や他校での取り組み方などを詳しく共有出来たらと思う。

・他教科や担当者以外の教諭と連携した授業の実践例などを共有したい。

・ 法然上人の御教えは現代社会に必要不可欠であり、改めて教えを教化する

事が大切であり、心の情操教育に役立つものであると思う。

・宗門の宗教教育のために尽力してほしい。

・宗門の「ともいき教育研修会」へ参加してほしい。

・何か面白い取り組み等があったら教えてほしい。

・現場の意見、学校の特性を理解して進めてほしい。

（8）今後聞き取り調査への協力の可否

・協力可 21 名
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・ ともすれば、仏教の歴史という表面的なものになるので、仏教用語が出る都度、
今の時代でも変わらない考え方であると伝えることに工夫がいる。

・他教科に比べテキストや授業の実践例が乏しい。
・ 授業科目として設定されているので、成績評価をするために試験も実施している。

文章による評価をしている学校もあるようであるが、担当クラス、担当生徒が、
他教科担当よりも多いので、客観的に一人一人を評価するのは試験以外には難
しい点がある。赤点や不認定等もあるので、長年困っているが放置している。

（6）仏教を身近に感じてもらうために取り組んでいること

生徒の行動や体験を伴う回答

・木魚、写経、写仏、焼香などの体験（写経については、他 7 件）
・授業時に「一枚起請文」や「四誓偈」の読誦
・朝礼時、登校時の拝礼（明照殿に向かっての合掌・低頭）
・敷地内にある本堂の参拝
・作法の中で、宗教係が割笏を用いて行う。
・作法室での別時念仏
・ 瞑想、学年集会の形式で法要、授戒会、祖山参拝（入学報告）、PTA 祖山参拝、

月並法話。
・サタデープログラムでの写経講座
・「極楽」「地獄」のグループワーク

法話や仏像にまつわる回答

・学年集会で仏殿を使用し、仏像を身近に感じてもらう。
・ 伝通院参拝、本堂での仏教行事があるので肌で感じてもらう。僧侶の法話もあ

るので、寺・仏教を身近に体感してもらうことにしている。
・掲示伝道
・毎月初旬に放送による法話を実施

授業内容での工夫に関連する回答

・仏教の用語をほとんど使わず、仏教の内容に触れていく。
・授業で扱う内容を時事問題中心にしている
・ 身の回りの出来事や世間の出来事を取り上げ、仏教的に理解する。個人として

はニュースを用いて仏教的な見解を理解させる。学校としては月に一度の聖日
法要や知恩院への参拝など。

・身近な話題に授業で触れ、仏教・宗教アレルギーにならないようにしている。
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・〈始〉静着→数息→合掌→仏教聖歌

・〈始〉起立→礼→着席→黙想挨拶

・〈始〉起立→礼→着席→合掌→同唱十念

・〈始〉合掌→一枚起請文・四誓偈→同称十念→黙想

【その他】

（5）仏教について教える上で困っていること

教科書の内容に関連した回答

・ 教科書（『仏教読本』）の内容に、p.27「釈尊からのアドバイス」に書かれてい
る 5 項目のような内容を増やしていただきたい。

・教科書における釈尊の解脱が通説と異なり、違和感がある。
・ 『仏教読本』において人権や平和などに触れられていない。歴史の延長に感じて

いる生徒も多く教科書だけでは情操教育に程遠く、方向性が伝わりにくい。

生徒の興味・関心・理解に関連した回答

・ 生徒は、仏教思想深く追求した「生き方」を求めている。経典の意味する所を
簡潔に指導する事が難しい。また、その内容が現代の何処の部分に合致するか
を明確にして指導する事が求められていると感じている。

・神仏を信じない生徒に、どう説明すればいいか戸惑う。
・ 生徒が持つ「苦」の問題を釈迦の教えを通して解決 ･ 対処方法として捉えてい

るか否か。
・教義や専門用語を、正しく、現代っ子にも分かりやすく伝えることの難しさ。
・専門用語の説明、生徒にとってはとても難しい。
・ 中学生に仏教について興味を持たせることは難しい。また、教義についてもな

かなか響かない。
・語句の説明をいかに解りやすく伝えるかがとても難しい。

授業の方法や評価に関連した回答

・ 対話式、アクティブラーニングなどの形式を敢えて用意しないと（疑問をいだ
かないのか）意見も全く出さない生徒が増えていると感じており、反応が少ない。

・ 生徒のアウトプットを効果的に行えておらず、全体に問いを投げかけて反応の
あった生徒の声を拾う程度になっている。一方的な講義形式の傾向。

・ 年間を通して数回の授業なので、ゆとりなく話をしてしまうこと。
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（3）リアクションペーパー（授業の感想・アンケート等）の有無

（4）自身の授業開始時･終了時における仏教的な作法の有無

【仏教的な作法】【リアクションペーパー】

あり なし あり なし

なし，47％,（14）

なし，10％,（3）
あり，53％,（16）

あり，90％,（27）

○ リアクションペーパー：年に 1 回程度／年に 2 回程度／年に 3 回程度／

年に 5 回程度／毎回／学期に 1 回程度／授業 3 回に 1 回程度／年に 1 度、

ノートの提出を行うが、その時に感想等を記入させる。

○「仏教の授業」開始時 ･ 終了時における仏教的な作法

・〈始〉起立→合掌→開経偈→一枚起請文→同称十念

　〈終〉起立→合掌→自信偈→同称十念

・〈始〉合掌→開経偈→一枚起請文→十念

　〈終〉合掌→自信偈→十念

・〈始〉合掌→開経偈→一枚起請文→同称十念

　〈終〉合掌→同称十念

・ 高校生は、〈始〉起立→合掌→礼→着席→黙想→授業。〈終〉起立→合掌→

礼。中学生は、学年によって異なる。〈始〉着席後に中学 1 年四誓偈、中

学２年般若心経、中学３年一枚起請文を拝読。

・ 〈始〉起立→礼→着席→黙想→合掌→一枚起請文奉読→同称十念

・ 〈始〉起立→合掌→礼→着席→三奉請から総回向偈まで勤行。時間がない

場合は、起立→合掌→礼→着席→礼讃文とお十念

・〈始〉着席後、黙想→三帰依文もしくは一枚起請文→合掌→同唱十念
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（2）仏教の授業で使用している教科書・副教材

○使用している教材について

《浄土宗出版から出ている教材》

『仏教読本』（中学・高等学校）、『仏教聖歌集』　

《学校が独自に作成した教材》

『大乗淑徳教本』、『おかげの糸』、『図説　東海学園史』、『聖歌鈔』

《その他》

  『1 日 1 話マンガでわかるブッダの教え』、『道徳の教科書』（道徳科の時間

を使って仏教の授業をしているため）、『ともいき（自主作成冊子）』、視聴

覚教材『「いのち」について考える』（ビデオ）、自主制作教材、担当者が

作成したプリント、特になし

○教科書・副教材の使用方法について

毎時間使用

　　 毎時間使用し、教科書に即して授業を進める。／毎時間自作の教材を使用／
毎時間使用し、教科書に即して進めているが、状況に合わせて教科指導の幅
を広げている。／毎時間使用しており、パワーポイントで授業を進めている

必要に応じて使用

　　 『仏教読本』は要所を参照させる程度／必要に応じて『仏教読本』に沿って授
業を進めている。／『仏教読本』は、要所を説明する程度。「道徳の教科書」は、
授業で取り上げる内容に関わりのある部分を使用。

特に使用しない

その他

　　 主教材、副教材を適時／『仏教読本』 は、中学 1 年は 1 学期後半以降、中学
２年は 1 学期を中心に使用し、教科書に即して授業を進める。『図説　東海学
園史』は中学 1 年の 1 学期に、3 時間程度使用して学園の歴史を学び、それ
以外にも随時参考資料として使用する。
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【授業について】

（1）担当している学年と1週間に担当するクラス数
1クラス 2クラス 3クラス 4クラス 5クラス 6クラス 7クラス 8クラス 9クラス 10クラス以上

中3
高3

高1,高3 高2
高3 高2 高1

高1,高2,高3
高2

高1,高2 高3
中2 高1

高1,高2 高3
高3

中1
高3 高2 高1

高1 高2
高1

高2 高1

1クラス 2クラス 3クラス 4クラス 5クラス 6クラス 7クラス 8クラス 9クラス 10クラス以上
中1 中2

高1
高2 中3 高1

高1
高2 中1 中2

中1,中2,中3 高1
高3 高1,高2

中2
中3 中2 中1

高3
高1,高3 高2

高3
高1,高3 中1,中2,中3

高3 高1,高2
高1 高3



宗立宗門学校における「仏教教育の現状調査」結果報告　＊ 85

・教員免許状の有無

・仏教の授業の教歴（勤務形態に関わらず）

あり なし

【教員免許状】
30年～39年，
13%，（4）

20年～29年，
20%，（6）

10年～19年，
20%，（6）

5年～9年，
13%，（4）

5年未満，
34%，（10）

なし，7%，（2）

あり，93%，（28）

【「仏教の授業」の教歴】

5年未満 5年～9年 10年～19年
20年～29年 30年～39年

・教員免許状の種別と教科

《中学校》専修 ･ 一種 ･ 二種

宗教、社会、国語、英語、理科

《高等学校》専修 ･ 一種

宗教、地理歴史、公民、理科、英語、情報、工業、国語、書道

・役職

 宗教科主任（7 名）、学監、教頭、生活指導副部長、宗教部担当、宗教部主任、

淑徳の時間教科代表、理事、校長、生活指導部長、学年主任
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常に思っている。その方法や教材などについて、全国の宗門教員が今まで

以上に情報交換を密に行い、悩みや問題を共有し、各校が宗門校としての

宗教情操教育をより充実したものにするためにも、情報の集約 ･ 整理を

はじめ諸々アドバイスを頂けると大変ありがたい。

・ 年々仏教教育は難しくなっていると感じているが、このような調査にて、

何かプラスになる取り組みができるようになることと信じている。

②担当教員向け調査結果

もう 1 種類のアンケートである「担当教員向け調査」の結果を以下報告する。

こちらのアンケートは宗教の授業を担当している教員の方々にご回答をお願い

したもので、各授業での取り組みや課題を明らかにすることを目的としている。

【回答者について】

・浄土宗僧籍の有無

・年齢（年代）

・勤務形態（常勤・非常勤）

【浄土宗僧籍】

あり なし

【年齢】 【勤務形態】
なし，10%，（3） 60代，17%，（5）

50代，23%，（7）

40代，20%，（6）

20代，23%，（7）

30代，17%，（5）

あり，90%，（27）

常勤，43%，（13）

非常勤，57%，（17）

常勤 非常勤20代 30代 40代 50代 60代
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・建学の精神（三宝帰依）を基盤とした教育から離れていっている。

・行事などするにあたり音楽法要を指導できず盛り上がらない。

・ 生徒への宗教教育の興味関心を引き出すことが難しいと感じる。さらなる

工夫をしなければならない。

（18）当研究班に対してのご意見・ご要望など

・ 本校では授業としての仏教教育を行ってない。行事としても合格祈願法要

のみ。今後の本校の特色づくり、教育内容の充実に仏教教育が取り入れら

れるのか参考にしたい。また授業として扱う場合に、どの教員でも指導が

できるような教材や指導案があるとありがたい。

・ 行事で使用している聖歌も比較してみるとよいかもしれない。歌詞は同じ

でもメロディーが違うものがあった。

・他教科や担当者以外の教諭と連携した授業の実践例などを知りたい。

・ 他教科が地域を越えて良い授業作りのために切磋琢磨しているような状況

の中、「宗教科」にはそのような機会がなく、結局授業は「各校の特性に

合わせて」という題目の下、深く学び合うこともできず、とても残念に感

じていた。

・ 僧侶資格を持つ教員が減少しており、今後の宗門教員増も望めない状況で、

現場では少なからず閉塞感を感じていると予想される。本来ならば膝を突

き合わせて議論したいものの、出張旅費や校務、コロナ禍であること等に

鑑み、オンラインミーティングであっても効果的ではないかと考えるよう

になった。

・ 宗立宗門校といえども僧侶養成道場ではないため、宗教色の出し方、加減

が難しいと思われる。しかし学校現場は、相当数の多感な世代に教化でき

る絶好の場であり、家庭の教育機能が崩壊した現代においては、人の道を

説き、生きるための拠り所としての仏教を伝える最高の機会であると私は
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【その他】

（17）仏教教育を行う上での課題

最後に、現在学校の中で仏教教育を行う上での課題について感じているこ

とを回答していただいた。

・ 高校１年の総合探求の時間を宗教の授業にあてているが、来年度から宗教

の授業をなくし、通常の総合探求の授業を実施予定。

・ カリキュラムにどう組み込むか、授業時間の確保が難しくなっている。現

在、「総合的な探求」として宗教（仏教）の授業を行っているが、今後、「探

求」を発展させていくカリキュラムを編成する場合、どうやって宗教の授

業時間を確保するか、必ずしも全校的な理解を形成しきれていない。

・授業のアクティブ化、ICT 化に対応した授業開発。

・ 本校は「宗教」の時間がなく、過去には月 1 回、25 日前後に「和順会」

という法話を聞く会を開いていたが、その後、「法爾会」として年に 3 回

ほどの仏教行事を行っていた。

・浄土宗の僧侶資格を持つ教職員の減少（8 名）。

・ 従来の「宗教情操教育研修会」や「ともいき教育研修会」で訴え続けたこ

とではあるが、授業をしている教員同士の交流が少ないことや有意義な意

見交換会が行われない。

・ 従前の意見交換会と称した「順番に自校を紹介していく」ような意見交換

会なら不要。

・さらに仏教教育の重要性を認識している教員が少なくなっている。

・宗教科教員免許状取得者も減っており、退職後の後継に不安がある。

・浄土宗寺院の子弟が減少しているうえに、入学者が減っていること。

・ 仏教教育が重要であると認識してもらう機会がほとんど無い（宗教的研修

がない）。
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　 イン・オンデマンド共に一切実施しなかったし、今後も考えていない。諸々考
慮するとオンライン・オンデマンドに堪えうる宗教の授業というのはおそらく
仏教読本の朗読しかないのではないかと本校では結論付けている。

・ 当校では ICT 導入の議論が遅れており、全ての科目で授業の動画配信は行われ
なかった。ただ、今後休校になれば、授業配信の可能性はある。

・ コロナ禍により休校期間中は、各教科で多くの課題が提出されたため紙媒体で
比較的易しい課題（誓願録：本年度の決意、前年度の復習）を用意した。

・ 休校中、授業の進度に合わせてプリントを配布し登校時に提出。

（16）その他、行っていたこと

コロナ禍で学校生活が思うようにいかない中、その他行っていたことがあ

るかをお聞きした。

・朝のお勤めの際にコロナ禍収束の祈願を行った。

・朝のお勤めに出席した生徒には、腕輪念珠をプレゼントする。

・「おかげさまくん」というキャラクターの活用。校訓を表現したもの。

・朝のおつとめで生徒のスピーチ。

・教員による法話。

・校祖 ･ 学祖の年忌法要。

・ 毎朝、校長が養護教諭と共に検温場所に立ち、登校する生徒一人一人に「お

はよう」と声を掛けながら様子を観察し、生徒の変化を素早く察知できる

ようにしている。

・ 毎月の法話には、コロナ禍での苦しい状況における心の持ち方や、コミュ

ニケーションの重要さなどの内容を必ず入れている。

・プリントにて写経の課題を課した（一枚起請文・般若心経）。

・朝のおつとめの際にコロナ禍収束の祈願を行っている。

・ 『仏教読本』や「聖歌」の本に沿ったプリント課題を出した（オンライン

授業前）。
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オンライン授業のツールとしては、YouTube 等を使用した動画配信、

Google Meet や Zoom での双方向などがあった。また、音楽科と協力して仏

教聖歌を学ぶ、新入生が「合掌の詞」の発声方法を学ぶといった機会にした学

校もあった。

（15）上記の決定に至るまでの経緯

コロナ禍において、仏教の授業や行事をどうするか、「学内における仏教教

育の位置付け」を垣間見ることができるかもしれないため、どのような議論が

学内で行われたかについてもお聞きした。

《オンライン授業を実施した学校》

・授業時数確保と単位認定の観点から実施。
・ 社会的な背景や各家庭で置かれている状況を鑑み、仏教の精神による生徒への

ケア等を考慮して実施。
・ 登校後のスムーズな仏教聖歌指導のため実施。
・ Zoom によるリモート授業が可能となったので、通常授業の時間割で行われた。
・ 基本的に実技を除く、全科目で実施することになった。
・ 「各教科ができることをする」とだけ決まっていた。その後、時間割通りで配信

することが決まった。
・ 各授業に Zoom の ID を設定し、時間割通りに授業を行うこととした。

《オンライン授業を実施しなかった学校》

・ 5 教科に限定して YouTube 配信。4 月中は専任教員が動画を作成して配信。5
月からは非常勤講師の先生も含めて、5 科目担当者が授業配信。6 月からは実
技教科の配信も予定されたが、6 月前半は分散登校、後半は全員登校して短縮
授業という流れだったため実際の配信はなかった。自宅で、一人で、スマートフォ
ンやタブレットを使って映像を見ている生徒の姿を想像したとき、学校の文化
としての「仏教」を伝えるのは困難と考えたから。

・ テスト等を用いて成績評価をおこなう教科の授業時間数を確保する必要性から、
道徳科（仏教の授業）はオンライン授業を実施しないこととした。

・ 原則として、本校宗教科ではオンラインで行える授業展開をしていない（グルー
プワーク・プレゼンテーション等が中心）ため、一斉休校中であってもオンラ



宗立宗門学校における「仏教教育の現状調査」結果報告　＊ 79

（13）勤行動画の配信

（14）オンライン授業（双方向・動画配信含む）

【勤行の動画配信】 【オンライン授業】
あり，2
（12％）

なし，15
（88％） あり なし あり なし

あり，7
（41％）

なし，10
（59％）

【オンライン授業】

回数 内容 自由記述

数回 動画を録画してYouTubeにて週１コマの授業を
毎週配信

但し、内容に関しては担当者に一任。配信授
業）時間については、45分の授業時間に縛られる
ことなく自由に設定。

数回 音楽科と協力して仏教聖歌について動画配信 ―

週 1 MEETにて双方向授業。各学年で実施。質問な
どはチャットを利用。 ―

数回 Zoomにて双方向授業。時間割通りに実施。 ４月，５月のみZoomによる授業を実施。６月以降
は通常登校。

週 1 パワーポイントを解説して録画したものを配
信 ―

― 休校時、Zoomにて授業配信 ―

12回 林校期間中Zoomを用いて双方向授業を週1回
行った。 4回（1クラスあたり）×3クラス

勤行の動画配信を行った学校のうち 1 校では日常的に朝勤をおこなっており、

その担当教員数名がともにお勤めをしている様子を録画して配信し、もう 1 校

は「修正会のおつとめ」を配信した。

オンライン授業は、成績評価との関係でみると、ありと回答した 7 校のうち、

評価があり且つテストを実施している学校は 4 校で、必ずしも授業実態を残す

必要性から実施されたわけではないことがうかがえる。
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・ 学園の敷地内にある本堂を浄土宗の僧侶資格を持つ職員が管理して荘厳を

保ち、適宜勤行をおこなっている。

・ 始業式終業式などの式典時、体育館の祭壇を開けている時には、入退場時

に合掌・拝礼する。

・浪人激励会。激励と祈願法要を行う。

・ サタデープログラム（年 2 回生徒主体で行う市民講座）にて写経の講座

を開講。

・ 「法然上人と共に歩む心の旅」：誕生寺から比叡山まで法然上人が歩まれた

同じ行程を歩き法然上人と同じ体験をし、自分を見つめる。

・ 「東山に鯉のぼりを掲げる会」：法然上人の幼少時代のようによく遊び、よ

く学んでもらいたいという願いから寄贈していただいた鯉のぼりを掲げ

る（スポーツの盛んな進学校を目指す）。

・ PTA 祖山参拝（中学２年保護者の希望者）：大方丈にておつとめ＋法話

＋山内巡観。

・ PTA 宗教の時間（中学 1 年保護者の希望者）：犬山市寂光院にて住職に

よる法話、山内巡観、懇親会。

【宗教科・宗教行事のコロナ下における対応について】

令和 2 年 2 月に発生した新型コロナウィルスへの対応として、令和 2 年 4

月からアンケート調査を行った令和 3 年 2 月までは、全国一斉休校など現場

はこれまでにはない対応に追われた。そのようなある種の非常時にあって、仏

教の授業や行事はどのような対応をしたのかも調査した。
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安置しているケースもあった。仏像や仏画の種類は、阿弥陀如来像・法然上人

像に限らず、豊富な種類の仏像仏画を所持している。

・ お堂

　 講堂、礼拝堂、御影堂、仏殿、寺院の本堂、「利行堂」、「明照殿」、「瑠璃殿」、

「90 周年記念教室」、「120 周年記念教室」など。

・仏像仏画

　 法然上人像、阿弥陀仏像、釈迦三尊像、阿弥陀三尊立像、釈迦仏像、誕

生仏像、善財童子像、観音菩薩像、慈母観音像、両大師像、母心像、旅

立ちの法然さま像、法然上人御影図、阿弥陀仏図、山越阿弥陀図、名号、

成道図、涅槃図、釈迦三尊図、弥陀三尊図、両大師図、弥勒菩薩図、文

殊菩薩図、地蔵菩薩図、仏頭、法輪など。

（12）特色のある取り組み、その他

学校として行っている「特色のある取り組み」についての回答は以下の通

りである。

・ 教員朝礼は合掌 ･ 同称十念で開始（コロナ感染拡大の状況下、合掌一礼

のみに変更）。

・3 年次、「総合的な探求」において茶華道実習を実施している。

・教員の昼礼は「自信偈」に始まり、「帰僧息諍論の文」で終わる。

・教員の朝礼 ･ 会議は合掌後に開始。

・教員会議の開始と終了に同称十念。

・第 1 以外の月曜日 1 限目に宗教礼拝の時間を実施。写経、音楽法要、法話。

・9 月に高校３年対象の合格祈願法要。

・センター試験前に高校３年激励会。合格祈願法要。

・学業成就祈願法要：学業成就の感謝と祈願、参加者は御守りを授与。

・校祖の命日に学園関係者が墓参りをする。
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行　事 対　象 内容（コロナ前） コロナ下での対応

増上寺研修 ３学年の担任 法話・別時会・帰敬式に生徒とと
もに参加 中止

教職員研修会
（新任歓迎会を
兼ねて 4月に）

全教員 学園関係寺院で校祖の法要ととも
に建学の精神を学ぶ。 学校の体育館にて実施

学園研修 学園全ての教職員 校祖・学祖の法要とともに建学の
精神を研鑽する。 リモート配信。自宅で視聴。

学園研修 ベテラン教職員 宿泊研修。大乗仏教の精神から建
学の精神までを研鑽。 中止

新任研修（4月）新任教職員（本務）建学の精神・仏教情操教育の実践 変更なし

学園関係寺院
での研修 教職員（本務） 1泊2日　法要法話（仏教・浄土宗）中止

学園関係寺院
の参拝 全教員 本堂で参拝、理事長挨拶 本堂で参拝、理事長挨拶

研修会 新任教員 校祖の話など 中止

研修会 新任教員 4月1日の辞令交付日に理事長より。
浄土宗と学園についての講話。 例年通り実施

知恩院参拝 新任教員 本堂での参拝、法話、山内巡観等 中止

オリエンテー
ション 新任教員 建学の精神（浄土宗・法然上人）

の説明
建学の精神（浄土宗・法然上人）
の説明

聖日 全教員 音楽法要に参加 音楽法要に参加

（11）校内にお堂や仏像（仏画）があるか

〈学校構内のお堂〉 〈仏像や仏画〉

あり なし あり なし

なし，18％
（3）

あり，82％
（14）

あり，94％
（16）

なし，6％
（1）

施設設備に関して、お堂と仏像仏画の所持を尋ねた。お堂「なし」が「3」

だが、本尊を安置した礼拝施設は存在しなくても、本尊を体育館などの舞台に
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・登下校時、隣接する寺院に向かって一礼。

・ 仏教の授業を行っている道徳科の授業のみ、授業の開始と終了時に合掌十念。

・ 各クラス毎朝点呼後に四弘誓願を合唱し、本校の教育理念を具体化した文

言を唱和してから一日を始める。

・拝礼：登下校、朝礼時に阿弥陀仏が祀られているお堂に向かって一礼。

・食作法：昼食時に合掌して「食前のことば」を全員で唱える。

・掲示伝道（月ごと）。

・中学は、昼食時に食作法を実施。

・登下校時に校門にて一礼。

・朝の HR 時、全クラス、担任の合図により「合掌の詞」を唱えている。

・毎日の朝礼時に各教室で生徒とともに合掌し、「合掌の言葉」を唱える。

（9）（10）他教科の教員への仏教関連の研修〈コロナ前・コロナ下での対応〉

他教科の教員を対象とした仏教関連の研修が行われているかを尋ねた。新

任の教員に対して、校長や理事長が建学の精神や法然上人・浄土宗に関する講

話を行っている学校が多い。また「学園単位」での研修として同系列の数校が

一緒になり毎年行っている学校や、宿泊を伴う研修を行っている学校もあった。

コロナ下の対応としては、半数以上は中止にせず、リモート形式や会場の変更

などで対処したとのことである。

〈コロナ前〉 〈コロナ下での対応〉

あり なし あり なし

なし, 4
（24％）

あり, 13
（76％）

なし,10
（59%）

あり,7
（41%）
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ケートの回答をそのまま掲載する。

・起立→合掌→一礼→着席

・〈始〉起立→（合掌）礼「お願いします」→着席

〈終〉起立→（合掌）礼「有り難うございました」→着席

・起立→合掌→礼（「よろしくお願いします」）→着席

・ 〈始〉起立→礼「よろしくお願いします。」→合掌→数息（主に中学、一部

の先生のみ）

・〈始〉起立→合掌→礼→着席→黙想（30 秒程度）→授業開始

・合掌→黙想→起立→着席

・立腰指導　立腰→合掌→黙想

半数ほどの学校が仏教以外の授業でも作法を行っており、開始と終了時の

起立のあとに合掌するケースが多く、学校によっては、数息・黙想・立腰といっ

た、呼吸や姿勢を整える作法を加えていた。

③　その他

そのほか、「日常における仏教的な実践や慣習」として行っている回答とし

てあがったのは以下となる。

・学校の信条を暗唱する。

・3 年次、「総合的な探求」において茶華道実習を実施している。

・ 校訓の実践：中学生は日誌に、その日に喜ばれたこと、誉められたこと、

役に立ったことを毎日記録する。

・ 「Best Student」「Star of （学校名）」（中学では年間 5 回）、「希望の星」（高

校は年間 3 回）の表彰。

・「三ツ星教室キャンペーン」春と秋の 2 回実施。

・ 中学全クラス〈朝〉実践目標を合掌して唱える、〈昼〉食前の言葉・食後

の言葉、〈朝 HR〉合掌・数息（一部の先生、帰りの HR で合掌・数息）。
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（8）日常にお ける仏教的な実践や慣習

〈①朝勤行〉 〈③その他〉〈②授業開始時・終了
　時の仏教的な作法
　（仏教の授業以外）〉

あり なし あり なし あり なし

あり，47％
（8）

なし，53％
（9）

あり，47％
（8）

なし，53％
（9）

あり，71％
（12）

なし，29％
（5）

①　朝勤行

頻度 担当者 生徒参加の形態
毎日 宗教主任 自由
毎日 曜日ごとに仏教の授業を担当している教員が行う 自由
毎日 曜日担当者が行う 自由・係の参加
毎日 曜日担当者 自由・係の参加
週１月曜日 原則として宗門教職員全員で実施 ―
週１月曜日 主任が毎回行う 自由
週１水曜日 宗教行事係主任が行う 全員
毎日 学校長が毎日行う 自由

朝のお勤めは毎日実施している学校と週 1 回の学校とがある。導師は、曜

日毎の担当制で行っている学校と、固定した担当者が行っている学校がある。

生徒の参加は自由にしている学校が多いが、係の参加を必須にしている学校も

ある。

②　「仏教の授業」以外の授業での、授業開始時終了時における仏教的作法

仏教の授業以外の一般教科での授業の開始また終了時の作法についての質

問事項である。どの程度仏教の授業以外の場で仏教的作法が行われているのか、

「学校の文化としての仏教」の浸透具合の参考とするためにお聞きした。アン
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仏教行事実施件数

仏教行事の実施件数を学校ごとの数値で比較すると、年に１回実施の Q 校

から 12 回実施の F 校までかなり開きのあることがわかる。さらに、この数値

を（1）で確認した「仏教の授業」実施学年数と並べてみると次のようになる。
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7 7 7 7

「仏教の授業」実施学年数と「仏教行事」実施件数の比較

授業実施学年数 行事実施数

例えば、すべての学年で授業を行っているＤ校とＦ校の行事の件数はＤ校

が 4 回、Ｆ校が 12 回であった。一方、1 つの学年でしか授業を行っていない

Ａ校の行事件数は 7 であった。授業を実施している学年数が多いからといって

仏教行事数が多いとは限らないことが見てとれる。
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9
8
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《3》その他

8

3 3
2 2

1 1
精霊会・盂蘭盆会 授戒会 灯明式 校祖誕生会 ウエサカ祭 追悼会法要・法話会

仏教行事の三番目の区分は「その他」とし一・二以外の行事とした。精霊

会や盂蘭盆会は比較的多くの学校で行われている。その内容は第一の「法然上

人と釈尊に関する行事」と重なってくるが、加えて学校関係者の新盆供養や追

悼会を併修する場合もあった。また、定期試験が終了し、夏季休業に入る前と

いう時期のため、法要後に法楽として様々な芸術鑑賞の機会を設ける学校も

あった。

「授戒会」という回答が 3 件あったが、そのうち 1 件は、対象が高校２年

の生徒と新任教職員で、前行 2 日・正授戒 1 日で戒牒も授与するという本格

的なものであった。

その他、毎月放送で法話会、学期ごとに合同礼拝、新入生のオリエンテーショ

ンの際に「ともしびの集い」という儀式の実施、日泰寺で行われている超宗派

の仏教校が集まる行事「ウエサカ祭」への参加などがあった。
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知恩院 増上寺 鎌倉光明寺 百万遍知恩寺 善導寺 伝通院

《2》本山や関係寺院への参拝・法要・研修など

第二に「本山や関係寺院へ実際に足を運んで行われる行事」。修学旅行時に

参拝、諸堂参拝（山内巡観）、法話、法要、音楽法要、法然上人誕生会、入学

報告、卒業報告、写経、写仏、別時念仏、帰敬式、雅楽鑑賞、宿泊研修など内

容は多岐にわたる。

知恩院の場合、京都方面へ修学旅行に行く学校がその旅程に参拝を組み込

むケースが多くみられる。京都周辺の学校は年に複数回訪れており、法要に参

加する、法話を聴く、入学や卒業の報告などを行う、など定期的に足を運ぶ機

会をつくっていることがわかった。中学 1 年対象の「修養会」と称する 1 泊 2

日の研修を行う学校もあり、その際は青龍寺へも参拝する。さらに、宗門学校

が複数集まって、法然上人誕生会音楽法要をつとめるなど、他校と連携した行

事もみられた。

増上寺では、法話 ･ 山内巡観の他に、別時念仏や帰敬式などを含む研修を

行う学校もみられた。また、雅楽鑑賞なども行われている。

鎌倉光明寺、百万遍知恩寺、久留米善導寺、小石川伝通院などでも、宿泊

研修や修学旅行での参拝などが行われている。
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第一に「法然上人と釈尊に関する行事」。行事の実施数で数えているため、

例えば「法然上人御忌会」について、1 つの学校で、1 月 25 日の祥月命日を

意識して行われている御忌会と、毎月 25 日を意識して行われている御忌会を

「別の行事」として記載されていた場合には、同じ御忌会でも別なものとして

数えた。よって「行事の実施数」と「実施している学校数」は一致しない。

釈尊に関しては、降誕・成道・涅槃に関する行事が多く実施されている。各

行事の主な内容は以下の通りである。

御忌会（別称：法然忌・大宗祖日・宗祖日・明照祭・聖日・御忌式）

内容 法要、音楽法要、講話、法話、追悼会、講演会、一枚起請文奉読、写経

花まつり ･ 降誕会

内容 法要、音楽法要、講話、法話、灌仏、入学式と併催、保護者も参加

成道会

内容 法要、音楽法要、講話、法話、講演会、ヨーグルト提供、歎徳文奉読

涅槃会

内容 法要、音楽法要、講話、法話、歎徳文奉読

各行事で行われていることとして共通しているのは「法要、音楽法要、講話、

法話」であった。「講話」は学校長からの講話の他、講師を招聘して講演会を

開催するケースもある。またこうした仏教行事の際に、一枚起請文などの奉読

や写経などを体験する機会としている、追悼会を併修している、といった回答

があった。

「花まつり」は入学の時期に重なるため、入学式と併催している学校や、時

期をずらして行う学校もあった。また、保護者が学校に足を運ぶ年度初めの行

事として位置づけている学校もみられた。

「法然上人御忌会」は、各学校特有の名付けがみられる。
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【学校全般に関して】

（6）（7） 宗教行事（法要・本山参拝など）とその内容について

〈コロナ前・コロナ下での対応〉

〈コロナ前〉

【宗教行事】

〈コロナ下での対応〉

あり なし あり なし

あり
17

（100%）

あり
17

（100%）

宗教行事の有無を質問したところ、全ての学校で実施していることがわかっ

た。質問紙の表現に合わせて「宗教行事」としているが、実質的には「仏教行

事」ということになる。　行事の内容から《１》法然上人・釈尊に関する行事、

《２》本山や関係寺院への参拝・法要・研修など、《３》その他、の 3 つに分類

して説明する。

15

11 10 9

0
2
4
6
8
10
12
14
16

法然上人御忌会 花まつり・降誕会 成道会 涅槃会

《1》法然上人･釈尊に関する行事
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（5）宗教に関連した部活・委員会の有無と活動内容

あり なし

【宗教に関連した部活・委員会】

なし,47%，（8）

あり,53%，（9）

宗教に関連した部活や委員会の有無を質問したところ、「あり」が 9 校であっ

た。ここでは「宗教」という語を用いているが、仏教に限定せず、宗教に関わ

るもの全般という意味で尋ねた。具体的な部活や委員会、また活動内容は以下

の通りである。

部活や委員会の名称 活動内容
聖歌隊 ―
聖歌委員会 4回の仏教行事や入学式、卒業式で聖歌担当

生徒会本部 ･合唱部 ○生徒会本部：仏教行事で献灯・献香・献華担当
○合唱部（仏教行事で聖歌担当）

宗教クラブ･聖歌隊（クラブ） ―
宗教研究部 現在部員なし
宗教委員 ―
各クラス１名 宗教委員 聖日の献供や各宗教行事の代表生
各学級に宗教委員2名 ―

― 学校行事での献供を担当、文集の作成

主に、仏教行事での歌唱や献供を担当していることがわかる。また、部活

や委員会としては存在していなくても、同様の役割を特定の委員会や部活が

担っているケースもある。名称に「宗教」とあっても、実質は仏教行事での役

割担当係であるともいえる。
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（4）「仏教の授業」の担当教員数（常勤・非常勤含む）

【担当教員数】

0人

1人
2人
3人
4人

5人
7人

7人，6％，（1）

5人，12％，（2）

4人，12％，（2）

3人，12％，（2）

0人，12％，（2）

1人，23％，（4）

2人，23％，（4）

担当教員数は最大で 7 人。0 名が 2 校あるが、これは授業を実施していない

学校が 1 と、学校の教員としてではなく、外部の一僧侶として定期的に学校を

訪問するケースが 1 となっている。

あり
なし

【教員免許状】【浄土宗の僧籍】 【雇用形態】

常勤
非常勤

なし，7％（3） なし，7％（3）

あり，93％，（40） あり，93％，（40）
非常勤，
56％，（24）

常勤，
44％，（19）

あり
なし

各学校の報告から、現在、「仏教の授業」を担当している教員は 43 名いる

ことがわかった。浄土宗の僧籍の有無、教員免許状の有無、雇用形態について

尋ねた結果が上記のグラフである。また、雇用形態では、常勤が 19 名、非常

勤が 24 名という内訳であった。
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授業の回数と時間は、授業を実施している学校では、週 1 回で 45 分あるい

は 50 分が 100％であった。上図の両グラフにある「その他」の「1」は同一校

である。この学校では、毎週の授業ではなく、年間 5 回（1 回 50 分）、総合学

習の時間や道徳の時間を利用して実施している。

（3）テストと成績評価の有無

）

あり
なし
授業なし

あり
なし
授業なし

数値式
記述式

【「評価あり」の内訳】【成績〈評価〉】【成績〈テスト〉】

なし，41％，（7） なし，23％，（4）

授業なし，6％，（1） 授業なし，6％，（1）

あり，
53％，（9）

あり，71％，
（12）

記述式，33％，（4）

数値式，67％，（8）

テストは、あり 9 校、なし 7 校で分かれた形となった。テストを行ってい

る学校は全てで評価もつけており、テストはないものの、何かしらの評価をつ

けている学校を加えると、【成績〈評価〉】グラフの通り 12 校となる。「評価」

をつけている 12 校の内訳をみると、8 校が数値式となっており、他教科と同

様に成績の評価が求められていることがうかがえる。
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《中学校・高等学校 11校／高校のみ 6校》
中入
中1

中入
中 2

中入
中 3

中入
高 1

中入
高 2

中入
高 3

高入
高 1

高入
高 2

高入
高 3

実施
学年数

高入
高 1

高入
高 2

高入
高 3

実施
学年数

Ａ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ○ ─ ─ 1 B ○ ─ ○ 2
Ｄ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 C ○ ○ ○ 3
Ｅ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ─ 7 G ○ ○ ○ 3
Ｆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9 Ⅰ ○ ○ ○ 3
Ｈ ○ ○ ○ ─ ─ ─ ─ ─ ─ 3 O ○ ○ ─ 2
Ｊ ○ ─ ─ ─ ─ ─ 1 Q ─ ─ ─ 0
Ｋ ○ ○ ○ ○ ─ ─ ○ ─ ─ 5
Ｌ ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ─ 7
Ｍ ○ ○ ○ ○ ─ ─ ○ ─ ─ 5
Ｎ ○ ○ ○ ─ ─ ○ ○ ─ ○ 6
Ｐ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ○ ─ ─ 1

便宜的に 17 校を A ～ Q 校として学校ごとの実施学年数を確認した（ちな

みに学校が特定されることを避けるため A ～ Q は『寺院名鑑』に記載されて

いる学校順ではない）。9 つ全部で行っているのは 2 校（Ｄ校・Ｆ校）、高校３

年以外の全ての学年で行っているのは 2 校（Ｅ校・Ｌ校）、1 つの学年のみ行っ

ている（在学中 1 年間だけ仏教の授業を受ける）のは 2 校（Ｊ校・Ｐ校）、行っ

ていないＱ校など、ばらつきがみられた。

N 校は高校 1 年生での授業が、中入の生徒のクラスでは無く、高入の生徒

のクラスでのみ行っているため、「同じ高 1」でも○の有無がある。

（2）授業時間数

【授業の回数】 【1コマの授業時間】

50分
45分
その他
未実施

週1回
その他
未実施

その他，6％，（1） その他，6％，（1）

45分，29％，（5） 50分，59％，（10）

未実施，6％，（1） 未実施，6％，（1）

週1回，88％，（15）
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【授業について】

（1）「仏教の授業」を実施している学年

16
14
12
10
8
6
4
2
0

中入中１　 中入中２　 中入中３　 中入高１　 中入高２　 中入高３　 高入高１　高入高２　 高入高３

【実施学年】

9 8 8
6

4 3

14

8
7

宗立宗門校は、中高の設置形態により以下の図のように分けることができる。

上記の表の「中入」「高入」は以下の区分により分けた。

中学と高校の両方
がある学校

中高一貫で 6 年間通う生徒
がいる一方高校から入学し
3 年間通う生徒もいる学校

中学から入学の生徒
＝「中入」

高校から入学の生徒
＝「高入」

中高一貫のみで高校から入
学する生徒がいない学校 「中入」に区分

高校のみの学校 「高入」に区分

高校 1 年生～高校 3 年生は、中高一貫と高校から入学する場合を分けて数

えた。中学校を設置している学校は 11 校あるが、そのうちの 9 校は中学 1 年

で「仏教の授業」を設けていた。高校では高校１年で高い確率で実施され、高

校２年 ･ 高校３年では半数以下となる。また、進学のコースによって実施の有

無が異なる場合もあった。

学校別の授業実施学年の状況は以下となる。
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教歴を尋ねるにあたり「仏教の授業」という呼称を用いたが、これは今回

の調査で使用した質問紙の表現に合わせている。カリキュラム上の位置づけや

授業の名称などは各校で異なるが、「仏教を扱う授業」という意味合いで使用

した。

なし，12％（2） 60代，12％（2）

50代，35％（6）

31年～40年，
12%，（2）

21年～30年，
12%，（2）

11年～20年，
17%，（3）

0年～10年，
59%，（10）

40代，41％（7）

30代，12％（2） 非常勤，6％（1）

常勤，94％（16）あり，88％（15）

【浄土宗僧籍】

あり
なし

【年齢】

30代
40代
50代
60代

【勤務形態】

常勤

非常勤

【「仏教の授業」の教歴】【役職】
・校長（1名）
・教頭（２名）
・学監・教頭
・教務部長
・３学年主任
・専任教諭
・非常勤講師

・中学教頭・教科代表
・宗教科主任（４名）
・学園宗教教育担当
・宗教部主事
・宗教部主任・教科代表
・宗教情操教育係

31年～40年
21年～30年
11年～20年
0年～10年
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 芝中学校 ･ 芝高等学校、東海学園高等学校、東海中学校 ･ 東海高等学校、華

頂女子高等学校、東山中学・高等学校、京都文教中学校・高等学校、

上宮学園中学校・上宮高等学校、上宮太子高等学校、

鎮西高等学校、真和中学・高等学校

・実施時期：2021 年 2 月アンケート用紙配布（学校長宛てに郵送）

順次回収し、4 月に回収完了

・種別：①教科代表者向け／②担当教員向け

・回答方法：

①代表者が記入した用紙を研究所宛に郵送、あるいは E メールにて送信

② 授業担当教員が記入した用紙を各学校でまとめて研究所宛てに郵送、あ

るいは、WEB アンケートフォームで回答

・有効回答数：① 17 校／② 30 名

なおアンケート項目は選択式と自由回答がある。本報告では自由回答の項

目は回答をそのまま記載する。

○調査結果
①教科代表者向け調査結果

①は各校の宗教科の代表者 1 名にご回答いただいたアンケートである。各

学校での仏教教育を行う環境、宗教科の体制や行事についての現状把握を目的

としたアンケートとなる。

【回答者についての質問】

・浄土宗僧籍の有無

・年齢（年代）

・勤務形態（常勤・非常勤）と現在の役職

・仏教の授業の教歴（勤務形態に関わらず）
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○調査の目的
浄土宗は多くの宗立宗門学校を抱えており、そこでの経験や事例の中には、

10 代の若者が興味を持つ内容、生徒の悩みの解決に寄与した内容など、「中高

生世代への教化」という点で多くの知見を有していると考えられる。

本研究班は、担当の教学部と連携を取りながら、こうした宗立宗門学校の

仏教教育の内容調査を通して、①全国の浄土宗寺院と浄土宗教師が中高生世代

の檀信徒への教化にあたって有効な仏教の要素を明らかにしていくこと、②学

校間で種々の情報交換を行うことにより、次世代への教化の場でもある宗立宗

門学校での仏教教育の充実に寄与すること、を目的としている。

本研究ノートでは、各学校で行われている仏教の授業の概要を把握し、研

究班にて取り組むべき事柄を明らかにすることを目的に実施したアンケート調

査の報告を行う。

○調査概要
・ 対象：浄土宗寺院名鑑（令和２年版）に記載の宗立宗門校 17 校（中高一貫

校は 1 校とする）。

・ 対象の学校は以下（寺院名鑑掲載順）

酒田南高等学校、樹徳中学校 ･ 樹徳高等学校、正智深谷高等学校、

淑徳与野中学・高等学校、淑徳巣鴨中学高等学校、

淑徳中学校・淑徳高等学校、淑徳 SC 中等部・高等部、

令和３年度　宗立宗門学校における仏教教育　研究ノート

宗立宗門学校における
「仏教教育の現状調査」結果報告
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お念仏こそが生死を繰り返す迷いの世界を離れ出る教えに違いないと見定めて

はいましたが、自分は愚かな凡夫なものですから、その教えに確信をもてずに

おりました。そうした時、ひたむきな念仏行者であった円照とめぐり会い、志

を同じくする方がいたと思えばこそ、強く意を固めて念仏者となったのです。

  【常州敬仏房との問答・昭法全七一三】

『【現代語訳】浄土三部経』p.254

舎利弗よ。〔阿弥陀仏について称讃するという〕人知をはるかに超えた諸仏

の功徳を今、私は仰ぎ讃えた。それと同様に、あの〔六
ろっ

方
ぽう

〕諸仏もまた、〔阿

弥陀仏について称讃したという〕人知をはるかに超えた私の功徳を仰ぎ讃えた。

そして次の言葉を述べるのである。《釈迦牟尼仏よ。あなたはよくぞ、この甚

だなしがたく、かつ希有な大事業をなされました。

○キーワード

同志、理解者、覚りの境地
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○キーワード

甘露、不死、誠の心、説法

（25）仏もまた同志を求める

○原文

私はいったい誰に最初に法を説くのがよいであろうか。誰がこの法をすみ

やかに、よく理解するであろうか。

○解説

怪我や病気の痛みに苦しんでいる人がいるとしよう。心配はするけれども、

その痛みがそのまま他人に伝わることはない。その痛みは当の本人のみが体験

するものだからである。素晴らしい体験をして喜んでいる人がいるとしよう。

祝いはするけれども、その喜びがそのまま他人に伝わることはない。その喜び

は当の本人のみが体験するものだからである。釈尊は覚りの境地に達した。そ

の境地の素晴らしさは釈尊にしか分からない。しかし釈尊は誰がその境地を体

験すべきと確信した。その境地こそ人々に真の幸せをもたらすからである。と

はいえその境地が確かに存在することを伝えなければなければ、それ自体がな

きに等しいものになってしまう。だからこそ釈尊は理解者を求めたのであろう。

念仏往生の教えに出会った法然上人もまた同志を得ることで、歩むべき道に確

信を深めたという。『阿弥陀経』における釈尊も同様だ。人々の真の幸せを願

えばこそ、理解者、同志を求めるのである。（袖山）

○関連

『法然上人のご法語③』p.36

私、源空（法然）は明遍の兄、遊蓮房円照がいたからこそ念仏の行者となっ

たのです。私も、お釈迦さまが生涯をかけてお説きになった教えのなかでも、
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耳ある者らは誠の心を解き放て

梵天よ、私は殊勝の法を

人々を悩ますだろうと考えて説かなかった

○解説

梵天の勧めにより釈尊は説法を決意する。そして「彼ら」、すなわち自身の

教えを聞くものに「甘露の諸門」が開かれたと述べる。甘露は不死を意味し、

また不死を得るための妙薬ともいわれる。

釈尊の覚りは生や死からの憂いを離れた、寂静の境地である。その境地は

言葉にし難く、また言葉で説いたとしても理解し難いと釈尊自身が懸念したも

のである。しかし、それは生老病死に代表されるすべての苦しみを離れ、奥深

くきわめてすぐれたものである。釈尊の説法は人々をこの境地に導く、まさに

不死への入り口である。

その教えを聞くためには誠の心が求められる。誠の心とは釈尊への信であり、

また自身が覚りを求める意思であろう。その心あるものは教えに悩みを持たず、

生死を超える道を歩むことができるだろう。（石田）

○関連

『【現代語訳】浄土三部経』p.35-35

常に教えを示す声で世の人々を〔迷いから〕目覚めさせる。

『【現代語訳】浄土三部経』p.189

しっかりとお聴きなさい。しっかりとお聴きなさい。よくよく考えて正し

く理解しなさい。仏たる私は今、煩悩という賊人によって激しく傷つけられて

しまう未来世のあらゆる衆生のために、清らかな仏道修行を説き明かそう。



＊ 56

研究ノート

見ました。ある者たちがあの世で受ける罪を恐れずに過ごしているのを、見ま

した。

○解説

成道後、獲得した真理についての説法を躊躇する釈尊は、梵天によって説

法を懇願され、憐みの心を起こし、仏眼によって衆生を見極めたのである。そ

してまず、かつて修行仲間であった五比丘に説くことに至る。衆生には機根（能

力）という区別が存在し、真実の法を説くにはその対象の見極めが必要である。

いわゆる「対機説法」の萌芽である。

一方、法然上人は衆生の側に立って私たち衆生の仏道における機根を見極

められた。そして、我らは「罪悪生死の凡夫」であるという人間観に至った。「我

等ごときはすでに戒定慧の三学の器にあらず」と感得し、私たちのような無智

の身は、称名念仏を修すことでしか、極楽往生は叶わないという。まさに機根

の見極めることで、称名念仏という法との出会いがある。（北條）

○関連

『法然上人のご法語②』p.176

この私ごときなど、やはり戒・定・慧の三学に堪えうる器ではない。

  【聖光上人伝説の詞　其三・昭法全四六○】

○キーワード

仏眼、機根、対機説法

（24）甘露の諸門は開かれた

○原文

かれらに甘露の諸門は開いた
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○関連

『【現代語訳】浄土三部経』p.35-36

如来とは、尽きることのない大悲の心で迷いの世界〔の人々〕を憐れむ。そ

れ故、〔迷いの〕世界にお出ましになって覚りへの道を弘く説き明かし、あら

ゆる人々を救おうと願って、恵みとして〔覚りの世界へ導くという〕真実の利

益を施す〔方なのである。

『法然上人のご法語①』p.48（文庫版、41 ～ 42p）

お釈迦さまがこの世にお出ましになられた本意は、阿弥陀さまの第十八念

仏往生の願を説き弘めるためだったのです。お念仏以外のさまざまな行をお説

きになった日もありましたが、それはその時の人々の気質やその時の状況に応

じたまでのことで、決してお釈迦さまの本来の御心によるものではありません。

ですから、お念仏は阿弥陀さまにとっては、人々を漏れなく救うための本願で

あり、お釈迦さまにとっては、それを弘めることがこの世にお出ましになられ

た真の目的だったのです。 

  【津戸三郎へつかわす御返事（九月二十八日付）・昭法全五七二】

○キーワード

如来、本願、出世の本懐、思いやり

（22）衆生と機根―人生いろいろ―

○原文

そして、比丘たちよ、私は仏眼をもって世間を観察して、見て取りました。

衆生には心の垢（煩悩）の少ない者や心の垢の多い者、頭の鋭い者や頭の鈍い

者、見た目がよい者や見た目が悪い者、教え導きやすいものや教え導きにくい

ものがいて、ある者たちがあの世で受ける罪に対して恐れて過ごしているのを
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『法然上人のご法語①』p.33

私（法然）は幼いころから仏さまの御教えを学んできた身ではありますが、

お念仏以外、いかにすれば往生できるか存じません。

  【津戸三郎へつかわす御返事（十月十八日付け）・昭法全五六七】

○キーワード

修学、梵天勧請、対機説法

（21）振り返る眼差しのやさしさ

○原文

比丘たちよ、そこで私は梵天の勧請を知って、また衆生に対する憐れみ〔の

心〕にもとづいた、仏眼をもって世間を眺めました。

○解説

誰かの身の上におきた出来事を代わって体験することはできない。例えば

病と闘っている人がいたとしよう。病の不安や治療やリハビリの辛さは当の本

人にしか分からない。代わってあげたくても代わってあげられないのだ。ある

いは病を克服した人がいたとしよう。喜びに満ちているに違いないが、実際の

心境は当の本人にしか分からない。ただし、それまでは自分のことだけで精一

杯であったとしても、我が身を振り返る時、心に他者を思う眼差しが生じるの

ではなかろうか。釈尊が励んだ修行の苦労も、到達した覚りの境地も実は釈尊

にしか分からない。しかし覚ったという喜びが、自身の修行に精一杯だった釈

尊に他者を思い、哀れみ慈しむ仏の眼差しをもたらした。その眼があればこそ、

釈尊は阿弥陀仏の大慈悲を私たちに説き示されたのである。（袖山）
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（20）仏法をよく理解する者となる

○原文

尊師よ、世尊よ、法をお説きください。善逝よ、法をお説きください。塵（煩

悩）の少ない生けるものたちがおりますが、法を聞く機会がないために衰退し

ています。法をよく理解する者となりましょう。

○解説

説法というのは聞き手と話し手がいて成立するものである。聞き手は話を

理解しようとつとめ、話し手は聞き手を導こうとつとめる。話し手であるブッ

ダは相手の能力を見極め、それに応じて教えを説いた。これを対機説法という。

聞き手はその教えによって導かれ、さとりへの歩みを進めていった。この説法

のきっかけを作ったのは梵天である。

梵天はブッダに法を説くように請い、そうしなければ、煩悩の影響が少な

いものたちが衰退してしまうとブッダに訴えた。そして、そのような者たちは

ブッダの教えをよく理解するものになると伝えたのである。

梵天の訴えの通りブッダは教えを説き、その理解者を得た。彼らはブッダ

を中心に教団を形成し、ブッダ滅後もその教えを大事にし、後世にそれを語り

継いでいった。仏教教団に属するものは、教えを理解しようとするものである。

（石田）

○関連

『法然上人のご法語②』p.40

私（法然）は経典をひもとかない日などありませんでしたが、木曽の義仲

が京の都に攻め入ったその一日だけ、それが叶いませんでした。

  【修学についての御物語　其二・昭法全四八六】
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○解説

釈尊の生まれたインドの地において、初めに誕生した宗教はバラモン教と

呼ばれるものであった。これはヴェーダという祭式文献群を中心とした宗教で

あり、祭官であるバラモンの監督の元で種々の祭式を行い神々に供物を捧げる

ことで、神からの恩寵として現世や来世における利益を得られるというもので

ある。しかしながらこの教えはバラモンの身分を特権化した極めて権威主義か

つ硬直したものであるため、人々は次第により自由で人間中心的な教えを求め

るようになった。釈尊の時代は、このようなバラモン教に飽き足らない独立の

出家者たちを数多排出した時代であり、釈尊もそのような出家者の一人であっ

た。しかしながら釈尊が他の出家者と違ったのは、彼だけが真実の覚り、すな

わち我々が仏教と呼ぶ一連の教説にたどり着き、涅槃に至ったことである。こ

の原文は初転法輪を躊躇する釈尊に対する梵天の嘆きであるが、釈尊が法を説

かなければ我々には仏教は伝えられず、浄土宗の教えにも出会えなかったわけ

であるから、「この世が滅ぶ」という危惧は何ら大袈裟なものではないのである。

（渡邉）

○関連

『法然上人のご法語②』p.39

もし、迷いなき覚りの智慧という剣がなければ、悪業に絡められた煩悩の

絆などのように断ち切れるというのでしょうか。その絆を断ち切らなければ、

どうして生死の迷いの世界に縛り付けられたこの身を解き放つことなどできま

しょうか。ああ、まことに悲しいことではありませんか。ああ、いったいどう

すればよいのでしょうか。  【聖光上人伝説の詞・昭法全四五九】

○キーワード

説法、梵天勧請
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○解説

釈尊は成道後、自らが獲得した深遠な法（教え）について説法するかどうか、

躊躇することとなった。それは暗闇という無明に覆われ、貪りという煩悩に染

まっている衆生には、その法が見難く、得難いということを感得していたから

である。しかし一方で、衆生がそれらの煩悩さえ払拭し得たらならば、深遠な

法を見ることが実現する可能性も秘めている。

阿弥陀仏の慈悲の光明についても同様である。光明という月影は常にこの

世で苦しむ衆生を照らし続けているにも関わらず、それを遮っているのは私た

ちの心を覆う煩悩という厚き雲である。そのままでは「深遠で見難く微細なも

の」である仏の救いは、私たち凡夫には見難いものである。しかし、念仏を称

え、阿弥陀仏の光明（深遠な法）に照らされることによって、心を覆う厚き雲

をかき分け、極楽往生したいという往生心を見いだすことができるのである。

（北條）

○関連

『和語灯録』15（聖典 4、p.489）／『勅伝』30 巻（聖典 6、p.480）

月影の　いたらぬ里は　なけれども　ながむる人の　こころにぞすむ

○キーワード

深遠な法、貪り、煩悩の厚き雲、月影

（19）願わくば如来の説法が示されんことを。さもなくば世界は滅びる。

○原文

このままではこの世は滅んでしまう。このままではこの世は消滅してしまう。

というのも、如来であり阿羅漢であり正等覚者である方に、熱意が湧かず、法

を説こうという気が起こらないのであるから。
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煩悩は我々の心に根差す働きであり、それが自分自身を打ちのめす。煩悩

を具足する私たちは、自分の中に自分の敵を養いながら暮らしている。ブッダ

はそのような人々に仏法を理解することは難しいと考えて、説法をためらった。

このようなブッダが出世の本懐として念仏を説き広めたことを、一切衆生をす

くい取ろうとする釈尊の慈悲の表出と受け止めることが浄土宗の肝要であろう。

（石田）

○関連

『法然上人のご法語①』p.43

貪りや怒り、さまざまな煩悩といった敵にしばられて、迷いの世界である

三界という牢獄に閉じ込められている私たちを、阿弥陀さまは我が子をいつく

しむ母親のような深い慈悲の御心のもと、名号という鋭い剣で生死流転の絆を

断ち切り、苦しみ多いこの娑婆世界にご本願という哀れみ深い船を浮かべ、お

浄土に導いてくださるのです。  【往生浄土用心・昭法全五六一】

○キーワード

出世の本懐、貪、瞋

（18）暗闇にいるからこそ真実の明かりを見る

○原文

流れに逆らい、微妙で、かつ

深遠で見難く微細なもの（法）を、

暗闇に厚く覆われている、

貪りに染まる者は見ることが出来ない
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○関連

『法然上人のご法語①』p.93-94

この度こそは必ず往生するぞと思い定めるべきです。受けがたい人の身と

してこの世に生をいただき、遇いがたい念仏往生の教えにめぐり遇い、苦しみ

多いこの娑婆世界を厭い、極楽を願う気持ちが発たのです。阿弥陀さまの本願

はまことに慈悲深く、私たちの往生はもはや阿弥陀さまの御心のうちに委ねら

れているのです。決してお念仏を怠ることなくつとめ励んで、必ず往生するの

だということをお知りになるべきです。

  【津戸三郎へつかはす御返事（或時の消息）・昭法全六○七】

○キーワード

説法、初転法輪

（17）眼を曇らせる貪りと怒り

○原文

私が苦から得たものを

どうして今説くことができよう

貪り、怒りに打ち負かされた者に

この法はよく理解されない

○解説

『聖求経』では、ブッダの説法へのためらいが、さとりを言語化することの

難しさと、それを聞く者たちの能力の乏しさによるものとして描かれている。

特に、後者が重要である。ブッダその人が存在する正法の時代に合っても、人々

の能力は様々であり、さとりの教えには理解されない可能性があった。特に「貪

りや怒りに打ち負かされた者」に、仏法を理解することは困難である。
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ように）心に煩悩という妄念の葦が繁っていようとも、三心という月は我が心

に具わるのです。  【禅勝房伝説の詞・昭法全四六一】

○キーワード

覚り、煩悩、渇愛、涅槃

（16）覚りの境地は説き難い

○原文

さらにまた、私が法を説き示したとしても、他の者たちが私のことをよく

理解できないならば、それは私にとって徒労となるであろうし、それは私にとっ

て苛立ちとなるであろう。

○解説

釈尊の教えは無上甚深微妙の法と形容され、また八万四千の法門とも言わ

れる。これは仏法の奥深さと教説の多様さを示している。では、釈尊はなぜこ

れほど多くの難解な教えを説く必要があったのだろうか。それは仏道修行者の

最終目標である覚りの境地というものが、本来は語り得るものではないからだ。

したがってその道を示す法を説くことは非常に困難なことであり、他ならぬ釈

尊も成道後、説法をためらうほどであった。しかし釈尊は有名な梵天勧請を受

けて、衆生を導く決意を固め、初転法輪へと赴くことになる。このように、仏

法が末代の我々にまで伝わっているということは誠に稀有なことである。中で

も法然上人の見出した極楽往生の教えというものは、誰にでも実践の出来る易

行である上に、確実な救済が約束されているので、ひときわ価値のあるもので

あるから、その教えに出会った者はみな念仏に励むべきであろう。（渡邉）
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（15）仏の世界は深遠である。だからこそ目指すべき世界がそこにある。

○原文

〔執着によって楽しんでいる人たちに〕またこの道理〔私が獲得した法〕も、

すなわち、諸行の活動の停止、あらゆる生存の拠り所を捨てること、渇愛の滅

尽、貪を離れること、滅、涅槃も見極め難い。

○解説

釈尊は語る。「私が獲得した真理は深遠で、見難く、理解し難い。賢者によっ

てのみ獲得されるものであり、執着によって楽しみ、執着において喜ぶ者には、

得難いものである」と。故に釈尊は、菩提樹下で成道を果たした後、自らが獲

得した覚りが深遠で、生活に浸っている者たちには到底理解できるものではな

いことに気づき、説法を躊躇した。それは私にとって疲れとなるだけであり、

新たな悩みが生まれるだけであると。

仏の覚りの境地（涅槃）と私たちの煩悩まみれの境涯は、程遠いものである。

しかし、煩悩滅尽の先にある境地を目指し、修行を怠ることなく進まなければ、

本当の平安には到達は叶わない。煩悩具足の私たちとっては後生での煩悩滅尽

を願い、阿弥陀仏に導かれるところとなり、本当の幸せである浄土往生を目指

し、怠ることなく称名行に励み歩むべき道こそが、まさに目の前にあるのであ

る。（北條）

○関連

『法然上人のご法語②』p.232

人目を気にして自身を飾り立てることなく、往生の叶うお念仏を称え続け

れば、自ずから三心は具わるのです。例えば、葦の繁った池に十五夜の月が映っ

ている様は、遠くからでは月が映っているようには見えませんが、よくよく近

くに寄って見ると、葦の間を分け入って月は映っているのです。（それと同じ
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だ。私たちはその集合体を地上から眺めて雲と認識している。雲を眺めている

と、その姿形が変化していくことに気付く。気象は刻々と変化する。水や氷の

粒が気流に従ってあちこちに流されているのだ。ところで姿形は変化しても、

水や氷の粒へと水蒸気が生成を繰り返している間、雲は姿を現し続ける。それ

は一人の人間においても同じである。日一日と変化するご縁のなかで、昨日の

私が今日の私に、今日の私が明日の私へと生まれ変わっていく。昨日の私を自

慢したところで昨日の私はもういない。問われるのは今日の私であり、明日の

私である。昨日、尊い仏縁を結んだとしてもそれに満足せず、今日もまた仏縁

を結び直し、明日もまた結び直す。釈尊はそのように仏道を歩めと説き、同様

に法然上人も日々念仏を称えよと説くのである。（袖山）

 

○関連

『法然上人のご法語③』p.22（文庫版、15p）

人の心とは、たいがいは悪しき縁によって悪しき心が発ってしまうものです。

ですから、そうした縁を遠ざけ、善き縁に親しむように、と言うのです。

  【十二箇條の問答・昭法全六七九】

『法然上人のご法語①』p.165（文庫版、139 ～ 140p）

たとえ何か支障があって日々のつとめとしているお念仏ができない場合、

「あさましいことだ。お念仏を称えられなかった」などと思うようであれば、

すでにお念仏を心掛けていらっしゃることになります。とにかく、お念仏をお

忘れになることがなければ、それは繰り返し続けていることになるのです。

  【往生浄土用心・昭法全五六四】

○キーワード

心、縁、念仏相続、諸行無常
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を伴う境地である。しかし、その境地にたどりつくことは容易ではなく、賢者

によってしか受け止めることのできないものである。

法然上人の立場に立てば、この娑婆の世界で覚りを目指す聖道門は、ブッ

ダ自身によって理解し難く、また賢者の道であると表明されていると指摘する

こともできよう。ブッダのこの言葉に耳を傾け、自分自身を顧みて阿弥陀仏の

救いを求めていくのが、浄土門である。その意味で、さとりの深遠が理解し難

いと説かれることは重要である。（石田）

○関連

『法然上人のご法語①』p.36

聖道門というのは、この娑婆世界にありながら、煩悩を断ち切ってこの身

のままで覚りを開こうとする道のことです。・・・ただ、聖道門の説くところ

は理解の及ぶところではなく、覚り難く煩悩に引きずられがちな私たちには不

相応な道であるとわきまえ、思いを断つべきです。

  【浄土宗略抄（鎌倉二位の禅尼に進ぜられし書）・昭法全五九一】

○キーワード

覚り、聖道門、寂静

（14）まやかしの私　本当の私　善き縁に親しめ

○原文

執着によって楽しみ、執着において楽しみ、執着においてよく喜んでいる

人々に、この道理は、すなわち関係性のあり方、縁起というものは見極め難い。

○解説

空に浮かぶ雲の正体は大気中の水蒸気が冷やされ水や氷の粒になったもの
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いという無我の思想を説いた点で特異であるが、我に対する執着を断つことで

輪廻からの解脱を目指すという部分ではやはり極めてインド的である。そして

浄土宗の念仏往生の教えもその最終目標としては、極楽浄土という理想的な環

境において覚りを得て解脱を目指すものであり、古代インドの思想の潮流を

脈々と受け継いでいるのである。（渡邉）

○関連

『法然上人のご法語①』p.19

幸いにも私たちは、人としてこの世に生を受け、阿弥陀さまの本願の御教

えに巡り遇い、今まで発し得なかった往生浄土の志が発り、離れがたいこの生

死輪廻の世界を抜け出し、生まれ難い浄土へ往生を遂げる事ができるのです。

これ以上の悦びがありましょうか。

  【一紙小消息（黒田の聖人へつかはす御文）・昭法全四九九】

○キーワード

解脱、輪廻、覚り

（13）寂静なるさとりの境地

○原文

私が証得したこの法は実に奥深く、見極め難く、理解し難く、寂静で、勝

れた、理屈では測れない、得も言われぬ、賢者によって感受されるものである

○解説

ブッダが得た法である涅槃は、ブッダ自身が見極め難く、また理解し難い

と説明する、言葉を離れた寂静の極みであった。ブッダはそこに到達し、また

それを獲得したと実感した。その意味で、さとりとは一つの経験であり、実感
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念仏の妨げになるのであれば、たとえどんなことがあっても厭い捨てて、それ

をおやめなさい。たとえば、俗世を離れた修行者となっては称えられないなら

ば、妻を娶って称えなさい。それでは称えられないというのであれば、修行者

となって称えなさい。居を構えては称えられないならば、各地を遍歴しながら

称えなさい。それでは称えられないというのであれば、家にいながら称えなさ

い。自分の力で衣食を賄ってお念仏が称えられないならば、他の人に助けてい

ただきながら称えなさい。それがままならないようであれば、自分で衣食を賄っ

て称えなさい。一人では称えられないならば、お念仏の同志と一緒に称えなさ

い。それでは称えられないというのであれば、一人籠って称えなさい。

  【禅勝房伝説の詞・昭法全四六二】

○キーワード

精進努力、環境

（12）私の解脱は不動である。

○原文

さらにまた、私に以下のような智慧と認識が生じました。「私の解脱は不動

である。これは最後の生まれである。もはや再生はない」と。

○解説

古代インドの宗教観を特徴付けるものとして、いわゆる輪廻の思想がある。

ウパニシャッド哲学の思想家たちは不滅の霊魂すなわちアートマン（我）の存

在を前提として、それに前世の業が付着することにより我々は輪廻を繰り返す

と説いた。そしてこの輪廻の世界は迷いの世界でもあり、理不尽な苦しみに満

ちている。したがって輪廻から解脱し霊魂の永遠の安息を得ることが、古代の

思想家たちの共通の目標になっていった。釈尊の教説はアートマンは存在しな
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の春、四三歳となっていた私は、たちどころに他の行を投げ捨て、ただひたす

らにお念仏を称える教えに帰依し、以来、日ごとに六万遍のお念仏を称えまし

た。  【聖覚法印に示されける御詞・昭法全七三三】

○キーワード

法悦、出会い、希望、新生活

（11）よき居場所がよき心を育てる

○原文

「ああ、この場所は居心地がいい。森林は清々しい。川は澄み流れている。

岸辺は〔沐浴にちょうど〕よく、〔それらに〕取り囲まれた村がある。ここは、

奮励努力を望む良家の息子がまさに努力するための場所だ」と。比丘たちよ、

そこで私は「ここはまさに奮励努力するための場所だ」と、その場に座りまし

た。

○解説

釈尊は常によき居場所を求めた。自身にとっての良き修行場を求め、よき

師を求め、良き弟子を求め、より良き環境を求めて。まさに遊行生活の極みで

ある。悪しき場所には良き心は育たない。良き場所にこそ良き人が育まれる。

念仏生活も同様である。いかに念仏の称えやすい居場所を見い出すか。出

家であるか、在家であるか、家族持ちであるか、仲間と共にあるか。すべては

自身が安穏に浄土往生を果たすためである。（北條）

○関連

『法然上人のご法語②』p.303-304

この世を生きていくには、お念仏が称えられるように過ごすべきです。お
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○解説

進学や就職などを機会に一人暮らしを始める若者は多い。そうした若者が

新たな住まいを定めるにはどのような条件を考えるだろうか。交通や買い物の

便が整っているか、病院や銀行は近くにあるか、静かに眠れる環境であるか、

陽当たりや風通りに支障はないか。学び、働き、暮らしていくに快適な場所を

求めて新居を選ぶはずである。そして条件に見合ったところに入居できたなら

ば、新たな自分に出会えるような希望に満ちていくのではないだろうか。若き

日の釈尊も出家修行という新たな生活を始める当たり、自分が理想とする修行

の地に出会うことができた。新たに生まれ変わる自分への期待を胸に釈尊は希

望に満ち溢れていたことだろう。念仏の教えに出会えた時の法然上人も、きっ

と新たな自分への希望に満ち溢れていたに違いない。（袖山） 

○関連

『【現代語訳】浄土三部経』p.120

無量寿仏が大勢の声聞や菩薩たちに向けて教えを説き示す時には、〔彼らは〕

みなこぞって七種の宝玉でできている講堂にあい集う。〔そして無量寿仏が〕

それぞれを覚りに導く教えを説き、その奥義を伝えると、〔みな〕大いに喜び、

心が晴れ、覚りを得〔る。そうで〕ない者は一人もいない。」

 

『法然上人のご法語③』p.35（文庫版、25p）

『観経疏』散善義の『一心に専ら弥陀の名号を念じて・・・』の一文に出会

えたとき、善導大師の真意を知ることができたのです。歓喜のあまり、誰に聞

かせるともなく、『私のような何の取り柄もない者に相応しい教えと修行を、

阿弥陀さまが法蔵菩薩という修行時代の昔からすでにご用意してくださってい

たとは！』と思わず声に出して叫びました。その法悦は骨の髄まで染みわたり、

流れる涙は止まることを知りませんでした。時あたかも承安五（一一七五）年
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尊は師と同じ境地にたどり着く。しかし、その境地は自身が求めているもので

はないと理解して、それを手放し、新たな道を求めていったのである。

私たちは身につけた技術に満足し、それ以上の努力を放棄することがある。

ものに対しては少欲知足というように、現状に満足することも必要であるが、

仏道を歩むうえでは自身のいる境地に満足せず、無上正等菩提を目指していく

ことが重要である。そしてこのような向上心は、仏道以外の様々な「道」にも

通じるものであろう。現状に満足せず、より上手くなるためには、時に新たな

一歩を踏み出すことが大切である。（石田）

○関連

『【現代語訳】法然上人行状絵図』p.81

あらゆる智恵者にそれを求め、多くの学僧に問い訪ねたが、教えてくれる

人もなく、示してくれる仲間もいなかった。

○キーワード

仏道、挑戦、現状

（10）新たな生活　新たな自分　希望の地

○原文

「ああ、この場所は居心地がいい。森林は清々しい。川は澄み流れている。

岸辺は［沐浴にちょうど］よく、［それらに］取り囲まれた村がある。ここは、

奮励努力を望む良家の息子がまさに努力するための場所だ」と。比丘たちよ、

そこで私は「ここはまさに奮励努力するための場所だ」と、その場に座りまし

た。 
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と認め、自らの教団を共に率いる指導者となることを乞うた。釈尊は彼の教え

の意義を認めつつも、それが最終的な涅槃にまでは到達できないものであるこ

とを見抜いていたため、彼の要請を断り教団を出た。

しかしながら釈尊は一方で彼の知性と、弟子に対しても礼儀を尽くす謙虚

さを高く評価しており、初転法輪前に彼が亡くなったことを知った際にはその

損失を嘆いている。

このような釈尊とアーラーラ・カーラーマの関係は、念仏の道を同じくす

る者同士にも通じるものであり、我々も大いに見習うべきであろう。（渡邉）

○関連

『法然上人のご法語①』p.185

どこにいてもお念仏を称えて、お互いにお浄土へ往生することこそ、喜ば

しく永い間の願いではありませんか。

  【津戸三郎へつかはす御返事（四月二十六日付）・昭法全五五五】

○キーワード

師弟、志を同じくする仲間

（９）新たな一歩を踏み出そう

○原文

そこで、比丘たちよ、私はその教えに満足せず。その教えから厭い離れ、出

て行ったのです。

○解説

釈尊は 29 歳で出家をした。出家の初期は求道のため様々な教えを求め、師

について学んだようである。師が示す教えを吸収し、それを実践するなかで釈
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○関連

『【現代語訳】法然上人行状絵図』p.52-53

勢至は母親をなだめて、「私どもは生まれることの難しい人間として生まれ、

めぐり会うことの難しい仏教に出会いました。目の前の無常を見ると、夢にす

ぎない現世での栄華をいとわねばなりません。特に、亡くなった父上の遺言が

耳に残って忘れられず、早く比叡山へ登り、いっときも早く天台の一乗仏教を

学ぶつもりです。ただ、母君が生きておられるうちは、朝夕お仕えし、貧しく

とも孝行しなければなりませんが、〈迷いの世界をいとい、悟りの世界に入る

ことが本当の報恩だ〉と言われております。いっときの離別を悲しんで、永遠

の嘆きをお残しになりませんように」と、再三慰め申し上げた。

  【浄土宗聖典 6、p.15】

○キーワード

出家、最上の寂静、涅槃、仏道

（８）師に対するように、弟子をも敬う

○原文

比丘たちよ、こういうわけでアーラーラ・カーラーマは、私の師でありな

がら、弟子である私を自分と完全に同じ立場に置いて、私を最上の敬意をもっ

て丁重に扱いました。

○解説

アーラーラ・カーラーマは出家した釈尊が成道前に師事した人物の 1 人で

あり、既存のバラモンの権威を疑い新しい思想を唱えた、いわゆる沙門と呼ば

れるタイプの宗教指導者である。彼が無所有処の教えを釈尊に授けた所、釈尊

はたちどころにそれを理解した。そこで彼は釈尊を自分と同等の智慧を持つ者
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○キーワード

儚い現世、出家、青春、父母、決断

（７）出家への決意―偉大なる覚りへの旅立ち―

○原文

このようにして出家者となったその私は、何が善きものかを探求する者と

して、最上の寂静をもたらす至高の言葉を求めて、アーラーラ・カーラーマが

いるところに近づいて行きました。

○解説

原文は釈尊が出家を決意し、最初の師となるアーラーラ・カーラーマのも

とへ向かう場面である。この直前には次のようにある。「（私は）年若く、漆黒

の髪をもり青年であり、すばらしい青春がありながら、人生の初期に、母父が

望まず、顔に涙し、泣いているにもかかわらず、髪と髭を剃り、黄衣をまとい、

家を捨てて出家しました」と。まさに釈尊がこの世を厭い、人生の岐路に立っ

て、出家の決意を新たにした生々しい告白である。

「最上の寂静」とは涅槃、すなわち覚りへの道である。この世を憂い、真実

の安らぎを求めることこそが仏教の真髄である。その第一歩となるのが出家で

ある。釈尊はその第一歩を踏み出し、偉大なる覚りへの旅を続けることになる。

母との別れを惜しみつつも、出家への決意を固めた法然上人。以下の関連は、

観覚に勧められ、勢至丸（法然上人）が比叡山に登って仏道を志す決意を母に

語る場面である。

現代社会に生きる私たちも、憂いに満ちた生活を一旦見つめ直し、本当の

幸せとは何か、自らに問いただす必要があるのかも知れない。（北條）
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たし、ついには仏となり念仏往生の教えを世に説き示した。ところで法然上人

によれば、極楽往生を願い念仏を称え続けるならば、「死生ともにわずらいなし」

との心境に至るという。釈尊の出家は今もなお実を結び続けている。（袖山）

 

○関連

『【現代語訳】浄土三部経』p.28

老・病・死〔のありさま〕を見て世の無常に気付き、国も財産も王位も棄
す

てて、山に分け入って覚りを得ようと〔志〕す。〔そこで、〕乗ってきた白馬と

身に付けていた宝
ほう

冠
かん

や装身具を〔御
ぎょ

者
しゃ

に託し王宮に〕帰らせ、美しい服を脱ぎ

捨てて修行者のまとう粗末な衣（法
ほう

服
ぶく

）を身に付け、髪も髭
ひげ

も剃り落とすので

ある。〔そして〕樹の根元に威
い

儀
ぎ

を正して〔静かに〕坐り、苦行を重ねること

六年に及ぶ。〔その〕修行は出家者としての振る舞いに適
かな

うのである。

『【現代語訳】法然上人行状絵図』p.52

私どもは生まれることの難しい人間として生まれ、めぐり会うことの難し

い仏教に出会いました。目の前の無常を見ると、夢にすぎない現世での栄華を

いとわねばなりません。特に、亡くなったい父上の遺言が耳に残って忘れられ

ず、早く比叡山に登り、いっときも早く天台の一乗仏教えお学ぶつもりです。

『法然上人のご法語②』ｐ .349（文庫版、20p）

生きている間はお念仏を称えてその功徳が積もり、命尽きたならばお浄土

に参らせていただきます。「いずれにしてもこの身にはあれこれと思い悩むこ

となどないのだ」と思ったならば、生きるにも死ぬにもなにごとにも思い悩む

ことなどなくなるのです。  【つねに仰せられける御詞・昭法全四五九】
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○関連

『法然上人のご法語③』p.15-16

人としてこの世に受けがたい命を授かり、遇い難いみ仏の教えに出会った

のですから、今生こそは生死の迷いの世界から離れようと志してください。

  【要義問答・昭法全六一三】

『【現代語訳】浄土三部経』p.140

〔弥勒よ。〕そなたは今また自ら生・死・老・病の痛み苦しみを厭うがよい

○キーワード

生老病死、苦、涅槃、厭離穢土・欣求浄土

（６）儚い青春を捨て去り覚りを求める

○原文

私は後に、年若く、黒々とした髪の青年であり、希望に溢れた青春を送り

ながら、その若い頃に、母も父も望まず、号泣して嘆いているにもかかわらず、

髪と髭を剃り、袈裟をまとい、家を捨てて出家しました。 

○解説

一分一秒でも永くこの世に留まり、若さを保ちながらいつまでも健康であ

り続けたいと思うのが生き物としての人間の本能であろう。その一方で死は避

けることができない。それ故であろうか、子孫を残そうと出会いを求める。し

かし、老いに逆らい病に逆らい死に逆らい、新たな生を求めたにしても、結局

は死にひれ伏すことになる。しかも死は年齢や病の有無にかかわらず、いつ訪

れるか分からない。若さや健康、子孫を求めたところでどれもが儚く、求めた

分だけ苦悩の種となる。若き日の釈尊はそうした苦悩を克服しようと出家をは
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老いる存在でありながら、老いる存在についての悲惨さを知って、不老の、

無上の、安穏と結びついた涅槃を自ら求めます。

病を得る存在でありながら、病を得る存在についての悲惨さを知って、無

病の、無上の、安穏と結びついた涅槃を求めます。

死に至る存在でありながら、死に至る存在についての悲惨さを知って、不

死の、無上の、安穏と結びついた涅槃を求めます。

憂うべき存在でありながら、憂うべき存在についての悲惨さを知って、憂

いなき、無上の、安穏と結びついた涅槃を求めます。

汚れた存在でありながら、汚れた存在についての悲惨さを知って、汚れなき、

無上の、安穏と結びついた涅槃を求めます。

○解説

釈尊が説いた教えは生老病死という苦しみから解脱するものであり、それ

らを離れた安穏なる涅槃を得るためのものである。生老病死を厭う気持ちを

もってから、最高の幸せであるさとりの境地を求めることを『聖求経』では「聖

なる求め」と呼んでいる。

ここに説かれる「生老病死を厭うべきである」という釈尊の教えは、『無量

寿経』にも類似するものがある。釈尊のこのような言葉がなければ、私たちは

自身が苦しみのなかにいることを見逃してしまうのかもしれない。それゆえ経

典にはこの世の悲惨さを重ねて説く五悪段のような説示があるのだろう。日々

の暮らしに苦しみを実感することは、この上ないさとりを求めることと結びつ

く。浄土教は厭離穢土・欣求浄土として、このような釈尊の教えを実践するも

のである。（石田）
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老いる存在でありながら、老いる存在についての悲惨さを知って、不老の、

無上の、安穏と結びついた涅槃を自ら求めます。

病を得る存在でありながら、病を得る存在についての悲惨さを知って、無

病の、無上の、安穏と結びついた涅槃を求めます。

死に至る存在でありながら、死に至る存在についての悲惨さを知って、不

死の、無上の、安穏と結びついた涅槃を求めます。

憂うべき存在でありながら、憂うべき存在についての悲惨さを知って、憂

いなき、無上の、安穏と結びついた涅槃を求めます。

汚れた存在でありながら、汚れた存在についての悲惨さを知って、汚れなき、

無上の、安穏と結びついた涅槃を求めます。

○解説

釈尊が説いた教えは生老病死という苦しみから解脱するものであり、それ

らを離れた安穏なる涅槃を得るためのものである。生老病死を厭う気持ちを

もってから、最高の幸せであるさとりの境地を求めることを『聖求経』では「聖

なる求め」と呼んでいる。

ここに説かれる「生老病死を厭うべきである」という釈尊の教えは、『無量

寿経』にも類似するものがある。釈尊のこのような言葉がなければ、私たちは

自身が苦しみのなかにいることを見逃してしまうのかもしれない。それゆえ経

典にはこの世の悲惨さを重ねて説く五悪段のような説示があるのだろう。日々

の暮らしに苦しみを実感することは、この上ないさとりを求めることと結びつ

く。浄土教は厭離穢土・欣求浄土として、このような釈尊の教えを実践するも

のである。（石田）
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あった。これは今に伝わるあらゆる経典に共通することである。中でも浄土宗

が所依の経典とする浄土三部経は、生死の世界を離れる最も優れた手段として、

念仏往生の教えを説いており、これに従って浄土に往生することが、生老病死

の苦しみから逃れる近道である。（渡邉）

○関連

『法然上人のご法語①』p.53-54

そもそも、凡夫が生死の迷いの世界を離れるには、お浄土へ往生すること

に及ぶものはありません。往生のための修行は多いとはいうものの、声に出し

てお念仏を称えることに及ぶものはありません。なぜなら、お念仏を称えて往

生するのは、阿弥陀さまがご本願に誓われた行であるからです。

  【遣空阿弥陀仏書（其二）・昭法全五七四】

○キーワード

生老病死、煩悩、往生

（５）①生を知ってさとりを目指す

　　　②老いを見つめて覚りを求める

　　　③病の苦しみとさとりの安らぎ

　　　④死と向き合って安らかな涅槃を願う

　　　⑤憂いを超えた覚りの境地

　　　⑥汚れなきさとりを求めて

○原文

比丘たちよ、ここである人は、生まれる存在でありながら、生まれる存在

についての悲惨さを知って、生まれない、無上の、安穏と結びついた涅槃を自

ら求めます。
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○キーワード

憂い、汚れ、仏法流布

（４）①生まれに翻弄されて、生まれを求める

　　　②老いに縛られながら、老いるものを求める私

　　　③病に翻弄されても、病となるものを求める性

　　　④死にゆくものは、死にゆくものを求める

○原文

こ〔のよりどころ〕に、かれは縛られ、夢中になり、執着して、まさに生

まれる存在でありながら、まさにその生まれる存在を自ら求めます。

こ〔のよりどころ〕に、かれは縛られ、夢中になり、執着してまさに老い

る存在でありながら、まさにその老いる存在を自ら求めます。

こ〔のよりどころ〕に、かれは縛られ、夢中になり、執着してまさに病を

得る存在でありながら、まさにその病を得る存在を自ら求めます。

こ〔のよりどころ〕に、かれは縛られ、夢中になり、執着してまさに死に

至る存在でありながら、まさにその死に至る存在を自ら求めます。

○解説

我々人間はみな、生老病死という定めに縛られ、それによって苦しめられ

ている。一方で、自分自身も含めた同じ人間に対して、それが生老病死によっ

て苦しむ儚い存在であると知りながら、様々な執着を抱いている。釈尊は類ま

れな洞察力によって、このような執着心が我々を輪廻の世界に縛り付けている

根源であることに成道前から気付いており、それを断ち切るために長く修行に

励むことになった。こうして覚りを開いた釈尊が説いたのが仏教であり、その

目的は執着を断ち、生死に縛られ迷いに満ちた輪廻の世界から解脱することで
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ありながらも、子や妻などの汚れた存在に執着し、惑わされる。結局は憂いあ

る存在同士、汚れある存在同士、思い悩み、とらわれ、それぞれの存在に固執

し、思い煩い続けているのがこの世に生きる人間の現実である。

法然上人もまた次のように嘆いている。この世に生を享けた私たちは、そ

の憂える存在であり、また互いに憂い合う存在であるから、三界という迷いの

世界に輪廻し続けているというのが現実であると。しかし、私たちは有難いこ

とに仏法流布の世に生まれ、その教えを聞く機会が多くあるのに、なぜ求めよ

うとせず、無駄に日々過ごしているのかと。まさに今、私たちは我が身の存在

を省みて、仏法に本当の幸せを求めるべき時である。（北條）

○関連

『聖求経』（『パーリ仏典 1 －２中部（マッジマニカーヤ）根本五十経篇 II』p.37

比丘たちよ、何を憂いの法と言うのでしょうか。比丘たちよ、子と妻は憂

いの法です。女奴隷と男奴隷は憂いの法です。山羊と羊は憂いの法です。鶏と

豚は憂いの法です。象と牛と馬と牝馬は憂いの法です。比丘たちよ、実にこれ

らの生存素因は憂いの法です。ここにかれらは、縛られ、夢中になり、没頭し、

自ら憂う者でありながら憂いの法のみを求めます。

『法然上人のご法語②』p.27

さて、三界という迷いの世界に生死を繰り返してきた間、いったい、いか

なる世界にさまよっていたがためにお釈迦さまの出現に巡り遭わなかったので

しょうか。輪廻して四生を繰り返していた間、どのような生を受けてきたがた

めにお釈迦さまの説法を拝聴することができなかったのでしょうか。『華厳経』

をお説きになった場にも加わらず、『般若経』をお説きになった席にも座らず、

霊鷲山でのご説法にもうかがわず、お釈迦さまが涅槃なされる際の最後のご説

法にも参りませんでした。  【登山状・昭法全四一六】
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○関連

『法然上人のご法語②』p.39（文庫版、29p）／『【現代語訳】法然上人行状絵

図』p.80

私たち凡夫の心は物事にとらわれて移りやすく、あたかも猿のようで、実

にあちこちと散り乱れて落ち着かず、一つの境地に心は定まりにくいものです。

  【聖光上人伝説の詞・昭法全四五九】

『【現代語訳】浄土三部経』p.156

〔世間の人々は三悪道での苦しみが〕久しく続いたその後でも互いに逆
さか

恨
うら

み

し合う。〔はじめは〕他愛もないことだったのが、ついにはとんでもない悪行

となる。〔それは〕すべて財産や異性に対して貪るように執着して、恵み施さ

ないことによる。愚かしい欲望に急
せ

き立てられ、心のおもむくままに妄想をふ

くらませて、〔自らの〕煩悩にがんじがらめに縛られ、解き放たれることがない。

○キーワード

生老病死、煩悩、凡夫、人間

（３）自身の存在に嘆くことなく、仏法を求めよう

○原文

憂うべき存在でありながら、まさにその憂うべき存在を自ら求めます。汚

れた存在でありながら、まさにその汚れた存在を自ら求めます。

○解説

私たち人間は、自身がこの世の物事に思い悩み、心配し、まさに憂うべき

存在でありながらも、子や妻などの自分以外の存在に対しても思い悩み、心配

し、その憂うべき存在に執着し、惑わされる。また自身が煩悩に汚れた存在で
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広めるべきです。自身の往生のためには世俗のあらゆる喧騒を離れて称名念仏

の一行を修めるべきです。この二つの他には、いかなる実践も必要ありません。

  【聖覚法印に示されける御詞　其六・昭法全七三五】

○キーワード

実践、修行、法話

（２）人は聖ならざる求めを繰り返す

○原文

比丘たちよ、ここである人は、生まれる存在でありながら、まさにその生

まれる存在を自ら求めます。老いる存在でありながら、まさにその老いる存在

を自ら求めます。病を得る存在でありながら、まさにその病を得る存在を自ら

求めます。死に至る存在でありながら、まさにその死に至る存在を自ら求めま

す。

○解説

人生には生・老・病・死の四つの苦しみがあるという。人は誰もこれらの

四苦を避けることができず、悩みは尽きないまま憂い続ける。釈尊の教えに従

えば、私たちは遥か遠い過去から幾度となく生死を繰り返し、その都度、四苦

から逃れられずにいる。だからこそ、これ以上、生死を繰り返さぬように努め

るべきである。ところが人間には自分自身が生まれ出で老い病み死に至る身で

ありながら、同じく生まれ出で老い病み死に至る他者を追い求め執着するとい

う煩悩がある。釈尊は出家修行に当たり、そうした煩悩を「聖ならざる求め」

と断じ、生死を繰り返す原因と見定めた。煩悩から離れられず生死を繰り返す

者のことを「凡夫」という。法然上人による念仏往生の教えも凡夫の自覚が出

発点となっている。まずは自らの煩悩を見つめる。それが仏教の基本である。（袖

山）
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ます。〔一つは〕法の話であり、〔他方は〕聖なる沈黙を保つことです。

○解説

ブッダは出家者のなすべきこととして「法の話」と「聖なる沈黙」を説く。

法の話とは、ブッダの教えであるダルマについての理解を深める話である。こ

の話は、一人で行うものではない。ブッダの弟子たちが、ブッダの語った言葉

を話題として対話をする。現在の法話にも通じる対話によって、弟子たちはブッ

ダの言葉を共有し、理解を深めていった。後のアビダルマと呼ばれるブッダの

教えに対する研究の萌芽がここに見て取れる。

もう一つなすべきことは聖なる沈黙、すなわち瞑想である。瞑想によって

心を鎮め、ブッダの言葉を体感することが仏道修行の目指すべきところであり、

その体験が悟りをもたらすのである。ブッダの教えをしっかりと理解し、その

教えを実感していくことが出家者に相応しい行いである。（石田）

○関連

『【現代語訳】法然上人行状絵図』p.347-348

とりわけ浄土宗においては、古くからの念仏行者たちはひたすら自身の楽

しみを求めず、物に執着しない清浄な心を集中して、専修念仏の行のみに勤め

ています。他宗に対して争論を好まず、念仏と余教とを比べて是非の判定もし

ません。これが、ただ迷いの世界を逃れることを願い、必ず往生を逃げる近道

です。ただし、教えを広め、教えをたたえるのは世の常であり、いくらかまた、

そのような傾向がないわけではないのです。

『法然上人のご法語③』p.286

浄土宗の教えを学ぶ者は、まずは次のようなことを知らねばなりません。ご

縁のある人のためなら、身も命も財産も投げ捨て、ひたすら浄土の教えを説き
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ます。〔一つは〕法の話であり、〔他方は〕聖なる沈黙を保つことです。

○解説

ブッダは出家者のなすべきこととして「法の話」と「聖なる沈黙」を説く。

法の話とは、ブッダの教えであるダルマについての理解を深める話である。こ

の話は、一人で行うものではない。ブッダの弟子たちが、ブッダの語った言葉

を話題として対話をする。現在の法話にも通じる対話によって、弟子たちはブッ

ダの言葉を共有し、理解を深めていった。後のアビダルマと呼ばれるブッダの

教えに対する研究の萌芽がここに見て取れる。

もう一つなすべきことは聖なる沈黙、すなわち瞑想である。瞑想によって

心を鎮め、ブッダの言葉を体感することが仏道修行の目指すべきところであり、

その体験が悟りをもたらすのである。ブッダの教えをしっかりと理解し、その

教えを実感していくことが出家者に相応しい行いである。（石田）

○関連

『【現代語訳】法然上人行状絵図』p.347-348

とりわけ浄土宗においては、古くからの念仏行者たちはひたすら自身の楽

しみを求めず、物に執着しない清浄な心を集中して、専修念仏の行のみに勤め

ています。他宗に対して争論を好まず、念仏と余教とを比べて是非の判定もし

ません。これが、ただ迷いの世界を逃れることを願い、必ず往生を逃げる近道

です。ただし、教えを広め、教えをたたえるのは世の常であり、いくらかまた、

そのような傾向がないわけではないのです。

『法然上人のご法語③』p.286

浄土宗の教えを学ぶ者は、まずは次のようなことを知らねばなりません。ご

縁のある人のためなら、身も命も財産も投げ捨て、ひたすら浄土の教えを説き
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菩薩はそれからマガダ国を遊行しウルヴェーラーに近いセーナニーガマに

至り、修行の環境が整っていることを見て取り、そこで修行を始めた。そして

自分自身が生老病死や憂い、汚れといった性質を具えた存在でありながら、そ

れらに危機感をいだいて、それらから離れた、この上なく尊く、安穏な涅槃を

得たのである。

その後、覚りを得たブッダは、それについて話をしたとしても理解してく

れるものがいないのではないかという思いをいだく。そこに梵天がやってきて

いわゆる梵天勧請の場面が描かれる。ブッダはこれを受けて説法を決意し、と

もに修行した五人の比丘のもとへと赴く。その途中で、裸形者のウパカと出会っ

てから、彼らのもとに至る。比丘はブッダと出会い、師として受け入れ、対話

を通じてブッダの考えを認めた。

ブッダは自身の得た覚りの境地を比丘たちに伝え、五妙欲、すなわち眼耳

鼻舌身の五根によって把握される欲望に危難を見るべきことを説く。それから

色界の瞑想、無色界の瞑想、さらに想受滅という瞑想の境地を示し、ここにお

いて煩悩が滅し「世界における執着を渡ったもの」と呼ばれると述べて、本経

は終えられている。

３．フレーズと現代語訳
具体的な研究成果として、作成したフレーズを掲げ、次いでその典拠とな

る『聖求経』の訳文を示し、その解説、関連する御法語を提示する。なお執筆

者は石田一裕、袖山榮輝、北條竜士、渡邉眞儀の四名であり、解説の末尾に執

筆担当名を付している。

（１）法話と沈黙－共に語り、共に行う－

○原文

比丘たちよ、〔あなたたちが〕集まったならば、二つのなすべきことがあり
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ブッダの出家・求法・成道・初転法輪などと、法然上人の立教開宗や教化を対

照する視座が開ける。開宗 850 年を控え、両者の関係を考察することには一

定の意義があるものと考えた。

なお既存の訳文の使用には著作権の問題が生じるため、作業に当たっては

原文からの現代語訳を行い、浄土宗寺院が著作権などを気にせず掲示伝道など

に用いることができるよう配慮した。

２．『聖求経』概要
『聖求経』はブッダが出家に至る過程、その後の修行と成道、そして初転法

輪をブッダ自身が振り返って説く経典である。

本経のなかでブッダは、まず聖なる求めと俗なる求めがあることを明かす。

俗なる求めとは、自分自身が生老病死や憂い、汚れといった性質を具えた存在

でありながら、同様の存在を求めることである。聖なる求めとは自分自身が生

老病死や憂い、汚れといった性質を具えた存在でありながら、それらの性質に

危機感をいだき、安穏なる涅槃を求めることである。ブッダは覚りを開く以前

の菩薩であった時代に、この聖なる求めを起こしていた。そして青春を生きる

青年であったころ、父母が望まず、泣いているにもかかわらず、髪と髭をそり、

出家したのである。

その後、菩薩は何が善かを探求する者として、アーラーラ・カーラーマの

もとに向かった。そこで無所有処という瞑想の境地を学び、そこに至ったが、

その境地が覚りに資するものではないと考え、それに満足することなく、それ

を捨て去っていった。

次に菩薩はウダカ・ラーマプッタのもとを訪ねた。そこでは非想非非想処

のという瞑想の境地を学び、そこに至ったが、やはりこれもまたその境地が覚

りに資するものではないと考え、それに満足することなく、それを捨て去って

いった。



『聖求経』現代語訳ならびに布教用解説　＊ 25

１．はじめに
本研究班は、昨年度まで、釈尊の聖語として知られるパーリ語仏典『ダン

マパダ』（dhammapada）から浄土宗の広報や布教に資すると考えられる経文

を収集して現代語に翻訳し、それに基づいたキャッチコピーを作成するととも

に、解説を付し、さらに関連する法語などを紹介する作業を行ってきた。本年

度は韻文経典ではなく、散文経典である『中部経典』（Majjhima-nikāya）の

第 26 経『聖求経』（Ariyapariyesana-sutta）を対象とし、作業を行った。

散文経典を選定したのは以下の理由である。第一に『ダンマパダ』は、詩

句によっては内容が簡明すぎて、正確な意味の把握が難しく、注釈書（『ダン

マパダアッタカター』）を参照する機会が多くあった。注釈書では簡明な詩句が、

どのような状況で説かれたものかを散文によって説明し、これが内容の理解に

役立った。もちろん注釈書であるので一定の考慮は必要であるが、詩句が説か

れた状況を把握することは、その理解を促す効果があり、本年度は散文経典を

選定し、経典の状況把握を踏まえた読解を行うこととした。

第二に、片山一良の研究により、『長部経典』（Dīgha-Nikāya）や『中部経典』

を現代語訳で読む環境が与えられた。研究者以外でもパーリ語経典の内容にふ

れることができるようになり、教団としてその成果を広報や布教への活用する

方法を検討する時期が来たといえる。その具体例として『聖求経』の現代語訳

から、キャッチコピーの作成を行うこととした。

第三に、『聖求経』は仏伝としての性格を具え、この経典を理解することで

令和３年度　釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究　研究ノート

『聖求経』現代語訳ならびに布教用解説
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Know this: the cultivation of practice in the path to self-perfection brings separation 

from saṃsāra when one’s wisdom is complete; the cultivation of practice in the 

path to the Pure Land brings birth in the Land of Bliss when one returns to a state 

of ignorance.
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とす。もし智慧をもて生死を離るべくば源空なんぞ聖道門を捨ててこの浄土門

にくべき。まさに知るべし、聖道門の修行は智慧を極めて生死を離れ、浄土門

の修行は愚痴に還りて極楽に生まる」と。（481.6-11）

【現代語訳】

法然上人は次のようにお答えになりました。

「あなたは本願を信じることがまだまだ不十分です。阿弥陀さまが本願に

誓われた名号は、木を切ること、草を刈ること、菜を摘むこと、水を汲むこと

などを生業とし、み仏の教えについても他の学問についても、その一節さえ知

らない人であっても、お念仏を称えれば必ず浄土に往生できるのだと信じきり、

心の底から願い求めて、常にお念仏を称える人こそが、阿弥陀さまのみ心にもっ

とも適った人と言えるのです。もしも、智慧によって生死を繰り返す迷いの世

界を離れ出られるというのであれば、どうしてこの源空が、聖道門を捨てて浄

土門に帰入することなどあったでしょう。よくよくお心得なさい。聖道門の修

行とは智慧を究めることによってこの生死の迷いの世界を離れる教えであって、

浄土門の修行とはものの道理に暗い愚かな身であると自覚して極楽浄土に生ま

れる教えなのです」（③ 14）

【英訳】

Genkū answered him, 

You are still at the stage where you do not believe in the Original Vow[s]. 

People who work at cutting wood, cutting grass, picking vegetables, scooping up 

water, and so forth may be lacking in [knowledge of] the internals and externals, or 

even unable to read at all, but when they believe that if they recite [the nenbutsu], 

they will surely be reborn [in the Pure Land] and they continually recite nenbutsu 

while truly rejoicing in this, they are people of the greatest ability. 

If I had the wisdom to leave behind saṃsāra, then why would I abandon the 

traditional path to self-perfection and instead pursue the path to the Pure Land? 
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【和語】

僧の作法は大小の戒律あり。しかりといえども末法の僧これに従わず。源

空これを誡むれども誰の人かこれに従う。ただ詮ずるところは念仏の相続する

ようにあい計らうべし。往生のためには念仏すでに正業なり。かるが故にこの

旨を守りてあい励むべきなり。（479.9-12）

【現代語訳】

僧侶の守るべききまりは大乗・小乗それぞれの戒律によります。しかしな

がら、この末法の時代の僧にはそれが守りきれません。たとえ私（源空）が「戒

律を守りなさい」と誡めたところで、いったい誰が従えるでしょうか。要はただ、

お念仏が相続できるよう努めて心がけるべきなのです。往生のためには、すで

に念仏が正しき行業とされています。ですからこの教えを素直に守って、しか

と励まなければなりません。（③ 133）

【英訳】

There are Mahāyāna and Hīnayāna precepts that pertain to how a monk should 

conduct himself. On the other hand, monks in this time of mappō may not follow 

them. Although I, Genkū, admonish them for this, who will follow what I say? 

In the end, the only thing that truly matters is that people manage to 

continue their practice of nenbutsu. Nenbutsu is the orthodox practice for Birth in 

the Pure Land. For this reason you need to push yourself to maintain this principle. 

⑩還愚─愚痴に還りて往生する─

「諸人伝説のことば」（信空上人伝説）

【和語】

答えてのたまわく「汝本願を信ずる事まだしかりけり。弥陀如来の本願の

名号は樵、草刈、菜摘、水汲の類ごときの者の、内外ともに欠けて一文不通な

るが称うれば必ず生まるなんと信じて真実に欣楽して常に念仏申すを最上の機
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⑧三心具足―葦と月―

「諸人伝説のことば」（乗願上人伝説）

【和語】

人目を飾らずして往生の業を相続すれば自然に三心は具足するなり。譬え

ば葦の繁き池に十五夜の月の宿りたるは他所にては月宿りたりとも見えねども、

よくよく立ち寄りて見れば葦間を分けて宿るなり。妄念の葦は繁けれども三心

の月は宿るなり。（477.10-13）

【現代語訳】

人目を気にして自身を飾り立てることなく、往生の叶うお念仏を称え続け

れば、自ずから三心は具わるのです。例えば、葦の繁った池に十五夜の月が映っ

ている様は、遠くからでは月が映っているようには見えませんが、よくよく近

くに寄って見ると、葦の間を分け入って月は映っているのです。（それと同じ

ように）心に煩悩という妄念の葦が繁っていようとも、三心という月は我が心

に具わるのです。（② 120）

【英訳】

When a person is continuous in their practice [of nenbutsu] for Birth without doing 

anything to look good to others (= paying attention to how someone else may view 

them), that person will naturally acquire the three-minds. It is like the situation 

when a person is at a lake so filled with reeds that he cannot see the reflection 

of the full-moon on the fifteenth night of the month, but if he gets closer to the 

reeds he will see how the moonlight has found its way in between the reeds and 

thereby reaches the surface of the water. Even if the reeds of delusion are thick, the 

moonlight of the triple-mind shines through.

⑨戒律と念仏

「諸人伝説のことば」（信空上人伝説）
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の道も確かなものとなっていきますし、このように確信すれば、疑いは出てこ

ないのです。逆に、往生など定まるはずもないと決めつけては、そのまま本当

に定まらなくなってしまいます。定まると思えば定まるのです。（① 93）

【英訳】

We should be thinking that, even without reflecting upon whether our thinking 

is good or bad, without judging whether our karmic sins are slight or serious, if 

we recite namu amida butsu while thinking we will be reborn in the Pure Land, 

then the thought that you will defi nitely achieve Birth will arise, matched to your 

voice. It is from that confi rmation that the karmic act of Birth is settled. Because 

one understands this, doubt is not there. Because one thinks [that Birth] is not 

determined, as such it will not be. Because one thinks it is defi nite, then it will be 

defi nite.

⑦三心具足するためには

「御消息」

【和語】

我が心には三心具したりと覚えば心強くも覚え、また具せずと覚えば心を

も励ましてかまえて具せんと思い知りそうらわんはよくこそはそうらいぬべけ

れば…（542.9-11）

【現代語訳】

自分の心に三心が具わったと実感できたならば、心強くも思えましょう。反

対に、まだ具わっていないと感じたならば、心を奮い立たせてお念仏し、何と

してでも具わるようにしようとお思いになるのはよいことです。（① 71）

【英訳】

… and feel they possess the three mindsets will be emboldened, and those who feel 

they do not possess it will be encouraged to learn about it, must be a good thing.
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The second mindset is called “profound”. It is glossed by Shandao in the following 

way:

There are two aspects to this. First is to believe that it is certain that you 

yourself are merely an ordinary person replete with the affl ictions of karma (kleśa) 

coursing through a trouble-plagued saṃsāra, that your wholesome karmic roots 

[from the past] are weak and few in number, and that over long kalpas you have 

been transmigrating repeatedly through the triple-world with no means of escape.

Second, this is called the profound mindset [also] because you believe 

that Amida Buddha embraces sentient beings with his forty-eight vows—thus 

you recite the Sacred Name as few as ten times or even one time—and that by 

being carried by the power of [his] vows, Birth is defi nitely attained, without any 

doubtful thoughts.

⑥決定心とは

「御消息」

【和語】

ただ心の善き悪ろきをも顧みず、罪の軽き重きをも沙汰せず、心に往生せ

んと欲いて口に南無阿弥陀仏と称えば、声につきて決定往生の思をなすべし。

その決定の心によりてすなわち往生の業は定まるなり。かく心得れば疑もな

し。不定と思えばやがて不定なり、一定と思えば一定する事にてそうろうなり。

（538.5-8）

【現代語訳】

（極楽浄土への往生を目指すにあたっては）心の善い・悪いなどということ

もありません。罪が重いとか軽いとかを問題にする必要もありません。浄土に

往生したいと願い、ただ「南無阿弥陀仏」と称えれば、ひと声ひと声ごとに必

ず往生が叶う、という思いを発しなさい。その心に揺るぎないならば、往生へ
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【英訳】

So it gives me comfort just to see the urgency in your vow to be reborn in the Pure 

Land, attain enlightenment, and afterward quickly return to this world where you 

can use supernatural skillful means to invite others to the Pure Land, both those 

that you know and those you do not, both those who praise you and those who 

despise you. 

⑤深心とは

「御消息」

【和語】

二つに深心というは、善導釈したまいていわく「これに二種あり。一つには

決定して我が身はこれ煩悩を具せる罪悪生死の凡夫なり、善根薄く少くして曠

劫よりこのかた常に三界に流転して出離の縁なしと信ずべし。二つにはかの阿

弥陀仏、四十八願をもて衆生を摂取したまう、すなわち名号を称すること、下

十声一声に至るまで、かの願力に乗じて定めて往生することを得と信じて、乃

至一念も疑う心なき故に深心と名づく。（536.15-537.4）

【現代語訳】

深心について、善導大師は二つに分けて解釈されています。一つは「自分

は煩悩にまみれて罪を犯し、生死の繰り返す迷いの世界をさまよい続ける凡夫

である。善い行いも少なく、遥か遠い過去の世から永い間迷いの世界を経巡っ

て、そこを離れようにも、その縁すらない身である」と直視すること。もう一

つは「阿弥陀さまは、その成就された四十八願の働きをめぐらして衆生をお救

いくださるのだから、名号を称えるなら、たとえ十遍であろうと一遍であろう

と、阿弥陀さまの本願力に乗じて必ず往生する」と信じる。そして、これをほ

んのわずかすらも疑う心がないので深心と名付けるのです。（① 82）

【英訳】
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し実際には、往生が叶う人は少なく、叶わない人は多いのです。この現実を誰

が疑うというのでしょう。（③ 147）

【英訳】

Question: There are people who say that once the Buddha’s light shines upon 

someone, that person has attained a non-retrogressing stage [and will definitely 

achieve Birth]. Is that the settled understanding of the teachings?

Answer: This is a huge mistake in understanding. The fact that the light from 

the Buddha that shines on us does so precisely because of nenbutsu means 

that if one’s nenbutsu [practice] stops, then who will become the object of the 

Buddha’s shining? If that view that recitation nenbutsu done one time is suffi cient 

to guarantee Birth were true, then would there be anyone who did not do one 

nenbutsu recitation? And yet the number of people who attain birth in the Pure 

Land is few, and those who do not are many. This is the reality of our situation—

who doubts it?

④還相回向

「御消息」

【和語】

浄土に生まれて悟を開きて後、急ぎこの世界に還り来たりて神通方便をも

て結縁の人をも無縁の者をも、誉むるをも謗るをもみなことごとく浄土へ迎え

摂らん（533.13-15）

【現代語訳】

ひとたび浄土に往生してさとりを開いたならば、急いでこの娑婆世界に還

り来たって、神通力をめぐらして生前に御縁のあった方もそうでない方も、ま

たお念仏の御教えを讃える人も謗る人をも、一人も残さずお浄土へお導き致し

ましょう。（① 175）
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they are not committed to counting the number of deluded thoughts they produce, 

yet when one seeks to count the number of nenbutsu recitations, one takes the 

position of “nenbutsu host”; in this the nenbutsu is host and deluded thoughts 

are the guest. And the fact that we are forgiven for produced deluded thoughts 

produces an excessive debt of gratitude. Yet there are those who engage far too 

much in all sorts of unrelated talk, continuing to count beads in their rosary—this 

is beyond the pale.

③摂取の光明

「東大寺十問答　第八」

【和語】

八、 問う、摂取の光明は一度照らしてはいつも不退なると申す人のそうろうは

一定にてそうろうか。

　 答う、この事大きなる僻事なり。念仏の故にこそ照らす光の、念仏退転

して後は何者を便にて照らすべきぞ。さようにあるならば念仏一遍申さ

ぬ者やはある。されども往生する者は少く、せざる者は多き事、現証誰

か疑わん。（531.3-531.7）

【現代語訳】

お尋ねします。阿弥陀さまから放たれる救いの光明は、ひとたび照らした

ならば常にその人を照らして消え去ることはない、と言う人がいますが、それ

は本当でしょうか。

お答えします。それは大きな誤りです。お念仏を称えるからこそ照らして

くださる光なのですから、日々のお念仏を止めてしまっては、阿弥陀さまは何

をたよりに照らすことができるでというのでしょう。もし、その人の言ってい

ることが本当だとすれば、ただ一遍のお念仏で往生が約束されることとなりま

すから、わずかその一遍のお念仏を称えない人などいるものでしょうか。しか
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断ぜざらん者は妄念起るべし。世間の客と主とのごとし。念珠を手に取

る時は妄念の数を取らんとは約束せず、念仏の数取らんとて念仏の主を

据えつる上は、念仏は主、妄念は客なり。さればとて心の妄念を許され

たるは過分の恩なり。それにあまさへ口に様様の雑言をして念珠を繰り

越しなんどする事、ゆゆしき僻事なり。（529.7-529.13）

【現代語訳】

お尋ねします。お念仏を称える時、必ず念珠を手にしなくとも不都合はあ

りませんか。

お答えします。念珠は必ずお持ちなさい。世間では歌を歌ったり舞を舞った

りする時ですら、その拍子に合わせます。念珠で拍子をとりながら舌と手を動

かすのです。ただし煩悩を断ち切っていない者には妄念が湧き起こります。そ

れは、たとえば世間でいう客人と主人の関係のようなもので、念珠を手にした

時には妄念の数を数えよう、などとは考えずに、念仏の数を数えようと、あく

までお念仏が主であると見立てるならば、念仏が主人、妄念が客人となります。

とはいえ、念仏を称える時、心に妄念が湧き起こるのを許されていることすら

身に余る恩恵なのです。だからといって、その上、お念仏の途中でいらぬ私語

をはさみ、ただ念珠を繰るだけなどというのは、とんでもない心得違いです。（③

118）

【英訳】

Question: Is it not inconvenient if one does not necessarily always have a rosary 

when doing nenbutsu?

Answer: One should always have a rosary. In a secular context, when singing songs 

or dancing a dance, one needs to follow the beat. With a rosary one does this by 

moving the beads together with one’s tongue according to the notation. However, 

anyone who has not severed their ignorance will produce deluded thoughts. One 

can think of this like a host and a guest. When one is holding their rosary beads, 
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心が至誠心であり、往生への疑いがなければそれが深心であり、往生を目指せ

ばそれが廻向発願心です。ですから、ひたすらお念仏を称えて、疑いの心など

抱かずに往生を目指すうちに具わる三心を「行具の三心」というのです。五念

門や四修なども、ひたすら信ずる者には自ずと身に付くものです。（③ 93）

【英訳】

Question: Is a person of nenbutsu who has the triple-mindset assured of birth in the 

Pure Land?

Answer: That person is assured of Birth. There is a triple-mindset of wisdom and 

there is a triple-mindset of practice. The triple-mindset of wisdom refers to people 

practicing in various denominations who having trouble believing in the wisdom of 

their own tradition, and [a Pure Land teacher] discusses interpretations of passages 

in sutras and commentaries with them, asserting what enables them to believe in 

nenbutsu. The triple-mindset of practice refers to the mindset of utter sincerity, 

the profound mindset devoid of doubt, and the mindset of commitment in which 

one turns over all their karmic merit [to attain Birth]. Therefore the triple-mindset 

of practice refers to thinking that one devotes themselves to nenbutsu and thinks 

without doubt they will be born in the Pure Land. For those who cultivate the fi ve 

mindfulness practices and the four cultivations while devoted to this faith will 

come to have these three mindsets naturally included.

②念仏と念珠

「東大寺十問答　第四」

【和語】

四、 問う、念仏は必ず念珠を持たずとも苦しかるまじくそうろうか。

　 答う、必ず念珠を持つべきなり。世間の歌を歌い舞いを舞うそら、その

拍子に従うなり。念珠を博士にて舌と手とを動かすなり。ただし無明を
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ながら訳出したものではないため、若干の文意の相違が見られる点につい

てはご了承頂きたい。

①三心具足の念仏

「東大寺十問答　第三」

【和語】

三、問う、三心具足の念仏者は決定往生か。

　 答う、決定往生するなり。三心に智具の三心あり、行具の三心あり。智

具の三心というは、諸宗修学の人、本宗の智をもて信を取り難きを、経

論の明文を出し解釈の趣を談じて、念仏の信を取らしめんとて説きたま

えるなり。行具の三心というは、一向に帰すれば至誠心なり、疑心なき

は深心なり、往生せんと思うは廻向心なり。かるが故に一向念仏して疑

う思なく往生せんと思うは行具の三心なり。五念四修も一向に信ずる者

には自然に具するなり。（528.15-529.6）

【現代語訳】

お尋ねします。三心を具えてお念仏を称えるならば、往生は必ず叶うので

しょうか。

お答えします。往生は叶います。三心には、教えを学ぶことによって具わ

る「智具の三心」と、お念仏を称えていくうちに具わる「行具の三心」とがあ

ります。

まず「智具の三心」についてですが、他宗の教えを学び修めてきた人にとっ

ては、その宗の視点からでは念仏往生は信じがたいので、経典や論書から念仏

往生を明らかにしている文章を引用してその真意を示し、念仏往生が信じられ

るように説かれています。（それらを学ぶことによって三心が具わることをい

うのです）

次に「行具の三心」についてですが、ひらすら阿弥陀さまに我が身を託す
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研究ノート

はじめに

本研究班は『和語灯録』に収録されているご法語の英訳作業を進めてい

る（１）。本研究ノートではその英訳の中から令和2年度、3年度の研究成果として、

英訳「東大寺十問答」「御消息」「諸人伝説のことば」の中から適宜、御法語の

英訳の一部分を選出し、それに対応する和語原文、現代語訳を対比させ紹介する。

〈凡例〉

・見出し語は本研究班にて適宜付した。

・各訳の底本は以下の通りである。

　【和語】…『浄土宗聖典』第 4 巻釈文（各ご法語末尾の数字は頁数を示す）

　【現代語訳】… 文庫版『法然上人のご法語』①消息編②法語類編③対話編、

浄土宗総合研究所編訳、令和 3 年、発行：浄土宗

　　　　　 　　 （各ご法語末尾の丸数字は巻数、算用数字は法語番号を示

す）

　【英訳】…本研究班（２）

・ 英訳と現代語訳について…本研究班は『和語灯録』の英訳作業において『浄

土宗聖典』第 4 巻を底本としているため、本稿に利用させて頂いた現代

語訳の底本（『昭法全』）と異なる。また両訳文は共に内容の整合性を図り

（１）  The English Translation Project Members: Mark L. Blum, Yoshiharu Tomatsu, 
Ryushi Hojo, Tatsuaki Harumoto, Atsushi Aoki, Masayoshi Watanabe, Jinsei Sakai.

（２）  This translation is a draft. Please do not cite without the permission of the author.

令和３年度　浄土宗基本典籍の英訳研究　研究ノート

英訳「東大寺十問答」「御消息」
「諸人伝説のことば」抄訳
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【委託研究】　委託研究プロジェクト　 包括宗教法人におけるＳＤＧｓへの取り組みの
あり方（企画調整室委託）

研究代表 小澤憲珠
主　務 工藤量導

研究員
石田一裕 今岡達雄 大橋雄人

東海林良昌 戸松義晴 名和清隆
若林隆仁
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【基礎研究】　基礎研究プロジェクト　法式研究
主　務 中野孝昭

研究員
青木篤史 荒木信道 石田一裕
大橋雄人 西城宗隆 柴田泰山
八橋秀法 若林隆仁

研究スタッフ

粟飯原岳志 青木玄秀 井川直樹
井上良昭 坂上典翁 清水秀浩
遠田憲弘 八尾敬俊 山本晴雄
吉原寛樹

【基礎研究】　基礎研究プロジェクト　布教研究
主　務 宮入良光

研究員
青木篤史 井野周隆 郡嶋昭示
北條竜士

研究スタッフ
岩井正道 大髙源明 工藤大樹
後藤真法 遠田憲弘 中川正業
宮田恒順 八木英哉 山田紹隆

【基礎研究】　基礎研究プロジェクト　教学研究Ⅰ（東京）
主　務 柴田泰山
研究員 工藤量導

研究スタッフ
石上壽應 小川法道 坂上雅翁
長尾光恵

【基礎研究】　基礎研究プロジェクト　教学研究Ⅱ（京都分室）
主　務 八橋秀法

研究員
市川定敬 井野周隆 齊藤舜健
田中芳道

研究スタッフ

粟飯原岳志 伊藤茂樹 岩井正道
曽田俊弘 小川法道 角野玄樹
岩谷隆法 陳敏齢 永田真隆
松尾善匠 南宏信
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【応用研究】　応用研究プロジェクト　 海外開教使養成研究及び 
海外開教区用儀式文例作成

主　務 田中芳道

研究員
市川定敬 井野周隆 齊藤舜健
八橋秀法

研究スタッフ
石川広宣 岩井正道 角野玄樹
下村達郎 林雅清 原マリ
吹田隆徳 前田信剛 南宏信

【応用研究】　応用研究プロジェクト　釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
主　務 石田一裕

研究員
佐藤堅正 袖山榮輝 春本龍彬
北條竜士

研究スタッフ 渡邉眞儀

【応用研究】　応用研究プロジェクト　浄土宗基本典籍の英訳研究
主　務 北條竜士

研究員
青木篤史 石田一裕 齊藤舜健
佐藤堅正 柴田泰山 戸松義晴
春本龍彬

研究スタッフ
安孫子稔章 里見奎周 ジョナサン・ワッツ
酒井仁成 髙瀨顕功 平間理俊

マーク・ブラム 渡邉眞儀

【応用研究】　総合研究プロジェクト　浄土宗祖師の諸伝記の研究
主　務 郡嶋昭示
研究員 青木篤史 吉田淳雄

研究スタッフ 伊藤茂樹

【応用研究】　基礎研究プロジェクト　浄土宗関連情報デジタルアーカイブ研究
主　務 佐藤堅正

研究員
市川定敬 大橋雄人 工藤量導
齊藤舜健 柴田泰山 春本龍彬

研究スタッフ 石川琢道 後藤真法



＊ 8

【総合研究】　総合研究プロジェクト　浄土宗寺院における社会事業の地域間連携
主　務 東海林良昌

研究員
大橋雄人 工藤量導 田中芳道
中野孝昭 名和清隆 宮入良光
吉田淳雄

研究スタッフ
石井綾月 伊藤竜信 岩田照賢
小川有閑 小林惇道 下村達郎
髙瀨顕功 山下千朝

【総合研究】　総合研究プロジェクト　宗立宗門学校における仏教教育
主　務 宮坂直樹

研究員
青木篤史 石田一裕 今岡達雄
工藤量導 袖山榮輝 名和清隆
林田康順

研究スタッフ
大屋正順 神田眞雄 齋藤知明
高瀬顕功 平間理俊 渡邉龍彦
宮田恒順

【総合研究】　総合研究プロジェクト　浄土宗の平等思想と LGBTQ
主　務 工藤量導

研究員
青木篤史 石田一裕 大橋雄人

東海林良昌 宮入良光 宮坂直樹
若林隆仁

研究スタッフ
中村吉基 西村宏堂 関光恵
服部祐淳 山下千朝 吉水岳彦

【応用研究】　応用研究プロジェクト　「和語灯録」現代語訳の研究
主　務 林田康順

研究員

青木篤史 石田一裕 大橋雄人
工藤量導 郡嶋昭示 佐藤堅正

東海林良昌 袖山榮輝 曽根宣雄
春本龍彬 和田典善

研究スタッフ
石川琢道 石上壽應 杉山裕俊
吉水岳彦
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令和 3 年度　研究課題別スタッフ一覧
【総合研究】　総合研究プロジェクト　現代社会における戒と倫理―授戒の意義―

主　務 井野周隆

研究員
市川定敬 齊藤舜健 柴田泰山
田中芳道 八橋秀法

研究スタッフ

粟飯原岳志 安達俊英 伊藤茂樹
岩井正道 上野忠昭 鵜飼秀徳
角野玄樹 善裕昭 曽田俊弘
中川正業 南宏信 田中裕成

【総合研究】　総合研究プロジェクト　 次世代継承に関する研究 
―ネクストステージへの儀礼の創造―

主　務 名和清隆

研究員
工藤量導 東海林良昌 袖山榮輝
宮坂直樹 和田典善

研究スタッフ
石上壽應 鍵小野和敬 菅波正行
武田道生

【総合研究】　総合研究プロジェクト　 浄土宗寺院における対人援助の研究 
―浄土宗的カウンセリング―

研究代表 石川到覚
主　務 曽根宣雄
研究員 郡嶋昭示 春本龍彬 宮坂直樹

研究スタッフ
大河内大博 大島慎也 小野静法
籠島浩貴 曽田俊弘 髙瀨顕功
樋口広思 平間俊宏

【総合研究】　総合研究プロジェクト　科学技術の進展に伴う社会の変化と浄土宗の対応
主　務 吉田淳雄

研究員
今岡達雄 工藤量導 袖山榮輝
戸松義晴 林田康順 若林隆仁

研究スタッフ
伊藤竜信 岡崎秀麿 熊谷信是
坂上雅翁 水谷浩志 平子泰弘
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総合研究所令和 3 年度研究プロジェクト一覧

【総合研究】 総合研究プロジェクト

１  現代社会における戒と倫理―授戒の意義―
２  次世代継承に関する研究

―ネクストステージへの儀礼の創造―
３  浄土宗寺院における対人援助の研究

―浄土宗的カウンセリング―
４  科学技術の進展に伴う社会の変化と浄土宗の

対応
５  浄土宗寺院における社会事業の地域間連携
６  宗立宗門学校における仏教教育
７  浄土宗の平等思想と LGBTQ

【応用研究】 応用研究プロジェクト

８  「和語灯録」現代語訳の研究
９  海外開教使養成研究及び海外開教区用儀式文

例作成
10  釈尊聖語の広報・布教用現代語訳研究
11  浄土宗基本典籍の英訳研究
12  浄土宗祖師の諸伝記の研究
13  浄土宗関連情報デジタルアーカイブ研究

【基礎研究】 基礎研究プロジェクト

14  法式研究
15  布教研究
16  教学研究Ⅰ（東京）
17  教学研究Ⅱ（京都分室）

【委託研究】 委託研究プロジェクト 18  包括宗教法人における SDGs への取り組みの
あり方（企画調整室委託）
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総合研究所運営委員一覧（教化研究33号）

委員（役職） 川中光敎
名越邦博
光岡素生
宮林雄彦
小澤憲珠

（宗務総長）
（宗務役員）
（宗務役員）
（宗務役員）
（総合研究所長）

委員 松岡玄龍
田中勝道
西村實則
廣瀬卓爾
藤堂俊英
安部隆瑞
勝崎裕彦
大澤亮我

（令和4年3月31日現在）
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浄土宗総合研究所研究員一覧（教化研究33号）
（令和 4 年 3 月 31 日現在）
〒105-0011　東京都港区芝公園4-7-4　明照会館4 階
電話　03-5472-6571（代表）　　FAX　03-3438-4033
＜分室＞
〒605-0062　京都市東山区林下町416　浄土宗教化研修会館（源光院）内
電話　075-744-0841　　FAX　075-744-0849
ホームページアドレス　https://www.jsri.or.jp/

所長 小澤憲珠

副所長 今岡達雄

主任研究員 戸松義晴・袖山榮輝・齊藤舜健

研究員

青木篤史・荒木信道・石田一裕・市川定敬・井野周隆・大橋雄人
工藤量導・郡嶋昭示・西城宗隆・佐藤堅正・柴田泰山・東海林良昌
曽根宣雄・田中芳道・中野孝昭・名和清隆・林田康順・春本龍彬
北條竜士・宮入良光・宮坂直樹・八橋秀法・吉田淳雄・若林隆仁
和田典善

事務員 青木篤史・岩井正道・工藤量導・春本龍彬

研究スタッフ

粟飯原岳志・安達俊英・安孫子稔章・石井綾月・石川広宣
石川琢道・石川到覚・石上壽應・伊藤茂樹・伊藤竜信・井上良昭
岩井正道・岩田照賢・岩谷隆法・上野忠昭・鵜飼秀徳・大河内大博
大島慎也・大髙源明・大屋正順・岡崎秀麿・小川有閑・小野静法
鍵小野和敬・籠島浩貴・角野玄樹・神田眞雄・工藤大樹・熊谷信是
小林惇道・後藤真法・齋藤知明・坂上雅翁・坂上典翁・里見奎周
清水秀浩・下村達郎・ジョナサン ワッツ・菅波正行・杉山裕俊
善裕昭・曽田俊弘・髙瀨顕功・武田道生・陳敏齢・遠田憲弘
中川正業・長尾光恵・永田真隆・服部祐淳・林雅清・原マリ
樋口広思・平間俊宏・平間理俊・マーク ブラム・前田信剛
松尾善匠・水谷浩志・南宏信・宮田恒順・八尾敬俊・八木英哉
山下千朝・山田紹隆・山本晴雄・吉水岳彦・渡邉眞儀・渡邉龍彦
中村吉基・西村宏堂・関光恵・田中裕成・小川法道・吹田隆徳
青木玄秀・井川直樹・吉原寛樹・酒井仁成・平子泰弘
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編集後記

▽ 令和３年度の研究成果をあらわした『教化研究』第 33 号をお届けします。
▽ 本号では研究活動報告として、総合研究・応用研究・基礎研究・委託研究の各

プロジェクトの研究目的と研究内容、進捗状況について計 18 本を掲載してい
ます。

▽ また研究成果報告として「『黒谷上人語灯録』（和語）現代語訳②　巻第十二」・
「善導『観経疏』現代語訳④」・「『ルビ付き　盂蘭盆経』作成に当たっての諸本
考察」・「常用の偈文を通した法話の研究（１）」・「ゲノム編集にどう向き合う
か」・「浄土宗寺院における社会事業の地域間連携研究班成果報告書」・「浄土宗
寺院における対人援助の研究―浄土宗的カウンセリング」・「次世代継承に関す
る研究―ネクストステージへの儀礼創造―」の計８本を掲載しています。

▽ さらに研究ノートとして「「授戒実践マニュアル」作成にむけて」・「天保版『然
阿上人伝』書き下し」・「浄土宗日常勤行式フランス語訳」・「宗立宗門学校にお
ける「仏教教育の現状調査」結果報告」・「『聖求経』現代語訳ならびに布教用
解説」・「英訳「東大寺十問答」「御消息」「諸人伝説のことば」抄訳」の計６本
を掲載しています。

▽ おかげさまをもちまして、本年も『教化研究』第 33 号を発行することができ
ました。

　 これもひとえに当研究所に携わり、お支え下さいました方々のご尽力があって
のことです。すべての関係者の皆様に心より御礼を申し上げます。

教化研究　第 33 号
令和 4 年 9 月 10 日　発行

発　行　人　小　澤　憲　珠
編集・発行　浄土宗総合研究所

電話（03）5472-6571（代表）FAX（03）3438-4033
〒105-0011  東京都港区芝公園4-7-4　明照会館内

制作・DTP　株式会社平河工業社印刷・製本　
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